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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
宗
教
研
究

　

一
九
世
紀
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
研
究
は
多
様
な
源
を
も
っ
て
い

ま
す
。
宗
教
学
の
学
説
史
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
登
場
す
る
の
は
、

比
較
言
語
学
者
・
神
話
学
者
の
Ｆ
・
Ｍ
・
ミ
ュ
ラ
ー
、
宗
教
社
会
学
者
の

Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
や
Ｅ
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
人
類
学
者
の
Ｅ
・
Ｂ
・
タ
イ

ラ
ー
や
Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
ー
ザ
ー
、
宗
教
心
理
学
者
の
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
な

ど
で
す
。
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
に
強
い
影
響
を
受
け
て
展
開
し

た
日
本
の
宗
教
研
究
も
ま
た
、
当
初
か
ら
多
様
な
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
社
会
学
、
人
類
学
、
民
族
学
、
民
俗
学
、

心
理
学
、
歴
史
学
、
哲
学
、
文
学
な
ど
、
隣
接
す
る
学
問
分
野
と
た
え
ず

接
触
交
流
し
な
が
ら
、
宗
教
史
、
宗
教
現
象
な
ど
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
が
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
の
二
〇
年
間
ほ
ど
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、
そ
れ

ま
で
と
は
少
し
異
な
る
領
域
か
ら
の
宗
教
へ
の
関
心
が
強
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
二
〇
〇
六
年
に
は
国
際
認
知
宗
教
学
会
（International A

sso-
ciation for the Cognitive Science of Religion

）
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
宗
教
行
為
や
儀
礼
、
宗
教
史
の
展
開
に
大
胆
な
仮
説
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
宗
教
研
究
に
認
知
科
学
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
試
み
が
急
速
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
は
脳
科
学
（
ニ
ュ
ー
ロ
サ
イ
エ
ン
ス
）
の
急
速
な

展
開
が
宗
教
研
究
に
も
及
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
進
化
生
物
学
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
認
知
哲
学
と
い
っ
た
、
従
来
は
宗
教
研
究
と
は
あ

ま
り
縁
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
領
域
で
も
、
宗
教
の
根
本
的
な
問
題

に
つ
い
て
新
し
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
な
ぜ
人
間
は
宗
教
を
必
要
と
し
た
の
か
、
神
や
霊
と
い
っ
た
観
念

は
ど
う
や
っ
て
生
じ
た
の
か
、
宗
教
的
回
心
と
は
一
体
ど
う
い
う
メ
カ
ニ

ズ
ム
な
の
か
、
と
い
っ
た
問
い
で
す
。
こ
れ
ら
は
一
九
世
紀
以
来
議
論
さ

れ
て
い
る
古
典
的
な
問
い
と
言
え
ま
す
が
、
そ
れ
に
新
し
い
光
を
当
て
て

み
よ
う
と
い
う
機
運
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
う
し
た
最
近
の
新
し
い
研
究
趨
勢
の
中
で
、
日
本
に
お
け
る

宗
教
研
究
は
ど
の
よ
う
な
展
望
を
得
る
べ
き
か
を
考
え
る
た
め
の
講
演
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
比
較
神
話
学
、
進
化
生
物
学
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の

三
人
の
研
究
者
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
一
見
遠
い
分
野
に
見
え
る

学
問
領
域
が
、
宗
教
現
象
を
対
象
と
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
視
点
を
つ

な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
、
新
し
い
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
は
あ

る
の
か
、
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
契
機
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
第
七
二
回
学
術
大
会
実
行
委
員
会
）

講
師 

マ
イ
ケ
ル
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
）

 

長
谷
川
眞
理
子
（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）

 

芦
名　

定
道
（
京
都
大
学
教
授
）

司
会 

井
上　

順
孝
（
國
學
院
大
學
教
授
）

開
催
日 

二
〇
一
三
年
九
月
六
日
（
金
）

会
場 
國
學
院
大
學　

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｍ
Ｃ
）

 
常
磐
松
ホ
ー
ル

共
催 

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所

公
開
学
術
講
演
会



　　14

『宗教研究』87巻別冊（2014年） 公開学術講演会

え
で
は
、
神
話
は
元
型
の
二
次
的
創
作
物
に
過
ぎ
な
い
も
の
に
な
る
。
神

話
は
い
く
つ
か
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
も
っ
と
ず
っ
と
精

巧
な
も
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
普
遍
的
な
神
話
モ
チ
ー
フ
は
、
死
、
及
び
「
わ
れ
わ
れ
は
ど

こ
か
ら
来
て
、
な
ぜ
こ
こ
に
存
在
し
、
ど
こ
へ
い
く
の
か
」
と
い
う
人
間

の
永
遠
の
問
い
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ほ
か
に
は
、
と
き
に
最
高

神
の
存
在
を
と
も
な
う
大
洪
水
や
、
最
初
の
人
間
の
傲
慢
に
よ
る
洪
水
も

あ
る
。

　

神
話
は
世
界
宗
教
の
な
か
に
も
、
ま
た
「
公
的
な
」
宗
教
が
な
い
地
域

に
さ
え
も
広
ま
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
社
会
主
義
の
国
に
も
、
ま
た
現
代

の
非
宗
教
的
な
社
会
に
も
あ
る
。
伝
統
的
な
宗
教
が
存
在
し
、
儀
礼
が
行

な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

二　

国
際
的
な
視
点
か
ら
の
神
話
学

　

神
話
や
宗
教
に
は
、
多
く
の
定
義
が
あ
る
。
神
話
研
究
の
社
会
的
貢
献

は
何
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
神
話
研
究
は
、
そ
の
土
地
の
神
話
や
信
仰
体
系

の
構
造
や
根
本
的
な
部
分
を
明
示
す
る
。
そ
し
て
個
々
の
集
団
に
帰
属
意

識
を
与
え
る
よ
う
な
彼
ら
の
霊
的
な
起
源
を
示
す
こ
と
も
で
き
る
。
次

に
、
神
話
研
究
は
、
現
代
の
信
仰
が
石
器
時
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
再
び
人
間
に
共
通
の
重
要
な
側
面
、
す
な
わ

ち
「
人
間
は
神
話
を
必
要
と
す
る
」
を
示
し
て
い
る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
神
話
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
デ
ュ
メ
ジ
ル
の
三
機
能
説
、
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
の
構

造
主
義
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
ア
メ
リ
カ
の
モ
ノ
ミ
ス
論
、
近
年

の
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ン
カ
ー
ン
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
姿
勢
、
脱
構
築
主
義
、

出
ア
フ
リ
カ

 

│
│ 

歴
史
的
比
較
神
話
学
に
よ
っ
て
初
期
の
神
話
体
系
を
探
る 

│
│

マ
イ
ケ
ル
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル

一　

神
話
の
普
遍
性

　

神
話
は
、
儀
礼
、
音
楽
、
舞
踊
、
芸
術
、
そ
し
て
言
語
な
ど
人
間
文
化

の
象
徴
的
な
機
能
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
人
間
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
神
話
が
力
を
失
う
と
、
別
の
も
の
が
引
き
継
い
で
い

く
。
現
代
の
神
話
が
映
画
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
や
「
ス
タ
ー
ト
レ
ッ
ク
」

の
な
か
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　
「
神
話
は
言
語
に
先
行
す
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
の
背
景
に
は
、
人

間
が
神
話
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
ど
の
く
ら
い
経
つ
の
か
、
神
話
が
言
語

に
先
行
し
て
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
人

間
は
、
神
話
を
伝
え
る
言
語
を
六
万
五
千
年
か
ら
七
万
五
千
年
前
に
は
持

っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
最
近
で
は
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
も
会
話
能
力

を
持
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
現
生
人
類
は
そ
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ

ー
ル
人
と
交
配
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は

き
わ
め
て
古
い
時
代
に
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
も
い
く
つ
か
の
神
話

を
共
有
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

宗
教
的
儀
礼
の
な
か
に
も
き
わ
め
て
古
い
も
の
が
あ
る
。
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
の
埋
葬
の
様
子
は
、
彼
ら
が
あ
き
ら
か
に
他
界
の
観
念
を
持

ち
、
死
後
の
世
界
の
存
在
を
信
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

神
話
は
古
く
か
ら
存
在
し
、
世
界
中
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
人
々
の
集
合
的
無
意
識
で
共
有
さ
れ
て
い

る
と
い
う
ユ
ン
グ
の
元
型
論
と
取
り
違
え
て
は
い
け
な
い
。
ユ
ン
グ
の
考
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で
行
な
う
の
で
は
な
く
、
古
代
の
大
規
模
な
神
話
の
集
成
を
比
較
す
る
。

た
と
え
ば
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
エ
ッ
ダ
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ヘ
シ
オ
ド
ス
の
神

統
記
、
旧
約
聖
書
（
ト
ー
ラ
ー
）、
古
代
イ
ン
ド
の
ヴ
ェ
ー
ダ
、
中
国
の

山
海
経
、
日
本
の
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
マ
ヤ
の
ポ
ポ
ル
・
ヴ
フ
な
ど
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
言
及
し
た
神
話
は
す
べ
て
共
通
の
神
話
や
モ
チ
ー
フ
群
を
共
有

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
大
ま
か
に
言
っ
て
、
世
界
や
人
類
の
創
造
（
出

現
）
に
始
ま
り
、
そ
れ
ら
の
最
終
的
な
崩
壊
に
終
わ
る
と
い
う
順
序
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
共
通
の
要
素
か
ら
な
る
筋
を
持

っ
て
い
る
。

　

宇
宙
と
世
界
の
起
源
、
神
々
の
い
く
つ
か
の
世
代
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー

／
創
造
主
の
原
初
の
行
為
、
過
失
を
伴
っ
た
人
類
の
出
現
、
現
在
の
世
界

の
暴
力
的
な
終
焉

　

こ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
流
れ
は
、
紀
元
前
四
万
五
千
年
ご
ろ
の
温
暖

な
時
期
に
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
ア
ジ
ア
の
海
岸
沿
い
を
北
へ
広
が
っ
て
い
っ

た
「
ロ
ー
ラ
シ
ア
」
文
明
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
）
に
属
し
て
い

る
。
考
古
学
と
遺
伝
学
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
人
々
は
、
紀
元
前
三
万
二
千

年
に
沖
縄
、
二
万
六
千
年
に
本
州
に
広
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
遺
伝
学
に
よ

れ
ば
、
男
性
の
染
色
体
の
ハ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
の
伝
播
は
、
イ
ン
ド
か
ら
チ

ベ
ッ
ト
、
ア
ン
ダ
マ
ン
諸
島
を
経
て
日
本
と
い
う
流
れ
と
な
る
。

三　

ゴ
ン
ド
ワ
ナ
神
話
と
パ
ン
・
ガ
イ
ア
神
話

　

ロ
ー
ラ
シ
ア
神
話
に
先
立
っ
て
南
方
の
「
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
」
神
話
が
存
在

し
て
い
た
。
そ
れ
は
ア
フ
リ
カ
東
部
を
出
発
し
、
イ
ン
ド
洋
に
沿
っ
て
イ

ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
へ
と
広
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神

ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
新
た
な
方
向
性
を
示
す
い
く
つ
か
の
興
味
深

い
現
象
も
み
ら
れ
る
。
以
前
構
造
主
義
者
だ
っ
た
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ド
ニ
ガ

ー
が
、
現
在
は
歴
史
比
較
言
語
学
を
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
キ
ン
グ
は
、
宗
教
の
概
念
は
、

ア
ン
グ
ロ‒
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
近
年
は
、

か
つ
て
の
宗
教
研
究
の
大
家
（
ミ
ュ
ラ
ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
デ
ュ
ル
ケ

ム
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
エ
リ
ア
ー
デ
）
や
、
歴
史
的
、
非
西
洋
的
文
脈
に
焦

点
を
当
て
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
に
刊
行
さ
れ
たT

he O
rigins of the W

orld
’s M
y-

thologies

の
中
で
、
筆
者
は
世
界
中
の
神
話
を
た
だ
単
に
文
化
を
越
え

て
神
話
や
モ
チ
ー
フ
を
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
文
化
間
の
比

較
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
観
点
か
ら
神
話
や
神
話
体
系
を
研
究
す
る
方
法
を

示
し
た
。
こ
れ
は
諸
神
話
の
家
系
図
を
作
成
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

こ
れ
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』（
一
八
五
九
年
）
や
比
較
言
語
学

者
ラ
ハ
マ
ン
の
テ
ク
ス
ト
批
評
（
一
八
一
六
年
）、
こ
こ
二
十
年
の
遺
伝

学
と
い
っ
た
他
の
人
文
科
学
に
見
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
再
構
成
は
、
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
言
語
な
ど
で
は
行

な
わ
れ
て
い
た
が
、
神
話
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
近
東
の
神
話
が
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
与
え
た
よ
う
に
、
影
響
関
係
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
の
ぞ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
膨
大
な
神
話
の
デ

ー
タ
を
持
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
を
歴
史
的
に
結
び
つ
け
る
方
法
が
わ
か

ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が
可
能
な
の
か
。
世
界
中
の
神
話
は
、
顕
著

な
類
似
性
を
共
有
し
て
い
る
。
比
較
を
す
る
場
合
は
、
単
一
の
神
話
同
士
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ゴ
ン
ド
ワ
ナ
神
話
で
は
、
天
地
や
海
は
は
じ
め
か
ら
存
在
し
て
い
る
。

高
神
は
天
に
存
す
る
か
、
天
に
昇
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ロ
ー
ラ
シ

ア
神
話
で
は
、
無
や
混
沌
等
か
ら
の
創
造
が
な
さ
れ
、
父
た
る
天
と
母
た

る
大
地
が
現
れ
、
天
地
が
分
か
れ
る
。
ま
た
、
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
神
話
で
は
、

木
／
粘
土
か
ら
人
類
を
作
る
た
め
に
、
息
子
や
ト
ー
テ
ム
等
を
地
上
に
送

る
が
、
彼
ら
は
驕
り
、
洪
水
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
ト
リ
ッ
ク

ス
タ
ー
の
神
が
文
化
を
も
た
ら
す
。
一
方
、
ロ
ー
ラ
シ
ア
神
話
で
は
、
人

類
は
身
体
上
も
太
陽
神
の
子
孫
で
あ
る
が
、
驕
り
と
そ
の
結
果
は
同
様
で

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
共
通
の
パ
ン
ガ
イ
ア
神
話
の
要
素
と
し
て
は
、「
天
に

住
む
高
神
」、「
人
類
を
直
接
的
な
い
し
間
接
的
（
ト
ー
テ
ム
存
在
を
用
い

て
）
に
創
造
す
る
」、「
人
間
は
驕
り
、
洪
水
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
」、

「
幾
人
か
は
洪
水
か
ら
逃
れ
る
」、「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
／
ト
ー
テ
ム
の
神

が
文
化
を
も
た
ら
す
」
を
挙
げ
う
る
。

　

こ
れ
ら
の
比
較
と
再
構
築
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
神
話
が
現
代
の

（
世
界
）
宗
教
に
も
内
在
す
る
こ
と
を
見
い
だ
せ
る
。
ロ
ー
ラ
シ
ア
起
源

の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
、
仏
教
、
神
道
な
ど
に
石
器
時
代
の
神
話
が
残
存
し
て
い
る
。

彼
ら
は
起
源
神
話
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
原
初
の
神
（
あ
る
い
は

聖
書
の
神
）
や
彼
ら
の
世
界
の
創
造
に
つ
い
て
語
り
、
人
間
の
起
源
や
、

神
聖
な
祖
先
た
ち
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
こ
に
は
人
間
の
傲
慢
や
洪

水
、
地
域
集
団
や
政
治
的
な
組
織
の
出
現
の
話
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
は

徐
々
に
地
域
の
歴
史
へ
と
移
行
し
て
い
く
。

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
宗
教
は
、
世
界
と
そ
こ
に
住
む
人
々
の

終
わ
り
に
つ
い
て
語
り
、
未
来
の
世
界
と
楽
園
で
の
新
し
い
生
活
を
提
示

話
は
、
世
界
の
始
ま
り
と
終
わ
り
の
神
話
を
欠
い
て
お
り
、
主
に
人
類
の

起
源
に
関
心
が
あ
る
。
そ
し
て
か
つ
て
の
ア
フ
リ
カ
の
祖
先
の
神
話
、
出

ア
フ
リ
カ
以
前
の
も
の
を
保
存
し
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
神
や
ト
ー

テ
ム
が
初
期
の
人
類
を
創
造
し
た
が
、
人
類
が
何
ら
か
の
悪
に
関
与
し
た

点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
規
模
の
洪
水
が
起
こ
り
、
わ
ず
か
な
人
だ

け
が
生
き
延
び
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
が
文
化
を
つ
く
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

ロ
ー
ラ
シ
ア
神
話
は
、
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
神
話
か
ら
、
さ
ら
に
は
仮
説
上
の

「
ア
フ
リ
カ
の
イ
ヴ
」
本
来
の
神
話
へ
と
遡
る
こ
と
も
で
き
る
。
試
み
に

そ
の
語
り
の
モ
チ
ー
フ
の
い
く
つ
か
を
再
構
築
し
て
み
る
。

　

ロ
ー
ラ
シ
ア
お
よ
び
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
神
話
は
、
ラ
ス
コ
ー
の
壁
画
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
ロ
ッ
ク
ア
ー
ト
に
見
出
せ
る
。
シ

ャ
ー
マ
ン
は
狩
猟
呪
術
を
扱
っ
て
い
て
、
新
た
な
シ
ャ
ー
マ
ン
の
訓
練
を

行
な
う
が
、
そ
の
と
き
熟
練
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
り
そ
の
土
地
の
伝
説
が

教
え
ら
れ
る
。
物
語
に
は
関
連
す
る
神
話
全
て
が
含
ま
れ
て
い
る
。
人
類

お
よ
び
世
界
が
誕
生
し
、
発
展
の
諸
段
階
を
経
て
成
熟
し
、
老
年
に
至

り
、
将
来
の
再
生
の
希
望
を
伴
っ
て
死
ぬ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
人
間

（
お
よ
び
動
物
）
の
生
命
と
宇
宙
の
生
命
と
は
相
互
に
関
係
付
け
ら
れ
、

そ
の
よ
う
な
世
界
で
シ
ャ
ー
マ
ン
は
精
霊
と
交
流
す
る
。

　

ゴ
ン
ド
ワ
ナ
神
話
は
単
に
個
別
の
、
ラ
ン
ダ
ム
な
神
話
連
続
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
ロ
ー
ラ
シ
ア
神
話
は
私
た
ち
の
「
最
初
の
小
説
」
で
あ
り
、
ゴ

ン
ド
ワ
ナ
神
話
は
私
た
ち
の
「
最
初
の
物
語
」
と
い
え
る
。
ロ
ー
ラ
シ
ア

と
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
の
神
話
体
系
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ア
フ
リ
カ

の
イ
ヴ
」
の
も
と
も
と
の
神
話
の
い
く
つ
か
の
要
素
を
辿
る
こ
と
が
で
き

る
。
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進
化
生
物
学
か
ら
見
た
宗
教
的
概
念
の
心
的
基
盤長

谷
川
眞
理
子

一　

宗
教
は
人
間
に
普
遍
的
で
あ
る

　

こ
の
論
考
で
は
、
宗
教
と
は
、
既
知
の
物
質
に
は
還
元
で
き
な
い
な
ん

ら
か
の
超
自
然
的
存
在
を
仮
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
を
説
明
し
、
人

間
が
す
る
べ
き
こ
と
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
教
訓
を
示
す

も
の
と
定
義
す
る
。
聖
典
が
あ
る
か
、
ど
れ
ほ
ど
体
系
だ
っ
て
い
る
か
、

な
ど
に
つ
い
て
は
問
わ
な
い
の
で
、
神
話
の
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ゆ
る
や
か
な
定
義
を
採
用
す
る
と
、
宗
教
的
な
概
念

を
持
た
な
い
人
間
集
団
は
、
古
今
東
西
に
わ
た
っ
て
存
在
し
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
宗
教
的
概
念
は
、
ヒ
ト
と
い
う
種
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
と
言

え
る
。

　

ヒ
ト
と
い
う
種
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
形
質
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
、
な
ん
ら
か
の
生
物
学
的
基
盤
を
持
っ
て
い
る
は
ず
だ
。「
宗
教
」
と

い
っ
た
あ
い
ま
い
な
概
念
的
な
も
の
が
、
物
理
的
に
遺
伝
子
に
書
き
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
が
、
進
化
で
作
ら
れ
た
ヒ
ト
の
脳
が
持
っ

て
い
る
基
本
的
な
性
質
が
い
く
つ
か
集
ま
る
と
、
必
然
的
に
、
創
発
的
に

「
宗
教
」
的
概
念
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ

う
な
原
初
的
な
「
宗
教
」
的
概
念
が
創
発
的
に
生
ま
れ
た
あ
と
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
洗
練
さ
れ
て
い
く
か
は
、
遺
伝
子
で
は
な
く
、
文
化
進
化
の

領
域
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

二　

宗
教
の
機
能

　

な
ん
ら
か
の
形
質
が
生
物
進
化
の
産
物
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ

す
る
。
日
本
神
話
は
あ
き
ら
か
に
世
界
の
終
わ
り
に
つ
い
て
は
異
な
っ
て

い
て
、
ラ
グ
ナ
ロ
ク
も
神
々
の
黄
昏
も
、
世
界
を
破
壊
す
る
シ
ヴ
ァ
の
踊

り
も
な
い
。

四　

現
代
の
神
話 

│
│ 

結
論 

│
│

　

こ
う
し
た
世
界
観
は
、
現
代
の
世
俗
的
な
形
態
の
神
話
に
も
存
在
す

る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
、
そ
し
て
最
近
で
は
北
朝
鮮
の
金
氏

の
神
話
な
ど
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
過
去
、
そ
し
て
現
代
の
ア
メ

リ
カ
に
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
原
初
的
起
源
を
語
る
と
と
も
に
、
天
国
で
あ

れ
、
新
た
な
誕
生
で
あ
れ
、
涅
槃
で
あ
れ
、
完
全
な
る
未
来
の
社
会
で
あ

れ
、
最
終
的
な
、
よ
り
良
い
人
間
の
状
況
を
期
待
す
る
。

　

現
代
の
宗
教
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
の
綿
密
な
考
察
は
、
私
た
ち

が
依
然
と
し
て
有
す
る
、
い
く
つ
か
の
最
も
好
む
信
念
や
欲
求
の
起
源
や

発
展
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。

（
文
責　

第
七
二
回
学
術
大
会
実
行
委
員
会
）
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因
果
的
推
論
が
必
要
だ
。
ヒ
ト
は
確
か
に
因
果
的
推
論
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
事
物
の
「
原
因
」
と
し
て
、「
自
分
」
と
い
う
も
の
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
自
意
識
が
あ
り
、
自
分
の
意
思
で
自

分
が
動
か
し
た
事
態
が
、
世
界
を
変
え
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
動
物
は
も
ち
ろ
ん
連
合
学
習
が
で
き
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
因
果
的
推

論
が
で
き
る
か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
自
意
識
の
創
設
に
は
、
ヒ
ト
に

固
有
の
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
の
進
化
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
一
般
概
念
と
し
て
「
原
因
」
と
い
う
も
の
を
理
解
す
る

に
は
、
高
度
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
能
力
な
ど
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
ヒ
ト
は
因
果
的
推
論
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
認
知
的
側
面
を
論
じ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
宗
教
的
概
念

と
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
機
能
と
結
び
つ
く
た
め
に
は
、
ヒ
ト
は
因
果
的
推

論
に
よ
る
説
明
を
求
め
、
そ
れ
が
与
え
ら
れ
る
と
、
与
え
ら
れ
な
い
と
き

に
比
べ
て
心
地
よ
い
と
感
じ
る
、
と
い
う
情
動
的
な
側
面
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。
そ
う
で
あ
ろ
う
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
、
私
は

実
証
的
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
な
い
。

道
徳
的
判
断
基
準

　

多
く
の
宗
教
的
概
念
は
、
し
て
よ
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
に
関
し
て
教
示

す
る
。
こ
の
道
徳
観
念
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
だ
ろ
う
か
？　

西
欧
で
は
、

そ
れ
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
に
、
ヒ
ト
は
生
物
進
化
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
科
学
者
が
多
く
存
在
し
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
師
の
一
人
で
あ
る
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
イ
エ
ル
も
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
同
志
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ウ
ォ
レ
ス
も
、
そ
う
で
あ
り
、
人
間
だ
け
は
進
化
で
説

明
で
き
な
い
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
人
々
は
、
ヒ
ト
が
生
物
進

の
形
質
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
知
る
必
要
が
あ

る
。
私
た
ち
ヒ
ト
が
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
肝
臓
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
デ
ン
プ
ン
を
消
化
す
る
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
を
持
っ
て
い
る
の

か
、
と
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
の
形
質
が
ど
の
よ
う
な

機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
様
に
、

宗
教
的
概
念
を
生
み
出
さ
せ
る
よ
う
な
脳
の
形
質
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る

の
か
を
問
う
に
は
、
宗
教
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を

知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

宗
教
的
概
念
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
そ
れ

は
、
こ
の
世
界
の
成
り
立
ち
や
私
た
ち
の
出
自
、
人
間
が
存
在
す
る
理

由
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
「
な
ぜ
」
起
こ
る
の
か
を
説
明
す
る
。

こ
れ
は
因
果
的
説
明
で
あ
る
。
第
二
に
、
宗
教
的
概
念
は
、
何
を
し
て
は

い
け
な
い
か
、
何
が
善
で
あ
る
か
、
道
徳
的
な
判
断
の
指
針
を
与
え
て
く

れ
る
。
そ
れ
自
身
は
、
人
間
の
集
団
が
蓄
積
し
て
き
た
処
世
術
の
集
大
成

と
し
て
生
じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
宗
教
は
そ
こ
に
超
自
然
的
存
在
に

よ
る
権
威
を
与
え
て
い
る
。
第
三
に
、
宗
教
は
、
死
と
死
後
の
世
界
に
つ

い
て
、
な
ん
ら
か
の
説
明
、
描
写
を
与
え
て
く
れ
る
。
第
四
に
、
宗
教
は
、

こ
の
世
の
悲
惨
に
対
す
る
慰
め
、
救
い
を
与
え
て
く
れ
る
。
第
五
に
、
宗

教
は
、
内
集
団
と
外
集
団
を
区
別
し
、
内
集
団
の
結
束
を
固
め
て
外
集
団

と
対
峙
す
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
宗
教
的
概
念
が
、
人
間

の
社
会
生
活
の
中
で
果
た
し
て
い
る
機
能
の
描
写
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ

ら
の
脳
内
基
盤
を
考
え
て
み
よ
う
。

因
果
的
説
明

　
「
Ａ
な
ら
ば
Ｂ
で
あ
る
」
の
理
解
だ
け
な
ら
ば
、
単
な
る
連
合
学
習
で

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、「
Ａ
が
Ｂ
の
原
因
で
あ
る
」
と
考
え
る
に
は
、
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い
た
延
長
上
に
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
ヒ
ト
は
、
因
果
的
推
論
が
で
き
、
自

意
識
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
ら
の
死
後
に
何
が
起
こ
る
の
か
を
知
り
た
い

の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
宗
教
が
そ
れ
に
対
し
て
一
つ
の
回
答
を

与
え
、
そ
れ
が
心
の
満
足
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
先
の
因
果
的
推
論
の
問

題
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
世
の
悲
惨
に
対
す
る
救
い
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
機
能
は
ど
う

だ
ろ
う
か
？　

私
自
身
、
自
然
科
学
者
で
、
か
な
り
筋
金
入
り
の
無
神
論

者
で
は
あ
る
の
だ
が
、
二
〇
〇
四
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権

下
で
の
虐
殺
の
地
を
訪
れ
た
あ
と
に
は
、
何
で
も
よ
い
か
ら
寺
院
で
祈
り

た
い
と
い
う
欲
求
に
か
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
世
は
不
公
平

と
悲
惨
と
理
不
尽
に
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
の
説
明
が

認
知
的
に
理
解
で
き
て
も
、
そ
の
理
不
尽
さ
を
自
ら
是
正
で
き
な
い
限

り
、
情
動
的
に
満
足
が
い
か
な
い
。
こ
の
世
で
悲
惨
な
運
命
に
あ
っ
た
人

間
が
来
世
で
浮
か
ば
れ
、
こ
の
世
で
悪
を
な
し
た
人
間
が
来
世
で
罰
せ
ら

れ
る
と
い
う
物
語
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
は
、
こ
の
情
動
を
満
足
さ

せ
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
、
因
果
推
論
の
能
力
と
道
徳
感
情
が
結
び
つ
い
た

結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
心
情
で
あ
ろ
う
。

内
集
団
の
結
束
と
外
集
団
と
の
闘
争

　

ヒ
ト
の
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
は
集
団
ご
と
に
異
な
り
、
そ
れ
が

「
我
ら
」
と
「
彼
ら
」
を
区
別
す
る
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
方
言
を
含
む

言
語
も
、
衣
装
も
装
飾
も
、
慣
習
も
、
集
団
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
異
な

り
、
そ
れ
ら
を
共
有
す
る
者
ど
う
し
は
結
束
を
固
め
、
共
有
し
な
い
者
を

よ
そ
者
（
敵
）
と
み
な
す
傾
向
は
強
い
。
そ
の
中
に
は
宗
教
も
含
ま
れ

る
。

　

こ
の
議
論
に
は
、
も
と
も
と
ヒ
ト
に
は
、
内
集
団
と
外
集
団
の
区
別
と

化
の
産
物
で
あ
る
と
な
る
と
、
道
徳
的
観
念
が
な
く
な
り
、
ヒ
ト
は
堕
落

す
る
と
考
え
た
。

　

一
九
世
紀
に
進
化
の
理
論
を
構
築
し
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
直
面
し
た
も
っ

と
も
大
き
な
挑
戦
の
一
つ
は
、
道
徳
観
念
で
す
ら
進
化
で
出
現
す
る
こ
と

を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
議
論
を
、『
人
間
の
進
化
と
性
淘

汰
』
の
中
で
展
開
し
て
い
る
。

　

道
徳
的
観
念
の
進
化
的
基
盤
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
認
知
心
理
学
、
発

達
心
理
学
、
行
動
生
態
学
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
研
究
が
な
さ

れ
て
い
る
。
ヒ
ト
の
乳
幼
児
は
、
本
質
的
に
他
者
を
助
け
る
傾
向
を
持

ち
、
他
者
を
助
け
な
い
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
嫌
う
傾
向
が
あ
る
な
ど
、
新
し

い
研
究
結
果
は
興
味
深
い
。
こ
こ
で
も
、「
道
徳
的
判
断
」
と
い
う
よ
り

は
、
他
者
に
優
し
く
す
る
こ
と
が
「
快
」
で
あ
り
、
他
者
を
い
じ
め
る
こ

と
が
「
不
快
」
で
あ
る
と
い
う
情
動
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
を
解
明
す
る

に
は
、
共
感
に
関
す
る
脳
機
能
の
研
究
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
単
な
る
社
会
的
知
識
と
し
て
の
善
悪
の
判
断
で
は
な
く
、
超
自

然
的
権
威
に
裏
付
け
ら
れ
た
道
徳
的
判
断
は
、
な
ぜ
必
要
な
の
だ
ろ
う

か
？　

そ
れ
は
、
集
団
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
間
に
は
必
ず
や
利
害
の
対

立
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
制
御
す
る
た
め
の
一
つ
の
規
範
と
し

て
、
抜
け
道
を
許
さ
な
い
権
威
づ
け
が
必
要
で
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

る
。死

後
の
世
界
と
救
い
に
つ
い
て

　

死
ん
で
生
き
返
っ
た
ヒ
ト
は
い
な
い
。
死
後
の
世
界
が
ど
ん
な
も
の
で

あ
る
か
を
報
告
し
て
く
れ
た
ヒ
ト
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ヒ
ト
は
、
自
分

が
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
に
つ
い
て
想
像
が
つ
か
ず
、
不
安
に
な
る
。

こ
の
問
題
は
、
先
に
挙
げ
た
因
果
的
推
論
の
能
力
と
自
意
識
と
が
結
び
つ
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は
、
自
分
は
他
人
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
考
え
る
バ
イ
ア
ス
（
優
位
性
バ

イ
ア
ス
）、
自
分
だ
け
に
は
不
幸
な
事
態
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え
る
バ
イ

ア
ス
（
楽
観
性
バ
イ
ア
ス
）、
自
分
は
事
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と

考
え
る
バ
イ
ア
ス
（
制
御
可
能
性
バ
イ
ア
ス
）
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
は
、

ど
の
人
間
集
団
に
も
存
在
す
る
、
ヒ
ト
に
普
遍
的
な
バ
イ
ア
ス
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

宗
教
は
、
こ
の
三
つ
の
認
知
バ
イ
ア
ス
を
肯
定
・
促
進
し
た
り
、
ま
た

は
、
こ
の
三
つ
の
認
知
バ
イ
ア
ス
を
制
御
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ
は
、
私
自
身
の
仮
説
で
あ
る
が
、「
自
分
た
ち

は
神
様
に
選
ば
れ
た
優
れ
た
集
団
で
あ
る
」
と
い
う
選
民
意
識
、「
神
様

を
信
じ
て
い
れ
ば
悪
い
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
」、「
神
様
は
何
も
か
も
お
見

通
し
で
あ
る
」
な
ど
の
考
え
は
、
こ
れ
ら
の
認
知
バ
イ
ア
ス
に
す
り
寄
っ

た
考
え
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？　

ヒ
ト
の
持
つ
認
知
バ
イ
ア
ス
を
肯
定

し
、
そ
れ
を
煽
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
に
よ
り
強
く
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
仏
教
の
よ
う
な
宗
教
が
、「
す
べ
て
の
生
き
物
は
生
々
流
転
す

る
」、「
世
は
無
常
で
あ
る
」
と
し
た
り
、
欲
望
を
超
越
し
た
悟
り
を
推
奨

し
た
り
す
る
の
は
、
こ
の
認
知
バ
イ
ア
ス
を
あ
え
て
消
し
去
る
よ
う
に
仕

向
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？　

認
知
バ
イ
ア
ス
と
宗
教
の
関
係

は
、
ま
だ
思
い
つ
き
程
度
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
宗
教
の
心
的
基
盤
と
し

て
、
案
外
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
間
の
闘
争
が
強
く
あ
り
、
内
集
団
の
結
束
を
固
め
る
こ
と
は
、
外
集

団
と
の
闘
争
に
お
い
て
有
利
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
、
前
提
に
あ
る
。
宗

教
は
、
そ
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
文
化
要
素
の
一
つ
と
い
う
こ

と
だ
。
そ
こ
で
、
ヒ
ト
の
進
化
史
の
中
で
、
内
集
団
と
外
集
団
の
間
の
闘

争
は
ど
れ
ほ
ど
の
頻
度
と
強
度
で
存
在
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
頻
度
は
非
常
に
高
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
宗
教
が
こ
の
機
能
の
た
め
に
利
用

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
こ
れ
が
宗
教
の
機
能
で
あ
る
と
い

う
よ
り
、
説
明
す
る
べ
き
は
、
内
集
団
と
外
集
団
の
闘
争
の
存
在
そ
の
も

の
で
あ
ろ
う
。

　

結
論
と
し
て
、
宗
教
的
概
念
の
心
的
基
盤
の
進
化
を
解
明
す
る
た
め
の

鍵
と
な
る
の
は
、
自
意
識
と
因
果
推
論
能
力
の
進
化
、
因
果
推
論
に
よ
る

説
明
が
あ
る
と
「
快
」
と
感
じ
る
情
動
傾
向
の
進
化
、
そ
し
て
、
共
感
感

情
の
進
化
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
備
わ
っ
た
脳
は
、
創
発
的

に
宗
教
的
概
念
を
生
み
出
す
と
考
え
ら
れ
る
。
世
界
が
ど
う
作
ら
れ
て
い

る
か
の
説
明
と
し
て
は
、
自
然
科
学
の
発
展
に
よ
る
科
学
的
説
明
が
、
そ

れ
以
前
の
宗
教
的
説
明
の
多
く
を
凌
駕
し
て
し
ま
っ
た
。
世
の
理
不
尽
と

不
幸
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
も
、
医
学
を
始
め
と
す
る
科
学
技
術
や
法

律
や
司
法
の
整
備
、
福
祉
政
策
の
進
展
な
ど
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

し
か
し
、
残
り
の
部
分
は
、
必
ず
し
も
科
学
的
説
明
な
ど
が
そ
の
役
割
を

す
べ
て
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

三　

認
知
的
バ
イ
ア
ス
と
宗
教

　

ヒ
ト
に
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
認
知
バ
イ
ア
ス
が
三
つ
存
在
す
る
。
そ
れ
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ー
ク
を
描
き
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
以
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

宗
教
研
究
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
展
望
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
論

点
を
取
り
上
げ
、
結
び
と
し
た
い
。

二　

現
代
の
思
想
状
況
と
キ
リ
ス
ト
教
研
究

　

宗
教
研
究
を
め
ぐ
る
状
況
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
す
る
。
現
在
の
宗
教

研
究
も
、
近
代
あ
る
い
は
近
代
以
降
の
知
的
状
況
の
下
で
成
立
し
た
も
の

で
あ
り
、
今
も
そ
の
影
響
下
に
あ
る
。
近
代
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
研
究

は
、
宗
教
批
判
と
宗
教
多
元
性
の
問
題
に
直
面
し
た
。
前
者
は
批
判
さ
れ

る
べ
き
宗
教
の
典
型
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
問
い
に
付
し
、
後
者
は
多
様

な
宗
教
現
象
の
広
が
り
に
ふ
さ
わ
し
い
宗
教
理
解
と
キ
リ
ス
ト
教
の
位
置

づ
け
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
宗
教
概
念
、
宗
教
批
判
、
宗
教
多

元
性
と
い
う
三
つ
の
基
本
的
問
い
が
、
近
代
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研

究
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
脳
・
心
・
宗
教
」
と
い
う
問
題
連
関

を
論
じ
る
上
で
留
意
す
べ
き
は
、
一
九
世
紀
の
宗
教
批
判
、
特
に
一
九
世

紀
後
半
以
降
の
進
化
論
論
争
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
進
化
論
論
争
は
、「
宗
教
と
科
学
の
対
立
図
式
」
を
生
み
出
し
、

自
然
科
学
と
宗
教
研
究
と
の
間
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
す
る
こ
と
に
対
す

る
疎
外
要
因
と
な
っ
た
。
進
化
論
者
と
創
造
論
者
と
い
う
両
陣
営
の
原
理

主
義
的
論
調
は
自
然
科
学
と
宗
教
研
究
と
の
関
係
に
今
も
負
の
影
響
を
与

え
て
い
る
。
脳
神
経
科
学
と
宗
教
研
究
と
の
有
意
味
な
相
互
連
関
を
構
築

す
る
上
で
、
こ
の
対
立
図
式
の
克
服
は
重
要
な
課
題
と
な
る
。

現
代
の
思
想
状
況
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
課
題

│
│ 

キ
リ
ス
ト
教
研
究
の
視
点
か
ら 

│
│

芦
名　

定
道

一　

は
じ
め
に

　

現
在
、
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
学
的
研
究
の
現
場
で
は
、
学
際
化
が
提

唱
さ
れ
る
中
で
、
ま
す
ま
す
専
門
化
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
専
門
領
域
が

細
か
く
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
内
部
に
お
い

て
さ
え
も
相
互
理
解
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
に
専
門
化

が
進
ん
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
一
つ
の
研
究
領
域
が
隣
接
す
る
諸
研
究
分
野

と
の
間
に
構
築
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
現
実

に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
の
点
で
、
過
度
の
専
門
化
は
研
究
全
般
の
陳
腐
化

と
衰
退
を
ま
ね
く
恐
れ
が
あ
る
。
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
は
宗
教
研

究
に
と
っ
て
も
い
わ
ば
生
命
線
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
の
宗
教
研
究
」
を
論
じ
る
に
は
、
こ
う
し
た
宗
教
研
究
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
生
成
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史

的
経
緯
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
わ
た
く
し
の
話
は
、
こ
の
歴
史
的

経
緯
の
確
認
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
次
に
、
わ
た
く
し
自
身
の
研
究
テ
ー

マ
に
即
し
て
、
宗
教
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
例
に
目
を
向
け
る
こ
と

に
し
た
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
宗
教
研
究
を
論
じ
る
に
は
、
具
体

的
な
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ

る
の
は
、「
脳
・
心
・
宗
教
」
と
い
う
問
題
領
域
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、

こ
れ
ま
で
自
然
科
学
と
の
連
関
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教

思
想
を
研
究
し
て
き
た
が
、
比
較
的
最
近
関
わ
っ
た
テ
ー
マ
か
ら
、「
脳

神
経
科
学
と
宗
教
」
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
、
宗
教
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
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関
係
で
は
な
い
）
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
脳
研
究
に
よ
っ
て
宗
教
理

解
が
格
段
に
深
ま
る
と
考
え
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
過
度
の
期
待
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
宗
教
研
究
で
考
察
さ
れ
る
宗
教
現
象
は
、
脳
科
学
を
含

め
た
自
然
科
学
に
お
い
て
通
常
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
人
為
的
な
実
験
室

内
の
現
象
で
は
な
く
、
個
人
と
集
団
と
の
多
様
な
現
実
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

に
お
い
て
生
成
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
２
）
社
会
脳
と
宗
教

　

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
脳
科
学
は
、
以
上
の
よ
う
な
限
界
を
意
識
し
つ
つ

新
し
い
模
索
を
始
め
て
い
る
が
、
宗
教
研
究
と
の
関
わ
り
で
興
味
深
い
の

は
、「
単
一
の
脳
」
か
ら
社
会
脳
へ
の
展
開
で
あ
る
。
社
会
脳
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
人
間
の
脳
は
多
く
の
ほ
か
の
脳
の
存
在
を
含
む
環
境
に
開
か

れ
、
環
境
と
の
動
的
連
関
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
宗
教

研
究
で
論
じ
ら
れ
る
宗
教
現
象
に
よ
り
即
応
し
た
問
題
設
定
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、「
神
経
細
胞
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
「
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
い
う
二
つ
の
階
層
が
関
与
し
て
お
り
、
社
会
脳
の
問
題
設
定
を
支

え
る
の
は
、「
人
々
が
互
い
に
つ
な
が
る
こ
と
で
そ
の
多
層
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
て
い
る
」
と
い
う
人
間
理
解
に
ほ
か
な
ら
な

い
（
藤
井
直
敬
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ブ
レ
イ
ン
ズ
入
門
』
講
談
社
現
代
新
書
）。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
多
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
単
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
還
元
す
る
こ
と
を
回
避
し
つ
つ
、
同
時
に
、
身
体
と
い
う
境
界
面
に

お
い
て
接
す
る
質
の
異
な
る
二
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
を
具
体
的
に

理
論
化
し
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
十
分
な
仕
方
で
実
現
す
る
こ

と
は
、
脳
科
学
の
今
後
の
課
題
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
藤
井
直
敬
が

「
多
次
元
的
生
体
情
報
記
録
手
法
」（「
各
個
体
の
測
定
可
能
な
生
体
情
報

三　
「
脳
・
心
・
宗
教
」
問
題
圏

（
１
）
脳
科
学
と
宗
教 

│
│ 

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
頃 

│
│

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
脳
神
経
科
学
の
進
展
（
特
に
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ

る
脳
活
動
の
画
像
化
技
術
の
開
発
な
ど
）
に
よ
り
、
現
在
、
脳
神
経
宗
教

学
と
言
う
べ
き
研
究
が
進
展
中
で
あ
る
。
リ
タ
・
カ
ー
タ
ー
は
こ
の
問
題

状
況
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
（『
人
は
い
か
に

し
て
神
と
出
会
う
の
か
』
法
藏
館
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
様
々
な
タ
イ

プ
の
宗
教
経
験
が
脳
内
の
自
然
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
の
自
然

主
義
的
解
釈
を
通
し
て
、
脳
科
学
の
成
果
は
宗
教
経
験
が
「
も
っ
ぱ
ら
妄

想
で
あ
る
と
主
張
す
る
重
大
な
論
拠
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
自
然
主
義
な
脳
神
経
宗
教
学
の
存
在
は
、
脳
神
経
宗
教
学
が
「
宗
教

と
科
学
の
対
立
図
式
」
に
陥
る
危
険
性
を
免
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、「
脳
と
心
」
と
い
う
問
題
圏
は
キ
リ
ス
ト
教

を
超
え
て
す
べ
て
の
宗
教
に
関
連
し
て
い
る
点
で
、
進
化
論
論
争
と
は
異

な
る
問
題
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
。
諸
宗
教
で
問
題
と
な
る
宗
教
意
識

や
宗
教
経
験
は
「
心
」「
魂
」「
霊
」
と
い
う
場
に
お
い
て
成
立
す
る
と
さ

れ
る
が
、
脳
神
経
科
学
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に

こ
の
心
・
魂
・
霊
と
脳
と
の
関
係
で
あ
り
、「
脳
と
心
」
と
い
う
諸
宗
教

に
共
通
の
問
題
領
域
か
ら
、
諸
宗
教
の
比
較
あ
る
い
は
宗
教
間
の
討
論
や

対
話
へ
と
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
宗
教
研
究
に
対
す
る
脳
神
経
科
学
の
展
開
を
具
体
化
す
る
に
は
、
ｆ
Ｍ

Ｒ
Ｉ
な
ど
の
従
来
の
方
法
論
の
限
界
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実

は
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
脳
機
能
画
像
は
脳
活
動
の
実
況
中
継
で
は
な
く
、
複
雑

な
デ
ー
タ
処
理
を
経
て
生
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ

っ
て
分
か
る
の
は
特
定
の
活
動
と
脳
領
域
と
の
統
計
的
相
関
関
係
（
因
果
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ー
ク
と
し
て
の
宗
教
研
究
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
よ
り
活
性
化
さ
れ
た
も

の
に
す
る
こ
と
は
十
分
に
期
待
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

自
然
科
学
研
究
の
急
速
な
進
展
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
宗
教
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
宗
教
研
究
の
内
部
と
外
部
の
双
方
に
広
が
る
）
を
構
築
す
る
上

で
必
要
と
な
る
の
は
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
性
を
め
ぐ
る
哲
学
的
思
索
で

あ
る
。
現
代
の
多
様
に
分
岐
し
た
哲
学
思
想
の
中
で
何
が
宗
教
と
科
学
の

関
係
理
解
の
基
礎
理
論
と
な
り
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意
見
が
あ

る
と
思
う
が
、
わ
た
く
し
は
、
宗
教
哲
学
と
は
、
本
来
こ
の
よ
う
な
役
割

を
担
う
学
問
分
野
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
最
近
の

動
向
と
し
て
自
然
神
学
の
再
構
築
（
伝
統
特
殊
的
な
普
遍
性
・
合
理
性
）

の
動
き
が
指
摘
で
き
る
が
、
こ
れ
は
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
論
に
つ
い
て

の
宗
教
哲
学
と
解
し
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
神
学
と
は
、
本
来
、
キ

リ
ス
ト
教
の
登
場
以
前
に
、
哲
学
的
な
神
論
（
宗
教
哲
学
に
相
当
す
る
）

と
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
成
立
し
、
そ
れ
が
後
に
キ
リ
ス
ト
教
的

自
然
神
学
と
し
て
展
開
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
本
来
の
意
味
に

お
け
る
自
然
神
学
に
戻
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
宗
教
と
科
学
の
関
係
論
の
基

礎
を
論
じ
る
宗
教
哲
学
と
し
て
位
置
づ
け
直
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。
現
在
の
日
本
宗
教
学
会
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
に
い
か
な
る
場
を
提
供
し
ど
の
よ
う
に
積
極

的
な
機
能
を
果
た
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

を
可
能
な
限
り
同
時
に
記
録
す
る
一
方
で
、
環
境
情
報
も
同
時
に
記
録
」

す
る
こ
と
を
目
指
す
）
と
し
て
示
唆
す
る
の
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
研
究

は
一
歩
一
歩
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
が
何
を
め
ざ
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
研
究
か
ら
一
定
の
展
望
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
藤
井
は
、
社
会
心
理
学
の
「
ミ
ル
グ
ラ
ム
実
験
」
に
言
及
し
つ
つ
、

「
わ
た
し
た
ち
は
、
本
質
的
に
き
わ
め
て
脆
弱
な
倫
理
観
と
、
無
意
味
に

保
守
的
な
傾
向
を
持
っ
た
生
き
物
な
の
だ
」
と
の
人
間
理
解
を
提
示
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
、
議
論
の
組
み
立
て
は
、
藤
井
が
示
唆
す
る
リ
ス
ペ
ク

ト
（「
人
が
人
に
与
え
る
、
母
子
関
係
に
源
を
持
つ
よ
う
な
無
条
件
な
存

在
肯
定
」）
や
、
ス
ペ
ジ
オ
（M

ichael L. Spezio

）
が
取
り
上
げ
る
愛

の
問
題
を
含
め
て
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
と
関
連
づ
け
る
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
新
た
な
宗
教
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
予
想
さ
せ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
社
会
脳
研
究
、
社
会
心
理
学
、
宗
教
研
究
（
キ
リ
ス
ト

教
思
想
研
究
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
諸
研
究
が

共
有
す
る
、
関
係
性
と
い
う
観
点
に
基
づ
く
人
間
理
解
な
の
で
あ
る
。
社

会
脳
研
究
が
開
き
つ
つ
あ
る
研
究
領
域
は
、
宗
教
批
判
を
経
た
新
た
な
科

学
と
宗
教
と
関
係
構
築
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
諸
宗
教
が
共
有

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
宗
教
多
元
性
）。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

進
展
は
、
宗
教
倫
理
や
キ
リ
ス
ト
教
研
究
を
も
巻
き
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
宗
教
概
念
の
再
構
築
に
も
一
定
の
寄
与
を
行
う
も
の
と
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

四　

ま
と
め

　

脳
神
経
科
学
と
の
相
互
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
ど

ん
な
宗
教
研
究
が
展
開
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
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宗
教
の
公
共
性
と
は
何
か 

│
│ 

国
家
神
道
か
ら
考
え
る 

│
│

代
表
者
・
司
会　

磯
前
順
一

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

川
村
覚
文

神
道
と
公
共
性

磯
前　

順
一

　

本
報
告
は
、「
傷
の
可
能
性
」
と
い
う
主
題
の
も
と
、
神
道
と
公
共
性

を
め
ぐ
る
問
題
の
再
考
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、
１

太
宰
治

の
吐
露
、
２

明
治
神
宮
と
東
北
人
、
３

塩
竃
神
社
、
４

傷
つ
い
た
地
蔵
か

ら
な
る
。「
１

太
宰
治
の
吐
露
」
に
お
い
て
は
、
私
的
領
域
に
お
け
る
不

安
や
苦
痛
か
ら
逃
れ
た
い
た
め
に
、
公
的
領
域
に
同
化
し
て
し
ま
い
た
い

と
い
う
願
望
を
考
え
る
。
そ
う
い
っ
た
同
化
願
望
が
起
き
る
時
、「
心
が

消
え
て
し
ま
え
ば
喪
失
感
も
な
い
し
、
失
望
も
な
い
。
行
き
場
所
の
な
い

愛
も
な
く
な
る
。
生
活
だ
け
が
残
る
。」（
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
わ
り
と

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』）
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
や
す

い
。
明
治
神
宮
の
神
道
者
が
語
る
よ
う
な
、「
慶
び
の
日
。
夫
婦
の
楠
の

前
に
立
ち
、
微
笑
み
い
っ
ぱ
い
で
写
真
に
納
ま
る
の
は
式
を
挙
げ
た
ば
か

り
の
一
組
の
夫
婦
。
ど
う
ぞ
末
永
く
お
幸
せ
に
。
そ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。
復
興
後
の
社
殿
に
は
、
や
が
て
世
界
各
国
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
達

が
参
拝
に
訪
れ
る
。」（
明
治
神
宮
社
務
所
発
行
『
明
治
神
宮
戦
後
復
興
の

軌
跡
』）
と
い
っ
た
、
神
道
の
国
際
化
の
名
の
も
と
で
の
、
天
皇
制
へ
の

日
常
性
の
収
斂
は
、
そ
う
い
っ
た
内
的
な
不
安
か
ら
の
逃
走
と
い
う
問
題

と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
そ
の
神
道
者
が
、
一
見
美
し
い
公
共
性

の
語
り
の
陰
で
、「
誰
に
も
私
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
ち
ょ
う

ど
私
が
誰
を
も
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
。
世
界
に

は
涙
を
流
す
こ
と
の
で
き
な
い
悲
し
み
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
の
だ
。

そ
れ
は
誰
に
向
か
っ
て
も
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
た
と
え
説
明

で
き
た
と
し
て
も
、
誰
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
種
類
の

も
の
な
の
だ
。」
と
い
っ
た
絶
望
感
を
抱
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
我
々
は

そ
の
公
共
性
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、
そ
う
い
っ
た
自
分
の
抱
え
る
苦
痛
か
ら
目
を
そ
む
け
る
神
道
者
に
よ

っ
て
、
救
済
を
説
か
れ
る
一
般
参
拝
者
た
ち
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
考
え

た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
苦
痛
あ
る
い
は
恥
辱
と
い
っ
た
感
覚
か

ら
目
を
そ
む
け
る
人
間
に
、
他
者
の
苦
痛
を
癒
す
す
べ
を
説
く
資
格
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
苦
痛
を
ま
る
で
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
、
天

皇
制
と
い
う
公
共
性
へ
の
同
化
を
勧
め
る
こ
と
だ
け
が
唯
一
可
能
な
道
な

の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、「
そ
れ
は
ま
る
で
―
私
に
と
っ
て
世
界
の
終
わ
り
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
よ
。
暗
く
て
つ
ら
く
て
淋
し
く
て
た
ま
ら
な
く
誰
か
に
抱

き
し
め
て
ほ
し
い
と
き
に
、
ま
わ
り
に
誰
も
自
分
を
抱
き
し
め
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
あ
な
た
に
は
わ
か

る
？
」
と
い
っ
た
絶
望
を
感
じ
る
人
間
た
ち
に
何
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
言
葉
を
説
く
者
が
、
同
化
す
る
喜

び
を
説
く
こ
と
で
、
自
分
の
絶
望
か
ら
逃
れ
た
い
だ
け
な
の
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
説
教
者
が
ま
つ
ろ
は
ぬ
蝦
夷
の
末
裔
と
も
言
わ
れ
る
東

北
地
方
の
主
身
者
で
あ
る
と
知
る
時
、
わ
た
し
た
ち
は
さ
ら
に
深
い
絶
望

を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
宮
城
県
の
塩
釜
神
社
は
陸
奥
国
一

パ
ネ
ル
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徴
声
明
（
三
五
年
）
を
受
け
て
、
朝
鮮
総
督
府
は
国
民
統
合
の
た
め
に
朝

鮮
民
衆
の
「
信
仰
心
」
の
編
成
替
え
を
構
想
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
「
敬

神
崇
祖
」
に
も
と
づ
き
神
社
へ
の
大
衆
動
員
を
図
る
一
方
で
（「
神
社
制

度
の
確
立
」）、
②
公
認
宗
教
や
利
用
可
能
な
諸
「
信
仰
」・
教
化
団
体
の

協
力
を
引
き
出
そ
う
と
し
（「
宗
教
復
興
」）、
そ
の
背
後
で
は
、
支
配
に

障
害
と
な
る
「
類
似
宗
教
」
や
「
迷
信
」
等
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
。

　

で
は
、
心
田
開
発
運
動
の
論
理
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
心
田
開
発
運
動
に
お
い
て
、「
国
体
観
念
」
と
「
合
致
」
す
る
「
敬
神

崇
祖
」
と
は
、「
崇
祖
観
念
」
が
進
ん
で
神
と
な
っ
た
「
祖
先
」
が
「
天

照
大
神
」
と
「
統
一
」
さ
れ
て
、「
天
照
大
神
」
を
「
最
高
の
神
と
し
て

崇
敬
す
る
」
こ
と
と
説
明
さ
れ
た
（
朝
鮮
総
督
府
『
心
田
開
発
運
の
要

旨
』
三
六
年
一
月
）。
こ
こ
か
ら
は
「
天
照
大
神
」
へ
の
「
帰
一
」
を
主

張
し
た
筧
克
彦
の
影
響
が
み
ら
れ
、
こ
の
「
帰
一
」
の
論
理
に
よ
り
天
皇

の
統
治
権
の
正
統
性
（「
万
世
一
系
の
天
皇
を
以
て
元
首
と
仰
ぐ
こ
と
」、

同
前
資
料
）
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
神
社
参
拝
の
強
要
と
神

社
・
神
祠
（
神
社
の
下
級
）
の
増
設
が
推
進
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
は

皇
民
化
政
策
の
前
の
段
階
で
開
始
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
敬
神
崇
祖
」
の
論
理
が
実
体
化
さ
れ
た
一
例
と
し
て
、

国
幣
小
社
に
お
い
て
「
天
照
大
神
」
と
「
国
魂
大
神
」
が
合
祀
さ
れ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
心
田
開
発
運
動
に
と
も
な
い
、
京
城
神
社
や
龍
頭
山

神
社
な
ど
八
社
が
国
幣
小
社
に
列
格
さ
れ
て
い
く
（
三
六
年
八
月
―
）。

国
幣
小
社
に
は
「
天
照
大
神
」
と
「
国
魂
大
神
」
が
合
祀
さ
れ
た
。「
国

魂
神
」
は
一
般
的
に
は
そ
の
土
地
の
神
で
あ
る
が
、
総
督
府
当
局
は
「
国

魂
大
神
」（「
国
魂
神
」
か
ら
改
称
）
に
対
し
て
「
国
土
開
発
ノ
始
祖
」
と

い
う
解
釈
を
し
、
朝
鮮
の
神
々
の
奉
斎
は
「
国
魂
大
神
」
に
限
り
、
し
か

之
宮
と
し
て
東
北
鎮
護
の
役
割
を
担
う
。
な
に
を
鎮
護
す
る
の
だ
ろ
う
。

古
事
記
に
よ
れ
ば
、
国
譲
り
こ
そ
が
鎮
護
を
支
え
る
論
理
で
あ
る
。
ま
つ

ろ
は
ぬ
も
の
が
自
ら
進
ん
で
自
分
の
領
地
を
朝
廷
に
献
上
し
、
代
わ
り
に

祀
っ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
、
国
譲
り
を
行
わ
な
い
も
の
は

武
力
で
平
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
東
北
地
方
を
平
定
す
る

た
め
に
派
遣
さ
れ
た
朝
廷
の
神
、
武
甕
槌
神
と
経
津
主
神
と
を
塩
釜
神
社

は
祀
っ
て
い
る
。
そ
の
神
社
祭
祀
の
論
理
は
、
戦
後
、
民
族
宗
教
と
し
て
、

国
内
外
の
神
道
支
持
者
の
言
説
を
通
し
て
自
己
規
定
す
る
神
道
が
、
実
は

依
然
と
し
て
帝
国
神
道
と
し
て
植
民
地
の
ま
つ
ろ
は
ぬ
神
々
と
そ
の
地
域

の
人
々
を
支
配
す
る
論
理
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。
い
ま
だ
朝
鮮
半
島
で
は
、「
朝
鮮
で
は
植
民
地
支
配
の
こ
と
を
、
強

制
占
拠
の
強
占
っ
て
い
う
ん
で
す
。
当
時
の
若
い
世
代
も
大
人
も
、
自
分

は
日
本
人
じ
ゃ
な
い
の
に
日
本
の
「
国
民
」
に
な
っ
た
と
い
う
矛
盾
に
ず

っ
と
苦
し
ん
で
き
た
ん
で
す
よ
」
と
い
っ
た
記
憶
の
傷
が
疼
い
て
い
る
。

そ
の
傷
を
、
先
ほ
ど
の
明
治
神
宮
の
神
道
者
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
以
上
に
、
自
分
自
身
が
実
は
同
じ
よ
う
に
ま
つ
ろ
は
ぬ
人
々
と

し
て
、
そ
う
い
っ
た
傷
痕
を
抱
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
に
向
き
合
え
て
い

る
だ
ろ
う
か
。

植
民
地
朝
鮮
の
国
家
神
道

青
野　

正
明

　

植
民
地
朝
鮮
の
国
家
神
道
を
考
え
る
う
え
で
、
朝
鮮
総
督
府
が
実
施
し

た
心
田
開
発
運
動
（
一
九
三
五
年
―
三
八
年
）
と
い
う
政
策
は
重
要
な
要

素
と
な
る
。
心
田
開
発
運
動
を
位
置
づ
け
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
説
明
で
き

る
だ
ろ
う
。
農
村
振
興
運
動
（
一
九
三
三
年
―
）
の
展
開
過
程
で
国
体
明
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明
治
神
宮
の
「
道
義
」
概
念

姜　
　

海
守

　

こ
の
報
告
は
明
治
神
宮
を
め
ぐ
る
「
公
共
性
」
の
問
題
を
主
に
「
道

義
」
言
説
の
側
面
か
ら
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
経
た
今

日
に
お
い
て
も
、
各
地
の
神
社
や
明
治
神
宮
の
境
内
を
日
本
の
「
社
会
＝

空
間
構
造
の
歴
史
的
特
質
」
を
持
つ
「
公
共
空
間
」
と
し
て
捉
え
る
議
論

が
あ
る
。
か
つ
て
、
加
藤
玄
智
は
神
社
を
「
国
民
道
徳
の
対
象
」
と
見
做

し
た
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
神
社
を
歴
史
的
に
「
国
家
的
社
会
的
公
共
問

題
で
の
共
同
体
的
な
集
会
の
場
」
と
捉
え
な
が
ら
、
そ
の
「
国
家
的
公
共

的
機
能
を
回
復
」
さ
せ
よ
う
と
し
た
戦
後
の
「
国
家
神
道
見
直
し
論
者
」

で
あ
る
葦
津
珍
彦
以
来
の
主
張
の
延
長
に
あ
る
語
り
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
だ
が
神
社
や
明
治
神
宮
と
は
、
果
し
て
「
国
民
の
希
望
に
よ
る
『
公

共
性
』
が
集
約
さ
れ
た
」
場
所
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
こ
で
い
う

「
公
共
性
」
と
は
「
国
民
」
全
体
に
〈
公
共
す
る
〉
公
共
性
（
も
し
く
は

公
益
性
）
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
報
告
の
趣
旨
は
、
上
記
の
よ
う
な
「
公
共
性
」
を
相
対
化
す
る
た
め

に
、
新
た
に
名
詞
的
な
「
公
共
性
」
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な

い
。
明
治
神
宮
の
建
立
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
同
神
宮
を
め
ぐ
る
諸

「
道
義
」
言
説
に
注
目
し
、
そ
れ
が
「
公
的
領
域
・
社
会
・
私
的
領
域
」

も
し
く
は
「
宗
教
／
道
徳
」
の
二
領
域
の
結
合
を
果
す
機
制
と
し
て
機
能

し
て
き
た
あ
り
様
を
論
じ
る
。
新
た
な
「
公
共
性
」
の
試
み
と
は
現
在
の

神
道
史
家
・
神
道
家
た
ち
の
「
神
社
の
公
共
性
」
論
に
対
す
る
批
判
的
作

業
に
よ
っ
て
こ
そ
、
始
ま
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

徳
富
蘇
峰
は
、
一
九
二
〇
年
十
一
月
一
日
の
「
明
治
神
宮
建
立
の
余

慶
」
と
し
て
「
日
本
国
民
の
皇
室
中
心
主
義
の
本
元
と
な
」
る
こ
と
を
語

も
「
天
照
大
神
」
と
の
合
祀
し
か
許
さ
な
い
と
い
う
指
示
を
出
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
前
記
の
「
敬
神
崇
祖
」
の
論
理
に
お
い
て
、「
天
照
大
神
」
へ

の
「
帰
一
」
の
仕
方
が
直
線
的
で
あ
る
日
本
人
と
は
異
な
り
、
朝
鮮
人
は

日
鮮
同
祖
論
を
前
提
に
し
た
彼
ら
の
「
始
祖
」
を
経
由
す
る
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
「
始
祖
」
は
単
に
祖
先
崇
拝
の
対

象
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、「
天
照
大
神
」
へ
と
「
帰
一
」
す
る
「
始
祖
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
国
魂
大
神
」
が
「
天
照
大

神
」
と
合
祀
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
体
化
の
背
後
で
、
心
田
開
発
運
動
で
の
「
敬
神
崇
祖
」

の
論
理
は
、
同
時
に
「
天
照
大
神
」
へ
の
「
帰
一
」
に
従
わ
な
い
も
の
を

排
除
す
る
政
策
を
生
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
警
察
当
局
は
「
類
似
宗

教
」
に
対
し
て
、
国
体
お
よ
び
植
民
地
支
配
に
反
抗
す
る
終
末
思
想
（
新

王
が
現
れ
る
等
の
予
言
な
ど
）
を
危
険
視
す
る
認
識
で
臨
む
こ
と
に
な

り
、
弾
圧
が
開
始
さ
れ
た
。「
秘
密
布
教
」（
警
察
当
局
）
へ
の
取
締
り

は
、
適
用
対
象
が
団
体
の
終
末
思
想
に
関
わ
る
布
教
手
段
の
場
合
、
保
安

法
第
一
条
に
よ
り
「
解
散
」
さ
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
日
本
の
仏
教
教
団
へ

の
「
改
宗
」
も
試
み
ら
れ
た
。
団
体
の
言
動
が
布
教
手
段
を
越
え
て
相
当

に
危
険
視
さ
れ
た
場
合
は
、
治
安
維
持
法
第
一
条
が
適
用
さ
れ
た
。
第
一

条
中
の
「
国
体
ヲ
変
革
ス
ル
コ
ト
」
と
い
う
目
的
は
、「
類
似
宗
教
」
の

場
合
は
朝
鮮
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
よ
う
。
皇
祖
神
崇
拝
を
中
心
と
す
る
近
代
神
社
は
、
天

皇
崇
敬
シ
ス
テ
ム
と
深
く
関
わ
っ
て
い
く
が
（
国
家
神
道
）、
植
民
地
朝

鮮
の
心
田
開
発
運
動
で
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
結

果
、
神
社
神
道
は
朝
鮮
人
の
公
共
圏
を
剥
奪
す
る
国
家
神
道
と
し
て
機
能

し
た
の
で
あ
る
。
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の
場
合
は
、「
神
道
の
近
代
化
な
ら
ば
、
明
治
神
道
に
学
べ
」
と
い
う
葦

津
の
主
張
を
想
起
す
る
と
と
も
に
、
明
治
神
宮
造
営
の
「
原
点
」
を
「
百

年
目
の
明
治
神
宮
の
原
点
」
と
い
う
「
創
る
伝
統
」
と
し
て
活
か
そ
う
と

す
る
。
そ
の
際
、〈
原
点
の
物
語
〉
の
一
つ
と
し
て
再
・
語
ら
れ
た
の
が
、

ま
さ
し
く
「
道
の
国
日
本
の
将
来
」・「
道
義
あ
る
国
・
道
義
国
家
の
理

想
」（『
道
の
国
日
本
の
完
成
』
一
九
二
八
年
）
を
物
語
っ
た
田
澤
義
鋪
の

「
行
動
理
念
」
で
あ
っ
た
。

国
家
神
道
と
公
共
性

島
薗　
　

進

　

公
共
性
は
他
者
と
と
も
に
あ
る
人
間
の
あ
り
方
を
前
提
と
す
る
も
の

で
、
そ
れ
が
奪
わ
れ
て
い
る
ま
っ
た
き
私
的
生
活
に
対
置
さ
れ
る
。
宗
教

は
他
者
に
開
か
れ
て
あ
る
あ
り
方
を
指
し
示
す
可
能
性
を
も
つ
と
と
も

に
、
他
者
を
排
除
す
る
閉
ざ
さ
れ
た
共
同
性
に
も
向
か
い
う
る
。
個
人
の

自
由
と
相
互
承
認
を
規
範
と
す
る
近
代
社
会
は
、「
信
教
の
自
由
」、「
政

教
分
離
」
な
ど
と
い
う
理
念
を
も
っ
て
、
公
共
性
を
も
っ
た
宗
教
の
あ
り

方
と
そ
れ
を
支
え
る
制
度
枠
組
み
を
模
索
し
て
き
て
い
る
。
憲
法
に
信
教

の
自
由
が
う
た
わ
れ
、
あ
る
い
は
政
教
分
離
の
規
定
が
明
示
さ
れ
て
い
る

と
し
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
意
味
合
い
は
確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
歴

史
的
な
状
況
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
に
変
容
し
て
い
く
。
日
本
の
国
家
神
道
と

公
共
性
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
そ
の
変
遷
を
つ
ね
に
問
い
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

日
本
の
場
合
、
明
治
維
新
を
支
え
る
「
祭
政
一
致
」
の
理
念
と
、
欧
米

の
近
代
民
主
主
義
の
「
政
教
分
離
」
の
理
念
を
ど
う
共
存
せ
し
め
る
か
が

早
く
か
ら
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
存
続
・
布
教
を
認
め

っ
た
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代
の
論
考
は
、「
明
治
天
皇
の
聖
徳
」
は
日

本
国
民
に
し
て
日
本
が
「
一
の
倫
理
的
有
機
国
家
と
し
て
の
存
在
」
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
せ
し
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
教
育
勅
語
の
渙
発

と
は
「
日
本
は
国
家
と
し
て
道
義
立
国
で
あ
り
、
国
民
と
し
て
道
義
国
民

で
あ
る
極
印
を
捺
し
た
」
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
田
中
智
学

は
、
一
九
二
〇
年
十
一
月
三
日
の
「
明
治
神
宮
奉
鎮
の
吉
日
」
を
迎
え
て

「
日
本
国
体
の
研
究
」
を
な
す
こ
と
を
宣
言
し
、
そ
の
成
果
で
あ
る
『
日

本
国
体
の
研
究
』（
一
九
二
二
年
）
で
、
日
本
の
「
道
の
国
」
と
し
て
あ

る
理
由
が
「
君
臣
と
い
ふ
事
」
を
「
一
切
道
義
の
命
脉
と
す
る
」
日
本
国

体
の
存
在
に
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
、『
明
治
大
帝
論
』（
一
九
二
七

年
）
で
は
、「『
国
体
』
の
体
は
『
法
』
で
あ
り
『
道
』
で
あ
る
か
ら
、
一

転
し
て
道
義
と
な
ツ
て
民
性
築
き
あ
げ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
国
家

的
・
社
会
的
規
律
と
し
て
の
「
法
」
と
「
個
人
道
徳
（
及
び
社
会
道
徳
）」

が
一
体
化
さ
れ
た
「
道
義
」
が
物
語
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
国
民
は

「
道
義
を
身
に
体
し
て
、
国
の
使
命
を
果
す
と
い
ふ
自
然
の
天
職
を
有
ツ

た
」（『
明
治
天
皇
の
哲
学
』
一
九
二
九
年
）
存
在
と
し
て
見
做
さ
れ
て
い

る
。
田
中
は
、
こ
う
し
た
「
日
本
固
有
の
道
義
」
に
基
づ
い
た
、「
国
体

の
権
化
」
と
し
て
の
明
治
天
皇
の
盛
徳
を
祈
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

戦
後
に
は
、
葦
津
珍
彦
が
「
皇
祖
皇
宗
の
御
教
え
を
守
り
、
天
皇
と
国

民
と
が
信
頼
と
忠
誠
と
の
情
義
を
も
っ
て
深
く
相
結
び
、
道
義
を
重
ん

じ
」
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
、
目
指
す
べ
き
「
神
道
的
政
治
の
理
想
」
は

「
神
意
に
よ
る
道
義
的
平
和
と
道
義
的
経
済
安
定
」
に
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
葦
津
に
あ
っ
て
明
治
神
宮
と
は
こ
う
し
た
理
想
を
図
る
た
め
の
「
著

し
い
例
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、「
明
治
天
皇
の
御
神
徳
を
尊
仰
し
奉
る
」

べ
き
「
天
下
公
共
」・「
社
会
公
共
性
」
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。
今
泉
宜
子
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体
制
は
、
実
質
的
に
祭
政
一
致
と
国
体
論
を
柱
と
す
る
体
制
で
も
あ
っ
た

か
ら
「
下
か
ら
の
国
家
神
道
」
を
制
御
す
る
歯
止
め
は
な
か
っ
た
の
だ
っ

た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、「
神
道
指
令
」
に
よ
っ
て
「
国
家
神
道
の
解
体
」

が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
的
な
「
国
家
と

教
会
の
分
離
」
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
、「
祭
政
一
致
」
を
ど
の
よ
う
な

制
度
に
変
え
る
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
は
回
避
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日

本
国
民
が
望
む
「
国
体
護
持
」
に
は
ふ
れ
な
い
と
い
う
選
択
を
し
、「
日

本
国
と
国
民
統
合
の
象
徴
」
で
あ
る
天
皇
を
中
心
と
す
る
皇
室
祭
祀
は
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
祭
祀
を
行
う
天
皇
が
国
家
の
精

神
的
秩
序
の
中
核
に
あ
る
と
い
う
「
祭
政
一
致
」
の
理
念
は
、
大
幅
に
地

位
を
下
げ
た
と
は
え
、
戦
後
も
ま
だ
生
き
残
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
が
戦
後
の
国
家
神
道
の
核
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
国
家
神
道
と
公
共
性
と
い
う
論
題
は
、
一
九
四
五
年
ま
で

は
間
違
い
な
く
近
代
日
本
の
宗
教
と
公
共
性
を
問
う
時
の
中
心
的
論
題
で

あ
り
、
一
九
四
五
年
以
後
も
な
お
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
続
け
て

い
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

磯
前
順
一
・
川
村
覚
文

　

宗
教
概
念
論
の
登
場
以
来
、
宗
教
を
私
的
領
域
に
限
定
す
る
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
的
な
理
解
が
欧
米
の
局
所
的
な
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
普
遍
的
な

も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
省
か
ら
今
度
は

一
転
し
て
、
宗
教
の
公
共
性
が
称
揚
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
特
に
、

東
日
本
大
震
災
で
の
諸
宗
教
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
宗
教
の
公

「
信
教
の
自
由
」
を
認
め
る
一
八
七
〇
年
代
初
期
の
段
階
で
、「
祭
祀
と
宗

教
の
分
離
」（「
祭
教
分
離
」）
の
必
要
性
が
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
一
八
八
一
年
の
「
神
官
・
教
導
職
の
分
離
」、
一
九
〇
〇
年
の
内

務
省
神
社
局
の
設
置
を
も
っ
て
そ
れ
は
完
成
す
る
。
こ
れ
を
「
日
本
型
政

教
分
離
」
と
す
る
呼
び
方
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
「
祭
政
一
致
」、
さ

ら
に
は
そ
れ
と
一
体
の
「
国
体
」
の
「
教
」
を
も
含
ん
だ
「
祭
政
教
一

致
」
の
体
制
と
整
合
的
な
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
「
祭
祀
」＝
国
家
神
道
と
「
宗
教
」＝
神
仏
基
の
諸
宗
教
（
こ

の
場
合
の
「
神
」
は
教
派
神
道
）
と
い
う
二
重
構
造
が
形
成
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
が
公
共
性
を
保
証
す
る
も
の
か
、
狭
く
限
定
づ
け
る
も
の
で
あ

る
か
は
、
歴
史
の
過
程
を
見
つ
つ
検
証
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
八
九
〇
年
に
教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
て
後
、
内
村
鑑
三
の
不
敬
事
件
、

そ
し
て
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
久
米
邦
武
の

「
神
道
は
祭
天
の
古
俗
」
論
が
筆
禍
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
、
天
理
教
が

「
明
治
教
典
」
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
別
派
独
立
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
、
国
家
神
道
が
公
共
空
間
を
強
く
限
界
づ
け
る
機
能
を
果

た
し
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

　

こ
れ
ら
は
公
的
な
秩
序
に
関
わ
る
宗
教
で
あ
る
国
家
神
道
が
、
私
的
な

信
仰
や
思
想
を
抑
圧
し
て
き
た
例
だ
が
、
他
方
、
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
等

を
通
し
て
、
国
家
神
道
に
よ
る
国
民
の
宗
教
・
思
想
教
育
が
強
力
に
推
し

進
め
ら
れ
た
と
い
う
面
か
ら
も
見
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
教
育
勅

語
に
基
づ
く
教
育
を
受
け
た
国
民
自
身
が
国
家
神
道
の
担
い
手
と
な
り
、

思
想
・
信
条
の
自
由
を
大
き
く
限
定
し
、
公
共
性
を
狭
め
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
昭
和
初
期
、
と
り
わ
け
満
州
事
変
以
後
に
そ
の
傾
向
は
顕
著
と

な
る
。
い
ち
お
う
は
「
信
教
の
自
由
」
を
掲
げ
て
い
る
は
ず
の
明
治
憲
法
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問
題
系
で
あ
り
、
フ
ー
コ
ー
は
こ
の
よ
う
な
統
治
権
力
の
作
用
す
る
場

を
、「
社
会
」
と
し
て
定
式
化
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
生‒

政
治
」
が
近

代
社
会
に
お
い
て
浸
透
し
て
い
く
様
を
、
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
に
よ
っ
て

近
代
社
会
の
特
徴
と
し
て
剔
抉
さ
れ
た
公
的
領
域‒

私
的
領
域
の
境
界
線

が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
く
過
程
と
重
ね
合
わ
せ
て
分
析
し
た
の
が
、
ジ
ョ

ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
る
議
論
で
あ
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
れ
ば
、

近
代
に
お
け
る
公
私
二
領
域
の
「
不
分
明
地
帯
」
に
は
、
社
会
か
ら
排
除

さ
れ
つ
つ
も
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
、
二
級
市
民
的
な
「
剥
き
出
し
の
生
」

―
そ
の
「
生
」
が
「
社
会
」
的
な
利
害
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
し
て
抑
圧

さ
れ
つ
つ
、
一
方
的
に
統
治
権
力
の
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
状
態
―

へ
と
、
常
に
追
い
込
ま
れ
る
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
と
言

う
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
宗
教
の
公
共
性
を
巡
る
議
論
に
孕
ま
れ
る
問
題
の
深

刻
さ
が
、
改
め
て
認
識
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
宗
教
は
ま
さ
に
好
ま
し
い

「
生
」
に
向
か
っ
て
、
人
々
を
導
こ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
帝
国
日
本

に
あ
っ
て
、
国
家
神
道
は
好
ま
し
い
「
生
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
神

的
な
権
威
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
た
公
的
権
力
へ
従
う
こ
と
を
、
至
上
の

も
の
と
し
て
人
々
に
植
え
付
け
る
べ
く
機
能
し
た
。
宗
教
の
公
共
性
を
巡

る
議
論
と
は
、
こ
の
よ
う
に
常
に
個
別
の
「
生
」
を
公
的
な
統
治
権
力
の

も
と
に
置
く
こ
と
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
主
張
と
、
常
に
紙
一
重
で
あ
る

こ
と
を
意
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
生‒

政
治
」
の
危
険
性
を
踏
ま
え
た
上
で
宗
教
の
公
共

性
の
議
論
を
立
て
る
こ
と
は
、
宗
教
そ
の
も
の
を
巡
る
議
論
自
体
に
も
再

吟
味
を
迫
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
宗
教
／
世
俗
」
と
い

う
二
分
法
も
ま
た
疑
問
を
付
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

共
性
を
印
象
づ
け
る
格
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
神
社
界
か

ら
は
、
時
に
神
道
こ
そ
が
日
本
の
公
共
性
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
り
、
あ
ま
り
政
教
分
離
に
拘
泥
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
、
あ
る
い
は
神
社

を
非
宗
教=
文
化
領
域
に
属
す
る
も
の
と
認
定
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
見
解

も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
や
は
り
政
教
分
離
に
基

づ
き
、
宗
教
を
私
的
領
域
に
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
見
解
も
、
戦

前
の
国
家
神
道
体
制
を
反
省
す
る
立
場
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
今
日
の
宗
教
公
共
性
論
を
め
ぐ
る
理
解
は
、
そ
の
研
究
者

達
に
大
き
な
困
難
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、
そ
こ
に
は
一
つ
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す

な
わ
ち
、
宗
教
の
公
共
性
を
問
う
議
論
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
宗
教
に
関

わ
る
団
体
や
人
々
が
自
ら
の
宗
教
理
解
を
変
え
、
そ
の
可
能
性
を
高
め
る

可
能
性
を
持
つ
一
方
で
、
戦
前
の
国
家
神
道
的
な
も
の
を
呼
び
起
こ
し
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
パ
ネ
ル
で
は
国
家
神
道

お
よ
び
戦
後
の
神
道
論
に
焦
点
を
あ
て
、
宗
教
の
公
共
性
を
巡
る
議
論
の

諸
問
題
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

　

本
パ
ネ
ル
で
の
一
番
大
き
な
問
題
提
起
は
、
そ
も
そ
も
「
公
共
性
」
と

い
う
概
念
が
何
を
意
味
し
、
な
ぜ
今
日
に
お
い
て
そ
の
意
味
を
問
う
こ
と

が
重
要
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
近
代
に
お

い
て
は
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
公
的
な
管
理
あ
る
い
は
統
治

の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
つ
ま

り
、
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
「
生
き
る
」
と
い
う
だ
け
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を

許
さ
れ
ず
、
常
に
公
的
権
力
の
統
治
下
に
あ
っ
て
権
力
に
好
ま
し
い
何
ら

か
の
主
体
と
し
て
生
き
る
べ
く
、
導
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
事
態
を
問
題
化
し
た
の
が
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
生‒

政
治
の
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宗
教
概
念
／
宗
教
研
究
の
グ
ロ
ー
カ
ル
化
に
関
す
る
比
較
研
究

代
表
者
・
司
会　

鶴
岡
賀
雄

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

外
川
昌
彦

宗
教
研
究
に
お
け
る
制
度
と
知

鶴
岡　

賀
雄

　

本
パ
ネ
ル
は
、
二
〇
一
〇
―
二
〇
一
二
年
度
科
研
費
基
盤
研
究
「
宗
教

概
念
な
ら
び
に
宗
教
研
究
の
普
遍
性
と
地
域
性
の
相
関
・
相
克
に
関
す
る

総
合
的
研
究
」
の
研
究
分
担
者
が
、
研
究
成
果
を
総
合
的
に
報
告
し
、
さ

ら
な
る
展
望
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
研
究
は
、
西
洋
近
代
に

誕
生
し
た
と
さ
れ
る
「
宗
教
」
概
念
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
宗
教
研
究

が
、
世
界
諸
地
域
で
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
あ

る
い
は
い
な
い
）
か
、
と
り
わ
け
そ
の
受
容
の
過
程
で
各
地
域
独
自
の
宗

教
伝
統
に
基
づ
く
宗
教
概
念
と
宗
教
研
究
が
現
れ
て
き
て
い
る
か
を
サ
ー

ヴ
ェ
イ
す
る
も
の
だ
っ
た
。
い
わ
ば
宗
教
研
究
の
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
検
討
で
あ
る
。
対
象
と
し
た
国
・
地
域
は
十
以
上
に
及
び
、
そ
の
成

果
は
『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報　

三
〇
（
特
別
号
）』」（
東
京
大
学
宗
教

学
研
究
室
、
二
〇
一
三
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
の
「
序
言
」

（
科
研
代
表
者
・
池
澤
優
）
は
、
研
究
成
果
を
適
切
に
整
理
し
た
上
で
、

宗
教
研
究
の
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
性
の
把
握
に
際
し
て
着
目
す
べ
き
観
点
と

し
て
以
下
の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
各
文
化
の
宗
教
状
況
、
②
近
代
国

家
体
制
中
で
の
「
宗
教
」
の
位
置
づ
け
、
③
近
代
国
家
が
有
す
る
学
問
研

究
制
度
（
お
も
に
大
学
）
内
で
の
「
宗
教
学
」
の
位
置
、
④
そ
の
「
宗
教

学
」
の
性
格
と
し
て
、
個
別
宗
教
研
究
／「
宗
教
一
般
」
研
究
、
文
献
学

し
、
宗
教
が
私
的
領
域
の
み
に
限
定
さ
れ
え
ず
、
し
か
も
世
俗
の
人
々
を

超
越
的
な
原
理
に
よ
っ
て
導
く
と
い
っ
た
あ
り
方
と
は
異
な
っ
た
も
の
を

志
向
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
概
念
も
変
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
で
あ

ろ
う
。
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言
説
が
採
る
「
学
術
論
文
」
の
文
体
（
使
用
概
念
の
普
遍
的
理
解
可
能

性
、
立
論
の
典
拠
の
客
観
的
正
確
さ
、
等
）
は
、
研
究
対
象
た
る
他
者
と

の
距
離
の
確
保
を
示
す
研
究
者
の
身
振
り
で
あ
り
、
こ
の
文
体
の
習
得
が

大
学
・
学
界
へ
の
所
属
を
保
証
す
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
学
知
の
も
つ
対

象
と
の
距
離
は
、
自
ら
の
存
立
基
盤
た
る
近
代
国
家
理
性
自
体
へ
の
（
自

己
）
批
判
的
権
能
を
保
証
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
か
く
て
宗
教
の
研
究
者

は
宗
教
（
教
団
な
い
し
伝
統
）
と
国
家
と
の
間
で
二
様
の
距
離
を
取
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

他
者
学
と
し
て
の
近
代
的
宗
教
研
究
の
普
遍
性
と
は
、「
近
代
的
宗
教

概
念
」
の
普
遍
性
で
あ
る
以
前
に
、
宗
教
と
国
家
双
方
へ
の
、
相
異
な
る

距
離
の
取
り
方
の
「
身
振
り
」
の
普
遍
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
近
代
国
家
が

具
備
す
べ
き
と
さ
れ
る
「
大
学
的
学
知
」
の
理
念
の
普
遍
性
と
不
可
分
で

あ
る
。
宗
教
研
究
の
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
性
の
検
討
に
、
そ
の
遂
行
を
保
証

す
る
諸
制
度
の
実
情
と
、
こ
れ
を
取
り
ま
く
政
治
・
経
済
・
社
会
・
宗
教

状
況
へ
の
配
視
が
不
可
欠
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。

国
際
学
会
誌
の
「
宗
教
学
」
な
る
も
の

│
│ 

知
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
か
適
者
生
存
か 

│
│

藤
原　

聖
子

　

本
発
表
は
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
機
関
誌
で
あ
るN

V
M
E
N

の
量
的
分
析
を

通
し
て
、
宗
教
学
は
ど
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
カ
ル
化
し
た
か
（
あ
る
い
は
グ

ロ
ー
カ
ル
化
し
た
宗
教
学
と
は
ど
の
よ
う
な
宗
教
学
な
の
か
）
を
考
察
す

る
。
本
パ
ネ
ル
が
基
づ
く
共
同
研
究
は
、
国
単
位
で
分
担
し
た
た
め
、
国

際
学
会
の
よ
う
な
国
際
的
組
織
が
宗
教
学
の
グ
ロ
ー
カ
ル
化
に
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
き
た
か
と
い
う
観
点
が
不
足
し
て
い
た
。
ま
た
、
米
・
独
・

的
・
人
文
学
的
研
究
／
実
証
的
・
社
会
科
学
的
研
究
の
優
劣
関
係
、
⑤
訳

語
を
ふ
く
む
「
宗
教
」
概
念
の
導
入
の
あ
り
方
と
、
当
該
地
域
固
有
の
概

念
や
語
彙
と
の
齟
齬
。
こ
れ
ら
に
着
目
し
た
研
究
を
遂
行
し
た
総
合
的
結

果
と
し
て
、
地
域
性
を
越
え
た
普
遍
的
宗
教
概
念
に
基
づ
く
「
普
遍
的
宗

教
学
」
は
、
理
念
と
し
て
は
あ
る
程
度
存
在
し
て
き
た
が
、
実
際
に
は
世

界
の
ど
の
地
域
で
も
具
現
し
て
は
お
ら
ず
、
上
記
の
諸
条
件
に
応
じ
た
各

地
域
固
有
の
性
格
を
濃
厚
に
帯
び
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
概
ね
確
認

さ
れ
た
。
以
下
で
は
、
本
研
究
の
視
点
の
一
つ
と
し
て
宗
教
研
究
が
遂
行

さ
れ
て
い
る
制
度
・
機
構
の
あ
り
方
に
注
目
し
た
こ
と
（
上
述
の
③
）
の

意
味
を
少
々
敷
衍
・
展
開
し
て
み
た
い
。
宗
教
研
究
と
い
う
「
知
の
産
出

の
場
所
」
の
性
格
を
め
ぐ
る
反
省
で
あ
る
。

　

近
代
西
欧
に
お
い
て
、
宗
教
学
は
他
者
学
の
一
つ
と
し
て
始
ま
っ
た
。

他
者
学
と
は
、
知
の
主
体
た
る
研
究
者
と
の
異
他
性
を
想
定
さ
れ
た
人
々

の
営
為
を
「
学
・
研
究
」
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
解
釈
な
い
し
説
明
す
る

こ
と
（
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
自
己
理
解
を
改
変
深
化
し
よ
う
と
す
る
知
的

態
度
）、
と
定
義
し
て
お
く
。
宗
教
学
者
は
従
っ
て
自
ら
が
帰
属
す
る
宗

教
以
外
の
宗
教
、
あ
る
い
は
既
に
他
者
と
な
っ
た
過
去
の
宗
教
を
主
た
る

研
究
対
象
と
す
る
。
政
教
分
離
（
そ
の
内
実
は
区
々
だ
が
）
を
標
榜
す
る

近
代
国
家
が
法
制
上
財
政
上
設
立
管
理
す
る
教
育
研
究
機
関
と
し
て
の
大

学
が
そ
の
主
な
場
所
だ
が
、
純
粋
学
知
の
探
求
を
理
念
と
す
る
大
学
も
、

そ
こ
で
の
研
究
教
育
活
動
は
、
近
代
国
家
の
形
成
理
念
に
資
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
元
来
近
代
国
家
に
依
存
し
な
い
学
知
で
あ
る
神
学
・
宗
学

の
、
近
代
の
大
学
に
お
け
る
居
心
地
の
悪
さ
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。
但
し

そ
の
「
資
し
」
方
は
、
国
家
理
性
へ
の
直
接
的
寄
与
で
は
な
く
、
近
代
的

学
知
の
要
件
た
る
客
観
性
・
普
遍
性
を
経
由
す
る
。
そ
こ
で
産
出
さ
れ
る
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の
イ
ギ
リ
ス
（
八
五
）
や
三
位
の
ド
イ
ツ
（
八
四
）
を
大
き
く
引
き
離
し

て
い
る
。
し
か
も
初
期
に
お
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
高
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

イ
タ
リ
ア
か
ら
の
投
稿
は
一
九
七
〇
年
前
後
か
ら
急
減
し
て
い
る
（
イ
ギ

リ
ス
は
数
は
多
い
が
同
様
の
変
化
を
示
す
）。
オ
ラ
ン
ダ
は
九
〇
年
代
に

一
時
的
に
増
加
す
る
が
八
〇
年
代
ま
で
は
や
は
り
急
減
し
て
い
た
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
国
々
か
ら
の
投
稿
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
再
び
増
え
て

い
る
（
ア
メ
リ
カ
も
増
え
、N

V
M
E
N

全
体
の
一
年
当
た
り
の
掲
載
数

も
増
加
し
て
い
る
が
）。
ま
と
め
る
と
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
形
成
母
体
だ
っ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
はN

V
M
E
N

の
創
刊
時
か
ら
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た

が
、
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
影
が
薄
く
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
復
帰
し
た

（
フ
ラ
ン
ス
は
例
外
で
、
初
期
に
投
稿
が
多
く
、
七
〇
年
前
後
か
ら
ゼ
ロ

に
近
づ
き
、
現
在
も
そ
の
ま
ま
で
あ
る
）。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、

西
洋
・
近
現
代
を
対
象
と
す
る
研
究
が
急
増
す
る
が
、
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
宗
教
学
者
か
ら
は
宗
教
学
の
「
ア
メ
リ
カ
化
」
と
み
な
さ
れ
る
現
象

で
あ
る
。

　

こ
の
勢
力
図
の
変
化
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
七
〇
年
前
後

か
ら
の
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
）
減
少
に
つ
い
て
は
、
①
伝
統
的
な
宗
教
学

で
あ
る
、
宗
教
史
（
特
に
オ
リ
エ
ン
ト
学
、
古
典
学
に
隣
接
し
た
個
別
宗

教
史
）
や
宗
教
現
象
学
へ
の
関
心
の
低
下
、
②
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降

の
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
宗
教
学
科
の
増
設
（
加
え
て
大
学
自
体
の

増
加
）、
③
「
創
立
の
父
た
ち
」
の
投
稿
の
減
少
、
④
宗
教
学
関
係
の
学

術
誌
（
他
の
発
表
媒
体
）
の
増
加
、
⑤
各
国
内
で
の
宗
教
学
者
の
充
足

（
国
際
学
会
・
学
会
誌
と
し
て
の
機
能
不
全
）・
対
外
的
関
心
の
ア
メ
リ
カ

へ
の
一
極
集
中
な
ど
、
他
方
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
の
増
加
に
つ
い
て
は
、

①
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｒ
設
立
の
副
次
的
効
果
、
②
大
学
・
研
究
者
評
価
の
点
数
化
・

仏
・
伊
の
宗
教
学
の
学
説
・
制
度
史
に
対
し
て
は
一
定
の
分
析
を
行
っ
た

も
の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
と
北
欧
と
い
う
、
宗
教
学
（
し
か
も
狭
義
の
も
の
）

の
形
成
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
に
あ
っ
た
国
々
を
対
象
か
ら
除
外
し
て

い
た
。
本
発
表
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
北
欧
の
宗
教
学
者
が
多
数
携
わ
っ
た
Ｉ

Ａ
Ｈ
Ｒ
とN

V
M
E
N

を
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
補

完
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
一
九
五
四
年
の
創
刊
号
か
ら
二
〇
一
二
年
ま

で
のN

V
M
E
N

の
、
全
て
の
論
文
（
個
別
の
書
評
を
除
く
書
評
論
文
、

研
究
動
向
サ
ー
ヴ
ェ
イ
論
文
を
含
む
）
を
、
執
筆
者
の
所
属
機
関
の
国
籍
、

対
象
と
さ
れ
た
（
宗
教
の
）
地
域
と
時
代
、
執
筆
者
の
性
別
、
執
筆
者
の

所
属
学
科
、
使
用
言
語
に
つ
い
て
独
自
に
集
計
し
た
も
の
を
用
い
た
。

　

総
論
文
数
は
七
六
八
本
で
あ
り
、
執
筆
者
の
所
属
機
関
は
四
二
カ
国
に

上
っ
た
。
し
か
し
、
執
筆
者
の
〝
西
高
東
低
〞
の
傾
向
は
、
五
九
年
間
を

通
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

対
象
と
さ
れ
た
地
域
は
そ
の
反
対
で
、〈
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
・

東
欧
〉
と
、〈
北
米
・
西
欧
〉
の
割
合
は
四
・
五
対
一
で
あ
る
。
対
象
年
代

は
古
代
（
紀
元
六
世
紀
ま
で
）
が
最
も
多
く
、
近
現
代
（
一
九
世
紀
以

降
）
は
全
体
の
二
〇
％
足
ら
ず
で
あ
る
。
西
洋
近
代
（
と
い
う
主
体
）
に

と
っ
て
「
他
者
」
に
あ
た
る
宗
教
の
研
究
が
「
宗
教
学
」
を
形
成
し
て
き

た
と
い
う
構
図
は
―
そ
れ
を
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
評
価
し
よ
う
が
脱
偏
狭

主
義
と
評
価
し
よ
う
が
―
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
世
界
大
会
以
上
に
顕
著
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
〝
西
高
〞
の
中
身
に
関
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
前
後
を

境
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
か
ら
ア
メ
リ
カ
中
心
へ
と
い
う
大
き
な
変
化
が

認
め
ら
れ
る
。
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
組
織
自
体
は
現
在
に
至
る
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
心
だ
が
、
機
関
誌
で
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
投
稿
数
（
二
三
八
）
は
二
位
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に
厳
密
な
実
証
主
義
的
な
歴
史
学
と
、
比
較
を
通
し
た
進
化
論
的
な
宗
教

史
の
あ
い
だ
に
は
内
的
な
緊
張
関
係
が
あ
っ
た
。

　

世
紀
転
換
期
に
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
が
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
た
ら

す
と
、
宗
教
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
定
義
す
る
従
来
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な

研
究
お
よ
び
宗
教
進
化
論
は
相
対
化
さ
れ
、
文
献
学
・
歴
史
学
系
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
社
会
学
・
人
類
学
系
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
拮
抗
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
Ｅ
Ｐ
Ｈ
Ｅ
第
五
部
門
の
講
座
は
宗
教
別
・
地
域
別
・
時
代
別
に
立
て

ら
れ
、
総
合
的
な
比
較
は
し
に
く
い
構
造
に
あ
っ
た
が
、
一
九
三
五
年
に

は
デ
ュ
メ
ジ
ル
に
よ
る
「
比
較
神
話
学
」
の
講
座
が
設
け
ら
れ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
Ｅ
Ｐ
Ｈ
Ｅ
宗
教
学
部
門
に
人
類
学
系
の
講
座
が

大
幅
に
増
設
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
ま
で
お
も
に
未
開
社
会
を
対
象
と
し
て

き
た
宗
教
社
会
学
が
同
時
代
を
対
象
に
据
え
始
め
る
。
そ
の
中
心
に
い
た

の
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ル
ブ
ラ
で
、
彼
は
第
五
部
門
の
部
門
長
を
務
め
る
一

方
で
、
一
九
四
七
年
に
新
設
さ
れ
た
第
六
部
門
（
の
ち
の
社
会
科
学
高
等

研
究
院　

Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
で
「
宗
教
社
会
学
」
を
講
じ
、
一
九
五
四
年
に

は
宗
教
社
会
学
グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
Ｓ
Ｒ
）
を
創
設
し
た
。
こ
う
し
て
（
少
な

く
と
も
一
部
の
）
宗
教
研
究
者
の
関
心
が
「
古
い
テ
キ
ス
ト
の
批
判
的
検

討
」
か
ら
「
生
き
て
い
る
人
び
と
の
直
接
的
観
察
」
に
移
り
、
宗
教
研
究

に
社
会
科
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

Ｇ
Ｓ
Ｒ
系
の
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
に
、
一
九
九
三
年
に
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
に
設
け
ら
れ
た
「
宗
教
事
象
学
際
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
Ｃ
Ｅ
Ｉ
Ｆ
Ｒ
）

が
あ
り
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、『
宗
教
事

象
事
典
』（D

ictionnaire des faits religieux

）
が
二
〇
一
〇
年
に
刊

行
さ
れ
た
。
こ
の
事
典
に
は
、
近
代
西
欧
的
な
枠
組
み
を
批
判
的
に
見
直

し
、
研
究
対
象
を
自
覚
的
に
構
築
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
、
こ
の
事
典
自
体

厳
格
化
、
③
世
代
交
代
（
女
性
研
究
者
の
投
稿
の
急
増
）、
④
社
会
的
要

請
へ
の
対
応
な
ど
で
あ
る
。

「
宗
教
」
か
ら
「
宗
教
事
象
」
へ

│
│ 
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
研
究
の
動
向
か
ら 

│
│

伊
達　

聖
伸

　

本
発
表
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
研
究
の
制
度
的
変
遷
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
そ
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で

も
近
年
、
近
代
西
洋
的
な
「
宗
教
」
概
念
に
対
す
る
批
判
的
な
自
覚
か

ら
、「
宗
教
事
象
」（faits religieux
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
研
究
対
象

を
再
構
築
す
る
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
宗
教
研
究
は
活

発
だ
が
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
な
ど
に
は
関
与
が
少
な
く
、
日
本
で
は
相
対
的
に
知

ら
れ
て
い
な
い
印
象
が
あ
る
だ
け
に
、
紹
介
・
比
較
・
対
話
の
試
み
は
重

要
で
あ
ろ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
知
と
社
会
の
変
化
の
な
か
で
、
宗
教
の
科
学
的
研

究
は
将
来
の
社
会
秩
序
構
想
と
し
ば
し
ば
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
一
九
世

紀
後
半
の
「
科
学
」
は
学
問
に
政
治
的
な
関
心
を
持
ち
込
む
こ
と
を
「
非

科
学
的
」
と
見
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
宗
教
学
は
そ
の
よ
う
な
な
か
で
一

八
八
〇
年
代
に
制
度
化
さ
れ
た
。
一
八
八
六
年
に
は
高
等
研
究
院
（
Ｅ
Ｐ

Ｈ
Ｅ
）
の
第
五
部
門
と
し
て
宗
教
学
部
門
が
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
国

立
大
学
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
部
の
廃
止
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
同
部
門
に
設
置
さ
れ
た
講
座
の
う
ち
約
半
数
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

教
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
草
創
期
の
フ
ラ
ン
ス

の
宗
教
学
は
反
教
権
主
義
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗

教
学
者
は
お
し
な
べ
て
文
献
学
に
依
拠
し
た
研
究
を
遂
行
し
た
が
、
非
常
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論
は
あ
ま
り
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
で
は
何
を
「
宗
教
」
と
し
て
扱
い
、

何
の
た
め
に
「
宗
教
」
な
る
も
の
の
定
義
を
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
か
。

本
発
表
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
タ
イ
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
制
度
化
過

程
、
な
ら
び
に
比
較
宗
教
に
関
す
る
議
論
を
題
材
に
掘
り
下
げ
た
。

　

タ
イ
に
お
け
る
近
代
的
な
意
味
で
の
比
較
宗
教
の
営
み
の
歴
史
は
、
お

お
よ
そ
五
つ
の
時
代
に
区
分
で
き
る
。
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
の
、
王
室
を

中
心
と
し
た
仏
教
改
革
や
イ
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
応
、
な
ら
び
に
王
族
主

導
で
の
学
術
団
体
の
形
成
と
い
っ
た
時
代
に
始
ま
り
、
次
い
で
、
一
九
四

〇
年
代
半
ば
か
ら
の
、
比
較
宗
教
の
講
座
が
僧
侶
向
け
の
仏
教
大
学
に
設

立
さ
れ
た
時
代
。
そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
般
国
立
大
学
に
比
較

宗
教
な
ど
の
科
目
が
導
入
さ
れ
た
時
代
。
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
代
後
半
か

ら
の
、
社
会
科
学
的
な
宗
教
研
究
が
学
科
単
位
で
制
度
化
さ
れ
た
時
代
。

そ
し
て
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
文
化
主
義
に
対
応
し

た
時
代
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
化
過
程
の
中
で
、
宗
教
研
究
の
概
論
的
な
教
科
書
や
学

術
書
が
記
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
は
、
共
通
し
た
い
く

つ
か
の
特
質
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、「
比
較
宗
教
」
は
多
い
が
、「
宗
教

学
」
と
い
う
呼
称
が
少
な
く
、
超
自
然
、
聖
、
究
極
と
い
っ
た
宗
教
の
本

質
を
論
じ
る
欧
米
の
理
論
が
ほ
と
ん
ど
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、

欧
米
のReligion

の
訳
語
と
し
て
、
タ
イ
で
仏
教
を
示
す
用
語
で
あ
っ

た
サ
ー
サ
ナ
ー
が
採
用
さ
れ
、
両
者
の
概
念
の
ず
れ
に
つ
い
て
の
議
論
が

な
さ
れ
て
き
た
点
。
第
三
に
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
定
義
の
比
較
論
争
は
、

主
と
し
て
仏
教
を
キ
リ
ス
ト
教
と
同
じ
土
台
に
乗
せ
つ
つ
も
、
キ
リ
ス
ト

教
よ
り
も
優
越
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
タ
イ
仏
教
に
関
わ
る
バ
ラ
モ

ン
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
的
な
要
素
を
劣
っ
た
も
の
と
し
て
排
除
し
て
い
く
こ

を
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
ひ
と
つ
の
「
場
」
と
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
検
討
は
、
フ
ラ
ン
ス
的
な
宗
教
研
究
の
特
徴
を
把
握
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
よ
う
。

　

こ
の
事
典
で
「
宗
教
事
象
」（faits religieux

）
の
項
目
を
執
筆
し
た

ジ
ャ
ン=
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
レ
ム
は
、「
宗
教
」
を
定
義
す
る
代
わ
り
に
「
宗

教
」
と
い
う
言
葉
の
社
会
的
使
用
に
注
意
を
向
け
、
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
対
象
を
構
築
的
に
規
定
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。「
宗
教
事
象
」

は
「
集
合
的
」「
物
質
的
」「
象
徴
的
」「
実
験
的
・
感
覚
的
」
と
い
う
少

な
く
と
も
四
つ
の
観
点
に
お
い
て
「
事
象
／
事
実
」（fait

）
を
構
成
し
て

い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
「
宗
教
的
な
も
の
」
を
「
非
宗
教
的
な
も
の
」
に

還
元
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
本
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
手
を
切
り
つ

つ
、
事
象
の
分
析
を
通
し
て
、
宗
教
的
表
現
の
核
心
に
迫
ろ
う
と
す
る
も

の
で
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
態
度
を
普
遍
性
と
個
別
性
の
観
点
か
ら
考
察

す
る
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
研
究
の
特
徴
の
一
端
が
浮
か
び
あ
が

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

「
宗
教
学
」
の
不
在
と
サ
ー
サ
ナ
ー
（
宗
教
）

│
│ 

タ
イ
に
お
け
る
宗
教
研
究 

│
│

矢
野　

秀
武

　

本
発
表
の
目
的
は
、
タ
イ
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
特
質
を
、「
宗
教
学
」

不
在
の
理
由
な
ら
び
に
タ
イ
語
の
サ
ー
サ
ナ
ー
（
宗
教
）
の
意
味
を
探
る

こ
と
か
ら
捉
え
る
こ
と
に
あ
る
。
タ
イ
で
は
比
較
宗
教
の
研
究
科
や
、
社

会
科
学
や
各
宗
教
ベ
ー
ス
の
宗
教
研
究
は
あ
る
が
、「
宗
教
学
」
と
し
て

制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
宗
教
の
定
義
を
巡
る
議
論
も
な
さ
れ
て
き

た
が
、
超
自
然
性
や
聖
や
究
極
性
な
ど
の
宗
教
の
本
質
を
巡
る
欧
米
の
議
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際
に
ど
の
よ
う
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
各
地
域
の
宗
教
伝
統

や
政
教
関
係
に
応
じ
て
、
こ
の
「
宗
教
」
概
念
の
近
代
西
欧
的
性
格
を
改

変
す
る
よ
う
な
「
宗
教
」
概
念
お
よ
び
宗
教
研
究
の
模
索
が
な
さ
れ
て
い

る
か
を
探
る
こ
と
が
こ
の
パ
ネ
ル
の
目
的
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
視
点
と

し
て
、
各
地
域
で
宗
教
研
究
を
遂
行
し
て
い
る
制
度
が
ど
の
よ
う
に
設

立
・
運
営
さ
れ
て
い
る
か
に
着
目
す
る
こ
と
を
発
表
者
の
共
通
了
解
と
し

た
。

　

ま
ず
鶴
岡
が
、
本
パ
ネ
ル
発
表
の
母
体
と
な
っ
た
科
研
基
盤
研
究
の
成

果
、
お
よ
び
上
記
の
問
題
関
心
に
つ
い
て
説
明
し
、
と
く
に
宗
教
研
究
の

制
度
に
着
目
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
総
説
的
な
発
表
を
行
っ
た
。

続
い
て
藤
原
が
、
宗
教
研
究
の
国
際
学
術
組
織
で
あ
る
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
機
関

誌N
V
M
E
N

掲
載
論
文
執
筆
者
の
所
属
や
研
究
対
象
・
方
法
の
分
析
に

基
づ
い
て
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
お
よ
び
同
組
織
に
代
表
さ
れ
る
宗
教
研
究
の
世
界

的
動
向
の
推
移
を
検
討
し
た
。
次
に
伊
達
が
、
英
語
独
語
圏
と
並
行
し
つ

つ
展
開
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
諸
制
度
の
成
立
、

歴
史
、
現
状
に
つ
い
て
紹
介
整
理
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
最
近
の
注
目

す
べ
き
成
果
と
し
て
、「
宗
教
事
象
」
と
い
う
概
念
に
拠
る
宗
教
研
究
が

展
開
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
意
義
を
論
じ
た
。
さ
い
ご
に
矢
野
が
、
タ
イ
に

お
い
て
い
わ
ゆ
る
宗
教
学
が
不
在
で
あ
る
一
方
、
あ
る
種
の
比
較
宗
教
学

が
盛
ん
で
あ
る
事
情
を
紹
介
し
、religion

の
訳
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ

る
「
サ
ー
サ
ナ
ー
」
と
い
う
言
葉
の
さ
ま
ざ
ま
な
用
い
ら
れ
方
の
検
討
か

ら
、
地
域
の
宗
教
伝
統
お
よ
び
国
家
体
制
と
宗
教
研
究
と
の
本
質
的
関
わ

り
の
あ
り
方
を
解
明
し
た
。
以
上
の
発
表
を
受
け
て
、
文
化
人
類
学
者
で

も
あ
る
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
外
川
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
イ
ン
ド
の
事
例

も
参
照
し
つ
つ
本
パ
ネ
ル
の
タ
イ
ト
ル
に
用
い
ら
れ
た
「
グ
ロ
ー
カ
ル

と
と
つ
な
が
っ
て
い
る
点
。
そ
し
て
第
四
に
、
そ
の
よ
う
に
し
て
定
義
さ

れ
た
「
サ
ー
サ
ナ
ー
（
宗
教
）」
は
、
人
々
を
善
に
導
く
文
明
と
位
置
付

け
ら
れ
て
き
た
点
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
タ
イ
に
お
い
て
な
ぜ
「
比
較
宗
教
」
が
展
開

し
、「
宗
教
学
」
が
不
在
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
っ
た
。

「
比
較
宗
教
」
が
展
開
し
た
の
は
、
次
の
点
で
広
い
意
味
で
の
国
策
に
即

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
、
比
較
宗
教
と
い
う
営
み
が
、
文
明
と

い
う
尺
度
で
諸
宗
教
を
序
列
化
し
、
そ
の
最
た
る
文
明
的
宗
教
と
し
て
仏

教
を
位
置
付
け
る
点
。
第
二
に
、
国
内
・
国
外
で
の
仏
教
布
教
の
た
め
に

他
宗
教
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
だ
っ
た
点
（
そ
の
た
め
比
較
宗
教
の
制

度
化
は
僧
侶
向
け
の
仏
教
大
学
で
始
ま
る
）。
第
三
に
多
文
化
政
策
・
治

安
の
た
め
に
民
族
と
宗
教
に
関
す
る
社
会
科
学
的
な
知
識
が
必
要
と
な
っ

た
点
で
あ
る
。

　

他
方
「
宗
教
学
」
が
不
在
と
な
っ
た
の
は
、
宗
教
が
文
明
と
い
う
国
家

が
関
与
す
る
価
値
あ
る
存
在
と
し
て
構
築
さ
れ
て
き
た
か
ら
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
概
念
は
、
仏
教
の
優
位
性
だ
け
で
な
く
、
国
王

（
宗
教
の
至
高
の
擁
護
者
）
の
位
置
づ
け
に
も
関
わ
り
、
体
制
理
念
に
組

み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
に
対
峙
す
る
よ
う
な
、
聖

や
究
極
性
に
関
わ
る
私
的
体
験
に
宗
教
の
本
質
を
問
う
「
宗
教
学
」
は
重

視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

鶴
岡　

賀
雄

　

い
わ
ゆ
る
「
近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
宗
教
概
念
」
が
批
判
さ
れ
る
状

況
を
受
け
て
、
こ
の
概
念
に
依
拠
す
る
宗
教
研
究
が
世
界
の
諸
地
域
で
実
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東
洋
の
宗
教
思
想
と
井
筒
俊
彦

代
表
者　

澤
井
義
次

コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

市
川　

裕

イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
と
井
筒
「
東
洋
哲
学
」

鎌
田　
　

繁

　

井
筒
俊
彦
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
わ
る
著
作
は
和
文
英
文
合
わ
せ
て
一
六

点
に
の
ぼ
る
。
ク
ル
ア
ー
ン
に
つ
い
て
四
点
、
神
秘
思
想
に
つ
い
て
七
点

を
数
え
、
彼
の
関
心
は
ク
ル
ア
ー
ン
と
神
秘
思
想
に
集
中
し
て
い
る
。

T
he Structure of the E

thical T
erm
s in the K

oran

（
一
九
五

九
）
に
始
ま
る
三
点
の
ク
ル
ア
ー
ン
及
び
神
学
に
つ
い
て
の
著
作
で
は
神

秘
思
想
を
主
題
的
に
扱
う
こ
と
は
な
い
。A

 Com
parative Study of 

the K
ey Philosophical Concepts in Sufism

 and T
aoism

（
一

九
六
六
―
六
七
）
以
後
、
神
秘
思
想
に
軸
足
を
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以
外
の
思
想
に
関
す
る
著
作
ま
で
考
慮
す
る

と
こ
の
理
解
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

　

井
筒
は
若
い
頃
に
は
禅
的
な
修
行
も
実
践
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
（
一
九

四
九
）
や
イ
ス
ラ
ー
ム
（
一
九
四
四
、
四
八
）
の
神
秘
哲
学
を
論
じ
、
早

い
時
期
か
ら
神
秘
主
義
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
た
。
後
年
、「
東
洋
哲
学
」

と
い
う
名
称
の
も
と
に
東
洋
の
伝
統
的
思
想
を
総
合
す
る
視
点
を
打
ち
出

し
て
い
っ
た
が
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
る
思
想
も
基
本
的
に
神
秘
主
義
的
な
思

想
で
あ
る
。

　

井
筒
自
身
の
主
体
的
関
心
、
そ
れ
が
学
問
的
関
心
と
も
重
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
現
実
の
世
界
は
互
い
に
異
な
る
個
物
の
集
合
し

た
多
な
る
世
界
で
あ
る
が
、
こ
の
世
界
は
、
無
限
定
な
実
在
、
哲
学
者
は

化
」
の
意
味
を
敷
衍
し
確
認
し
た
上
で
、
四
人
の
発
表
に
対
す
る
核
心
を

突
く
質
問
が
な
さ
れ
た
。
要
点
を
記
せ
ば
、
鶴
岡
に
対
し
て
は
、
非
欧
米

地
域
で
の
宗
教
研
究
に
お
け
る
「
近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
宗
教
概
念
」

へ
の
違
和
感
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
フ
ォ
ビ
ア
」（
鶴
岡
が
用
い
た
語
）
で
あ

る
よ
り
も
「
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
」
で
は
な
い
か
。
藤
原
に
対
し
て
は
、

N
V
M
E
N

の
投
稿
動
向
の
変
化
は
宗
教
研
究
自
体
の
多
様
化
、
あ
る
い

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
普
遍
主
義
か
ら
ア
メ
リ
カ
中
心
主
義
へ
の
移
行
を
示
す
の

で
は
な
い
か
。
伊
達
に
対
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
宗
教
学
の
姿
勢
は
ラ
イ
シ

テ
を
原
理
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
自
体
の
要
請
、
モ
ー
ス
、
レ
ヴ
ィ=

ス

ト
ロ
ー
ス
ら
の
人
類
学
的
知
見
と
の
協
同
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
矢
野
に
対
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
学
が
不
在
で
あ
る
状

況
に
つ
い
て
、
タ
イ
の
人
々
は
ど
の
程
度
自
覚
的
な
の
か
、
そ
れ
は
キ
リ

ス
ト
教
モ
デ
ル
の
宗
教
概
念
へ
の
自
覚
的
拒
否
な
い
し
対
抗
と
い
っ
た
含

意
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
へ
の
応
答
に
よ
っ
て
パ
ネ
ル
と
し
て
の
議
論
は

さ
ら
に
豊
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
全
体
質
疑
で
は
、
各
発
表
者
に

対
し
て
問
題
を
深
め
る
質
問
が
い
く
つ
も
出
さ
れ
、
充
実
し
た
内
容
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

全
体
を
通
じ
て
、
近
代
西
欧
的
宗
教
概
念
を
批
判
な
い
し
評
価
す
る
に

際
し
て
は
、
こ
の
概
念
の
問
題
性
や
限
界
を
概
念
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
反
省

す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
の
宗
教
研
究
の
現
場
で
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
受

容
さ
れ
、
変
質
し
、
あ
る
い
は
拒
否
さ
れ
て
い
る
か
を
考
慮
す
る
こ
と
、

と
り
わ
け
、
そ
れ
が
実
践
さ
れ
る
場
で
あ
る
大
学
等
の
制
度
の
あ
り
方
お

よ
び
内
実
、
さ
ら
に
そ
の
存
立
を
保
証
し
て
い
る
国
家
体
制
な
い
し
各
地

域
で
の
政
教
関
係
と
の
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
て
、
宗
教
研
究
自
体
の
政

治
性
お
よ
び
宗
教
性
を
省
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
概
ね
確
認
さ
れ
た
。
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「
東
洋
哲
学
」
を
標
榜
す
る
し
な
い
に
関
わ
り
な
く
、
彼
は
若
い
時
か

ら
一
貫
し
て
神
秘
主
義
的
思
索
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム

研
究
の
分
野
で
も
神
秘
主
義
的
思
想
に
着
目
し
続
け
て
い
た
。
と
り
わ

け
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
な
ど
一
連
の
思
想
家
は
超
越
的
絶
対
的
存
在
が

分
節
化
す
る
こ
と
で
多
な
る
世
界
と
し
て
自
己
顕
現
す
る
と
い
う
洞
察
を

共
有
し
、
井
筒
の
主
体
的
関
心
に
も
合
致
し
て
い
る
。
神
秘
思
想
が
中
核

を
占
め
る
彼
の
業
績
の
全
体
か
ら
見
る
と
、
ク
ル
ア
ー
ン
研
究
は
そ
の
後

の
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
思
想
の
意
味
論
的
研
究
に
進
む
ひ
と
つ
の
方
法
論
的

習
作
の
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
後
期
の

『
コ
ー
ラ
ン
を
読
む
』（
一
九
八
三
）
に
は
ク
ル
ア
ー
ン
の
神
秘
主
義
的
テ

キ
ス
ト
構
造
を
指
摘
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究

も
一
貫
し
て
神
秘
主
義
を
巡
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

井
筒
俊
彦
に
お
け
る
東
洋
の
宗
教
理
解

│
│ 

宗
教
心
理
学
の
視
点
か
ら 

│
│

河
東　
　

仁

　

井
筒
俊
彦
は
一
九
四
九
年
に
公
刊
し
た
『
神
秘
哲
學
』（
哲
學
修
道
院
）

の
二
四
頁
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
エ
レ
ア
学
派
と
ヘ
ラ
ク
レ
イ

ト
ス
の
相
違
を
示
す
に
あ
た
っ
て
、m

etaphysisches W
esen

お
よ
び

m
etapsychisches W

esen

な
る
語
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は
、「
窮

極
的
実
在
そ
れ
自
体
」
を
「
自
然
の
彼
方
」
に
存
在
す
る
も
の
と
み
な

す
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
内
向
的
自
己
沈
潜
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
霊
魂
の
彼
方
」
に
到
達
す
る
も
の
と
み
な
す
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
史
を
論
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
整

理
し
、
よ
り
汎
用
性
の
あ
る
「
メ
タ
・
フ
ィ
ジ
カ
」
と
「
メ
タ
・
プ
シ
キ

そ
れ
を
無
と
か
一
と
か
の
語
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
う
い
う
実
在

に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
無
限
定
な
超
越
的
実
在
が
自
己
分
節

す
る
こ
と
で
多
な
る
現
実
の
世
界
が
現
れ
る
、
と
い
う
洞
察
に
あ
る
。
こ

の
無
限
定
な
実
在
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
現
実

の
世
界
が
現
れ
る
と
考
え
る
か
、
こ
れ
は
異
な
る
文
化
や
哲
学
に
よ
っ
て

違
っ
た
形
で
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
を
時
間
や
空
間
の
限
定
を
離
れ
て
類
型

化
す
る
こ
と
で
新
た
な
視
点
を
獲
得
し
よ
う
と
い
う
の
が
彼
の
「
東
洋
哲

学
」
で
あ
る
。

　

彼
の
意
味
論
研
究
で
い
え
ば
、
語
の
も
つ
意
味
は
そ
れ
が
使
わ
れ
て
い

る
語
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
（
同
義
、
類
義
、
反
意
語
な
ど
）
で
決
ま

る
。
文
脈
な
し
に
は
語
の
意
味
は
な
い
。
無
限
定
な
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
な
実

在
を
切
り
分
け
、
分
節
化
し
、
そ
の
切
り
分
け
た
切
片
そ
れ
ぞ
れ
に
語
が

与
え
ら
れ
切
り
分
け
ら
れ
た
状
況
、
文
脈
に
応
じ
て
そ
の
語
が
意
味
を
も

つ
よ
う
に
な
る
。
意
味
は
無
限
定
な
実
在
が
分
節
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
意
味
論
的
研
究
の
根
柢
に
潜
む
こ
の

洞
察
は
、
多
を
特
質
と
す
る
現
実
の
世
界
に
無
を
見
出
す
こ
と
、
超
越
的

な
一
者
か
ら
多
な
る
現
実
の
世
界
が
流
出
す
る
こ
と
、
と
い
う
哲
学
的
世

界
観
と
呼
応
し
て
い
る
。
井
筒
は
ク
ル
ア
ー
ン
の
意
味
論
的
研
究
で
明
確

に
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
自
身
が
手
を
入

れ
た
最
終
版
の
『
意
味
の
構
造
』（
中
央
公
論
社
版
著
作
集
第
四
巻
三
五

五
頁
）
で
は
、
そ
の
前
の
版
に
は
な
い
記
述
を
追
加
し
、
彼
の
東
洋
哲
学

的
立
場
、
視
点
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。「
本
書
の
展
開
す
る
論
議
」、
す

な
わ
ち
ク
ル
ア
ー
ン
の
意
味
論
的
研
究
、
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
彼
の
「
東

洋
哲
学
」
の
ね
ら
い
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
彼
の
意
味
論
的
研
究

の
根
柢
に
は
こ
の
洞
察
が
潜
ん
で
い
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
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質
否
定
論
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
元
型
そ
れ
自
体
」
と
そ
こ
か
ら

現
象
し
て
く
る
「
元
型
的
心
象
（
イ
マ
ー
ジ
ュ
）
は
異
な
る
。
前
者
は
未

決
定
・
未
限
定
で
あ
り
、
個
々
人
の
自
我
―
意
識
の
状
態
、
文
化
の
あ
り

方
に
よ
っ
て
、
異
な
っ
た
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
自
己
形
象
化
す
る
。
言
い

換
え
る
と
、
元
型
は
個
々
の
事
物
（
イ
マ
ー
ジ
ュ
、
分
節
化
さ
れ
た
世
界

の
個
物
）
の
背
後
に
存
す
る
、
一
種
の
普
遍
者
と
し
て
の
本
質
と
い
う
位

置
づ
け
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
元
型
そ
れ
自
体
は
実
在
で
は
な
く
、
ま

た
自
己
形
象
化
す
る
際
、
必
ず
○
○
に
な
る
と
い
う
、
一
対
一
の
対
応
は

成
り
立
た
な
い
。
つ
ま
り
イ
デ
ア
論
的
本
質
者
と
は
大
き
く
異
な
り
、

「
深
層
意
識
に
、『
想
像
的
』
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
自
己
を
開
示
す
る
『
本

質
』
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。」（
二
一
三
頁
）。

　

そ
し
て
こ
の
元
型
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
発
現
し
て
く
る
深
層
意
識
の
場
へ

と
沈
潜
し
て
ゆ
く
と
、
次
第
に
、
日
常
の
表
層
意
識
に
お
い
て
現
実
的
事

物
と
結
合
さ
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
、
事
実
性
か
ら
遊
離

し
て
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
発
現
し
て
く
る
。
そ
し
て
東
洋
思
想
で
は
、
た

と
え
ば
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
密
教
な
ど
に
お
い
て
、
こ
の
種
の
イ
マ
ー
ジ

ュ
が
し
ば
し
ば
著
し
く
重
要
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

つ
ま
り
日
常
的
に
現
実
と
か
世
界
と
呼
ん
で
い
る
の
は
仮
象
に
す
ぎ

ず
、
心
の
内
奥
へ
沈
潜
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
世
界
が
多
義
的
な
様
相
を
帯

び
て
く
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
「
内
向
的
自
己
沈
潜
」
を
重
視
す
る
メ

タ
・
プ
シ
キ
カ
的
な
思
索
は
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
で
は
低
層
流
だ
っ
た
が
、

東
洋
哲
学
で
は
大
き
な
流
れ
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
井
筒
の
東
洋
哲
学

論
を
読
み
取
る
さ
い
第
一
に
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

カ
」
と
し
た
の
が
、
湯
浅
泰
雄
『
ユ
ン
グ
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
人
文
書
院
、

一
九
七
八
年
）
で
あ
る
。
そ
し
て
井
筒
の
「
東
洋
哲
学
」
に
つ
い
て
論
ず

る
上
で
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
『
意
識
と
本
質
』（
岩
波
書
店
、
一
九

八
三
年
）
の
大
筋
を
捉
え
て
み
た
い
。
ま
ず
井
筒
は
本
質
（quidditas, 

essentia
）
を
め
ぐ
り
、
大
き
く
三
つ
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
①
イ
デ
ア
的
本
質
実
在
論
、
②
仏
教
的
本
質
否
定
論
、
③
元
型
的
本

質
否
定
論
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
①
の
代
表
で
あ
る
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
に
つ
い
て
は
説
明

の
必
要
も
な
い
が
、
存
在
界
の
諸
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
本
質
」
が
あ

り
、
そ
の
彼
方
に
絶
対
的
な
「
本
質
」（
単
数
）
が
あ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
東
洋
に
は
、
た
と
え
ば
中
国
宋
代
の
理
学
が
あ
り
、「
理
」
す
な

わ
ち
普
遍
的
な
「
本
質
」（
単
数
）
の
自
覚
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
学
的

営
為
で
あ
る
。

　

②
の
仏
教
的
本
質
否
定
論
は
、
そ
う
し
た
「
本
質
」
の
存
在
を
否
定
す

る
。
た
と
え
ば
深
層
意
識

0

0

0

0

に
身
を
据
え
る
、
つ
ま
り
内
向
的
自
己
沈
潜
す

る
と
、
事
態
は
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
く
る
。
た
と
え
ば
唯
識
派
の

「
三
性
説
」
は
、「
偏
計
所
執
性
」「
依
他
起
性
」「
円
成
実
性
」
か
ら
な

る
。
す
な
わ
ち
我
々
は
実
体
の
な
い
（
本
質
を
有
さ
な
い
）
諸
物
を
実
在

す
る
も
の
と
誤
認
し
て
い
る
。
し
か
し
一
切
の
も
の
は
縁
に
よ
っ
て
た
ま

た
ま
起
ち
上
が
っ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
自
我
―
意
識
へ
の
固
執
か
ら
身

を
引
き
、
深
層
意
識
の
内
奥
へ
沈
潜
す
る
な
か
で
、
智
慧
の
完
成
（
円

成
）
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
考
え
方
で
あ
る
。

　

だ
が
一
方
で
、
本
質
と
い
う
「
存
在
凝
固
点
」
が
な
く
と
も
、
諸
物
に

は
そ
れ
な
り
の
実
在
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
③
の
元
型
的
本
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十
九
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
論
は
彼
に
と
っ
て
文
学
と
哲
学
を
架
橋
す
る
仕
事

に
な
っ
た
。

　

一
九
七
九
年
、
イ
ラ
ン
革
命
の
た
め
帰
国
し
た
井
筒
は
、
勢
力
的
に
日

本
語
で
著
作
を
発
表
す
る
。
そ
の
一
つ
『
意
識
と
本
質
』
が
主
著
と
な
っ

た
。
こ
の
著
作
に
著
し
い
反
応
を
示
し
た
の
は
哲
学
者
で
あ
る
よ
り
も
文

学
者
た
ち
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
遠
藤
周
作
、
日
野
啓
三
、
大
江
健
三
郎
、

丸
山
圭
三
郎
な
ど
が
い
る
。
遠
藤
は
、『
意
識
と
本
質
』
だ
け
で
な
く
、

井
筒
の
講
義
録
『
コ
ー
ラ
ン
を
読
む
』
を
読
み
、
小
説
が
生
ま
れ
て
く
る

文
化
的
基
盤
と
し
て
の
「
元
型
」
論
に
強
く
動
か
さ
れ
て
い
る
。

　

日
野
啓
三
の
反
応
は
さ
ら
に
著
し
い
。
日
野
は
『
マ
ホ
メ
ッ
ト
』（
一

九
五
二
）
以
来
の
読
者
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
が
『
意
識
と
本
質
』
を
通
じ

て
真
に
邂
逅
と
い
う
べ
き
出
来
事
に
逢
着
す
る
に
は
、
三
十
年
の
歳
月
が

必
要
だ
っ
た
。『
意
識
と
本
質
』
を
「
三
度
は
繰
り
返
し
て
読
ん
だ
だ
ろ

う
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
衝
撃
は
想
像
に
余
る
。
日
野
に
悪
性
腫

瘍
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
、
六
十
一
歳
の
と
き
だ
っ
た
。
手

術
の
あ
と
、
麻
酔
と
鎮
痛
剤
の
副
作
用
で
彼
は
幻
覚
に
苦
し
む
。
井
筒
俊

彦
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
悪
性
腫
瘍
の
闘
病
生
活
中
に
襲
っ
て
き
た
幻
覚

と
の
苦
闘
を
耐
え
抜
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、「
錯
乱
の
一
歩
手
前
ま

で
い
っ
た
私
自
身
の
意
識
を
、
ど
う
に
か
持
ち
こ
た
え
て
形
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」、
と
日
野
は
い
う
。

　

後
期
の
丸
山
圭
三
郎
の
思
想
は
、
井
筒
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
大
き

く
形
を
変
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
丸
山
も
井
筒
か
ら
の
影
響
を
隠
さ
な

い
。『
意
識
と
本
質
』
以
降
の
井
筒
の
哲
学
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な

鍵
言
語
〔
キ
ー
タ
ー
ム
〕
は
「
コ
ト
バ
」
で
あ
る
。
井
筒
が
カ
タ
カ
ナ
で

「
コ
ト
バ
」
と
書
く
と
き
、
そ
れ
は
単
な
る
言
語
を
超
え
た
意
味
の
エ
ネ

日
本
文
学
と
井
筒
俊
彦

若
松　

英
輔

　

あ
る
時
期
ま
で
井
筒
俊
彦
は
、
自
ら
が
哲
学
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戦
時
中
の
哲
学
者
を
前
に
し
た
講
演
で
井
筒

は
、
自
分
は
専
門
で
は
な
い
の
で
、
哲
学
に
関
す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
断
っ
て
か
ら
講
演
を
始
め
て
い
る
。
日
本
文
学
と
井

筒
俊
彦
の
関
係
を
論
じ
る
と
き
、
ま
ず
、
彼
が
「
生
涯
た
だ
ひ
と
り
我
が

の
師
」
と
呼
ん
だ
人
物
が
西
脇
順
三
郎
だ
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
こ
の
詩
人
に
井
筒
は
「
学
問
的
」
に
決
定
的
影
響
を
受
け
た
と

い
う
。
同
時
に
井
筒
は
折
口
信
夫
の
講
義
に
も
強
く
動
か
さ
れ
る
。
一
九

四
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
神
秘
哲
学
』
に
は
柳
宗
悦
の
影
響
が
あ
る
。
大

正
期
に
柳
は
、
す
で
に
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
哲
学
を
論
じ
て
い
る
。

　

最
晩
年
井
筒
は
、
司
馬
遼
太
郎
と
の
対
談
で
「
新
古
今
が
好
き
で
古
今

集
、
新
古
今
集
の
思
想
的
構
造
の
意
味
論
的
研
究
を
専
門
に
や
ろ
う
と
思

っ
た
こ
と
さ
え
あ
る
」
と
語
る
。
古
今
集
以
降
の
和
歌
の
決
定
的
な
変
貌

を
論
じ
、
中
世
に
流
れ
る
「
幽
玄
」
の
精
神
を
現
代
に
蘇
ら
せ
た
の
は
風

巻
景
次
郎
で
あ
る
。
彼
の
主
著
『
中
世
の
文
学
伝
統
』
を
め
ぐ
っ
て
、
七

十
歳
を
超
え
た
井
筒
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
日
本
文
学
史
の
決

定
的
に
重
要
な
一
時
期
、『
中
世
』、
へ
の
斬
新
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ

て
、
文
学
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
く
、
日
本
精
神
史
の
思
想
的
理
解
の
た

め
に
新
し
い
地
平
を
拓
く
」（「
私
の
三
冊
」）。
和
歌
の
意
味
論
に
真
剣
に

取
り
組
も
う
と
考
え
た
時
期
と
は
、
お
そ
ら
く
彼
が
慶
應
義
塾
大
学
で

「
言
語
学
概
論
」
の
講
義
を
開
始
し
た
一
九
五
一
年
か
らLanguage 
and M

agic

（
一
九
五
六
年
）
が
書
か
れ
る
ま
で
の
間
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
一
九
五
三
年
、
井
筒
は
『
ロ
シ
ア
的
人
間
』
を
書
く
。
こ
の



　　40

『宗教研究』87巻別冊（2014年） パネル

て
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
い
う
唯
一
の
絶
対
的
「
本
質
」
を
共
有
す
る
。
こ
の

よ
う
に
井
筒
は
、
す
べ
て
の
存
在
者
に
共
通
す
る
絶
対
唯
一
の
「
本
質
」

と
い
う
考
え
か
た
が
「
東
洋
哲
学
」
に
お
け
る
一
つ
の
典
型
的
な
思
惟
の

あ
り
方
で
あ
る
と
言
う
。

　

ま
た
井
筒
は
古
代
イ
ン
ド
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
思
想
に
も
注
目
す
る
。

こ
の
思
想
は
「
有
」（sat

）
と
「
無
」（a-sat

「
非
有
」）
の
存
在
論
的

関
係
を
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
と
す
る
。
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
に
お
い
て
、「
非
有
」
と
は
、
井
筒
に
よ
れ
ば
「
何
も
の
も
明
確
な

輪
郭
で
截
然
と
他
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
な
い
存
在
状
態
」
を
意
味
す
る
。

そ
れ
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
不
二
一
元
論
で
は
、
唯
一
無
二
の
絶
対
的
存
在
リ

ア
リ
テ
ィ
と
し
て
の
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
」
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ブ
ラ
フ

マ
ン
以
外
の
一
切
が
取
り
消
し
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

ブ
ラ
フ
マ
ン
を
「
マ
ー
ヤ
ー
」
的
世
界
に
変
え
る
認
識
主
体
の
意
識
そ
れ

自
体
が
根
源
的
に
「
マ
ー
ヤ
ー
的
性
格
」
を
も
つ
。「
マ
ー
ヤ
ー
」（
幻

妄
）
的
意
識
が
成
立
す
る
と
こ
ろ
が
、
不
二
一
元
論
の
哲
学
的
思
惟
の
出

発
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
も
の
の
見
方
が
、
イ
ン
ド
宗
教
思
想
に
関
す
る

井
筒
の
意
味
論
的
視
座
の
基
盤
を
構
成
し
て
い
る
。

　

井
筒
の
意
味
論
的
視
座
に
よ
れ
ば
、
言
語
は
元
来
、「
意
味
分
節
（
＝

意
味
に
よ
る
存
在
の
切
り
分
け
）
を
本
源
的
機
能
と
す
る
」。
井
筒
の
い

う
「
分
節
」
と
は
、
仏
教
の
術
語
「
分
別
」（vikalpa

）
と
ほ
ぼ
同
義
で

あ
る
。
経
験
世
界
に
お
け
る
事
物
事
象
は
こ
う
し
て
生
起
し
た
「
有
意
味

的
存
在
単
位
」
に
す
ぎ
な
い
。
存
在
現
出
の
こ
う
し
た
根
源
的
事
態
を
、

井
筒
は
「
意
味
分
節
・
即
・
存
在
分
節
」
と
呼
ん
だ
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
不

二
一
元
論
哲
学
に
お
い
て
、
存
在
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
究
極
的
に
「
絶
対
無

分
節
、
無
限
定
、
無
属
性
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実

ル
ギ
ー
体
を
意
味
す
る
。
コ
ト
バ
が
存
在
を
喚
起
す
る
、
と
二
人
は
考
え

た
。
言
語
生
命
論
と
も
い
う
べ
き
哲
学
が
井
筒
と
丸
山
の
間
に
生
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
た
。
丸
山
の
晩
年
、
世
間
が
彼
を
言
語
学
者
、
言
語
哲
学
者

と
み
な
す
中
、
彼
は
、
自
身
が
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
出
発
点
に
し
た
「
文
学

者
」
で
あ
る
と
念
を
押
す
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

大
江
健
三
郎
に
は
「
井
筒
宇
宙
の
周
縁
で
│
│
『
超
越
の
こ
と
ば
』
井

筒
俊
彦
を
読
む
」
と
題
す
る
作
品
が
あ
る
。
そ
こ
で
大
江
は
自
身
が
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
を
読
ん
で
い
た
時
、
井
筒
の
『
神
秘
哲
学
』
を
「
熱

に
浮
か
さ
れ
た
」
よ
う
に
読
ん
だ
と
記
し
て
い
る
。

井
筒
「
東
洋
哲
学
」
に
お
け
る
イ
ン
ド
宗
教
思
想

澤
井　

義
次

　

本
発
表
で
は
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
に
お
け
る
鍵
的
テ
ク
ス
ト
を
構
成

す
る
イ
ン
ド
宗
教
思
想
の
中
で
も
、
特
に
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
や
シ
ャ
ン
カ

ラ
の
不
二
一
元
論
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
に
注
目
し
な
が
ら
、
井
筒
の
意

味
論
的
視
座
を
読
み
解
き
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
意
味
構
造
と
そ
の
特

徴
を
考
察
し
た
い
。

　

井
筒
は
『
意
識
と
本
質
』
に
お
い
て
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
不
二
一
元
論
を

大
乗
仏
教
思
想
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
本
質
構
造
を
論
じ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
仏
教
思
想
に
お
け
る
現
象
界
の
存
在
者
が
「
縁
起
的
に
の
み

有
」
で
あ
っ
て
、「
本
質
」
的
に
は
「
無
」、「
本
質
」
そ
の
も
の
も
「
無
」

で
あ
る
。
一
方
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
不
二
一
元
論
哲
学
で
は
、
現
象
界
の
存

在
者
は
す
べ
て
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
そ
の
も
の
の
、
わ
れ
わ
れ
の
表
層
意
識
面

で
の
現
わ
れ
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
有
」
で
あ
る
。
存
在
者
の
「
本

質
」
は
個
体
的
に
こ
そ
「
無
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
存
在
者
は
す
べ
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と
に
あ
っ
た
。
井
筒
俊
彦
は
独
自
の
「
東
洋
」
観
に
も
と
づ
く
、
世
界
の

諸
宗
教
思
想
の
研
究
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、『
意
識
と
本
質
』
な
ど
の

著
書
に
お
い
て
、
独
自
の
「
東
洋
哲
学
」
を
構
想
し
た
。
井
筒
は
東
洋
の

伝
統
的
思
想
テ
ク
ス
ト
を
創
造
的
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
東
洋
哲
学
」

の
共
時
的
構
造
を
意
味
論
的
に
構
築
し
よ
う
と
試
み
た
。
本
パ
ネ
ル
で

は
、
井
筒
の
意
味
論
的
な
試
み
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
現
代
的
意
義
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し

た
。

　

ま
ず
、
鎌
田
繁
は
、
井
筒
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
の
な
か
の
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
思
想
に
広
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
彼
が

も
っ
と
も
惹
か
れ
た
の
は
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
や
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
に

源
流
を
も
つ
神
秘
主
義
的
思
想
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
多
彩

な
思
想
の
な
か
で
神
秘
哲
学
に
着
目
す
る
井
筒
の
思
索
の
特
性
を
検
討

し
、
後
年
の
「
東
洋
哲
学
」
の
枠
組
へ
の
展
開
を
考
え
た
。

　

次
に
河
東
仁
は
、
一
九
七
八
年
に
再
版
さ
れ
た
『
神
秘
哲
学　

第
二

部
』
人
文
書
院
（
初
出
は
哲
學
修
道
院
、
一
九
四
九
年
）
に
お
い
て
井
筒

が
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
が
内
向
的
沈
潜
に
よ
っ
て
、「
霊
魂
の
彼
岸
に
」

窮
極
的
実
在
そ
れ
自
体
をm

etapsychisches W
esen

と
し
て
証
得

し
た
と
述
べ
、「
自
然
の
彼
岸
に
」
そ
れ
をm

etaphysisches W
esen

と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
エ
レ
ア
派
と
対
比
さ
せ
た
。
そ
の
う
え
で
湯

浅
泰
雄
の
思
想
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
こ
れ
ら
が
「
東
洋
哲
学
」
を
理
解

す
る
上
で
も
重
要
な
概
念
と
な
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

ま
た
若
松
英
輔
は
一
九
七
九
年
、
イ
ラ
ン
か
ら
帰
国
し
た
井
筒
俊
彦
に

い
ち
早
く
反
応
し
た
の
は
、
思
想
界
に
属
す
る
人
々
よ
り
、
文
学
者
た
ち

だ
っ
た
と
述
べ
た
。
大
江
健
三
郎
、
遠
藤
周
作
、
日
野
啓
三
な
ど
が
そ
の

の
経
験
世
界
は
数
限
り
な
い
属
性
を
も
つ
「
現
象
的
多
者
の
世
界
」
で
あ

る
。
そ
の
多
者
の
世
界
は
「
無
属
性
的
ブ
ラ
フ
マ
ン
そ
れ
自
体
の
マ
ー
ヤ

ー
化
」
で
あ
る
が
、
無
属
性
ブ
ラ
フ
マ
ン
か
ら
有
属
性
ブ
ラ
フ
マ
ン
へ
の

変
貌
の
全
過
程
を
と
お
し
て
、
言
語
的
意
味
分
節
作
用
が
働
い
て
い
る
。

　

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
哲
学
に
お
い
て
、「
マ
ー
ヤ
ー
的
存
在
秩
序
」
で
あ
る

現
象
界
は
「
名
・
形
」（nām

a-rūpa

）
の
世
界
、
す
な
わ
ち
、
井
筒
の

い
わ
ゆ
る
「
語
と
そ
れ
の
喚
起
す
る
意
味
形
象
」
で
あ
る
。
そ
の
「
名
・

形
」
を
井
筒
は
「
コ
ト
バ
の
喚
起
す
る
意
味
分
節
的
表
象
形
態
」
と
し
て

読
み
か
え
る
。
語
（
コ
ト
バ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
意
味
表
象
的
境
界
線

を
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
表
面
に
、
縦
横
無
尽
に
引
き
散
ら
し
、
そ
の
境
界
線
に

沿
っ
て
個
別
的
に
事
物
事
象
が
描
き
出
さ
れ
る
。
絶
対
無
分
節
の
ブ
ラ
フ

マ
ン
が
語
（
コ
ト
バ
）
に
よ
っ
て
把
捉
さ
れ
、
様
々
な
「
名
」
を
付
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
限
り
な
い
個
別
的
差
異
性
の
多
層
多
重
に
錯
雑
す
る

現
象
的
多
者
と
し
て
顕
現
す
る
。
つ
ま
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
は
唯
一
絶
対
の

無
分
節
的
存
在
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
す
べ
て
の
個
別
的
な
「
名
」
に
先

行
す
る
「
分
節
以
前
」。
そ
れ
を
語
（
コ
ト
バ
）
が
意
味
分
節
し
、
そ
こ

に
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
事
物
事
象
の
世
界
が
現
出
す
る
。
こ
の
よ
う
に
井
筒

は
意
味
論
的
視
座
か
ら
、
イ
ン
ド
宗
教
思
想
の
テ
ク
ス
ト
ば
か
り
で
な

く
、
東
洋
思
想
の
鍵
的
テ
ク
ス
ト
群
を
重
々
無
尽
の
意
味
連
関
組
織
の
網

目
構
造
と
し
て
捉
え
な
お
そ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

澤
井　

義
次

　

本
パ
ネ
ル
の
目
的
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
・
東
洋
哲
学
者
と
し
て
知
ら

れ
る
井
筒
俊
彦
の
宗
教
思
想
を
、
比
較
宗
教
学
の
視
座
か
ら
考
察
す
る
こ
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に
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
的
な
憑
依
の
観
念
と
の
親
和
性
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
、
神
概
念
の
相
違
を
超
え
て
、
人
間
の
根
源
的
欲
求
に
肉
薄

し
悟
り
の
文
学
と
い
え
る
も
の
を
包
摂
す
る
体
系
で
あ
り
、
比
較
宗
教
学

的
考
察
の
優
れ
た
モ
デ
ル
と
し
て
の
価
値
を
蔵
し
て
い
る
。

典
型
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
佐
竹
昭
宏
の
よ
う
な
日
本
古
典
文
学
の
研
究

者
も
い
た
。
ま
た
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
『
神
秘
哲
学
』
に
結
実
す

る
思
想
を
井
筒
が
宿
そ
う
と
す
る
と
き
、
彼
に
強
く
影
響
を
与
え
た
の

が
、
文
芸
誌
『
白
樺
』
の
中
心
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
柳
宗
悦
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
人
物
と
の
交
差
を
考
察
し
な
が
ら
、
井
筒
に
お
け
る
「
日
本
文

学
」
か
ら
の
、
そ
し
て
、「
日
本
文
学
」
へ
の
影
響
を
論
じ
た
。

　

最
後
に
澤
井
義
次
は
、
井
筒
が
構
想
し
た
「
東
洋
哲
学
」
に
お
い
て
、

イ
ン
ド
宗
教
思
想
の
中
で
も
、
特
に
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
思
想
や
シ
ャ
ン
カ

ラ
の
不
二
一
元
論
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
に
注
目
し
な
が
ら
、
東
洋
の
哲

学
的
思
惟
の
意
味
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
う
え
で
、

井
筒
の
イ
ン
ド
宗
教
思
想
の
意
味
論
的
考
察
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
井
筒

「
東
洋
哲
学
」
の
意
味
構
造
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

研
究
発
表
に
続
い
て
、
市
川
裕
が
発
表
者
相
互
に
関
連
す
る
三
つ
の
論

点
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
た
。
一
に
、
井
筒
の
禅
的
素
養
が
神

秘
哲
学
の
洞
察
に
不
可
欠
な
前
提
と
の
印
象
を
受
け
る
が
、
果
た
し
て
研

究
者
の
側
に
そ
う
し
た
素
養
が
求
め
ら
れ
る
か
、
二
に
、
東
洋
思
想
と
も

神
秘
哲
学
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
の
内
実
と
そ
の
反
対
概
念
に
つ
い
て
、
三

に
、
そ
の
共
時
的
構
造
の
構
築
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
各
宗
教
伝
統
の
特
性

と
歴
史
的
生
成
と
い
う
宗
教
史
的
事
実
を
捨
象
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
両

者
の
整
合
性
は
い
か
に
担
保
さ
れ
う
る
か
。
井
筒
の
神
秘
哲
学
は
、
自
我

滅
却
の
後
に
現
れ
る
絶
対
者
の
自
己
顕
現
の
形
而
上
学
と
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
理
性
的
な
説
明
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
っ

て
検
証
が
可
能
で
あ
り
、
西
欧
哲
学
史
に
対
抗
す
る
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
の
東

洋
哲
学
史
が
構
想
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
井
筒
が
神
秘
思
想
に
優

位
性
を
与
え
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
し
て
も
、
一
神
教
的
預
言
者
の
伝
統
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一
方
で
、
次
に
掲
げ
る
二
つ
の
論
点
を
中
心
に
、
修
験
道
の
あ
り
方
を

正
面
か
ら
考
察
す
る
論
考
も
出
た
。
ま
ず
、
修
験
道
の
根
幹
を
考
察
す
る

も
の
で
あ
る
。
長
谷
川
賢
二
氏
は
「
修
験
」
の
語
義
の
変
容
か
ら
、
仏
教

内
に
お
け
る
個
別
の
宗
教
体
系
た
る
修
験
道
の
生
成
を
考
察
し
、
従
来
同

義
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
山
岳
修
行
と
修
験
道
の
成
立
は
別
個
と
結
論

付
け
た
（「
修
験
道
の
み
か
た
・
考
え
方
」『
歴
史
科
学
』
一
二
三
、
一
九

九
一
年
）。
徳
永
誓
子
氏
は
山
岳
修
行
と
験
力
獲
得
の
相
関
性
を
考
察
し
、

平
安
時
代
の
山
岳
修
行
は
験
力
獲
得
に
絶
対
的
な
手
段
で
は
な
く
、
修
験

道
成
立
の
画
期
を
山
岳
修
行
と
験
力
獲
得
と
が
不
離
と
な
っ
た
時
期
と
論

じ
た
（「
修
験
道
成
立
の
史
的
前
提
」『
史
林
』
八
四
―
一
、
二
〇
〇
一

年
）。

　

次
い
で
研
究
者
が
関
心
を
寄
せ
て
き
た
の
は
、
修
験
道
教
団
の
成
立
で

あ
る
。
和
歌
森
氏
以
来
、〝
中
世
後
期
か
ら
、
修
験
道
は
聖
護
院
に
支
配

さ
れ
る
天
台
宗
本
山
派
と
、
醍
醐
寺
三
宝
院
に
支
配
さ
れ
る
真
言
宗
当
山

派
の
二
大
教
団
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
た
〞
と
い
う
通
説
が
固
定
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
修
験
者
の
行
動
は
宗
旨
に
規
定
さ
れ
、
集
団
化
も
そ
の
多
大

な
影
響
を
受
け
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
の
本
山
派
・
当
山

派
研
究
に
お
い
て
は
、
宗
教
活
動
を
宗
旨
で
規
定
さ
れ
る
修
験
者
や
教
団

の
あ
り
方
は
近
世
史
料
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
安
易
に
中
世
ま

で
遡
及
で
き
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
近
世
以
前

の
修
験
者
が
宗
旨
の
枠
を
超
越
し
た
連
帯
や
支
配
・
被
支
配
関
係
を
構
築

し
て
い
た
例
も
確
認
で
き
る
（
拙
著
『
修
験
道
教
団
成
立
史
』
勉
誠
出

版
、
二
〇
〇
九
年
）。
こ
れ
ら
の
論
点
を
一
層
明
確
に
す
べ
く
、
今
後
の

研
究
で
は
「
可
能
な
限
り
中
世
史
料
に
も
と
づ
く
再
検
討
」（
長
谷
川
賢

二
氏
「
熊
野
三
山
奉
行
考
」『
山
岳
修
験
』
五
一
、
二
〇
一
三
年
）
が
な

修
験
道
研
究
の
回
顧
と
展
望

代
表
者
・
司
会　

鈴
木
正
崇

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

宮
家　

準

和
歌
森
太
郎
の
修
験
道
研
究
と
そ
の
発
展
・
展
望

│
│ 

宗
教
史
の
立
場
か
ら 

│
│

関
口
真
規
子

　

本
報
告
で
は
、
数
多
の
和
歌
森
太
郎
氏
に
よ
る
研
究
で
も
特
に
『
修
験

道
史
研
究
』（
一
九
四
二
年
一
一
月
河
出
書
房
初
出
、
本
報
告
は
一
九
七

二
年
六
月
刊
行
の
平
凡
社
東
洋
文
庫
版
を
参
照
）
を
踏
ま
え
、
修
験
道
研

究
の
発
展
と
展
望
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。
和
歌
森
氏
は
、
従
前
の

修
験
道
研
究
の
問
題
点
と
し
て
歴
史
学
的
観
点
の
欠
如
と
史
料
批
判
の
浅

さ
、
史
料
的
制
約
等
を
挙
げ
（『
修
験
道
史
研
究
』「
序
」）、
こ
れ
を
克
服

す
べ
く
歴
史
学
の
立
場
か
ら
修
験
道
の
歴
史
を
紐
解
い
た
。
そ
し
て
氏
の

成
果
に
よ
り
、
修
験
道
研
究
に
お
け
る
基
本
的
な
論
点
が
整
理
・
提
示
さ

れ
、
以
後
の
研
究
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　

和
歌
森
氏
以
後
、
修
験
道
の
主
な
担
い
手
が
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

研
究
素
材
た
る
史
料
の
伝
存
状
況
な
ど
か
ら
、
寺
院
社
会
を
軸
に
考
察
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
黒
田
俊
雄
氏
の
顕
密
体
制
論

（「
中
世
に
お
け
る
顕
密
体
制
の
展
開
」『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
岩

波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
等
に
対
応
し
た
寺
院
史
研
究
の
展
開
に
連
係

し
、
修
験
道
に
関
す
る
研
究
も
進
む
。
し
か
し
少
な
か
ら
ぬ
研
究
が
、
修

験
道
自
体
の
見
方
に
つ
い
て
は
和
歌
森
氏
が
示
し
た
構
図
に
収
ま
る
か
、

宮
家
準
氏
や
宮
本
袈
裟
雄
氏
の
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
学
や
民
俗
学

か
ら
得
ら
れ
た
成
果
に
依
拠
し
て
い
た
。
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絞
っ
て
概
要
を
述
べ
る
。

一　

修
行
研
究
の
方
向
性

　

両
者
の
修
行（
者
）研
究
、
ひ
い
て
は
宗
教
学
的
研
究
を
理
解
す
る
上
で

の
鍵
概
念
の
一
つ
に
「
宗
教
意
識
」
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
岸
本
は
同
概

念
を
、「
素
朴
な
世
俗
的
香
り
の
濃
い
宗
教
意
識
」
と
「
深
い
体
験
の
境

地
を
中
心
と
し
た
宗
教
意
識
」
に
分
け
る
。
前
者
は
、「
心
を
駆
る
欲
望

の
力
」
と
「
神
霊
の
力
に
対
す
る
信
仰
」
を
結
合
せ
し
め
る
結
果
、「
神

霊
に
対
す
る
請
願
」
と
い
う
行
為
を
生
む
。
後
者
は
、
人
間
の
心
底
に
宗

教
的
な
体
験
の
境
地
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
。
そ
し
て
、
前
者
か
ら
後

者
へ
進
む
場
合
も
含
め
、
か
よ
う
な
体
験
の
境
地
に
至
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
宗
教
的
営
み
が
、「
修
行
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
岸
本
は
、
こ
う
し

た
観
点
か
ら
、
修
行
の
動
機
・
目
的
・
効
果
等
々
を
、
宗
教
心
理
学
や
生

理
心
理
学
な
ど
の
学
問
を
援
用
し
て
追
究
す
る
立
場
を
と
る
（『
信
仰
と

修
行
の
心
理
』
ほ
か
）。

　

堀
の
場
合
は
、
岸
本
の
よ
う
に
修
行
自
体
を
主
題
に
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
行
力
・
験
力
を
行
使
し
、
宗
教
者
が
民
衆
の

「
素
朴
な
世
俗
的
宗
教
意
識
」
に
ど
う
応
え
る
か
に
、
主
要
な
関
心
を
向

け
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
修
行
論
よ
り
も
、
む
し
ろ
修
行
者
（
行

者
・
験
者
）
論
で
あ
り
、
行
力
・
験
力
論
で
あ
る
。
そ
れ
を
根
底
に
据

え
、
農
村
社
会
を
舞
台
と
す
る
人
神
・
氏
神
信
仰
の
交
渉
を
通
し
て
、
宗

教
者
と
民
衆
の
織
り
な
す
民
間
信
仰
の
歴
史
的
諸
相
を
探
る
の
が
、
堀
の

宗
教
学
・
民
俗
学
の
基
本
的
な
ね
ら
い
と
い
え
る
（『
我
が
国
民
間
信
仰

史
の
研
究
』『
日
本
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
ほ
か
）。

二　

行
場
と
し
て
の
山
の
聖
性
・
宗
教
性

　

修
行
を
広
義
に
解
せ
ば
、
学
問
や
技
芸
の
練
磨
も
含
ま
れ
よ
う
が
、
い

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

同
時
に
、
近
世
の
修
験
道
も
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
和
歌
森
氏
は

「
斗
藪
性
」・「
行
動
性
」
を
備
え
た
「
中
世
修
験
道
」
に
対
し
、「
近
世
修

験
道
」
を
「
斗
藪
性
」
の
消
滅
と
「
定
着
化
」、
呪
術
を
媒
介
に
し
た
地

域
社
会
へ
の
浸
透
と
定
義
し
、
修
験
道
の
本
質
の
形
成
は
中
世
と
し
た

（「
中
世
修
験
道
の
近
世
的
変
質
」・「
解
説
」『
修
験
道
史
研
究
』）。
現
在

の
研
究
も
こ
の
見
方
に
影
響
さ
れ
て
お
り
、
時
枝
務
氏
は
近
世
の
修
験
道

研
究
を
停
滞
状
況
と
指
摘
す
る
（『
近
世
修
験
道
の
諸
相
』
岩
田
書
院
、

二
〇
一
三
年
）。

　

最
後
に
宗
教
史
研
究
が
な
す
べ
き
基
本
的
事
柄
に
触
れ
た
い
。
前
述
の

通
り
、
可
能
な
限
り
同
時
代
史
料
に
基
づ
い
て
課
題
を
克
服
し
、
研
究
を

精
緻
化
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
注
目
さ
れ
な
か

っ
た
史
料
の
博
捜
は
勿
論
、
既
出
の
史
料
に
も
適
切
な
批
判
を
加
え
再
評

価
す
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
従
来
の
修
験
道
研
究
に
聖
教
類
等
は

殆
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
修
験
者
の
宗
教
活
動
の
実
態
等
を
知
る
上

で
重
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
表
層
的
な
史
料
解
釈
を
避
け
る
た
め
に

も
、
よ
り
宗
教
社
会
側
の
観
点
に
立
つ
知
識
の
習
得
が
研
究
者
に
は
必
要

な
の
で
あ
る
。

岸
本
英
夫
・
堀
一
郎
の
修
行
論 

│
│ 

宗
教
学
の
立
場
か
ら 

│
│長

谷
部
八
朗

　

本
発
表
で
は
、
修
行
、
あ
る
い
は
修
行
者
（
行
者
・
験
者
）
に
つ
い
て

の
先
駆
的
な
研
究
を
展
開
し
た
二
人
の
宗
教
学
者
、
岸
本
英
夫
と
堀
一
郎

の
所
説
を
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
修
験
道
は
も
と
よ
り
、
広
く
山

岳
宗
教
の
視
点
か
ら
説
か
れ
た
両
者
の
修
行（
者
）論
を
、
以
下
の
論
点
に
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ニ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
の
見
解
が
示
さ
れ
る
。

五
来
重
の
山
岳
信
仰
・
修
験
道
論 

│
│ 

宗
教
民
俗
学
の
立
場
か
ら 

│
│

鈴
木　

昭
英

　

五
来
重
（
一
九
〇
八
―
一
九
九
三
）
は
仏
教
民
俗
学
者
で
あ
る
が
、
研

究
が
進
む
に
つ
れ
仏
教
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
が
出
て
一
九
七
〇
年
代
中

頃
宗
教
民
俗
学
に
換
え
た
。
研
究
の
姿
勢
、
方
法
は
前
の
も
の
を
引
き
継

い
だ
。
こ
こ
で
は
山
岳
信
仰
・
修
験
道
に
関
す
る
主
な
論
説
、
主
張
を
四

つ
挙
げ
て
紹
介
す
る
。

　

最
初
に
手
が
け
た
の
は
庶
民
仏
教
徒
の
「
聖
」（
ひ
じ
り
）
の
研
究
。

一
九
四
三
年
柳
田
國
男
に
高
野
聖
の
史
料
調
査
を
勧
め
ら
れ
、
柳
田
の

「
俗
聖
沿
革
史
」
を
読
ん
で
庶
民
仏
教
の
担
い
手
の
研
究
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
ん
だ
。
一
九
六
五
年
著

『
高
野
聖
』（
角
川
新
書
）
で
原
始
宗
教
者
と
し
て
の
聖
の
性
格
を
七
つ
挙

げ
て
解
説
し
、
高
野
聖
に
つ
い
て
は
そ
の
発
祥
は
承
仕
・
夏
衆
に
あ
り
、

そ
れ
が
後
に
行
人
と
聖
に
分
化
し
、
行
人
は
山
岳
信
仰
と
苦
行
と
呪
術
を

行
い
、
聖
は
浄
土
信
仰
と
念
仏
と
納
骨
信
仰
を
掌
っ
た
が
、
分
化
し
た
後

も
高
野
聖
は
行
人
的
性
格
を
持
ち
続
け
た
と
す
る
。
聖
研
究
は
高
野
山
以

外
に
も
及
び
、
特
に
信
州
善
光
寺
聖
を
詳
述
し
た
。
ま
た
近
世
の
円
空
・

行
道
の
よ
う
な
修
験
系
の
木
食
作
仏
聖
、
弾
誓
・
澄
禅
・
徳
本
な
ど
念
仏

系
の
木
食
遊
行
聖
の
境
涯
を
尋
ね
た
。

　

第
二
は
、
修
験
霊
山
の
神
霊
祭
祀
に
関
す
る
研
究
。
五
来
は
修
験
道
の

発
生
は
神
奈
備
山
の
信
仰
に
あ
る
と
す
る
。
神
奈
備
は
「
神
の
霊
の
こ
も

る
」
の
意
で
あ
り
、
そ
の
神
の
霊
と
は
山
の
麓
地
帯
で
生
活
す
る
人
々
の

死
者
霊
や
先
祖
霊
だ
と
す
る
。
大
和
三
輪
山
は
大
神
氏
の
祖
霊
の
こ
も
る

ず
れ
に
せ
よ
修
行
は
、
行
ず
る
人
、
場
所
、
内
容
の
各
位
相
が
相
乗
的
に

働
く
こ
と
で
所
期
の
目
的
に
達
し
得
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
場
所

（
行
場
）
は
単
な
る
空
間
で
は
な
く
、
修
行
者
を
し
て
或
る
目
的
、
こ
こ

で
は
、
或
る
宗
教
的
な
そ
れ
に
到
達
せ
し
め
る
重
要
な
装
置
な
の
で
あ

る
。
い
う
な
れ
ば
聖
な
る
装
置
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
社
寺
の
道
場
は
人

工
的
な
施
設
だ
が
、
お
お
む
ね
山
の
修
行
は
山
の
自
然
環
境
を
行
場
と
し

て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
行
場
と
し
て
の
山
の
抱
く
聖
性
・
宗
教
性
を
ど
う

理
解
す
る
か
が
問
わ
れ
よ
う
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
岸
本
は
、
山
容
の

秀
麗
さ
が
崇
高
・
無
限
・
神
秘
・
憧
憬
の
感
覚
を
惹
起
す
る
と
こ
ろ
に
求

め
、
そ
の
生
理
心
理
的
な
修
行
効
果
を
指
摘
す
る
。

　

堀
は
、
岸
本
の
指
摘
す
る
ヌ
ミ
ナ
ス
な
感
情
に
加
え
て
、
天
地
を
結
ぶ

コ
ス
ミ
ッ
ク
な
信
仰
や
水
分
信
仰
、
山
中
他
界
観
な
ど
を
包
含
し
つ
つ
、

民
衆
世
界
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
山
の
信
仰
の
歴
史
に
着
目
す
る
。

三　

両
者
に
み
る
所
説
の
推
移

　

注
意
す
べ
き
は
、
両
者
の
研
究
軌
跡
か
ら
読
み
取
れ
る
修
行（
者
）論
の

変
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
岸
本
は
当
初
、
山
の
修
行
を
「
山
岳
練
行
」

（
こ
も
り
型
）、「
山
岳
登
拝
」（
も
う
で
型
）
に
分
け
た
。
の
ち
に
そ
れ
に

手
を
加
え
た
上
で
、
山
岳
宗
教
の
四
類
型
―
山
岳
崇
拝
（
お
が
み
型
）・

山
岳
祭
祀
（
ま
つ
り
型
）・
山
岳
登
拝
（
の
ぼ
り
型
）・
山
岳
修
行
（
こ
も

り
型
）
―
の
中
に
、「
神
霊
へ
の
請
願
」
を
め
ざ
す
二
型
と
並
置
し
た
。

　

堀
の
修
行
者
論
の
起
点
は
、
山
の
隠
遁
か
ら
里
の
遊
行
へ
と
移
行
す
る

ヒ
ジ
リ
の
活
動
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
に
置
か
れ
た
。
だ
が
晩
年
に
な
る

と
、
そ
う
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
影
響
も
あ
っ

て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
論
に
関
心
を
寄
せ
る
。
そ
の
結
果
、
行
者
・
験
者

に
よ
る
山
の
修
行
も
、
聖
な
る
力
を
得
る
た
め
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
イ
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国
・
補
陀
落
浄
土
）
が
あ
っ
て
海
の
神
が
お
り
、
海
の
修
験
道
の
崇
拝
対

象
と
な
っ
た
。
日
本
で
は
海
洋
宗
教
が
山
岳
宗
教
に
先
行
し
て
存
在
し
た

が
、
海
洋
宗
教
は
古
代
に
お
い
て
栄
え
、
奈
良
時
代
の
転
換
期
か
ら
山
岳

宗
教
に
吸
収
さ
れ
、
補
陀
落
信
仰
や
補
陀
落
渡
海
、
龍
燈
伝
説
に
そ
の
痕

跡
を
残
し
た
と
す
る
。

　

以
上
、
五
来
重
は
初
め
は
仏
教
民
俗
学
、
後
に
は
宗
教
民
俗
学
の
立
場

か
ら
山
岳
信
仰
、
修
験
道
の
実
態
と
本
質
に
つ
い
て
、
歴
史
を
踏
ま
え
な

が
ら
幅
広
く
解
明
し
た
。
ほ
か
の
研
究
者
が
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
新
説

を
数
多
く
提
示
し
、
新
し
い
修
験
道
観
を
構
築
し
た
。
し
か
し
、
依
拠
す

る
学
問
の
立
場
か
ら
見
解
を
異
に
す
る
者
も
い
よ
う
。
特
に
修
験
道
回
帰

の
思
想
や
海
の
修
験
道
の
提
言
な
ど
に
は
疑
問
を
抱
く
者
も
い
る
と
思
わ

れ
る
。
事
実
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
す
で
に
思
い
込
み
の
先
行
し
た
も
の
だ

と
批
判
す
る
学
者
も
い
る
。
今
後
、
幅
広
い
調
査
が
実
施
さ
れ
、
十
分
な

検
証
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

修
験
道
は
民
族
宗
教
か
？ 

│
│ 

宗
教
人
類
学
の
立
場
か
ら 

│
│鈴

木　

正
崇

　

修
験
道
の
中
に
時
代
を
越
え
て
伝
わ
っ
て
き
た
日
本
固
有
の
も
の
が
あ

る
と
い
う
連
続
性
を
想
定
す
る
考
え
方
が
あ
り
、
そ
の
説
明
に
「
民
族
宗

教
」
や
「
民
族
文
化
」
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
言
説
の
源
流
を
た
ど

る
と
、
日
本
で
初
め
て
学
問
的
立
場
か
ら
修
験
道
を
研
究
し
た
宇
野
圓
空

に
行
き
着
く
。
宇
野
は
一
九
二
五
年
に
「
宗
教
人
類
学
の
提
唱
」
を
発
表

し
、
姉
崎
正
治
が
確
立
し
た
宗
教
学
を
文
献
研
究
か
ら
現
地
調
査
へ
と
展

開
し
、『
宗
教
民
族
学
』（
一
九
二
九
）
を
著
わ
し
て
海
外
と
の
比
較
や
、

民
族
学
と
の
接
合
と
い
う
広
い
地
平
に
置
き
直
す
役
割
を
担
っ
た
。『
修

山
で
、
そ
の
子
孫
が
祖
霊
を
祀
る
と
き
は
そ
の
つ
ど
ヒ
モ
ロ
ギ
を
立
て
、

後
に
は
原
始
的
な
神
殿
が
営
ま
れ
た
。
低
山
の
神
奈
備
信
仰
は
や
が
て
高

山
へ
移
っ
て
山
宮
を
作
る
。
三
宮
三
院
が
で
き
る
が
、
最
初
に
開
か
れ
た

の
は
中
宮
。
開
山
者
は
そ
こ
に
住
ん
で
山
頂
の
神
を
拝
し
た
が
、
後
に
上

宮
社
殿
が
作
ら
れ
、
麓
に
下
宮
が
で
き
た
。
信
仰
対
象
は
第
一
が
山
神
、

第
二
は
そ
の
山
神
を
祀
る
山
人
（
多
く
は
狩
人
）
の
始
祖
、
第
三
は
そ
の

山
を
開
い
た
高
僧
ま
た
は
修
験
者
。
そ
れ
ら
は
通
例
、
女
体
・
俗
体
・
法

体
（
僧
形
）
で
表
さ
れ
た
。

　

第
三
は
、
修
験
道
は
本
質
的
に
は
原
始
宗
教
で
あ
り
、
苦
行
の
実
践
は

原
始
回
帰
を
目
指
す
も
の
だ
と
い
う
見
解
。
修
験
道
は
真
言
密
教
や
法
華

経
、
陰
陽
道
な
ど
外
来
宗
教
の
装
い
を
つ
け
て
い
る
が
、
日
本
固
有
の
原

始
宗
教
が
最
も
大
き
な
要
素
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
原
始
宗
教
そ
の
も
の

だ
と
す
る
。
日
本
固
有
の
宗
教
は
人
が
神
と
一
体
と
な
り
、
人
が
神
の
は

た
ら
き
を
す
る
人
神
信
仰
（
現
人
神
信
仰
）
で
あ
る
が
、
人
が
自
ら
の
罪

や
穢
れ
を
無
く
す
れ
ば
神
と
同
じ
に
な
れ
る
と
信
じ
た
。
修
験
者
は
そ
の

た
め
に
窟
籠
り
・
木
食
草
衣
・
入
定
捨
身
・
懺
悔
精
進
・
水
行
苦
行
・
聖

火
持
続
な
ど
様
々
の
苦
行
を
実
践
し
た
。
修
験
道
の
苦
行
は
原
始
宗
教
の

再
現
で
あ
り
、
日
本
民
族
独
自
の
原
始
回
帰
の
思
想
で
あ
る
と
断
じ
た
。

　

第
四
は
、「
海
の
修
験
道
」
の
提
起
。
五
来
は
四
国
や
熊
野
の
海
辺
を

回
る
辺
路
修
行
や
海
辺
の
窟
籠
り
が
海
を
崇
拝
の
対
象
と
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
「
海
の
修
験
道
」
と
呼
ん
で
位
置
づ
け
た
。
辺
路
修
行
は
厳

し
い
窟
籠
り
と
行
道
を
伴
い
、
岬
の
突
端
に
立
っ
て
海
に
向
か
っ
て
毎
日

何
百
回
も
の
五
体
投
地
の
礼
拝
と
足
踏
み
を
し
、
懺
悔
滅
罪
し
た
よ
う
だ

と
い
う
。
山
に
は
山
中
他
界
が
あ
っ
て
山
の
神
が
お
り
、
山
の
修
験
道
の

崇
拝
対
象
に
な
っ
た
よ
う
に
、
海
の
彼
方
に
は
海
上
他
界
（
常
世
・
根
の
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受
け
た
民
間
信
仰
の
担
い
手
や
文
化
伝
播
者
を
研
究
し
た
。
堀
は
柳
田
國

男
に
師
事
し
、
紀
平
正
美
の
影
響
を
受
け
、
一
九
二
九
年
か
ら
国
民
精
神

文
化
研
究
所
に
所
属
し
、
仏
教
の
日
本
的
受
容
を
中
心
に
日
本
精
神
＝
国

民
精
神
＝
民
族
精
神
の
解
明
を
目
指
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ

ー
グ
と
し
て
政
治
的
に
利
用
さ
れ
た
。
戦
後
は
聖
や
遊
行
者
を
中
心
に
民

間
信
仰
の
研
究
を
推
進
し
た
が
、
基
本
は
本
質
主
義
で
、「
民
俗
宗
教
」

の
普
遍
化
の
試
み
は
挫
折
し
た
。

　

戦
後
の
民
俗
学
の
動
き
を
、
①
宇
野
圓
空
↓
和
歌
森
太
郎
↓
堀
一
郎
↓

櫻
井
徳
太
郎
、
②
柳
田
国
男
↓
五
来
重
、
③
柳
田
国
男
↓
堀
一
郎
↓
宮
家

準
、
に
分
け
て
み
た
。
①
で
は
櫻
井
徳
太
郎
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

「
仏
教
儀
礼
の
日
本
化
」「
民
俗
儀
礼
の
仏
教
化
」
な
ど
、
創
唱
宗
教
と
民

間
信
仰
の
習
合
・
混
淆
状
況
の
解
明
に
向
か
う
。
②
で
は
五
来
重
は
柳
田

が
仏
教
を
排
除
し
た
「
固
有
信
仰
」
論
を
批
判
し
、「
仏
教
民
俗
」
を
構

想
し
て
「
宗
教
民
俗
」
に
行
き
着
く
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
修
験
道
を

発
見
し
、
野
性
の
宗
教
・
原
始
の
宗
教
と
み
て
起
源
と
本
質
を
論
じ
た
。

③
は
外
部
者
に
着
目
し
、「
民
間
信
仰
」↓「
混
淆
宗
教
」↓「
民
俗
宗
教
」

と
展
開
し
た
。
宮
家
準
は
広
大
な
民
間
信
仰
の
中
か
ら
、
修
験
者
と
い
う

民
間
宗
教
者
を
担
い
手
と
す
る
「
修
験
道
」
を
独
自
の
研
究
分
野
と
し
て

確
立
し
た
。
し
か
し
、
宇
野
圓
空
以
来
の
「
民
族
宗
教
」
の
概
念
は
日
本

の
独
自
性
の
説
明
原
理
と
し
て
姿
を
変
え
つ
つ
維
持
さ
れ
て
き
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

鈴
木　

正
崇

　

修
験
道
の
研
究
は
宗
教
学
・
民
俗
学
・
地
理
学
・
歴
史
学
な
ど
様
々
の

分
野
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。
戦
前
で
は
、
宇
野
圓
空
、
村
上
俊

験
道
』（
一
九
三
四
）
は
そ
の
原
点
で
民
族
宗
教
の
言
説
が
多
用
さ
れ
る
。

「
民
族
的
の
信
念
と
儀
禮
」「
民
族
化
さ
れ
た
佛
教
」「
日
本
的
な
宗
教
的

儀
禮
」「
民
族
的
な
宗
教
」「
民
族
的
の
宗
教
意
識
に
立
脚
」。
修
験
道
は

山
で
在
俗
者
が
自
行
實
修
、
實
修
得
驗
、
籠
山
苦
行
す
る
実
践
の
宗
教
と

す
る
。
多
用
さ
れ
る
「
民
族
」
はN

ation

やEthnos

の
翻
訳
よ
り
も
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
文
化
圏
」
説
の
影
響
が
強
く
、
同
質
の
文
化
を
共
有
す

る
人
々
を
「
民
族
」
と
呼
び
、「
日
本
民
族
」
を
担
い
手
と
見
た
。
西
欧

の
一
神
教
と
は
異
な
る
文
化
原
理
の
「
日
本
精
神
」
を
解
明
す
る
場
合
、

修
験
道
は
よ
い
事
例
で
あ
っ
た
。
宇
野
は
戦
時
中
は
植
民
地
政
策
に
協
力

し
、
東
亜
諸
民
族
・
南
方
民
族
と
の
共
同
を
説
き
、
植
民
地
主
義
を
支
え

る
「
民
族
宗
教
」
論
を
提
唱
し
、
東
亜
共
栄
圏
で
の
「
日
本
精
神
」
の
指

導
的
役
割
を
強
調
し
た
。

　

一
方
、
和
歌
森
太
郎
は
文
化
史
の
観
点
か
ら
『
修
験
道
史
研
究
』（
一

九
四
二
）
を
著
わ
し
た
が
、「
民
族
」
を
多
用
し
て
い
る
。「
民
族
文
化
の

特
性
」「
英
雄
を
も
た
ぬ
民
族
宗
教
」「
日
本
民
族
の
も
つ
特
色
」。
日
本

主
義
や
民
族
自
覚
運
動
の
促
進
に
つ
れ
て
、
修
験
道
の
抖

性
・
苦
行

性
・
宗
教
性
が
評
価
さ
れ
、
総
力
戦
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
、
日
本

型
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、
修
験
道
は
武
士
道
や
尚
武
の
風
潮

に
通
ず
る
と
し
て
称
揚
さ
れ
た
。
本
書
は
教
団
形
成
へ
の
関
心
は
薄
い

が
、「
民
衆
の
生
活
感
情
」
を
重
視
し
た
。
戦
後
も
こ
の
流
れ
は
継
続
し
、

民
俗
学
を
「
民
族
の
基
層
文
化
の
性
質
と
本
質
を
究
明
す
る
学
問
」
と

し
、「
民
族
文
化
」
や
「
エ
ト
ノ
ス
の
解
明
」
を
目
的
と
し
た
。
研
究
対

象
は
「
民
族
文
化
」
に
拡
大
し
た
が
、
和
歌
森
も
櫻
井
徳
太
郎
も
「
民
族

宗
教
」
を
一
九
七
〇
年
代
ま
で
使
い
続
け
た
。

　

堀
一
郎
は
「
文
化
史
」
を
主
体
と
し
、
修
験
や
聖
な
ど
仏
教
の
影
響
を
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の
諸
相
を
、
山
岳
信
仰
や
修
験
道
を
通
じ
て
考
察
す
る
こ
と
、
⑧
修
験
道

か
ら
新
宗
教
へ
の
展
開
を
解
明
す
る
こ
と
、
⑨
近
代
の
神
仏
分
離
以
後
の

修
験
道
の
復
興
や
各
教
団
の
動
き
を
解
明
す
る
こ
と
、
⑩
修
験
道
が
民
俗

芸
能
や
口
承
文
芸
、
唱
導
に
果
た
し
た
役
割
を
論
じ
る
こ
と
、
⑪
文
化
遺

産
や
文
化
的
景
観
な
ど
の
文
化
財
化
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、

特
に
地
域
お
こ
し
や
観
光
化
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
連
を
考
え
る
こ

と
、
⑫
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
現
代
の
靈
性
文

化
と
修
験
道
の
関
係
を
問
う
こ
と
、
⑬
広
く
ア
ジ
ア
の
山
岳
信
仰
研
究
の

中
に
位
置
付
け
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

本
パ
ネ
ル
は
、
修
験
道
研
究
の
成
果
を
批
判
的
に
考
察
す
る
。
特
に
研

究
に
画
期
を
も
た
ら
し
た
代
表
的
な
研
究
者
の
学
説
を
再
検
討
し
、
今
後

の
修
験
道
研
究
の
可
能
性
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
関
口
真
規
子
は
宗
教
史
学
の
立
場
か
ら
和
歌
森
太
郎
を
、
長
谷
部

八
朗
は
宗
教
学
の
立
場
か
ら
岸
本
英
夫
と
堀
一
郎
を
、
鈴
木
昭
英
は
宗
教

民
俗
学
の
立
場
か
ら
五
来
重
を
論
じ
、
鈴
木
正
崇
は
宗
教
人
類
学
の
立
場

か
ら
ア
ジ
ア
研
究
と
の
接
合
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
宮
家
準
は
コ
メ
ン

テ
ー
タ
と
し
て
、
先
学
の
研
究
の
総
括
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
問
題
提

起
す
る
。
修
験
道
研
究
の
今
後
の
在
り
方
を
総
合
的
に
考
え
て
、
将
来
に

向
け
て
の
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

雄
、
和
歌
森
太
郎
、
岸
本
英
夫
な
ど
、
戦
後
で
は
堀
一
郎
、
村
山
修
一
、

五
来
重
、
宮
家
準
、
鈴
木
昭
英
、
宮
田
登
、
宮
本
袈
裟
雄
な
ど
に
よ
り
、

日
本
の
宗
教
文
化
の
核
に
な
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
教
義
と
実
践
の

双
方
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
各
地
の
修
験
道
に
つ
い
て
は
、
羽

黒
山
の
戸
川
安
章
、
彦
山
の
長
野
覚
な
ど
が
地
域
に
密
着
し
て
考
察
を
進

め
て
き
た
。
そ
の
後
、『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
』
の
刊
行
や
、
日
本
山

岳
修
験
学
会
に
よ
る
研
究
の
組
織
化
を
通
し
て
、
各
地
の
霊
山
の
研
究
も

深
化
し
た
。
学
会
の
機
関
誌
『
山
岳
修
験
』
も
通
号
で
五
〇
号
に
達
し

て
、
大
峯
山
・
彦
山
・
出
羽
三
山
な
ど
に
留
ま
ら
ず
、
各
地
の
霊
山
の
実

態
と
変
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
特
に
、
宮
家
準
は
『
修
験
道
儀
礼
の
研

究
』『
修
験
道
思
想
の
研
究
』『
修
験
道
組
織
の
研
究
』
の
三
部
作
と
、

『
大
峯
修
験
道
の
研
究
』
を
著
し
、
二
〇
一
二
年
に
は
『
修
験
道
の
地
域

的
展
開
』
を
刊
行
し
て
集
大
成
を
行
い
、
研
究
水
準
を
飛
躍
的
に
高
め
る

と
共
に
、
修
験
道
研
究
と
い
う
分
野
を
確
立
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。

　

修
験
道
や
山
岳
信
仰
の
研
究
に
関
し
て
は
幾
つ
か
の
課
題
が
あ
り
、
整

理
し
て
み
た
。
①
山
岳
信
仰
が
民
衆
社
会
に
浸
透
し
て
い
く
様
相
を
修
験

道
と
関
連
付
け
、
特
に
民
間
習
俗
の
変
容
に
着
目
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
②
近
世
の
民
衆
の
間
で
盛
ん
に
な
っ
た
山
岳
登
拝
の
講
集
団
に
注
目

し
て
、
そ
の
機
能
や
展
開
を
信
仰
圏
も
含
め
て
考
察
す
る
こ
と
、
③
修
験

道
教
団
の
儀
礼
・
思
想
・
組
織
を
体
系
的
に
論
じ
る
こ
と
、
④
本
山
派
や

当
山
派
の
成
立
と
展
開
を
史
料
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
、
教
団
の
組
織
史

と
し
て
研
究
す
る
こ
と
、
⑤
山
岳
信
仰
と
修
験
道
の
歴
史
的
展
開
を
山
岳

考
古
学
の
立
場
か
ら
論
じ
、
遺
跡
や
史
料
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
⑥
霊
山
に
伝
わ
る
縁
起
の
読
み
解
き
と
地
域
化
・
土
着
化
を
論
じ
る

こ
と
、
⑦
政
治
権
力
と
寺
社
勢
力
、
政
治
と
宗
教
の
葛
藤
・
衝
突
・
融
合
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フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
お
け
る
古
代
理
解

代
表
者
・
司
会　

深
澤　

英
隆

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

竹
沢
尚
一
郎

ド
イ
ツ
民
族
主
義
宗
教
運
動
に
お
け
る
神
話
表
象

深
澤　

英
隆

　

古
代
的
な
も
の
・
神
話
的
な
も
の
へ
の
言
及
や
、
そ
う
し
た
も
の
の
喚

起
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
表
象
戦
略
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
シ
ズ

ム
と
神
話
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
つ
の
問
題
局
面
を
区
別
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
ず
外
在
的
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
思
想
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制

を
「
神
話
」
的
な
も
の
と
特
徴
づ
け
る
用
語
法
な
い
し
視
座
が
あ
る
。
ま

た
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
当
事
者
が
神
話
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
あ
る
い
は
神
話

概
念
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
か
、
と
い
う
問
い
が
あ
る
。
本
発
表
で

問
題
と
し
た
い
の
は
、
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
現
象
に
属
す
る
宗
教
運
動
が
、

神
話
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
援
用
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
民
族
主
義
宗
教
運
動
に
お
け
る
神
話
理
解
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
場
合
、
中
心
と
な
る
の
は
、『
エ
ッ
ダ
』
や
『
サ
ー
ガ
』
に
見
い
だ
さ
れ

る
北
欧
神
話
の
受
容
と
解
釈
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
ゲ
ル
マ
ン
信
仰
共

同
体
（Germ
anische Glaubensgem

eischaft

＝
Ｇ
Ｇ
Ｇ
）
は
、
画

家
・
思
想
家
で
あ
る
Ｌ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
（Ludw

ig Fahren-
krog, 1867‒ 1952

）
が
一
九
一
二
年
に
創
始
し
た
、
第
二
次
大
戦
前
期

の
代
表
的
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
宗
教
教
団
で
あ
る
。
Ｇ
Ｇ
Ｇ
の
思
想
世
界
に

と
っ
て
、
古
代
的
・
ゲ
ル
マ
ン
的
な
る
も
の
は
、
同
時
に
現
在
で
も
あ

り
、
獲
得
さ
れ
る
べ
き
未
来
で
も
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
的
本
質
は
、
そ
こ
で

は
実
体
的
に
連
続
し
て
お
り
、
古
代
は
同
時
に
超
時
間
的
現
在
、
言
う
な

れ
ば
「
神
話
的
時
間
」
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
古
代
に
成

立
し
た
諸
々
の
神
話
的
形
象
そ
れ
自
体
は
、
む
し
ろ
二
義
的
な
も
の
と
な

る
。
た
と
え
ば
、
自
ら
の
運
動
体
周
辺
が
ヴ
ォ
ー
タ
ン
崇
拝
を
行
っ
て
い

る
と
の
風
評
を
退
け
て
、
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
は
、
ヴ
ォ
ー
タ
ン
の
表

象
の
背
後
に
あ
る
の
は
「
名
づ
け
え
ぬ
も
の
」
で
あ
り
、
ヴ
ォ
ー
タ
ン
は

エ
ホ
バ
の
名
よ
り
は
ま
し
で
あ
る
が
、名
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。「
我
々

は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
宗
教
教
説
な
し
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
ま
た
我
々
の
先
祖
た
ち
の
儀
礼
や
形
式
的
な
も
の
も
無
し
で
や
っ
て

い
け
る
。
た
だ
、
自
ら
の
魂
の
権
利
、
こ
れ
無
く
し
て
は
、
今
日
の
ド
イ

ツ
人
の
胸
奥
に
響
く
ゲ
ル
マ
ン
的
な
い
し
ド
イ
ツ
的
宗
教
は
考
え
得
ぬ
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
。
Ｇ
Ｇ
Ｇ
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
種
の
宗
教
運
動

は
、
典
型
的
な
知
識
人
宗
教
で
あ
り
、
退
行
的
ア
ル
カ
イ
ズ
ム
よ
り
も
、

民
族
的
・
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
提
供
す
る
文
化
宗
教
を
求
め

る
傾
向
が
よ
り
顕
著
で
あ
っ
た
。
ま
た
折
々
に
表
明
さ
れ
る
Ｇ
Ｇ
Ｇ
と
フ

ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
の
神
話
理
解
は
、
自
然
神
話
学
派
に
準
じ
た
も
の
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
神
話
が
外
的
自
然
の
模
写
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

自
然
力
そ
の
も
の
、
民
族
的
自
然
そ
の
も
の
が
生
み
出
し
た
形
象
で
あ
る

と
の
ロ
マ
ン
派
以
来
の
観
点
は
、
ド
イ
ツ
民
族
主
義
宗
教
運
動
に
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｇ
Ｇ
は
、
こ
の
見
方
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
脱
神
話

化
の
方
向
で
、
神
話
を
民
族
的
精
神
や
民
族
的
自
然
に
還
元
し
て
い
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
の
精
神
や
自
然
は
、
限
り
な
く
内
在
的
自
然
に
近
接
し
な

が
ら
も
、
諸
儀
礼
に
お
け
る
宗
教
的
挙
措
に
よ
っ
て
志
向
さ
れ
る
超
越
的

実
体
な
の
で
あ
る
。

　

ナ
チ
ズ
ム
は
「
政
治
宗
教
」
な
い
し
「
政
治
神
話
」
を
体
現
し
て
い
た
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ト
ル
コ
で
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大
学
の
社
会
学
の
教
授
で
あ
り
ト
ル
コ

革
命
の
知
的
父
と
も
称
さ
れ
た
ズ
ィ
ア
・
ギ
ョ
カ
ル
プZiya Gökalp

（
一
八
七
五
―
一
九
二
四
）
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
著
作
を
積
極
的
に
翻

訳
さ
せ
て
い
た
。
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
イ
ス
ラ
ム
神
学
中
心
の
宗
教
研

究
の
西
洋
化
を
目
指
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
に
近
い
デ
ュ
メ
ジ
ル
が

「
宗
教
学
」
の
教
授
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大
学
で
は
『
ト
ル
コ
人
類
学
誌
』
が
一
九
二
五
年
に

創
刊
さ
れ
、
デ
ュ
メ
ジ
ル
は
同
誌
の
一
九
二
七
年
号
に
「
い
く
つ
か
の
虚

偽
の
虐
殺
」
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
大
学

の
ハ
ス
ケ
ル
講
座
教
授
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ン
カ
ー
ン
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
大

虐
殺
を
行
っ
た
ト
ル
コ
に
い
て
、
直
接
そ
の
問
題
に
は
触
れ
ず
、「
虚
偽

の
虐
殺
」
と
い
う
文
章
を
書
く
こ
と
自
体
を
問
題
視
す
る
。
彼
は
イ
タ
リ

ア
の
古
代
史
家
モ
ミ
リ
ア
ー
ノ
、
歴
史
家
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
、
宗
教
史
家
グ

ロ
ッ
タ
ネ
ッ
リ
と
並
ん
で
デ
ュ
メ
ジ
ル
の
『
ゲ
ル
マ
ン
の
神
話
と
神
々
』

（
一
九
三
九
）
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
共
感
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
立
場

な
の
で
、
こ
の
ト
ル
コ
で
の
論
考
に
も
そ
の
萌
芽
を
見
る
の
で
あ
る
。

　

デ
ュ
メ
ジ
ル
は
国
家
博
士
号
の
正
論
文
と
し
て
『
不
死
の
饗
宴
』（
一

九
二
四
）
を
、
副
論
文
と
し
て
『
レ
ム
ノ
ス
島
の
女
た
ち
の
犯
罪
』（
同
）

を
著
し
て
い
た
。
ト
ル
コ
に
赴
任
し
て
『
ト
ル
コ
人
類
学
誌
』
に
執
筆
を

依
頼
さ
れ
た
（
の
で
あ
ろ
う
）
時
、『
不
死
の
饗
宴
』
に
基
づ
く
論
考
は

難
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

語
族
に
は
不
死
の
飲
料
を
巡
る
神
話
と
新
年
の
儀
礼
が
あ
り
、
そ
の
飲
料

の
変
化
し
た
も
の
が
ソ
ー
マ
、
ビ
ー
ル
、
ミ
ー
ド
な
ど
で
あ
る
と
い
う
内

容
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ア
ル
コ
ー
ル
禁
止
の
イ
ス
ラ
ム
国
ト
ル
コ
で
は
取
り

上
げ
る
こ
と
が
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
な
ら
ば
副
論
文
の
古
代
ギ
リ
シ

と
、
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
Ａ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
自

ら
の
言
う
「
血
の
神
話
」
は
、
ロ
マ
ン
主
義
の
神
話
構
想
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
超
越
的
・
超
越
論
的
な
次
元
を
欠
い
た
、
純
粋
に
内
在
的
・
生
物
学

的
な
発
想
の
う
え
に
立
っ
て
い
た
。
ま
た
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
が
つ
と
に
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
ナ
チ
ス
の
「
政
治
神
話
は
…
…
非
常
に
老
練
で
巧
妙

な
技
師
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
た
人
工
品
」
で
あ
り
、
神
話
の
道
具
的
使

用
の
色
が
濃
い
。
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
神
話
理
解
と
の
こ
う
し
た
差
異

は
、
ま
た
ナ
チ
ズ
ム
と
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
葛
藤
の
一
因
で
も
あ
っ
た
、

結
局
の
と
こ
ろ
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
周
辺
に
お
い
て
、
古

代
的
な
も
の
は
、
ア
ル
カ
イ
ズ
ム
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
道
具
主
義
的
利
用
と

実
在
論
的
関
与
と
い
っ
た
両
極
性
の
う
ち
に
現
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま

た
、
反
省
性
と
直
接
性
を
循
環
さ
せ
、
交
錯
さ
せ
つ
つ
進
展
し
て
ゆ
く
近

代
の
宗
教
性
の
、
も
う
ひ
と
つ
の
事
例
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
非
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
宗
教
研
究

松
村　

一
男

　

三
十
年
代
の
ト
ル
コ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
古
代
宗
教
研
究
が
可
能
で

あ
っ
た
か
を
フ
ラ
ン
ス
の
比
較
神
話
学
・
宗
教
史
学
者
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ

ュ
メ
ジ
ル
の
場
合
を
例
に
考
察
す
る
。
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
か
ら
一
九
三
〇

年
当
時
の
ト
ル
コ
共
和
国
に
至
る
ま
で
ト
ル
コ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
大
量

虐
殺
を
行
っ
た
と
し
て
国
際
社
会
か
ら
非
難
を
浴
び
て
い
た
。
同
時
に
ト

ル
コ
共
和
国
は
明
治
維
新
の
日
本
と
同
様
に
国
家
の
近
代
化
を
図
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
教
育
の
分
野
で
も
外
国
人
の
大
学
教
員
を
招
聘
し
て
い

た
。
デ
ュ
メ
ジ
ル
は
一
九
二
五
年
（
二
七
歳
）
か
ら
三
一
年
（
三
三
歳
）、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
。
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反
セ
ム
・
ア
ー
リ
ア
中
心
主
義
的
「
ア
ッ
シ
リ
ア
神
話
」
を
め
ぐ
っ
て

月
本　

昭
男

　

二
〇
世
紀
の
最
も
優
れ
た
ア
ッ
シ
リ
ア
学
者
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ

ン
・
ゾ
ー
デ
ン
（W

olfram
 von Soden 

一
九
〇
八
―
一
九
九
六
）
は

二
六
歳
の
若
さ
で
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
私
講
師
、
二
八
歳
で
教
授
職

を
得
た
が
、
そ
の
時
期
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
で
新
約
聖
書
学
教
授
と
し

て
ナ
チ
ス
政
権
に
批
判
的
で
あ
っ
た
父
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ゾ
ー
デ
ン
と

は
全
く
逆
に
、
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
の
武
装
組
織
で
あ
っ
た

「
突
撃
隊
」（
Ｓ
Ａ
＝Sturm

abteilung

）
に
属
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

一
方
で
、
セ
ム
語
の
一
言
語
で
あ
る
ア
ッ
カ
ド
語
の
優
れ
た
研
究
者
で
あ

り
な
が
ら
、
も
う
一
方
で
、
ナ
チ
ス
の
「
反
セ
ム
主
義
」
を
奉
じ
て
い

た
。
彼
は
セ
ム
語
研
究
と
「
反
セ
ム
主
義
」
の
両
者
の
間
に
ど
の
よ
う
な

整
合
性
を
も
た
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
一
端
は
フ
ォ
ン
・
ゾ
ー
デ
ン
が
一
九
三
七
年
に
残
し
た
『
歴
史
問

題
と
し
て
の
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
の
勃
興
』
と
い
う
書
と
し
て
著
さ
れ
た
。

彼
は
こ
の
書
に
お
い
て
、
古
代
西
ア
ジ
ア
文
明
の
頂
点
に
立
つ
ア
ッ
シ
リ

ア
帝
国
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ア
ー
リ
ア
民
族
な
し
に
は
成
立
し
え
な
か
っ

た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

彼
に
よ
れ
ば
、
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
を
成
立
さ
せ
た
要
因
は
そ
の
地
理
的

条
件
で
は
な
く
、
そ
の
民
族
性
に
あ
っ
た
。
ア
ッ
シ
リ
ア
民
族
は
古
く

は
、
彩
文
土
器
を
残
し
た
民
（Buntkeram

ike

）、
矩
形
大
建
造
物
を

残
し
た
「
ア
ラ
ル
系
民
族
」、
そ
し
て
セ
ム
系
民
族
か
ら
な
る
混
成
民
族

で
あ
っ
た
が
、
前
二
千
年
紀
中
葉
、
ミ
タ
ン
ニ
王
国
を
形
成
さ
せ
た
ア
ー

リ
ア
系
民
族
で
あ
る
フ
リ
人
が
徐
々
に
ア
ッ
シ
リ
ア
に
浸
透
し
、
そ
の
社

会
の
上
層
部
（
＝
貴
族
層
）
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ア

ア
の
レ
ム
ノ
ス
島
の
神
話
の
方
が
残
る
。
こ
ち
ら
は
島
の
女
た
ち
が
愛
の

女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
崇
拝
を
軽
ん
じ
た
の
で
、
罰
と
し
て
異
臭
を
放
つ

よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
男
た
ち
は
女
た
ち
に
近
寄
ら
ず
、
略
奪
し
て
き

た
ト
ラ
キ
ア
の
女
た
ち
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
島
の
女
た
ち
は

怒
っ
て
男
た
ち
を
皆
殺
し
に
し
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。
デ
ュ
メ
ジ
ル
は

副
論
文
に
お
い
て
こ
れ
が
島
で
行
わ
れ
る
物
忌
み
の
祭
の
神
話
的
表
現
で

あ
り
、
実
際
の
虐
殺
の
歴
史
的
記
憶
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
同
じ
素
材
を
ト
ル
コ
で
の
論
文
で
は
拡
大
し
、
女
に
よ
る
男
の
殺

害
の
伝
承
と
し
て
の
レ
ム
ノ
ス
島
の
場
合
に
加
え
て
、
民
族
間
で
の
殺
害

の
伝
承
と
し
て
の
旧
約
聖
書
エ
ス
テ
ル
記
、
そ
し
て
異
な
る
階
層
で
の
殺

害
伝
承
と
し
て
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』
の
伝
え
る
古
代
ペ
ル
シ
ア
で
の
マ

ゴ
ス
僧
殺
し
の
伝
承
と
、
イ
ン
ド
の
神
話
集
『
バ
ー
ガ
バ
ッ
タ
・
プ
ラ
ー

ナ
』
の
伝
え
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
パ
ラ
シ
ュ
・
ラ
ー
マ
に
よ
る
バ
ラ
モ

ン
殺
し
の
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

リ
ン
カ
ー
ン
は
デ
ュ
メ
ジ
ル
の
論
文
の
背
後
に
政
治
性
を
認
め
、
批
判

す
る
。
他
方
、
私
は
そ
う
す
る
こ
と
に
ど
れ
だ
け
の
意
義
が
あ
る
の
か
疑

問
に
感
じ
る
。
た
と
え
虐
殺
に
批
判
的
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
正
面
か
ら

打
ち
出
せ
ば
、
デ
ュ
メ
ジ
ル
は
ト
ル
コ
を
追
放
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う

す
れ
ば
、
デ
ュ
メ
ジ
ル
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
ロ
シ
ア
か
ら
逃
れ
て
き
て

い
た
コ
ー
カ
サ
ス
の
人
々
と
出
会
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
。
デ
ュ
メ
ジ
ル

は
滅
亡
の
危
機
に
あ
っ
た
コ
ー
カ
サ
ス
諸
語
の
文
法
と
伝
承
を
記
録
し

て
、
そ
の
分
野
で
も
世
界
的
権
威
に
も
な
っ
た
。
も
し
彼
が
ト
ル
コ
を
去

っ
て
い
た
ら
、
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
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か
、
ま
た
現
在
の
学
問
と
学
説
が
見
え
ざ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
毒
さ
れ
て

い
な
い
か
ど
う
か
。
こ
の
点
は
、
我
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に
特
定
の
地
域
の
宗

教
と
文
化
を
研
究
す
る
な
か
で
、
な
お
自
問
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
期
と
日
本
神
話

平
藤
喜
久
子

　

比
較
神
話
学
、
宗
教
学
の
草
創
期
と
も
い
え
る
十
九
世
紀
後
半
、
開
国

を
迎
え
た
日
本
神
話
に
も
海
外
の
研
究
者
か
ら
の
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ア
ス
ト
ン
、
サ
ト
ウ
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
、

ロ
ニ
ら
日
本
学
者
た
ち
が
登
場
し
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
の
研
究
が
は
じ

ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
て
は
じ
ま
っ
た
研
究
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
状

況
を
検
討
す
る
。
時
期
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
四
五
年
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
を
対
象
と

し
た
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
や
ア
ス
ト
ン
ら
日
本
学
者
た
ち
を
輩
出
し
た
イ
ギ
リ
ス

だ
が
、
こ
の
頃
日
本
神
話
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

伝
統
は
途
切
れ
た
と
も
い
え
る
。
当
時
の
他
文
化
研
究
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
重
視
し
、
実
用
性
を
重
ん
じ
る
社
会
人
類
学
が
中
心
と
な
っ
て
い

た
な
か
で
、
植
民
地
で
も
な
く
、
ま
た
ド
イ
ツ
に
比
べ
戦
争
相
手
国
と
し

て
の
意
識
も
弱
か
っ
た
日
本
へ
の
関
心
は
低
か
っ
た
と
い
え
る
。
他
方
、

ア
メ
リ
カ
で
は
盛
ん
に
日
本
研
究
が
行
な
わ
れ
た
。
日
本
神
話
は
と
く
に

日
本
の
宗
教
史
、
神
道
史
の
分
野
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
者
で
現
在
で
も
あ
る
程
度
の
影
響
力
を
も
つ
の

が
ホ
ル
ト
ム
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
メ
ー
ソ
ン
の
よ
う
に
極
端
に
親
日
的
な

日
本
神
話
研
究
も
あ
れ
ば
、
ス
タ
イ
ナ
ー
や
バ
ロ
ウ
の
よ
う
に
敵
で
あ
る

ー
リ
ア
「
北
方
民
族
」
と
も
比
す
べ
き
『
ト
ゥ
ク
ル
テ
ィ
・
ニ
ヌ
ル
タ
一

世
英
雄
叙
事
詩
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
ア
ー
リ
ア
系
民
族
の
精
神

性
が
ア
ッ
シ
リ
ア
に
戦
闘
の
勇
敢
さ
を
付
与
し
、
ア
ッ
シ
リ
ア
を
一
大
帝

国
へ
と
押
し
上
げ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
興
っ
た
ア
ッ

シ
リ
ア
帝
国
が
前
一
千
年
紀
に
脆
く
も
瓦
解
し
て
し
ま
っ
た
理
由
は
ど
こ

に
あ
っ
た
の
か
。
フ
ォ
ン
・
ゾ
ー
デ
ン
は
そ
れ
を
、
ア
ッ
シ
リ
ア
に
よ
る

強
制
移
住
政
策
な
ど
の
結
果
、
属
州
か
ら
起
こ
り
は
じ
め
た
「
好
ま
し
か

ら
ざ
る
非
政
治
的
な
商
業
精
神
」
の
蔓
延
に
み
よ
う
と
し
た
。

　

ナ
チ
ス
の
ア
ー
リ
ア
民
族
中
心
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
反
映
さ
せ
た
こ

の
学
説
は
「
ア
ッ
シ
リ
ア
神
話
」
な
い
し
「
フ
リ
人
神
話
」
と
呼
び
う
る

も
の
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
の
崩
壊
と
と
も
に
葬
り
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
フ

ォ
ン
・
ゾ
ー
デ
ン
が
フ
リ
人
を
ア
ー
リ
ア
系
と
断
定
し
た
根
拠
は
、
フ
リ

人
と
の
関
連
で
言
及
さ
れ
る
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
系
の
神
名
や
わ
ず
か
な

印
欧
語
に
遡
る
と
み
ら
れ
る
単
語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
リ
語
が
膠
着

言
語
で
あ
っ
て
、
印
欧
語
で
あ
り
え
な
い
こ
と
は
、
一
部
の
研
究
者
の
間

で
は
、
す
で
に
戦
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
お
り
、
戦
後
、
そ
れ
は
明
白
に
な

っ
た
。
フ
リ
語
に
み
ら
れ
る
印
欧
語
的
要
素
は
、
現
在
で
は
、
フ
リ
人
が

西
ア
ジ
ア
に
移
動
す
る
以
前
（
つ
ま
り
前
三
千
年
紀
中
葉
に
）、
お
そ
ら

く
東
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
に
お
い
て
、
後
に
イ
ン
ド
に
進
出
す
る
ア
ー
リ
ア

系
民
族
と
接
触
を
も
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
フ
ォ
ン
・
ゾ
ー
デ
ン
の
『
ア
ッ
シ
リ

ア
帝
国
の
勃
興
』
は
無
視
さ
れ
て
よ
い
書
物
に
な
っ
て
す
で
に
久
し
い
。

そ
れ
は
ア
ッ
シ
リ
ア
研
究
史
を
飾
る
逸
話
に
さ
え
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
今
日
の
宗
教
を
含
む
文
化
研
究
に
お
い
て
、
特
定
の
文
化
の
担
い

手
と
し
て
「
民
族
」
に
代
わ
る
概
念
を
紡
ぎ
出
し
え
て
い
る
の
か
ど
う
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と
の
関
わ
り
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
で
は
古
事
記
の

翻
訳
が
立
場
の
異
な
る
二
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
宗
教
史
学
者
ペ
ッ
タ

ツ
ォ
ー
ニ
（
一
九
二
九
年
）
と
サ
レ
ジ
オ
会
神
父
マ
レ
ガ
（
一
九
三
八

年
）
で
あ
る
。
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
は
古
事
記
は
聖
典
で
は
な
い
と
い
う

立
場
を
と
り
、
マ
レ
ガ
は
、
日
本
の
近
代
化
を
成
功
さ
せ
た
大
和
魂
の
根

源
が
古
事
記
に
あ
る
の
だ
と
し
た
。
こ
の
立
場
の
違
い
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
を
参
照
し
た
か
（
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
）
と
日
本
の
文
献
に
よ
っ
た
か

（
マ
レ
ガ
）
と
い
う
点
か
ら
も
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
時
代
と
の
関
わ

り
も
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
概
観
し
て
み
る
と
、
た
し
か
に
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
が

反
映
し
て
い
る
場
合
も
多
々
あ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
宗
教
者
に
よ
る
研
究
が
多
い
点
も
目
立
つ
。
宣
教
を
視
野
に
入
れ
て
日

本
の
神
を
理
解
す
る
、
そ
の
た
め
の
日
本
神
話
研
究
と
い
う
視
点
だ
ろ

う
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
側
か
ら
の
神
話
理
解
と
い
う

点
か
ら
あ
ら
た
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

深
澤　

英
隆

　

本
パ
ネ
ル
は
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
お
け
る
古
代

世
界
お
よ
び
古
代
神
話
の
理
解
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ド
イ
ツ

お
よ
び
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に
は
種
々
の
相
違
が
あ
る
が
、
そ
の
政

治
体
制
の
正
統
化
と
国
民
統
合
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
古
代
世
界

の
表
象
や
神
話
的
形
象
が
動
員
さ
れ
た
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
に
は
、
国
家
レ
ベ
ル
、
あ
る
い
は
多
様
な
政
治
・
文
化
運
動
や
メ
デ
ィ

ア
に
お
い
て
古
代
世
界
や
神
話
の
表
象
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
と
目
的
と

日
本
人
の
民
族
性
を
神
話
か
ら
論
じ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
人
類
学
者
の
ラ

デ
ィ
ン
は
日
系
人
に
伝
わ
る
神
話
な
ど
伝
承
の
調
査
を
行
い
、
戦
後
論
文

と
し
て
ま
と
め
た
。
日
米
関
係
を
反
映
し
た
も
の
や
、
そ
の
関
係
が
ほ
と

ん
ど
看
取
さ
れ
な
い
も
の
な
ど
、
多
様
な
立
場
か
ら
の
研
究
が
見
ら
れ

た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
中
国
研
究
が
盛
ん
で
、
そ
の
関
連
で
日
本
仏
教
へ

の
関
心
が
比
較
的
高
か
っ
た
。
そ
の
な
か
シ
ャ
ル
ル
・
ア
グ
ノ
エ
ル
は
柳

田
国
男
や
折
口
信
夫
ら
と
交
流
を
持
ち
、
研
究
を
行
な
っ
た
。「
出
雲
国

造
神
賀
詞
」
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
や
、
鎮
魂
祭
、
古
代
日
本
に
お
け
る
死
の

研
究
が
日
本
神
話
に
関
す
る
研
究
成
果
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
と
同
盟
関
係
に
な
る
ド
イ
ツ
で
は
、
日
本
宗
教
史
、
神
道
史
の
な

か
で
日
本
神
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
で
あ
っ
た
ハ

イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
デ
ュ
モ
リ
ン
は
石
橋
智
信
の
指
導
の
下
で
賀
茂
真
淵
や
宣

長
に
つ
い
て
研
究
し
、
ホ
ル
ス
ト
・
ハ
ミ
ッ
チ
ュ
は
平
田
篤
胤
の
研
究

や
、『
倭
姫
命
世
記
』
の
翻
訳
を
し
て
い
る
。
彼
に
つ
い
て
は
、
ナ
チ
ス

に
同
調
し
て
い
た
こ
と
が
論
文
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
後
任
で
あ
っ
た
グ
ン
デ
ル
ト
は
、『
日
本
宗
教
史
』

を
著
し
、
日
本
神
話
に
つ
い
て
も
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
神

道
理
解
に
つ
い
て
は
当
時
の
日
本
の
い
わ
ゆ
る
皇
国
史
観
の
影
響
が
強
い

と
し
て
、
批
判
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
の
ド
イ
ツ
の
研
究
は
、
現
在
で
は

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
神
話
学
者
の
岡
正
雄
が
留

学
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
学
派
と
呼
ば
れ
る
歴
史
民

族
学
が
盛
ん
で
、
岡
に
影
響
を
与
え
た
メ
ン
ヒ
ェ
ン=

ヘ
ル
フ
ェ
ン
や
、

岡
と
と
も
に
研
究
を
し
た
ス
ラ
ヴ
ィ
ク
が
日
本
神
話
を
論
じ
た
。
ス
ラ
ヴ

ィ
ク
に
つ
い
て
は
、
ス
サ
ノ
オ
と
オ
ー
デ
ィ
ン
を
比
較
し
、
ゲ
ル
マ
ン
と

日
本
の
古
代
の
秘
密
結
社
を
論
じ
て
お
り
、
当
時
の
ゲ
ル
マ
ン
神
話
研
究
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平
藤
喜
久
子
は
、
一
九
二
〇
年
代
よ
り
四
五
年
ま
で
の
欧
米
諸
国
の
日

本
神
話
研
究
の
動
向
を
比
較
検
討
し
、
そ
こ
に
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

が
強
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
宣
教
を
視
野
に
入
れ
て
日
本
の
神
を

理
解
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
者
に
よ
る
研
究
が
多

い
こ
と
を
確
認
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
側
か
ら
の
神

話
理
解
の
問
題
の
再
考
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
竹
沢
尚
一
郎
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
古
代
理
解
と
い
う

主
題
が
、
と
り
わ
け
宗
教
研
究
の
原
理
的
問
題
に
ふ
れ
て
く
る
点
を
指
摘

し
た
。
竹
沢
に
よ
れ
ば
、
何
ら
か
の
宗
教
思
想
な
い
し
宗
教
研
究
を
問
題

と
す
る
際
は
、
そ
れ
ら
が
特
定
の
社
会
的
・
歴
史
的
文
脈
に
ど
れ
ほ
ど
拘

束
さ
れ
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
そ
こ
か
ら
離
床
し
て
い
る
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
古
代
理
解
は
そ
う
し
た
点
で
強
い
時
代
拘
束

性
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
竹
沢
は
、
非
同
時
代
的
な
宗
教
を
研
究
す

る
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
研
究
を
批
判
す
る
場
合
に
、
研
究
者
（
批
判

者
）
は
自
ら
の
時
代
拘
束
性
を
強
く
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
、
ま
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
顕
著
で
あ
っ
た
民
族
や
国
家
と
い
っ
た
概

念
に
代
わ
る
文
化
の
担
体
を
我
々
は
見
出
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
い

を
投
げ
か
け
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
と
い
う
時
代
規
定
に
つ
い
て
質
問
が
あ

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
パ
ネ
ル
で
は
二
〇
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
フ
ァ

シ
ズ
ム
期
を
基
本
と
し
、
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
を
含
め
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
思

考
・
実
践
様
式
の
見
出
さ
れ
る
地
域
と
時
期
を
ひ
ろ
く
捉
え
た
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。
ま
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
古
代
理
解
の
固
有
性
を
問
う
質
問
に

対
し
て
は
、
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
宗
教
的
志
向
性
の

差
異
が
あ
ら
た
め
て
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、
同
じ
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
あ
っ
て

を
も
っ
て
援
用
さ
れ
た
と
い
う
局
面
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
文
化
統
制
の

な
か
で
、
宗
教
研
究
や
神
話
研
究
は
著
し
い
制
限
を
受
け
た
の
み
な
ら

ず
、
主
題
の
選
択
か
ら
解
釈
に
至
る
レ
ベ
ル
で
、
そ
う
し
た
体
制
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
要
請
に
積
極
的
に
応
じ
て
い
っ
た
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
局
面

が
あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
た
、
ア
ル
カ
イ
ズ
ム
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
学
問
性
と

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
や
志
向
性
が
、
複
雑
に
交

錯
し
、
競
合
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

深
澤
英
隆
は
、
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
一
現
象
で
あ
る
ド
イ
ツ
民
族
主
義

宗
教
運
動
に
お
い
て
神
話
的
表
象
が
果
た
し
た
両
義
的
な
役
割
に
着
目

し
、「
ゲ
ル
マ
ン
信
仰
共
同
体
」
の
創
立
者
、
Ｌ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー

ク
の
テ
ク
ス
ト
の
分
析
を
通
じ
て
、
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
思
想
圏
に
お
け
る

神
話
理
解
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
ナ
チ
ズ
ム
に
お
け
る
神
話
＝
古
代

理
解
と
の
決
定
的
な
差
異
に
言
及
し
た
。

　

松
村
一
男
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
関
与
が
し
ば
し
ば

指
摘
さ
れ
る
Ｇ
・
デ
ュ
メ
ジ
ル
の
ト
ル
コ
時
代
の
業
績
を
検
討
し
、
当
時

の
ト
ル
コ
の
政
治
体
制
下
で
デ
ュ
メ
ジ
ル
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
研
究
上
の

制
約
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
学
問

の
関
与
を
批
判
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
諸
点
に
つ
い
て
、
示
唆
を
行
っ

た
。

　

月
本
昭
男
は
、
若
き
日
に
ナ
チ
ス
に
属
し
、
後
に
ア
ッ
シ
リ
ア
学
の
泰

斗
と
な
っ
た
Ｗ
・
フ
ォ
ン
・
ゾ
ー
デ
ン
の
著
作
『
歴
史
問
題
と
し
て
の
ア

ッ
シ
リ
ア
帝
国
の
勃
興
』（
一
九
三
七
）
を
取
り
上
げ
、
こ
の
書
の
ア
ッ

シ
リ
ア
文
化
理
解
に
窺
わ
れ
る
ナ
チ
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
学
問
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
関
わ
る
自
己
点
検
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
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講
は
そ
の
性
格
か
ら
、
宗
教
的
講
、
経
済
的
講
、
社
会
的
講
の
三
つ
に

大
別
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
宗
教
的
講
に
は
、
①
仏
教
諸
宗
派
、
旧
教
派

神
道
な
ど
宗
派
・
教
団
が
組
織
す
る
講
（
日
蓮
宗
の
題
目
講
・
身
延
講
、

浄
土
真
宗
の
報
恩
講
、
御
嶽
教
の
御
嶽
講
な
ど
）、
②
地
域
社
会
に
生
活

基
盤
を
お
く
農
山
漁
村
の
講
（
自
然
信
仰
に
関
す
る
水
神
講
・
海
神
講
・

月
待
講
・
日
待
講
、
生
産
活
動
に
関
す
る
田
の
神
講
・
船
霊
講
・
山
の
神

講
、
仏
教
信
仰
に
基
づ
く
観
音
講
・
薬
師
講
・
地
蔵
講
・
不
動
講
・
大
師

講
、
道
教
の
系
譜
に
属
す
る
庚
申
講
、
名
社
大
社
の
神
を
勧
請
し
た
稲
荷

講
・
伊
勢
講
、
有
名
な
諸
社
寺
に
参
詣
す
る
た
め
の
参
詣
講
）
が
含
ま
れ

る
。
経
済
的
講
は
頼
母
子
講
や
無
尽
講
な
ど
で
あ
る
。
社
会
的
講
に
は
、

ユ
イ
・
モ
ヤ
イ
講
、
葬
式
に
関
す
る
無
常
講
、
世
代
別
に
組
織
す
る
子
供

講
・
若
者
組
・
老
年
講
、
女
性
が
結
ぶ
女
人
講
、
大
工
・
鍛
冶
・
博
労
な

ど
の
同
業
者
た
ち
が
結
ぶ
講
な
ど
が
含
ま
れ
る
（
宮
本
袈
裟
雄
「
講
」

『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
上
巻
、
一
九
九
九
年
、
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
現
在

の
講
の
理
解
は
、
桜
井
徳
太
郎
の
『
講
集
団
成
立
過
程
の
研
究
』
等
の
一

連
の
講
研
究
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
講
研
究
は
、
当
初
歴
史
学
や
社
会

学
の
研
究
が
先
行
し
て
い
た
が
、
桜
井
の
研
究
以
後
、
講
研
究
は
む
し
ろ

宗
教
学
や
民
俗
学
に
お
い
て
活
発
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

講
研
究
会
は
、
宗
教
学
・
民
俗
学
・
歴
史
学
等
の
多
角
的
な
視
点
か
ら

講
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
当
面
の
研
究
方
針
は
以
下
の
四
点
を

重
視
し
て
い
る
。
①
村
落
社
会
は
も
と
よ
り
多
様
な
領
域
に
わ
た
る
講
の

具
体
相
を
、
現
地
・
現
場
の
参
与
調
査
お
よ
び
文
献
史
・
資
料
を
と
お
し

て
探
り
、
そ
の
経
過
や
結
果
を
報
告
し
、
そ
れ
を
も
と
に
議
論
を
交
わ
す

こ
と
、
②
講
研
究
の
歴
史
に
一
大
画
期
を
刻
ん
だ
桜
井
徳
太
郎
の
所
説
を

再
考
す
る
こ
と
、
③
上
記
①
②
を
通
し
て
、
桜
井
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先

も
、
古
代
的
な
る
も
の
が
お
か
れ
た
機
能
連
関
は
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
が

再
確
認
さ
れ
た
。

宗
教
研
究
に
お
け
る
講
研
究
の
意
義
と
可
能
性

代
表
者
・
司
会　

森　

悟
朗

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

佐
藤
憲
昭

宗
教
研
究
に
お
け
る
講
研
究
の
意
義
と
課
題

│
│ 

講
研
究
会
の
成
果
を
も
と
に 
│
│

森　
　

悟
朗

　

講
集
団
は
、
種
々
の
民
俗
行
事
（
儀
礼
）
を
営
み
、
豊
か
な
民
俗
文
化

を
担
う
集
団
と
し
て
民
俗
宗
教
の
重
要
な
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
講
は
神
道
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
新
宗
教
な
ど
の
成
立
宗
教
の
末

端
組
織
と
な
り
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
成
立
宗
教
か
ら
新
た
な
教
団
が
発

生
す
る
母
体
と
な
る
（
例
え
ば
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
成
立
し
た
新
宗

教
に
は
講
の
形
式
か
ら
出
発
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
）
社
会
集
団
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
諸
宗
教
研
究
に
お
い
て
も
関
心
を
持
た
れ
て
き

た
。
本
発
表
で
は
、
ま
ず
従
来
の
講
の
分
類
・
類
型
を
参
照
し
て
、
研
究

対
象
と
す
る
講
の
種
類
と
範
囲
を
確
認
し
、
そ
の
後
「
講
研
究
会
」
の
研

究
成
果
で
あ
る
『「
講
」
研
究
の
可
能
性
』（
長
谷
部
八
朗
編
著
、
慶
友

社
、
二
〇
一
三
年
五
月
刊
行
）
の
論
考
を
参
照
し
て
、
講
研
究
の
意
義
と

課
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。



　　56

『宗教研究』87巻別冊（2014年） パネル

　

近
代
の
神
社
に
お
い
て
様
々
な
講
的
な
集
団
が
存
在
し
た
。
近
世
か
ら

の
流
れ
を
く
む
集
団
も
あ
れ
ば
、
近
代
に
な
っ
て
新
た
に
組
織
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
。
後
者
に
は
神
社
附
属
講
社
だ
け
で
は
な
く
、
保
存
会
、
奉
賛

会
、
神
苑
会
、
顕
彰
会
な
ど
、
講
と
い
う
語
句
が
名
称
に
入
っ
て
い
な
い

も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
神
社
に
関
連
し
て
設
置
さ
れ
た
講

的
集
団
と
し
て
含
め
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
見
て
み
る
と
、
近
代
社
格
制

度
に
お
い
て
自
社
の
社
格
を
昇
格
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
が
あ

り
、
ま
た
国
家
的
な
記
念
事
業
に
連
動
し
て
神
社
の
記
念
事
業
お
よ
び
設

備
・
由
緒
な
ど
の
整
備
を
行
う
組
織
が
あ
る
。
本
稿
で
は
気
多
神
社
（
延

喜
式
内
社
、
能
登
国
一
宮
、
石
川
県
）
の
気
多
神
社
保
存
会
と
気
多
講
社

を
事
例
と
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
大
社
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。

　

気
多
神
社
保
存
会
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
国
幣
大
社
昇
格
と
い

う
目
的
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
大
正
二
年
四
月
に
昇
格
の
内
定
を

得
る
と
、
そ
の
た
め
の
基
本
金
一
万
円
を
蓄
積
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た

の
が
気
多
神
社
保
存
会
で
あ
る
（
大
正
二
年
八
月
設
立
）。
こ
の
組
織
は

「
延
喜
の
制
に
能
登
の
一
宮
た
り
し
関
係
上
、
能
登
一
円
を
募
財
区
域
」

（
羽
咋
郡
誌
）
と
し
て
設
定
さ
れ
、
大
正
四
年
十
一
月
に
保
存
会
の
運
動

が
実
を
結
び
国
幣
大
社
に
昇
格
を
し
た
。
こ
の
一
連
の
運
動
を
通
じ
て
、

社
殿
や
境
内
の
み
な
ら
ず
神
社
の
由
緒
や
信
仰
（「
御
神
徳
」）
と
い
っ
た

神
社
の
知
的
な
モ
ノ
が
整
備
さ
れ
近
代
国
家
の
意
図
に
沿
う
か
た
ち
と
な

っ
て
い
っ
た
。
祭
神
と
神
社
の
由
緒
は
地
域
の
「
歴
史
」
と
し
て
詳
細
に

描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
叙
述
は
保
存
会
の
趣
意
書
に
も
記
載
さ

れ
、
保
存
会
は
そ
う
し
た
神
社
の
歴
史
や
信
仰
を
広
め
る
役
割
も
担
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

学
の
講
研
究
で
十
分
に
掬
い
切
れ
な
か
っ
た
側
面
を
照
射
す
る
こ
と
、
④

「
講
」
を
名
乗
る
集
団
に
加
え
、
講
に
類
似
し
た
集
団
を
も
分
析
の
視
野

に
取
り
込
ん
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
こ
と
（
長
谷
部
八
朗
「
叙
文
」

『「
講
」
研
究
の
可
能
性
』）。
こ
の
方
針
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
調
査
研
究

の
成
果
を
示
す
同
書
の
諸
論
考
（
執
筆
者
は
長
谷
部
の
ほ
か
、
久
保
康

顕
、
村
上
弘
子
、
関
敦
啓
、
森
悟
朗
、
乾
賢
太
郎
、
小
林
奈
央
子
、
西
村

敏
也
、
牧
野
眞
一
）
を
参
照
す
る
と
、
現
在
、
講
は
確
か
に
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
活
発
な
講
も
存
在
し
、
講
は
成
立
宗
教
と
民
俗
宗
教
の
双
方
に

関
わ
る
集
団
と
し
て
重
要
な
存
在
に
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
寺
社
・
教

団
等
と
信
者
・
崇
敬
者
を
結
び
、
複
数
の
寺
社
・
教
団
等
に
も
重
層
的
に

関
わ
っ
て
い
る
講
集
団
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
寺
社
・
教
団
間
や

各
講
集
団
間
の
関
係
も
含
め
、
そ
の
接
触
・
交
渉
・
結
集
・
離
脱
・
競

合
・
拮
抗
・
対
立
・
反
発
・
葛
藤
な
ど
の
局
面
を
具
体
的
に
研
究
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
講
の
歴
史
と
現
況
の
実
態
を
追

究
し
、
そ
の
生
成
、
維
持
、
活
発
化
、
再
生
、
消
滅
な
ど
の
要
因
を
動
態

的
に
研
究
す
る
視
点
は
、
講
の
宗
教
学
的
研
究
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

近
代
神
社
の
講
的
組
織 

│
│ 

気
多
講
社
を
事
例
と
し
て 

│
│市

田　

雅
崇

　

地
域
社
会
に
お
け
る
神
社
の
実
態
的
な
研
究
は
、
神
社
合
祀
の
研
究
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
村
社
な
ど
規
模
の
小
さ
な
レ
ベ
ル
の
も
の
が
多
く
、

大
社
（
こ
こ
で
は
近
代
社
格
制
度
に
お
け
る
官
社
を
指
す
こ
と
と
す
る
）

が
地
域
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
役
割
と
位
置
を
し
め
た
の
か
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
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意
味
を
持
っ
て
い
る
。

講
を
支
え
る
「
霊
験
」
の
原
理

│
│ 

善
宝
寺
龍
王
講
の
事
例
を
中
心
に 

│
│

阿
部　

友
紀

　

本
発
表
で
は
、
善
宝
寺
龍
王
講
を
支
え
る
「
結
衆
の
原
理
」
を
、
信
仰

す
る
神
に
よ
る
「
霊
験
」
に
設
定
し
、「
霊
験
」
が
語
ら
れ
る
（
流
通
す

る
）
と
い
う
こ
と
が
、
講
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ

い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
講
と
は
単
に
人
々
の
集
団
で
は
な
く
、
何

ら
か
の
価
値
や
情
報
を
構
成
員
間
に
お
い
て
共
有
し
て
い
る
も
の
と
捉
え

る
。
信
仰
的
講
集
団
な
ら
ば
、
共
有
し
て
い
る
も
の
と
は
当
然
に
「
信

仰
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
「
信
仰
」
を
共
有
す
る

こ
と
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
問
題
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
善
宝
寺

龍
王
講
の
機
関
誌
で
あ
る
『
龍
王
講
だ
よ
り
』
に
お
け
る
講
員
の
「
霊
験

譚
」
の
語
り
に
つ
い
て
着
目
す
る
こ
と
で
、
上
記
の
論
点
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

　

霊
験
譚
の
具
体
例
に
つ
い
て
『
龍
王
講
だ
よ
り
』
か
ら
分
類
す
る
と
、

漁
業
・
海
運
関
係
の
参
拝
講
員
の
霊
験
譚
、
宗
教
的
職
能
者
と
そ
の
信
者

の
参
拝
講
の
霊
験
譚
、
地
域
・
地
縁
的
参
拝
講
に
所
属
す
る
講
員
に
よ
る

霊
験
譚
の
三
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。
霊
験
譚
の
掲
載
数
に
は
あ
る
程

度
の
数
は
あ
る
も
の
の
、
霊
験
譚
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
自
体
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
。
特
に
天
候
・
船
舶
事
故
・
網
の
事
故
、
病
気
・
怪
我
、
開
運

の
霊
験
譚
が
掲
載
数
と
し
て
は
多
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
つ
ま
り
霊

験
譚
の
一
つ
一
つ
は
個
性
的
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
の
「
霊
験

群
」
が
反
復
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
小
関
真
理
子
は
、
今
昔
物
語
集
の
よ

　

気
多
講
社
は
昭
和
天
皇
即
位
の
大
典
記
念
に
む
け
て
昭
和
三
年
二
月
に

設
立
さ
れ
た
。
気
多
講
社
も
保
存
会
同
様
に
社
殿
や
境
内
の
整
備
に
つ
い

て
も
主
た
る
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
異
な
る
側
面
も
見
ら
れ
る
。
ま

ず
組
織
の
設
定
す
る
地
域
に
関
し
て
、
能
登
に
お
け
る
講
員
は
羽
咋
郡
二

七
三
人
、
鹿
島
郡
一
五
四
人
と
な
っ
て
お
り
（「
気
多
講
社
講
員
名
簿
」、

昭
和
七
年
五
月
）、
保
存
会
の
よ
う
に
能
登
全
体
を
地
域
的
に
設
定
し
た

組
織
で
は
な
く
、
中
近
世
以
来
気
多
神
社
と
由
縁
の
特
に
深
か
っ
た
地
域

に
特
化
し
て
い
る
。
ま
た
神
社
の
知
的
な
モ
ノ
に
関
し
て
は
保
存
会
の
趣

意
書
と
は
異
な
り
、
自
社
の
由
緒
や
祭
神
の
神
徳
を
平
易
に
叙
述
し
て
い

る
。

　

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
多
度
神
社
（
旧
国
幣
大
社
、
三
重

県
）
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
の
大
社
か
ら
講
的
な
組
織
の
規
則
・
運
営
の

有
無
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
気
多
神
社
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
講
的
な

組
織
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
神
社
の
由
緒
書
や
絵
は
が
き
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
の
講
的
組
織
は
、
社
格
昇
格

の
よ
う
な
目
的
の
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
神
社
の
社
会
的
・
文
化

的
事
業
の
一
環
に
位
置
づ
け
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
気
多
講
社
の
趣

意
書
に
見
ら
れ
る
自
社
の
由
緒
や
祭
神
の
御
神
徳
は
地
域
社
会
に
「
信

仰
」
を
形
成
す
る
組
織
た
り
得
た
と
言
え
る
。

　

講
は
「
あ
る
目
的
の
た
め
に
自
発
的
に
形
成
さ
れ
た
相
互
扶
助
性
の
強

い
結
社
体
で
あ
り
、
継
続
的
活
動
を
志
向
し
つ
つ
も
安
定
性
に
欠
け
る
」

性
質
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
長
谷
部
八
朗
「
叙
文
」『「
講
」
研
究

の
可
能
性
』）。
近
代
神
社
の
講
的
組
織
も
、
記
念
事
業
な
ど
の
契
機
に
応

じ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
同
時
に
組
織
の
契
機
に
お

い
て
、
そ
の
時
代
性
や
地
域
性
に
応
じ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
組
織
結
成
の
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に
掲
載
し
講
員
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
信
仰
の
結
果
、
現
世
利
益
が
誰
の

身
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
を
暗
に
強
調
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え

る
。
こ
の
よ
う
な
霊
験
譚
の
語
り
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
講
を
支
え
る

「
結
衆
の
原
理
」
と
し
て
作
用
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

漁
業
者
の
寺
社
参
拝
習
俗
か
ら
見
た
講

│
│ 

三
重
県
南
部
の
事
例
か
ら 

│
│

髙
木　

大
祐

　

発
表
者
は
こ
れ
ま
で
、
漁
業
者
に
よ
る
寺
社
参
拝
に
関
心
を
持
ち
、
三

重
県
南
部
の
漁
港
を
中
心
に
聞
き
取
り
調
査
を
重
ね
て
き
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
漁
業
者
の
信
仰
が
集
落
の
寺
社
に
関
わ
る
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
か
ら
、

広
域
の
信
仰
圏
を
持
つ
寺
社
に
関
す
る
も
の
ま
で
を
組
み
合
わ
せ
る
複
合

性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
漁
業
形
態
の
規
模
に
よ
っ
て
も
傾
向
に
違
い
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

発
表
者
の
狙
い
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
漁
業
と
い
う
生
業
の
視

点
か
ら
広
域
に
わ
た
る
寺
社
の
信
仰
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
漁

業
者
の
信
仰
の
複
合
性
の
中
に
、
広
域
的
な
信
仰
を
も
た
ら
す
講
を
置
い

て
考
察
す
る
こ
と
で
、
講
と
、
そ
の
周
辺
の
「
講
的
な
も
の
」
の
関
係
を

考
え
て
み
た
い
。

　

漁
業
者
が
熱
心
に
寺
社
参
拝
を
行
う
例
と
し
て
、
定
置
漁
業
経
営
が
あ

る
。
紀
北
町
海
山
区
の
島
勝
定
置
漁
業
の
場
合
、
年
一
回
参
拝
の
対
象

に
、
金
刀
比
羅
宮
、
青
峯
山
正
福
寺
が
あ
り
、
不
定
期
に
参
拝
す
る
対
象

に
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
、
伏
見
稲
荷
、
熊
野
那
智
大
社
が
あ
る
。
遠
洋
漁

業
会
社
も
同
様
に
寺
社
参
拝
が
活
発
で
あ
る
。
尾
鷲
市
の
長
久
丸
漁
業
の

場
合
、
那
智
山
青
岸
渡
寺
に
月
一
回
参
拝
す
る
の
を
は
じ
め
、
青
峯
山
、

う
に
同
じ
よ
う
な
構
造
を
持
っ
た
霊
験
譚
、
つ
ま
り
同
じ
よ
う
な
内
容
の

霊
験
譚
が
な
ぜ
蒐
集
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、「
一

つ
の
霊
験
譚
は
あ
く
ま
で
も
基
本
的
に
個
人
の
体
験
で
し
か
な
い
。
い
く

つ
も
い
く
つ
も
重
ね
て
語
れ
ば
語
る
ほ
ど
、
そ
の
神
仏
の
霊
験
は
普
遍
化

し
て
捉
え
ら
れ
る
方
向
へ
と
作
用
す
る
。
多
く
の
「
実
例
」
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
神
仏
の
霊
験
利
益
を
確
信
さ
せ
、
信
仰
す
れ
ば
聞
き
手
に
も

霊
験
利
益
は
可
能
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
暗
黙
裡
に
示
唆
す
る
こ
と
に

な
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
小
関
「
霊
験
譚
の
方
法
」『
同
志
社
国
文
学
』

一
一
号
、
一
九
七
六
年
、
九
八
頁
）。『
龍
王
講
だ
よ
り
』
に
掲
載
さ
れ
講

員
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
霊
験
譚
も
、
中
世
の
説
話
文
学
と
同
様
の
機
能
を

持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
悪
天
候
や
船
舶
事
故
、
網
の
事

故
、
病
気
や
怪
我
、
思
わ
ぬ
幸
運
の
よ
う
な
、
漁
業
者
や
ま
た
は
誰
に
で

も
起
こ
り
う
る
事
故
・
幸
福
が
数
多
く
語
ら
れ
て
い
く
ほ
ど
、
龍
神
の
霊

験
利
益
を
確
信
さ
せ
、
自
分
の
身
の
上
に
も
起
こ
り
う
る
と
い
う
意
識
を

共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
意
識
の
共
有
が
、
龍
王
講
に
お
け

る
「
結
衆
の
原
理
」
と
し
て
作
用
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
善
宝
寺
に
お
い
て
霊
験
譚
が
語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、
ま
た
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

で
あ
る
。
そ
の
点
を
ま
と
め
る
と
、
先
述
し
た
『
龍
王
講
だ
よ
り
』
の
中

に
「
信
仰
の
体
験
」
す
な
わ
ち
霊
験
譚
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
は
刊
行
当

初
か
ら
企
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
『
龍
王
講
だ
よ
り
』
の
中
で
霊

験
譚
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
龍
神
信
仰
の
布
教
や
講
員
の
信
仰
を
深
め

る
の
に
有
用
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
善
宝
寺
に
と
っ

て
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
仏
教
教
義
に
よ
る
龍
神
信
仰
の
布
教
の
み
な
ら
ず
、

教
義
で
は
語
り
え
な
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
語
り
を
『
龍
王
講
だ
よ
り
』
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は
、
組
合
に
よ
る
参
拝
が
そ
れ
を
補
っ
て
い
た
。
漁
業
者
に
は
、「
え
え

と
こ
の
カ
ミ
が
あ
っ
た
ら
み
ん
な
参
る
」（
熊
野
市
遊
木
で
の
聞
き
書
き
）

と
い
う
よ
う
に
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
複
数
の
参
拝
対
象
を
持
と
う
と
す
る

心
情
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
背
景
に
経
営
規
模
や
地
区
の
状
況
に
あ
わ

せ
た
参
拝
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
例
を
踏
ま
え
る
と
、
漁
業
者
の
信
仰
体
系
の
中
で
の
講
の
意

義
と
は
、
単
独
で
遠
隔
地
へ
参
拝
す
る
こ
と
の
難
し
い
小
中
規
模
の
漁
業

者
の
、
さ
ら
に
効
験
の
あ
る
参
拝
対
象
を
求
め
る
心
情
に
応
え
、
漁
業
者

を
束
ね
る
こ
と
で
参
拝
を
可
能
に
し
た
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
意
味
で
、
奈
屋
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
漁
協
で
参
拝
し
て
い
た
場
合

も
、
講
に
準
じ
る
方
法
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
定
置
漁
業
会
社
や
遠
洋
漁
業
船
の
よ
う
に
、
そ
の
経
営
体
単
独
で

参
拝
を
行
う
場
合
は
、
こ
れ
を
漁
業
者
が
講
と
称
す
る
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
、
組
織
の
代
表
者
が
定
期
的
に
参
拝
し
て
く
る
と
い
う
点
で
、
寺
社

側
か
ら
見
た
場
合
、
講
と
同
等
の
存
在
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
う
想
定
し
た
と
き
に
、
寺
社
の
信
仰
を
考
え
る
上
で
、
こ
う
し

た
参
拝
の
様
式
は
講
と
の
関
連
に
お
い
て
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か

が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
深
め
て
い
き
た
い
。

信
仰
・
文
化
・
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー 

│
│ 

筑
波
山
の
窟
を
め
ぐ
る
人
々 

│
│

天
田　

顕
徳

　

本
発
表
で
は
、
筑
波
山
神
窟
講
に
よ
る
筑
波
山
禅
定
を
事
例
と
し
て
取

り
扱
う
。
本
事
例
の
分
析
を
通
し
、
講
研
究
の
持
つ
今
日
的
な
意
義
と
可

能
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
発
表
の
目
的
と
な
る
。

　

筑
波
山
神
窟
講
に
よ
る
筑
波
山
禅
定
は
、
毎
年
八
月
の
下
旬
に
行
わ
れ

伊
勢
神
宮
、
伏
見
稲
荷
、
豊
川
稲
荷
、
奧
山
半
僧
坊
な
ど
に
年
一
回
以
上

参
拝
し
て
い
る
。

　

次
に
地
区
毎
の
特
徴
を
見
よ
う
。
熊
野
市
甫
母
は
沿
岸
の
小
規
模
・
個

人
的
な
漁
が
主
の
地
区
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
重
県
南
部
全
般
で
信
仰
を

集
め
る
青
峯
山
へ
も
、
小
さ
い
船
は
参
拝
し
な
い
と
い
う
。
一
方
、
甫
母

地
区
の
内
部
で
は
寺
院
（
海
禅
寺
、
曹
洞
宗
）
で
の
年
一
回
の
祈
禱
、
妙

見
神
社
の
祭
の
中
で
大
漁
祈
願
が
行
わ
れ
て
い
る
。
南
伊
勢
町
奈
屋
は
自

給
的
漁
業
と
規
模
の
大
き
な
経
営
体
と
が
混
在
す
る
地
区
で
あ
る
。
小
さ

い
船
は
青
峯
山
、
那
智
山
の
ど
ち
ら
か
に
年
一
度
参
拝
す
る
一
方
、
大
き

い
船
は
年
一
度
金
刀
比
羅
宮
へ
参
拝
す
る
と
い
う
よ
う
に
経
営
規
模
に
よ

る
違
い
が
見
ら
れ
る
。
漁
協
の
合
併
前
は
、
組
合
の
行
事
と
し
て
、
年
に

一
度
金
刀
比
羅
宮
へ
参
拝
し
て
い
た
。
鳥
羽
市
答
志
は
中
型
船
の
個
人
経

営
を
軸
に
、
漁
業
が
主
た
る
生
業
と
し
て
機
能
し
て
い
る
島
嶼
部
の
集
落

で
あ
る
。
答
志
の
八
幡
神
社
は
海
の
守
り
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
、
そ
の

例
大
祭
、
ジ
ン
サ
イ
（
神
祭
）
に
用
い
た
墨
で
、
納
屋
や
船
に
「
八
」
の

字
を
書
く
習
慣
が
あ
る
。
多
く
の
人
が
青
峯
山
へ
の
年
一
回
の
参
拝
を
欠

か
さ
ず
行
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
多
賀
大
社
、
奥
山
半
僧
坊
の
講
が
存
在

し
、
信
答
講
と
称
す
る
信
貴
山
の
講
は
現
在
も
活
動
し
て
い
る
。

　

傾
向
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
大
型
定
置
網
、
遠
洋
漁
業
船
な
ど
、
大
き

な
組
織
を
持
つ
場
合
は
そ
の
組
織
が
単
独
で
活
発
な
参
拝
を
行
う
の
に
対

し
、
中
型
船
の
個
人
経
営
を
主
と
す
る
答
志
で
は
、
集
落
内
の
八
幡
神

社
、
皆
が
参
拝
す
る
青
峯
山
に
加
え
、
講
を
活
用
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
参

拝
対
象
を
加
え
て
い
る
状
況
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
漁
業
規
模
が
小

さ
い
場
合
は
参
拝
行
動
も
消
極
的
に
な
る
。
漁
業
規
模
の
小
さ
い
漁
業
者

と
大
き
い
漁
業
者
が
混
在
す
る
奈
屋
で
は
、
漁
協
が
合
併
さ
れ
る
ま
で
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②
参
加
者
の
動
機
を
探
っ
て
い
く
と
、「
本
物
の
修
行
」
で
あ
る
が
ゆ

え
に
筑
波
山
禅
定
に
参
加
し
た
、
と
い
う
メ
ン
バ
ー
が
複
数
み
ら
れ
た
。

こ
れ
は
筑
波
山
禅
定
が
あ
く
ま
で
も
神
事
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
体
験
修

行
」
で
は
な
い
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
言
葉
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
報
告
で
は
従
来
信
仰
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た
宗
教

の
行
事
が
し
ば
し
ば
観
光
の
対
象
と
し
て
ま
な
ざ
さ
れ
る
事
例
が
見
ら
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
宗
教
側
が
本
物
の
宗
教
行

事
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
観
光
の
対
象
と
し
て
の
価
値

や
人
気
が
高
ま
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
筑
波
山
神
窟
講
の
事
例
と

の
比
較
を
行
っ
た
。

　

以
上
、
①
、
②
の
よ
う
な
従
来
の
「
講
」
に
な
い
特
徴
を
備
え
た
筑
波

山
神
窟
講
の
事
例
は
、「
宗
教
の
個
人
化
」
や
「
宗
教
の
資
源
化
」
と
い

っ
た
現
代
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
研
究
課
題
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
得

る
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
報
告
と
し
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

森　
　

悟
朗

　

本
パ
ネ
ル
発
表
は
、
講
（
講
集
団
）
あ
る
い
は
講
的
集
団
の
研
究
に
つ

い
て
、
宗
教
研
究
に
お
け
る
意
義
と
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
。
な
お
本
パ
ネ
ル
発
表
は
、
宗
教
学
・
民
俗
学
・
歴
史
学
等
に
よ
る

多
角
的
・
学
際
的
な
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
「
講
研
究
会
」（
代
表
：

長
谷
部
八
朗
駒
澤
大
学
教
授
）
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
新
た
な
研
究

発
表
を
加
え
、
フ
ロ
ア
も
交
え
て
講
研
究
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て
議

論
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
。

　

発
表
者
各
自
の
研
究
報
告
の
の
ち
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
佐
藤
憲
昭
氏

る
神
事
で
あ
る
。
現
在
は
筑
波
山
神
社
が
主
催
し
て
お
り
、
参
加
者
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
し
て
い
る
。
筑
波
山
中
を
巡
り
歩
き
、
点
在
す
る
窟

に
参
拝
す
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
神
窟
講
の
活
動
は
郷
土
史
家

の
宮
本
宣
一
が
『
筑
波
歴
史
散
歩
』
の
中
で
詳
述
し
て
お
り
、
報
告
で
は

宮
本
の
記
述
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
聞
き
書
き
を
通
し
、
現
代
の
筑

波
山
神
窟
講
の
活
動
を
跡
づ
け
て
い
っ
た
。

　

続
い
て
報
告
で
は
、
筑
波
山
神
窟
講
の
淵
源
、
沿
革
に
目
を
向
け
た
。

筑
波
山
は
古
来
よ
り
信
仰
の
山
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
期
に

は
修
験
道
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、

筑
波
山
神
窟
講
に
関
す
る
史
料
は
ほ
ぼ
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
歴
史
的
実

態
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
筑
波
山
や
加
波
山
に
ま
つ
わ
る
先
行
研
究

を
参
照
し
て
も
筑
波
山
神
窟
講
を
扱
っ
て
い
る
も
の
は
殆
ど
無
く
、
一
部

扱
っ
て
い
る
も
の
も
、
分
析
を
文
書
等
で
は
な
く
、
先
述
の
『
筑
波
山
歴

史
散
歩
』
の
記
述
に
則
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
で
は
指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
報
告
で
は
以
下
二
点
に
つ
い
て
分
析
、
指
摘
を
行
っ
た
。

　

①
先
述
の
通
り
、
筑
波
山
神
窟
講
社
は
筑
波
山
神
社
が
主
催
し
参
加
者

を
募
っ
て
い
る
が
、
参
加
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
結
集
の
契
機
を
確
認
す

る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
同
信
性
」
を
軸
に
構
成
さ
れ
た
講
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
参
加
者
に
は
、
信
仰
的
動
機
を
口
に
す
る
も
の
、
禅
定
の
文
化

的
価
値
に
心
惹
か
れ
た
と
い
う
も
の
、「
筑
波
山
が
懐
か
し
く
て
」
と
い

う
山
に
対
す
る
個
人
的
な
感
慨
を
口
に
す
る
も
の
な
ど
様
々
で
、
そ
の
動

機
は
一
様
で
は
な
い
。
従
来
の
「
講
」
が
地
縁
や
血
縁
、
職
縁
と
い
っ
た

い
わ
ば
集
合
的
共
同
性
を
も
と
に
し
て
い
る
と
す
る
と
、
現
在
の
筑
波
山

神
窟
講
は
、
あ
る
種
「
離
散
的
な
共
同
性
」（『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の

社
会
学
』）
の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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代
社
会
に
お
い
て
講
は
か
つ
て
の
よ
う
に
あ
り
ふ
れ
た
存
在
で
は
な
く
な

っ
て
お
り
、
本
パ
ネ
ル
で
扱
っ
た
よ
う
な
社
会
集
団
に
つ
い
て
、「
講
」

と
い
う
術
語
を
用
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
阿
部

は
、
操
作
概
念
と
し
て
の
講
と
、
講
員
が
自
意
識
と
し
て
語
る
講
を
分
け

て
考
察
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
し
た
。
ま
た
髙
木
は
、
自
身
の
報
告
に
お

い
て
「
講
」
と
い
う
バ
イ
ア
ス
を
か
け
よ
う
と
す
る
意
図
は
な
く
、
講
に

準
ず
る
も
の
、
講
的
な
も
の
も
取
り
上
げ
、「
講
」
を
見
直
す
こ
と
で
、

見
え
て
く
る
も
の
を
考
察
し
た
、
と
応
答
し
た
。
ま
た
天
田
は
、
確
か
に

現
代
社
会
に
お
い
て
講
は
後
景
化
し
た
が
、
例
え
ば
富
士
山
の
世
界
遺
産

指
定
に
お
い
て
富
士
講
に
価
値
が
見
い
出
さ
れ
た
こ
と
（
資
源
化
）
や
、

天
田
報
告
の
よ
う
に
講
が
個
人
化
さ
れ
た
宗
教
性
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
（
離
散
的
共
同
性
）
の
受
け
皿
と
な
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
講
は

現
代
宗
教
の
変
化
を
考
え
る
研
究
課
題
と
な
り
う
る
と
指
摘
し
た
。

　

続
い
て
「
研
究
対
象
の
問
題
」
に
関
し
て
、
鈴
木
昭
英
氏
か
ら
、
伝
統

的
な
参
詣
講
の
歴
史
的
重
要
性
と
、
講
の
参
拝
対
象
が
複
数
の
場
合
の
差

異
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
鈴
木
正
崇
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
）
か

ら
は
、
成
田
山
の
門
前
町
の
「
女
人
講
」
等
の
講
に
は
、
生
活
の
中
の
人

間
関
係
と
し
て
の
側
面
と
、
都
市
生
活
の
中
で
社
寺
と
人
々
を
接
続
さ
せ

る
社
会
組
織
と
し
て
の
側
面
が
あ
り
、
現
代
社
会
に
対
応
し
た
社
会
組
織

と
し
て
の
講
の
研
究
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
長
谷
部
八
朗
氏
か
ら
、
講
研
究
は
、
従
来
の
宗
教
研
究
に
お
い

て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
側
面
に
光
を
あ
て
、
講
を
通
し
て
宗
教
の
「
変

化
」
を
考
察
で
き
る
点
が
重
要
で
あ
る
、
と
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

（
駒
澤
大
学
）
か
ら
以
下
の
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。
市
田
報
告
に
は
近

代
の
官
社
の
経
済
的
基
盤
と
講
社
を
含
め
た
講
的
集
団
の
あ
り
方
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、
市
田
が
補
足
説
明
し
た
。
阿
部
報
告
に
は
霊
験
譚
の
経

年
変
化
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
阿
部
は
時
代
が
新
し
く
な
る
ほ
ど
霊

験
譚
の
記
載
が
少
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
髙
木
報
告

に
は
漁
業
者
の
寺
社
参
拝
の
中
で
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
が
関

わ
る
場
合
は
あ
る
か
と
質
問
が
あ
り
、
髙
木
は
今
回
の
扱
っ
た
事
例
の
中

に
も
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
評
判
を
聞
い
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
関
わ
る
可
能
性
は
あ
る
と
指
摘
し
た
。
天
田
報
告
に
は
発
表
の
事

例
と
「
一
日
出
家
」
の
よ
う
な
体
験
修
行
と
の
比
較
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
が
求
め
ら
れ
、
天
田
は
筑
波
山
の
事
例
は
「
体
験
」
で
は
な
く
、
オ
ー

セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
修
行
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
の

「
真
正
性
」
が
人
を
呼
び
込
む
魅
力
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
た
。

　

次
に
フ
ロ
ア
と
は
、
主
に
「
講
研
究
の
戦
略
性
」
と
「
研
究
対
象
の
問

題
」
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
前
者
に
関
し
て
は
、
寺
田
喜
朗

氏
（
大
正
大
学
）
か
ら
、
定
義
や
類
型
論
に
種
々
の
問
題
点
が
あ
る
桜
井

徳
太
郎
の
講
研
究
に
対
し
て
、
本
パ
ネ
ル
発
表
は
新
た
な
講
研
究
と
し
て

の
戦
略
が
明
確
で
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
森
は
、

現
在
は
桜
井
論
も
含
め
た
従
来
の
講
研
究
に
対
し
、
個
別
の
事
例
研
究
の

積
み
重
ね
か
ら
批
判
的
に
再
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ
の
明
確
な

戦
略
の
策
定
は
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
阿
部
は
、
従

来
の
研
究
が
講
の
組
織
的
・
社
会
機
能
的
側
面
の
い
ず
れ
か
に
偏
っ
て
分

析
す
る
傾
向
が
あ
り
、
講
員
自
体
の
言
説
や
活
動
に
注
目
す
る
視
点
に
欠

け
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
続
い
て
山
中
弘
氏
（
筑
波
大
学
）
か
ら
は
、
現
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っ
た
「
説
法
」「
法
談
」「
談
義
」
は
禁
じ
ら
れ
て
、
三
条
教
則
に
も
と
づ

く
僧
侶
の
「
教
化
」「
説
教
」
が
推
進
さ
れ
た
。
し
か
し
僧
侶
は
公
席
で

は
三
条
の
教
則
を
説
く
が
、
私
席
で
は
近
世
以
来
の
「
説
法
」「
談
義
」

「
法
談
」
を
や
り
つ
づ
け
て
お
り
、
自
分
の
属
す
る
宗
派
の
「
宗
意
」
を

語
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
教
導
職
の
時
代
は
、
試
行
錯
誤
の
時
代
で
あ
り
、

挫
折
の
連
続
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
面
も
あ
っ
た
。
教
導

職
は
、
そ
の
後
の
日
本
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
第
一
に
、
明
治

初
期
の
物
価
高
騰
、
租
税
の
変
更
な
ど
に
対
す
る
暴
動
、
騒
擾
を
鎮
静
さ

れ
る
効
果
を
も
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
教
育
と
重
複
し
な
が
ら
も
、
教
育

の
社
会
的
定
着
を
下
支
え
し
た
面
が
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
大
教
院
の
解

散
、
教
導
職
の
廃
止
が
、
仏
教
宗
派
に
自
発
的
な
僧
侶
の
養
成
機
関
設
立

を
促
す
契
機
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
八
八
〇
年
の
内
務
省
通
達
に
、
コ
レ
ラ
の
予
防
の
通
達
を
教
導
職
に

求
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
僧
侶
が
自
宗
派
の
や
り
か

た
で
コ
レ
ラ
治
療
の
加
持
祈
禱
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
す
で
に
三
条
の
教
則
に
よ
る
国
民
教
化
の
意
図
は
消
滅
し
て
い

る
。
一
八
八
四
年
に
教
導
職
が
廃
止
と
な
っ
た
。
政
府
は
、
各
宗
派
の
管

長
を
勅
任
官
に
し
て
、
各
宗
派
に
宗
法
・
寺
法
を
つ
く
る
よ
う
に
命
じ

た
。
管
長
を
中
心
に
し
て
、
宗
法
・
寺
法
を
定
め
て
組
織
を
固
め
よ
う
と

す
る
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
す
る
。
仏
教
宗
派
は
危
機
を
は
ら
み
な
が

ら
、
近
代
的
な
組
織
を
形
成
す
る
過
程
で
、
教
化
の
有
効
性
を
認
識
し
再

利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
宗
派
の
中
央
が
僧
侶
を
派
遣
し
て
、
各

地
で
僧
侶
の
仲
間
に
迎
え
ら
れ
、
中
央
の
意
志
を
伝
え
、
地
域
住
民
を
相

手
に
し
た
説
教
を
行
う
「
巡
回
説
教
」
が
広
が
っ
た
。

　

内
務
省
は
、
僧
侶
の
学
歴
・
資
質
に
つ
い
て
目
を
光
ら
せ
、
教
師
は
尋

近
代
日
本
仏
教
史
の
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト

代
表
者
・
司
会　

林　
　

淳

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

谷
川　

穣

「
人
別
」
か
ら
「
教
化
」
へ

林　
　
　

淳

　

日
本
の
宗
教
史
上
「
近
世
か
ら
近
代
へ
」
と
い
う
変
化
を
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
何
か
が
連
続
し
、
何
か
が
断
絶
し
た
と
い
う
対
照

表
を
つ
く
る
よ
り
も
、
根
本
的
な
転
換
が
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
広
い
視

野
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
政
府
が
宗
教
者
に
何
を
期
待
し
、
ど

の
よ
う
な
任
務
を
負
わ
せ
よ
う
と
し
た
か
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
視
角

は
、
近
世
的
な
身
分
社
会
で
は
明
確
に
あ
っ
た
僧
侶
の
公
的
な
身
分
・
任

務
（
役
儀
）
が
近
代
で
は
崩
れ
て
弱
ま
り
な
が
ら
も
、
政
府
と
教
団
と
の

関
係
の
再
構
築
過
程
で
、
僧
侶
の
「
公
的
な
任
務
」
が
新
た
に
つ
く
り
な

お
さ
れ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
近
世
と
近
代
の
仏
教
史
は
、
ど
こ
が
決
定
的
に
異
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
江
戸
幕
府
が
、
僧
侶
に
期
待
し
命
じ
た
の
は
、
檀
家
の
宗
旨

「
人
別
」
帳
作
成
へ
の
参
加
、
檀
家
の
葬
儀
の
実
施
、
檀
家
の
旅
行
・
結

婚
に
際
し
て
の
寺
請
証
文
作
成
で
あ
っ
た
。
本
所
支
配
の
山
伏
、
陰
陽
師

の
場
合
も
、
聖
護
院
、
土
御
門
家
の
本
所
が
彼
ら
の
「
人
別
」
帳
を
作
成

し
、
江
戸
幕
府
に
提
出
し
て
い
た
。
明
治
政
府
は
、
僧
侶
に
何
を
期
待
し

た
の
か
。
そ
れ
は
、
僧
侶
に
よ
る
「
教
化
」
で
あ
っ
た
。

　

教
導
職
と
し
て
僧
侶
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
の
国
民
教

化
と
し
て
の
「
教
化
」「
説
教
」
が
期
待
さ
れ
た
。
近
世
ま
で
盛
ん
で
あ
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い
て
、
仏
教
側
か
ら
か
な
り
赤
裸
々
な
批
判
も
登
場
し
て
く
る
。
仏
教
各

派
の
大
教
院
離
脱
に
、
こ
う
し
た
教
説
批
判
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
側
面
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

本
発
表
で
は
、
当
時
の
一
般
向
け
教
養
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
と
し
て
明
治

七
年
（
一
八
七
四
）
に
出
版
さ
れ
た
、
花
谷
安
慧
『
天
文
三
字
経
』
を
取

り
あ
げ
、
仏
教
側
の
大
教
院
批
判
の
言
説
と
し
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
、
須
弥
山
説
に
基
づ
く
国
学
的
宇
宙
像
の
批
判
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

　
『
天
文
三
字
経
』
は
、
理
学
系
の
往
来
物
に
も
分
類
さ
れ
る
識
字
教
科

書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
文
字
の
手
習
い
の
た
め
の
暗
誦
を
目
的
に
し
た

簡
素
な
様
式
を
採
り
な
が
ら
、
イ
ン
ド
と
中
国
、
さ
ら
に
は
西
洋
の
天
文

学
説
の
関
係
を
簡
略
に
説
明
し
、
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
仏
教
世
界
像
と

日
本
古
来
の
宇
宙
論
の
一
致
を
説
い
て
い
る
。
著
者
で
あ
る
花
谷
安
慧

（
一
八
一
九
―
一
九
〇
一
）
は
、
学
僧
と
し
て
活
躍
し
、
最
終
的
に
は
西

本
願
寺
の
司
教
と
な
っ
た
。
ま
た
、
自
坊
の
境
内
に
寮
を
建
て
、
私
塾
を

開
い
て
門
弟
た
ち
の
教
育
に
も
力
を
尽
く
し
て
い
る
。

　

本
書
の
な
か
で
安
慧
は
、
ま
ず
天
竺
・
支
那
・
西
洋
の
天
文
学
説
を
主

な
理
論
と
し
て
紹
介
し
、
そ
の
う
え
で
須
弥
山
説
に
も
と
づ
く
仏
教
世
界

像
と
文
化
・
文
政
年
間
に
普
門
円
通
（
一
七
五
四
―
一
八
三
四
）
に
よ
っ

て
確
立
さ
れ
た
仏
教
天
文
学
（
梵
暦
）
の
概
略
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
の
神
典
の
世
界
像
と
仏
典
の
世
界
像
の
一
致
を
説
い
て
、

こ
の
こ
と
は
古
来
多
く
の
思
想
家
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
き
た
と
す
る
。

し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
「
種
々
（
サ
マ
サ
マ
）
ノ
奇
怪
（
ア
ヤ
シ
）
ノ

説
ヲ
ナ
ス
者
」
が
現
れ
て
き
た
。
本
居
宣
長
か
ら
服
部
中
庸
、
さ
ら
に
は

平
田
篤
胤
へ
と
展
開
さ
れ
る
国
学
的
宇
宙
像
に
つ
い
て
、
安
慧
は
キ
リ
ス

常
中
学
以
上
の
学
歴
・
学
識
を
も
つ
べ
き
だ
と
指
導
し
た
。
日
清
戦
争
後

の
曹
洞
宗
の
『
宗
報
』
に
は
、「
盛
か
ん
に
陸
海
軍
人
を
教
化
」
す
る
こ

と
を
行
う
べ
き
だ
と
い
う
記
載
が
あ
っ
た
。
宗
派
内
の
「
教
化
」
か
ら
、

宗
派
外
へ
の
「
社
会
教
化
」
へ
と
い
う
変
化
が
お
こ
っ
た
。
そ
し
て
国
内

の
「
巡
回
説
教
」
が
海
外
へ
と
発
展
し
た
。
一
九
一
二
年
三
教
会
同
で
床

次
竹
二
郎
は
、「
小
学
校
卒
の
教
育
経
験
の
人
に
対
し
て
は
社
会
教
化
が

必
要
で
あ
る
か
ら
、
宗
教
者
の
出
番
で
あ
る
」
と
説
い
た
。
床
次
が
期
待

し
た
の
は
、
学
歴
社
会
か
ら
零
れ
た
多
数
の
民
衆
へ
の
社
会
教
化
と
感
化

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
宗
教
者
が
教
化
者
と
し
て
呼
び
出
さ
れ
た
。
大
正
年

間
・
昭
和
初
期
に
お
い
て
日
本
社
会
が
転
換
し
た
。
一
九
二
九
年
文
部
省

が
教
化
動
員
を
学
校
に
訓
令
し
、
国
民
精
神
の
作
興
、
国
力
培
養
を
国
民

的
な
目
標
と
し
た
。
再
び
僧
侶
が
教
化
者
と
し
て
、
そ
の
一
角
を
占
め
、

新
し
い
役
割
を
担
っ
た
。

大
教
院
離
脱
と
須
弥
山
説

│
│ 

花
谷
安
慧
『
天
文
三
字
経
』
を
読
む 

│
│

岡
田　

正
彦

　

明
治
五
年
、
島
地
黙
雷
は
外
遊
先
の
パ
リ
で
「
三
条
教
則
批
判
建
白

書
」
を
起
草
し
、
翌
六
年
に
は
「
大
教
院
分
離
建
白
書
」
を
著
し
て
、
教

部
省
を
中
心
と
す
る
大
教
宣
布
運
動
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
政
教
分
離
・

信
教
自
由
を
訴
え
る
黙
雷
の
主
張
が
、
真
宗
各
派
の
大
教
院
離
脱
か
ら
信

教
自
由
の
口
達
を
経
て
、
教
部
省
の
廃
止
に
至
る
政
府
の
宗
教
行
政
の
あ

り
方
や
、
仏
教
各
派
の
動
向
に
大
き
く
影
響
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
二
十
八
兼
題
が
制
定
さ
れ
て
大
教
宣
布
の
方
向
性
が
明
確

に
な
る
と
、
平
田
派
の
国
学
思
想
の
影
響
が
色
濃
い
大
教
院
の
教
説
に
つ
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仏
教
公
認
運
動
・
再
考

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ

　
「
仏
教
公
認
教
運
動
」
は
、
大
日
本
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
る
一
八
八
九

年
の
前
後
に
始
ま
り
、
宗
教
法
案
が
貴
族
院
に
否
決
さ
れ
る
一
九
〇
〇
年

ま
で
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
近
代
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
言

説
的
な
転
回
点
で
あ
る
。
そ
の
一
貫
性
に
つ
い
て
は
今
後
、
検
討
の
必
要

が
あ
る
が
、
簡
潔
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
拡

大
を
阻
止
し
よ
う
と
努
め
つ
つ
、
大
多
数
の
「
日
本
人
」
が
支
持
す
る
仏

教
は
、
僧
侶
兵
役
の
免
除
、
小
学
徳
育
の
委
託
、
兵
営
監
獄
教
導
の
独
占

な
ど
の
特
権
を
、
政
府
よ
り
受
け
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
思
想
的
・
社
会

的
な
運
動
で
あ
る
。

　
「
公
認
教
」
と
い
う
言
葉
の
初
出
は
井
上
円
了
（
一
八
五
八
―
一
九
一

九
）
が
著
し
た
『
日
本
政
教
論
』
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
八
九

年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
本
書
に
お
い
て
、
彼
は
「
わ
が
国
今
日
の
事
情
を

考
う
る
に
、
憲
法
第
二
八
条
に
信
教
自
由
の
布
達
あ
る
も
、
政
教
の
関
係

い
ま
だ
判
然
た
ら
ず
、
政
教
の
前
途
い
ま
だ
一
定
せ
ざ
る
を
見
る
」
と
述

べ
、
立
憲
国
家
に
お
け
る
神
仏
二
教
の
然
る
べ
き
法
的
な
位
置
づ
け
を
考

察
す
る
。
さ
ら
に
、「
わ
が
国
に
数
万
（
た
と
え
ば
五
万
な
い
し
一
〇
万

以
上
）
の
信
徒
を
有
し
た
る
も
の
」
や
、「
わ
が
国
に
数
十
年
（
た
と
え

ば
五
〇
年
な
い
し
一
〇
〇
年
）
間
布
教
せ
る
も
の
」
を
「
公
認
教
」
と

し
、
上
記
に
触
れ
た
よ
う
な
、
国
家
か
ら
様
々
な
保
護
を
享
受
す
べ
き
で

あ
る
と
し
た
（『
井
上
円
了
選
集　

第
八
巻
』
東
洋
大
学
、
一
九
九
一
年
、

五
一
―
五
三
頁
）。
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
こ
か
ら
当
然
、
意
図
的
に
外
さ
れ

て
い
た
。

　

報
告
者
が
以
前
に
も
主
張
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
円
了
は
『
日
本
政
教

ト
教
と
西
洋
思
想
の
影
響
下
に
お
い
て
新
た
に
捏
造
さ
れ
た
妄
説
で
あ
る

と
厳
し
く
批
判
し
、
仏
典
と
神
典
の
宇
宙
像
の
近
似
性
を
強
調
す
る
。
こ

こ
で
は
、
科
学
的
知
識
の
有
限
性
が
平
田
篤
胤
の
国
学
的
宇
宙
像
と
結
び

つ
け
ら
れ
、
神
儒
仏
一
致
の
立
場
か
ら
大
教
院
の
教
説
批
判
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
、
教
部
省
か
ら
須
弥
山
説
説
教
禁

止
の
口
達
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
明
治
六
年
か
ら
の
太
陽
暦
採
択
ば
か

り
で
な
く
、
こ
う
し
た
仏
教
側
の
国
学
批
判
の
言
説
も
関
係
し
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、『
天
文
三
字
経
』
の
シ
ン
プ
ル
な
記
述
は
、
大
教
院
の
シ
ス
テ

ム
に
組
み
込
ま
れ
、
教
部
省
主
導
の
教
説
を
唱
導
し
て
い
た
当
時
の
僧
侶

の
意
識
を
分
か
り
易
く
表
し
て
い
る
。
仏
教
側
の
国
学
批
判
は
、
天
皇
を

中
心
に
し
た
国
家
の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
や
西
洋
思
想
に

影
響
さ
れ
た
（
と
さ
れ
る
）
当
時
の
国
民
教
化
シ
ス
テ
ム
及
び
大
教
院
の

教
説
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
安
慧
が
指
摘
す
る
よ
う
な
国
学
的

宇
宙
像
の
非
宗
教
性
（
な
い
し
非
正
統
性
）
は
、
島
地
黙
雷
の
政
教
分
離

論
と
は
ま
た
別
の
か
た
ち
で
意
識
化
さ
れ
、
仏
教
側
の
大
教
院
離
脱
を
後

押
し
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

平
田
篤
胤
の
国
学
的
宇
宙
像
と
西
洋
近
代
及
び
キ
リ
ス
ト
教
を
直
結

し
、
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
で
「
神
儒
仏
」
三
教
の
一
致
を
主
張
す
る
安

慧
の
議
論
は
、「
国
家
神
道
」
体
制
の
も
と
で
歩
ん
で
い
く
、
こ
の
後
の

近
代
仏
教
の
展
開
を
考
え
る
う
え
で
も
極
め
て
興
味
深
い
。『
天
文
三
字

経
』
の
よ
う
な
一
般
向
け
の
教
養
書
と
し
て
、
明
治
七
年
と
い
う
時
期
に

こ
う
し
た
考
え
方
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
維
新
期
の
政
治
と
宗

教
、
神
道
と
仏
教
と
い
っ
た
課
題
を
考
察
す
る
う
え
で
も
看
過
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
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ド
と
な
る
。
こ
の
キ
ー
タ
ー
ム
の
思
想
的
な
枠
組
は
一
九
〇
〇
年
と
い
う

時
期
ま
で
持
続
し
て
、
多
く
の
論
者
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
内
容
も
当
然
、
変
遷
し
て
い
く
。
そ
の
場
合
、
仏
教
公
認
運
動
を

再
考
す
る
上
で
、
そ
れ
を
運
動
と
し
て
み
る
社
会
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

加
え
、
そ
の
言
葉
自
体
の
成
立
と
展
開
と
い
う
言
説
史
的
な
視
座
も
有
効

か
も
し
れ
な
い
。「
公
認
教
」
な
る
概
念
の
持
続
と
変
容
の
史
的
叙
述
や
、

そ
れ
と
表
裏
一
体
の
言
説
と
し
て
仏
教
界
に
広
が
る
「
政
教
分
離
」
の
語

り
方
を
め
ぐ
る
検
討
に
も
、
報
告
者
は
現
時
点
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
成
果
を
今
後
、
発
表
し
て
い
き
た
い
。

宗
門
系
大
学
の
成
立 

│
│ 

宗
乗
か
ら
宗
学
、
そ
し
て
仏
教
学
へ 

│
│

江
島　

尚
俊

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
日
本
近
代
仏
教
史
の
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
を

様
々
な
立
場
・
方
法
で
論
じ
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
近
年
、
発
表
者
は
高

等
教
育
と
日
本
近
代
仏
教
の
関
係
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
発
表
で
は
高
等
教
育
史
制
度
史
の
視
点
か
ら
日
本
近
代
仏
教
を
論

じ
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
宗
門
系
大
学
（
そ
の
前
史
を
含
む
）
を
各

種
学
校
時
代
、
専
門
学
校
時
代
、
大
学
時
代
の
三
つ
に
区
分
し
た
上
で
、

「
宗
乗
」
か
ら
「
仏
教
学
」
へ
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
る
。

（
一
）
各
種
学
校
時
代
：
明
治
八
年
〜

　

後
に
宗
門
系
大
学
を
創
立
し
て
い
く
九
つ
の
伝
統
仏
教
教
団
（
日
蓮

宗
、
曹
洞
宗
、
真
宗
大
谷
派
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
天
台

宗
、
高
野
山
真
言
宗
、
真
言
宗
智
山
派
・
豊
山
派
）
は
、
大
教
院
が
解
散

し
た
後
に
、
本
校
と
支
校
の
組
み
合
わ
せ
を
も
っ
て
全
国
規
模
の
学
校
体

制
を
構
想
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内
実
は
あ
ま
り
に
壮
大
な
試
み
で
あ
っ

論
』
に
お
い
て
、『
真
理
金
針
』
と
い
っ
た
そ
れ
ま
で
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
窺
え
る
よ
う
な
哲
学
的
・
本
質
的
な
キ
リ
ス
ト
教
批
判
と
い
う
よ
り

も
、
日
本
の
「
国
体
」
や
法
律
体
系
そ
れ
自
体
に
衝
突
し
か
ね
な
い
「
宗

教
」
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
描
写
す
る
（
拙
稿
「
明
治
中
期
に
お
け
る
日

本
仏
教
の
言
説
的
位
相
│
│
仏
教
公
認
運
動
を
中
心
に
」『
宗
教
研
究
』

八
五
巻
四
輯
、
一
五
四
―
一
五
五
頁
）。
つ
ま
り
、『
日
本
政
教
論
』
を
起

点
と
す
る
仏
教
公
認
運
動
は
、
排
耶
論
の
方
法
的
な
転
回
を
意
味
し
、
明

治
期
に
お
け
る
仏
基
関
係
の
ひ
と
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
円
了
に
よ
る
「
公
認
教
」
の
概
念
的
形
成
を
辿
る
べ
く
、
井

上
毅
（
一
八
四
四
―
一
八
九
五
）
の
影
響
に
加
え
、
彼
が
一
八
八
八
年
か

ら
一
八
八
九
年
に
か
け
て
果
た
し
た
「
欧
米
視
察
」
も
考
え
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
詳
細
は
『
欧
米
各
国
政
教
日
記　

上
下
』（
一
八
八
九
年
）
に

確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
、
課
題
と
し
て
の
政
教
関
係

論
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
円
了
は
、
そ
の
思
想
的
転
回

を
正
当
化
す
る
か
の
よ
う
に
「
政
教
す
な
わ
ち
哲
学
な
り
」
と
宣
言
し
、

政
教
論
を
、「
理
論
哲
学
」
に
対
し
て
、
理
論
応
用
の
場
と
な
る
「
実
際

哲
学
」
に
属
す
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集　

第
二
三
巻
』

東
洋
大
学
、
二
〇
〇
三
年
、
二
一
頁
）。
円
了
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
政

教
関
係
に
刺
激
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
公
認
化
を
想
定
し
た
が
、

彼
が
主
張
し
た
「
公
認
教
」
と
は
、
何
ら
か
の
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語

の
直
接
的
な
翻
訳
語
で
は
な
く
、
視
察
し
た
諸
制
度
を
語
る
上
で
の
分
析

用
語
で
あ
り
、
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
な
概
念
で
あ
る
。

　
「
公
認
教
制
定
」
は
以
降
、
各
宗
管
長
や
、
仏
教
者
大
懇
和
会
に
よ
っ

て
主
張
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
仏
教
界
の
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
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き
た
「
宗
乗
」（
も
し
く
は
「
正
業
」）
が
、
大
学
令
（
大
正
七
年
公
布
）

認
可
を
境
に
消
失
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
学
に
昇
格
し
た
全
て
の
宗
門
系

大
学
に
お
い
て
「
仏
教
学
」
と
い
う
呼
称
が
科
目
名
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
こ
れ
は
、
大
学
に
お
い
て
教
授
さ
れ
る
内
容
が
よ
り
学
術
的
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
宗
乗
」
と
は

あ
く
ま
で
宗
門
的
な
科
目
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
学
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
学
名
は
言
う
に
及
ば
ず
、
学

部
名
に
す
ら
宗
教
色
を
認
め
な
か
っ
た
当
時
の
文
部
省
の
姿
勢
を
鑑
み
る

と
、
近
世
的
な
意
味
合
い
を
強
く
残
す
「
宗
乗
」
は
排
除
の
対
象
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
本
発
表
に
お
い
て
提
示
し
た
い
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
は
専

門
学
校
令
で
あ
る
。
伝
統
仏
教
教
団
に
と
っ
て
の
「
宗
乗
」
が
、
高
等
教

育
制
度
上
「
佛
学
」
と
し
て
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
的
な
学

問
観
を
根
底
に
据
え
る
「
仏
教
学
」
へ
と
変
化
が
起
こ
る
契
機
と
な
っ
た

と
結
論
づ
け
た
い
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

林　
　
　

淳

　

本
パ
ネ
ル
は
、
二
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
俄
然
と
活
発
に
な
っ
て
き
た

近
代
仏
教
の
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
個
々
の
研
究
者
の
専
門
を
越

え
た
と
こ
ろ
で
新
た
な
座
標
軸
を
提
示
し
、
そ
の
座
標
軸
に
お
い
て
研
究

の
相
互
の
関
係
を
見
定
め
た
い
と
考
え
て
企
画
さ
れ
た
。
タ
ー
ニ
ン
グ
・

ポ
イ
ン
ト
を
表
題
に
置
い
た
が
、
特
定
の
時
期
を
重
視
し
た
い
の
で
は
な

く
、
発
表
者
が
、
自
ら
の
テ
ー
マ
に
則
し
て
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
と
歴
史

が
推
移
し
、
転
換
し
た
の
か
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
通
の
議
論
の

た
た
め
に
、
各
教
団
と
も
に
幾
度
と
な
く
改
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

明
治
二
十
年
前
後
に
な
る
と
実
質
的
な
学
校
運
営
が
軌
道
に
乗
り
始
め

る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
宗
門
系
学
校
を
そ
れ
足
ら
し
め
る
授
業
科
目
の
呼

称
と
し
て
「
宗
乗
」
と
い
う
語
が
各
教
団
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（
た
だ
し
、
高
野
山
真
言
宗
に
つ
い
て
は
正
業
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ

続
け
た
）。

（
二
）
専
門
学
校
時
代
：
明
治
三
六
年
〜

　

私
立
学
校
を
正
高
等
教
育
制
度
の
内
に
正
式
に
組
み
込
む
た
め
の
初
の

教
育
法
令
と
し
て
、
専
門
学
校
令
（
明
治
三
六
年
公
布
）
が
あ
る
。
こ
の

法
令
を
公
布
し
た
文
部
大
臣
・
菊
池
大
麓
は
、
帝
国
大
学
お
よ
び
国
家
に

よ
る
管
理
の
も
と
、
私
立
学
校
を
専
門
学
校
と
し
て
認
可
し
よ
う
と
す
る

方
針
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
帝
国
大
学
の
学
問
体
系
の
中
に

容
易
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
教
育
内
容
を
有
す
る
学
校
が
認
可
の
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
宗
門
系
学
校
は
認
可
が
得
ら
れ
に
く
い
状
況
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
久
保
田
譲
が
文
部
大
臣
に
就
任
す
る
と
そ
の
状
況
は
一
変

す
る
。
高
等
教
育
機
関
の
拡
充
を
図
る
久
保
田
は
私
立
学
校
を
専
門
学
校

と
し
て
認
可
し
て
い
く
方
針
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
宗
門
系
学
校
も

続
々
と
認
可
さ
れ
て
い
っ
た
。「
宗
乗
」
を
核
と
す
る
宗
門
系
学
校
が
高

等
教
育
制
度
の
中
に
正
式
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、『
日
本
帝
国

文
部
省
年
報
』
に
は
「
佛
学
」
専
科
の
学
校
と
し
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
時
を
同
じ
く
し
て
、
継
承
を
重
ん
じ
る
「
宗
乗
」
と
は
異

な
り
、
近
代
的
な
学
問
観
を
根
底
に
据
え
た
「
宗
学
」
と
い
う
概
念
が
議

論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

（
三
）
大
学
時
代
：
大
正
七
年
〜

　

明
治
期
以
降
、
宗
門
系
学
校
に
お
け
る
中
心
的
な
科
目
で
あ
り
続
け
て
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と
矛
盾
し
な
い
か
、
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
た
。
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ

ウ
「
仏
教
公
認
運
動
・
再
考
」
に
対
し
て
は
、
①
井
上
毅
の
国
教
否
定
論

は
井
上
円
了
、
公
認
運
動
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
、
②
公
認

運
動
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
③
井
上
円
了
が
、
一
八
九
九
年
に
表
舞
台
に
立
ち
持
論
を
展
開
し

た
時
に
、
一
八
八
九
年
の
段
階
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
、
が

問
わ
れ
た
。
最
後
に
江
島
尚
俊
「
宗
門
系
大
学
の
成
立
」
に
対
し
て
は
、

①
制
度
変
更
を
行
っ
て
い
く
教
団
側
の
意
図
は
、
と
り
わ
け
明
治
一
〇
年

代
、
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
と
徐
々
に
教
育
程
度
を
上
げ
て
い
っ
た
事
情

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
②
訓
令
十
二
号
の
影
響
は
、
仏
教
系

の
学
校
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
応
答
は
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
も
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
明
治
二
〇
年
代

の
仏
教
教
団
の
上
か
ら
の
組
織
化
と
、
各
地
で
結
社
が
で
き
る
こ
と
の
関

係
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
仏
教
教
団
に
と
っ
て
、
僧
侶
の
教
化

に
は
ど
の
よ
う
な
目
的
が
あ
っ
た
か
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
間
で
も
、
教
化
と

教
育
を
め
ぐ
る
錯
綜
し
た
関
係
、
政
教
分
離
の
価
値
を
め
ぐ
る
問
題
、
大

教
宣
布
運
動
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
に
議
論
が
な
さ
れ
た
。
期
せ

ず
し
て
教
導
職
制
廃
止
以
降
の
時
期
に
、
議
論
の
焦
点
が
あ
つ
ま
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
と
、
明
治
二
〇
年
代
が
、
近
代
仏
教

に
お
い
て
重
層
的
な
意
味
で
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ン
イ
ト
で
あ
る
と
い
う
見

方
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

場
を
も
た
ら
し
た
い
と
考
え
た
。
本
来
マ
イ
ナ
ー
な
主
題
で
、
既
成
の
学

問
区
分
か
ら
は
み
出
し
が
ち
な
近
代
仏
教
と
い
う
領
域
に
、
二
一
世
紀
に

な
っ
て
急
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
た
り
は
じ
め
た
。
こ
の
傾
向
は
、
日
本
だ
け

で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
近
代
仏
教
は
、
仏
教
学
者
の
余
技

か
、
宗
学
者
の
な
か
で
も
近
代
の
資
料
を
扱
う
少
数
の
研
究
者
の
特
殊
分

野
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
傾
向
は
、
宗
教
学
、
社
会
学
、
日
本
史

学
な
ど
の
研
究
者
が
進
出
し
、
近
代
仏
教
に
切
り
込
ん
で
い
る
点
に
あ

る
。
か
れ
ら
は
、
お
お
む
ね
「
仏
教
」
よ
り
も
「
近
代
」
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
今
日
の
研
究
者
は
「
仏

教
」
を
通
し
て
「
近
代
」
を
問
い
直
そ
う
と
し
て
い
る
。
本
パ
ネ
ル
で

は
、
個
々
の
研
究
者
が
、
自
分
の
研
究
領
域
に
お
い
て
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ

イ
ン
ト
を
意
識
し
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
変
化
が
起
き
た
の
か
を
把
握
し
よ

う
と
す
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
の
前
と
後
で
、
何
が
変
化
し
た
の
か
と
い
う

具
体
的
な
議
論
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

発
表
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
自
の
レ
ジ
ュ
メ
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
こ
で
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
谷
川
穣
氏
の
質
問
を
記
録
し
て
お
き

た
い
。
林
淳
「「
人
別
」
か
ら
「
教
化
」
へ
」
に
対
し
て
は
、
①
僧
侶
の

話
術
は
、
近
世
的
な
あ
り
か
た
の
ま
ま
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ

れ
な
ら
ば
近
代
の
僧
侶
は
ど
の
よ
う
に
し
て
近
代
的
な
話
術
を
獲
得
し
て

い
っ
た
の
か
、
②
教
導
職
制
廃
止
か
ら
三
教
会
同
に
い
た
る
間
、
国
家
は

仏
教
に
国
民
教
化
の
機
能
を
ど
れ
ほ
ど
期
待
な
い
し
要
請
し
て
い
た
の

か
、
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ
た
。
つ
ぎ
に
岡
田
正
彦
「
大
教
院
離
脱
と
須

弥
山
説
」
に
対
し
て
は
、
①
安
慧
は
大
教
院
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
の
か
、
②
資
料
に
あ
る
安
慧
の
本
の
表
紙
に
は
西
洋
風
の

服
装
の
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
西
洋
天
文
学
や
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
批
判



　　68

『宗教研究』87巻別冊（2014年） パネル

　

上
座
仏
教
を
信
仰
す
る
タ
イ
族
の
各
村
に
は
寺
が
あ
り
、
一
昔
前
、
大

半
の
男
児
は
十
歳
頃
出
家
し
、
寺
で
生
活
し
な
が
ら
、
文
字
や
経
典
、
歴

史
、
天
文
、
医
学
等
の
知
識
を
学
び
、
二
十
歳
頃
還
俗
し
、
結
婚
し
た
。

経
典
の
一
つ
で
あ
る
タ
イ
族
医
学
書
に
は
、
生
命
の
誕
生
や
受
精
方
法
、

人
体
の
構
造
、
病
理
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
タ
イ
族
の
生
殖
観
の
源
で

あ
る
。

　

タ
イ
族
の
産
婦
は
、
出
産
後
約
三
十
日
間
外
出
が
禁
止
さ
れ
る
。
こ
の

産
褥
期
中
、
産
婦
に
は
多
く
の
禁
忌
と
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

産
婦
は
頭
部
と
腹
部
を
常
時
布
で
覆
い
、
決
め
ら
れ
た
場
所
で
専
用
の
食

器
や
椅
子
を
使
用
し
、
一
人
で
食
事
を
取
る
。
ま
た
、
食
事
内
容
も
厳
格

に
決
め
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
自
宅
で
栽
培
し
た
野
菜
（
主
に
白
菜

や
キ
ャ
ベ
ツ
）
と
自
宅
で
育
て
た
鶏
（
甲
高
い
声
で
鳴
く
も
の
、
黄
色
い

く
ち
ば
し
や
脚
を
も
つ
鶏
は
禁
忌
）
や
豚
（
雌
豚
、
模
様
が
あ
る
豚
、
白

色
の
豚
は
禁
止
）
を
塩
で
煮
て
食
べ
る
。
ま
た
、
妊
娠
後
、
産
褥
期
が
終

わ
る
ま
で
は
寺
へ
の
出
入
り
を
禁
止
さ
れ
、
寺
の
僧
侶
が
産
婦
の
自
宅
へ

訪
問
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
期
間
、
産
婦
は
不
浄
、
異

常
、
あ
い
ま
い
な
存
在
と
し
て
、
隔
離
・
排
除
さ
れ
、
産
婦
は
禁
忌
と
義

務
を
守
っ
て
暮
ら
す
。
こ
の
後
、
行
わ
れ
る
の
が
満
一
ヶ
月
の
式
で
あ

る
。

　

満
一
ヶ
月
の
式
と
は
、
出
産
し
て
三
十
日
前
後
に
行
わ
れ
る
出
産
儀
礼

を
指
し
、
名
付
け
者
が
祝
辞
を
読
み
上
げ
た
後
、
参
加
者
全
員
が
綿
糸
で

産
婦
と
子
供
の
両
手
首
を
結
ぶ
と
い
う
儀
礼
で
あ
る
。
名
付
け
者
と
な
る

の
は
、
出
家
経
験
の
あ
る
年
輩
男
性
で
、
名
付
け
者
が
自
ら
作
成
し
た
祝

辞
に
は
先
の
生
殖
観
や
人
体
構
造
、
出
産
方
法
、
産
褥
期
の
過
ご
し
方
、

子
供
へ
の
願
い
な
ど
が
記
さ
れ
、
産
婦
と
子
供
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
た
語
り

生
殖
を
め
ぐ
る
問
題
と
宗
教 

│
│ 

日
中
韓
の
事
例
か
ら 

│
│

代
表
者
・
司
会　

小
林
奈
央
子

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

絹
川　

久
子

中
国
・
西
双
版
納
タ
イ
族
か
ら
み
る
出
産
儀
礼
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー磯

部　

美
里

　

産
褥
期
と
は
、
出
産
後
、
身
体
が
常
態
に
回
復
す
る
ま
で
の
期
間
を
指

し
、
そ
の
期
間
、
地
域
や
社
会
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
習
俗
、
儀
礼
が
み

ら
れ
る
。
人
の
一
生
は
あ
る
段
階
か
ら
次
の
段
階
へ
の
通
過
の
連
続
で
成

り
立
ち
、
そ
の
際
に
は
儀
礼
的
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ

は
、
分
離
、
過
渡
、
統
合
儀
礼
に
わ
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
フ

ァ
ン
・
へ
ネ
ッ
プ
で
あ
る
が
、
出
産
に
お
い
て
も
こ
の
通
過
儀
礼
の
特
徴

は
当
て
は
ま
り
、
分
娩
時
あ
る
い
は
分
娩
後
別
小
屋
へ
移
動
し
（
分
離
）、

一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
後
（
過
渡
）、
再
び
戻
さ
れ
る
（
統
合
）
事
例

が
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
で
数
多
く
報
告
さ
れ
て
き
た
。
産
褥
期
は
ま
さ
に
こ

れ
に
あ
た
る
が
、
出
産
を
通
し
て
社
会
か
ら
分
離
さ
れ
た
女
性
は
い
か
に

し
て
社
会
へ
復
帰
し
、
新
た
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ

の
過
程
に
は
い
か
な
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

上
述
の
問
い
を
も
と
に
、
本
発
表
で
は
、
中
国
雲
南
省
の
最
南
端
に
位

置
す
る
西
双
版
納
タ
イ
族
自
治
州
に
暮
ら
す
タ
イ
族
の
過
渡
期
に
あ
た
る

産
褥
期
な
ら
び
に
統
合
に
あ
た
る
満
一
ヶ
月
の
式
を
事
例
と
し
て
、
女
性

た
ち
に
課
せ
ら
れ
る
義
務
や
禁
忌
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
宗

教
規
範
に
基
づ
く
男
性
中
心
的
な
社
会
構
造
が
出
産
儀
礼
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
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理
由
か
ら
母
子
保
健
法
に
反
対
し
て
い
る
。
人
間
の
生
命
は
、
形
成
す
る

瞬
間
か
ら
神
様
が
働
き
か
け
て
い
る
の
で
神
聖
で
あ
る
。
信
仰
を
持
っ
て

い
な
い
人
で
も
生
命
権
が
基
本
権
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
。
胎
児
は
人
間

生
命
で
あ
る
か
ら
中
絶
は
殺
人
に
等
し
い
。
さ
ら
に
国
家
が
法
律
で
も
っ

て
そ
れ
を
奨
励
す
る
こ
と
は
国
民
を
保
護
す
る
義
務
の
放
棄
で
あ
る
。
ま

た
、
人
口
増
加
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
将
来
的
に
は
出
生
率
減
少
に
よ

る
労
働
力
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
中
絶
及
び
産
児
制
限
は
最
終
的

に
は
「
民
族
滅
亡
」
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
以
下
の
三
点
か
ら
み
て
み
た
い
。
一
点
目
は
、「
胎

児
は
人
間
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
現
在
は
一
般
的
と
も
い
え
る
こ
の

考
え
方
は
、
一
九
八
〇
年
代
前
後
の
、
超
音
波
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
胎

児
を
目
で
見
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
広
ま
り
始
め
た
。
受
精
の
瞬
間
か
ら

人
間
と
見
な
す
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
技
術
普
及
前
か
ら
す
べ
て
の
中
絶
は
殺

人
と
主
張
し
て
い
る
。
二
点
目
は
、
胎
児
の
生
命
は
信
仰
の
有
無
に
関
係

な
く
守
る
べ
き
も
の
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
胎
児
は
神
の
被
造
物
で

あ
る
た
め
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
信
仰
が
な
い
人
も
生
命
権
は
憲
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
本
権
で
あ
る
た
め
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従

っ
て
、
中
絶
は
信
仰
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
反
対
す
る
べ
き
で
あ
り
生
命

は
宗
教
を
超
え
て
守
る
べ
き
価
値
な
の
で
あ
る
。
こ
の
論
拠
は
、
中
絶
反

対
を
宗
教
の
領
域
を
超
え
る
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、

注
目
に
値
す
る
。
三
点
目
は
、
中
絶
を
宗
教
的
な
言
葉
で
も
っ
て
反
対
す

る
だ
け
で
は
な
く
国
家
や
民
族
と
関
連
付
け
る
点
で
あ
る
。
中
絶
問
題
を

国
家
の
将
来
、
民
族
の
繁
栄
と
関
連
付
け
て
語
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
カ

ト
リ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
韓
国
に
お
け
る
中
絶
議
論
に
も
常

に
登
場
す
る
。

が
み
ら
れ
る
。
参
加
者
は
す
べ
て
年
配
者
で
あ
り
、
名
付
け
者
や
産
婦
を

囲
む
よ
う
に
年
輩
男
性
が
座
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
年
輩
女
性

が
座
る
。
綿
糸
を
結
ぶ
順
番
も
男
性
か
ら
始
め
女
性
が
続
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
満
一
ヶ
月
の
式
と
は
母
親
の
社
会
復
帰
（
統
合
）
と
子

供
の
承
認
の
た
め
の
儀
礼
で
あ
り
、
そ
の
儀
礼
の
指
揮
を
と
る
の
は
年
輩

男
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
出
産
儀
礼
の
場
に
お
い
て
、
男
性
中

心
で
進
め
る
こ
と
が
正
統
な
も
の
と
し
て
是
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
満
一
ヶ
月
の
式
に
お
い
て
排
除
さ
れ
る
の
は
女
性
だ

け
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
名
付
け
者
と
な
る
に
は
出
家
経
験

が
必
要
で
あ
り
、
式
に
参
加
し
て
い
る
の
は
年
配
者
だ
け
で
あ
る
こ
と
を

裏
返
せ
ば
、
出
家
経
験
の
な
い
者
、
若
い
男
性
（
女
性
）
は
周
縁
に
置
か

れ
る
。
つ
ま
り
、
性
差
だ
け
で
は
な
い
序
列
化
も
み
ら
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
多
様
性
が
見
出
せ
る
。

中
絶
問
題
の
背
景
に
あ
る
宗
教
と
社
会

│
│ 

一
九
七
〇
年
代
韓
国
を
中
心
に 

│
│

金　
　

律
里

　

一
九
六
一
年
、
韓
国
で
は
、
経
済
発
展
の
た
め
産
児
調
節
を
通
じ
た
人

口
抑
制
を
目
的
と
す
る
家
族
計
画
事
業
が
国
家
施
策
と
し
て
採
択
さ
れ

た
。
一
九
七
三
年
に
制
定
し
た
母
子
保
健
法
は
一
部
の
中
絶
を
合
法
化
す

る
こ
と
で
家
族
計
画
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
れ
に
大
多
数
の

人
が
賛
成
し
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
反
対
意
見
を
発
し
続
け
た
。『
京
郷

雑
誌
』（
韓
国
天
主
教
中
央
協
議
会
発
刊
、
一
九
七
〇
年
七
月
）
に
掲
載

さ
れ
た
「
母
子
保
健
法
制
定
に
反
対
す
る
」
で
、
金
壽
煥
枢
機
卿
は
次
の
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女
性
と
「
聖
域
」
を
め
ぐ
る
言
説
の
変
容
に
関
す
る
一
考
察

小
林
奈
央
子

　

全
国
各
地
の
ほ
と
ん
ど
の
霊
山
で
は
、
明
治
五
年
の
太
政
官
布
告
九
八

号
の
発
令
以
後
、
徐
々
に
「
女
人
禁
制
」
が
解
か
れ
、
制
度
上
は
女
性
も

自
由
に
霊
山
登
拝
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
血
穢
不
浄
観

の
よ
う
な
、
伝
統
的
に
女
性
に
向
け
ら
れ
て
き
た
差
別
的
な
ま
な
ざ
し
は

簡
単
に
消
滅
す
る
こ
と
は
な
く
、
多
く
の
登
拝
組
織
で
「
血
穢
」
に
関
わ

る
規
定
や
祓
い
が
存
在
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
血
穢
不
浄
を
理
由
と
は
し
な
い
も
の
の
、
別
の
理

由
づ
け
に
よ
っ
て
男
性
登
拝
者
に
は
な
い
制
限
が
、
女
性
に
対
し
て
は
な

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
月
経
中
の
女
性
は
頭
に
血
液
が
い
か

ず
、
ふ
ら
つ
き
や
転
倒
を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
険

所
へ
の
立
ち
入
り
を
制
限
す
る
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
今
の
時
代
、
月
経

が
「
穢
れ
」
で
あ
る
と
し
て
女
性
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
は
根
拠
に
乏
し

い
が
、
月
経
中
の
女
性
が
出
血
に
よ
り
貧
血
状
態
と
な
り
、
ふ
ら
つ
い
た

り
、
転
倒
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
道
理
に
か
な
っ

て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
女
性
は
山
内
の
霊
的
な
も
の
に
影
響
を
受
け

や
す
い
と
い
う
理
由
で
、
難
所
の
多
い
行
場
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る

と
い
う
事
例
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
い
ず
れ
の
理
由
も
女
性
の
身
体
的

な
「
特
性
」
に
「
配
慮
」
す
る
が
ゆ
え
に
、
あ
え
て
制
限
を
設
け
て
い
る

と
ま
こ
と
し
や
か
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
性
別
役

割
主
義
の
議
論
の
中
で
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
、「
自
然
主
義
的
誤
謬
」

の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
事
実
と
し
て
存
在
す
る
（
か
も
し

れ
な
い
）
性
質
（
性
差
）
か
ら
、「
〜
す
べ
き
」
と
い
う
、
実
際
に
は
語

り
手
の
価
値
判
断
が
含
ま
れ
た
性
役
割
（
役
割
規
範
）
が
強
制
さ
れ
る
と

　

一
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
場
合
、
一
九
七
二
年
の
「
キ
リ
ス
ト
教
と

家
族
計
画
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
人
口
調
節
や
家
族
計
画
は
、
宗
教
的
な
問
題

と
い
う
よ
り
現
実
的
課
題
で
あ
り
人
間
が
生
存
す
る
た
め
に
は
宗
教
的
盲

信
だ
け
で
そ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
ま
た
、
旧
約
聖
書
に
家

族
計
画
の
妥
当
性
を
暗
示
す
る
内
容
が
あ
る
の
で
キ
リ
ス
ト
教
は
家
族
計

画
に
積
極
的
に
参
与
す
べ
き
、
な
ど
の
意
見
を
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
彼

ら
も
中
絶
に
賛
成
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
政
治
的
に

異
な
る
路
線
で
あ
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
韓
国
に
お
け
る
中
絶
論
争
は
社
会
道
徳
の
守

護
、
国
家
の
発
展
と
い
う
共
通
認
識
の
上
、
家
族
計
画
に
よ
っ
て
人
口
調

節
を
目
論
む
政
府
と
、
そ
れ
に
賛
同
す
る
大
多
数
の
世
論
と
、「
胎
児
の

生
命
」
を
絶
対
的
な
価
値
と
掲
げ
る
一
部
宗
教
教
団
と
の
葛
藤
と
し
て
現

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
近
代
化
・
経
済
発
展

が
至
上
課
題
で
あ
っ
た
た
め
、
宗
教
教
団
の
意
見
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
力
を

持
ち
え
な
か
っ
た
。
近
年
に
お
い
て
は
、
出
産
を
奨
励
す
る
政
府
と
生
命

尊
重
を
主
張
す
る
宗
教
教
団
が
中
絶
反
対
及
び
取
締
り
に
積
極
的
で
あ

る
。
人
口
増
加
に
よ
る
国
家
競
争
力
を
高
め
る
と
い
う
共
通
認
識
と
、
胎

児
は
生
命
と
い
う
考
え
方
の
広
ま
り
に
よ
っ
て
、
反
中
絶
運
動
は
道
徳
的

正
当
性
と
強
い
発
言
力
を
得
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
で
、
韓
国
に
お
け

る
中
絶
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
絶
論
争
で
用
い
る
宗
教
と
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
と
の
対
立
構
造
で
は
解
釈
し
き
れ
な
い
点
が
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
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従
来
の
血
穢
不
浄
に
代
わ
る
「
女
人
禁
制
」
の
新
た
な
理
由
づ
け
や
教

化
の
仕
方
の
出
現
は
、「
女
人
禁
制
」
を
今
後
も
維
持
し
て
い
く
こ
と
の

限
界
と
、
そ
れ
で
も
な
お
そ
の
「
伝
統
」
か
ら
脱
し
き
る
こ
と
の
出
来
な

い
男
性
宗
教
者
の
葛
藤
を
露
わ
に
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

小
林
奈
央
子

　

月
経
・
妊
娠
・
出
産
は
、
女
性
の
み
が
経
験
す
る
事
柄
で
あ
り
な
が

ら
、
女
性
個
人
や
家
族
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
属
す
る
社
会
や
国
家
と

深
い
か
か
わ
り
を
も
ち
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
る
。
ま
た
、
出
産
は
、

新
た
な
生
命
を
生
み
出
す
崇
高
な
営
み
と
し
て
尊
ば
れ
る
一
方
、
出
血
を

伴
う
不
浄
な
も
の
と
さ
れ
、
出
産
後
の
女
性
が
隔
離
さ
れ
た
り
、「
聖
域
」

へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
女
性
の
生
殖
に
か
か
わ
る
事
柄
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
社
会
的
要
請
や

不
浄
観
は
、
宗
教
に
影
響
を
受
け
た
家
父
長
的
な
思
想
に
よ
っ
て
、
形
成

さ
れ
、
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
パ
ネ
ル
で
は
、
宗
教
に
起
因
す
る

家
父
長
的
な
思
想
や
社
会
の
あ
り
方
が
、
女
性
の
生
殖
を
め
ぐ
る
事
柄
に

い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
で
の
事
例
を
通

し
、
三
人
の
発
表
者
が
考
察
を
試
み
た
。
コ
メ
ン
ト
は
、
絹
川
久
子
氏
に

お
願
い
し
た
。

　

ま
ず
、
磯
部
美
里
が
、
中
国
の
少
数
民
族
の
一
つ
で
あ
る
、
西
双
版
納

タ
イ
族
自
治
州
に
暮
ら
す
タ
イ
族
の
出
産
を
事
例
に
発
表
を
お
こ
な
っ

た
。
タ
イ
族
は
上
座
仏
教
徒
で
あ
り
、
男
児
の
み
十
歳
ご
ろ
に
出
家
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
を
受
け
、
二
十
歳
ご
ろ
に
還
俗
す
る
。
タ
イ
族
女
性

は
、
出
産
後
三
十
日
間
、
外
出
が
禁
止
さ
れ
、
不
浄
な
存
在
と
し
て
隔
離

い
う
こ
と
で
あ
る
。
血
穢
不
浄
が
理
由
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、

新
た
な
理
由
づ
け
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て
女
性
は
「
聖
域
」
と
さ
れ
る
場

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
理
由
を
正
当
化
し
て
女
性
た
ち
に

説
く
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
登
拝
組
織
内
で
主
導
的
立
場
に
あ
る
、

男
性
宗
教
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
女
性
（
の
身
体
）
に
と
も
な

う
諸
現
象
が
男
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
れ
を
理
由
に
制
限
を
加
え
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
在
り
方
そ
の
も
の
は
、
血
穢
を
理
由
に
女
性

を
「
聖
域
」
か
ら
排
除
し
て
き
た
、
旧
来
の
女
人
禁
制
の
在
り
方
と
何
ら

変
わ
り
は
な
い
。
登
拝
組
織
に
お
い
て
「
聖
域
」
と
女
性
を
め
ぐ
る
言
説

は
時
代
と
と
も
に
変
容
し
て
い
る
が
、
男
性
宗
教
者
に
よ
っ
て
女
性
の
行

動
が
規
定
さ
れ
、
規
制
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
女
性
は
教
化
さ
れ
る
側
で

あ
る
と
い
う
構
造
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

山
岳
登
拝
に
お
い
て
優
位
な
立
場
に
置
か
れ
て
き
た
男
性
宗
教
者
の
側

は
、
そ
う
し
た
構
造
に
概
し
て
無
自
覚
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
「
聖
域
」
へ
の
女
性
の
立
ち
入
り
の
制
限
（
女
人
禁
制
）

は
、
そ
の
理
由
を
変
容
さ
せ
な
が
ら
な
お
も
継
承
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
山
岳
霊
場
で
の
長
き
に
わ
た
る
「
女
人

禁
制
の
伝
統
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
「
女
人
禁
制
」
の
理
由
と

さ
れ
て
き
た
も
の
に
は
、
血
穢
不
浄
観
や
不
邪
淫
戒
、
五
障
三
従
な
ど
の

女
性
蔑
視
思
想
が
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
「
女
人

禁
制
」
を
正
当
化
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
岳
登
拝
で
既
得
権
を
有
し
て
き
た
男
性
宗
教

者
は
、
そ
の
「
伝
統
」
を
あ
っ
さ
り
と
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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慮
」
す
る
が
ゆ
え
に
男
性
と
は
異
な
る
制
限
を
設
け
て
い
る
と
男
性
宗
教

者
か
ら
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
て
理
由
を
変
容
さ
せ
な
が
ら
も

な
お
「
伝
統
」
と
し
て
、
女
性
へ
の
制
限
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

絹
川
氏
か
ら
は
、「
伝
統
だ
か
ら
」
と
い
わ
れ
る
場
合
の
正
当
性
、「
伝

統
」
を
形
成
す
る
本
質
的
な
要
素
や
条
件
は
何
か
と
い
う
質
問
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、「
伝
統
」
の
中
に
潜
む
父
権
制
的
思
考
を
摘
出
し
て
い
く
こ

と
で
、
男
性
宗
教
者
た
ち
の
抵
抗
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課

題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
発
表
を
総
合
し
た
上
で
、
絹
川
氏
か
ら
は
、
多
様
で
多

岐
に
わ
た
る
発
表
な
が
ら
根
幹
に
共
通
す
る
問
題
も
見
え
て
い
る
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
、
女
性
に
特
有
の
身
体
的
生
理
的
特
徴
の
経
験
が
、
宗
教
に

出
会
う
と
、
宗
教
の
本
来
的
解
釈
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
父
権
制
社
会
の

影
響
を
色
濃
く
う
け
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
と
の
ま
と
め
が
な

さ
れ
た
。

さ
れ
た
生
活
を
送
り
、
そ
の
後
お
こ
な
わ
れ
る
満
一
ヶ
月
の
式
を
も
っ
て

社
会
復
帰
と
子
ど
も
の
承
認
が
な
さ
れ
る
。
満
一
ヶ
月
の
式
で
は
、
出
家

経
験
の
あ
る
年
配
男
性
が
名
付
け
者
と
な
り
祝
辞
を
読
む
が
、
そ
も
そ
も

出
家
経
験
が
あ
る
の
は
男
性
の
み
で
あ
り
、
自
ず
か
ら
男
性
主
導
の
儀
礼

と
な
る
。
子
ど
も
へ
の
祝
辞
に
は
勉
学
に
は
げ
み
、
出
世
す
る
よ
う
願
う

言
葉
も
含
ま
れ
て
お
り
、
絹
川
氏
か
ら
は
、
こ
う
し
た
機
会
は
女
児
に
も

あ
る
の
か
と
い
う
問
い
と
も
に
、
男
児
・
女
児
の
成
長
と
教
育
の
過
程
に

つ
い
て
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
と
な
り
う
る
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
金
律
里
が
、
母
子
保
健
法
が
制
定
さ
れ
国
家
主
導
の
家
族
計
画

が
実
行
さ
れ
始
め
た
一
九
七
〇
年
代
の
韓
国
の
状
況
を
通
し
て
、
中
絶
を

め
ぐ
る
問
題
と
カ
ト
リ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
教
団
の
動
向
に
つ
い

て
発
表
し
た
。
国
家
に
よ
る
産
児
調
整
政
策
に
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た

カ
ト
リ
ッ
ク
は
、「
胎
児
は
人
間
」
と
し
、
胎
児
の
生
命
は
信
仰
の
有
無

に
関
係
な
く
守
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
絹
川
氏
か
ら
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
絶
禁
止
の
主
張
が
、
一
切

の
避
妊
禁
止
と
共
に
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
暴
力
的
性
交
渉
に
よ
っ
て
妊
娠
し

た
場
合
や
、
結
果
的
に
母
胎
を
危
機
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
妊
娠
を
、

胎
児
の
生
命
維
持
の
た
め
に
放
置
し
た
場
合
、
何
を
も
っ
て
「
い
の
ち
を

殺
す
こ
と
」
と
定
義
す
べ
き
か
と
の
問
い
か
け
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
小
林
奈
央
子
が
、
宗
教
的
に
「
聖
域
」
と
さ
れ
る
場
へ
の
女
性

の
立
ち
入
り
を
制
限
す
る
理
由
が
近
年
変
容
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

山
岳
霊
場
を
事
例
に
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
従
来
多
く
の
山
岳
登
拝
組
織

で
は
、
月
経
や
出
産
に
伴
う
血
の
穢
れ
が
制
限
の
理
由
と
な
っ
て
き
た

が
、
昨
今
は
、
穢
れ
に
は
言
及
は
せ
ず
、
女
性
の
身
体
的
な
負
担
に
「
配
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史
料
か
ら
見
た
近
世
・
近
代
移
行
期
の
神
職

代
表
者　

山
口
剛
史

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

松
本
久
史

司
会　

松
本　

丘

史
料
か
ら
見
た
伊
勢
神
宮
禰
宜
の
叙
位
過
程

石
川　

達
也

　

本
報
告
は
、
伊
勢
神
宮
の
神
職
、
特
に
近
世
期
の
禰
宜
が
ど
の
よ
う
な

手
続
き
を
経
て
叙
位
さ
れ
た
か
を
事
例
の
紹
介
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
近
世
の
神
宮
の
組
織
に
つ
い

て
、
禰
宜
の
位
階
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
世
神
宮
禰
宜
の
極
位
は
、
時
代
に
よ
り
変
動
が
あ
る
も
の
の
、
一
禰

宜
（
従
二
位
）、
二
禰
宜
（
正
三
位
）、
三
・
四
禰
宜
（
従
三
位
）、
五
禰

宜
か
ら
十
禰
宜
（
正
四
位
上
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
叙
位
に
つ
い
て

は
、
天
皇
の
代
替
わ
り
に
行
わ
れ
る
「
御
代
始
賞
」
や
遷
宮
後
の
賞
と
し

て
の
「
惣
位
階
」
と
よ
ば
れ
る
昇
叙
の
機
会
が
あ
り
、
一
禰
宜
（
長
官
）

に
つ
い
て
は
就
任
時
に
「
執
印
始
賞
」
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
基
本
的
に
は
臨
時
の
加
級
で
あ
り
、
通
常
は
「
順
年
加
級
」
と
し
て

年
功
に
よ
り
昇
叙
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
手
続
き
は
次
の
よ

う
に
概
観
で
き
る
。

①
叙
位
の
申
請
に
つ
い
て
は
「
勘
例
」
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

② 

禰
宜
本
人
は
上
京
せ
ず
（「
禁
河
の
制
」）、
使
者
を
も
っ
て
申
請
す
る
。

使
者
が
上
京
し
た
後
は
、
初
例
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
無
い
限
り
、
祭

主
に
款
状
提
出
↓
口
宣
案
・
祭
主
下
知
状
拝
受
↓
御
礼
御
勤
↓
帰
国
↓

大
宮
司
・
山
田
奉
行
・
神
宮
内
に
報
告
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
特
別
な

場
合
は
、
祭
主
政
所
と
の
談
合
が
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

③ 

名
代
は
、
款
状
・
申
請
者
の
書
状
を
持
参
し
、
口
宣
案
・
祭
主
下
知

状
・
祭
主
書
状
を
持
ち
帰
る
。

④ 

口
宣
案
な
ど
が
到
来
し
た
後
宮
司
へ
報
告
し
、
神
宮
内
部
に
は
廻
文
を

も
っ
て
周
知
す
る
。
山
田
奉
行
へ
は
そ
れ
ら
一
式
の
写
し
を
持
参
し
報

告
す
る
。

　

叙
位
が
行
わ
れ
た
後
に
、
使
者
は
「
御
礼
御
勤
」
と
称
す
る
関
係
者
へ

の
挨
拶
回
り
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
際
に
は
、「
御
祓
大
麻
」、「
熨
斗
」、

金
銭
な
ど
を
贈
呈
し
て
お
り
そ
の
贈
り
先
は
、
基
本
的
に
は
祭
主
・
祭
主

政
所
・
添
使
・
天
皇
・
上
皇
・
関
白
・
伝
奏
・
神
宮
弁
・
官
務
で
あ
る
。

そ
こ
に
前
祭
主
も
し
く
は
祭
主
の
子
息
が
入
り
、
後
宮
の
人
物
が
何
人
か

入
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
内
、
上
皇
・
関
白
及
び
後
宮
を
除
く
役
職
は
、

実
際
に
叙
位
の
事
務
に
携
わ
る
も
の
で
あ
り
、
儀
礼
的
な
贈
り
物
と
い
う

意
味
の
他
に
実
際
に
職
務
を
行
う
上
で
の
得
分
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
贈
り
物
の
内
容
を
見
れ
ば
若
干
の
違
い
は

あ
る
が
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
同
じ
数
量
贈
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

は
、
位
階
の
慣
例
化
に
従
っ
て
「
御
礼
物
」
も
慣
例
化
し
先
例
の
通
り
に

納
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
御
礼
物
」
に
つ
い
て
は
、「
叙
位
任

料
」
と
し
て
捉
え
る
か
、
儀
礼
的
贈
答
と
考
え
る
か
、
今
後
さ
ら
に
検
討

を
加
え
て
い
き
た
い
が
、
先
例
を
踏
ま
え
て
い
る
点
や
、
初
例
時
の
交
渉

に
お
い
て
、
祭
主
側
と
神
宮
側
に
お
い
て
贈
答
内
容
の
交
渉
が
行
わ
れ
て

い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
実
質
的
に
は
「
叙
位
任
料
」
化
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
同
様
の
こ
と
は
禰
宜
や
権
禰
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と
な
り
、
伯
卜
両
家
の
神
道
を
知
悉
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
神
道

学
者
と
し
て
の
活
動
の
結
果
、
両
家
の
神
道
を
復
古
神
道
に
転
換
さ
せ
る

原
動
力
と
も
な
っ
た
。
維
新
以
降
、
東
京
に
移
り
、
内
国
事
務
局
権
判
事

や
皇
学
所
御
用
掛
、
大
学
中
博
士
等
の
要
職
を
歴
任
す
る
。
平
田
派
の
中

心
的
存
在
と
し
て
祭
政
一
致
体
制
の
実
現
を
求
め
続
け
た
が
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
に
失
脚
し
た
。
約
三
年
間
を
郷
里
に
過
ご
し
て
、
考
証
研

究
に
従
事
し
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
修
史
館
御
用
掛
と
な
る
。

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
宮
内
省
御
用
掛
、
明
治
一
五
年
（
一
八

八
二
）
に
は
皇
典
講
究
所
初
代
文
学
部
長
と
な
っ
た
。
平
田
家
か
ら
託
さ

れ
て
『
古
史
伝
』
の
続
修
に
尽
力
し
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
完

成
さ
せ
る
。
玄
道
は
、
青
年
時
に
老
荘
思
想
を
学
ん
で
妻
帯
せ
ず
、
魂
の

行
方
や
幽
冥
界
へ
の
関
心
が
深
か
っ
た
。

　

こ
の
玄
道
が
伯
家
学
師
（
学
士
）
と
な
っ
た
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

か
ら
翌
年
に
か
け
て
述
し
た
の
が
、『
伯
家
問
答
』
上
下
巻
で
あ
る
。
そ

の
下
巻
の
前
半
を
占
め
る
の
が
鎮
魂
祭
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
玄
道
の

鎮
魂
祭
へ
の
強
い
関
心
が
窺
え
る
。
本
書
は
愛
媛
大
学
図
書
館
鈴
鹿
文
庫

所
蔵
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
天
下
の
孤
本
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
は
、
文

久
三
年
十
二
月
九
日
に
「
学
士
」
と
な
っ
た
玄
道
が
、
そ
の
月
末
ま
で
に

上
巻
を
記
し
、
翌
月
九
日
に
は
下
巻
を
も
擱
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
本
書
は
、
そ
れ
を
同
郷
の
玄
道
門
人
石
丸
忠
胤
が
慶
応
元
年
（
一
八

六
五
）
に
京
都
で
写
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
伯
家
問
答
』
の
書
き
出
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

或
人
問
ふ
、
伯
家
と
は
天
下
の
神
祇
の
御
事
を
總
掌
り
給
ふ
長
官
た

る
御
職
に
や
と
思
へ
ば
、
又
別
に
神
祇
長
上
と
い
ふ
も
有
て
、
世
に

は
此
を
神
祇
官
の
捴
掌
の
如
く
心
得
を
る
習
な
る
が
、
孰
か
非
な

宜
に
就
任
す
る
際
の
「
任
料
」
と
の
関
係
も
考
え
て
い
く
必
要
が
有
る
。

　

今
回
使
用
し
た
資
料
は
、
両
宮
の
一
禰
宜
の
日
次
記
（「
長
官
日
記
」）

な
ど
の
神
宮
の
公
的
な
記
録
の
他
に
、
当
事
者
で
あ
る
叙
位
申
請
者
や
使

者
な
ど
に
よ
る
私
的
な
記
録
で
あ
る
。
神
宮
文
庫
（
三
重
県
伊
勢
市
）
に

所
蔵
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
「
先
例
」
と
し
て
記
録
さ
れ

た
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
後
者
は
使
者
が
上
京
す
る
行
程
、
叙
位
ま

で
の
交
渉
過
程
、
叙
位
後
の
儀
礼
な
ど
が
比
較
的
よ
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
御
礼
物
」
の
調
達
先
や
費
用
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

更
な
る
検
討
を
要
す
る
。
時
代
的
な
変
化
、
各
事
例
の
差
異
な
ど
に
も
よ

り
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
宮
の
組
織
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
、
ひ
い
て
は
他
社
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
全
国
的
な
視

点
を
持
つ
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

矢
野
玄
道
と
伯
家
神
道 

│
│ 『
伯
家
問
答
』
か
ら
見
た
鎮
魂
祭 

│
│

山
口　

剛
史

　

矢
野
玄
道
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
伊
予
国
喜
多
郡
に
生
ま
れ

た
（
父
は
大
洲
藩
士
矢
野
道
正
）。
本
姓
は
平
で
、
幕
末
・
維
新
期
の
国

学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
没
し
た
（
六
五

歳
）。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
上
京
し
て
順
正
書
院
を
中
心
に
遊
学

す
る
。
伴
信
友
に
考
証
学
を
師
事
し
た
。
平
田
門
下
で
あ
っ
た
父
道
正
の

影
響
も
あ
り
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、
江
戸
で
篤
胤
の
没
後
門
人
と

な
る
。
程
無
く
昌
平
黌
に
も
学
ぶ
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
上

京
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
滞
在
す
る
。
玄
道
は
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
に
神
祇
伯
白
川
家
学
師
と
な
る
。
神
祇
官
再
興
建
白
書
も

代
筆
し
て
い
る
。
転
じ
て
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
は
吉
田
家
学
頭
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史
料
か
ら
見
た
復
興
神
祇
官

三
ツ
松　

誠

　

王
政
復
古
を
掲
げ
て
成
立
し
た
明
治
国
家
に
と
っ
て
、
神
祇
官
の
再
興

は
、
当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
。
律
令
制
を
模
し
た
太
政
官
神
祇
官
二

官
制
が
実
際
に
敷
か
れ
た
時
間
は
短
く
、
そ
の
終
焉
に
つ
い
て
は
、
神
祇

官
の
格
下
げ
と
見
る
か
積
極
的
な
改
革
と
見
る
か
で
見
解
が
分
か
れ
て
い

る
も
の
の
、
所
謂
「
国
家
神
道
」
成
立
過
程
の
一
段
階
と
し
て
の
、
復
興

な
っ
た
神
祇
官
の
位
置
付
け
の
如
何
は
、
重
要
な
問
題
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
明
治
初
年
の
政
治
史
に
関
し
て
は
、「
公
文
録
」
な
ど
の
お

か
げ
で
史
料
実
証
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
神
祇
官
が

置
か
れ
て
い
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
旧
江
戸
城
に
お
け
る
火
災
の
影
響
も

あ
っ
て
か
、
一
次
史
料
の
利
用
状
況
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

そ
う
し
た
中
で
『
復
古
記
』
原
史
料
中
の
神
祇
官
関
係
史
料
は
注
目
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
前
身
に
お
い
て
編
纂
が
は

じ
ま
っ
た
『
復
古
記
』
は
、
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
事
業
の
中
断
・
停
滞
を
挟

み
つ
つ
も
、
昭
和
初
期
に
刊
行
に
至
り
、
明
治
は
じ
め
の
歴
史
を
考
え
る

上
で
の
重
要
な
材
料
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
復
古
記
』
は
、
各
地

の
大
名
家
か
ら
提
出
さ
せ
た
文
書
の
ほ
か
、
太
政
官
政
府
側
の
諸
史
料
に

基
い
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
は
、
こ
の
『
復
古
記
』
の
材
料
と
な

っ
た
史
料
群
の
う
ち
か
ら
神
祇
官
関
係
史
料
と
呼
ば
れ
る
九
十
六
点
を
調

査
し
た
上
で
、
目
に
付
い
た
も
の
を
紹
介
し
て
、
そ
こ
か
ら
当
該
期
の
日

本
宗
教
史
を
粗
描
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
復
古
記
』
原
史
料
の
う
ち
、
神
祇
官
関
係
は
二
袋
に
分
か
れ
、
そ
れ

る
、
其
分
を
委
く
聞
む
、

以
下
、
本
来
は
神
祇
官
の
長
官
た
る
白
川
家
と
次
官
た
る
吉
田
家
と
で

は
、
白
川
家
が
上
位
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
神
祇
官
の
歴
史
と
そ
の
祭
典

の
根
本
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
本
文
に
古
代
以
来
の
文
献
を
多

数
引
用
し
、
割
書
に
私
見
を
記
す
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
上
巻
の
後
半

は
、
様
々
な
祭
祀
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
が
、
鎮
魂
祭
に
関
し
て
の
み

は
、
下
巻
で
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
下
巻
の
前
半
、
即
ち
、
全
体
の
四
分
の
一
を
費
や
し
て
、
鎮

魂
祭
に
つ
い
て
の
解
説
と
見
解
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
も
っ

て
し
て
も
、
伯
家
神
道
に
お
け
る
鎮
魂
祭
の
重
要
性
が
知
ら
れ
よ
う
。

玄
道
は
、
ま
ず
本
文
に
、
令
義
解
・（
貞
観
）
儀
式
・
江
家
次
第
・
北
山

抄
・
薩
戒
記
・
宮
主
秘
事
口
伝
・
小
野
宮
年
中
行
事
・
兵
範
記
等
を
引
用

し
、
割
書
に
「
玄
道
按
に
」、「
玄
道
云
」、「
私
に
改
て
引
た
り
」
と
自
説

を
記
し
て
い
る
。
伴
信
友
の
『
鎮
魂
伝
』
を
参
考
に
し
た
ら
し
く
、「
信

友
云
」、「
伴
氏
説
に
」
と
記
さ
れ
て
も
い
る
。
加
え
て
「
平
田
翁
は
」、

「
古
史
徴
に
」、「
此
御
祭
の
儀
は
故
翁
等
の
説
の
如
く
」
と
も
あ
り
、
平

田
篤
胤
説
も
参
考
に
し
て
い
る
と
判
る
。
そ
し
て
、
玄
道
は
、
鎮
魂
祭
の

淵
源
は
道
教
で
あ
る
と
し
て
、
道
教
関
係
の
典
籍
も
盛
ん
に
引
用
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
大
陸
で
も
失
わ
れ
た
そ
の
奥
義
が
何
と
玄
道
の
家
に
伝

来
し
て
お
り
、
自
分
こ
そ
が
正
当
な
後
継
者
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

伯
家
の
中
核
と
な
る
祭
祀
は
、
鎮
魂
祭
で
あ
っ
た
。
玄
道
は
、
伯
家
で

の
自
己
の
地
位
を
確
立
す
る
た
め
、
鎮
魂
祭
の
起
源
は
道
教
で
、
そ
の
継

承
者
が
他
な
ら
ぬ
自
身
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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明
治
維
新
期
の
神
道
教
師 

│
│ 

井
上
正
鐡
門
中
の
史
料
を
通
じ
て 

│
│

荻
原　
　

稔

　

井
上
正
鐡
の
門
中
（
信
徒
・
教
団
）
は
、
創
始
者
で
あ
る
井
上
正
鐡

（
一
七
九
〇
―
一
八
四
九
）
が
寺
社
奉
行
に
よ
り
三
宅
島
に
遠
島
に
処
せ

ら
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
度
重
な
る
取
締
を
加
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
遺
族
は
離
散
し
、
直
門
高
弟
た
ち
も
白
川
家
に
接
近
し
て
家

来
と
な
っ
た
り
、
地
方
に
潜
伏
す
る
な
ど
、
個
別
に
布
教
を
展
開
し
て
き

た
。
そ
の
た
め
、
確
固
と
し
た
教
団
の
中
心
が
樹
立
さ
れ
ず
、
一
定
の
方

針
の
下
に
統
括
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
緩
い
連
合
の
ま
ま
に
、
活
動
を
進
め

て
き
た
。
こ
の
性
格
は
、
明
治
以
降
の
教
団
組
織
の
整
備
に
あ
た
っ
て
も

影
響
を
残
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
幕
末
最
終
期
か
ら
明
治
初
頭
に
お

け
る
白
川
家
と
の
関
わ
り
と
、
引
き
続
く
教
部
省
と
教
導
職
の
成
立
期
に

布
教
の
公
認
を
目
指
し
た
活
動
に
つ
い
て
の
史
料
を
通
じ
て
、
明
治
維
新

期
の
神
道
教
師
た
ち
の
実
態
を
考
察
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

幕
末
の
最
終
期
に
は
、
白
川
家
家
来
の
立
場
を
有
す
る
教
師
の
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
、
正
鐡
入
門
以
来
の
本
所
と
し
て
の
白
川
家
を
活
用
し
た
名
誉

回
復
へ
の
動
き
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
赦
免
出
願
に
対
す
る
助
成
の

申
請
や
、
立
教
地
の
梅
田
神
明
宮
に
正
鐡
を
相
殿
祭
神
と
し
て
奉
遷
す
る

な
ど
の
活
動
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
明
治
四
年
五
月
の
太
政
官
達
「
伊
勢
両

宮
世
襲
ノ
神
官
ヲ
始
メ
大
小
ノ
神
官
社
家
改
正
補
任
」
に
よ
り
、
白
川
家

の
本
所
と
し
て
の
機
能
と
と
も
に
、
今
ま
で
補
任
さ
れ
た
職
も
消
失
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
の
制
度
の
大
幅
な
変
化
に
あ
た
っ
て
は
、
第
二
世
代
で
あ
る

東
宮
千
別
ら
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、
明
治
四
年
の
う
ち
に
政
府
内

部
に
通
じ
た
協
力
者
を
得
て
、
積
極
的
な
情
報
収
集
を
進
め
た
。
そ
れ
に

ぞ
れ
「
神
祇
官
書
類　

第
壱
号　

祭
典
解
状
」、「
神
祇
官
書
類　

第
弐
号　

孝
明
天
皇
御
祭
典
奏
事
目
録
」
と
表
書
き
さ
れ
て
い
る
。

　

中
を
見
る
と
、
実
際
に
孝
明
天
皇
祭
祀
関
係
や
そ
の
他
の
祭
典
に
関
す

る
史
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
神
仏
分
離
に
伴
い
そ
れ
ま
で
と
大
き

く
状
況
が
変
わ
っ
た
神
社
の
祭
典
に
関
す
る
史
料
も
あ
り
、
そ
の
他
に
も

神
仏
分
離
に
伴
う
混
乱
を
覗
わ
せ
る
史
料
が
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
官
吏
の
あ
い
だ
に
神
祇
官
が
行
政
上
の
機
能
不
全
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
問
題
視
す
る
傾
向
を
覗
え
る
一
方
で
、
全
国
の
神
職
た
ち
が
旧

来
の
本
所
の
後
継
機
関
と
し
て
神
祇
官
を
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
も
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

明
治
の
神
祇
官
は
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
諸
祭
祀
を
担
う
と
と
も
に
、

近
世
的
本
所
の
後
継
機
関
と
し
て
当
初
は
機
能
す
る
。
し
か
し
身
分
集
団

に
依
拠
し
た
重
層
・
複
合
的
な
支
配
関
係
は
、
府
藩
県
に
よ
る
統
一
的
な

支
配
に
と
っ
て
邪
魔
物
で
あ
り
、
神
祇
官
自
身
も
本
来
習
合
的
な
存
在
で

あ
っ
た
神
社
を
め
ぐ
る
支
配
の
全
て
に
関
わ
る
能
力
と
意
思
と
を
兼
ね
備

え
て
い
た
か
と
言
え
ば
、
怪
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
手
探
り
で
神
仏
分
離

が
遂
行
さ
れ
る
中
で
も
身
分
制
的
支
配
の
枠
組
み
が
消
滅
し
た
と
は
言
え

な
い
状
況
の
下
、
役
人
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
が
煩
わ
し
い
も
の
に
感
じ
ら

れ
始
め
た
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
…
と
断
片
的
な
史
料
か
ら
言

明
す
る
の
は
、
後
知
恵
が
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
如
く
論
じ
て
、
近
年
進
展
の
著
し
い
近
世
宗
教
社
会
史
研
究
で

は
常
識
的
な
も
の
と
な
っ
た
本
所
論
的
視
点
を
、
明
治
初
年
の
宗
教
史
を

研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
も
把
持
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
重
要
性
を
主
張
し

て
、
締
め
く
く
っ
た
。
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パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

山
口　

剛
史

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
近
世
・
近
代
移
行
期
の
神
職
の
実
像
に
迫
る
べ
く
、

石
川
達
也
氏
・
山
口
剛
史
・
三
ツ
松
誠
氏
・
荻
原
稔
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
と
視
座
か
ら
各
自
の
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
は
松

本
久
史
氏
、
司
会
は
松
本
丘
氏
に
依
頼
し
た
。
松
本
久
史
氏
は
国
学
史

の
、
松
本
丘
氏
は
垂
加
神
道
の
代
表
的
な
研
究
者
で
あ
り
、
各
発
表
者
の

報
告
に
対
し
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
。
本
パ
ネ
ル
は

両
氏
の
ご
教
示
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
こ
の

点
を
明
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

一
方
、
島
薗
進
氏
・
井
関
大
介
氏
・
小
林
威
朗
氏
・
井
上
智
勝
氏
が
、

フ
ロ
ア
か
ら
発
言
さ
れ
た
（
発
言
順
）。
近
代
日
本
宗
教
史
の
泰
斗
で
あ

る
島
薗
氏
と
、
近
世
の
神
社
・
神
職
と
本
所
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
井

上
氏
、
ま
た
、
近
世
神
道
思
想
の
精
力
的
な
研
究
者
で
あ
る
井
関
氏
と
、

近
世
後
期
・
明
治
初
期
の
国
学
者
・
神
道
家
に
つ
い
て
の
新
進
気
鋭
の
研

究
者
小
林
氏
、
こ
う
し
た
若
手
か
ら
大
御
所
ま
で
の
有
益
な
発
言
を
得
ら

れ
た
こ
と
で
、
本
パ
ネ
ル
は
更
に
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

も
冒
頭
で
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

石
川
氏
は
、
伊
勢
神
宮
の
神
職
、
特
に
近
世
期
の
禰
宜
が
ど
の
よ
う
な

手
続
き
を
経
て
叙
位
さ
れ
た
か
を
事
例
の
紹
介
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し

た
。
使
用
し
た
史
料
は
、
両
宮
の
一
禰
宜
の
日
次
記
（「
長
官
日
記
」）
と

い
っ
た
神
宮
の
公
的
な
記
録
の
ほ
か
、
当
事
者
で
あ
る
叙
位
申
請
者
や
使

者
な
ど
に
よ
る
私
的
な
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
ら
か
ら
、
未
だ
不
明
な
点
が

多
い
近
世
の
神
宮
組
織
に
つ
い
て
、
禰
宜
の
位
階
と
い
う
観
点
に
よ
る
検

討
に
加
え
、
神
宮
祭
主
藤
波
家
を
本
所
と
す
る
視
点
や
位
置
づ
け
を
複
合

よ
り
、
明
治
五
年
三
月
に
教
部
省
や
教
導
職
が
設
置
さ
れ
る
や
、
五
月
に

は
布
教
の
公
認
申
請
を
す
る
と
い
う
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
り
、
教
部

省
が
実
施
し
た
府
内
三
ヶ
所
の
神
社
に
お
け
る
神
道
説
教
に
も
本
荘
宗
秀

と
野
澤
鐡
教
の
二
人
が
参
加
し
て
布
教
の
実
績
を
獲
得
で
き
た
。
そ
う
し

た
活
動
の
結
果
、
八
月
に
は
野
澤
鐡
教
、
東
宮
千
別
、
大
武
知
康
の
三
人

が
教
導
職
に
補
任
さ
れ
、「
吐
普
加
見
講
取
締
」
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
で

公
然
布
教
が
許
さ
れ
た
。

　

史
料
と
し
て
は
、
吐
菩
加
美
講
公
認
前
後
の
東
宮
千
別
関
係
の
文
書
か

ら
は
、
教
部
省
と
の
交
渉
の
状
況
や
そ
の
成
果
を
関
係
の
教
師
に
徹
底
し

て
い
く
と
き
の
具
体
的
な
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
最
近
そ
の
存

在
と
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
野
澤
鐡
教
と
井
上
祐
鐡
の
伝
記
か
ら
は
、

明
治
維
新
以
前
後
の
井
上
門
中
の
人
間
関
係
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
ら
か
ら
は
、
制
度
の
変
化
へ
の
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
門
中
内

の
人
間
関
係
の
確
執
へ
の
対
応
も
存
在
し
、
野
澤
鐡
教
が
上
位
の
職
級
へ

補
任
さ
れ
た
こ
と
へ
の
反
感
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の
存
在
や
、
井
上
正
鐡
の

遺
骨
改
葬
に
関
わ
っ
て
の
、
教
団
指
導
者
と
井
上
家
遺
族
と
の
意
見
の
相

違
と
い
っ
た
、
い
く
つ
も
の
対
立
軸
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
教
派
神
道
が
成
立
し
た
あ
と
の
坂
田
管
長
の

「
禊
教
」
と
東
宮
千
別
の
「
大
成
教
禊
教
」
と
い
う
井
上
正
鐡
門
中
（
教
団
）

分
裂
の
大
枠
を
踏
ま
え
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
そ
れ
に
先
立

つ
時
期
に
も
い
く
つ
も
の
対
立
軸
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
何
と
か
調
整
し

て
吐
菩
加
美
講
以
来
の
統
一
を
維
持
し
よ
う
と
苦
闘
し
た
東
宮
千
別
の
活

動
も
見
え
て
く
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
外
の
制
度
の
変
化
へ
の
対
応
と

と
も
に
、
組
織
内
部
の
多
く
の
対
立
や
確
執
を
調
整
し
て
い
く
と
い
う
状

況
の
中
に
、
明
治
維
新
期
の
神
道
教
師
の
実
態
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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松
本
久
史
氏
は
、
各
集
団
と
本
所
と
の
関
係
を
マ
ク
ロ
的
見
地
か
ら
確

認
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
提
起
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
世
で
も
、
神
祇
官
は

官
衙
が
無
い
だ
け
で
、
神
祇
官
人
は
存
在
し
て
い
た
事
実
を
喚
起
さ
れ

た
。
そ
の
頂
点
た
る
白
川
家
と
吉
田
家
と
が
、
本
所
と
し
て
全
国
神
職
に

国
家
的
保
障
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
幕
末
・
維
新
期
に
な
る
と
、
こ

の
保
障
は
両
家
の
私
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
認
識
が
発
生
し
、
引

い
て
は
「
神
祇
官
復
興
」
の
声
が
高
ま
っ
た
点
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る

と
も
指
摘
さ
れ
た
。

　

近
世
的
本
所
は
、
朝
廷
が
白
川
家
・
吉
田
家
の
「
家
職
」
を
通
じ
て
各

神
職
を
権
威
化
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
の
変
革
に
お
い
て
、

そ
の
「
家
職
」
か
ら
「
官
」
へ
の
制
度
移
行
に
躓
い
た
こ
と
が
、
以
降
の

神
祇
行
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
史
料
を
通
じ
て
、
更
な

る
研
究
の
進
展
を
期
し
た
い
。

的
に
考
察
し
た
。

　

山
口
は
、
幕
末
・
維
新
期
の
国
学
者
矢
野
玄
道
の
未
刊
史
料
を
紹
介
し

た
。
玄
道
が
神
祇
伯
白
川
家
学
師
（
学
士
）
と
な
っ
た
文
久
三
年
（
一
八

六
三
）
末
か
ら
翌
年
初
め
に
か
け
て
述
し
た
の
が
、『
伯
家
問
答
』
で
あ

る
。
同
書
で
は
、
鎮
魂
祭
の
淵
源
は
道
教
で
、
大
陸
で
も
失
わ
れ
た
そ
の

奥
義
が
矢
野
家
の
み
に
伝
来
し
、
自
分
こ
そ
正
当
な
後
継
者
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
玄
道
は
、
伯
家
で
の
自
己
の
地
位
を
確
立
す
る
為
、
伯

家
の
中
核
祭
祀
で
あ
る
鎮
魂
祭
の
継
承
者
が
他
な
ら
ぬ
自
身
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

三
ツ
松
氏
は
、『
復
古
記
』
の
材
料
と
な
っ
た
史
料
群
か
ら
神
祇
官
関

係
史
料
と
呼
ば
れ
る
九
十
六
点
を
調
査
し
た
上
で
、
当
該
期
の
日
本
宗
教

史
を
粗
描
し
た
。
当
時
の
神
祇
官
は
、
行
政
上
の
機
能
不
全
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
全
国
の
神
職
は
、
神
祇
官

を
旧
来
の
本
所
の
後
継
機
関
と
見
做
し
て
い
た
。
故
に
、
近
世
宗
教
社
会

史
研
究
で
は
常
識
的
な
も
の
と
な
っ
た
本
所
論
的
視
点
を
、
明
治
初
年
の

宗
教
史
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
も
把
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

　

荻
原
氏
は
、
幕
末
最
終
期
か
ら
明
治
初
頭
に
お
け
る
白
川
家
と
の
関
わ

り
と
、
引
き
続
く
教
部
省
と
教
導
職
の
成
立
期
に
布
教
の
公
認
を
目
指
し

た
活
動
に
つ
い
て
の
井
上
正
鐡
門
中
史
料
を
通
じ
て
、
明
治
維
新
期
の
神

道
教
師
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
制
度
の
変
化
へ
の
対
応
に
と

ど
ま
ら
ず
、
内
部
の
人
間
関
係
の
確
執
へ
の
対
応
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

外
の
制
度
の
変
化
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
内
部
の
対
立
を
調
整
し
て
い
く

と
い
う
状
況
の
中
に
、
明
治
維
新
期
の
神
道
教
師
の
実
態
が
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。
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味
が
薄
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
大
き
な
文
脈
と
し
て

は
、
ク
ロ
ー
ン
羊
ド
リ
ー
誕
生
の
発
表
（
一
九
九
七
）
や
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
め

ぐ
る
規
制
な
ど
、
人
工
妊
娠
中
絶
よ
り
も
、
受
精
卵
を
め
ぐ
る
問
題
へ
と

関
心
が
向
か
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

研
究
方
法
上
の
問
題
と
し
て
は
、
問
題
の
性
質
上
、
実
際
に
水
子
供
養

を
行
っ
て
い
る
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
極
め
て
難
し
い
た
め
、
個
別
の
供

養
や
そ
れ
に
と
も
な
う
心
理
過
程
を
追
跡
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
社
会
現

象
と
し
て
の
水
子
供
養
を
論
じ
る
こ
と
に
傾
き
が
ち
と
な
る
点
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　

で
は
、
水
子
供
養
は
、
す
で
に
研
究
対
象
と
し
て
の
意
味
を
失
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
改
め
て
水
子
供
養
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き

理
由
と
し
て
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
つ
に
は
、
水
子
供
養
の
国
際
化
と
で
も
言
え
る
現
象
で
あ
る
。
台

湾
・
韓
国
・
タ
イ
な
ど
で
水
子
供
養
に
似
た
よ
う
な
儀
礼
が
存
在
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の
受
容
に
つ
い
て
はW

ilson, 
M
ourning the U

nborn D
ead

（
二
〇
〇
九
）
が
あ
る
。
従
来
の
諸
研

究
で
は
、
水
子
供
養
は
日
本
特
有
の
現
象
と
さ
れ
、
日
本
独
自
の
文
化
的

文
脈
（
死
生
観
、
男
女
関
係
、
生
殖
観
な
ど
）
と
結
び
付
け
ら
れ
て
き
た

が
、
そ
の
よ
う
な
従
来
説
の
幾
つ
か
は
再
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
国
際
比
較
に
よ
っ
て
日
本
の
特
色
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ

が
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
水
子
供
養
の
実
態
に
つ
い
て
実
証
的
な
デ
ー

タ
は
乏
し
く
、
再
調
査
の
必
要
が
大
き
い
。

　

も
う
一
点
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
大
き
く
進
展
し
た
堕
胎
・

「
子
返
し
（
マ
ビ
キ
）」・
人
工
妊
娠
中
絶
な
ど
の
歴
史
研
究
の
存
在
で
あ

る
。H

ardacre
の
前
掲
書
が
発
刊
さ
れ
た
一
九
九
七
年
は
、
太
田
素
子

水
子
供
養
研
究
の
達
成
と
課
題

代
表
者　

清
水
邦
彦

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

木
村
文
輝

司
会　

前
川
健
一

水
子
供
養
研
究
の
今
日
的
課
題

│
│ 

前
近
代
と
の
連
続
性
を
中
心
に 

│
│

前
川　

健
一

　

水
子
供
養
に
つ
い
て
の
最
初
の
学
術
的
論
文
で
あ
るA
nn Page 

Brooks, M
izuko K

uyo and Japanese Buddhism

（
一
九
八
一
）

が
書
か
れ
て
か
ら
、
既
に
三
十
年
以
上
が
経
つ
。
そ
の
後
、
少
数
な
が
ら

そ
れ
な
り
に
特
色
の
あ
る
研
究
が
続
き
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、

日
本
で
は
森
栗
茂
一
『
不
思
議
谷
の
子
供
た
ち
』（
一
九
九
五
）・
高
橋

三
郎
編
『
水
子
供
養
』（
一
九
九
九
）
が
ま
と
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は

LaFleur, Liquid Life

（
一
九
九
二
）
とH

ardacre, M
arketing the 

M
enacing Fetus in Japan

（
一
九
九
七
）
が
出
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ

て
、
水
子
供
養
の
起
源
・
伝
播
、
そ
の
宗
教
的
・
社
会
的
背
景
、
人
工
妊

娠
中
絶
や
胎
児
観
と
の
関
連
、
供
養
依
頼
者
や
供
養
実
施
寺
社
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
、
供
養
儀
礼
の
実
態
や
経
済
的
利
得
、
マ
ス
コ
ミ
の
関
与
な
ど
、

様
々
な
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
水
子
供
養
研
究
は
停
滞

期
を
迎
え
る
。
先
に
挙
げ
た
諸
著
に
よ
っ
て
、
当
初
、
研
究
者
の
関
心
を

引
い
た
問
題
点
に
は
、
そ
れ
な
り
に
解
決
が
与
え
ら
れ
、
研
究
へ
の
意
欲

が
失
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
水
子
供
養
そ
の
も
の
が
当
初
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
性
を
失
い
、
よ
り
穏
健
化
・
日
常
化
し
た
た
め
、
批
判
的
言
及
の
意
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水
子
供
養
に
は
、
多
様
な
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
水
子
供
養

の
目
的
や
得
ら
れ
る
効
果
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
水
子
供
養
の
提
供
媒

体
や
担
い
手
の
性
質
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
点
か
ら
、「
水
子
供
養
」
を
画
一
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
「
水
子
供
養
」
の
発
生
時
期
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
中
絶
・
流
産
・
死

産
等
に
関
連
し
た
近
世
の
習
俗
を
近
代
の
「
水
子
供
養
」
と
連
続
し
た
も

の
と
捉
え
る
か
、
表
面
的
な
部
分
だ
け
借
り
て
き
た
断
絶
し
た
も
の
と
捉

え
る
か
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
一
九
七
〇
年

代
に
流
行
す
る
形
で
広
ま
っ
た
「
水
子
供
養
」
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
や
技
術
革
新
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
近
代
的
な
宗
教

現
象
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
現
代
の
「
水
子
供
養
」
研
究
で
は
、
近
代
的
宗
教
現
象
と

し
て
こ
れ
を
扱
う
立
場
を
基
本
と
す
る
こ
と
が
、
達
成
点
と
思
わ
れ
る
。

水
子
供
養
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
や
流
産
・
死
産

の
経
験
に
傷
つ
い
て
い
る
人
び
と
（
主
に
女
性
）
に
対
し
て
、
そ
の
悩
み

苦
し
み
を
軽
減
す
る
癒
し
や
償
い
の
機
能
を
果
た
す
。
あ
る
い
は
、
中
絶

を
選
択
し
た
場
合
で
も
道
徳
的
・
倫
理
的
態
度
を
保
つ
こ
と
を
可
能
に
す

る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

　

他
方
で
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
や
流
産
・
死
産
の
経
験
に
傷
つ
い
て
い
る

人
び
と
（
主
に
女
性
）
の
弱
み
に
つ
け
こ
み
、
恫
喝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

商
業
的
宗
教
者
・
宗
教
団
体
に
利
益
を
も
た
ら
す
機
能
、
あ
る
い
は
、
男

性
中
心
主
義
的
な
近
代
社
会
シ
ス
テ
ム
に
都
合
よ
く
女
性
の
性
・
生
殖
に

関
わ
る
行
動
を
支
配
・
統
制
す
る
た
め
の
支
配
の
論
理
・
装
置
の
機
能
を

果
た
す
と
み
る
見
方
も
あ
る
。

編
『
近
世
日
本
マ
ビ
キ
慣
行
史
料
集
成
』
の
刊
行
年
で
も
あ
り
、
以
後
、

太
田
や
沢
山
美
果
子
ら
に
よ
っ
て
、
近
世
の
出
産
を
め
ぐ
る
知
見
が
大
き

く
刷
新
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
近
代
に
関
し
て
も
、
藤
目
ゆ
き
（
一

九
九
七
）・N

orgren

（
二
〇
〇
一
。
日
本
語
訳
二
〇
〇
八
）・
荻
野
美
穂

（
二
〇
〇
八
）・
岩
田
重
則
（
二
〇
〇
九
）・K

ato

（
二
〇
〇
九
）
ら
の
業

績
は
、
堕
胎
・
人
工
妊
娠
中
絶
を
め
ぐ
る
社
会
関
係
の
理
解
に
稠
密
の
度

を
加
え
た
。
こ
う
し
た
歴
史
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
水
子
供
養
の
成
立

を
位
置
づ
け
直
す
必
要
が
あ
る
。
特
に
、「
七
つ
ま
で
は
神
の
う
ち
」
と

い
う
通
説
を
批
判
す
る
柴
田
純
の
主
張
（
二
〇
一
三
）
は
重
要
で
あ
り
、

太
田
・
沢
山
ら
の
業
績
と
合
わ
せ
て
、
近
世
後
期
と
近
代
の
胎
児
観
の
連

続
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
に
、
嬰
児
葬
法
に
つ
い
て
の
岩
田
（
二
〇

〇
六
）
の
解
釈
を
考
慮
す
る
と
、
堕
胎
胎
児
の
死
霊
と
い
う
観
念
は
、
従

来
説
と
異
な
り
、
近
世
後
期
に
起
源
を
有
し
、
そ
れ
が
水
子
供
養
の
受
容

基
盤
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
み
た
水
子
供
養

猪
瀬　

優
理

　

本
発
表
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
水
子

供
養
を
み
る
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
、

こ
の
観
点
に
お
け
る
水
子
供
養
研
究
の
達
成
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

先
行
研
究
か
ら
水
子
供
養
を
構
成
す
る
各
要
素
を
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、

水
子
供
養
の
対
象
と
な
る
「
水
子
」
の
範
囲
、
提
供
さ
れ
る
儀
礼
の
内

容
、
儀
礼
を
提
供
す
る
論
理
、
儀
礼
を
需
要
す
る
論
理
、
儀
礼
の
担
い
手

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
形
態
が
あ
り
う
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

各
種
の
先
行
研
究
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
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新
型
出
生
前
診
断
と
妊
娠
中
絶

清
水　

邦
彦

　

近
年
、
水
子
供
養
に
於
い
て
、
女
性
の
傷
に
つ
け
込
む
言
動
が
減
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
私
と
し
て
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
と
水
子
供
養
に
関
し
て

は
、“Liquid Life ”

訳
書
出
版
を
以
て
、
研
究
に
一
段
落
付
い
た
と
思

っ
て
い
た
。（
無
論
、
減
胎
手
術
や
死
亡
胎
児
の
組
織
利
用
の
問
題
は
残

っ
て
い
た
が
。）
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
一
年
頃
よ
り
、
新
た
な
問
題
が
生

じ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
新
型
出
生
前
診
断
な
る
も
の
が
始
ま

り
、
日
本
で
は
高
齢
妊
娠
等
対
象
を
絞
っ
て
、
二
〇
一
三
年
四
月
よ
り
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
況
、
日
本
で
は
臨
床
研
究
扱
い
な
の
で
、
保

険
は
適
応
さ
れ
な
い
。

　

新
型
出
生
前
診
断
と
は
、
妊
婦
の
血
液
約
一
〇
cc
を
調
べ
る
こ
と
で
、

ダ
ウ
ン
症
な
ど
胎
児
の
染
色
体
異
常
の
有
無
が
あ
る
程
度
分
か
る
も
の
で

あ
る
。
ど
こ
が
「
新
し
い
」
か
と
云
え
ば
、
従
来
の
羊
水
検
査
と
比
べ

て
、
妊
婦
及
び
胎
児
へ
の
侵
襲
性
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
「
新
し
い
」

の
で
あ
る
（
原
語 N

on-invasive prenatal testing

）。
こ
の
「
新
し

さ
」
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
検
査
を
希
望
す
る
と
想
定
さ
れ
、
現
に
四
月

の
開
始
以
来
、
六
月
末
ま
で
に
一
五
三
四
人
が
検
査
を
受
け
て
い
る
。

　

新
型
出
生
前
診
断
の
問
題
は
と
り
あ
え
ず
二
点
あ
る
。
一
点
は
、
胎
児

の
異
常
が
全
て
分
か
る
訳
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
新
聞
へ
の
投
稿
文
の

見
出
し
で
は
あ
る
が
、「
ダ
ウ
ン
症
早
期
判
断
」（
朝
日
新
聞
二
〇
一
二
年

九
月
三
日
）
と
い
う
呼
び
名
は
、
こ
の
検
査
の
一
面
を
示
し
て
い
る
。
染

色
体
異
常
に
し
て
も
、
確
定
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
羊
水
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
。
新
型
出
生
前
診
断
で
異
常
の
可
能
性
が
出
て
も
、
羊
水
検

査
の
結
果
、
異
常
無
し
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
新

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
前
者
の
見

解
に
立
て
ば
、
水
子
供
養
は
女
性
に
と
っ
て
肯
定
的
な
機
能
を
持
つ
も
の

に
な
る
が
、
後
者
の
見
解
に
立
て
ば
、
女
性
に
と
っ
て
否
定
的
な
働
き
を

持
つ
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
、
水
子
供
養
が
必
要
と
さ
れ
る

よ
う
な
現
代
日
本
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
状
況
を

考
察
対
象
と
し
て
い
る
点
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
需
要
側
の
ニ

ー
ズ
、
女
性
の
主
体
性
や
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
点
に
焦
点
を
当
て

れ
ば
前
者
の
意
見
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
女
性
の
み
に
胎
児
の
生
命
の
責

任
を
取
ら
せ
よ
う
と
し
が
ち
な
提
供
者
側
の
論
理
、
女
性
が
お
か
れ
て
い

る
差
別
的
・
抑
圧
的
存
在
を
批
判
し
よ
う
と
思
え
ば
、
後
者
の
意
見
に
近

く
な
る
。

　

こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
水
子
供
養
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
際
に
は
、
近
代
的
現
象
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を

的
確
に
と
ら
え
る
こ
と
、「
水
子
供
養
」
を
必
要
と
す
る
・
提
供
す
る
人

び
と
の
論
理
を
具
体
的
に
実
証
的
に
と
ら
え
る
こ
と
、
そ
の
分
析
を
通
じ

て
、
現
代
日
本
社
会
の
女
性
と
男
性
の
お
か
れ
て
い
る
社
会
状
況
を
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
を
重
視
し
て
問
い
直
す
こ
と
、
特

に
日
本
社
会
の
特
徴
を
見
出
す
た
め
に
も
、
他
の
文
化
圏
と
の
比
較
研
究

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
の
一
部

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
の
研
究
に
お
い
て
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
整
理
し
て
、
水
子
供
養

と
い
う
近
代
的
宗
教
現
象
が
表
現
し
て
い
る
日
本
社
会
の
在
り
様
を
よ
り

明
確
に
言
語
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
刑
法
第
二
十
九
章
の
堕

胎
罪
は
未
だ
有
効
で
あ
り
、
母
体
保
護
法
で
は
「
経
済
的
理
由
」
に
よ
る

中
絶
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
第
十
四
条
）。
こ
の
「
経
済
的
理
由
」

を
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
で
、
実
質
、
生
命
を
選
別
す
る
判
断
が
、「
親
」

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
充
実
が
叫

ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
解
決
す
る
問
題
で

は
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
本
発
表
で
解
決
策
を
打
ち
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
問
題
提
起
を
行
う
こ
と
で
、
議
論
を
提
起
し
た
い
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

清
水　

邦
彦

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
堕
胎
さ
せ
ら
れ
た
胎
児
に
対
す
る
慰
霊
儀
礼
で
あ
る

水
子
供
養
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
を
総
括
し
、
今
後
の
研
究
の
課
題
を

検
討
し
た
。
水
子
供
養
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
と
い
う
生
命
倫
理
の
基
本
問

題
に
対
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
宗
教
的
対
応
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
胎
児
の
生
命

を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
、
ど
の
よ
う
に
応
対
す
る
の
か
、
誰
が
そ
の

よ
う
な
応
対
を
担
う
の
か
等
、
生
命
や
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
水
子
供
養
は
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に

か
け
て
、
内
外
の
研
究
者
の
関
心
を
引
き
、
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
た

が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
水
子
供
養
そ
の
も
の
が
穏
健

化
・
日
常
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
研
究
は
停
滞
傾
向
に
あ
る
。
本
パ
ネ

ル
で
は
、
水
子
供
養
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
関
心
を
共
有
し
、
今
後

の
課
題
の
所
在
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

前
川
健
一
「
水
子
供
養
研
究
の
今
日
的
課
題
│
│
前
近
代
と
の
連
続
性

を
中
心
に
│
│
」
は
、
パ
ネ
ル
の
趣
旨
説
明
を
兼
ね
て
、
従
来
の
水
子
供

型
出
生
前
診
断
で
ダ
ウ
ン
症
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
事
例
の
う
ち
、
五

分
の
一
は
ダ
ウ
ン
症
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
（
香
山
リ
カ
『
新
型
出
生
前

診
断
と
「
命
」
の
選
択
』
七
二
頁
）。
朝
日
新
聞
二
〇
一
二
年
一
〇
月
三

日
の
「
胎
児
が
ダ
ウ
ン
症
か
九
九
％
の
確
率
で
分
か
る
新
型
の
出
生
前
診

断
」
と
い
う
記
述
は
誤
解
を
与
え
る
表
現
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
は
、
仮
に
羊
水
検
査
で
異
常
が
確
定
し
て
も
、
そ
の
段
階
で

治
療
を
施
す
す
べ
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
治
療
法
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
何
故
、
新
型
出
生
前
診
断
を
受
け
る
の
か
？　

異
常
を
持
っ
た
子
供

が
生
ま
れ
る
準
備
を
早
め
に
行
う
た
め
な
の
か
？　

そ
れ
だ
け
で
は
な
か

ろ
う
。
六
月
末
ま
で
に
新
型
出
生
前
診
断
を
受
け
た
一
五
三
四
人
の
う

ち
、
異
常
の
可
能
性
が
あ
り
羊
水
検
査
を
受
け
た
の
は
一
〇
人
、
異
常
が

確
定
し
た
の
が
六
人
で
あ
る
。
六
人
の
う
ち
、
二
人
が
人
工
妊
娠
中
絶
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
（
朝
日
新
聞
二
〇
一
三
年
七
月
十
七
日
夕
刊
及
び

読
売
新
聞
同
年
七
月
十
八
日
）。

　

新
型
出
生
前
診
断
と
い
う
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
結
果
、
羊
水
検
査

を
受
け
る
人
が
増
え
、
人
工
妊
娠
中
絶
が
増
え
る
こ
と
も
皮
肉
な
問
題
で

あ
る
。
従
来
の
羊
水
検
査
は
、
前
述
の
通
り
、
妊
婦
及
び
胎
児
へ
の
侵
襲

性
が
あ
り
、
受
け
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
今
後
、
新
型
出
生
前
診
断
の
普

及
に
よ
り
、
異
常
の
可
能
性
有
り
と
さ
れ
た
人
の
羊
水
検
査
が
多
く
な
る

と
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
異
常
が
確
定
し
た
人
が
人
工
妊
娠
中

絶
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
朝
日

新
聞
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
三
日
夕
刊
に
は
「
進
む
選
別
、
中
絶
増
の
懸

念
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
あ
る
。
ち
な
み
に
同
記
事
に
よ
る
と
、
こ

の
新
型
出
生
前
診
断
を
使
う
こ
と
で
、
胎
児
の
性
別
も
分
か
る
と
云
う
。

　

根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
胎
児
の
異
常
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
が
法
的
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増
加
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り
、
実
質
上
、
生
命
を
選
別
す
る
判
断
が

「
親
」
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
い
う
現
状
に
疑
問
を
呈
し
た
。

　

木
村
文
輝
か
ら
は
、
水
子
供
養
全
般
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
供

養
の
対
象
と
な
っ
た
胎
児
の
属
性
（
夫
婦
間
の
子
か
、
婚
外
子
か
）
に
よ

る
違
い
は
あ
る
の
か
、
水
子
供
養
に
敏
感
に
反
応
し
た
世
代
は
団
塊
の
世

代
と
重
な
る
が
、
彼
ら
の
世
代
的
経
験
（
都
市
へ
の
移
住
に
よ
る
菩
提
寺

と
の
疎
遠
、
イ
エ
制
度
を
引
き
ず
る
結
婚
観
）
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
か
、
等
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
寺
院
で
の
供
養
の
実

態
を
通
じ
て
、
男
性
に
は
罪
の
意
識
が
な
い
と
は
言
い
き
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
、
儀
礼
の
実
態
と
し
て
は
宗
教
的
な
供
養
と
商
業
主
義
と
を
ク
リ

ア
に
分
離
す
る
こ
と
は
難
し
い
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
住
職
や

時
代
に
よ
る
幼
児
の
葬
儀
や
戒
名
の
扱
い
の
違
い
や
、
水
子
供
養
を
推
進

し
た
寺
院
の
経
済
的
要
因
な
ど
、
貴
重
な
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

発
表
や
コ
メ
ン
ト
で
言
及
さ
れ
た
問
題
点
は
、
会
場
と
の
質
疑
で
さ
ら

に
検
討
さ
れ
、
水
子
供
養
研
究
が
ま
だ
ま
だ
多
く
の
検
討
課
題
を
有
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
合
っ
た
。

養
研
究
を
概
観
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
後
、
水
子
供
養
そ
の
も
の
の
変

質
、
生
命
倫
理
的
な
関
心
が
人
工
妊
娠
中
絶
か
ら
受
精
卵
の
扱
い
へ
と
推

移
し
た
こ
と
、
調
査
方
法
上
の
限
界
な
ど
か
ら
研
究
が
停
滞
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
台
湾
・
韓
国
・
タ
イ

な
ど
で
報
告
さ
れ
て
い
る
胎
児
へ
の
供
養
儀
礼
を
参
照
し
て
の
国
際
比
較

と
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
日
本
の
水
子
供
養
の
相
対
化
、
な
ら
び
に
、
性
・

生
殖
に
関
す
る
歴
史
研
究
を
参
照
し
て
の
水
子
供
養
の
歴
史
的
位
置
づ
け

の
再
考
の
必
要
性
を
論
じ
た
。

　

猪
瀬
優
理
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
み
た
水

子
供
養
」
は
、
従
来
の
研
究
を
概
観
し
て
、
水
子
供
養
研
究
に
お
い
て
ジ

ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
共
有

さ
れ
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
男
性
の
性
・
生
殖
へ
の
関
わ
り
の
構
造
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
研
究
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
ど
の
よ
う
な
条
件

が
水
子
供
養
を
生
み
出
し
て
い
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
で
、
現
代
日
本
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
構
造
が
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
具
体
的
な
論
点
と
し
て
、
水
子
供
養
と

人
工
妊
娠
中
絶
と
の
関
係
性
、
供
養
を
必
要
と
す
る
論
理
と
心
情
、
水
子

供
養
の
実
施
に
い
た
る
人
間
関
係
と
論
理
を
挙
げ
、
文
化
圏
横
断
的
な
調

査
研
究
の
必
要
性
を
示
し
た
。

　

清
水
邦
彦
「
新
型
出
生
前
診
断
と
妊
娠
中
絶
」
は
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
て
、
妊
婦
の
血
液
を
調
べ
る
こ
と
で
胎
児
の
染
色
体
異
常
の
可
能
性

が
分
か
る
新
型
出
生
前
診
断
を
取
り
上
げ
、
①
異
常
が
全
て
分
か
る
わ
け

で
は
な
く
確
定
診
断
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
、
②
異
常
が
確
定
し
て
も
治

療
を
施
す
す
べ
が
な
い
、
と
い
う
問
題
点
を
挙
げ
、
現
行
の
母
体
保
護
法

で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
胎
児
の
異
常
を
理
由
と
す
る
人
工
妊
娠
中
絶
が
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新
聞
・
雑
誌
記
事
に
お
け
る
用
例
を
見
る
限
り
、「
精
神
療
法
」
は
カ

テ
ゴ
リ
と
し
て
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

「
精
神
療
法
家
」
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
心
身
感
や
世
界
観
が
広
く
共
有
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
時
代
の
人
々
が
、
新
し
く
出
て
き
た
カ
テ

ゴ
リ
で
あ
り
、
か
つ
心
身
に
関
す
る
諸
領
域
の
境
界
を
越
え
て
い
こ
う
と

す
る
志
向
を
持
つ
「
精
神
療
法
」
を
定
義
・
説
明
す
る
際
に
は
、
ほ
か
の

実
践
と
の
差
異
に
よ
っ
て
│
│
「
〜
で
は
な
い
も
の
」
と
い
う
か
た
ち
で

│
│
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
差
異
化
の
仕
方
に
は
、
説
明
者
の
立

場
が
強
く
反
映
し
て
お
り
、
説
明
す
る
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
「
精
神

療
法
」
理
解
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、「
精
神
療
法
家
」
自
身
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
精
神
療
法
」

は
「
物
質
療
法
（
近
代
的
医
療
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
薬
や
身
体
へ
の

物
理
的
介
入
を
用
い
る
も
の
）
で
は
な
い
も
の
」
と
定
義
さ
れ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
お
祓
い
や
加
持
祈
禱
、
催
眠
術
、
信
仰
治
療
な
ど
、
古
今
東
西

の
さ
ま
ざ
ま
な
治
病
・
健
康
法
を
含
み
う
る
も
の
と
さ
れ
た
。「
精
神
療

法
」
を
説
明
す
る
記
事
を
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
誌
に
寄
せ
た
心
理
学
者
・

小
熊
虎
之
助
も
、
同
じ
よ
う
に
古
今
の
「
薬
種
を
用
い
た
医
術
で
な
い
も

の
」
が
「
精
神
療
法
」
な
の
だ
と
す
る
。
た
だ
し
「
精
神
療
法
家
」
と
は

違
い
、
精
神
（
と
い
う
名
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
病
気
を
治
す
と
は
考

え
ず
、
す
べ
て
「
暗
示
」
に
よ
る
も
の
（
つ
ま
り
一
種
の
偽
薬
効
果
）
と

述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
当
時
の
医
師
ら
は
、「
精
神
療
法
」
を
「
医
師
の
行
う
治
療
で

は
な
い
も
の
」
の
一
カ
テ
ゴ
リ
と
し
て
扱
い
、
一
括
し
て
「
迷
信
」
と
呼

ん
だ
。
ま
た
、「
生
長
の
家
」
を
立
ち
上
げ
た
谷
口
雅
春
は
、「
精
神
療

法
」
が
自
ら
が
唱
導
す
る
「
メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
と
似
て

近
現
代
日
本
の
民
間
精
神
療
法
の
展
開

代
表
者
・
司
会　

塚
田
穂
高

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

對
馬
路
人

宗
教
・
医
療
・
精
神
療
法

│
│ 

昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
差
異
化
の
言
説
と
困
難 

│
│

平
野　

直
子

　

本
報
告
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
存
在
し

た
、
非
医
師
が
行
う
病
気
治
療
・
健
康
法
の
一
つ
で
あ
る
「
精
神
療
法
」

を
、
同
時
代
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
定
義
し
よ
う
と
し
た
か

を
紹
介
し
た
上
で
、
そ
れ
が
様
々
な
点
で
常
に
困
難
を
抱
え
て
い
た
こ
と

を
示
す
。

　
「
精
神
療
法
」
と
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
鍼

灸
、
あ
ん
ま
、
接
骨
な
ど
と
な
ら
ん
で
、「
非
医
師
の
行
う
治
療
」
の
代

表
的
な
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
「
精
神
療

法
」
と
言
え
ば
、
心
理
的
な
操
作
に
よ
っ
て
主
に
精
神
的
な
問
題
の
解
決

や
精
神
的
な
健
康
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
「
精

神
療
法
」
は
精
神
的
な
健
康
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
解
決
や
健

康
増
進
を
う
た
っ
て
い
た
。
瞑
想
な
ど
の
心
理
的
な
操
作
に
加
え
、
呼
吸

法
や
静
坐
法
、
お
手
当
て
、
体
操
な
ど
の
身
体
的
な
技
法
も
組
み
合
わ

せ
、
そ
れ
ら
を
独
特
の
壮
大
な
心
身
感
や
世
界
観
に
よ
っ
て
ま
と
め
あ
げ

て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
精
神
と
身
体
が
影
響
を
与
え
合
う
仕
組
み
は
、
し

ば
し
ば
媒
介
と
な
る
「
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
霊
気
」「
宇
宙
に
充
満
す
る

精
妙
な
流
体
」
と
い
っ
た
も
の
の
存
在
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
。
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社
、
一
九
九
三
年
。
田
邉
信
太
郎
・
島
薗
進
・
弓
山
達
也
編
『
癒
し
を
生

き
た
人
　々

近
代
知
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
』
専
修
大
学
出
版
局
、
一
九
九

九
年
）。
例
え
ば
加
藤
美
侖
『
実
験
比
較
健
康
法
全
書
』（
大
正
六
年
刊
）

は
古
今
東
西
の
健
康
法
の
歴
史
と
技
法
を
紹
介
す
る
中
で
、
呼
吸
主
眼
の

健
康
法
を
「
単
に
身
体
ば
か
り
で
な
く
精
神
の
修
養
に
も
重
き
を
置
い
」

た
東
洋
独
特
の
も
の
と
し
、
江
戸
期
の
白
隠
（
禅
）・
貝
原
益
軒
（
儒
）・

平
田
篤
胤
（
神
道
）・
平
野
元
良
（
医
）
と
い
っ
た
各
分
野
で
説
か
れ
た

養
生
法
を
「
呼
吸
を
深
く
せ
ん
が
た
め
に
腹
（
こ
れ
を
臍
下
丹
田
と
い

ふ
）
に
全
身
の
中
心
を
置
」
い
た
丹
田
呼
吸
法
と
し
、「
筋
肉
の
発
達
を

眼
目
と
す
る
泰
西
の
健
康
法
と
は
深
き
相
違
が
見
ら
れ
る
。」
と
し
て
、

更
に
明
治
以
降
に
登
場
し
た
岡
田
式
静
坐
法
・
二
木
博
士
腹
式
呼
吸
法
・

藤
田
式
息
心
調
和
法
を
、
近
世
的
な
流
れ
を
汲
む
現
代
の
丹
田
呼
吸
法
と

し
て
解
説
し
て
い
る
。
丹
田
呼
吸
法
は
精
神
修
養
と
健
康
維
持
双
方
を
機

能
的
に
兼
ね
備
え
て
き
た
と
い
う
の
が
当
時
の
典
型
的
な
認
識
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
岡
田
・
二
木
・
藤
田
の
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
近
世
か
ら
の
技
法

や
身
体
観
の
継
承
に
断
絶
が
あ
り
、
実
践
者
の
自
己
認
識
と
実
践
の
実
態

に
も
齟
齬
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
技
法
的
な
基
礎
で
あ
る
姿
勢
の
要
求
か

ら
三
者
及
び
臨
済
禅
を
比
較
し
て
み
る
。

　

岩
本
能
武
太
『
岡
田
式
静
坐
三
年
』（
大
正
四
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
姿
勢

は
三
つ
折
り
・
中
間
・
一
枚
板
の
三
類
型
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
ず
岡
田
式

は
「
背
骨
は
臀
と
腹
と
鳩
尾
と
の
、
三
ヶ
所
に
於
て
、
三
度
前
後
に
屈
折

す
べ
き
も
の
で
」「
静
坐
法
で
は
、
自
然
に
斯
く
屈
折
し
て
居
る
背
骨
を
、

餘
計
に
屈
折
さ
せ
る
と
思
へ
ば
よ
い
」
と
し
（
加
藤
前
掲
書
）、
三
つ
折

り
の
姿
勢
を
自
然
な
も
の
と
し
て
重
視
す
る
。
対
し
て
、
藤
田
式
は
「
脊

柱
骨
を
自
然
の
儘
に
す
る
と
は
、
背
骨
を
前
に
枉
げ
屈
ま
せ
た
り
、
後
に

い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、「
他
物
に
頼
る
」
と
い
う
点
で
は
そ
の
他

す
べ
て
（
医
師
が
行
う
医
療
も
含
む
）
の
治
病
・
健
康
実
践
と
同
じ
だ
と

し
て
、「
マ
イ
ナ
ス
」
の
評
価
を
下
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
々
は
「
精
神
療
法
」
を
ほ
か
の
諸
実
践
と
の
差
異
に

よ
っ
て
説
明
し
、
位
置
づ
け
て
い
た
。
こ
の
説
明
と
位
置
づ
け
の
試
み
を

見
て
い
く
こ
と
で
、
当
時
の
人
々
が
心
身
に
関
す
る
諸
実
践
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
、
そ
の
境
界
を
ど
の
よ
う
に
操
作
し
得
た
の
か
と
い
う
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
ひ
と
つ
注
意
す
べ
き
は
、
ど
の
ア
ク

タ
ー
に
よ
る
ど
の
よ
う
な
説
明
も
、
常
に
た
や
す
く
覆
さ
れ
て
い
く
と
い

う
点
で
あ
る
。「
心
身
を
よ
り
よ
く
す
る
」
と
い
う
共
通
の
目
的
や
願
い

に
対
し
、
医
療
・
宗
教
・
民
間
精
神
療
法
の
あ
ら
ゆ
る
実
践
が
競
合
し
、

「
他
よ
り
良
い
も
の
」
と
し
て
自
ら
を
提
示
す
る
も
の
の
、
ど
れ
も
そ
の

目
的
を
完
全
に
は
果
た
せ
な
い
。
こ
の
た
め
心
身
に
関
す
る
諸
実
践
は
、

常
に
現
在
の
カ
テ
ゴ
リ
の
否
定
や
別
の
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
の
批
判
を
受
け
、

問
い
直
さ
れ
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

瞑
想
に
お
け
る
姿
勢
の
要
求
と
身
体
観

野
村　

英
登

　

明
治
の
初
め
、
西
洋
列
強
に
負
け
な
い
強
靱
な
肉
体
を
持
っ
た
国
民
を

産
み
出
す
た
め
に
、
学
校
教
育
に
お
い
て
近
代
体
育
や
兵
式
体
操
が
導
入

さ
れ
、
筋
肉
の
鍛
錬
を
中
心
と
し
た
肉
体
の
健
康
が
目
指
さ
れ
た
。
し
か

し
明
治
後
半
か
ら
大
正
に
か
け
て
伝
統
的
な
養
生
法
が
改
め
て
注
目
さ

れ
、
呼
吸
の
鍛
錬
を
中
心
と
し
た
精
神
の
健
康
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
（
甲
野
善
紀
『
表
の
体
育
・
裏
の
体
育
』
壮
神
社
、
一
九
八
六
年
。

田
中
聡
『
な
ぜ
太
っ
腹
は
嫌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
』
河
出
書
房
新
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る
。
両
者
に
ど
の
程
度
強
い
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
か
は
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

岡
田
式
静
坐
法
の
応
用
例

│
│ 

昭
和
初
期
『
静
坐
』
誌
を
資
料
と
し
て 

│
│

栗
田　

英
彦

　

岡
田
式
静
坐
法
（
以
下
、
静
坐
法
）
と
は
岡
田
虎
二
郎
（
一
八
七
二
―

一
九
二
〇
）
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
坐
法
と
呼
吸
法
か
ら
な
る
身
体
技
法

で
あ
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
多
く
の
知
識
人
層
を
含
む
幅
広

い
支
持
者
を
獲
得
し
た
。
当
時
、「
心
身
修
養
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

単
に
人
格
向
上
を
目
的
と
し
た
修
養
法
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
健
康
法
や

神
経
衰
弱
な
ど
の
病
気
の
治
療
法
と
し
て
、
あ
る
い
は
宗
教
体
験
を
求
め

て
、
人
々
は
静
坐
法
を
実
践
し
た
。
医
療
か
宗
教
か
修
養
か
判
然
と
し
な

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
曖
昧
さ
は
同
時
期
に
隆
盛
し
た
民
間
精
神
療
法
（
霊

術
）
と
も
重
な
り
合
い
、
実
際
に
静
坐
法
の
指
導
者
の
一
部
は
霊
術
家
と

み
な
さ
れ
て
い
た
。

　

岡
田
の
直
弟
子
の
一
人
に
京
都
東
寺
内
に
あ
っ
た
真
言
宗
系
の
仏
教
慈

善
病
院
「
済
世
病
院
」
の
院
長
小
林
参
三
郎
（
一
八
六
三
―
一
九
二
六
）

が
い
た
。
小
林
は
自
身
の
治
療
に
近
代
西
洋
医
学
に
加
え
て
静
坐
法
を
採

用
し
て
い
た
。
彼
自
身
は
、
浄
土
真
宗
に
対
し
て
親
し
み
を
感
じ
て
お

り
、
ま
わ
り
に
は
金
子
大
栄
、
足
利
浄
円
、
山
辺
習
学
と
い
っ
た
浄
土
真

宗
僧
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
影
響
か
ら
、「
身
体
を
達
者
に
す
る

為
に
宗
教
を
利
用
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
小
林
は
静

坐
法
を
宗
教
と
は
見
做
さ
な
か
っ
た
。
大
正
末
に
岡
田
と
小
林
は
亡
く
な

る
が
、
小
林
の
妻
・
信
子
（
一
八
八
六
―
一
九
七
三
）
と
真
宗
僧
侶
ら
を

反
り
返
ら
し
た
り
、
即
ち
圓
背
や
凹
背
に
な
ら
ぬ
や
う
、
又
聳
立
と
て
、

一
本
の
棒
で
も
立
て
た
や
う
に
真
直
ぐ
に
す
る
こ
と
を
も
避
け
、
た
だ
背

骨
の
自
然
の
儘
に
し
て
置
く
こ
と
」
を
強
調
す
る
（
藤
田
霊
齋
『
藤
田
式

調
和
法
前
伝
略
解
』
大
正
一
一
年
刊
）。
つ
ま
り
中
間
の
姿
勢
を
自
然
な

姿
勢
と
み
な
し
、
不
自
然
な
一
枚
板
の
姿
勢
は
坐
禅
の
要
求
だ
と
す
る
。

実
際
、
当
時
の
臨
済
禅
で
は
、「
坐
禅
工
夫
の
と
き
は
、
…
…
脊
梁
骨
を

天
に
聳
ゆ
る
鐵
柱
の
如
く
に
据
え
、
下
腹
を
泰
山
の
動
か
ざ
る
如
く
に
突

き
出
」
す
よ
う
に
説
く
が
（
釋
宗
演
案
・
鈴
木
大
拙
筆
『
静
坐
の
す
す

め
』
明
治
四
一
年
刊
）、
こ
れ
は
例
え
ば
白
隠
の
弟
子
東
嶺
が
「
夫
定
を

修
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
當
に
正
心
端
座
す
べ
し
。
脊
梁
骨
を
竪
起

し
、
竹
筒
を
立
つ
る
が
如
く
し
、
上
は
頭

（
頂
）
従
り
、
下
は
糞
門
に

至
る
ま
で
、
端
直
に
し
て
屈
せ
ず
、
譬
ふ
る
に
如
し
銭
を
投
げ
れ
ば
、
銭

筒
底
を
穿
ち
て
、
聲
板
面
に
出
づ
る
が
ご
と
く
せ
よ
。」（『
達
摩
多
羅
禅

経
説
通
考
疏
』
巻
上
之
二
）
と
述
べ
る
よ
う
、
伝
統
的
な
要
求
の
継
承
で

あ
る
。
し
か
も
、
東
嶺
の
再
伝
に
あ
た
る
剣
客
白
井
亨
に
学
ん
だ
平
野
重

誠
が
、「
ま
た
子
の
子
宮
中
に
住
や
、
そ
の
鼻
自
と
臍
を
覗
や
う
に
、
體

を
弓
形
に
し
て
鼻
と
臍
と
を
相
對
し
、
被
腹
裏
よ
り
母
の
丹
田
と
通
應

し
、
お
の
づ
か
ら
外
氣
を
感
得
」
す
る
こ
と
か
ら
、「
坐
禅
家
の
法
も
、

鼻
と
臍
と
を
上
と
下
と
に
相
對
し
、
背
骨
を
竪
起
て
、
そ
の
體
を
偏
斜
低

昂
な
か
ら
し
め
」
る
と
述
べ
た
よ
う
に
（『
養
性
訣
』）、
む
し
ろ
一
枚
板

（
と
そ
の
強
調
で
あ
る
弓
形
）
の
姿
勢
は
、
人
が
生
ま
れ
た
と
き
の
状
態

へ
の
回
帰
で
あ
り
、
自
然
な
姿
勢
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

一
見
些
細
に
見
え
る
、
腰
を
〝
張
る
〞
か
〝
反
る
〞
か
と
い
う
丹
田
呼

吸
法
に
お
け
る
技
法
の
対
立
は
、
近
世
と
近
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
状

態
を
自
然
な
身
体
と
み
な
す
か
と
い
う
身
体
観
の
差
異
と
連
動
し
て
い
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ら
静
坐
に
繋
が
る
要
素
を
見
直
し
、
仏
教
の
身
体
鍛
練
法
化
を
行
っ
た
。

自
己
と
他
者
の
区
別
以
前
で
あ
る
「
ゼ
ロ
」
に
つ
な
が
る
静
坐
法
の
境
地

は
「
背
私
向
公
」
の
論
理
と
結
び
つ
き
、
全
体
主
義
的
傾
向
に
棹
差
し
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
支
持
を
集
め
な
か
っ
た
が
、
丹
田
や
静
坐
そ
の
も
の
を
宗
教

的
信
仰
の
対
象
に
し
よ
う
と
い
う
議
論
も
見
ら
れ
た
。
身
体
の
中
心
で
あ

る
丹
田
と
、
国
体
の
中
心
で
あ
る
天
皇
を
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
に
捉
え
、
静
坐

を
実
践
す
る
こ
と
は
忠
を
行
じ
る
こ
と
だ
と
い
う
佐
藤
通
次
（
一
九
〇
一

―
一
九
九
〇
）
の
静
坐
論
も
登
場
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
静
坐
の
医
療
化
を
さ
け
る
な
か
で
、
昭
和
初
期
は
静

坐
の
心
身
鍛
練
法
化
・
修
養
化
・
宗
教
化
と
い
う
べ
き
状
況
が
見
ら
れ

た
。
静
坐
論
の
展
開
に
お
い
て
、
仏
教
と
の
関
係
に
加
え
、
生
物
学
や
古

神
道
論
に
共
通
す
る
「
生
命
」
概
念
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

新
宗
教
の
発
生
・
展
開
過
程
に
お
け
る
「
精
神
療
法
」
の
位
置塚

田　

穂
高

　

本
報
告
は
、
近
代
日
本
の
新
宗
教
運
動
の
有
力
な
発
生
基
盤
の
一
つ
と

し
て
、
当
時
「
霊
術
」「
療
術
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
民
間
「
精
神
療
法
」

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

日
本
の
新
宗
教
運
動
の
発
生
基
盤
と
し
て
は
、
民
俗
宗
教
・
習
合
宗
教

や
、
日
蓮
・
法
華
系
の
在
家
講
、
民
衆
的
修
養
道
徳
運
動
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
思
想
伝
統
や
要
素
が
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

は
、
民
衆
の
「
宗
教
」
あ
る
い
は
「
修
養
」
と
の
連
続
性
に
強
調
点
が
置

か
れ
て
い
る
。
他
方
、
新
宗
教
運
動
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
「
業
」

「
儀
礼
」「
呪
術
」「
秘
儀
」
な
ど
の
実
践
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
そ
の
世
界
観
・
救
済
観
を
構
成
す
る
一

中
心
に
「
静
坐
社
」
が
設
立
さ
れ
る
。
静
坐
社
は
雑
誌
『
静
坐
』（
一
九

二
七
年
創
刊
、
二
〇
〇
七
年
終
刊
）
を
発
行
し
て
、
全
国
の
静
坐
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。
各
地
の
静
坐
同
人
か
ら
の
原

稿
が
掲
載
さ
れ
、
様
々
な
立
場
か
ら
静
坐
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
民
間
精
神
療
法
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
創
刊
か
ら
戦
前
ま
で
の
『
静
坐
』
の
論
稿
を
材
料
に
、
昭
和
に
入

っ
て
か
ら
の
静
坐
論
の
展
開
を
整
理
す
る
。

　

静
坐
法
の
実
践
的
応
用
は
久
留
米
少
年
刑
務
所
や
日
本
体
育
専
門
学
校

（
現
・
日
本
体
育
大
学
）
な
ど
で
な
さ
れ
が
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

済
世
病
院
静
坐
会
も
一
九
二
八
年
十
一
月
に
終
了
し
、
医
療
的
応
用
は
消

極
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
霊
術
や
療
術
と
の
差
異
化
と
い
う

静
坐
法
実
践
者
側
の
ね
ら
い
に
加
え
て
、
一
九
三
六
年
に
起
こ
っ
た
ひ
と

の
み
ち
教
団
の
弾
圧
と
い
う
社
会
状
況
の
影
響
も
あ
っ
た
。
ひ
と
の
み
ち

教
団
の
弾
圧
は
、
非
医
者
治
療
組
織
と
し
て
特
高
に
に
ら
ま
れ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
静
坐
法
実
践
者
の
医
師
は
、
精
神
的
要

素
を
含
む
体
操
に
静
坐
法
を
組
み
入
れ
た
り
、
医
師
自
身
が
「
生
の
流

れ
」
を
直
観
・
体
験
（
こ
れ
は
「
宗
教
の
根
本
」
と
さ
れ
る
）
し
て
、
反

省
的
に
医
術
を
見
直
す
た
め
に
静
坐
を
実
践
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ

う
し
た
主
張
に
は
生
物
学
者
・
橋
田
邦
彦
の
全
機
性
論
の
影
響
が
見
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
古
神
道
を
提
唱
し
た
筧
克
彦
の
弟
子
・
二
荒
芳
徳
も
静
坐
法
実

践
者
で
あ
り
、
静
坐
法
を
民
族
国
家
の
一
大
生
命
を
直
観
す
る
「
観
神
の

法
」
と
み
な
し
た
。
浄
土
真
宗
僧
侶
ら
は
、
静
坐
法
は
宗
教
で
は
な
い
と

い
う
立
場
を
維
持
し
た
。
宗
教
と
は
本
質
・
真
実
で
あ
り
、
静
坐
法
は
本

質
を
見
る
た
め
の
手
段
・
態
度
だ
と
区
別
し
た
が
、
山
辺
習
学
は
仏
典
か



　　88

『宗教研究』87巻別冊（2014年） パネル

　

加
納
太
靈
教
院
は
一
九
一
四
年
に
霊
魂
療
院
、
真
生
会
は
一
九
二
二
年

に
帝
国
心
霊
研
究
会
、
ト
ゥ
ル
ー
ス
教
は
一
九
二
六
年
に
三
串
治
療
院
、

天
真
道
教
団
は
一
九
二
七
年
に
霊
動
療
法
研
究
所
、
蓬
莱
山
誠
神
教
は
一

九
二
八
年
に
心
身
修
養
会
、
真
宗
長
生
派
は
一
九
三
七
年
に
長
生
館
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
創
始
者
が
開
発
し
た
と
す
る
療
術
・
療
法
を
活
動
の
中

心
に
据
え
て
、
活
動
を
始
め
て
い
る
。
藤
田
霊
斎
や
岡
田
虎
二
郎
と
い
っ

た
「
霊
術
家
」
や
種
々
の
霊
・
療
術
と
の
接
触
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、「
精
神
療
法
」
団
体
と
し
て
発
足
し
た
後
に
、
宗
教
団
体
に
展

開
し
て
い
る
点
も
共
通
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
、
岡
田
茂
吉
の
世
界

救
世
教
で
あ
る
。
同
教
は
従
来
、
単
純
に
大
本
系
の
教
団
と
し
て
理
解
さ

れ
て
き
た
。
だ
が
、
岡
田
が
一
九
三
四
年
に
岡
田
式
神
霊
指
圧
療
法
の
看

板
を
掲
げ
て
治
病
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
、
手
か
ざ
し
儀
礼
「
浄
霊
」
に

は
当
時
広
が
っ
て
い
た
触
手
療
法
、
臼
井
甕
男
の
靈
氣
療
法
な
ど
と
の
関

連
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
後
も
一
時
的
で
あ
れ
大
日
本
健
康
協
会
・

日
本
浄
化
療
法
普
及
会
の
名
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
鑑
み
る
と
、

基
盤
と
し
て
の
「
精
神
療
法
」
の
存
在
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
展
開
を
考
え
る
上
で
、
戦
前
体
制
下
で
治
病
を
中

心
と
し
た
救
済
行
為
を
行
う
際
に
ど
の
よ
う
な
形
態
が
可
能
だ
っ
た
か
と

い
う
外
的
要
因
の
規
定
力
も
大
き
い
が
、
他
方
で
運
動
展
開
の
な
か
で
能

動
的
に
「
宗
教
」
へ
の
展
開
が
は
か
ら
れ
た
内
的
動
機
も
見
逃
せ
な
い
。

個
々
の
ケ
ー
ス
の
詳
細
な
検
討
は
今
後
に
俟
た
れ
る
が
、
新
宗
教
運
動
の

発
生
・
展
開
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
ま
た
精
神
療
法
の
展
開
の
パ

タ
ー
ン
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
検
討
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

要
素
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
宗
教
」
的
な
諸
儀
礼
と
の
連
続

性
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
、
明
治
末
期
〜
昭
和
初
期
に
隆
盛
を
み
た
「
霊
術
」
ブ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
井
村
宏
次
の
『
霊
術
家
の
饗
宴
』（
一
九
八
四
）
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
初
め
て
包
括
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
田
中
守
平
の
太
霊
道
が
焦
点

化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宗
教
者
の
一
部
が
霊
術
・
療
術
を
施
し
て
い
た
点

が
指
摘
さ
れ
、
新
宗
教
と
の
連
続
性
が
部
分
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
西
山
茂
は
〈
霊
＝
術
〉
系
新
宗
教
論
（
一
九
八
八
）
に
お
い
て
、
明

治
末
期
以
降
の
神
秘
・
呪
術
ブ
ー
ム
や
太
霊
道
・
大
本
な
ど
の
隆
盛
が
日

本
の
近
代
化
の
一
段
落
期
に
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
時
代
社
会
論
を
展
開

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
新
宗
教
運
動
と
霊
術
・
療
術
と
い
っ
た
民
間
精
神

療
法
と
の
関
係
は
、
い
ま
だ
部
分
的
・
限
定
的
な
議
論
に
留
ま
っ
て
い

る
。
両
者
の
関
係
を
問
う
本
報
告
で
は
、
後
者
が
前
者
の
有
力
な
発
生
基

盤
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
が
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
精
神
療

法
」
か
ら
「（
新
）宗
教
」
へ
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
移
行
の
問
題
を
論
じ

る
こ
と
と
も
な
る
。

　

新
宗
教
運
動
の
線
引
き
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に

『
新
宗
教
教
団
・
人
物
事
典
』（
一
九
九
六
）
掲
載
の
約
三
四
〇
の
教
団
を

対
象
範
囲
と
し
て
措
定
し
、
各
教
団
や
指
導
者
の
来
歴
に
お
け
る
霊
術
・

精
神
療
法
と
の
関
連
の
有
無
を
探
る
と
い
う
方
法
を
採
る
。
そ
の
結
果
、

精
神
療
法
が
発
生
基
盤
で
あ
る
と
み
な
せ
る
も
の
と
し
て
、
加
納
太
靈
教

院
、
真
宗
長
生
派
、
真
生
会
、
太
霊
道
、
天
真
道
教
団
、
ト
ゥ
ル
ー
ス

教
、
日
本
療
道
教
本
庁
、
日
の
神
教
団
、
蓬
莱
山
誠
神
教
と
い
っ
た
教
団

を
挙
げ
ら
れ
る
。
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(2
), 353‒ 85, 2012

）。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
に
興
味
を
持

つ
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
専
門
誌
が
現
在
多
く
存
在
し
て
い
る
中
、

Ｂ
Ａ
Ｂ
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
出
版
社
が
発
行
し
て
い
る
『
セ
ラ
ピ
ー
・
オ
ー

ル
・
ガ
イ
ド
』
と
い
う
年
刊
誌
は
あ
ら
ゆ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ

ー
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て
欠
か
せ
な
い
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
を
挟
ん
で
、
い
ま
だ
発
行
さ
れ
続
け
て
い
る

セ
ラ
ピ
ー
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
唯
一
の
雑
誌
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
『
セ
ラ
ピ
ー
・
オ
ー
ル
・
ガ
イ
ド
』
と
い
う
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
を
通
し
て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム

を
新
た
な
側
面
か
ら
分
析
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
ブ
ー
ム
が
現
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
の
「
問
題
解
決
化
」

と
い
う
過
程
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
医
療
の
場
で

み
る
「
医
療
化
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
構
造
が
セ
ラ
ピ
ー
・
オ
ー
ル
・

ガ
イ
ド
に
て
次
の
二
つ
の
場
面
で
み
ら
れ
る
。
一
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ブ
ー
ム
の
間
に
、「
体
」
を
中
心
に
行
う
セ
ラ
ピ
ー
が
減
少
し
た
一
方
、

「
心
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
セ
ラ
ピ
ー
が
増
加
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
二
、

人
生
を
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
改
善
す
る
セ
ラ
ピ
ー
よ
り
も
、
具
体
的
・
精

神
的
な
問
題
に
特
化
し
た
セ
ラ
ピ
ー
の
ほ
う
が
人
気
を
み
せ
る
。

　

さ
ら
に
『
セ
ラ
ピ
ー
・
オ
ー
ル
・
ガ
イ
ド
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
体
験

レ
ポ
ー
ト
の
分
析
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
医
療
化
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
社
会
化
的
医
療
化
（socializing m

edicalization

）（Junko 
K
itanaka, D

epression in Japan: Psychiatric Cures for a 
Society in D

istress, Princeton: Princeton U
niversity Press, 

2012

）
と
い
う
現
象
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
の
実
践
で
も
み

ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
代
替
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
療
法
と
現
代

「
精
神
療
法
」
の
医
療
化

│
│ 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
の
分
析
か
ら 

│
│

ヤ
ニ
ス
・
ガ
イ
タ
ニ
デ
ィ
ス

　

医
療
化
と
い
う
の
は
近
代
化
と
と
も
に
進
ん
で
き
たscientism

（
科

学
主
義
）・rationalism

（
合
理
主
義
）
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
り
、
特
に

療
法
の
現
場
に
お
け
る
「
問
題
解
決
化
」
だ
と
も
い
え
る
。「
病
い
」（ill-

ness

）
は
文
化
的
・
社
会
的
な
領
域
か
ら
外
さ
れ
、「
疾
病
」（disease

）

に
変
更
し
た
と
き
に
、
さ
ら
に
「
機
械
化
」
の
影
響
で
、
体
が
合
理
的
に

細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
部
分
的
に
適
当
す
る
薬
で
治
す
べ
き
だ
と

い
う
身
体
に
対
し
て
の
現
代
医
療
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
医
療
現
場
を
越
え
、

他
の
現
場
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
エ
ス
テ
業
界
で
行

わ
れ
る
パ
ー
ツ
ケ
ア
が
「
美
」
に
対
し
て
似
た
よ
う
な
考
え
を
示
し
、

「
美
」
が
「
健
康
」
と
同
じ
よ
う
に
測
定
可
能
な
・
明
確
な
・
具
体
的
な

概
念
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
医
療
化
が
表
す
「
問
題
解
決

化
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
エ
ス
テ
業
界
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
の
業
界
で
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
を
通
し
て

観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
本
発
表
の
総
合
的
な
議
論
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
と
は
イ
ー
ミ
ッ
ク（em

ic
）

な
概
念
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
の
最
初
の
十
年
間
に
み
ら
れ
た
「
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
」
の
も
っ
と
も
可
観
測
の
要
素
を
示
し
て
い
る
言
葉

で
あ
る
。
伝
統
的
療
法
や
近
代
の
精
神
療
法
か
ら
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
で
流
行

っ
た
代
替
療
法
ま
で
、
歴
史
性
と
分
野
に
拘
ら
ず
、
癒
し
フ
ェ
ア
ー
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
で
体
験
で
き
る
セ
ラ
ピ
ー
を
、
こ
こ
で
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
セ
ラ
ピ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
（Ioannis Gaitanidis, “Spiritual 
T
herapies in Japan, ” Japanese Journal of R

eligious Studies 
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さ
は
あ
る
も
の
の
、
近
現
代
に
お
い
て
絶
え
ず
第
三
の
極
を
構
成
し
て
き

た
ほ
ど
の
広
が
り
と
影
響
力
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、「
信
仰
に
対
す

る
迷
信
」「
合
理
に
対
す
る
非
合
理
」
な
ど
と
い
っ
た
単
な
る
近
代
化
に

対
す
る
反
動
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
こ
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
と
技
法
の
集
積
が
見
ら
れ
、
十
九
世
紀
欧
米
諸
思

想
や
二
十
世
紀
後
半
以
降
の
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
運
動
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

潮
流
・
展
開
と
の
つ
な
が
り
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
「
宗
教
」
的

諸
思
想
・
技
法
・
潮
流
と
の
連
続
性
と
影
響
関
係
を
問
う
と
い
う
点
に
お

い
て
も
、
こ
の
民
間
精
神
療
法
は
、
宗
教
研
究
の
重
要
な
対
象
と
な
り
う

る
領
域
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

パ
ネ
ル
で
は
、
以
上
の
趣
旨
説
明
に
続
き
、
五
つ
の
報
告
が
な
さ
れ
た

（
詳
細
は
個
々
の
報
告
要
旨
を
参
照
）。
平
野
報
告
で
は
、
昭
和
戦
前
期
の

精
神
療
法
・
医
学
・
宗
教
三
極
の
言
説
が
比
較
さ
れ
、
他
領
域
と
の
相
互

浸
透
性
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
た
。
野
村
報
告
で
は
、
岡
田
式
静
坐
法
や
藤

田
式
息
心
調
和
法
な
ど
の
近
代
の
瞑
想
技
法
と
そ
れ
以
前
の
近
世
の
技
法

と
の
比
較
検
討
が
行
わ
れ
た
。
続
く
栗
田
報
告
で
は
、
同
じ
く
岡
田
式
静

坐
法
を
対
象
に
、
そ
の
昭
和
期
以
降
の
展
開
と
し
て
宗
教
的
思
想
と
の
連

結
や
修
養
面
の
強
調
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
塚
田
報
告
で
は
、
日

本
の
新
宗
教
運
動
の
有
力
な
発
生
基
盤
と
し
て
、
霊
療
術
な
ど
の
民
間
精

神
療
法
が
存
在
し
た
こ
と
を
複
数
例
か
ら
示
し
た
。
ガ
イ
タ
ニ
デ
ィ
ス
報

告
で
は
、
近
年
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
を
題
材
に
、
心
理
主
義

化
・
問
題
の
分
節
化
の
傾
向
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
精
神
科
医
に
よ
る

問
題
の
「
医
療
化
」
プ
ロ
セ
ス
と
の
相
似
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

個
別
報
告
に
続
き
、
對
馬
路
人
氏
（
関
西
学
院
大
学
）
よ
り
コ
メ
ン
ト

が
な
さ
れ
た
。
全
体
と
し
て
は
ま
ず
、「
民
間
精
神
療
法
」
と
い
う
包
括

医
療
法
の
実
践
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
・
専
門

分
野
や
療
法
の
目
的
の
境
界
線
が
ぼ
や
け
る
と
い
う
よ
う
な
現
象
が
起
こ

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

塚
田　

穂
高

　

近
現
代
日
本
に
お
い
て
は
、「
修
養
」「
呼
吸
法
」「
健
康
法
」「
精
神
療

法
」「
霊
術
」「
療
術
」「
癒
し
」「
ヒ
ー
リ
ン
グ
」「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

セ
ラ
ピ
ー
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
諸
技
法
と
実
践
が
広
く
存
在
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
井
村
宏
次
『
霊
術
家
の
饗
宴
』（
一
九
八

四
）
や
西
山
茂
の
「〈
霊
＝
術
〉
系
新
宗
教
」
論
（
一
九
八
八
）、
田
邉
信

太
郎
・
島
薗
進
・
弓
山
達
也
編
『
癒
し
を
生
き
た
人
々
』（
一
九
九
九
）

な
ど
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
が
、
そ
の
後
は
十
分
な
研
究
の
展
開
が
見
ら
れ

た
と
は
言
い
が
た
い
。
本
パ
ネ
ル
は
、
こ
う
し
た
技
法
と
実
践
を
「
民
間

精
神
療
法
」
と
し
て
包
括
的
に
捉
え
、
具
体
的
な
運
動
や
潮
流
に
焦
点
化

し
つ
つ
、
そ
の
広
が
り
と
歴
史
的
展
開
に
迫
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
民
間
精
神
療
法
」
と
は
、「
心
身
の
よ
り
良
い
状
態
を
目

指
し
て
は
た
ら
き
か
け
る
技
法
、
と
く
に
心
・
精
神
と
身
体
を
一
元
的
に

と
ら
え
、
操
作
す
る
特
徴
を
持
つ
一
群
の
技
法
」
を
指
す
も
の
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
領
域
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
、
一
方
の
極
に
伝

統
宗
教
や
新
宗
教
と
い
っ
た
「
宗
教
」
を
、
他
方
の
極
に
「（
精
神
）
医

学
」
を
布
置
す
る
と
い
う
枠
組
み
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
こ
の
領
域
は
宗
教
と
医
学
の
周
辺
・
残
余
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
過

ぎ
な
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
し
た
制
度
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
緊
張
関

係
を
は
ら
み
つ
つ
、
特
定
の
制
度
領
域
を
持
た
な
い
が
ゆ
え
の
捉
え
づ
ら
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妙
好
人
に
お
け
る
無
対
辞
の
思
想

代
表
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

吾
勝
常
行

妙
好
人
の
無
対
辞
思
想

菊
藤　

明
道

　
「
妙
好
人
」
と
は
、『
観
無
量
寿
経
』
で
釈
尊
が
念
仏
者
を
讃
え
た
「
分

陀
利
華
」（
白
蓮
華
）
を
、
善
導
が
『
観
経
疏
』
で
讃
え
た
言
葉
で
あ
り
、

親
鸞
は
他
力
の
信
心
を
獲
得
し
た
人
と
し
た
。
そ
れ
が
近
世
中
期
に
本
願

寺
派
の
仰
誓
が
『
妙
好
人
伝
』
を
編
集
し
て
以
来
、
真
宗
の
篤
信
者
を
讃

え
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
近
世
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
石
見

の
浅
原
才
市
、
因
幡
の
源
左
、
讃
岐
の
庄
松
な
ど
の
詩
や
言
行
が
鈴
木
大

拙
や
柳
宗
悦
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
世
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
拙
は
才
市
の
念
仏
詩
に
注
目
し
、
彼
の
宗
教
意
識
「
霊
性
」
を
高
く

評
価
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の
講
義
や
ハ
ワ
イ
で
の
東
西
哲
学
者
会

議
で
報
告
す
る
な
ど
西
欧
に
も
紹
介
し
た
。
終
戦
前
年
の
昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）
に
『
日
本
的
霊
性
』（
大
東
出
版
社
）
を
、
戦
後
間
も
な
い

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
『
妙
好
人
』（
大
谷
出
版
社
）
を
出
版

し
た
が
、
そ
れ
ら
で
「
霊
性
的
直
覚
の
光
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
」「
他

力
教
の
長
所
は
妙
好
人
を
育
て
上
げ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。

　

柳
も
妙
好
人
に
関
す
る
多
く
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
（
寿
岳
文
章
編

『
柳
宗
悦
妙
好
人
論
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
）。
と
く
に
因
幡
の
源
左

を
「
行
為
で
妙
好
さ
を
示
し
た
」
と
評
し
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五

〇
）
に
『
妙
好
人
因
幡
の
源
左
』（
大
谷
出
版
社
）
を
刊
行
、
没
年
の
昭

的
概
念
を
用
い
る
妥
当
性
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
、「
民
間
精
神
療
法
」「
医

学
」「
宗
教
」
と
し
て
設
定
さ
れ
た
三
極
の
歴
史
的
位
置
関
係
の
バ
ラ
ン

ス
や
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
移
行
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ロ
ア

に
議
論
が
開
か
れ
た
が
、
同
様
に
概
念
の
妥
当
性
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
関

係
な
ら
び
に
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
の
問
い
か
け
が
中
心
的
に
な
さ
れ

た
。

　

キ
ー
概
念
で
あ
る
「
民
間
精
神
療
法
」
に
つ
い
て
は
、「
代
替
療
法
」

「
霊
的
治
療
」「
信
仰
治
療
」「M

ind Cure

」
と
い
っ
た
既
存
の
諸
概
念

と
の
摺
り
合
わ
せ
と
再
検
討
が
必
須
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
さ
ら
な
る
事
例

研
究
の
精
緻
化
と
蓄
積
を
進
め
な
が
ら
こ
の
課
題
に
応
え
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

（
な
お
、
本
パ
ネ
ル
は
、
平
成
二
十
四
年
―
二
十
七
年
科
学
研
究
費
基
盤

研
究（
Ｃ
）「
近
現
代
日
本
の
民
間
精
神
療
法
に
関
す
る
宗
教
史
的
考
究
―

身
体
と
社
会
の
観
点
か
ら
―
」（
研
究
代
表
・
吉
永
進
一
）
と
連
動
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。）
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の
機
関
誌
「T
he W

ay

」
に
四
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
酒

井
懋
氏
に
よ
っ
て
和
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
才
市
の
念
仏
詩
二
十
三
首

を
引
い
て
彼
の
宗
教
意
識
を
述
べ
、
人
間
が
抱
え
る
「
煩
悩
」「
無
知
」

「
罪
」「
悪
」
―
個
人
の
み
な
ら
ず
国
家
間
の
戦
争
に
も
罪
「
悪
魔
的
衝

動
」
が
存
在
す
る
と
い
う
―
を
底
か
ら
支
え
、
す
べ
て
を
包
み
込
む
阿
弥

陀
如
来
の
大
智
と
大
悲
、
本
願
他
力
の
無
限
救
済
の
は
た
ら
き
が
縷
々
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
妙
好
人
の
対
立
・
抗
争
を
超
え
る
無
対
辞
思
想
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

浄
土
真
宗
と
妙
好
人 

│
│ 

無
対
辞
思
想
と
の
関
わ
り 

│
│

林　
　

智
康

　
「
妙
好
人
」
の
語
は
、
中
国
浄
土
教
の
善
導
の
著
『
観
経
疏
散
善
義
』

に
、「
浄
土
三
部
経
」
の
中
に
あ
る
『
観
無
量
寿
経
』
流
通
分
の
「
分
陀

利
華
」
を
釈
し
て
、
念
仏
者
を
讃
嘆
す
る
五
つ
の
嘉
誉
（
好
人
・
妙
好

人
・
上
上
人
・
希
有
人
・
最
勝
人
）
の
一
つ
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
分
陀

利
華
は
白
蓮
華
と
漢
訳
さ
れ
、
泥
中
に
あ
っ
て
清
浄
な
華
を
咲
か
せ
る
意

味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
妙
好
人
は
世
俗
の
中
に
あ
っ
て
世
俗
に
染
ま
ら

ず
、
念
仏
生
活
に
よ
っ
て
人
生
を
生
き
ぬ
く
人
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
浄

土
教
を
独
立
さ
せ
た
法
然
の
主
著
『
選
択
集
』
第
十
一
讃
歎
念
仏
章
に

も
、
前
述
の
『
観
経
』
流
通
分
と
『
散
善
義
』
の
文
を
引
き
、
続
い
て
私

釈
で
妙
好
人
は
麤
（
粗
）
悪
に
対
し
て
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
讃
え
て

い
る
。
法
然
の
弟
子
で
「
浄
土
真
宗
」
を
顕
さ
れ
た
親
鸞
も
、
そ
の
著
述

に
お
い
て
分
陀
利
華
や
妙
好
人
の
語
を
多
く
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
『
教
行

信
証
』
行
巻
に
あ
る
「
正
信
偈
」
に
分
陀
利
華
を
、
次
に
『
同
』
信
巻
の

真
仏
弟
子
釈
に
、『
観
経
』
流
通
分
お
よ
び
『
散
善
義
』
の
文
を
引
用
し

和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
発
表
し
た
柳
思
想
の
到
達
点
を
示
す
論
文

「
無
対
辞
文
化
」
で
は
、
二
元
の
対
立
、
対
立
概
念
を
こ
え
る
「
無
対
辞
」

（
対
立
概
念
を
持
た
な
い
言
葉
）
文
化
を
提
唱
し
、
平
和
の
実
現
、
生
命

の
尊
重
、
非
暴
力
の
思
想
を
説
い
た
。
柳
の
無
対
辞
思
想
は
、
大
拙
が

『
日
本
的
霊
性
』
の
緒
言
で
、「
精
神
と
物
質
が
対
峙
す
る
限
り
、
矛
盾
・

闘
争
・
相
克
・
相
殺
な
ど
と
い
う
こ
と
は
免
れ
え
ず
、
そ
れ
で
は
人
間
は

ど
う
し
て
も
生
き
て
い
く
わ
け
に
い
か
な
い
。
な
に
か
二
つ
の
も
の
を
包

ん
で
、
二
つ
の
も
の
が
畢
竟
ず
る
に
二
つ
で
な
く
て
一
つ
で
あ
り
、
又
一

つ
で
あ
っ
て
そ
の
ま
ま
二
つ
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
見
る
も
の
が
な
く
て

は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
霊
性
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
二
元
的
世
界
が
相
克
し

相
殺
し
な
い
で
、
互
譲
し
、
交
驩
し
、
相
即
相
入
す
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
人
間
霊
性
の
覚
醒
に
ま
つ
よ
り
外
な
い
」
と
主
張
し
た
の
に
通
じ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
拙
は
さ
ら
に
同
緒
言
の
「
霊
性
の
意
義
」
に
お
い
て
、
霊
性
は
「
無

分
別
智
」
で
あ
り
、「
分
別
意
識
」
を
基
礎
と
す
る
精
神
を
超
越
し
た
も

の
で
、
精
神
の
意
志
力
は
霊
性
に
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
自
我

を
超
越
し
た
も
の
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、「
精
神
力
の
み
で
は
そ
の
中
に

不
純
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
自
我
―
色
々
の
形
態
を
と
る
自
我
―
の
残
滓

が
あ
り
、
こ
れ
が
あ
る
限
り
以
和
為
貴
の
真
義
に
徹
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
霊
性
的
自
覚
、
す
な
わ
ち
真
の
宗
教
意
識
に
お
い

て
「
和
」
を
実
現
し
う
る
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　

今
年
、
大
拙
の
英
文
論
文
「A

 Study of Saichi T
he M

yokonin

」

が
和
訳
さ
れ
、「
妙
好
人
、
浅
原
才
市
を
読
み
解
く
」
と
題
し
て
『
松
ヶ

岡
文
庫
研
究
年
報
』（
第
二
十
七
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
本
論
文
は
昭
和

二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
十
月
よ
り
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
東
本
願
寺
Ｙ
Ｂ
Ａ
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柳
は
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
五
月
三
日
に
亡
く
な
る
が
、
そ

の
前
に
「
無
対
辞
文
化
」
と
い
う
文
章
を
雑
誌
『
心
』
に
発
表
す
る
。

「
対
辞
」
と
は
「
相
対0

す
る
言
辞0

」
で
あ
り
、「
無
対
辞
」
は
「
対
立
概
念

を
持
た
な
い
言
葉
」
で
、
分
別
・
二
元
的
相
対
的
対
立
の
相
を
超
え
た
言

葉
と
述
べ
る
。
無
対
辞
の
境
地
と
し
て
、
仏
教
の
「
如
」
に
注
目
し
、

「
即
」「
中
」「
円
」
等
の
語
を
挙
げ
、「
娑
婆
即
寂
光
」「
煩
悩
即
菩
提
」

「
中
道
」「
円
融
」
等
を
示
し
て
い
る
。
柳
は
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
超
え
る
こ

と
、
つ
ま
り
対
抗
す
る
二
元
を
超
え
る
こ
と
を
無
対
辞
（
不
二
と
い
う
）

と
よ
び
、
そ
の
体
得
こ
そ
東
洋
思
想
が
最
終
的
に
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
柳
の
研
究
を
永
年
し
て
き
た
中
見
真
理
は
『
柳
宗
悦
―

「
複
合
の
美
」
の
思
想
』
に
お
い
て
、「
こ
の
無
対
辞
の
思
想
を
柳
の
思
想

的
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
柳
は
親
鸞
の
述
べ
た

「
不
断
煩
悩
得
涅
槃
」
に
真
の
無
対
辞
、
す
な
わ
ち
「
不
二
」
の
思
想
が

見
ら
れ
る
と
し
、
無
対
辞
の
活
き
た
姿
を
、
宗
教
的
生
活
を
送
っ
た
妙
好

人
に
見
出
し
多
く
の
妙
好
人
を
挙
げ
て
い
る
。

妙
好
人
を
無
対
辞
の
境
地
へ
導
い
た
も
の

藤　
　

能
成

　

柳
宗
悦
（
一
八
八
九
―
一
九
六
一
）
は
、
そ
の
没
年
に
「
無
対
辞
文

化
」
を
発
表
し
、
自
ら
の
生
涯
を
掛
け
て
到
達
し
た
境
地
・
思
想
を
明
ら

か
に
し
た
。
柳
は
、
日
本
が
明
治
以
来
導
入
し
て
き
た
西
洋
の
論
理
的
思

考
方
法
を
、
実
相
を
捉
え
ら
れ
な
い
「
知
識
の
文
化
・
対
辞
（
二
元
対

立
）
の
文
化
・
論
理
」
と
し
て
退
け
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
は
「
不
安
に
生

き
る
し
か
な
い
」
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
概
念
（
愛
と
審
判
）、
ヘ
ー
ゲ

ル
の
弁
証
法
の
論
理
（
正‒

反‒

合
）
等
の
例
を
挙
げ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
い
る
。
ま
た
『
入
出
二
門
偈
』
に
分
陀
利
華
と
妙
好
人
を
、『
愚
禿
鈔
』

下
巻
に
妙
好
人
を
述
べ
、
そ
し
て
『
一
念
多
念
文
意
』
に
も
『
観
経
』
と

『
散
善
義
』
の
文
を
引
い
て
、
分
陀
利
華
と
妙
好
人
を
詳
し
く
説
明
し
て

い
る
。
特
に
『
末
灯
鈔
』
第
二
通
に
は
真
仏
弟
子
と
関
連
し
て
妙
好
人
を

述
べ
る
。
し
か
し
善
導
、
法
然
や
他
の
浄
土
諸
宗
と
異
な
り
、
親
鸞
に
お

い
て
は
か
な
ら
ず
信
（
信
心
）
の
語
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
正
信
偈
」
に

は
「
一
切
善
悪
凡
夫
人　

聞
信0

如
来
弘
誓
願　

仏
言
広
大
勝
解
者　

是
人

名
分
陀
利
華

0

0

0

0

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
妙
好
人
の
語
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
石
見
の
仰
誓
の
『
妙
好
人

伝
』
の
記
述
を
き
っ
か
け
に
、
続
く
美
濃
の
僧
純
や
松
前
の
象
王
の
『
妙

好
人
伝
』
の
編
集
・
刊
行
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
妙
好
人
は
順
縁
・
逆
縁
の
中
で
、
ご
法
義
を
聴
聞
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
善
知
識
と
し
て
、
ゆ
か
り
の
寺
院

住
職
・
寺
族
、
さ
ら
に
布
教
使
や
教
学
者
と
の
関
わ
り
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。
妙
好
人
の
中
に
は
布
教
使
に
伴
っ
て
法
義
伝
達
を
行
っ
た
り
、
ま

た
大
き
な
災
害
の
折
に
、
積
極
的
に
支
援
協
力
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
妙

好
人
は
教
団
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
特
に
鈴
木
大
拙
は
宗
教
哲
学
お
よ
び

宗
教
心
理
学
的
立
場
か
ら
妙
好
人
に
つ
い
て
本
格
的
に
取
り
組
み
、
愚
昧

の
念
仏
者
で
あ
る
妙
好
人
を
「
日
本
的
霊
性
」
の
具
現
者
と
し
て
高
め
世

界
へ
紹
介
し
た
。
特
に
赤
尾
の
道
宗
、
讃
岐
の
庄
松
、
石
見
の
才
市
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
柳
宗
悦
は
美
学
者
や
芸
術
家
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て

い
た
民
芸
品
に
美
の
最
も
端
的
で
自
由
な
表
現
を
発
見
し
、
同
時
に
妙
好

人
に
注
目
し
て
「
魂
の
民
芸
品
」
と
と
ら
え
た
。
特
に
因
幡
の
源
左
に
心

酔
し
た
。
柳
は
妙
好
人
と
民
芸
の
間
に
共
通
点
を
見
出
し
、
す
ぐ
れ
た
民

芸
を
妙
好
品
と
も
よ
ぶ
。
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主
・
蓮
如
（
一
四
一
五
―
一
四
九
九
）
が
確
立
し
定
着
さ
せ
た
、
本
願
寺

門
徒
の
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
家
族
を
単
位
と
し
、

寺
院
を
中
心
と
す
る
地
域
の
信
仰
共
同
体
を
基
盤
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の

本
願
の
教
え
を
聴
聞
し
、
信
じ
、
念
じ
、
称
名
す
る
中
、
自
身
の
煩
悩
成

就
の
姿
を
客
観
視
し
て
い
く
生
活
で
あ
る
。
妙
好
人
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願

力
を
信
じ
、
念
じ
、
す
べ
て
を
任
せ
委
ね
る
信
仰
的
実
践
を
通
し
て
「
信

心
の
智
慧
」
を
獲
得
し
た
。
信
じ
、
念
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
分
別
の
世
界

を
脱
し
「
あ
り
の
ま
ま
の
世
界
」
に
触
れ
得
た
。「
あ
り
の
ま
ま
」
と
は
、

す
べ
て
が
一
つ
に
繋
が
り
合
い
、
個
と
全
体
が
一
体
で
あ
り
、
個
が
全
体

の
完
成
に
奉
仕
す
る
と
い
う
宇
宙
の
実
相
で
あ
り
、
柳
に
お
け
る
「
無
対

辞
・
不
二
の
境
地
」
で
あ
る
。「
無
対
辞
文
化
」
は
、
決
し
て
柳
の
観
念

的
独
創
で
は
な
い
。
直
観
と
感
性
に
よ
る
直
接
体
験
、
あ
る
い
は
信
仰
的

実
践
の
積
み
重
ね
が
必
然
的
に
帰
着
す
る
「
宇
宙
の
実
相
・
普
遍
的
真

理
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

現
代
人
は
、
科
学
主
義
・
物
質
主
義
、
す
な
わ
ち
頭
・
言
葉
に
よ
る
知

性
・
理
性
を
基
盤
と
し
た
観
念
的
、
二
元
対
立
的
認
識
方
法
に
よ
り
、
自

己
中
心
の
欲
望
追
求
、
競
争
主
義
、
結
果
主
義
の
差
別
に
満
ち
た
世
界
を

生
み
出
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
孤
独
・
不
安
・
不
自
由
・
虚
無
、
死
へ
の

恐
怖
等
の
精
神
的
苦
悩
に
苛
ま
れ
て
い
る
。
柳
は
こ
の
よ
う
な
未
来
を
、

予
見
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
無
対
辞
・
不
二
の
境
地
」
は
、
仏
教
に
お
け
る
「
智
慧
」
そ
の
も
の

で
あ
り
、
直
観
と
感
性
を
通
し
た
体
験
的
認
識
方
法
の
重
要
性
を
我
々
に

示
唆
し
て
い
る
。
妙
好
人
の
生
き
方
や
精
神
性
は
、
宗
派
・
宗
教
を
超
え

た
普
遍
的
真
実
性
を
有
し
て
お
り
、
現
代
人
が
求
め
る
べ
き
生
き
方
や
精

神
性
の
具
体
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
今

東
洋
的
思
考
方
法
は
「
直
観
の
文
化
・
無
対
辞
（
不
二
）・
非
論
理
」
で

あ
り
、
対
立
概
念
を
持
た
な
い
「
無
対
辞
文
化
」
と
し
て
高
く
評
価
し

た
。
た
だ
西
欧
に
も
「
宗
教
体
験
と
思
索
に
基
づ
く
神
秘
思
想
」
に
よ
り

無
対
辞
に
至
っ
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
例
が
あ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
界
か
ら

は
異
端
と
さ
れ
た
と
す
る
。
柳
は
、
知
識
と
知
性
で
は
な
く
、
直
観
と
感

性
に
基
づ
く
思
考
こ
そ
、「
普
遍
的
真
理
・
宇
宙
の
実
相
」
に
触
れ
る
方

法
だ
と
示
す
。
柳
が
「
神
は
無
対
辞
の
当
体
」
と
断
ず
る
の
も
、
彼
自
身

の
「
宗
教
的
体
験
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

柳
は
、
無
対
辞
の
境
地
を
生
き
た
例
と
し
て
、
浄
土
真
宗
の
妙
好
人
を

挙
げ
る
。
妙
好
人
の
多
く
は
、
学
問
の
な
い
在
家
信
徒
で
あ
っ
た
が
、
全

て
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
意
味
付
け
す
る
無
対
辞
の
境
地
を
生
き
て
い

た
。
柳
は
指
摘
し
な
か
っ
た
が
、「
無
対
辞
文
化
」
が
示
す
も
の
は
、
仏

教
に
お
け
る
「
智
慧
」
に
他
な
ら
な
い
。
妙
好
人
は
、
現
実
世
界
を
「
あ

り
の
ま
ま
に
捉
え
る
智
慧
の
眼
」
を
持
ち
、
我
執
、
欲
望
、
世
間
体
に
と

ら
わ
れ
ず
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
の
促
し
の
ま
ま
に
、
安
ら
か
な
心
で
生

き
た
。
妙
好
人
は
阿
弥
陀
仏
か
ら
回
向
さ
れ
る
「
信
心
の
智
慧
」
に
よ
っ

て
「
無
対
辞
の
境
地
」
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
妙
好
人
・
大
和
の
清
九
郎
（
一
六
七
八
―
一
七
五

〇
）、
讃
岐
の
庄
松
（
一
七
九
九
―
一
八
七
一
）
を
初
め
、
長
門
の
お
軽

（
一
八
〇
二
―
一
八
五
七
）
の
歌
「
己
が
分
別
さ
っ
ぱ
り
や
め
て　

み
だ

の
思
案
に
ま
か
さ
ん
せ
」、
因
幡
の
源
左
（
一
八
四
二
―
一
九
三
〇
）
が

「
諍
い
の
仲
裁
の
名
人
」
だ
っ
た
こ
と
、
石
見
の
才
市
（
一
八
五
〇
―
一

九
三
三
）
の
詩
「
娑
婆
と
浄
土
は
一
つ
の
も
の　

娑
婆
が
浄
土
に
な
る
舞

台
」
等
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。

　

妙
好
人
を
「
無
対
辞
の
境
地
」
に
導
い
た
の
は
、
本
願
寺
第
八
代
宗
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現
地
の
仏
教
協
会
で
池
山
氏
の
独
訳
『
歎
異
抄
』
を
用
い
て
行
っ
た
親
鸞

思
想
の
講
義
を
通
し
て
で
あ
っ
た
（『
妙
好
人
』
三
二
―
三
九
）。
ピ
ー
パ

ー
師
が
、
日
本
の
真
宗
教
団
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
と
関
係
を
持
っ
た

の
は
、
同
年
ベ
ル
リ
ン
を
訪
問
し
た
大
谷
光
照
門
主
と
の
出
会
い
で
あ

り
、
そ
れ
を
契
機
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
初
め
て
浄
土
真
宗
協
会
を
設
立
し

（
一
九
五
六
年
）、
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
展
開
す
る
浄
土
真
宗
の
グ
ル

ー
プ
の
中
心
的
な
信
徒
た
ち
を
指
導
し
た
の
で
あ
る
（『
妙
好
人
』「
序

文
」、
八
）。

　

ピ
ー
パ
ー
師
が
『
歎
異
抄
』
を
通
し
て
親
鸞
思
想
に
導
か
れ
た
こ
と

は
、
山
田
氏
が
ピ
ー
パ
ー
氏
の
入
信
を
語
る
中
で
、
師
が
親
鸞
の
思
想
に

初
め
て
強
い
関
心
を
示
し
た
の
は
、『
歎
異
抄
』
第
十
三
条
の
一
節
で
あ

り
、（『
妙
好
人
』
三
四
―
三
五
）
ま
た
芦
津
丈
夫
氏
（
独
文
学
）
の
回
想

録
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
池
山
氏
の
独
訳
『
歎
異
抄
』
第
一
条
を
記
し
た

紙
が
礼
拝
堂
の
入
口
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
（『
妙

好
人
』
六
三
）。
し
か
し
ピ
ー
パ
ー
師
の
心
を
捉
え
た
の
は
、
真
宗
教
義

を
教
え
よ
う
と
師
の
も
と
を
し
ば
し
ば
訪
れ
る
「
日
本
か
ら
こ
ら
れ
た
先

生
方
」
が
、
西
洋
思
想
と
対
峙
（
対
辞
）
し
つ
つ
「
学
問
的
、
哲
学
的
な

用
語
を
使
っ
て
ご
本
願
の
不
思
議
な
力
を
説
明
し
よ
う
と
随
分
骨
を
折
っ

て
」（『
妙
好
人
』
四
一
）
語
っ
た
対
立
相
克
の
言
葉
で
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
ピ
ー
パ
ー
師
の
次
の
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る
：「
私
は
『
歎
異
抄
』

を
毎
日
読
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て
私
の
人
生
の
終
わ
る
ま
で
に
こ
の
小

冊
子
を
完
全
に
読
み
終
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
私
は
そ
の
中
に
い
つ
も
新
し
い
も
の
を
発
見
す
る
か
ら
で
す
」

（『
妙
好
人
』
四
二
）。『
歎
異
抄
』
を
通
し
て
日
々
新
た
に
親
鸞
に
出
会
う

と
い
う
宗
教
体
験
を
深
め
て
い
っ
た
師
に
は
、
親
鸞
の
言
葉
は
柳
が
示
す

後
、
妙
好
人
を
「
無
対
辞
」・「
智
慧
」
へ
と
導
い
て
き
た
、
浄
土
真
宗
に

お
け
る
信
仰
的
実
践
の
本
質
に
つ
い
て
の
究
明
が
待
た
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
妙
好
人
と
「
無
対
辞
」
の
思
想

那
須　

英
勝

　

柳
宗
悦
の
思
想
的
到
達
点
と
さ
れ
る
無
対
辞
の
思
想
は
、
二
元
的
に
相

対
す
る
対
辞
の
世
界
を
超
克
す
る
、
東
洋
思
想
に
特
徴
的
な
不
二
の
思
想

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
無
対
辞
の
境
地
の
活
き
た
例
と
し
て
真
宗
の
妙

好
人
を
取
り
上
げ
て
い
る
（
柳
『
全
集
一
九
』
七
一
二
―
七
二
九
）。
し

か
し
柳
は
、
ブ
ラ
ザ
ー
・
ロ
ー
レ
ン
ス
を
キ
リ
ス
ト
教
圏
内
に
現
れ
た
妙

好
人
と
認
め
る
等
、
無
対
辞
の
思
想
が
日
本
や
東
洋
に
の
み
認
め
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
西
洋
に
も
開
か
れ
た
普
遍
性
を
持
っ
た
思
想
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
（
中
見
真
理
『
柳
宗
悦
』
二
七
三
―
二
七
七
）。
こ
の
無
対
辞

の
思
想
の
持
つ
普
遍
性
に
つ
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
（
ベ

ル
リ
ン
）
で
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、
没
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
念
仏
者
の
間
で

妙
好
人
と
し
て
慕
わ
れ
る
（
国
際
仏
教
文
化
協
会
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
妙
好

人
（
以
下
『
妙
好
人
』）
六
八
）
ハ
リ
ー
・
ピ
ー
パ
ー
師
（
一
九
〇
七
―

一
九
七
八
）
の
事
績
を
通
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ピ
ー
パ
ー
師
は
第
二
次
大
戦
前
か
ら
ベ
ル
リ
ン
で
上
座
部
仏
教
徒
と
し

て
活
動
し
、
ナ
チ
当
局
に
仏
教
協
会
が
解
散
さ
せ
ら
れ
た
後
も
信
仰
を
失

わ
ず
、
二
年
間
の
ソ
連
抑
留
か
ら
帰
還
後
は
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
の
通
訳
と

し
て
働
き
つ
つ
在
家
仏
教
徒
と
し
て
の
活
動
を
再
開
す
る
。
当
時
、
大
乗

仏
教
に
関
心
を
向
け
つ
つ
あ
っ
た
ピ
ー
パ
ー
師
が
本
格
的
に
親
鸞
の
思
想

に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
池
山
栄
吉
氏
の
門
下
で
あ
る
花
田
正
夫
氏
の
感

化
を
受
け
た
山
田
宰
氏
が
一
九
五
四
年
に
ベ
ル
リ
ン
工
科
大
学
留
学
中
に
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れ
て
い
た
と
し
て
も
、
人
に
よ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患
に
陥
る
場
合

も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の
違
い
は
そ
の
環
境
や
状
態
を

ス
ト
レ
ス
事
態
と
捉
え
る
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
の
違
い
で
あ
る
。
つ
ま

り
、「
認
識
の
在
り
方
の
違
い
」
が
心
身
の
健
康
を
左
右
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
Ｍ
・
セ
リ
ッ
ク
マ
ン
は
、「
学
習
性
絶
望
」

と
い
う
概
念
と
「
楽
観
主
義
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
提
唱
し
、
事
態
の

捉
え
方
、
認
識
の
在
り
方
が
い
か
に
人
生
に
大
き
く
影
響
を
し
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
実
証
的
に
研
究
し
て
い
る
。
前
者
は
人
間
を
含
め
た
生

体
は
自
身
で
は
環
境
や
状
況
を
統
制
で
き
な
い
状
態
に
陥
る
と
「
何
を
し

て
も
駄
目
だ
」
と
い
う
学
習
を
し
、
う
つ
状
態
と
な
り
、
以
後
何
も
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
反
対
に
「
事

態
は
必
ず
好
転
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
事
態
を
積
極
的
に
捉
え
て
ゆ
く

と
、
物
事
が
好
転
す
る
確
率
が
高
ま
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
両
者
は
概
念

と
し
て
は
真
逆
で
あ
る
が
、
事
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
し
て
ど
の
よ

う
に
行
動
す
れ
ば
苦
悩
を
低
減
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
本
研
究
で
は
身
は
在
家
に
あ
り
、
日
々
の
生
活

を
続
け
な
が
ら
浄
土
真
宗
の
仏
道
を
歩
み
、
人
生
の
苦
悩
を
超
越
し
、
精

神
的
安
ら
ぎ
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
妙
好
人
（
み
ょ
う
こ
う
に
ん
）
と
呼

ば
れ
る
方
々
の
言
行
を
紹
介
し
、
彼
ら
の
安
ら
ぎ
を
得
る
認
識
の
在
り
方

と
行
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
妙
好
人
と

は
一
般
的
に
「
浄
土
真
宗
に
お
け
る
在
家
の
篤
信
者
」
と
定
義
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
仏
教
学
者　

鈴
木
大
拙
や
宗
教
哲
学
者　

柳
宗
悦
ら
の
出

現
に
よ
っ
て
、
今
や
真
宗
の
枠
を
超
え
て
彼
ら
を
「
普
遍
的
宗
教
者
」
と

す
る
観
点
か
ら
学
際
的
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
心
理
学
的

視
点
に
立
脚
し
て
い
る
。
我
々
が
人
生
に
お
い
て
遭
遇
す
る
主
な
苦
し

よ
う
に
対
立
相
克
か
ら
離
脱
し
た
無
対
辞
の
宗
教
的
生
活
の
言
葉
で
あ
り

（
柳
『
全
集
一
九
』
七
一
二
―
七
一
三
）、
そ
れ
ゆ
え
『
歎
異
抄
』
は
毎
日

読
ん
で
も
読
み
終
わ
る
こ
と
の
な
い
書
と
な
り
得
た
の
だ
。

　

ま
た
ピ
ー
パ
ー
師
の
親
鸞
思
想
の
理
解
が
、
日
本
語
を
通
し
て
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
点
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ピ
ー
パ
ー
師
は
健
康
上

の
理
由
も
あ
り
生
涯
一
度
も
来
日
す
る
事
な
く
、
数
少
な
い
欧
文
の
真
宗

関
係
の
書
物
等
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
つ
つ
真
宗
を
学
び
、
欧
州
各
地
の

信
徒
や
日
本
の
友
人
達
と
は
ド
イ
ツ
語
や
英
語
で
の
文
通
等
を
通
し
て
交

流
し
、
自
分
の
言
葉
で
親
鸞
思
想
を
語
り
伝
え
た
。
そ
の
ピ
ー
パ
ー
師
に

「
当
時
の
ド
イ
ツ
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
妙
好
人
が
体
現
さ
れ
て
い
た
」

（『
妙
好
人
』
六
八
）
と
友
人
達
に
言
わ
し
め
る
の
は
、
柳
の
言
う
無
対
辞

の
宗
教
的
生
活
が
、
特
定
の
言
語
（
辞
）
の
壁
を
超
え
て
体
解
出
来
る
普

遍
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

妙
好
人
の
認
識
の
在
り
方
と
世
界
観

│
│ 

無
対
辞
に
よ
る
苦
し
み
の
超
越 

│
│

中
尾　

将
大

　

我
々
は
人
生
に
お
い
て
、
色
々
な
事
象
に
遭
遇
し
、
様
々
な
経
験
を
す

る
。
そ
し
て
、
あ
る
時
は
喜
び
、
あ
る
時
は
悲
し
み
、
そ
し
て
あ
る
時
は

苦
し
む
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
人
間
の
内
面
に
遭
遇
し
た
事
象
や
世
界
に

対
す
る
「
認
識
」
と
い
う
も
の
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
認

識
の
在
り
方
に
よ
っ
て
人
間
は
幸
に
も
不
幸
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
ス
ト
レ
ス
が

強
い
と
身
体
の
免
疫
力
が
低
下
し
、
胃
潰
瘍
に
代
表
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
疾

患
に
陥
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
物
理
的
環
境
に
置
か
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パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

吾
勝　

常
行

　

浄
土
教
と
心
理
学
と
い
う
課
題
に
、
学
際
的
観
点
か
ら
取
組
む
五
名
の

研
究
者
が
「
妙
好
人
に
お
け
る
無
対
辞
の
思
想
」
を
テ
ー
マ
に
応
用
倫
理

学
、
真
宗
教
義
学
、
比
較
宗
教
学
、
宗
教
文
化
史
、
行
動
心
理
学
の
各
立

場
か
ら
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
妙
好
人
と
は
、
も
と
浄
土
真
宗
の
土
徳
に

育
ま
れ
た
市
井
の
念
仏
篤
信
者
へ
の
讃
辞
で
あ
る
が
、
鈴
木
大
拙
や
柳
宗

悦
ら
に
評
価
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
や
宗
派
を
こ
え
て
関
心

を
集
め
る
宗
教
現
象
の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
対
辞
と
は
対

立
概
念
を
持
た
な
い
言
葉
の
意
で
、
最
晩
年
の
柳
が
東
洋
的
思
索
と
し
て

妙
好
人
研
究
に
見
出
し
得
た
、
和
の
実
現
を
め
ざ
す
思
想
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
今
な
ぜ
妙
好
人
な
の
か
、
そ
の
基
底
を
な
す
無
対
辞
の
思
想
に
着

目
し
つ
つ
多
面
的
に
発
表
し
た
。

　

菊
藤
明
道
は
、
妙
好
人
に
お
け
る
無
対
辞
思
想
の
意
義
に
つ
い
て
発
表

し
た
。「
妙
好
人
」
と
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
見
え
る
釈
尊
が
念
仏
者
を

讃
え
た
「
分
陀
利
華
」（
白
蓮
華
）
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
り
、
や
が
て

真
宗
の
篤
信
者
を
讃
え
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
彼
ら
の

宗
教
意
識
や
言
動
が
鈴
木
大
拙
や
柳
宗
悦
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
平
和

実
現
に
寄
与
す
る
思
想
と
し
て
世
界
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
無
対
辞
」
と
は
柳
の
論
文
「
無
対
辞
文
化
」
に
出
る
言
葉
で
、「
対
立
概

念
を
持
た
な
い
言
辞
」
を
意
味
す
る
が
、
大
拙
の
日
本
的
霊
性
に
通
じ
る

思
想
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

林
智
康
は
、
浄
土
真
宗
で
篤
信
の
念
仏
者
を
妙
好
人
と
言
わ
れ
る
理
由

は
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
が
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
を
信
じ
、
生
死
を
超
え
る
道

を
力
強
く
歩
む
真
仏
弟
子
と
讃
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
妙

み
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
生
活
に
伴
う
苦

悩
」、「
病
を
得
る
こ
と
の
苦
し
み
」、「
老
い
へ
の
焦
燥
感
」、「
死
の
恐

怖
」
で
あ
る
。
妙
好
人
も
我
々
と
同
じ
人
間
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
苦
し

み
を
感
じ
る
場
面
に
遭
遇
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
れ
を
「
苦
」

と
捉
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
妙
好
人
の
一
人
、
因
幡
の
源
左
は
「
お
ら
に

や
苦
が
あ
っ
て
苦
が
な
い
だ
け
の
う
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
物
理
的
に
は
「
苦
」
す
な
わ
ち
、
自
己
に
と
っ
て
嫌
な
あ
り
方
が

あ
っ
て
も
そ
の
事
象
を
「
苦
」
と
捉
え
て
い
な
い
、
心
理
的
に
は
苦
と
な

っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
厳
し
い
現
実
を
超
越
し
た
深
い

精
神
性
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
彼
ら
は
真
宗
の
教
え
を
背
景
と
し

て
、
人
生
の
中
で
起
こ
る
す
べ
て
の
事
象
は
阿
弥
陀
如
来
の
呼
び
か
け
で

あ
る
と
捉
え
て
い
た
。
自
己
に
と
っ
て
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
分
別
す

る
こ
と
な
く
、
全
て
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
ら
の
限

界
を
知
っ
て
、
我
執
を
離
れ
、
自
己
に
と
っ
て
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も

肯
定
的
に
受
納
し
、
人
間
と
し
て
の
成
長
が
見
込
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
彼
ら
の
認
識
の
在
り
方
の
特
徴
と
し
て
、「
善
・
悪
」「
損
・
得
」
と

い
う
よ
う
に
物
事
を
対
辞
し
て
捉
え
て
い
な
い
こ
と
が
根
底
に
あ
る
。
自

分
に
関
わ
る
事
象
を
す
べ
て
「
あ
る
が
ま
ま
」
に
捉
え
て
、
受
け
止
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
柳
宗
悦
は
妙
好
人
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
精
神
活
動

を
「
無
対
辞
思
想
」
と
名
付
け
て
い
る
。
価
値
観
や
文
化
な
ど
が
急
速
な

変
化
を
み
せ
る
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
一
切
の
諸
現
象
に
惑

わ
さ
れ
な
い
「
不
動
の
精
神
・
心
」
な
る
も
の
が
必
要
で
は
な
い
か
。
妙

好
人
の
認
識
の
在
り
方
を
参
考
に
し
て
、
具
体
的
に
訓
練
し
て
身
に
着
け

て
ゆ
く
こ
と
で
、
我
々
は
そ
の
よ
う
な
精
神
性
に
至
る
こ
と
が
可
能
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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っ
て
好
ま
し
い
が
、
病
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
認
識
の
よ
う
に
。
本
発

表
で
は
、
真
宗
の
教
え
に
よ
り
深
い
精
神
的
境
涯
に
達
し
た
妙
好
人
の

「
無
対
辞
に
よ
る
智
慧
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
言
行
を
紹
介
し
、
現
代
人

が
人
生
の
苦
し
み
を
「
超
越
」
し
て
ゆ
く
術
を
行
動
心
理
学
的
視
点
よ
り

示
唆
し
た
。

　

会
場
と
の
質
疑
応
答
で
は
大
拙
の
妙
好
人
観
と
の
異
同
や
、「
仏
教
の

無
分
別
智
を
ど
う
体
得
す
る
か
」
と
い
う
宗
教
意
識
（
宗
教
体
験
）
の
問

題
、
さ
ら
に
は
妙
好
人
に
お
け
る
社
会
文
化
構
造
に
つ
い
て
等
、
積
極
的

な
質
疑
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
近
ま
で
妙
好
人
が
教
学
研
究
の
対
象
外

で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
等
、
妙
好
人
研
究
の
最
新
情
報
の
報
告
を

含
め
、
総
括
し
て
有
意
義
な
討
議
内
容
と
な
っ
た
。

好
人
の
言
葉
が
広
ま
っ
た
の
は
『
妙
好
人
伝
』
の
編
集
・
刊
行
に
よ
る

が
、
妙
好
人
は
順
縁
・
逆
縁
の
中
、
善
知
識
で
あ
る
寺
院
住
職
・
寺
族
・

布
教
使
・
教
学
者
等
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
彼
ら
の
言

動
を
高
く
評
価
し
、
鈴
木
大
拙
は
日
本
的
霊
性
の
具
現
者
と
し
て
広
く
世

界
に
伝
え
、
ま
た
柳
宗
悦
も
無
対
辞
の
活
き
た
姿
を
妙
好
人
の
宗
教
生
活

に
見
出
し
て
い
る
と
示
唆
し
た
。

　

藤
能
成
は
「
無
対
辞
の
境
地
」
が
仏
教
に
お
け
る
「
智
慧
」
そ
の
も
の

で
あ
り
、
妙
好
人
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
信
じ
、
念
じ
、
任
せ
委
ね
る

信
仰
的
実
践
に
よ
り
「
信
心
の
智
慧
」
を
体
得
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
「
無
対
辞
文
化
」
は
直
観
と
感
性
を
通
し
た
直
接
体
験
が
帰
着
す
る

と
こ
ろ
の
「
宇
宙
の
実
相
・
普
遍
的
真
理
」
で
あ
り
、
妙
好
人
の
生
き
方

や
精
神
性
は
宗
派
・
宗
教
を
超
え
た
普
遍
的
真
実
を
有
し
て
お
り
、
現
代

人
の
生
き
方
や
精
神
性
の
具
体
的
モ
デ
ル
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ

と
主
張
し
た
。

　

那
須
英
勝
は
、
戦
後
ド
イ
ツ
で
欧
州
初
の
真
宗
協
会
を
結
成
し
た
ハ
リ

ー
・
ピ
ー
パ
ー
師
が
欧
州
の
念
仏
者
の
間
で
妙
好
人
と
し
て
慕
わ
れ
て
い

る
事
績
を
紹
介
し
た
。
ピ
ー
パ
ー
師
は
池
山
栄
吉
の
独
訳
『
歎
異
抄
』
を

通
し
て
親
鸞
思
想
に
導
か
れ
、
生
涯
一
度
も
来
日
す
る
こ
と
な
く
独
語
と

英
語
を
通
し
て
真
宗
の
教
え
を
語
り
伝
え
た
。
ピ
ー
パ
ー
師
が
妙
好
人
と

慕
わ
れ
る
宗
教
的
人
格
を
得
た
こ
と
は
、
柳
宗
悦
の
言
う
無
対
辞
の
宗
教

的
生
活
が
、
特
定
の
言
語
（
辞
）
の
壁
を
超
え
た
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

中
尾
将
大
は
、
日
常
生
活
の
中
で
遭
遇
す
る
様
々
な
苦
し
み
が
、
自
己

の
快
・
不
快
、
利
益
・
不
利
益
を
基
準
と
し
て
「
物
事
を
分
別
す
る
」
認

識
の
在
り
方
に
原
因
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
例
え
ば
、
健
康
は
自
己
に
と
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雑
誌
メ
デ
ィ
ア
か
ら
み
た
近
代
宗
教
史

代
表
者
・
司
会　

大
谷
栄
一

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

石
井
研
士

明
治
仏
教
史
に
お
け
る
雑
誌
と
結
社

大
谷　

栄
一

　

本
報
告
の
課
題
は
、
明
治
二
十
年
代
の
仏
教
界
に
お
け
る
雑
誌
と
結
社

の
関
係
に
注
目
し
、
明
治
仏
教
史
研
究
の
更
新
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
報

告
で
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
昭
和
九
年
刊
行
の
明
治
仏
教
史
編
纂
所
編
『
明

治
年
間
仏
教
関
係
新
聞
雑
誌
目
録
』
に
依
拠
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
星
野
靖
二
、
谷
川
穣
と
京
都
大
学
グ
ル
ー
プ
、
江
島
尚
俊
と
大
正
大

学
グ
ル
ー
プ
、
大
谷
と
佛
教
大
学
グ
ル
ー
プ
、
龍
谷
大
学
グ
ル
ー
プ
が
再

調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
は
「
明
治
年
間
仏
教
関
係
新
聞
雑
誌
目
録
」
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、
現
在
、
整
理
中
で
あ
る
。
今
回
の
報
告
で
は
、
こ

の
共
同
研
究
の
成
果
の
一
部
を
用
い
た
。

　

明
治
仏
教
史
に
お
け
る
新
聞
・
雑
誌
の
研
究
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
禿

氏
祐
祥
、
上
坂
倉
次
、
中
野
晴
介
ら
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、
研
究
の
進
展
は
な
く
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
安
食
文
雄
の
研
究

が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
『
明
治
年
間
仏
教
関
係
新
聞
雑
誌
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
年
間
に
創

刊
さ
れ
た
仏
教
新
聞
・
雑
誌
の
数
は
七
六
〇
余
、
継
続
紙
・
誌
を
除
く

と
、
五
七
七
に
な
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
再
調
査
し
た
結
果
、
そ
の
数

は
八
八
〇
に
及
び
、
継
続
紙
・
誌
を
除
く
と
、
六
六
一
紙
・
誌
を
数
え
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
仏
教
新
聞
・
雑
誌
の
発
行
母
体
と
し
て
、
仏
教
系
教
会
・
結

社
の
動
向
を
考
え
て
み
た
い
。

　

池
田
英
俊
『
明
治
仏
教
教
会
・
結
社
史
の
研
究
』（
一
九
九
四
年
）
に

よ
れ
ば
、
教
会
・
結
社
は
、
明
治
八
年
五
月
の
大
教
院
廃
止
と
一
〇
年
一

月
の
教
部
省
廃
止
を
境
に
開
始
さ
れ
、
明
治
一
七
年
八
月
の
教
導
職
制
の

廃
止
前
後
に
最
盛
期
を
迎
え
る
。
明
治
十
年
代
に
四
〇
〇
余
り
の
仏
教
各

宗
派
と
諸
宗
派
共
同
の
結
社
数
（
そ
の
う
ち
、
後
者
は
二
二
三
社
）
を
数

え
た
と
い
う
。

　

明
治
十
年
代
に
教
会
・
結
社
が
盛
況
を
迎
え
た
、
と
の
池
田
の
指
摘
は

首
肯
で
き
る
が
、
明
治
一
七
年
前
後
に
最
盛
期
を
迎
え
た
と
の
見
解
は
妥

当
だ
ろ
う
か
。
教
会
・
結
社
の
盛
況
は
明
治
二
十
年
代
以
降
も
発
展
的
に

続
き
、
そ
う
し
た
教
会
・
結
社
の
組
織
化
は
仏
教
雑
誌
の
創
刊
・
刊
行
と

連
動
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
明
治
二
十
年
代
が
（
明
治

十
年
代
を
上
回
る
）
教
会
・
結
社
と
雑
誌
の
隆
盛
期
な
の
で
は
な
い
か
、

と
の
仮
説
を
私
は
提
示
し
た
い
。

　

以
前
、
私
は
、
明
治
二
十
年
代
の
「
新
し
い
仏
教
」（
仏
教
改
革
思
想
・

運
動
）
の
進
展
の
背
景
に
は
、
仏
教
青
年
サ
ー
ク
ル
の
組
織
化
と
仏
教
系

メ
デ
ィ
ア
の
整
備
と
い
う
歴
史
的
・
社
会
的
文
脈
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
（『
近
代
仏
教
と
い
う
視
座
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
）。
明
治

二
十
年
代
に
仏
教
雑
誌
の
創
刊
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
明
治
一
七
年
の
教
導
職
制
の
廃
止
に
よ
る
各
宗
派
の
「
自
治
」
体
制

の
開
始
と
活
動
の
活
発
化
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
仏
教
界
の
対
抗
、（
仏
教

青
年
サ
ー
ク
ル
に
限
定
さ
れ
な
い
）
教
会
・
結
社
の
さ
ら
な
る
盛
況
化
と

広
が
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

た
と
え
ば
、
明
治
二
十
年
代
の
教
会
・
結
社
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
月
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録
情
報
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
更
新
と
電
子
化
、
あ
る
い

は
共
有
と
公
開
と
い
っ
た
活
用
の
た
め
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
な
お
推
進

さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。

　

次
に
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
に
関
す
る
資
料
の
覆
刻
は
特
に
こ
こ
二
十

年
程
の
間
に
着
実
に
進
展
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

は
『
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
集
成
（
第
一
〜
三
期
）』（
一
九
九
二
―

九
五
）
と
い
う
主
に
諸
教
派
の
主
要
な
機
関
誌
を
収
録
し
た
画
期
的
な
集

成
が
出
さ
れ
、
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
後
そ
れ
ら
を
用
い
た
研
究
が
必
ず
し
も
多
く
出
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
概
観
し
た
上
で
視
点
を
転
じ
、
現
在
作
業
中
の
暫
定
的
な

キ
リ
ス
ト
教
メ
デ
ィ
ア
の
書
誌
目
録
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ら
の
出
版
状
況

に
つ
い
て
幾
つ
か
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。

　

ま
ず
明
治
初
期
に
は
、
端
的
に
は
『
七
一
雑
報
』
や
『
六
合
雑
誌
』
の

よ
う
に
、
通
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
キ
リ
ス
ト
教
的
な
立
場
を
取
り
、
か

つ
自
ら
を
文
明
の
宗
教
と
し
て
提
示
す
る
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
メ
デ
ィ
ア

が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
一
方
で
は
伝
道
を
、
他
方
で
弁
証
を
試
み
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
関
連
し
て
仏
教
メ
デ
ィ
ア
と
の
応
答
関
係
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
排
耶
論
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
例
え
ば
『
六
合
雑
誌
』
と
『
明
教
新
誌
』
上
に
お
け
る
議
論
の

よ
う
に
、
お
互
い
の
論
説
を
参
照
し
な
が
ら
自
ら
の
正
当
性
を
競
う
よ
う

な
試
み
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　

明
治
中
期
に
入
る
と
、『
日
本
評
論
』
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に

基
づ
く
総
合
雑
誌
を
目
指
す
も
の
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
例
え
ば
日
本
基

督
教
会
の
『
福
音
週
報
』、
組
合
教
会
の
『
基
督
教
新
聞
』、
メ
ソ
ジ
ス
ト

輪
正
遵
・
三
玄
見
龍
編
『
日
本
仏
教
現
勢
史
』（
明
治
二
五
年
）
が
参
考

に
な
る
。
こ
の
中
で
一
九
五
の
教
会
・
結
社
の
情
報
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
創
立
年
は
ほ
と
ん
ど
が
明
治
二
十
年
代
で
、
三
三
団
体
が
機
関

誌
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
私
た
ち
の
共
同
研
究
に
よ
る
「
明
治
年
間
仏

教
関
係
新
聞
雑
誌
目
録
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
、
明
治
二
十
年
代
に

創
刊
さ
れ
た
仏
教
新
聞
・
雑
誌
の
発
行
母
体
の
特
徴
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
す

る
と
、
①
宗
派
系
団
体
、
②
在
家
団
体
、
③
仏
教
青
年
団
体
、
④
仏
教
婦

人
団
体
、
⑤
海
外
交
流
団
体
、
⑥
海
外
で
の
団
体
等
と
大
別
で
き
る
（
す

べ
て
が
教
会
・
結
社
で
は
な
く
、
重
な
る
も
の
も
あ
る
）。
こ
れ
ら
を
検

討
す
る
と
、（
池
田
の
研
究
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
）
教
会
・
結
社
の
広

が
り
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
今
回
の
報
告
で
は
先
の
仮
説
は
実
証
で
き
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
実
証
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
際
、
明
治
二
十
年
代
の
仏
教
教

会
・
結
社
の
実
態
、
仏
教
新
聞
・
雑
誌
と
教
会
・
結
社
の
関
係
（
と
く
に

新
聞
・
雑
誌
の
果
た
し
た
社
会
的
機
能
）、
新
聞
・
雑
誌
を
持
た
な
い
教

会
・
結
社
、
講
社
の
存
在
（
と
く
に
民
俗
講
）
の
分
析
な
ど
も
不
可
欠
の

検
討
課
題
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
メ
デ
ィ
ア
の
近
代

星
野　

靖
二

　

本
発
表
で
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
メ
デ
ィ
ア
を
め
ぐ
る

状
況
に
つ
い
て
、
現
状
の
把
握
を
試
み
た
上
で
、
今
後
の
研
究
の
展
望
に

つ
い
て
述
べ
た
。

　

近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
の
展
開
に
お
い
て
、
文
字
メ
デ
ィ
ア
は

早
い
時
期
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
に
基
本
的
な
目
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文
化
的
な
文
脈
に
接
続
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
べ
き
こ
と
を
述
べ

た
。
そ
し
て
最
後
に
地
域
的
な
越
境
性
、
あ
る
い
は
間
宗
教
伝
統
的
な
場

に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
触
れ
た
。

地
方
神
職
会
会
報
か
ら
み
る
近
代
神
道
史

藤
本　

頼
生

　

近
代
に
お
け
る
神
社
・
神
職
関
連
団
体
か
ら
の
冊
子
、
書
籍
刊
行
と
し

て
は
、
明
治
初
期
の
神
宮
教
院
に
よ
る
教
説
書
の
刊
行
等
が
ま
ず
挙
げ
ら

れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
教
説
書
は
い
わ
ゆ
る
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、
近
代
の
神
社
お
よ
び
教
派
神
道
関
連
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
研

究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
明
治
二
十
二
年
二
月
か
ら
二
十
九
年
に
至

る
ま
で
皇
典
講
究
所
に
よ
っ
て
月
二
回
一
八
〇
冊
に
わ
た
っ
て
定
期
的
に

刊
行
さ
れ
た
『
皇
典
講
究
所
講
演
』
や
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
刊
行
の

『
國
學
院
雑
誌
』、
明
治
二
十
六
年
刊
行
の
教
林
社
（
実
質
的
に
は
神
宮
教

院
が
母
体
）
の
『
教
林
』
の
刊
行
が
、
神
社
・
神
道
系
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
は
先
駆
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、『
教
林
』
は
と
く
に
神
宮
教
、

神
宮
教
院
の
教
化
活
動
の
内
容
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
書
と
し
て
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
県
の
皇
典
講
究
分
所
の
機
関
誌
発
刊
も
そ
の
一

つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
教
派
神
道
の
一
つ
と
し
て
の

神
宮
教
、
あ
る
い
は
神
道
関
連
の
古
典
研
究
・
教
育
機
関
と
し
て
の
皇
典

講
究
所
・
國
學
院
関
連
の
団
体
か
ら
の
刊
行
物
で
あ
り
、
皇
典
講
究
所
・

國
學
院
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
、
冊
子
等
の
刊
行
物
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
既

に
阪
本
是
丸
を
は
じ
め
、
藤
田
大
誠
や
上
西
亘
、
武
田
幸
也
に
よ
る
先
行

研
究
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
刊
行
物
は
神
職
が
自
主
的
に
組
織
し

教
会
の
『
護
教
』、
日
本
聖
公
会
の
『
基
督
教
週
報
』
な
ど
の
よ
う
に
一

八
九
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
頃
に
か
け
て
各
教
派
の
機
関
誌
（
的
な
）
メ

デ
ィ
ア
が
成
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
概
し
て
言
え
ば
そ
れ

ぞ
れ
の
教
派
の
内
側
に
向
け
て
企
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で

一
八
九
〇
年
前
後
に
創
刊
さ
れ
た
自
由
キ
リ
ス
ト
教
諸
派
に
よ
る
雑
誌
は

「
自
由
討
究
」
を
標
榜
し
て
通
宗
教
的
あ
る
い
は
比
較
宗
教
的
な
論
説
を

多
く
掲
載
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
後
期
以
降
で
は
、
例
え
ば
共
に
一
九
〇
〇
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
新

人
』
や
『
聖
書
之
研
究
』
の
よ
う
に
中
心
的
な
個
人
の
周
辺
に
読
者
サ
ー

ク
ル
を
形
成
し
て
い
く
よ
う
な
雑
誌
が
出
る
一
方
で
、
一
九
一
〇
年
代
に

入
る
と
神
学
研
究
を
専
門
的
に
取
り
扱
う
雑
誌
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
以
降
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
ま
で
を
キ
リ

ス
ト
教
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
考
え
る
の
か
と
い
う
点
を
含
め
て
、
研
究
の
余

地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
メ
デ
ィ
ア
が

覆
刻
・
研
究
さ
れ
て
い
る
の
か
に
目
を
向
け
る
と
、
や
は
り
有
力
な
教
派

と
関
係
を
持
っ
て
い
る
も
の
や
、
あ
る
い
は
思
想
史
的
に
高
い
価
値
が
あ

る
と
評
さ
れ
て
き
た
も
の
が
多
い
。
も
し
後
代
の
研
究
者
が
依
然
と
し
て

こ
う
し
た
傾
向
を
後
押
し
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
批
判
的
か

つ
生
産
的
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
望
と
し
て
、
第
一
に
既
存
の
目
録
・
書
誌

情
報
の
整
理
・
公
開
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
顧
み
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
メ
デ
ィ
ア
の
可
視
化
を
進
め
る
べ
き
こ
と
、
第
二

に
そ
れ
ら
の
分
析
に
際
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
史
的
な
手
法
を
取
り
込
み
、
読

者
を
含
め
た
「
場
」
と
し
て
の
雑
誌
が
ど
の
よ
う
に
同
時
代
の
社
会
的
・
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後
に
断
絶
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
質
的
に
連
動
し
て
い
る
か
否
か
と

い
う
問
題
も
あ
り
、『
兵
庫
神
祇
』
の
よ
う
に
皇
典
講
究
分
所
時
代
か
ら
、

兵
庫
県
神
社
庁
に
至
る
ま
で
同
じ
名
称
で
刊
行
さ
れ
、
戦
後
も
そ
の
使

命
・
役
割
と
し
て
は
同
様
の
性
格
を
持
つ
よ
う
な
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
も
あ

る
。
あ
る
い
は
、
昭
和
初
期
に
は
地
方
神
職
会
の
み
な
ら
ず
、
他
の
神
職

関
連
団
体
の
機
関
誌
な
ど
も
多
数
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
の
複
合

的
な
視
点
で
み
る
必
要
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
各
県
神
社
庁

に
お
い
て
戦
後
ま
も
な
い
時
期
か
ら
の
庁
報
な
ど
も
復
刊
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
戦
前
・
戦
後
と
の
連
動
性
、
変
化
す
る
活
動
や
不
変
な

も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
今
後
も
近
現
代
の
神
職
の
思
想
や

神
社
の
教
学
、
施
策
、
社
会
的
活
動
の
分
析
、
検
討
を
積
み
重
ね
た
い
と

考
え
て
い
る
。

英
文
仏
教
雑
誌
に
見
る
東
西
の
「
対
話
」

吉
永　

進
一

　

戦
前
、
二
〇
種
類
以
上
の
英
文
仏
教
雑
誌
が
世
界
各
地
で
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
仏
教
の
西
洋
へ
の
普
及
だ
け
で
な
く
、
英
語
と
い
う
共
通
語
を

介
し
た
ア
ジ
ア
圏
の
仏
教
国
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
新
た
な
仏
教
理

解
構
築
の
礎
石
と
な
っ
た
。
概
し
て
セ
ク
ト
的
傾
向
は
薄
く
、
仏
教
全
般

を
扱
う
も
の
で
あ
り
、
多
く
は
イ
ギ
リ
ス
と
そ
の
植
民
地
も
し
く
は
ア
メ

リ
カ
で
発
行
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
日
本
は
、
非
英
語
圏
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
五
種
類
の
英
文
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
浄
土
真

宗
（
四
種
類
は
本
願
寺
派
、
一
種
類
は
大
谷
派
）
に
関
連
し
た
団
体
が
発

行
し
て
い
た
が
、
そ
の
最
初
の
も
の
が
海
外
宣
教
会
の
発
行
し
て
い
た

Bijou of A
sia

で
あ
る
。

た
団
体
に
よ
る
刊
行
物
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
近
代
宗
教
史
研
究
の
上

で
は
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
団
体
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
全
国

神
職
会
や
各
府
県
の
地
方
神
職
会
に
よ
る
機
関
誌
お
よ
び
刊
行
物
の
内
容

を
窺
う
こ
と
が
、
よ
り
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。
神
職
関
係
団
体
の

雑
誌
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
研
究
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
全
国
神
職

会
の
『
全
国
神
職
会
会
報
』『
皇
国
』『
皇
国
時
報
』
お
よ
び
、
神
社
協
会

の
『
神
社
協
会
雑
誌
』
の
四
誌
が
中
心
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ

ら
四
誌
と
各
府
県
の
地
方
神
職
会
会
報
と
の
記
事
内
容
の
連
関
性
な
ど
の

比
較
分
析
を
行
う
こ
と
が
、
神
社
局
、
あ
る
い
は
全
国
神
職
会
の
施
策
が

地
方
へ
と
降
り
て
行
く
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
窺
う
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
神

道
研
究
の
進
展
、
深
化
の
上
で
も
、
地
方
神
職
会
会
報
の
研
究
・
分
析
が

必
要
で
あ
る
。

　

地
方
神
職
会
を
用
い
た
研
究
と
し
て
は
、
既
に
歴
史
学
の
立
場
か
ら
畔

上
直
樹
が
『
岡
山
県
神
職
会
会
報
』
を
用
い
て
、
大
正
期
以
降
の
神
職
、

神
社
の
活
動
を
い
わ
ゆ
る
「
国
家
神
道
」
時
代
を
「
下
か
ら
作
り
出
さ
れ

た
新
し
い
宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
描
き
出
し
た
緻
密
な
研
究
成

果
も
あ
る
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
本
研
究
に
よ
っ
て
畔
上
の
研
究
を
今
一

度
考
え
直
す
契
機
と
し
た
い
。
加
え
て
先
に
述
べ
た
畔
上
の
研
究
以
外
に

は
、
各
県
神
職
会
の
神
宮
大
麻
頒
布
関
連
記
事
を
用
い
た
発
表
者
の
研
究

が
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
未
だ
こ
う
し
た
地
方
神
職
会
の
会
報
を
用
い

た
研
究
は
多
い
と
は
い
え
な
い
だ
け
に
、
さ
ら
な
る
研
究
の
可
能
性
が
あ

る
も
の
と
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
神
職
会
に
お
い
て
は
、
雑
誌
メ

デ
ィ
ア
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
冊
子
、
書
誌
類
を
発
刊
し
て
お
り
、
そ
う

し
た
書
籍
・
冊
子
類
を
も
含
め
て
、
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
地

方
神
職
会
の
機
関
誌
を
研
究
す
る
上
で
、
地
方
神
職
団
体
が
戦
前
か
ら
戦
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で
あ
る
。
そ
の
創
刊
号
で
、
欧
米
で
キ
リ
ス
ト
教
が
衰
微
し
、
人
々
は
新

た
な
宗
教
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
渇
望
を
み
た
す
も
の
は
真
理
で
あ
る
仏

教
に
他
な
ら
な
い
と
断
言
す
る
。
差
し
迫
っ
て
実
行
す
べ
き
方
策
は
、

「
仏
教
国
の
宗
教
的
連
合
と
、
私
た
ち
の
宗
教
的
真
理
の
西
洋
諸
国
へ
の

紹
介
」
で
あ
り
、「
神
智
学
徒
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
、
オ
カ
ル
テ
ィ

ス
ト
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
、
そ
し
て
同
じ

仏
教
者
仲
間
」
と
友
好
関
係
を
作
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
仏
教
周
辺
の
運
動
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
は
、
欧
米
に
お
け
る

宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
読
者
に
仏
教
徒
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
と
安
心
感
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
にBijou of 

A
sia

に
は
欧
米
の
仏
教
シ
ン
パ
に
よ
る
記
事
が
い
く
つ
か
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
シ
ャ
ー
フ
が
、
鏡
像
を
そ
れ
と
気
づ
か
ず
に
他
者
と
思
い
込
ん
で

し
ま
う
ナ
ル
シ
ッ
ソ
ス
の
錯
誤
で
批
判
し
た
よ
う
に
、
欧
米
の
仏
教
シ
ン

パ
はBijou of A

sia

に
掲
載
さ
れ
た
、
西
洋
由
来
の
記
事
を
喜
ん
で
読

ん
で
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
錯
誤
は
仏
教
の
近

代
化
に
と
っ
て
、
重
要
な
モ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

大
谷　

栄
一

　

報
告
者
た
ち
（
吉
永
、
藤
本
、
星
野
、
大
谷
）
は
、
共
同
研
究
「
近
代

宗
教
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
構
築
の
た
め
の
基
礎
研
究
」（
科
研
費
・
基
盤
研
究

（
Ｂ
）、
代
表
者
：
大
谷
、
二
〇
一
一
―
一
四
年
度
）
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
本
パ
ネ
ル
は
そ
の
中
間
報
告
に
あ
た
る
。
今
回
は
、
諸
宗
教
（
仏

教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
神
道
）
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
と
し
、
近
代
日
本

　

海
外
宣
教
会
は
、
一
八
八
七
年
に
西
本
願
寺
系
普
通
教
校
の
英
語
教

師
、
松
山
松
太
郎
が
海
外
の
神
智
学
徒
と
の
文
通
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
。
海
外
か
ら
の
仏
教
を
求
め
る
手
紙
の
多
さ
に
驚
い
た
松
山

は
、
普
通
教
校
の
職
員
ら
と
欧
米
仏
教
通
信
会
を
立
ち
上
げ
て
海
外
へ
の

文
書
伝
道
を
企
て
る
。
こ
の
運
動
は
、
同
校
で
一
八
八
六
年
に
誕
生
し
て

い
た
反
省
会
運
動
と
重
な
り
あ
い
、『
反
省
会
雑
誌
』
の
創
刊
号
か
ら
欧

米
仏
教
通
信
会
の
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
た
。
日
本
の
読
者
か
ら
の
反
響

を
招
き
、
同
誌
の
売
り
上
げ
は
海
外
仏
教
徒
の
記
事
に
よ
っ
て
伸
び
た
と

言
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
一
八
八
八
年
八
月
に
赤
松
連
城
を
会
長
と
し
て

海
外
宣
教
会
が
発
足
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
月
前
に
松
山
ら
がBijou of 

A
sia

を
創
刊
し
て
い
る
。
同
年
十
一
月
に
は
、
欧
米
仏
教
通
信
を
反
省

会
雑
誌
か
ら
独
立
さ
せ
て
、Bijou of A

sia
の
姉
妹
誌
『
海
外
仏
教
事

情
』
が
創
刊
さ
れ
た
が
、
こ
の
創
刊
号
は
三
回
版
を
改
め
一
万
部
近
い
発

行
部
数
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
八
八
九
年
に
は
神
智
学
協
会
々
長
オ
ル
コ

ッ
ト
の
来
日
が
あ
り
、
各
地
で
講
演
録
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
一

年
に
は
宣
教
会
を
反
省
会
と
合
併
さ
せ
る
案
が
実
行
直
前
ま
で
進
み
、
一

八
九
二
年
十
月
に
開
か
れ
た
西
本
願
寺
の
定
期
集
会
で
は
、
や
は
り
実
行

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
二
代
目
海
外
宣
教
会
々
長
、
島
地
黙
雷
の
シ

カ
ゴ
宗
教
会
議
へ
の
派
遣
と
フ
ラ
ン
ス
開
教
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
海
外
伝
道
熱
は
、
そ
の
経
緯
か
ら
分
か
る
よ
う
に
宗
門
の
戦
略
か
ら

生
じ
た
の
で
は
な
く
、
英
文
雑
誌
を
発
行
で
き
た
の
も
海
外
か
ら
の
要
請

と
国
内
信
者
の
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

Bijou of A
sia

は
、
現
在
確
認
し
て
い
る
限
り
で
は
一
八
八
八
年
か

ら
一
年
間
、
五
回
発
行
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
数
十
ペ
ー
ジ
程
度
の
小
さ

な
刊
行
物
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
圏
で
も
最
初
の
英
文
仏
教
雑
誌
の
ひ
と
つ
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三
分
の
二
程
度
は
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
答
え
た
。

　

星
野
報
告
に
は
、（
一
）原
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
と
、（
二
）当
時
の

他
宗
教
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
補
足
を
求
め
ら
れ
た
。（
一
）に
つ

い
て
は
、
確
か
に
現
状
で
所
蔵
が
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
資
料
の
活
用
の
た
め
に
目
録
情
報

の
電
子
化
と
公
開
を
進
め
る
べ
き
だ
ろ
う
と
述
べ
、（
二
）に
つ
い
て
は
特

定
の
宗
教
伝
統
ご
と
に
区
切
る
の
で
は
な
く
、
読
者
達
に
横
断
的
に
共
有

さ
れ
て
い
た
「
場
」
の
よ
う
な
も
の
を
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
と
述

べ
た
。

　

藤
本
報
告
に
は
、（
一
）地
方
神
職
会
の
雑
誌
等
刊
行
物
の
分
析
が
進
む

こ
と
で
、
中
央
の
全
国
神
職
会
と
地
方
神
職
会
の
関
係
に
関
す
る
従
来
の

見
方
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
転
換
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
、（
二
）現
在
、

戦
前
期
発
足
の
神
社
関
係
の
団
体
ほ
か
、
教
派
神
道
関
係
の
教
団
の
雑
誌

メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
各
県
に
ま
だ
ま
だ
隠
れ
、
埋
も
れ
て
い
る
神
道
系
の
雑

誌
メ
デ
ィ
ア
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
う
い
っ
た
戦
前
の
神
社
・
神
道
関

連
メ
デ
ィ
ア
を
ど
の
程
度
把
握
で
き
て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
が
な
さ

れ
、（
二
）に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
と
し
て
山
口
県
の
二
所
山
田
神
社
の

『
女
子
道
』
の
所
在
に
つ
い
て
補
足
を
行
っ
た
。

　

吉
永
報
告
に
は
、（
一
）Bijou of A

sia

の
所
蔵
状
況
、（
二
）こ
の
雑

誌
以
前
に
英
語
の
情
報
発
信
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、（
一
）Bijou of A

sia

は
国
内
に
は
所
蔵
さ
れ

て
お
ら
ず
、
大
英
図
書
館
所
蔵
の
も
の
が
揃
い
と
思
わ
れ
る
が
、
何
号
で

終
刊
し
た
か
、
確
定
で
き
な
い
。（
二
）西
本
願
寺
派
の
海
外
布
教
が
本
格

化
す
る
の
は
日
清
戦
争
後
で
、
植
民
地
布
教
と
移
民
布
教
が
中
心
。
欧
米

人
を
対
象
と
す
る
英
語
に
よ
る
情
報
発
信
は
こ
の
雑
誌
が
最
初
だ
っ
た
と

宗
教
史
の
メ
デ
ィ
ア
論
的
分
析
を
目
的
と
し
た
。

　

大
谷
報
告
で
は
、
明
治
二
十
年
代
が
（
明
治
十
年
代
を
上
回
る
）
教

会
・
結
社
と
雑
誌
の
隆
盛
期
な
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
提
示
し
、
明

治
年
間
に
創
刊
さ
れ
た
仏
教
新
聞
・
雑
誌
八
八
〇
（
継
続
紙
・
誌
を
除
く

と
、
六
六
一
）
の
発
行
母
体
の
分
析
を
行
っ
た
。
星
野
報
告
で
は
、
ま
ず

キ
リ
ス
ト
教
メ
デ
ィ
ア
の
既
存
の
目
録
情
報
等
を
確
認
し
た
。
次
に
時
代

ご
と
の
特
徴
を
幾
つ
か
指
摘
し
、
そ
の
上
で
明
治
二
十
年
代
に
創
刊
点
数

の
増
加
が
見
ら
れ
る
と
し
た
。
最
後
に
展
望
と
し
て
、
目
録
情
報
を
整

理
・
公
開
し
、
資
料
を
可
視
化
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
た
。
藤
本
報

告
で
は
、
近
代
に
お
け
る
神
道
関
連
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
の
一
つ
と
し

て
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
に
発
刊
さ
れ
た
各
府
県
の
地
方
神
職
会
の
会
報

を
取
り
上
げ
、
各
会
報
の
記
事
内
容
、
他
の
地
方
神
職
会
の
刊
行
物
な
ど

の
分
析
か
ら
、
先
行
研
究
の
少
な
い
地
方
神
職
会
の
活
動
実
態
等
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
最
後
の
吉
永
報
告
で
は
、
明

治
二
十
年
代
に
西
本
願
寺
普
通
教
校
内
に
結
成
さ
れ
た
海
外
宣
教
会
は
、

海
外
向
け
に
日
本
最
初
の
英
文
仏
教
誌Bijou of A

sia
、
国
内
向
け
に

『
海
外
仏
教
事
情
』
を
出
版
し
、
海
外
へ
の
最
初
の
仏
教
伝
道
だ
け
で
な

く
国
内
の
仏
教
復
興
に
も
寄
与
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
石
井
研
士
氏
か
ら
は
、
各
報
告
者
に
以
下
の
よ
う
な

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

大
谷
報
告
に
は
、（
一
）こ
の
共
同
研
究
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
公
開
す

る
の
か
、（
二
）八
八
〇
の
新
聞
・
雑
誌
の
現
物
が
ど
れ
だ
け
残
さ
れ
て
い

る
の
か
、
と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、（
一
）仏
教
新

聞
・
雑
誌
の
目
次
デ
ー
タ
は
国
会
図
書
館
に
寄
贈
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
も
公
開
す
る
予
定
で
あ
り
、（
二
）八
八
〇
の
新
聞
・
雑
誌
の
う
ち
、
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浄
土
真
宗
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル代

表
者　

長
岡
岳
澄

コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

藤
丸
智
雄

寺
院
の
現
状
と
地
域
社
会
と
の
関
係

長
岡　

岳
澄

　

本
研
究
の
目
的
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院
の
現
状
と
地
域
社
会
の

関
わ
り
に
つ
い
て
、
本
願
寺
派
の
基
礎
的
な
寺
院
実
態
調
査
で
あ
る
第
九

回
宗
勢
基
本
調
査
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
、
特

に
、
本
パ
ネ
ル
発
表
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
地
域
の
寺
院
の
傾
向
に
つ
い

て
着
目
し
て
い
く
。
本
研
究
に
お
け
る
地
域
と
し
て
は
、
本
願
寺
派
に
お

け
る
教
区
を
単
位
と
し
、
本
パ
ネ
ル
発
表
に
関
連
す
る
首
都
圏
を
含
む
東

京
教
区
と
Ａ
教
区
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　

ま
ず
、
基
本
的
な
寺
院
の
現
況
と
し
て
、
寺
院
の
所
在
地
に
つ
い
て

は
、
全
体
で
は
、
市
街
地
が
一
七
％
、
住
宅
地
が
二
八
％
、
農
山
漁
村
が

五
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
本
願
寺
派
の
寺
院
は
農
山
漁
村
に
位
置
す
る
寺

院
が
半
数
を
超
え
て
い
る
。
Ａ
教
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
％
、
一
九
％
、

六
四
％
、
東
京
教
区
で
は
二
六
％
、
五
三
％
、
二
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
寺
院
の
規
模
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
寺
院
の
年
間
平
均
収
入

に
つ
い
て
は
、
全
体
で
は
三
〇
〇
万
円
以
下
が
四
三
％
、
三
〇
〇
万
円
以

上
六
〇
〇
万
円
未
満
が
一
九
％
、
六
〇
〇
万
円
以
上
が
三
八
％
と
な
っ
て

お
り
、
本
願
寺
派
寺
院
の
中
で
も
規
模
の
大
小
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

Ａ
教
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
二
％
、
二
〇
％
、
三
八
％
、
東
京
教
区
で
は
、

一
四
％
、
九
％
、
七
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
本
願
寺
派
の
寺
院
に
も
様
々

応
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
石
井
氏
か
ら
報
告
者
全
員
に
、
明
治
二
十
―
三
十
年
代
の
宗

教
を
め
ぐ
る
知
の
形
態
や
経
験
の
大
き
な
変
化
を
ど
う
捉
え
る
か
、
宗
教

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
記
事
が
当
時
の
日
本
人
の
「
宗
教
」
認
識
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
問
い
か
け
も
な
さ
れ
、
今
後
の
課
題
が

明
示
さ
れ
た
。
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る
。
本
願
寺
派
寺
院
で
は
、
住
職
が
門
徒
宅
を
訪
れ
、
門
徒
が
寺
院
を
訪

れ
る
と
い
う
か
た
ち
で
関
係
性
が
築
か
れ
て
お
り
、
Ａ
教
区
は
こ
の
か
た

ち
に
近
い
が
、
東
京
教
区
で
は
、
住
職
が
門
徒
宅
を
訪
れ
な
い
割
合
が
高

く
、
一
方
で
、
門
徒
が
寺
院
を
訪
れ
る
場
が
多
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。

　

以
上
、
限
ら
れ
た
項
目
で
は
あ
る
が
、
本
願
寺
派
寺
院
は
、
所
謂
「
ゐ

な
か
」
に
位
置
し
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
旧
来
の
門
徒
と
の

日
頃
の
関
係
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
、
Ａ
教
区
は
、
そ
の
形

に
近
い
教
区
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
で
、
東
京
教
区
は
、
本
願
寺
派
寺

院
全
体
の
中
で
は
特
殊
な
教
区
で
あ
り
、
都
市
型
で
、
地
域
社
会
と
い
う

よ
り
は
寺
院
と
各
個
人
と
の
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
全
体
の
傾
向
を
見
た
が
、
勿
論
、
実
際
は
一

ヶ
寺
一
ヶ
寺
、
事
情
が
異
な
り
、
こ
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
他
の

発
表
者
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

真
宗
寺
院
の
住
職
家
族
が
も
つ
役
割
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

横
井　

桃
子

　

本
研
究
の
目
的
は
、
住
職
家
族
（
住
職
・
坊
守
）
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
と
社
会
的
活
動
が
い
か
な
る
関
連
を
も
つ
か
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
動
、
利
他

行
動
に
代
表
さ
れ
る
社
会
的
活
動
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
中
心

的
指
標
で
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
評
価
す
る
う
え
で
は
欠

か
せ
な
い
指
標
で
あ
る
。
ま
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、
社
会
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
埋
め
込
ま
れ
た
資
源
で
あ
り
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
し
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
本
研
究
で
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
と

な
形
態
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
農
山
漁
村
に
位
置
し
、
ま
た
、
比
較

的
小
規
模
な
寺
院
が
多
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
、
Ａ
教
区
は
標

準
的
な
割
合
に
近
く
、
東
京
教
区
は
特
殊
な
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

本
パ
ネ
ル
発
表
に
関
連
す
る
項
目
と
し
て
、
ま
ず
、
寺
院
周
辺
の
住
民

に
つ
い
て
、
高
度
経
済
成
長
期
以
前
か
ら
住
ん
で
い
る
住
民
が
多
い
の

か
、
以
後
の
住
民
が
多
い
の
か
を
尋
ね
て
い
る
。
全
体
で
は
、
以
前
か
ら

の
住
民
が
多
い
が
七
四
％
、
以
後
の
住
民
が
多
い
が
一
六
％
と
、
本
願
寺

派
寺
院
の
大
半
は
、
旧
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
残
る
地
域
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
Ａ
教
区
は
八
五
％
、
五
％
と
全
体
よ
り
更
に
以
前
か

ら
の
住
民
が
多
く
、
一
方
で
、
東
京
教
区
は
四
六
％
、
三
七
％
と
新
し
い

住
民
が
多
い
地
域
に
位
置
し
て
い
る
。
次
に
、
門
徒
と
寺
院
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
寺
院
の
方
向
性
を
決
定
し
て
い
く
門
徒
総
代
会
に
つ
い
て
見

て
い
く
と
、
総
代
会
の
議
長
に
つ
い
て
、
全
体
で
は
総
代
が
務
め
る
が
四

二
％
、
住
職
が
務
め
る
が
四
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
Ａ
教
区
で
は
五
七

％
、
三
三
％
、
東
京
教
区
で
は
二
三
％
、
六
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
総
代

会
の
議
長
と
い
う
一
つ
の
視
点
で
あ
る
が
、
本
願
寺
派
寺
院
で
は
、
門
徒

が
寺
院
の
運
営
に
参
画
し
て
お
り
、
Ａ
教
区
で
は
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る

が
、
東
京
教
区
で
は
比
較
的
住
職
主
導
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
日
常
の
接
点
と
し
て
、
門
徒
宅
に
ど
れ
く
ら
い
の

頻
度
で
住
職
が
訪
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
る
と
、
全
体
で
は
、
月
に
一
、

二
回
が
四
八
％
、
年
に
数
回
が
四
一
％
、
ほ
と
ん
ど
来
な
い
が
七
％
と
な

っ
て
お
り
、
Ａ
教
区
で
は
一
六
％
、
七
七
％
、
三
％
、
東
京
教
区
で
は
一

九
％
、
四
七
％
、
三
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
寺
院
に
門
徒
が
訪
れ

る
機
会
と
し
て
常
例
法
座
の
開
催
を
見
て
み
る
と
全
体
で
三
七
％
と
な
っ

て
お
り
、
Ａ
教
区
で
は
三
八
％
、
東
京
教
区
で
は
六
二
％
と
な
っ
て
い
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的
活
動
を
促
進
し
、
ま
た
宗
教
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
門
徒
の
社

会
的
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
た
。
一
方
Ｂ
寺
院
は
、
Ａ
寺
院
の
よ
う

に
目
立
っ
た
社
会
活
動
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
住
職
が
独
居
者

へ
の
支
援
活
動
を
構
想
し
て
い
た
。
現
在
は
敷
地
内
に
あ
る
会
館
の
開
放

を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ら
の
社
会
的
活
動
へ
の
協
力
者
を
探
す
つ
な
が
り
づ

く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
坊
守
の
語
り
で
は
、
坊
守
の
も
つ
社
会

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
あ
る
女
性
の
出
産
・
子
育
て
の
深
刻
な
悩
み
に
答

え
る
の
に
最
も
有
効
に
作
用
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
た
。
坊

守
の
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
持
続
的
で
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
的
活
動
で
は

な
い
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
的
活
動
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
Ｂ
寺
院
坊
守
が
「
井
戸
端
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
表
現
し
た
宗
教

外
で
の
女
性
同
士
の
つ
な
が
り
が
、
一
時
的
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会

的
活
動
に
役
立
つ
と
い
う
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
住
職
の
付
帯
的
存
在
と
み

な
さ
れ
て
き
た
坊
守
が
社
会
に
お
い
て
あ
る
一
定
の
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

以
上
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
住
職
・
坊
守
の
も
つ
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
、
宗
教
活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
宗
教
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

個
々
人
が
選
択
す
る
宗
教
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
に
分
け
ら
れ
、
特
に
後
者

の
宗
教
外
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
住
職
は
フ
ォ
ー
マ
ル

な
、
坊
守
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
的
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
が
、
明

ら
か
に
な
っ
た
。
住
職
と
坊
守
の
共
働
か
ら
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
か
ら

フ
ォ
ー
マ
ル
ま
で
の
広
い
範
囲
の
社
会
的
活
動
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
広
範
囲
な
社
会
的
活
動
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
に

関
わ
る
人
々
の
信
頼
感
や
互
酬
性
の
規
範
を
高
め
る
な
ど
、
よ
り
豊
か
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
醸
成
さ
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

い
う
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
指
標
と
し

て
と
ら
え
、
住
職
と
坊
守
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用

い
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す

る
。

　

宗
教
を
対
象
と
し
た
社
会
学
的
研
究
に
お
い
て
、
宗
教
者
の
配
偶
者
を

扱
っ
て
い
る
も
の
は
多
く
な
い
。
こ
れ
ま
で
発
表
者
は
、
量
的
調
査
デ
ー

タ
を
用
い
て
、
住
職
・
坊
守
の
役
割
受
容
感
が
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
内
外
で

の
は
た
ら
き
か
た
に
よ
っ
て
こ
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
特

に
、
寺
院
活
動
だ
け
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
な
ど
の
社
会
的

活
動
に
も
従
事
す
る
こ
と
が
、
役
割
受
容
感
を
高
め
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
発
表
者
は
、
住
職
や
坊
守
の
社
会
的
活
動
は
、
彼
ら

／
彼
女
ら
自
身
の
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
活
動
で
あ

る
と
考
え
た
。

　

本
研
究
で
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
関
東
圏
に
お
け
る
二
つ
の
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
寺
院
（
Ａ
寺
院
・
Ｂ
寺
院
）
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
デ
ー
タ
で
あ
る
。
住
職
・
坊
守
の
同
席
の
も
と
約
二
時
間
の
半
構
造
化

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。

　

ま
ず
Ａ
寺
院
で
は
、
住
職
が
積
極
的
に
社
会
的
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お

り
、
国
際
交
流
団
体
や
環
境
美
化
団
体
な
ど
、
多
く
の
社
会
活
動
団
体
の

設
立
・
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
。
Ａ
寺
院
住
職
の
こ
う
い
っ
た
活
動
に

は
、
以
前
か
ら
所
属
し
て
い
た
青
年
会
議
所
で
の
経
験
や
社
会
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
役
立
て
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
団
体
で
の
社
会
的

活
動
の
際
に
、
Ａ
寺
院
門
徒
に
対
し
て
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
寺
院
の
住
職
は
、
そ
れ
ま
で
の
宗
教
外
の
社
会
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
、
社
会
活
動
団
体
設
立
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会



　　108

『宗教研究』87巻別冊（2014年） パネル

良
か
っ
た
と
思
う
」、「
お
寺
や
お
宮
の
仕
事
に
関
わ
る
の
は
、
信
仰
の
問

題
も
あ
る
」
な
ど
、
寺
院
の
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
心
の
安
ら
ぎ
が

あ
る
と
門
信
徒
は
述
べ
た
。

　

次
に
、「
仏
教
の
教
え
は
、
人
と
の
関
係
に
表
れ
る
」、「
お
寺
で
の
関

係
は
本
音
で
信
頼
し
た
関
係
。
安
心
感
が
あ
る
」
な
ど
、
寺
院
に
お
け
る

人
間
関
係
は
、
仏
教
の
信
仰
に
よ
っ
て
信
頼
感
や
安
心
感
が
あ
る
と
門
信

徒
は
述
べ
た
。

　

次
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
時
に
、
福
島
へ
野
菜
や
お
米
を
持
ち
寄
っ

て
送
っ
た
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
を
行
っ
て
い
る
」
な

ど
、
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
社
会
貢
献
活
動
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
門

信
徒
は
述
べ
た
。

　

次
に
、「
地
域
に
住
職
と
話
し
て
い
る
助
け
た
い
人
も
い
る
の
だ
が
、

一
歩
踏
み
込
め
な
い
面
も
あ
る
」
と
、
寺
院
に
お
け
る
つ
な
が
り
の
限
界

に
つ
い
て
門
信
徒
は
述
べ
た
。

　

地
域
社
会
に
お
い
て
寺
院
を
中
心
と
し
た
つ
な
が
り
が
あ
り
、
寺
院
活

動
が
人
間
関
係
を
強
く
結
び
つ
け
て
い
た
。
人
の
年
齢
ご
と
に
初
産
式
や

子
ど
も
会
、
壮
年
会
な
ど
の
集
い
が
寺
院
に
は
あ
り
、
人
生
を
通
し
て
つ

な
が
り
を
強
化
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。
寺
院
の
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
や
真
宗

的
信
仰
が
人
間
関
係
の
信
頼
関
係
や
安
心
感
を
強
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
つ
な
が
り
を
基
礎
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ビ
ハ
ー

ラ
活
動
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方

で
、
寺
院
の
つ
な
が
り
に
は
所
属
し
な
い
地
域
住
民
が
い
た
。

　

地
域
社
会
に
お
い
て
寺
院
活
動
が
、
人
々
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
社

会
活
動
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
寺

院
に
お
け
る
活
動
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
や
仏
教
的

心
理
学
か
ら
み
る
浄
土
真
宗
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

伊
東　

秀
章

　

寺
院
と
地
域
社
会
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
調

査
し
た
結
果
を
示
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
。

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
に
お
け
る
、
地
域
の
精
神
保
健
の
増
進
を
目

的
と
す
る
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

　

寺
院
と
地
域
社
会
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
検
討
す
る

た
め
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院
関
係
者
へ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
と
龍
谷
大
学

社
会
調
査
実
習
猪
瀬
班
が
合
同
で
、
中
国
地
方
の
山
村
地
域
で
調
査
を
行

っ
た
。
本
論
に
お
い
て
は
、
門
信
徒
一
三
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
分

析
し
た
。
特
に
対
象
と
し
た
質
問
項
目
は
、「
寺
院
に
お
け
る
活
動
を
通

し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
新
し
く
で
き
た
り
、
強
ま
っ
た
り
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？
」「
ま
た
、
そ
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
行
っ
た

活
動
は
あ
り
ま
し
た
か
？
」「
こ
れ
ら
の
活
動
を
寺
院
で
行
う
こ
と
の
意

義
は
あ
り
ま
し
た
か
？
」
で
あ
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、「
門
徒
会
で
企
画
し
た
活
動
を
通
し
て
、
地

域
内
の
交
流
が
大
き
く
増
え
た
」、「
今
ま
で
お
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
の
な
い

よ
う
な
人
と
一
緒
に
飲
み
親
密
に
な
っ
た
」
な
ど
、
寺
院
と
の
関
わ
り
に

よ
っ
て
地
域
内
の
交
流
が
増
強
し
た
と
門
信
徒
は
述
べ
た
。

　

次
に
、「
あ
る
年
齢
に
な
る
と
自
然
と
寺
に
足
が
向
く
。
小
さ
い
頃
は

お
寺
の
日
曜
学
校
に
通
っ
た
」、「
初
産
式
は
、
仏
婦
（
仏
教
婦
人
会
の

人
）
た
ち
と
相
談
し
て
協
力
し
て
作
ら
れ
た
」
な
ど
、
発
達
年
齢
に
よ
っ

て
つ
な
が
る
機
会
が
寺
院
に
あ
る
と
門
信
徒
は
述
べ
た
。

　

次
に
、「
浄
土
真
宗
の
こ
こ
が
良
い
、
と
い
う
の
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
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果
た
し
て
彼
ら
の
主
張
は
浄
土
真
宗
に
お
い
て
も
妥
当
と
言
え
る
だ
ろ
う

か
。

　

聞
き
取
り
調
査
か
ら
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
の
は
、「
教
義
」
と
「
実
践
」

に
関
し
て
三
つ
の
類
型
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、「
信
仰

を
拠
り
所
と
す
る
実
践
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
、
真
宗
の
教
義
が

推
進
力
と
な
っ
て
実
践
を
後
押
し
す
る
も
の
で
、「
親
鸞
の
平
等
の
精
神
」

（
御
同
朋
・
御
同
行
）
に
基
づ
い
た
「
差
別
撤
廃
運
動
」
や
、「
今
す
で
に

救
わ
れ
て
い
る
教
え
」（
現
生
正
定
聚
）
に
基
づ
く
「
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
」
な

ど
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
二
つ
目
は
、「
信
仰
と
実
践
の
相
互

作
用
」
で
あ
る
。
実
践
し
た
こ
と
で
信
仰
が
確
か
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
一
層
、
活
動
も
深
ま
る
と
い
っ
た
事
例
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

三
つ
目
は
、「
信
仰
を
紐
帯
と
し
な
い
実
践
」
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、

「
教
義
に
対
す
る
深
い
理
解
は
な
い
」
が
、「
活
動
に
熱
心
な
住
職
や
そ
の

家
族
に
対
す
る
信
頼
・
尊
敬
の
念
が
、
活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
教
義
を
意
識
し
た
社
会
実
践
の

多
く
は
、
宗
教
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
一
方
、
門
信
徒
の
多
く
は
活
動
の

要
因
を
住
職
な
ど
の
人
間
性
に
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
門
信

徒
に
と
っ
て
「
教
義
と
実
践
は
無
関
係
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
早
計
だ
ろ

う
。
近
年
、
稲
場
圭
信
が
主
張
す
る
「
無
自
覚
の
宗
教
性
」、
す
な
は
ち

「
無
自
覚
に
漠
然
と
抱
く
自
己
を
超
え
た
も
の
と
の
つ
な
が
り
の
感
覚
と
、

先
祖
、
神
仏
、
世
間
に
対
し
て
持
つ
お
か
げ
様
の
念
」（『
利
他
主
義
と
宗

教
』
二
〇
一
一
、
一
二
四
頁
）
と
い
う
視
点
は
、
本
調
査
に
お
い
て
も
参

照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
聞
き
取
り
で
は
、「
お
か
げ
様
」・「
感

謝
」・「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
表
現
が
頻
繁
に
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
が

「
自
覚
の
宗
教
性
」
を
背
景
と
し
て
成
立
し
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き

思
想
が
人
間
関
係
に
安
心
感
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
の
様
な
安
心
感
の

あ
る
人
間
関
係
の
つ
な
が
り
は
過
疎
や
高
齢
化
が
進
む
地
域
社
会
に
お
け

る
精
神
保
健
に
お
い
て
、
心
理
的
社
会
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
と
考
え
る
。
し
か
し
、
寺
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
閉
鎖
的
シ
ス
テ

ム
に
な
れ
ば
、
そ
の
社
会
資
源
は
活
用
さ
れ
に
く
い
も
の
と
な
る
た
め
、

社
会
貢
献
活
動
や
寺
院
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
と
の
接
点
を
保

ち
、
開
放
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

浄
土
真
宗
に
お
け
る
信
仰
と
社
会
実
践

菊
川　

一
道

　

宗
教
に
お
い
て
、「
教
義
」
と
「
実
践
」
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
浄
土
真
宗
に
お
い
て
、
教
義
と
実
践
の
問
題
は
、
こ
れ
ま
で

主
に
教
義
的
側
面
を
中
心
に
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
そ
の
教

え
を
享
受
す
る
人
び
と
に
関
す
る
研
究
は
、
未
だ
充
分
と
は
言
い
難
い
。

本
研
究
で
は
、「
宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
の
問
題
を
契
機

と
し
て
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
教
義
と
社
会
実
践
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

住
職
・
坊
守
と
門
信
徒
を
対
象
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
手
が
か

り
に
検
討
を
行
う
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
研
究
の
第
一
人
者
、
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト

ナ
ム
に
よ
る
と
、
個
人
的
な
慈
善
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
く
が
宗
教

的
文
脈
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（『
孤
独

な
ボ
ウ
リ
ン
グ
│
│
米
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
と
再
生
』
二
〇
〇
六
、

七
三
頁
）。
同
様
に
、
櫻
井
義
秀
も
ま
た
、
宗
教
的
規
範
が
互
恵
性
の
倫

理
や
相
互
の
信
頼
構
築
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（『
ア

ジ
ア
の
宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
』
二
〇
一
二
、
四
〇
頁
）。
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Ｓ
Ｃ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
理
論
を
背
景
と
し
、
Ｓ
Ｃ
に
お
け
る
「
信
頼
」「
信
仰
」「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
い
っ
た
鍵
概
念
を
、
浄
土
真
宗
の
寺
院
や
僧
侶
、
寺
族
の

機
能
と
の
関
係
で
検
証
す
る
の
が
、
本
パ
ネ
ル
の
目
的
で
あ
る
。

　

長
岡
岳
澄
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
基
礎
的
な
寺
院
実
態
調

査
で
あ
る
第
九
回
宗
勢
基
本
調
査
か
ら
本
願
寺
派
寺
院
の
地
域
社
会
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
結
果
、
本
願
寺
派
寺
院
は
「
ゐ
な
か
」
に

位
置
し
、
小
規
模
な
も
の
が
多
く
、
従
来
か
ら
の
地
域
社
会
、
門
徒
と
の

日
常
的
関
係
の
中
で
支
え
ら
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
ま
た
Ａ
地
域
は
そ

の
傾
向
に
近
似
し
、
過
疎
化
が
著
し
く
、
寺
院
経
営
が
厳
し
く
、
兼
業
率

が
高
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

伊
東
秀
章
は
、
寺
院
と
地
域
社
会
に
お
け
る
Ｓ
Ｃ
に
つ
い
て
調
査
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
の
立
場
か
ら
検
討
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
寺
院

活
動
が
、
人
々
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
社
会
活
動
を
生
み
出
す
こ
と
を

示
し
た
。
ま
た
、
寺
と
い
う
場
所
の
持
つ
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
や
仏
教
的
雰

囲
気
、
教
え
が
人
間
関
係
に
安
心
感
を
も
た
ら
し
、
そ
の
安
心
感
あ
る
人

間
関
係
の
つ
な
が
り
が
過
疎
や
高
齢
化
が
進
む
地
域
社
会
の
精
神
保
健
に

お
い
て
、
心
理
的
社
会
資
源
と
な
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。

　

横
井
桃
子
は
、
関
東
圏
に
あ
る
寺
院
の
住
職
・
坊
守
に
対
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
お
こ
な
い
、
住
職
・
坊
守
の
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
社
会
的
活
動
に
有
効
に
は
た
ら
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
宗
教
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
宗
教
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
に
分
け
ら
れ
、
特
に
後
者
の
宗
教
外
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

っ
て
、
住
職
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
、
坊
守
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
的
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
い
。

　

最
後
に
、
信
仰
が
社
会
関
係
資
本
を
醸
成
す
る
障
害
な
り
う
る
こ
と
に

つ
い
て
、
言
及
し
て
お
き
た
い
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
は
、「
信
仰
を

共
有
す
る
が
故
に
、
そ
れ
を
共
有
出
来
な
い
者
と
の
関
係
の
断
絶
」
と
い

う
事
例
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
信
仰
が
、
人
と
人
と
の

間
に
「
信
頼
」
と
は
逆
の
「
不
信
」
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

本
調
査
で
は
、
真
宗
の
教
え
が
推
進
力
と
な
っ
て
人
々
の
社
会
実
践
を

後
押
し
す
る
一
方
で
、
直
接
的
に
教
義
と
結
び
つ
か
な
い
活
動
が
行
わ
れ

る
事
例
も
散
見
さ
れ
た
。
後
者
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
住
職
や
そ

の
家
族
の
人
間
性
が
彼
ら
の
実
践
を
支
え
る
契
機
と
な
り
、
ま
た
教
義
へ

の
信
頼
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
具
体
的
事
例
に

よ
っ
て
、
信
仰
（
教
義
）
が
社
会
関
係
資
本
の
醸
成
に
寄
与
し
う
る
こ
と

が
再
確
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
信
仰
を
共
有
で
き
な
い
者
に
対
す
る
排
他

性
の
問
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。「
他
者
」
の
問
題
が
検
討
さ
れ
な
い

ま
ま
、
宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
議
論
が
進
め
ら
れ
る
な
ら

ば
、
宗
教
が
人
々
の
つ
な
が
り
を
「
結
ぶ
」
役
割
を
果
し
な
が
ら
、
一
方

で
、
人
々
を
「
引
き
離
す
」
と
い
う
正
反
対
の
機
能
を
担
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

長
岡
岳
澄
・
藤
丸
智
雄

　

現
在
、
諸
分
野
で
種
々
の
活
発
な
議
論
を
惹
起
し
て
い
る
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
）
で
あ
る
が
、
こ
の
議
論
の
契
機
の

一
つ
と
な
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
『
孤
独
な
ボ
ー
リ
ン
グ
』
に
お

い
て
、
教
会
な
ど
の
例
が
あ
げ
ら
れ
、
宗
教
施
設
や
宗
教
活
動
、
信
仰
が
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聖
な
る
場
と
し
て
の
伊
勢
神
宮 

│
│ 

そ
の
聖
性
を
考
え
る 

│
│

代
表
者
・
司
会　

遠
藤　

潤

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

加
瀬
直
弥

考
古
学
か
ら
見
た
神
宮
の
祭
式
と
神
宝

笹
生　
　

衛

【
視
点
】
従
来
の
考
古
資
料
に
よ
る
祭
祀
研
究
は
、
考
古
遺
物
（
祭
祀
遺

物
）
と
文
献
史
料
に
見
え
る
祭
具
、
神
宝
・
装
束
類
と
を
個
別
に
比
較

し
、
そ
の
意
味
・
機
能
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
祭

祀
の
系
譜
や
全
体
的
な
意
味
の
解
明
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ

こ
で
は
神
宮
の
古
代
祭
祀
の
全
体
構
成
（
祭
式
）
と
祭
祀
で
使
わ
れ
る
祭

具
の
組
成
、
こ
れ
と
祭
祀
遺
跡
の
出
土
遺
物
の
組
成
を
比
較
す
る
。
そ
し

て
、
神
宮
の
古
代
祭
祀
の
系
譜
や
歴
史
性
、
祭
祀
の
意
味
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

【
神
宮
の
古
代
祭
式
】
古
代
の
神
宮
の
祭
式
に
つ
い
て
は
、『
皇
太
神
宮

儀
式
帳
』（『
内
宮
儀
式
帳
』）
に
よ
り
、
九
世
紀
初
頭
時
点
の
内
容
を
復
元

で
き
る
。
そ
の
主
要
な
祭
祀
、
神
衣
祭
、
月
次
祭
、
神
嘗
祭
は
、
①
祭
祀

の
準
備
段
階
（
御
贄
・
御
饌
の
準
備
・
調
理
、
神
意
判
断
、
神
御
衣
の
調

製
）、
②
祭
祀
の
中
核
（
大
前
で
の
御
贄
・
御
饌
の
供
献
、
第
三
重
で
の

告
刀
奏
上
・
幣
帛
等
の
供
献
）、
③
祭
祀
後
の
対
応
（
直
会
、
朝
廷
幣
・

神
御
衣
・
馬
具
の
正
殿
・
東
寶
殿
へ
の
収
納
）
の
三
段
階
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

【
祭
祀
遺
跡
出
土
品
の
変
遷
】
五
世
紀
の
祭
祀
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
品
々

に
は
、
武
器
・
武
具
（
刀
剣
・
刀
剣
形
、
弓
矢
、
盾
）、
農
・
工
具
（
鍬

　

坂
原
英
見
は
、
Ａ
地
域
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
に
つ
い
て
歴
史
的
視
点
か
ら

検
証
し
、
江
戸
時
代
に
始
ま
る
化
境
制
度
（
門
徒
の
近
隣
寺
院
が
日
常
的

な
法
務
を
中
心
と
し
て
代
行
す
る
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り
、
寺
院
近
隣
に
門

信
徒
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
兼
業
僧
侶
が
仕
事
の
経
験
を
活
か
せ
る
こ

と
、
地
域
内
役
職
者
が
僧
侶
に
多
い
こ
と
、
以
上
三
点
か
ら
Ａ
地
域
で
寺

院
を
中
心
と
す
る
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
、
ビ
ハ
ー
ラ
を
代

表
と
す
る
社
会
活
動
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

菊
川
一
道
は
「
浄
土
真
宗
に
お
け
る
信
仰
と
社
会
実
践
」
に
つ
い
て
、

Ａ
地
域
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
検
討
し
、
信
仰
と
社
会
実
践
の
結
び
つ
き

に
関
し
て
三
類
型
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
寺
族
へ
の
信
頼
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
広
い
意
味
で
の
信
仰

も
Ｓ
Ｃ
醸
成
に
寄
与
し
う
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
信
仰
を
共
有
し
な
い
者

に
対
し
て
は
排
他
的
に
な
る
事
例
も
紹
介
し
、
宗
教
が
「
引
き
離
す
」
と

い
う
負
の
機
能
を
担
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。

　

以
上
、
五
氏
の
考
察
か
ら
、
本
願
寺
派
の
従
来
型
寺
院
に
お
け
る
Ｓ
Ｃ

は
、
伝
統
的
な
信
仰
形
態
の
中
で
「
信
頼
」
と
広
い
意
味
で
の
「
信
仰
」

に
よ
り
育
ま
れ
、
限
界
集
落
を
含
む
過
疎
地
で
あ
る
Ａ
地
域
に
お
い
て

は
、「
兼
業
」「
化
境
」
と
い
っ
た
地
域
特
性
を
活
か
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
成
長
さ
せ
、
積
極
的
な
社
会
活
動
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
横
井
の
発
表
と
「
兼
業
」
と
い
う
点
か
ら
は
、
寺
族
の
社

会
的
役
割
が
真
宗
寺
院
の
Ｓ
Ｃ
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し

か
し
、
フ
ロ
ア
か
ら
も
指
摘
が
有
っ
た
よ
う
に
、
Ａ
地
域
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
門
徒
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
た
め
真
宗
寺
院
の
Ｓ
Ｃ
の
検
証
と

し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
、
信
者
・
非
信
者
が
混
融
し
て
い
る
地
域

の
真
宗
寺
院
実
態
調
査
に
よ
る
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
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紀
以
来
の
系
譜
を
引
く
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
は
、
古
代
祭
祀
の
基
本
形

と
考
え
ら
れ
、
祭
祀
に
先
だ
ち
、
供
献
品
な
ど
を
特
別
に
製
作
・
準
備
す

る
天
岩
屋
戸
神
話
の
祭
祀
形
態
と
も
共
通
す
る
。

【
神
宮
祭
祀
の
伝
統
性
と
神
宝
・
装
束
、祭
式
】「
幣
帛
」
の
品
々
は
、
八

世
紀
後
半
以
降
の
春
日
祭
と
平
野
祭
の
祝
詞
で
は
、「
神
宝
・
神
財
」
と

「
御
服
」
に
分
離
し
、
そ
の
内
容
は
九
世
紀
初
頭
の
『
内
宮
儀
式
帳
』
に

あ
る
「
神
宝
・
装
束
」
と
対
応
す
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
月
讀
宮
の
御
形

と
し
て
男
神
像
が
見
え
る
よ
う
に
、
神
像
の
成
立
に
よ
り
神
の
姿
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
始
め
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
神
宮
の
神
宝
・
装
束
、
祭
式
の
構
成
は
、

五
世
紀
以
来
の
系
譜
を
持
つ
、
古
い
伝
統
性
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
言

え
る
。
外
宮
の
創
祀
は
雄
略
朝
（
五
世
紀
）
で
、
こ
の
時
代
が
神
宮
の
祭

祀
の
上
で
大
き
な
画
期
と
さ
れ
て
い
る
点
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

神
宝
・
装
束
の
内
容
は
、
九
世
紀
後
半
、
宇
多
朝
に
成
立
す
る
天
皇
一

代
一
度
の
「
大
神
宝
」
の
内
容
と
も
一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
平
安
時
代
の

神
宮
祭
祀
と
天
皇
祭
祀
の
伝
統
性
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
に
は
、
聖
性
を
裏
付
け
る
伝
統
の
意
識
が
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
僧
徒
の
参
宮
と
神
道
説
の
形
成

伊
藤　
　

聡

　

伊
勢
神
宮
に
は
平
安
初
期
以
来
、
仏
教
忌
避
の
伝
統
が
あ
り
、
社
域
内

で
の
仏
教
関
係
の
行
為
が
戒
め
ら
れ
て
い
た
（『
沙
石
集
』
等
）。
と
こ
ろ

が
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）、
東
大
寺
再
建
祈
願
の
た
め
に
、
重
源
や
東

大
寺
衆
徒
は
参
宮
し
、
近
く
の
寺
院
で
法
楽
の
た
め
の
経
供
養
を
行
っ
た

鋤
、
鎌
、
斧
、
刀
子
）、
紡
織
具
（
紡
錘
車
、
桛
、
綛
か
け
、
刀
杼
）、
楽

器
（
琴
）、
器
財
（
案
、
臼
・
杵
、
杓
子
・
匏
）、
初
期
須
恵
器
（
杯
、
高

杯
、
ハ
ソ
ウ
、
甕
等
）、
製
塩
土
器
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
高
床
倉
の
建

築
部
材
も
出
土
す
る
。
ま
た
、
六
世
紀
の
祭
祀
遺
跡
で
は
、
武
器
・
武

具
、
紡
織
具
、
楽
器
（
琴
）、
器
財
、
製
塩
土
器
、
高
床
倉
部
材
は
、
基

本
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
像
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
で
は
、
神
宮

神
宝
の
玉
纏
大
刀
に
つ
な
が
る
倭
系
飾
り
大
刀
、
金
銅
装
馬
具
が
確
認
で

き
、
装
飾
性
を
高
め
る
傾
向
が
あ
り
、
七
世
紀
の
同
二
二
号
・
七
号
遺
跡

で
は
神
宮
神
宝
と
類
似
す
る
紡
織
具
の
雛
形
祭
具
が
出
現
す
る
。

【
文
献
史
料
と
の
比
較
】
五
〜
七
世
紀
の
祭
祀
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
品
々

の
う
ち
、
武
器
・
武
具
、
農
・
工
具
、
馬
具
、
紡
織
具
で
作
る
布
帛
類
の

セ
ッ
ト
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
の
記
事
、『
延
喜
式
』
の
祈
年
祭
の
祭
料

や
「
風
神
の
祭
・
大
忌
の
祭
」
等
の
祝
詞
と
比
較
す
る
と
、
神
へ
の
供
献

品
「
幣
帛
」
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
五
世
紀
代
の
技
術
革
新
を
受
け

て
作
ら
れ
た
、
当
時
最
新
で
最
上
の
品
々
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
五
世
紀
以
降
の
祭
祀
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
調
理
具
類
、
紡
織
具

類
、
琴
、
土
師
器
・
須
恵
器
、
製
塩
土
器
、
案
、
高
床
倉
部
材
は
、
次
の

よ
う
に
『
内
宮
儀
式
帳
』
の
祭
祀
の
各
段
階
に
対
応
す
る
。

① 

祭
祀
の
準
備
段
階
↓
調
理
具
類
＝
神
饌
の
調
理
、
紡
織
具
類
＝
布
帛
類

の
調
製
、
琴
＝
神
意
の
判
定
。

② 

祭
祀
の
中
核
↓
神
饌
・
供
献
品
（
幣
帛
等
）
の
供
献
＝
案
、
土
師
器
・

須
恵
器
、
製
塩
土
器
。

③ 

祭
祀
後
の
対
応
↓
幣
帛
の
収
納
＝
閂
穴
付
き
の
扉
材
、
梯
子
な
ど
高
床

倉
の
建
築
部
材
。

　

こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
か
ら
、
神
宮
の
祭
式
の
基
本
的
な
形
は
、
五
世
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等
）
参
宮
の
記
事
に
は
多
く
、
夢
告
や
託
宣
に
基
づ
く
神
意
を
僧
た
ち
に

伝
え
る
巫
女
や
禰
宜
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
僧
た
ち
は
伊
勢
神
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
か
。
実
は
彼
ら
は
通
常
の
神
拝
作
法
を

行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
経
・
真
言
を
唱
え
て
い
た
の
で
あ
る
（『
天

照
太
神
儀
軌
』）。
特
に
、
直
接
宝
前
ま
で
至
れ
る
別
宮
・
末
社
に
お
い
て

は
、
神
前
に
立
っ
て
印
を
結
び
、
真
言
を
唱
え
て
い
た
。
右
の
神
前
作
法

の
中
心
に
な
る
の
が
観
想
で
あ
る
。
社
殿
を
五
輪
塔
と
観
じ
、
あ
る
い
は

殿
下
に
あ
る
心
御
柱
を
天
瓊
戈
に
重
ね
合
わ
せ
る
。
ま
た
あ
る
い
は
、
神

殿
内
の
霊
鏡
を
幻
視
し
な
が
ら
、
鏡
と
は
地
上
に
降
臨
し
た
大
日
如
来
の

化
身
＝
宝
珠
で
あ
り
、
そ
れ
は
環
境
世
界
と
衆
生
の
内
的
世
界
に
遍
満
し

て
い
る
と
感
得
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
右
の
よ
う
な
観
想
を
記
す
テ
キ
ス
ト

（『
神
法
楽
観
解
深
法
巻
下
』、『
天
照
坐
二
所
皇
大
神
正
殿
観
』）
の
表
現

が
、
ほ
か
の
両
部
神
道
書
（『
中
臣
祓
訓
解
』『
両
宮
形
文
深
釈
』
等
）
に

見
え
る
天
地
開
闢
の
描
写
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
事
実
は
、
中
世
神
道
書
の
記
述
が
机
上
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
は
な

く
、
神
前
観
想
な
ど
の
宗
教
的
実
践
の
な
か
で
、
表
象
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ

を
文
章
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

僧
徒
に
と
っ
て
、
両
宮
と
は
地
上
に
出
現
し
た
曼
荼
羅
世
界
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。
内
外
両
宮
と
別
宮
の
諸
神
は
胎
金
大
日
如
来
と
そ
の
他
の
諸

尊
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
宝
前
で
、
印
を
結
び
、
真
言
を
唱

え
、
観
想
を
行
な
う
こ
と
を
通
じ
て
、
身
を
以
て
そ
れ
を
体
験
し
て
い

た
。
僧
徒
の
伊
勢
参
宮
の
隆
盛
は
、
か
か
る
信
仰
を
背
景
に
し
て
こ
そ
、

そ
の
熱
情
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

（『
東
大
寺
衆
徒
参
詣
伊
勢
大
神
宮
記
』）。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
以
後
、

僧
徒
に
よ
る
神
宮
参
詣
が
流
行
す
る
。
な
ぜ
僧
徒
は
伊
勢
神
宮
を
め
ざ
し

た
の
か
。
彼
ら
は
神
宮
に
い
か
な
る
聖
性
を
見
い
だ
し
た
の
か
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
が
神
道
説
の
形
成
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

東
大
寺
の
衆
徒
を
伊
勢
神
宮
に
引
き
つ
け
た
前
提
は
、
一
二
世
紀
ま
で

に
形
成
さ
れ
た
天
照
大
神
＝
大
日
如
来
同
体
説
と
、
東
大
寺
と
伊
勢
神
宮

と
の
習
合
で
あ
る
（『
東
大
寺
要
録
』
等
）。
つ
ま
り
、
伊
勢
神
宮
と
い
う

神
祇
の
聖
地
と
東
大
寺
と
い
う
日
本
仏
教
の
中
心
と
は
、
表
裏
の
関
係
と

し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
東
大
寺
復

興
を
伊
勢
神
宮
に
祈
願
す
る
こ
と
が
是
非
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
伊
勢
神
宮
は
天
照
大
神
を
祀
る
内
宮
（
皇
大
神

宮
）
と
豊
受
大
神
を
祀
る
外
宮
（
豊
受
大
神
宮
）
か
ら
成
る
と
い
う
編
成

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
伊
勢
両
宮
を
胎
金
両
部
に
配
当
す
る
発
想
も
生
ま
れ

た
（『
沙
石
集
』
等
）。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
東
大
寺
関
係
の
僧
の
み
な
ら

ず
、
顕
密
の
僧
徒
の
信
仰
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
僧
徒
が
正
殿
に
近
づ
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ

た
。
実
は
重
源
が
参
宮
し
た
鎌
倉
前
期
に
は
僧
が
夜
中
に
瑞
垣
あ
た
り
で

参
籠
し
た
り
、
昼
間
で
も
密
々
に
参
拝
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
た
節
が

あ
る
が
（『
東
大
寺
衆
徒
参
詣
伊
勢
大
神
宮
記
』）、
そ
の
後
僧
徒
参
宮
が

頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
内
外
両
宮
と
も
二
鳥
居
の
う

ち
に
あ
っ
た
神
木
を
限
界
と
す
る
慣
習
が
鎌
倉
中
期
ま
で
に
確
立
し
た

（『
通
海
参
詣
記
』
等
）。
つ
ま
り
、
神
仏
の
近
く
に
至
っ
て
示
現
を
受
け

る
と
い
う
、
多
く
の
寺
社
で
可
能
な
交
感
が
、
こ
と
神
宮
で
は
（
特
に
僧

徒
に
は
）
叶
わ
な
い
の
で
あ
る
。
代
わ
っ
て
浮
上
し
た
の
が
伊
勢
神
の
意

志
を
伝
え
る
媒
介
者
の
存
在
で
、
鎌
倉
中
期
以
後
の
僧
侶
（
聖
守
・
叡
尊
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神
宮
の
聖
地
性
を
考
え
る
上
で
は
、
こ
の
地
の
内
的
な
町
場
の
あ
り
方

も
関
係
し
よ
う
。
歴
史
的
に
は
外
宮
の
鎮
座
地
域
で
あ
る
「
山
田
」、
内

宮
鎮
座
の
「
宇
治
」、
そ
し
て
「
両
宮
側
接
触
の
地
」
と
言
わ
れ
「
間
の

山
」
の
呼
称
も
有
す
る
「
古
市
」
地
区
、
問
屋
街
を
形
成
し
流
通
の
中
心

と
な
っ
て
い
た
「
河
崎
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
町
の
な
り
た
ち
を
単
純
化
す

れ
ば
、
両
宮
の
鳥
居
前
と
し
て
の
町
場
の
形
成
、
遊
興
地
域
と
し
て
の
古

市
や
商
業
地
河
崎
の
発
展
と
機
能
分
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
山
田
地
域

に
お
い
て
は
、
外
宮
に
近
接
し
祠
職
の
居
住
地
で
あ
っ
た
「
館
町
（
た
ち

ま
ち
）」
が
あ
っ
た
が
、
人
口
増
と
町
場
の
広
が
り
は
、
館
町
が
宮
中
と

一
体
的
な
聖
空
間
か
ら
、
そ
こ
が
聖
俗
混
在
の
空
間
へ
と
変
転
し
、
両
者

の
分
離
的
状
況
が
発
生
す
る
結
果
と
も
な
る
。

　

神
宮
祭
祀
の
な
か
で
も
神
々
の
食
な
ど
に
か
か
わ
る
、
特
に
聖
性
を
帯

び
た
職
掌
で
あ
る
物
忌
職
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
代
表
職
で
あ
る
大
物

忌
（
子
良
）
は
、
明
治
初
年
の
神
宮
制
度
改
正
ま
で
、
厳
重
な
物
忌
状
態

を
表
象
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
子
良
は
常
時
「
子
良
館
」
に
居
住

し
、
参
宮
者
に
と
っ
て
も
一
種
の
神
秘
性
を
も
っ
た
存
在
で
あ
り
場
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
一
方
で
、
多
様
な
人
々
が
訪
れ
る
状
況
を
、
ど
こ
ま
で

宮
中
内
部
と
し
て
受
け
入
れ
る
か
と
い
う
問
題
も
発
生
す
る
。
な
か
で
も

仏
教
と
の
接
近
を
忌
避
し
、
隔
離
す
る
立
場
が
と
ら
れ
て
い
る
状
況
で

は
、「
僧
尼
山
伏
法
体
の
輩
」
は
「
僧
尼
拝
所
」
と
い
う
制
限
さ
れ
た
場

を
設
け
る
こ
と
で
対
処
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
聖
空
間
の
な
か
に
、
特
別
な
場
と
し
て
対
抗
・
拮
抗
す
る

空
間
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
町
中
に
お
い
て
も
、
山
田
と
古
市
と
を
隔
て

る
河
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
と
い
う
境
界
領
域
に
お
い
て
、
聖
地
性
を
明
示

す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
参
宮
者
と
在
地
に
常
住
す
る
人
々
が
、
伊
勢
の

伊
勢
参
宮
と
神
宮
の
聖
地
性

│
│ 

宮
域
と
町
と
参
宮
者
の
信
仰
と
意
識 

│
│

櫻
井　

治
男

　

第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
を
控
え
た
伊
勢
神
宮
へ
の
参
宮
者
数
は
、
一
〇

〇
〇
万
人
を
越
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
勢
神
宮
に
関
す
る

雑
誌
特
集
、
旅
行
案
内
書
の
刊
行
数
も
、
簡
便
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
含
め

れ
ば
相
当
数
に
の
ぼ
る
。
多
様
な
情
報
が
発
信
さ
れ
る
な
か
で
注
目
し
た

い
こ
と
が
二
点
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、「
聖
地
」
と
し
て
の
「
伊
勢
（
神
宮
）」

と
い
う
取
り
上
げ
ら
れ
方
と
、「
聖
地
」
を
訪
れ
る
人
々
へ
の
「
正
し
い

参
拝
」
と
い
う
語
り
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
が
、
神
宮
を
訪
れ
る
人
々

に
と
っ
て
如
何
に
、
ま
た
ど
の
程
度
意
識
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
来
訪

者
を
迎
え
る
伊
勢
に
お
け
る
意
識
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
の
か
を
、

伊
勢
参
宮
が
大
衆
化
す
る
近
世
以
降
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
え
て
み

た
い
。

　

令
制
下
の
伊
勢
神
宮
の
四
至
の
う
ち
、
都
か
ら
使
い
が
来
る
西
方
の
ル

ー
ト
筋
に
は
、「
神
之
遠
堺
」（
下
樋
小
河
）
と
「
神
之
近
堺
」（
磯
部
河
）

と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
前
者
は
現
在
の
「
金
剛
川
」、
後
者
は
現
在
の

櫛
田
川
支
流
の
「
祓
川
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
神
の
遠
近
の
堺
に
つ
い

て
は
、
庶
民
参
宮
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
意
識
さ
れ
な
い
が
、
ケ
ガ
レ
が
及

ぶ
よ
う
な
時
、
例
え
ば
参
宮
人
が
道
中
で
病
に
な
り
瀕
死
の
状
態
で
神
宮

へ
向
か
う
場
合
に
、
堺
と
し
て
改
め
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
な
例
は
あ
る
。

一
方
、「
度
会
河
」
や
「
五
十
鈴
河
」
が
「
禊
」
の
場
と
さ
れ
た
よ
う
に
、

両
河
は
後
々
ま
で
も
聖
俗
の
域
と
を
隔
て
る
境
界
と
し
て
の
役
割
を
に
な

っ
て
い
る
。
聖
域
の
範
囲
と
い
う
も
の
が
比
較
的
広
い
空
間
か
ら
、
時
代

を
経
る
に
従
っ
て
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。



115　　

パネル 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

の
場
所
、
自
然
の
場
所
に
人
為
を
加
え
た
空
間
、
人
工
物
、
信
仰
の
歴
史

と
物
語
に
関
わ
る
場
所
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
〈
場
〉
そ

の
も
の
が
何
か
聖
な
る
性
質
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い

る
。
伊
勢
の
神
宮
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
聖
地
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
宗
教
に
関
す
る
建
造
物
で
は
、
信
仰
的
信
念
ゆ
え
に
建
物
自
体

の
永
続
性
が
求
め
ら
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
が
、
神
宮
に
お
い
て
は
遷

宮
に
際
し
て
造
替
が
行
わ
れ
、
そ
う
し
た
永
続
性
に
は
必
ず
し
も
価
値
が

置
か
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
神
宮
の
位
置
は
動
か
さ
れ
ず
、
そ
の

点
で
も
神
宮
の
〈
場
〉
そ
の
も
の
に
聖
性
の
何
ら
か
の
淵
源
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
で
は
、
そ
の
よ
う
な
神
宮
と
い
う
〈
場
〉
や
伊
勢
と
い
う

地
域
の
持
つ
聖
性
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
た
。

具
体
的
に
は
、（
１

）神
宮
と
い
う
〈
場
〉
が
伊
勢
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
や

祭
祀
遺
物
な
ど
形
式
の
持
つ
意
味
を
祭
祀
考
古
学
か
ら
考
察
す
る
視
点
、

（
２

）神
宮
の
も
つ
〈
聖
性
〉
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
歴
史
の
な
か
で
人
々
の

神
宮
へ
の
働
き
か
け
の
あ
り
方
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を

示
し
た
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
参
宮
を
焦
点
と
し
つ
つ
、
事
例
分
析
に
も

と
づ
い
て
論
じ
る
視
点
の
大
き
く
二
つ
の
視
点
か
ら
考
察
を
進
め
た
。

　

笹
生
は
「
考
古
学
か
ら
見
た
神
宮
の
祭
式
と
神
宝
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
の
祭
式
・
祭
具
・
神
宝
と
、
五
世
紀
か
ら
九

世
紀
に
か
け
て
の
祭
祀
遺
跡
・
祭
祀
遺
物
を
比
較
し
、
古
墳
時
代
祭
祀
と

の
関
係
を
中
心
に
、
祭
祀
の
系
譜
や
先
行
す
る
祭
祀
か
ら
の
継
承
性
、
年

代
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
伝
統
と
い
う
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
。

聖
性
を
ど
の
よ
う
な
場
面
で
意
識
す
る
か
を
、
イ
ミ
（
斎
忌
）
と
い
う
観

点
か
ら
捉
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
死
忌
」「
出
産
・
月
事
の
忌
」「
食

肉
の
忌
」「
火
忌
」
な
ど
と
と
も
に
「
仏
事
の
忌
」
と
い
う
問
題
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
イ
ミ
へ
の
対
処
の
方
策
と
し
て
、
日
常
生
活

上
さ
ま
ざ
ま
な
便
法
が
生
み
出
さ
れ
る
一
方
で
、
参
宮
者
と
い
う
存
在
は

「
火
忌
」
に
つ
い
て
問
わ
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
聖
と
俗
と
の

混
在
や
接
近
、
浄
と
不
浄
と
の
隔
離
や
分
離
を
如
何
に
行
う
か
と
い
う
課

題
に
お
い
て
、
空
間
的
な
場
面
で
は
境
界
的
な
領
域
を
持
つ
こ
と
、
ま
た

生
活
習
俗
の
場
面
に
お
い
て
、
さ
ら
に
宮
中
に
お
い
て
は
積
極
的
な
聖
性

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
神
宮
の
鎮
座
す
る
聖
地
性
が
保
障
さ
れ
て
き
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

遠
藤　
　

潤

　

本
年
十
月
、
伊
勢
の
神
宮
で
は
遷
御
が
行
わ
れ
る
。
神
宮
は
皇
室
の
崇

敬
は
も
と
よ
り
、
歴
史
上
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
崇
敬
・
信
仰
の
対
象
と
な

っ
て
き
た
。
二
十
年
に
一
度
神
殿
を
造
替
す
る
遷
宮
を
行
う
神
宮
の
聖
な

る
性
質
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
神
殿
そ
の
も
の
の
聖
性
の
み
な

ら
ず
、
神
宮
の
〈
場
〉
と
し
て
の
聖
性
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
神
宮
は
な
ぜ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
聖
な
る
場
と
し
て
人
を

惹
き
つ
け
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
宮
域
に
お
い
て
、
い
か
な
る
場
所
が
聖

な
る
性
質
を
帯
び
て
い
た
の
か
。
本
パ
ネ
ル
で
は
こ
の
課
題
に
つ
い
て
、

関
係
諸
学
の
観
点
か
ら
多
角
的
に
考
察
し
、
こ
の
場
の
持
つ
聖
性
の
淵
源

に
つ
い
て
光
を
当
て
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

一
般
に
、
神
聖
な
る
場
所
で
あ
る
聖
地
に
は
、
タ
ブ
ー
と
さ
れ
た
自
然
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宗
教
表
象
論
再
考

 

│
│ 

近
現
代
日
本
に
お
け
る
表
象
主
体
／
客
体
の
検
討
か
ら 

│
│

代
表
者
・
司
会　

茂
木
謙
之
介

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

川
村　

邦
光

John R
ussell Y

oung

が
描
く
天
皇
像

│
│ 

表
象
す
る
主
体
の
自
己
規
定
か
ら 

│
│フ

ァ
ク
ン
ド
・
ガ
ラ
シ
ー
ノ

　

本
報
告
で
は
、
世
界
一
周
旅
行
の
最
後
の
目
的
地
と
し
て
一
八
七
九

（
明
治
一
二
）
年
に
日
本
を
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
元
大
統
領
・
ユ

リ
シ
ー
ズ
・
グ
ラ
ン
ト
（U

lysses Sim
pson Grant 

一
八
二
二
―
一

八
八
五
）
の
随
行
書
記
を
務
め
た
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ョ

ン
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ヤ
ン
グ
（John Russell Y

oung 

一
八
四
〇
―
一
八

九
九
）
が
著
し
た
旅
行
記
、A

round the W
orld W

ith G
eneral 

G
rant

（
以
下
、「
旅
行
記
」
と
表
記
）
を
取
り
上
げ
、
自
己
規
定
と
い

う
観
点
か
ら
旅
行
記
に
お
け
る
天
皇
表
象
を
分
析
す
る
。

　

近
代
化
途
上
の
日
本
を
訪
れ
た
ヤ
ン
グ
は
、
古
き
日
本
を
語
る
上
で
の

既
存
の
表
象
枠
組
み
を
参
照
し
な
が
ら
自
ら
の
差
異
の
経
験
を
記
述
し

た
。
そ
の
た
め
、
軍
服
を
ま
と
い
近
代
的
外
交
儀
礼
を
尽
く
すEm

per-
or

に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
急
速
な
変
化
を
書
き
留
め
る
一
方
で
、「
日
本

の
伝
統
、
宗
教
や
政
治
構
造
」
の
な
か
で
天
皇
が
占
め
る
地
位
や
意
義
を

語
り
、
先
行
す
る
表
象
枠
組
み
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
更
新
さ
せ
、
神
秘
的
で

聖
な
る
他
者
「M

ikado

」
を
ア
メ
リ
カ
の
読
者
に
提
供
し
た
。
と
同
時

に
、
先
行
す
るM

ikado

の
表
象
を
同
時
代
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か

　

伊
藤
は
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
僧
徒
の
参
宮
と
神
道
説
の
形
成
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
を
行
っ
た
。
中
世
に
は
、
仏
教
に
よ
る
伊
勢
神
宮
に

関
わ
る
神
道
説
が
形
成
・
展
開
さ
れ
、
仏
教
者
に
よ
る
神
宮
へ
の
参
詣
が

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
神
宮
を
歴
史
的
に
振
り
返
る
と
き
に

は
、
こ
れ
ら
も
ま
た
そ
の
信
仰
史
の
一
画
を
な
す
も
の
と
し
て
重
要
な
意

味
を
も
つ
。
伊
藤
は
、
僧
侶
の
参
詣
の
具
体
的
あ
り
方
な
ど
を
手
が
か
り

に
、
神
宮
が
仏
教
・
仏
教
者
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
信
仰
的
意
味
を
も

っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
、
ま
た
再
接
近
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
な
が
ら

も
参
詣
を
行
う
僧
侶
の
実
態
を
考
察
し
、
宮
域
内
の
聖
な
る
〈
場
〉
と
僧

侶
の
行
為
と
の
関
係
を
論
じ
た
。

　

櫻
井
は
「
伊
勢
参
宮
と
神
宮
の
聖
地
性
―
宮
域
と
町
と
参
宮
者
の
信
仰

と
意
識
―
」
と
い
う
題
目
の
も
と
、
参
宮
者
の
「
神
宮
」
へ
の
意
識
や
態

度
と
、
迎
え
入
れ
る
側
で
あ
る
宮
域
の
人
々
（
御
師
や
御
師
を
か
ね
る
神

職
）
な
ら
び
に
町
の
人
々
の
信
仰
・
意
識
の
関
わ
り
や
重
な
り
に
つ
い

て
、
そ
れ
に
携
わ
る
人
々
の
行
為
と
場
所
や
エ
リ
ア
が
聖
な
る
性
質
を
帯

び
る
こ
と
の
関
係
を
焦
点
と
し
て
発
題
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
三
名
の
発
題
を
受
け
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
加
瀬
は
、
ど
の
時

代
に
お
い
て
も
、〈
場
〉
が
確
定
さ
れ
る
際
に
は
過
去
の
例
が
尊
重
さ
れ

て
お
り
、
伝
統
に
対
す
る
意
識
が
強
く
働
い
て
い
た
と
指
摘
す
る
な
ど

し
、
各
発
題
者
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
各
自
の
テ
ー
マ
か
ら
発
言
し
た
。
パ

ネ
ル
終
了
後
に
は
、
会
場
の
國
學
院
大
學
博
物
館
で
の
関
連
企
画
展
「
神

の
あ
ら
わ
れ
」
に
つ
い
て
、
加
瀬
が
解
説
を
行
っ
た
。
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本
報
告
で
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
言
説
と
し
て
捉
え
る
問
題
意
識

に
立
ち
、
テ
ク
ス
ト
内
在
的
な
分
析
を
試
み
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
天

皇
表
象
が
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
・
制
度
化
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
け
る
ヤ
ン

グ
の
旅
行
記
を
位
置
づ
け
る
と
同
時
に
、
表
象
研
究
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト

内
在
的
分
析
の
可
能
性
を
再
考
し
た
い
。
そ
の
際
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

的
言
説
の
中
核
に
あ
る
表
象
主
体
・
対
象
の
不
均
衡
な
関
係
を
「
暴
力
」

と
し
て
読
み
直
し
た
上
で
、
テ
ク
ス
ト
内
部
に
お
け
る
暴
力
の
所
在
と
行

方
を
探
る
。

　

既
存
の
表
象
枠
組
み
を
同
時
代
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
再
解
釈
す

る
に
当
た
っ
て
、
ヤ
ン
グ
は
新
日
本
の
表
象
か
ら
暴
力
の
記
述
を
戦
略
的

に
排
除
し
、
か
つ
他
者
と
の
間
に
介
在
す
る
暴
力
を
転
嫁
し
た
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
自
他
関
係
を
新
た
に
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
す
る
た
め
の
起
点
を

開
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
他
者
と
の
良
好
な
関
係
を
保
つ
べ
く
、
他
者

が
自
己
の
価
値
を
基
準
に
自
ら
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
姿

勢
が
暗
示
さ
れ
て
い
た
。
テ
ク
ス
ト
は
具
体
的
な
権
力
関
係
の
結
晶
で
あ

る
と
同
時
に
、
そ
う
い
っ
た
関
係
の
再
文
脈
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
切
り
離
せ

な
い
も
の
で
も
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
内
在
的
な
分
析
を
通
し
て
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
問
い
直
す
回
路
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

皇
族
を
神
に
祀
る

│
│ 

秩
父
神
社
に
お
け
る
秩
父
宮
神
格
化
を
め
ぐ
っ
て 

│
│茂

木
謙
之
介

　

本
発
表
は
戦
後
地
域
社
会
の
皇
族
表
象
に
関
し
、
戦
前
と
の
連
続
性
を

考
慮
し
つ
つ
、
表
象
生
成
の
し
く
み
を
分
析
す
る
と
共
に
、
表
象
研
究
に

お
け
る
「
実
証
的
」
手
法
の
可
能
性
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
。

で
再
解
釈
し
、
神
聖
なM

ikado

の
権
威
の
も
と
で
推
進
さ
れ
る
近
代

化
の
あ
り
方
を
描
い
て
見
せ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
たM

i-
kado

が
急
速
に
西
洋
化
し
て
い
く
新
興
国
家
の
君
主
と
し
て
前
大
統
領

を
も
て
な
す
意
義
を
起
点
に
、
さ
ら
に
は
「
帝
国
主
義
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
」
と
の
差
異
化
と
い
う
伏
線
の
な
か
で
、
自
己
規
定
の
物
語
を
展
開

し
た
。

　

太
田
好
信
は
そ
の
著
書
『
ト
ラ
ン
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
思
想
』
に
お
い
て

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
な
ど
の
文
化
人
類
学
者
に
よ
る
サ
イ
ー
ド
の
『
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
』
批
判
を
踏
ま
え
つ
つ
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
言
語
と
現
実

の
関
係
を
問
う
「
認
識
論
的
な
批
判
」
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
を
「
誤

り
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
批
判
の
主

眼
は
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
他
者
に
つ
い
て
の
語
り
を
可
能
に
し
て
い
る

不
均
衡
な
社
会
状
況
・
植
民
地
的
状
況
を
批
判
す
る
点
に
あ
り
、
認
識
論

的
な
問
い
立
て
は
発
話
の
状
況
を
脱
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
・
非
歴
史
化
し
か

ね
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
批
判
の
主
眼
は
発
話
を
め
ぐ
る
権
力
の
不
均
衡
へ

の
批
判
に
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
は
発
表
者
も
共
有
し
て
い
る
。
し
か
し

太
田
の
議
論
は
表
象
テ
ク
ス
ト
の
内
在
的
分
析
を
お
ろ
そ
か
に
し
が
ち
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
表
象
を
フ
ー
コ

ー
の
言
う
「
言
説
」
と
し
て
捉
え
た
サ
イ
ー
ド
は
、
テ
ク
ス
ト
を
、
主
体

が
対
象
を
支
配
・
再
編
成
し
、
つ
い
に
は
新
た
に
産
出
＝「
現
実
」
た
ら

し
め
る
も
の
と
し
て
問
題
化
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
を
批
判
す
る

に
は
政
治
的
・
社
会
的
状
況
と
同
時
に
、
テ
ク
ス
ト
内
部
に
お
け
る
叙

述
の
ス
タ
イ
ル
や
装
置
に
も
注
目
す
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
（Edw

ard 
Said, O

rientalism
, Penguin Classics, 2003, p. 21

）。
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問
い
と
も
隣
接
し
つ
つ
、
問
わ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
中
に
お

い
て
は
戦
前
の
軍
事
指
導
者
と
し
て
の
様
相
が
脱
色
さ
れ
た
「
民
主
的
な

宮
様
」
表
象
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
「
御
分
霊
或
い
は
御
遺
品
」
を
以
て

「
御
遺
徳
を
讃
え
て
」
ゆ
く
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
中
で
は
ま
さ
に
前
述
の
価
値
目
的
的
な
言
説
と
端
的
な
崇
敬
言
説
が

同
居
し
、
錯
綜
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
で
重
要
と
な
る
表
象
主
体
が
、
雍
仁
親
王
亡
き
後
の
秩
父
宮
家
で

あ
る
。
宮
家
は
秩
父
宮
会
の
関
係
者
と
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
そ
の

中
で
「
御
神
体
」
と
し
て
秩
父
宮
の
遺
品
を
下
賜
す
る
と
い
う
決
定
を
行

い
、
宮
内
庁
を
介
在
し
な
い
形
で
地
域
社
会
と
の
連
携
を
成
し
遂
げ
た
。

秩
父
宮
会
も
そ
の
決
定
を
受
け
入
れ
、
ま
さ
に
宮
内
庁
と
い
う
国
家
的
機

関
で
は
な
く
、
個
別
の
宮
家
と
の
関
係
性
を
重
視
し
、
秩
父
宮
の
祭
神
化

は
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
祭
神
化
に
あ
た
っ
て
は
そ
の

正
当
性
を
め
ぐ
っ
て
天
皇
崇
敬
の
言
説
と
の
積
極
的
な
接
続
が
図
ら
れ
て

い
っ
た
の
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

秩
父
宮
会
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
首
長
ら
を
中
心
と
す
る
運
動
は
、
皇

族
の
神
社
合
祀
に
よ
る
祭
神
化
活
動
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
と
し
て
顕
彰
活

動
と
地
域
振
興
と
の
密
接
性
、
お
よ
び
国
家
機
関
の
不
在
と
い
う
戦
前
と

の
同
一
性
と
差
異
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
は
戦
前
期
に
お
け

る
皇
族
崇
敬
と
の
回
路
を
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
あ
る
種
の
天
皇
崇
敬

と
の
接
続
を
図
る
言
説
の
存
在
は
占
領
後
と
い
う
時
代
状
況
を
考
慮
し
た

と
き
、
先
行
論
で
展
開
さ
れ
て
い
た
画
期
論
的
な
ま
と
め
に
収
斂
し
な
い

も
の
で
も
あ
っ
た
と
位
置
付
け
得
よ
う
。
ま
た
、
皇
族
表
象
を
形
成
し
て

い
く
さ
ま
ざ
ま
の
主
体
に
よ
る
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ン
の
交
錯
は
秩
父
宮
の
遺

品
の
下
賜
・
神
体
化
と
い
う
妥
結
点
を
見
出
し
、
そ
れ
は
死
者
を
祀
る
と

　

天
皇
崇
敬
に
関
す
る
先
行
研
究
は
こ
れ
ま
で
崇
敬
対
象
と
し
て
の
天
皇

と
崇
敬
を
受
容
す
る
国
民
と
い
う
二
極
構
造
で
理
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

間
に
介
在
す
る
様
々
な
主
体
へ
の
ま
な
ざ
し
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
本

発
表
で
は
皇
族
表
象
研
究
と
い
う
視
角
か
ら
、
従
来
の
天
皇
崇
敬
研
究
に

亀
裂
を
入
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。
具
体
的
に
は
一
九
五
三
年
の
埼
玉
県
秩

父
神
社
に
お
け
る
秩
父
宮
雍
仁
親
王
の
祭
神
化
を
事
例
と
し
、
そ
の
祭
神

化
に
中
心
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
社
団
法
人
秩
父
宮
会
の
活
動
を
、
同
会
の

所
蔵
す
る
公
文
書
か
ら
考
察
す
る
。
地
域
社
会
で
の
運
動
を
視
野
に
入
れ

る
こ
の
視
角
は
全
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
天
皇
崇
敬
研

究
お
よ
び
皇
族
研
究
の
潮
流
を
再
考
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
公
文
書
を
用

い
て
表
象
生
成
を
問
う
方
法
は
、
表
象
研
究
の
新
た
な
可
能
性
と
し
て
提

示
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
昨
年
度
の
宗
教
学
会
研
究
報
告
に
お
い

て
、
秩
父
宮
会
が
秩
父
宮
祭
神
化
へ
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
本
発
表
に
お
い
て
は
よ
り
細
密
な
祭
神
化
の
動
き

の
分
析
を
試
み
る
。

　

一
九
五
三
年
の
秩
父
宮
の
死
は
戦
前
か
ら
同
宮
と
の
関
係
性
を
形
成
し

て
き
た
秩
父
地
方
の
地
域
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
、
皇
室
と
の
関
係
性
を
喪

失
す
る
危
機
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
自
治
体
の
長
等
、
地
域
の
エ
リ
ー
ト

を
結
集
し
た
社
団
法
人
秩
父
宮
会
は
当
初
よ
り
秩
父
宮
の
分
霊
の
合
祀
に

よ
る
祭
神
化
を
企
図
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
発
起
人
ら
の
レ
ヴ
ェ

ル
で
は
経
済
運
動
と
も
連
動
す
る
よ
う
な
価
値
目
的
的
な
言
説
が
前
景
化

し
て
い
た
。
そ
の
秩
父
宮
の
合
祀
に
つ
い
て
は
、
秩
父
宮
会
の
発
足
・
進

展
と
と
も
に
そ
の
扱
い
が
変
容
す
る
。
ま
ず
宮
内
庁
の
許
可
を
経
る
べ
き

分
霊
の
合
祀
と
、
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
「
御
霊
代
」
を
宮
家
か
ら
受
け

る
こ
と
と
が
は
か
り
に
か
け
ら
れ
、
あ
る
種
の
運
動
の
迅
速
さ
を
め
ぐ
る
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太
田
の
指
摘
は
、
端
的
に
言
え
ば
「
受
動
的
主
体
（
被
支
配
者
）」
と

い
う
語
り
（
表
象
）
が
も
た
ら
す
「
主
体
性
」
の
隠
蔽
と
い
う
危
険
性
に

係
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
指
摘
か
ら
は
、
反
転
し
て
一
つ
の

疑
惑
が
持
ち
上
が
る
。
そ
れ
は
、「
主
体
性
」
を
認
め
ら
れ
た
者
、
す
な

わ
ち
「
権
力
者
（
支
配
者
）」
の
よ
う
な
「
能
動
的
主
体
」
と
し
て
描
か

れ
て
き
た
者
が
、
果
た
し
て
何
の
「
隠
蔽
」
も
受
け
て
い
な
い
の
か
と
い

う
疑
惑
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
し
ま
え
ば
、「
他
者
」
へ
の
「
権

力
行
使
の
主
体
」
と
い
う
語
り
は
、
そ
う
し
た
主
体
が
「
他
者
」
と
の
関

係
に
お
い
て
新
た
な
文
化
を
築
く
「
創
造
性
」
と
い
う
側
面
を
覆
い
隠
し

て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
発

表
で
は
「
霊
場
恐
山
」
の
管
理
者
で
あ
る
吉
祥
山
円
通
寺
が
「
他
者
の
眼

差
し
」
と
の
闘
争
に
お
い
て
獲
得
し
た
「
自
己
像
」
を
、「
文
化
の
客
体

化
」
と
い
う
概
念
で
捉
え
直
す
試
み
を
行
っ
た
。

　

青
森
県
む
つ
市
の
「
霊
場
恐
山
」
で
は
、
一
九
六
〇
年
頃
か
ら
来
訪
者

数
が
徐
々
に
増
え
始
め
、
七
〇
年
代
に
か
け
て
そ
の
数
が
飛
躍
的
に
伸
び

た
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
そ
の
最
大
の
要
因
と
し
て
推
測
さ
れ
る
の

が
、
一
九
六
〇
年
頃
か
ら
一
気
に
高
ま
っ
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

「
恐
山
の
イ
タ
コ
マ
チ
」
へ
の
注
目
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
六
〇
―
七

〇
年
代
に
霊
場
を
訪
れ
た
多
く
の
人
々
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
作
り
出

し
た
〈
恐
山
の
イ
タ
コ
／
恐
山
＝
イ
タ
コ
〉
と
い
う
表
象
の
受
容
者
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
彼
ら
の
表
象
消
費
行
動
は
①
「
霊
場
の
俗
化
」、
②

「
霊
場
の
信
仰
面
に
お
け
る
イ
タ
コ
の
中
心
化
」
と
い
う
霊
場
の
管
理
者

で
あ
る
寺
院
に
と
っ
て
非
常
に
危
機
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
。

　
〈
恐
山
＝
イ
タ
コ
〉
と
い
う
「
眼
差
し
」
が
も
た
ら
し
た
霊
場
の
〝
危

い
う
言
説
の
下
、
皇
族
崇
敬
を
戦
後
社
会
に
存
続
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
本
発
表
に
お
け
る
公
文
書
に
図
ら
ず
も
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
表
象
主
体
の
言
説
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
そ
の
歴
史
的
な
布
置
を
探
る
「
実

証
的
」
方
法
は
、
宗
教
表
象
の
生
成
を
問
い
、
そ
の
範
囲
を
考
察
す
る
う

え
で
、
今
後
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
も
あ

っ
た
。

〝
在
る
べ
き
霊
場
像
〞
の
生
成

│
│ 

六
〇
・
七
〇
年
代
の
恐
山
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

大
道　

晴
香

　

本
発
表
の
目
的
は
、
従
来
「〝
俗
の
眼
差
し
〞
を
拒
否
す
る
権
力
行
使

の
主
体
」
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
宗
教
的
権
威
を
、「〝
俗
の
眼
差
し
〞
を

受
け
て
新
た
な
文
化
を
作
り
出
す
創
造
的
主
体
」
と
し
て
捉
え
直
す
試
み

を
通
じ
、
太
田
好
信
が
展
開
し
た
「
文
化
の
客
体
化
」
論
を
「
能
動
的
主

体
」
の
観
点
か
ら
再
考
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

文
化
人
類
学
の
再
構
築
を
目
指
し
た
太
田
好
信
は
、「
文
化
」
を
「
反

復
に
よ
り
再
生
産
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
外
部
か
ら
の
視
線
を
と
お
し

て
獲
得
さ
れ
る
反
省
的
視
点
に
よ
り
、
操
作
さ
れ
る
対
象
と
し
て
生
み
出

さ
れ
る
」
も
の
と
捉
え
た
う
え
で
、
そ
う
し
た
文
化
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を

「
文
化
の
客
体
化
」
と
名
付
け
た
。
太
田
の
主
眼
は
、「
他
者
」
の
支
配
下

に
置
か
れ
る
「
犠
牲
者
」「
パ
ッ
シ
ヴ
な
存
在
」
と
し
て
表
象
さ
れ
て
き
た

人
々
の
「
創
造
的
な
主
体
性
」
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
こ
で
は

観
光
現
象
を
例
に
、「
ゲ
ス
ト
」
側
が
生
み
出
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
全
面
的

に
は
拒
否
で
き
な
い
「
ホ
ス
ト
」
側
の
人
々
が
、「
他
者
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

利
用
し
な
が
ら
「
自
文
化
」
を
創
造
す
る
様
子
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
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『
文
化
を
書
く
』
以
降
の
人
類
学
の
展
開
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、
実
践
と
表

象
、
表
象
の
主
体
と
客
体
、
主
観
的
な
表
象
と
客
観
的
な
表
象
、
あ
る
い

は
信
仰
者
の
表
象
と
非
信
仰
者
の
表
象
と
の
間
に
画
然
と
し
た
区
別
を
設

け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
宗
教
の
歴
史
と
宗
教
表
象
の
歴
史
は
分
か

ち
難
く
絡
み
合
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
今
や
自
明

の
こ
と
が
ら
に
属
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の

宗
教
研
究
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
「
宗
教
史
」
と
「
宗
教
表
象
論
」

（
た
と
え
ば
宗
教
研
究

0

0

史
）
と
の
間
に
暗
黙
の
区
別
が
設
け
ら
れ
て
き
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
近
年
、
学
知
の
政
治
性
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
た
ち
が
学

問
史
と
し
て
の
宗
教
研
究
史
を
積
極
的
に
描
い
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
自

己
点
検
と
し
て
の
研
究
史
と
、
他
者
表
象
と
し
て
の
宗
教
史
の
区
分
が
実

質
的
に
は
保
存
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
見
落
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
研
究
者
（
ま
た
は
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
）
に
よ
る

宗
教
表
象
は
、「
読
む
」
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
解
釈
し
な
お
さ
れ
、
異

な
る
立
場
に
あ
る
者
の
間
の
新
た
な
関
係
性
を
切
り
開
き
う
る
も
の
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
個
別
の
表
象
を
、
歴
史
的
文
脈
の
帰
結
で
は
な
く
、
新

た
な
起
点
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
、
宗
教
史
の
課
題
は
更
新
さ
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
私
は
、
テ
ク
ス
ト
を
読
み
、
解
釈
・
表
象
す
る
営
み
の
集
合
＝

読
み
の
運
動
と
し
て
宗
教
史
を
と
ら
え
な
お
す
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
こ

こ
で
い
う
テ
ク
ス
ト
は
、
教
典
や
論
文
な
ど
と
い
っ
た
文
字
テ
ク
ス
ト
だ

け
で
な
く
、
儀
礼
や
慣
習
な
ど
を
ふ
く
め
た
包
括
的
な
モ
ノ
や
振
る
舞
い

を
指
し
て
い
る
。
読
み
の
運
動
と
い
う
広
義
の
宗
教
史
の
な
か
に
は
、
教

団
・
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
文
壇
、
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
ナ

機
〞
は
、
そ
の
後
、
進
行
と
共
に
さ
ら
な
る
〝
危
機
〞
を
生
み
出
し
、
そ

れ
へ
の
対
応
を
通
じ
て
、
円
通
寺
は
〝
在
る
べ
き
霊
場
像
（
正
統
）〞
を

対
外
的
に
提
示
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。〝
在
る
べ
き
霊
場
像
〞
の
特
徴

を
簡
潔
に
述
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
イ
タ
コ
が
存
在
し
な
い
」
と
い
う
一
点

に
集
約
さ
れ
、
こ
う
し
た
像
の
提
示
は
意
見
陳
述
と
共
に
イ
タ
コ
の
人
数

制
限
や
口
寄
せ
場
所
の
限
定
と
い
う
行
動
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
た
め
、

「
規
制
」「
強
攻
策
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
「
円
通
寺
に
よ

る
権
力
の
行
使
」
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
創
造
的
主
体
性
」
の
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
対
応
を

今
一
度
見
直
し
て
み
れ
ば
、
円
通
寺
は
〝
在
る
べ
き
霊
場
像
（
正
統
）〞

を
提
示
し
な
が
ら
も
、「
非
正
統
」
を
霊
場
か
ら
排
除
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
。
つ
ま
り
、
円
通
寺
は
「
自
己
」
に
「
正
統
」

と
「
非
正
統
」
と
い
う
区
別
を
設
け
、
イ
タ
コ
を
「
非
正
統
」
に
区
分
す

る
こ
と
で
、「
他
者
の
眼
差
し
」
を
否
定
し
な
が
ら
も
、「
非
正
統
な
も

の
」
と
し
て
そ
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

出
来
よ
う
。
こ
う
し
た
「
創
造
性
」
を
住
職
自
身
が
主
張
し
て
い
た
〝
事

実
〞
は
、「
権
力
者
」
と
い
う
表
象
の
有
す
る
危
険
性
と
共
に
、「
文
化
の

客
体
化
」
論
の
射
程
を
「
能
動
的
主
体
」
ま
で
拡
げ
る
こ
と
の
必
要
性
を

明
示
す
る
。

読
み
の
運
動
と
は
何
か 

│
│ 

協
働
表
象
（
論
）
を
再
考
す
る 

│
│

永
岡　
　

崇

　

本
報
告
は
、「
読
み
の
運
動
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
表
象
の
営
み

を
含
め
た
新
し
い
宗
教
史
を
展
望
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ー
コ
ー
や
サ
イ
ー
ド
に
よ
る
「
知
と
権
力
」
を
め
ぐ
る
議
論
、
ま
た
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れ
ら
に
は
還
元
し
え
な
い
新
た
な
宗
教
文
化
の
領
域
を
開
く
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
こ
そ
、
来
る
べ
き
宗
教
史
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

茂
木
謙
之
介

　

本
パ
ネ
ル
の
目
的
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
様
々
の
宗
教
表
象
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
学
に
お
け
る
表
象
研
究
の
可
能
性
を
探
る
こ

と
に
あ
る
。

　

表
象
研
究
は
、
対
象
と
な
る
表
象
を
読
み
解
く
と
い
う
方
法
に
よ
っ

て
、
従
来
の
固
定
化
し
た
様
々
の
研
究
領
域
を
横
断
し
つ
つ
、
お
互
い
の

研
究
領
域
に
影
響
を
与
え
て
き
て
お
り
、
宗
教
学
分
野
に
お
い
て
も
近
年

表
象
研
究
の
成
果
は
と
み
に
厚
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
領
域
横

断
を
謳
っ
た
表
象
研
究
に
お
い
て
は
、
あ
る
定
型
化
し
た
問
題
設
定
お
よ

び
結
論
が
複
製
さ
れ
る
状
況
が
出
来
し
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
例
え
ば
、
表
象
研
究
に
お
い
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
表
象
行
為

の
権
力
性
・
侵
犯
性
・
不
可
能
性
へ
の
ま
な
ざ
し
と
、
そ
れ
自
体
に
対
す

る
批
判
的
な
視
角
お
よ
び
評
価
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
く
表
象
研
究

を
採
用
し
た
宗
教
研
究
に
お
い
て
も
生
ま
れ
う
る
問
題
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
こ
の
よ
う
な
表
象
研
究
を
め
ぐ
る
状
況
を
相
対
化

し
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
表
象
を
対
象

と
し
て
、
従
来
の
表
象
研
究
に
す
で
に
内
包
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
十
分
に
機
能
し
て
こ
な
か
っ
た
可
能
性
を
掘
り
起
こ
し
、
鍛
え
な
お

す
こ
と
で
、
宗
教
研
究
の
新
た
な
領
域
を
開
く
こ
と
を
目
指
す
。

シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
身
分
・
階
級
、
世
代
な
ど
の
個
別
の

解
釈
共
同
体
（
ス
タ
ン
レ
イ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
が
存
在
し
て
い
て
、
内
部

に
い
る
者
の
解
釈
の
幅
を
一
定
程
度
規
制
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た

解
釈
共
同
体
は
個
人
の
解
釈
の
あ
り
よ
う
を
一
義
的
に
決
定
す
る
も
の
で

は
な
く
、
互
い
に
折
り
重
な
り
、
反
発
し
合
い
な
が
ら
宗
教
史
を
構
成
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
読
み
の
運
動
に
参
与
す
る
個
人
は
解
釈
共
同
体

に
よ
っ
て
規
制
を
受
け
つ
つ
、
他
の
解
釈
（
可
能
性
）
と
の
接
触
を
通
じ

て
変
容
し
、
解
釈
の
革
新
を
生
み
だ
し
て
い
く
可
能
性
を
つ
ね
に
孕
む
の

だ
と
い
え
る
。

　

表
象
を
介
し
て
立
場
を
異
に
す
る
者
の
間
の
対
話
が
生
ま
れ
、
宗
教
文

化
の
変
容
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
限
ら
れ
た
幹
部
層
・
知
識
階
層
に
限
ら
れ
、
教
義
の（
再
）解
釈
な

ど
に
関
心
を
も
た
な
い
一
般
の
信
仰
者
層
に
は
関
わ
り
の
な
い
こ
と
な
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
信
仰
者

た
ち
は
教
学
や
宗
教
学
・
歴
史
学
の
テ
ク
ス
ト
を
読
ま
ず
と
も
、
布
教
や

儀
礼
に
参
入
す
る
こ
と
で
、
読
み
の
運
動
に
連
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
多
く
の
教
団
組
織
で
は
、
教
団
の
指
導
層
か
ら
一
般
の
信
仰
者
層
に

向
か
っ
て
教
義
や
行
為
規
範
が
垂
直
的
に
提
示
さ
れ
、
一
般
の
信
仰
者
層

は
そ
れ
を
守
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
信
仰
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
史
や
社
会
的
位
置
な
ど
に
応
じ
て
意
識
的
・
無
意
識
的
に
異
端

的
な
解
釈
を
萌
芽
的
な
形
で
行
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
異
端
的
な
読

み
の
萌
芽
は
、
研
究
者
な
ど
の
介
入
者
に
よ
る
分
節
化
（
翻
訳
）
に
よ
り
、

正
統
的
な
読
み
へ
の
異
議
申
し
立
て
に
も
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

異
な
る
立
場
の
者
ど
う
し
の
対
話
に
現
れ
る
越
え
が
た
い
差
異
の
経
験

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
共
同
体
の
革
新
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
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変
化
を
受
け
て
恐
山
菩
提
寺
が
提
示
し
た
霊
場
の
〝
在
る
べ
き
姿
〞
を
問

う
こ
と
で
、「
聖
」
の
領
域
に
お
け
る
自
己
像
の
生
成
を
「
他
者
の
眼
差

し
」
と
の
関
係
か
ら
捉
え
る
。
受
容
者
を
介
し
た
他
者
表
象
の
実
体
化

と
、「
他
者
の
眼
差
し
」
の
実
体
化
に
伴
う
自
己
表
象
の
再
編
と
い
う
一

連
の
〝
運
動
〞
は
、
宗
教
表
象
が
有
す
る
動
的
側
面
に
光
を
当
て
る
試
み

で
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
あ
る
種
の
宗
教
的
資
源
を
め
ぐ

る
多
様
な
主
体
に
よ
る
表
象
の
営
み
は
、
宗
教
史
叙
述
の
枠
組
み
全
体
の

根
本
的
な
再
考
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

永
岡
崇
に
よ
る
最
後
の
報
告
は
、
宗
教
運
動
の
当
事
者
と
そ
の
観
察
者

と
に
よ
っ
て
葛
藤
を
孕
み
な
が
ら
構
成
さ
れ
る
共
同
性
の
あ
り
よ
う
を
理

論
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
宗
教
史
研
究
と
宗
教
表
象
論
の
間
に
維
持
さ

れ
て
き
た
区
分
を
解
消
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
者
が
表
象
を
介
し
て
接

触
す
る
と
こ
ろ
に
現
れ
る
新
た
な
宗
教
文
化
を
考
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
フ
ァ
ク
ン
ド
・
ガ
ラ
シ
ー
ノ
は
、
従
来
の
表
象
研
究
が
、
テ
ク

ス
ト
を
生
み
だ
し
た
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
分
析
に
偏
っ
て
き
た
こ
と

に
対
し
て
、
テ
ク
ス
ト
の
内
在
的
分
析
を
行
い
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
分
析

の
不
可
分
性
を
提
示
し
た
。
具
体
的
に
は
一
八
七
九
年
、
グ
ラ
ン
ト
前
ア

メ
リ
カ
大
統
領
の
随
行
書
記
と
し
て
来
日
し
た
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
・

ヤ
ン
グ
が
著
し
た
旅
行
記
・A

round the W
orld W

ith G
eneral 

G
rant

に
見
ら
れ
る
日
本
表
象
、
と
り
わ
け
天
皇
表
象
の
両
義
性
の
問

題
を
、
表
象
す
る
主
体
の
自
己
規
定
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
、
神
秘
的

で
聖
な
る
他
者
「M

ikado
」
を
祖
国
の
読
者
に
提
供
し
、
欧
州
諸
国
と

の
差
異
化
を
図
り
つ
つ
、
神
聖
な
る
存
在
が
ア
メ
リ
カ
前
大
統
領
を
も
て

な
す
意
義
を
語
る
ヤ
ン
グ
の
記
述
か
ら
、
他
者
の
陰
で
自
己
規
定
を
図
る

主
体
の
問
題
を
新
た
な
次
元
で
提
示
し
た
。

　

次
に
茂
木
謙
之
介
は
、
従
来
の
表
象
研
究
の
陥
穽
を
完
成
さ
れ
た
テ
ク

ス
ト
を
も
と
に
そ
の
政
治
性
や
暴
力
性
を
問
う
て
き
た
こ
と
に
設
定
し
、

テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
的
文
脈
の
な
か
で
生
成

し
て
き
た
こ
と
を
方
法
的
に
問
題
化
し
た
。
一
九
五
三
年
の
埼
玉
県
秩
父

神
社
に
お
け
る
秩
父
宮
雍
仁
親
王
の
神
格
化
を
事
例
に
、
戦
後
地
域
社
会

に
お
け
る
皇
族
表
象
に
つ
い
て
、
戦
前
と
の
連
続
性
を
参
照
項
と
し
て
考

察
し
、
同
時
に
表
象
研
究
に
お
け
る
実
証
的
手
法
の
導
入
を
試
み
た
。

　

ま
た
大
道
晴
香
は
、
従
来
の
「
文
化
の
客
体
化
」
論
で
見
落
と
さ
れ
て

い
る
、
も
と
よ
り
主
体
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
者
が
他
者
の
表
象
に
よ
っ

て
変
容
し
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
創
造
性
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
〈
恐
山
イ
タ

コ
〉
と
い
う
大
衆
的
表
象
の
展
開
に
着
目
し
、
こ
の
表
象
が
受
容
者
の
消

費
（
投
影
）
行
動
を
通
じ
て
霊
場
恐
山
に
も
た
ら
し
た
変
化
、
な
ら
び
に
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こ
こ
ろ
の
医
療
と
宗
教 

│
│ 

慈
悲
と
支
配
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

代
表
者　

戸
田
游
晏

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

津
城
寛
文

司
会　

實
川
幹
朗

懺
悔
と
慈
悲 

│
│ 
ゆ
る
し
に
つ
い
て 

│
│

杉
岡　

信
行

　

ゆ
る
し
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
ゆ
る
す
（
許
す
）
と
い
う
他
動
詞
を

想
定
し
て
み
る
と
、
ゆ
る
し
を
与
え
る
他
者
と
、
ゆ
る
さ
れ
る
内
容
と
、

ゆ
る
し
を
受
け
る
主
体
の
三
者
が
肝
要
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
場
合
と
仏
教
の
場
合
と
を
考
察
し
、
ゆ
る
し
が
如
何
に
成
立
す
る
の

か
を
述
べ
た
い
。

　

懺
悔
（
ざ
ん
げ
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
一
般
に
告
解
、
告
白
、
悔
い

改
め
と
い
い
、
自
分
の
罪
に
つ
い
て
の
認
識
と
後
悔
か
ら
、
赦
免
を
願
う

言
明
な
ど
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
聴
罪
司
祭
が
信
者
の

信
仰
告
白
を
聞
き
届
け
、
そ
こ
に
ゆ
る
し
の
秘
跡
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ

の
背
後
に
神
の
慈
悲
（
ラ
ハ
ミ
ー
ム
、
ヘ
セ
ド
）
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
Ｈ
・
Ｆ
・
エ
ラ
ン
ベ
ル
ジ
ェ
は
、
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
の

信
仰
告
白
の
伝
統
を
「
病
原
性
秘
密
と
そ
の
治
療
」
と
呼
び
、
特
に
個
人

対
個
人
の
告
白
は
精
神
療
法
に
も
流
入
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
和
訳

一
九
九
九
）。

　

わ
が
国
の
キ
リ
ス
ト
教
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
懺
悔
（
ざ
ん
げ
）

は
、
仏
教
用
語
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
さ
ん
げ
」
と
い
う
読
み
で
あ

る
。
そ
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
懺
はks. am

a

の
音
写
で
懺
摩
、
悔
は
後

悔
の
意
で
あ
り
梵
漢
併
用
の
語
で
あ
る
。ks. am

a

は
、
初
期
仏
教
に
お

け
るkham
a

も
同
様
に
、
忍
、
忍
耐
の
意
味
で
あ
る
。
悔
に
は
忍
の
意

味
は
な
く
、
の
ち
に
付
加
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

仏
教
の
懺
悔
は
、
釈
尊
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
始
め
か
ら
、
布
薩
儀
式

の
時
や
安
居
の
時
に
執
り
行
わ
れ
た
。
半
月
に
一
度
の
布
薩
で
は
、
僧
団

の
比
丘
が
一
カ
所
に
集
ま
り
波
羅
提
木
叉
を
聞
い
て
自
己
の
行
動
を
反
省

し
た
。
安
居
で
は
、
そ
れ
が
終
了
す
る
最
終
日
に
僧
団
の
全
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
、
規
則
違
反
を
相
互
に
指
摘
し
合
う
自
恣
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら

は
す
な
わ
ち
、
僧
団
で
修
行
生
活
す
る
に
あ
た
り
比
丘
個
人
に
対
す
る
禁

止
令
（
二
五
〇
条
の
波
羅
提
木
叉
）
の
違
反
に
つ
い
て
の
自
己
反
省
で
あ

る
（
佐
々
木
閑
一
九
九
九
）。
懺
悔
は
、
長
老
や
先
輩
比
丘
が
い
る
前
で
、

あ
く
ま
で
自
主
的
に
自
己
反
省
を
行
う
こ
と
を
旨
と
す
る
。
規
則
違
反
を

犯
し
た
比
丘
は
、
そ
の
条
文
に
あ
る
罰
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
懺

摩
（kham

a

）
と
は
そ
の
罪
の
、
長
老
や
先
輩
比
丘
の
忍
容
を
請
う
こ
と

で
あ
る
。
波
羅
提
木
叉
に
違
反
し
た
比
丘
の
ゆ
る
し
は
、
長
老
た
ち
か
ら

来
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
自
己
反
省
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
仏
教
教
理
で
あ
る
繋
縛
と
解
脱
と
い
う
二
用
語
に
フ
ォ
ー

カ
ス
を
当
て
て
考
察
し
た
い
。
繋
縛
は
、bandha, bandhana

の
訳
語

で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
動
詞
語
根bandh-

が
あ
り
、
縛
る
、
結
ぶ
、
捕

ら
え
る
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
解
脱
は
、m

utta, m
okha

な
ど
の
訳
語

で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
動
詞
語
根m

uc-

が
あ
り
、
解
放
す
る
、
脱
す
、

逃
れ
る
、
自
由
に
な
る
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
語
根
か
ら
の

派
生
語
は
よ
く
セ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
、
直
喩
表
現
や
隠
喩
表
現
と
し
て
も

散
見
さ
れ
る
（
杉
岡
信
行
一
九
九
〇
）。
繋
縛
と
は
、
煩
悩
が
心
身
に
ま

と
わ
り
つ
い
て
自
由
を
束
縛
す
る
こ
と
で
あ
る
。
煩
悩
は
心
身
の
根
に
あ
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不
可
欠
で
あ
る
と
実
感
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

筆
者
は
「
修
法
者
（
護
摩
祈
禱
を
修
法
す
る
側
）
の
祈
禱
に
お
け
る
心

の
変
容
過
程
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
護
摩
祈
禱
を
終
え
た
祈
願
者

か
ら
、「
心
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
り
集
中
力
が
出
た
」、「
仏
や
修
法
中
の

内
陣
か
ら
諸
真
言
や
般
若
心
経
と
と
も
に
あ
り
が
た
い
も
の
が
伝
わ
っ
て

き
た
」、「
祈
願
を
受
け
て
満
足
し
た
」、「
肩
の
荷
が
降
り
て
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
が
軽
く
な
り
清
々
し
い
気
分
に
な
っ
た
」
と
い
う
心
理
的
変
容
を
思

わ
せ
る
内
的
体
験
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

　

大
学
院
の
実
習
で
精
神
科
の
予
診
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
時
に
女
性

Ａ
さ
ん
四
十
歳
代
と
出
会
っ
た
。
Ａ
さ
ん
は
、
父
に
続
き
愛
犬
を
喪
っ
た

体
験
の
後
、
深
い
悔
や
み
の
苦
し
み
か
ら
幻
聴
幻
覚
の
状
態
と
な
ら
れ

た
。
そ
れ
を
或
る
医
療
機
関
は
緊
急
精
神
病
状
態
と
捉
え
、
別
医
療
機
関

へ
の
緊
急
入
措
置
と
し
た
。
退
院
後
、
Ａ
さ
ん
の
母
親
も
納
得
の
い
か
な

い
人
格
障
害
と
さ
え
診
断
の
つ
く
結
果
に
な
っ
た
。
入
院
さ
れ
た
当
日

は
、
実
は
父
の
法
要
の
た
め
高
野
山
真
言
宗
の
太
融
寺
を
訪
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
。
奇
し
く
も
同
じ
宗
派
で
あ
る
私
が
予
診
を
担
当
し
、
そ
の
後
に

入
院
移
送
に
た
ま
た
ま
同
行
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
「
縁
」
を
持
つ
。
医

療
者
は
善
意
で
治
療
を
行
っ
て
い
る
。
だ
が
、
単
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

た
対
応
で
患
者
の
個
別
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ

る
。
結
果
と
し
て
Ａ
さ
ん
の
魂
に
お
け
る
危
機
的
状
況
を
ま
こ
と
に
救
う

こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
。

　

生
前
Ａ
さ
ん
が
父
や
愛
犬
の
た
め
に
や
り
残
し
て
こ
ら
れ
た
思
い
は
計

り
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
へ
の
「
仏
の
前
で
の
懺
悔
」
を
す
る
こ
と
が
、
Ａ

さ
ん
に
と
っ
て
は
望
ま
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

近
代
以
前
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
の
看
病
禅
師
、
平
安
時
代
以
降
の
密
教

り
、
わ
れ
わ
れ
の
主
体
を
支
配
し
て
い
る
（
杉
岡
二
〇
一
二
）。
も
し
そ

う
で
あ
る
な
ら
、
繋
縛
が
あ
る
所
に
は
支
配
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
最
初

期
の
仏
典
の
一
つ
に
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
が
あ
る
。
そ
の
第
三
九
偈
は
、

「
林
の
中
で
、
縛
ら
れ
て
い
な
い
鹿
が
食
物
を
求
め
て
欲
す
る
と
こ
ろ
に

赴
く
よ
う
に
、
聡
明
な
人
は
独
立
自
由
を
め
ざ
し
て
、
犀
の
角
の
よ
う
に

た
だ
独
り
歩
め
。」（
中
村
元
訳
）
と
あ
り
、
縛
ら
れ
て
い
な
い
鹿
が
自
由

で
あ
る
と
い
う
。
同
じ
く
第
五
二
二
偈
は
、「
世
間
の
う
ち
に
あ
っ
て
い

か
な
る
罪
悪
を
も
つ
く
ら
ず
、
一
切
の
結
び
目
・
束
縛
を
捨
て
去
り
、
い

か
な
る
こ
と
に
も
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
解
脱
し
て
い
る
人
、
―
こ
の
よ

う
な
人
は
ま
さ
に
そ
の
故
に
〈
竜
〉
と
呼
ば
れ
る
。」（
同
）
と
あ
り
、
一

切
の
結
び
目
・
束
縛
の
な
い
人
は
解
脱
し
て
い
る
人
に
等
し
い
と
い
う
。

　

波
羅
提
木
叉
の
二
五
〇
の
禁
止
令
は
、
修
行
中
の
比
丘
を
煩
悩
の
繋
縛

に
捕
ら
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
守
り
、
そ
の
よ
う
な
繋
縛
か
ら
脱
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
ゆ
る
し
と
は
、
自
己
に
巻
き
付
い
た
煩
悩
の
縛
り
や
結

び
を
よ
く
観
察
し
、
ま
た
、
自
己
反
省
し
て
、
そ
の
縛
り
や
結
び
を
少
し

ず
つ
ゆ
る
め
（
緩
め
）、
煩
悩
の
支
配
か
ら
解
き
放
つ
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

護
摩
祈
禱
に
お
け
る
修
法
者
の
こ
こ
ろ
の
変
容

│
│ 

縁
起
と
共
時
性 

│
│

妹
尾　
　

諭

　

筆
者
は
高
野
山
真
言
宗
の
僧
侶
で
あ
る
。
現
世
利
益
的
行
動
と
謂
わ
れ

る
「
祈
禱
」
を
修
法
す
る
者
で
あ
り
大
学
院
で
臨
床
心
理
学
を
学
ん
で
い

る
。
寺
院
で
相
談
を
し
て
い
た
が
、
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
仏
教
学
の
領
域
以
外
に
精
神
症
状
や
基
礎
心
理
学
の
知
識
や
技
能
が
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如
来
の
恵
み
に
感
謝
し
悟
り
に
向
か
っ
て
進
み
、
仏
心
に
気
づ
き
、
煩
悩

の
支
配
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
祈
禱
と
い
う
〈
治
療
の
場
〉
に
在

っ
て
本
来
の
仏
心
が
現
れ
出
、
各
々
の
こ
こ
ろ
の
輝
き
へ
の
変
容
が
お
こ

る
の
で
あ
ろ
う
。

Scientology

か
ら
見
る
「
反
精
神
医
学
」
の
宗
教
性

戸
田　

游
晏

　

近
年
、
教
育
現
場
に
「
発
達
障
が
い
」
の
用
語
が
持
ち
込
ま
れ
て
以

来
、
臨
床
の
現
場
で
出
会
う
子
ど
も
た
ち
や
相
談
に
訪
れ
る
保
護
者
と
の

語
ら
い
に
、「
薬
」
の
話
題
は
ほ
ぼ
欠
く
こ
と
が
あ
り
得
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
養
育
に
悩
む
保
護
者
自
身
が
向
精
神
薬
を
服
薬
し
て
い
る
こ

と
も
稀
で
は
な
い
。
筆
者
は
、
年
少
者
へ
の
向
精
神
薬
投
薬
は
慎
重
を
期

す
べ
き
で
、
心
理
療
法
の
松
葉
杖
と
な
る
よ
り
む
し
ろ
見
立
て
に
も
心
理

療
法
実
践
に
お
い
て
も
妨
げ
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、「
医
療
」
へ
の

一
般
社
会
か
ら
の
信
頼
は
、
回
復
の
機
序
が
見
え
に
く
い
心
理
療
法
よ
り

も
は
る
か
に
盤
石
で
あ
る
。
向
精
神
薬
薬
害
に
関
わ
る
事
象
に
は
製
薬
産

業
を
含
む
国
際
的
巨
大
資
本
が
絡
む
。
こ
れ
は
人
知
で
は
支
配
不
能
な
、

世
界
政
治
経
済
の
機
械
的
自
己
組
織
化
が
進
行
す
る
、
底
知
れ
ぬ
深
淵
を

垣
間
見
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

筆
者
は
組
織
体
構
造
や
力
動
は
宗
教
事
象
に
比
し
て
捉
え
得
る
と
考

え
、
一
般
通
念
と
し
て
「
宗
教
」「
宗
教
団
体
」
と
見
な
さ
れ
な
い
組
織

体
の
「
宗
教
性
」
の
抽
出
を
試
み
て
き
た
が
、
今
回
取
り
上
げ
るSci-

entology
は
、
創
始
時
点
で
の
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
事
業
か
ら
展
開
し
、

ま
さ
に
現
在
「
宗
教
」
団
体
を
標
榜
す
る
組
織
体
で
あ
り
、
緻
密
に
構
築

さ
れ
た
自
己
啓
発
サ
ー
ヴ
ィ
ス
業
が
主
幹
収
益
事
業
と
し
て
堂
々
と
営
ま

阿
闍
梨
や
山
岳
修
行
の
山
伏
な
ど
、
僧
侶
や
修
験
者
に
縋
り
、
話
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
り
供
養
や
加
持
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
た
場
合
が
多
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
網
野
義
彦
の
周
縁
人
と
し
て
の
遊
行
者
・
ま
れ
び
と
・
六
部
の
伝

承
に
は
、
そ
れ
ら
の
信
仰
と
の
深
い
関
係
性
が
窺
わ
れ
る
。
現
代
に
お
い

て
も
、
先
祖
供
養
や
護
摩
祈
禱
な
ど
に
よ
り
仏
の
加
護
を
受
け
る
実
感
が

仏
と
の
つ
な
が
り
を
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
る
。
真
言
密
教
で
は
因
果
因
縁

律
に
よ
っ
て
仏
と
結
び
付
け
ら
れ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
縁
起
は
連
続

し
て
お
り
、
そ
れ
は
究
極
的
に
は
大
日
如
来
と
の
つ
な
が
り
と
な
る
。
縁

起
の
あ
る
土
地
や
物
に
は
、
仏
と
わ
れ
わ
れ
人
間
を
は
じ
め
有
情
・
無

情
・
非
情
を
互
い
に
共
鳴
さ
せ
る
磁
力
の
よ
う
な
力
が
宿
る
と
言
わ
れ
て

も
い
る
。

　

一
方
、
共
時
性
は
超
越
的
次
元
（
元
型
）
か
ら
の
一
方
的
な
支
配
で
あ

り
、
見
え
な
い
背
後
に
は
根
本
原
因
と
し
て
の
一
神
教
（
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ

ス
ト
教
）
の
神
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。

　

護
摩
祈
禱
修
法
者
か
ら
、「
光
の
中
に
溶
け
込
ん
で
光
の
粒
子
と
な
っ

た
」「
銀
河
系
宇
宙
を
み
た
」「〝
ぼ
ゃ
っ
〞
と
し
な
が
ら
肉
体
か
ら
心
や

意
識
が
抜
け
出
す
離
脱
体
験
を
し
た
」
と
い
う
悟
り
の
境
地
を
思
わ
せ
る

体
験
談
を
多
く
聞
く
。
筆
者
も
「
炎
の
中
に
溶
け
込
ん
だ
」「
宇
宙
空
間

に
行
っ
た
」「
ふ
わ
ふ
わ
と
体
が
浮
い
た
」
体
験
が
あ
る
。
祈
願
者
も
「
蝋

燭
の
火
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
き
願
い
が
通
じ
て
い
る
よ
う
だ
」「
炎
の
中
に

お
不
動
さ
ん
の
姿
を
み
た
」「
仏
様
や
お
坊
さ
ん
が
お
ら
れ
る
内
陣
か
ら

体
に
響
く
く
ら
い
の
振
動
を
受
け
た
」
と
語
る
。
筆
者
は
祈
願
者
と
な
っ

た
と
き
、「
仏
、
修
法
者
か
ら
の
双
方
向
の
波
動
を
感
じ
た
」
等
の
体
験

を
し
た
。
修
法
者
と
祈
願
者
は
、
感
応
道
交
の
境
地
と
な
り
炉
の
中
で
三

者
一
体
と
な
り
入
我
我
入
（
即
身
成
仏
）
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
大
日
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い
だ
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
は
、
反
精
神
医
学
の
著
名
な
論
客
が
支
援
す
る

と
宣
伝
し
、Scientology

が
「
反
精
神
医
学
」
を
正
統
に
継
承
す
る
旨

が
示
さ
れ
る
。

　

教
団
創
設
の
基
本
理
念
と
し
て
主
張
さ
れ
る
こ
の
「
心
の
科
学
」
の
宗

教
性
は
、
如
何
な
る
相
貌
を
持
つ
の
か
。
言
説
分
析
か
ら
、
プ
ロ
テ
ィ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
精
神
分
析
と
の
融
合
が
窺
え
る
。「
合
理
主
義
的
人
生

観
」、
資
本
主
義
体
制
へ
の
親
和
・
順
応
性
が
見
い
だ
さ
れ
、
精
神
分
析

理
論
に
基
づ
く
「
心
因
」
反
応
・
神
経
症
治
療
論
の
根
幹
で
あ
る
意
識
化

を
頼
む
治
癒
の
原
理
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
。
対
象
事
例
は
無
二
で
あ

れ
、
技
法
は
単
一
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
心
的
苦
悩
の
因
子
は
唯
一
つ
だ
か

ら
だ
。
こ
の
技
法
を
専
一
に
遵
守
す
る
限
り
、
施
術
者
が
未
熟
で
あ
れ
治

癒
は
保
証
さ
れ
る
。
技
法
は
音
声
の
活
用
に
重
点
を
置
く
が
、
聴
声
体
験

の
価
値
は
考
慮
さ
れ
ず
、
一
筋
の
健
全
な
成
長
を
妨
げ
る
寄
生
の
デ
ー
モ

ン
が
も
た
ら
す
無
用
な
歪
み
で
、
消
し
去
り
無
み
す
る
べ
き
障
り
と
断
じ

ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
、
厳
格
に
遵
守
を
要
請
さ
れ
る
治
療
規
範
と
具
体
的
実
践
例
の

記
述
か
ら
窺
え
る
の
は
、〈
唯
一
者
に
よ
る
支
配
（「
一
つ
掲
げ
（
實
川
二

〇
一
二
）」）〉
の
変
奏
に
他
な
ら
な
い
。

一
つ
掲
げ
と
ム
ジ
ナ
の
罠 

│
│ 

こ
こ
ろ
の
医
療
の
近
代 

│
│實

川　

幹
朗

　
「
精
神
障
害
者
」
へ
の
抑
圧
、
差
別
を
準
備
す
る
枠
組
み
が
、
西
欧
思

想
史
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
。
私
が
〈
一
つ
掲
げ
〉
と
名
付
け
た
こ
の
構

え
は
、
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
の
「
存
在
の
大
い
な
る
連
鎖
」
に
近
縁
で
、
西
欧
思

想
史
に
頻
発
す
る
「
唯
一
」「
絶
対
」「
完
全
」
な
ど
と
、
そ
の
陰
画
と
し

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
カ
ル
ト
的
教
団
に
共
通
す
る
組
織
経
営
様
式
も

認
め
得
る
。

　

こ
の
組
織
が
、
精
神
科
医
療
に
現
在
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
向
精
神
薬

投
薬
治
療
に
対
し
て
徹
底
し
た
批
判
を
繰
り
広
げ
て
き
た
「
宗
教
的
」
根

拠
（
動
因
）
を
追
究
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

　

創
始
者
ハ
バ
ー
ド
が
一
九
五
〇
年
に
出
版
し
た
、
彼
自
身
の
実
践
か
ら

導
か
れ
た
自
己
啓
発
の
技
術
指
導
書
が
『
ダ
イ
ア
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
』
で
あ

る
。
こ
れ
がScientology

の
基
本
的
理
念
と
な
り
、
そ
の
方
法
論
に

則
る
自
己
啓
発
・
相
互
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
が
教
団
内
で
行
わ
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
。
昨
今
こ
の
理
念
か
ら
派
生
し
た
心
身
浄
化
メ
ソ
ッ

ド
、
下
部
組
織
「
市
民
の
人
権
擁
護
の
会
﹇
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
﹈」
の
抗
鬱
剤
薬

害
被
害
を
告
発
し
精
神
科
医
の
罪
業
を
弾
劾
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
耳
目

を
引
く
。

　

筆
者
の
調
査
し
た
関
西
地
域
の
向
精
神
薬
薬
害
被
害
サ
バ
イ
バ
ー
の
中

に
は
、
精
神
科
医
全
般
へ
の
強
い
忌
避
感
を
申
し
立
て
る
人
た
ち
が
少
な

く
な
く
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
精
神
科
医
の
手
先
と
の
非
難
を
受
け
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
日
本
の
医
療
現
場
の
心
理
職
は
概
ね
、
医
師
の
指
示
に

従
い
、
医
師
の
診
断
に
資
す
る
心
理
検
査
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
ま
た
投
薬

管
理
下
で
心
理
療
法
を
行
う
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
見
な
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
。

　

七
〇
年
代
、
日
本
で
も
医
療
者
側
か
ら
の
患
者
を
代
弁
す
る
異
議
申
し

立
て
と
し
て
の
反
精
神
医
学
運
動
が
隆
盛
し
た
時
機
が
あ
っ
た
が
、
現
在

は
向
精
神
薬
が
広
く
普
及
し
「
ア
サ
イ
ラ
ム
」
は
過
去
の
事
象
と
見
な
さ

れ
る
。
薬
害
サ
バ
イ
バ
ー
の
集
合
的
心
性
や
脱
向
精
神
薬
メ
ソ
ッ
ド
を
実

践
す
る
内
科
医
内
海
聡
の
論
述
に
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
の
主
張
と
の
近
似
が
見
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い
う
。
産
み
出
す
力
を
取
り
込
み
つ
つ
、
も
と
も
と
の
産
み
出
し
の
担
い

手
・
女
神
の
「
存
在
」
を
消
し
去
る
教
義
が
、「
虚
無
か
ら
の
創
造
」
で

あ
っ
た
。

　
〈
一
つ
掲
げ
〉
に
は
〈
完
全
強
迫
〉
と
な
ら
び
、
も
う
一
つ
の
強
迫
症

〈
能
動
強
迫
〉
が
付
き
纏
う
。
正
確
に
は
〈
受
動
恐
怖
を
伴
う
能
動
強
迫
〉

で
あ
る
。
産
み
出
し
へ
の
執
着
を
保
ち
な
が
ら
地
母
神
の
影
響
を
否
定
す

る
試
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
宗
教
改
革
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
予
定

説
を
、
よ
り
徹
底
し
た
姿
で
甦
ら
せ
た
。
受
け
身
に
回
る
の
を
嫌
が
り
、

「
男
性
的
抗
議
」
で
対
抗
す
る
構
え
は
西
欧
文
明
に
深
く
根
付
き
、「
悪
」

へ
の
攻
撃
の
正
当
化
を
掌
る
。
二
つ
の
強
迫
症
は
、
互
い
に
矛
盾
し
つ
つ

も
強
め
あ
い
、
こ
の
構
え
を
支
え
続
け
て
い
る
。

　
〈
存
在
の
梯
子
〉
の
上
段
か
ら
下
段
に
向
け
て
放
た
れ
る
「
能
動
性
」

は
正
義
の
攻
撃
で
あ
り
、
そ
の
不
可
逆
の
「
絶
対
性
」
の
別
名
が
「
支

配
」
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
、「
支
配
」
の
「
主
体
」
は
唯
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
主
体
の
支
配
」
の
み
な
ら
複
数
の
起
点
か
ら
も
起
こ
り
得
る
し
、
互
い

の
「
支
配
の
仕
合
い
」
も
起
こ
り
得
る
。
だ
が
〈
一
つ
掲
げ
〉
で
は
、

「
主
体
」
を
遂
に
は
ひ
と
つ
に
絞
り
込
む
動
き
が
起
こ
る
。
つ
ま
り
〈
一

つ
掲
げ
〉
と
は
、「
支
配
の
独
り
占
め
」
の
試
み
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

戸
田　

游
晏

　

今
日
の
医
療
は
、
自
ら
が
本
来
宗
教
と
同
源
・
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。I. Illich

が
三
〇
年
前
警
告
し
た
「
医
療

化
」
社
会
は
既
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
が
、
揺
り
戻
し
と
な
る
対
案
群

て
の
蔑
ま
れ
、
非
難
さ
れ
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
後
者
の
代
表

が
「
精
神
障
害
者
」
と
な
る
。

　
〈
一
つ
掲
げ
〉
は
、
あ
た
か
も
自
明
で
あ
る
か
の
如
く
に
、
現
代
の
我

わ
れ
に
馴
染
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
見
に
は
単
純
極
ま
り
な
い

が
、
じ
っ
さ
い
に
は
入
り
組
ん
だ
、
特
異
な
複
合
か
ら
成
り
立
つ
。
絶
対

を
掲
げ
つ
つ
も
実
態
は
相
対
関
係
か
ら
な
る
こ
と
が
、
錯
綜
の
根
に
あ

る
。
こ
の
錯
綜
か
ら
、
際
限
な
い
序
列
付
け
が
産
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
起

源
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
遡
れ
る
。
こ
の
文
明
で
の
「
完
全
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
の
こ
だ
わ
り
、
す
な
わ
ち
〈
完
全
強
迫
〉
が
、
す
で
に
〈
丸

抱
え
〉
と
〈
選
り
す
ぐ
り
〉
と
い
う
両
立
し
が
た
い
性
格
を
内
包
し
て
い

た
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ま
で
で
は
ま
だ
、〈
一
つ
掲
げ
〉
の
た
め
の
決
定

的
な
要
因
が
欠
け
て
い
る
。

　
〈
一
つ
掲
げ
〉
の
成
り
立
ち
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
は
な
い
要
因
を

一
つ
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
確
立
し

た
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
教
義
の
一
つ
「
虚
無
か
ら
の
創
造
」
で
あ
る
。
こ

れ
に
伴
っ
て
理
想
が
「
善
」
か
ら
「
存
在
」
へ
と
移
り
、「
虚
無
」
と
の

両
極
関
係
が
成
立
し
た
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
は
円
環
的
だ
っ
た
時
間
が
直

列
化
し
つ
つ
「
存
在
」
と
練
り
合
わ
さ
れ
、「
存
在
」
の
優
位
は
「
先
な

る
も
の
」
と
し
て
も
強
調
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
両
極
の
対
立
か
ら
は
、
中
間
に
い
く
ら
で
も
多
く
の
段
階
、
す
な

わ
ち
序
列
が
、
一
次
元
・
一
方
向
の
秩
序
で
刻
ま
れ
る
。〈
存
在
の
梯
子
〉

が
組
ま
れ
、
絶
対
の
順
序
の
中
で
、
上
の
者
は
下
の
者
を
踏
み
つ
け
る
。

こ
の
と
き
も
っ
と
も
低
く
無
価
値
な
「
虚
無
」
に
接
す
る
の
が
、
大
地
で

あ
っ
た
。「
虚
無
」
と
大
地
に
は
、
古
代
地
中
海
の
地
母
神
の
名
残
り
が

あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
は
「
虚
無
」【
か
ら
】
宇
宙
を
産
み
出
し
た
と
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戸
田
游
晏
は
、
新
宗
教Scientology

が
提
唱
す
る
自
己control

技
法“D
ianetics ”

（H
ubbard, 

一
九
五
〇
）
の
「m

ind

の
科
学
」

に
、〈
唯
一
者
に
よ
る
支
配
（
一
つ
掲
げ
）〉
の
変
奏
を
見
る
。

　

最
後
に
實
川
幹
朗
が
、〈
一
つ
掲
げ
〉
の
構
造
を
解
説
し
た
。
近
現
代

医
療
（
臨
床
医
学
）
は
自
然
科
学
（
基
礎
医
学
）
に
基
づ
き
測
定
可
能
で

あ
り
、
一
つ
の
原
因
か
ら
一
つ
の
結
果
が
常
に
導
か
れ
、
論
理
的
整
合

性
を
期
待
さ
れ
る
。
精
神
医
療
で
も
心
理
臨
床
で
も
頻
り
にevidence 

based m
edicine

が
強
調
さ
れ
る
が
、
自
然
科
学
的
因
果
律
に
基
づ
く

決
定
論
の
元
を
た
ど
れ
ば
、
単
一
原
因
と
し
て
の
神
の
存
在
が
自
然
現
象

の
解
明
に
適
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
近
代
医
療
の
埋
も
れ
た

基
礎
に
は
、
資
本
主
義
と
同
じ
く
一
神
教
の
〈
支
配
〉
が
浸
潤
し
て
い
る

こ
と
が
否
め
ず
、
こ
れ
が
「
肉
体
」
を
蔑
む
傾
向
に
及
び
、
ロ
ボ
ト
ミ
ー

や
電
気
シ
ョ
ッ
ク
療
法
が
医
療
者
の
善
意
に
基
づ
き
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き

た
。
注
入
さ
れ
た
近
代
合
理
主
義
が
、
心
身
の
瀬
戸
際
の
危
機
に
際
し
一

元
的
選
択
へ
と
導
く
。
医
療
被
害
を
辛
く
も
脱
し
て
さ
え
、
拠
り
所
と
し

て
待
ち
受
け
る
の
が
、
小
泉
八
雲
の
〈
ム
ジ
ナ
の
罠
〉
だ
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
津
城
寛
文
氏
か
ら
は
、
既
存
方
法
論
の
克
服
を
試
み
る

異
端
性
の
指
摘
、
宗
教
学
の
標
準
的
様
式
と
の
間
に
架
橋
可
能
な
議
論
を

工
夫
す
べ
き
と
の
助
言
を
頂
い
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
宗
教
者
と
臨
床
実
践
者

と
の
方
向
性
の
異
同
を
質
さ
れ
、
原
理
と
は
別
に
、
場
に
即
応
し
た
個
々

の
実
践
が
問
わ
れ
る
と
戸
田
が
応
じ
、
鎌
田
東
二
氏
か
ら
、
臨
床
宗
教
師

と
臨
床
心
理
士
を
比
し
て
の
所
見
が
補
わ
れ
た
。

　

医
療
・
心
理
療
法
間
の
近
親
憎
悪
所
以
の
危
う
さ
に
配
慮
で
き
る
な

ら
、
仏
道
の
慈
悲
と
医
療
技
術
は
互
い
に
補
い
得
る
だ
ろ
う
。「

」「
醫
」

の
解
字
か
ら
、
人
が
人
を
癒
し
治
す
行
為
に
巫
や
神
酒
、
儀
礼
の
関
与
が

が
登
場
す
る
ま
で
に
は
未
だ
遠
い
。
チ
ャ
プ
レ
ン
（
ビ
ハ
ー
ラ
僧
）、
気

功
や
手
か
ざ
し
な
ど
の
「
代
替
療
法
」
を
院
内
で
率
先
し
て
活
用
す
る
医

療
機
関
は
稀
だ
。
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ケ
ア
理

念
の
導
入
に
よ
る
再
構
築
が
一
部
の
実
践
者
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
つ
つ

も
、
近
代
医
学
と
結
び
つ
い
た
世
界
巨
大
資
本
の
経
済
・
政
治
的
支
配
の

桎
梏
か
ら
、
日
本
の
医
療
は
解
き
放
た
れ
て
い
な
い
。
高
度
情
報
社
会
に

在
る
我
々
に
と
っ
て
、
個
々
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
純
化
と
素
直
に
自
ら
の
か

ら
だ
の
声
を
聴
く
こ
と
を
難
し
く
す
る
の
は
、
我
々
を
知
ら
ず
思
考
停
止

へ
と
導
く
、
永
く
注
入
さ
れ
て
き
た
近
代
科
学
的
合
理
主
義
の
暗
黙
知
で

あ
る
。
歴
史
を
遡
れ
ば
、
医
療
は
、
仏
道
と
共
に
渡
来
し
制
度
に
導
入
さ

れ
、「
医
は
仁
（
儒
者
の
）
術
」
と
な
る
以
前
は
僧
形
の
者
が
担
う
職
域

で
あ
っ
た
。

　

杉
岡
信
行
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
・
仏
教
以
前
の
慈
悲
は
神
の
業
で
あ
っ
た

が
、
以
後
の
慈
悲
は
、
人
と
人
ま
た
人
外
の
多
様
な
生
き
物
と
の
共
存
・

共
生
の
思
想
と
実
践
で
あ
り
、「
何
も
の
を
も
支
配
し
な
い
こ
と
」
と
述

べ
る
。
今
回
は
「
ゆ
る
し
」
概
念
の
検
討
を
加
え
、
慈
悲
を
巡
り
さ
ら
な

る
理
解
を
深
め
た
。

　

妹
尾
諭
は
、
高
野
山
真
言
宗
護
摩
祈
禱
修
法
者
の
こ
こ
ろ
の
変
容
機
序

の
聴
取
り
記
録
を
報
告
し
た
。
護
摩
祈
禱
と
い
う
〈
治
療
の
場
〉
で
は
、

不
動
明
王
・
修
法
者
・
祈
願
者
が
結
ぶ
縁
起
に
お
い
て
、
煩
悩
の
滅
却
を

経
て
生
じ
き
た
る
の
が
、
慈
悲
の
ゆ
る
し
で
あ
ろ
う
か
。
考
察
で
は
、
近

代
合
理
主
義
の
基
盤
と
も
見
な
さ
れ
る
因
果
律
で
は
な
く
、
仏
道
の
〈
因

縁
〉・〈
縁
起
〉
観
を
枠
組
み
と
し
て
用
い
る
。
前
者
と
の
異
な
り
を
明
確

に
し
、
ま
たC. G. Jung

の
共
時
性
と
の
重
な
り
と
異
な
り
の
解
明
を

試
み
た
。
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神
道
の
中
世
的
展
開
を
考
え
る

代
表
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

佐
藤
眞
人

中
世
の
伊
勢
斎
王
に
つ
い
て
の
朝
廷
対
応
の
変
遷

落
合　

敦
子

　

奈
良
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
ま
で
、
伊
勢
神
宮
で
主
に
三
節
祭
に
参
向

し
祈
り
を
捧
げ
た
女
性
祭
祀
者
、
斎
王
に
つ
い
て
、
特
に
中
世
に
お
け
る

朝
廷
の
、
斎
王
へ
の
対
応
に
つ
い
て
に
注
目
し
、
考
察
を
行
う
。
中
世
と

い
う
時
代
の
神
祇
信
仰
の
中
で
の
斎
王
を
考
え
る
と
き
、
ど
こ
を
基
と
す

る
か
と
す
る
と
、
長
元
四
年
に
起
き
た
伊
勢
斎
王
託
宣
事
件
に
突
き
当
た

る
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
中
期
、
藤
原
道
長
が
没
し
、
摂
関
期
が
終
わ
り

に
近
づ
く
と
、
そ
れ
ま
で
の
朝
廷
・
天
皇（
公
家
）と
伊
勢
の
神
宮
と
の
関

係
に
変
化
が
見
ら
れ
始
め
、
緊
張
関
係
と
も
い
え
る
状
態
が
生
じ
始
め
る
。

そ
の
き
っ
か
け
と
も
言
え
る
の
が
、
長
元
四
年
斎
王
託
宣
事
件
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
は
、
後
一
条
天
皇
の
御
代
、
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）、
六

月
月
次
祭
の
神
事
の
最
中
、
皇
太
神
宮
第
一
の
別
宮
の
神
、
荒
祭
宮
の
神

が
斎
王

子
女
王
に
憑
依
し
、
天
照
大
神
の
託
宣
を
告
げ
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
内
容
は
、
斎
宮
寮
頭
、
藤
原
相
通
・
古
忌
古
曽
夫
妻
が
私
邸

で
淫
祠
を
行
っ
た
こ
と
に
対
す
る
処
分
と
し
て
、
神
郡
よ
り
の
追
放
を
命

じ
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
、
記
録
の
残
る
『
小
右
記
』『
左
経
記
』『
太

神
宮
諸
雑
事
記
』
を
補
い
合
い
な
が
ら
確
認
す
る
と
、
伊
賀
守
源
光
淸
の

神
民
殺
害
事
件
の
処
置
に
つ
い
て
の
懈
怠
へ
の
批
判
、
そ
し
て
現
在
の
天

皇
の
百
王
の
運
は
、
す
で
に
過
半
に
及
ぶ
と
警
告
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
神
宮
へ
の
崇
敬
の
念
が
粗
略
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
不

窺
わ
れ
る
。
酒
も
大
麻
も
か
つ
て
、
こ
こ
ろ
の
病
の
薬
で
も
あ
っ
た
。
精

神
医
療
が
依
存
す
る
化
学
合
成
薬
に
も
、
医
師
が
慈
悲
と
祈
り
を
籠
め
処

方
す
る
プ
ラ
セ
ボ
効
果
が
関
与
す
る
可
能
性
が
、
新
た
な
研
究
指
標
を
加

え
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
影
響
物
質
の
極
少

投
与
で
あ
る
ホ
メ
オ
パ
チ
ー
も
、
押
さ
え
ど
こ
ろ
を
誤
る
（
慈
悲
を
欠

く
）
な
ら
ば
一
元
的
支
配
に
よ
る
思
考
停
止
へ
の
危
険
を
は
ら
む
。
こ
こ

ろ
の
医
療
の
諸
問
題
に
は
、
よ
り
俯
瞰
的
な
視
座
が
求
め
ら
れ
る
。
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た
る
斎
宮
の
存
在
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
皇
の
権
威
を
軽
ん
じ
た

こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
様
々
な
中
世
の
神
祇
信
仰
の
萌
芽
と
も

言
え
る
事
象
が
、
こ
の
事
件
の
中
に
は
見
ら
れ
て
い
る
が
、
肝
心
の
斎
王

に
対
し
て
の
対
応
は
、
こ
こ
で
は
核
と
し
た
も
の
が
な
い
。『
延
喜
式
』

に
も
他
の
文
献
に
も
、
斎
王
と
は
ど
の
よ
う
な
職
掌
な
の
か
を
規
定
し
て

い
る
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
斎
王
だ
け
に
焦

点
を
あ
て
る
こ
と
は
か
え
っ
て
問
題
を
不
透
明
に
し
て
し
ま
う
と
考
え
、

朝
廷
の
対
応
の
変
遷
を
見
て
み
よ
う
と
考
え
た
。

　

平
安
時
代
末
期
、
高
倉
朝
の
斎
王
惇
子
内
親
王
の
在
任
中
の
薨
去
に
対

す
る
対
応
の
事
例
が
『
玉
葉
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
後
半
は
こ
の
件
を

見
て
ゆ
く
こ
と
で
、
天
皇
だ
け
で
な
く
当
時
の
貴
族
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

斎
王
の
存
在
を
捉
え
、
神
宮
へ
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
を
考
察
し
た
い
と

思
う
。

伊
勢
神
宮
神
職
の
中
世
的
展
開

古
谷　

易
士

　

天
武
朝
と
伝
え
ら
れ
る
成
立
以
来
、
伊
勢
神
宮
の
禰
宜
は
長
く
両
宮
各

一
員
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
平
安
中
期
の
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
に
外
宮

が
初
め
て
二
員
と
な
る
と
、
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
ま
で
の
わ
ず
か
五

十
六
年
の
間
に
両
宮
と
も
六
員
ま
で
増
員
さ
れ
る
。
こ
の
初
期
の
増
員
は

補
任
者
の
傾
向
や
申
請
手
続
き
に
そ
れ
以
後
と
の
相
違
が
見
ら
れ
、
七
員

と
な
る
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
ま
で
の
百
三
十
年
間
が
一
つ
の
画
期
と

な
っ
て
い
る
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
八
員
、
嘉
元
二
年
（
一
三
〇

四
）
に
は
十
員
と
な
り
、
そ
れ
が
長
く
定
数
と
な
っ
て
明
治
維
新
ま
で
続

い
て
い
く
。

満
が
見
ら
れ
、
神
宮
側
の
人
々
の
訴
え
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
る
。

　

こ
の
事
件
以
後
、
神
人
に
よ
る
強
訴
、
託
宣
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
や
が
て
中
世
へ
と
移
行
す
る
神
祇
信
仰
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
祓
な
ど
が
す
で
に
平
安
前
期
以
降
に
は
、
国

家
・
地
域
的
な
も
の
か
ら
貴
族
社
会
を
は
じ
め
個
人
の
為
の
病
気
平
癒
や

安
産
祈
願
な
ど
、
私
的
祈
禱
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
神
宮

へ
の
信
仰
に
つ
い
て
も
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
こ

の
事
件
を
き
っ
か
け
に
後
一
条
天
皇
が
内
侍
所
の
神
鏡
に
祈
り
を
捧
げ
た

こ
と
か
ら
、
後
に
天
照
大
神
に
対
す
る
神
観
念
が
変
化
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

時
代
的
に
は
、
祈
年
穀
奉
幣
が
年
二
回
と
な
り
、
祈
雨
止
雨
な
ど
の
奉

幣
が
増
加
す
る
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
神
宮
と
比
較
す
る
と
、
京
中
の
神

社
、
特
に
賀
茂
社
で
は
、
行
幸
や
、
中
宮
藤
原

子
の
安
産
祈
願
な
ど
の

御
願
、
そ
し
て
神
宮
と
同
様
、
祈
年
穀
奉
幣
、
祈
雨
止
雨
の
奉
幣
の
他
、

賀
茂
祭
に
関
連
し
て
、
斎
院
御
禊
、
摂
関
賀
茂
詣
等
、
人
々
の
関
心
が
向

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
託
宣
事
件
に
は
、
中
世
の
神
祇
信

仰
に
見
ら
れ
る
特
徴
が
多
く
見
ら
れ
る
。
相
通
夫
妻
の
行
っ
た
個
人
的
な

祭
祀
が
、
天
皇
に
よ
る
神
宮
祭
祀
の
本
質
を
侵
す
も
の
で
あ
り
、
神
宮
と

同
様
に
宝
殿
（
小
倉
）
を
造
立
し
た
こ
と
、
神
が
憑
り
つ
く
と
称
し
た
こ

と
、
そ
れ
が
斎
宮
の
お
わ
す
神
郡
内
で
行
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
夫
妻
で
、
と
い
う
点
に
は
、「
家
」
の
祭
祀
と
い
う
観
念
が
見
ら
れ
、

「
狐
を
祭
る
」
と
記
さ
れ
る
に
は
、
祇
園
、
稲
荷
社
の
よ
う
な
都
市
的
な

祭
礼
の
形
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
神
々
が
相
通
夫
妻
子

と
家
族
に
「
翔
憑
り
て
」
と
し
て
祭
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
御
杖
代
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は
荒
木
田
・
度
会
両
氏
族
の
宿
願
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

増
員
の
影
響
と
し
て
は
「
結
番
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
禰

宜
は
長
番
で
あ
っ
た
が
、
増
員
に
つ
れ
て
結
番
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
実
質
的
な
当
番
制
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
結
番
の
明
確
な
初
見
は

『
三
代
制
符
』
所
載
の
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
三
月
二
十
八
日
宣
旨
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
承
暦
符
」
の
存
在
が
示
さ
れ
て
お
り
、
結
番
の
発

生
を
承
暦
年
間
（
一
〇
七
七
―
一
〇
八
一
）
に
ま
で
遡
ら
せ
う
る
。
こ
の

時
期
は
寛
弘
三
年
に
両
宮
六
員
と
な
っ
て
七
十
年
後
、
保
延
元
年
に
七
員

と
な
る
ま
で
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
た
り
、
変
容
し
つ
つ
あ
っ
た
禰
宜
の
職
制

を
改
め
て
確
認
し
た
可
能
性
が
高
い
。
朝
廷
と
し
て
は
式
条
の
規
定
を
順

守
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
結
番
は
慣
習
化
し
て
い

っ
た
。

　

長
番
か
ら
分
番
に
な
り
職
務
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
、
文
化
的
側
面

に
そ
の
影
響
が
表
れ
て
く
る
。
禰
宜
の
和
歌
の
初
見
は
『
千
載
和
歌
集
』

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
『
御
裳
濯
和
歌
集
』
に
収
め

ら
れ
た
荒
木
田
隆
範
（
一
〇
七
七
―
一
一
三
八
）
の
詠
歌
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
伊
勢
に
お
け
る
文
芸
活
動
は
、
両
宮
の
員
数
が
六
員
と
な
っ
た

十
一
世
紀
を
分
岐
点
と
し
て
徐
々
に
活
発
化
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
増
員
か
ら
生
じ
た
当
番
制
と
文
化
活
動
の
広
が
り
は
、
の
ち
に
展
開

す
る
伊
勢
神
道
な
ど
の
知
的
営
為
を
可
能
に
し
て
い
く
。

中
世
祇
園
社
の
年
中
行
事 

│
│ 

神
仏
習
合
儀
礼
の
展
開 

│
│松

本　

昌
子

　

古
代
日
本
に
お
け
る
都
市
・
平
安
京
で
は
、
人
口
の
増
加
と
共
に
疫
病

と
い
う
災
害
に
対
す
る
問
題
が
甚
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
疫
病
に
対
し
て
公

　

禰
宜
は
神
宮
に
常
駐
す
る
神
職
の
中
で
の
上
首
と
し
て
、
日
常
の
祭
祀

お
よ
び
宮
務
を
管
掌
し
た
。
禰
宜
の
上
位
に
は
祭
主
や
宮
司
が
存
在
し
た

が
、
祭
主
は
朝
廷
に
勤
仕
す
る
神
祇
官
人
で
あ
り
、
宮
司
も
普
段
は
政
庁

に
い
て
、
神
宮
へ
は
三
節
祭
な
ど
の
限
ら
れ
た
機
会
に
参
向
す
る
の
み
で

あ
っ
た
。
年
中
神
事
の
大
半
は
禰
宜
以
下
の
在
地
神
職
に
よ
っ
て
斎
行
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
上
首
で
あ
る
禰
宜
の
増
員
は
神
宮
の
構
造
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

初
の
増
補
と
な
っ
た
外
宮
の
度
会
雅
風
は
、
禰
宜
加
任
以
前
に
「
禰
宜

代
」「
宣
旨
権
禰
宜
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
服
喪
な
ど
の
故
障

が
生
じ
た
時
に
禰
宜
の
職
掌
を
代
行
し
う
る
ポ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
、「
擬

禰
宜
」
な
ど
の
職
が
複
数
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
一
員
で

は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。『
延
喜
式
』
に
定
め

ら
れ
る
如
く
、
長
上
官
で
あ
る
禰
宜
は
原
則
と
し
て
毎
日
宿
直
し
た
が
、

特
に
外
宮
で
は
毎
朝
夕
の
大
御
饌
祭
が
あ
り
、
常
に
斎
戒
し
て
供
奉
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
外
宮
の
増
員
が
先
行
し
た
こ
と
に
は
こ
の
祭
祀
の

存
在
が
考
え
ら
れ
、
名
目
的
に
は
「
番
役
繁
多
」（『
中
右
記
』）
で
あ
る

こ
と
が
最
大
の
理
由
と
な
っ
た
。
承
平
・
天
慶
の
乱
に
よ
り
公
卿
（
勅

使
）
と
接
触
す
る
機
会
が
で
き
、
奉
賽
と
し
て
神
郡
・
神
戸
が
寄
進
さ
れ

た
こ
と
も
機
運
と
し
て
存
在
し
た
。

　

禰
宜
の
補
任
は
現
職
が
生
前
に
そ
の
職
を
譲
る
「
譲
補
」
が
基
本
で
あ

り
、
一
度
補
任
者
が
定
ま
る
と
他
家
の
補
任
機
会
は
著
し
く
制
限
さ
れ

た
。
ま
た
禰
宜
の
職
掌
に
精
通
し
た
重
代
家
で
あ
る
こ
と
も
条
件
と
さ
れ

た
の
で
、
傍
流
と
な
っ
た
中
絶
家
か
ら
の
補
任
は
さ
ら
に
困
難
と
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
現
職
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は
な
く
、
当
人
の
急
逝
な

ど
に
よ
り
他
家
に
禰
宜
職
が
移
る
危
惧
は
常
に
存
在
し
た
。
禰
宜
の
増
員
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る
。
こ
こ
に
、
山
門
の
支
配
下
に
入
っ
た
の
は
祇
園
社
の
中
の
本
堂
部
分

の
み
で
あ
り
、
祇
園
社
自
体
は
山
門
配
下
で
は
な
い
と
い
う
、
記
録
者
及

び
祇
園
社
側
の
主
張
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
祇
園
社
の
主
祭
神

は
『
二
十
二
社
註
式
』
に
よ
る
と
、
明
石
浦
か
ら
播
磨
国
広
峯
、
京
内
の

北
白
河
東
光
寺
を
経
て
、
元
慶
元
年
祇
園
社
感
神
院
に
鎮
座
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
牛
頭
天
王
で
あ
る
。
古
代
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
氏
神
を
中
心
と
す

る
氏
神
の
祭
祀
形
態
と
は
異
な
る
祭
神
で
あ
り
、
祇
園
社
は
こ
れ
ま
で
見

ら
れ
な
か
っ
た
祭
神
、
及
び
創
立
当
初
か
ら
神
仏
習
合
が
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
点
か
ら
も
特
殊
な
形
態
の
神
社
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

当
該
史
料
「
社
家
条
々
記
録
」
と
は
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
二
月
、

当
時
（
鎌
倉
末
期
、
後
醍
醐
天
皇
）
の
祇
園
社
務
執
行
晴
顕
が
書
い
た
も

の
で
あ
り
、
社
歴
、
勅
願
、
社
領
寄
進
、
そ
の
他
の
こ
と
を
記
す
社
伝
記

録
で
あ
る
。
貞
観
十
八
年
の
創
建
よ
り
、
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
の
後

三
条
天
皇
の
行
幸
を
契
機
と
し
て
、
年
中
行
事
と
そ
の
料
所
と
し
て
の
社

領
や
荘
園
が
増
加
す
る
過
程
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
中
行
事
と

し
て
仏
事
で
あ
る
法
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
こ
れ
は
延
暦
寺
別
院
で
あ

り
、
ま
た
山
門
強
訴
時
に
お
け
る
京
中
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
と
い
う
地

理
的
条
件
も
祇
園
社
の
特
殊
性
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
の
鳥
羽
院
に
よ
る
行
幸
と
宸
筆
般
若
経
の
奉

納
、
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
の
後
白
河
院
に
よ
る
祇
園
会
の
馬
上
役
差

定
な
ど
、
主
に
院
政
期
に
祇
園
社
に
お
け
る
年
中
行
事
と
そ
の
料
所
が
確

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
治
史
に
お
け
る
中
世
と
し
て
の
院
政
と
い
う

権
力
構
造
と
も
連
動
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
祇
園
社
と
は
、
創
建
当
初

よ
り
寺
院
勢
力
と
密
接
に
関
連
し
、
年
中
行
事
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
仏
事

で
あ
り
な
が
ら
も
「
神
社
」
で
あ
る
と
い
う
、
信
仰
の
多
元
化
を
表
出
す

的
に
は
律
令
や
延
喜
式
に
定
め
ら
れ
た
祭
祀
、
仏
教
儀
礼
な
ど
が
行
わ

れ
、
民
間
か
ら
は
『
日
本
三
代
実
録
』
に
「
此
非
朝
議
。
起
自
巷
説
」

「
此
事
非
公
家
之
定
。
都
人
蜂
起
勤
修
也
」
と
あ
る
よ
う
に
平
安
初
期
か

ら
中
期
に
か
け
て
都
市
民
の
提
唱
に
よ
っ
て
発
生
し
た
御
霊
会
が
神
泉
苑

で
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
象
は
宗
教
儀
礼
の
多
様
な
解
釈
か
ら
発
展
し
た
信

仰
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
御
霊
信
仰
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
な

る
。
貞
観
五
年
の
神
泉
苑
御
霊
会
に
お
い
て
は
、
疫
病
に
対
す
る
信
仰
が

顕
在
化
し
、
そ
れ
を
朝
廷
が
監
督
す
る
こ
と
で
一
種
の
公
的
要
素
の
あ
る

行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
百
数
年
後
、
貞
観
の
御

霊
会
の
行
事
性
を
受
け
継
い
だ
形
で
平
安
京
都
市
民
が
発
展
さ
せ
た
の
が

平
安
中
期
の
数
々
の
御
霊
会
で
あ
る
。
御
霊
会
は
都
市
で
あ
る
故
に
様
々

な
意
味
で
の
利
益
（
霊
験
）
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
た
信
仰
と
す

る
都
市
祭
礼
の
一
雛
形
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
御
霊
会
を
祇
園
祭
と
し
て
中
心
的
な
祭
祀
と
し
て
い
る
祇
園
社

（
現
八
坂
神
社
）
の
草
創
は
、
社
伝
に
よ
る
と
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）

南
都
僧
円
如
上
人
が
本
願
主
と
な
り
、
薬
師
や
千
手
な
ど
の
仏
像
を
安
置

す
る
仏
堂
が
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。『
貞
信
公
記
抄
』
延
喜
二
十
年
（
九

二
〇
）
閏
六
月
二
十
三
日
に
は
円
融
天
皇
の
疱
瘡
快
癒
の
報
賽
と
し
て
幣

帛
・
走
馬
を
祇
園
に
奉
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
神
社
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で

き
、
ま
た
病
気
に
関
す
る
利
益
を
求
め
る
信
仰
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。『
日
本
紀
略
』
天
延
二
年
（
九
七
五
）
五
月
七
日
、
祇
園

（
社
、
或
は
寺
）
が
天
台
別
院
と
し
て
山
門
延
暦
寺
の
管
轄
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
る
。
し
か
し
社
伝
「
社
家
条
々
記
録
」
に
お
い
て
は
天
延
二
年

（
九
七
五
）
三
月
十
七
日
に
宣
旨
が
下
り
、
祇
園
社
の
本
堂
部
分
が
宣
旨

に
よ
っ
て
山
門
別
院
、
延
暦
寺
別
院
寛
（
観
）
慶
寺
と
な
っ
た
と
し
て
い
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来
す
る
言
説
が
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
宗
教
者
・
教
団
に
よ
る
新
た
な

宗
教
活
動
は
世
俗
社
会
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
に
よ
り
成
立
し
た
が
、
教

団
そ
の
も
の
が
世
俗
化
・
貴
族
化
し
、
世
俗
的
な
権
威
も
院
・
天
皇
・
摂

関
家
な
ど
と
多
元
化
し
て
い
た
こ
と
が
、
宗
教
的
な
様
相
を
よ
り
複
雑
に

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
多
元
化
し
た
貴
族
社
会
の
要
請
に
よ
り
、
多
く

の
新
奇
な
密
教
図
像
（
仏
教
絵
画
）
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ

る
が
、
神
道
の
美
術
や
言
説
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

古
代
（
第
三
期
ま
で
）
に
お
け
る
朝
廷
の
求
心
性
は
強
く
、
二
十
二
社

制
度
の
形
成
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
神
社
の
特
殊
性
（
例
え
ば
石
清

水
・
祇
園
・
北
野
・
日
吉
な
ど
の
宮
寺
的
な
神
社
）
は
無
視
さ
れ
て
朝
廷

に
よ
る
神
事
形
態
（
奉
幣
・
行
幸
な
ど
）
が
統
一
的
に
当
て
は
め
ら
れ

た
。
造
形
面
で
の
蔵
王
権
現
像
の
全
国
的
な
展
開
は
、
修
験
に
よ
る
一
元

的
な
規
範
性
が
強
く
働
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
が
中
世
に
は
古

代
的
な
規
範
が
相
対
化
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
に
よ
る
神
信
仰
の
多
様

化
が
進
ん
だ
。
例
え
ば
、
藤
原
兼
実
の
『
玉
葉
』
に
は
、
摂
関
期
以
来
の

「
基
層
的
神
祇
信
仰
」
を
維
持
し
な
が
ら
も
、「
家
」
の
危
機
や
躍
進
に
つ

な
が
る
緊
張
感
の
中
で
新
た
な
信
仰
様
式
が
探
究
さ
れ
、
複
数
の
春
日
曼

荼
羅
が
制
作
・
崇
拝
さ
れ
た
り
、
伊
勢
と
春
日
を
一
体
化
し
た
信
仰
が
形

成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
春
日
曼
荼
羅
に
宮
・

本
地
・
垂
迹
・
名
号
・
影
向
な
ど
多
種
多
様
な
様
式
が
現
存
す
る
の
は
、

こ
の
時
代
に
新
た
に
起
こ
っ
た
「
上
層
的
・
表
層
的
神
祇
信
仰
」
が
林
立

す
る
「
家
」
と
南
都
寺
社
と
の
多
角
的
な
関
係
の
中
で
多
元
的
に
模
索
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
兼
実
の
伊
勢
・
春
日
信
仰
は
、
慈
円
に
よ
っ

て
九
条
家
独
特
の
「
二
神
約
諾
神
話
」
へ
と
発
展
し
た
。

　

分
立
し
た
権
威
と
分
散
化
し
た
信
仰
集
団
が
ゆ
る
や
か
な
規
範
性
に
よ

る
神
社
で
あ
る
。
中
世
の
年
中
行
事
を
通
し
て
、
院
政
期
を
画
期
と
し
、

朝
廷
の
信
仰
と
共
に
民
間
よ
り
起
こ
っ
た
御
霊
会
と
い
う
信
仰
形
態
を
も

保
ち
続
け
る
事
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
世
神
道
美
術
と
神
道
論
の
歴
史
的
位
置

三
橋　
　

正

　
「
神
道
」
の
成
立
を
段
階
的
に
分
析
す
る
と
、「
神
祇
令
」
制
定
（
第
一

段
階
）
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
祭
祀
形
態
と
神
観
念
の
確
立
（
第

二
段
階
）、
摂
関
期
に
お
け
る
民
俗
宗
教
化
（
第
三
段
階
）
を
経
て
、
院

政
期
（
第
四
段
階
）
で
神
社
に
対
す
る
個
人
的
な
信
仰
が
確
立
し
、
中
世

的
な
諸
現
象
が
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
院
政
期
に

は
、
貴
族
の
神
祇
信
仰
が
「
祭
―
奉
幣
型
」
か
ら
「
神
社
―
参
詣
型
」
へ

と
変
化
し
、
年
始
物
詣
・
百
度
詣
な
ど
が
定
着
し
て
「
神
社
信
仰
」
が
成

立
し
た
だ
け
で
な
く
、
京
都
近
郊
の
有
力
大
社
で
「
祭
神
主
」
か
ら
「
神

社
神
主
」
へ
と
神
職
制
度
も
変
化
し
、
神
社
は
常
に
信
者
を
受
け
入
れ
る

宗
教
組
織
と
な
り
、『
諸
社
禁
忌
』
の
成
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
朝
廷

以
上
に
「
神
道
」
を
主
導
す
る
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
以
上
、
拙
著

『
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
』『
日
本
古
代
神
祇
制
度
の
形
成
と
展

開
』
参
照
）。

　

神
道
で
も
日
本
中
世
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
多
様
性
（
多
元
化
）
が
展

開
し
、
新
奇
な
神
道
美
術
や
神
道
論
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
こ

に
は
緩
や
か
な
求
心
性
が
あ
り
、
両
者
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
あ
っ
た
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
。
神
道
に
は
教
義
的
・
偶
像
的
な
意
義
付
け
が
希
薄
で

あ
っ
た
た
め
、
求
心
に
最
も
重
視
さ
れ
た
要
素
は
朝
廷
（
天
皇
）
お
よ
び

そ
の
歴
史
（
系
譜
）
と
の
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
中
世
で
日
本
紀
に
由
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な
理
論
が
明
確
化
す
る
院
政
期
以
降
の
展
開
を
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
宗
教
は
明
確
な
教
理
や
言
語
に
よ
る
説
明
が
な
く
て
も
成
立
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
神
社
に
対
す
る
一
定
の
形
式
に
よ
る
信
仰
の
形

成
が
、
古
代
（
平
安
時
代
以
前
）
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
中
世

成
立
説
の
最
大
の
問
題
点
は
、
中
世
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ

て
、
古
代
に
対
す
る
不
充
分
な
理
解
に
基
づ
い
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
か
ら
の
神
道
史
研
究
の
大
き
な
課
題
は
古
代

か
ら
中
世
へ
の
変
化
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
パ
ネ
ル
で

は
、
古
代
に
お
い
て
神
道
の
成
立
に
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

朝
廷
と
神
社
の
関
係
、
有
力
神
社
に
お
け
る
組
織
の
変
質
、
神
仏
習
合
の

展
開
、
神
道
美
術
・
神
道
説
の
発
生
な
ど
、
神
道
の
中
世
的
展
開
に
つ
い

て
の
最
新
の
成
果
を
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
神
道
の
宗
教
的
特
性
を
抽
出
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

次
に
パ
ネ
ル
発
表
に
お
け
る
各
人
の
発
表
を
総
合
し
て
ま
と
め
て
み
た

い
。
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
は
、
本
来
限
ら
れ
た
少
数
の
禰
宜
に
よ
り
日
常

的
な
神
事
奉
仕
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
次
第
に
増
員
が
な
さ
れ
、
増
員
を

支
え
る
神
領
の
加
増
も
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
十
一
世
紀
よ
り

禰
宜
の
奉
仕
形
態
も
結
番
制
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
組
織
的
・

経
済
的
基
盤
の
拡
大
は
、
公
卿
勅
使
の
貴
族
と
の
接
触
交
流
と
相
ま
っ

て
、
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
文
芸
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
そ
う
し
た
潮
流
の

中
か
ら
伊
勢
神
道
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
見
通
し
が
得
ら
れ
た
。

　

ま
た
十
一
世
紀
に
は
斎
宮
官
人
に
よ
る
私
的
宗
教
活
動
や
突
発
的
な
斎

王
の
託
宣
な
ど
の
事
件
が
起
こ
り
、
国
家
的
祭
祀
の
場
と
い
う
原
則
が
揺

ら
ぎ
は
じ
め
、
そ
れ
と
と
も
に
神
人
の
嗷
訴
や
託
宣
が
頻
発
し
て
い
く
。

伊
勢
神
宮
が
次
第
に
経
済
的
に
自
立
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
伝
統
的
な

り
自
由
な
信
仰
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
で
、
爆
発
的
・
単
発
的
な
信
仰
表
現

を
多
数
生
み
出
し
た
。
図
像
に
せ
よ
言
説
に
せ
よ
当
初
（
中
世
前
期
）
は

決
し
て
責
任
も
権
威
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
世
後
期
（
元
寇

以
降
）
の
宗
教
世
界
に
お
け
る
朝
廷
権
威
の
見
直
し
が
進
む
中
で
、
意
義

付
け
が
な
さ
れ
た
。
も
と
は
修
験
の
手
控
え
や
単
発
的
な
修
行
経
験
の
書

き
置
き
の
寄
せ
集
め
で
あ
っ
た
『
麗
気
記
』
が
麗
気
灌
頂
で
本
尊
と
さ
れ

た
の
も
、
二
条
家
に
よ
る
「
二
神
約
諾
神
話
」
の
取
り
込
み
や
即
位
灌
頂

の
確
立
も
、
中
世
前
期
に
起
こ
っ
た
新
奇
な
図
像
や
言
説
が
、
時
間
の
経

過
と
朝
廷
に
よ
る
権
威
化
で
、
新
た
な
地
位
を
獲
得
し
た
結
果
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
古
代
と
違
い
、
朝
廷
の
規
範
に
当
て
は
め
る
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
中
世
前
期
の
多
様
性
（
新
奇
性
）
を
維
持

し
な
が
ら
分
散
的
・
多
元
的
な
宗
教
権
威
の
ご
く
一
部
を
維
持
し
た
に
過

ぎ
な
い
。
中
世
後
期
に
回
復
し
た
か
に
見
ら
れ
る
求
心
性
に
も
中
世
的
特

質
が
見
出
せ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

佐
藤　

眞
人

　

神
道
の
成
立
の
画
期
に
は
諸
説
あ
る
が
、
近
年
で
は
黒
田
俊
雄
の
提
唱

す
る
神
道
が
中
世
に
成
立
し
た
と
す
る
説
が
内
外
の
研
究
者
に
よ
っ
て
受

容
・
展
開
さ
れ
、
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
地
垂
迹
説
に

よ
っ
て
神
が
仏
菩
薩
の
化
現
と
位
置
付
け
ら
れ
、
仏
教
に
包
含
さ
れ
た
形

で
神
道
が
存
在
し
て
お
り
、
神
道
と
い
う
宗
教
は
仏
教
の
一
部
門
に
過
ぎ

な
か
っ
た
と
す
る
。

　

黒
田
説
は
教
理
・
思
想
の
確
立
を
も
っ
て
、
神
道
の
成
立
と
す
る
。
確

か
に
思
想
面
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
、
神
道
説
と
呼
べ
る
よ
う
な
独
自
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「
無
縁
社
会
」
に
お
け
る
宗
教
の
可
能
性
に
つ
い
て

│
│ 

釜
ヶ
崎
の
事
例
か
ら 

│
│

代
表
者　

宮
本
要
太
郎

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

稲
場　

圭
信

司
会　

渡
辺　

順
一

釜
ヶ
崎
の
地
域
史
に
お
け
る
宗
教
の
位
置
づ
け

白
波
瀬
達
也

　

本
発
表
は
釜
ヶ
崎
に
お
け
る
宗
教
の
展
開
を
、
地
域
の
史
的
変
化
の
文

脈
か
ら
読
み
解
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
釜
ヶ
崎
は
大
阪
市
西
成
区
の

北
東
部
に
位
置
す
る
人
口
密
集
地
域
で
、
明
治
時
代
か
ら
貧
困
問
題
が
継

続
的
に
見
ら
れ
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
は
、
行
政
に
よ
る
対
策
地
域
と

し
て
「
あ
い
り
ん
地
域
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
期
に
お

け
る
労
働
力
需
要
の
急
激
に
高
ま
り
に
伴
っ
て
、
釜
ヶ
崎
に
は
全
国
か
ら

多
く
の
単
身
男
性
労
働
者
が
集
ま
っ
て
き
た
。
一
方
、
一
九
六
〇
年
代
後

半
に
は
、
大
阪
市
が
ス
ラ
ム
対
策
と
し
て
家
族
世
帯
を
積
極
的
に
他
地
域

の
公
営
住
宅
等
へ
入
居
さ
せ
る
こ
と
で
、
釜
ヶ
崎
に
単
身
労
働
者
の
街
と

化
し
て
い
っ
た
。

　

釜
ヶ
崎
で
は
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
労
働
力
を
再
生
産
さ
せ
る
た
め
の

地
域
特
有
の
シ
ス
テ
ム
＝
あ
い
り
ん
体
制
が
確
立
さ
れ
、
バ
ブ
ル
経
済
期

ま
で
日
本
最
大
の
日
雇
労
働
市
場
と
し
て
活
況
を
呈
し
て
き
た
。
し
か

し
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
、
釜
ヶ
崎
の
求
人
機
能
が
弱
体
化
し
、
多
く

の
日
雇
労
働
者
が
野
宿
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
危
機
的
な
事
態
が
し
ば
ら
く
続
い
た
後
、
釜
ヶ
崎
で
は
二
〇
〇
三

国
家
の
統
制
の
枠
を
脱
し
た
多
様
な
信
仰
形
態
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ

た
。
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
は
十
一
世
紀
の
時
代
が
中
世
へ
の
転
換
の
時
期

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
伊
勢
神
宮
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
事
象
は
、
こ
の

時
代
の
神
社
へ
の
個
人
的
信
仰
の
形
成
や
、
神
職
制
度
の
確
立
と
も
関
連

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

祇
園
社
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
貞
観
年
間
に
史
料
に
見
え
て
く
る
御
霊
会

と
い
う
神
仏
習
合
儀
礼
を
源
流
と
し
て
お
り
、
も
と
も
と
平
安
京
の
都
市

民
に
よ
り
国
家
の
公
的
祭
祀
の
枠
外
に
お
い
て
発
生
し
た
。
寺
院
で
も
あ

り
神
社
で
も
あ
る
宮
寺
と
い
う
新
し
い
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
や
が
て
延

暦
寺
の
組
織
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
が
、
決
し
て
そ
れ
に
よ
り
仏
寺

化
す
る
の
で
は
な
く
、
神
社
と
し
て
の
性
格
も
保
持
し
続
け
た
。
院
政
期

の
前
後
に
お
い
て
こ
う
し
た
民
間
信
仰
に
由
来
す
る
神
社
が
、
二
十
二
社

へ
の
列
格
を
は
じ
め
、
公
祭
化
や
神
社
行
幸
に
よ
っ
て
国
家
の
祭
祀
体
系

の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
神
祇
信
仰
の
体
系
が
多
様
な
信
仰
を
内
包
す
る
形
で
再
編
成
さ
れ
て
い

っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
伊
勢
神
宮
・
祇
園
社
の
歴
史
的
展
開
の
あ
り
方
は
、
垂
迹
曼

荼
羅
な
ど
の
新
し
い
神
道
美
術
様
式
や
「
二
神
約
諾
神
話
」「
即
位
灌
頂
」

な
ど
の
発
生
に
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
宗
教
の
多

元
化
・
多
様
化
の
具
体
的
あ
り
方
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う

し
た
多
様
な
信
仰
形
態
・
信
仰
表
現
は
、
最
終
的
に
中
世
後
期
に
朝
廷
に

よ
る
権
威
化
に
よ
っ
て
地
位
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
見

通
し
を
も
と
に
今
後
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。



　　136

『宗教研究』87巻別冊（2014年） パネル

た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

一
方
、
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
が
深
刻
化
し
た
一
九
九
〇
年
代
の
後
半
以
降

は
釜
ヶ
崎
キ
リ
ス
ト
教
協
友
会
と
は
異
な
る
ス
タ
ン
ス
で
キ
リ
ス
ト
教
へ

の
入
信
を
重
視
す
る
複
数
の
教
会
・
団
体
が
支
援
活
動
を
開
始
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
一
九
九
〇
年
代

以
降
に
韓
国
か
ら
信
者
開
拓
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
で
あ
る
。

　

近
年
、
釜
ヶ
崎
に
暮
ら
す
人
々
が
高
齢
化
し
、
生
活
保
護
受
給
者
が
増

加
す
る
な
か
で
葬
送
に
関
す
る
支
援
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
支

援
の
現
場
で
は
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
仏
教
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
大
き
い
。
仏
教

の
場
合
、
教
団
レ
ベ
ル
で
釜
ヶ
崎
に
関
与
す
る
傾
向
は
み
ら
れ
ず
、
浄
土

真
宗
と
浄
土
宗
の
二
人
の
僧
侶
が
個
人
的
な
レ
ベ
ル
で
釜
ヶ
崎
に
関
わ
っ

て
い
る
。
彼
ら
は
既
存
の
支
援
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
葬
儀
の
執
行
、

盆
や
彼
岸
の
法
要
な
ど
を
実
施
し
、
血
縁
関
係
が
乏
し
い
単
身
高
齢
男
性

の
死
と
対
峙
し
て
い
る
。

釜
ヶ
崎
に
お
け
る
韓
国
系
キ
リ
ス
ト
教
会
の
支
援
活
動

中
西　

尋
子

　

釜
ヶ
崎
に
お
け
る
韓
国
系
キ
リ
ス
ト
教
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
す
で
に

白
波
瀬
に
よ
る
研
究
が
あ
る
﹇
白
波
瀬
二
〇
〇
七
ａ
、
二
〇
〇
七
ｂ
、
二

〇
一
三
﹈。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
韓
国
系
キ
リ
ス
ト
教
会
は
「
宗
教
的
に
空

洞
化
状
態
に
あ
る
釜
ヶ
崎
を
、
リ
バ
イ
バ
ル
の
可
能
性
を
秘
め
た
地
と
し

て
認
知
」
し
、
韓
国
人
牧
師
た
ち
は
「
ホ
ー
ム
レ
ス
伝
道
を
ま
さ
に
聖
書

に
記
さ
れ
て
い
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
実
践
に
倣
う
も
の
と
し
て
積
極

的
な
意
味
付
与
を
行
い
、
更
に
は
『
野
宿
』
と
い
う
状
態
に
リ
バ
イ
バ
ル

年
頃
か
ら
住
所
不
定
者
へ
の
生
活
保
護
の
適
用
が
進
み
、
居
住
の
安
定
化

が
進
ん
だ
。
以
上
が
釜
ヶ
崎
の
戦
後
の
釜
ヶ
崎
の
史
的
展
開
で
あ
る
。

　

釜
ヶ
崎
は
社
会
的
に
不
利
な
立
場
の
人
々
が
歴
史
的
に
滞
留
・
集
住

し
、
そ
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
が
極
端
に
可
視
化
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
背

景
を
異
に
す
る
様
々
な
ア
ク
タ
ー
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
て
き

た
。
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
に
、
宗
教
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
あ

る
。
古
く
は
一
九
二
〇
年
に
浄
土
宗
仏
教
徒
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
設
立

し
た
仏
教
系
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
「
四
恩
学
園
」、
一
九
三
三
年
に
カ
ト
リ

ッ
ク
の
修
道
会
の
愛
徳
姉
妹
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
聖
心
セ
ッ
ツ
ル

メ
ン
ト
」
の
実
践
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
宗
教
を
ベ
ー
ス
に
し

た
実
践
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
大
き
く
な
る
の
は
、
単
身
世
帯
化
が
進
ん
だ
高

度
経
済
成
長
期
以
降
で
あ
る
。
釜
ヶ
崎
に
お
け
る
一
連
の
公
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
一
見
、
同
地
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
支
え
る
包
括
的
な

シ
ス
テ
ム
の
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
「
制
度
の
隙
間
」
が
数
多
く
存
在
し

た
。
と
り
わ
け
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
日
雇
労
働

者
の
安
定
的
供
給
を
主
眼
に
し
た
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
た
た
め
、
釜
ヶ

崎
に
暮
ら
す
女
性
や
児
童
、
労
働
力
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
な
傷
病
者

や
高
齢
者
た
ち
は
、
公
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
零
れ
落
ち
や
す
い

存
在
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
対
し
、
積
極
的
な
支
援
を
講
じ
て
い
っ
た
の

が
、
宗
教
者
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
も
っ
た
聖
職
者
・
信
者

た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
九
七
〇
年
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
「
釜
ヶ
崎

協
友
会
」（
一
九
七
五
年
に
釜
ヶ
崎
キ
リ
ス
ト
教
協
友
会
に
改
称
）
を
結

成
し
、
直
接
的
な
援
助
活
動
を
お
こ
な
う
一
方
で
、
権
利
擁
護
に
関
わ
る

活
動
も
積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
を
ベ
ー
ス
に

し
た
福
祉
事
業
・
社
会
運
動
は
布
教
活
動
と
切
り
離
し
て
実
践
さ
れ
て
い
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存
在
に
気
づ
き
、
集
会
を
し
て
食
べ
物
を
配
る
と
い
う
形
で
ホ
ー
ム
レ
ス

伝
道
を
始
め
た
。
や
は
り
一
時
期
、
Ｂ
牧
師
は
「
貧
し
い
、
貧
乏
く
さ
い

仕
事
を
い
つ
ま
で
や
る
ん
や
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
や
め
る
こ
と
も
考
え

た
が
、
ホ
ー
ム
レ
ス
で
あ
り
な
が
ら
明
る
く
笑
い
な
が
ら
生
き
る
一
人
の

ホ
ー
ム
レ
ス
の
高
齢
者
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
意
識
が
変
わ
っ
た
。
悔
い

改
め
た
と
こ
ろ
、
支
援
者
が
現
れ
、
ホ
ー
ム
レ
ス
伝
道
に
つ
い
て
の
講
演

を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
Ｂ
牧
師
の
ホ
ー
ム
レ

ス
伝
道
の
活
動
は
多
く
の
支
援
に
支
え
ら
れ
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

韓
国
人
の
牧
師
が
な
ぜ
ホ
ー
ム
レ
ス
伝
道
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。
も
っ
と
も
単
純
な
答
え
を
探
せ
ば
、
①
彼
ら
は
ホ
ー
ム
レ
ス
が
急
増

し
た
時
期
に
西
成
と
そ
の
近
辺
を
生
活
圏
に
し
た
こ
と
で
ホ
ー
ム
レ
ス
に

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
、
②
そ
し
て
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
ホ
ー
ム
レ

ス
の
お
か
れ
た
状
況
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ホ
ー
ム
レ
ス
伝
道
を

使
命
と
し
て
忠
実
に
実
践
し
始
め
た
、
で
あ
る
。

　

他
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
韓
国
人
だ
っ
た

と
い
う
点
で
あ
る
。
日
韓
関
係
の
不
幸
な
歴
史
は
あ
っ
て
も
、
民
族
主
義

的
な
在
日
大
韓
基
督
教
会
と
は
異
な
り
、
最
初
か
ら
普
遍
主
義
的
な
キ
リ

ス
ト
教
と
し
て
の
宣
教
活
動
を
展
開
で
き
た
。
ま
た
日
本
宣
教
が
難
し
い

理
由
と
し
て
韓
国
人
の
牧
師
が
し
ば
し
ば
口
に
す
る
の
は
日
本
人
の
偶
像

崇
拝
で
あ
る
。
初
詣
に
行
き
、
先
祖
を
祀
る
と
い
う
地
縁
・
血
縁
に
つ
な

が
る
宗
教
行
動
だ
が
、
ホ
ー
ム
レ
ス
は
こ
れ
か
ら
切
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
ホ
ー
ム
レ
ス
は
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
や
す
い
と
彼
ら
は
考
え
て
い

る
。
Ａ
牧
師
、
Ｂ
牧
師
の
ホ
ー
ム
レ
ス
伝
道
は
、
彼
ら
が
韓
国
人
の
ニ
ュ

ー
カ
マ
ー
で
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

の
可
能
性
を
み
た
」﹇
白
波
瀬
二
〇
〇
七
ａ
：
四
一
―
四
二
﹈。
こ
の
指
摘

は
そ
の
と
お
り
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
事
例
と
す
る
Ａ
牧
師
、
Ｂ

牧
師
に
つ
い
て
も
白
波
瀬
が
す
で
に
言
及
し
て
い
る
﹇
白
波
瀬
二
〇
一

三
﹈。
同
じ
対
象
者
を
扱
い
な
が
ら
も
、
韓
国
人
牧
師
に
よ
る
ホ
ー
ム
レ

ス
伝
道
を
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
宣
教
と
い
う
文
脈
に
お
き
、
な
ぜ
彼

ら
が
ホ
ー
ム
レ
ス
伝
道
に
関
わ
り
、
そ
こ
に
意
義
を
見
い
だ
す
よ
う
に
な

っ
た
の
か
を
彼
ら
の
語
り
を
と
お
し
て
み
て
い
く
。

　

事
例
と
す
る
二
人
の
韓
国
人
牧
師
は
い
ず
れ
も
一
九
九
〇
年
代
に
来
日

し
た
。
一
九
九
〇
年
代
は
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
が
海
外
宣
教
の
一
環
と
し

て
日
本
宣
教
を
活
発
化
し
、
来
日
す
る
宣
教
師
は
増
加
の
一
途
だ
っ
た
。

二
人
の
来
日
も
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
り
、
彼
ら
が
来
日
し
た
一
九
九
六
―

一
九
九
八
年
頃
は
釜
ヶ
崎
で
ホ
ー
ム
レ
ス
が
急
増
し
た
時
期
で
も
あ
っ

た
。

　

大
阪
瑞
光
教
会
の
Ａ
牧
師
の
ホ
ー
ム
レ
ス
と
の
出
会
い
は
、
釜
ヶ
崎
に

あ
る
保
育
園
に
子
ど
も
を
送
り
迎
え
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ホ

ー
ム
レ
ス
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
こ
の
人
た
ち
の
た
め
に
集
会
が
で
き

な
い
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
西
成
市
民
館
で
週

一
回
、
集
会
を
始
め
た
。
集
会
の
後
に
は
食
べ
物
を
配
っ
た
。

　

一
時
は
や
め
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
続
け
た
理
由
は
「
貧
し
い
人
、
悩

ん
で
い
る
人
、
困
っ
て
い
る
人
、
そ
う
い
う
人
の
た
め
に
教
会
と
し
て
何

か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
教
会
存
在
の
意
味
が
そ
こ
に
あ
る
」
と
い
う

考
え
か
ら
だ
っ
た
。

　

浪
速
教
会
・
愛
の
家
の
Ｂ
牧
師
が
最
初
に
伝
道
対
象
に
し
た
の
は
オ
ー

バ
ー
ス
テ
イ
で
日
雇
い
を
す
る
韓
国
人
労
働
者
だ
っ
た
。
活
動
を
続
け
る

な
か
で
同
胞
労
働
者
よ
り
も
大
変
な
状
況
に
あ
る
日
本
人
ホ
ー
ム
レ
ス
の
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ひ
の
き
し
ん
」
の
活
動
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
活
動
は
、
と
く
に
大

阪
市
民
生
局
か
ら
の
依
頼
が
あ
り
、
年
末
に
各
地
か
ら
釜
ヶ
崎
に
帰
っ
て

き
た
労
働
者
た
ち
の
た
め
に
、
市
内
の
臨
時
宿
泊
施
設
に
お
い
て
、
一
週

間
に
わ
た
り
食
事
や
入
浴
な
ど
の
世
話
取
り
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当

時
は
、
教
区
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
釜
ヶ
崎
の
こ
と
や
労
働
者
の
状
況
を
知

ら
ず
、
そ
の
中
で
、
い
き
な
り
泊
ま
り
込
み
で
の
世
話
取
り
を
行
う
の

は
、
か
な
り
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
地
域
社
会
へ
の
新
し
い
ケ
ー
ス
と

し
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
活
動
は
、
一
回
き
り
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

釜
ヶ
崎
の
あ
る
西
成
区
の
天
理
教
は
、
か
つ
て
は
三
十
八
カ
所
の
教
会

が
あ
っ
た
が
、
今
で
は
二
十
五
カ
所
に
な
っ
て
い
る
。
長
年
、
西
成
支
部

長
を
つ
と
め
て
き
た
Ｋ
氏
は
、
釜
ヶ
崎
で
の
天
理
教
の
関
わ
り
の
困
難
さ

を
述
べ
な
が
ら
も
、
神
様
が
自
分
と
い
う
お
た
す
け
人
を
西
成
の
地
に
置

い
て
い
る
と
自
ら
の
使
命
感
を
語
っ
て
い
る
。
釜
ヶ
崎
の
天
理
教
の
教
会

は
、
釜
ヶ
崎
が
労
働
者
の
街
に
な
る
以
前
か
ら
当
地
で
続
い
て
き
た
萩
野

分
教
会
一
カ
所
だ
け
で
あ
る
。
同
分
教
会
の
信
者
層
は
従
来
か
ら
の
旧
住

民
・
自
営
業
者
が
中
心
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
労
働
者
で
信
者
に
な
る
人
も
い

る
。
こ
の
半
世
紀
を
超
え
る
街
の
変
貌
に
は
と
ま
ど
い
を
隠
せ
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
お
た
す
け
の
精
神
に
は
な
ん
ら
変
わ
り
は
な
い
と
、
Ｈ
会

長
は
語
っ
た
。
現
在
、
釜
ヶ
崎
で
は
、
い
わ
ゆ
る
支
援
活
動
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
単
独
の
布
教
伝
道
の
活
動
を
し
て
い
る
青
年
布
教
師
Ｎ
氏
が
い

る
。
Ｎ
氏
は
、
社
会
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
釜
ヶ
崎
に
、

自
ら
体
当
た
り
で
文
字
通
り
の
「
野
宿
布
教
」
を
九
カ
月
行
っ
た
。
冬
の

寒
い
時
期
、
空
腹
で
夜
寝
ら
れ
な
い
時
、
教
祖
は
今
な
お
存
命
で
自
分
と

一
緒
に
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
思
い
至
り
、
釜
ヶ
崎
の
体
験
を
つ

う
じ
て
自
分
の
信
仰
が
変
わ
っ
た
と
語
っ
た
。

釜
ヶ
崎
に
お
け
る
天
理
教
の
活
動 

│
│ 

そ
の
歴
史
と
現
在 

│
│金

子　
　

昭

　

釜
ヶ
崎
に
お
け
る
天
理
教
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
材
や
調

査
、
研
究
が
全
く
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
天
理
教
と
し

て
は
現
在
、
実
質
的
に
は
い
わ
ゆ
る
支
援
活
動
と
い
う
形
で
は
と
く
に
活

動
を
行
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
理
教
大
阪
教
区
と
し
て

は
釜
ヶ
崎
地
区
を
含
む
西
成
支
部
が
あ
り
、
ま
た
釜
ヶ
崎
に
は
天
理
教
の

分
教
会
も
あ
り
、
現
在
も
釜
ヶ
崎
を
布
教
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
青
年
布

教
師
が
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
釜
ヶ
崎
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
関
わ
る
三
名
の
天
理
教
関

係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
じ
て
、
天
理
教
の
釜
ヶ
崎
へ
の
関
わ
り
の

歴
史
と
現
在
に
つ
い
て
報
告
し
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
話

を
伺
っ
た
三
名
か
ら
は
、
お
の
ず
と
釜
ヶ
崎
と
い
う
街
そ
れ
自
体
の
歴

史
、
ま
た
こ
の
街
に
関
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
も
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
の
各
人
各
様
な
関
わ
り
の
特
徴
や
共
通
項
を
明

ら
か
に
し
つ
つ
、
宗
教
者
の
社
会
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

　

天
理
教
の
救
済
（
お
た
す
け
）
の
一
つ
の
特
徴
は
、
基
本
的
に
は
個
人

を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
教
区
・
支
部
な
ど
で
社
会
を

対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
の
は
、
救
済
（
お
た
す
け
）
と
い
う
よ
り
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
な
支
援
（
ひ
の
き
し
ん
）
に
該
当
す
る
。
三
名
の
証
言
も
、

そ
の
比
重
は
心
魂
の
レ
ベ
ル
で
の
「
お
た
す
け
」
の
方
に
よ
り
強
く
置
か

れ
て
い
る
。

　

天
理
教
が
大
阪
教
区
と
し
て
釜
ヶ
崎
支
援
を
行
っ
た
の
は
、
同
教
区
の

壮
年
部
が
昭
和
五
十
年
一
月
初
め
の
臨
時
宿
泊
所
に
お
け
る
「
世
話
取
り
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動
は
、
既
存
の
縁
を
「
越
境
」
す
る
こ
と
で
新
た
な
「
縁
」
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
発
表
者
は
、
方
法
論
と
し
て
、「
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ

ー
」
に
注
目
し
た
。
宗
教
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
ら
の
体
験
を
語
っ

て
く
れ
た
が
、
厳
密
に
言
え
ば
そ
れ
は
、
彼
ら
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
た
生

と
し
て
の
「
体
験
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
語
ら
れ
た
時
点
で
そ
の
体
験

は
、
語
り
手
に
よ
る
選
択
や
他
の
体
験
と
の
関
連
付
け
な
ど
に
よ
っ
て
、

そ
の
つ
ど
意
味
づ
け
さ
れ
て
お
り
、
解
釈
を
経
た
「
体
験
」、
す
な
わ
ち

「
経
験
」
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
「
経
験
」
を
語
る
か
に
、
そ
の

語
り
手
が
、
現
時
点
（
語
り
の
時
点
）
で
自
ら
の
「
体
験
」
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
か
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

過
去
に
お
い
て
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
に
つ
い
て
語
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
自
己
を
物
語
る
こ
と
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ヴ
な
行
為
で
あ
る
。
現
在
の
語

り
手
は
、
過
去
の
自
己
と
現
在
の
自
己
と
を
往
復
し
な
が
ら
反
省
的
に
語

る
こ
と
で
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
す
る
。
自
己
を
反
省
的
に

語
る
と
い
う
行
為
に
お
い
て
語
ら
れ
る
の
は
、
単
に
「
何
を
し
た
か
」

「
ど
ん
な
体
験
だ
っ
た
か
」
だ
け
で
は
な
い
。
過
去
に
お
い
て
「
何
を
し

た
か
っ
た
か
」
を
語
り
、
未
来
に
向
け
て
「
何
を
し
た
い
か
」
も
ま
た
語

ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
過
去
の
自
己
」
と
「
現
在
の
自
己
」、
そ
し
て
「
未

来
の
自
己
」
を
通
じ
て
一
貫
性
を
打
ち
立
て
る
こ
と
で
、
自
己
の
物
語
世

界
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

語
ら
れ
る
内
容
は
、
個
人
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
宗

教
者
が
属
し
て
い
る
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー

（
教
義
な
ど
）
や
、
社
会
全
体
に
通
用
し
て
い
る
マ
ス
タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ

ヴ
（
例
え
ば
世
間
の
常
識
）
が
重
層
的
に
語
ら
れ
る
。
時
に
は
パ
ー
ソ
ナ

　

天
理
教
は
、
そ
の
土
地
に
住
居
を
構
え
、
教
会
・
布
教
所
と
し
て
の
家

族
形
成
を
し
て
い
る
定
住
型
宗
教
で
あ
る
。
釜
ヶ
崎
は
、
全
国
各
地
方
か

ら
出
稼
ぎ
に
集
ま
っ
て
き
て
、
い
わ
ば
そ
の
ま
ま
「
根
無
し
草
」
的
に
住

ま
う
単
身
の
男
性
労
働
者
た
ち
の
街
に
な
っ
て
お
り
、
親
子
・
夫
婦
の
家

族
関
係
を
基
調
と
す
る
天
理
教
の
信
仰
形
態
と
は
接
点
を
結
び
に
く
い
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
天
理
教
は
信
仰
縁
を
通
じ
た
つ
な
が
り
と
深
化

を
育
む
救
済
宗
教
の
性
格
を
有
す
る
。
天
理
教
に
限
ら
ず
、
新
宗
教
の
多

く
は
そ
う
し
た
信
仰
縁
を
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
相
互
に
支
え
合
い
、
ま
た

新
た
に
結
び
付
け
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
う
し
た
「
支

縁
」
の
あ
り
よ
う
が
釜
ヶ
崎
で
今
後
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
が
注
目
さ
れ

る
。

「
無
縁
社
会
」
と
宗
教
者
の
接
点
と
し
て
の

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て

宮
本
要
太
郎

　

釜
ヶ
崎
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
の
多
く
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
故

郷
や
家
族
・
親
族
と
縁
を
絶
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
こ
の
ま
ち
で

は
、
社
会
の
周
縁
や
底
辺
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
連
帯
が
感
じ
ら
れ
る
。
同

じ
境
遇
や
苦
難
に
あ
え
い
で
い
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
関
係
性
で
あ
る
。

発
表
者
は
、
そ
の
関
係
性
を
実
体
化
す
る
可
能
性
を
宗
教
が
有
し
て
い
る

と
考
え
た
。
既
存
の
縁
や
絆
が
弱
体
化
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
そ
れ
ら
を

「
越
境
」
し
て
新
た
な
人
間
の
関
係
性
（
縁
）
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

「
無
縁
社
会
」
と
は
、
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
、
他
人
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
に
く
い
社
会
で
も
あ
る
が
、
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
・
困
っ
て
い
る

人
た
ち
に
対
し
て
無
条
件
に
連
帯
し
て
い
こ
う
と
す
る
宗
教
者
た
ち
の
活
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パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

宮
本
要
太
郎

　

本
パ
ネ
ル
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
科
研
研
究
「
無
縁
社
会
に
お
け
る
宗

教
の
可
能
性
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
代
表
者
：
宮
本
要
太
郎
）
に
従
事

し
て
き
た
。
こ
の
研
究
の
主
た
る
目
的
は
、
宗
教
者
に
よ
る
社
会
活
動
の

実
態
を
把
握
し
、
そ
の
動
機
や
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の

活
動
に
参
画
し
て
い
る
人
び
と
が
抱
え
て
い
る
デ
ィ
レ
ン
マ
と
、
そ
れ
ら

を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
き
た
か
を
跡
付
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
宗
教
者

た
ち
を
個
別
に
取
り
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
宗
教
者
た
ち
の
間

の
、
さ
ら
に
宗
教
者
以
外
の
団
体
や
地
域
住
民
な
ど
の
間
の
、
信
頼
関
係

に
基
づ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
主
に
釜
ヶ
崎
を
中
心
に
、
平
安
な
生
活
か
ら
疎
外
さ
れ
た
人
び
と

に
寄
り
添
い
、
連
帯
し
、
共
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
宗
教
者
た
ち
の
活
動

の
実
態
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
に
お
け
る

信
仰
と
社
会
活
動
の
有
機
的
連
関
を
描
き
出
そ
う
と
努
め
て
き
た
。

　

釜
ヶ
崎
に
は
、
職
だ
け
で
な
く
、
住
居
も
健
康
も
、
そ
し
て
家
族
と
の

絆
も
失
っ
た
人
び
と
が
集
ま
っ
て
「
無
縁
社
会
」
を
構
成
し
て
い
る
。
こ

こ
は
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
宗
教
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

を
有
す
る
人
び
と
が
貧
困
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
場
所
で
も
あ

る
。
し
た
が
っ
て
釜
ヶ
崎
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
地
域
と
宗
教
と
の
関

係
を
通
時
的
・
共
時
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
社
会
に
お

け
る
宗
教
の
社
会
貢
献
の
可
能
性
を
探
る
上
で
、
重
要
な
ケ
ー
ス
・
ス
タ

デ
ィ
ー
と
な
る
。

　

釜
ヶ
崎
を
は
じ
め
、
野
宿
者
（
ホ
ー
ム
レ
ス
）
が
多
く
集
ま
る
地
域
で

は
、
該
当
者
た
ち
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
が
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
て
き

ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
マ
ス
タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
や
モ
デ
ル
・
ス
ト
ー
リ

ー
と
対
立
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
こ
そ
、
語
り
手
の
信
念

が
も
っ
と
も
特
徴
的
に
語
ら
れ
る
。

　

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
の
方
法
論
的
特
徴
は
、
語
り
の
内
容
が
、
必
ず
し

も
語
り
手
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
保
持
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
語

り
手
と
聞
き
手
と
の
相
互
行
為
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
る
と
す
る
見
方
で
あ

る
。
こ
の
考
え
に
従
え
ば
、
宗
教
者
た
ち
の
語
り
を
聞
く
こ
と
は
単
に
受

動
的
な
作
業
で
は
な
く
、
研
究
者
が
質
問
を
し
た
り
自
分
の
考
え
を
述
べ

た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
語
り
を
引
き
出
す
能
動
的
な
作
業
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
積
極
的
に
「
語
り
」
に
共
に
参
画
す
る

こ
と
で
、
語
り
手
と
聞
き
手
双
方
の
「
主
体
」
が
語
り
の
〈
い
ま
―
こ

こ
〉
を
生
き
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

本
パ
ネ
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
い
ず
れ
も
「
現
場
の
実
践
」
に
当
事
者
と
し

て
も
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
研
究
者
が
同
時
に
「
実
践
者
」
と
な

り
、
実
践
者
が
同
時
に
「
研
究
者
」
で
も
あ
る
と
い
う
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
性
が
相
対
化
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
共
同
作
業
を
通
し

て
、
研
究
者
は
実
践
者
の
経
験
や
発
想
か
ら
学
び
、
実
践
者
は
研
究
者
の

客
観
的
・
総
合
的
な
認
識
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
相
互
行
為
の
一
端
と
し
て
、「
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、「
無
縁
社
会
」
と
取
り
組
む
宗
教
者
た
ち
の

活
動
を
生
き
生
き
と
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
そ
の
活
動

の
意
味
づ
け
や
解
釈
と
い
っ
た
領
域
に
お
い
て
も
、
研
究
者
と
宗
教
者
が

協
働
し
え
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
実
践
的
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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『
ポ
ス
ト
３

・
11
』
の
時
代
性
に
お
け
る
宗
教
者
の
あ
り
方
が
重
要
な
問

い
で
は
な
い
か
？
」
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
出
席
者
か
ら
は
、「
研
究
者
が
実
践
者
に
な
る
時
に
ど

の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
の
か
？　

実
践
者
に
な
る
必
要
が
あ
る
の

か
？
」、「
実
践
に
関
わ
る
こ
と
が
こ
の
研
究
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
は
理
解
で
き
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
釜
ヶ
崎
に
役
立
つ
の
か
」、

「
誰
に
と
っ
て
の
『
可
能
性
』
な
の
か
」、「
活
動
し
て
い
る
宗
教
者
た
ち

は
『
縁
づ
く
り
』
を
意
識
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
相
次
い
で
質
問
が
出

さ
れ
、
研
究
者
の
立
場
性
の
問
題
、
研
究
者
と
実
践
者
の
協
同
の
可
能
性

と
不
可
能
性
、
さ
ら
に
時
代
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
宗
教
研
究
の
新
た
な
あ

り
方
ま
で
含
め
て
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

た
。
本
研
究
は
、
支
援
さ
れ
る
側
よ
り
も
む
し
ろ
支
援
に
従
事
す
る
側
か

ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
重
視
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
宗
教
的
な
動
機
に

よ
っ
て
支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
人
び
と
の
世
界
観
・
人
間
観
・
社
会

観
な
ど
を
探
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
支
援
者
た
ち
の
意

識
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
信
仰
と
社
会
活
動
の
間

の
葛
藤
、
変
わ
ら
ぬ
現
状
に
対
す
る
焦
燥
感
、
信
仰
の
変
容
な
ど
を
抽

出
・
分
析
す
る
こ
と
が
、
社
会
貢
献
に
お
け
る
宗
教
（
者
）
の
可
能
性
を

論
じ
る
た
め
に
も
不
可
欠
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

白
波
瀬
達
也
は
、「
釜
ヶ
崎
」
と
い
う
場
の
も
つ
特
異
性
と
歴
史
、
お

よ
び
こ
の
地
域
に
焦
点
を
あ
て
て
調
査
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
を
明
ら
か

に
し
た
。
続
い
て
中
西
尋
子
は
、
釜
ヶ
崎
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て
い

る
キ
リ
ス
ト
教
の
う
ち
、
と
り
わ
け
韓
国
系
キ
リ
ス
ト
教
会
の
事
例
を
紹

介
し
な
が
ら
、
そ
の
可
能
性
と
問
題
点
を
分
析
し
た
。
次
に
金
子
昭
は
、

釜
ヶ
崎
を
め
ぐ
る
天
理
教
の
活
動
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
歴
史
や
デ
ィ
レ

ン
マ
に
関
す
る
考
察
を
通
じ
て
、「
無
縁
社
会
」
に
お
け
る
宗
教
者
の
活

動
の
課
題
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
し
て
最
後
に
宮
本
要
太
郎
が
、「
無
縁

社
会
」
に
お
け
る
宗
教
者
の
社
会
活
動
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め

の
、「
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
方
法
論
的
枠
組
に
つ
い
て
提
言
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
稲
場
圭
信
か
ら
は
、
個
々
の
報
告
に
対
し
、「
仏
教

者
の
活
動
に
対
し
て
教
団
レ
ベ
ル
で
の
関
わ
り
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
？
」、

「
韓
国
系
キ
リ
ス
ト
教
会
の
活
動
に
お
い
て
、
他
の
キ
リ
ス
ト
者
と
の
交

流
は
見
ら
れ
る
の
か
？
」、「『
定
住
型
宗
教
』『
家
族
型
信
仰
』
を
ベ
ー
ス

と
す
る
天
理
教
の
場
合
、『
信
仰
縁
』
や
『
宗
教
縁
』
に
よ
る
新
た
な
支

援
と
ど
う
関
わ
る
か
？
」、「
方
法
論
と
し
て
の
『
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
』

の
新
し
さ
よ
り
も
、
む
し
ろ
釜
ヶ
崎
の
『
場
』
の
力
や
『
無
縁
社
会
』
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公
共
空
間
で
心
の
ケ
ア
を
提
供
す
る
宗
教
者
の
養
成
と
そ
の
課
題

代
表
者
・
司
会　

谷
山
洋
三

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

高
橋　

原

ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
プ
レ
ン
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

小
西　

達
也

　

米
国
の
Ｃ
Ｐ
Ｅ
（Clinical Pastoral Education

）
は
、
国
際
的
に

最
も
広
く
知
ら
れ
た
チ
ャ
プ
レ
ン
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ
る
。
神

学
教
育
に
自
ら
の
使
命
を
見
出
し
たA

nton Boisen

や
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
医
学
部
のRichard Cabot
ら
に
よ
り
、
実
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
神
学
教
育
の
実
践
や
、
医
療
現
場
の
宗
教
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
一
九
二
五
年
に
開
始
さ
れ
、
日
本
を
含
む

ア
ジ
ア
諸
国
や
オ
ラ
ン
ダ
等
の
チ
ャ
プ
レ
ン
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
と

も
な
っ
て
い
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
様
々
な
宗
教
的
背
景
を
有
す
る
人

た
ち
が
米
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
中
か
ら
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
六

七
年
以
降
で
も
六
五
万
人
に
上
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
米
国
教
育
省
に
も

承
認
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｅ
（A
ssociation for Clinical Pastoral Edu-

cation

）
が
管
理
、
そ
の
認
定
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
全
米
約
三
五
〇
箇

所
の
病
院
に
在
籍
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
各
病
院
と
も
新
年

度
に
五
〜
七
名
程
度
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
一
年
間
の

教
育
を
行
う
。
参
加
に
は
所
属
す
る
伝
統
宗
教
組
織
の
推
薦
状
が
必
要
で

あ
り
、
神
学
大
学
院
修
士
課
程
（
三
年
間
）
を
修
了
し
た
宗
教
者
や
そ
の

候
補
者
が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
職
業
経
験
者
も
少
な
か
ら
ず
参
加
し
て

い
る
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｅ
はClinical M

ethod of Learning

（
臨
床
的
教
育
法
）
を

基
本
と
し
、
①
病
棟
で
の
「
臨
床
実
践
」、
②
臨
床
実
践
に
関
わ
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
「
座
学
」、
③
研
修
生
の
「
ビ
リ
ー
フ
（
価
値
観
や
信
念

等
）
の
意
識
化
」
な
ど
の
い
わ
ば
「
自
己
認
識
」
を
主
眼
と
す
る
「
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
」
の
三
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
①
「
臨
床
実
践
」
で
は
、

担
当
病
棟
全
て
の
患
者
ケ
ア
の
責
任
を
担
う
。
オ
ン
コ
ー
ル
（
当
直
）
も

行
う
。
②
「
座
学
」
で
は
精
神
科
患
者
の
ケ
ア
、
臓
器
移
植
の
手
順
等
に

つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
る
。
③
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
で
は
バ
ー
ベ
イ

タ
ム
と
呼
ば
れ
る
会
話
記
録
の
分
析
、
生
育
歴
の
分
析
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｅ
の
主
眼
は
何
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
上
で
は
、
チ
ャ
プ
レ
ン
が

提
供
す
る
ケ
ア
の
性
質
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
病
院
等
の
公
共
空
間
で
は

信
仰
の
「
押
し
つ
け
」
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
も
チ
ャ
プ
レ
ン
は
担
当
病

棟
の
全
患
者
の
ケ
ア
の
責
任
を
有
し
、
そ
の
多
く
は
ケ
ア
提
供
者
と
異
な

る
宗
教
宗
派
の
人
々
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ケ
ア
は
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

（Interfaith

：
異
な
る
宗
教
間
の
、
超
宗
教
の
）」
と
な
る
。
つ
ま
り
チ

ャ
プ
レ
ン
は
自
ら
と
異
な
る
宗
教
宗
派
の
人
た
ち
の
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
は
、
特
定
宗
教
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
教
義

等
）
を
基
盤
と
し
た
「
宗
教
的
ケ
ア
」
よ
り
も
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
」
が
有
効
と
な
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
は
、
ケ
ア
提
供
者
が
ビ

リ
ー
フ
か
ら
自
由
な
「N

on-judgm
ental Presence

（
決
め
つ
け
な

い
存
在
）」
の
提
供
を
通
じ
て
ケ
ア
対
象
者
の
内
面
の
自
己
表
現
を
促
し
、

ケ
ア
対
象
者
自
身
の
生
き
方
の
発
見
・
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
提
供
の
た
め
の
有
効
な
教
育
法
の
一
つ
が
前
述

の
「
ビ
リ
ー
フ
意
識
化
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
様
々
な
手
法
に
よ
り
自
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者　

二
、
健
全
な
信
念
・
信
条
（
信
仰
）
を
有
し
、
心
理
学
、
哲
学
、
神

学
な
ど
基
礎
的
な
広
い
修
養
を
持
つ
、
又
は
そ
れ
ら
を
学
ぼ
う
と
す
る

者　

三
、
身
体
的
、
知
的
、
心
理
的
、
霊
的
に
（
あ
る
程
度
）
統
一
さ
れ

た
人
格
を
持
つ
者　

四
、
Ｓ
Ｃ
に
携
わ
る
こ
と
に
使
命
感
を
持
つ
者　

五
、
最
終
学
歴
は
高
卒
以
上
。

　

参
加
要
件
：
参
加
者
自
身
の
心
理
的
ケ
ア
で
は
な
く
、
他
者
へ
の
Ｓ
Ｃ

の
提
供
を
目
指
す
研
修
会
で
あ
る
た
め
、
過
去
ま
た
は
現
在
、
心
理
療

法
、
精
神
療
法
お
よ
び
治
療
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
、
近
親
者
と
の
死
別

六
ヶ
月
以
内
で
は
な
い
こ
と
、
特
定
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
例
：
ヒ

ー
ラ
ー
、
易
者
な
ど
）
を
も
っ
て
い
な
い
人
。

　

養
成
：
セ
ン
タ
ー
は
臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
・
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｐ
Ｗ
）、

臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
の
二
つ
の
認
定
コ
ー
ス

を
設
け
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
コ
ー
ス
の
課
程
は
以
下
の
通
り
。
一
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
一
日
）
面
接
を
含
む　

二
、
研
修
科
目
Ⅰ
〜
科
目
Ⅷ
受

講
。
各
科
目
内
容
は
Ⅰ　

人
間
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
Ⅱ　

価

値
観
の
明
確
化
、
Ⅲ　

ス
ピ
リ
ッ
ト
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、
Ⅳ　

ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
痛
み
、
Ⅴ　

Ｓ
Ｃ
、
Ⅵ　

哲
学
的
人
間
論
、
Ⅶ　

神
学
的
、

宗
教
的
人
間
論
、
Ⅷ　

心
理
的
、
哲
学
的
、
神
学
的
人
格
の
統
合
。
科
目

Ⅱ
は
三
日
間
、
そ
の
他
は
五
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
参
加
定
員
は
各
科

目
一
〇
名
ま
で
（
講
師
一
人
）。
各
科
目
共
通
の
内
容
は
講
義
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
ピ
ア
ー
ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
科
目
Ⅲ
以
降
）。
科
目
Ⅲ

〜
科
目
Ⅷ
は
病
院
で
行
わ
れ
、
患
者
訪
問
は
二
回
〜
四
回
（
×
六
）、
訪

問
記
録
作
成
と
検
討
会
は
二
回
（
×
六
）。
検
討
会
は
五
人
に
対
し
一
人

の
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
。
個
人
面
接
は
二
回
。
各
科
目
の
予
習
の
他
に

ブ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト
一
〇
冊
、
ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
六
回
、
訪
問
記
録
提

ら
の
ビ
リ
ー
フ
を
可
能
な
限
り
意
識
化
・
脱
構
築
、
そ
れ
ら
か
ら
自
由
な

在
り
方
へ
と
目
覚
め
て
い
く
。
Ｃ
Ｐ
Ｅ
の
第
一
の
特
徴
は
そ
う
し
た
「
ビ

リ
ー
フ
意
識
化
」
を
中
心
と
し
た
「
徹
底
し
た
自
己
認
識
」
に
あ
る
。
Ｃ

Ｐ
Ｅ
の
第
二
の
特
徴
は
、
そ
の
「
徹
底
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
性
」
に

あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
ケ
ア
の
多
く
は
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
ケ
ア
」

で
あ
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
自
体
も
、
研
修
生
が
そ
の
宗
教
的
背
景
と
関
係
な
く
充

実
し
た
学
び
の
得
ら
れ
る
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ

る
。
ま
た
一
年
間
の
ハ
ー
ド
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
に
乗
り
越
え
て
い
く
中

で
、
研
修
生
同
士
の
宗
教
の
違
い
を
超
え
た
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
チ

ー
ム
」
が
生
成
、
互
い
の
厚
い
信
頼
関
係
の
も
と
、
日
々
の
実
践
の
中
で

も
密
接
に
協
力
し
合
っ
て
い
く
。

臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
養
成ウ

ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
キ
ッ
ペ
ス

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
）

は
、
病
者
な
ら
び
に
心
と
魂
＝
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ニ
ー
ズ
を
感
じ
て
い

る
人
々
に
対
し
て
、
臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
（
＝
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

（
以
下
Ｓ
Ｃ
））
の
提
供
を
保
証
す
る
日
本
の
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。
こ

の
使
命
を
果
た
す
た
め
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
と
し
て
的
確
な

Ｓ
Ｃ
を
提
供
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
第
一
に
挙
げ
る
。
臨
床
パ

ス
ト
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
以
下
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
と
は
、
心
と
魂
（
＝
内
面

的
）
の
痛
み
を
体
験
し
て
い
る
人
に
的
確
な
応
答
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

続
け
る
者
で
あ
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
養
成
研
修
会
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

　

参
加
対
象
者
：
一
、
宗
教
の
有
無
に
関
係
な
く
、
自
他
の
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
を
重
要
視
す
る
こ
と
に
基
づ
い
た
人
生
観
や
世
界
観
を
持
つ
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「
臨
床
宗
教
師
研
修
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
研
修
の
目
的
は
、
宗
教
協
力

を
前
提
と
し
て
公
共
空
間
で
活
動
す
る
宗
教
者
の
養
成
で
あ
り
、
当
面
は

被
災
地
や
看
取
り
の
現
場
で
の
活
動
を
想
定
し
て
い
る
。
一
三
年
七
月
ま

で
に
三
回
の
研
修
が
開
催
さ
れ
、
の
べ
三
八
名
の
修
了
者
を
輩
出
し
て
い

る
。
伝
統
仏
教
教
団
の
僧
侶
が
大
半
で
あ
る
が
、
日
本
基
督
教
団
、
イ
ス

ラ
ー
ム
、
天
理
教
、
立
正
佼
成
会
か
ら
の
参
加
者
も
い
る
。
平
均
年
齢
は

四
四
歳
。
対
象
者
は
、
在
学
生
で
は
な
く
一
般
の
宗
教
者
で
あ
り
、「
信

徒
の
相
談
に
応
じ
る
立
場
に
あ
る
者
」
と
し
て
い
る
。
教
師
資
格
を
有
す

る
者
に
限
定
せ
ず
に
、
実
際
に
相
談
に
応
じ
て
い
る
宗
教
者
と
そ
の
関
係

者
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
。
研
修
は
お
お
よ
そ
講
義
二
〇
時
間
、
実
習
三

五
時
間
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
以
下
Ｇ
Ｗ
）
二
五
時
間
前
後
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
ケ
ア
の
現
場
で
の
豊
か
な
経
験
を
も
ち
、
か
つ
Ｇ
Ｗ
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
一
定
の
経
験
を
持
つ
者
が
指
導
の
中
心
を
担
っ
て
い

る
。

　

臨
床
宗
教
師
養
成
に
お
け
る
課
題
は
、（
一
）現
状
認
識
（
臨
床
現
場
の

状
況
と
そ
こ
に
お
け
る
宗
教
者
の
位
置
づ
け
）、（
二
）人
生
観
・
死
生
観

を
養
う
（
自
分
を
見
つ
め
、
臨
床
現
場
に
お
け
る
生
死
を
見
つ
め
る
）、

（
三
）多
様
な
価
値
観
を
認
め
る
（
自
分
を
見
つ
め
、
異
な
る
信
仰
・
価
値

観
を
受
容
す
る
）、（
四
）ケ
ア
能
力
の
向
上
（
知
識
・
経
験
・
継
続
に
よ

り
自
己
課
題
に
取
り
組
む
）、
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
、

事
前
レ
ポ
ー
ト
・
講
義
・
実
習
・
Ｇ
Ｗ
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
体

験
的
に
学
習
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら

ば
、（
三
）多
様
な
価
値
観
を
認
め
る
た
め
の
学
び
と
し
て
、
ま
ず
事
前
レ

ポ
ー
ト
で
自
分
の
信
仰
を
振
り
返
る
。
研
修
で
多
様
な
宗
教
者
が
出
会
う

こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
宗
教
間
対
話
の
場
に
な
る
。
毎
朝
夕
に
行
わ
れ
る
日

出
一
〇
回
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
自
己
評
価
な
ど
。
哲
学
・
神
学
の
養
成
は
最

低
一
二
〇
時
間
（
セ
ン
タ
ー
提
供
で
年
に
一
回
一
〇
日
間
の
養
成
講
座
実

施　

Ａ
・
Ｂ
年
）。

　

強
調
点
：
Ｓ
Ｃ
の
核
は
そ
の
者
の
内
に
あ
る
心
と
魂
の
力
を
結
集
さ

せ
、
そ
れ
を
活
か
す
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
最
終
的
に
は
自
己
が
持
つ
内

面
的
な
パ
ワ
ー
の
み
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
Ｃ
Ｐ
Ｃ

は
無
意
識
の
う
ち
に
自
己
の
価
値
観
を
相
手
に
与
え
な
い
た
め
、
自
己
の

価
値
観
や
信
念
を
明
確
に
認
識
し
た
上
で
、
そ
れ
を
持
つ
こ
と
が
条
件
に

な
る
。
更
に
、
医
療
施
設
で
の
Ｓ
Ｃ
は
基
本
的
に
チ
ー
ム
ケ
ア
で
あ
る
た

め
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
健
全
な
人
間
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

中
心
課
題
と
な
る
。
宗
教
家
がvocation

を
有
し
て
い
る
こ
と
は
当
然

で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
患
者
に
Ｓ
Ｃ
を
提
供
で
き
る
と
は
言
え
な
い
。

Ｓ
Ｃ
に
はvocation

と
併
せ
て
適
性
や
専
門
的
な
教
育
が
不
可
欠
条
件

で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
は
特
定
の
伝
統
や
宗
教
儀
式
を
執
り
行
う
こ
と
、
講
義
や

説
教
、
伝
道
や
宣
教
す
る
行
為
で
は
な
く
、
自
他
の
内
面
的
な
動
き
／
叫

び
を
聴
き
取
る
耳
、
み
る
目
、
理
解
す
る
心
に
基
づ
く
努
力
で
あ
る
。

（
ウ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
キ
ッ
ペ
ス
『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
』
サ
ン
パ
ウ

ロ
、
二
〇
一
〇
年
）

臨
床
宗
教
師
の
養
成

谷
山　

洋
三

　

東
日
本
大
震
災
後
の
宗
教
者
に
よ
る
支
援
活
動
と
そ
の
評
価
を
背
景

に
、
チ
ャ
プ
レ
ン
養
成
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

よ
り
日
本
的
な
チ
ャ
プ
レ
ン
の
あ
り
方
を
求
め
て
、
二
〇
一
二
年
四
月
に

東
北
大
学
に
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
が
開
設
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
か
ら
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パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

谷
山　

洋
三

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
宗
教
者
に
よ
る
心
の
ケ
ア
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
国
内
で
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
佛
教
大
学
佛
教
看
護
コ
ー

ス
、
高
野
山
大
学
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
科
、
臨
床
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
協
会
、
日
本
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
協
会
、
上
智
大
学
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
、
最
近
で
は
臨
床
仏
教
師
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、

ホ
ス
ピ
ス
や
病
院
等
で
活
動
す
る
宗
教
者
（
チ
ャ
プ
レ
ン
等
）
を
養
成
す

る
動
き
が
あ
る
。
宗
教
者
に
期
待
さ
れ
る
心
の
ケ
ア
の
内
容
は
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
、
宗
教
的
ケ
ア
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
が
主
な
も
の
で
あ
る

が
、
通
常
の
宗
教
者
の
養
成
課
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
ケ
ア
の
あ
り
方

に
つ
い
て
具
体
的
な
訓
練
は
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
現

代
日
本
社
会
で
は
、
宗
教
者
が
公
共
空
間
に
無
条
件
で
関
わ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
宗
教
者
の
側
に
も
ケ
ア
の
知
識
や
訓
練
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
や
準
備
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題

は
、
臨
床
家
た
ち
や
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
各
団
体
の
内
部
で
は

共
有
さ
れ
て
い
て
も
、
各
団
体
の
垣
根
を
越
え
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

小
西
達
也
は
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
プ
レ
ン
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ムClinical 

Pastoral Education

（
Ｃ
Ｐ
Ｅ
）
を
一
年
間
受
講
し
、
帰
国
後
は
病
院

チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
経
験
に
基
づ
き
、「
ビ
リ
ー
フ
の

意
識
化
に
よ
る
徹
底
し
た
自
己
認
識
」
と
「
徹
底
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
（interfaith

）
性
」
の
二
つ
の
特
徴
を
提
示
し
た
。
Ｗ
・
キ
ッ
ペ
ス

は
、
一
九
九
八
年
に
設
立
さ
れ
た
「
臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
」
で
の
長
年
の
教
育
成
果
に
基
づ
い
て
、「
自
己
の
価
値
観
や
信
念
を

常
儀
礼
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
異
な
る
宗
教
の
世
界
に
触
れ
る
と
と
も

に
、
そ
こ
に
同
席
す
る
こ
と
が
宗
教
協
力
の
出
発
点
に
な
る
。
そ
し
て
、

講
義
「
宗
教
間
対
話
」
な
ど
で
体
験
と
知
識
を
整
理
す
る
。

　

研
修
修
了
者
の
成
果
報
告
を
、
先
ほ
ど
の（
一
）〜（
四
）の
課
題
に
当
て

は
め
て
み
る
。（
一
）多
職
種
連
携
の
重
要
性
、
宗
教
を
社
会
資
源
と
し
て

捉
え
直
す
こ
と
。（
二
）霊
的
な
も
の
を
肯
定
的
に
受
け
取
る
こ
と
、
信
仰

を
含
め
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
。（
三
）多
様
な
価
値
観
を
認
め
る
柔
軟

性
、
得
が
た
い
仲
間
。（
四
）祈
り
の
力
、
自
分
の
言
動
を
振
り
返
り
課
題

と
す
る
こ
と
。
等
々
を
「
得
ら
れ
た
」
と
の
報
告
で
あ
る
。（
三
）に
注
目

す
る
な
ら
ば
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
宗
教
者
た
ち
が
「
仲
間
に
な
っ
た
」

こ
と
が
宗
教
協
力
に
資
す
る
成
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
自
分

自
身
の
信
仰
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
と
い
う
疑
念
が
持
た
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、「
信
仰
を
含
め
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
」
と
い
う
報
告
が
あ
る
よ
う

に
、
む
し
ろ
自
他
の
信
仰
・
価
値
観
を
見
つ
め
る
視
点
が
広
が
っ
て
い

る
。

　

最
後
に
、
臨
床
宗
教
師
の
意
義
を
公
共
性
と
い
う
観
点
か
ら
ま
と
め

る
。
ま
ず
宗
教
協
力
と
い
う
前
提
は
、
布
教
伝
道
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
公
共
性
の
確
保

に
は
欠
か
せ
な
い
。
具
体
的
な
現
場
で
は
、
多
様
な
職
種
と
の
連
携
を
図

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
医
療
・
福
祉
従
事
者
の
高
度
な
合
理
主
義
的
価
値

観
な
ど
も
受
容
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
る
。
多
く
の
宗
教
者
が
協

力
し
、
大
き
な
集
団
を
作
り
、
与
え
ら
れ
た
現
場
に
お
い
て
地
道
に
成
果

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
理
解
者
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
公
共
性
を
獲
得
す
る
に
至
る
に
は
、
長
い
時
間
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
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ら
れ
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
信
仰
・
価
値
観
と

は
、
宗
教
者
・
信
仰
者
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
医
療
関
係
者
や
公
務
員
な

ど
の
「
無
宗
教
」
を
標
榜
し
て
働
く
人
た
ち
の
そ
れ
も
含
ま
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
公
共
空
間
で
の
活
動
の
た
め
に
は
、
現
状
認
識
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

明
確
に
確
認
す
る
こ
と
」
と
「
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
健
全
な
人
間
関
係
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
強
調
し
た
。
谷
山
洋
三
は
、
日
本
版
Ｃ
Ｐ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
考
に
開
発
さ
れ
た
「
臨
床
宗
教
師
研
修
」
を
開
催
し
て

お
り
、「supervised field experience

」
と
「
多
様
な
価
値
観
を
認
め

る
こ
と
」
を
重
要
な
課
題
と
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
高

橋
原
は
、「
チ
ー
ム
ケ
ア
に
関
わ
る
人
間
関
係
」「
自
己
の
価
値
観
の
明
確

化
」「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
指
摘
し
た
上
で
、

各
発
表
者
に
次
の
質
問
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
あ
る
こ
と
の
限
界
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
小
西

は
、
常
に
相
手
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
尊
重
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
イ
ス
性
の
重
要
性
と
と
も
に
、
個
別
的
な
宗
派
教
派
的
対
応
も
必

要
だ
と
述
べ
た
。
霊
能
者
な
ど
を
受
講
対
象
と
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
キ

ッ
ペ
ス
は
、
こ
の
国
で
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
普
及
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

だ
と
断
り
な
が
ら
、
自
分
の
ケ
ア
体
験
を
絶
対
化
す
る
こ
と
の
危
険
性

を
そ
の
理
由
と
し
た
。
過
去
の
国
内
の
諸
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
学
ぶ
べ
き

課
題
に
つ
い
て
（
フ
ロ
ア
か
ら
も
同
様
の
質
問
が
あ
っ
た
）
谷
山
は
、

「supervised field experience

」
と
「
受
講
者
の
成
熟
度
」
の
二
点
に

あ
る
と
し
た
。

　

以
上
の
三
者
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
、
公
共
空
間
で
心
の
ケ
ア
を

提
供
す
る
宗
教
者
の
養
成
に
共
通
す
る
課
題
が
次
の
よ
う
に
抽
出
さ
れ

た
。
教
育
目
的
と
し
て
は
、
自
分
の
信
仰
・
価
値
観
に
つ
い
て
の
徹
底
し

た
自
己
認
識
、
そ
し
て
多
様
な
価
値
観
を
受
容
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
、
の
二
点
で
あ
る
。
教
育
方
法
と
し
て
は
、
宗
教
的
背
景
な
ど
受
講
者

の
信
仰
・
価
値
観
の
多
様
性
を
担
保
す
る
こ
と
、
そ
し
て
実
際
の
臨
床
現

場
で
の
実
習
と
そ
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が
伴
う
こ
と
、
の
二
点
が
挙
げ
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て
、
人
種
・
民
族
・
階
級
・
性
的
指
向
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
が
主
張

を
は
じ
め
た
と
き
、
そ
れ
は
差
異
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
他
者
と
の
連
結
や

連
帯
が
ま
っ
た
く
不
可
能
に
な
る
事
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
抑
圧
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
最
下
層
に
い
る
彼
女
た
ち
こ
そ
が
真
正
に
語
る
権
利
を
も

つ
と
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
女
性
た
ち
を
規
定
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
権
力

の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
批
判
的
に
見
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
（
川
橋
範

子
『
妻
帯
仏
教
の
民
族
誌
│
│
ジ
ェ
ン
ダ
ー
宗
教
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
二
年
、
第
二
章
参
照
）。

　

ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
人
類
学
者
は
、
そ
の
黎
明
期
か
ら
一
貫
し

て
社
会
正
義
や
不
均
衡
な
権
力
関
係
の
是
正
の
問
い
と
関
わ
っ
て
き
た
。

実
際
、
多
く
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
人
類
学
者
は
、
社
会
活
動
や
女
性
運
動
に

関
わ
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
人
類
学
は
、
男

性
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
男
性
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
声
に
依
拠

し
た
デ
ー
タ
と
、
女
性
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
女
性
の
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ン
ト
の
声
に
依
拠
し
た
デ
ー
タ
の
差
異
に
注
目
し
た
。
こ
の
男
女
の

エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
前
に
立
ち
現
れ
る
民
族
誌
的
事
実
の
違
い
は
、
民

族
誌
的
表
象
が
事
実
を
客
観
中
立
的
に
写
し
と
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
民

族
誌
的
知
と
は
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ジ
シ
ョ

ナ
リ
テ
ィ
や
立
場
性
の
問
い
を
生
み
出
し
て
い
く
。
こ
こ
に
、
マ
ー
ジ
ン

に
立
つ
女
性
の
視
点
か
ら
の
問
い
か
け
が
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
の
で
あ

る
。

　

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
人
類
学
か
ら
の
女
性
の
宗
教
的
実
践
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
宗
教
研
究
に
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
不
均
衡
な
社
会
構
造
の
中
の
女
性
た
ち
の
宗
教
的
実
践
に
み
ら

れ
る
主
体
の
微
妙
さ
を
描
き
出
す
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
人
類
学
で
培
わ

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
人
類
学
が
ま
な
ざ
す
女
性
の
宗
教
的
実
践

代
表
者　

川
橋　

範
子

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

三
木　
　

英

司
会　

小
松
加
代
子

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン 
│
│ 

解
釈
の
枠
組
み 

│
│

川
橋　

範
子

　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
定
義
は
多
様
だ
が
、
一
般
に
は
女
性
へ
の
抑
圧
や
暴

力
を
廃
絶
し
女
性
の
従
属
的
・
周
辺
的
な
位
置
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
す
べ
て
の
女
性
が
権
利
や
自
己
尊
厳
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
思
想
や
運
動
を
意
味
す
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
で

は
こ
の
言
葉
は
単
数
形
で
は
な
く
複
数
形
で
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
種
、
階
級
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
障
が
い
の
有
無
、
性

的
指
向
、
宗
教
な
ど
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
女
性
た
ち
の
あ
い
だ

に
存
在
し
、
女
性
を
ひ
と
つ
の
均
質
的
な
集
団
と
定
義
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し

て
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
人
類
学
は
、「
女
性
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
多
様
な

差
異
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
人
種
や
民
族
や
階

級
が
複
雑
に
交
錯
す
る
場
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
単
一
の
女
性
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
想
定
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
女
性
た

ち
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
他
者
の
ま
な
ざ
し
に
応
答
し
て
自

己
の
立
つ
場
と
自
ら
の
語
り
の
権
威
の
根
拠
を
内
省
的
に
見
つ
め
な
お
す

こ
と
は
、
倫
理
的
必
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

女
性
の
経
験
の
普
遍
性
と
女
性
間
の
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド
の
神
話
が
崩
れ
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何
ら
か
の
形
の
「
応
答
」
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ら
、
②
問
が
当
該
社
会
か

ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
い
な
ら
、
そ
の
研
究
は
広
い
意
味
で
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
に
か
ら
め
と
ら
れ
、
包
摂
さ
れ
る
危
険
を
常
に
孕
む
。
学
問
が

イ
ス
ラ
ー
ム
は
女
性
差
別
的
な
宗
教
で
あ
る
と
い
う
言
説
へ
の
対
抗
言
説

に
留
ま
る
な
ら
、
そ
の
問
に
絡
め
と
ら
れ
二
項
対
立
か
ら
脱
却
で
き
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
、
二
項
対
立
そ
の
も
の
を
脱
構
築
す
る
こ
と
、
彼
女

達
の
問
題
関
心
、
視
点
か
ら
出
発
し
、
彼
女
達
のA

gency

の
あ
り
方

や
戦
術
な
い
し
戦
略
を
、
社
会
・
権
力
構
造
、
社
会
的
文
化
的
状
況
、
歴

史
的
背
景
と
い
っ
た
特
定
の
文
脈
の
中
に
定
置
し
つ
つ
、
微
細
に
み
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

本
発
表
は
以
上
の
よ
う
な
関
心
に
基
づ
き
、
法
識
字
―
こ
こ
で
は
イ
ス

ラ
ー
ム
法
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
能
力
―
を
さ
し
て
も
た
な
い
大
多
数
の

エ
ジ
プ
ト
人
女
性
達
に
注
目
し
、
彼
女
達
が
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
規
定
を
基

に
ど
の
よ
う
に
自
己
承
認
を
得
る
か
を
、
ウ
ラ
マ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学

者
）
に
信
徒
が
寄
せ
た
質
問
と
そ
の
回
答
（
フ
ァ
ト
ワ
ー
）
を
事
例
に
検

討
す
る
。
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
い
う
視
点
か
らA

gency

を
論
じ
る

際
、
研
究
者
は
彼
女
達
の
顕
著
で
目
立
つ
実
践
、
す
な
わ
ち
構
造
そ
の
も

の
の
脱
構
築
に
つ
な
が
る
よ
う
な
実
践
に
、
よ
り
注
目
し
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
は
あ
え
て
自
己
承
認
と
い
う
、
脱
構
築
や
権
力
構
造
そ
の

も
の
の
変
容
に
は
つ
な
が
ら
な
い
、
や
や
地
味
な
宗
教
実
践
に
注
目
す

る
。
そ
れ
は
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
見
る
限
り
、
自
己
承
認
の
た
め
に
宗
教
言
説

を
用
い
る
女
性
た
ち
が
大
多
数
だ
っ
た
か
ら
だ
。
法
識
字
が
高
く
、
イ
ス

ラ
ー
ム
法
を
使
い
こ
な
せ
る
都
市
部
の
高
学
歴
女
性
の
実
践
だ
け
で
は
な

く
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
女
性
た
ち
の
宗
教
実
践
の
検
討
も
学
問
的
に
は
必
須

で
あ
る
。
彼
女
た
ち
が
宗
教
言
説
を
用
い
て
社
会
の
中
で
い
か
に
生
き
延

れ
て
き
た
長
期
に
わ
た
る
他
者
の
語
り
と
の
関
わ
り
方
や
、
そ
れ
を
表
象

す
る
時
の
倫
理
、
政
治
性
の
議
論
へ
の
参
入
は
、
宗
教
研
究
で
見
落
と
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
多
い
部
分
な
の
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
は
、
彼
女
た
ち

の
自
己
実
現
や
自
己
尊
厳
を
評
価
し
つ
つ
も
、
彼
女
た
ち
を
搾
取
し
抑
圧

す
る
権
力
構
造
の
力
を
否
定
し
た
り
無
化
し
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。
現
在

ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
人
類
学
で
は
、
自
己
が
属
す
る
社
会
の
問
題

を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す
る
研
究
も
多
い
が
、
例
え
ば
日
本
の
新
宗
教
と

女
性
の
関
係
を
描
く
時
に
も
こ
れ
は
重
要
な
問
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

エ
ジ
プ
ト
女
性
の
宗
教
実
践
に
み
る
「
自
己
承
認
」

嶺
崎　

寛
子

　

イ
ス
ラ
ー
ム
は
女
性
差
別
的
な
宗
教
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
体
現
す
る
、
使
い
古
さ
れ
た
言
説
は
し
か
し
、
未
だ
に

政
治
的
に
も
社
会
的
に
も
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
ブ
ッ
シ
ュ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
す
る
際
、
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
が

使
わ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
学
問
に
も
そ
の
言
説
は
影
を
落
と
し

て
い
る
―
例
え
ば
日
本
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
女
性
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
の

中
で
は
ヴ
ェ
ー
ル
の
問
題
が
こ
と
さ
ら
に
好
ま
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う

に
そ
れ
が
政
治
的
な
ト
ピ
ッ
ク
と
な
る
文
脈
な
ら
ま
だ
し
も
（
し
か
し
そ

れ
が
政
治
的
な
ト
ピ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
自
体
が
す
で
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
反
映
し
て
い
る
）、
エ
ジ
プ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
中
東
諸
国
で
は
、
ヴ
ェ
ー
ル
は
ム
ス
リ
ム
女
性
た
ち
自
身
の
主
要
な

関
心
事
で
は
な
い
。

　

研
究
者
は
残
念
な
が
ら
、
自
分
が
所
属
す
る
社
会
の
問
題
関
心
か
ら
自

由
で
は
な
い
。
研
究
が
、
①
研
究
者
が
所
属
す
る
社
会
の
興
味
関
心
へ
の



149　　

パネル 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
い
て
、
女
性
の
宗
教
実
践
は
家
（
婚
家
）
の
繁
栄
と
存

続
に
関
わ
る
、
家
庭
祭
祀
や
祖
先
祭
祀
を
中
心
と
す
る
。
そ
の
な
か
で
も

重
要
な
の
が
、
一
般
に
ヴ
ラ
タ
儀
礼
（vrata

）
と
呼
ば
れ
る
誓
願
儀
礼

で
あ
る
。
少
女
が
シ
ヴ
ァ
神
に
象
徴
さ
れ
る
理
想
的
な
夫
と
結
婚
す
る
こ

と
を
願
う
ク
マ
リ
・
ヴ
ラ
タ
か
ら
、
子
宝
や
安
産
、
息
子
の
誕
生
、
子
ど

も
の
健
康
、
夫
の
長
命
を
願
う
ヴ
ラ
タ
ま
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
が
理
想

と
す
る
女
性
の
生
涯
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
儀
礼
は
、
夫

や
家
へ
の
献
身
と
い
う
妻
の
重
要
な
務
め
を
体
現
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
対
他
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
女
性
に
と
っ
て
も
、
夫
／
家
の
存

続
は
自
己
の
生
存
基
盤
の
確
保
に
関
わ
る
と
い
う
対
自
的
な
も
の
で
も
あ

る
。

　

そ
の
こ
と
は
、
婚
姻
に
ま
つ
わ
る
か
つ
て
の
習
慣
か
ら
も
推
察
で
き
よ

う
。
例
え
ば
、
初
潮
の
前
後
に
し
か
る
べ
き
サ
ブ
・
カ
ー
ス
ト
集
団
の
男

性
と
結
婚
す
る
と
い
う
幼
児
婚
の
風
習
は
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
が
、
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
プ
ネ
ー
県
の
調
査
地
域
で
は
、
七
十

〜
八
十
歳
代
の
女
性
に
と
っ
て
は
ご
く
当
た
り
前
の
婚
姻
形
態
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
六
十
歳
代
以
上
の
女
性
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が
十
四
歳
前
後

で
結
婚
を
し
て
い
る
。
村
外
婚
を
原
則
と
す
る
当
該
地
域
で
は
、
若
く
し

て
実
家
を
離
れ
婚
家
に
一
人
嫁
ぎ
、
実
家
と
の
行
き
来
も
ま
ま
な
ら
な
い

な
か
で
、
婚
家
に
依
存
し
な
が
ら
そ
こ
で
育
て
ら
れ
た
と
い
う
人
も
多

い
。
ま
た
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
間
で
は
、
夫
を
亡
く
し
た
寡
婦
は
生
涯
再

婚
せ
ず
、
厳
し
い
清
貧
生
活
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
習
慣
も
広
く
見
ら
れ

た
。
そ
れ
は
、
た
と
え
幼
い
少
女
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
寡
婦
に
な
る
と

白
い
サ
リ
ー
を
身
に
着
け
、
装
飾
品
を
は
ず
し
、
剃
髪
し
て
一
生
過
ご
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
寡
婦
は
不
幸
／
不
吉

び
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
本
発
表
で
は
、
そ
の
微
細
な
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

を
家
族
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
と
の
交
渉
と
い
う
視
座
か
ら
照
射
し
、
そ
の

実
態
を
検
討
す
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
で
は
複
数
の
規
範
が
混
淆
・
折
衷
・
融
合
し
て
い
る
。
な
か

で
も
夫
に
服
従
す
る
妻
、
子
を
慈
し
む
母
と
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
は

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
。
人
々
は
一
般
に
、
規
範
化
さ
れ
た
役
割
に
相
応

し
い
道
徳
的
な
存
在
で
あ
り
た
い
、
重
ん
じ
ら
れ
た
い
と
願
う
が
、
規
範

と
現
実
の
間
に
は
し
ば
し
ば
亀
裂
が
生
じ
る
。
こ
こ
を
架
橋
す
る
の
が
フ

ァ
ト
ワ
ー
で
あ
る
。
フ
ァ
ト
ワ
ー
は
混
淆
し
た
規
範
を
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に

よ
っ
て
整
理
し
、
そ
の
優
先
順
位
を
定
め
、
複
数
の
規
範
を
再
定
置
す
る

機
能
を
持
つ
。
時
に
は
夫
へ
の
不
服
従
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
文
脈
で
推
奨
さ

れ
さ
え
す
る
。
フ
ァ
ト
ワ
ー
と
い
う
お
墨
付
き
を
得
る
こ
と
は
、
複
数
の

規
範
の
う
ち
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
く
規
範
を
優
先
す
る
と
の
宣
言
で
あ

る
。
そ
れ
は
道
徳
的
な
存
在
で
あ
り
続
け
つ
つ
、
特
定
の
規
範
に
服
従
し

な
い
こ
と
を
可
能
に
し
、
罪
悪
感
や
葛
藤
を
軽
減
し
、
彼
女
達
の
自
己
承

認
を
支
え
る
。
し
か
し
フ
ァ
ト
ワ
ー
に
よ
る
規
範
の
再
定
置
は
、
現
状
変

革
に
は
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い
。
女
性
達
は
宗
教
言
説
を
多
用
す
る
傾

向
が
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
相
対
的
に
女
性
が
、
宗
教
言
説
以
外
の
資

源
（
資
金
、
人
脈
、
社
会
的
地
位
等
）
を
持
た
な
い
と
い
う
事
情
が
あ

る
。
限
界
も
あ
る
が
、
彼
女
達
は
交
渉
す
る
主
体
と
し
て
フ
ァ
ト
ワ
ー
を

求
め
て
い
る
。

イ
ン
ド
に
お
け
る
断
食
と
自
己
犠
牲
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

松
尾　

瑞
穂

　

女
性
に
は
司
祭
の
よ
う
な
宗
教
職
能
者
へ
の
道
が
拓
か
れ
て
い
な
い
ヒ
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的
側
面
や
、
合
同
家
族
内
で
の
資
源
（
食
）
の
分
配
の
不
均
衡
性
と
い
う

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
側
面
を
有
し
て
い
る
。

　

本
報
告
で
は
、
サ
テ
ィ
ー
（
寡
婦
殉
死
）
論
争
を
経
由
し
て
、
断
食
と

い
う
女
性
に
よ
る
宗
教
実
践
を
、
規
範
化
さ
れ
た
女
性
役
割
か
ら
差
異
化

さ
れ
た
受
苦
者
に
よ
る
苦
悩
の
応
答
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ

る
。

「
出
家
」
を
問
い
直
す

│
│ 

ミ
ャ
ン
マ
ー
女
性
の
宗
教
実
践
の
事
例
か
ら 

│
│

飯
國
有
佳
子

　

パ
ー
リ
語
経
典
を
根
本
聖
典
と
し
て
共
有
す
る
上
座
仏
教
社
会
は
、
出

家
と
在
家
の
間
の
明
確
な
聖
俗
分
離
と
両
者
の
相
互
補
完
性
、
比
丘
尼
サ

ン
ガ
消
滅
に
伴
う
出
家
行
為
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
と
い
っ
た
類
似
し

た
構
造
上
の
特
徴
を
有
す
る
。
な
か
で
も
、
出
家
の
選
択
が
可
能
な
男
性

に
対
し
、
女
性
は
在
家
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
出
家
行
為
を
め

ぐ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
と
男
性
出
家
者
の
禁
欲
主
義
は
、
女
性
を
性
的
な
存

在
と
し
、
宗
教
的
位
相
に
お
い
て
男
性
の
下
位
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
傾

向
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
上
座
仏
教
社
会
に
関
す
る
宗
教
研
究
で
は
、
パ
ー
リ
聖
典

に
見
ら
れ
る
テ
ク
ス
ト
分
析
や
、
涅
槃
等
の
来
世
に
か
か
わ
る
出
家
者
の

実
践
を
「
純
粋
」
か
つ
「
正
統
」
な
仏
教
と
捉
え
る
研
究
が
多
く
行
わ
れ

て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
人
類
学
で
は
在
家
の
宗
教
的
実
践
に
着
目
し
た

研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
正
式
に
出
家
で
き
ず
、
ま
た
宗
教
的
な
専

門
知
識
を
持
た
な
い
一
般
の
在
家
女
性
の
宗
教
的
実
践
は
、
研
究
対
象
と

し
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
出
家
者
と
の
対
比
で
若
干
言
及
さ
れ

な
存
在
と
し
て
、
不
妊
女
性
な
ど
と
と
も
に
、
結
婚
式
や
子
ど
も
の
名
づ

け
儀
礼
の
よ
う
な
吉
祥
な
行
事
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
、
忌
避
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
に
と
っ
て
は
夫
の
長
命
や
子
ど
も
の
誕

生
、
婚
家
の
繁
栄
は
、
人
生
そ
の
も
の
を
左
右
す
る
重
大
事
で
あ
り
、
生

存
基
盤
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ヴ
ラ
タ
儀
礼
は
、
断
食
（upvas

）
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。

断
食
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
で
広
く
見
ら
れ
る
宗
教
実
践
で
あ
り
、
食
物

の
摂
取
を
制
限
す
る
こ
と
で
身
体
の
浄
性
を
保
つ
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
が

究
極
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
の
が
、
聖
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
戒
行
と
し
て

の
断
食
で
あ
り
、
自
ら
の
意
志
で
食
物
を
絶
つ
こ
と
で
、
神
と
の
合
一
を

目
指
す
サ
マ
デ
ィ
と
い
う
行
為
で
あ
る
。
サ
マ
デ
ィ
を
行
っ
た
場
所
は
後

に
廟
が
建
立
さ
れ
、
人
び
と
の
崇
拝
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
歴
史
的
に
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
宗
教
行
為
と
し
て
の
断
食
は
、
イ
ン

ド
政
治
の
文
脈
に
お
い
て
政
治
的
要
求
を
訴
え
る
手
段
と
し
て
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。
マ
ハ
ー
ト
マ
・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
か

ら
の
独
立
闘
争
の
な
か
で
、
生
涯
で
十
八
回
も
の
政
治
的
断
食
を
敢
行
し

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

　

よ
り
日
常
的
な
断
食
は
、
特
に
女
性
た
ち
の
間
で
広
く
行
わ
れ
て
い

る
。
村
の
上
位
カ
ー
ス
ト
の
女
性
た
ち
は
、
エ
カ
ダ
シ
（
黒
分
／
白
分
の

十
一
日
）、
チ
ャ
ト
ゥ
ル
テ
ィ
ー
（
満
月
か
ら
四
日
目
）、
満
月
、
新
月
と

い
っ
た
日
に
定
期
的
に
断
食
を
行
う
。
一
方
、
寡
婦
や
不
妊
女
性
の
よ
う

に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
か
ら
は
ず
れ
た
女
性
は
、
週
に

数
回
、
月
に
何
度
も
水
さ
え
口
に
し
な
い
よ
う
な
過
酷
な
断
食
を
敢
行
す

る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
断
食
は
、
宗
教
行
為
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

差
異
化
さ
れ
た
女
性
に
と
っ
て
、
名
誉
や
尊
厳
を
維
持
す
る
と
い
う
社
会
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家
者
を
頂
点
と
し
て
元
出
家
者
の
在
家
男
性
、
比
丘
出
家
経
験
の
な
い
男

性
、
女
性
と
い
う
順
で
階
層
化
さ
れ
て
お
り
、
劣
位
に
あ
る
女
性
が
、
出

家
者
に
対
す
る
批
判
を
封
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

女
性
の
語
り
に
耳
を
傾
け
る
と
、
彼
女
等
は
出
家
者
と
し
て
望
ま
し
く
な

い
行
為
を
的
確
に
認
識
し
つ
つ
も
、
僧
侶
に
対
す
る
批
判
が
悪
徳
と
な
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
戦
略
的
に
批
判
を
回
避
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

仏
教
徒
に
は
三
宝
帰
依
と
戒
律
に
則
っ
た
善
き
行
為
の
実
践
が
求
め
ら

れ
る
が
、
僧
侶
の
行
い
を
認
識
し
つ
つ
も
批
判
を
口
に
し
な
い
と
い
う
女

性
の
実
践
は
、
三
宝
帰
依
と
い
う
仏
教
徒
の
大
前
提
に
忠
実
に
則
し
つ

つ
、
悪
徳
を
避
け
、
善
き
行
為
を
選
択
的
に
行
う
こ
と
で
、
戒
の
実
践
と

い
う
局
面
に
お
い
て
自
己
卓
越
化
を
図
る
主
体
的
行
為
と
い
え
る
。
こ
う

し
た
女
性
の
実
践
の
あ
り
方
は
、
た
し
か
に
顕
示
的
に
示
さ
れ
た
抵
抗
と

は
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
例
は
女
性
が
男
性
優
位
の
宗
教
的
規
範
に

服
従
す
る
よ
う
に
見
え
つ
つ
も
主
体
的
な
実
践
を
行
い
得
る
こ
と
を
示
す

だ
け
で
な
く
、
出
家
行
為
の
み
に
拘
泥
せ
ず
、
自
ら
の
実
践
の
中
で
不
断

に
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
点
で
、
変
革
の
兆
し
を
含
む
も
の
と
言
え

る
。
こ
う
し
た
点
は
、
出
家
者
に
の
み
着
目
す
る
研
究
か
ら
は
見
え
な
い

こ
と
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
は
宗
教
研
究
の
深
化

に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

川
橋
範
子
・
小
松
加
代
子

　

宗
教
活
動
を
行
う
主
体
の
多
く
は
女
性
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本

の
宗
教
研
究
者
に
は
女
性
が
少
な
い
。
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
持
つ
男

性
宗
教
研
究
者
も
未
だ
に
少
な
い
。
学
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
偏
り

る
場
合
に
も
、
女
性
の
宗
教
的
実
践
の
熱
心
さ
は
生
得
的
劣
位
の
払
拭
と

み
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
出
家
行
為
に
比
べ
一
段
低
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
／
精
霊
信
仰
、
出
家
／
在
家
、
宗
教
的
専
門
家
／
非

専
門
家
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
二
項
対
立
の
な
か
で
、
一
般
女
性
の
実
践

は
幾
重
に
も
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
（
飯
國
有
佳
子
『
現
代
ビ
ル
マ
に
お
け

る
宗
教
的
実
践
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
風
響
社
、
二
〇
一
一
年
、
序
章
参
照
）。

　

そ
も
そ
も
、
大
い
な
る
も
の
へ
の
畏
怖
や
服
従
を
強
調
す
る
宗
教
は
、

本
質
的
に
個
と
し
て
の
自
律
や
自
己
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
女
性
の
自

己
解
放
や
自
己
実
現
を
阻
み
、
結
果
と
し
て
女
性
を
男
性
の
権
威
に
従
属

さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
傾
向
を
持
つ
（
川
橋
範
子
『
妻
帯

仏
教
の
民
族
誌
│
│
ジ
ェ
ン
ダ
ー
宗
教
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
人
文
書

院
、
二
〇
一
二
年
、
第
一
章
参
照
）。
こ
う
し
た
困
難
な
状
況
の
中
で
、

女
性
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
家
父
長
的
な
規
範
へ
の
服
従
や
そ
れ
へ
の
抵

抗
と
し
て
過
度
に
ロ
マ
ン
化
す
る
こ
と
な
く
的
確
に
捉
え
る
に
は
、
女
性

の
宗
教
的
実
践
が
生
起
す
る
ミ
ク
ロ
な
場
に
お
け
る
権
力
関
係
へ
の
着
目

が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
黄
衣
献
上
（
カ
テ
ィ
ナ
／
カ

テ
イ
ン
）
儀
礼
の
実
施
に
関
す
る
人
々
の
や
り
取
り
を
事
例
と
し
て
取
り

上
げ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
の
ザ
ガ
イ
ン
管
区
に
位
置
す
る
調
査
地
域
の

場
合
、
集
団
に
よ
る
カ
テ
イ
ン
儀
礼
の
主
催
は
、
僧
侶
自
身
の
不
徳
を
暗

示
す
る
。
そ
の
た
め
、
儀
礼
実
施
時
期
に
な
る
と
、
ど
こ
の
僧
院
に
誰
が

喜
捨
を
行
う
か
と
い
う
話
題
が
頻
繁
に
取
り
沙
汰
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
出

家
経
験
を
有
す
る
男
性
は
あ
か
ら
さ
ま
な
僧
侶
批
判
を
行
う
の
に
対
し
、

女
性
は
個
々
の
僧
侶
に
対
す
る
批
判
を
口
に
せ
ず
、
論
評
を
避
け
る
傾
向

が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
当
該
社
会
に
お
け
る
宗
教
上
の
権
威
が
、
男
性
出
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批
判
す
れ
ば
、
西
洋
の
帝
国
主
義
的
な
視
点
に
同
調
す
る
「
文
化
的
裏
切

り
者
」
と
よ
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
非
西
洋
社
会
の
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
ど
ち
ら
の
立
場
も
、
女
性
が
経
験
す

る
現
実
の
暴
力
や
搾
取
の
問
題
に
沈
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し

て
家
父
長
制
的
な
差
別
構
造
の
現
状
維
持
に
加
担
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。「
女
性
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
様
々
な
差
異
を
内
包
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
論
争
や
闘
争
は
多
様
な

形
を
と
る
。

　

パ
ネ
ル
の
中
で
は
、
女
性
の
宗
教
的
実
践
に
関
す
る
解
釈
の
枠
組
み
に

つ
い
て
川
橋
が
本
パ
ネ
ル
の
問
題
提
起
の
意
図
を
説
明
し
た
。
嶺
崎
は
、

エ
ジ
プ
ト
女
性
の
宗
教
実
践
に
み
る
「
自
己
承
認
」
の
問
題
を
「
イ
ス
ラ

ー
ム
電
話
」
の
電
話
相
談
の
事
例
か
ら
報
告
、
松
尾
は
イ
ン
ド
に
お
け
る

断
食
を
巡
っ
て
、
宗
教
的
言
説
が
女
性
の
名
誉
や
立
場
の
確
保
と
い
っ
た

微
細
な
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
飯
國
は
、
こ

れ
ま
で
出
家
者
に
偏
っ
た
研
究
と
は
異
な
り
、
カ
テ
イ
ン
儀
礼
に
お
け
る

布
施
行
を
め
ぐ
っ
て
女
性
た
ち
が
独
自
の
価
値
づ
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
及
び
会
場
か
ら
は
、
女
性
の
宗
教
実
践
と

具
体
的
な
社
会
構
造
に
お
け
る
変
化
と
の
関
連
、
あ
る
い
は
、
女
性
た
ち

の
新
た
な
実
践
や
価
値
の
創
出
が
家
族
や
外
部
の
社
会
に
ど
う
共
有
さ
れ

て
い
る
の
か
、
な
ど
有
意
義
な
質
問
が
出
た
。

　

こ
れ
ま
で
女
性
の
宗
教
的
実
践
が
価
値
の
低
い
も
の
と
み
な
さ
れ
理
論

化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
本
パ
ネ
ル
は
標
準
と
さ
れ
て
き

た
解
釈
へ
の
批
判
と
そ
の
解
釈
の
見
直
し
、
ま
た
学
問
の
制
度
の
再
構
築

な
ど
も
ふ
く
め
て
、
日
本
人
の
女
性
人
類
学
者
が
寄
与
で
き
る
解
釈
や
分

析
を
試
み
る
も
の
と
な
っ
た
。

は
、
宗
教
研
究
は
男
性
の
も
の
だ
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
固
定
化

し
、
女
性
研
究
者
の
過
小
評
価
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
い
う
問
題
を
は

ら
む
。
同
時
に
宗
教
研
究
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
の
欠
如
は
、
女

性
の
宗
教
活
動
の
軽
視
ま
た
は
不
可
視
化
、
あ
る
い
は
宗
教
活
動
を
す
る

女
性
の
主
体
の
無
化
と
い
っ
た
問
題
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

本
パ
ネ
ル
は
、
そ
う
し
た
問
題
へ
の
見
直
し
の
契
機
と
し
て
、
女
性
フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
人
類
学
者
を
招
き
、
女
性
の
宗
教
的
実
践
を
丁
寧
に
掘
り
起

こ
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
女
性
の
多
様
な
視
点
か
ら
公
認
宗
教
や
伝
統
宗

教
を
照
射
し
返
し
、
そ
れ
に
よ
り
宗
教
研
究
を
一
層
の
厚
み
と
多
様
性
を

持
つ
も
の
と
し
て
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
ひ
と
つ
の
試
み
で
あ
る
。

　

宗
教
は
一
方
で
は
女
性
を
排
除
し
他
方
で
は
取
り
込
も
う
と
す
る
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
女
性
に
と
っ
て
解
放
と
縛
り
の
両
義
的
な
意
味
を
も

つ
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
に
お
い
て
、
女
性
は
民
族
や
国
家
の
独
自
性
や
精

神
的
本
質
を
貯
蔵
す
る
象
徴
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
、
ヴ
ェ
ー
ル

や
サ
テ
ィ
な
ど
の
慣
習
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
は
複
雑
化
し
て
き
た
。
こ

れ
ら
を
男
性
に
よ
る
女
性
支
配
の
刻
印
と
見
る
一
部
の
西
洋
の
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
見
方
こ
そ
が
非
西
洋
女
性
の
主
体
性
を
軽

ん
じ
る
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
や
帝
国
主
義
の
産
物
で
あ
る
、
と
い
う
反
論
が

当
事
者
で
あ
る
女
性
か
ら
な
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
慣
習
を
伝
統
的
な
文

化
で
あ
る
と
擁
護
し
た
い
男
性
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
西
洋
に
特
有
の
人

権
論
に
す
ぎ
な
い
、
と
排
除
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ン

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
西
洋
人
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
な
か
に
は
、
人
種
主
義

や
植
民
地
主
義
と
非
難
さ
れ
る
危
険
を
お
そ
れ
て
、
非
西
洋
の
女
性
と
文

化
に
対
す
る
否
定
的
見
方
や
道
徳
的
批
判
を
避
け
よ
う
と
す
る
文
化
相
対

主
義
的
な
立
場
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
自
己
が
属
す
る
文
化
を
少
し
で
も
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ど
の
結
節
機
関
を
有
し
て
い
る
。
平
成
一
七
年
の
松
阪
市
を
含
む
一
市
四

町
の
合
併
後
は
、
一
九
年
に
住
民
協
議
会
「
森
を
考
え
る
会
」
を
発
足
さ

せ
て
、
内
発
的
地
域
活
性
化
の
動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
等
と
協
力
し
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
し
て

い
る
。

　

前
者
は
会
長
以
下
役
員
六
名
、
研
究
部
会
八
名
、
文
化
部
会
二
〇
名
、

広
報
部
会
七
名
、
運
動
部
会
一
六
名
、
福
祉
部
会
一
〇
名
の
専
門
部
会
で

構
成
さ
れ
、
年
間
予
算
三
九
〇
万
円
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
平
成
二

四
年
に
は
、
ダ
ム
湖
の
春
ま
つ
り
参
加
者
七
百
名
、
夏
の
ア
マ
ゴ
つ
か
み

大
会
・
盆
踊
り
花
火
大
会
六
百
名
、
年
二
回
の
土
手
下
刈
り
計
約
百
名
な

ど
年
間
五
六
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
後
者
で
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
、
教
会
員
が
住
民
の
資
格
で
多
く
関
与
し
て
い
る
。

「
森
を
考
え
る
会
」
の
専
門
部
会
員
の
少
な
く
と
も
九
名
（
一
五
％
）
が

教
会
員
で
、
他
に
も
民
生
委
員
に
就
任
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　

近
年
の
教
会
の
状
況
を
記
述
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
Ｂ
氏
が
平
成

一
二
年
に
逝
去
し
た
後
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
毎
夜
の
祈
願
祭
や
無
尽

講
が
消
滅
し
た
。
ま
た
初
期
幹
部
の
世
代
交
代
が
進
み
、
信
仰
の
次
世
代

継
承
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
他
方
、
人
口
移
動
に
と
も
な
い
市
東
部
に

教
圏
が
拡
大
し
た
が
、
活
動
は
依
然
と
し
て
市
最
西
部
の
事
例
地
区
が
中

心
で
あ
る
。
Ａ
氏
は
、
平
成
二
三
年
か
ら
療
養
の
た
め
市
東
部
の
大
規
模

病
院
に
入
院
し
、
長
男
の
配
偶
者
が
新
教
会
長
に
就
任
し
た
が
、
幹
部
が

頻
繁
に
訪
問
し
、
継
続
し
て
Ａ
氏
に
よ
る
教
会
経
営
の
指
導
が
な
さ
れ
て

い
る
。

過
疎
地
域
に
お
け
る
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性

│
│ 

三
重
県
を
事
例
に 

│
│

代
表
者
・
司
会　

川
又
俊
則

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

武
笠
俊
一

過
疎
と
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
続

│
│ 

松
阪
市
飯
高
町
森
地
区
の
事
例 

│
│

磯
岡　

哲
也

　

典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
過
疎
地
に
お
け
る
、
民
俗
宗
教
系
新
宗
教
の

円
応
教
の
事
例
を
報
告
す
る
。
内
容
は
、
昭
和
五
九
年
の
成
城
大
学
民
俗

学
研
究
所
の
共
同
調
査
「
山
村
生
活
五
〇
年
そ
の
文
化
変
化
の
研
究
」
で

得
た
資
料
と
、
約
三
〇
年
後
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
資
料
と
の
比
較

に
よ
り
構
成
す
る
。

　

円
応
教
の
伝
播
は
、
昭
和
三
〇
年
事
例
地
区
出
身
の
名
古
屋
市
電
運
転

士
Ｂ
氏
が
入
教
し
、
翌
年
妻
で
初
代
教
会
長
と
な
る
Ａ
氏
（
大
正
一
一
年

生
）
が
入
教
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
三
〇
年
代
に
、

幹
部
と
な
る
初
期
の
信
者
が
入
教
、
彼
ら
が
布
教
師
と
な
っ
て
信
者
が
増

え
、
三
六
年
に
布
教
所
、
四
二
年
に
は
飯
南
教
会
が
発
足
し
た
。
入
教
の

主
な
契
機
は
、
生
活
・
家
庭
内
の
剥
奪
と
、
Ａ
氏
の
修
法
の
教
文
に
よ
る

「
生
活
指
導
」
で
あ
っ
た
。
五
〇
年
代
に
は
信
者
の
第
二
次
伸
張
期
を
迎

え
、
事
例
地
区
人
口
の
一
割
に
達
し
地
域
に
定
着
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
例
地
区
は
周
辺
地
域
と
同
様
、
過
疎
化
、
高
齢
化
、
林
業

や
商
工
業
な
ど
地
域
産
業
の
停
滞
が
進
行
し
た
が
、
他
方
、
世
帯
数
三

百
、
人
口
七
百
弱
を
擁
し
、
ス
ー
パ
ー
、
診
療
所
、
郵
便
局
、
小
学
校
な
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両
町
と
も
山
と
川
に
囲
ま
れ
、
大
部
分
が
山
林
地
帯
に
あ
る
。
林
業
や

茶
、
畜
産
業
（
大
紀
町
は
他
に
漁
業
）
等
が
基
幹
産
業
で
あ
り
、
平
成
の

大
合
併
以
降
も
人
口
は
減
少
し
続
け
て
い
る
。

　

日
本
キ
ン
グ
ス
・
ガ
ー
デ
ン
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
社
会
福
祉
法
人
を

設
立
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
全
国
各
地
で
運
営
し
て
い
る
。
共

生
園
・
大
台
共
生
園
は
、
三
重
キ
ン
グ
ス
ガ
ー
デ
ン
の
施
設
で
あ
る
。
両

園
開
設
は
、
大
阪
の
グ
レ
ー
ス
宣
教
会
が
加
わ
っ
て
い
る
日
本
福
音
自
由

教
会
の
関
西
連
合
婦
人
会
が
老
人
ホ
ー
ム
建
設
を
志
し
た
と
こ
ろ
に
始
ま

る
。
見
学
・
調
査
・
勉
強
会
等
を
続
け
る
な
か
、
地
元
出
身
の
住
民
か
ら

土
地
と
資
金
の
提
供
申
し
出
が
あ
り
、
行
政
側
と
の
協
議
の
結
果
、
共
生

園
が
旧
紀
勢
町
（
現
大
紀
町
）
に
一
九
九
一
年
開
設
し
、
十
年
間
の
実
績

の
後
、
隣
接
す
る
大
台
町
で
大
台
共
生
園
が
開
設
し
た
。
両
園
と
も
、
常

時
百
人
以
上
が
入
居
を
待
機
し
て
い
る
。
婦
人
会
等
は
、
管
理
運
営
維
持

の
た
め
献
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
清
掃
等

の
作
業
、
傾
聴
、
中
学
生
の
演
奏
披
露
も
あ
る
。

　

入
居
・
勤
務
条
件
に
信
仰
は
問
う
て
い
な
い
が
、
入
居
者
や
施
設
従
事

者
に
信
者
は
一
割
ほ
ど
い
る
。
両
園
に
は
各
々
教
会
が
あ
り
、
専
属
牧
師

が
い
て
、
朝
の
集
い
や
日
曜
夕
拝
を
担
当
す
る
。
職
員
朝
礼
で
は
、
聖
書

を
読
み
、
月
一
度
の
全
体
職
員
会
は
牧
師
に
よ
る
講
話
も
あ
る
。
召
天
者

記
念
集
会
も
行
わ
れ
、
入
居
者
の
希
望
者
と
、
逝
去
者
の
遺
族
が
参
加
す

る
。
説
教
・
讃
美
歌
他
、
逝
去
者
の
ホ
ー
ム
で
の
生
前
の
様
子
を
、
数
多

く
の
写
真
や
ス
タ
ッ
フ
の
語
り
で
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
寺
院
や
神
社
に
親
し
ん
で
い
た
人
が
、
キ
リ
ス
ト

教
に
出
会
い
、
信
仰
を
持
つ
例
も
見
ら
れ
た
。
夫
婦
で
入
居
し
、
昨
年
妻

を
見
送
っ
た
あ
る
一
人
を
紹
介
し
よ
う
。
彼
は
九
十
歳
を
越
え
て
い
る

　

そ
の
他
、
教
会
に
お
け
る
毎
日
の
「
お
給
仕
」、
毎
月
の
責
任
役
員
会

や
例
月
祭
等
の
祭
礼
、
毎
月
の
修
法
錬
成
会
・
教
義
研
究
や
円
座
、
聖
地

団
参
や
幹
部
研
修
等
の
年
中
行
事
も
継
続
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
と

に
、
寒
入
か
ら
節
分
ま
で
、
創
価
学
会
を
除
く
地
区
の
全
戸
を
回
り
、
家

内
安
全
、
無
病
息
災
を
祈
り
、
喜
捨
を
受
け
る
寒
行
は
、
寺
院
へ
の
奉
仕

と
と
も
に
対
地
域
活
動
と
し
て
発
足
当
初
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
。
二
四

年
の
教
会
五
〇
周
年
大
祭
に
は
百
名
が
参
加
し
、
一
一
名
い
る
布
教
師
に

加
え
て
、
Ａ
氏
の
子
や
孫
三
名
を
含
む
四
名
が
加
わ
る
準
備
中
で
あ
り
、

Ａ
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
継
続
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伸
張
期
に
比
べ
れ
ば
教
勢
は
停
滞
ぎ
み
で
あ
る
が
、
依

然
と
し
て
Ａ
氏
を
中
心
と
し
た
教
会
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
保
た
れ
て
お

り
教
会
活
動
も
安
定
的
に
存
続
し
て
い
る
。
そ
れ
は
地
域
住
民
の
活
性
化

活
動
へ
の
関
与
や
、
教
会
の
地
域
へ
の
対
応
と
い
っ
た
教
会
外
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
い
う
か
た
ち
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
事
例
地
区
の
過
疎
化
は
不
可
逆
的
で
あ
り
、
変
化
の
方
向
性

は
不
変
で
あ
ろ
う
。
教
会
の
今
後
の
適
応
策
と
、
地
区
外
に
転
出
し
て
い

っ
た
次
世
代
信
者
の
動
向
を
含
め
た
教
会
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
持

続
・
変
化
に
さ
ら
に
着
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

老
人
福
祉
施
設
で
出
会
う
宗
教 

│
│ 

大
紀
町
・
大
台
町
の
事
例 

│
│

川
又　

俊
則

　

三
重
県
大
紀
町
・
大
台
町
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
・
老
人
福
祉
施
設
・

教
会
の
二
十
年
の
歩
み
か
ら
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
宗
教
集
団
の
存
続
可

能
性
の
一
つ
と
し
て
、
福
祉
施
設
等
と
の
関
係
、
老
年
期
の
宗
教
と
の
出

会
い
の
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
が
本
報
告
の
目
的
で
あ
る
。
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う
な
形
で
信
仰
が
広
が
る
こ
と
も
、
今
後
、
十
分
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し

た
事
例
で
あ
っ
た
。

祭
礼
を
担
う
こ
と
の
不
合
理

│
│ 

老
人
た
ち
の
島
・
鳥
羽
市
神
島
の
事
例 

│
│

板
井　

正
斉

　

本
発
表
は
、
民
俗
学
に
お
い
て
「
敬
わ
れ
る
老
人
た
ち
の
島
」
と
評
さ

れ
て
き
た
鳥
羽
市
神
島
に
注
目
す
る
。
柳
田
國
男
の
来
島
以
来
、
島
の
祭

礼
行
事
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
高
齢
者
だ
が
、
近
年
そ
の
担
い
方

に
変
化
を
確
認
で
き
る
。
社
会
構
造
的
な
課
題
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て

い
る
こ
と
を
推
測
し
つ
つ
、
従
来
の
調
査
研
究
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
あ

ら
た
め
て
神
島
に
お
け
る
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
〈
こ
れ
ま
で
〉
と
〈
こ

れ
か
ら
〉
を
つ
な
ぐ
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
そ
こ
に
は

い
わ
ば
「
不
合
理
」
と
向
き
合
う
〈
い
ま
・
現
在
〉
が
見
え
て
く
る
。

　

神
島
は
、
伊
勢
湾
の
湾
口
部
に
位
置
し
、
総
面
積
は
〇
・
七
六
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
三
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
離
島
で
あ
る
。
明
治
三
一

年
の
柳
田
国
男
の
来
島
以
来
、
多
く
の
民
俗
学
調
査
が
行
わ
れ
、
豊
富
な

研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
村
隠
居
が
祭
礼
や
日
常

生
活
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
い
、
敬
わ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を

柳
田
が
紹
介
し
た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
調
査
に
お
い
て
「
敬
わ
れ
る
老
人

た
ち
の
島
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
っ
た
。

　

神
島
に
お
け
る
当
屋
制
度
は
、「
宮
持
」
を
一
年
務
め
、
翌
年
に
口
米

の
爺
を
一
年
。
そ
の
後
「
隠
居
ナ
リ
」
の
祝
い
を
経
て
、「
隠
居
衆
」
と

な
る
年
齢
階
梯
制
度
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
そ
の

制
度
の
運
用
に
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
報
告
者
に
よ
る
聞
き
書
き
調
査

が
、
六
十
歳
ま
で
は
商
店
を
経
営
し
て
い
た
。
周
囲
か
ら
の
信
頼
は
厚

く
、
現
役
時
代
は
商
工
会
議
所
会
長
、
引
退
後
は
、
菩
提
寺
の
総
代
会
計

も
長
年
務
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。
妻
を
自
宅
介
護
し
、
共
生
園
で
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
、
そ
し
て
入
居
し
た
。
朝
の
集
い
等
に
参
加
し
、
や
が
て
、
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
を
自
覚
、「
キ
リ
ス
ト
さ
ま
の
話
を
聞
き
、
今
ま
で
と
違
っ

た
教
え
に
感
動
」
し
て
洗
礼
を
決
め
、
中
途
半
端
が
嫌
い
な
彼
は
、
自
宅

で
地
元
の
人
に
参
列
し
て
も
ら
い
、
妻
と
二
人
で
洗
礼
を
受
け
た
。
子
ど

も
の
い
な
い
彼
ら
は
、
親
戚
に
寺
院
と
の
関
係
を
お
願
い
し
、
自
宅
の
仏

壇
を
返
却
し
た
。
現
在
は
、
妻
の
写
真
に
挨
拶
し
な
が
ら
生
活
す
る
彼
に

と
っ
て
、
朝
の
集
い
と
夕
拝
は
と
て
も
楽
し
み
な
時
間
だ
と
い
う
。

　

シ
ル
バ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催
に
は
地
域
老
人
会
の
人
が
、
三
重
奏
や
ゴ
ス

ペ
ル
歌
手
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
園
の
夏
祭
り
等
に
は
多
数
の
人
び
と

が
、
さ
ら
に
、
美
容
や
老
人
会
慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
小
学
校
の
合
唱
団

等
、
園
に
は
多
く
の
地
域
の
人
び
と
が
集
ま
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
感
謝
礼

拝
と
祝
会
と
し
て
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
や
ケ
ー
キ
・
菓
子
を
食
べ
て
の
懇
談

が
行
わ
れ
た
。
共
生
園
の
近
く
に
は
教
会
墓
地
、
信
者
の
一
戸
建
て
住
宅

も
建
て
ら
れ
た
。
グ
レ
ー
ス
宣
教
会
は
こ
の
地
で
、「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓

場
ま
で
」
と
い
う
「
サ
ン
タ
ウ
ン
構
想
」
を
持
っ
て
い
る
。
教
会
の
日
曜

礼
拝
に
は
施
設
従
事
者
家
族
と
共
に
近
隣
住
民
も
い
る
。
近
隣
過
疎
地
の

教
会
と
比
べ
、
礼
拝
出
席
者
は
多
い
。

　

過
疎
地
域
で
社
会
福
祉
法
人
が
設
立
さ
れ
、
老
人
福
祉
施
設
に
は
都
市

部
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
移
住
し
、
運
営
し
た
。
や
が
て
、
地
域
住
民

が
従
事
し
、
入
居
者
も
増
え
、
地
域
と
の
深
い
つ
な
が
り
も
で
き
た
。
老

年
期
に
キ
リ
ス
ト
教
と
出
会
い
、
信
仰
を
持
つ
入
居
者
、
召
天
者
記
念
集

会
等
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
初
め
て
触
れ
た
入
居
者
遺
族
、
こ
の
よ
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回
復
力
・
抵
抗
力
と
い
う
脈
絡
で
使
わ
れ
て
い
る
。
本
事
例
は
、
震
災
の

よ
う
な
一
瞬
に
し
て
お
こ
っ
た
危
機
と
比
べ
て
、
過
疎
、
少
子
高
齢
化
と

い
う
長
い
時
間
を
か
け
た
ゆ
る
や
か
な
危
機
で
あ
る
。
こ
の
危
機
に
対
し

て
、
神
社
を
中
心
と
し
た
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
合
理
的
な
適
応
を
繰

り
返
し
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
担
い
手
と
な
る
高
齢

者
に
は
、
そ
の
都
度
「
不
合
理
」
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
葛
藤
を
内
包
し

つ
つ
適
応
し
よ
う
と
す
る
意
識
も
う
か
が
え
る
。
過
疎
と
い
う
社
会
課
題

が
さ
ら
に
深
刻
と
な
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
そ
の
「
不
合
理
」
と
向
き
合
う

意
識
が
顕
在
化
し
、
宮
持
を
漁
協
が
担
う
と
い
っ
た
合
理
的
な
適
応
に
ま

で
至
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
今
後
は
、
ゆ
る
や
か
な
「
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
」

の
ゆ
く
え
を
、
担
い
手
の
不
合
理
さ
に
も
着
目
し
な
が
ら
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
形
成
す
る
宗
教
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

│
│ 

紀
和
町
の
事
例 

│
│

冬
月　
　

律

　

本
発
表
で
は
、
三
重
県
熊
野
市
の
紀
和
町
内
に
点
在
す
る
複
数
教
団
の

活
動
（
本
発
表
で
は
①
読
み
聞
か
せ
、
②
お
と
ま
り
会
、
③
里
親
）
と
そ

の
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
宗
教
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目
す
る
。

　

各
宗
教
教
団
に
お
い
て
は
、
信
仰
対
象
や
教
理
の
理
解
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
た
め
、
教
団
間
の
交
流
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
紀
和

町
で
は
、
様
々
な
活
動
の
共
通
点
に
子
ど
も
の
存
在
が
あ
っ
た
。
地
域
住

民
お
よ
び
子
ど
も
た
ち
を
も
巻
き
込
ん
だ
活
動
は
、
宗
教
団
体
の
内
外
の

条
件
の
中
で
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
く
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
各
宗
教
団
体
の
活
動
の
様
子
か
ら
教
団

等
に
よ
る
と
、
平
成
一
八
・
二
四
年
度
に
は
、
宮
持
の
な
り
手
が
決
ま
ら

ず
、
漁
業
協
同
組
合
が
中
継
ぎ
を
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　

神
島
を
め
ぐ
る
近
年
の
社
会
課
題
を
概
観
す
る
と
、
統
計
数
値
等
か
ら

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
の
進
行
が
見
逃
せ
な
い
段
階
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
要
因
が
、
祭
礼
を
支
え
る
重
要
な
仕
組
み
に
も
変
化
を
余
儀
な
く
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
神
島

の
老
人
観
を
象
徴
的
に
形
成
し
て
い
る
当
屋
制
度
が
、
社
会
的
な
要
因
に

よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
何
も
近
年
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で

も
た
び
た
び
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
近
代
以
降
の
当
屋
制
度
の
変
化
を
見

る
と
、
社
会
的
な
要
因
に
よ
っ
て
必
然
的
に
役
割
分
化
や
役
割
移
行
と
い

っ
た
合
理
化
が
図
ら
れ
た
も
の
の
、
必
ず
し
も
祭
り
の
実
行
そ
の
も
の
を

揺
る
が
す
よ
う
な
役
割
の
消
滅
や
移
行
は
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
継

承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
近
代
以

降
の
社
会
的
要
因
の
影
響
は
神
島
の
社
会
経
済
的
購
造
に
多
大
な
変
化
を

も
た
ら
し
、
そ
れ
に
と
も
な
う
当
屋
制
度
の
柔
軟
な
変
化
を
指
摘
で
き
る

（
拙
稿
「
祭
り
の
変
容
と
「
老
い
」
の
象
徴
性
」『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究

所
紀
要
』
二
〇
、
平
成
一
六
年
）。

　

そ
れ
で
も
、
役
割
を
担
う
本
人
へ
の
聞
き
書
き
で
は
、
宮
持
を
担
う
こ

と
の
責
任
の
重
さ
に
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
る
一
方
で
、
担
う
こ
と
の
経
済

的
・
精
神
的
負
担
が
決
し
て
軽
い
も
の
で
な
い
こ
と
へ
の
葛
藤
を
う
か
が

え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
常
に
祭
礼
を
担
う
こ
と
は
、
責
任
へ
の
自
尊
心

と
、
負
担
へ
の
懸
念
を
葛
藤
さ
せ
な
が
ら
、
い
わ
ば
「
不
合
理
」
と
向
き

合
っ
て
き
た
と
も
い
え
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、「
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
」
と
い
う
概
念
が
、
地
域
の



157　　

パネル 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

を
と
り
つ
つ
も
新
た
な
活
動
を
推
進
す
る
と
い
っ
た
革
新
的
側
面
を
も
持

ち
合
わ
せ
て
お
り
、（
Ｃ
）は
今
の
と
こ
ろ
教
団
再
建
に
両
教
団
の
良
い
と

こ
ろ
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
両
教
団
の
社
会
活
動
に
お
け
る
協
力
者
（
助

力
）
的
立
場
で
あ
る
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。
さ
ら
に
、
調
査
で
は
、
先

述
の（
Ａ
）と（
Ｂ
）・（
Ｃ
）が
そ
れ
ぞ
れ
互
恵
的
関
係
（
互
恵
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
）
に
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
地
域
社
会
に
お
け
る

教
団
活
動
の
い
ず
れ
の
場
合
も
今
す
ぐ
の
見
返
り
を
期
待
し
な
い
利
他
的

行
動
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　

一
方
で
、「
読
み
聞
か
せ
」
と
「
お
と
ま
り
会
」
な
ど
と
い
っ
た
教
団

活
動
の
継
承
と
発
展
に
は
、
①
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
間
接
的
効
果
は
大
き

い
が
、
具
体
的
に
教
団
の
維
持
・
継
承
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
に

つ
い
て
は
未
知
数
の
領
域
に
あ
る
、
②
異
な
る
地
域
性
に
対
応
し
て
行
わ

れ
て
い
る
活
動
で
あ
る
た
め
に
、
同
地
区
内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が

強
ま
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
逆
に
他
地
区
同
教
団
の
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
に
は
ま
だ
難
点
が
多
い
、
な
ど
の
課
題
が
新
た
に
浮
上
し
た
。
今

後
は
そ
れ
ら
の
問
題
点
に
着
目
し
た
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

川
又　

俊
則

　

本
パ
ネ
ル
は
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
三
年
間
の
計
画
で
行
わ
れ
て
い
る

「
過
疎
地
域
に
お
け
る
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
老
年
期
宗
教
指
導
者
に
関

す
る
宗
教
社
会
学
的
研
究
」
と
い
う
共
同
研
究
の
う
ち
、「
宗
教
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
可
能
性
の
考
察
」
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
人

口
変
動
に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
が
、
多
岐
に
亘
る
分
野
で
喫
緊
の
社
会

問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
地
域
に
残
る
住
民
、
と
り
わ

同
士
で
形
成
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
一
定
の
位
置
関
係
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。

　

調
査
地
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
鉱
山
の
町
と
し
て
栄
え
た
紀
和

町
は
、
三
重
県
南
部
の
南
牟
婁
郡
（
み
な
み
む
ろ
ぐ
ん
）
に
あ
っ
た
町
で

二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
日
に
熊
野
市
と
の
新
設
合
併
に
よ
り
、
新
し
い
熊

野
市
と
な
っ
た
。
紀
和
町
の
人
口
減
少
率
は
高
く
、
平
成
二
五
年
七
月
一

日
現
在
、
人
口
一
三
一
四
（
世
帯
数
七
六
六
）
人
の
過
疎
地
域
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
老
年
人
口
（
六
五
歳
以
上
が
過
半
数
以
上
を
占
め
る
）
お
よ
び

老
齢
化
指
数
が
最
も
高
く
、
住
民
の
平
均
年
齢
も
最
も
高
い
五
九
・
九
歳

（
男
性
五
六
・
五
歳
、
女
性
六
二
・
七
歳
）
と
な
っ
て
い
る
。
本
発
表
で
取

り
上
げ
る
地
域
は
、
紀
和
町
の
一
八
の
地
区
の
う
ち
、
と
く
に
過
疎
状
況

が
深
刻
と
さ
れ
る
小
栗
須
（
一
一
六
人
、
六
六
世
帯
）・
小
川
口
（
二
三

人
、
一
三
世
帯
）・
大
栗
須
（
一
四
九
人
、
八
五
世
帯
）
の
三
区
で
あ
り
、

調
査
対
象
と
な
っ
た
宗
教
団
体
は
、
小
栗
須
の
曹
洞
宗
慈
雲
寺
、
小
川
口

の
天
理
教
奈
和
重
分
教
会
、
そ
し
て
大
栗
須
の
金
光
教
入
鹿
教
会
の
三
教

団
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
と
し
て
、
ま
ず
は
、
従
来
の
お
寺
行
事
は
住
職
に
任
さ

れ
、
住
職
夫
人
が
社
会
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
曹
洞
宗
慈
雲
寺（
Ａ
）、
教

会
長
・
会
長
夫
人
の
地
域
に
お
け
る
経
験
を
生
か
し
、
上
手
に
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
天
理
教
教
会（
Ｂ
）、
信
仰
に
よ
る
教
団
の
布
教
活
動
に
強

い
意
欲
を
示
し
て
お
り
、
教
団
独
自
の
社
会
活
動
は
な
い
も
の
の
、
他
の

教
団
の
活
動
に
対
し
て
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
金
光
教
教
会（
Ｃ
）と
い

っ
た
教
団
の
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
従
属
関
係
性

が
み
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。（
Ａ
）は
従
来
の
行
事
を
維
持
し
つ

つ
、
急
な
展
開
は
好
ま
な
い
保
守
的
立
場
で
あ
り
、（
Ｂ
）は
保
守
的
立
場
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能
性
を
自
覚
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
は
、
宗
教
集
団
内
・
外
の
「
二
重
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
言

え
る
と
の
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
パ
ネ
ル
代
表
者
の
川
又
は
、

そ
の
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
り
、
宗
教
集
団
内
に
留
ま
る
の
で
な
く
、
そ

の
外
で
の
活
動
が
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
つ
の
軸
に
な
る
こ
と
が
、

各
事
例
で
示
さ
れ
た
と
述
べ
た
。
同
時
に
、
今
回
の
パ
ネ
ル
で
は
、
十

年
、
三
十
年
の
ス
パ
ン
で
の
再
調
査
結
果
（
板
井
・
磯
岡
報
告
）
が
示
さ

れ
た
こ
と
と
、
宗
教
外
活
動
に
よ
る
地
域
と
の
結
び
つ
き
（
川
又
・
冬
月

報
告
）
が
見
出
せ
た
こ
と
も
特
徴
的
だ
と
応
答
し
た
。

　

そ
の
後
、
フ
ロ
ア
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
時

間
が
割
か
れ
た
の
は
、
過
疎
地
域
を
め
ぐ
る
今
後
の
社
会
的
課
題
の
深
刻

化
と
、
宗
教
者
あ
る
い
は
宗
教
関
係
者
の
様
々
な
地
域
活
動
と
の
相
関
性

に
「
不
合
理
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
（
板
井
報
告
）
の
意
図
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
宗
教
者
と
し
て
の
信
念
に
基
づ
い
た
活
動
に
そ
も
そ

も
不
合
理
性
は
問
わ
れ
な
い
と
も
言
え
る
が
、
そ
の
一
方
で
取
り
上
げ
た

活
動
が
、
す
ぐ
に
少
子
高
齢
化
の
進
行
を
食
い
止
め
る
よ
う
な
合
理
性
を

有
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
あ
る
い
は
、
宗
教
者
の
活
動
そ
の
も
の

が
も
と
よ
り
不
合
理
で
あ
る
か
ら
こ
そ
聖
性
が
付
与
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
っ
た
意
見
が
今
後
の
課
題
と
し
て
深
め
ら
れ
た
。

　

三
重
県
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
の
事
例
研
究
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
対
象
者
と
の
深
い
交
流
の
な
か
で
得
ら
れ
た
資
料
で
議
論
を
展
開
し

て
い
る
。
こ
の
知
見
は
、
他
の
地
域
で
も
参
照
可
能
な
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
本
パ
ネ
ル
は
冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
科
研
調
査
で
あ
り
、
年

度
内
に
完
成
予
定
の
報
告
書
に
お
い
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
論
考
を
各
報

告
者
が
目
指
す
決
意
を
新
た
に
し
た
。

け
高
齢
者
の
心
の
支
え
と
な
る
「
宗
教
」
に
関
す
る
言
及
に
つ
い
て
、
ほ

ぼ
皆
無
で
あ
る
こ
と
に
問
題
意
識
を
持
つ
。
そ
こ
で
各
報
告
者
は
、
自
ら

調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
宗
教
が
過
疎
地
域
の
人
び
と
に
と
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
も
の
か
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
時
に
、

か
つ
て
地
域
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
だ
っ
た
寺
院
・
神
社
等
の
宗
教

施
設
が
、
現
代
、
再
び
そ
の
拠
点
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
三

重
県
内
の
事
例
研
究
の
な
か
で
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
三
年

間
で
、
三
重
県
内
で
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
十
地
域
す
べ
て
で
調

査
を
行
い
、
本
パ
ネ
ル
で
は
そ
の
う
ち
五
ヵ
所
の
事
例
を
四
つ
の
報
告
で

取
り
上
げ
た
。
そ
の
結
果
、
各
地
域
の
宗
教
集
団
に
注
目
す
る
こ
と
で
、

地
域
や
地
域
住
民
と
の
多
様
な
つ
な
が
り
の
中
に
、
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
一
定
の
調
和
を
創
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
宗
教
の
重

要
性
を
鑑
み
て
こ
な
か
っ
た
従
来
の
過
疎
地
域
研
究
に
対
し
て
新
た
な
知

見
が
提
示
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
科
研
共
同
研
究
者
で
も
あ
る
武
笠
俊
一
氏
か
ら
、
各

報
告
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
と
同
時
に
、
全
体
を
通
じ
た
知
見
が
示
さ
れ
た
。

ま
ず
宗
教
者
あ
る
い
は
宗
教
関
係
者
た
ち
が
従
来
の
伝
統
的
な
宗
教
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
維
持
に
加
え
て
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
い
で
あ
っ
た
。
武
笠
氏
自
身
は
、
そ
れ
を
、
人
口

減
少
と
い
う
地
域
社
会
の
変
化
に
応
え
た
の
も
の
だ
と
推
察
す
る
。
こ
れ

ま
で
行
政
・
市
民
・
民
間
企
業
等
が
担
っ
て
き
た
様
々
な
地
域
活
動
が
縮

小
し
て
い
く
な
か
で
、
各
地
域
の
宗
教
者
あ
る
い
は
宗
教
関
係
者
た
ち

が
、
自
ら
の
信
者
た
ち
の
要
請
も
あ
り
、
こ
れ
に
応
え
た
形
で
、
宗
教
の

枠
に
留
ま
ら
な
い
活
動
を
も
展
開
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、

宗
教
者
自
身
が
、
自
ら
の
宗
教
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
地
域
住
民
へ
応
え
る
可
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ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
『
ニ
ュ
ン
ペ
ー
の
洞
窟
』
に
お
け
る

オ
ル
ペ
ウ
ス
教
神
話

小
野　

隆
一

　

本
発
表
の
目
的
は
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
哲
学
者
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
が
、

そ
の
著
作
『
ニ
ュ
ン
ペ
ー
の
洞
窟
』
に
お
い
て
引
用
し
て
い
る
オ
ル
ペ
ウ

ス
教
神
話
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
『
ニ
ュ
ン
ペ
ー
の
洞
窟
』
と
い
う
著
作
は
、
ホ
メ
ロ
ス
作
の
叙
事

詩
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
ニ
ュ
ン
ペ
ー
に
捧
げ

ら
れ
た
聖
域
で
あ
る
洞
窟
の
謎
め
い
た
描
写
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
解
釈
し

て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
解
釈
に
際
し
て
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
は
、

詩
人
や
哲
学
者
、
宗
教
の
教
義
な
ど
多
数
の
典
拠
を
挙
げ
て
い
る
。
オ
ル

ペ
ウ
ス
教
の
神
話
も
ま
た
、
こ
う
し
た
典
拠
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

　

従
来
で
は
、『
ニ
ュ
ン
ペ
ー
の
洞
窟
』
は
こ
れ
ら
の
様
々
な
典
拠
を
有

効
に
活
用
し
て
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
資
料
の

雑
多
な
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
時
に
は
そ
の
資
料
同
士
が
矛
盾
す
る
こ
と
さ

え
あ
る
、
と
い
う
評
価
を
下
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

　

た
し
か
に
こ
の
著
作
に
は
、
理
路
整
然
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
箇
所
も
多
く
整
合
性
を
欠
く
記
述
も
少
な
く
は
な
い
が
、
と
は
言
え

ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
が
何
の
意
図
も
持
た
ず
に
こ
れ
ら
の
様
々
な
要
素
に
関

し
て
言
及
し
て
い
た
と
も
考
え
難
い
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
特
に
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
神
話
に
関
す
る
言
及
に
焦

点
を
当
て
、
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
が
こ
の
著
作
に
お
い
て
い
か
な
る
意
図
を

も
っ
て
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
の
神
話
に
つ
い
て
の
言
及
を
行
っ
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
『
ニ
ュ
ン
ペ
ー
の
洞
窟
』
に
お
い
て
は
様
々
な
象
徴
の
解
釈
が
語
ら
れ

て
い
る
が
、
本
発
表
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
神
話
に
関
す

る
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
石
の
混
酒
器
や
甕
の
中
に
蓄
え
ら
れ
た

蜂
蜜
と
、
そ
れ
を
蓄
え
た
蜜
蜂
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
及

さ
れ
て
い
る
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
神
話
と
は
、
ゼ
ウ
ス
が
蜂
蜜
に
よ
り
ク
ロ
ノ

ス
を
酔
わ
せ
、
捕
縛
し
て
去
勢
す
る
と
い
う
内
容
の
、
通
常
の
ギ
リ
シ
ア

神
話
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
は
ホ
メ
ロ
ス
が
蜂
蜜
を
神
々
の
飲
食
物
で
あ

る
ネ
ク
タ
ル
と
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ネ
ク

タ
ル
は
プ
ラ
ト
ン
『
饗
宴
』
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
神
々
の

飲
む
酒
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス

は
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
神
話
が
語
る
、「
蜂
蜜
で

酩
酊
す
る
」
と
い
う
不
可
解
な
事
態
を
、
蜂
蜜
を
酒
で
あ
る
ネ
ク
タ
ル
と

同
一
視
す
る
こ
と
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
は
、
こ
の
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
の
神
話
に
よ
り
蜂
蜜
の
甘

さ
が
交
接
の
快
楽
と
同
一
で
あ
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
洞
窟
が
捧
げ
ら
て

い
る
水
の
ニ
ュ
ン
ペ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
な
ぜ

な
ら
水
の
ニ
ュ
ン
ペ
ー
は
、
生
殖
や
生
命
に
関
わ
り
深
い
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。

　

だ
が
、
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
が
こ
う
し
て
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
神
話
を
用
い
て

蜂
蜜
の
解
釈
を
行
っ
た
の
は
、
牽
強
付
会
に
も
見
え
る
面
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
著
作
の
中
に
は
、
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
が
ホ
メ
ロ
ス
を
は
じ
め
と

し
た
先
人
に
最
大
限
の
敬
意
を
払
お
う
と
し
て
い
る
記
述
が
散
見
さ
れ

第
一
部
会
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な
の
は
式
次
第
を
実
行
す
る
者
及
び
式
典
の
挙
行
者
で
あ
り
、
動
物
そ
の

も
の
は
前
二
者
に
比
べ
れ
ば
重
要
で
は
な
い
と
説
く
。
こ
れ
は
一
八
九
〇

年
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
危
機
へ
の
応
答
と
し
て
提
出
さ
れ
て
お
り
、
反
セ
ム

主
義
に
対
抗
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
宗
教
に
も
動
物
供
犠
が
存
在

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
で
あ
っ
た
。

　

次
い
で
一
九
三
〇
年
代
ナ
チ
ス
第
三
帝
国
の
台
頭
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
大
学
宗
教
社
会
学
講
座
か
ら
の
応
答
と
し
て
バ
タ
イ
ユ
や
カ
イ

ヨ
ワ
に
よ
る
新
た
な
動
物
供
犠
論
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
代

社
会
は
、
古
代
社
会
が
動
物
供
犠
と
そ
れ
に
続
く
オ
ル
ギ
ア
に
よ
っ
て
解

消
し
て
い
た
緊
張
を
解
消
す
る
術
を
持
た
な
い
の
で
、
休
暇
と
戦
争
が
そ

れ
を
代
わ
り
に
引
き
受
け
て
い
る
。

　

第
三
は
、
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
を
拠
点
と
す
る
動
物
供
犠
論
で
あ
る
。

十
九
世
紀
に
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
や
ニ
ー
チ
ェ
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
デ
ィ
オ

ニ
ュ
ソ
ス
的
な
情
念
に
注
目
し
て
動
物
供
犠
を
そ
の
延
長
で
考
え
た
。
カ

ー
ル
・
モ
イ
リ
は
こ
の
二
人
か
ら
の
影
響
に
加
え
て
フ
ロ
イ
ト
の
影
響
を

も
受
け
、
死
と
死
者
へ
の
恐
れ
の
観
点
か
ら
狩
猟
の
延
長
と
し
て
の
動
物

供
犠
を
ア
ジ
ア
か
ら
ギ
リ
シ
ア
を
対
象
に
論
じ
た
。
十
九
世
紀
か
ら
二
十

世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
者
が
学
術
的
な
評
価
に
値
す
る
議
論
で

あ
っ
た
。

　

戦
後
の
ブ
ル
ケ
ル
ト
と
ジ
ラ
ー
ル
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
、
ポ
ス
ト
＝
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
の
時
代
の
犠
牲
論
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
ブ
ル
ケ
ル
ト
は
モ
イ

リ
同
様
、
動
物
供
犠
は
狩
猟
か
ら
発
生
し
た
と
考
え
、
動
物
供
犠
が
ギ
リ

シ
ア
宗
教
の
儀
礼
の
基
本
形
で
あ
る
と
考
え
た
。
ジ
ラ
ー
ル
は
人
間
が
同

族
殺
し
と
い
う
暴
力
を
行
え
る
唯
一
の
動
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
類
の

文
化
の
基
本
に
あ
る
の
は
殺
害
の
模
倣
＝
ミ
メ
ー
シ
ス
で
あ
る
供
犠
だ
と

る
。
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
に
と
っ
て
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
引
用
さ
れ
た

様
々
な
典
拠
は
、
す
べ
て
真
理
を
語
る
も
の
と
し
て
尊
重
す
る
と
ポ
ル
ピ

ュ
リ
オ
ス
は
言
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
は
他
の
箇
所
で

も
、
蜜
蜂
を
生
ま
れ
変
わ
る
魂
の
象
徴
と
解
釈
し
て
い
る
。
オ
ル
ペ
ウ
ス

教
も
、
魂
の
不
死
と
生
ま
れ
変
わ
り
を
説
い
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
が
蜂
蜜
の
解
釈
に
お
い
て
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
の
神
話
を
用

い
た
の
は
、
自
然
な
連
想
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

す
な
わ
ち
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
は
、
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
の
神
話
や
教
義
も
ま

た
真
理
を
語
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
他
の
典
拠
と
と
も
に
尊
重
し
、
ま

た
、
自
ら
の
思
想
と
調
和
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
オ
ル
ペ
ウ
ス

教
の
神
話
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
で
あ
る
。

古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
動
物
犠
牲
と
腸
卜

小
堀　

馨
子

　

古
代
ロ
ー
マ
の
都
市
公
共
空
間
で
行
わ
れ
て
い
た
宗
教
儀
礼
は
、
東
方

か
ら
流
入
し
た
諸
宗
教
に
比
べ
て
日
本
で
は
余
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
古
代
ロ
ー
マ
の
公
共
儀
礼
の
中
で
も
動
物
供
犠
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
は
歴
史
的
変
遷
が
あ
る
。
詩
と
神
話
主
体
の
創
造
性
に
富
み
思
索
的
な

ア
ー
リ
ア
系
宗
教
対
律
法
と
儀
礼
主
体
の
忠
実
性
に
重
き
を
お
き
心
の
こ

も
ら
な
い
繰
り
返
し
の
多
い
セ
ム
系
宗
教
と
い
う
十
九
世
紀
に
お
い
て
一

般
に
流
布
し
て
い
た
二
分
法
的
枠
組
の
中
で
、
動
物
供
犠
は
セ
ム
系
宗
教

に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
潮
流
に
あ
っ
て
、
ま
ず
人
類
学
の
モ
ー
ス
ら
は
古
典
テ
ク

ス
ト
の
精
緻
な
読
解
か
ら
、
動
物
供
犠
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
大
事
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古
代
末
期
地
中
海
世
界
に
お
け
る
夢
と
幻
視
の
叙
述
に
関
す
る
考
察

中
西　

恭
子

　

紀
元
後
四
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
「
キ
リ
ス
ト
教
化
」
の
過
程
で
、
夢

の
解
釈
と
し
て
の
夢
占
い
も
ま
た
各
種
の
占
い
と
魔
術
の
行
使
と
と
も
に

禁
制
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
系
の
著
作
家
た
ち
は

マ
ク
ロ
ビ
ウ
ス
『
ス
キ
ピ
オ
の
夢
注
解
』
や
キ
ュ
レ
ネ
の
シ
ュ
ネ
シ
オ
ス

『
夢
に
つ
い
て
』
の
よ
う
な
、
夢
に
関
す
る
包
括
的
な
考
察
を
残
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
古
代
末
期
に
お
け
る
夢
見
と
幻
視
の
事
例
は
キ
リ
ス
ト

教
側
の
叙
述
か
ら
知
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
神
に
由
来
す
る
「
真
正
な

夢
」
と
、
悪
し
き
ダ
イ
モ
ー
ン
に
由
来
す
る
「
偽
り
の
夢
」
の
弁
別
は
教

父
の
関
心
の
対
象
で
あ
り
、
教
会
史
家
た
ち
は
、「
よ
き
キ
リ
ス
ト
教
皇

帝
」
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
象
徴
の
幻
視
や
夢
告
体
験
に
言
及
す
る
こ
と

で
、「
異
教
の
簒
奪
者
」
に
対
す
る
勝
利
を
効
果
的
に
印
象
づ
け
る
叙
述

を
行
っ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
教
会
史
家
群
の
叙
述
に
み
ら
れ
る
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
の
一
門
、
す
な
わ
ち
第
二
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
朝
の
皇
帝

た
ち
と
十
字
架
の
幻
視
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

三
一
二
年
一
〇
月
二
七
日
、
ミ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
橋
の
決
戦
の
前
日
の
白
昼

に
お
き
た
と
さ
れ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
十
字
架
の
幻
視
に
つ
い

て
、
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
『
迫
害
者
た
ち
の
死
に
つ
い
て
』
四
四
（
三
一

四
年
頃
）
は
、
兵
士
の
統
率
の
徴
と
し
て
の
十
字
の
使
用
を
示
唆
す
る

「
お
告
げ
」
に
言
及
す
る
。
天
空
に
輝
く
十
字
の
徴
に
言
及
す
る
『
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
生
涯
』
一
・
二
八
―
二
九
（
三
三
七
年
、
四
世
紀
後

半
の
偽
作
説
は
少
数
説
）
以
降
の
著
作
で
は
幻
視
の
描
写
が
よ
り
華
麗
に

な
る
（
ル
フ
ィ
ー
ヌ
ス
『
教
会
史
』
九
・
九
・
一
（
四
〇
二
年
）、
フ
ィ

ロ
ス
ト
ル
ギ
オ
ス
『
教
会
史
』
一
・
六
（
四
二
五
―
四
三
三
年
）、
ソ
ク

説
い
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
の
存
在
を
否
定
し
、
ギ
リ

シ
ア
宗
教
だ
け
に
絞
っ
て
考
察
し
た
が
、
や
は
り
動
物
供
犠
を
ギ
リ
シ
ア

宗
教
の
根
幹
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
に
古
代
地
中
海
の
宗
教
、
特

に
ギ
リ
シ
ア
宗
教
に
お
い
て
、
供
犠
の
中
で
も
動
物
を
屠
る
瞬
間
が
最
高

潮
で
あ
り
、
最
も
大
切
な
瞬
間
で
あ
っ
た
、
と
看
做
す
考
え
方
に
は
疑
義

が
呈
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
こ
の
よ
う
な
理
論
に
代
わ
る
グ
ラ
ン
ド
セ
オ

リ
ー
は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、
考
古
学
の
発
掘
の
成
果
と
の
比
較
検
討
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　

実
際
、
供
犠
を
表
す
ラ
テ
ン
語
はsacrificare

（sacer

＋facere

物
を
神
の
所
有
に
帰
す
こ
と
）、im

m
olare

（
塩
入
麦
粉
を
撒
く
こ
と
）

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
動
物
を
屠
る
」
こ
と
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
現
在
浮
彫
石
碑
の
形
で
残
っ
て
い
る
都
市
の
公
共
空
間
で
行
わ
れ
た

儀
礼
の
図
像
を
確
認
し
て
も
、
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
祭
列
の
中

で
引
か
れ
て
ゆ
く
場
面
や
、
祭
儀
挙
行
者
が
香
を
焚
い
て
い
る
傍
で
人
々

に
交
じ
っ
て
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
場
面
で
あ
り
、
ご
く
一
部
に
、
屠
殺
後

に
腸
卜
官
に
よ
っ
て
内
臓
を
改
め
ら
れ
て
い
る
場
面
も
存
在
す
る
が
、
屠

る
瞬
間
を
描
い
た
場
面
は
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
、
こ
と
に
ロ
ー
マ
に
お
い
て

は
、
動
物
供
犠
は
祭
儀
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
は
あ
っ
た
が
、
動
物
供

犠
論
が
描
く
よ
う
な
祭
儀
の
最
高
潮
で
あ
っ
た
と
看
做
す
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
人
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
、

神
々
と
の
意
志
疎
通
の
手
段
で
あ
る
焚
香
の
時
で
あ
り
、
腸
卜
の
時
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
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史
』
一
〇
・
三
九
―
四
〇
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
ス
コ
ラ
ス
テ
ィ
コ
ス
『
教
会

史
』
三
・
二
〇
、
ソ
ー
ゾ
メ
ノ
ス
『
教
会
史
』
五
・
二
二
は
火
災
と
地
震

に
よ
る
工
事
の
中
断
に
も
言
及
す
る
が
、
ル
フ
ィ
ー
ヌ
ス
と
ソ
ー
ゾ
メ
ノ

ス
は
十
字
の
徴
を
見
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
畏
れ
と
キ
リ
ス
ト

教
へ
の
改
宗
を
特
筆
す
る
。
天
変
地
異
を
凶
兆
と
し
て
描
く
「
異
教
的
」

歴
史
叙
述
の
伝
統
に
従
い
、
天
変
地
異
と
十
字
の
徴
の
出
現
を
組
み
合
わ

せ
る
描
写
は
、「
背
教
者
」
の
敗
北
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
と
し
て
の

エ
ル
サ
レ
ム
の
意
義
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
お
け
る
図
像
と
象
徴

中
島
和
歌
子

　
「
ケ
ル
ト
」
お
よ
び
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
語
・
概
念
が

ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る

の
か
と
い
う
大
き
な
問
題
が
前
提
と
し
て
存
在
し
て
い
る
以
上
、
現
代
に

お
け
る
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
呼
称
が
極

め
て
広
い
枠
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
現
象
、
文
化
現
象
を
包
括
的
に

取
り
込
ん
で
い
る
状
況
を
い
か
に
考
察
す
べ
き
か
と
い
う
課
題
も
ま
た
大

き
い
。

　

こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は

何
か
を
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
ゆ
る
や
か
な
類
型
化
を
試
み
る
こ
と

に
し
た
い
。
そ
の
際
に
ひ
と
つ
の
指
針
と
な
り
う
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な

ケ
ル
ト
的
図
像
（
と
さ
れ
る
も
の
）
を
活
用
し
て
い
る
か
・
ど
の
よ
う
な

ケ
ル
ト
的
象
徴
（
と
さ
れ
る
も
の
）
を
重
視
し
て
い
る
か
に
注
目
す
る
方

法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
な
か
に
は
、
ケ

ラ
テ
ス
・
ス
コ
ラ
ス
テ
ィ
コ
ス
『
教
会
史
』
一
・
二
（
四
四
〇
年
頃
））。

『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
生
涯
』
は
、
十
字
の
徴
の
意
図
を
は
か
り
か

ね
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
が
見
た
勝
利
を
告
げ
る
キ
リ
ス
ト
の
顕
現
夢

に
も
言
及
す
る
。
な
お
、
こ
の
時
点
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
ま
だ

洗
礼
を
受
け
て
い
な
い
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
嫡
男
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
「
異

教
徒
」
簒
奪
帝
マ
グ
ネ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
対
す
る
勝
利
の
予
告
に
も
十
字
架

の
徴
が
登
場
す
る
。
三
五
〇
年
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
キ
ュ
リ
ロ
ス
は
『
皇
帝

宛
書
簡
』
で
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
出
現
し
た
十
字
型
の
光
を
皇
帝
の
勝
利
の

予
告
と
し
て
解
釈
し
た
。
こ
れ
を
根
拠
に
、
教
会
史
家
た
ち
は
エ
ル
サ
レ

ム
で
の
十
字
型
の
光
の
出
現
に
言
及
す
る
。
フ
ィ
ロ
ス
ト
ル
ギ
オ
ス
『
教

会
史
』
三
・
二
六
は
カ
ル
バ
リ
山
に
出
現
し
た
十
字
架
の
上
に
か
か
る
虹

を
皇
帝
の
勝
利
の
予
告
と
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
ス
コ
ラ
ス
テ
ィ
コ
ス
『
教

会
史
』
二
・
二
八
は
目
撃
者
た
ち
の
驚
き
に
言
及
す
る
。
ソ
ー
ゾ
メ
ノ
ス

『
教
会
史
』（
四
四
七
―
四
五
〇
年
頃
）
四
・
五
は
、
十
字
の
徴
に
圧
倒
さ

れ
た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
た
ち
の
改
宗
を
予
感
す
る
キ
ュ
リ
ロ
ス
自
身
に
も
言
及

す
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
息
子
の
「
異
教
」
へ
の
勝
利
も
父
と
同

様
に
十
字
架
の
徴
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
エ
ル
サ
レ
ム
は
キ
リ
ス
ト
教

の
聖
地
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
甥
で
あ
る
ユ
リ
ア
ヌ
ス
に
よ
る
エ
ル
サ
レ
ム

の
ユ
ダ
ヤ
教
神
殿
再
建
計
画
の
失
敗
も
、
十
字
架
の
徴
の
出
現
の
挿
話
と

と
も
に
語
ら
れ
る
。
ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
『
ユ
リ
ア
ヌ
ス
駁

論
・
第
二
弁
論
』
三
―
四
の
「
天
に
十
字
の
徴
が
現
れ
、
再
建
工
事
の
現

場
に
突
風
が
起
き
、
火
球
が
落
ち
る
」
天
変
地
異
の
描
写
を
根
拠
に
、
教

会
史
家
た
ち
は
十
字
の
徴
の
顕
現
に
言
及
す
る
。
ル
フ
ィ
ー
ヌ
ス
『
教
会
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打
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
ス
タ
ジ
オ
が
あ
る
。
こ
の
ス
タ
ジ

オ
の
紹
介
文
に
よ
る
と
、
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ヨ
ガ
と
は
、
ヨ
ガ
の
ア
ー
サ

ナ
に
、
ケ
ル
ト
的
な
瞑
想
・
祈
り
・
儀
礼
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
、
と
い

う
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
四
元
素
（
火
・
水
・
風
・
土
）
の
力
や
自
然

の
サ
イ
ク
ル
と
の
繋
が
り
を
重
視
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
は
ハ
イ
ク
ロ
ス
で
は
な
く
、
渦
的
な
モ
チ
ー
フ
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
イ
キ
を
名
乗
る
運
動
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
ち
ら
で
は
古
代
ケ
ル
ト
文
化
に
お
け
る
ド
ル
イ
ド
教
と
関
連
が
深

い
（
と
い
わ
れ
て
い
る
）
要
素
が
象
徴
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
樹
木
・
植
物
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
現
代
の
潮
流
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
古
い
ケ
ル
ト
的

な
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
必
ず
し
も
学
術
的
な
根
拠
に
基
づ

い
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
に
お
い
て
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
が
さ
す
も
の
の
諸
相
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
は
、

宗
教
学
に
お
け
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
概
念
の
持
つ
多
様
性
の
問

題
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
く
た
め
の
一
助
と
し
て
有
益
だ
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

映
画
の
宗
教
学
・
試
論

│
│ 《
ホ
ラ
ー
》
と
《
世
俗
》
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

│
│

近
藤　

光
博

　

宗
教
概
念
批
判
は
宗
教
学
に
対
し
、《
世
俗
》、《
宗
教
と
世
俗
の
あ
い

ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
称
さ
れ
る
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
属
す
の
は
「
ケ
ル
ト

的
」
と
さ
れ
る
思
想
の
要
素
や
、
ケ
ル
ト
文
化
と
関
わ
り
の
深
い
聖
人
へ

の
着
目
な
ど
を
特
徴
と
し
た
、
現
代
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
り
か
た
を
探

っ
て
い
る
団
体
・
組
織
の
活
動
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
文
脈
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
も
の
を
発
掘
・
再
評
価
し
よ
う
と
い
う
趣

旨
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
団
体
・
組
織
に
お
い
て
は
、
概
ね
ハ

イ
ク
ロ
ス
（
ケ
ル
ト
十
字
。
円
環
と
十
字
架
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
シ
ン
ボ

ル
）
を
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
採
用
す
る
な
ど
の
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

　

例
え
ば
二
十
世
紀
に
お
け
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
代
表
例
で
あ
り
、
一
九

三
八
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ク
ラ
ウ
ド
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア
イ
オ
ナ
島

に
設
立
し
た
宗
教
共
同
体
、
ア
イ
オ
ナ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
右
記
に
該
当

し
て
い
る
。
ア
イ
オ
ナ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
ケ
ル
ト
的
キ
リ
ス
ト
教

の
実
践
を
真
に
再
生
す
る
と
し
て
、
早
朝
の
海
に
浸
か
っ
て
懺
悔
を
行
う

な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
な
お
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
ア
イ
オ

ナ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、
今
日
で
は
エ
キ
ュ
メ

ニ
カ
ル
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
一
環
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構

成
員
に
は
、
参
加
形
態
の
度
合
い
に
よ
っ
て
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
し
、

毎
日
の
祈
り
・
聖
書
講
読
な
ど
い
く
つ
か
の
義
務
が
課
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー

の
他
、
そ
の
下
に
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
、
フ
レ
ン
ド
な
ど
が
あ
る
。

　

他
方
で
、「
ケ
ル
ト
」
的
な
る
も
の
へ
の
関
心
に
基
づ
い
て
い
る
も
の

の
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
の
薄
い
（
あ
る
い
は
見
受
け
ら
れ
な
い
）、

よ
り
個
人
的
な
実
践
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
分
類
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。

　

グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
、
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ヨ
ガ
と
銘
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は
、
そ
の
証
左
で
あ
る
。
こ
う
し
て
映
画
と
は
、
大
衆
と
い
う
近
代
の
周

縁
、
底
と
連
接
す
る
こ
と
で
、
人
類
史
的
起
源
性
や
伝
統
の
偉
大
な
生
命

力
を
積
極
的
に
吸
収
し
つ
つ
、
そ
れ
が
近
代
の
脱
宗
教
的
な
世
俗
化
過
程

と
折
り
合
い
を
つ
け
る
様
式
と
内
容
を
反
映
す
る
よ
う
な
、
そ
れ
自
体
は

《
世
俗
》
の
発
展
過
程
に
つ
よ
く
規
定
さ
れ
た
制
度
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
概
観
さ
れ
た
映
画
の
《
世
俗
性
》
に
つ
い
て
、
時
代
や

地
域
ご
と
に
よ
り
稠
密
な
解
明
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る

（
こ
れ
ま
で
の
「
宗
教
と
藝
術
」
論
で
は
、
そ
う
し
た
綿
密
な
作
業
が
著

し
く
欠
け
て
い
た
）。
こ
こ
で
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
課
題
に
言
及
し
て

お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
映
画
鑑
賞
に
時
折
あ
ら
わ
れ
る
「
戦
慄
と
魅
惑
」

（
Ｒ
・
オ
ッ
ト
ー
）
を
把
握
・
解
明
す
る
と
の
課
題
だ
。
最
も
世
俗
化
さ

れ
た
商
業
映
画
で
も
、
そ
う
し
た
現
象
学
的
体
験
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
ジ
ャ
ン
ル
ホ
ラ
ー
を
も
じ
っ
て
《
ホ
ラ
ー
》
と
呼
ん
で
も

よ
い
よ
う
な
体
験
で
あ
る
。
映
画
に
お
い
て
、
な
ぜ
こ
う
し
た
こ
と
が
起

こ
り
う
る
の
か
。
私
の
仮
説
は
、
映
画
等
の
表
出
・
表
現
の
行
為
と
成
果

を
形
成
す
る
力
動
が
、
世
俗
性
に
よ
り
支
え
ら
れ
た
日
常
と
常
識
の
生
活

平
面
を
揺
る
が
し
、
と
き
に
穴
を
開
け
て
し
ま
う
か
ら
で
は
な
い
か
、
と

い
う
も
の
だ
。「
戦
慄
と
魅
惑
」
の
体
験
に
よ
り
現
出
す
る
映
画
の
「
底
」

あ
る
い
は
「
魔
」、
こ
れ
は
《
宗
教
》
と
《
世
俗
》
が
共
有
す
る
人
間
的

可
能
性
の
発
露
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
、
本
発
表
で
私
は
、
宗
教
学
に
と
っ
て
映
画
研
究
が
も
つ
可
能
性

と
意
義
の
明
確
化
に
と
り
く
ん
だ
。
こ
こ
で
示
し
た
見
通
し
を
適
宜
修
正

し
つ
つ
、
今
後
よ
り
詳
細
な
議
論
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
発
表
は
、
映
画
監
督
・
榎
本
憲
男
氏
か
ら
の
多
大
な
助
言
な

く
し
て
成
立
し
え
な
か
っ
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

だ
》、《
宗
教
と
世
俗
が
共
有
す
る
根
底
》
な
ど
の
問
題
設
定
を
与
え
て
い

る
。
こ
う
し
て
現
代
宗
教
学
に
は
、
宗
教
概
念
の
徹
底
的
な
相
対
化
、
歴

史
化
を
通
じ
て
、《
人
間
・
社
会
・
歴
史
》
論
と
宗
教
理
論
を
刷
新
す
る

こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
藝
術
は
焦
点
の
ひ
と
つ
と
な
る
。

本
発
表
は
「
宗
教
と
藝
術
」
論
の
一
環
と
し
て
映
画
に
注
目
す
る
。

　

こ
こ
で
映
画
と
は
、
特
定
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
り
ゆ
る
や
か
に
定
義

さ
れ
た
映
像
音
響
制
作
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
座
席
式
劇
場
と
い
う
公

開
方
法
、
大
衆
向
け
娯
楽
商
品
と
し
て
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
（
薄
利
多
売
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
物
語
の
活
用
）、
二
時
間
前
後
の
尺
、
さ
ら
に
作
家

性
／
藝
術
性
と
の
ゆ
る
や
か
な
影
響
関
係
な
ど
の
要
素
が
、
二
〇
世
紀
半

ば
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
「
映
画
」
と
い
う
範
疇
を
成
立
さ
せ

て
き
た
の
だ
。
そ
し
て
二
一
世
紀
初
頭
、
映
像
技
術
の
簡
便
化
と
廉
価
化

に
よ
る
映
像
の
偏
在
の
加
速
化
、
先
進
諸
国
に
お
け
る
「
大
衆
」
の
希
薄

化
な
ど
を
受
け
、
映
画
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
有
効
性
は
早
く
も
揺
ら
ぎ
つ
つ

あ
る
。

　

さ
て
、
従
来
、
映
画
と
宗
教
の
共
通
点
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
例
え
ば
、
物
語
と
神
話
、
ス
タ
ー
と
神
々
、
劇
場
と
洞
窟
あ
る
い
は

焚
火
、
映
像
と
音
響
の
象
徴
性
と
そ
の
体
験
と
い
っ
た
こ
と
だ
。
こ
う
し

た
指
摘
は
正
し
い
。
し
か
し
、
私
の
見
方
で
は
、
映
画
は
ま
ず
《
世
俗
》

の
制
度
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
映
画
を
特
徴
づ
け
る
の

は
、
科
学
技
術
開
発
と
の
直
接
的
な
連
関
、
二
〇
世
紀
の
大
衆
社
会
へ
の

対
応
、
資
本
主
義
に
よ
る
育
成
・
発
展
・
維
持
、
世
俗
化
し
た
人
間
観
、

社
会
観
、
歴
史
観
の
受
動
的
、
能
動
的
な
追
求
、「
伝
統
的
」
倫
理
観
へ

の
挑
戦
な
ど
で
あ
る
。
映
画
を
主
導
し
て
き
た
欧
米
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会

が
映
像
技
術
に
対
し
つ
よ
い
警
戒
感
を
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
に
し
て
き
た
の
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け
る
「
も
の
」
を
考
察
す
る
場
合
も
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
み
る
と
、
人
間
の
祈
り
や
儀
礼
に
対
し

て
、
絶
対
者
、
超
越
者
の
応
答
が
超
越
的
存
在
の
力
や
聖
な
る
も
の
と
し

て
人
間
に
顕
現
す
る
。
祈
り
の
言
葉
や
身
ぶ
り
、
神
仏
像
、
神
仏
画
、
儀

礼
で
用
い
ら
れ
る
も
の
な
ど
が
人
間
と
聖
な
る
も
の
と
の
間
に
メ
デ
ィ
ア

（
媒
介
）
と
し
て
機
能
す
る
。

　

だ
が
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
像
や
仏
像
、
神
像
、
マ
ン
ダ
ラ
な
ど
は
、
超

越
者
へ
と
至
る
媒
介
物
、
儀
礼
の
装
置
と
し
て
の
み
そ
こ
に
あ
る
の
で
は

な
い
。
イ
メ
ー
ジ
や
図
像
、
造
形
、
も
の
を
通
し
て
超
越
者
や
超
自
然
的

な
も
の
の
顕
現
、
神
託
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
の
が
パ
ワ
ー
を

持
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
、
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
も
の
や
崇
拝
の
対
象
物
が
神
や
超
越
者

そ
の
も
の
と
み
な
さ
れ
得
る
こ
と
に
よ
る
。
神
を
表
象
す
る
神
像
を
神
そ

の
も
の
の
顕
現
と
み
な
す
こ
と
は
、
あ
る
対
象
を
指
示
し
そ
の
意
味
内
容

を
提
示
す
る
記
号
を
、
指
示
さ
れ
た
対
象
そ
の
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ

と
で
あ
る
。
意
味
す
る
も
の
（
記
号
表
現
）
と
意
味
さ
れ
る
も
の
（
記
号

内
容
）
と
い
う
区
別
が
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
神
像
を
神
と
み
な
せ
ば
、
心

の
理
論
に
よ
る
と
、
神
像
も
人
間
と
同
様
心
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
は
単
な
る
も
の
で
は
な
く
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
造
形
物

は
、
力
・
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
有
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
も
の
や
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
よ
う
な
力
・
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ

ィ
テ
ィ
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
（
さ
せ
る
）
儀
礼
も
ひ
ろ
く
認
め
ら
れ
る
。

開
眼
供
養
、
入
魂
な
ど
聖
性
付
与
の
儀
礼
を
と
お
し
て
、
聖
化
さ
れ
、
力

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
も
の
に
神
・
超
自
然
な
る
も
の
が
宿
り
、
聖
性
が

付
与
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
シ
ス
テ
ム
も
、
宗
教
芸
術
の
特
色
の
ひ
と
つ

宗
教
芸
術
の
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

細
田
あ
や
子

　

宗
教
に
お
い
て
作
ら
れ
用
い
ら
れ
る
芸
術
、
宗
教
芸
術
の
特
徴
と
し
て

は
、
た
と
え
ば
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
た
め
の
メ

デ
ィ
ア
、
神
の
顕
現
や
異
界
へ
至
る
た
め
の
契
機
・
道
具
と
い
っ
た
機
能

を
果
た
し
、
さ
ら
に
教
育
・
布
教
の
た
め
、
あ
る
い
は
記
憶
・
想
起
の
た

め
と
い
っ
た
役
割
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
「
造
形
物
が
有
す
る
パ
フ
ォ
ー

マ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
」
と
い
う
側
面
に
注
目
す
る
。

　

神
像
や
仏
像
、
イ
エ
ス
や
聖
母
子
像
な
ど
の
造
形
物
を
目
の
前
に
し

て
、
人
が
祈
り
や
儀
礼
を
行
な
う
の
は
、
そ
の
祈
り
や
儀
礼
が
向
け
ら
れ

た
超
越
的
存
在
か
ら
何
か
応
答
を
求
め
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
人
間

を
越
え
た
よ
り
大
き
な
存
在
、
絶
対
者
、
超
自
然
的
存
在
者
な
ど
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
祈
り
、
供
犠
や

儀
礼
は
、
宗
教
の
根
本
だ
が
、
そ
れ
は
、
人
間
と
神
や
超
自
然
的
存
在

者
、
超
越
者
と
の
相
互
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
神
を
、
人
間
と
相

互
作
用
す
る
人
間
の
よ
う
な
存
在
、
行
為
者
（agent
）
と
み
な
す
見
方

は
、「
心
の
理
論
」
か
ら
も
説
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。「
心
の
理
論
」
と

は
、
他
者
の
心
の
状
態
を
推
測
、
読
解
す
る
能
力
の
こ
と
だ
が
、
人
間
に

は
、
人
間
以
外
の
も
の
に
も
自
分
た
ち
と
同
様
の
心
が
あ
る
と
み
な
す
傾

向
が
あ
り
、
神
や
超
越
者
と
さ
れ
る
よ
う
な
存
在
者
に
も
心
が
あ
っ
て
、

人
間
と
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
人

間
の
周
囲
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
（
と
く
に
動
く
複
雑
な
も
の
）
を
、

信
念
や
欲
望
を
持
つ
行
為
主
体
と
み
な
そ
う
と
す
る
衝
動
は
、
人
間
の
生

態
に
深
く
根
ざ
す
も
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
進
化
論
的
に
宗
教
や
信
仰
、

神
、
超
自
然
的
存
在
に
つ
い
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
理
論
は
、
宗
教
に
お
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たEliade

論
で
あ
る
。
彼
のEliade

に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
文
章
と

し
て
、
も
う
一
つ
、
当
初
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
、Culianu

の
生
前

に
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
「
知
ら
れ
ざ
る
ミ
ル
チ
ァ
・
エ
リ
ア
ー
デ

（M
ircea Eliade necunoscutul

）」
が
あ
る
。
前
者
の
イ
タ
リ
ア
語

版
は
、
二
〇
〇
八
年
に
ロ
ー
マ
の
別
の
出
版
社
か
ら
再
版
さ
れ
て
お
り
、

後
者
は
前
者
の
「
補
遺
」
と
し
て
、
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
語
初
版
で
はEli ade

の
強
い
意
向
で
公
に
な
ら
な
か
っ
た
「
補
遺
２

」
な
ど
も
、Culianu

の

ル
ー
マ
ニ
ア
語
に
よ
る
全
集
版M

ircea E
liade

（Bucure
ti, 2004

）

に
は
ま
と
め
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
ル
ー
マ
ニ
ア
語
全
集

版M
ircea E

liade

の
「
補
遺
」
に
は
、
そ
の
他
のEliade

に
関
す
る

文
書
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
他
、Culianu

の
ル
ー
マ
ニ
ア
語

全
集
中
の
他
の
巻
に
も
、Eliade

に
関
連
す
る
文
章
が
い
く
つ
も
あ
る
。

　

Culianu

に
よ
る
こ
れ
ら
の
「
エ
リ
ア
ー
デ
論
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

章
が
書
か
れ
た
時
期
や
そ
の
長
短
な
ど
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら

を
全
部
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
Ａ
５

判
の
ル
ー
マ
ニ
ア
語
全
集
版
で
優
に

五
〇
〇
頁
を
超
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
論
考
の
う
ち
の
最
初
の
も
の

が
書
か
れ
た
の
が
一
九
七
八
年
と
い
う
、
例
え
ば
、M

. L. Ricketts, 
M
ircea E

liade

（1988

）
な
ど
よ
り
も
早
い
時
期
で
あ
る
こ
と
に
も
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
（Ricketts

は
当
初
か
らCulianu

に
注
目
し
、

Culianu

の
イ
タ
リ
ア
語
初
版M

ircea E
liade

を
目
に
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
）。
以
上
の
点
か
ら
し
て
、Eliade

に
つ
い
て
多
角
的
に
見
直

そ
う
と
す
る
場
合
に
は
、Culianu

の
文
書
群
に
も
十
分
に
目
配
り
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

Culianu
がEliade

に
つ
い
て
多
く
の
文
書
を
書
い
た
の
は
、Eli-

ade

の
思
想
に
つ
い
て
彼
の
若
い
頃
の
政
治
姿
勢
と
抱
き
合
わ
せ
で
そ

と
い
え
る
。

　

神
像
や
仏
像
、
あ
る
い
は
儀
礼
に
お
け
る
道
具
、
お
守
り
、
魔
除
け
グ

ッ
ズ
な
ど
、
宗
教
の
な
か
で
作
ら
れ
、
用
い
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
を
み
な
く
て
は
実
践
に
即
し
た
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
つ
ま
り
、
宗
教
実
践
に
お
い
て
は
、
儀
礼
（
行
為
・
身
ぶ
り
）、

物
語
・
神
話
（
言
葉
・
文
字
）、
イ
メ
ー
ジ
（
表
象
・
図
像
・
造
形
物
）

を
別
個
に
扱
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

を
と
も
に
あ
わ
せ
て
考
慮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

Culianu

か
ら
見
たEliade
宗
教
学
の
本
性

佐
々
木　

啓

　

欧
米
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
激
し
い
批
判
に
は
及
ぶ
べ
く

も
な
い
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
い
く
人
か
の
研
究
者
に
よ
るEliade

批
判
に
よ
っ
て
、
彼
の
若
い
頃
の
政
治
姿
勢
と
抱
き
合
わ
せ
で
、
彼
の
学

問
も
批
判
し
さ
ら
れ
た
観
が
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
ほ
と
ん
ど

の
著
作
が
翻
訳
さ
れ
、
ひ
と
こ
ろ
は
日
本
の
「
宗
教
学
」
の
世
界
の
み
な

ら
ず
一
般
読
書
界
で
も
か
な
り
も
て
は
や
さ
れ
た
「
宗
教
学
者
」
で
あ
る

以
上
、Eliade

そ
の
人
や
彼
の
「
宗
教
学
（history of religions
）」

に
つ
い
て
検
証
し
な
お
す
作
業
は
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
そ
の

よ
う
な
検
証
作
業
は
、「
宗
教
学
」
な
か
ん
ず
く
「
日
本
の
宗
教
学
」
の

こ
れ
ま
で
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
反
省

を
促
す
は
ず
で
あ
る
。

　

Ioan Petru Culianu

（1950‒ 1991

）
に
は
、「Eliade

研
究
」
と

で
も
呼
ぶ
べ
き
研
究
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、Culianu

が
二
八
歳

の
一
九
七
八
年
に
最
初
に
世
に
問
う
た
研
究
書
が
イ
タ
リ
ア
語
で
書
か
れ



167　　

第１部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

エ
リ
ア
ー
デ
の
方
法
は
あ
ま
り
「
科
学
的
」
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
エ
リ
ア
ー
デ
の
研
究
は
神
学
的
過
ぎ
る
と

言
っ
た
批
判
も
出
て
く
る
。
し
か
し
、
エ
リ
ア
ー
デ
は
自
ら
の
宗
教
学
は

「
科
学
的
方
法
」
に
則
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ス
ミ
ス
の
「
宗
教
と
は
宗
教
学
者
が
構
築
し
た
概
念
に
し
か
過
ぎ
な
い
。」

と
い
う
言
葉
に
な
ぞ
ら
え
る
な
ら
ば
、「
世
俗
」
も
同
様
に
構
築
さ
れ
た

概
念
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
。

　

エ
リ
ア
ー
デ
は
聖
な
る
も
の
の
形
態
学
を
展
開
し
た
が
、
俗
な
る
も

の
・
世
俗
的
な
も
の
に
関
心
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
良

く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の
概
念
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
エ
リ
ア
ー
デ
が
世
俗
的
な
事
柄
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
例
を
二
つ
挙
げ

て
み
た
い
。

　

一
つ
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
が
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
で
日
本
を
訪
問
し
た
時
に
、
自
分

は
西
洋
哲
学
の
研
究
者
で
あ
り
仏
教
論
理
学
は
分
か
ら
な
い
が
、
分
か
ら

な
く
て
も
構
わ
な
い
と
述
べ
た
日
本
の
哲
学
研
究
者
と
交
わ
し
た
会
話

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
中
観
派
の
論
理
学
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
取

り
組
ん
だ
反
対
の
一
致
の
神
秘
を
扱
っ
て
い
る
し
、
現
代
の
核
物
理
学
に

お
い
て
も
相
補
性
の
原
理
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
現
代
的
に
重
要
な
知

的
問
題
を
仏
教
哲
学
は
扱
っ
て
い
る
の
だ
と
。
も
う
一
つ
は
、
現
代
社
会

に
お
い
て
も
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
金
の
魅
力
に
つ
い
て
で
あ
る
。
青
銅

や
鉄
が
そ
の
技
術
面
で
人
類
史
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
に

対
し
て
、
金
に
は
特
に
そ
の
よ
う
な
側
面
が
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
社
会
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
は
、
金
に
は
神
話
的
な
聖
な
る

関
係
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
え
る
。
金
は
、
錬
金
術
的
に
理
解
さ
れ
れ
ば
、

土
の
中
で
生
成
・
変
容
さ
れ
る
金
属
の
最
終
目
的
で
あ
っ
た
。
現
代
に
お

の
学
問
も
批
判
し
よ
う
と
す
る
者
た
ち
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

Culianu

の
生
前
に
公
に
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
「
知
ら
れ
ざ
る
ミ
ル

チ
ァ
・
エ
リ
ア
ー
デ
」
中
で
、「Eliade

が
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
」
で
、

「
親
ナ
チ
」
で
、「
鉄
衞
団
の
一
員
」
だ
っ
た
な
ど
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
お
か
し
な
噂
」
を
「
き
っ
ぱ
り
と
否
定
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
、
と
彼

は
書
い
て
い
る
。

　

Eliade

の
死
に
際
し
てCulianu

が
書
い
た
追
悼
文
の
タ
イ
ト
ル
は

「
大
般
涅
槃
（M

ahāparinirvāna

）」
で
あ
っ
た
が
、「
道
家
思
想
の
老

師
」、「
ル
ー
マ
ニ
ア
の
禅
師
」
な
ど
と
、Culianu

は
時
に
、
い
わ
ば

「
宗
教
的
達
人
」
と
し
てEliade
を
讃
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
た
ん

に
最
愛
の
弟
子
を
自
認
す
る
者
の
諂
い
の
言
葉
で
し
か
な
い
、
と
は
言
え

な
い
だ
ろ
う
。Culianu

は
、Eliade
の
「
宗
教
学
」
を
狭
い
一
つ
の

学
問
領
域
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
自
然
科
学
か
ら
の
借
り
物

的
方
法
な
ど
に
頼
る
こ
と
の
な
い
「
全
体
的
解
釈
学
」、「
創
造
的
解
釈

学
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、Culianu
はEliade

を
た
ん
に

あ
る
学
問
分
野
の
碩
学
と
見
て
い
た
の
で
は
な
く
、
何
か
人
間
を
新
た
な

全
体
性
か
ら
捉
え
な
お
す
「
科
学
」
や
「
学
問
」（
す
ら
超
え
た
も
の
？
）

を
構
想
す
る
導
き
手
、
あ
る
い
は
そ
う
い
っ
た
新
た
な
全
体
性
そ
の
も
の

へ
と
人
間
が
到
達
す
る
た
め
の
導
き
手
―
そ
の
導
き
手
＝Eliade
自
体

も
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
存
在
な
の
で
あ
る
が
―
と
み
な
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

エ
リ
ア
ー
デ
に
お
け
る
世
俗
と
科
学
に
つ
い
て

木
村　

武
史

　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
Ｚ
・
ス
ミ
ス
の
エ
リ
ア
ー
デ
批
判
の
立
脚
点
の
一
つ
が
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史
的
生
を
生
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
批
判
的
に
述
べ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
リ
ア
ー
デ
が
意
図
し
た
宗
教
学
は
、

著
者
自
身
を
越
え
て
理
解
す
る
と
い
う
解
釈
学
の
要
請
か
ら
、
普
遍
的
な

宗
教
現
象
の
構
造
に
個
別
の
宗
教
現
象
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
宗
教
的
意
味
を
よ
り
よ
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
し
て

い
た
と
い
え
る
。
宗
教
と
世
俗
の
弁
証
法
の
反
転
が
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ

れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ク
ワ
イ
ン
の
ホ
ー
リ
ズ
ム
論
と
の
類
似
を
見
る
こ

と
は
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ch
・
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
必
然
性

鬼
頭　

葉
子

　

本
稿
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
社
会
哲
学
者
・
倫
理
学
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
「
宗
教
」
を
め
ぐ
る
言
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
近
年

テ
イ
ラ
ー
は
、「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
が
多
様
な
人
々
の
共
生
を
保
証
し
つ

つ
、
人
々
に
「
善
を
行
い
、
善
く
あ
る
よ
う
に
促
す
」
道
徳
的
源
泉
と
し

て
共
有
さ
れ
る
可
能
性
を
主
張
し
て
い
る
。
生
の
多
元
性
を
保
証
す
る
政

治
・
社
会
の
在
り
方
に
と
っ
て
、
い
か
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
有
効
と
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。「
世
俗
の
時
代
」
に
あ
っ
て
、
近
代
人
に
と
っ
て
宗
教
は
、
行
動
の

規
範
や
価
値
観
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
く
、
神
は
合
理
性
に
よ
っ
て
把

握
さ
れ
る
世
界
に
は
関
与
し
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
テ
イ
ラ
ー
は
、
人
間

の
生
を
超
え
た
も
の
に
価
値
を
見
出
さ
な
い
極
端
な
内
在
主
義
す
な
わ
ち

「
排
他
的
人
間
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
思
考
・
行
動
様
式
を
批
判
す
る
。
人

間
の
生
を
超
え
る
「
超
越
」
と
は
、「
人
間
の
繁
栄
を
超
え
て
い
る
、
よ

り
高
次
の
何
ら
か
の
善
」
で
あ
る
。「
超
越
」
は
、
死
・
苦
悩
・
力
の
喪

い
て
、
自
然
と
人
間
が
非
聖
化
さ
れ
て
も
、
金
が
持
つ
宗
教
的
・
象
徴
的

意
義
は
容
易
に
は
消
滅
し
な
い
。
過
去
の
宗
教
思
想
の
特
徴
に
照
ら
し
て

現
代
の
世
俗
的
な
知
に
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
象
徴
的
次
元
を
読
み
解

こ
う
と
す
る
の
は
エ
リ
ア
ー
デ
に
特
徴
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
い
え

る
。

　

で
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
は
自
身
の
著
作
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
宗
教
現
象
を
扱
っ
て
は
い
る
が
、
世
俗
的
で
あ
り
、
科
学

的
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
言
え
る
。『
比
較
宗
教
学
概
論
』
で
、
ア
ン

リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
の
議
論
を
参
照
し
て
、「
尺
度
が
現
象
を
作
る
。」
と
述

べ
て
い
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
卓
越
し
た
数
学
者
で
あ

り
、
科
学
論
者
で
あ
っ
た
ポ
ア
ン
カ
レ
の
著
作
を
参
照
し
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
自
ら
の
宗
教
現
象
の
解
釈
の
方
法
を
示
し
て
い
た
の
は
、
科
学
に
則

っ
た
人
文
社
会
科
学
的
な
宗
教
学
で
あ
る
と
示
そ
う
と
し
て
い
た
と
言
え

る
。
ク
ワ
イ
ン
を
研
究
し
た
丹
治
信
治
に
よ
れ
ば
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
科
学

観
は
規
約
主
義
と
呼
ば
れ
る
。
ク
ワ
イ
ン
に
お
い
て
は
規
約
主
義
は
乗
り

越
え
ら
れ
る
限
界
で
あ
り
、
後
に
ホ
ー
リ
ズ
ム
へ
と
展
開
す
る
。
エ
リ
ア

ー
デ
が
ポ
ア
ン
カ
レ
の
規
約
主
義
を
理
解
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
宗

教
現
象
を
宗
教
的
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
宗
教
的
意
味
を
解
釈
で
き

る
よ
う
に
な
る
方
法
が
科
学
と
し
て
の
宗
教
学
の
視
点
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
と
い
え
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
し
ば
し
ば
エ
リ
ア
ー
デ

は
本
質
主
義
的
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
間
違
っ
て

い
る
。
宗
教
的
人
間
が
宗
教
的
と
理
解
す
る
宗
教
的
実
在
・
真
実
を
世
俗

的
な
科
学
的
知
で
捉
え
る
方
法
と
し
て
宗
教
学
が
あ
る
と
論
じ
て
い
た
と

い
え
る
。

　

エ
リ
ア
ー
デ
は
、
近
代
世
界
は
非
聖
化
さ
れ
、
宗
教
性
を
喪
失
し
た
歴
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多
元
性
・
多
様
性
の
確
保
に
お
い
て
有
効
と
な
る
の
は
、「
差
異
を
横
断

す
る
統
一
」
と
い
う
側
面
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま
た
テ
イ
ラ
ー
は
、
人
間

の
多
様
性
の
由
来
を
、
異
な
る
位
格
を
持
ち
つ
つ
一
で
あ
る
神
（
三
位
一

体
）
の
「
似
像
」
に
基
づ
い
て
人
間
が
創
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
見
出

す
。
で
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
な
く
し
て
生
の
多
元
性
・
多
様
性
を
尊
重
す
る

こ
と
は
不
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？　

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
動
機
か

ら
生
じ
た
「
超
越
を
知
ら
な
い
」
博
愛
と
連
帯
に
は
限
界
が
あ
り
、
他
者

の
他
者
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
テ
イ
ラ
ー
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
な

く
し
て
多
元
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
え
な
い
と
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
現
代
人
に
と
っ
て
有
効
な
道
徳
的
源
泉
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
提

示
し
て
い
る
。
例
え
ば
他
宗
教
を
信
じ
る
者
も
超
越
を
知
っ
て
お
り
、

「
超
越
を
知
る
」
こ
と
は
実
定
宗
教
を
信
奉
す
る
者
だ
け
に
限
定
さ
れ
な

い
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
多
元
性
を
保
証
す
る
有
効
性
を
も
つ
が
、「
超
越

を
知
る
」
者
で
あ
れ
ば
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
問
題
点
と
し
て
、
自
身
の
内
に
否
定
的
契
機
を
内
包

し
な
い
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
、
内
在
化
に
陥
る
危
険
は
決
し
て
低
く

は
な
い
。
テ
イ
ラ
ー
の
い
う
「
超
越
」
は
、
あ
く
ま
で
「
超
越
的
内
在

0

0

」

で
あ
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
で
い
わ
れ
る
「
内
在
的
超
越

0

0

」（
＝
聖

霊
）
と
は
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
〈
世
俗
の
時
代
〉

坪
光　

生
雄

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
は
二
〇
〇
七
年
の
大
著
『
世
俗
の
時
代
』（A

 
Secular A

ge
）
に
お
い
て
、
今
日
の
西
洋
社
会
に
お
け
る
世
俗
性
を
、

「
信
仰
の
条
件conditions of belief

」
と
の
関
連
に
お
い
て
探
求
し

失
な
ど
人
間
的
繁
栄
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
を
含
む
。
一
方
、
近
代
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
の
よ
う
な
「
排
他
的
人
間
主
義
」
に
対
抗
し
、
ニ
ー
チ
ェ
や

フ
ー
コ
ー
に
代
表
さ
れ
る
「
内
在
的
反
啓
蒙
主
義
者
」
の
立
場
が
あ
る
。

彼
ら
は
、
人
間
の
理
性
的
力
に
懐
疑
的
で
あ
る
点
で
「
排
他
的
人
間
主

義
」
と
は
異
な
る
も
の
の
、
あ
る
種
の
善
を
内
在
的
に
位
置
づ
け
る
と
い

う
パ
タ
ー
ン
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
近
代
以
降
、
善
に
つ
い
て

の
価
値
判
断
は
多
様
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
善
に
つ
い
て
の
競
合
す
る

考
え
方
は
衝
突
し
混
迷
す
る
。
人
々
の
従
う
善
を
破
壊
的
な
仕
方
で
統
合

す
る
こ
と
な
く
、
諸
善
な
ら
び
に
多
様
な
構
成
善
を
和
解
へ
と
導
く
手
段

の
一
例
と
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
提
唱
す
る
。
彼
に
と
っ

て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
は
、
諸
民
族
の
「
差
異
を
横
断
す
る
統
一
」
に
よ

っ
て
異
な
る
人
々
を
一
つ
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
文
化
背
景
や
霊

性
の
多
様
性
を
無
視
す
る
「
同
一
性
を
通
し
た
統
一
」
で
は
な
い
。
後
者

に
お
い
て
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
、
統
一
性
と
多
様
性
を
共
に
成
立
さ
せ
る

可
能
性
を
持
つ
。
テ
イ
ラ
ー
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
多
元
性
を
保

証
し
つ
つ
、
人
々
を
共
通
の
「
道
徳
的
源
泉
」
へ
と
統
合
す
る
と
評
価
し

て
い
る
。「
超
越
を
知
ら
ず
」、
人
間
の
外
の
事
柄
を
排
除
す
る
「
排
他
的

人
間
主
義
」
は
、
善
の
衝
突
と
混
迷
に
お
い
て
現
代
人
を
脅
か
す
。
さ
ら

に
テ
イ
ラ
ー
は
「
排
他
的
人
間
主
義
」
が
生
の
多
様
性
・
多
元
性
を
尊
重

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
を
批
判
す
る
。
多
数
の
構
成
的
善
が
競

合
す
る
状
況
に
お
い
て
、
人
間
は
「
他
者
を
尊
重
す
る
」
こ
と
が
要
請
さ

れ
る
共
通
の
「
地
平
」
を
も
た
な
い
。「
差
異
を
尊
重
す
る
承
認
の
政
治
」

が
可
能
に
な
る
た
め
に
は
、
よ
り
広
い
地
平
の
中
で
、
自
己
の
価
値
評
価

の
前
提
で
あ
っ
た
も
の
が
、
異
文
化
に
お
け
る
可
能
性
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
「
諸
地
平
の
融
合
」
が
必
要
と
な
る
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
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述
と
の
関
連
に
お
い
て
護
教
論
と
理
解
す
る
こ
う
し
た
読
み
の
多
く
は
、

そ
の
根
拠
を
同
書
最
終
章
「
回
心
」
に
お
け
る
記
述
に
負
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
回
心
者
た
ち
、
つ
ま
り
「
内
在
的
枠
組
を
打
破
し
た
幾
人
か
の

者
」
の
辿
っ
た
「
信
仰
へ
の
旅
程
」
に
光
が
当
て
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
描

か
れ
方
が
少
な
く
と
も
好
意
的
な
も
の
と
し
て
読
ま
れ
う
る
以
上
、
テ
イ

ラ
ー
に
と
っ
て
内
在
的
枠
組
と
は
、
ま
た
〈
世
俗
の
時
代
〉
と
は
、
何
ら

か
打
破
さ
れ
る
べ
き
も
の
、「
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
界
」
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
回
心
」
に
お
け
る
議
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
秩
序
と
歴
史
的
な
秩

序
と
の
関
係
を
巡
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
両
者
が
完
全
に
齟
齬

な
く
一
致
す
る
可
能
性
を
問
う
。
こ
の
一
致
の
理
想
は
し
ば
し
ば
回
心
者

た
ち
を
捉
え
て
き
た
。
イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
に
と
っ
て
、
近
代
性
は
キ

リ
ス
ト
教
の
「
堕
落
」
の
産
物
で
あ
る
。
中
世
の
諸
神
学
に
深
く
学
び
、

そ
こ
に
回
復
す
べ
き
理
想
の
一
端
を
見
出
す
彼
は
、
こ
の
堕
落
を
「
最
悪

の
悪
」
と
断
じ
た
。
だ
が
こ
れ
と
は
異
な
り
、
テ
イ
ラ
ー
の
描
く
キ
リ
ス

ト
教
界
の
歴
史
は
、
た
だ
信
仰
の
条
件
の
「
変
容
」
を
跡
付
け
る
も
の
で

あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
黄
金
期
は
存
在
し
な
い
。
近
代

に
至
る
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
改
革
は
、
単
な
る
正
誤
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
評
価
・
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
が
相
補

的
な
洞
察
と
し
て
「
全
て
の
時
間
に
ま
た
が
る
永
遠
性
」
に
お
け
る
教
会

の
一
致
に
招
か
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
教
会
と
は
、
過
去
二
十

世
紀
の
全
体
に
広
が
る
対
話
に
よ
っ
て
目
指
さ
れ
る
「
聖
徒
の
交
わ
り
」

で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
彼
は
、
自
身
が
語
っ
て
き
た
歴
史
の
諸
局
面
を
「
堕
落
」
以

上
の
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
何
ら
か
学
ぶ
べ
き
内
容
を
持
つ
対
話
者
と
し

た
。
信
仰
が
他
に
も
複
数
あ
る
道
徳
的
／
精
神
的
な
オ
プ
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
な
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
今
日
は
世
俗
的
な
「
条
件
」
の
下
に
あ

る
時
代
と
さ
れ
る
。
彼
の
言
う
〈
世
俗
の
時
代
〉
は
、
宗
教
で
あ
れ
非
宗

教
で
あ
れ
、
一
様
で
な
い
立
場
が
可
能
と
な
っ
た
多
元
的
状
況
に
生
じ
る

種
々
の
交
差
圧
力
や
ジ
レ
ン
マ
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
世
俗
性
は
宗
教
の
不
在
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
世
俗

の
時
代
の
「
内
在
的
枠
組the im

m
anent fram

e

」
は
、
そ
の
閉
鎖
的

な
理
解
の
み
な
ら
ず
、
超
越
性
に
対
し
て
何
ら
か
開
放
的
で
あ
る
よ
う
な

理
解
を
も
許
容
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
所
論
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
テ
イ
ラ
ー
自
身
の

信
仰
と
の
関
連
に
お
い
て
読
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。『
世
俗
の
時
代
』

で
の
議
論
は
、
純
粋
に
社
会
学
的
な
事
実
確
認
を
追
求
す
る
ば
か
り
の
も

の
で
な
く
、
む
し
ろ
多
分
に
規
範
的
な
含
意
を
孕
ん
で
お
り
、
ま
た
そ
の

規
範
性
は
テ
イ
ラ
ー
自
身
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
な
い
し
は
そ
の
神
学
的
背

景
と
関
連
の
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
発
表
は
こ
の
関

連
を
何
ほ
ど
か
明
確
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
バ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、『
世
俗
の
時
代
』
で
試
み
ら
れ
た

の
は
歴
史
（
＝
ラ
テ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
史
）
の
神
学
的
な
読
解
で
あ
っ

た
。
同
書
の
中
に
は
「
護
教
論
の
巧
妙
な
方
法
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。
テ
イ
ラ
ー
は
多
元
的
な
〈
世
俗
の
時
代
〉
の
状
況
（pre-

dicam
ent

）
を
叙
述
す
る
こ
と
で
、「
宗
教
の
歴
史
の
終
わ
り
」
な
ど
を

宣
言
し
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
議
論
は
、
真
に
祝
祭
的
な
キ
リ
ス

ト
教
が
新
し
く
今
日
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
リ
ス
ト
教
界
を
打
ち
立
て
る

こ
と
へ
の
希
望
を
含
意
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
世
俗
の
時
代
』
に
示
さ
れ
た
テ
イ
ラ
ー
の
規
範
性
を
、
彼
の
歴
史
叙
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を
四
種
挙
げ
る
。Bailey

に
お
い
て
は
（
一
）「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」、

（
二
）「
凝
集
性
」、（
三
）「
強
烈
な
関
心
」、（
四
）「
個
人
的
な
深
み
」
を

挙
げ
、
ま
たN

esti

は
、（
一
）「
意
味
の
探
究
」、（
二
）「
社
会
形
態
」、

（
三
）「
隠
喩
の
中
に
潜
む
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
加
え
、
特
に
そ
れ
ら
は（
四
）

「
旅
の
場
面
」
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
る
と
す
る
。
あ
ま
り
に
広
く“im

-
plicit religion

”

概
念
を
定
義
す
るBailey

に
較
べ
れ
ば
、N

esti

の

そ
れ
は
幾
ら
か
限
定
的
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
現
代
人
を
取
り
巻
く

疎
外
を
前
提
と
し
て
、
旅
に
重
き
を
置
く
態
度
か
ら
は
、
旅
の
中
に
リ
ア

リ
テ
ィ
と
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
を
求
め
て
、
そ
れ
は
現
代
の
巡
礼
で
あ

る
と
論
じ
るD

ean M
acCannell

の
議
論
、
あ
る
い
は
、
旅
人
は
時
に

「
精
神
的
中
心
」
を
求
め
て
、
そ
こ
に
完
全
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
「
実
存
モ

ー
ド
」
を
旅
す
る
の
だ
と
い
うEric Cohen

の
議
論
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、“im

plicit religion
”

を
巡
礼
研
究
・
観
光
研

究
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
と
架
橋
す
る
た
め
、『
半
分
の
月
が

の
ぼ
る
空
』
の
舞
台
・
虎
尾
山
に
置
か
れ
た
雑
記
帳
（「
巡
礼
ノ
ー
ト
」）

を
、
統
計
的
テ
キ
ス
ト
分
析
の
手
法
を
用
い
て
分
析
し
た
。
語
句
の
出
現

頻
度
の
確
認
か
ら
始
ま
り
、
主
題
の
探
索
を
試
み
る
た
め
の
階
層
的
ク
ラ

ス
タ
ー
分
析
、
お
よ
び
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
ノ
ー

ト
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
こ
の
分
析
の
主
眼
で
あ
る
。
こ
う
し
た

「
巡
礼
ノ
ー
ト
」
を
主
題
と
し
た
先
行
研
究
で
は
、
ま
ず
観
察
者
の
目
的

意
識
の
下
で
記
述
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
、
な
い
し
は
該
当
記
述
の
有
無

に
よ
っ
て
二
値
的
に
分
類
し
て
い
る
手
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対

し
て
本
発
表
が
企
図
し
た
の
は
、“im

plicit religion
”

の
代
表
的
な
批

判
点
で
あ
る
「
曖
昧
さ
」
の
捨
象
に
あ
る
。
こ
の
「
曖
昧
さ
」、
更
に
言

え
ば
観
察
者
の
先
入
観
と
恣
意
性
を
取
り
除
く
べ
く
、
客
観
性
を
も
っ
て

て
位
置
づ
け
る
。
こ
の
と
き
目
指
さ
れ
て
い
る
の
は
諸
々
の
差
異
を
横
断

す
る
一
致
で
あ
っ
て
、
今
日
の
世
俗
性
の
全
面
的
な
打
破
で
は
な
い
。

『
世
俗
の
時
代
』
が
護
教
論
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
多
様
な
る
他
者
性
に
対

し
て
い
っ
そ
う
開
か
れ
、
そ
こ
に
対
話
と
相
互
理
解
と
を
育
む
こ
と
が
、

テ
イ
ラ
ー
の
理
解
す
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
究
極
的
目
標
で
あ
る
限
り
に
お

い
て
で
あ
る
。

“Im
plicit R

eligion
”

概
念
の
展
開

今
井　

信
治

　

本
発
表
の
目
的
は
、Edw

ard Bailey

が
提
唱
し
、
今
も
中
心
と
な

っ
て
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る“im

plicit religion
”

（「
暗
黙
の
宗

教
」）
概
念
の
概
要
を
ま
と
め
、
ア
ニ
メ
「
聖
地
巡
礼
」
の
事
例
を
用
い

な
が
ら
、
そ
の
援
用
と
展
開
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

　

一
九
七
〇
年
前
後
、
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
煽
り
を
受
け
て
勃
興

し
た
と
言
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
世
俗
宗
教
」
に
類
す
る
概
念
群
に
対
し

て
、Bailey

は
、
そ
れ
ら
の
概
念
が
非
宗
教
的
な
る
も
の
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
疑
義
を
唱
え
、
一
九
七
六
年
、
既
成
宗
教
を
含
め
た

暗
黙
裏
に
「
宗
教
」
と
み
な
さ
れ
る
研
究
領
域
を
志
向
す
る“im

plicit 
religion

”

概
念
を
提
唱
す
る
。
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
、“im

plicit 
religion

”

概
念
を
テ
ー
マ
と
す
る
年
次
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
ジ
ャ
ー
ナ

ル
の
発
行
が
、
彼
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

“im
plicit religion

”

概
念
を
用
い
る
研
究
群
に
お
い
て
、
と
り
わ
け

用
い
ら
れ
る
の
が
、
同
概
念
の
特
集
が
組
ま
れ
た
一
九
九
〇
年
のSo-
cial Com

pass

誌
に
お
け
る
、Bailey

お
よ
びA

rnald N
esti

の
論

文
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
両
者
共
に“im

plicit religion
”

の
構
成
要
素
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世
俗
化
論
を
説
く
時
期
も
、
そ
の
内
容
か
ら
二
期
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下

に
示
す
と
、
①
「
世
俗
化
社
会
」
に
お
け
る
「
新
正
統
主
義
的
」
世
俗
神

学
（
一
九
六
一
―
一
九
六
七
）、
②
「
世
俗
化
社
会
」
に
お
け
る
「
帰
納

的
」
自
由
主
義
神
学
（
一
九
六
七
―
一
九
七
一
）、
③
「
多
元
化
社
会
」

に
お
け
る
「
包
括
主
義
的
」「
帰
納
的
」
自
由
主
義
神
学
（
一
九
七
一
―
）

の
三
期
で
あ
る
。

　

①
期
の
バ
ー
ガ
ー
神
学
は
、
世
俗
化
プ
ロ
セ
ス
を
信
仰
に
組
み
込
む
よ

う
な
神
学
を
目
指
し
た
。
バ
ー
ガ
ー
は
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
よ
る
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
宗
教
論
批
判
に
見
ら
れ
た
「
宗
教
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
」
を
区
別
す
る
論
理
を
援
用
し
、
世
俗
化
す
る
「
宗
教
」
と
「
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
」
を
切
り
分
け
、
更
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー

の
「
成
人
す
る
世
界
」
の
概
念
や
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
の
ケ
ノ
ー
シ

ス
理
解
を
世
俗
化
プ
ロ
セ
ス
と
同
一
視
す
る
こ
と
で
、
世
俗
化
を
「
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
」
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
記
述
的
で
あ
る

こ
と
を
目
指
す
べ
き
世
俗
化
概
念
を
信
仰
論
的
に
組
み
込
む
こ
と
で
世
俗

化
の
も
た
ら
す
神
学
へ
の
脅
威
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
よ
う
。

　

②
期
の
バ
ー
ガ
ー
神
学
は
、
①
期
の
宗
教
と
「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
」
の

切
断
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
反
省
し
、
世
俗
化
を
示
す
状
況
の
中
で
も

可
能
な
人
間
学
的
神
学
論
の
可
能
性
を
論
じ
る
。
バ
ー
ガ
ー
は
フ
ォ
イ
エ

ル
バ
ッ
ハ
の
宗
教
投
影
論
が
、
投
げ
か
け
る
主
体
と
、
映
し
出
さ
れ
た
客

体
の
間
に
生
じ
う
る
〈
対
話
〉
の
可
能
性
を
無
視
し
て
い
る
と
批
判
し
、

そ
の
投
影
論
の
逆
転
の
可
能
性
を
説
く
。
バ
ー
ガ
ー
は
日
常
的
な
諸
経
験

の
中
に
も
〈
超
越
の
シ
グ
ナ
ル
〉
と
な
る
よ
う
な
経
験
が
あ
る
こ
と
を
説

き
、
こ
う
し
た
人
間
的
経
験
か
ら
帰
納
的
に
神
学
を
構
成
す
る
可
能
性

を
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
古
典
的
自
由
主
義
神
学
に

対
象
に
接
近
し
、
ま
た
そ
の
対
象
を
理
解
し
な
い
信
仰
／
世
界
／
文
化
に

生
き
る
者
へ
共
約
可
能
な
形
で
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

　

こ
の
テ
キ
ス
ト
分
析
の
結
果
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
と
は
、（
一
）作
品
舞

台
で
あ
る
虎
尾
山
が
「
砲
台
山
」
と
名
前
を
変
え
て
、「
巡
礼
者
」
ら
に

と
っ
て
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、（
二
）対
象
作
品

（
群
）へ
の
讃
辞
が
主
題
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て（
三
）こ
の
ノ
ー
ト

が
フ
ァ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
を
強
く
喚
起
し
て
い
る
こ
と
の
三
点

で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
る
と
、
ほ
と
ん
ど
目
新
し
い
事
柄
が
発
見
で
き

な
か
っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
異
な
る

方
法
論
に
お
い
て
先
行
研
究
の
妥
当
性
を
立
証
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。「
曖
昧
さ
」
を
含
み
込
む“im

plicit religion
”

概
念
に
と
っ
て
、

客
観
的
な
下
地
を
固
め
て
い
く
裏
付
け
作
業
こ
そ
が
更
な
る
展
開
へ
と
進

む
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

Ｐ
・
Ｌ
・
バ
ー
ガ
ー
に
お
け
る
宗
教
論
と
神
学
論
の
関
係
性
に
つ
い
て

渡
邉　

頼
陽

　

本
発
表
は
Ｐ
・
Ｌ
・
バ
ー
ガ
ー
の
神
学
論
の
変
遷
を
彼
の
宗
教
論
、
特

に
世
俗
化
論
の
変
遷
と
関
連
付
け
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
世
俗
化
論

は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
宗
教
的
正
当
化
が
客
観
的
・
主
観
的
に
困
難
と

な
る
こ
と
を
予
測
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ガ
ー
は
そ
う
し
た
世
俗
化

状
況
で
も
可
能
な
神
学
を
探
究
し
、
後
に
世
俗
化
論
を
見
直
し
て
以
降
も

神
学
を
論
じ
続
け
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
一
九
六
一
年
以
来
の
彼
の
神
学
的
試
み
を
時
代
ご
と
に
論

じ
る
。
彼
の
神
学
は
世
俗
化
論
の
見
直
し
以
前
／
以
降
に
分
か
れ
る
が
、
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す
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
信
仰
者
だ
け
で
な
く
記
述
的
に
宗
教
や
信
仰
を
論

じ
る
者
に
も
重
要
な
問
い
を
も
た
ら
す
と
言
え
よ
う
。

ハ
イ
ラ
ー
の
祈
り
論
の
今
日
的
射
程

宮
嶋　

俊
一

　

祈
り
・
祈
禱
（prayer, Gebet

）
と
い
う
概
念
は
、
今
日
に
お
い
て
ど

こ
ま
で
有
効
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
他
の
宗
教
現
象
の
諸
概
念
（「
儀

礼
」、「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
等
々
）
と
並
び
、「
祈
り
」
も
ま
た
、
そ
の
有
効

性
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
が
き
わ
め
て
キ
リ

ス
ト
教
的
（
一
神
教
的
）
な
色
彩
を
帯
び
た
こ
の
概
念
を
、
通
宗
教
的
・

普
遍
的
な
宗
教
現
象
と
み
な
す
こ
と
に
限
界
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ハ
イ
ラ
ー

の
祈
り
論
が
批
判
さ
れ
て
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
も
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
中

心
主
義
的
・
西
洋
中
心
主
義
的
な
見
方
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
日
常
的
な

言
語
使
用
に
お
い
て
、
祈
り
は
諸
宗
教
に
見
ら
れ
る
現
象
と
さ
れ
て
い
る

し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
特
定
の
宗
教
伝
統
に
依
拠
し
な
い
「
祈
り
」
と
い
う

も
の
も
認
め
ら
れ
て
き
た
。「
祈
り
」
と
い
う
視
点
か
ら
宗
教
を
研
究
す

る
こ
と
も
ま
た
、
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ハ
イ
ラ
ー
の

『
祈
り
』
は
祈
り
研
究
の
「
古
典
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
今
日
の
祈
り
研

究
に
生
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

仮
に
、
日
常
的
な
（
人
間
同
士
の
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、

人
間
（
生
者
）
以
外
の
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
く
「
祈
り
」

と
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
ろ
う
か
。
ハ
イ
ラ
ー
の
『
祈
り
』
に
お
け
る
「
未
開
人
の
祈
り
」
か

ら
、
そ
う
し
た
分
析
の
た
め
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
ハ

イ
ラ
ー
は
、
祈
り
が
日
常
的
な
人
間
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

見
出
す
の
で
あ
る
。
②
期
の
神
学
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
統
を
人
間
学
的

諸
宗
教
経
験
に
還
元
し
、
世
俗
化
の
影
響
を
回
避
す
る
試
み
で
あ
る
と
評

価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

③
期
の
バ
ー
ガ
ー
神
学
は
世
俗
化
の
前
提
か
ら
自
由
と
な
り
、
現
代
の

多
元
的
状
況
が
も
た
ら
す
相
対
化
の
中
で
い
か
に
信
仰
の
足
場
を
得
る
か

を
考
察
す
る
も
の
と
な
る
。
現
代
人
が
何
か
を
改
め
て
信
じ
る
際
に
は
内

省
を
伴
う
選
択
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
選
択
に
お
い
て
重
要
な
の
は
彼
ら

自
身
の
経
験
と
、
宗
教
伝
統
の
示
す
も
の
と
の
「
つ
な
が
り
」
の
経
験
で

あ
る
。「
つ
な
が
り
」
の
経
験
に
始
ま
る
信
仰
の
プ
ロ
セ
ス
は
現
代
に
お

い
て
は
不
安
定
で
あ
る
。
バ
ー
ガ
ー
は
、
一
度
得
た
信
仰
を
と
り
あ
え
ず

保
持
し
な
が
ら
、
更
な
る
〈
真
理
〉
の
探
究
に
向
か
う
神
学
的
立
場
と
し

て
「
包
括
主
義
」「
帰
納
的
」
神
学
を
提
案
す
る
。
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ

ル
チ
の
説
く
「
相
対
的
絶
対
性
」「
柔
ら
か
い
確
信
」
を
伴
う
「
包
括
主

義
的
」
神
学
に
よ
り
、
異
な
る
真
理
主
張
に
対
し
て
敵
対
か
降
伏
か
と
い

っ
た
極
端
な
立
場
を
避
け
う
る
。
ま
た
、
世
俗
化
の
見
直
し
に
よ
り
、
無

理
な
く
キ
リ
ス
ト
教
伝
統
と
、
自
身
の
〈
今
、
こ
こ
〉
の
経
験
の
「
つ
な

が
り
」
か
ら
始
め
る
「
帰
納
的
」
自
由
主
義
神
学
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
③
期
の
神
学
論
は
、
②
期
の
神
学
論
に
比
べ
て
宗
教
一
般

に
還
元
さ
れ
な
い
足
場
を
確
保
し
た
か
に
見
え
る
が
、
②
③
期
の
神
学
論

は
共
通
し
て
〈
真
理
〉
を
選
ぶ
基
準
を
明
ら
か
に
出
来
て
い
な
い
こ
と
が

指
摘
し
う
る
。

　

バ
ー
ガ
ー
神
学
論
に
は
、
個
人
の
宗
教
経
験
に
始
ま
る
信
仰
選
択
を
重

視
す
る
彼
の
宗
教
論
の
強
い
影
響
が
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は

彼
の
神
学
を
理
論
的
隘
路
に
導
く
が
、
そ
の
試
み
の
い
わ
ば
〈
躓
き
〉

が
、
宗
教
、
世
俗
、〈
真
理
〉
や
〈
聖
性
〉
等
の
諸
概
念
の
再
整
理
を
促
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の
切
望
、
罪
意
識
や
自
己
の
卑
小
さ
の
感
情
、
畏
敬
の
念
、
信
頼
や
決
心

な
ど
の
表
出
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
が
、「
未
開
人
の

祈
り
」
か
ら
「
宗
教
的
天
才
の
祈
り
」
へ
の
変
化
を
歴
史
的
必
然
と
捉

え
、「
未
開
人
の
祈
り
」
よ
り
も
「
宗
教
的
天
才
の
祈
り
」
を
上
位
に
置

く
と
い
っ
た
価
値
判
断
こ
そ
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
「
未
開
人
の
祈
り
」
と
い
っ
た
章
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
の
も
事
実
だ
。
ハ
イ
ラ
ー
の
『
祈
り
』
は
、
各
章
ご
と
に

比
較
的
独
立
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
が
あ
た
か
も
一
冊
の
書
物
の
よ

う
な
内
容
を
含
み
な
が
ら
、
か
つ
そ
れ
ら
が
宗
教
進
化
論
的
な
図
式
の
中

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
宗
教
進
化
論
的
な
価
値
判
断
を

取
り
除
き
つ
つ
、
各
章
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
こ
そ
が
課
題
と
な
る
だ

ろ
う
。

宗
教
概
念
の
脱
西
洋
的
志
向 

│
│ 

Ａ
・
シ
ャ
ル
マ
を
読
む 

│
│東

馬
場
郁
生

　

Ａ
・
シ
ャ
ル
マ
は
、
こ
れ
ま
で
意
欲
的
に
独
自
の
宗
教
学
方
法
論
の
視

点
を
提
供
し
、
西
洋
的
視
座
に
偏
ら
な
い
宗
教
理
論
の
形
成
を
目
指
し

て
い
る
。
中
で
も
彼
のA

 Prim
al Perspective on the Philosophy 

of R
eligion (Springer, 2006

)

は
、
こ
れ
ま
で
宗
教
哲
学
が
あ
ま
り

取
り
上
げ
て
い
な
い
プ
ラ
イ
マ
ル
宗
教
（prim

al religion

）
に
着
目
し
、

そ
れ
が
宗
教
哲
学
の
対
象
に
止
ま
ら
ず
、
宗
教
概
念
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
構

築
そ
の
も
の
に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
宗
教
概
念

の
脱
西
洋
的
志
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
シ
ャ
ル
マ
の
主
要
な
論
点
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
プ
ラ
イ
マ
ル

宗
教
に
つ
い
て
、
彼
は
定
義
づ
け
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、「
プ
リ
ミ
テ

ン
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
祈
り
」
の
内
容
も
呼
び
か

け
、
嘆
願
・
問
い
か
け
、
懇
願
、
と
り
な
し
、
謝
辞
等
、
日
常
生
活
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
反
映
と
な
る
。
ま
た
懇
願
の
祈
り
に
は
、

依
存
感
情
や
信
頼
感
情
が
加
わ
る
。
さ
ら
に
、
供
犠
に
お
い
て
は
、
様
々

な
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
説
得
の
手
段
に
も
な
る
。

こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
間
の
語
り
の
形
式
が
祈
り
に
も
見
ら
れ

る
と
ハ
イ
ラ
ー
は
考
え
る
。
こ
う
し
た
祈
り
の
前
提
と
な
る
の
は
、
人
間

の
祈
り
が
神
（
的
存
在
）
に
作
用
す
る
と
い
う
信
仰
で
あ
り
、
人
間
と
神

（
的
存
在
）
の
関
係
は
、
人
間
同
士
に
見
ら
れ
る
社
会
的
な
関
係
（
親
子

や
臣
下
等
）
と
同
様
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
（
そ
れ
を
未
開
人
の
祈
り
だ

け
に
特
徴
的
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
も
あ
ろ
う
が
）
ハ
イ
ラ
ー
の
祈
り
論

は
、
決
し
て
キ
リ
ス
ト
教
中
心
主
義
的
・
西
洋
中
心
主
義
的
と
い
う
だ
け

で
は
な
い
、
き
わ
め
て
広
い
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
み
込
む

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
で
、
そ
う
し
た
「
未
開
人
の
祈
り
」
は
、「
宗
教
的
天
才
の
祈
り
」

と
対
比
さ
れ
て
い
く
。
宗
教
的
天
才
の
祈
り
と
は
、
預
言
者
や
神
秘
家
の

祈
り
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
伝
統
に
属
す
る
。
両
者
共

に
宗
教
的
に
創
造
的
な
個
人
に
よ
る
祈
り
で
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
多

く
の
違
い
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
宗
教
的
天
才
の
祈
り
は
供
犠
か
ら
解

放
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
定
の
機
会
に
限
ら
ず
、
祈
り
が
よ
り
日
常
的

な
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
人
間
の
行
為
が
神
（
的
存
在
）
に
影
響
を
与
え

る
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
神
そ
の
も
の
の
た
め
に
祈
る
よ
う
に
な
る
。

祈
り
に
よ
っ
て
生
命
の
救
助
や
苦
悩
か
ら
の
解
放
、
富
の
獲
得
や
敵
に
損

傷
を
与
え
る
こ
と
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
魂
の
救
済
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
祈
り
の
内
容
も
、
懇
願
や
説
得
か
ら
、
内
面
の
苦
悩
や
救
い
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イ
マ
ル
宗
教
に
も
類
似
の
構
造
が
あ
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
ア
ニ
ミ
ズ

ム
は
プ
ラ
イ
マ
ル
宗
教
一
般
を
説
明
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
が
、
進
化
論

の
影
響
の
も
と
、
木
や
岩
や
川
な
ど
の
自
然
界
の
種
類
ご
と
に
複
数
の
ア

ニ
マ
を
統
括
す
る
精
霊
が
想
定
さ
れ
て
汎
神
論
的
な
神
々
と
な
り
、
そ
れ

ら
か
ら
さ
ら
に
す
べ
て
の
精
霊
を
統
括
す
る
唯
一
神
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ

た
。
こ
の
理
論
で
は
さ
ら
に
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
ア
フ
リ
カ
の
宗
教
は
最
下

部
に
お
か
れ
、
一
神
教
の
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
最
上

部
に
お
か
れ
た
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
に
プ
ラ
イ
マ
ル
宗
教
の
場
合
に

は
、
一
神
教
か
ら
多
神
教
を
へ
て
ア
ニ
ミ
ズ
ム
へ
と
向
か
う
動
き
も
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
多
神
教
と
一
神
教
と
が
混
在
し
た
宗
教
の

在
り
方
を
指
し
、「
拡
散
さ
れ
た
一
神
教
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

通
常
、
理
論
を
批
判
す
る
に
は
、
そ
の
理
論
で
は
説
明
で
き
な
い
デ
ー

タ
を
提
示
す
る
の
が
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ャ
ル
マ
の
主
張
で
は
、

そ
れ
が
理
論
自
体
の
再
構
築
ま
で
辿
り
着
か
な
け
れ
ば
、
真
に
建
設
的
と

は
い
え
な
い
。
彼
の
議
論
は
、
こ
れ
ま
で
宗
教
研
究
の
方
法
論
的
批
判
に

暗
黙
に
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
プ
ラ
イ
マ
ル
宗
教
を
例
に
明
確
に
提

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
宗
教
研
究
者
は
、
西
洋
の
研
究
者
と
同
じ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
親
し
ん
で
お
り
、
同
時
に
、
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
他
者
で
あ

る
自
分
の
デ
ー
タ
を
「
自
ら
の
方
法
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
」
立
場
に
あ

る
。
こ
の
特
徴
を
生
か
し
、
新
た
な
宗
教
概
念
の
構
築
へ
向
け
て
ど
の
よ

う
な
貢
献
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

ィ
ブ
」（prim

itive

）
や
「
固
有
」（indigenous

）
と
呼
ば
れ
る
も
の

に
近
い
。
具
体
的
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
の
宗

教
や
ア
フ
リ
カ
の
宗
教
、
さ
ら
に
は
日
本
の
神
道
や
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ズ
ー

教
な
ど
も
含
ん
で
い
る
。

　

な
ぜ
、
彼
は
プ
ラ
イ
マ
ル
宗
教
に
着
目
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
西
洋
の

宗
教
哲
学
が
そ
れ
を
十
分
考
慮
し
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ

ま
で
、
文
字
を
持
つ
文
化
だ
け
が
哲
学
を
育
て
ら
れ
る
の
だ
と
、
哲
学
と

識
字
力
が
結
び
付
け
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
プ
ラ
イ
マ
ル
宗
教
は
前
識
字

的
、
ま
た
は
無
識
字
的
な
社
会
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
哲
学
に
求
め
ら
れ
る

知
的
洗
練
さ
と
は
程
遠
い
心
性
を
も
つ
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
宗
教
哲
学
に

ほ
と
ん
ど
寄
与
し
な
い
と
暗
黙
裡
に
想
定
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
シ
ャ
ル
マ
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
イ
マ
ル
宗
教
は
、
哲
学
概
念
が

前
提
と
す
る
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
現
れ
る
「
明
白
な
哲
学
」“explicit 

philosophy
”

は
な
く
と
も
、
口
承
伝
承
、
図
像
、
舞
踊
な
ど
非
言
語
的

方
法
で
表
現
さ
れ
る
「
暗
黙
の
哲
学
」“im

plicit philosophy
”

を
持

っ
て
い
る
。
シ
ャ
ル
マ
の
意
図
は
、
プ
ラ
イ
マ
ル
宗
教
が
単
に
哲
学
的
分

析
や
範
疇
化
の
対
象
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
哲
学
そ
れ
自
体
に
独
自
の
視

座
を
提
供
し
、
宗
教
哲
学
そ
れ
自
体
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で

あ
る
。
シ
ャ
ル
マ
が
考
え
る
プ
ラ
イ
マ
ル
宗
教
に
よ
る
宗
教
哲
学
へ
の
具

体
的
な
貢
献
を
見
て
み
よ
う
。

　

例
え
ば
西
洋
の
宗
教
哲
学
に
お
い
て
、「
一
神
教
」
と
い
う
言
葉
は
ユ

ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
と
強
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
神
を
意
味
す
る“theos ”

に
よ
っ
て
多
神
教
（poly-
theism

）、
単
一
神
教
（henotheism

）、
汎
神
教
（pantheism

）
な

ど
一
連
の
概
念
（
用
語
）
と
構
造
的
に
関
連
す
る
。
シ
ャ
ル
マ
は
、
プ
ラ
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「
真
の
宗
教
に
つ
い
て
」
で
は
な
く
、「
真
の
宗
教
性
に
つ
い
て
」
で
あ

る
）、
中
世
で
は
信
仰
を
意
味
す
るfides

が
主
に
用
い
ら
れ
、religio

は
「
修
道
院
生
活
」「
修
道
士
」
と
い
う
意
味
に
限
定
的
に
用
い
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
後
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
啓
蒙
主
義
の
時
代
を
へ
て
、
キ
リ
ス

ト
教
が
相
対
化
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
様
々
な
宗
教
的
伝
統
の
存
在
が
意
識

さ
れ
、
複
数
形
のreligions

が
現
れ
、
そ
の
中
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
優

越
性
、
宗
教
の
本
質
な
ど
が
知
的
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
近
代
西
洋
に
お
い
て
、
他
の
生
活
領
域
か
ら
差
異
化
さ
れ
、

一
定
の
教
義
・
儀
礼
・
組
織
・
共
同
体
を
も
っ
た
体
系
的
実
体
（sys-

tem
atic entity

）
と
し
て
のreligion

と
い
う
一
般
概
念
が
成
立
す

る
。
同
時
に
他
の
諸
宗
教
も
そ
の
よ
う
なreligion

の
一
つ
と
し
て

“-ism
”

を
付
し
て
個
別
の
名
称
が
造
ら
れ
、
差
異
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
なreligion

概
念
は
近
代
西
洋
以
外
の
地
（
イ
ス
ラ
ム
を
除
い
て
）
に

は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
し
た
が
っ
て
そ
の
概
念
を
用

い
て
は
、
過
去
の
キ
リ
ス
ト
教
や
他
の
宗
教
的
伝
統
を
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
宗
教
」
概
念
の

体
系
的
実
体
化
（reification

）
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
人
間
の
内
的
人

格
的
経
験
（faith

）
の
外
的
表
現
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
内
的
側
面

が
無
視
さ
れ
括
弧
に
入
れ
ら
れ
、
非
人
格
的
な
外
的
表
現
の
み
がreli-

gion

と
さ
れ
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
変
質
し
た
「
宗
教
」

概
念
を
廃
棄
す
る
た
め
「
信
仰
と
伝
統
」
の
語
を
提
案
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
信
仰
」
は
「
超
越
的
な
も
の
」（the transcendent

）
と
関
わ
っ

て
い
る
人
間
の
内
的
資
質
（personal quality

）
と
し
て
様
々
に
説
明

さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
行
為
」
を
含
め
て
言
語
、
儀
礼
、
芸
術
、
法
、
共

同
体
な
ど
に
表
現
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
蓄
積
さ
れ
伝
達
さ
れ
て
一
定
の
「
伝

Ｗ
・
キ
ャ
ン
ト
ウ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス
と
「
宗
教
」

中
村
廣
治
郎

　

イ
ス
ラ
ム
学
者
・
宗
教
学
者
と
し
て
著
名
な
Ｗ
・
キ
ャ
ン
ト
ウ
ェ
ル
・

ス
ミ
ス
（
一
九
一
六
―
二
〇
〇
〇
）
は
我
国
で
は
ほ
と
ん
無
名
に
等
し
い

が
、
九
〇
年
代
以
降
の
「
宗
教
」（religion

）
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
の
中

で
、
そ
の
先
駆
的
業
績
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
今
日
の
「
宗

教
」
概
念
は
、
西
洋
近
代
に
形
成
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
モ
デ
ル
の
特
殊
な

も
の
で
あ
り
、
西
洋
以
外
の
宗
教
的
伝
統
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
代
え
て
「personal 

faith

とcum
ulative tradition

」
を
提
案
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
誤
解
や
批
判
が
目
に
つ
く
。

　

例
え
ば
、
ス
ミ
ス
が
提
起
し
た
こ
の
「
信
仰
と
伝
統
」
を
な
ぜ
か
「
信

仰
」
に
限
定
し
て
解
釈
し
、
し
か
も
そ
れ
を
キ
リ
ス
ト
教
的
意
味
に
解
釈

す
る
。
ス
ミ
ス
の
「
信
仰
」（faith

）
は
広
く
一
般
概
念
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
「
行
為
」
を
無
視
し
て
「
信
仰
」
を

よ
り
本
質
的
・
本
源
的
と
み
て
お
り
、
さ
ら
に
反
本
質
主
義
に
立
ち
な
が

ら
も
、
結
局
は
「
あ
る
種
の
本
質
主
義
」
に
留
ま
り
、
安
易
な
キ
リ
ス
ト

教
的
価
値
評
価
に
陥
っ
た
、
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は

誤
解
で
あ
る
。

　

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
元
々
、religion

の
概
念
が
な
く
て
も
人
間
は
、

神
々
や
諸
霊
と
の
関
係
の
中
で
日
常
生
活
に
意
味
を
見
出
し
、religious

な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
人
間
の
内
的
経
験
や
そ
の
外
的
表

出
と
し
て
の
儀
礼
や
崇
拝
行
為
を
、
イ
ー
ミ
ッ
ク
な
意
味
で
、
古
代
ロ
ー

マ
人
はreligio

と
呼
ん
で
い
た
。
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
に
も
取
り
入
れ

ら
れ
る
が
（
例
え
ば
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
のD

e V
era R

eligione

は
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難
し
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
あ
る
種
の
〝
変
わ
ら
な
さ
〞
の
な
か
で
、
ど

の
よ
う
に
批
判
的
に
個
々
の
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。
磯
前
順
一
氏
は
『
宗
教
概
念
あ
る
い
は
宗
教
学
の
死
』

な
か
で
、「
宗
教
」
を
語
り
直
す
こ
と
の
可
能
性
を
身
体
実
践
と
し
て
提

示
し
た
。
身
体
性
を
と
も
な
っ
た
宗
教
の
語
り
直
し
の
な
か
で
ポ
ジ
シ
ョ

ナ
リ
テ
ィ
を
再
構
築
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
か
ら
す
る

と
、
正
当
な
指
摘
で
あ
る
。

　

発
表
で
は
、「
宗
教
」
の
語
り
直
し
に
お
い
て
こ
の
身
体
性
を
伴
っ
た

ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
意
識
化
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
を
示
し
た
う

え
で
、
宗
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
動
向
の
な
か
に
身

体
性
と
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
係
、
そ
し
て
そ
の
研
究
が
持
つ
意
義
に

つ
い
て
示
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
宗
教
学
の
状
況
を
民
俗
学
の
そ
れ
に
併

置
し
て
考
察
し
た
。

　

宗
教
概
念
論
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
れ
ば
、
そ
の
語
の
冠
し
た
学
と
し

て
宗
教
学
は
成
り
立
た
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
な

ん
と
か
宗
教
学
が
存
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
思
え
る
の
は
「
宗
教
」
と
い

わ
れ
て
き
た
事
象
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。「
宗

教
」
概
念
論
を
「
民
俗
」
概
念
論
と
並
列
さ
せ
て
み
る
と
、
民
俗
学
の
方

は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
か
つ
て
の
「
民
俗
」
と
い
わ
れ
て
き
た
も
の
が
消

滅
し
て
い
く
過
程
の
な
か
で
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
大
き

く
な
っ
て
き
た
民
俗
学
は
学
と
し
て
こ
の
事
態
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
近
年
、
こ
の
苦
況
を
克

服
す
べ
く
、
野
の
学
問
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
の
関
係
の
在
り
方
が
模
索
さ

れ
、
現
在
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
傾
斜
し
た
民
俗
学
が
、「
民
俗
」
と
い
う

対
象
を
喪
失
し
て
い
く
な
か
で
、
柳
田
か
ら
は
じ
ま
る
学
的
系
譜
を
身
体

統
」（tradition

）
を
形
成
す
る
。
宗
教
者
は
「
宗
教
と
は
何
か
」
で
は

な
く
、「
伝
統
」
を
通
し
て
宇
宙
の
真
理
、
救
済
、
人
間
と
し
て
の
自
己

の
生
き
方
を
学
び
、「
信
仰
」
を
育
む
。
他
方
、
宗
教
者
は
日
々
変
わ
り

ゆ
く
生
活
状
況
の
中
で
、
超
越
者
と
関
わ
り
つ
つ
「
信
仰
」
の
あ
り
方
、

あ
る
べ
き
姿
を
「
伝
統
」
に
反
映
さ
せ
る
。「
伝
統
」
は
常
に
変
化
の
プ

ロ
セ
ス
の
中
に
あ
っ
て
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
信
仰
」
と
は
概
念
的
に

は
区
別
さ
れ
る
が
、
現
実
に
は
不
可
分
な
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
て
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
に
は
聖
な
る
「
伝
統
」
に
対
す
る
困
難
な
創
造
的
解
釈
を
可
能

に
し
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
は
可
視
的
歴
史
的
「
伝
統
」
を
イ
ン
サ
イ
ダ

ー
の
目
を
通
し
て
、
そ
の
「
信
仰
」
と
の
関
わ
り
の
中
で
理
解
す
る
道
が

開
か
れ
る
。

宗
教
学
と
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

│
│ 

宗
教
現
象
の
対
象
化
と
身
体
性 

│
│

平
良　
　

直

　

本
発
表
で
は
、
現
在
の
宗
教
学
と
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
学
会

内
の
共
通
認
識
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
宗
教
学
が
宗
教
現
象
に
つ
い
て
語

り
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

宗
教
概
念
論
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
支
配
的
言
説
の
消
失
に
よ
っ
て

「
宗
教
」
と
い
う
対
象
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
「
宗

教
」
へ
の
接
近
や
分
析
・
解
釈
を
ど
の
よ
う
な
方
法
に
依
拠
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
。
宗
教
概
念
論
の
批
判

は
、
宗
教
研
究
者
が
依
拠
す
る
構
造
的
な
制
度
や
、
研
究
的
系
譜
、
研
究

者
の
属
性
に
ま
で
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
状
は
従
来
の
手
法
や

個
々
の
領
域
に
お
い
て
研
究
動
向
が
急
変
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
は
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研
究
課
題
と
し
て
の
「
施
餓
鬼
」

池
上　

良
正

　

施
餓
鬼
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
民
衆
宗
教
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
儀
礼
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
学
や
民
俗
学
（
民

俗
・
民
衆
宗
教
研
究
）
の
分
野
で
も
、
仏
教
学
の
分
野
で
も
、
そ
れ
へ
の

関
心
は
低
調
で
研
究
も
少
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
を
考
え
つ
つ
、
宗
教
研

究
の
分
野
に
お
け
る
研
究
課
題
と
し
て
の
「
施
餓
鬼
」
の
意
義
を
再
検
討

し
て
み
た
い
。

　

施
餓
鬼
が
洗
練
さ
れ
た
形
を
整
え
た
の
は
中
国
大
陸
で
、
そ
の
思
想
は

六
朝
以
降
の
仏
教
・
道
教
文
献
に
散
見
さ
れ
、
す
で
に
『
盂
蘭
盆
経
』
な

ど
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
中
唐
か
ら
宋
代
に
か
け
て
密
教
の
経
軌
類
が

編
纂
さ
れ
、
盂
蘭
盆
と
も
習
合
し
た
施
餓
鬼
は
死
者
の
追
善
儀
礼
と
し
て

定
着
し
、
や
が
て
東
ア
ジ
ア
地
域
に
広
く
伝
播
し
た
。
宋
代
に
は
、
黄
籙

斎
な
ど
を
整
備
し
た
道
教
と
の
競
合
の
な
か
で
、
施
餓
鬼
の
発
展
形
と
も

い
う
べ
き
水
陸
会
・
水
陸
斎
と
よ
ば
れ
る
大
規
模
な
儀
礼
も
形
を
整
え
て

い
っ
た
。

　

日
本
に
は
、
施
餓
鬼
の
経
典
・
儀
軌
類
は
、
す
で
に
平
安
時
代
の
入
唐

僧
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
真
言
・
天
台
に
お
い
て
施
餓
鬼
法
が
整

備
さ
れ
流
布
し
た
が
、
十
五
世
紀
の
後
半
か
ら
十
六
世
紀
こ
ろ
に
な
る

と
、
禅
宗
寺
院
を
中
心
に
追
善
仏
事
と
し
て
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

や
が
て
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
は
、
死
者
追
善
の
儀
礼
と
し
て
の
施
餓

鬼
は
広
く
宗
派
を
こ
え
て
普
及
し
た
。
今
日
で
も
真
宗
以
外
の
ほ
と
ん
ど

の
宗
派
の
寺
院
で
盂
蘭
盆
の
行
事
と
重
ね
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
時

期
の
重
要
な
寺
院
行
事
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
一
般
の
檀
家
に
対

し
て
、
こ
の
儀
礼
の
意
義
が
積
極
的
に
説
か
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
学
術

化
し
、
か
つ
学
の
出
自
の
原
点
へ
と
先
祖
帰
り
す
る
の
で
も
な
く
、
学
の

展
開
の
過
程
で
生
じ
て
き
た
複
数
の
身
体
性
を
と
も
な
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ナ

リ
テ
ィ
か
ら
「
民
俗
」
が
語
り
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
発
表
で
は
、

宗
教
学
を
こ
の
構
図
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
と
ど
の
よ
う
な
「
宗
教
」
に

つ
い
て
の
語
り
が
予
見
可
能
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

学
的
な
対
象
に
つ
い
て
の
語
り
直
し
が
「
公
共
」
の
レ
ベ
ル
、
実
践
の

レ
ベ
ル
へ
と
拡
大
し
て
い
く
方
向
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
程
度
予

見
で
き
る
。
事
実
、
先
住
民
研
究
に
従
事
す
る
米
国
宗
教
学
者
の
な
か
に

は
、
学
問
的
問
題
設
定
が
学
者
に
と
っ
て
の
関
心
事
か
ら
な
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
他
者
の
宗
教
へ
の
協
力
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
相
互
に
と
っ
て

切
実
な
問
題
は
な
に
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
立
場
が
で
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
す
べ
て
の
研
究
者
が
取
り

う
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
覚
悟
が
で
き
た
も
の
の
み
が
取
り
う
る
立
場

で
あ
る
こ
と
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
、
民
俗
学
の
現
況
な
ど
か
ら
も
わ
か

る
。

　

ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
は
何
ら
か
の
対
象
と
の
距
離
や
対
峙
の
な
か
に

し
か
あ
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
対
象
と
の
関
係
性
は
自
身
の
身
体

性
と
深
く
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
身
の
身
体
性
を
含
む
ポ
ジ
シ

ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
自
覚
は
、
宗
教
研
究
に
お
け
る
他
者
理
解
と
い
う
課
題
と

深
く
関
係
し
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
自
覚
か
ら
、
他
者
の
身
体
性
と

の
あ
い
だ
に
あ
る
、
緊
張
を
伴
い
つ
つ
も
、
創
造
的
な
、「
宗
教
」
に
つ

い
て
の
語
り
直
し
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。
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に
限
定
さ
れ
る
な
ら
、
そ
こ
に
僧
侶
の
よ
う
な
宗
教
者
が
関
与
す
る
必
然

性
は
低
く
な
る
だ
ろ
う
。
日
本
で
は
檀
家
制
度
の
遺
産
に
よ
っ
て
仏
僧
が

半
独
占
的
な
位
置
を
占
め
て
き
た
が
、
そ
の
枠
組
み
が
緩
ん
で
い
け
ば
、

手
元
供
養
、
家
族
葬
、
友
人
葬
、
偲
ぶ
会
の
よ
う
な
対
処
も
十
分
に
可
能

に
な
る
。
し
か
し
非
業
の
死
者
、
苦
し
む
死
者
を
含
め
た
一
切
衆
生
へ
の

供
養
こ
そ
が
、
自
分
自
身
や
親
し
い
人
々
の
現
当
二
世
の
平
安
に
結
び
つ

く
と
い
う
考
え
方
の
も
と
に
営
ま
れ
る
儀
礼
は
、
在
家
の
一
般
庶
民
に
は

重
す
ぎ
て
、
あ
る
い
は
危
険
す
ぎ
て
担
い
き
れ
な
い
。
そ
こ
に
こ
そ
、
洗

練
さ
れ
た
様
式
や
道
具
立
て
を
そ
な
え
た
儀
礼
や
、
修
行
等
に
よ
っ
て
徳

と
法
力
を
身
に
つ
け
た
（
と
見
な
さ
れ
た
）
専
門
仏
者
が
必
要
と
さ
れ
る

領
域
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
「
施
餓
鬼
」
研
究
が
な
ぜ
低
調
で
あ
っ
た
か
と
い
う
原
因
を
考
え
る
こ

と
か
ら
、
逆
に
近
代
日
本
の
宗
教
研
究
の
盲
点
、
そ
れ
が
抱
え
る
根
本
的

な
問
題
、
と
り
わ
け
宗
教
的
な
業
界
団
体
の
思
惑
や
、
学
術
世
界
の
特
殊

な
課
題
設
定
に
引
き
ず
ら
れ
す
ぎ
て
き
た
問
題
の
一
端
が
、
気
づ
か
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

の
分
野
で
も
、
施
餓
鬼
研
究
は
決
し
て
盛
ん
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
現
実

が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
「
施
餓
鬼
」
に
対
す
る
関
心
を
低
下
さ
せ
て
き
た
主
た
る
要

因
と
し
て
、
三
点
を
指
摘
し
た
い
。

① 

「
近
代
社
会
」
と
り
わ
け
「
日
本
仏
教
の
近
代
」
と
の
違
和
性
が
強
か

っ
た
こ
と
。

② 

そ
の
た
め
、
宗
教
研
究
者
の
分
業
体
制
の
な
か
で
も
、
主
要
な
テ
ー
マ

か
ら
外
さ
れ
て
き
た
こ
と
。

③ 

戦
後
の
政
治
状
況
の
な
か
で
、
中
国
本
土
の
民
衆
仏
教
の
現
場
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
た
こ
と
。

　
「
施
餓
鬼
」
と
い
う
儀
礼
に
は
、
宗
教
学
・
宗
教
史
の
観
点
か
ら
大
き

な
意
味
が
含
ま
れ
て
お
り
、
近
代
的
な
価
値
観
の
み
か
ら
、
こ
の
興
味
深

い
儀
礼
を
敬
遠
し
、
言
葉
の
使
用
を
含
め
て
研
究
者
の
関
心
を
封
印
し
て

し
ま
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
も
っ
て
い
た
マ
イ
ナ
ス
面
、
た
と
え
ば
差
別
問

題
や
人
権
問
題
へ
の
具
体
的
な
関
与
の
実
態
に
、
か
え
っ
て
蓋
を
す
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

同
時
に
、
施
餓
鬼
に
は
単
な
る
身
内
の
「
先
祖
供
養
」
を
超
え
て
、「
法

界
平
等
」「
三
界
萬
霊
」
の
救
済
に
開
か
れ
た
特
性
が
潜
在
し
て
い
た
、

と
い
う
歴
史
を
軽
視
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
は
「
苦
し
む
死
者
」
た

ち
の
救
済
を
、
身
内
の
懐
か
し
い
死
者
た
ち
の
救
済
へ
と
有
機
的
・
動
態

的
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
、
宗
教
史
的
に
も
重
要
な
特
性
が
内
在
し
て
お

り
、
そ
れ
故
に
「
死
者
供
養
」
と
い
う
救
済
の
シ
ス
テ
ム
を
、
広
く
東
ア

ジ
ア
の
民
衆
層
に
定
着
さ
せ
る
う
え
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
き
た
の
で

あ
る
。

　
「
死
者
供
養
」
が
懐
か
し
い
先
祖
・
家
族
・
友
人
な
ど
の
メ
モ
リ
ア
ル
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倫
理
学
者
和
辻
哲
郎
の
宗
教
性
に
つ
い
て

山
本
栄
美
子

　

宗
教
学
に
お
い
て
、
倫
理
学
者
の
和
辻
哲
郎
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
少
な
い
。
一
方
、
日
本
の
仏
教
学
と
和
辻
哲
郎
と
の
因
縁
は
深
く
、
和

辻
が
現
代
の
仏
教
学
の
ひ
と
つ
の
礎
を
つ
く
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
仏
教
学
者
の
廣
澤
隆
之
を
し
て
「
近
代
の
並
み
い
る
仏
教
研
究
者

た
ち
と
比
し
て
も
、
圧
倒
的
な
影
響
を
与
え
続
け
た
」
の
が
和
辻
だ
と
言

わ
し
め
て
い
る
（「
和
辻
哲
郎
の
仏
教
理
解
」『
比
較
思
想
研
究
』
第
三
九

号
、
二
一
頁
）。
ま
た
、
小
口
偉
一
・
堀
一
郎
監
修
の
『
宗
教
学
辞
典
』

（
一
九
七
三
年
）
の
玉
城
康
四
郎
記
載
の
「
法
」
の
項
目
の
解
説
に
、
和

辻
の
法
理
論
が
多
く
の
字
句
を
割
か
れ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推

測
す
る
と
、
仏
教
の
概
念
や
用
語
法
・
思
考
法
と
の
関
連
に
お
い
て
仏
教

学
を
経
由
し
た
形
で
、
宗
教
学
も
少
な
か
ら
ず
和
辻
の
影
響
を
受
け
て
き

た
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、「
和
辻
に
は
宗
教
性
が
欠
如
し
て
い
た
」
と
い
っ
た
見
解
が
、

梅
原
猛
・
湯
浅
泰
雄
ら
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
和
辻
研
究
者
に
よ
っ
て

通
説
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
坂
部
恵
が
こ
れ
ま
で
の
常
識
説
を
批

判
し
、『
古
寺
巡
礼
』
で
の
和
辻
の
記
述
に
は
「〈
聖
な
る
も
の
〉
に
向
け

ら
れ
た
志
向
性
の
歴
史
の
内
包
的
時
空
の
内
側
へ
た
ち
入
っ
て
の
〈
理

解
〉」
が
見
ら
れ
る
こ
と
等
を
評
価
し
、
そ
の
重
層
的
な
志
向
性
に
注
目

し
て
和
辻
の
宗
教
人
と
し
て
の
側
面
に
光
を
当
て
た
（
坂
部
『
和
辻
哲

郎
』）
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
末
木
文
美
士
は
、
そ
う
し
た
坂
部
の
見
解

を
再
批
判
し
、
和
辻
は
「
意
図
的
に
「
宗
教
」
的
な
も
の
に
深
く
踏
み
込

む
こ
と
を
避
け
て
い
る
」
と
し
て
、
そ
の
後
に
も
一
貫
し
て
見
ら
れ
る

「
宗
教
に
深
入
り
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
あ
く
ま
で
外
か
ら
文
献
と
し
て

仏
典
を
読
む
」
研
究
姿
勢
を
挙
げ
、
和
辻
を
「
宗
教
を
外
か
ら
読
む
」
哲

学
者
と
位
置
付
け
る
（
末
木
「
仏
教
の
非
宗
教
化
―
和
辻
哲
郎
」『
福
神
』

十
四
）。
和
辻
は
近
年
特
に
、
末
木
以
外
の
仏
教
学
者
か
ら
も
仏
教
を
非

宗
教
化
な
い
し
哲
学
化
し
た
人
物
と
し
て
糾
弾
さ
れ
つ
つ
も
あ
る
の
だ
。

確
か
に
、
晩
年
の
和
辻
本
人
の
述
懐
に
よ
る
と
、
哲
学
が
未
だ
信
仰
と
密

着
し
て
い
て
教
会
（
教
団
）
か
ら
独
立
し
て
い
な
い
日
本
の
実
態
を
痛
感

し
て
、「
学
問
の
世
界
で
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
発
起
し
て
仏

教
哲
学
史
に
着
手
し
は
じ
め
、
大
正
十
〜
十
四
年
頃
ま
で
の
間
に
取
り
組

ん
だ
も
の
を
纏
め
た
の
が
『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』
で
あ
っ
た
。
取
り

組
み
始
め
た
も
の
の
、
仏
教
哲
学
史
の
構
築
は
和
辻
に
と
っ
て
「
手
に
余

る
問
題
」
で
、
昭
和
二
年
か
ら
の
海
外
留
学
を
経
て
、
和
辻
は
「
倫
理

学
」
や
「
風
土
」
の
構
想
・
執
筆
に
傾
注
し
て
い
く
が
、
そ
の
頃
ま
で
に

は
仏
教
哲
学
史
の
構
想
を
断
念
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
中
村

元
を
含
め
こ
れ
ま
で
の
仏
教
学
界
内
で
は
多
く
の
研
究
者
が
和
辻
の
仏
教

理
解
に
追
従
し
て
き
た
経
緯
か
ら
見
る
と
、
和
辻
の
一
時
期
の
学
問
研
究

の
取
り
組
み
に
振
り
回
さ
れ
た
、
日
本
の
仏
教
学
の
残
念
な
歴
史
が
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
仏
教
を
非
宗
教
化
し
た
張
本
人
と

し
て
和
辻
を
糾
弾
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
学
あ
る
い
は
仏
教
教
団
側

も
和
辻
説
を
容
認
し
て
反
論
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
と
す
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
和
辻
の
興
味
関
心
は
、
仏
教
以
外
に
も
、
哲
学
・
倫
理

学
・
儒
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
神
道
・
天
皇
の
位
置
づ
け
・
風
土
な
ど
に
も

第
二
部
会
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教
哲
学
の
特
性
を
示
し
て
い
る
（
全
集
十
一
参
照
）。
田
邊
元
は
明
治
十

八
年
（
一
八
八
六
）
東
京
神
田
に
佐
賀
出
身
で
書
と
漢
学
を
よ
く
す
る
父

新
之
助
の
長
男
と
し
て
出
生
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
京
都
帝
国
大

学
退
官
後
北
軽
井
沢
大
学
村
に
移
居
。
同
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
七
十

七
歳
、
群
馬
大
学
病
院
に
て
逝
去
。
翌
年
同
大
学
村
宅
地
内
に
記
念
碑

（
谷
口
吉
郎
設
計
）、
妻
ち
よ
の
遺
骨
と
と
も
に
収
納
、（
既
成
宗
教
宗
派

と
の
隔
絶
、
死
後
も
顕
示
）。
性
格
は
孤
独
狷
介
、
几
帳
面
、
気
難
し
い

一
面
。
学
へ
の
信
念
（
西
田
幾
多
郎
と
は
後
年
絶
交
）、
名
講
義
は
多
彩

な
聴
講
者
で
満
ち
た
。
名
誉
に
恬
淡
（
文
化
勲
章
受
章
式
欠
席
、
遺
品
整

理
の
際
机
の
引
き
出
し
の
隅
に
勲
章
あ
り
）。
妻
の
遺
骨
を
埋
葬
せ
ず
自

宅
に
安
置
。

二　

信
と
知

　

田
邊
哲
学
に
お
い
て
信
と
知
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
特
に
信
の
位

置
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
一
つ
に
『
哲
学
通
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九

三
三
）
が
あ
る
。「
実
践
の
自
覚
」
に
よ
っ
て
到
達
し
た
絶
対
弁
証
法
の

立
場
に
立
っ
て
『
哲
学
通
論
』
が
記
述
さ
れ
た
。
難
解
で
あ
る
が
、
評
価

は
高
い
（
三
木
清
編
『
哲
学
辭
典
』
日
本
評
論
社
、
一
九
四
一
、
四
一
〇

頁
参
照
）。『
哲
学
通
論
』
第
一
章
第
八
節
（
全
集
三
、
四
一
八
―
二
五

頁
）
に
お
い
て
「
道
徳
と
哲
学
と
に
対
す
る
宗
教
の
関
係
」
が
論
述
さ
れ

て
い
る
。
哲
学
は
道
徳
的
発
展
の
論
理
的
自
覚
、
発
展
の
媒
介
が
道
徳
で

あ
る
。
田
邊
の
解
す
る
道
徳
は
、
内
容
主
義
で
あ
り
、
目
的
な
き
合
目
性

で
あ
る
。「
自
力
的
努
力
を
其
発
端
と
す
る
道
徳
は
そ
の
結
果
に
於
て
却

て
他
力
の
實
現
と
な
る
」
田
邊
の
解
す
る
宗
教
が
説
か
れ
る
。「
こ
の
轉

換
は
飛
躍
的
に
起
る
方
向
の
逆
轉
で
あ
っ
て
、
道
徳
の
核
心
は
此
の
飛
躍

的
轉
換
に
存
す
る
」。
こ
れ
は
「
超
越
的
普
遍
の
絶
體
者
の
自
己
に
於
け

展
開
し
、
そ
の
学
者
人
生
に
お
い
て
日
本
文
化
の
特
徴
に
つ
い
て
幅
広
く

考
察
を
試
み
て
い
る
。
特
に
仏
教
研
究
に
取
り
組
む
以
前
に
発
表
さ
れ
た

『
日
本
古
代
文
化
』（
大
正
九
年
）
で
は
、
古
代
人
の
宗
教
心
を
擁
護
す
る

見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
哲
学
者
の
濱
田
義
文
は
、
和
辻
に
は
「
人
類
の

心
性
の
原
初
的
な
も
の
、
根
源
的
な
も
の
へ
の
共
感
」
が
あ
り
、「
原
初

的
な
心
性
へ
の
注
意
深
い
考
察
」
こ
そ
「
和
辻
思
想
の
底
流
を
一
貫
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
（『
和
辻
哲
郎
の
思
想
と
学
問
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
』）。
和
辻
自
身
も
哲
学
研
究
か
ら
古
代
研
究
へ
と
興
味
関

心
が
移
っ
た
経
緯
を
晩
年
に
述
べ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
古
代
研
究
の
形

が
日
本
古
代
に
限
ら
ず
、
原
始
仏
教
や
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
（『
原

始
基
督
教
の
文
化
史
的
意
義
』
大
正
十
五
年
）
へ
と
派
生
し
、
後
に
「
倫

理
学
」
の
体
系
化
や
、「
風
土
」
の
考
察
に
至
る
と
い
っ
た
和
辻
の
思
想

構
想
を
支
え
た
世
界
観
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
宗
教
学
の
研
究

対
象
と
し
て
考
察
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
る
。

信
仰
と
知
性 

│
│ 

田
邊
元
の
場
合 

│
│

淺
野　
　

章

は
じ
め
に

　

宗
教
哲
学
の
研
究
は
、
宗
教
と
哲
学
す
な
わ
ち
信
と
知
、
信
仰
と
知
性

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
研
究
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
語
感
の
微
妙

さ
が
研
究
の
広
さ
深
さ
に
触
れ
る
。
田
邊
元
に
つ
い
て
考
え
る
。

一　

人
と
な
り

　

宗
教
哲
学
は
飽
く
ま
で
も
宗
教
的
体
験
の
理
論
的
回
顧
、
そ
れ
の
反
省

的
理
解
で
あ
る
（
波
多
野
精
一
『
宗
教
哲
学
』
序
）。
田
邊
が
自
ら
の
信

仰
に
つ
い
て
敢
え
て
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
も
、
学
と
し
て
の
宗
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西
田
哲
学
と
「
悲
哀
」

秋
富　

克
哉

　

西
田
幾
多
郎
は
、『
無
の
自
覚
的
限
定
』（
一
九
三
二
）
所
収
の
論
考

「
場
所
の
自
己
限
定
と
し
て
の
意
識
作
用
」（
一
九
三
〇
）
の
最
後
に
、

「
哲
学
は
我
々
の
自
己
の
自
己
矛
盾
の
事
実
よ
り
始
ま
る
の
で
あ
る
。
哲

学
の
動
機
は
「
驚
き
」
で
は
な
く
し
て
深
い
人
生
の
悲
哀
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
西
田
は
、
こ
の
論
考
よ
り
も
二
十

年
余
り
前
、『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
）
を
準
備
し
て
い
た
時
期
、
友
人

の
国
文
学
者
藤
岡
作
太
郎
の
著
書
『
国
文
学
史
講
話
』
に
寄
せ
た
文
章
の

中
で
、
藤
岡
と
自
ら
が
共
に
幼
い
娘
を
亡
く
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
子

供
を
亡
く
し
た
親
の
心
情
を
繰
り
返
し
「
悲
哀
」
の
語
を
用
い
て
書
き
記

し
て
い
た
。『
善
の
研
究
』
の
な
か
で
悲
哀
は
語
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
時

期
の
西
田
の
中
で
深
い
悲
哀
の
情
が
渦
巻
い
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難

く
な
い
。
た
し
か
に
悲
哀
が
純
粋
経
験
の
哲
学
そ
の
も
の
に
具
体
化
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
純
粋
経
験
の
基
本
的
立
場
に
は
、
悲
哀
を
受
け
止

め
て
い
く
方
向
性
が
本
質
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
、
意
志

は
思
惟
よ
り
も
、
情
意
は
知
よ
り
も
深
く
、「
人
が
情
意
を
有
す
る
の
で

は
な
く
、
情
意
が
個
人
を
作
る
の
で
あ
る
、
情
意
は
直
接
経
験
の
事
実
で

あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
情
意
を
重
く
受
け
止
め
る
態
度
は
明
ら
か
で
あ

る
。『
善
の
研
究
』
以
後
、
純
粋
経
験
の
立
場
は
自
覚
の
立
場
、
さ
ら
に

場
所
の
立
場
へ
と
展
開
し
て
い
く
が
、
そ
の
中
で
悲
哀
も
ま
た
、
人
生
の

事
実
と
し
て
哲
学
的
関
心
を
強
め
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

西
田
は
「
自
覚
」
を
、
決
し
て
対
象
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
自

己
」
の
無
限
の
運
動
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
か
ら
知
の
諸
相
を
基
礎
づ
け
て

い
っ
た
。
自
己
の
根
底
に
は
ど
こ
ま
で
も
知
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ

る
否
定
的
實
現
に
外
な
ら
な
い
」。
超
越
的
な
る
も
の
は
「
こ
れ
を
直
接

體
験
す
る
こ
と
も
間
接
に
認
識
す
る
こ
と
も
出
來
る
も
の
で
は
な
い
」

「
た
だ
體
験
と
認
識
と
を
媒
介
と
し
な
が
ら
否
定
的
に
之
を
超
え
て
信
ぜ

し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
」。
信
と
知
と
の
関
係
は
さ
ら
に
端
的
に
「
信
は

直
接
知
で
も
間
接
知
で
も
な
く
飛
躍
知
」
で
あ
っ
て
「
前
二
者
の
相
對
的

有
限
者
の
方
か
ら
出
る
に
對
し
反
對
に
絶
體
的
無
限
者
の
方
か
ら
出
る
も

の
で
あ
る
」。
田
邊
宗
教
論
は
意
志
を
中
核
と
す
る
知
の
営
み
で
あ
る
。

む
す
び

　

信
仰
と
知
性
と
の
関
わ
り
は
田
邊
に
お
い
て
は
断
る
ま
で
も
な
く
知
性

が
優
位
を
占
め
る
。
田
邊
宗
教
論
の
特
に
著
し
い
特
色
は
道
徳
の
強
調
で

あ
る
。
行
為
と
し
て
の
往
相
が
そ
の
極
に
お
い
て
還
相
に
転
ず
る
。
道
徳

あ
っ
て
の
宗
教
で
あ
り
、
道
徳
に
よ
っ
て
宗
教
は
生
か
さ
れ
る
。
し
か
し

田
邊
に
信
仰
は
な
い
。
極
論
に
見
え
て
も
端
的
に
言
う
と
そ
う
な
る
。
田

邊
の
宗
教
を
論
ず
る
も
の
が
異
口
同
音
に
そ
の
点
に
触
れ
る
。
田
邊
自
身

も
ま
た
「
遂
に
真
宗
の
門
徒
と
な
り
得
ざ
る
」
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
か
と
述

懐
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
し
て
も
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
」
と
い
う
程
度

に
す
ぎ
な
い
。
田
邊
を
知
る
人
の
言
葉
は
重
い
。
田
邊
に
と
っ
て
「
宗
教

は
苦
手
で
あ
ら
れ
た
」（『
田
辺
元　

思
想
と
回
想
』
二
八
六
頁
）、
文
責

編
集
者
と
断
っ
て
い
る
が
身
を
も
っ
て
宗
教
を
解
し
て
い
る
人
の
感
慨
は

貴
重
で
あ
る
。
田
邊
は
あ
く
ま
で
も
知
性
の
人
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
そ
の

人
が
何
故
宗
教
に
深
い
関
心
を
持
つ
に
至
っ
た
か
、
今
更
の
感
は
す
る
が

な
お
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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限
定
す
る
こ
と
は
自
己
自
身
を
見
る
た
め
で
あ
る
か
ら
、
逆
に
身
体
的
に

死
す
る
こ
と
は
、
ノ
エ
マ
的
制
約
を
脱
し
て
真
に
生
き
る
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
は
、
身
体
的
つ
ま
り
ノ
エ
マ
的
限
定
を
超
え
て
ノ
エ
シ
ス
的
限
定
に

向
か
う
こ
と
で
あ
る
。「
我
々
の
自
己
は
自
己
の
身
体
を
超
ゆ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
真
の
自
己
を
見
る
」
の
で
あ
り
、「
我
々
は
い
つ
で
も
悲
哀
を

通
し
て
、
自
己
自
身
を
見
る
も
の
に
至
る
」。
悲
哀
と
は
自
己
の
自
己
矛

盾
が
受
け
止
め
ら
れ
る
心
情
に
他
な
ら
な
い
が
、
こ
の
時
ノ
エ
シ
ス
的
に

見
る
意
志
が
既
に
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
悲
哀
が
自
己
矛
盾
を
受

け
止
め
る
情
意
と
し
て
叡
智
的
自
己
に
連
な
っ
て
い
く
か
ぎ
り
、
そ
れ
は

自
覚
の
深
ま
り
と
し
て
、
哲
学
知
に
繋
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

西
田
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
時
間
論 

│
│ 

絶
対
現
在
と
将
来 

│
│岡　

　

廣
二

　

西
田
は
そ
の
論
文
・「
私
の
絶
対
無
の
自
覚
的
限
定
と
い
ふ
も
の
」
に

お
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
を
寸
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
意

識
し
て
で
あ
ろ
う
か
、
絶
対
無
の
自
覚
か
ら
時
間
論
を
展
開
す
る
。
即

ち
、
時
間
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
以
上
そ
れ
は
や
は
り
絶
対
無
の
自

覚
的
限
定
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
時
は
な
ん

ら
先
行
的
存
在
で
は
な
く
各
自
の
絶
対
無
の
自
覚
の
所
産
な
の
で
あ
る
。

時
は
「
永
遠
の
今
の
自
己
限
定
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
永
遠
は
超
時
間

的
な
も
の
で
は
な
く
、
現
下
の
今
に
つ
ね
に
新
た
に
働
く
自
覚
の
時
的
在

り
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
時
は
現
在
の
自
覚
を
離
れ
て
存
在
す
る
の
で
は
な

く
、
現
在
・
今
の
個
々
の
自
覚
が
時
を
産
出
す
る
。
よ
っ
て
西
田
の
時
間

論
で
は
現
在
が
重
要
視
さ
れ
る
。
他
方
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
従
来
の
よ
う
に

存
在
者
で
は
な
く
存
在
そ
の
も
の
に
拠
っ
て
時
間
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る

と
、
む
し
ろ
知
ら
れ
な
い
も
の
を
含
め
て
自
己
は
自
己
で
あ
る
こ
と
、
こ

こ
に
は
既
に
知
ら
れ
な
い
も
の
が
知
ら
れ
る
と
い
う
端
的
な
自
己
矛
盾
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
自
己
が
摑
ま
れ
る

か
ぎ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
西
田
は
こ
の
よ
う
な
自
己
を
、「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己

を
見
る
」
と
い
う
自
覚
の
理
解
か
ら
、「
見
る
も
の
な
く
し
て
見
る
も
の
」

と
し
て
の
「
場
所
」
と
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
有
の
場
所
、
相

対
的
無
の
場
所
、
絶
対
的
無
の
場
所
の
三
層
に
分
け
ら
れ
た
場
所
は
、
や

が
て
、
特
殊
を
包
む
一
般
者
と
し
て
受
け
止
め
直
さ
れ
、
判
断
的
一
般

者
、
自
覚
的
一
般
者
、
叡
智
的
一
般
者
に
分
け
ら
れ
る
。
各
一
般
者
の
自

己
限
定
に
よ
っ
て
自
然
界
、
意
識
界
、
そ
し
て
意
識
を
超
え
る
叡
智
界
が

成
り
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
関
的
な
も
の
が
「
於
て
あ
る
も
の
」
と
し
て

成
立
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
一
般
者
は
限
定
面
相
互
の
重
な
り
に
よ
っ
て
連

続
的
な
関
係
性
と
と
も
に
、
全
体
と
し
て
の
重
層
性
を
確
保
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

西
田
は
、
叡
智
的
一
般
者
と
の
関
係
に
お
け
る
自
覚
的
一
般
者
の
限
定

を
、
さ
ら
に
ノ
エ
シ
ス
的
方
向
と
ノ
エ
マ
的
方
向
に
分
け
る
こ
と
で
、
叡

智
的
ノ
エ
シ
ス
に
よ
る
自
覚
的
一
般
者
の
限
定
か
ら
、
自
己
の
形
式
し
か

持
た
な
い
知
的
自
己
と
内
容
を
持
つ
情
意
的
自
己
を
区
別
す
る
。
自
己
が

ノ
エ
シ
ス
的
に
深
ま
ろ
う
と
す
る
と
き
、
ノ
エ
シ
ス
的
に
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
自
己
は
ノ
エ
マ
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
ノ

エ
マ
化
さ
れ
た
自
己
を
見
な
い
か
ぎ
り
、
自
己
が
ノ
エ
シ
ス
的
に
深
ま
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
叡
智
的
自
己
が
ノ
エ
マ
的
に
自
己
自
身
を
限
定
す
る

の
は
、
自
己
自
身
を
見
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
生
き
る
た
め
に
死
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
叡
智
的
自
己
か
ら
す
れ
ば
、
身
体
的
に
自
己
を
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は
現
在
を
し
て
現
在
た
ら
し
め
る
ノ
エ
シ
ス
面
の
能
産
す
る
「
絶
対
現

在
」
な
の
だ
。
つ
ま
り
絶
対
現
在
は
絶
対
無
の
時
間
的
形
態
で
あ
る
か
ら

す
べ
て
の
時
を
自
己
の
内
に
包
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
。「
…
現
在
が
過

現
未
を
包
む
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
」。
よ
っ
て
、
普
通
に
未
来
に
あ
る

と
さ
れ
る
死
も
現
在
の
内
に
包
む
こ
と
が
で
き
、
現
在
の
今
の
生
に
お
い

て
死
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
場
合
、
死
は
覚
悟

性
の
内
の
死
で
あ
る
か
ら
死
は
完
全
に
死
に
切
っ
た
も
の
・
既
死
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
生
と
死
の
間
に
先
駆
的
覚
悟
性
が
介
在
し
て
い
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
彼
の
現
存
在
は
絶
対
無
に
ま
で
否
定
さ
れ
て
い
ず
「
有
」
に

留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
「
有
」
が
障
害
と
な
っ
て
死
を
現

下
の
今
の
内
に
ま
で
内
面
化
で
き
な
い
の
だ
。
彼
の
先
駆
に
よ
る
本
来
的

自
己
へ
の
還
帰
は
客
観
と
合
一
す
べ
く
自
己
自
身
を
致
死
に
ま
で
転
換
す

る
大
死
で
な
く
、
絶
対
無
で
は
な
い
。
現
存
在
は
絶
対
否
定
を
潜
っ
て
は

い
な
い
。
大
死
を
根
底
と
す
る
西
田
哲
学
の
宗
教
性
を
銘
記
す
べ
き
で
あ

る
。

後
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
文
体

│
│ 「
思
い
（Gedachtes

）」
と
神
聖
な
も
の 

│
│

小
野　
　

真

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
に
お
い
て
最
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
が
言
葉
に
つ

い
て
の
思
索
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
の
根
本
経
験
を
事
柄
に
即
し

て
語
る
こ
と
は
、
通
常
の
存
在
論
に
基
づ
い
た
形
而
上
学
の
言
葉
や
論
理

で
は
不
可
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
は
思
索
の
進
展
と
と
も
に
、
そ
れ

に
適
う
「
語
り
」
の
あ
り
方
を
思
索
し
続
け
て
き
た
。
特
に
晩
年
の
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
思
索
の
試
作
的
な
文
体
の
膨
大
な
草
稿
群
が
「
思
い
（Ge-

と
考
え
、
現
存
在
に
定
位
し
そ
の
存
在
様
態
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
存
在
の
存
在
た
る
関
心
が
根
源
的
時
間
性
を
示
す
こ
と
が
開
示
さ
れ

た
。
つ
ま
り
存
在
可
能
と
し
て
の
現
存
在
は
死
へ
の
先
駆
に
よ
っ
て
自
己

自
身
を
直
視
し
、
世
人
の
在
り
方
か
ら
本
来
的
自
己
を
取
り
戻
す
。
そ
の

本
来
的
自
己
へ
の
還
帰
が
将
来
の
「
来
」
で
あ
っ
て
、
時
間
の
根
源
性
は

将
来
な
の
で
あ
る
。

　

問
題
は
、
西
田
が
現
在
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
将
来
を
重
視
す
る
因
由
如

何
で
あ
る
。
そ
の
相
違
は
何
に
由
来
す
る
の
か
、
で
あ
る
。
そ
れ
は
死
の

捉
え
方
に
あ
る
。
後
者
で
は
、
現
存
在
は
死
へ
の
存
在
で
あ
っ
て
死
へ
の

先
駆
が
本
来
的
実
存
遂
行
の
契
機
と
な
り
、
そ
の
実
存
の
完
遂
は
将
来
へ

の
存
在
可
能
と
な
る
。
し
か
し
そ
の
死
は
先
駆
的
決
意
性
の
内
で
先
取
さ

れ
た
死
に
留
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
前
者
に
あ
っ
て
の
死
は
既
死
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
生
死
一
如
と
し
て
の
死
な
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
西
田

哲
学
の
出
発
点
は
主
客
合
一
の
純
粋
経
験
で
あ
る
。
主
客
合
一
と
は
主
観

的
自
己
が
絶
対
無
に
ま
で
自
己
否
定
し
て
客
観
に
合
一
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
主
客
合
一
の
た
め
全
き
無
に
ま
で
自
己
否
定
す
る
こ
と
が
死
な

の
で
あ
る
。「
我
々
の
此
の
偽
我
を
殺
し
盡
し
て
」
始
め
て
「
真
に
主
客

合
一
の
境
に
到
る
こ
と
が
で
き
る
」。
つ
ま
り
西
田
の
哲
学
的
基
盤
は
当

初
か
ら
禅
で
い
う
「
大
死
」
を
前
提
と
し
て
い
る
の
だ
。
よ
っ
て
そ
の
死

は
先
駆
の
内
の
死
で
は
な
く
、
既
に
し
て
致
死
で
あ
っ
て
現
在
の
今
の
生

と
一
つ
に
な
っ
た
死
な
の
で
あ
る
。
絶
対
無
の
自
覚
的
限
定
と
は
こ
の
よ

う
な
大
死
の
次
元
か
ら
の
限
定
で
あ
っ
て
、「
絶
対
無
の
自
覚
的
限
定
と

し
て
時
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」。
そ
こ
か
ら
見
れ
ば
、

西
田
の
現
在
の
本
質
は
過
去
・
未
来
と
同
一
次
元
に
並
存
す
る
現
在
で
は

な
い
。
そ
の
よ
う
な
ノ
エ
マ
面
の
所
産
と
し
て
の
現
在
で
は
な
く
、
そ
れ
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て
い
た
り
、
一
見
し
て
極
め
て
逆
説
的
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
た
り
し

て
、
全
く
不
可
解
な
語
の
羅
列
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
言
明
的

命
題
を
避
け
る
こ
と
は
、
主
観
的
思
惟
―
そ
れ
は
同
時
に
客
観
化
的
思
惟

で
あ
る
が
―
の
立
場
の
離
脱
を
離
脱
し
た
こ
と
で
あ
り
、
思
索
そ
の
も
の

を
呼
び
求
め
る
も
の
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
う
ち
へ
と
到
達
さ
せ
る
思
惟

の
表
明
で
あ
る
。

　

晩
年
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
思
い
」
の
文
体
に
よ
っ
て
、
存
在
の
思
索
の

枠
内
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詠
っ
た

現
代
に
お
け
る
神
聖
な
も
の
の
在
所
へ
と
迫
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
「
思

い
」
に
お
け
る
神
聖
な
る
も
の
の
思
索
に
関
わ
る
鍵
語
が
「
授
与
留
保

（V
orenthalt

）」
で
あ
る
。
こ
の
語
は
「
元
来
渡
す
べ
き
も
の
を
手
渡

す
こ
と
を
控
え
る
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詠
う
「
神
の

欠
乏
」
と
同
視
さ
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
「
非
性
起
（Enteignis

）」
と

い
わ
れ
る
存
在
の
本
質
的
な
現
成
、
す
な
わ
ち
存
在
は
自
己
覆
蔵
が
そ
れ

自
身
を
疎
外
態
に
お
い
て
顕
わ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
表
現
す

る
、
と
い
う
観
点
か
ら
思
索
し
て
初
め
て
、「
授
与
留
保
」
の
次
元
が
開

か
れ
る
。
神
聖
な
る
も
の
が
自
分
を
留
保
し
て
い
る
、
と
い
う
痕
跡
に
お

い
て
の
み
、
神
聖
な
次
元
の
有
る
こ
と
を
告
げ
知
ら
せ
る
。
そ
れ
は
同
時

に
、
神
聖
な
次
元
が
、
い
つ
か
、
自
分
を
開
示
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
予
期
で
あ
る
。
授
与
留
保
と
い
う
痕
跡
を
思
索
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
限
り
、
授
与
留
保
の
本
質
で
あ
る
神
聖
な
「
停
留
す
る
も
の
」
を
持

続
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
神
聖
な
次
元
の
再
び
の
到
来
を
予
期
す
る
こ

と
で
あ
る
。
授
与
留
保
の
思
索
は
、
存
在
の
覆
蔵
性
へ
と
聴
従
す
る
現
在

が
、
既
在
に
そ
の
存
在
の
痕
跡
を
と
ど
め
、
将
来
に
お
い
て
そ
の
到
来
を

予
期
せ
し
め
る
神
聖
な
る
も
の
の
時
間
性
を
統
合
し
た
思
索
で
あ
り
、
そ

dachtes

）」
と
名
指
さ
れ
、
全
集
第
八
十
一
巻
『
思
い
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
本
発
表
に
お
い
て
は
、
こ
の
晩
年
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
文
体
で
あ

る
「
思
い
」
の
根
本
的
な
特
徴
を
適
示
し
つ
つ
、「
思
い
」
に
用
い
ら
れ

て
い
る
「
授
与
留
保
（V

orenthalt

）」
と
い
う
語
を
鍵
概
念
と
し
て
、

神
聖
な
も
の
の
次
元
に
つ
い
て
の
晩
年
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
の
一
端
を

示
し
て
み
た
い
。

　

後
期
以
降
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
作
が
決
定

的
な
も
の
と
な
る
。
フ
ォ
ア
ソ
ク
ラ
テ
ィ
カ
ー
の
原
初
の
存
在
経
験
は
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
作
に
照
ら
し
出
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
深
意
を
顕
わ
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ

ン
は
思
索
者
で
は
な
く
詩
人
で
あ
る
。
詩
人
は
、
直
接
「
神
の
火
に
撃
た

れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
神
聖
な
も
の
の
直
接
経
験
を
詩
に
託
す
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
詩
人
は
形
而
上
学
の
伝
統
か
ら
は
自
由
で
あ
る
。
一
方
思
索
者

は
、
あ
く
ま
で
西
洋
の
形
而
上
学
の
伝
統
の
流
れ
の
中
に
た
ち
、
詩
人
か

ら
の
合
図
を
受
け
取
り
つ
つ
、
従
来
の
形
而
上
学
の
言
葉
を
用
い
つ
つ

も
、
そ
こ
に
潜
む
原
初
へ
の
指
示
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
使
命
と
す

る
。
い
わ
ば
、
詩
作
の
言
葉
と
、
従
来
の
形
而
上
学
の
思
索
の
言
葉
と
の

間
に
立
ち
、
従
来
の
言
葉
を
用
い
つ
つ
も
詩
人
の
経
験
へ
と
指
し
示
す
よ

う
に
、
人
間
に
語
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
後
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
特
有
の

一
見
奇
異
な
語
群
が
生
ま
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
語
で
究
明
さ
れ
た
存

在
理
解
は
再
び
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
神
聖
な
も
の
の
思
索
へ
と
打
ち
戻
さ
れ

る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
現
在
に
お
い
て
は
「
聖
な
る
名
が
欠
け
て
い

る
」
と
詠
う
。
こ
の
神
聖
な
る
も
の
の
事
柄
の
本
質
に
迫
る
こ
と
が
、
文

体
「
思
い
」
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。「
思
い
」
は
主
語
が
無
か
っ
た
り
、

動
詞
が
無
か
っ
た
り
、
二
つ
の
疑
問
文
が
異
常
な
仕
方
で
一
つ
に
書
か
れ
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る
か
、
知
性
に
よ
っ
て
忘
却
し
た
状
態
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
内
在
的

に
完
結
さ
せ
た
祈
り
が
「
知
の
祈
り
」
で
あ
り
、
知
性
に
よ
っ
て
正
し
く

祈
る
者
は
、
祈
り
の
な
か
で
争
い
、
神
に
対
す
る
敗
北
こ
そ
が
勝
利
で
あ

る
と
い
う
確
実
な
勝
利
を
得
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
知
の
祈
り
」
は
、

知
の
限
界
を
知
的
に
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
め
、
ユ
ー
モ
ア
を
介
し
た
逆

説
的
な
祈
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
苦
悩
は
、
肉
中
深
く
に
刺
さ
っ
た
棘
で
あ

り
、「
知
の
祈
り
」
は
一
時
凌
ぎ
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
苦
悩
の
根

本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
内
側
か
ら
表
れ
る
苦
悩
は
、
知
性
が

償
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
要
求
を
彼
自
身
の
心
に
つ
き
つ
け
た
の
で

あ
る
。
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
自
分
自
身
の
う
ち
に
、
す
べ
て
の
よ
い
贈
り

物
を
与
え
て
下
さ
る
神
を
ひ
た
す
ら
求
め
る
新
し
い
祈
り
、
す
な
わ
ち

「
心
の
祈
り
」
が
必
要
と
な
っ
た
。
罪
人
で
あ
る
自
分
自
身
の
罪
を
告
白

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
神
に
呼
ば
れ
、
悔
い
改
め
に
よ
っ
て
心
は
清

く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
神
に
出
会
え
る
場
所
は
心
の
最
奥
に

あ
り
、
そ
こ
へ
と
赴
く
人
は
「
静
け
さ
」
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
静
け
さ
」
と
は
、
悔
い
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
た
す
ら
自
己
と
対

決
し
、
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
真
の
信
仰
者
と
し
て
、
神
の
御
霊
を
体
験
し

た
自
己
意
識
へ
と
深
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
ま
で
こ
の
静
け
さ
を
耐
え

抜
い
た
者
に
は
、
生
へ
の
移
行
が
待
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
最
善
の
祈

り
は
「
静
か
な
祈
り
」
で
あ
り
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
探
し
求
め
て
い
た

「
地
上
最
大
の
喜
び
」
は
、
こ
の
「
静
か
な
祈
り
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
祈
り
は
複
合
的
で
あ
り
明
確
に
分
類
す
る
こ
と
は

困
難
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
に
し
た
が
っ
て
、
次
の
四
つ
の
祈
り
の
要

れ
こ
そ
が
「
救
い
」
で
あ
り
う
る
。「
授
与
留
保
の
遠
き
到
来
を
保
護
す

る
こ
と
」
に
よ
る
、
思
索
者
の
思
索
に
よ
る
「
救
い
」
へ
の
憧
憬
が
「
思

い
」
と
い
う
文
体
を
創
り
出
し
て
い
る
。

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
そ
の
祈
り

後
藤　

英
樹

　

セ
ー
レ
ン
＝
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
父
ミ
カ
エ
ル
は
自
ら
の
死
が
迫
っ
て

い
る
な
か
、
息
子
セ
ー
レ
ン
に
自
ら
の
秘
密
を
告
白
す
る
。
そ
の
内
容
は

少
年
時
代
に
神
を
呪
っ
た
結
果
、
自
ら
呪
い
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
兄
弟

姉
妹
が
次
々
と
死
ん
で
い
く
の
は
そ
の
証
拠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
長
男
ペ

ー
タ
ー
と
末
子
セ
ー
レ
ン
は
神
へ
の
生
贄
と
し
て
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
告
げ
た
の
で
あ
る
。
父
ミ
カ
エ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
心
と

彼
自
身
の
罪
へ
の
恐
れ
は
息
子
へ
と
引
き
継
が
れ
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の

祈
り
の
核
心
で
あ
る
こ
と
に
何
の
疑
い
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

キ
リ
ス
ト
教
に
改
心
し
て
か
ら
死
に
至
る
ま
で
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は

「
祈
り
の
人
」
で
あ
っ
た
。「
如
何
に
祈
る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
、
生
涯
に
亘
っ
て
苦
悩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
著
作

活
動
を
始
め
る
ま
で
の
数
年
間
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
切
実
な
祈
り
に

は
、
神
な
し
に
は
自
分
た
ち
だ
け
で
は
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
、
恩
寵
が

す
べ
て
で
は
な
い
が
、
恩
寵
な
し
に
は
何
ご
と
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
を
、

熱
心
な
ル
タ
ー
派
信
仰
者
だ
っ
た
彼
は
、
こ
の
こ
と
を
再
確
認
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　

一
八
四
三
年
に
著
作
活
動
を
始
め
る
頃
に
な
る
と
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

は
神
と
人
間
の
絶
対
的
な
従
属
関
係
を
前
面
に
出
し
、
真
理
が
人
間
の
内

に
存
在
し
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
如
何
に
し
て
真
理
を
取
り
戻
し
う
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り
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
に
お
け
る
「
自
由
」
と
い
う
の
は
、
善
か
悪
か
・

罪
か
義
か
を
選
択
す
る
自
由
で
あ
り
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
著
作
『
死
に
い

た
る
病
』
冒
頭
の
精
神
と
し
て
の
自
己
の
定
義
の
な
か
に
、
意
欲
す
る
と

い
う
自
由
意
志
の
発
動
が
前
提
と
い
う
仕
方
で
織
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら

な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
著
作
『
哲
学
断
片
』
の
な
か
で

「
同
時
性
」
と
い
う
態
度
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
お
い
て
必
須
の
事
柄
で

あ
る
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、「
同
時
性
」
と
い
う
の
は
、
イ

エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
信
仰
と
は
、
主
体
的
に
は
、
地
上
に
降
り
立

っ
た
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
の
時
代
状
況
そ
れ
自
体
と
と
も
に
存
す
る
と
い

う
こ
と
、
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
の
死
後
な
い
し
は
昇
天
後
は
じ
め
て
生
を
受

け
て
、
イ
エ
ス
の
生
前
に
イ
エ
ス
と
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
者
で
あ
っ
て

も
、
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
信
仰
は
、
全
存
在
全
人
格
と
し
て
イ

エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
と
の
全
面
的
対
面
と
い
う
仕
方
で
の
み
あ
り
う
る
の
で

あ
る
か
ら
、
イ
エ
ス
の
死
後
に
生
を
受
け
た
如
何
な
る
者
も
、
対
イ
エ
ス

＝
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
直
接
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
間
接
の
弟
子
で
あ

る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
対
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
信
仰
に
お
い
て
は
、
生
前

の
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
と
き
と
同
じ
状
況
が
少
な
く
と
も
精
神

性
の
領
域
に
お
い
て
は
、
信
仰
者
に
出
現
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
に
お
け
る
「
自
由
」
が
原
罪
論
と
齟
齬
で
あ
る
と
い
う

の
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
教
会
ル
タ
ー
派
教
義
に
お
い
て
は
奴
隷
意
志
論
を

根
拠
と
し
て
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
当
時
も
現
在
も
同
様
に
、
個
々
の
教
義
学
者

の
解
釈
の
幅
は
ど
う
あ
れ
、
少
な
く
と
も
原
理
的
に
は
、
自
由
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
に
お
け
る
自
由
は
、
教

義
学
上
の
事
柄
で
は
な
く
て
実
存
す
る
信
仰
者
の
実
存
的
心
理
性
と
し
て

理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
自
由
を
め
ぐ
る
齟
齬
に
つ
い
て

素
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）体
の
祈
り　
（
二
）知
の
祈
り　
（
三
）心
の
祈
り　
（
四
）静
か
な
祈

り
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
人
生
行
路
の
四
段
階
と
四
つ
の
祈
り
は
極
め
て
近
い

位
相
を
も
っ
て
お
り
、
個
々
の
祈
り
は
階
層
と
し
て
受
け
止
め
る
べ
き
で

は
な
く
、
複
合
的
な
人
間
の
う
ち
に
存
在
す
る
位
相
と
し
て
理
解
す
べ
き

で
あ
る
。
個
人
の
実
存
が
宗
教
的
段
階
へ
の
運
動
で
あ
る
と
同
様
に
、
す

べ
て
の
祈
り
は
「
心
の
祈
り
」
へ
と
通
じ
て
行
く
。
そ
れ
ま
で
の
「
体
の

祈
り
」
と
「
知
の
祈
り
」
が
止
揚
さ
れ
不
必
要
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

よ
り
大
き
な
統
合
と
充
足
感
の
な
か
で
、
そ
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
生
涯
の
テ
ー
マ
は
「
如
何
に

祈
る
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
全
著
作
は
一
編
の
祈
り
で

あ
り
、
そ
こ
に
祈
り
の
位
相
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
と
ら
え

直
す
必
要
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

キ
リ
ス
ト
教
正
教
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想 

│
│ 

祈
り
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

中
里　
　

巧

　

セ
ー
レ
ン
＝
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
が
、
そ
の
背
景
に
キ
リ
ス
ト
教
を

抱
え
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
歴
然
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
キ
リ
ス
ト

教
が
、
教
義
史
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
一
九
世
紀
デ
ン
マ
ー
ク
ル
タ
ー
派

国
教
会
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
、
き
わ
め
て
容
易
に
推

察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
を
形
成
し
て
い
る
主

要
概
念
の
う
ち
、
自
由
に
つ
い
て
は
原
罪
論
と
の
齟
齬
が
ア
ポ
リ
ア
（
難

問
）
と
な
り
、
同
時
性
に
つ
い
て
は
教
会
の
伝
統
や
権
威
と
の
齟
齬
が
つ

き
ま
と
う
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
私
が
理
解
す
る
か
ぎ
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キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
一
九
世
紀
デ
ン
マ
ー
ク
の
公
共
性

藤
枝　
　

真

　

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
『
お
そ
れ
と
お
の
の
き
』
に
お
い
て
、
旧
約
聖
書
に

描
か
れ
て
い
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
イ
サ
ク
奉
献
の
物
語
を
評
し
て
、「
ア
ブ

ラ
ハ
ム
の
行
為
全
体
は
、
普
遍
的
な
も
の
と
な
ん
ら
か
か
わ
り
を
も
た

ず
、
純
粋
に
私
的
な
企
て
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
神
の
命
令
に
し
た
が

っ
た
行
為
が
世
俗
的
な
説
明
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
葛
藤
こ
そ
が
こ
の
物
語
を
解

釈
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
も
同
時
に
指
摘
し
て
い
る
。「
も
し
彼

の
信
仰
が
た
だ
来
る
べ
き
生
に
む
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
ら
、
き
っ

と
彼
は
…
こ
の
世
か
ら
す
ぐ
に
立
ち
去
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
…
し
か

し
、
…
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
世
の
生
の
た
め
に
信
仰
し
た
の

で
あ
る
」。

　
「
主
体
的
真
理
」
や
「
単
独
者
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど

倫
理
上
の
独
我
論
者
の
よ
う
な
読
解
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
キ
ル
ケ
ゴ

ー
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
社
会
・
政
治
的
な
文
脈
か
ら
キ
ル
ケ
ゴ

ー
ル
を
読
む
試
み
も
、
近
年
で
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
（Pattison 

&
 Shakespeare, K

ierkegaard: T
he Self in Society

や
、Søren 

K
ierkegaard Critical A

ssessm
ents of Leading Philosophers, 

Conw
ay (ed.), vol. IV

, Social and Political Philosophy

な
ど
）。

　

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
葛
藤
は
、
ひ
と
り
の
人
間
が
宗
教
的
責
任
と
倫
理
的
責

任
に
二
重
に
拘
束
さ
れ
る
と
き
に
は
じ
め
て
生
じ
る
。「
倫
理
的
な
も
の

は
普
遍
的
で
あ
り
、
ま
た
顕
わ
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー

ル
に
と
っ
て
、
倫
理
的
な
も
の
の
ひ
と
つ
の
表
現
は
「
家
族
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
語
り
え
ぬ
使
命
を
帯
び
た
信
仰
者
と
、
そ
の
信
仰
者
へ
と
開

は
、
キ
リ
ス
ト
教
正
教
に
お
け
る
ニ
ケ
ア
＝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

信
条
理
解
と
照
ら
し
合
わ
せ
と
き
、
謎
が
解
け
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
キ
リ

ス
ト
教
正
教
に
拠
れ
ば
、
ニ
ケ
ア
＝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
信
条
に

お
い
て
原
罪
論
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
人
間
に
お
い
て
は
堕
罪

に
損
な
わ
れ
て
も
な
お
、
自
由
が
存
す
る
と
理
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
同
時
性
を
め
ぐ
る
齟
齬
に
つ
い
て
は
、
三
〜
四
世
紀
頃
に
出
現
し

た
キ
リ
ス
ト
教
成
立
初
期
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
テ
ー
ベ
の
パ
ウ
ロ
や
ア

ン
ト
ニ
ウ
ス
お
よ
び
こ
れ
ら
二
人
に
続
く
人
エ
ジ
プ
ト
の
岩
山
や
砂
漠
の

地
を
さ
す
ら
い
孤
独
に
た
だ
独
り
洞
穴
な
ど
で
居
住
し
て
神
と
向
き
合
い

不
断
の
祈
り
を
お
こ
な
う
「
砂
漠
の
父
祖
」
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
人
々
の

信
仰
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
き
、
謎
が
解
け
て
く
る
。
砂
漠
の
父
祖
は
、

三
一
三
年
キ
リ
ス
ト
教
公
認
以
後
も
な
お
、
教
会
形
成
に
お
け
る
ロ
ー
マ

帝
国
と
の
妥
協
を
嫌
い
、
迫
害
期
に
お
け
る
純
粋
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を

希
求
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
同
時
性
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た

迫
害
期
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
お
け
る
一
心
不
乱
に
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト

に
対
し
て
祈
り
続
け
る
姿
勢
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
砂
漠
の
父
祖

の
信
仰
は
、『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
に
お
け
る
イ
エ
ス
の
祈
り
に
凝
集
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
様
に
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
は
、
彼
が
日
誌
の

な
か
で
、
祈
り
は
ア
ル
キ
メ
デ
ス
的
支
点
で
あ
っ
て
、
祈
り
人
は
世
界
を

動
か
す
、
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
々
イ
エ
ス
に
対
し
て
一
心
不
乱

に
祈
っ
て
い
く
姿
勢
こ
そ
が
思
想
の
実
存
的
核
心
部
を
形
成
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
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の
指
摘
に
よ
れ
ば
、「
絶
対
」
君
主
制
か
ら
立
憲
君
主
制
へ
の
移
行
は
、

無
制
限
的
な
存
在
と
そ
れ
に
向
き
合
う
制
限
的
な
集
合
（
民
衆
）
と
い
う

関
係
か
ら
、
憲
法
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
主
体
性
を
付
与
さ
れ
た
国
民
と

国
王
と
の
関
係
へ
の
移
行
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ

こ
に
は
「
国
王
」
の
力
が
減
退
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
も
重
ね
合
わ
せ
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
危
惧
し
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
点
、
つ
ま

り
逆
の
類
推
に
よ
る
神
の
「
絶
対
性
」
の
減
退
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
立
憲
君
主
制
が
も
た
ら
す
新
た
な
公
共
性

は
、
市
民
的
自
由
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
信
仰
共
同
体
を
掘
り
崩
す
可

能
性
を
持
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
仮
名
性
の
問
題

谷
塚　
　

巌

　

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
（Søren K

ierkegaard, 1813‒ 1855

）
の
諸
著
作

は
、
仮
名
に
よ
る
も
の
と
署
名
に
よ
る
も
の
と
の
二
重
性
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
本
発
表
で
は
、
そ
の
う
ち
の
仮
名
に
よ
る
諸
著
作
に
つ
い
て
、
そ

も
そ
も
、
仮
名
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

　

考
察
の
手
が
か
り
と
す
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
著
作
は
、
英
訳
プ
リ
ン
ス

ト
ン
版
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
著
作
全
集
第
一
二
巻
の
『
哲
学
的
断
片
へ
の
結
び

と
し
て
の
非
学
問
的
あ
と
が
き
』（
以
下
、『
あ
と
が
き
』
と
略
記
す
る
）、

お
よ
び
そ
の
補
巻
で
あ
る
。
こ
の
補
巻
に
は
、『
あ
と
が
き
』
の
出
版
に

あ
た
っ
て
削
除
さ
れ
た
箇
所
や
、『
あ
と
が
き
』
の
内
容
と
関
連
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
断
片
や
草
稿
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
発
表
の
テ
ー
マ
と

の
関
連
で
も
参
考
に
な
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
種

か
れ
て
顕
わ
に
な
っ
て
い
る
他
者
と
の
関
係
を
ど
う
結
ぶ
か
。
こ
の
こ
と

が
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
公
共
性
理
解
を
読
み
解
く
鍵
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
公
共
性
を
「
開
か
れ
て
あ
る
こ
と

（
公
開
性
）」
や
「
家
族
と
の
関
係
」
と
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
ア
ー
レ

ン
ト
が
『
人
間
の
条
件
』
に
お
い
て
「
現
れ
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
形
成
す

る
」
と
述
べ
た
こ
と
や
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
に

お
い
て
「
小
家
族
的
親
密
領
域
」
が
公
共
性
の
端
緒
と
な
る
と
述
べ
た
こ

と
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

確
か
に
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
没
個
性
的
で
単
な
る
人
間
の
集
合
で
あ
る

よ
う
な
「
大
衆
（M

æ
ngde

）」
や
「
公
共
／
公
衆
（Publikum

）」
に

つ
い
て
は
、
一
貫
し
て
否
定
的
な
態
度
を
と
り
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、

『
お
そ
れ
と
お
の
の
き
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
教
と
倫
理
か

ら
二
重
に
拘
束
さ
れ
た
信
仰
者
の
姿
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
一
九
世
紀
の

市
民
社
会
へ
の
移
行
期
の
デ
ン
マ
ー
ク
に
生
き
た
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、

public

と
い
う
も
の
に
対
し
て
、
単
に
苛
烈
な
批
判
を
加
え
た
だ
け
で

は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
は
他
者
へ
の

開
け
や
責
任
、
そ
し
て
主
体
的
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
言
論
と
い
う
可
能
性
が

同
時
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
可
能
性
は
二
十
世

紀
後
半
の
哲
学
者
た
ち
に
よ
る
「
公
共
性
概
念
の
肯
定
的
評
価
」
を
予
見

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
一
八
四
八
年
の
革
命
か
ら
立
憲
君
主
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
自
体
に
異
論
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
神‒

人
間
関
係
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
た
「
国
王‒

国
民
関
係
」

の
変
化
に
疑
念
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
公
共

性
理
解
を
考
え
る
際
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
ろ
う
。Bruce K

irm
m
se
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さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
問
題
を
展
開
さ
せ
る
手
が
か
り
と
し

て
、
仮
名
性
と
「
宗
教
的
な
も
の
」
と
の
関
係
を
提
示
し
、
仮
名
の
宗
教

性
に
つ
い
て
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
触
れ
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
氏
に
よ
る
研
究
、『
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
ヘ
ー

ゲ
ル
に
対
す
る
関
係
再
考
』（
二
〇
〇
三
）
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
の
関
係

に
焦
点
を
絞
る
と
い
う
研
究
上
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
名
に
注
目

す
る
こ
と
に
対
す
る
懐
疑
的
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
理
由

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
仮
名
へ
の
注
目
が
、
主
に
そ
れ
ぞ
れ
の
仮

名
の
思
想
的
な
内
容
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
発
表
で
注

目
す
る
の
は
、
仮
名
の
内
容
面
で
は
な
く
、
主
に
そ
の
形
式
面
で
あ
り
、

仮
名
性
一
般
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
発
表
は
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
氏
の
仮
名
に
対
す
る
見
解
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
、
仮
名
に
注
目
す
る

試
み
と
な
る
。

Ｍ
・
テ
イ
ラ
ー
『
神
の
後
』
に
お
け
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
批
判
に
つ
い
て

須
藤　

孝
也

　
『
神
の
後
』
に
お
い
て
テ
イ
ラ
ー
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
二
元
論
を
見

出
し
批
判
し
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
内
面
性
と
外
面
性
を
媒
介
し
て
見
せ

た
の
に
対
し
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
そ
れ
ら
が
一
致
し
え
な
い
こ
と
を
強
調

し
た
。
対
立
関
係
に
据
え
ら
れ
る
の
は
内
面
性
と
外
面
性
だ
け
で
は
な

い
。
内
在
と
超
越
、
歴
史
と
永
遠
、
単
独
者
と
大
衆
、
宗
教
と
政
治
と
い

っ
た
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
を
起
動
さ
せ
る
諸
観
念
の
す
べ
て
が
、
こ
う
し

た
対
立
関
係
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
も
信

仰
者
も
こ
の
世
に
お
い
て
は
イ
ン
コ
グ
ニ
ト
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た

と
テ
イ
ラ
ー
は
批
判
す
る
。

の
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
仮
名
著
作
」
と
し
て
は
扱
え
な
い
ゆ
え
に
、
そ

れ
と
の
区
別
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
本
発
表
で
は
こ
の
点
を
考
慮
し
、

補
巻
に
つ
い
て
は
参
考
に
と
ど
め
る
。

　

仮
名
性
の
問
題
は
、
テ
キ
ス
ト
の
「
自
存
性
」
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
の

「
未
決
性
」
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
仮
名
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
と
の
間
に

距
離
を
設
け
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
が
読
者
に
現
前
す
る
よ
う
な
「
自
存

性
」
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
仮
名
と
の
関
係
は
、

完
全
に
分
離
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
二
重
化
の
関
係
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
重
化
に
よ
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
由
来
性
は
曖
昧

に
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
て
読
者
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
対
す
る
関
係
も
曖
昧

に
さ
れ
、
か
え
っ
て
、
読
者
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
係
が
焦

点
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
自
存
性
」
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

テ
キ
ス
ト
は
い
わ
ば
読
者
に
開
か
れ
た
形
式
を
得
る
と
言
え
る
。

　

テ
キ
ス
ト
の
「
未
決
性
」
は
、『
あ
と
が
き
』
に
お
い
て
、
仮
名
書
著

作
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
評
価
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
。「
自
存
性
」
に
よ

っ
て
、
読
者
と
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
が
焦
点
化
さ
れ
る
が
、「
結
論
」
の

不
在
と
い
う
「
未
決
性
」
は
、
こ
の
関
係
に
お
い
て
、
読
者
自
身
を
問
題

化
さ
せ
る
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
る
。
読
者
は
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
、

何
ら
か
の
答
え
を
求
め
る
と
い
う
仕
方
で
関
係
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
自
己
の
内
面
に
お
い
て
主
体
的
に
、
自
ら
に
と
っ
て
の
意
味
を
、
答
え

と
し
て
見
出
す
よ
う
な
仕
方
で
関
係
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

仮
名
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
規
定
を
通
し
て
、
テ
キ
ス
ト
は

複
数
の
解
釈
可
能
性
へ
と
開
か
れ
る
が
、
こ
れ
に
留
ま
ら
な
い
問
題
も
残
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に
は
続
き
が
あ
る
。「
あ
な
た
が
神
に
祈
る
た
め
に
閉
じ
た
ド
ア
を
、
あ

な
た
が
開
い
て
外
に
出
て
ゆ
く
と
き
、
あ
な
た
が
出
会
う
最
初
の
人
間
が

隣
人
で
あ
る
。
あ
な
た
が
愛
す
べ
き
隣
人
で
あ
る
」。
神
と
の
関
係
の
後

に
は
、
隣
人
と
の
関
係
が
続
く
の
で
あ
る
。
宗
教
的
著
作
や
実
名
著
作
と

い
っ
た
後
期
の
議
論
を
軽
視
し
た
テ
イ
ラ
ー
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
単
独

者
が
積
極
的
に
他
者
に
関
わ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
点
を
見
落
と
し
て
し
ま

っ
た
。

　

テ
イ
ラ
ー
の
見
る
と
こ
ろ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
「
同
一
の

問
題
」
に
つ
い
て
「
正
反
対
」
の
仕
方
で
思
考
す
る
二
人
の
思
想
家
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
「
同
一
線
上
で
」
思
考
し
た
二
人
の
思
想
家
で

あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
確
か
に
前
期
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
ヘ
ー
ゲ
ル

な
い
し
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
に
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
た
。
と
は
い
え
後
期
の

思
想
の
展
開
を
見
る
と
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
最
大
の
関
心
が
ヘ
ー
ゲ
ル
哲

学
を
論
破
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
は
言
い
づ
ら
い
。
む
し
ろ
、
デ
ン
マ
ー

ク
「
キ
リ
ス
ト
教
界
」
の
改
革
に
あ
っ
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
そ

う
し
た
「
特
殊
な
」、
あ
る
い
は
「
非
哲
学
的
な
」
問
題
に
取
り
組
む
キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
全
世
界
の
重
要
問
題
を
考
え
よ
う
と
す
る
テ
イ
ラ
ー
の

関
心
を
惹
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
テ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
キ
ル
ケ

ゴ
ー
ル
的
単
独
者
は
、
同
一
性
と
差
異
性
を
両
極
と
す
る
直
線
上
に
強
引

に
並
べ
ら
れ
る
こ
と
で
、
単
に
差
異
性
を
強
調
す
る
度
合
い
の
最
も
大
き

な
思
想
と
し
て
「
量
化
」
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
自
身
も
ま
た
安
易
な

二
項
対
立
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
自
身
が
取
り
上
げ
る
思

想
家
に
つ
い
て
も
安
易
に
図
式
化
し
て
捉
え
ず
、
彼
ら
が
独
特
な
仕
方
で

編
ん
だ
弁
証
法
の
実
相
に
迫
る
こ
と
が
大
き
な
助
け
と
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
テ
イ
ラ
ー
は
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
の
片
面
し
か
捉
え
て
い
な

い
。
そ
れ
は
、
彼
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
研
究
が
仮
名
著
作
で
展
開
さ
れ
た
議

論
に
大
き
く
引
き
づ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
仮
名
著
作
は
キ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
の
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は

仮
名
著
作
の
他
に
実
名
著
作
も
著
し
て
い
る
し
、
哲
学
的
著
作
の
他
に
宗

教
的
著
作
も
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
出
版
し
た
著
作
の
他
に
、
膨
大
な
日

誌
も
書
き
残
し
て
い
る
。
仮
名
著
作
の
み
に
よ
っ
て
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思

想
の
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
テ
イ
ラ

ー
は
仮
名
著
作
以
外
か
ら
も
引
用
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
完
全

に
無
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
テ
イ
ラ
ー
は
仮
名
著
作
以
外
の

テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
特
筆
す
べ
き
重
要
性
を
認
め
て
い
な
い
。
詳
細
に

検
討
し
て
自
ら
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
理
解
に
役
立
て
る
と
い
う
こ
と
を
し
て

い
な
い
。

　

テ
イ
ラ
ー
は
仮
名
著
作
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
単
独
者
」
を
、
キ
ル
ケ

ゴ
ー
ル
的
単
独
者
そ
の
も
の
と
誤
解
し
た
。
す
な
わ
ち
、
他
者
と
異
な
る

特
異
な
者
と
い
う
意
味
で
単
独
者
を
理
解
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
単
独
者
は
哲
学
的=

美
的
な
意
味
の
他
に
、「
建
徳
的
な
」
意

味
を
も
備
え
て
い
る
。
そ
れ
は
他
者
と
異
な
る
者
で
は
な
く
、
神
の
前
に

立
つ
「
各
人
」
を
普
遍
的
に
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
テ
イ
ラ
ー
が
理
解
し
た
よ
う
に
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
内
面
性
と

外
面
性
を
峻
別
す
る
。
前
期
に
お
い
て
も
後
期
に
お
い
て
も
キ
ル
ケ
ゴ
ー

ル
が
両
者
を
混
合
す
る
こ
と
は
な
い
。
信
仰
は
ま
ず
内
面
に
お
い
て
生
じ

る
出
来
事
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
テ
イ
ラ
ー
も
引
用
す
る
よ
う
に
、
キ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
は
「
ま
ず
神
の
国
を
求
め
よ
」
と
述
べ
て
、
神
と
の
関
係
以
外

の
も
の
は
い
っ
た
ん
は
す
べ
て
重
要
性
を
剥
奪
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
話
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て
「
汝
の
ア
ポ
ロ
ギ
ア
」
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う

な
「
汝
の
忘
却
」
自
体
に
対
す
る
問
題
意
識
の
故
で
あ
る
。

　

筆
者
は
二
〇
〇
五
年
の
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
東
京
大
会
で
の
パ
ネ
ル
発
表
の
中

で
、
こ
の
よ
う
に
「
汝
」
を
低
く
評
価
す
る
傾
向
の
陰
に
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

に
よ
る
「
汝
」
を
「
え
こ
ひ
い
き
」
と
誤
解
し
て
の
批
判
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
の
点
（
発
表
者
と
共
通
す
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
へ
の
指
摘
は
、
堀

川
敏
寛
氏
の
ブ
ー
バ
ー
研
究
の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
）
に
も

触
れ
つ
つ
、
そ
こ
で
は
あ
く
ま
で
「
マ
ル
セ
ル
研
究
」
の
枠
内
に
留
ま
り

つ
つ
、
彼
の
「
汝
」
の
意
義
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
自
身
は
晩
年
に
お
い
て
こ
の
誤
解
を
改
め
、
ブ
ー

バ
ー
を
、
ま
た
ブ
ー
バ
ー
以
上
に
マ
ル
セ
ル
を
、
自
ら
の
他
者
論
に
対
し

て
、
不
完
全
な
が
ら
も
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
と
評
価
を
一
転

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
コ
メ
ン
ト
は
、

本
発
表
と
は
別
の
場
で
、
主
題
的
に
集
中
し
て
述
べ
る
計
画
が
確
定
し
て

い
る
の
だ
が
）、
果
た
し
て
こ
の
再
評
価
に
よ
っ
て
、「
汝
」
の
思
想
の
上

に
加
え
ら
れ
た
傷
は
癒
や
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

発
表
者
は
、「
他
者
と
汝
と
し
て
交
わ
る
こ
と
」
に
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

の
他
者
論
の
よ
う
な
「
自
己
と
他
者
と
を
根
源
的
に
交
わ
り
え
な
い
断
絶

の
も
と
に
考
え
る
」
発
想
〜
発
表
者
は
こ
の
発
想
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が

神
に
対
し
て
取
っ
た
距
離
感
と
共
通
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
理
解
す
る

の
だ
が
〜
と
は
、
異
な
っ
た
場
所
で
意
義
を
有
す
る
も
の
だ
、
と
擁
護
し

た
い
。
ま
さ
に
ブ
ー
バ
ー
や
マ
ル
セ
ル
が
生
き
た
時
代
と
共
通
す
る
危
機

に
直
面
し
た
場
で
は
、
た
と
え
そ
の
相
互
性
へ
の
希
望
に
対
し
て
「
甘

い
」
と
批
判
す
る
人
も
あ
り
え
よ
う
と
し
て
も
、「
絶
望
」
の
底
に
沈
む

こ
と
な
く
互
い
を
生
か
し
合
う
た
め
に
、
彼
ら
の
説
い
た
「
汝
」
は
、
も

汝
と
絶
対
他
者 

│
│ 「
絆
」
の
哲
学
の
た
め
の
試
論 

│
│

小
林　
　

敬

　

今
次
の
発
表
は
、
二
〇
一
〇
年
の
本
学
会
で
の
発
表
「
信
仰
告
白
と
信

仰
宣
言
」
に
続
く
、
発
表
者
小
林
敬
独
自
の
省
察
で
あ
り
、
以
下
に
参
照

す
る
よ
う
な
先
人
達
の
思
想
に
関
し
て
も
、
彼
ら
の
思
想
に
対
す
る
「
研

究
」
の
枠
か
ら
、
あ
え
て
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
試
み
を
、
今
回
も

ま
た
続
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。（
僭
越
を
覚
悟
で
あ
え
て
言
う
な

ら
ば
、
本
発
表
も
前
発
表
同
様
、「
マ
ル
セ
ル
哲
学
」
や
「
ブ
ー
バ
ー
哲

学
」
と
い
う
よ
り
も
、
拙
い
な
が
ら
も
ひ
と
つ
の
「
小
林
哲
学
」
の
提
起

で
あ
る
。）

　

三
年
前
の
発
表
で
は
、「
単
独
者
」
と
「
交
わ
り
」
の
対
比
に
つ
い
て
、

そ
こ
で
は
主
に
信
仰
の
側
面
か
ら
論
じ
つ
つ
も
、
視
点
を
換
え
れ
ば
人
間

論
的
に
も
対
比
可
能
だ
と
も
示
唆
し
て
い
た
の
だ
が
、
今
回
は
こ
の
「
人

間
論
的
」
側
面
に
移
っ
て
み
た
い
。
今
回
発
表
者
は
、
前
者
が
人
間
論
的

な
側
面
に
お
い
て
現
れ
た
も
の
と
し
て
「
絶
対
他
者
」
的
な
他
者
理
解
の

例
を
示
し
、
こ
れ
に
対
し
て
「
汝
」
と
し
て
の
他
者
と
の
交
わ
り
と
い
う

思
想
を
対
置
し
、
さ
ら
に
、「
汝
」
を
誤
解
す
る
一
般
的
な
傾
向
に
言
及

し
な
が
ら
も
、
最
後
に
は
、
ま
さ
に
「
研
究
」
の
形
式
で
は
発
言
し
え
な

い
よ
う
な
、
発
表
者
自
身
の
主
体
的
な
主
張
と
し
て
の
、
い
わ
ば
「
汝
の

擁
護
、
ア
ポ
ロ
ギ
ア
」
を
展
開
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
汝
」
と
し
て
の
他
者
と
の
交
わ
り
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
提
起

者
の
名
が
ブ
ー
バ
ー
と
マ
ル
セ
ル
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
顧
み
て
今

日
、
彼
ら
の
思
想
は
、
率
直
に
見
て
「
以
前
ほ
ど
の
関
心
を
惹
か
な
く
な

っ
て
い
る
」
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
発
表
者
ひ
と
り

の
臆
見
に
す
ぎ
ぬ
も
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
こ
こ
で
、
研
究
の
枠
を
超
え
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示
す
る
と
い
う
観
点
を
取
り
、
自
然
法
を
内
在
的
（
論
理
的
）
と
歴
史
的

に
同
時
に
扱
う
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
方
法
を
可
能
に
し
た
の
は
、
自
然

法
の
説
明
に
暗
示
的
に
所
有
（property

）
の
起
源
と
範
囲
に
つ
い
て

の
議
論
を
付
随
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
自
由
海
論
』
に
お
け
る
グ

ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
主
要
関
心
は
公
海
の
自
由
と
い
う
原
理
に
対
す
る
公
然
の

敵
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
批
判
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
書
物
の
要
点

は
、
自
然
法
の
役
割
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
然
に
固
く
基
礎
付
け
ら
れ
、

た
と
え
最
も
強
力
な
権
威
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
無
視
、
あ
る
い
は
否
定

出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
自
然
法
と
は
一
体
何
で
あ
る
の

か
？　

自
然
法
は
「
神
の
摂
理
」（D

ivine Providence

）
で
あ
る
。

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
平
和
主
義
は
、
自
然
法
の
基
礎
を
人
間
の
社
交
性
に
設

定
し
、
社
交
性
は
人
間
に
と
っ
て
、
生
存
の
た
め
に
必
然
的
な
現
象
と
し

て
、
よ
り
一
般
的
で
具
体
的
な
様
相
で
あ
る
。
自
然
法
は
こ
の
決
定
的
な

特
徴
を
備
え
て
い
る
か
ら
、「
自
然
の
創
造
主
た
る
神
が
い
な
く
て
も
、

法
的
効
力
を
持
っ
て
い
る
」。
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て
、
所
有
の
発
展

の
現
実
の
歴
史
は
、
明
示
さ
れ
た
同
意
と
生
じ
た
現
実
へ
の
暗
黙
の
受
諾

の
両
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
所
有
関
係
が
時
間
を
経
て
発
展
し
、
そ
の
変

化
は
受
諾
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
は
原
初
の
使
用
権
の
目
的
と
一
致
し
て
い

る
と
認
識
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
所
有
の
目
的
は
、
人
類
を
効
果
的
に
存

続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
所
有
関
係
の
受
諾
と
い
う
事
実
が
原
理
的
に
重

要
な
の
は
、
こ
の
受
諾
が
平
和
的
な
過
程
で
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
所
有
の
最
終
的
な
分
析
に
お
い
て
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
人
間
の
生

存
の
た
め
の
よ
り
良
い
効
果
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
規
定
し

た
。
そ
れ
故
、
最
も
悲
惨
な
状
況
下
に
あ
る
人
々
の
必
要
性
の
権
利
を
挫

折
さ
せ
な
い
。
所
有
が
必
然
的
に
制
限
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
権
利
の
行
使

っ
と
思
い
起
こ
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
、
と
発
表
者
は
考
え
る
も
の
で
あ

る
。

　
「
汝
こ
そ
『
絆
』
の
根
拠
で
あ
る
」、
筆
者
が
（
客
観
的
な
「
研
究
」
の

枠
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
）
自
ら
の
主
張
と
し
て
提
示
し
た
い
の
は
、
実
に

こ
の
こ
と
で
あ
る
。

自
然
法
と
神
の
意
志

│
│ 

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
お
け
る
法
的
有
効
性
の
度
合 

│
│

今
出　

敏
彦

　

善
と
悪
を
巡
る
永
遠
の
問
い
は
、
人
類
が
直
面
す
る
大
問
題
を
前
に
、

一
方
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
意
識
の
高
ま
り
と
、
他
方
で
は
新
し
い
形

の
暴
力
と
抑
圧
に
よ
っ
て
、
拮
抗
状
態
に
あ
る
。
発
表
で
取
り
上
げ
る

H
ugo Grotius

（1583‒ 1645

）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
者
、
自
然
法
の

父
、
国
際
法
の
祖
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
彼
も
又
、
戦
争
と
宗
教
的
混
乱

の
時
代
を
生
き
、
と
り
わ
け
、「
神
の
不
在
の
仮
説
」
と
い
う
義
務
の
根

源
に
つ
い
て
の
議
論
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
所
謂etiam

si 
darem

us

（
た
と
え
神
が
不
在
で
あ
っ
て
も
、
自
然
法
の
妥
当
性
の
範

囲
を
認
め
る
）
に
お
い
て
、
彼
が
展
開
し
た
理
性
的
自
然
法
の
意
義
と
問

題
点
に
つ
い
て
、
Ｓ
・
バ
ッ
ク
ル
の
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
自
然
法
思
想
の
分

析
、
特
に
そ
の
法
的
有
効
性
を
巡
る
議
論
（Stephen Buckle, N

atu-
ral Law

 and the theory of Property, Clarendon Paperbacks, 
reprinted, 2002

）
を
参
照
に
し
つ
つ
、
検
討
す
る
。

　

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て
自
然
法
の
分
析
方
法
は
、
社
会
的
状
況
の
う

ち
に
具
体
的
に
実
現
さ
れ
た
人
間
本
性
の
事
実
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
る
。
彼
は
、
人
間
の
歴
史
は
、
人
間
の
状
況
に
独
特
な
論
理
を
開
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や
知
性
に
よ
る
の
だ
が
、
預
言
者
た
ち
は
言
葉
や
像
を
媒
介
と
し
て
啓
示

を
知
覚
す
る
。
例
え
ば
、
モ
ー
ゼ
は
実
際
に
神
の
声
を
聞
き
、
サ
ム
エ
ル

な
ど
他
の
預
言
者
た
ち
は
実
際
に
神
の
声
を
聞
い
た
の
で
は
な
く
、
想
像

的
に
声
を
聞
き
、
あ
る
い
は
像
を
見
た
。
こ
の
よ
う
に
、
預
言
的
認
識
は

知
性
や
理
性
で
は
な
く
、
想
像
力
の
助
け
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
啓
示
に
ど
の
よ
う
な
自
然
法
則
が
か
か
わ
っ
て
い

る
の
か
を
我
々
が
知
ら
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
ス
ピ
ノ
ザ

は
預
言
の
確
実
性
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
単
な
る
想
像
力
で
は
な

く
、
現
に
存
在
し
な
い
言
葉
や
像
を
、
あ
た
か
も
目
覚
め
て
い
る
と
き
に

対
象
か
ら
触
発
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
極
め
て
生
き
生
き
と
想
像
す
る

ほ
ど
の
能
力
を
挙
げ
る
。
モ
ー
ゼ
を
除
け
ば
、
預
言
者
た
ち
に
啓
示
さ
れ

る
言
葉
や
像
は
現
に
存
在
せ
ず
、
想
像
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、

預
言
者
た
ち
は
こ
れ
を
現
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
想
像
す
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
啓
示
の
確
実
性
を
基
礎
づ
け
る
要
素
と
し
て
、
預
言
者
た
ち

に
示
さ
れ
た
こ
と
が
神
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
こ
と
を
確
証
さ
せ
る
た
め
の

徴
証
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
最
後
の
、
そ
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
が
も
っ
と
も
重
視

す
る
啓
示
の
確
実
性
の
基
礎
づ
け
は
、
預
言
者
が
正
し
い
こ
と
と
善
き
こ

と
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
魂
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

「
神
は
敬
虔
な
者
や
選
ば
れ
た
者
を
決
し
て
欺
か
な
い
」
と
い
う
、
い
わ

ば
神
の
誠
実
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
神
が
誠
実
で
あ
れ
ば
、
敬
虔
な
者
に

啓
示
さ
れ
た
こ
と
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
た
確
実
性
は
、
自
然
的
認
識
と
は
異
な

り
、
事
柄
か
ら
帰
結
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
認
識
そ
の
も
の
に
存
す
る
も

の
で
は
な
い
。
自
然
的
認
識
は
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
確
実
性
を
含
む
が
、

は
他
者
の
所
有
物
を
使
用
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
彼
の
強
調
は
、
所
有
は
不
正
な
手
段
（
暴
力
）
に
よ
ら
ず
物

を
使
用
す
る
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
力
は
、

他
者
の
自
己
保
存
の
為
の
基
本
的
な
権
利
の
意
義
を
空
洞
化
さ
せ
る
こ
と

な
し
に
他
者
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
い
う
含
意
を
も

「
神
の
摂
理
」
の
名
の
下
に
楽
観
視
し
て
い
た
彼
の
見
解
か
ら
は
、
奴
隷

制
さ
え
も
自
然
的
合
理
的
な
こ
と
と
受
諾
さ
れ
る
。
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
自

然
観
、
人
間
本
性
へ
の
理
解
は
旧
約
聖
書
に
基
づ
い
て
お
り
、
神
話
的
歴

史
観
を
事
実
的
歴
史
観
と
同
一
視
し
た
為
に
、
自
然
法
的
正
義
の
妥
当
性

を
維
持
出
来
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
現
実
の
社
会
的
不
正
に
対
し
て
、

黙
認
と
い
う
法
の
妥
当
性
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。「
神
が
不
在
」
の
一
瞬

の
間
に
。

ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
啓
示
の
認
識

大
野　

岳
史

　

ス
ピ
ノ
ザ
は
『
神
学
政
治
論
』
第
一
章
冒
頭
で
、「
預
言
な
い
し
啓
示

と
は
、
あ
る
事
柄
に
関
し
て
神
か
ら
人
間
に
示
さ
れ
た
確
実
な
認
識
で
あ

る
」
と
、
啓
示
を
規
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
い
て
奇

跡
は
出
来
事
の
原
因
に
つ
い
て
の
無
知
に
由
来
す
る
迷
信
に
過
ぎ
ず
、
確

実
な
認
識
で
あ
る
啓
示
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
啓
示
の
認
識
は
ど
の
よ

う
に
し
て
確
実
で
あ
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
ス
ピ
ノ
ザ
は
自
然
的
認
識
と
人
々
が
預
言
的
認
識
と
呼
ぶ
も
の

が
、
と
も
に
預
言
な
い
し
啓
示
で
あ
る
と
断
定
す
る
。
自
然
的
認
識
は
人

間
の
知
性
の
限
界
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
預
言
的
認
識
は
人
間
の

知
性
の
限
界
を
超
え
て
い
る
と
い
う
点
で
異
な
る
。
自
然
的
認
識
は
理
性



195　　

第２部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

死
と
抗
議
と
神
義
論 

│
│ 

宗
教
哲
学
的
考
察 

│
│

佐
藤　

啓
介

　

前
世
紀
以
来
起
こ
っ
た
数
々
の
災
厄
や
災
害
に
対
し
、
悪
の
存
在
に
対

し
て
神
を
正
当
化
す
る
神
義
論
は
、
そ
の
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に

思
え
る
。
だ
が
、
悪
に
対
す
る
「
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
？
」
と
い
う
、
宛

て
先
す
ら
分
か
ら
な
い
「
抗
議
」
の
声
に
は
じ
ま
る
思
索
、
す
な
わ
ち
悪

の
存
在
に
抵
抗
す
る
広
い
意
味
で
の
神
義
論
は
、
な
お
そ
の
契
機
を
私
た

ち
の
感
情
の
う
ち
に
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
思
索
に
は
、
一

つ
の
困
難
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
悪
に
よ
っ
て
死
を
被
っ
た
者
の
存
在
で
あ

る
。
な
る
ほ
ど
、
他
者
に
死
を
も
た
ら
す
よ
う
な
出
来
事
は
悪
に
ほ
か
な

る
ま
い
。
だ
が
、
そ
の
悪
に
死
者
は
抗
議
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
悪
に
直

接
抗
議
で
き
る
死
者
は
も
は
や
存
在
し
な
い
た
め
、
生
者
が
代
わ
っ
て
抗

議
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
死
者
が
徹
底
し
て
他
者
で
あ
る
と
す
る

な
ら
、
私
た
ち
は
、
死
者
に
成
り
代
わ
る
な
ど
、
な
し
え
な
い
は
ず
で
あ

り
、
死
を
引
き
起
こ
し
た
悪
へ
の
抗
議
と
は
、
生
者
の
側
が
、
死
者
の
立

場
を
占
有
す
る
一
種
の
裏
切
り
行
為
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
困
難
を
少
し
で
も
解
消
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
を
提
供
す
る

の
が
、
ネ
ー
ゲ
ル
に
は
じ
ま
る
「
死
の
害
の
哲
学
」
で
あ
る
。
私
た
ち
の

直
観
で
は
、
死
は
悪
い
こ
と
で
あ
り
、
死
は
人
に
害
を
も
た
ら
す
。
し
か

し
、
死
を
被
っ
た
死
者
は
も
う
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
死
の
害
を
帰
属

さ
せ
る
べ
き
主
体
が
存
在
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、
死
は
害
で
す
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
「
死
は
害
で

あ
る
」
と
ど
の
よ
う
に
し
て
い
い
う
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
害
で
あ
る

と
し
て
、（
生
者
に
と
っ
て
の
害
で
は
な
い
と
す
れ
ば
）
そ
れ
を
誰
が
被

る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
一
つ
の
考
え
方
は
、「
死
は
人
の
存
在

預
言
的
認
識
は
別
の
啓
示
さ
れ
た
事
柄
と
は
異
な
る
何
か
に
よ
っ
て
確
実

性
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
徴
証
が
啓
示
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で

あ
る
と
示
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
事
柄
自
体
の
確
実
性
を
証
明
す
る
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
預
言
者
が
納
得
す
る
た
め
の
も
の
に
他
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
預
言
的
認
識
の
確
実
性
は
数
学
的
確
実
性
で
は
な
く
、

心
的
確
実
性certitudo m

oralis

と
呼
ば
れ
る
。

　

自
然
的
認
識
は
自
然
的
事
柄
か
ら
そ
れ
が
必
然
的
で
あ
る
こ
と
を
導
出

で
き
る
場
合
、
事
柄
と
し
て
も
、
認
識
す
る
者
に
と
っ
て
も
確
実
で
あ
る

と
言
え
る
。
し
か
し
預
言
な
い
し
啓
示
の
確
実
性
を
基
礎
づ
け
る
要
素

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
生
き
生
き
と

想
像
で
き
る
こ
と
は
、
啓
示
さ
れ
た
事
柄
で
は
な
く
「
啓
示
さ
れ
た
」
と

い
う
事
態
の
確
実
性
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
ど
れ
ほ
ど
の
想
像
力
の

強
さ
が
必
要
な
の
か
は
判
明
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
預
言
者
に
と
っ
て
も

そ
の
他
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
の
み
か
ら
、
啓
示
の
確
実
性
を

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
徴
証
は
預
言
者
が

自
身
に
示
さ
れ
た
こ
と
が
啓
示
で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
、
預
言
者
の
話

を
信
じ
る
者
に
と
っ
て
も
、
そ
の
認
識
が
啓
示
で
あ
る
こ
と
の
確
実
性
を

保
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
預
言
者
の
魂
が
正
し
い
こ
と
善
き
こ
と

に
の
み
向
か
う
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
預
言
者
は
神
の
前
で
言
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
預
言
者
の
魂
の
善
性
は
、
神
の
誠
実
さ
と
と
も

に
、
啓
示
さ
れ
た
事
柄
の
確
実
性
を
示
す
こ
と
が
主
要
な
役
割
で
あ
ろ

う
。
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可
能
性
を
奪
う
か
ら
で
あ
る
。
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、

次
の
よ
う
な
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
よ
う
。
三
、
死
を
も
た
ら
す

出
来
事
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て
「
不
幸
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て

「
悪
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
こ
と
は
、
そ
の
本
人
以
外
の
人
で
あ
っ
て
も

可
能
で
あ
る
。
四
、
し
か
し
、
死
を
も
た
ら
す
出
来
事
が
不
幸
で
あ
っ
た

と
直
接
本
人
が
述
べ
る
（
つ
ま
り
、
抗
議
す
る
）
能
力
を
奪
う
点
に
お
い

て
、
ま
さ
に
そ
の
出
来
事
は
悪
で
あ
る
。

カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
神
学
の
問
題

南　

翔
一
朗

　
「
カ
ン
ト
と
神
学
」
と
い
う
主
題
に
お
い
て
、
頻
繁
に
論
じ
ら
れ
、
問

題
と
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
道
徳
神
学
」
で
あ
り
、
こ
れ
で
も
っ
て

カ
ン
ト
の
神
学
と
そ
の
内
容
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、『
純
粋
理
性
批
判
』
の
記
述
に
し
た
が
う
限
り
、
カ
ン
ト

は
そ
れ
と
は
別
形
態
の
神
学
、
す
な
わ
ち
、
さ
し
あ
た
り
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

に
そ
の
起
源
を
も
つ
神
学
と
そ
の
神
概
念
に
対
し
て
、
部
分
的
に
は
肯
定

的
な
態
度
を
維
持
し
て
お
り
、
神
学
に
関
す
る
限
り
、
カ
ン
ト
と
そ
れ
以

前
の
神
学
の
間
に
目
立
っ
た
断
絶
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
以
上
の
点
を

踏
ま
え
、
本
発
表
で
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
記
述
に
し
た
が
っ
て
、
カ

ン
ト
の
神
学
構
想
の
全
体
像
を
可
能
な
限
り
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
。

　

ま
ず
、
カ
ン
ト
は
啓
示
神
学
と
合
理
的
神
学
を
区
別
し
た
上
で
、
後
者

を
さ
ら
に
「
た
だ
純
粋
理
性
の
み
に
よ
っ
て
純
粋
な
超
越
論
的
概
念
を
用

い
て
そ
の
対
象
を
思
考
す
る
」（B 659

）「
超
越
論
的
神
学
」
と
「（
私

た
ち
の
心
の
）
自
然
本
性
か
ら
得
ら
れ
た
概
念
に
よ
っ
て
対
象
を
思
考
す

を
無
に
帰
す
か
ら
害
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ネ
ー
ゲ
ル

は
、
死
が
人
を
無
に
帰
す
と
い
う
見
込
み
が
、
人
に
不
安
を
も
た
ら
す
こ

と
は
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
死
の
害
だ
と
は
考
え
な
い
。
そ
う

考
え
る
な
ら
ば
、
人
が
無
に
帰
す
と
き
も
う
そ
の
人
は
存
在
し
な
い
と
い

う
難
問
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ネ
ー
ゲ
ル
は
、
死
を

存
在
と
無
と
い
う
問
題
か
ら
切
り
離
し
た
う
え
で
、
生
き
て
い
る
人
が
受

け
る
危
害
と
、
死
と
い
う
害
と
は
、
区
別
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
し

て
、
後
者
が
害
と
呼
び
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
直
接
的
危
害
を
被
っ

た
と
い
う
よ
り
も
、
将
来
得
ら
れ
た
は
ず
の
幸
福
が
死
に
よ
っ
て
奪
わ
れ

た
か
ら
、
消
極
的
な
意
味
に
お
い
て
害
な
の
だ
、
と
主
張
す
る
。

　

だ
が
、「
死
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
幸
福
」
と
い
う
彼
の
前
提
に
は
一
考

が
必
要
で
あ
る
。
彼
は
、
死
が
幸
福
を
奪
う
の
と
は
逆
に
、
死
が
不
幸
を

減
ら
す
消
極
的
な
善
で
あ
り
う
る
ケ
ー
ス
に
も
言
及
し
て
い
る
。
し
か

し
、
死
が
奪
う
幸
福
（
不
幸
）
の
「
量
」
を
当
て
込
ん
だ
仕
方
で
死
の
害

を
論
じ
る
こ
と
は
、
計
算
し
え
な
い
は
ず
の
量
次
第
で
死
が
害
に
な
っ
た

り
な
ら
な
か
っ
た
り
し
、
問
題
を
未
決
定
に
し
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
、

死
が
人
か
ら
「
何
」
を
奪
う
の
か
を
め
ぐ
っ
て
、
よ
り
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な

記
述
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
奪
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
欲
求
な
い
し

願
望
の
実
現
の
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
死
が
奪
う
も

の
と
し
て
能
力
が
挙
げ
ら
れ
る
。
死
は
、
身
体
的
・
精
神
的
な
あ
ら
ゆ
る

能
力
を
働
か
せ
る
可
能
性
を
失
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
二
つ
の
主
張
が
導
か
れ
る
。
一
、
死
は
、
死
者
自
身
に
と

っ
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
生
前
に
お
い
て
（
場
合
に
よ
っ
て
は
死
後
に
お

い
て
も
）
害
で
あ
る
。
二
、
な
ぜ
な
ら
、
死
は
、
そ
の
人
が
願
っ
て
い
た

欲
求
の
充
足
の
可
能
性
や
、
そ
の
人
が
そ
の
後
様
々
な
能
力
を
行
使
す
る
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程
度
受
容
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
に

よ
る
と
こ
の
超
越
論
的
神
学
は
神
を
個
物
の
根
源
や
世
界
の
原
因
と
し
て

表
現
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
内
容
は
未
だ
満
足
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
は
、
神
概
念
が
一
般
に
「
決
し
て
た
ん
に
事
物

の
根
源
と
し
て
の
盲
目
的
に
作
用
す
る
永
遠
の
自
然
で
は
な
く
、
悟
性
と

自
由
に
よ
っ
て
事
物
の
創
始
者
で
あ
る
べ
き
最
高
の
存
在
者
で
あ
り
、
こ

の
概
念
の
み
が
私
た
ち
の
関
心
を
引
く
」（B 660‒ 661

）
と
し
て
、
超

越
論
的
神
学
の
神
概
念
の
乏
し
さ
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

超
越
論
的
神
学
の
神
概
念
を
補
完
し
、
よ
り
厳
密
に
神
と
神
の
本
質
を
捉

え
る
た
め
に
道
徳
神
学
を
含
む
自
然
的
神
学
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
自
然
的
神
学
は
、
神
を
世
界
の
「
原

因
」
と
し
て
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
詳
細
に
「
秩
序
と
統
一
」

を
世
界
に
も
た
ら
し
て
い
る
原
因
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
世
界
の
創
始

者
」
と
し
て
神
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
カ
ン
ト
の
道
徳
神
学
も
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
的
な
超
越
論
的
神

学
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
カ
ン
ト

は
以
上
の
よ
う
な
全
体
構
想
で
も
っ
て
神
学
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ル
ー
・
ザ
ロ
メ
／
ニ
ー
チ
ェ
の
「
生
」
の
概
念

│
│ 《
生
へ
の
讃
歌
》
読
解 

│
│

中
路　

正
恒

　
『
こ
の
人
を
見
よ
』
の
中
で
ニ
ー
チ
ェ
は
彼
が
作
曲
し
た
《
生
へ
の
讃

歌
》
と
呼
ぶ
べ
き
混
声
合
唱
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
作
品
に
つ
い
て

語
り
、
そ
の
歌
詞
の
テ
キ
ス
ト
が
当
時
親
交
の
あ
っ
た
ル
ー
・
ザ
ロ
メ
嬢

の
驚
く
べ
き
霊
感
（Inspiration

）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ニ
ー
チ

る
」（B 659

）「
自
然
的
神
学
」
に
区
分
す
る
。
カ
ン
ト
固
有
の
立
場
と

し
て
重
視
さ
れ
る
道
徳
神
学
は
、
物
理
神
学
（Physikotheologie

）
と

と
も
に
後
者
の
自
然
的
神
学
の
中
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
、
道
徳

神
学
を
含
む
も
の
と
し
て
の
自
然
的
神
学
と
は
別
形
態
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
「
超
越
論
的
神
学
」
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
自

然
的
神
学
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

カ
ン
ト
に
よ
る
と
超
越
論
的
神
学
に
お
い
て
神
は
「
最
も
実
在
的
な
存

在
者
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
事
物
は
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ア
テ

ネ
人
で
あ
る
」
の
よ
う
に
あ
る
肯
定
的
な
述
語
（
実
在
性
）
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
。
最
も
実
在
的
な
存
在
者
と
は
、
可
能
な
実
在
性
の
す
べ
て
を

そ
の
内
に
含
む
存
在
者
で
あ
り
、
い
わ
ば
可
能
的
述
語
の
総
体
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
最
も
実
在
的
な
存
在
者
と
し
て
の
神
は
、
個
々
の
事
物
の

根
源
で
あ
り
、
個
々
の
事
物
は
最
も
実
在
的
存
在
者
が
も
つ
可
能
的
述
語

を
部
分
的
に
肯
定
し
、
ま
た
部
分
的
に
否
定
す
る
こ
と
で
、
最
も
実
在
的

な
存
在
者
で
あ
る
神
か
ら
派
生
的
に
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
な
神
概
念

は
、
す
で
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
『
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
』
に
そ
の
萌
芽
が
見
い

だ
さ
れ
る
た
め
、
超
越
論
的
神
学
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
的
伝
統
を
引
き
継
ぐ

神
学
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
超
越
論
的
神
学
は
、
カ
ン
ト
に

よ
る
と
「
重
要
な
消
極
的
な
使
用
」
を
備
え
て
お
り
、「
私
た
ち
の
理
性

の
永
続
的
な
検
閲
機
関
」（B 668

）
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
人
間
は
有
限
的
存
在
者
固
有
の
述
語
を
神
に
付
与
す
る
と
い
う

過
ち
（
擬
人
観
）
を
し
ば
し
ば
犯
す
が
、
超
越
論
的
神
学
は
こ
れ
を
是
正

す
る
と
い
う
機
能
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
カ

ン
ト
は
神
学
と
神
概
念
に
関
す
る
限
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
的
伝
統
を
あ
る
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る
。
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
ル
ー
・
ザ
ロ
メ
が
一
八
八
二
年
八
月
に
ニ

ー
チ
ェ
に
示
し
た
詩
（
一
八
八
〇
年
の
作
と
み
な
さ
れ
る
）
は
、《
生
へ

の
祈
り
》（Lebensgebet

）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
若
干
異
な
り
、

ま
た
詩
行
に
お
い
て
も
生
硬
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
こ
の
詩

《
生
へ
の
祈
り
》
に
は
一
八
八
五
年
の
著
書
『
神
を
め
ぐ
る
戦
い
』
の
中

で
示
さ
れ
た
版
が
あ
り
、
そ
れ
は
多
く
の
点
で
《
生
へ
の
讃
歌
》
に
近
い

表
現
に
な
っ
て
お
り
、
ニ
ー
チ
ェ
に
よ
る
添
削
を
受
け
た
作
で
あ
る
と
想

定
さ
れ
る
。
し
か
し
一
八
八
〇
年
の
詩
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
友
と
の

関
わ
り
に
お
い
て
も
私
が
「
あ
な
た
」
と
呼
ん
で
第
二
人
称
と
し
て
関
わ

っ
て
い
る
の
は
生
の
全
体
性
で
あ
る
と
い
う
特
異
な
観
点
は
顕
著
で
あ

り
、
ル
ー
が
具
体
的
な
個
々
人
以
上
に
全
体
と
し
て
の
生
と
の
関
わ
り
を

尊
重
し
、
灼
熱
の
う
ち
に
生
の
謎
を
解
き
明
か
し
た
い
と
い
う
生
命
肯
定

的
で
認
識
欲
に
満
ち
た
姿
勢
は
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
ル
ー
が
晩
年

七
十
歳
ご
ろ
に
書
い
た
と
み
な
さ
れ
る
『
回
想
録
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
は

「
人
間
の
生
は
、
―
い
や
！
あ
ら
ゆ
る
生
は
お
し
な
べ
て
―
詩
で
あ
る
。

〔
…
〕
生
は
そ
の
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
全
体
性
に
お
い
て
生
き
、
わ
れ

わ
れ
を
創
作
し
て
い
る
（dichten

）
の
だ
。
古
臭
い
、「
み
ず
か
ら
を
―

芸
術
作
品
に
―
す
る
」
と
い
う
常
套
句
か
ら
は
遥
か
に
遠
く
離
れ
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
芸
術
作
品
で
は
な
い
」
と
記
さ
れ
る
。
こ

こ
に
は
聖
別
さ
れ
た
犠
牲
獣
の
苦
し
み
を
幸
福
と
す
る
と
い
う
ニ
ー
チ
ェ

の
「
精
神
」
の
教
え
は
な
い
が
、
全
体
性
と
し
て
の
生
へ
の
肯
定
と
献
身

の
姿
勢
は
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
混
声
合
唱
と
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
た
め
の
作
品
《
生
へ
の
讃
歌
》
に
お
い
て
、
ル
ー
・
ザ
ロ
メ
と

ニ
ー
チ
ェ
と
い
う
二
人
の
稀
有
な
生
の
肯
定
者
の
こ
れ
ま
た
稀
有
な
出
会

い
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ェ
が
賞
賛
す
る
の
は
そ
の
最
後
の
数
行
に
は
偉
大
さ
が
あ
り
、
そ
れ
は
苦

痛
（Schm

erz

）
は
生
に
対
す
る
異
議
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

「
お
前
（
＝
生
）
は
も
は
や
私
に
与
え
る
幸
い
を
何
も
残
し
て
い
な
い
の

か
／
な
ら
ば
よ
し
…
お
前
は
ま
だ
お
前
の
責
め
苦
（Pein

）
を
も
っ
て

い
る
」
と
い
う
詩
句
に
読
み
取
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
句
に
は
、
自
分
の

人
生
に
も
は
や
苦
し
み
し
か
残
っ
て
い
な
い
に
し
て
も
生
へ
と
向
か
っ
て

ゆ
く
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
詩
に
は
、
生
の
も
た
ら
す
戦
い

の
灼
熱
の
中
で
生
の
本
質
の
謎
を
解
い
て
ゆ
き
た
い
、
と
い
う
新
し
い
知

へ
の
熱
望
と
そ
の
獲
得
の
た
め
の
方
法
も
語
ら
れ
て
い
る
。
み
ず
か
ら
の

固
有
な
知
の
獲
得
・
増
大
を
め
ざ
す
こ
の
生
の
形
式
は
、
ニ
ー
チ
ェ
が

『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
第
二
部
で
「
精
神
と
は
、
み
ず
か
ら
生
の
中
へ

切
り
込
ん
で
ゆ
く
生
で
あ
る
」
と
い
う
形
で
定
式
化
す
る
「
精
神
的
な

生
」
の
概
念
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ニ
ー
チ
ェ
は
「
み
ず

か
ら
の
苦
悩
（Q

ual

）
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
知
を
増
す
」
と
い
う
、

生
の
本
質
を
認
識
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
と
思
え
る
も
の
を
提
示
し
、

そ
れ
と
同
時
に
、
精
神
の
幸
福
（Glück

）
と
は
、
み
ず
か
ら
犠
牲
の
獣

と
し
て
聖
別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
犠
牲
獣
と
し
て
の
み
ず
か
ら
の

苦
悩
を
肯
定
し
、
太
陽
を
見
つ
め
よ
う
と
し
た
が
た
め
に
盲
目
と
な
っ
た

者
が
そ
の
盲
目
性
に
よ
っ
て
、
太
陽
の
力
を
証
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
、

み
ず
か
ら
の
生
と
、
み
ず
か
ら
の
生
の
試
み
を
促
し
、
そ
し
て
そ
の
結
果

み
ず
か
ら
の
生
の
状
態
を
も
た
ら
し
た
大
き
な
生
と
を
と
も
に
肯
定
す
る

形
式
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
の
肯
定
と
い
う
ニ
ー
チ

ェ
の
思
想
を
成
り
立
た
せ
る
源
泉
は
こ
の
《
生
へ
の
讃
歌
》（H

ym
nus 

an das Leben

）
の
詩
句
に
お
い
て
適
切
に
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ

の
音
曲
の
荘
重
な
透
明
さ
に
お
い
て
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
示
さ
れ
て
い
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せ
る
「
こ
の
世
的
解
釈
」
と
い
う
も
の
が
現
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言

っ
て
、
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
が
仮
定
し
て
き
た
天
の
父
な
る
《
神
》
は
も

と
よ
り
『
新
約
聖
書
』
の
重
要
な
概
念
を
、
非
宗
教
的
に
解
釈
す
る
「
新

し
い
神
学
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
彼
の
処

刑
を
も
っ
て
中
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
に
お
い
て
近
代
ま
で
信
じ
ら
れ
た
《
神
》
は
、
ニ

ー
チ
ェ
が
言
う
如
く
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
だ
が
人
間
は
生
き
て
い
る
。
だ

か
ら
人
間
は
《
神
》
な
し
で
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ボ
ン
ヘ

ッ
フ
ァ
ー
が
「
イ
エ
ス
と
の
出
会
い
は
人
間
の
一
切
の
価
値
観
の
逆
転
を

意
味
し
た
」
と
言
う
如
く
、
既
に
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
逆
説
的
信
仰
は
知
ら

さ
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
十
字
架
上
で
「
わ
が
神
、
わ
が
神
、
汝
何
ゆ
え

我
を
見
棄
て
た
も
う
や
」（
マ
ル
コ
十
五
章
）、「
神
」
か
ら
棄
て
ら
れ
た

と
叫
び
、
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
イ
エ
ス
の
教
え
に
身
を
投
じ
た
ボ
ン

ヘ
ッ
フ
ァ
ー
も
、
絶
望
的
状
況
に
立
っ
た
時
「
神
」
か
ら
棄
て
ら
れ
る
。

奇
蹟
は
起
こ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
彼
は
、
否
神
／
無
神
論
者
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
彼
は
「
善
き
サ
マ
リ
ア
人
」（
ル
カ
十
章
）

の
喩
話
の
如
く
、
瀕
死
の
同
胞
（
ユ
ダ
ヤ
人
）
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
で
き
た
あ
の
祭
司
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
を
目
的
と
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
計
画
に
加
担
し

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
牧
師
が
、
如
何
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
極
悪
人
と
い
え
ど

も
信
仰
を
盾
に
暗
殺
し
て
善
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
こ
れ
は
、
善
悪
の

問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
悪
し
か
な
い
中
か
ら
一
つ
の
悪
を
選
び
、
引

き
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
、
天
の
父
な
る
《
神
》
は
い
な
い
、
そ
れ
を
「
認

め
る
こ
と
な
し
に
正
直
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
が

ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
の
一
考
察

南
部
千
代
里

　

ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
組
織
に
属
し
て
い
た
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
、
一
九
四
三

年
国
防
力
阻
害
の
罪
名
で
秘
密
警
察
に
逮
捕
さ
れ
、
刑
務
所
の
独
房
に
送

ら
れ
た
。
約
一
年
半
後
、
計
画
は
実
行
さ
れ
た
。
だ
が
ヒ
ト
ラ
ー
は
軽
傷

だ
っ
た
。
翌
年
、
四
月
八
日
裁
判
が
開
か
れ
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
死
刑

が
宣
告
さ
れ
た
。
翌
未
明
、
刑
は
執
行
さ
れ
た
。
享
年
三
十
九
歳
で
あ
っ

た
。
そ
の
三
週
間
後
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
自
殺
し
た
。

　

ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
、
生
前
、
獄
中
か
ら
弟
子
ベ
ー
ト
ゲ
に
送
っ
た
書

簡
に
「
神
が
人
び
と
に
信
じ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
、
神
と

の
新
し
い
関
係
が
築
か
れ
得
る
」
と
綴
っ
て
い
る
。
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の

い
う
「
神
」
と
は
、「
わ
れ
わ
れ
を
棄
て
る
」
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
人

は
、
絶
望
的
状
況
に
お
か
れ
た
時
、《
神
》
か
ら
棄
て
ら
れ
て
、
は
じ
め

て
「
神
」
と
の
関
係
が
築
か
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼

の
い
う
「
神
」
は
、
い
つ
も
「
急
場
を
救
う
《
機
械
仕
掛
け
の
神
》」
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。《
機
械
仕
掛
け
の
神
》
は
、
人
間
が
窮
乏
に
あ
る

時
、
そ
れ
に
応
答
し
て
、
こ
の
世
に
お
け
る
《
神
》
の
力
を
示
す
。
だ

が
、
既
に
こ
の
よ
う
な
宗
教
／
教
会
的
な
《
神
》（
啓
示
）
を
信
仰
す
る

子
ど
も
の
時
代
は
脱
却
し
た
、
も
は
や
私
た
ち
は
人
生
問
題
に
対
す
る
答

え
、
窮
乏
や
矛
盾
の
解
決
を
《
神
》
に
求
め
な
い
「
成
人
に
達
し
た
世

界
」
に
生
き
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
絶
望
的
困
窮
に
陥
っ
て

も
、《
神
》
に
救
済
を
求
め
な
い
こ
の
者
と
「
神
と
い
う
作
業
仮
説
な
し

に
、
僕
た
ち
を
こ
の
世
に
生
か
し
て
く
れ
る
神
」
と
の
新
し
い
関
係
は
、

「
神
な
く
し
て
、
神
の
前
に
、
神
と
共
に
生
る
」
も
の
な
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
、
誤
っ
た
「
神
」
観
念
を
取
り
去
る
目
を
開
か
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て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
幸
福
観
と
の
連
関
に
お
い
て
考
察
す
る
。
最

後
に
、
自
己
の
内
的
完
成
（
自
己
へ
の
誠
実
性
）
と
他
者
肯
定
の
関
係
性

の
構
造
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
内
容
を
簡
潔
に
要
約

す
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
幸
福
の
快
楽
説
に
つ
い
て
論
じ
る
。
彼

も
幸
福
に
快
の
要
素
が
あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
外
的
に
与

え
ら
れ
た
快
は
持
続
し
え
ず
、
幸
福
を
快
の
享
受
と
考
え
る
な
ら
ば
、
常

に
快
の
充
足
は
不
満
足
な
も
の
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
快
の
体
験
に
は
必

ず
し
も
因
果
関
係
を
見
い
だ
し
え
な
い
こ
と
を
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
懸

念
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幸
福
を
快
で
あ
る
と
規
定
す
る
と
様
々
な
難
点

が
生
じ
る
の
で
、
彼
は
幸
福
の
快
楽
説
を
退
け
る
。
こ
の
困
難
を
切
り
抜

け
る
た
め
に
、
彼
は
内
的
な
生
ヘ
の
意
志
を
洞
察
し
、
そ
こ
を
起
点
に
倫

理
を
構
想
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
私

た
ち
の
生
へ
の
意
志
の
基
本
的
な
あ
り
方
は
、
自
己
の
生
の
肯
定
に
起
点

が
存
す
る
と
さ
れ
る
。
自
己
の
生
の
肯
定
が
「
幸
福
に
な
る
こ
と
へ
の
憧

憬
」
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
幸
福
（
正
義
）
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
は
自
己
の
生
の
肯
定
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
生
を
も
肯
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
私
達
が
幸
福
に
な
る
た
め
に

は
、
自
己
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
常
に
他
者
を
必
要
と
す
る
か
ら
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
に
、

自
己
の
生
の
全
面
的
な
肯
定
を
放
棄
し
、
自
己
の
生
を
否
定
す
る
こ
と
を

要
求
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
自
己
の
生
の
否
定
は
、
自
己
の
悪
等
を
克
服

す
る
内
面
的
完
成
へ
の
要
求
（
努
力
）
か
ら
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
世
界
（
自
己
を
含
め
た
悪
に
満
ち
た
現
実
）
か
ら
自
己
が
内
面

的
に
自
由
に
な
り
、
他
の
生
を
肯
定
し
、
他
の
生
へ
の
献
身
的
行
為
が
生

じ
う
る
こ
と
を
考
察
し
、
そ
こ
に
幸
福
が
存
す
る
こ
と
を
彼
は
看
取
す
る

故
に
、
彼
を
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
の
反
逆
者
、
あ
る
い
は
、
た
だ
の
熱
狂
主

義
者
と
批
判
す
る
者
は
現
在
も
い
る
。
だ
が
、
彼
が
戦
時
下
の
獄
中
で

「
身
」
を
も
っ
て
勝
ち
取
っ
た
在
と
不
在
の
二
重
性
と
し
て
の
神
理
解
と
、

私
た
ち
は
社
会
科
学
に
よ
っ
て
「
成
人
し
た
世
界
」
に
生
き
て
い
る
と
い

う
概
念
は
、
戦
後
、
キ
リ
ス
ト
者
だ
け
で
な
く
、
宗
教
に
関
わ
る
多
く
の

者
た
ち
に
、
如
何
な
る
神
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
人
間
は

如
何
に
生
き
る
べ
き
か
を
、
真
摯
に
考
え
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
、
彼
の
断
末
魔
の
死
は
殉
教
で
あ
り
、
そ
の
思
想
は
六
十

年
代
の
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
を
先
駆
け
て
い
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
幸
福
と
正
義
の
諸
問
題

岩
井
謙
太
郎

　

本
発
表
で
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
（A
lbert Schw

eitzer

）
の
遺
稿

『
生
ヘ
の
畏
敬
の
世
界
観
』（D

ie W
eltanschauung der E

hrfurcht 
vor dem

 Leben

）
か
ら
、
幸
福
と
正
義
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
こ
の
問
題
は
現
代
に
お
け
る
自
由
と
平
等
の
問
題
を
考
察
す
る
際
の

一
助
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
章
で
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ

ー
が
考
察
す
る
従
来
の
幸
福
観
を
概
観
し
、
そ
こ
に
お
け
る
問
題
の
所
在

を
確
認
す
る
。
次
い
で
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
生
ヘ
の
意
志
の
構
造
の

分
析
か
ら
、
幸
福
と
正
義
の
関
係
性
を
、
と
り
わ
け
、
自
己
肯
定
か
ら
他

者
肯
定
（
他
者
献
身
）
を
媒
介
す
る
内
的
完
成
の
倫
理
（
自
己
へ
の
誠
実

性
）
に
つ
い
て
論
じ
る
。
二
章
で
は
、
一
章
で
論
じ
た
問
題
が
、
倫
理

（
非
エ
ゴ
イ
ズ
ム
）
と
非
倫
理
（
エ
ゴ
イ
ズ
ム
）
の
問
題
に
展
開
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
論
じ
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
非
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
関
係
性
に
つ
い
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が
、
両
者
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
初
期
に
の
み
集
中
し
て
お

り
、
晩
年
の
両
者
の
思
索
に
お
い
て
相
互
の
影
響
を
論
じ
た
研
究
は
存
在

し
な
い
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
そ
の
欠
落
を
補
う
べ
く
、
第
一
次
世
界
大

戦
後
に
ト
レ
ル
チ
と
ブ
セ
ッ
ト
が
、
間
接
的
な
形
で
は
あ
る
が
、
共
に
二

人
が
共
有
す
る
出
発
点
へ
と
立
ち
返
り
つ
つ
、
自
分
た
ち
よ
り
若
い
世
代

の
神
学
者
た
ち
に
神
学
の
課
題
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る

姿
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
当
初
は
ト
レ
ル
チ
も
ブ
セ
ッ
ト
も
ド
イ
ツ
全

体
を
覆
っ
て
い
た
熱
狂
を
共
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
二
人
と
も
し

ば
ら
く
す
る
と
戦
争
に
対
し
て
積
極
的
な
支
持
を
与
え
る
議
論
か
ら
は
距

離
を
と
っ
て
い
く
。
こ
の
変
化
の
過
程
も
考
察
に
値
す
る
も
の
で
は
あ

る
が
、
本
発
表
で
は
終
戦
後
の
言
説
に
焦
点
を
当
て
た
。
扱
っ
た
テ
キ

ス
ト
は
ブ
セ
ッ
ト
の
講
演
記
録
『
宗
教
と
神
学
』
で
あ
る
。（W

ilhelm
 

Bousset, R
eligion und T

heologie (V
orlesung, gehalten am

 
20. Juni 1919), Gießen, 1919.

）

　

こ
こ
で
ブ
セ
ッ
ト
は
「
神
学
は
宗
教
に
と
っ
て
我
慢
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、
同
様
に
ま
た
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
ト
レ
ル
チ

の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
、
自
分
よ
り
若
い
神
学
者
お
よ
び
神
学
生
た
ち
に

神
学
者
の
役
割
を
訴
え
か
け
る
。
こ
の
表
現
は
も
と
も
と
、
ト
レ
ル
チ
が

教
授
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
行
っ
た
公
開
討
論
会
（
一
八
九
一
年
二
月

一
四
日
）
に
お
け
る
テ
ー
ゼ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ブ
セ
ッ
ト
の
引

用
は
不
正
確
で
あ
り
、
本
来
は
「
神
学
は
教
会

0

0

に
と
っ
て
我
慢
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
同
様
に
ま
た
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
ブ
セ
ッ
ト
の
不
正
確
な
引
用
（「
教
会
」↓「
宗
教
」）
は
神
学

的
な
状
況
の
変
化
を
物
語
っ
て
い
る
。
い
ま
や
論
争
す
べ
き
相
手
は
教
会

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
倫
理
と
非
倫
理
と
の
連
関
の
問
い
と

し
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
私
た
ち
の
生
へ
の
意
志
に

は
、
善
な
る
も
の
と
衝
動
的
な
も
の
が
併
存
し
、
両
者
は
緊
張
関
係
の
内

に
存
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
倫
理
を
非
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
非
倫
理

を
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
称
し
、
私
た
ち
が
、
両
者
の
緊
張
関
係
の
内
に
存
す
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
彼
は
人
間
を
エ
ゴ
イ
ズ
ム
的
存
在
に
は
還

元
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
完
全
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
貫
徹
し
う
る
人
間
は

存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
非
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
も

エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
も
与
せ
ず
人
間
の
本
性
の
両
義
性
を
強
調
し
―
両
者
を
区

別
し
た
上
で
―
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
克
服
す
る
こ
と
を
倫
理
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
確
か
に
、
人
間
の
本
性
を
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
還
元
し
、
倫
理
を
断
念
す

る
思
想
も
歴
史
上
登
場
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
立
場
に
つ

い
て
幸
福
観
の
視
点
か
ら
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
他
者
が
介
在
す
る
こ

と
の
な
い
自
己
幸
福
の
追
求
は
、
充
足
感
な
き
虚
無
感
へ
と
陥
ら
ざ
る
を

え
な
い
こ
と
を
彼
は
洞
察
す
る
。
た
だ
し
、
私
達
は
、
完
全
な
エ
ゴ
イ
ズ

ム
を
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
他
者
へ
の
献
身
も
不
完
全
な
も

の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
自
己
の
内

面
的
完
成
へ
の
努
力
か
ら
、
た
と
え
不
完
全
で
あ
ろ
う
と
も
他
者
へ
の
献

身
を
行
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
非
エ
ゴ
イ
ズ

ム
の
問
題
を
、
自
己
の
内
面
的
完
成
と
他
者
へ
の
献
身
の
問
題
と
関
係
づ

け
て
考
察
す
る
の
で
あ
る
。

Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
と
Ｗ
・
ブ
セ
ッ
ト
に
と
っ
て
の
第
一
次
世
界
大
戦

小
柳　

敦
史

　

Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
と
Ｗ
・
ブ
セ
ッ
ト
は
宗
教
史
学
派
の
中
心
人
物
で
あ
る
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と
考
え
る
点
で
ト
レ
ル
チ
と
ブ
セ
ッ
ト
は
お
互
い
の
根
本
的
な
一
致
を
確

認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

信
仰
と
救
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス 

│
│ 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
宗
教
論
か
ら 

│
│

林　
　
　

研

　

宗
教
は
信
仰
と
救
済
に
関
わ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
必
ず

し
も
明
確
で
は
な
い
。
こ
れ
を
何
ら
か
の
形
で
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
は
可

能
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
心
理

学
説
と
宗
教
論
に
基
づ
い
て
、
能
動
的
な
信
仰
と
受
動
的
な
救
済
と
の
関

係
を
考
察
す
る
。

　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
心
理
学
者
と
し
て
、「
反
射
作
用
」
を
心
の
基
本
的
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
と
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
心
の
は
た
ら
き
は
①
感
覚
、
②

思
惟
、
③
作
用
の
傾
向
、
の
三
つ
組
か
ら
成
り
、
そ
の
ど
れ
も
独
立
の
存

在
で
は
な
い
。
ま
た
、
③
で
言
う
「
作
用
」
は
随
意
的
な
行
動
と
不
随
意

的
な
身
体
反
応
の
両
方
を
含
む
。
つ
ま
り
心
は
最
後
に
必
ず
、
何
ら
か
の

形
で
外
界
に
出
力
さ
れ
る
。

　

心
を
反
射
作
用
だ
と
す
る
見
解
は
一
見
機
械
論
的
で
あ
る
が
、
ジ
ェ
イ

ム
ズ
は
自
由
意
志
の
存
在
を
認
め
る
。
そ
の
根
拠
は
、
拮
抗
す
る
二
者
択

一
か
ら
の
選
択
と
い
う
場
面
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
感
覚
の
対
象
が
同
等
の

条
件
で
あ
る
場
合
、
意
志
的
決
断
だ
け
が
選
択
を
な
し
う
る
か
ら
で
あ

る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
生
命
の
「
流
れ
が
内
部
に
生
じ
て
い
る

間
、
思
考
の
唯
一
の
効
用
は
…
…
そ
の
方
向
を
決
定
す
る
こ
と
」
だ
と
い

う
。
つ
ま
り
、
感
覚
か
ら
作
用
へ
「
流
れ
」
が
進
む
の
は
必
然
だ
が
、
そ

の
間
で
「
舵
取
り
」
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
で
あ
れ
ば
反
射
説

と
自
由
意
志
は
矛
盾
せ
ず
、
む
し
ろ
思
考
と
い
う
機
能
の
存
在
理
由
を
説

を
自
明
視
す
る
保
守
的
ル
タ
ー
主
義
者
や
リ
ッ
チ
ュ
ル
学
派
で
は
な
く
、

教
会
を
必
要
と
せ
ず
直
接
的
な
宗
教
性
を
求
め
る
若
い
世
代
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
（
ブ
セ
ッ
ト
が
不
正
確
に
引
用
し
た
）
ト
レ
ル
チ
の
テ
ー
ゼ
の
前
半
部

分
は
若
い
世
代
に
対
す
る
共
感
を
示
す
内
容
に
な
り
う
る
が
、
ブ
セ
ッ
ト

は
若
い
世
代
に
理
解
を
示
し
た
う
え
で
、
神
学
の
必
要
性
へ
と
議
論
を
展

開
す
る
。
ブ
セ
ッ
ト
は
宗
教
の
（
革
命
的
な
）
力
は
、
同
時
に
人
間
の
生

活
の
諸
側
面
と
結
び
つ
い
て
き
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
神
学
を
不
必
要
な

も
の
と
し
て
切
り
捨
て
る
の
は
、
宗
教
の
非
合
理
な
側
面
へ
と
集
中
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
り
方
を

「
ゼ
ク
テ
」
と
呼
び
、
ブ
セ
ッ
ト
は
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
そ
し
て
、「
も
っ
と

も
力
あ
る
宗
教
的
諸
力
が
ゼ
ク
テ
へ
の
道
を
進
む
の
な
ら
、
す
な
わ
ち
国

民
生
活
か
ら
離
れ
た
孤
立
化
へ
の
道
を
進
む
の
な
ら
、
惨
め
に
も
意
気
消

沈
し
て
い
る
ド
イ
ツ
国
民
に
と
っ
て
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
す
」
と
訴
え
る

（11

）。

　

ト
レ
ル
チ
が
ブ
セ
ッ
ト
の
講
演
記
録
を
目
に
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
講
演
の
翌
年
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
旧
友
に
捧
げ
ら
れ
た
追
悼

文
は
、
こ
の
講
演
へ
の
応
答
と
し
て
読
ま
れ
う
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
混
乱
と
若
い
世
代
の
台
頭
は
、
ブ
セ
ッ
ト
を
し

て
ト
レ
ル
チ
と
の
か
つ
て
の
一
致
点
に
引
き
戻
し
た
。
そ
れ
は
宗
教
の
持

つ
合
理
性
と
非
合
理
性
を
神
学
が
統
一
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
か
つ
て
は
リ
ッ
チ
ュ
ル
学
派
に
対
抗
し
て
宗
教
の
非
合
理
性
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
た
が
、
大
戦
後
に
は
合
理
性
が
よ
り
擁
護
さ
れ
て
い
る
。

学
問
と
生
（
＝（
国
民
）生
活
）
を
結
び
つ
け
る
課
題
を
神
学
に
認
め
る

点
、
そ
し
て
戦
争
後
の
混
乱
期
に
お
い
て
こ
そ
そ
の
課
題
を
重
要
な
も
の
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え
ば
、
人
は
行
動
を
変
え
る
こ
と
で
間
接
的
に
感
情
を
制
御
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
宗
教
に
つ
い
て
も
「
チ
ャ
ン
ス
は
…
…
世
界

を
宗
教
的
に
捉
え
る
と
い
う
私
の
情
的
要
求
が
、
予
言
的
で
正
し
い
か
の

よ
う
に
行
動
す
る
リ
ス
ク
を
、
あ
え
て
冒
そ
う
と
す
る
こ
と
に
依
存
す

る
」
と
い
う
『
信
じ
る
意
志
』
の
議
論
が
十
分
成
り
立
つ
こ
と
に
な
ろ

う
。
ま
た
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
で
は
、「
祈
り
」
が
「
魂
を
神
に
向

け
て
方
法
的
に
高
め
る
こ
と
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
祈
り
は
「
私
た
ち
自

身
を
開
く
措
置
」
で
あ
り
、
宗
教
的
感
受
性
を
祈
り
に
よ
っ
て
能
動
的
に

発
達
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
直
接
の
宗
教
的
経
験
を
得
た
「
聖
者
」
だ
け
で
な
く
、

例
え
ば
聖
者
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
宗
教
的
影
響
を
受
け
た
者
も
、
能
動

的
に
信
仰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
後
に
は
救
済
の
経
験
に
た
ど
り
着
く

か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
信
仰
は
救
済
を
直
接
生
み
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
し
て
も
、
心
の
舵
取
り
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
を
救
済
へ
導
く
こ
と

は
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
に
お
け
る
神
の
死
の
表
象

加
藤　

喜
之

　

現
代
思
想
の
代
表
者
と
し
て
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
の
名
を
あ
げ
る

こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
思
想
界
の
エ
ル
ヴ
ィ
ス
と
呼

ば
れ
、
精
力
的
な
活
動
を
続
け
る
ジ
ジ
ェ
ク
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
超
克

す
る
思
想
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
ジ
ジ
ェ
ク
の
思
想
の
、
重

要
な
一
部
分
を
占
め
る
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
言
及
で
あ
る
。
こ
の
ジ

ジ
ェ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
言
及
を
、
近
年
、
広
く
認
知
さ
れ
て
き
た
、

現
代
思
想
の
宗
教
回
帰
や
宗
教
化
と
同
一
視
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

明
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
反
射
概
念
は
か
な
り
広
義
に
見
え
る
。
ジ
ェ

イ
ム
ズ
は
、
基
本
的
な
個
々
の
反
射
が
多
数
複
合
し
た
大
き
な
反
射
シ
ス

テ
ム
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

心
理
学
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、「
悲
し
い
か
ら
泣
く
の
で
は
な
く
、
泣
く

か
ら
悲
し
い
の
だ
」
と
い
う
感
情
理
論
で
有
名
だ
が
、
こ
の
説
は
反
射
に

よ
る
感
情
の
説
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
は
、
①
悲
し
い
出
来
事
を
見

て
、
視
覚
的
な
意
識
が
生
じ
、
泣
く
反
応
、
②
身
体
の
泣
く
感
覚
を
感
知

し
て
、
悲
し
み
の
意
識
が
生
じ
る
、
と
い
う
二
つ
の
反
射
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
理
論
は
反
射
が
連
鎖
的
、
多
重
的
に
生
じ
る
こ
と
を
含
意
す

る
。
行
動
や
身
体
反
応
は
感
覚
と
し
て
捉
え
ら
れ
、「
次
の
」
反
射
を
引

き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
反
射
は
再
帰
的
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
、
こ
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
に
選
択
意
志
が
介

在
し
、
方
向
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
随
意
的
行
動

を
二
次
的
な
は
た
ら
き
だ
と
言
う
。
つ
ま
り
、
初
期
に
は
不
随
意
的
で
あ

っ
た
反
射
が
連
続
し
て
い
く
な
か
で
「
選
択
」
の
状
況
が
現
れ
、
随
意
的

な
次
元
が
生
じ
て
く
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
大
き
な
反
射
シ
ス
テ
ム

は
、
基
本
的
に
は
受
動
的
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
過
程
の
う
ち
に
能
動
性

を
含
む
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
信
仰
と
救
済
は
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
心
の
は
た

ら
き
が
反
射
で
あ
れ
ば
、
基
本
的
な
ベ
ー
ス
は
受
動
的
で
あ
る
。『
宗
教

的
経
験
の
諸
相
』
に
頻
出
す
る
構
図
は
「
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
込
ん

で
き
て
、
心
理
的
あ
る
い
は
物
質
的
な
効
果
を
現
象
世
界
に
生
み
出
す
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
反
射
作
用
と
言
え
る
だ
ろ
う

し
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
救
済
現
象
と
呼
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
反
射
説
は
意
志
に
よ
る
介
入
を
認
め
る
。
例
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ェ
ク
の
主
体
へ
の
理
論
と
キ
リ
ス
ト
の
死
の
表
象
、
そ
し
て
十
字
架
へ
の

言
及
が
、
論
じ
る
重
要
な
真
理
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
ジ
ジ
ェ
ク
の
語
る
真
理
と
自
由
の
道
は
、
こ
の
両
方
を
閉
ざ

す
可
能
性
を
多
い
に
も
っ
て
い
る
。
ジ
ジ
ェ
ク
の
理
解
す
る
神
の
死
の
表

象
・
十
字
架
は
、
独
断
的
な
も
の
で
あ
る
。
数
多
く
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
統
と
解
釈
の
中
で
、
彼
の
選
ぶ
解
釈
に
必
然
性
は
な
い
。
真
理
と
自
由

を
獲
得
す
る
た
め
に
も
っ
と
も
効
果
的
な
方
法
の
一
つ
が
、
彼
の
理
解
す

る
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
で
あ
っ
た
。
で
は
、
真
理
に
対
す
る
執
着
と
ジ
ジ

ェ
ク
の
語
る
政
治
的
自
由
は
必
然
性
を
と
も
な
う
も
の
な
の
か
。
こ
の
答

え
は
出
て
お
ら
ず
、
こ
の
答
え
を
求
め
続
け
る
こ
と
に
、
実
は
真
理
へ
の

執
着
と
自
由
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
真
理
と

は
な
に
か
、
自
由
と
は
な
に
か
を
問
い
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
政
治
的
環

境
が
な
に
よ
り
も
必
要
で
あ
り
、
ジ
ジ
ェ
ク
の
理
解
す
る
革
命
的
レ
ー
ニ

ン
主
義
に
は
、
真
理
と
自
由
へ
の
執
着
が
強
力
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
れ
を
問

う
自
由
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
国
家

の
操
縦
に
よ
る
真
理
と
自
由
の
確
立
は
、
逆
説
的
に
、
そ
し
て
必
然
的

に
、
真
理
と
自
由
の
抑
圧
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
ジ
ジ
ェ
ク
の
語
る
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
は
、
現
代
に
お
い
て

リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
の
な
か
に
す
む
私
た
ち
が
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
真
理
と

自
由
へ
の
探
求
を
、
今
一
度
想
起
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
様
々
な

価
値
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
を
も
と
め
、
経
済
活
動
を
至
上
の
も
の
と
し

た
現
代
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
資
本
と
政
治
の
暴
走
に
立
ち
向
か
う
普
遍

性
は
な
い
。
こ
の
普
遍
性
を
い
ま
い
ち
ど
問
い
直
し
、
ま
た
ジ
ジ
ェ
ク
の

レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
違
う
方
法
で
、
実
現
化
す
る
こ
と
が
私
た
ち
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
現
代
思
想
」
と
ひ
と
く
く
り
に
い
っ
て
も
、
多
様
性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
宗
教
に
関
す
る
言
及
を
、
ひ
と
つ
の
事
象
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
大
き
く
分
け
て
、
ジ
ャ
ン=

リ
ュ
ッ
ク
・
マ
リ
オ
ン
に
代
表

さ
れ
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
の
宗
教
回
帰
、
カ
プ
ー
ト

や
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
モ
ら
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在‒

神‒

論（onto-theo-logie

）

批
判
を
発
展
さ
せ
る
グ
ル
ー
プ
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ワ
ー
ド
ら
の
デ
リ
ダ
に
影

響
を
受
け
た
神
学
思
想
な
ど
が
あ
る
。
ジ
ジ
ェ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
言

及
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
流
れ
す
べ
て
に
、
否
定
的
で
あ
る
。
三
つ
の
流

れ
は
い
ず
れ
も
、
他
者
、
差
異
に
配
慮
を
し
つ
つ
、
理
性
の
範
囲
内
で
は

語
れ
な
い
も
の
を
語
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
普
遍
性
の
否

定
と
多
様
性
の
肯
定
の
上
に
、
こ
れ
ら
の
思
想
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

え
る
。
し
か
し
ジ
ジ
ェ
ク
は
、
あ
く
ま
で
普
遍
的
な
思
想
を
も
と
め
る
無

神
論
・
唯
物
論
者
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
語
る
。

　

ジ
ジ
ェ
ク
に
と
っ
て
、
主
体
性
を
う
み
だ
す
も
の
は
対
象
に
向
か
う
盲

目
な
ま
で
の
志
向
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
志
向
性
は
、
現
代
の
左
派
・
リ
ベ

ラ
ル
派
と
よ
ば
れ
る
人
々
の
軽
薄
さ
、
妥
協
、
中
庸
で
は
打
破
で
き
な
い

政
治
的
・
経
済
的
閉
塞
性
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
欲
動
が
な
け
れ
ば
、

主
体
は
生
み
出
さ
れ
な
い
。
主
体
が
生
み
出
さ
れ
な
け
れ
ば
、
真
理
と
自

由
へ
の
道
も
開
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
ジ
ジ
ェ
ク
は
考
え
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
欲
望
の
対
象
の
移
り
変
わ
り
が
、
消
費
社
会
の
経

済
活
動
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
新
自
由
主
義
を

否
定
す
る
多
く
の
人
の
生
活
が
、
こ
の
よ
う
な
非
主
体
的
な
移
り
行
く
対

象
の
流
れ
の
な
か
に
あ
る
こ
と
を
ジ
ジ
ェ
ク
は
指
摘
す
る
。
ど
ん
欲
な
ま

で
哲
学
を
も
と
め
、
自
由
を
探
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
姿
勢
は
実

に
滑
稽
で
、
真
理
に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
ジ
ジ



205　　

第２部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

ら
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
（
前
三
五
〇
年
か
ら
前
一
五
〇
年
頃
）、
ロ
ー
マ
時

代
（
Ａ
Ｄ
十
四
年
か
ら
）、
中
世
初
期
と
中
世
後
期
、
一
八
〇
〇
年
か
ら

一
八
三
〇
年
代
（
ロ
マ
ン
主
義
時
代
）、
一
八
八
〇
年
か
ら
一
九
五
〇
年

頃
の
各
時
期
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ニ
エ
リ
ス

ム
が
西
洋
文
化
・
精
神
の
歴
史
を
縦
断
す
る
人
間
精
神
の
根
本
的
姿
勢

（「
定
数
」）
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ル
ネ
サ

ン
ス
後
期
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
そ
の
も
の
か
ら
考
え
れ
ば
、
上
記
イ
デ
ア
の

内
在
化
が
喚
起
す
る
「
近
代
人
の
問
題
性
」
が
そ
の
基
調
と
原
点
で
あ

り
、
上
記
の
各
エ
ポ
ッ
ク
は
、
こ
の
「
近
代
人
の
問
題
性
」
か
ら
遡
及
的

に
親
近
性
を
持
つ
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
主
題
的
復
権
者
ホ
ッ
ケ
は
、
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
を
上
記

の
「
近
代
人
の
問
題
性
」
が
顕
著
に
露
出
さ
れ
た
人
間
精
神
の
原
身
振
り

と
み
、
対
応
す
る
各
エ
ポ
ッ
ク
は
、
こ
の
「
問
題
性
」
に
対
応
し
た
精
神

の
「
緊
張
」
や
「
不
安
定
性
」
を
そ
れ
な
り
に
表
出
し
て
い
る
と
す
る
。

そ
れ
ら
の
核
心
は
、
綺
想
異
風
派
（
コ
ン
チ
ェ
ッ
テ
ィ
ス
モ
）
と
い
わ
れ

る
精
神
の
あ
り
方
に
あ
り
、
文
学
の
領
域
で
は
、
伝
統
的
な
修
辞
技
法
を

改
変
し
た
も
の
を
そ
の
表
現
形
態
と
し
て
と
る
。
ま
た
、
古
典
主
義
の
基

底
に
あ
る
悟
性
・
理
性
に
対
抗
す
る
姿
勢
か
ら
、
存
在
論
的
・
宗
教
的
含

蓄
を
も
有
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
人
間
精
神
の
、
と
く
に
近
代
人
の

深
淵
に
宿
る
可
能
性
が
未
知
で
あ
る
よ
う
に
、
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
反
古
典

主
義
的
な
表
出
形
態
も
一
律
に
は
限
定
し
が
た
い
。
人
間
精
神
に
綺
想
性

を
喚
起
さ
せ
る
原
因
と
し
て
は
、「
人
間
精
神
の
疎
外
」（
Ａ
・
ハ
ウ
ザ

ー
）、「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
位
層
転
移
」（
Ｗ
・
サ
イ
フ
ァ
ー
）、「
近
代
人

の
問
題
性
」（
ホ
ッ
ケ
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
綺
想
体
の
一
つ
に
、
キ
ケ
ロ
風
の
古
典
主
義
的
修
辞
技
法
に
対
立

マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
宗
教
性
に
つ
い
て

掛
川　

富
康

　

ド
イ
ツ
の
ロ
マ
ニ
ス
テ
ィ
ー
ク
は
ロ
マ
ン
主
義
に
起
源
を
も
つ
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
地
中
海
文
化
圏
・
ロ
マ
ン
ス
語
系
文
化
圏
へ
の
関
心
に
よ

っ
て
、
ま
ず
こ
の
文
化
圏
で
形
成
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
注
目
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
の
視
線
が
、
自

国
ド
イ
ツ
語
文
化
圏
に
お
け
る
そ
の
未
成
熟
な
あ
り
方
へ
の
反
省
か
ら

発
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
前
世
紀
に
二
人
の
ロ
マ
ニ
ス
ト

（
Ｅ
・
Ｒ
・
ク
ル
ツ
ィ
ウ
ス
、
Ｇ
・
Ｒ
・
ホ
ッ
ケ
）
が
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
に

大
き
な
関
心
を
抱
い
た
こ
と
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
文
化
の
か
か
え
る
問
題
的

性
格
の
意
識
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

マ
ニ
エ
リ
ス
ム
は
、
後
期
ル
ネ
サ
ン
ス
と
初
期
バ
ロ
ッ
ク
の
間
（
一
五

二
〇
年
―
一
六
五
〇
年
）
に
開
花
し
た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
古
典
主
義
か
ら
の

逸
脱
と
こ
れ
と
の
対
立
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
マ
ニ
エ
リ
ス
ム

は
、
美
術
で
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
後
期
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
後
期
、
さ
ら
に

Ｊ
・
ｄ
・
ポ
ン
ト
ル
モ
、
Ｍ
・
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ニ
ー
ノ
等
の
作
品
に
お
い

て
、
文
学
で
は
Ｂ
・
グ
ラ
シ
ア
ン
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
Ａ
・
Ｌ
・
ゴ
ン

ゴ
ラ
等
の
作
品
に
お
い
て
顕
在
化
さ
れ
、
そ
れ
の
理
論
家
と
し
て
は
、

Ｅ
・
テ
サ
ウ
ロ
、
Ｆ
・
ツ
ッ
カ
ー
リ
、
Ｍ
・
ペ
レ
グ
リ
ー
ニ
と
い
っ
た
人

物
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
音
楽
、
哲
学
、
神
学
等
の
領
域
に
も
認
知
さ

れ
る
。

　

マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
精
神
は
、
反
ル
ネ
サ
ン
ス
古
典
主
義
と
性
格
づ
け
ら

れ
、
ル
ネ
サ
ン
ス
後
期
に
、
Ｍ
・
フ
ィ
チ
ー
ノ
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
古

典
主
義
的
・
客
観
的
な
イ
デ
ア
の
超
越
性
が
人
間
精
神
の
う
ち
に
内
在
化

さ
れ
た
こ
と
に
起
源
を
も
つ
。
そ
の
内
在
的
反
古
典
主
義
と
い
う
本
質
か



　　206

『宗教研究』87巻別冊（2014年） 第２部会

「
道
徳
的
必
然
性
」
に
高
め
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
と
平
行
し
て
「
自
然
国

家
を
道
徳
国
家
へ
と
改
造
す
る
試
み
」
が
生
じ
る
。
た
だ
し
こ
の
試
み
に

は
危
険
が
付
き
ま
と
う
。
自
然
国
家
を
た
ん
に
廃
棄
す
る
こ
と
は
、
現
実

の
社
会
の
存
在
を
危
機
に
曝
し
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
社
会
の
継
続
の

た
め
に
一
つ
の
支
え
を
探
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
支
え
は
道
徳

性
を
涵
養
す
る
よ
う
な
第
三
の
性
格
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
で

き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
道
徳
的
諸
原
理
」
に
従
っ
た
国
家
の
変
容
が
成

功
し
、
持
続
を
保
証
で
き
る
。
そ
れ
を
促
す
の
を
シ
ラ
ー
は
「
美
」
あ
る

い
は
「
芸
術
」
と
理
解
し
た
。

　

第
二
七
書
簡
で
は
人
間
同
士
の
関
連
が
語
ら
れ
る
。
法
が
支
配
す
る

「
動
力
学
的
な
国
」
で
は
、
人
間
は
他
者
の
活
動
を
制
限
す
る
。
義
務
が

支
配
す
る
「
倫
理
的
な
国
」
で
は
、
人
間
は
他
者
の
意
志
に
枷
を
は
め

る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
美
し
き
社
交
の
領
域
」、
つ
ま
り
「
美
的
な
国
」

に
お
い
て
人
間
は
人
間
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、「
自
由
な
遊
戯
」
の
対
象
と

な
る
。「
遊
戯
と
仮
象
の
喜
ば
し
き
王
国
」
だ
け
が
社
会
を
実
現
さ
せ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
全
体
の
意
志
を
個
体
の
自
然
本
性
を
通
し
て
実
行
す
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
趣
味
だ
け
が
調
和
を
社
会
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
趣
味
が
個
人
の
な
か
に
調
和
を
授
け
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
趣
味
が
支
配
す
る
美
的
仮
象
の
領
域
で
は
い
か
な
る
独
裁
も
許
さ
れ

ず
、
平
等
と
い
う
理
想
が
実
現
さ
れ
る
。
趣
味
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に

も
述
べ
ら
れ
る
。「
学
問
と
い
う
神
秘
か
ら
、
趣
味
は
認
識
を
共
通
感
覚

の
開
か
れ
た
天
空
の
も
と
へ
連
れ
出
し
、
学
派
の
所
有
物
を
す
べ
て
の
人

間
の
社
会
の
共
有
財
産
へ
変
化
さ
せ
る
の
で
す
。」『
判
断
力
批
判
』
の
第

四
〇
節
に
は
「
人
間
悟
性
の
格
率
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
一
、
自
分

で
考
え
る
こ
と
。
二
、
あ
ら
ゆ
る
他
者
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
。
三
、
い

し
た
、
し
か
も
綺
想
体
と
結
合
し
た
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
が
あ
る
。
こ
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
は
、
古
典
主
義
の
「
ミ
ー
メ
ー
シ
ス
」
と
対
極
に
あ
る
反

自
然
主
義
的
な
〈
幻
影
〉
で
あ
り
、
十
七
世
紀
に
興
隆
す
る
綺
想
異
風
派

の
文
学
と
通
底
し
て
い
る
。
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
以
降
か
ら
ゲ
ー
テ
の
時
代
に

至
る
ま
で
文
学
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
伝
統
的
に
未
成
熟
で
あ
っ
た
と
い

う
性
格
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
文
化
を
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
地
平
か

ら
、
と
く
に
反
古
典
主
義
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
の
擁
護
と
い
う
文
学
へ
の

視
線
か
ら
見
た
場
合
、
ド
イ
ツ
文
化
は
多
く
の
点
で
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
的
で

あ
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

趣
味
と
美
的
仮
象
に
よ
る
共
同
体
の
形
成

│
│ 

シ
ラ
ー
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想 
│
│

田
口　

博
子

　
『
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
』
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
シ
ラ
ー
は

「
あ
の
政
治
的
問
題
を
経
験
に
お
い
て
解
決
す
る
た
め
に
は
、
美
的
な
問

題
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
自
由
へ
と
赴
く
際
に
そ

こ
を
経
る
の
は
美
な
の
で
す
か
ら
」
と
主
張
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
象

徴
さ
れ
る
社
会
体
制
の
激
変
と
そ
れ
に
付
随
し
て
生
じ
た
諸
問
題
は
、
人

間
が
自
由
に
至
る
ま
で
、
あ
る
い
は
国
家
が
道
徳
的
国
家
に
到
達
す
る
ま

で
の
道
の
り
で
発
生
す
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
の
が
何
故
「
美
」
な
の
か
。
そ
こ
か
ら
伺
え
る
シ
ラ
ー
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
志
向
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

国
家
の
起
源
を
シ
ラ
ー
は
、
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
欲
求
の
な
か
に
見

る
。
こ
れ
ら
の
必
要
か
ら
自
然
の
諸
法
則
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
国
を

「
自
然
国
家
」
と
名
付
け
た
。
と
こ
ろ
が
人
間
は
「
自
然
的
必
然
性
」
を
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幕
末
維
新
期
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
観
に
対
す
る
一
考
察

内
藤　

幹
生

　

江
戸
幕
府
に
よ
る
徹
底
し
た
禁
制
政
策
に
よ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
表
面

的
に
消
滅
し
た
。
し
か
し
、
幕
藩
体
制
下
に
は
信
仰
を
隠
匿
し
な
が
ら
保

持
し
継
承
し
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
政
策
理
念
の
上
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
幕
藩
制
国
家
か
ら
明
ら
か
に
拒

否
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
存
在
し
て
い
た
。
本
発
表
で

は
、
幕
藩
体
制
の
秩
序
か
ら
逸
脱
し
た
象
徴
で
あ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
体

制
が
崩
壊
し
た
幕
末
維
新
期
に
至
る
ま
で
存
在
で
き
た
背
景
と
要
因
を
検

討
す
る
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
は
厳
重
な
禁
制
政
策
に
よ
り
、
排
除
さ
れ
て
表
面
的
に
姿

を
消
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
が
姿
を
消
す
と
、
そ
の
実
態
を
つ
か
む
の
が
困

難
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
表
面
的
に
消
滅
し
て
も
禁
制
の
徹
底
化
は
継
続

し
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
幕
藩
体
制
の
秩
序
か
ら
逸
脱
し
て
権
力
側
に
危
険
視

さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
島
原
の
乱
に
お
け
る
印
象
が
強
烈
だ
っ
た
た

め
、
表
面
的
に
消
滅
し
て
か
ら
も
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
危
険
で
怪
し
げ

な
イ
メ
ー
ジ
は
定
着
し
、
増
幅
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
よ
う
な
把
握
は
実
在
し
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
危
険
で
怪
し
げ
な
イ
メ
ー
ジ
で
定
着
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
現
実
的

な
存
在
で
な
く
、
幕
藩
体
制
か
ら
逸
脱
し
、
危
険
視
さ
れ
る
象
徴
で
あ
っ

た
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
状
態
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き

く
乖
離
し
た
近
世
後
期
以
降
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
露
顕
事
件
が
数
回
発

つ
も
自
己
自
身
と
一
致
し
て
考
え
る
こ
と
。
第
一
は
偏
見
か
ら
自
由
で
あ

る
考
え
方
の
格
率
。
第
二
は
拡
張
さ
れ
た
考
え
方
の
格
率
。
第
三
は
首
尾

一
貫
し
た
考
え
方
の
格
率
。」
第
二
が
「
判
断
力
の
格
率
」
で
あ
る
。
こ

の
能
力
を
「
合
目
的
的
」
に
使
用
す
る
考
え
方
は
、
多
く
の
人
々
が
縛
り

付
け
ら
れ
て
い
る
「
主
観
的
な
個
人
的
諸
条
件
」
か
ら
解
放
し
、「
普
遍

的
な
立
場
（
か
れ
は
こ
の
立
場
を
、
か
れ
が
ほ
か
の
ひ
と
び
と
の
立
場
へ

と
自
分
を
置
き
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

が
）」
に
基
づ
い
て
自
分
自
身
の
判
断
に
つ
い
て
反
省
す
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ラ
ー
の
「
遊
戯
衝
動
」
は
他
者
を
理
解
す
る
の
に
自
己
を
拡
大
し
て
い

く
カ
ン
ト
の
「
判
断
力
の
格
率
」
に
類
似
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
趣
味
は
そ
の
基
盤
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
行
く
末
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
自
ら
が
属
す
共
同

体
を
ど
の
よ
う
に
変
革
し
て
行
く
か
と
い
う
こ
と
を
シ
ラ
ー
は
強
く
意
識

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
個
人
と
共
同
体
の
変
革
の
ど

ち
ら
を
先
行
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
ま
ず
個
人
の
改
革
と
見
定
め
た

の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
自
ら
の
構
想
は
、
信
徒
集
団
の
よ
う
な
小
さ
な

共
同
体
で
し
か
実
現
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
れ
で
も
美
に
よ

る
教
育
が
、
人
間
の
二
つ
の
相
反
す
る
衝
動
を
調
和
さ
せ
、
共
通
感
覚
・

趣
味
を
発
達
さ
せ
る
力
を
有
し
、
こ
の
道
が
社
会
改
革
に
通
じ
る
。
こ
こ

に
彼
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
志
向
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
。

第
三
部
会
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り
入
れ
、
隠
匿
し
信
仰
を
保
持
し
継
承
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
彼
ら
が
信
仰
内
容
、
信
仰
行
為
が
幕
末
期
に
宣
教
師
と
接
触

す
る
こ
と
で
、
状
態
は
一
変
し
た
。
現
世
利
益
部
分
を
後
退
さ
せ
、
来
世

救
済
願
望
を
突
出
さ
せ
、
信
仰
態
度
も
隠
匿
か
ら
表
明
へ
と
変
化
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
村
社
会
内
部
に
お
い
て
は
非
キ
リ
シ
タ
ン

と
の
確
執
を
表
面
化
さ
せ
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
で
は
信
仰
を
め
ぐ
る
問
題

を
生
じ
さ
せ
た
。
や
が
て
、
禁
教
高
札
撤
去
と
な
り
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
は

終
息
し
た
が
、
禁
教
解
除
後
は
そ
れ
ら
は
一
層
深
刻
と
な
り
、
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
者
（
復
活
キ
リ
シ
タ
ン
）
と
カ
ク
レ
キ
リ

シ
タ
ン
に
分
派
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
者
は
村
社
会
内
部
で
は
さ
ら
に
忌

避
さ
れ
た
。

近
代
日
本
知
識
人
の
〈
矛
盾
〉
理
解
を
め
ぐ
る
考
察

│
│ 

キ
リ
ス
ト
者
の
場
合 

│
│

柴
田
真
希
都

　

本
研
究
は
、
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
知
識
人
に
お
い
て
「
矛
盾
」
な

る
言
葉
・
概
念
が
、
当
人
の
思
想
・
言
動
に
お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
果

し
た
の
か
を
解
明
す
る
た
め
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
際
、
対
象
を

縁
取
り
、
解
釈
す
る
た
め
の
理
論
的
枠
組
み
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
検

討
さ
れ
る
の
は
、
サ
ル
ト
ル
か
ら
サ
イ
ー
ド
へ
と
至
る
、
社
会
的
矛
盾
の

体
現
者
・
自
覚
者
と
し
て
の
知
識
人
論
で
あ
り
、
一
方
で
、
パ
ウ
ロ
に
由

来
し
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
徹
底
し
て
問
題
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
者

の
意
志
と
行
為
を
め
ぐ
る
「
矛
盾
」
論
で
あ
る
。
こ
の
両
域
の
議
論
に
渉

り
あ
う
よ
う
な
、
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
知
識
人
の
個
性
的
な
「
矛

盾
」
理
解
を
発
掘
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が
本
研
究
の
主
た
る
目
標
で
あ

生
し
た
。
こ
の
時
に
幕
府
は
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
を
異
宗
と
し
て
処
理
し
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
を
否
定
し
た
。
そ
れ
は
、
危
険
で
奇
怪
な
イ
メ
ー
ジ

で
認
識
さ
れ
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
厳
重
な
禁
制
政
策
の
中
で
、
現
実
の

幕
藩
体
制
の
秩
序
に
埋
没
し
、
体
制
に
従
順
な
農
民
と
な
り
、
全
く
異
な

る
姿
で
露
顕
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
仰
面
に
お
い
て
、
霊
魂
の
救
済
を
一
義

的
に
願
望
し
な
が
ら
も
、
秩
序
の
枠
組
み
の
中
で
現
世
利
益
も
願
望
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
起
っ
た
浦
上
三
番
崩
れ
で

は
、
長
崎
奉
行
所
の
吟
味
に
よ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
（
異
宗
）
の
信
仰
組
織

や
教
義
内
容
ま
で
か
な
り
詳
し
く
明
ら
か
に
な
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
は
独

自
の
暦
を
繰
り
出
し
、
惣
頭
・
触
頭
・
聞
役
と
い
う
組
織
が
配
置
さ
れ
、

作
物
の
出
来
や
諸
願
成
就
、
福
徳
延
命
と
い
っ
た
現
世
利
益
主
義
と
来
世

で
は
パ
ラ
イ
ソ
で
再
生
す
る
と
い
う
来
世
救
済
願
望
を
セ
ッ
ト
さ
せ
て
信

仰
し
て
い
た
。
ま
た
ク
リ
ス
マ
ス
等
の
信
仰
行
事
の
様
子
や
イ
エ
ス
（
史

料
上
で
は
リ
ウ
ス
）
の
誕
生
の
模
様
、
ユ
ダ
の
裏
切
り
な
ど
キ
リ
シ
タ
ン

（
キ
リ
ス
ト
教
）
の
基
本
的
な
事
柄
を
理
解
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
正
統

な
キ
リ
ス
ト
教
と
違
い
も
あ
っ
た
が
、
明
ら
か
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
内

容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
長
崎
奉
行
は
最
終
的
に
異
宗
と
判
断
し
、
キ
リ

シ
タ
ン
も
禁
制
の
耶
蘇
宗
門
で
は
な
く
異
宗
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
キ
リ

シ
タ
ン
が
異
宗
と
主
張
し
た
理
由
は
来
世
で
の
救
済
と
現
世
で
の
幸
福
を

求
め
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
な
信
仰
内
容
と
現
世
利
益

が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
は
自
身
の
信
仰
を
異
宗
と

主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
潜
伏
と
い
う
行
為
は
信
仰
活
動
の
ひ

と
つ
と
な
っ
た
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
そ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な

信
仰
内
容
を
か
な
り
正
確
に
伝
承
し
な
が
ら
も
、
現
世
利
益
的
信
仰
も
取
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発
揮
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
学
問
的
成
果
を
重
ん
じ
る
聖
書
研
究
者

と
し
て
、
そ
の
編
集
上
の
都
合
に
よ
り
生
じ
る
『
聖
書
』
内
の
「
矛
盾
」

を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
『
聖
書
』
本
来
の
意
図
を
損
ね
る
こ
と
は
な

く
、
む
し
ろ
「
事
実
」
を
活
き
活
き
と
伝
え
る
も
の
と
し
て
貢
献
し
て
い

る
、
と
い
う
弁
証
法
的
思
索
を
展
開
す
る
。
こ
の
論
理
は
、
彼
に
よ
っ
て

近
代
科
学
や
倫
理
学
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
「
不
合
理
」「
大
矛
盾
」
で
あ

る
と
い
わ
れ
た
「
原
罪
」
理
解
や
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
出
来
事
へ
の

理
解
に
も
通
底
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

椎
名
麟
三
は
戦
後
、「
ほ
ん
と
う
の
自
由
」
を
求
め
て
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
文
学
へ
の
信
頼
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
転
じ
た
稀
な
る
回
心
者
で
あ

る
。
彼
は
青
年
期
に
唯
物
共
産
主
義
、
そ
し
て
そ
の
後
ニ
ー
チ
ェ
や
キ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
な
ど
の
実
存
思
想
に
没
頭
し
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
作
家
活

動
の
初
期
か
ら
「
矛
盾
」「
弁
証
法
」「
背
理
」
と
い
っ
た
も
の
が
彼
の
思

索
と
文
体
の
特
徴
と
な
っ
て
い
た
。
彼
は
世
界
内
存
在
で
あ
る
人
間
が

「
組
織
と
人
間
」「
政
治
と
文
学
」「
社
会
と
個
人
」「
自
然
主
義
と
社
会
主

義
」「
米
ソ
の
二
大
陣
営
」
な
ど
に
引
き
裂
か
れ
て
い
る
状
況
に
問
題
を

見
据
え
て
お
り
、
対
立
す
る
両
項
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
両
者
の
自

由
の
視
点
が
と
も
に
生
か
さ
れ
る
た
め
の
「
第
三
の
自
由
」
の
場
を
模
索

し
た
。

　

椎
名
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
相
矛
盾
す
る
両
項
の
同
時
的
成
立
の
た
め

の
根
拠
こ
そ
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う
「
自
由
」
に
あ
る
の
だ
と

い
う
。
す
な
わ
ち
椎
名
は
、
人
間
の
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
横
た
わ
る

「
矛
盾
」
の
背
後
に
、
そ
の
緊
張
を
ゆ
る
め
る
「
ユ
ー
モ
ア
」
の
場
と
し

て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
―
「
神
に
し
て
人
」「
死
に
し
て
生
」
と
い
う
、

そ
れ
自
身
矛
盾
的
存
在
と
さ
れ
る
―
を
見
、
彼
を
し
て
「
ほ
ん
と
う
の
自

る
。

　

そ
の
一
つ
の
事
例
研
究
と
し
て
、
本
発
表
で
は
戦
前
か
ら
内
村
鑑
三

（
一
八
六
一
―
一
九
三
〇
）、
戦
後
か
ら
椎
名
麟
三
（
一
九
一
一
―
一
九
七

三
）
と
い
う
二
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
文
学
者
を
選
出
し
、
彼
ら
の
思

想
・
言
動
に
お
け
る
「
矛
盾
」
概
念
の
働
き
を
整
理
す
る
。
そ
の
際
、
重

視
す
る
の
が
以
下
の
四
つ
の
視
点
で
あ
る
。
①
二
つ
の
概
念
や
主
義
、
立

場
と
い
っ
た
も
の
の
間
に
発
生
す
る
と
み
ら
れ
る
「
矛
盾
」
現
象
へ
の
感

度
。
②
自
己
あ
る
い
は
他
者
に
お
け
る
「
矛
盾
」
の
指
摘
、
そ
の
由
来
へ

の
洞
察
。
③
『
聖
書
』
あ
る
い
は
他
の
諸
テ
キ
ス
ト
中
の
人
物
に
見
出
さ

れ
た
「
矛
盾
」
現
象
へ
の
評
価
。
④
「
矛
盾
」
を
め
ぐ
る
発
展
的
思
索
―

そ
の
克
服
や
温
存
の
仕
方
と
、
そ
れ
が
指
示
す
る
自
由
や
救
い
へ
の
展

望
。

　

内
村
鑑
三
は
『
基
督
信
徒
の
慰
』
や
『
求
安
録
』（
と
も
に
一
八
九
三

年
）
な
ど
で
、
近
代
日
本
の
実
存
的
文
学
の
嚆
矢
と
な
っ
た
人
物
と
も
見

ら
れ
る
が
、
と
く
に
彼
の
後
半
生
に
お
い
て
は
、
そ
の
言
動
の
「
矛
盾
」

が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
研
究
史
に
お
い
て
も
彼
を
め
ぐ
る

「
矛
盾
論
」
は
活
況
を
呈
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
内
村
自
身
は
、
若
い
頃
よ

り
人
間
内
部
に
お
け
る
対
立
的
要
素
の
共
存
へ
の
意
識
が
発
達
し
て
お

り
、
相
対
峙
す
る
主
義
や
性
質
が
一
人
物
の
中
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
を

「
事
実
」
と
し
て
む
し
ろ
積
極
的
に
評
価
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
「
矛
盾
」
は
「
矛
盾
」
と
し
て
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
「
矛
盾
」
を
単

に
非
難
の
対
象
に
留
め
る
こ
と
を
拒
否
し
、
そ
れ
以
上
に
偉
人
の
「
事

実
」
の
証
と
し
て
積
極
的
な
評
価
を
導
く
契
機
と
す
る
、
と
い
う
逆
説
的

論
理
を
駆
使
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
姿
勢
は
、
内
村
の
本
職
と
な
っ
た
聖
書
研
究
に
お
い
て
も
大
い
に
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上
」
と
い
う
言
葉
で
も
っ
て
指
し
示
さ
れ
る
よ
う
な
実
在
に
根
差
し
て
い

る
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、「
形
而
上
学
」
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
内

村
は
「
形
而
上
」
の
存
在
を
認
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
「
形
而
上
」
の
実

在
の
経
験
の
範
囲
内
な
ら
ば
、「
形
而
上
学
」
は
肯
定
的
な
意
味
で
使
用

さ
れ
う
る
。
実
際
、
内
村
の
「
形
而
上
学
」
に
は
「
形
而
上
」
の
実
在
に

根
差
す
も
の
と
い
う
肯
定
的
な
モ
チ
ー
フ
も
存
在
す
る
。「
感
覚
に
の
み

依
る
宗
教
は
迷
信
に
走
り
易
し
、
之
を
矯
む
る
に
冷
静
な
る
論
証
な
か
る

べ
か
ら
ず
（
中
略
）
基
督
を
信
じ
て
理
性
の
発
達
を
来
た
さ
ざ
る
が
如
き

は
其
信
仰
の
未
だ
甚
だ
薄
弱
な
る
証
な
り
、
基
督
信
者
は
大
な
る
理
論
家

な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
霊
を
解
放
さ
れ
し
者
は
亦
智
能
を
も
開
発
せ
ら
れ

し
者
な
り
、
吾
等
の
信
仰
を
深
き
形
而
上
学
と
博
き
天
然
学
と
の
上
に
築

か
し
め
よ
。」（「
聖
語
と
其
略
解
」
全
集
一
〇
巻
、
二
六
三
頁
）
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。「
形
而
上
学
」
は
こ
の
よ
う
に
二
重
に
使
用
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
は
「
自
然
神
教
」
の
議
論
に
お
い
て
否
定
的
な
モ
チ
ー
フ
に

落
ち
着
く
も
の
の
、
そ
こ
に
至
る
た
め
に
必
要
な
「
過
程
」
と
し
て
肯
定

的
な
モ
チ
ー
フ
も
保
存
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
内
村
は
「
自

然
神
教
信
者
に
祈
禱
の
心
は
起
ら
な
い
、
そ
は
彼
は
何
事
も
天
然
の
法
則

に
由
て
行
わ
れ
、
神
が
之
に
関
渉
し
給
う
事
は
無
い
と
信
ず
る
か
ら
で
あ

る
。
彼
は
形
而
上
学
的
の
神
を
信
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
実
際
的
に
働
き
給

う
彼
を
信
じ
な
い
」（「
神
に
関
す
る
思
想
」
全
集
三
二
巻
、
一
七
六
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
形
而
上
学
」
を
否
定
し
つ
つ
、「
道
理
と
天
然
と
が
我

等
を
導
く
所
は
自
然
神
教
に
止
ま
ら
な
い
、
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
御
父
な

る
真
の
神
に
ま
で
我
等
を
到
ら
し
む
。
力
の
神
、
法
則
の
神
、
道
理
の
神

を
通
過
し
て
更
に
愛
の
神
に
ま
で
到
ら
し
む
。」（
同
上
、
全
集
三
二
巻
、

由
」
を
保
障
す
る
「
矛
盾
」
の
媒
介
者
と
し
て
提
出
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

内
村
鑑
三
に
お
け
る
「
形
而
上
学
」
の
概
念

渡
部　

和
隆

　

内
村
鑑
三
は
一
般
に
「
第
二
の
宗
教
改
革
」
と
し
て
の
無
教
会
主
義
を

唱
え
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
だ
と
見
な
さ
れ

て
お
り
、
ス
コ
ラ
学
と
そ
の
形
而
上
学
を
批
判
し
た
ル
タ
ー
の
系
譜
に
属

す
る
以
上
、
形
而
上
学
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
思
想
史
的
に
見
て
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
形
而
上
学
と
は
密
接

な
、
し
か
し
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
関
係
に
あ
り
、
内
村
の
場
合
も
そ
の

形
而
上
学
批
判
に
対
し
て
は
慎
重
な
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
発
表
は

以
上
の
理
由
か
ら
内
村
の
使
用
す
る
と
こ
ろ
の
「
形
而
上
学
」
の
概
念
の

分
析
を
試
み
た
。

　

内
村
に
お
い
て
「
形
而
上
学
」
と
い
う
言
葉
は
二
重
の
意
味
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
実
在
か
ら
乖
離
し
た
空
理
空
論
と
い
う
否
定
的
な
モ

チ
ー
フ
で
あ
る
。「
基
督
教
と
は
何
ん
で
あ
り
ま
す
乎
、
是
は
理
論
で
は

あ
り
ま
せ
ん
、
形
而
上
学
（
メ
タ
フ
イ
ジ
ツ
ク
ス
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

世
に
所
謂
哲
学
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
宗
教
と
云
え
ば
す
べ
て
理
論
で
あ

る
、
幽
邃
な
る
哲
学
で
あ
る
と
思
う
の
は
大
な
る
誤
謬
で
あ
り
ま
す
（
中

略
）
宗
教
は
実
験
で
あ
り
ま
す
、
其
材
料
は
農
業
の
そ
れ
と
等
し
く
実
物

で
あ
り
ま
す
、
人
の
霊
魂
を
養
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
」（「
宗
教
と
農
業
」

全
集
一
九
巻
、
二
七
五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
形
而
上
学
は
宗
教
に
対
立

す
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
実
在
か
ら
乖
離
し
た
空
理
空
論
と
い
う
意

味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
確
か
な
実
在
、
特
に
「
形
而
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の
対
価
と
し
て
給
料
を
得
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
企
業
の
現
地
法
人

で
、
日
本
式
経
営
を
取
り
入
れ
て
成
功
を
収
め
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
企
業
が
そ
の
方
針
を
た
て
る
に
あ
た
っ
て
、
社
員
全
員
で
議
論

し
、
理
念
と
し
て
確
立
し
、
一
丸
と
な
っ
て
経
営
に
あ
た
る
や
り
方
で
あ

る
。
上
か
ら
命
じ
ら
れ
た
事
を
た
だ
や
る
だ
け
の
組
織
と
、
そ
の
意
味
付

け
を
も
理
解
し
て
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
行
動
す
る
組
織
を
比
べ
た
場

合
、
後
者
の
方
が
は
る
か
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
一
即
多
、
多
即
一
に
お
い
て
、「
多
」（
従
業
員
）
が
ば
ら
ば
ら
で

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、「
多
」
ど
う
し
も
関
わ
り
合
い
、
ま
た
「
一
」

（
経
営
者
）
の
中
に
も
含
ま
れ
る
関
係
に
あ
る
。
企
業
と
言
う
知
性
・
分

別
的
世
界
に
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
霊
性
的
直
覚
の
世
界
が
存
在
し
、
両

者
が
噛
み
合
っ
て
「
一
真
実
の
世
界
」
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い

る
例
で
あ
る
。

三 

聖
書
に
見
ら
れ
る
「
霊
性
的
直
覚
の
世
界
」
と
「
一
真
実
の
世
界
」

　

霊
性
的
直
覚
の
世
界
は
聖
書
の
中
に
も
随
所
に
見
ら
れ
る
。
更
に
、
聖

書
に
お
け
る
一
真
実
の
世
界
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
マ
タ
イ
二
二
章
一
五

―
二
二
節
に
は
「
皇
帝
へ
の
税
金
」
の
話
が
書
か
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト

を
陥
れ
よ
う
と
し
た
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
々
が
「
ロ
ー
マ
皇
帝
に
税
金
を

納
め
る
の
は
律
法
に
適
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
」
と
質
問
す
る
。
収
め
る

べ
き
と
答
え
れ
ば
ユ
ダ
ヤ
人
達
の
反
感
を
買
う
し
、
収
め
る
べ
き
で
は
な

い
と
答
え
れ
ば
ロ
ー
マ
に
反
逆
す
る
と
し
て
訴
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
キ
リ

ス
ト
は
、「
税
金
を
納
め
る
お
金
を
見
せ
な
さ
い
」
と
命
じ
、「
そ
の
銀
貨

に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
誰
の
肖
像
と
銘
か
」
と
質
問
す
る
。
彼
ら
が
皇
帝

の
も
の
で
す
と
言
う
と
、「
で
は
、
皇
帝
の
も
の
は
皇
帝
に
、
神
の
も
の

は
神
に
返
し
な
さ
い
」
と
答
え
る
。
そ
の
答
え
に
フ
ァ
リ
サ
イ
人
達
は
驚

一
七
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
キ
リ
ス
ト
の
福
音
に
到
達
す
る
ま

で
の
過
程
と
し
て
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
は
、
内
村
に
は
宗
教
改
革
の
系
譜
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以

外
の
系
譜
の
思
想
も
ま
た
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
今
後
、

内
村
が
「
形
而
上
学
」
と
い
う
言
葉
で
も
っ
て
何
を
意
味
し
て
い
た
の

か
、
誰
の
形
而
上
学
が
そ
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
か
を
分
析
し
、
キ
リ
ス
ト

教
思
想
の
ど
の
よ
う
な
系
譜
が
流
れ
込
ん
で
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

聖
書
と
日
常
生
活
に
見
ら
れ
る
霊
性
的
直
覚
の
世
界

鳥
居　

興
彦

一　

知
性
・
分
別
的
世
界
と
霊
性
的
直
覚
の
世
界

　

鈴
木
大
拙
に
よ
る
と
、
こ
の
世
に
は
知
性
・
分
別
的
世
界
と
霊
性
的
直

覚
の
世
界
と
が
あ
る
。
前
者
は
日
常
我
々
が
生
活
し
て
い
る
世
界
で
、
知

性
と
分
別
、
合
理
性
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
後
者
は
理
屈
や
分
別
で
は
割

り
切
れ
な
い
、
日
常
一
般
体
系
が
全
く
逆
に
な
っ
た
無
分
別
と
無
差
別
の

世
界
で
あ
る
が
宗
教
的
に
は
実
在
性
、
真
実
性
を
持
ち
、
前
者
の
背
後
に

あ
っ
て
こ
の
世
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
と
言
う
。
両
者
は
混
然
と
し
て

一
真
実
の
世
界
を
成
し
、
そ
の
歯
車
が
噛
み
合
っ
た
時
に
は
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
思
想
こ
そ
が
大
乗
仏
教
の
主
要
な
柱
で
あ

り
、
東
洋
思
想
の
柱
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

二 

日
常
生
活
に
お
け
る
霊
性
的
直
覚
の
世
界
と
一
真
実
の
世
界
（
一

即
多
、
多
即
一
）

　

欧
米
の
企
業
で
は
経
営
者
と
従
業
員
と
は
別
世
界
に
あ
っ
て
、
前
者
は

企
業
の
経
営
方
針
を
作
り
後
者
は
前
者
か
ら
命
じ
ら
れ
た
事
を
実
行
し
そ
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究
で
は
、
そ
の
多
く
が
成
立
の
歴
史
的
状
況
に
関
心
を
有
し
て
き
た
の

で
、
創
世
記
二
二
章
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
神
的
存
在
が
併
用
さ

れ
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
文
学
的
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は

十
分
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

　

本
発
表
で
は
、
創
世
記
二
二
章
に
お
け
る
神
・
ヤ
ハ
ウ
ェ
・
使
い
と
い

う
三
つ
の
神
的
存
在
に
着
目
し
、
そ
の
文
学
的
機
能
を
考
察
し
た
。
ま
ず
、

創
世
記
二
二
章
に
お
け
る
神
的
存
在
の
そ
れ
ぞ
れ
の
描
写
に
つ
い
て
、
各

神
的
存
在
が
創
世
記
二
二
章
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
言
及
を
さ
れ
て
い
る

の
か
確
認
し
た
。

　

次
に
、
神
と
ヤ
ハ
ウ
ェ
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
使
い
、
神
・
ヤ
ハ

ウ
ェ
・
使
い
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
神
と

ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、
混
同
／
同
一
視
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と

使
い
は
、
通
常
、
同
一
視
さ
れ
て
お
り
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
使
い
の
介
入
を

ヤ
ハ
ウ
ェ
に
よ
る
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
さ
ら
に
語
り
手
は
、
こ
の

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
誤
解
を
受
け
て
、
物
語
に
登
場
し
な
い
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
顕
現

へ
と
物
語
を
導
こ
う
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
関
係
や
意
思
の
関

わ
り
か
ら
、
こ
れ
ら
の
神
的
存
在
の
三
者
の
間
に
お
け
る
情
報
の
濃
淡
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
、
神
的
存
在
の
描
写
と
関
係
を
も
と
に
、
神
的
存
在
の
文
学
的

機
能
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
っ
た
。
創
世
記
二
二
章
に
お
け
る
神
的
存
在

の
差
異
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
①
神
の
命
令
は
本
当
に
ア
ブ

ラ
ハ
ム
に
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
な
い
、
②
神
と
使
い
の
両

者
の
間
に
意
志
の
疎
通
が
図
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
前
者
が
さ
ら
に
、
第
一
に
神
は
命
令
し

た
が
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
本
当
に
実
行
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
場

い
て
立
ち
去
っ
た
と
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
答
え
は
そ
の
場
し
の
ぎ
の
言
葉

の
遊
び
で
は
な
い
。「
皇
帝
の
も
の
を
皇
帝
に
返
す
」
と
い
う
の
は
、
税

金
を
時
の
為
政
者
に
納
め
る
こ
と
で
知
性
・
分
別
的
世
界
に
属
す
る
。
一

方
、
神
の
も
の
を
神
に
返
す
と
い
う
の
は
、
霊
性
的
直
覚
の
世
界
に
属
す

る
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
の
答
え
は
、
こ
の
ど
ち
ら
の
世
界
を
も
肯
定
し
て

い
る
。
霊
性
的
直
覚
の
世
界
を
肯
定
し
、
知
性
・
分
別
的
世
界
を
否
定
す

る
こ
と
は
や
っ
て
い
な
い
。
聖
書
の
中
の
キ
リ
ス
ト
の
世
界
も
ま
さ
に

「
一
真
実
の
世
界
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
鈴
木
大
拙
が
言
う
、「
霊
性
的
世
界

と
知
性
・
分
別
の
二
つ
の
世
界
が
対
立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
ど

ち
ら
も
そ
の
ま
ま
生
か
さ
れ
て
存
在
す
る
」
と
い
う
一
真
実
の
世
界
が
存

在
す
る
。
大
乗
仏
教
の
柱
と
な
る
思
想
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
見

ら
れ
る
。
こ
の
思
想
は
、
華
厳
経
の
理
事
無
礙
法
界
と
共
通
し
、
更
に
は

事
事
無
礙
法
界
と
も
関
連
す
る
思
想
で
あ
る
。

神
・
ヤ
ハ
ウ
ェ
・
使
い

│
│ 

創
世
記
二
二
章
に
お
け
る
神
的
存
在
の
文
学
的
機
能 
│
│

岩
嵜　

大
悟

　

創
世
記
二
二
章
一
―
一
九
節
（
以
下
、
創
世
記
二
二
章
）
は
、
ア
ブ
ラ

ハ
ム
と
神
的
存
在
と
の
間
で
最
後
に
対
話
が
な
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
が
、

そ
の
神
的
存
在
の
呼
称
と
し
て
は
、
聖
書
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
一
般
的
に
神
／

神
々
を
あ
ら
わ
す
「
エ
ロ
ヒ
ー
ム
」（
定
冠
詞
有
三
回
を
含
む
）
が
五
回

使
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
ヤ
ハ
ウ
ェ
」
お
よ
び
、「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
使
い
」

が
そ
れ
ぞ
れ
三
回
、
二
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
は
、
エ
ロ
ヒ
ー
ム
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
な
い
し
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
使
い
に
二
次
的

に
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
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「
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
」
と
ア
ラ
ド
遺
跡

髙
橋　

優
子

　

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
南
の
要
衝
に
あ
る
ア
ラ
ド
と
い
う
砦
の
発
掘
は
、

一
九
六
二
年
か
ら
一
九
六
七
年
ま
で
五
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の

発
掘
で
は
、
地
方
聖
所
（
神
殿
）
や
多
数
の
オ
ス
ト
ラ
カ
な
ど
多
様
な
出

土
物
が
発
見
さ
れ
、
中
心
人
物
で
あ
っ
た
ア
ハ
ロ
ニ
は
、
第
Ⅻ
層
か
ら
第

Ⅰ
層
ま
で
の
層
位
を
決
定
し
、
年
代
づ
け
、
解
釈
を
提
示
し
た
。
ア
ハ
ロ

ニ
と
そ
の
後
継
者
た
ち
は
、
ア
ラ
ド
の
神
殿
は
、
前
一
〇
世
紀
（
第
Ⅺ

層
）
に
ソ
ロ
モ
ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
前
七
世
紀
後
半
の
「
ヨ
シ
ヤ
の

改
革
」
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
（
第
Ⅶ
層
）
と
考
え
た
た
め
、
当
該
改
革

の
重
要
な
証
拠
と
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
対
し
て
は
、
有
力
な
批
判
が
存
在
す

る
。
彼
ら
の
解
釈
で
は
、
ア
ラ
ド
が
提
供
す
る
情
報
は
、
と
く
に
ヨ
シ
ヤ

の
改
革
と
関
連
し
て
い
な
い
と
い
う
結
論
に
行
き
着
く
。
ア
ハ
ロ
ニ
ら

と
、
有
力
な
批
判
を
す
る
研
究
者
た
ち
（
ク
ロ
ス
、
ウ
シ
シ
ュ
キ
ン
な

ど
）
の
間
に
あ
る
最
大
の
相
違
は
、
方
法
論
と
い
え
る
。
ア
ハ
ロ
ニ
ら
の

方
法
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
記
述
を
重
視
す
る
マ
キ
シ
マ
リ
ス
ト
の
傾

向
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
批
判
者
た
ち
の
方
法
は
、
考
古
学
資

料
を
一
次
資
料
と
す
る
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、

主
要
な
論
点
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

　

ア
ラ
ド
の
第
Ⅹ
か
ら
第
Ⅷ
層
ま
で
は
、
ア
ハ
ロ
ニ
説
に
よ
る
と
、
順
に

前
九
世
紀
、
前
八
世
紀
は
じ
め
、
前
七
世
紀
末
も
の
で
あ
る
が
、
有
力
説

に
よ
る
と
、
土
器
の
均
質
性
な
ど
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
細
か
く
層
位
を
分

け
る
理
由
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
層
位
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
前
八
世
紀

に
年
代
づ
け
ら
れ
る
。
前
七
〇
一
年
に
破
壊
さ
れ
た
ラ
キ
シ
ュ
第
Ⅲ
層
の

合
、
第
二
に
神
が
途
中
で
意
思
を
変
更
し
た
場
合
と
い
う
二
つ
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

前
者
の
第
一
の
場
合
に
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
求
め
て
い
た
の
は
、
神
に

反
抗
し
て
で
も
息
子
の
生
命
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
制
止
す
る
場
面

に
、
神
で
は
な
く
使
い
が
登
場
す
る
の
は
、
神
に
と
っ
て
都
合
が
悪
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
第
二
の
場
合
に
は
、
ア
ブ
ラ
ハ

ム
を
試
み
る
た
め
に
、
彼
に
人
身
犠
牲
を
要
求
し
た
が
、
途
中
で
意
思
を

変
更
し
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
制
止
す
る
こ
と
に
し
、
使
い
に
よ
っ
て
介
入
さ

せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
最
も
あ
り
う
る
の
は
、
神
は
試

練
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
過
酷
で
、
途
中
で
翻
意
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
後
者
の
場
合
に
は
、
神
と
使
い
が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
意
思
で
発
言

を
行
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
神
は
実
際
に
ア
ブ
ラ
ハ

ム
に
人
身
犠
牲
と
し
て
、
息
子
を
殺
す
こ
と
を
要
求
し
て
お
り
、
使
い
は

そ
の
よ
う
な
神
の
意
思
に
対
し
、
自
ら
の
意
思
で
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
介
入
し

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
創
世
記
二
二
章
は
、
神
的
存
在
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に

直
接
話
し
か
け
る
最
後
の
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
二
章
冒
頭
で
は
、

ヤ
ハ
ウ
ェ
が
直
接
ア
ブ
ラ
ム
に
命
令
と
祝
福
を
行
っ
た
が
、
二
二
章
の
最

後
で
は
使
い
が
登
場
し
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
も
神
も
登
場
し
て
い
な
い
。
こ
の
解

釈
上
の
問
題
を
解
決
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
発
表
で
も

行
っ
た
よ
う
に
、
物
語
に
登
場
す
る
神
的
存
在
に
着
目
し
、
そ
の
差
異
を

も
と
に
し
て
、
文
学
的
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
読
者
は
さ
ま
ざ
ま
な

読
み
を
喚
起
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
あ
る
。
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を
肯
定
す
る
場
合
で
も
、
当
該
改
革
は
ユ
ダ
王
国
の
南
の
境
界
と
考
え
ら

れ
て
き
た
ア
ラ
ド
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
中
心
と
す
る
、

よ
り
限
定
的
な
範
囲
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ

ツ
ァ
ド
・
ハ
シ
ャ
ブ
ヤ
フ
の
情
報
な
ど
を
考
え
併
せ
る
と
、
こ
の
砦
で
ギ

リ
シ
ア
系
傭
兵
で
あ
る
キ
ッ
テ
ィ
ー
ム
を
使
役
し
て
い
た
の
が
ユ
ダ
王
国

で
あ
る
と
い
う
想
定
さ
え
、
保
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
多

数
の
エ
ジ
プ
ト
的
要
素
か
ら
、
こ
の
交
易
路
上
の
砦
が
、
エ
ジ
プ
ト
支
配

下
に
あ
っ
た
可
能
性
が
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ラ
ド
遺
跡
の
情
報

は
、
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
に
つ
い
て
消
極
的
な
証
拠
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
え
る
。

古
代
キ
リ
ス
ト
教
の
ユ
ダ
ヤ
人
反
駁
文
学
に
登
場
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
像

高
橋　

博
厚

　

本
発
表
で
は
、
古
代
キ
リ
ス
ト
教
の
ユ
ダ
ヤ
人
反
駁
文
学
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
ユ
ダ
ヤ
人
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
非
難
さ
れ
て
い
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
教
父
た
ち
が
持
っ
て
い
た
ユ
ダ

ヤ
人
像
に
迫
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

古
代
か
ら
中
世
に
渡
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
反
駁
文
学
に

お
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
共
有
し
た
テ
ー
マ
を
、
三
つ
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
（
一
）「
キ
リ
ス
ト
論
」、（
二
）「
律
法
批
判
」、

（
三
）「
神
の
イ
ス
ラ
エ
ル
拒
絶
と
異
邦
人
召
集
」
と
な
っ
て
お
り
、（
三
）

は（
一
）、（
二
）の
結
果
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
最
も
攻
撃

性
を
有
し
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る（
三
）を
、
そ
れ
ぞ
れ（
一
）と（
二
）に
関

連
付
け
て
論
じ
る
こ
と
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
ど
の
よ
う
な
点
で
教
父
た
ち
に

非
難
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
た
。

土
器
と
ア
ラ
ド
第
Ⅷ
層
の
土
器
の
共
通
性
か
ら
、
第
Ⅷ
層
（
前
八
世
紀
後

半
）
の
破
壊
（
前
七
〇
一
年
こ
ろ
）
の
後
に
、
砦
が
再
建
さ
れ
た
と
き
神

殿
が
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
代
的
に
は
前
七
世
紀
で
あ
る
。
第
Ⅶ

層
と
第
Ⅵ
層
も
、
ア
ハ
ロ
ニ
説
で
は
そ
れ
ぞ
れ
前
七
世
紀
末
と
前
六
世
紀

は
じ
め
で
あ
る
が
、
有
力
説
で
は
ひ
と
つ
の
層
位
と
さ
れ
、
そ
の
時
代
は

前
六
世
紀
は
じ
め
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
土
器
の
均
質
性
だ
け
で
は
な

い
。
ア
ハ
ロ
ニ
は
第
Ⅶ
層
（
前
七
世
紀
末
）
に
エ
リ
ヤ
シ
ブ
と
い
う
人
物

の
印
章
と
三
つ
の
オ
ス
ト
ラ
カ
を
帰
属
さ
せ
、
第
Ⅵ
層
（
前
六
世
紀
は
じ

め
）
に
エ
リ
ヤ
シ
ブ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
帰
属
さ
せ
る
。
だ
が
、
こ
の
同
一

人
物
の
名
を
持
つ
、
同
様
に
火
で
破
壊
さ
れ
た
部
屋
か
ら
の
出
土
物
は
、

同
じ
部
屋
の
別
の
場
所
か
ら
の
も
の
と
考
え
る
方
が
自
然
な
の
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
家
」（
神
殿
）
と
い
う
言
葉
を
含
む
碑
文
一
八

（
第
Ⅵ
層
）
の
書
か
れ
た
オ
ス
ト
ラ
コ
ン
の
解
釈
に
影
響
が
及
ぶ
。
ア
ハ

ロ
ニ
説
で
は
、
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
に
よ
っ
て
既
に
ア
ラ
ド
神
殿
は
破
壊
さ
れ

て
い
る
の
で
、
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヨ

シ
ヤ
の
改
革
以
降
も
、
変
わ
り
な
く
ア
ラ
ド
が
祭
儀
的
・
行
政
的
セ
ン
タ

ー
で
あ
り
続
け
た
と
い
う
無
理
の
あ
る
主
張
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、

第
Ⅵ
層
を
前
六
世
紀
と
考
え
る
な
ら
ば
、
碑
文
一
八
が
書
か
れ
た
当
時
、

ま
だ
ア
ラ
ド
神
殿
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
、「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の

家
」
が
ア
ラ
ド
神
殿
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
所
見
か
ら
、
考
古
学
資
料
を
第
一
次
資
料
と
す
る
場
合
に

は
、
ア
ラ
ド
が
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
を
証
拠
立
て
る
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す

こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る

シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ヤ
ハ
ウ
ェ
崇
拝
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
つ
ま
り
、
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
の
歴
史
性
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の
能
力
を
愚
弄
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
的
な
思
想
が
生
ま
れ
て
く
る
背
景
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
ユ
ダ

ヤ
教
か
ら
離
れ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
目
指
そ
う
と
し
、
社
会

的
に
弱
い
立
場
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
鋭
く
弁
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
い
っ
た
時
代
的
な
事
情
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
議
論
す
る

べ
き
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
時
代
の
状
況
を
表
し
て
い
る
も
の
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の

は
三
番
に
つ
い
て
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
律
法
を
遵
守
さ
せ

る
と
い
う
点
で
ユ
ダ
ヤ
教
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
四
世
紀
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
頻
繁
に
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
成

果
を
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
点
で
ユ
ダ
ヤ
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

と
っ
て
有
力
な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
ユ
ダ
福
音
書
』
に
お
け
る
犠
牲
シ
ス
テ
ム
批
判

新
免　
　

貢

　

本
発
表
の
意
図
は
、『
ユ
ダ
福
音
書
』
に
関
す
る
単
な
る
グ
ノ
ー
シ
ス

的
解
釈
の
紹
介
で
は
な
く
、『
ユ
ダ
福
音
書
』
に
お
い
て
怒
り
と
憎
悪
を

こ
め
て
展
開
さ
れ
て
い
る
宗
教
儀
礼
批
判
の
意
味
を
殉
教
批
判
と
の
関
連

で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。『
ユ
ダ
福
音
書
』
の
コ
プ
ト
語
本
文
が

含
ま
れ
る
全
体
で
六
十
六
頁
の
チ
ャ
コ
ス
写
本
の
校
訂
批
評
テ
ク
ス
ト
は

す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
写
本
に
は
、
こ
の
『
ユ
ダ
福
音
書
』
以
外

に
、『
フ
ィ
リ
ポ
に
送
っ
た
ペ
ト
ロ
の
手
紙
』『
ヤ
コ
ブ
』『
ア
ロ
ゲ
ネ
ー

ス
の
書
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。
リ
ヨ
ン
の
司
教
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
が
『
異

端
反
駁
』
に
お
い
て
非
難
し
た
『
ユ
ダ
福
音
書
』
は
、
正
統
派
キ
リ
ス
ト

教
か
ら
切
り
捨
て
ら
れ
た
も
の
の
、
千
五
百
年
以
上
の
年
月
を
経
て
現
代

　

古
代
キ
リ
ス
ト
教
の
ユ
ダ
ヤ
人
反
駁
文
学
に
登
場
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
像
を

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
分
け
て
箇
条
書
き
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・「
律
法
批
判
」
に
関
す
る
項
目

一 
律
法
を
文
字
通
り
に
遵
守
す
る
こ
と
を
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
と
し
て
い
る
律
法
主
義
者
で
あ
る
。

二 

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
旧
い
契
約
で
あ
る
律
法
に
固
執
し
続

け
、
神
殿
崩
壊
と
い
う
罰
を
神
か
ら
受
け
た
。

三 

同
じ
神
を
信
じ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
も
律
法
遵
守
に
努
め
て

生
き
る
よ
う
に
望
ん
で
い
る
。

四 

神
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
だ
け
で
の
許
可
を
得
て
い
た
と
い
う
地

理
的
制
限
の
問
題
を
忘
れ
た
律
法
違
反
者
で
あ
る
。

・「
キ
リ
ス
ト
論
」
に
関
す
る
項
目

五 

キ
リ
ス
ト
教
の
救
い
主
で
あ
る
イ
エ
ス
を
殺
害
し
、
使
徒
や
教
会

を
迫
害
し
た
「
罪
深
い
民
」。

六 

そ
の
結
果
、
選
ば
れ
た
民
と
し
て
の
権
利
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
奪

わ
れ
た
。

七 

「
頑
な
に
目
が
見
え
な
い
」
た
め
に
旧
約
聖
書
を
キ
リ
ス
ト
論
的

に
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

箇
条
書
き
に
ま
と
め
た
内
容
で
は
、
古
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
持
つ
ユ

ダ
ヤ
人
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
反
駁
文
学
を
扱
っ
て
か
な
り
敵
意

が
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
二
番
と
四
番
で
は
、

キ
リ
ス
ト
教
が
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
関
係
で
今
日
で
も
な
お
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
「
交
代
主
義
神
学
」
の
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
五
番
で
は
「
神
殺
し
の
民
」
と
し
て
長
年
ユ
ダ
ヤ
人
が
差
別

さ
れ
て
き
た
思
想
が
既
に
生
じ
て
い
る
し
、
七
番
は
明
ら
か
に
ユ
ダ
ヤ
人
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ヤ
主
義
と
も
結
び
つ
く
負
の
ユ
ダ
像
の
修
正
を
迫
る
。
さ
ら
に
、
二
人

は
、
肉
体
の
復
活
の
約
束
に
よ
っ
て
、
迫
害
下
の
信
者
た
ち
に
殉
教
―
自

ら
の
命
を
犠
牲
に
し
て
イ
エ
ス
の
死
に
倣
う
こ
と
―
を
奨
励
す
る
正
統
派

キ
リ
ス
ト
教
側
の
指
導
者
―
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
や
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
な

ど
の
「
教
会
教
父
」
―
の
考
え
方
の
基
礎
を
な
す
贖
罪
観
と
神
観
を
問
い

直
し
、
や
が
て
は
朽
ち
て
い
く
肉
体
に
基
づ
か
な
い
霊
的
な
救
済
の
方
向

と
怒
り
あ
ふ
れ
る
殉
教
批
判
を
こ
の
福
音
書
か
ら
引
き
出
し
た
。
特
に
、

イ
エ
ス
の
残
酷
な
十
字
架
の
死
を
犠
牲
の
死
と
し
て
再
現
す
る
キ
リ
ス
ト

教
の
聖
餐
儀
礼
と
帝
国
内
の
犠
牲
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
儀
式
と
の
類
比
は
、

一
考
に
値
す
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
が
犠
牲
の
儀
式
を
重
要
な
国
家
行
事
と
し

て
奨
励
し
た
の
と
同
様
、
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
も
ま
た
、
イ
エ
ス
の
肉
体

の
死
を
再
現
し
た
聖
餐
儀
礼
を
重
視
し
、
信
者
に
対
し
て
は
イ
エ
ス
の
犠

牲
の
死
に
倣
う
よ
う
に
求
め
、
一
方
、
多
種
多
様
な
異
な
る
考
え
方
を
信

条
の
制
定
に
よ
っ
て
画
一
化
し
な
が
ら
支
配
体
制
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
構
造
に
原
理
的
に
接
合
す
る
道
に

進
ん
だ
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
は
、
異
端
を
排
除
す
る
こ
と
に
勝
利
し
た
。

し
か
し
、
勝
ち
組
の
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
か
き
消
さ
れ
て
き
た

負
け
組
の
新
た
な
声
が
、
二
人
の
『
ユ
ダ
福
音
書
』
研
究
を
通
し
て
、
よ

み
が
え
っ
た
。『
ユ
ダ
福
音
書
』
は
、
肉
体
の
論
理
に
基
づ
か
な
い
普
遍

的
な
救
済
の
根
拠
を
提
示
し
、「
真
の
神
と
は
ど
う
い
う
神
か
」
と
現
代

人
に
問
い
か
け
て
い
る
。
三
・
一
一
後
、
犠
牲
シ
ス
テ
ム
批
判
の
言
説
が

各
方
面
で
展
開
さ
れ
て
い
る
今
日
の
日
本
に
お
い
て
、
こ
の
『
ユ
ダ
福
音

書
』
研
究
が
持
つ
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

に
よ
み
が
え
っ
た
。『
ユ
ダ
福
音
書
』
に
関
す
る
国
際
会
議
も
開
催
さ
れ
、

そ
の
成
果
は
研
究
論
文
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
も

引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
Ｅ
・
ペ
イ
ゲ
ル
ス
と

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
教
授
Ｋ
・
キ
ン
グ
の
共
著
本
（R

eading Judas: 
the G

ospel of Judas and the Shaping of Christianity, V
i-

king, 2007
）
―
日
本
語
版
は
十
月
出
版
予
定
―
で
あ
る
。
ペ
イ
ゲ
ル
ス

は
、『
ナ
グ
・
ハ
マ
デ
ィ
写
本
―
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
正
統
と
異
端
』（
白

水
社
、
一
九
八
二
年
）
の
著
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
パ
イ

オ
ニ
ア
的
研
究
は
、「
非
教
義
的
」
な
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
実
体
を
認
め

よ
う
と
し
な
い
側
か
ら
は
「
よ
り
傾
向
的
」
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し

ろ
、
教
会
組
織
や
制
度
の
枠
内
で
は
把
握
し
難
い
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
思

想
的
多
様
性
を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
す
る
挑
戦
的
試
み
と
し
て

理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
キ
ン
グ
は
、『
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア

福
音
書
―
イ
エ
ス
と
最
高
の
女
性
使
徒
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
六

年
）
を
通
し
て
、
失
わ
れ
た
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
名
誉
を
現
代
に
復
権

さ
せ
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
気
鋭
の
研
究
者

で
あ
る
。
両
者
の
共
著
本
は
、
力
の
論
理
に
立
ち
、
覇
権
主
義
的
傾
向
を

帯
び
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
治
と
硬
直
化
す
る
現
代
の
既
成
の
キ
リ
ス

ト
教
と
に
対
す
る
批
判
を
言
外
に
鳴
り
響
か
せ
て
い
る
。

　
『
ユ
ダ
福
音
書
』
を
「
グ
ノ
ー
シ
ス
的
」
と
位
置
づ
け
る
学
界
の
主
流

に
抗
っ
て
、
ペ
イ
ゲ
ル
ス
と
カ
レ
ン
・
キ
ン
グ
は
二
人
三
脚
で
、
先
行
研

究
の
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
論
争
の
文
脈

の
中
に
『
ユ
ダ
福
音
書
』
を
位
置
づ
け
た
。
二
人
は
、「
イ
エ
ス
と
十
二

弟
子
た
ち
」
の
権
威
の
継
承
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
的
な
枠
組
み
が

『
ユ
ダ
福
音
書
』
で
は
逆
転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
、
反
ユ
ダ
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象
が
「
善
悪
を
知
る
木
」
で
あ
る
の
か
「
命
の
木
」
で
あ
る
の
か
は
問
題

で
は
な
く
同
化
さ
れ
る
。
三
章
四
節
に
お
け
る
蛇
の
言
葉
は
、「
あ
な
た

た
ち
は
決
し
て
死
な
な
い
」（
創
三
：
四
）
と
い
う
言
葉
で
、
二
章
十
七

節
に
お
け
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
言
葉
を
打
ち
消
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
蛇

は
、「
神
々
の
よ
う
に
善
と
悪
を
知
っ
て
い
る
も
の
と
な
る
」
と
い
う
言

葉
を
用
い
、「
善
悪
を
知
る
」
と
い
う
特
性
を
再
び
木
に
戻
す
。
そ
の
こ

と
は
、
二
本
の
木
を
再
び
異
化
し
た
状
態
に
戻
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

六
節
に
入
る
と
、
女
の
視
点
か
ら
語
り
手
は
語
り
始
め
、「
善
悪
を
知
る

木
」
は
、
た
だ
「
そ
の
木
」
と
表
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
女
の
洞

察
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
女
が
木
の
実
を

食
べ
る
こ
と
を
決
心
す
る
三
つ
の
理
由
で
あ
る
。
第
一
の
理
由
は
、
機
能

上
の
理
由
（functional reason

）「
食
べ
る
に
良
い
」、
第
二
は
美
的
な

理
由
（aesthetic reason

）、
第
三
は
認
識
論
的
な
理
由
（cognitive 

reason

）「
賢
く
な
る
の
に
好
ま
し
い
」
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
洞
察
は
、

こ
れ
ま
で
の
物
語
に
お
い
て
、
す
で
に
読
み
手
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

「
善
悪
を
知
る
木
」
に
対
す
る
情
報
で
あ
る
。
機
能
上
の
理
由
及
び
美
的

な
理
由
は
、
二
章
九
節
に
お
い
て
、「
善
悪
を
知
る
木
」
と
「
命
の
木
」

を
含
む
、
す
べ
て
の
木
を
対
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
洞

察
の
う
ち
、「
命
の
木
」
を
含
む
園
の
す
べ
て
の
木
と
「
善
悪
を
知
る
木
」

の
違
い
は
、
認
識
論
的
な
理
由
の
み
で
あ
る
。
こ
の
認
識
論
的
な
理
由
を

も
っ
て
初
め
て
、「
善
悪
を
知
る
木
」
は
、「
命
の
木
」
及
び
他
の
す
べ
て

の
木
か
ら
異
化
さ
れ
、
女
の
中
で
特
別
な
存
在
と
な
る
。
次
に
木
の
記
述

が
用
い
ら
れ
る
の
は
、「
私
が
あ
な
た
に
食
べ
な
い
よ
う
に
命
じ
た
木
」

（
創
三
：
十
一
）
と
い
う
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
は
、
蛇

の
指
摘
に
よ
っ
て
物
語
に
再
び
現
れ
た
、「
善
悪
を
知
る
」
と
い
う
特
性

善
悪
を
知
る
木
と
命
の
木

│
│ 

そ
の
言
い
換
え
が
読
み
に
与
え
る
影
響 

│
│

能
㔟　

岳
史

　

本
論
文
は
、
創
世
記
二
章
四
節
ｂ
―
三
章
二
十
四
節
「
エ
デ
ン
の
園
の

物
語
」
に
お
い
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
園
の
中
央
に
植
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る

「
善
悪
を
知
る
木
」
と
「
命
の
木
」
に
視
点
を
当
て
、
こ
の
二
本
の
木
が

物
語
の
読
み
に
与
え
る
影
響
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。「
善
悪
を
知
る

木
」
は
多
く
の
言
い
換
え
が
行
わ
れ
、
言
い
換
え
が
文
学
的
装
置
と
し
て

物
語
の
読
み
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
二
章
十
七
節
に
お
け
る
ヤ
ハ
ウ
ェ

の
言
葉
は
、
木
を
直
接
言
い
換
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
後

の
言
い
換
え
に
影
響
を
与
え
る
箇
所
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
し
て
、「
善
悪
を
知
る
木
」
は
「
善
悪
を

知
る
」
と
い
う
本
来
の
特
性
が
隠
さ
れ
、
実
を
食
べ
る
こ
と
に
対
す
る

「
禁
止
」（
創
二
：
十
七
ａ
）
と
、
そ
の
禁
止
が
犯
さ
れ
た
際
に
も
た
ら
さ

れ
る
「
死
」（
創
二
：
十
七
ｂ
）
と
い
う
二
つ
の
新
た
な
特
性
が
付
け
加

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
善
悪
を
知
る
木
」
の
特
性
の
変
換
は
、

二
章
九
節
に
お
い
て
は
関
連
性
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
、「
命
の
木
」
と

「
善
悪
を
知
る
木
」
を
、「
命
の
木
」
と
「
死
の
木
」
と
い
う
二
項
対
立
を

含
む
木
へ
と
変
化
さ
せ
る
。
そ
し
て
、「
善
悪
を
知
る
木
」
の
み
が
禁
止

の
対
象
と
な
り
、「
命
の
木
」
を
そ
の
対
象
と
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
二

本
の
木
を
異
化
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
、
女
は
三
つ
の
点
で
ヤ
ハ
ウ

ェ
の
言
葉
を
言
い
換
え
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、「
善
悪
を
知
る
木
」

か
ら
「
園
の
中
央
の
木
」
へ
の
言
い
換
え
で
あ
る
。
こ
の
言
い
換
え
は
、

こ
れ
ま
で
明
確
と
な
っ
て
い
た
「
善
悪
を
知
る
木
」
と
「
命
の
木
」
の
区

別
を
不
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
女
に
と
っ
て
の
禁
止
の
対
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の
い
う
表
題
的
意
味
に
し
て
は
、
一
節
の
最
後
の
「
そ
の
地
」（
ハ
・
ア

ー
レ
ツ
）
に
つ
い
て
人
の
す
み
か
と
し
て
の
地
（
イ
ザ
ヤ
四
五
・
一
八
）

を
中
心
に
語
る
た
め
に
そ
の
前
節
の
「
そ
の
地
」
を
代
名
詞
で
受
け
る
の

で
は
な
く
、
前
節
と
同
じ
定
冠
詞
つ
き
の
単
語
を
用
い
て
い
る
そ
の
連
続

性
か
ら
み
て
、
前
節
を
表
題
的
に
解
す
る
こ
と
は
不
自
然
に
思
え
る
。
月

本
は
一
章
一
節
を
総
括
的
宣
言
と
み
る
が
、
二
節
以
下
に
は
「
は
じ
め

に
」
を
意
味
す
る
時
間
の
概
念
が
な
い
。
津
村
は
、
一
―
二
節
を
ド
ラ
マ

の
舞
台
設
定
と
解
し
、
神
の
創
造
の
わ
ざ
が
語
ら
れ
る
前
に
読
者
に
対
し

て
予
備
情
報
を
与
え
る
た
め
の
状
況
設
定
を
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
何
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
記
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
創
世

記
一
章
一
節
の
舞
台
設
定
的
描
写
は
、
定
動
詞
に
よ
っ
て
神
の
創
造
行
為

が
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
私
は
み
る
。
た
と
え
ば
ノ
ア
の
洪
水
の

ド
ラ
マ
で
幕
が
開
く
と
大
き
な
箱
舟
が
舞
台
背
景
に
設
置
さ
れ
て
い
る
と

す
る
。
そ
し
て
神
が
ノ
ア
に
種
々
の
命
令
を
下
し
、
ノ
ア
が
す
べ
て
神
の

命
じ
ら
れ
た
よ
う
に
す
る
場
面
が
演
出
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
場
面
で
は

箱
船
の
建
造
は
演
出
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
創
世
記
一
章
一
節
の
舞
台
設
定
的
表
現
は
、
そ

れ
自
体
が
神
の
創
造
行
為
で
あ
り
、
そ
の
創
造
行
為
の
結
果
が
二
節
な
の

で
あ
る
。

　

創
世
記
一
章
一
節
は
、
次
の
よ
う
な
直
接
話
法
を
間
接
話
法
で
要
約
し

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
神
は
「
時
間
あ
れ
」
と
言

わ
れ
た
。
す
る
と
時
間
が
あ
っ
た
。
何
を
造
る
に
も
、
ま
ず
第
一
に
必
要

な
も
の
は
時
間
で
あ
る
。
次
に
神
は
「
諸
天
あ
れ
」
と
言
わ
れ
た
。
す
る

と
諸
天
が
あ
っ
た
。
こ
の
諸
天
は
、
無
の
概
念
に
等
し
い
無
限
の
宇
宙
空

間
で
あ
る
。
次
に
神
は
「
地
あ
れ
」
と
言
わ
れ
た
。
す
る
と
地
が
あ
っ
た
。

を
隠
す
。
人
間
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
よ
り
叱
責
を
受
け
る
理
由
を
、「
善
悪
を
知

る
木
か
ら
実
を
取
っ
て
食
べ
た
」
と
い
う
点
か
ら
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
「
命
令

に
背
い
た
」
と
い
う
点
に
変
換
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
っ
て
「
善

悪
を
知
る
」
と
い
う
特
性
は
、
物
語
か
ら
消
え
「
命
令
の
木
」
と
な
る
。

同
様
の
表
現
は
、
三
章
十
七
節
に
も
使
用
さ
れ
、
そ
の
変
換
は
さ
ら
に
強

調
さ
れ
る
。

創
世
記
一
章
一
―
三
節
の
構
造
分
析

野
口　
　

誠

　

関
根
正
雄
は
、
創
世
記
一
章
一
節
―
二
章
四
節
前
半
を
祭
司
資
料
と

し
、
一
節
を
表
題
的
意
味
に
と
り
既
存
の
混
沌
た
る
「
原
始
の
海
」
を
創

造
の
素
材
と
し
て
二
節
で
創
造
の
仕
事
が
始
ま
り
、
そ
の
創
造
を
無
と
有

の
対
立
と
し
て
で
な
く
、
混
沌
と
秩
序
の
対
立
か
ら
考
え
て
い
る
と
み
る
。

　

月
本
昭
男
は
一
章
一
節
を
総
括
的
宣
言
と
み
、
関
根
と
同
じ
よ
う
に
二

節
の
描
写
を
創
造
以
前
の
状
態
と
み
、
こ
の
創
造
物
語
の
特
徴
は
「
無
か

ら
の
創
造
」
に
で
は
な
く
、
混
沌
か
ら
秩
序
を
創
造
す
る
点
に
あ
る
と
み

る
。

　

津
村
俊
夫
は
、
談
話
文
法
か
ら
一
節
と
二
節
は
、
何
か
事
が
起
こ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
神
の
こ
と
ば
に
よ
る
光
の
創

造
と
い
う
事
が
起
こ
る
三
節
の
前
の
準
備
段
階
、
換
言
す
れ
ば
、
神
の
創

造
の
わ
ざ
が
語
ら
れ
る
前
の
予
備
情
報
を
与
え
る
状
況
設
定
と
み
る
。

　

こ
れ
ら
三
人
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
創
世
記
一
章
一
節
を
神
の
創
造
行

為
と
み
な
い
こ
と
で
あ
る
。
創
世
記
一
章
一
節
は
、
三
節
の
よ
う
に
神
が

主
体
と
な
っ
て
「
光
あ
れ
」
と
こ
と
ば
に
よ
る
直
接
話
法
を
用
い
て
の

生
々
し
い
創
造
の
描
写
で
な
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
関
根



219　　

第３部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

り
な
お
す
と
と
も
に
、
②
「
聖
霊
」
の
概
念
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
時
間
の

他
者
性
と
い
う
論
点
を
提
起
す
る
。
そ
の
上
で
、
③
信
じ
る
こ
と
と
時
間

性
の
構
造
の
一
致
と
い
う
哲
学
的
観
点
か
ら
、
ス
ュ
ラ
ン
の
神
秘
主
義
の

核
心
で
あ
る
「
信
仰
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ス
ュ
ラ
ン
の
名
は
し
ば
し
ば
「
ル
ダ
ン
の
悪
魔
憑
き
事
件
」
と
合
わ
せ

て
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、『
体
験
の

学
知
』（
一
六
六
三
年
）
に
み
ら
れ
る
種
々
の
「
超
常
の
体
験
」
に
関
心

を
向
け
て
き
た
。
だ
が
、
晩
年
の
彼
は
そ
う
し
た
超
常
の
体
験
の
一
切
を

去
っ
て
、「
信
仰
の
状
態
」
と
彼
が
呼
ぶ
境
地
に
行
き
着
い
た
。
そ
れ
は

す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
者
に
通
常
・
共
通
の
信
仰
の
地
平
で
あ
る
。

じ
っ
さ
い
、
異
様
な
体
験
描
写
に
満
ち
た
『
体
験
の
学
知
』
第
三
部
の
最

終
章
は
「
以
上
す
べ
て
が
信
仰
の
状
態
に
帰
着
し
た
こ
と
に
つ
い
て
。
そ

こ
で
魂
は
我
々
が
語
っ
た
す
べ
て
よ
り
も
大
い
な
る
善
を
獲
得
し
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
章
題
を
掲
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
信
仰
の

状
態
」
は
、
あ
た
か
も
神
が
不
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
暗
く
、
こ
の
世
に

生
き
る
人
間
の
本
来
的
な
弱
さ
と
不
可
分
で
あ
り
、
不
安
定
な
状
態
と
さ

れ
る
。
ス
ュ
ラ
ン
自
身
、
こ
の
「
難
破
」
状
態
に
あ
っ
て
「
一
本
の
小
枝

を
た
よ
り
と
す
る
如
く
」、
か
つ
て
の
現
前
の
体
験
を
「
想
起
」
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
か
く
し
て
再
び
現
前
化
さ
れ
た
過
去
の
体
験
は
、
最
終
的

に
は
彼
の
も
と
か
ら
去
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
彼
に
と
っ
て

こ
の
「
不
在
」
の
地
平
は
、
け
っ
し
て
た
ん
に
否
定
す
べ
き
（
悪
し
き
）

事
態
で
は
な
か
っ
た
。
我
々
は
こ
こ
に
新
し
い
時
の
し
る
し
と
し
て
の

「
聖
霊
」
が
前
景
化
し
て
く
る
の
を
確
認
す
る
。
見
る
こ
と
、
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
他
者
│
│
現
前
の
神
│
│
が
去
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い

そ
の
地
と
は
、「
神
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
水
が
も
と
に
な
り
、
ま
た
、

水
に
よ
っ
て
成
り
」（
第
二
ペ
テ
ロ
三
・
五
）、
人
の
す
み
か
に
造
ら
れ
た

（
イ
ザ
ヤ
四
五
・
一
八
）
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
一
文
で
、
し

か
も
状
況
設
定
的
に
間
接
話
法
で
書
け
ば
、「
は
じ
め
に
神
は
天
と
地
と

を
創
造
さ
れ
た
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
創
世
記
一
章
一
節
は
、
そ
れ
だ
け
で
表
題
と
し
て
単
独
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
神
の
創
造
行
為
は
一
節
か
ら
始
ま
り
、
時
間
と
空
間

と
地
と
の
創
造
の
結
果
と
し
て
造
ら
れ
た
ば
か
り
の
地
の
状
態
が
三
重
に

描
写
さ
れ
、
こ
と
ば
に
よ
る
光
の
創
造
へ
と
段
階
的
に
連
続
す
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
暗
や
み
の
地
に
急
激
に
光
が
射
し
込
ん
だ
の
で
神
は
そ
の
光

の
部
分
を
昼
と
名
づ
け
、
や
み
の
部
分
を
夜
と
名
づ
け
た
。
昼
の
部
分
が

夕
と
な
り
、
朝
と
な
り
、
一
日
（
ヨ
ム
・
エ
ハ
ド
）
が
経
過
し
た
の
で
あ

る
。
一
節
が
創
造
の
六
日
間
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
支
持
す
る
箇
所
は
同
じ

五
書
に
属
す
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
〇
・
一
一
で
あ
る
。

ジ
ャ
ン=

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ス
ュ
ラ
ン
の

神
秘
主
義
に
お
け
る
「
信
仰
」
に
つ
い
て

渡
辺　
　

優

　

フ
ラ
ン
ス
十
七
世
紀
最
大
の
神
秘
家
ジ
ャ
ン=

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ス
ュ
ラ
ン

（
一
六
〇
〇
―
一
六
六
五
年
）
の
神
秘
主
義
に
つ
い
て
は
、
従
来
な
に
よ

り
も
ま
ず
悪
魔
憑
き
に
発
す
る
数
々
の
異
様
な
「
超
常
の
体
験
」
が
注
目

を
集
め
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
最
終
的
に
は
す
べ
て

の
信
仰
者
に
「
共
通
・
通
常
の
信
仰
」
に
こ
そ
神
秘
の
生
を
見
出
す
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
体
験
か
ら
信
仰
へ
。
こ
の
間
の
消
息
を
理
解
す
る
こ
と

が
我
々
の
目
的
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
①
彼
の
信
仰
回
帰
の
経
路
を
辿
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パ
ウ
ル
・
ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ヴ

深
井　

智
朗

　

パ
ウ
ル
・
ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
は
一
九
四
七
年
に
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
に
設

置
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
非
ナ
チ
化
委
員
会
に
よ
っ
て
、
戦
争
中
の
ナ
チ
ス
へ

の
思
想
的
な
協
力
の
故
に
「
公
職
追
放
処
置
該
当
者
名
簿
」
に
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
調
査
で
「
嫌
疑
不
十
分
」
と
さ
れ
、
そ

の
名
簿
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
問
題
が
解
決

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
彼
を
「
ヒ
ト
ラ
ー
を
支
持
し
た
神
学

者
」
の
ひ
と
り
に
数
え
上
げ
、
告
発
す
る
人
々
が
今
も
お
り
、
他
方
で
彼

を
戦
争
中
も
ド
イ
ツ
国
民
の
た
め
に
戦
っ
た
聖
職
者
と
し
て
評
価
す
る

人
々
も
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
両
極
端
な
解
釈
で
は
な
く
、
彼
に

つ
い
て
の
公
式
の
調
査
記
録
や
彼
が
戦
後
自
ら
選
ん
で
再
版
さ
せ
た
戦

前
・
中
の
論
文
や
書
物
だ
け
で
は
な
く
、
今
日
で
は
入
手
困
難
な
こ
の
時

代
の
著
作
や
諸
論
考
、
手
紙
等
を
分
析
し
、
彼
の
政
治
的
立
場
を
こ
の
時

代
の
い
わ
ゆ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ヴ
」
の
政
治
的
立
場

に
お
い
て
解
読
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
の
戦
中
に
お
け
る
ア
ン
ビ
バ

レ
ン
ト
な
政
治
的
な
立
場
を
、
典
型
的
な
ド
イ
ツ
・
ル
タ
ー
派
の
政
治
神

学
と
し
て
位
置
付
け
て
み
た
い
。

　

ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
は
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
後
に
は
、
統
治
管
理
官
付
牧

師
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
ズ
に
滞
在
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
ア
ル
ト

ハ
ウ
ス
に
お
け
る
「
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
な
も
の
」、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
的

な
民
族
主
義
的
愛
国
主
義
、
あ
る
い
は
彼
の
初
期
ナ
チ
ズ
ム
へ
の
傾
倒
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
場
合
に
は
重
要
で
あ
る
。
彼
は
「
一
般
ド
イ
ツ
連

盟
」
の
熱
心
な
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
の
伝
統

的
・
ル
タ
ー
派
的
な
素
朴
な
愛
国
心
と
、
神
学
的
に
は
後
に
独
自
な
理
論

う
こ
と
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
聖
霊
│
│
「
不
在
」
の
神
│
│
の
到
来
を

可
能
に
し
た

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
我
々
の
問
い
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
固
有
の
聖

霊
論
の
枠
組
み
に
は
留
ま
ら
な
い
。
問
題
は
、「
聖
霊
」
と
い
う
概
念
が

ス
ュ
ラ
ン
の
神
秘
主
義
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
語
り
方
を
可
能
に
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
い
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
き
、
我
々

は
ス
ュ
ラ
ン
に
お
け
る
聖
霊
論
が
時
間
の
他
者
性
と
い
う
彼
の
神
秘
主
義

の
根
源
的
な
テ
ー
マ
を
透
か
し
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
ま

で
そ
こ
に
い
た
も
の
が
過
ぎ
去
る
こ
と
で
、
来
る
べ
き
新
し
い
も
の
に
場

所
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
現
在
と
い
う
時
の
自
己
充
足
に
穴
を

穿
ち
、
未
来
に
向
け
て
現
在
を
開
く
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

時
間
の
流
れ
を
不
変
不
動
の
永
遠
に
帰
着
す
べ
き
も
の
と
み
な
す
キ
リ

ス
ト
教
神
学
の
一
般
的
傾
向
に
反
し
て
、
ス
ュ
ラ
ン
は
、
時
の
変
転
の
只

中
に
あ
る
「
信
仰
の
状
態
」
に
「
至
福
直
観
よ
り
も
ず
っ
と
望
ま
し
い
益
」

を
見
出
し
た
。
時
の
変
転
の
ゆ
え
に
「
信
仰
の
状
態
」
は
未
来
に
開
か
れ

て
お
り
、
ゆ
え
に
信
じ
る
こ
と
の
可
能
性
に
開
か
れ
て
い
る
。
時
間
の
他

者
性
に
つ
い
て
の
鋭
敏
で
繊
細
な
感
覚
が
ス
ュ
ラ
ン
の
神
秘
主
義
を
貫
い

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
一
切
の
現
前
の
体
験
が
去
っ

た
後
に
ス
ュ
ラ
ン
が
到
達
し
た
「
純
粋
な
信
仰
」
の
境
地
は
、
時
間
の
他

者
性
に
曝
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

と
い
う
意
味
で
「
裸
の

0

0

信
仰
」
で
あ
っ
た
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
ス
ュ
ラ
ン
の
物
語
は
、
他
者
と
共
通
の
生
の
地
平
で

他
者
の
信
を
求
め
る
、
他
者
の
信
へ
の
呼
び
か
け
で
も
あ
る
。
そ
れ
は

「
証
拠
」
と
い
う
よ
り
も
証
言
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
私

を
信
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
証
言
、
そ
れ
を
証
言
と
し
て
聞
く
「
証
人

の
証
人
」
の
応
答
に
よ
っ
て
初
め
て
証
言
と
な
る
よ
う
な
証
言
で
あ
る
。
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の
中
に
誤
っ
た
民
族
的
召
命
を
見
出
し
た
際
に
は
彼
は
ナ
チ
ズ
ム
を
批
判

し
た
が
、
自
ら
は
真
の
民
族
主
義
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の

後
も
ナ
チ
ズ
ム
以
上
に
民
族
主
義
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
に
一
九
四
五
年
以
前
の
ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
の
政
治
的
・
神
学
的
な

立
場
を
単
純
に
ナ
チ
ス
に
迎
合
的
と
見
る
こ
と
も
、
ナ
チ
ズ
ム
と
戦
っ
た

神
学
者
と
見
る
こ
と
も
間
違
え
で
あ
り
、
ま
た
彼
は
両
者
の
間
で
両
義
的

で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
民
族
主
義
的
神
学
者
と
し

て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ヴ
の
保
守
革
命
論
者
で
あ
っ
た

言
う
べ
き
で
あ
る
。

剣
を
鋤
に
打
ち
直
す

│
│ 

ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
の
『
希
望
の
倫
理
学
』 │
│福

嶋　
　

揚

　

ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
組
織
神
学
者
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
が
『
希
望

の
倫
理
学
』
を
著
し
た
。
そ
の
中
心
思
想
は
「
剣
を
鋤
に
打
ち
直
す
」
と

い
う
平
和
創
造
の
エ
ー
ト
ス
で
あ
る
。
こ
の
エ
ー
ト
ス
は
三
段
階
か
ら
成

り
立
つ
。
そ
れ
は
「
剣
か
ら
い
か
な
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
剣
も
作
ら
な
い

こ
と
、
剣
か
ら
鋤
に
退
行
し
な
い
こ
と
、
剣
か
ら
鋤
を
作
り
出
す
こ
と
」

と
い
う
三
段
階
で
あ
る
。
こ
の
根
本
命
題
は
イ
ザ
ヤ
書
二
章
の
終
末
論
的

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
由
来
す
る
。
そ
こ
で
は
武
力
無
き
国
際
関
係
や
、
戦
争
の

道
具
を
農
耕
の
道
具
に
変
え
る
共
同
体
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
的
な
剣
は
四
世
紀
の
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
に
お
け

る
転
換
」
に
お
い
て
成
立
し
た
。
こ
の
転
換
は
、
無
防
備
に
苦
し
む
教
会

か
ら
キ
リ
ス
ト
教
的
な
帝
国
宗
教
へ
の
転
換
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
的
な

剣
は
十
六
世
紀
の
宗
教
改
革
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
ル
タ
ー
派
の
『
ア

に
ま
で
展
開
す
る
二
王
国
説
に
基
づ
く
国
家
と
宗
教
と
の
積
極
的
な
関
係

の
擁
護
、
そ
し
て
民
族
主
義
と
結
び
つ
い
た
ル
タ
ー
解
釈
は
こ
の
時
代
に

築
か
れ
た
。
そ
れ
故
に
彼
は
戦
後
の
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
体
制
に
は
批
判
的

で
、
そ
れ
は
反
神
学
的
、
反
ル
タ
ー
派
的
な
政
治
体
制
だ
と
考
え
て
い

た
。
彼
は
少
な
く
と
も
一
九
三
三
年
に
は
は
っ
き
り
と
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
体

制
の
神
学
的
な
誤
り
の
故
に
、
ナ
チ
ス
の
政
治
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
全
て
を

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
立
場
に
基
づ
く
発
言
を
行
っ
た
。

　

や
は
り
ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
は
思
想
的
戦
犯
な
の
か
。
し
か
し
そ
れ
故
に
ア

ル
ト
ハ
ウ
ス
が
「
ナ
チ
ズ
ム
の
神
学
者
」
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
彼

は
他
の
ル
タ
ー
派
の
神
学
者
と
共
に
「
民
族
主
義
の
神
学
者
」、
正
確
に

は
「
ル
タ
ー
派
的
な
民
族
主
義
の
神
学
者
」
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
彼
は

典
型
的
な
ナ
チ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ヴ
の
立
場
に
あ
る
神
学
者

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
彼
の
変
わ
ら
ぬ
ル
タ
ー
派
の

聖
職
者
と
し
て
の
確
信
で
あ
っ
た
。
彼
は
自
ら
の
保
守
的
な
神
学
的
、
政

治
的
立
場
を
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
の
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
点
で
ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
以
来
の
忠
実
な
ド
イ
ツ
国

民
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
こ
と
が
ド
イ
ツ
・
ル
タ
ー
派
の
聖
職
者
と
し
て

の
自
己
認
識
で
あ
っ
た
。
彼
は
ナ
チ
ズ
ム
に
対
し
て
も
そ
の
よ
う
な
意
味

で
の
「
召
命
」
を
見
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
彼
は
ナ
チ
ス
の
中
に
ド
イ

ツ
民
族
の
尊
厳
や
民
族
的
な
召
命
に
そ
ぐ
わ
な
い
何
ら
か
の
も
の
を
感
じ

取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
と
ナ
チ
ズ
ム
を
結
び
付
け
て
い
る
も

の
は
「
民
族
主
義
」
で
あ
る
が
、
彼
と
ナ
チ
ズ
ム
と
を
は
っ
き
り
と
区
別

す
る
も
の
も
「
民
族
主
義
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
重
な
っ
て
い
た

時
彼
は
ナ
チ
ズ
ム
を
評
価
で
き
た
し
、
そ
れ
は
ナ
チ
ズ
ム
に
迎
合
し
た
一

部
の
ド
イ
ツ
キ
リ
ス
ト
者
運
動
の
神
学
者
と
は
違
っ
て
い
る
。
ナ
チ
ズ
ム
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市
民
の
抵
抗
や
不
服
従
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
国
家
に
よ
る
平
和
維
持
は

外
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
国
家
は
、
人
間
の
手
に
よ
る
内
面
的
な
平

和
創
造
と
、
非
国
家
組
織
に
よ
る
外
面
的
な
平
和
創
造
と
に
依
存
し
て
い

る
。

　

敵
意
を
愛
敵
へ
と
転
換
す
る
自
由
は
、
相
互
的
報
復
の
原
理
で
は
な

く
、「
先
行
性
と
創
造
性
」
の
倫
理
に
基
づ
く
。
そ
れ
は
「
山
上
の
垂
訓
」

の
愛
敵
の
思
想
で
あ
る
。
合
理
的
な
愛
敵
と
は
、
自
己
自
身
と
敵
と
の
双

方
が
敵
意
に
陥
っ
て
い
く
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
山
上

の
垂
訓
」
が
描
く
天
の
恵
み
の
下
で
の
被
造
物
の
共
生
は
、
暴
力
的
な
世

界
に
対
す
る
代
替
案
で
あ
り
、
世
界
変
革
の
倫
理
で
あ
る
。
大
い
な
る
代

替
案
は
、
小
さ
な
歩
み
を
導
く
終
末
論
的
な
地
平
と
な
る
。
敵
意
や
死
の

よ
う
な
矛
盾
を
克
服
す
る
生
と
は
、
愛
に
よ
っ
て
死
を
克
服
す
る
生
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
剣
か
ら
鋤
に
退
却
す
る
の
で
は
な
く
「
剣
を
鋤
に
打
ち
直

す
」
生
で
あ
る
。

　
『
希
望
の
神
学
』
か
ら
『
希
望
の
倫
理
学
』
へ
と
至
る
モ
ル
ト
マ
ン
の

軌
跡
は
、
東
西
冷
戦
時
代
に
核
戦
争
の
脅
威
に
直
面
し
つ
つ
、「
剣
を
鋤

に
打
ち
直
す
」
エ
ー
ト
ス
を
実
践
し
て
き
た
戦
後
ド
イ
ツ
史
を
背
景
と
し

て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
、
平
和
創
造
は
人
類
の
道
徳
的
目
標
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
人
類
の
延
命
の
た
め
の
条
件
と
な
っ
た
。
平
和
創
造
の
エ
ー

ト
ス
が
、
宗
教
差
を
越
え
て
共
有
さ
れ
る
べ
き
今
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
『
希

望
の
倫
理
学
』
は
キ
リ
ス
ト
教
の
視
座
か
ら
貢
献
す
る
。

ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
信
仰
告
白
』
は
、「
剣
」
す
な
わ
ち
国
家
権
力
と
福
音
と

の
両
方
を
神
の
秩
序
と
み
な
す
、
二
重
統
治
論
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
の

義
務
は
、
既
存
の
社
会
秩
序
へ
の
責
任
あ
る
参
加
で
こ
そ
あ
れ
、
そ
の
秩

序
を
変
革
す
る
委
託
は
受
け
て
い
な
い
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
キ
リ

ス
ト
教
に
固
有
な
正
義
は
存
在
せ
ず
、
所
与
の
社
会
か
ら
外
れ
る
よ
う

な
、
目
に
見
え
る
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
も
存
在
し
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
的
な
剣
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
モ
ル
ト

マ
ン
は
宗
教
改
革
に
お
い
て
異
端
で
あ
っ
た
洗
礼
派
に
注
目
す
る
。
洗
礼

派
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
以
前
の
原
始
キ
リ
ス
ト
教
会
の
規
準
、
と

り
わ
け
「
山
上
の
垂
訓
」
に
代
表
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
道
と
教
え
に
服
従

し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
洗
礼
派
は
、
古
き
ア
イ
オ
ー
ン
と
新
し
き
ア
イ

オ
ー
ン
の
葛
藤
を
描
く
黙
示
録
的
終
末
論
を
、
天
と
地
と
の
存
在
論
的
二

元
論
へ
と
取
り
替
え
た
。
そ
こ
で
は
天
の
人
間
た
る
キ
リ
ス
ト
に
嫁
ぐ
教

会
は
、
同
じ
く
天
的
な
性
質
を
持
ち
、
地
上
の
世
と
は
も
は
や
関
わ
り
が

な
い
と
見
な
さ
れ
る
。
洗
礼
派
は
、
公
正
と
平
和
に
基
づ
い
て
地
上
の
権

力
を
規
制
す
る
こ
と
に
は
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
。
鋤
へ
の
退
却
は
剣
を

剣
の
ま
ま
黙
認
す
る
。
非
暴
力
は
正
義
に
よ
る
平
和
創
造
の
た
め
の
前
提

に
過
ぎ
な
い
。

　

モ
ル
ト
マ
ン
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
死
の
暴
力
を
生
の
力
に
転
換
す

る
」
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
死
か
ら
生
命
へ
の
改

心
」
と
し
て
の
平
和
は
可
能
か
と
問
う
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
平
和
維
持
の
た

め
の
正
当
な
力
と
し
て
、
国
家
に
よ
る
権
力
独
占
と
国
民
の
抵
抗
権
を
挙

げ
る
。
国
際
的
テ
ロ
組
織
に
対
抗
す
る
た
め
、
ま
た
新
自
由
主
義
的
な
治

安
維
持
の
商
業
化
に
陥
ら
な
い
た
め
、
国
家
に
よ
る
権
力
独
占
に
は
一
定

の
必
要
性
が
あ
る
。
し
か
し
国
家
が
法
に
服
さ
ず
権
力
を
濫
用
す
る
時
、



223　　

第３部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

二
、
原
文
で
はonly in civil things

の
句
が
、
英
文
法
上
不
自
然
な

文
末
に
忽
然
と
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。

三
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
構
想
し
て
い
た
「
入
植
誓
約
文
」
原
案
（
書
簡
の

形
で
残
存
）
の
段
階
で
はonly in civil things

の
句
が
存
在
し
て
い

な
い
こ
と
。

　

さ
ら
に
資
料
と
し
て
残
さ
れ
た
「
入
植
誓
約
文
」
の
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
を

確
認
す
る
と
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
以
下
の
問
題
点
も
現
れ
て
く
る
。

四
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
書
い
た
他
資
料
の
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
と
比
較
す
る

と
、
両
者
の
筆
跡
が
一
致
し
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
「
入
植
誓
約
文
」
は
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
が
書
記
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

五
、
三
の
原
案
に
は
な
か
っ
た
「
合
法
的
に
、
公
共
の
安
寧
と
福
祉
の
た

め
（for public good of our body in an orderly w

ay

）」
と
い
う

句
が
、
文
字
通
り
挿
入
マ
ー
ク（
∧
）を
用
い
て
テ
ク
ス
ト
の
行
間
余
白
に

附
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
文
言
は
、「
家
長
会
議
」
が
な
す
「
命
令

と
合
意
事
項
」
の
制
定
プ
ロ
セ
ス
と
目
的
を
あ
ら
か
じ
め
拘
束
す
る
こ
と

に
よ
り
、
会
議
の
権
限
を
制
限
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
合
法
的
に
、
公
共
の
安
寧
と
福
祉
の
た
め
」

と
い
う
文
言
の
新
規
挿
入
に
よ
り
、
二
で
述
べ
た
「
世
俗
の
事
項
に
限

る
」
の
句
が
本
来
あ
る
べ
き
場
所
が
塞
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
文
言
が
前
述
の
よ
う
に
英
文
法
上
は
不
自
然
な
文
末
に

置
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
ず
な
さ
れ
た
対
応
策

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
「
政
教
分
離
」

思
想
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
「
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
入
植
誓
約
文
」
は
、
そ

の
核
心
と
し
て
評
価
さ
れ
る
文
言
部
分
は
他
者
の
附
記
に
よ
る
も
の
で
あ

「
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
入
植
誓
約
文
」
の
成
立
経
緯

中
山　
　

勉

　

ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（
一
六
〇
三
―
一
六
八
三
）
が
、
一
六
三

八
年
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
に
お
い
て
仲
間
と
交
わ
し
た

文
書
を
「
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
入
植
誓
約
文
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
分
離
派
の
ピ
ュ
ー
リ
タ

ン
で
、
大
陸
に
渡
っ
て
か
ら
見
せ
た
〈
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
へ
の

偏
見
な
き
暖
か
い
態
度
、
最
も
早
い
時
期
で
の
「
政
教
分
離
」
の
主
張
、

同
じ
く
「
信
教
の
自
由
」
の
主
張
〉
の
三
点
の
「
進
歩
的
」
実
績
で
知
ら

れ
て
い
る
。「
入
植
誓
約
文
」
は
こ
の
う
ち
政
教
分
離
に
関
係
し
、
当
地

の
統
治
機
関
で
あ
っ
た
「
家
長
会
議
」
の
権
限
が
及
ぶ
範
囲
を
「
宗
教
を

除
く
世
俗
の
事
項
に
限
る
（only in civil things

）」
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
政
治
と
宗
教
の
分
離
を
謳
っ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
来
た
。
そ
の

邦
訳
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
我
々
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
・
タ
ウ
ン
に
居
住
を
希
望
す
る
下
記
の
者
は
、

タ
ウ
ン
家
長
会
議
を
構
成
す
る
現
在
居
住
の
家
長
お
よ
び
将
来
家
長
会
議

に
加
入
を
認
め
ら
れ
る
者
の
多
数
決
に
よ
り
合
法
的
に
、
公
共
の
安
寧
と

福
祉
の
た
め
定
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
命
令
と
合
意
事
項
に
、
自
ら
進
ん

で
、
ま
た
、
た
と
え
異
議
が
あ
っ
て
も
従
う
こ
と
を
誓
約
す
る
が
、
そ
れ

は
宗
教
を
除
く
世
俗
の
事
項
に
限
る
こ
と
と
す
る
」。

　

し
か
し
こ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
伏
在
し
て
い
る
。

一
、
こ
の
「
入
植
誓
約
文
」
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
本
人
で
は
な
く
、
こ
れ
に

署
名
す
る
新
規
入
植
者
の
宣
言
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
わ
れ

て
い
る
「
政
教
分
離
」
は
形
式
上
は
後
者
の
考
え
に
発
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。
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た
。
伝
統
的
権
威
や
古
く
か
ら
の
因
習
、
保
守
的
な
教
会
制
度
に
対
す
る

反
抗
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
建
国
理
念
が
、
こ
ん
ど
は
「
ア
メ
リ
カ
」
と
い

う
新
た
な
宗
教
的
権
威
や
因
習
を
創
り
出
す
と
い
う
歴
史
の
皮
肉
が
、
こ

こ
に
芽
生
え
て
い
た
。『
聖
書
』
は
、
国
家
理
念
を
語
る
た
め
の
レ
ト
リ

ッ
ク
の
宝
庫
と
し
て
、
連
邦
議
会
や
法
廷
に
も
し
ば
し
ば
持
ち
込
ま
れ

た
。『
聖
書
』
は
、
国
民
的
統
合
の
象
徴
と
し
て
の
普
遍
性
を
獲
得
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
反
面
、
教
会
信
徒
に
と
っ
て
の
権
威
と
し
て
の
意
義

を
薄
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
『
イ
エ
ス
の
生
涯
と
道
徳
的
教
え
』（
一
八
二
〇
年
、
以
下
『
Ｊ
聖
書
』）

は
、
マ
タ
イ
・
マ
ル
コ
・
ル
カ
・
ヨ
ハ
ネ
各
福
音
書
の
章
句
を
、
晩
年
の

ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
（
一
七
四
三
―
一
八
二
六
）
が
自
分
の
手
で
切

り
抜
き
、
台
紙
に
貼
り
付
け
製
本
し
た
、
八
四
頁
か
ら
な
る
手
作
り
の

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
聖
書
」
で
あ
る
。
希
・
羅
・
仏
・
英
の
四
言
語
の
対
照
つ

き
で
、
イ
エ
ス
の
誕
生
か
ら
死
ま
で
が
道
徳
的
教
訓
を
中
心
に
整
序
さ
れ

て
い
る
。『
Ｊ
聖
書
』
は
、「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
第
二
章
か
ら
始
ま
る

（
受
胎
告
知
や
預
言
、
系
図
の
省
略
）。
イ
エ
ス
に
よ
る
数
々
の
道
徳
的
教

え
が
各
福
音
書
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
奇
蹟
的
・
超
自
然
的
な

出
来
事
は
軒
並
み
削
除
さ
れ
、
刑
死
と
墓
に
葬
ら
れ
る
場
面
で
物
語
が
閉

じ
ら
れ
て
い
る
（
死
後
の
復
活
も
「
無
か
っ
た
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）。

『
Ｊ
聖
書
』
の
存
在
は
、
生
前
、
ご
く
少
数
の
知
人
た
ち
の
み
に
知
ら
さ

れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
死
後
よ
う
や
く
、
博
覧
会
で
の

展
示
や
連
邦
議
会
で
の
配
布
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
に
よ
る
『
Ｊ
聖
書
』
の
作
成
過
程
に
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア

ン
の
Ｊ
・
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
や
、『
七
十
人
訳
聖
書
』
お
よ
び
『
新
約
聖

書
』
を
米
国
人
と
し
て
初
め
て
英
口
語
訳
し
た
Ｃ
・
ト
ム
ソ
ン
と
の
直
接

る
と
い
う
の
が
発
表
者
の
結
論
で
あ
る
。「
誓
約
文
」
の
筆
頭
署
名
者
で

あ
る
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
コ
ッ
ト
が
そ
の
加
筆
者
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

発
表
者
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
進
歩
的
要
素

を
読
み
込
む
冒
頭
三
つ
の
根
拠
の
す
べ
て
に
別
の
解
釈
の
余
地
が
あ
り
得

る
と
い
う
結
論
を
得
て
い
る
。
従
来
の
研
究
の
多
く
は
「
人
権
思
想
」
を

普
遍
的
に
捉
え
、
そ
の
時
代
制
約
性
を
軽
視
し
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
熱

心
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
で
あ
っ
た
ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
思
想
の
核

心
に
厳
存
す
る
特
殊
神
学
的
な
要
素
を
取
り
出
し
、
そ
こ
か
ら
宗
教
史
と

人
権
史
の
関
わ
り
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
、
発
表
者
の
今
後
の
課
題
と

な
る
。

建
国
期
米
国
に
お
け
る
自
然
的
宗
教

│
│ 『
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
聖
書
』
を
中
心
に 
│
│

庄
司　

一
平

　

連
邦
と
し
て
の
統
一
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
て
い
た
建
国
期
米
国
で

は
、
世
俗
的
政
府
と
キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
の
両
立
と
い
う
課
題
は
、
政
府

自
体
が
、
人
間
に
お
け
る
天
与
の
宗
教
性
を
保
障
す
る
理
神
論
（
自
然
的

宗
教
）
の
立
場
を
と
り
、
キ
リ
ス
ト
教
各
教
派
お
よ
び
各
個
人
の
自
由
な

信
仰
活
動
を
認
証
す
る
、
と
い
う
方
法
で
の
解
決
が
目
指
さ
れ
た
。
英
国

か
ら
の
政
治
的
独
立
を
契
機
と
し
て
、
連
邦
制
の
確
立
と
そ
れ
に
と
も
な

う
各
邦
に
お
け
る
公
定
教
会
制
の
廃
止
へ
と
進
む
過
程
に
お
い
て
も
、
キ

リ
ス
ト
教
に
も
と
づ
く
伝
統
的
価
値
の
保
持
と
い
う
大
義
は
、
結
局
は
失

わ
れ
な
か
っ
た
。「
キ
リ
ス
ト
教
国
ア
メ
リ
カ
」
と
い
う
命
題
は
、
少
数

派
の
抵
抗
を
受
け
つ
づ
け
な
が
ら
も
、
国
民
的
共
感
を
獲
得
し
て
い
っ
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一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
信
教
の
自
由
と
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義

佐
藤　

清
子

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
宗
教
史
は
な
が
ら
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
中
心
と

し
て
書
き
継
が
れ
、
宗
教
的
少
数
派
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
歴
史
は

合
衆
国
宗
教
史
の
傍
流
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
数
の
上
で
は
合

衆
国
史
に
お
い
て
常
に
多
数
派
の
地
位
を
占
め
て
き
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

と
、
少
数
派
と
は
い
え
、
一
九
世
紀
半
ば
に
は
既
に
合
衆
国
最
大
の
単
一

宗
教
組
織
と
な
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
歴
史
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
流
れ

と
し
て
書
か
れ
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
両
者
の
関
係
性
に
は
十
分
な

注
意
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
差
別
や
偏

見
、
す
な
わ
ち
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
は
一
九
世
紀
半
ば
に
最
初
の
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
こ
の
時
期
の
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
は
主
に
、
政

治
的
移
民
排
斥
運
動
と
の
関
わ
り
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
広
く
同
時

代
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
共
有
さ
れ
て
い
た
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
が
、
移

民
排
斥
運
動
に
留
ま
ら
ず
、
宗
教
史
や
合
衆
国
史
全
般
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
意
義
を
も
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
諸
宗
教
間
の
関
係
を
掘
り
下

げ
よ
う
と
す
る
歴
史
家
た
ち
の
新
た
な
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
ま
ず
、
合
衆
国
宗
教
史
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
概

観
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
中
心
の
歴
史
に
対
し
て
一
九
八
〇
年
代
以
降
な

さ
れ
て
き
た
批
判
及
び
、
そ
の
後
の
研
究
の
動
向
を
ま
と
め
る
。

　

次
に
、
合
衆
国
宗
教
史
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
福
音
主

義
（evangelical

）」
の
語
の
意
味
を
整
理
す
る
。
福
音
主
義
と
い
う
語

は
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
政
治

勢
力
と
し
て
活
発
な
動
き
を
示
し
た
、
神
学
的
に
も
社
会
問
題
に
関
し
て

的
な
交
流
が
影
響
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
背
景
に
は
、
米
国
に
お
け
る

国
教
禁
止
へ
の
趨
勢
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
に

対
す
る
宗
教
界
の
反
発
と
の
は
ざ
ま
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
哲
学
の
影
響

を
受
け
た
理
神
論
的
あ
る
い
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
的
な
宗
教
を
国
家
理
念
と

し
て
追
求
し
よ
う
と
す
る
思
潮
が
存
在
し
て
い
た
。
一
八
世
紀
末
に
は
、

「
自
然
的
宗
教
」
の
古
典
的
語
彙
が
広
く
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
『
聖
書
』
お
よ
び
〈
宗
教
〉
の
理
念
的
位
置
づ
け
が
流
動
的

な
思
想
的
状
況
の
中
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
よ
う
な
知
識
人

は
、
み
ず
か
ら
の
理
性
と
良
心
と
に
し
た
が
っ
て
『
聖
書
』
を
自
己
流
に

受
容
し
解
釈
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
は
、「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
信
教
自
由
法
」
や
「
独
立
宣
言
」

の
起
草
者
と
し
て
、
米
国
に
お
け
る
宗
教
の
自
由
と
寛
容
の
精
神
を
確
立

し
た
立
役
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
他
方
で
、
熱
心
に
教
会
に
通
い
、
大

統
領
官
邸
や
議
会
で
の
宗
教
行
事
に
も
欠
か
さ
ず
に
参
加
し
た
と
も
伝
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重
の
宗
教
的
基
準
は
、
そ
の
目
的
に
応
じ
て
曖

昧
か
つ
柔
軟
に
、
自
然
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
Ｊ

聖
書
』
完
成
の
前
年
に
Ｗ
・
Ｅ
・
チ
ャ
ニ
ン
グ
が
説
い
た
道
徳
教
師
と
し

て
の
イ
エ
ス
観
に
拠
っ
て
立
つ
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
、
二
〇
世
紀
以
降
も

『
Ｊ
聖
書
』
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
に
は
ム
ス
リ
ム
の
下

院
議
員
が
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
が
所
有
し
て
い
た
英
訳
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を

用
い
て
宣
誓
式
を
行
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
が
遺
し
て
い
っ
た
米
国

の
「
自
然
的
宗
教
」
に
関
す
る
課
題
と
教
訓
は
、
宗
教
的
・
政
治
的
立
場

を
問
わ
ず
、
い
ま
だ
存
続
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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制
を
固
く
支
持
し
、
両
者
は
ベ
ア
ー
ド
に
と
っ
て
矛
盾
な
く
併
存
で
き
る

も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
以
上
を
通
じ
て
、
ベ
ア
ー
ド
の
提
示
し
た
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
合
衆
国
史
を
一
九
世
紀
半
ば
当
時
の
文
脈
の
中

に
置
き
直
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
中
心
の
宗
教
史
の
背
後
に
存
在
し
た
、

宗
教
的
多
様
性
と
の
ベ
ア
ー
ド
の
格
闘
を
明
ら
か
に
す
る
。

新
教
皇
選
出

│
│ 

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
メ
キ
シ
コ
で
の
影
響
力
と
余
波 

│
│

中
村　

千
萩

　

去
る
二
月
十
一
日
、
第
二
六
五
代
ロ
ー
マ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一
六
世

が
突
然
の
生
前
退
位
表
明
を
行
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
前
年
十
二

月
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
始
め
た
こ
と
で
も
話
題
に
な
っ
た
教
皇
が
、
そ
の
わ

ず
か
二
か
月
後
に
今
度
は
一
転
し
て
辞
意
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
界
だ
け
で
な
く
世
界
中
を
驚
か
せ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
心
地
が
欧

州
以
外
に
移
る
日
も
遠
く
な
い
と
い
う
予
想
は
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

在
位
中
か
ら
あ
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
三
年
三
月
の
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
で
は
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
枢
機
卿
の
中
で
も
有
力
候
補
者
と
は
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
ホ
ル
ヘ
・
マ
リ
オ
・
ベ
ル
ゴ
リ
オ
が
選
出
さ
れ
、

そ
の
姿
に
広
場
の
信
者
ら
や
報
道
陣
は
一
瞬
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

　

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
二
六
年
間
の
在
位
期
間
中
に
、
列
聖
省
は
劇

的
な
変
化
を
と
げ
、
同
教
皇
が
盛
ん
に
行
っ
た
外
国
訪
問
の
先
々
で
、
聖

人
と
い
う
新
た
な
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
が
輩
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
メ
キ
シ
コ

へ
の
五
回
の
訪
問
の
た
び
に
、
メ
キ
シ
コ
に
出
現
し
た
と
さ
れ
る
聖
母
グ

ア
ダ
ル
ー
ペ
と
そ
の
邂
逅
者
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
に
言
及
し
、
出
現
の
重

要
性
を
強
調
し
た
が
、
一
九
九
九
年
発
布
の
「
ア
メ
リ
カ
の
教
会
」
に
お

も
保
守
的
な
立
場
を
取
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
仰
を
指
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
福
音
主
義
の
ル
ー
ツ
は
、
一
九
世
紀
後
半

に
起
こ
っ
た
聖
書
解
釈
を
め
ぐ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
分
裂
に
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
福
音
主
義
と
い
う
言
葉
は
こ
の
分
裂
以
前
か
ら
、
多
数
の

教
派
に
分
か
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
横
断
す
る
統
合
の
た
め
の
語
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
現
代
の
英
語
圏
の
一
八
―
一
九
世
紀
史
研
究
に
お

い
て
、
広
義
の
意
味
に
お
け
る
福
音
主
義
の
語
の
使
用
は
一
般
的
で
あ
る

が
、
日
本
に
お
い
て
は
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
文
脈
に
お
け
る
理
解
が
突

出
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
研
究
を
振
り
返
り
、
そ
れ
ら
の

意
義
と
も
た
ら
し
た
影
響
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

中
心
的
歴
史
叙
述
を
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
相
互
交
流
史

と
し
て
見
直
す
よ
う
な
近
年
の
研
究
の
成
果
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
を

は
じ
め
と
す
る
、
少
数
派
宗
教
集
団
に
関
す
る
研
究
の
蓄
積
に
多
く
を
負

う
が
、
女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
や
、
奴
隷
制
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
わ
り

に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
に
も
刺
激
を
受
け
て
い
る
。

　

本
発
表
の
最
後
で
は
、
合
衆
国
宗
教
史
の
原
点
と
さ
れ
る
、
長
老
派
牧

師
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ア
ー
ド
（Robert Baird, 1798‒ 1863
）
の
『
ア
メ

リ
カ
の
宗
教
』（
一
八
四
四
）
の
分
析
を
行
う
。
ベ
ア
ー
ド
は
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
改
宗
さ
せ
る
運
動
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ

り
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
を
同
時
代
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
た
ち
と
共

有
し
て
い
た
。
ベ
ア
ー
ド
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
中
心
主
義
に
基
づ
く
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
へ
の
反
感
は
、
一
見
、
合
衆
国
の
信
教
の
自
由
の
原
則
と
齟

齬
を
来
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ベ
ア
ー
ド
は
『
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
』

中
、
合
衆
国
を
信
教
の
自
由
の
国
家
と
し
て
提
示
し
て
合
衆
国
の
政
教
体
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聖
母
に
次
ぐ
第
二
の
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
に
、
と
い
う
メ
キ
シ
コ
人
聖
職
者

ら
の
期
待
に
は
、
一
定
の
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
、
教
会
発
行
の
カ
レ
ン
ダ

ー
に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
こ
の
聖
人
の
位
置
づ
け
は
変
化
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
メ
キ
シ
コ
人
聖
職
者
ら
の
熱
が
一
部
沈
静
化
し
た
の
と
は
裏
腹

に
、
バ
チ
カ
ン
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
司
教
団
は
聖
母
グ
ア
ダ
ル
ー
ペ
の
顕

現
譚
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
一

二
月
の
グ
ア
ダ
ル
ー
ペ
祝
日
に
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
独
立
二
〇
〇

周
年
を
記
念
し
て
バ
チ
カ
ン
で
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
翌
年
一
二
月
に
は
、
一

九
九
九
年
に
発
布
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
の
教
会
」
を
、
聖
母
グ
ア
ダ
ル
ー

ペ
の
出
現
譚
か
ら
見
直
そ
う
と
す
る
国
際
会
議
が
開
か
れ
た
。
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
一
六
世
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
始
め
た
の
は
、
こ
の
会
議
の
最
終
日
で
あ

っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
発
言
に
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
最
後

に
い
わ
ば
世
界
に
向
け
て
「
宣
伝
」
を
行
い
、
次
世
代
カ
ト
リ
ッ
ク
界
に

聖
母
を
託
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

メ
キ
シ
コ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
聖
母
を
擁
す
る
が
ゆ
え
に
と
き
に
翻
弄

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
出
身
の
新
教
皇
を
迎

え
、
新
た
な
局
面
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
が
見
守
ら
れ
る
。

い
て
、
聖
母
を
中
南
米
の
み
な
ら
ず
南
北
ア
メ
リ
カ
の
守
護
聖
母
の
地
位

に
上
げ
、
聖
母
出
現
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
福
音
が
達
成
さ
れ
た
と

し
た
。
続
く
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一
六
世
は
メ
キ
シ
コ
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
た

ず
、
訪
問
は
二
〇
一
二
年
五
月
の
一
度
の
み
だ
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
逝
去
後
も
、
メ
キ
シ
コ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
心
地
で
あ
る
グ
ア
ダ
ル

ー
ペ
寺
院
に
は
、
二
〇
〇
七
年
、
旧
寺
院
内
に
新
し
く
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
た
ほ
か
、
逝
去
後
七
年
を
経
た
二
〇
一
二
年
一

二
月
の
時
点
で
も
、
寺
院
へ
の
巡
礼
者
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
旗
に
描
か

れ
、
市
販
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾
る
の
は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一
六
世
で
は
な

く
、
決
ま
っ
て
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
姿
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
メ
キ
シ
コ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
メ
キ

シ
コ
人
高
位
聖
職
者
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
先
住
民
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
の

列
聖
を
、
二
〇
〇
二
年
の
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
最
後
の
訪
問
の
際
に

実
現
さ
せ
た
も
の
の
、
列
聖
式
で
公
開
さ
れ
た
公
式
像
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

に
近
い
像
で
あ
っ
た
と
い
う
明
ら
か
な
矛
盾
は
、
人
々
の
強
い
反
発
を
招

い
た
。
新
た
に
結
成
し
た
先
住
民
福
音
グ
ル
ー
プ
の
広
報
活
動
を
通
し

て
、
列
聖
さ
れ
た
の
が
先
住
民
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
彼
ら
の
現
状
に

目
を
向
け
る
べ
き
と
し
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
寺
院
長
に
よ
る
マ
リ
ア
広

場
建
設
の
た
め
の
献
金
着
服
が
発
覚
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
寺
院
長

に
先
導
さ
れ
て
い
た
先
住
民
福
音
グ
ル
ー
プ
の
活
動
も
、
そ
れ
ま
で
の
よ

う
な
活
発
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
着
服
を
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
一
六
世
に
密
告
し
た
司
教
座
参
事
会
員
の
謎
の
死
へ
の
関
与
ま
で
疑
わ

れ
る
事
態
と
な
り
、
こ
の
年
の
一
二
月
を
も
っ
て
寺
院
長
は
辞
任
、
そ
の

後
三
か
月
間
グ
ア
ダ
ル
ー
ペ
寺
院
の
月
刊
誌
は
休
刊
と
な
り
、
二
〇
一
一

年
四
月
に
寺
院
の
新
体
制
が
発
表
さ
れ
た
。
聖
人
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
を
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適
応
の
回
路
と
し
て
の
在
日
ム
ス
リ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

川
﨑
の
ぞ
み

　

本
発
表
の
目
的
は
、
全
国
的
な
モ
ス
ク
の
広
が
り
と
在
日
ム
ス
リ
ム
の

社
会
的
属
性
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
関
を
検
討
し
、
そ
の
も
た
ら
す
も
の

が
い
か
に
彼
ら
の
社
会
的
基
盤
の
形
成
に
寄
与
し
て
き
た
か
を
考
察
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
、
日
本
国
内
に
は
お
よ
そ
七
〇
の
モ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
バ
ブ
ル

期
以
降
に
来
日
し
た
南
・
東
南
ア
ジ
ア
出
身
の
在
日
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
モ

ス
ク
の
設
立
に
は
、
主
に
パ
キ
ス
タ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
出
身
の
労
働

者
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

設
立
初
期
の
九
〇
年
代
に
は
、
地
域
の
ム
ス
リ
ム
が
寄
付
を
出
し
合
い
、

数
千
万
円
程
度
の
資
金
を
貯
め
て
土
地
・
建
物
を
取
得
し
た
も
の
が
多

い
。
中
で
も
関
東
を
中
心
に
、
宗
教
法
人
格
を
持
つ
団
体
が
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
資
金
的
・
人
的
動
員
力
を
発
揮
し
、
複
数
の
モ
ス
ク
を

持
つ
事
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
複
数
の
モ
ス
ク
を
持
つ
団
体
は
、
い

ず
れ
も
パ
キ
ス
タ
ン
人
が
中
心
で
日
本
人
を
妻
と
す
る
人
も
多
い
。
結
婚

は
パ
キ
ス
タ
ン
人
男
性
に
と
っ
て
滞
在
資
格
安
定
の
最
も
確
実
な
方
法
で

も
あ
り
、
家
族
と
し
て
日
本
で
定
住
し
て
い
く
た
め
に
も
モ
ス
ク
が
必
要

と
さ
れ
て
き
た
背
景
が
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
モ
ス
ク
の
数
は

急
増
す
る
。
こ
う
し
た
滞
在
資
格
の
安
定
も
あ
り
、
日
本
で
起
業
す
る

人
々
が
増
え
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
起
業
者
は
二

〇
一
一
年
に
は
六
三
四
社
に
及
び
、
中
古
車
関
連
業
者
は
そ
の
六
割
を
占

め
、
そ
の
う
ち
四
分
の
三
は
関
東
に
集
中
し
て
お
り
、
関
東
で
の
モ
ス
ク

の
広
が
り
と
一
致
す
る
。
一
部
の
「
成
功
し
た
ム
ス
リ
ム
」
が
増
加
し
た

こ
と
で
、
彼
ら
か
ら
大
口
の
寄
付
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
モ
ス
ク
は

急
増
し
た
の
で
あ
る
。
中
古
車
関
連
業
者
へ
の
集
中
は
、
モ
ス
ク
で
の
交

友
関
係
か
ら
開
業
・
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
と
い
う
形
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
一
因
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
モ
ス
ク
で
の
活
動
や
日
常
生
活
に
み
ら
れ
る
「
敬
虔
さ
」
に
対

す
る
信
用
も
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な
担
保
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
の
モ
ス
ク
急
増
は
中
古
車
業
を
中
心
と
す
る
パ

キ
ス
タ
ン
人
の
経
済
的
基
盤
の
確
立
と
拡
充
と
い
う
経
済
的
資
本
の
蓄
積

と
、
モ
ス
ク
で
の
社
会
関
係
資
本
の
好
循
環
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。

　

し
か
し
近
年
、
地
方
に
お
け
る
留
学
生
を
主
体
と
す
る
モ
ス
ク
の
増
加

が
顕
著
で
あ
る
。
全
国
の
大
学
ご
と
の
留
学
生
グ
ル
ー
プ
は
ム
ス
リ
ム
留

学
生
協
会
の
地
域
支
部
と
さ
れ
、
現
状
で
は
全
国
を
網
羅
す
る
唯
一
の
ム

ス
リ
ム
組
織
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
留
学
生
モ
ス
ク
に
は

中
東
諸
国
・
東
南
ア
ジ
ア
出
身
の
大
学
留
学
生
や
研
修
生
が
多
い
。
留
学

生
グ
ル
ー
プ
は
資
金
力
に
乏
し
く
、
人
の
入
れ
替
わ
り
も
激
し
い
が
モ
ス

ク
を
求
め
る
人
々
は
常
に
居
続
け
る
。
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
と
言
語
を
用
い

た
広
報
や
、
国
内
外
で
の
進
学
や
就
職
を
通
じ
た
移
動
で
広
が
る
人
脈
と

い
っ
た
人
的
・
社
会
的
資
本
を
活
用
し
、
ま
た
長
期
休
暇
を
利
用
し
て
他

地
域
の
モ
ス
ク
へ
の
「
遠
征
」
を
行
い
、
寄
付
を
募
り
、
早
期
に
達
成
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
日
本
国
内
に
お
け
る
モ
ス
ク
に
は
、
パ
キ
ス
タ

ン
人
を
中
心
と
す
る
都
市
部
の
労
働
者
と
地
方
の
大
学
留
学
生
た
ち
に
よ

第
四
部
会
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イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
、
人
類
に
と
っ
て
最
後
の
最
高
の
啓
示
で
あ
る
ク
ル

ア
ー
ン
に
つ
い
て
も
、「
無
効
」
と
い
う
概
念
を
容
認
す
る
立
場
を
と
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
判
断
が
ク
ル
ア
ー
ン
よ
り
時
間
的
に
前
に
啓
示
さ
れ
た

モ
ー
セ
の
ト
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
の
は
、
当
然
か
も
し
れ
な

い
。
つ
ま
り
、
後
か
ら
啓
示
さ
れ
た
啓
典
（
ク
ル
ア
ー
ン
）
は
先
の
啓
示

（
ト
ー
ラ
ー
や
福
音
書
）
を
無
効
に
す
る
か
、
改
訂
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
は
「
神
が
心
変
わ

り
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
、
あ
り
え
な
い
」
と
し
て
、
ク
ル
ア
ー

ン
も
福
音
書
も
、
神
か
ら
の
啓
示
と
し
て
認
め
な
い
立
場
を
と
っ
て
い

る
。

　

本
発
表
で
は
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
学
派
の
二
人
の
神
学
者
、
シ
ャ
フ
ラ
ス

タ
ー
ニ
ー
（
一
一
五
三
年
没
）、
と
バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ー
（
一
〇
一
三
年

没
）、
ス
ペ
イ
ン
で
活
躍
し
た
文
学
者
・
法
学
者
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ズ
ム

（
一
〇
六
四
年
没
）
と
い
う
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
前
後
し
て
生
き
た
学
者
に

よ
る
ユ
ダ
ヤ
教
に
つ
い
て
の
見
解
や
立
場
を
検
討
す
る
。

　

シ
ャ
フ
ラ
ス
タ
ー
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
リ
ー
ア
、
つ
ま
り
律
法
ト
ー

ラ
ー
は
、
神
が
モ
ー
セ
に
戒
律
と
言
葉
を
与
え
た
時
点
で
完
成
し
た
も
の

で
、
彼
の
後
に
は
、
新
し
い
律
法
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒

は
、
律
法
は
神
が
完
成
し
た
も
の
を
モ
ー
セ
に
与
え
た
の
で
あ
り
、
そ
も

そ
も
律
法
の
無
効
は
不
可
能
で
あ
り
、
作
り
直
す
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る

と
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
、
シ
ャ
フ
ラ
ス
タ
ー
ニ
ー
は
、

ユ
ダ
ヤ
教
の
ト
ー
ラ
ー
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
書
の
特
徴
を
検
証
し
な

が
ら
、
律
法
が
モ
ー
セ
や
イ
エ
ス
の
継
承
者
た
ち
に
伝
達
さ
れ
る
過
程
で

誤
謬
が
紛
れ
こ
ん
だ
と
判
断
し
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
以
前
に
啓
示
さ
れ
た
ト

ー
ラ
ー
や
福
音
書
の
無
効
の
正
統
性
を
主
張
し
て
い
る
。

る
も
の
の
二
つ
の
流
れ
が
見
て
取
れ
る
。
前
者
が
定
住
化
と
経
済
的
上
昇

を
背
景
に
都
市
部
で
モ
ス
ク
を
増
や
し
、
後
者
が
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

資
金
を
活
用
し
、
全
国
に
広
が
る
留
学
生
組
織
を
通
じ
て
地
方
に
も
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
き
た
。
定
住
す
る
労
働
者
が
中
心
の
モ
ス
ク
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
教
育
な
ど
日
本
で
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
重

視
し
、
一
方
留
学
生
に
は
日
本
で
の
留
学
生
活
や
就
職
の
た
め
の
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
の
生
活
へ
の
適
応
に
繋
げ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
人
や
カ
ネ
の
移
動
を
通
し
た
人
的
・
社
会
的
資
本
の
や
り

と
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
緊
密
化
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
に
く
い

日
本
の
ム
ス
リ
ム
社
会
の
集
団
的
な
ニ
ー
ズ
を
カ
バ
ー
し
あ
っ
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
の
ユ
ダ
ヤ
教
理
解

塩
尻　

和
子

　

ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
同
じ
系
統
の
聖
典
を
共
有
す
る
と
し

て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
こ
の
二
宗
教
の
信
徒
（
サ
ー
ビ
ア
教
徒
な
ど
も
含
ま

れ
る
が
）
を
「
啓
典
の
民
」
と
呼
び
、
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
下
で
は
保
護
民

と
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
二
宗
教
の
相
克
の
中
で
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
に
お
い
て
、
も
っ

と
も
激
し
い
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
、
つ
ま
り

ト
ー
ラ
ー
の
資
質
に
対
す
る
論
争
で
あ
る
。
ク
ル
ア
ー
ン
で
は
、
時
間
的

に
み
て
後
に
啓
示
さ
れ
た
章
句
の
意
味
や
命
令
が
、
先
に
啓
示
さ
れ
た
章

句
と
矛
盾
し
た
り
否
定
し
た
り
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
場
合
に
は
、
先

の
啓
示
は
後
の
啓
示
に
よ
っ
て
「
無
効
（naskh

）」
に
さ
れ
る
と
い
う

解
釈
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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伝
承
と
禁
欲
主
義
（
ズ
フ
ド
）
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

加
藤　

瑞
絵

　

ム
ハ
ン
マ
ド
没
後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
に
現
わ
れ
て
く
る
禁
欲
家

は
、
古
い
時
代
ほ
ど
、
同
時
に
伝
承
家
と
し
て
伝
承
を
学
び
伝
え
る
活
動

に
も
携
わ
り
、
伝
承
家
人
名
事
典
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
し
て
、
禁
欲
主
義
の
著
作
『
禁
欲
の
書
』（
複
数
の
同
名
著
作
が
残
さ

れ
て
い
る
）
は
、
著
者
の
見
解
を
は
さ
む
こ
と
な
し
に
、
幾
つ
も
の
伝
承

を
列
挙
し
た
伝
承
集
で
あ
る
。
ま
た
、
禁
欲
主
義
を
一
つ
の
母
胎
と
し
て

成
立
す
る
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
タ
サ
ウ
ウ
フ
）
に
お
い
て

も
、
伝
承
は
多
く
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
禁
欲
主
義
と
ス
ー
フ
ィ
ズ

ム
の
関
係
性
を
解
明
す
る
上
で
、
伝
承
は
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
関
心
の
も
と
、
ア
ブ
ー
・
シ
ャ
イ
フ
（
九
七
九
年

没
）
の
伝
承
集
『
威
厳
の
書
』
を
題
材
と
し
て
を
報
告
を
行
な
っ
た
。

　
『
威
厳
の
書
』
は
、
自
然
界
に
顕
れ
た
神
の
徴
（āyah

）
に
関
す
る
伝

承
を
多
く
集
め
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
伝
承
集
で
あ
る
。
本
書
は
、
イ
ス
ラ
ー

ム
思
想
史
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
る
ガ
ザ
ー
リ
ー
（
一
一
一
一
年
没
）
の

主
著
『
宗
教
諸
学
の
再
興
』
第
四
部
第
九
書
「
瞑
想
の
書
」
に
影
響
を
与

え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、
禁
欲

主
義
や
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
関
連
よ
り
も
、
自
然
学
や
博
物
学
と
の
関
連

で
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
本
書
の
中
に
は
、
著
名
な
禁
欲
家

や
ス
ー
フ
ィ
ー
の
言
行
、
彼
ら
の
修
行
論
と
も
類
似
し
た
内
容
を
伝
え
る

伝
承
も
見
ら
れ
る
。
特
に
そ
う
し
た
伝
承
が
多
い
第
一
、
三
、
四
九
章
に

つ
い
て
、
伝
承
の
語
り
手
で
あ
る
人
物
が
①
伝
承
家
と
し
て
伝
承
家
人
名

事
典
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
②
ス
ー
フ
ィ
ー
や
聖
者
と
し
て
ス
ー
フ
ィ

ー
列
伝
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
た
。
そ
の
際
、
預
言
者
ム
ハ
ン

　

バ
ー
ッ
キ
ラ
ー
ニ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
教
に
対
す
る
態
度
は
、
比
較
的
柔
軟
で

あ
る
。
モ
ー
セ
の
律
法
は
正
し
く
受
容
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
伝
達
の
過

程
で
、
誤
謬
が
生
じ
て
き
た
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
理
性
的
に
見
れ

ば
、
啓
示
の
無
効
化
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
説
を
紹
介
し
て
い
る
点
も
興

味
深
い
。

　

イ
ブ
ン
・
ハ
ズ
ム
の
見
解
は
、
バ
ー
ッ
キ
ラ
ー
ニ
ー
と
異
な
る
立
場
で

は
な
い
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
モ
ー
セ
に
啓
示
さ
れ
た
ト
ー
ラ
ー
が
、

ヨ
シ
ュ
ア
に
引
き
継
が
れ
、
エ
ズ
ラ
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
る
過
程
で
変
容

し
て
き
た
こ
と
を
、
詳
細
に
検
討
し
て
お
り
、
エ
ズ
ラ
に
つ
い
て
新
た
に

意
図
的
に
ト
ー
ラ
ー
を
書
き
換
え
た
偽
造
者
で
あ
る
と
さ
え
決
め
つ
け
て

い
る
。
さ
ら
に
イ
ブ
ン
・
ハ
ズ
ム
は
「
神
が
何
か
を
変
え
な
い
と
考
え
る

こ
と
は
間
違
い
で
あ
り
、
啓
示
も
唯
一
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
、
ト
ー
ラ
ー
自
体
の
中
に
も
、「
変
更
」
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

と
反
論
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
三
人
の
学
者
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
ト
ー
ラ
ー
に
対
す
る
批
判

的
立
場
は
、
直
接
、
旧
約
聖
書
を
研
究
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
恐
ら
く
身
近
に
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
か
ら
質
疑
応
答
の
形
で
聞
き

取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
こ
こ
に
は
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
か
ら
収
集
し
た
情
報
を
、
で
き

る
だ
け
正
確
に
書
き
残
そ
う
と
す
る
努
力
が
み
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
中
世
の
神
学
者
た
ち
の
他
宗
教
観
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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流
・
学
問
分
野
に
お
い
て
、「
禁
欲
家
」
と
み
な
さ
れ
る
人
物
が
い
か
に

一
致
し
、
ま
た
異
な
る
の
か
、「
禁
欲
家
」
の
定
義
に
つ
い
て
も
、
さ
ら

な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
禁
欲
」
と
い
う
徳
は
、
ス
ー
フ

ィ
ズ
ム
以
外
に
様
々
な
領
域
で
も
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
広
く
イ

ス
ラ
ー
ム
的
な
価
値
と
し
て
の
禁
欲
に
も
目
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
憲
法
と
イ
ス
ラ
ー
ム

外
川　

昌
彦

　

本
報
告
で
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
政
治
の
関

係
を
、
特
に
一
九
七
二
年
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
憲
法
に
お
け
る
国
家
原
則

の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
原
則
の
変
遷
を
通
し
て
検
証
す

る
。
一
九
七
二
年
憲
法
の
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
原
則
は
、
ジ
ア
ウ
ル
・
ラ
フ

マ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
一
九
七
七
年
に
削
除
さ
れ
、
代
わ
り
に
イ
ス
ラ
ー

ム
の
原
則
が
挿
入
さ
れ
る
が
、
最
高
裁
の
裁
定
に
よ
っ
て
二
〇
一
〇
年
七

月
に
は
、
こ
の
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
原
則
が
回
復
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
を
辿

っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
歴
史
は
、
一
九
四
七
年
に
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
の
理
念
に
基
づ
く
パ
キ
ス
タ
ン
が
イ
ン
ド
か
ら
分
離
独
立
し
、
ま

た
一
九
七
一
年
に
は
、
そ
の
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
宗
教
に
よ
ら
な
い
ベ
ン
ガ

ル
人
と
い
う
民
族
意
識
に
基
づ
く
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
独
立
す
る
の
で
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
は
二
重
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
作
用
し
、
こ
の

二
つ
の
間
を
振
り
子
の
よ
う
に
揺
ら
い
で
き
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
確

か
に
、
独
立
の
経
緯
か
ら
見
る
と
、
イ
ン
ド
か
ら
の
分
離
独
立
と
パ
キ
ス

タ
ン
と
の
独
立
戦
争
と
い
う
歴
史
的
契
機
は
対
照
的
で
あ
る
が
、
し
か

マ
ド
と
著
名
な
教
友
は
除
外
し
、
後
継
者
世
代
以
降
の
人
物
を
取
り
上
げ

た
。
①
に
関
し
て
は
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
（
一
四
四
九
年
没
）
の
人
名

事
典
を
主
に
参
照
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
ス
ラ
ミ
ー
（
一
〇
二
一
年
没
）、

カ
ラ
ー
バ
ー
ズ
ィ
ー
（
九
九
四
―
五
年
没
）、
ア
ブ
ー
・
ヌ
ア
イ
ム
（
一

〇
三
八
年
没
）
の
列
伝
を
参
照
し
た
。
ア
ブ
ー
・
ヌ
ア
イ
ム
が
著
し
た

『
聖
者
た
ち
の
飾
り
』
は
、
同
様
の
著
作
の
中
で
は
最
も
浩
瀚
な
も
の
で

あ
り
、
加
え
て
、
彼
は
ア
ブ
ー
・
シ
ャ
イ
フ
の
弟
子
で
も
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
四
四
名
中
、
四
一
名
が
「
伝
承
家
」
と
し
て
伝
承
家
人
名

事
典
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
約
七
割
の
人
物
が
「
聖
者
」
と
し
て

ア
ブ
ー
・
ヌ
ア
イ
ム
の
列
伝
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
没

年
を
見
る
と
、
全
て
七
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
中
頃
に
没
し
た
人
物
で
あ

り
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
伝
承
家
と
し
て
も
活
動
し
た
禁
欲
家
の
割
合
が

高
い
世
代
と
一
致
す
る
。
ま
た
一
方
で
、
伝
承
家
人
名
事
典
の
中
で
「
禁

欲
家
で
あ
っ
た
」、「
崇
拝
者
（
禁
欲
家
と
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
名

称
）
で
あ
っ
た
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
て
も
、
ス
ー
フ
ィ
ー
列
伝
に
採
録

さ
れ
て
い
な
い
人
物
も
見
ら
れ
た
。

　

ス
ー
フ
ィ
ー
や
聖
者
と
み
な
さ
れ
た
人
物
の
言
行
を
伝
え
る
伝
承
を
実

際
に
含
ん
で
い
る
点
で
、『
威
厳
の
書
』
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
い
う
個
人

の
思
想
家
へ
の
影
響
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
流
れ
の
中

に
位
置
付
け
う
る
著
作
で
あ
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
そ
れ
ら
の
人
物
は
、
ス

ー
フ
ィ
ズ
ム
の
理
論
や
重
要
概
念
が
形
成
さ
れ
る
九
世
紀
中
頃
〜
十
世
紀

中
頃
よ
り
も
以
前
の
人
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
物
の
言
行
が
ス
ー
フ
ィ

ズ
ム
の
思
想
・
理
論
形
成
に
影
響
を
与
え
た
の
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
後

代
の
人
物
が
敬
虔
な
先
達
に
仮
託
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
。
今
後
よ
り
多

く
の
事
例
を
検
証
し
つ
つ
、
考
え
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
異
な
る
思
想
潮
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特
に
人
々
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
政
治
指
導
者
を
「
戦
争
協
力
者
」
と

し
て
非
難
し
た
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
イ
ス
ラ
ー
ム
そ
の
も
の
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
、
マ
ド
ラ
サ
団
体
な
ど

の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
擁
護
す
る
人
々
と
鋭
く
対
立
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
イ

ス
ラ
ー
ム
へ
の
脅
威
と
捉
え
た
人
々
は
、
こ
の
運
動
を
「
無
神
論
者
」
に

よ
る
も
の
と
非
難
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
報
告
で
は
、
こ
の
民
衆
運
動
に
お
け
る
「
戦
争
協
力
者
」（
パ

キ
ス
タ
ン
か
ら
の
独
立
の
否
定
）
と
い
う
批
判
が
、
そ
れ
に
対
抗
す
る

「
無
神
論
者
」（
パ
キ
ス
タ
ン
建
国
の
理
念
の
否
定
）
と
い
う
批
判
と
裏
表

の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
と
い

う
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
二
重
に
拘
束
さ
れ
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

ル
的
状
況
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

最
終
的
に
報
告
で
は
、
以
上
の
三
つ
の
観
点
を
通
し
て
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
独
立
運
動
の
二
つ
の
理
念
を
、
二
者
択
一

的
な
関
係
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
国
民
文
化
を
形
成
し
て
ゆ
く
過
程
と
し

て
捉
え
直
し
て
ゆ
く
可
能
性
を
検
証
す
る
。

食
が
人
を
つ
な
ぐ
時 

│
│ 

ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
断
食
と
共
食 

│
│八

木
久
美
子

　

本
発
表
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
暦
の
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
固
有
の
食
行
動
が
、
神

と
人
間
の
関
係
を
強
化
す
る
働
き
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
の
文

脈
の
な
か
で
人
と
人
を
つ
な
ぐ
重
要
な
手
立
て
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
は
、
イ
ス
ラ
ム
暦
の
月
の
な

か
で
最
も
聖
性
の
高
い
月
で
あ
り
、
斎
戒
の
月
と
さ
れ
、
日
の
出
か
ら
日

没
ま
で
の
断
食
が
行
な
わ
れ
る
一
方
、
日
没
後
の
時
間
に
限
定
す
る
と
、

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
の
出
来
な
い
問
題
も
現
在
で
は
見
ら
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
三
つ
の
事
例
か
ら
、
こ
の
問
題
を

検
討
す
る
。

（
１

）「
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
と
「
再
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
宗
教
と
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
時
の
政
権
に

よ
る
宗
教
の
政
治
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
イ
ス
ラ
ー
ム

化
」
の
過
程
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
よ
り
歴
史
的
・
文
化
的
な

文
脈
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、
そ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
支
持
す
る
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
民
衆
の
宗
教
的
基
盤
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
の
伝
統
が
人
々

に
共
有
さ
れ
て
い
る
社
会
で
、
改
め
て
人
々
が
そ
れ
を
意
識
的
に
自
覚
し

て
ゆ
く
と
い
う
意
味
で
は
、
近
代
に
お
け
る
、「
再
イ
ス
ラ
ー
ム
化
」
の

問
題
が
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
２

）
憲
法
の
宗
教
規
定
の
変
遷

　

世
俗
性
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
憲
法
の
セ
キ
ュ
ラ
リ

ズ
原
則
は
、
成
立
、
削
除
、
回
復
と
い
う
経
緯
を
た
ど
る
。
そ
れ
は
、
内

政
的
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
へ
の
政
治
的
妥
協
や
牽
制
の
結
果
で
は
あ
る

が
、
し
か
し
、
こ
う
し
て
回
復
さ
れ
る
「
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
」
は
、
当
初

の
理
念
と
同
じ
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
、
独
立
戦
争
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
二
つ
の
国
民

的
な
理
念
の
関
係
を
、
改
め
て
問
い
直
す
こ
と
に
も
結
び
付
く
だ
ろ
う
。

（
３

）
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
二
重
拘
束

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
、
独
立
戦
争
で
パ
キ
ス

タ
ン
軍
に
協
力
し
、
多
く
の
犠
牲
者
を
生
ん
だ
戦
争
協
力
者
へ
の
処
罰
を

求
め
る
国
民
運
動
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
こ
の
シ
ャ
ハ
バ
グ
運
動
で
は
、



233　　

第４部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

復
興
現
象
が
社
会
に
浸
透
し
き
っ
た
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
七
十
年
代

な
か
ば
に
始
ま
っ
た
開
放
経
済
の
結
果
、
拡
大
し
た
経
済
格
差
が
固
定
化

さ
れ
た
時
代
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
人
々
の
あ
い
だ
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ

る
と
い
う
意
識
が
強
く
な
る
一
方
、
社
会
レ
ベ
ル
で
の
イ
ス
ラ
ム
の
再

生
、
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ム
に
よ
る
社
会
の
再
統
合
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

た
時
代
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
・
テ
ー
ブ
ル

は
、
断
食
を
実
践
す
る
共
同
体
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ム
の
説
く
相
互
扶
助
の

精
神
が
生
き
る
社
会
の
存
在
を
目
に
見
え
る
形
で
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
重
要
な
の
は
、
イ
フ
タ
ー
ル
と
共
食
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
食
事

の
時
間
に
規
制
が
か
か
る
こ
の
月
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
食
事
の
時

間
が
そ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
家
族
や
友
人
が
食
事
を
共
に
す
る
こ
と
が

容
易
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
同
じ
食
卓
を
囲
ん
で
は
い
な
く
て

も
、
今
、
こ
の
時
に
自
分
と
同
じ
気
持
ち
で
食
事
を
し
て
い
る
人
々
が
い

る
と
い
う
感
覚
が
広
く
共
有
さ
れ
、
ま
さ
に
想
像
上
の
共
食
と
い
う
も
の

が
成
立
す
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
点
、
共
食
に
関
し
て
付
け
加
え
た
い
の
は
、
イ
フ
タ
ー

ル
と
い
う
食
事
が
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
も
結
び
付
け
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
イ
フ
タ
ー
ル
に
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
招
か
れ
る
の
は
ご
く
一
般
的
で

あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
イ

フ
タ
ー
ル
の
食
事
に
招
く
こ
と
も
あ
る
。
た
し
か
に
、
イ
フ
タ
ー
ル
と
い

う
食
事
は
、
断
食
な
し
に
は
あ
り
得
ず
、
そ
の
意
味
で
「
イ
ス
ラ
ム
的
」

な
実
践
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
は
イ
ス
ラ
ム
の
義
務
で
は
な
い
と
い
う
点

で
「
イ
ス
ラ
ム
的
」
実
践
で
は
な
い
と
い
う
見
方
も
同
時
に
成
立
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
イ
フ
タ
ー
ル
は
「
イ
ス
ラ
ム
的
」
で
あ
り
つ
つ
、
非
イ

ス
ラ
ム
教
徒
が
参
加
し
う
る
稀
有
な
空
間
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。

こ
の
月
は
飽
食
の
月
と
も
言
え
る
。
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
日
没
後
、
最
初
に

と
ら
れ
る
食
事
は
イ
フ
タ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
が
、
イ
フ
タ
ー
ル
の
食
卓
に

は
、
普
段
以
上
に
贅
沢
な
料
理
が
毎
日
大
量
に
並
ぶ
。
こ
う
し
た
一
見
矛

盾
と
も
思
わ
れ
る
現
象
の
意
味
を
考
え
て
い
く
。

　

ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
断
食
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
の
五
行
の

ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
四
つ
の
行
と
は
一
つ
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

そ
れ
は
ほ
か
の
四
つ
が
積
極
的
関
与
を
求
め
る
命
令
規
範
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
断
食
だ
け
は
禁
止
規
範
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
実
際
に
行
な
わ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
視
覚
的
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
で

あ
る
。
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
ミ
ド
・
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
そ
の
著
書
、『
宗
教
諸
学

の
復
興
』
の
な
か
で
「
断
食
は
神
に
し
か
見
え
な
い
行
為
だ
か
ら
こ
そ
」

と
い
う
言
い
方
で
断
食
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
断
食
を
、
人
間
と
神
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
実
践
で

は
な
く
、
断
食
を
共
に
実
践
す
る
人
々
の
あ
い
だ
に
共
同
体
意
識
を
生
み

出
す
た
め
の
も
の
と
捉
え
た
場
合
、
そ
の
可
視
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
イ
フ
タ
ー
ル
で
あ
る
。
イ
フ

タ
ー
ル
と
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
断
食
を
解
く
こ
と
」
を
意
味
す
る
が
、
こ

の
「
断
食
を
解
く
」
食
事
を
共
に
す
る
こ
と
で
共
に
断
食
し
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
、
目
に
見
え
な
い
実
践
で
あ
る
断
食
を
可
視
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
く
の
が
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
「
ラ
マ
ダ
ー
ン
・
テ
ー
ブ
ル
」
と
い
う
実
践
で
あ
る
。
こ
れ
は
道

路
脇
や
広
場
な
ど
開
か
れ
た
場
所
に
テ
ー
ブ
ル
を
出
し
、
訪
れ
る
者
を
誰

で
も
迎
え
入
れ
、
無
料
で
イ
フ
タ
ー
ル
の
食
事
を
ふ
る
ま
う
と
い
う
も
の

で
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
に
盛
ん
に
な
る
施
し
、
慈
善
の
一
形
態
で
あ
る
。
こ

の
現
象
が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
九
十
年
代
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
イ
ス
ラ
ム
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に
出
現
す
る
用
語
で
は
な
い
。

　

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
で
は
、yyeled

は
「
子
ど
も
」
を
指
す
用
語
の
中

で
は
、
比
較
的
言
及
回
数
が
多
い
。
そ
の
用
法
を
見
る
と
、
子
ど
も
の
生

命
に
関
わ
る
重
大
事
件
で
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
創
世
記
三

一
章
中
の
荒
野
を
放
浪
す
る
ハ
ガ
ル
と
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
の
場
面
で
は
、
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
場
面
で
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
にyyeled

が
用
い
ら
れ
る
。

親
族
関
係
を
超
え
て
、
単
体
の
一
人
の
「
子
ど
も
」yyeled

と
し
て
、

神
が
向
き
合
う
姿
を
強
調
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

紀
元
前
後
成
立
と
考
え
ら
れ
る
タ
ル
グ
ム
（
ア
ラ
ム
語
訳
聖
書
）
オ
ン

ケ
ロ
ス
で
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
で
のyyeled

を
全
て
、
別
の
語
根
の

単
語
に
訳
し
分
け
て
い
る
。
右
の
創
世
記
三
一
章
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ケ

ロ
ス
で
は
、「
子
ど
も
」
は
す
べ
てrav

eya ’

に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、yyeled

が
家
族
関
係
の
「
子
」
で
あ
るben

に
訳
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
オ
ン
ケ
ロ
ス
は
、「
子
」「
子
ど
も
」
に
敏
感
で
あ
る
。

　

ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
時
代
（
主
と
し
て
タ
ナ
イ
ー
ム
・
ア
モ
ラ
イ
ー
ム
時

代
）
文
献
で
の
新
し
い
用
語
と
し
て
、tinoq

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

広
範
な
年
代
層
の
子
ど
も
を
指
す
用
語
で
あ
る
。yyeled

も
登
場
す
る

が
言
及
回
数
は
少
な
い
。
加
え
て
、tinoq

は
、
学
校
、
学
び
、
に
関
わ

る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の
日
常
が
彷
彿
さ
れ
る
よ
う
な
情
景
も

挿
入
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
関
係
性
抜
き
で
、
単
独
の
形
で
登
場
す
る
。
こ

こ
に
お
い
て
、tinoq

と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
、「
子
」
の
よ
う
に
大
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
は
な
く
、「
子
ど
も
」
自
身
が
単
独
の
存
在
と
し
て
、

よ
り
具
体
的
な
社
会
の
中
で
の
子
ど
も
像
が
、
編
纂
者
で
あ
る
ラ
ビ
た
ち

の
視
野
に
入
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
法
的
文
書
の
中
で
も
、

年
少
者qatan
と
い
う
用
語
が
定
着
す
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
子
ど
も
観
の
変
遷

勝
又　

悦
子

　

Ph
・
ア
リ
エ
ス
『〈
子
供
〉
の
誕
生
』
に
よ
っ
て
、「
子
ど
も
」
が
、
歴

史
学
、
社
会
学
の
テ
ー
マ
と
し
て
言
わ
ば
発
見
さ
れ
て
か
ら
久
し
い
が
、

宗
教
学
、
中
で
も
、
聖
典
解
釈
、
文
献
学
に
お
い
て
「
子
ど
も
」
が
語
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
れ
は
、
多
く
の
聖
典
、
現
代
に
残
る
文
献
の
伝

承
、
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
成
人
男
性
で
あ
り
、「
子
ど
も
」
を
論

じ
る
資
料
が
少
な
い
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
ん
な

宗
教
で
も
、
存
続
の
た
め
に
、
次
世
代
の
存
在
で
あ
る
「
子
ど
も
」
を
取

り
込
む
必
要
が
あ
る
。
宗
教
に
お
い
て
必
要
で
あ
り
な
が
ら
、
周
縁
的
存

在
で
あ
る
子
ど
も
へ
の
視
点
は
、
そ
の
宗
教
が
想
定
す
る
人
間
社
会
の
構

図
に
か
か
わ
る
。
本
稿
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
に
お
い
て
「
子
ど
も
」
に

関
す
る
用
語
の
分
析
を
通
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
が
「
子
ど
も
」
を
捉
え
る
視

点
の
変
化
を
探
る
。

　
「
子
ど
も
」
に
関
す
る
様
々
な
用
語
の
用
法
を
検
証
す
る
過
程
で
、
ま

ず
、
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
家
族
関
係
の
中
の
「
子
」
で
あ
るben

息

子
、bat

娘
と
、
属
性
と
し
て
の
「
子
ど
も
」
は
別
個
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

あ
る
こ
と
だ
。
全
て
の
資
料
に
お
い
て
、ben, bat

は
多
数
言
及
さ
れ
、

殆
ど
の
場
合
、
親
子
、
家
族
、
部
族
関
係
な
ど
、
様
々
な
関
係
性
の
中
で

言
及
さ
れ
る
。
文
法
的
に
は
、
連
語
形
で
あ
っ
た
り
、
所
有
の
人
称
接
尾

辞
を
伴
う
。
他
方
、
様
々
な
「
子
ど
も
」
用
語
は
、
系
譜
的
な
関
係
性
抜

き
に
、
単
独
の
形
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
自
体
の
存
在
と
し

て
、
属
性
と
し
て
の
年
少
状
態
を
指
す
用
語
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
そ
し
て
、「
子
ど
も
」
を
指
す
用
語
の
中
で
も
、
現
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語

で
は
最
も
一
般
的
と
思
わ
れ
るyyeled

は
、
中
世
ま
で
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
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張
す
る
。
こ
の
痛
み
の
経
験
が
人
間
を
満
た
さ
れ
な
い
開
か
れ
た
郷
愁
の

旅
へ
導
き
、
時
間
上
を
移
動
す
る
「
あ
の
世
の
よ
う
に
ど
こ
で
も
な
い
と

こ
ろ
」
に
向
か
わ
せ
る
。

　

し
か
し
、
注
意
深
く
読
む
と
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
「
あ
の
世
の

よ
う
に
ど
こ
で
も
な
い
と
こ
ろ
」
を
二
つ
に
分
け
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
個
人
的
な
「
取
り
消
せ
な
い
も
の
」
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
ま
ず
「
郷
愁
の
真
の
対
象
が
現
存
に
対
す
る
不
在
で
は
な
く

現
在
と
の
関
係
に
お
け
る
過
去
で
あ
る
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ

の
言
及
に
注
目
す
る
。
彼
は
郷
愁
の
真
の
対
象
を
「
現
在
と
の
関
係
に
お

け
る
過
去
」
と
見
な
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
は
時
間
の
不
可
逆
性

の
確
実
さ
と
そ
れ
に
よ
る
対
象
の
変
化
と
い
う
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
人

は
時
間
が
不
可
逆
的
で
あ
る
こ
と
で
変
化
し
て
い
く
が
、
そ
れ
ゆ
え
時
間

の
中
に
各
瞬
間
を
残
す
。
彼
は
時
間
の
中
に
残
さ
れ
た
各
瞬
間
を
「
取
り

消
せ
な
い
も
の
（l ’irrévocable

）」
と
呼
び
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
す

る
。
取
り
消
せ
な
い
も
の
と
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
も
の
が
「
あ
っ
た
」

と
い
う
こ
と
（quod

）
や
、
か
つ
て
為
し
た
こ
と
を
「
し
た
」
と
い
う

こ
と
（quod

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
過
去
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
取
り
消
せ
な
い
も
の
と
は
、
郷
愁
の
真
の
対
象
と
見
な

さ
れ
る
「
現
在
と
の
関
係
に
お
け
る
過
去
」
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　

だ
が
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、「
す
べ
て
の
人
間
の
真
の
祖
国
が

終
末
論
の
祖
国
、
あ
ら
ゆ
る
希
望
の
果
て
に
位
置
す
る
天
上
の
エ
ル
サ
レ

ム
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
の
主
張
に
よ
っ
て
明

ら
か
と
な
る
の
が
、「
あ
の
世
の
よ
う
に
ど
こ
で
も
な
い
と
こ
ろ
」
の
一

つ
で
あ
る
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
さ
ま
よ
う
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
エ
ル
サ
レ
ム
は
生
ま
れ
育

　

だ
が
、
子
ど
も
の
性
質
を
無
暗
に
評
価
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、「
子

ど
も
」
が
、
神
的
存
在
に
並
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
神
的
存
在

が
、「
子
ど
も
」
に
関
わ
る
用
語
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。「
子
ど

も
」
は
あ
く
ま
で
も
人
間
、
あ
る
い
は
動
物
の
「
子
ど
も
」
で
あ
る
。
こ

れ
よ
り
逆
に
、
同
時
代
の
新
約
聖
書
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
祈
禱
文
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
な
「
父
」
と
「
子
・
息
子
」
の
関
係
で
、
神
と
イ
エ
ス
、
あ

る
い
は
神
と
人
間
が
語
ら
れ
る
の
は
、
単
に
表
現
を
借
り
て
い
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
背
景
に
二
者
の
強
い
関
係
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
郷
愁
論

│
│ 「
真
の
祖
国
」
を
中
心
に
し
て 
│
│

奥
堀
亜
紀
子

　

ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
（
一
九
〇
三
―
一
九
八
五
）

は
ユ
ダ
ヤ
系
ロ
シ
ア
人
の
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
晩
年
に
『
不

可
逆
的
な
も
の
と
郷
愁
』（
一
九
七
四
）
と
い
う
著
作
を
出
版
し
て
い
る
の

だ
が
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
彼
は
、
郷
愁
を
「
閉
ざ
さ
れ
た
郷
愁
（nos-

talgie close

）」
と
「
開
か
れ
た
郷
愁
（nostalgie ouverte

）」
に
区
別

し
て
い
る
。
彼
が
閉
ざ
さ
れ
た
郷
愁
を
も
っ
て
批
判
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
旅
人
が
空
間
上
の
祖
国
に
戻
る
こ
と
で
満
足
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ

る
。
だ
が
、
実
際
に
は
祖
国
出
発
か
ら
さ
ら
に
時
間
が
進
み
続
け
て
い
る

た
め
、
か
つ
て
見
た
故
郷
と
現
在
の
故
郷
の
間
に
は
差
異
が
生
じ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
現
実
に
お
い
て
、
彼
ら
が
時

間
の
不
可
逆
性
に
制
約
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
空
間
上
の
祖
国
に
帰
っ

て
も
満
足
す
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
痛
み
を
担
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
主
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よ
う
な
状
況
で
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
義
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
の
が
マ
イ
モ
ニ

デ
ス
（
一
一
三
五
―
一
二
〇
四
）
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ

教
に
お
い
て
は
、
組
織
立
っ
て
信
条
を
ま
と
め
た
も
の
は
存
在
し
な
か
っ

た
が
、
同
じ
一
神
教
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
を
否
定

す
る
カ
ラ
イ
派
と
い
っ
た
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
対
す
る
外
部
と
内
部
の
両
面
か

ら
の
否
定
的
反
応
を
受
け
、
徐
々
に
信
条
ら
し
き
も
の
が
生
ま
れ
、
最
終

的
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
そ
れ
ら
を
体
系
立
て
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
本

発
表
で
は
、
彼
が
ま
と
め
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
義
を
概
観
し
つ
つ
、
彼
が
目

指
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

イ
ザ
ヤ
書
六
十
章
二
十
一
節
の
「
あ
な
た
の
民
は
皆
、
主
に
従
う
者
と

な
り
、
と
こ
し
え
に
地
を
継
ぎ
、
わ
た
し
の
植
え
た
若
木
、
わ
た
し
の
手

の
業
と
し
て
輝
き
に
包
ま
れ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人

が
後
の
世
に
分
け
前
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
と
ミ
シ
ュ
ナ
ー
に
は
書
か

れ
て
い
る
。
で
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
『
迷
え
る
者
の
手
引
き
』
第
三
部

五
十
一
章
の
冒
頭
で
描
い
た
、
都
の
外
に
い
る
不
信
仰
者
と
は
一
体
誰
で

あ
ろ
う
か
。
都
の
中
に
居
る
も
の
の
、
異
端
的
信
仰
を
持
つ
者
と
は
ど
の

よ
う
な
信
仰
を
持
つ
者
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ザ
ヤ
書
に
あ
る
「
あ
な
た
の

民
」
と
は
誰
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
種
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
都
の
外
の
者
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
都
の
外
の
者
が

地
を
受
け
継
ぐ
と
は
考
え
に
く
い
。
異
端
の
考
え
を
持
つ
者
も
同
様
で
あ

ろ
う
。
で
は
「
あ
な
た
の
民
」
と
は
一
体
誰
な
の
か
。
こ
こ
で
は
、
ユ
ダ

ヤ
教
の
正
し
い
信
仰
を
持
つ
者
が
地
を
受
け
継
ぐ
と
考
え
た
い
。

　

で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
正
し
い
信
仰
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
マ
イ
モ
ニ
デ

ス
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
ー
註
解
』「
損
害
篇
・
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
巻
序
」
第
十
章

の
天
命
章
（Pereq H

eleq

）
の
最
後
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
十
三
の
信
仰
箇

っ
た
場
所
と
し
て
の
祖
国
で
は
な
く
、
個
人
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
し

て
や
、
エ
ル
サ
レ
ム
は
す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て
の
祖
国
で
は
な
い
。
で

は
、
な
ぜ
エ
ル
サ
レ
ム
が
す
べ
て
の
人
間
の
真
の
祖
国
と
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
郷
愁
に
囚
わ
れ
た
者
は
地
球
の

一
小
区
域
に
そ
の
対
象
を
固
定
す
る
が
、
そ
の
旅
は
魂
の
巡
礼
の
次
元
に

ま
で
拡
大
し
て
い
く
。
こ
の
場
合
に
彼
ら
が
目
指
す
も
の
は
「
天
上
の
エ

ル
サ
レ
ム
の
よ
う
な
も
の
」「
真
の
祖
国
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た

い
の
は
、「
地
球
の
一
小
区
域
」
と
対
立
し
て
い
る
の
が
「
エ
ル
サ
レ
ム
」

で
は
な
く
「
天
上
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
よ
う
な
も
の
」
で
あ
る
点
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
が
「
鎮
め
る
こ
と
も
消
す
こ
と
も
で
き
な
い
も
っ
と
は
る
か
に

広
い
欲
求
の
場
所
上
で
の
位
置
付
け
あ
る
い
は
象
徴
と
し
て
の
か
た
ち
」

と
同
様
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
「
天
上
の
エ
ル
サ

レ
ム
の
よ
う
な
も
の
」
と
同
様
の
意
味
を
も
つ
と
さ
れ
る
「
象
徴
」
と
い

う
語
の
〈
集
合
的
で
理
念
的
な
も
の
〉
と
い
う
意
味
を
考
慮
す
る
な
ら

ば
、「
天
上
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
よ
う
な
も
の
」
は
す
べ
て
の
人
間
に
と
っ

て
の
祖
国
と
な
る
。

　

開
か
れ
た
郷
愁
の
対
象
と
見
な
さ
れ
る
二
つ
対
象
の
う
ち
こ
の
「
真
の

祖
国
」
に
関
す
る
言
及
は
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
想
定
す
る
郷
愁
の

対
象
が
、
個
人
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、〈
象
徴
的
で
集
合
的
で
理
念

的
な
も
の
〉
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
神
学

神
田　

愛
子

　

一
般
的
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
は
神
学
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
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に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ユ
ダ
ヤ
法
に
お
い
て
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
信
仰
箇
条
は
基
礎
の
基
礎
に

あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
十
三
原
理
」
は
、
彼
の
思
想
の
中
核
を
占

め
る
も
の
と
言
え
る
。
今
後
は
、
こ
の
「
十
三
原
理
」
が
い
か
に
し
て
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
、
カ
ラ
イ
派
や
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
な
ど
当
時
の

思
想
史
的
背
景
と
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
以
前
の
ユ
ダ
ヤ
思
想
家
の
著
作
に
触

れ
な
が
ら
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
世
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
反
キ
リ
ス
ト
教
論
争
文
学
の
形
成
と
展
開

志
田　

雅
宏

　

中
世
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
論
争
文
学
は
十
一
世
紀

末
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て
始
ま
り
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
か
ら
ラ
イ
ン

地
方
に
い
た
る
広
範
な
地
域
で
展
開
し
た
。
そ
れ
は
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
し
て
生
き
る
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
が
経
験
し
た

宗
教
論
争
の
諸
相
を
映
す
。
聖
書
解
釈
に
お
け
る
議
論
、
私
的
な
論
争
、

宮
廷
で
の
公
開
討
論
、
修
道
会
の
布
教
活
動
、
迫
害
や
中
傷
と
い
っ
た

様
々
な
挑
戦
に
対
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
論
争
者
た
ち
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
を
防

衛
し
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
攻
撃
し
た
。
彼
ら
は
こ
う
し
た
論
争
を
ユ
ダ

ヤ
人
共
同
体
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
と
ら
え
、
精
神
的
指
導
者
と
し
て
そ

れ
に
対
応
す
る
義
務
を
自
ら
に
課
し
た
の
で
あ
る
。

　

宗
教
論
争
と
は
異
な
る
宗
教
の
間
に
「
正
誤
」
の
境
界
線
を
引
く
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
世
ユ
ダ
ヤ
教
の
論
争
文
学
を
概
観
す
る
と
、
論
争

者
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
は
三
つ
の
根
拠
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
第

一
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
（
旧
約
聖
書
）
の
字
義
主
義
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト

教
で
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
を
「
古
い
契
約
」
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
は
寓
意

条
（
十
三
原
理
）
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ま
ず
信
念
に
つ
い
て
考

え
て
お
き
た
い
。
彼
は
『
迷
え
る
者
の
手
引
き
』
第
一
部
五
十
章
で
、
信

念
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。「
信
念
﹇‘itiqād

﹈
と
は
、
口
か
ら

出
た
観
念
で
は
な
く
、
そ
れ
が
断
言
さ
れ
た
時
に
、
実
際
に
表
象
さ
れ
た

と
お
り
に
魂
に
像
を
結
ん
だ
観
念
の
こ
と
で
あ
る
。」
さ
ら
に
こ
う
述
べ

て
い
る
。「
も
し
あ
な
た
が
正
し
い
、
も
し
く
は
正
し
い
と
見
な
す
言
葉

や
意
見
を
、
自
分
自
身
の
中
に
像
を
結
ぶ
こ
と
な
く
信
じ
、
し
か
も
そ
れ

ら
に
関
す
る
知
識
を
求
め
ず
表
現
す
る
こ
と
で
満
足
し
て
い
る
な
ら
ば
、

あ
な
た
は
安
易
な
道
を
選
ん
で
い
る
。」
な
る
ほ
ど
、
た
と
え
ば
キ
リ
ス

ト
教
の
教
会
で
は
礼
拝
時
に
信
仰
告
白
を
読
み
上
げ
る
こ
と
が
多
い
が
、

読
み
上
げ
る
者
が
そ
こ
に
書
か
れ
た
言
葉
を
自
分
の
内
面
に
イ
メ
ー
ジ
す

る
こ
と
な
く
、
た
だ
単
に
書
か
れ
た
文
字
を
読
み
上
げ
て
い
る
だ
け
だ
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
信
念
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
次
の
よ
う
に

断
言
す
る
。「
像
を
結
ん
だ
後
の
信
念
の
他
に
は
、
い
か
な
る
信
念
も
な

い
。
信
念
と
は
、
心
の
内
に
像
が
結
ば
れ
た
時
と
同
じ
に
、
心
の
外
に
像

が
結
ば
れ
た
も
の
の
肯
定
な
の
で
あ
る
。」
す
な
わ
ち
、
信
念
と
は
、
心

の
内
側
に
浮
か
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
を
概
念
化
し
、
言
葉
に
出
し
て
表
現
し
た

も
の
を
正
し
い
と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
も
し
、
誰
か
が
神
は
唯
一
で

あ
る
と
信
じ
、
し
か
し
あ
る
数
の
本
質
的
偶
有
を
持
つ
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
者
は
口
で
は
神
は
唯
一
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
し
か
し
思
い
の
内

で
は
神
は
多
く
あ
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教

徒
が
、
神
は
一
つ
で
あ
る
が
三
つ
で
あ
り
、
三
つ
は
一
つ
で
あ
る
と
言
う

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。」
た
し
か
に
、
一
つ
が
三
つ
で
あ
り
、
三
つ
が
一

つ
で
あ
る
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
言
う

「
三
位
一
体
」
が
、
正
統
な
信
仰
か
ら
は
程
遠
い
と
考
え
る
こ
と
は
、
彼
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ン
ス
地
方
に
流
入
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
体
系
的
に
批
判
す
る
著
作

が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
神
の
唯
一
性
や
非
身
体

性
と
い
っ
た
哲
学
的
議
論
の
観
点
か
ら
、
三
位
一
体
や
受
肉
な
ど
の
教
義

が
批
判
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
に
、
論
争

者
た
ち
は
新
約
聖
書
を
逐
語
的
に
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
翻
訳
し
た
。

　

中
世
ユ
ダ
ヤ
教
の
論
争
文
学
は
、
実
際
の
宗
教
論
争
を
記
述
し
、
説
明

す
る
も
の
で
あ
る
一
方
、
日
常
的
に
論
争
の
現
実
に
直
面
す
る
ユ
ダ
ヤ
人

た
ち
の
た
め
の
指
南
書
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
当
時

の
論
争
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
た
諸
問
題
に
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
応
答
や
、
キ

リ
ス
ト
教
批
判
に
反
映
さ
れ
た
「
正
し
い
」
宗
教
の
イ
メ
ー
ジ
、
す
な
わ

ち
論
争
者
た
ち
の
宗
教
観
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
キ
リ

ス
ト
教
の
文
化
に
対
す
る
論
争
者
た
ち
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、
つ
ま
り
ラ
テ
ン

語
や
新
約
聖
書
、
古
代
か
ら
同
時
代
に
い
た
る
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
文
献

に
つ
い
て
の
知
識
の
程
度
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

経
験
と
は
何
か 

│
│ 

哲
学
的
諸
解
釈
と
ブ
ー
バ
ー
の
宗
教
的
解
釈 

│
│

大
川　

武
雄

　

経
験
概
念
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
今
日
ま
で
長
い
歴
史
を
有
す
る

が
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
所
有
す
る
概
念
の
う
ち
最
も
わ
か
っ
て
い
な
い

も
の
の
一
つ
で
あ
る
（
ガ
ダ
マ
ー
）。
私
は
こ
の
経
験
理
解
に
つ
い
て
、

カ
ン
ト
、
ガ
ダ
マ
ー
、
ブ
ー
バ
ー
の
思
想
を
比
較
し
て
み
た
い
。

　

一　

カ
ン
ト
が
経
験
に
つ
い
て
新
た
な
論
究
に
踏
み
出
し
た
の
は
、
イ

ギ
リ
ス
経
験
論
、
特
に
ヒ
ュ
ー
ム
と
の
対
決
で
あ
っ
た
。
形
而
上
学
が
絶

対
の
信
頼
を
お
き
、
そ
れ
を
基
礎
に
超
越
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
思
弁
を

的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
そ
の
戒
律
は
イ
エ
ス
の
到
来
に
よ
っ
て
廃

止
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
北
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ベ
リ
ア
半
島
、

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
の
ユ
ダ
ヤ
教
聖
書
解
釈
に
お
け
る
字
義
主
義
の
台
頭

は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
論
争
的
な
文
脈
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
実
際
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
聖
書
注
釈
家
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
字
義
的

な
解
釈
が
「
異
教
徒
」（
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
の
聖
書
解
釈
へ
の
反
論
で
あ

る
と
明
言
し
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
解
釈
伝
統
の
「
誤
り
」

が
聖
書
ラ
テ
ン
語
訳
（
ウ
ル
ガ
ー
タ
）
の
著
者
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
に
起
因

す
る
と
し
て
、
彼
の
解
釈
が
批
判
的
に
検
証
さ
れ
た
。
第
二
は
歴
史
的
視

点
か
ら
の
教
典
読
解
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
旧
約
聖
書
に
お
け
る
預

言
が
イ
エ
ス
の
誕
生
や
活
動
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

そ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
論
的
解
釈
に
対
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
論
争
者
は
そ
れ
ら

の
預
言
を
聖
書
時
代
の
出
来
事
に
関
連
づ
け
て
理
解
す
べ
き
だ
と
反
論
し

た
。
さ
ら
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
文
献
や
キ
リ
ス
ト
教
の
新
約
聖
書
を
主

題
と
す
る
論
争
で
は
、
そ
れ
ら
の
教
典
か
ら
「
史
的
イ
エ
ス
」
を
描
き
出

し
、
イ
エ
ス
の
神
性
と
メ
シ
ア
性
を
批
判
す
る
方
法
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ

で
は
、
イ
エ
ス
の
活
動
に
関
す
る
新
約
聖
書
の
記
述
を
歴
史
的
事
実
と
し

て
受
け
入
れ
、
そ
の
価
値
を
逆
転
さ
せ
て
貶
め
る
読
解
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
新
約
聖
書
に
記
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
教
え
と
そ
の
後
形
成
さ
れ
た
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
と
の
乖
離
を
指
摘
す
る
批
判
や
、
現
実
の
イ
エ
ス
以
後
の

世
界
が
暴
力
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
主
張
も
見
ら
れ
た
。
第
三
は
イ
ス
ラ

ー
ム
文
化
圏
か
ら
流
入
し
て
き
た
哲
学
的
思
潮
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
圏

の
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
や
カ
ラ
イ
派
の
哲
学
者
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
批
判

を
そ
の
主
眼
と
は
し
な
い
も
の
の
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
の
非
合
理
性
を

し
ば
し
ば
問
題
視
し
た
。
そ
の
思
潮
は
主
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
や
プ
ロ
ヴ
ァ
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あ
る
」（W
ahrheit und M

ethode, 338f.

）。
人
間
の
心
は
し
ば
し
ば

地
に
足
の
つ
か
な
い
願
望
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
独
断
論
的
な

態
度
が
生
ま
れ
て
く
る
。
し
か
し
独
断
論
は
経
験
の
完
成
に
お
い
て
絶
対

的
な
限
界
に
突
き
当
た
る
。
そ
れ
は
、
未
来
は
予
期
し
た
り
計
画
し
た
り

出
来
な
い
と
い
う
人
間
の
限
界
に
対
す
る
洞
察
、
あ
る
い
は
も
っ
と
根
源

的
に
言
え
ば
、
有
限
な
存
在
が
抱
く
期
待
や
計
画
は
す
べ
て
有
限
で
制
限

さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
洞
察
で
あ
る
。「
真
の
経
験
は
そ

れ
ゆ
え
自
身
の
歴
史
性
の
経
験
で
あ
る
」（ibid., 340

）。
人
間
は
彼
が

生
き
る
時
代
の
歴
史
性
と
自
己
の
生
存
期
間
に
制
約
さ
れ
る
。
三　

経
験

の
成
立
に
関
す
る
カ
ン
ト
の
心
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
解
と
、
ガ
ダ
マ
ー
の

作
用
史
的
理
解
に
対
し
て
ブ
ー
バ
ー
は
宗
教
的
に
経
験
を
理
解
し
て
い

る
。
た
だ
し
ブ
ー
バ
ー
の
宗
教
的
経
験
と
は
、
神
に
つ
い
て
の
直
接
的
経

験
、
内
的
な
神
経
験
で
あ
る
。
そ
れ
は
宗
教
儀
礼
や
教
団
の
活
動
な
ど
と

は
関
わ
り
が
な
い
。
ブ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
宗
教
的
経
験
は
次
の
よ
う
な
特

徴
を
有
す
る
。（
一
）根
元
語
わ
れ‒

な
ん
じ
の
関
係
に
立
つ
。
神
は
永
遠

の
な
ん
じ
で
あ
る
。（
二
）神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
宗
教
的
経

験
を
自
己
の
た
め
に
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。（
三
）神
と
の
関
係
は
直
接

的
で
あ
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
と
の
絶
対
的
相
違
で
あ
る
。（
四
）人
間

は
自
己
の
全
存
在
を
も
っ
て
宗
教
的
経
験
を
成
就
す
る
。（
五
）本
質
的
に

人
間
の
現
存
在
の
展
開
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。（
六
）世
界
が
神
の

手
中
に
あ
る
こ
と
を
人
間
に
告
知
す
る
。（
七
）宗
教
的
経
験
は
限
界
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
人
間
は
そ
れ
を
超
え
て
手
を
の
ば
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
八
）無
価
値
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
人
間
的
な
る
も
の
と
神
的
な
る

も
の
の
出
会
い
の
場
と
し
て
生
き
ら
れ
て
い
る
具
体
性
を
確
保
す
る
た
め

の
戦
い
で
あ
る
。

行
っ
て
き
た
因
果
律
の
概
念
が
、
理
性
的
、
必
然
的
原
理
で
は
な
く
、
単

に
経
験
に
よ
っ
て
想
像
力
が
つ
く
り
だ
し
た
主
観
的
信
念
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
主
張
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
の
批
判
は
形
而
上
学
を
絶
対
的
に
否
定
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
自
然
科
学
の
実
験
的
方
法
に
よ
っ
て
超
経
験
的
、
超
感
性

的
な
学
と
し
て
の
形
而
上
学
の
体
系
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
カ
ン
ト
は

ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
っ
て
「
独
断
の
ま
ど
ろ
み
」
を
破
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
の
カ
ン
ト
は
経
験
が
絶
対
的
必
然
性
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
と
し

て
い
た
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
判
断
は
「
分
析
判
断
」
と
「
総
合

判
断
」
に
分
け
ら
れ
る
。
分
析
判
断
は
ま
っ
た
く
先
天
的
に
行
わ
れ
、
経

験
の
助
け
を
必
要
と
せ
ず
、
絶
対
的
必
然
性
を
有
す
る
。
し
か
し
総
合
判

断
は
先
天
性
を
も
た
な
い
が
故
に
必
然
的
で
は
な
い
。
経
験
判
断
は
す
べ

て
総
合
判
断
で
あ
り
、
確
実
性
を
持
た
ぬ
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
た
。
総

合
判
断
が
必
然
性
を
も
つ
た
め
に
は
先
天
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
視
点
か
ら
カ
ン
ト
は
「
先
天
的
総
合
判
断
」
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

さ
て
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
認
識
は
感
性
と
悟
性
の
共
同
作
用
に
よ
っ
て
成
立

す
る
。
そ
れ
ゆ
え
先
天
的
総
合
判
断
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
感
性
の
う

ち
に
先
天
的
直
観
形
式
が
存
在
し
、
同
時
に
ま
た
悟
性
の
う
ち
に
も
先
天

的
概
念
、
す
な
わ
ち
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
カ
ン
ト
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
働
き
以
外
に
も
経
験
一
般
を
可
能
な
ら
し
め

る
制
約
が
あ
り
、
そ
れ
は
時
間
と
い
う
直
観
形
式
と
構
想
力
、
統
覚
の
総

合
的
統
一
で
あ
る
。
二　

ガ
ダ
マ
ー
は
経
験
概
念
が
帰
納
論
理
で
は
自
然

科
学
を
牽
引
し
て
い
く
機
能
を
有
す
る
の
で
、
認
識
論
的
な
図
式
化
を
う

け
て
き
た
結
果
、
本
来
の
意
味
内
容
が
切
り
詰
め
ら
れ
、
曖
昧
に
な
っ
て

い
る
と
言
う
。
本
質
的
に
は
「
経
験
と
は
人
間
が
自
身
の
有
限
性
を
意
識

す
る
経
験
で
あ
る
」。「
経
験
と
は
し
た
が
っ
て
人
間
的
有
限
性
の
経
験
で
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で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
真
の
預
言
者
が
単
に
神
を
持

た
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
偽
預
言
者
た
ち
の
表
象
す

る
神
が
、
背
後
世
界
か
ら
歴
史
を
支
配
す
る
神
で
あ
り
、
因
果
律
に
制
限

さ
れ
た
神
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
逆
説
的
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
安
心
を

与
え
て
し
ま
い
、
返
っ
て
彼
ら
を
悔
い
改
め
か
ら
遠
ざ
け
る
結
果
に
な
っ

た
と
い
う
点
で
、
偽
預
言
者
た
ち
の
神
は
、
高
慢
を
砕
き
、
安
心
を
揺
さ

ぶ
り
、
悔
い
改
め
へ
と
促
す
よ
う
な
神
か
ら
は
隔
た
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
真
の
預
言
者
た
ち
は
、
国
家
の

守
護
神
と
い
う
古
い
宗
教
観
に
淵
源
す
る
神
観
を
捨
て
、
高
き
所
か
ら
一

方
的
に
歴
史
を
導
く
神
と
い
う
神
観
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
に
瀰
漫
し
て
い
た
欺
瞞
的
な
安
心
を
砕
き
、
神
へ
の
立
ち
返
り

を
促
し
た
と
い
う
点
で
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
連
な
る
神
観

に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
十
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る

「
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
」
を
め
ぐ
る
論
争

丸
山　

空
大

　

本
発
表
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
起
こ
っ
た

「
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
」
を
め
ぐ
る
論
争
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
論
争
は
、

リ
ベ
ラ
ル
派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
ハ
ル
ナ
ッ
ク
が
『
キ
リ
ス
ト
教

の
本
質
』
と
い
う
講
演
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
す
る
。
ハ
ル
ナ
ッ

ク
は
こ
の
中
で
、
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
意

義
を
力
強
く
説
い
た
の
だ
が
、
そ
の
際
、
イ
エ
ス
の
福
音
の
独
自
性
を
強

調
す
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
断
絶
を
強
調
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
特
に
ド
イ
ツ
社
会
へ
の
同
化
を
目
指
し
て
い
た
リ
ベ
ラ
ル
派

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
の
エ
レ
ミ
ヤ
書
解
釈

田
島　
　

卓

　

本
発
表
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
の
エ
レ
ミ
ヤ
書
解
釈
中
、
と
く

に
預
言
者
の
真
贋
問
題
を
、『
偽
預
言
者
た
ち
』
と
い
う
著
作
に
従
っ
て

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ブ
ー
バ
ー
は
、
そ
の
議
論
を
次
の
よ
う
に
問
い
始
め
る
。
エ
レ
ミ
ヤ
が

ハ
ナ
ニ
ヤ
の
預
言
に
対
し
て
抗
弁
せ
ず
、
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
の
は
何

故
か
と
い
う
疑
問
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
問
い
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

ブ
ー
バ
ー
の
「
生
起
す
る
歴
史
」
と
い
う
独
特
な
歴
史
理
解
を
踏
ま
え
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
で
、
我
々
の
考
察
も
、
一
旦
『
生
起
す
る
歴

史
』
へ
と
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
生
起
す
る
歴
史
』
で
述
べ
ら
れ
た
二
つ
の
歴
史
の
見
方
と
は
、
歴
史

を
天
上
の
高
み
に
い
る
神
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
時
間
や
歴
史
を
素
朴
に
超

越
す
る
神
よ
っ
て
導
か
れ
る
も
の
と
理
解
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
歴
史
を

神
と
民
と
の
対
話
的
な
関
係
か
ら
そ
の
つ
ど
生
起
す
る
も
の
と
理
解
す
る

か
と
い
う
違
い
で
あ
る
。

　

そ
う
し
て
み
る
と
、
エ
レ
ミ
ヤ
と
ハ
ナ
ニ
ヤ
を
分
か
つ
も
の
は
、
神
が

歴
史
に
い
か
に
介
入
す
る
か
を
巡
る
、
こ
の
歴
史
観
の
相
違
に
あ
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
て
く
る
。
偽
預
言
者
た
ち
の
態
度
は
、
対
話
的
な
歴
史
観
を

退
け
つ
つ
、
天
の
高
み
か
ら
無
時
間
的
に
歴
史
を
導
く
神
と
い
う
理
解
に

支
え
ら
れ
た
宗
教
的
な
熱
心
さ
と
愛
国
的
な
熱
心
さ
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

す
る
と
、
意
外
な
預
言
者
像
が
見
え
て
く
る
。
真
の
預
言
者
た
ち
は
む

し
ろ
優
秀
で
怜
悧
な
政
治
家
と
い
う
姿
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
逆
に
、
偽

預
言
者
た
ち
こ
そ
宗
教
家
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
傾
向
を
そ
な
え
て
い
る
の
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ユ
ダ
ヤ
民
族
の
意
識
の
統
一
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
教

の
本
質
の
一
部
を
な
す
と
考
え
た
。
彼
の
目
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
民
族
と

し
て
の
側
面
、
儀
礼
、
律
法
の
遵
守
の
意
義
に
目
を
つ
ぶ
り
、
ユ
ダ
ヤ
教

を
一
神
教
・
倫
理
に
還
元
し
て
し
ま
っ
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
リ
ベ
ラ
ル
派

は
、
既
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
を
失
っ
て
い
た
の
だ
。

　

こ
の
論
争
は
二
つ
の
意
味
で
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
第
一
に
、
十

九
世
紀
を
通
し
て
あ
い
ま
い
な
ま
ま
続
い
て
き
た
リ
ベ
ラ
ル
派
ユ
ダ
ヤ
人

と
リ
ベ
ラ
ル
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
関
係
が
、
こ
の
議
論
を
通
し
て
は
っ
き

り
し
た
点
で
あ
る
。
両
者
は
ド
イ
ツ
社
会
と
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
を
つ
な
ぐ

最
も
重
要
な
チ
ャ
ネ
ル
の
ひ
と
つ
を
形
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
論
争
を

通
し
て
、
互
い
が
他
に
投
影
し
て
い
た
希
望
の
ヴ
ェ
ー
ル
が
は
が
れ
た
と

き
、
両
者
の
関
係
の
歪
さ
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二

に
、
こ
の
論
争
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
が
ド
イ
ツ
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で

も
は
や
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
同
化
主
義
者
は
ユ
ダ
ヤ
教
は
カ
ト
リ
ッ
ク

や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
並
ぶ
宗
教
の
一
派
で
あ
る
と
い
う
確
固
と
し
た
自

覚
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
何
か
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
人

と
は
誰
か
、
と
正
面
か
ら
問
う
こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
論

争
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
絆
が
断
た
れ
た
後
、
ユ
ダ
ヤ

教
徒
の
ド
イ
ツ
人
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
人
々
も
ま
た
自
ら

の
ユ
ダ
ヤ
性
に
つ
い
て
の
問
い
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
る
。

の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
彼
ら
は
、
ド
イ
ツ
社
会
の

他
の
部
分
で
い
か
に
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
高
ま
り
を
み
せ
よ
う
と
も
、
政
治

的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
近
代
的
学
問
は
、
そ
の
よ
う
な
人
種
的
偏
見
か
ら

自
由
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
か
ら
だ
。
彼
ら
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
著
作
を
、

リ
ベ
ラ
ル
派
の
神
学
者
が
客
観
的
学
問
の
名
の
下
に
偏
見
に
満
ち
た
ユ
ダ

ヤ
教
理
解
を
撒
播
す
る
も
の
と
理
解
し
、
自
ら
「
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
」
を

論
じ
よ
う
と
筆
を
執
っ
た
の
だ
。

　

本
発
表
で
は
特
に
レ
オ
・
ベ
ッ
ク
と
ヤ
コ
ブ
・
フ
ロ
ー
マ
ー
と
い
う
二

人
の
人
物
が
一
九
〇
五
年
に
出
版
し
た
『
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
』
と
い
う
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
検
討
す
る
。
ベ
ッ
ク
は
こ
の
中
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
は

教
義
学
や
信
仰
を
中
心
と
し
た
宗
教
で
は
な
く
、
倫
理
を
本
質
と
す
る
宗

教
、
道
徳
的
行
為
の
宗
教
な
の
だ
と
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
戒
律
は
人
々
を

道
徳
的
行
為
に
導
く
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
そ
し
て
全
人
類
の
道
徳
的
完
成
へ
の
希
望
に
他
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
道
徳
性
は
、
唯
一
の
神
と
い
う
絶
対
的
な
根
拠
を
も
ち
、

ま
た
人
々
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
現
実
的
な
も
の
と
な

る
。
ユ
ダ
ヤ
教
は
こ
の
よ
う
な
倫
理
的
一
神
教
を
純
粋
な
形
で
保
持
し
て

お
り
、
人
類
の
道
徳
の
完
成
の
指
標
、
他
の
国
民
の
規
範
と
な
る
。
ベ
ッ

ク
に
よ
れ
ば
、
諸
国
民
か
ら
な
る
世
界
の
中
で
ユ
ダ
ヤ
教
が
存
在
し
、
今

後
も
存
在
し
続
け
る
こ
と
の
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

ベ
ッ
ク
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
正
し
い
姿
を
理
解
さ
せ
る

と
い
う
動
機
か
ら
「
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
」
を
論
じ
た
の
に
対
し
、
東
欧
出

身
の
啓
蒙
主
義
者
フ
ロ
ー
マ
ー
は
現
代
の
ユ
ダ
ヤ
教
が
彼
の
考
え
る
と
こ

ろ
の
本
質
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
点
を
批
判
す
る
。
彼
は
ベ
ッ
ク
同
様
、

ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
を
倫
理
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
際
、
煩
瑣
な
儀
礼
も
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は
、
聖
書
に
は
エ
ロ
ヒ
ー
ム
が
人
間
を
自
ら
に
か
た
ど
っ
て
作
っ
た
と
あ

る
こ
と
に
着
目
し
、
創
造
力
を
発
揮
し
て
被
造
物
の
存
続
を
支
え
救
済
を

可
能
に
す
る
人
間
の
自
由
と
責
任
の
う
ち
に
神
の
か
た
ど
り
を
み
た
。
レ

ヴ
ィ
ナ
ス
は
こ
れ
を
、
万
物
に
対
す
る
責
任
を
創
造
主
か
ら
任
さ
れ
る
受

動
性
か
ら
、
自
ら
の
力
を
全
被
造
物
へ
と
及
ぼ
す
能
動
性
へ
と
反
転
す
る

「
人
間
な
る
も
の
」
独
自
の
構
造
と
し
て
捉
え
直
す
。
受
動
性
と
能
動
性

が
一
体
と
な
る
こ
の
逆
説
的
主
体
性
に
よ
っ
て
、
西
洋
哲
学
に
お
け
る
自

由
と
強
制
と
い
う
二
項
対
立
の
乗
り
越
え
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。

　

他
方
、
現
象
界
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
絶
対
的
一
者
エ
ン
・
ソ
ー
フ
の

観
念
を
突
き
詰
め
て
考
え
る
と
、
律
法
を
授
け
る
創
造
主
か
ら
乖
離
し
た

純
粋
に
思
弁
的
な
神
理
解
へ
至
る
危
険
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
べ

く
ラ
ビ
が
ツ
ィ
ム
ツ
ー
ム
（
収
縮
・
退
去
）
と
い
う
カ
バ
ラ
的
観
念
に
託

し
た
発
想
を
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
自
分
な
り
に
解
釈
し
、
書
か
れ
た
有
限
な

言
葉
の
う
ち
に
無
限
の
解
釈
可
能
性
が
孕
ま
れ
る
と
い
う
逆
説
と
結
び
つ

け
る
。
創
造
以
前
に
無
限
者
が
自
ら
引
き
退
き
、
被
造
物
の
た
め
の
空
間

を
残
し
た
と
す
る
ツ
ィ
ム
ツ
ー
ム
の
観
念
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
お
い
て
、

無
限
者
が
有
限
な
る
人
間
の
内
面
性
（
思
惟
と
言
語
）
へ
到
来
し
ま
た
退

去
す
る
こ
と
で
、
聖
句
の
更
な
る
解
釈
を
命
じ
る
働
き
と
し
て
捉
え
直
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
有
限
者
が
無
限
者
に
達
す
る
こ
と
の
不
可
能
性

そ
の
も
の
が
、
無
限
者
の
絶
対
性
と
し
て
人
間
を
さ
ら
な
る
解
釈
へ
と
任

命
す
る
と
い
う
新
た
な
意
味
の
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
有

限
者
で
あ
り
な
が
ら
無
限
者
の
意
味
を
そ
の
行
い
に
よ
っ
て
証
し
し
う
る

人
間
の
思
惟
と
言
語
の
特
異
な
構
造
に
よ
っ
て
、「
人
間
な
る
も
の
」
は

絶
対
者
の
新
た
な
か
た
ち
と
な
る
の
だ
と
い
う
。

　

創
造
主
エ
ロ
ヒ
ー
ム
と
の
契
約
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
ユ
ダ
ヤ
教

人
間
な
る
も
の
の
意
味

│
│ 

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
ラ
ビ
・
ハ
イ
ー
ム
解
釈
に
つ
い
て 

│
│村

上　

暁
子

　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
故
郷
リ
ト
ア
ニ
ア
に
あ
る
ヴ
ォ
ロ
ズ
ィ
ン
の
ラ
ビ
・
ハ

イ
ー
ム
（
以
下
ラ
ビ
）
が
最
晩
年
に
著
し
た
理
論
書
『
生
け
る
魂
』
を
解

釈
す
る
な
か
で
、
西
洋
の
哲
学
的
人
間
観
の
常
識
を
覆
す
逆
説
的
人
間
学

の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
間
の
本
質
と
し
て
の
自
己
保
存

の
努
力
を
重
視
す
る
本
性
主
義
的
人
間
観
と
は
異
な
り
、
自
然
本
性
か
ら

の
脱
却
の
う
ち
に
「
人
間
な
る
も
の
」（l ’hum

ain

）
を
み
て
と
る
発
想

で
あ
っ
た
。
人
間
の
本
質
に
抗
し
て
人
間
的
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
こ

と
自
体
ひ
と
つ
の
逆
説
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
理
論
が
内
包

す
る
各
々
の
原
理
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
逆
説
の
構
造
を
取
る
こ
と
で
あ

る
。
ラ
ビ
解
釈
と
し
て
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
展
開
す
る
「
神
の
か
た
ど
り
と
し

て
の
人
間
」
の
意
味
を
め
ぐ
る
議
論
に
は
、
彼
自
身
の
人
間
主
義
思
想
の

方
法
論
を
な
す
逆
説
の
構
造
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
報
告
で

は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
ラ
ビ
解
釈
の
哲
学
枠
組
み
を
抽
出
し
、
そ
の
逆
説
性

に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

ラ
ビ
・
ハ
イ
ー
ム
は
、
神
秘
的
傾
向
を
も
つ
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
運
動
の
一

派
が
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
主
義
の
権
威
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
タ
ル
ム

ー
ド
教
育
の
刷
新
に
貢
献
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
彼
が
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム

に
惹
か
れ
る
若
者
た
ち
を
正
統
主
義
へ
と
呼
び
戻
し
え
た
理
由
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
る
の
が
、
カ
バ
ラ
思
想
に
も
タ
ル
ム
ー
ド
に
も
精
通
し
た
そ
の

博
識
で
あ
る
。
カ
バ
ラ
思
想
に
お
い
て
、
神
の
一
般
名
エ
ロ
ヒ
ー
ム
と
、

固
有
名
テ
ト
ラ
グ
ラ
ム
四
文
字
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
エ
ン
・
ソ
ー
フ
（
無

限
者
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
神
性
の
一
側
面
を
表
現
し
て
い
る
。
ラ
ビ
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ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
循
環
や
回
転
を
す
る
動
が
知
性
の
側
に
親
近

性
の
高
い
動
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
直
線
動
は
規
則
性
や
秩
序
性
か

ら
縁
遠
い
と
さ
れ
、
彷
徨
や
そ
れ
に
よ
る
魂
の
混
乱
あ
る
い
は
病
と
結
び

つ
け
ら
れ
る
。

　

プ
ロ
ク
ロ
ス
に
お
い
て
も
、
プ
ラ
ト
ン
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
の
先
の
箇

所
に
言
及
し
た
主
張
が
確
認
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
人
間
た

ち
の
指
導
者
た
る
天
体
は
光
り
輝
く
星
の
乗
り
物
で
も
っ
て
宇
宙
を
運
行

す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ト
ン
に
お
け
る
動
の
模
倣
は
「
乗
り
物
」

の
動
と
そ
の
模
倣
と
し
て
も
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
キ
ー
ワ

ー
ド
と
な
る
乗
り
物
と
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
お
い
て
は
一
般
的
な
意
味
の
語

と
し
て
登
場
し
な
が
ら
も
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
お
い
て
は
イ
ア
ン
ブ
リ
コ

ス
を
転
機
に
重
要
性
を
増
し
た
も
の
と
さ
れ
、
魂
と
類
比
的
で
あ
り
魂
を

乗
せ
て
知
性
界
と
生
成
界
を
上
下
す
る
と
プ
ロ
ク
ロ
ス
の
『
神
学
綱
要
』

で
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
註
解
』
で
は
不
死
な
る
乗

り
物
と
身
体
の
死
を
生
き
延
び
る
が
不
滅
で
は
な
く
非
理
知
的
魂
と
結
び

つ
い
た
乗
り
物
の
二
つ
が
提
示
さ
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
乗
り
物
に

つ
い
て
円
環
動
に
対
す
る
（
上
下
の
）
動
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
一
つ
問
題
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
に
お
い
て

直
線
動
が
彷
徨
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
に
、
プ
ロ
ク
ロ
ス
は
魂
の
上

昇
す
な
わ
ち
「
神
に
似
る
こ
と
」
に
つ
い
て
直
線
動
を
持
ち
出
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
は
『
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
原
論

第
一
巻
註
解
』
で
は
円
環
動
と
直
線
動
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
万
有
を
分

け
た
場
合
に
は
円
環
動
が
宇
宙
に
、
直
線
動
が
生
成
界
に
対
応
し
、
非
物

体
的
な
も
の
を
分
け
た
場
合
に
は
円
環
動
が
知
性
の
側
に
、
直
線
動
が
魂

の
側
に
対
応
す
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
上
位
の
側
が
円
環
動
に
、
下
位

の
宗
教
的
実
践
が
、
無
限
者
エ
ン
・
ソ
ー
フ
と
無
縁
で
は
な
く
、
む
し
ろ

有
限
者
た
る
人
間
の
行
い
に
よ
っ
て
両
者
が
結
び
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ

の
発
想
は
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
神
秘
的
・
哲
学
的
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
無
限
者
が
律
法
の
神
で
あ
る
と
繰
り
返
し
説
い
た
ラ
ビ
に
と
っ
て

だ
け
で
な
く
、
シ
ョ
ア
ー
に
よ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
教
共
同
体
壊
滅

の
あ
と
で
、
哲
学
的
思
惟
と
ユ
ダ
ヤ
的
思
惟
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
レ

ヴ
ィ
ナ
ス
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

プ
ロ
ク
ロ
ス
に
お
け
る
魂
の
動
を
め
ぐ
っ
て

土
井　

裕
人

　

古
代
哲
学
の
末
期
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
プ
ロ
ク
ロ
ス
の
『
テ
ィ
マ
イ

オ
ス
註
解
』
を
中
心
に
、「
神
に
似
る
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
魂
の
「
動
」

が
ど
の
よ
う
に
言
及
・
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
彼
に

お
け
る
宗
教
思
想
を
読
み
解
く
上
で
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
く
る
。
と
い
う

の
も
、
動
は
神
へ
の
「
類
似
」
に
強
く
関
係
す
る
こ
と
で
「
神
に
似
る
こ

と
」
に
つ
い
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
動

は
テ
ク
ス
ト
中
で
一
語
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
物
体
的
運
動

だ
け
に
限
ら
ず
生
成
消
滅
・
運
動
変
化
、
思
考
な
ど
の
活
動
も
意
味
に
含

ん
で
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、「
神
に
似
る
こ
と
」
と
そ
れ
に
関
す
る
魂
の
動
は

プ
ラ
ト
ン
に
そ
の
源
泉
を
持
っ
て
い
る
。
後
期
著
作
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ

ス
』
で
は
最
終
盤
に
お
い
て
宇
宙
と
い
う
神
に
人
間
が
似
る
べ
き
こ
と
と

そ
の
過
程
に
お
け
る
動
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
、
同
じ
く
後
期
著
作

の
『
法
律
』
第
一
〇
巻
で
は
知
性
の
動
が
中
心
を
持
っ
た
回
転
の
動
に
な
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た
。
そ
こ
で
は
、『
知
あ
る
無
知
』
の
段
階
で
は
、
肯
定
神
学
に
対
し
て

否
定
神
学
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
た
と
す
る
見
方
が
支
配
的
で
あ
っ

た
。
だ
が
実
際
に
は
、
こ
の
時
点
で
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
立
場
は
そ
れ
ほ
ど

明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
た
二
つ

の
否
定
神
学
像
が
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
つ
目
は
、『
知
あ
る
無
知
』
第
一
巻
末
の
第
二
十
四
章
か
ら
第

二
十
六
章
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
神
名
論
に
見
ら
れ
る
議
論
で
あ
る
。

端
的
に
は
、
そ
れ
は
偶
像
崇
拝
回
避
と
い
う
論
点
に
基
づ
く
議
論
で
あ

る
。
そ
こ
で
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
、
被
造
物
と
の
関
係
性
に
お
い
て
神
に
名
称

を
付
与
す
る
肯
定
神
学
が
偶
像
崇
拝
に
陥
る
危
険
性
に
言
及
し
な
が
ら
、

そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
の
否
定
神
学
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

　

だ
が
同
時
に
、『
知
あ
る
無
知
』
で
は
、
肯
定
と
否
定
と
を
共
に
超
え

0

0

0

0

る
も
の

0

0

0

と
し
て
の
神
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
を
支
え
て

い
る
の
は
、
理
性
が
不
可
避
的
に
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
命
名
に
お
け
る

「
矛
盾
」、「
対
立
」（oppositio

）、
あ
る
い
は
「
区
別
」（discretio

）
の

契
機
へ
の
注
目
で
あ
る
。
こ
こ
で
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の

は
、
矛
盾
律
の
原
理
で
あ
る
。
そ
の
見
解
は
「
対
立
の
一
致
」（coinci-

dentia oppositorum

）
と
し
て
次
第
に
醸
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
洞
察
に
他
な
ら
な
い
。

　

従
来
の
解
釈
は
、『
知
あ
る
無
知
』
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
論
点
の

齟
齬
を
看
過
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
十
分
に
再
考
す

る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
の
体
系
的
著
作
で
あ
る
『
推
測
論
』
の
根
本
テ
ー
ゼ

は
、
神
の
精
神
と
人
間
の
精
神
が
対
応
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
と
い

う
洞
察
で
あ
り
、
そ
の
認
識
論
的
原
理
は
、『
推
測
論
』
に
お
け
る
肯
定

の
側
が
直
線
動
に
割
り
当
て
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
プ
ラ
ト
ン
に
お
け
る

区
別
を
踏
襲
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
動
の
模
倣
に
は
言
う
ま
で
も
な

く
上
位
の
存
在
の
動
が
範
型
と
し
て
必
要
と
な
る
た
め
、『
テ
ィ
マ
イ
オ

ス
註
解
』
や
『
神
学
綱
要
』
の
場
合
、
人
間
の
魂
が
知
性
界
と
生
成
界
を

上
下
す
る
直
線
動
に
つ
い
て
、
特
に
上
昇
に
際
し
て
人
間
の
魂
は
何
の
動

を
模
倣
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。

　

そ
こ
で
、
祈
り
と
い
う
観
点
を
含
め
て
再
考
す
る
と
、
プ
ラ
ト
ン
『
テ

ィ
マ
イ
オ
ス
』
最
終
盤
で
「
神
に
似
る
こ
と
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
の
と

共
通
し
た
言
及
を
、
プ
ロ
ク
ロ
ス
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
註
解
』
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
真
な
る
祈
り
の
五
段
階
を
主
張
す
る
箇
所
で
は
、

祈
り
に
よ
っ
て
神
の
側
に
導
か
れ
る
過
程
に
お
け
る
動
と
い
う
論
点
が
提

示
さ
れ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
祈
り
の
最
終
段
階
と
し
て
魂
の
一
を
神
々

の
一
に
う
ち
立
て
る
「
合
一
」
に
つ
い
て
、
神
の
側
に
人
間
が
導
か
れ
る

過
程
と
し
て
の
上
下
動
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
考
え
れ

ば
、
乗
り
物
を
媒
介
と
し
た
円
環
動
の
帰
一
が
、
上
位
世
界
へ
上
が
る
動

と
し
て
直
線
的
に
も
表
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、「
宗
教
的
魅
力
」
の
あ
る
解
釈
を
あ
え
て
避
け
る
な
ら
ば
、

プ
ロ
ク
ロ
ス
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、「
神
に
似
る
こ
と
」
に
か
か
る
魂

の
上
昇
と
い
う
直
線
動
に
つ
い
て
、
整
合
的
に
解
釈
す
る
の
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
。

前
期
ク
ザ
ー
ヌ
ス
思
想
に
お
け
る
否
定
神
学
的
思
考
の
展
開

島
田　

勝
巳

　

ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
思
想
展
開
に
お
け
る
否
定
神
学
の
含
意
や
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
重
要
な
論
点
が
提
起
さ
れ
て
き
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た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
四
四
〇
年
代
の
ク
ザ
ー
ヌ

ス
の
思
想
を
通
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
―
『
知
あ
る
無
知
』
に
お
い
て

既
に
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
た
―
矛
盾
律
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
思
考
が
、

そ
の
後
よ
り
明
確
に
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
独
自
の
〈
否
定
神
学
〉
的
洞
察
に
ま

で
深
め
ら
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
ン
セ
ル
ム
ス
のinsipiens

（
愚
か
な
る
者
）
に
つ
い
て

矢
内　

義
顕

　

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
、『
プ
ロ
ス
ロ
ギ
オ
ン
』
第
Ⅰ
章

―
第
Ⅳ
章
で
、
神
が
真
に
存
在
す
る
こ
と
（vere esse

）、
つ
ま
り
神
の

存
在
の
自
己
同
一
性
を
、「
唯
一
の
論
拠
」（unum

 argum
entum

）
に

よ
っ
て
論
証
す
る
。
こ
の
論
拠
は
、
第
Ⅱ
章
の
冒
頭
で
、「
確
か
に
、
私

た
ち
は
、
あ
な
た
（
神
）
が
そ
れ
よ
り
大
な
る
も
の
は
何
も
考
え
ら
れ
え

な
い
何
か
で
あ
る
こ
と
を
、
信
じ
ま
す
」
と
い
う
告
白
で
示
さ
れ
る
。
し

か
し
、
た
だ
ち
に
、
詩
編
一
三
﹇
一
四
﹈
編
一
節
な
い
し
五
二
﹇
五
三
﹈

編
一
節
の
引
用
を
伴
っ
て
、
つ
ぎ
の
言
葉
が
続
く
。「
そ
れ
と
も
、〈
愚
か

な
る
者insipiens

は
、
彼
の
心
の
う
ち
で
、
神
は
存
在
し
な
い
と
言
っ

た
〉
の
だ
か
ら
、
何
か
こ
の
よ
う
な
本
性
は
存
在
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
」。

こ
こ
は
、
彼
の
全
著
作
に
お
い
て
、
聖
書
の
引
用
と
し
て
確
定
で
き
る
数

少
な
い
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。

　
『
プ
ロ
ス
ロ
ギ
オ
ン
』
第
Ⅱ
章
か
ら
第
Ⅳ
章
の
構
造
は
、
後
の
ス
コ
ラ

的
論
証
形
式
に
沿
っ
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
主
題
の
提
示
、
そ
れ
に
対
す
る

賛
成
お
よ
び
反
論
（
表
題
を
含
む
第
Ⅱ
章
）、
証
明
（
第
Ⅱ
章
―
第
Ⅲ
章
）、

反
論
へ
の
解
答
（
第
Ⅳ
章
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
詩
編
の
引
用
は
、
そ

の
形
式
上
要
請
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
確
か
に
、
こ
の

／
否
定
神
学
を
め
ぐ
る
見
解
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
認
識
の

あ
り
方
と
し
て
の
「
推
測
」
の
も
と
で
は
、
厳
密
な
真
理
へ
の
到
達
不
可

能
性
と
い
う
限
界
こ
そ
が
、
よ
り
徹
底
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
の
〈
否
定
〉

と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
推
測
論
』
で
は
、『
知
あ
る
無
知
』
に
お
い
て
取
ら
れ

て
い
た
肯
定
神
学
に
対
す
る
否
定
神
学
の
優
位
と
い
う
見
方
が
放
棄
さ
れ

る
一
方
で
、
肯
定
と
否
定
と
を
共
に
超
克
す
る

0

0

0

0

0

0

と
い
う
も
う
一
つ
の
モ
チ

ー
フ
は
明
ら
か
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
的

な
肯
定
／
否
定
の
枠
組
み
自
体
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
否
定
の
契
機
が
強

調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
形
式
的
な
装
い
を
払
拭
し
た
、
否
定

神
学
を
超
え
る
〈
否
定
〉
の
契
機
と
も
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
四
四
〇
年
代
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
立
場

は
さ
ら
に
明
確
な
か
た
ち
で
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
『
神

の
子
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
』
で
は
、
肯
定
／
否
定
神
学
の
対
概
念
は
見

ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
さ
ら
に
多
様
な
神
学
の
形
式
を
描
写
す
る
た
め

の
枠
組
み
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
知
あ
る
無
知
』
で
見
ら
れ
た
デ

ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
の
肯
定
／
否
定
神
学
の
対
概
念
は
、
こ
こ
で
は
そ
の
位
置

価
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
一
方
で
、
神
に
対
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ

を
「
言
い
表
し
え
な
い
も
の
」（ineffabile

）
と
す
る
視
点
が
な
お
も
貫

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
否
定
神
学
を
め
ぐ
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
思
索
が

『
推
測
論
』
を
契
機
と
し
て
〝
変
容
〞
し
た
と
い
う
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研
究
者

の
主
張
は
、
容
易
に
は
支
持
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
そ
れ

は
、『
知
あ
る
無
知
』
の
段
階
で
は
一
貫
性
を
欠
い
た
状
態
に
あ
っ
た
そ

の
思
考
が
、『
推
測
論
』
を
契
機
と
し
て
よ
り
明
確
化
さ
れ
、
更
新
さ
れ
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と
い
う
よ
う
に
、
人
間
の
普
遍
的
な
本
質
事
物
を
考
え
る
場
合
で
あ
る
。

（
一
）の
場
合
で
あ
れ
ば
、「
神
」
と
い
う
語
に
、
肯
定
な
い
し
否
定
を
結
び

つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
は
存
在
し
な
い
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、（
二
）の
場
合
で
あ
れ
ば
、
第
Ⅱ
章
―
第
Ⅲ
章
で

論
証
さ
れ
た
と
お
り
、
神
は
存
在
し
な
い
と
は
考
え
ら
れ
え
な
い
、
と
言

う
。
そ
れ
ゆ
え
、「
愚
か
な
る
者
」
が
愚
か
で
あ
る
理
由
は
、
思
考
に
お
け

る（
一
）の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
、
彼
の
師
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
ス
の
よ
う
に
聖
書
の
一
字

一
句
を
注
解
す
る
著
作
は
残
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
聖
書
の
言
葉
の
奥

に
あ
る
神
学
的
・
哲
学
的
な
テ
ー
マ
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
論
じ
て
い

く
こ
と
を
、
彼
は
「
聖
書
の
研
究
」（studium

 sacrae scripturae

）

と
呼
ぶ
（『
真
理
論
』
序
文
）。『
プ
ロ
ス
ロ
ギ
オ
ン
』
第
四
章
は
、
詩
編

の
言
葉
に
関
す
る
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
聖
書
解
釈
、「
聖
書
の
研
究
」
の
一

端
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

も
う
一
人
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

│
│ Eckhart von Gründig

の
知
性
論 

│
│

田
島　

照
久

　

グ
ル
ン
デ
ィ
ヒ
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
論
述
『
能
動
知
性
と
可
能
知
性
に

つ
い
て
』
は
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
存
命
中
に
著
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
特
徴
は
、
認
識
に
よ
る
至
福
の
獲
得
と
い
う

ド
ミ
ニ
コ
会
の
伝
統
的
理
解
に
沿
い
な
が
ら
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ

ル
ト
の
論
を
援
用
し
つ
つ
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
上
長
で
あ

っ
た
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の
思
想
を
前
面
に
出
し
て
論
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ア
ン
セ
ル
ム
ス
が
参
照
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
わ
れ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
詩
編
注
解
』
に
お
け
る
、
こ

の
詩
編
に
関
す
る
注
解
と
比
較
し
た
と
き
、『
プ
ロ
ス
ロ
ギ
オ
ン
』
第
Ⅳ

章
に
お
い
て
、
彼
は
独
自
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
注
解
で
は
、「
愚
か
な
る
者
」
と
は
誰
か
、
と

い
う
こ
と
が
中
心
と
な
る
。
そ
れ
は
、
少
数
の
無
神
論
者
、
邪
悪
な
生
活

を
送
る
者
、
キ
リ
ス
ト
が
神
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
、
異
教

徒
そ
し
て
異
端
者
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、『
プ
ロ
ス
ロ
ギ
オ
ン
』
に
お
け
る

「
愚
か
な
る
者
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
者
が
ア
ン
セ
ル

ム
ス
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
か
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
論

じ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
の
関
心
は
そ
こ
に
は
な
い
。
彼
に
と
っ
て
重
要

な
こ
と
は
、
第
Ⅳ
章
の
表
題
が
端
的
に
示
す
通
り
、「
愚
か
な
る
者
」
が

ど
の
よ
う
に
し
て
「
神
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
「
考
え
ら
れ
え
な
い
こ

と
」
を
「
心
の
う
ち
で
言
っ
た
」
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、

本
章
で
、「
心
の
う
ち
で
言
う
こ
と
」（dicere in corde

）
と
は
「
考
え

る
こ
と
」（cogitare

）
と
同
一
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
こ
の

「
考
え
る
こ
と
」
に
関
し
て
、
あ
る
対
象
を
考
え
る
場
合
、（
一
）そ
の
対

象
を
意
味
す
る
言
葉
を
考
え
る
時
と
、（
二
）そ
の
対
象
自
体
を
理
解
す
る

（intelligere

）
場
合
と
で
は
異
な
る
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
は
、
彼
が

す
で
に
『
モ
ノ
ロ
ギ
オ
ン
』
第
Ⅹ
章
に
お
い
て
考
察
さ
れ
た
事
柄
が
基
礎

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
う
と
、（
一
）は
、
例
え
ば
「
人
間
」
と
い
う

感
覚
的
な
記
号
を
、
精
神
の
う
ち
に
お
い
て
非
感
覚
的
に
考
え
る
場
合
、

（
二
）は
、
こ
う
し
た
感
覚
的
な
記
号
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
肉
体
的
な
想

像
力
に
よ
っ
て
人
間
の
感
覚
的
な
容
姿
を
想
像
し
た
り
、
あ
る
い
は
理
性

の
理
解
力
に
よ
っ
て
、「
人
間
と
は
死
す
べ
き
理
性
的
な
動
物
で
あ
る
」



247　　

第４部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

ィ
ー
ト
リ
ヒ
に
依
拠
し
て
語
ら
れ
る
。

　

最
初
の
論
の
展
開
は
、「
認
識
」
が
自
己
の
働
き
か
ら
離
れ
去
り
、
超

自
然
的
な
「
神
的
形
相
の
刻
印
」
を
受
容
し
て
初
め
て
至
福
と
な
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
超

自
然
的
な
「
神
的
形
相
の
刻
印
」
を
俟
つ
こ
と
な
く
、「
い
か
な
る
知
性

的
存
在
も
本
性
か
ら
も
と
も
と
至
福
な
の
で
あ
る
」、
と
い
う
ま
っ
た
く

新
た
な
解
釈
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。「
能
動
知
性
の
本

質
と
は
神
を
中
間
者
な
く
（sunder m

ittel

）
見
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
れ
は

本
性
か
ら
至
福
な
の
で
あ
る
」
と
語
ら
れ
る
。

　
「
人
間
が
こ
の
高
度
な
能
力
の
お
か
げ
で
内
的
に
至
福
だ
と
い
う
な
ら
、

な
ぜ
常
に
至
福
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
か
」、
と
い
う
救
済
論

的
根
本
問
題
が
改
め
て
こ
こ
で
立
て
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
通
常
の
知
性
で
あ
る
「
可
能
知
性
」
と
は
、「
肉
体
の
内
で

時
間
と
触
れ
る
精
神
に
共
通
の
も
の
」
で
あ
り
、「
精
神
の
監
督
者
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
の
一
方
、
多
く
の
自
然
本
性
的
欲
求
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ
え

像
や
形
象
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
と
ら
わ
れ
た
状
態
に
（sô vil unledec

）

あ
る
」。「
も
し
わ
た
し
の
可
能
知
性
が
、
そ
の
よ
う
に
神
の
恩
寵
に
よ
っ

て
あ
ら
ゆ
る
事
物
か
ら
自
由
に
な
り
、
す
べ
て
の
像
に
と
ら
わ
れ
な
く
な

る
ま
で
に
至
れ
ば
、
そ
の
と
き
に
神
は
可
能
知
性
を
引
き
上
げ
、
能
動
知

性
に
よ
っ
て
変
容
さ
せ
（überform

et

）、
こ
う
し
て
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ

る
そ
の
可
能
態
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
能
動
知
性
と
同
じ
く
、
受
動
す
る
こ

と
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
」
と
グ
ル
ン
デ
ィ
ヒ
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
理
解

す
る
の
で
あ
る
。
能
動
知
性
は
神
を
直
接
に
、
中
間
者
な
く
（sunder 

m
ittel

）
認
識
し
て
お
り
、
本
性
か
ら
至
福
で
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は

至
福
の
内
に
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
「
い
か
に
す
れ
ば
人
間
は
至
福
な
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る

か
」
と
い
う
問
題
か
ら
出
発
し
、
認
識
こ
そ
が
そ
の
道
で
あ
る
と
ド
ミ
ニ

コ
会
の
主
張
に
沿
っ
た
理
解
を
示
す
が
、
通
常
の
像
を
介
す
る
知
性
認
識

で
は
永
遠
の
命
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
ト
マ
ス
は
そ
れ
ゆ
え

に
こ
の
世
で
の
神
認
識
の
不
可
能
性
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
グ
ル
ン
デ
ィ

ヒ
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
知
性
の
変
容
に
よ
っ
て
神
認
識
が
現
世
で
可
能
で

あ
る
こ
と
を
説
く
。
ド
イ
ツ
神
秘
思
想
の
流
れ
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

像
を
超
え
る
認
識
に
至
る
た
め
に
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
認
識
は
自
己

の
働
き
か
ら
離
れ
去
り
、
神
的
形
相
の
刻
印
（der îndruc gotolicher 

form
e

）
を
受
け
取
る
た
め
に
純
粋
受
容
の
中
で
（in ein lûters lîden

）

と
ら
わ
れ
な
く
（ledec

）
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
語
る
。
神
は
自
己

認
識
の
働
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
主
体
と
し
て
父
の
ペ
ル
ソ

ナ
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
父
の
ペ
ル
ソ
ナ
の
働
き
は
子
を
生
む
こ
と

で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
神
的
形
相
」
が
わ
れ
わ
れ
の
精
神
の
な
か
に
刻
印

さ
れ
る
と
き
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
語
る
「
魂
の
内
に
お
け

る
神
の
子
の
誕
生
」
が
生
起
す
る
と
理
解
す
る
。
そ
の
時
の
条
件
が
、
わ

れ
わ
れ
の
知
性
認
識
が
一
切
の
像
か
ら
「
と
ら
わ
れ
な
く
」（ledec
）
あ

る
こ
と
に
な
る
。「
神
は
一
つ
の
と
ら
わ
れ
の
な
い
存
在
の
内
で
魂
と
共

に
、
神
の
知
性
の
働
き
に
従
っ
て
働
く
の
で
あ
る
」
と
語
ら
れ
る
が
、
こ

の
こ
と
は
す
べ
て
の
魂
に
生
起
可
能
な
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
神
の
知

性
の
働
き
」
を
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
「
造
ら
れ
ざ
る
神
的
本

性
の
一
な
る
火
花
」（ein vunke

）
と
同
定
し
た
上
で
、
そ
れ
は
超
自
然

的
に
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
知
性
体
に
本
性
上
具
わ
っ
て
い
る
能

動
知
性
（ein w

ürkende vernunft

）
で
あ
る
と
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
デ
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人
々
の
「
憎
悪
の
的
で
あ
っ
た
」
積
極
的
宗
教
に
求
め
る
。
前
者
は
「
貧

弱
で
惨
め
な
理
念
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
あ
る
一
つ
の
直
観
が
自
由
気
ま

ま
に
宗
教
全
体
の
中
心
点
と
な
り
」
成
立
し
た
「
特
定
の
宗
教
現
象
」
で

あ
る
。
も
し
同
じ
根
本
直
観
を
持
っ
た
積
極
的
宗
教
が
存
在
し
な
い
場

合
、
そ
の
人
間
が
「
新
し
い
宗
教
の
創
設
者
」
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

れ
ら
宗
教
の
「
最
高
目
的
は
人
間
性
の
彼
方
に
…
…
宇
宙
を
発
見
す
る
こ

と
」
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
、「
人
間
は
第
一
に
人
間
性
を
見
つ
け
出

さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
し
、「
人
間
性
そ
の
も
の
が
本
来
、
彼
ら
に
と
っ
て

宇
宙
で
あ
る
」、
と
さ
れ
る
。
し
か
も
人
間
性
の
全
領
域
を
経
巡
っ
た
暁

に
は
、「
自
分
自
身
が
人
間
性
の
便
覧
で
あ
り
、
…
…
人
間
本
性
全
体
を

包
括
す
る
」。
す
る
と
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
が
言
う
意
味
で
の
根
本

直
観
に
基
づ
い
た
宗
教
は
人
間
性
に
基
づ
く
宗
教
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
考
え
方
は
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
を
説
明
す
る
際
、
根
本
直
観
に
基
づ
く

キ
リ
ス
ト
教
を
念
頭
に
置
き
、
イ
エ
ス
が
「
自
ら
を
唯
一
の
仲
保
者
」
と

主
張
し
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
合
理
的
宗
教
で
あ
る
自
然
的
宗
教
に
「
啓
示
に

基
づ
く
宗
教
」
を
対
立
さ
せ
る
従
来
の
宗
教
分
類
を
改
め
、「
自
然
的
宗

教
原
理
」
に
基
づ
く
「
神
話
の
宗
教
」
を
自
然
的
宗
教
と
し
、
こ
れ
を
前

提
に
し
た
超
自
然
的
宗
教
に
「
啓
示
に
基
づ
く
宗
教
」
を
配
し
、
両
者
を

非
学
問
的
宗
教
と
す
る
。
こ
れ
ら
両
宗
教
を
媒
介
し
、
そ
の
意
味
を
明
ら

か
に
す
る
宗
教
を
「
哲
学
的
宗
教
」
と
し
、
学
問
的
宗
教
に
分
類
す
る
。

哲
学
的
宗
教
は
神
話
の
宗
教
と
啓
示
に
基
づ
く
宗
教
を
、
人
類
が
一
神
か

ら
多
神
を
経
て
一
神
に
戻
る
「
高
次
の
歴
史
」
と
見
る
こ
と
に
よ
り
、
把

握
さ
れ
る
宗
教
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
に
と
っ
て
こ
の
哲
学
的
宗
教
こ

そ
、「
全
人
類
に
共
通
の
宗
教
」
で
あ
り
「
真
の
宗
教
」
で
あ
る
。

シ
ェ
リ
ン
グ
と
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
に
お
け
る

自
然
的
宗
教
に
つ
い
て

諸
岡
道
比
古

　

本
論
は
シ
ェ
リ
ン
グ
と
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
に
お
け
る
自
然
的
宗

教
思
想
を
比
較
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
は
『
宗
教
論
』
に
お
い
て
、
宗
教
を
軽
蔑
す

る
教
養
あ
る
人
々
に
向
か
い
宗
教
の
新
し
い
定
義
を
示
す
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
宗
教
は
哲
学
や
道
徳
と
「
同
一
の
対
象
で
あ
る
宇
宙
」
に
関
係
す
る

が
、
各
々
独
自
の
関
わ
り
方
を
し
、
宗
教
は
宇
宙
を
直
観
し
感
情
す
る
こ

と
と
さ
れ
る
。
宇
宙
を
「
直
接
経
験
す
る
」
こ
と
で
宗
教
は
成
立
す
る

が
、
成
立
の
瞬
間
、「
人
間
と
宇
宙
は
根
源
的
に
一
体
化
し
て
」
お
り
、

直
観
と
感
情
も
未
分
離
の
状
態
に
あ
る
。
こ
の
状
態
を
説
明
す
る
た
め
、

宇
宙
の
人
間
へ
の
働
き
か
け
を
直
観
、
そ
れ
に
対
す
る
人
間
の
反
応
を
感

情
と
名
付
け
る
。
人
間
が
宇
宙
に
よ
っ
て
最
初
に
捉
え
ら
れ
た
捉
え
ら
れ

方
は
「
根
本
直
観
」
と
呼
ば
れ
、
根
本
直
観
は
「
人
間
が
宗
教
の
領
域
へ

入
る
崇
高
な
瞬
間
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
そ
の
人
間
の
宗
教
的
あ
り
方
を

決
定
す
る
。
こ
の
根
本
直
観
と
い
え
、「
人
間
の
本
性
に
応
じ
て
」
受
け

取
ら
れ
た
無
限
な
宇
宙
の
有
限
な
形
式
で
あ
る
が
故
に
、
宗
教
の
全
体
を

示
す
も
の
で
は
な
い
。
宗
教
の
全
体
は
無
数
の
有
限
な
形
式
が
与
え
ら
れ

こ
と
に
よ
り
示
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
宗
教
を
規
定
し
た
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
は
、「
人
間

の
﹇
宗
教
的
﹈
感
官
が
無
理
に
圧
迫
さ
れ
な
け
れ
ば
、
…
…
宗
教
は
そ
の

人
独
自
の
方
法
で
展
開
」
す
る
と
し
、
そ
の
宗
教
を
自
然
的
宗
教
で
は
な

く
、
積
極
的
宗
教
に
求
め
る
べ
き
、
と
す
る
。
つ
ま
り
「
諸
宗
教
の
本

質
」
を
追
求
し
た
「
い
わ
ゆ
る
自
然
的
宗
教
」
で
は
な
く
、
教
養
あ
る
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物
質
に
取
り
込
め
な
い
生
命
と
し
て
、
た
と
え
ば
ク
オ
リ
ア
が
あ
る
。

そ
れ
は
生
命
の
物
理
主
義
的
説
明
が
前
提
と
な
っ
て
は
じ
め
て
問
題
化
す

る
。
意
志
の
発
動
以
前
の
脳
内
活
動
を
示
し
て
、
自
由
意
志
を
否
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
リ
ベ
ッ
ト
の
実
験
も
、
客
観
的
時
間
形
式
の
実
在
化
と
、

実
験
観
察
者
と
い
う
外
部
の
存
在
を
条
件
と
す
る
。
ま
た
こ
の
観
察
者
自

身
の
意
志
の
自
己
予
測
は
で
き
な
い
。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
形
質

進
化
で
は
、
獲
得
形
質
は
遺
伝
せ
ず
、
無
目
的
な
自
然
選
択
の
繰
り
返
し

が
進
化
の
要
因
だ
が
、
そ
う
し
た
天
文
学
的
に
確
率
の
低
い
突
然
変
異
が

こ
の
要
因
と
し
て
妥
当
か
、
と
い
う
問
題
は
残
る
。

　

反
対
に
、
生
命
を
象
徴
す
る
、
主
観
的
、
霊
的
存
在
の
実
体
化
も
不
可

能
で
あ
る
。
唯
心
論
は
、
な
ぜ
物
理
法
則
が
意
志
に
従
わ
な
い
の
か
を
説

明
で
き
な
い
。
決
定
論
は
自
由
意
志
の
否
定
だ
が
、
反
対
に
目
的
論
で

も
、
生
命
の
自
由
を
行
使
す
る
空
間
は
な
い
。
す
る
と
自
由
意
志
の
自
由

と
は
何
を
も
っ
て
の
こ
と
な
の
か
、
不
可
解
に
な
る
。
主
観
が
ひ
と
つ
の

脳
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
脳
分
離
に
よ
っ
て
脳
が
ふ
た

つ
に
分
け
ら
れ
る
な
ら
、
ど
ち
ら
の
脳
に
最
初
の
「
私
」
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
主
観
と
い
う
考
え
方
前
提
と
す
る
、
一

人
称
と
三
人
称
と
の
区
別
の
崩
壊
で
あ
る
。
主
観
的
世
界
の
極
致
で
あ
る

独
我
論
で
も
、
主
観
は
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ
ず
、
世
界
の
外
に
自
我
が
あ

る
の
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
物
質
か
ら
も
霊
的
実
体
か
ら
も
、
生
命

は
説
明
で
き
な
い
。

　

こ
う
し
た
実
体
的
な
も
の
と
し
て
生
命
を
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
生

命
を
と
ら
え
ら
れ
な
い
持
続
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
、
ベ
ル
ク

ソ
ン
の
立
場
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
分
割
可
能
な
事
物
が
知
覚
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
物
質
空
間
の
方
が
未
分
割
な
知
覚
的
性
質
を
持
ち
、
ま
た
純
粋

　

以
上
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
も
シ
ェ
リ
ン
グ
も
共
に
い

わ
ゆ
る
自
然
的
宗
教
を
否
定
し
、
積
極
的
宗
教
を
前
提
し
た
上
で
議
論
を

構
築
す
る
。
し
か
し
両
者
が
明
ら
か
に
し
た
宗
教
は
、
人
間
性
を
直
観
し

感
情
す
る
こ
と
に
よ
る
人
間
性
に
基
づ
く
宗
教
で
あ
れ
、
神
話
の
宗
教
と

啓
示
に
基
づ
く
宗
教
と
を
媒
介
し
解
釈
す
る
哲
学
的
宗
教
で
あ
れ
、
い
ず

れ
も
、
現
実
的
に
存
在
し
て
い
る
宗
教
で
は
な
い
。
積
極
的
宗
教
を
媒
介

に
し
、
い
ず
れ
の
日
に
か
、
人
類
が
獲
得
す
べ
き
理
想
的
な
宗
教
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
が
説
く
宗
教
は
、
こ
の
意
味
で
、
哲
学
者
が
考
え

た
宗
教
で
あ
り
、
楠
が
『
理
性
と
信
仰
』
の
中
で
示
し
た
「
積
極
的
自
然

的
宗
教
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
生
命
」
の
存
在
論 

│
│ 

物
質
、
精
神
、
目
的
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

冲
永　

宜
司

　

生
命
科
学
の
発
達
は
、
物
質
現
象
と
し
て
生
命
現
象
を
解
明
す
る
こ
と

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
し
か
し
、
生
命
は
物
質
で
あ
る
と
見
な
す
と
、
原

理
的
に
乗
り
越
え
が
た
い
問
題
も
生
じ
る
。
一
方
、
生
命
を
物
質
と
は
別

の
実
体
的
な
何
か
と
し
て
設
定
し
て
も
、
そ
れ
自
体
を
取
り
出
し
て
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
発
表
で
は
、
生
命
を
本
質
的
に
、
概
念
化
さ
れ

た
枠
組
み
か
ら
抜
け
落
ち
る
、
客
観
的
把
握
と
は
相
容
れ
な
い
何
か
と
し

て
考
え
た
い
。
す
る
と
物
心
の
相
互
作
用
問
題
な
ど
は
、
元
来
無
関
係
な

概
念
枠
同
士
を
関
係
づ
け
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
人
為
的
問
題
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
、
物
質
、
精
神
、
目
的
論
、
決
定
論
、
自
由
意
志
、
自

我
存
在
な
ど
の
形
而
上
学
的
問
題
は
、
こ
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
問

題
で
あ
り
、
そ
の
枠
の
解
消
に
よ
っ
て
問
題
自
体
が
消
滅
す
る
、
と
い
う

の
が
本
発
表
の
立
場
で
あ
る
。
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「
か
の
よ
う
に
」
の
哲
学
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
概
念

堀　
　

雅
彦

　

本
発
表
の
目
的
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
現

れ
た
「
か
の
よ
う
に
」
の
哲
学
の
今
日
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
様
々
な
歴
史
的
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
議

論
に
は
、
今
日
の
視
点
か
ら
も
重
要
な
論
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
発
表

で
は
そ
の
こ
と
を
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
概
念
と
の
接
点
に
注
目
し
つ

つ
、
明
ら
か
に
す
る
。

　
「
か
の
よ
う
に
」
の
哲
学
の
語
り
手
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ハ
ン
ス
・
フ

ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
、
森
鷗
外
の
三
人
に
言
及

す
る
。
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
と
ジ
ェ
イ
ム
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
カ
ン
ト
読

解
か
ら
「
か
の
よ
う
に
」
の
視
座
を
得
た
。
他
方
、
鷗
外
は
小
説
「
か
の

よ
う
に
」
に
お
い
て
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
書
物
に
共
感
す
る
青
年
の
語

り
を
通
し
て
、
こ
の
視
座
を
日
本
の
「
宗
教
」
問
題
に
適
用
す
る
こ
と
を

試
み
て
い
る
。
本
発
表
で
は
こ
れ
を
中
心
に
見
て
い
く
。

　

鷗
外
作
品
の
主
人
公
、
秀
麿
が
ド
イ
ツ
留
学
で
得
た
持
論
に
よ
れ
ば
、

教
育
が
進
む
に
つ
れ
信
仰
を
失
っ
た
人
々
の
多
く
が
危
険
思
想
に
陥
る
こ

と
な
く
、
穏
健
な
思
想
を
養
い
え
て
い
る
こ
と
が
ド
イ
ツ
と
い
う
国
の
強

み
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
神
学
の
伝
統
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
伝
統
を
欠
い
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
信
の
有
無
を
こ
え
、
目
に
は
見
え

な
い
も
の
が
「
あ
る
か
の
よ
う
に
」
ふ
る
ま
う
こ
と
を
文
化
の
基
礎
と
し

て
尊
重
す
る
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
哲
学
が
有
用
だ
と
彼
は
考
え
て
い
る
。

つ
ま
り
信
の
有
無
よ
り
も
「
か
の
よ
う
に
」
生
き
る
こ
と
の
実
践
的
利
点

を
重
視
す
る
立
場
を
彼
は
採
る
わ
け
だ
が
、
一
方
で
「
か
の
よ
う
に
」
の

哲
学
に
は
、
人
は
単
に
利
点
の
考
量
の
み
で
は
な
く
、
証
明
以
前
の
実
感

持
続
が
有
用
性
に
し
た
が
っ
て
屈
折
、
形
式
化
し
た
の
が
概
念
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
物
質
や
概
念
を
基
礎
に
し
て
、
生
命
を
説
明
す
る
こ
と
は
転

倒
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
生
命
の
持
続
が
ど
こ
か
ら
来
た

か
、
と
い
う
問
い
に
充
分
答
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
ベ

ル
ク
ソ
ン
で
は
無
は
、
あ
る
べ
き
も
の
が
な
い
と
い
う
実
用
性
に
お
け
る

欠
如
が
形
式
化
さ
れ
た
だ
け
の
、
疑
似
概
念
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
無
か
ら
有
が
な
ぜ
生
じ
た
か
、
と
い
う
問
い
は
、
疑
似
概
念
を
前
提

に
し
た
疑
似
命
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
物
質
と
精
神
、
自
由
と
決
定
、
主
観
と
客
観
、
死
と

生
な
ど
の
矛
盾
を
「
同
一
」
化
す
る
無
限
定
な
根
源
を
、「
無
の
場
所
」

と
し
た
の
が
西
田
で
あ
る
。「
無
の
場
所
」
は
そ
れ
を
包
摂
す
る
も
の
が

な
く
、
も
は
や
述
語
づ
け
ら
れ
な
い
「
超
越
的
述
語
面
」
で
あ
る
限
り
、

原
因
や
因
果
性
に
よ
る
限
定
も
超
越
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、「
無
の
場
所
は
な
ぜ
生
じ
た
か
」、
と
い
う
問
い
は
無
意
味
な
は
ず

で
あ
る
。「
無
の
場
所
」
は
有
無
以
前
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
無
に

徹
す
る
こ
と
で
有
無
を
超
越
す
る
立
場
だ
と
言
え
る
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
で

は
持
続
は
徹
底
的
に
有
で
あ
る
一
方
、
有
に
徹
す
る
こ
と
で
す
で
に
有
が

無
意
味
に
な
る
と
い
う
考
え
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
限
り
で
、
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
語
り
得
な
い
有
と
し
て
の
生
命
の
立
場
で
あ
り
、
西
田
は
語
り
得

な
い
無
と
し
て
の
生
命
と
言
え
る
。
こ
の
「
無
」
か
ら
導
か
れ
る
、「
矛

盾
的
自
己
同
一
」
な
ど
の
理
念
が
、
因
果
性
や
始
原
と
い
っ
た
、
そ
こ
で

解
消
さ
れ
る
は
ず
の
問
題
を
実
際
に
解
消
し
て
い
る
か
は
、
さ
ら
に
検
討

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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こ
と
の
是
非
は
、
結
局
、
三
人
の
論
者
が
示
し
た
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

生
き
方
の
実
践
的
な
意
味
に
か
か
っ
て
い
る
。
鷗
外
の
描
い
た
青
年
は

「
か
の
よ
う
に
」
の
余
裕
と
と
も
に
国
家
の
歩
み
に
随
順
す
る
こ
と
の
「
安

全
」
を
信
じ
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
尊
重
す
る
国
家
と
宗
教
と
の
結
合
が
も

た
ら
す
「
危
険
」
を
阻
む
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑

念
は
残
る
。
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
演
技
と
本
気
の
没
入
と
は
実
は
両
立
し
う

る
、
と
社
会
学
者
の
大
澤
真
幸
氏
は
言
う
（『
現
代
宗
教
意
識
論
』）。
こ

の
種
の
二
重
性
が
、
か
の
よ
う
に
の
哲
学
に
は
絶
え
ず
つ
き
ま
と
う
。
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
条
件
下
で
、
大
澤
氏
の
言
う
よ
う
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
オ

ウ
ム
の
暴
走
の
ご
と
き
事
態
を
招
い
て
し
ま
う
の
か
。
さ
ら
に
考
察
を
進

め
た
い
。

二
元
論
克
服
へ
の
道 

│
│ 

哲
学
と
治
療
の
相
互
関
係 

│
│

桑
野　
　

萌

　

こ
の
問
題
に
取
り
組
む
主
な
動
機
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
浸
透
し

が
ち
な
「
体
」
と
「
心
」
を
切
り
離
し
て
考
え
る
二
元
論
的
な
思
考
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
道
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
道
を
探
求
す
る
た
め

に
、
ス
ペ
イ
ン
の
医
者
で
あ
り
、
思
想
家
で
あ
る
ペ
ド
ロ
・
ラ
イ
ン=

エ

ン
ト
ラ
ル
ゴ
（
一
九
〇
八
―
二
〇
〇
一
）
の
身
体
論
と
日
本
の
思
想
家
の

湯
浅
泰
雄
（
一
九
二
五
―
二
〇
〇
五
）
の
身
体
論
及
び
気
と
修
行
の
思
想
、

そ
し
て
、
整
体
協
会
の
創
立
者
で
あ
り
、
野
口
整
体
と
い
う
独
自
の
健
康

維
持
法
を
編
み
出
し
た
、
野
口
晴
培
（
一
九
一
一
―
一
九
七
六
）
の
整
体

に
お
け
る
身
体
と
気
の
思
想
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
想
家
の
試
み
た
二
元
論
克
服
の
道
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

三
人
の
思
想
家
は
、
身
体
を
軸
に
、
哲
学
と
治
療
の
相
互
関
係
の
視
点

に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、
そ
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
る
、
と
の
視
点
も
内
包
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
本
発
表
で
は
主
に
ジ
ェ
イ
ム
ス
の
議
論
に
即
し

て
確
認
す
る
。

　

三
人
の
論
者
は
共
通
し
て
、
唯
物
論
の
拡
大
す
る
中
、「
な
い
」
と
断

じ
ら
れ
か
ね
な
い
も
の
を
、
な
お
「
あ
る
か
の
よ
う
に
」
生
き
る
こ
と
の

積
極
的
意
義
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
事
実
に
反
し
た
虚
構
を
現
実
と
偽

る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
有
無
が
実
証
的
に
は
決
せ
ら
れ
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
生
き
方
の
問
題
と
し
て
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
ざ
る
を
え
な
い

状
況
が
あ
る
。
そ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
「
あ
る
か
の
よ
う
に
」
生
き

る
か
、「
な
い
か
の
よ
う
に
」
生
き
る
か
の
選
択
で
あ
る
。
今
日
、
定
義

の
難
し
さ
を
抱
え
つ
つ
も
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
概
念
が
要

請
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
で
も
ま
た
、
同
様
の
選
択
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
も
と
も
と
宗
教
の
私
秘
化
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ

の
概
念
が
、
近
年
は
む
し
ろ
公
共
性
を
伴
う
医
療
や
ケ
ア
、
教
育
な
ど
の

領
域
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
た
の
は
、
こ
れ
ら
が
唯
物
論
と
そ
れ
へ

の
抵
抗
が
と
り
わ
け
激
し
く
せ
め
ぎ
あ
う
領
域
だ
か
ら
だ
ろ
う
。

　

そ
の
種
の
抵
抗
を
大
枠
に
お
い
て
共
有
す
る
と
は
い
え
、
知
識
人
に
よ

る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
論
と
、
よ
り
大
衆
的
な
そ
れ
と
の
間
に
は
、
特

に
日
本
の
場
合
、「
霊
」
観
念
の
扱
い
を
中
心
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る

（
堀
江
宗
正
氏
）。
霊
が
あ
る
か
の
よ
う
に
語
る
こ
と
を
支
え
る
実
感
と
、

個
的
生
命
を
越
え
た
「
い
の
ち
」
が
あ
る
か
の
よ
う
に
語
る
こ
と
を
支
え

る
実
感
に
は
質
的
差
異
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
独
断
的
に
両
者
の
優
劣
を
定

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
共
通
言
語
を
確
立
す
る
こ
と
も
難
し
い

だ
ろ
う
。

　

何
も
の
か
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
な
い
か
の
よ
う
に
生
き
る
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中
の
宗
教
に
何
ら
か
の
形
で
見
い
だ
さ
れ
る
普
遍
的
な
現
象
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
現
代
は
、
そ
う
い
う
近
代
的
理
性
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ

た
伝
統
的
知
恵
の
意
味
を
再
発
見
す
る
時
代
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
湯
浅
泰
雄
「
身
体
論
」、
湯
浅
泰
雄
全
集
第
十
五
巻
、
三
二
六
―
三

二
七
頁
）

哲
学
と
治
療
の
結
び
つ
き
か
ら
見
い
だ
さ
れ
る
問
い
は
、
人
間
の
存
在
の

本
質
的
な
意
味
や
生
き
方
の
意
味
に
関
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
人
間
と
は
何
か
を
探
る
た

め
の
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
テ
ー

マ
の
探
求
の
鍵
と
な
る
の
が
「
心
身
の
一
体
性
」
で
あ
る
。

か
ら
包
括
的
に
人
間
を
探
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
人
間
探
究
の
根
底
に
人
間
の
本
来
の
姿
で
あ
る
、

心
身
の
一
体
性
に
立
ち
返
る
た
め
の
問
い
が
見
い
だ
さ
れ
る
点
に
お
い
て

も
共
通
し
て
い
る
。
彼
ら
の
身
体
論
は
、
人
間
の
身
体
の
客
観
的
分
析
に

留
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
根
底
に
、「
わ
た
し
と
は
何
者
な
の
か
」
と
い

う
、
自
己
の
問
い
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
「
哲
学
と
治
療
の
相
互
関
係
」
と
は
、
人
間
の

心
身
に
関
し
て
の
医
学
的
見
解
で
も
な
け
れ
ば
、
哲
学
的
分
析
で
も
な

く
、
そ
の
相
互
関
係
の
架
け
橋
と
な
る
「
宗
教
」（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
ー
）
の
根
底
に
あ
る
何
か
を
探
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
湯
浅

の
言
葉
を
借
り
る
と
「
エ
ー
ト
ス
」（
習
俗
と
信
仰
の
底
を
流
れ
る
も
の
）

へ
の
問
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
探
求
へ
の
足
掛
か
り
と
な
る
の

が
、「
哲
学
的
人
間
論
」
で
あ
る
。

　

一
方
、
題
目
に
掲
げ
て
い
る
「
治
療
」
と
は　

ラ
テ
ン
語m

edicina

を
意
図
し
て
い
る
が
、
病
気
や
け
が
な
ど
を
治
す
手
段
と
し
て
の
狭
い
意

味
で
の
「
治
療
」
だ
け
で
は
な
く
、
西
洋
に
お
い
て
も
東
洋
に
お
い
て

も
、
宗
教
の
伝
統
的
知
恵
と
共
に
発
展
し
て
き
た
、
人
間
の
い
の
ち
と
向

き
合
い
、
身
体
的
、
精
神
的
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
面
で
の
回
復

へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
、
助
け
る
わ
ざ
、
と
定
義
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
湯
浅
泰
雄
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

宗
教
と
医
学
、
信
仰
と
治
療
の
結
び
つ
き
は
啓
蒙
的
近
代
の
理
性
世

界
か
ら
す
れ
ば
、
い
さ
さ
か
迷
信
じ
み
た
あ
や
し
げ
な
関
係
に
み
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
―
福
音
書
の
多
く
の
伝

承
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
―
宗
教
が
知
的
教
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
に
よ
っ
て
理
論
的
に
武
装
さ
れ
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
は
世
界
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「
水
子
供
養
」
と
韓
国
女
性 

│
│ 

落
胎
兒
薦
度
専
門
寺
院
の
信
者
層 

│
│

渕
上　

恭
子

　

日
本
特
有
の
信
仰
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
水
子
供
養
」
が
、
韓
国
の
仏

教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
同
国
で
妊
娠
中
絶
が
に
わ
か
に
増
え
始
め

た
一
九
八
〇
年
代
中
盤
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
妊
娠

中
絶
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
中
で
、「
水
子
靈
駕
薦
度
」
と
な
っ
て
韓

国
全
土
に
広
が
っ
た
「
水
子
供
養
」
は
、
こ
れ
ま
で
嬰
児
や
流
産
児
が
供

養
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
韓
国
に
お
け
る
、
新
種
の
死
者
儀
礼
と

な
っ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
本
報
告
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
韓
国

に
お
い
て
、「
水
子
供
養
」
の
専
門
寺
院
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
大
韓
佛

教
曹
溪
宗
Ｇ
寺
を
取
り
上
げ
、
そ
の
布
教
戦
略
を
支
え
る
女
性
信
者
層
の

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
考
察
し
な
が
ら
、
今
日
の
韓
国
で
Ｇ
寺
が
盛
況
す
る
要

因
を
探
っ
て
い
き
た
い
（
韓
国
仏
教
で
「
死
者
供
養
」
は
「
靈
駕
（
死
者
）

薦
度
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
韓
国
仏
教
の
「
水
子
供
養
」
一
般
を

「
水
子
靈
駕
薦
度
」、
Ｇ
寺
の
そ
れ
を
「
落
胎
兒
薦
度
」
と
す
る
）。

　

住
職
の
Ｃ
比
丘
尼
僧
侶
が
ソ
ウ
ル
市
廣
津
区
中
谷
洞
の
雑
居
ビ
ル
の
中

に
落
胎
（
中
絶
）
兒
の
薦
度
を
専
門
に
手
掛
け
る
Ｇ
寺
を
開
い
た
の
は
、

「
水
子
靈
駕
薦
度
」
が
韓
国
に
急
速
に
広
ま
っ
て
い
た
一
九
九
三
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
Ｇ
寺
は
、
Ｃ
僧
侶
と
数
名
の
古
参
信
徒
等
が
毎
月

陰
暦
一
八
日
の
地
蔵
齋
日
に
、
落
胎
・
流
産
し
た
「
胎
中
ア
ギ
（
赤
子
）

靈
駕
」
の
た
め
の
祈
禱
を
行
う
小
さ
な
布
教
堂
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
八
年
に
Ｇ
寺
が
ソ
ウ
ル
近
郊
の
抱
川
郡
に
移
転
し
、「
マ
マ
と

パ
パ
の
懺
悔
祈
禱
道
場
」
を
開
設
し
て
、
落
胎
兒
の
合
同
薦
度
法
会
を
奉

行
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
模
様
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

一
躍
仏
教
界
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
Ｇ
寺
で
は

毎
年
三
回
（
三
月
、
六
月
、
九
月
）
の
「
落
胎
兒
薦
度
齋
」
が
奉
行
さ
れ

て
お
り
、
近
年
の
薦
度
齋
の
年
間
参
加
者
数
は
千
人
を
超
え
て
い
る
。
二

〇
〇
〇
年
代
の
「
水
子
靈
駕
薦
度
」
の
定
着
期
に
入
っ
て
更
な
る
教
勢
拡

大
を
遂
げ
、
二
〇
一
一
年
に
ソ
ウ
ル
に
隣
接
す
る
南
楊
州
市
に
移
転
し
た

Ｇ
寺
は
、
五
百
体
を
超
え
る
「
ア
ギ
童
子
像
」（
水
子
地
蔵
）
を
祀
る
「
慈

母
庵
」
を
建
立
し
た
の
に
続
い
て
「
落
胎
懺
悔
公
園
」
を
造
成
す
る
等
、

活
発
な
布
教
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
韓
国
最
大
の
「
落
胎
兒
薦
度
」
専

門
寺
院
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

Ｇ
寺
の
「
落
胎
兒
薦
度
」
は
、「
祖
上
（
祖
先
）
靈
駕
薦
度
」
を
重
視

す
る
既
存
の
仏
教
寺
院
の
「
水
子
靈
駕
薦
度
」
と
差
別
化
さ
れ
た
、
落
胎

女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
、
都
市
家
族
の
行
事
と
し
て
推
進
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
落
胎
兒
薦
度
」
は
、
①
他
の
男
性
と
の
間
の

「
水
子
靈
駕
」
を
薦
度
す
る
女
性
、
②
反
復
中
絶
を
し
、
難
し
い
年
頃
の

子
供
を
め
ぐ
る
問
題
を
抱
え
た
女
性
、
③
そ
う
し
た
嫁
達
か
ら
「
水
子
靈

駕
薦
度
」
へ
の
介
入
を
拒
ま
れ
て
Ｇ
寺
を
訪
れ
、
自
身
の
「
水
子
靈
駕
」

の
薦
度
を
す
る
姑
世
代
の
高
齢
女
性
と
い
っ
た
信
者
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ

て
い
る
。
Ｇ
寺
の
「
落
胎
兒
薦
度
」
が
盛
行
す
る
理
由
と
し
て
、
ソ
ウ
ル

を
中
心
と
し
た
今
日
の
韓
国
の
都
市
部
に
お
け
る
核
家
族
化
の
進
行
と
、

そ
れ
に
伴
う
落
胎
女
性
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま
り
、
落
胎
兒
を

有
す
る
家
庭
内
で
の
世
代
間
対
立
の
顕
在
化
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な

韓
国
社
会
の
変
化
に
Ｇ
寺
が
巧
み
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今

日
の
韓
国
に
お
け
る
落
胎
女
性
達
の
意
識
の
変
化
に
、「
祖
上
靈
駕
薦
度
」

第
五
部
会
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う
な
中
、
釜
山
・
東
義
大
学
校
で
五
月
、
学
生
集
会
中
に
拘
束
さ
れ
た
私

服
警
官
を
人
質
に
し
た
学
生
が
大
学
図
書
館
に
籠
城
し
、
そ
こ
に
警
察
隊

が
突
入
し
た
際
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
っ
て
警
官
七
名
が
死
亡
す
る
と
い

う
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
東
義
大
事
件
」
で
あ
る
。
こ

の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
不
法
デ
モ
と
暴
力
行
為
に
よ
っ
て
事
件
を
引

き
起
こ
し
た
責
任
者
」
と
し
て
、
事
件
に
関
連
し
た
学
生
が
多
数
起
訴
さ

れ
、
二
九
名
が
無
期
か
ら
二
年
の
懲
役
刑
に
服
す
る
一
方
、
死
亡
し
た
警

官
は
「
不
法
デ
モ
鎮
圧
中
に
殉
職
し
た
殉
国
者
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
警
察

葬
に
よ
っ
て
国
立
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
七
年
、

警
官
隊
が
放
っ
た
催
涙
弾
の
直
撃
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
李
韓
烈
や
、
一
九

九
一
年
、
私
服
警
官
隊
の
暴
行
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
姜
慶
大
の
事
件
な
ど

と
は
逆
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
東
義
大
事
件
の
死
亡
警
察
官
は
、「
学
生
の

不
当
な
暴
力
の
被
害
者
」
と
い
う
、
警
察
側
と
し
て
は
例
外
的
で
特
殊
な

地
位
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
事
件
の
扱
い
は
、
金
大
中
政
権
末
期
の
二
〇
〇
二
年
四

月
、「
民
主
化
運
動
関
連
者
名
誉
回
復
お
よ
び
補
償
等
に
関
す
る
法
律
」

（
二
〇
〇
〇
年
一
月
制
定
）
に
基
づ
い
て
、
東
義
大
事
件
関
連
者
が
「
民

主
化
運
動
関
連
者
」
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
き
く
動
き
出
す
。
裁
判

で
有
罪
判
決
を
受
け
た
学
生
た
ち
の
名
誉
回
復
に
死
亡
警
察
官
の
遺
族
ら

は
強
く
反
発
し
た
が
、
彼
ら
の
憲
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
は
二
〇
〇
五
年
一

〇
月
に
却
下
さ
れ
る
。
だ
が
、
進
歩
系
か
ら
保
守
系
へ
と
政
権
が
移
っ
た

李
明
博
政
権
下
の
二
〇
〇
九
年
二
月
、
東
義
大
事
件
の
民
主
化
運
動
認
定

見
直
し
が
提
起
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
度
は
警
察
官
の
側
の
名
誉
回
復
に

向
け
て
の
動
き
が
始
ま
り
、
二
〇
一
二
年
二
月
に
は
「
東
義
大
事
件
犠
牲

者
の
名
誉
回
復
お
よ
び
補
償
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
補
償
手
続

を
重
ん
じ
る
既
存
の
寺
院
が
対
処
で
き
な
い
で
い
る
中
で
、
妊
娠
中
絶
し

た
女
性
信
者
等
の
ニ
ー
ズ
を
Ｇ
寺
が
う
ま
く
す
く
い
上
げ
て
、「
落
胎
兒

薦
度
」
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
韓
国
仏
教
界
の
常
識
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
卓
越
し
た
寺
院
経
営
戦
略
を
掲
げ
て
、
落
胎
女
性
等
を
取
り

巻
く
韓
国
社
会
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
す
る
Ｇ
寺
の
「
落
胎
兒
薦
度
」

は
、「
祖
上
靈
駕
薦
度
」
に
と
ら
わ
れ
る
既
存
の
仏
教
寺
院
の
死
者
供
養

が
い
か
な
る
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
韓
国
仏
教
の
「
水
子
靈
駕
薦
度
」
に

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
東
義
大
学
校
事
件
」
を
め
ぐ
る
死
者
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
地
位
に
つ
い
て

田
中　
　

悟

　
「
東
義
大
事
件
」
と
は
、「
一
九
八
九
年
五
月
三
日
、
釜
山
東
義
大
学
校

に
監
禁
さ
れ
た
戦
闘
警
察
巡
警
を
救
出
す
る
過
程
で
籠
城
学
生
た
ち
の
火

炎
瓶
投
擲
に
よ
っ
て
警
察
官
お
よ
び
戦
闘
警
察
巡
警
七
名
が
死
亡
し
、
一

〇
名
が
負
傷
し
た
事
件
を
い
う
」（「
東
義
大
事
件
犠
牲
者
の
名
誉
回
復
お

よ
び
補
償
に
関
す
る
法
律
」
第
二
条
第
一
項
）。
本
報
告
で
は
、
韓
国
社

会
に
お
け
る
こ
の
事
件
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
、
金
大
中
・
盧
武
鉉
政
権

期
と
李
明
博
・
朴
槿
恵
政
権
期
と
で
大
き
く
変
わ
っ
た
政
治
情
勢
に
翻
弄

さ
れ
た
関
係
者
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
こ
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
残
さ
れ
た

課
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
る
。

　

事
件
が
発
生
し
た
一
九
八
九
年
は
、
盧
泰
愚
政
権
の
時
代
で
あ
る
。
一

九
八
七
年
の
民
主
化
を
経
た
と
は
言
え
、
反
政
府
運
動
の
熱
気
は
い
ま
だ

冷
め
や
ら
ず
、
激
し
い
労
働
運
動
・
学
生
運
動
に
と
も
な
っ
て
労
働
者
・

学
生
と
警
察
と
の
衝
突
（「
火
炎
瓶
―
催
涙
弾
対
決
」）
が
全
国
で
繰
り
返

さ
れ
る
と
い
う
、
不
安
定
な
政
治
社
会
情
勢
が
継
続
し
て
い
た
。
そ
の
よ
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者
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
民
族
や
宗
教
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
超
え
た
社
会
的
統
合
意
識
・
想
像
の
共
同
体
で
あ
る
と
し
、
そ
の
肯
定

的
な
側
面
を
強
調
す
る
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
／
ア
マ
ル
テ

ィ
ア
・
セ
ン
）。
一
方
、
多
く
の
識
者
た
ち
は
そ
の
負
の
側
面
す
な
わ
ち

排
外
的
民
族
主
義
や
国
家
主
義
的
な
言
動
を
批
判
す
る
。
と
は
い
え
、
前

者
の
論
者
も
「
通
常
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
対
し
て
悪
し
き
偏
向
し
た

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
存
在
を
認
め
て
い
る
し
、
後
者
も
人
々
の
統
合
意
識

や
共
同
体
そ
の
も
の
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
が
か
よ
う
に
錯
綜
し
定
見
が
得

ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
等
閑
視

し
欺
瞞
的
な
公
正
中
立
に
逃
げ
込
ん
で
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
本
稿
で
は
、
今
日
の
あ
る
日
韓
間
の
歴
史
認
識
問
題
を
サ
ン
プ
ル

に
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
の
宗
教
（
仏
教
）」
の
諸
相
を
分
析
し
て
い

き
た
い
。

　

近
年
、
日
本
仏
教
宗
派
の
曹
洞
宗
内
外
を
震
撼
さ
せ
る
事
件
が
い
く
つ

か
表
面
化
し
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
日
本
人
僧
侶
ら
に
よ
る
「
懺
謝
文

（
さ
ん
じ
ゃ
も
ん
）」
石
碑
建
立
問
題
だ
。
二
〇
一
二
年
九
月
十
六
日
に
、

大
韓
民
国
群
山
市
の
寺
刹
に
お
い
て
、
曹
洞
宗
の
戦
争
責
任
認
識
と
謝
罪

表
明
「
懺
謝
文
」（
一
九
九
二
年
）
抄
文
が
、
韓
日
の
対
訳
で
記
念
石
碑

と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
包
括
宗
教
法
人
で
あ
る
「
曹
洞
宗
」
は
、
無
関
係

と
非
関
与
を
公
式
に
表
明
し
、
主
導
し
た
所
属
僧
侶
の
独
断
と
し
て
事
実

上
の
撤
去
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
と
同
教
団
の
歴
史
認
識
と
り
わ
け
戦
争

責
任
問
題
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
僧
侶
と
宗
派
教

団
と
の
間
に
は
修
復
不
可
能
な
意
見
の
相
違
と
り
わ
け
歴
史
認
識
へ
の
向

き
合
い
方
に
係
る
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
。

き
が
開
始
さ
れ
た
。

　

か
く
し
て
、
現
時
点
で
は
、
学
生
・
警
察
官
と
も
に
法
律
に
基
づ
く
名

誉
回
復
と
補
償
と
が
実
現
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
事
態

は
解
決
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
警
察
官
遺
族
側
に
は
あ
く
ま

で
も
学
生
の
民
主
化
運
動
関
連
者
認
定
取
り
消
し
を
求
め
る
主
張
が
根
強

く
、
当
事
者
間
の
和
解
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

し
か
し
、
学
生
の
「
民
主
化
運
動
関
連
者
」
認
定
を
取
り
消
し
て
も
、

「
進
歩
―
保
守
」
間
の
政
権
交
代
の
た
び
に
同
じ
こ
と
の
応
酬
が
繰
り
返

さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
事
件
を
め
ぐ
る
葛
藤
は
「
解
決
」
し
な
い
。
ま

た
、
死
者
を
「
殉
国
者
」
と
形
容
し
、
事
件
を
「
警
察
対
学
生
」
の
構
図

に
落
と
し
込
む
こ
と
も
、
両
者
の
対
立
を
固
定
化
し
た
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム

の
継
続
へ
と
帰
結
す
る
。
こ
れ
を
プ
ラ
ス
サ
ム
ゲ
ー
ム
へ
と
転
じ
、
葛
藤

の
解
消
へ
と
向
か
う
こ
と
は
、
果
た
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
仮
に
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
、「
彼
ら
が
事
件
で
命
を
落
と

し
た
」
と
い
う
事
実
は
残
る
。
東
義
大
事
件
の
死
者
に
対
す
る
慰
霊
を
、

今
後
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
く
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
は
、
政
治

に
翻
弄
さ
れ
る
死
者
を
め
ぐ
る
「
和
解
」
と
「
許
し
」
は
い
か
に
し
て
可

能
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
彼
ら
に
対
し
て
、
宗
教
（
学
）
は
、

い
か
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
の
仏
教

│
│ 

日
韓
の
歴
史
認
識
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

工
藤　

英
勝

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（N

ationalism

）
と
い
う
概
念
は
、
宗
教
（reli-
gion

）
と
同
様
に
、
統
一
し
た
定
義
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
あ
る
識
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当
初
の
目
的
を
超
え
、
偶
像
的
標
識
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
そ
の
使
用

者
の
意
図
と
は
か
か
わ
ら
ず
、
逆
に
民
族
・
国
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

論
理
に
回
収
す
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
惹
起
し
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
か
ら
め
と
ら
れ
る
宗
教
・
仏
教
の
虚
構
を
自
覚
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
対
峙
し
そ
れ
を
相
対
化
す
る
宗
教
・
仏
教
は

い
ま
だ
に
存
在
し
な
い
。

グ
レ
ゴ
リ
オ
・
デ
・
セ
ス
ペ
デ
ス
と
文
禄
・
慶
長
の
役

谷
口　

智
子

　

グ
レ
ゴ
リ
オ
・
デ
・
セ
ス
ペ
デ
ス
は
、
初
め
て
朝
鮮
半
島
を
訪
れ
た
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
で
、
日
本
で
布
教
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
人
イ
エ
ズ
ス

会
士
で
あ
る
。
一
五
五
二
年
、
マ
ド
リ
ッ
ド
生
ま
れ
の
ス
ペ
イ
ン
人
。
一

五
七
七
年
渡
日
、
一
六
一
一
年
小
倉
で
生
涯
を
終
え
た
。

　

セ
ス
ペ
デ
ス
は
一
五
九
三
年
一
二
月
二
七
日
、
文
禄
の
役
の
と
き
、
朝

鮮
半
島
に
密
か
に
渡
っ
た
。
朝
鮮
出
兵
を
し
き
る
一
番
隊
総
大
将
小
西
行

長
ア
グ
ス
テ
ィ
ン
の
依
頼
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
朝
鮮
出
兵
す
る
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
や
武
将
達
の
た
め
に
ミ
サ
を
行
い
、
告
解
を
聞
く
た
め
で
あ
る
。

　

彼
は
、
レ
オ
・
コ
フ
ァ
ン
と
い
う
修
道
士
と
共
に
、
対
馬
、
釜
山
経
由

で
朝
鮮
半
島
に
渡
り
、
小
西
行
長
の
預
か
る
釜
山
近
郊
の
熊
川
倭
城
（
コ

ム
ン
ガ
イ
）
に
主
に
居
住
し
、
近
隣
の
城
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
や
武

将
達
の
館
を
訪
れ
て
い
る
。

　

セ
ス
ペ
デ
ス
は
、
一
五
九
三
年
末
―
九
五
年
初
め
頃
ま
で
、
約
一
年
間

朝
鮮
に
滞
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
小
西
行
長
に
乞
わ
れ
て
、
キ
リ
シ
タ

ン
武
将
達
の
ミ
サ
や
告
解
の
た
め
、
朝
鮮
に
渡
っ
た
が
、
小
西
の
政
敵
、

加
藤
清
正
（
仏
教
徒
）
に
よ
っ
て
、
秀
吉
に
密
告
さ
れ
た
た
め
、
急
遽
帰

　

二
〇
一
一
年
末
に
日
本
曹
洞
宗
僧
侶
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
東
国
寺

を
支
援
す
る
会
」
は
、
か
つ
て
の
曹
洞
宗
寺
院
（
旧
名
「
錦
江
寺
」）
で
、

和
様
伽
藍
を
唯
一
残
し
て
い
る
東
国
寺
に
、
曹
洞
宗
が
表
明
し
た
前
記

「
懺
謝
文
」
抄
文
を
石
碑
に
刻
印
建
立
し
、
地
元
群
山
市
長
や
韓
国
仏
教

界
の
参
列
を
得
て
、
そ
の
除
幕
式
を
挙
行
し
た
。
そ
れ
を
主
導
し
た
僧
侶

が
そ
の
文
書
発
行
者
に
許
可
を
明
示
的
に
は
得
な
い
ま
ま
、
こ
の
石
碑
建

立
を
実
施
し
た
た
め
に
、
除
幕
式
直
前
か
ら
紛
議
が
生
じ
て
い
る
。「
東

国
寺
を
支
援
す
る
会
」
代
表
者
は
、
す
で
に
公
開
・
公
表
さ
れ
た
公
式
声

明
を
使
用
す
る
に
つ
い
て
、
そ
の
著
作
権
法
上
の
保
護
の
対
象
で
は
な
い

と
反
論
し
、
さ
ら
に
最
近
の
竹
島
（
独
島
）
問
題
も
含
ん
だ
領
土
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
配
慮
す
る
あ
ま
り
、
か
つ
て
の
「
懺
謝
文
」
閲
覧
フ
ァ
イ
ル

を
報
道
後
宗
派
公
式
Ｈ
Ｐ
か
ら
一
時
期
削
除
す
る
な
ど
の
一
連
の
行
為
を

厳
し
く
非
難
す
る
。
放
置
・
黙
認
の
不
作
為
と
信
義
則
上
の
瑕
疵
と
い
う

双
方
の
過
失
が
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
そ
れ
が
自
国
・
自
民
族
の
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
―
に
無
自
覚
な
思
想
と
行
動
は
、
歴

史
認
識
と
い
う
文
脈
を
超
え
て
、
批
判
的
に
自
覚
的
に
意
識
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
と
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
自
民
族
と
自
国

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
批
判
す
る
た
め
に
、
他
者
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で

対
抗
さ
せ
る
こ
と
の
陥
穽
で
あ
る
。

　

曹
洞
宗
の
「
懺
謝
文
」
は
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
同
宗
派
の
特
異
・
非

凡
な
（
ユ
ニ
ー
ク
）
な
歴
史
文
書
で
あ
る
が
、
肯
定
的
な
側
面
と
同
時
に
、

差
別
図
書
を
回
収
廃
棄
す
る
性
急
な
目
的
か
ら
、
①
歴
史
記
録
の
隠
蔽
、

②
一
方
的
な
断
罪
と
謝
罪
、
③
異
世
代
間
の
倫
理
の
絶
対
化
、
④
国
家
・

民
族
の
強
化
・
自
明
視
、
⑤
仏
教
自
体
を
免
責
・
免
罪
す
る
な
ど
の
問
題

と
課
題
を
残
し
た
「
過
渡
的
な
文
書
」
で
あ
る
。
か
か
る
「
懺
謝
文
」
を
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て
。
明
と
の
和
平
交
渉
後
の
小
西
行
長
の
熊
川
倭
城
帰
途
後
、
九
州
の

キ
リ
シ
タ
ン
武
将
達
（
小
西
行
長
、
有
馬
晴
信
、
大
村
純
忠
、
五
島
純

玄
、
松
浦
隆
信
、
天
草
久
種
、
栖
本
親
高
、
小
西
与
七
郎
、
日
比
谷
兵

右
衛
門
な
ど
）
と
の
交
流
、
特
に
対
馬
の
宗
義
智
と
の
交
流
に
つ
い

て
。
朝
鮮
の
寒
さ
、
飢
え
や
寒
さ
、
病
気
で
苦
し
む
日
本
兵
の
様
子
、

秀
吉
へ
の
怒
り
、
和
平
の
見
込
み
の
な
い
こ
と
へ
の
不
安
な
ど
。

③ 

三
通
目
書
簡
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
宛
、
一
五
九
四
年
二
月
七
日
、
熊
川

に
て
。
朝
鮮
で
の
戦
争
の
状
況
や
、
沈
惟
敬
と
小
西
行
長
と
の
間
の
和

平
交
渉
に
つ
い
て
、
平
和
へ
の
関
心
（
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
未
発
表
手

稿
の
要
約
、
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館
所
蔵
）。

④ 

四
通
目
書
簡
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
宛
、
一
五
九
四
年
夏
頃
、
熊
川
に
て
。

雨
期
の
朝
鮮
の
気
候
、
戦
争
の
様
子
、
黒
田
官
兵
衛
の
城
に
お
け
る
布

教
活
動
、
筑
紫
広
門
と
の
交
流
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
シ
オ
の
『
一
五

九
四
年
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
に
お
け
る
要
約
、
イ
エ
ズ
ス
会
ロ
ー

マ
文
書
館
所
蔵
）。

陸
西
星
の
『
楞
厳
経
』
解
釈
に
つ
い
て

長
澤　

志
穂

　

明
末
中
国
の
知
識
人
の
間
で
、『
楞
厳
経
』
と
い
う
仏
教
経
典
が
広
く

読
ま
れ
た
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
経
典
は
具

名
を
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』
と
い
い
、

八
世
紀
頃
に
編
ま
れ
た
中
国
偽
経
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
楞
厳
経
』
は

明
清
期
の
道
教
内
丹
文
献
に
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
た
。
内
丹
と
は
、
人

体
に
内
在
す
る
要
素
を
素
材
と
し
て
体
内
に
金
丹
（
丹
薬
）
を
作
り
出
そ

う
と
す
る
道
教
の
瞑
想
・
身
体
技
法
で
あ
り
、
道
（
宇
宙
の
根
源
）
と
性

国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

彼
が
朝
鮮
で
行
っ
た
こ
と
は
、（
１

）戦
争
に
参
加
し
た
日
本
人
キ
リ
シ

タ
ン
武
将
達
と
の
交
流
、
ミ
サ
、
告
解
を
聞
く
こ
と
、（
２

）イ
エ
ズ
ス
会

に
あ
て
た
書
簡
を
通
し
て
の
朝
鮮
に
お
け
る
戦
争
（
文
禄
の
役
）
の
報
告

で
あ
る
。

　

セ
ス
ペ
デ
ス
は
、
朝
鮮
か
ら
連
れ
て
き
た
か
な
り
の
数
の
捕
虜
に
洗
礼

を
施
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
し
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
セ
ス
ペ
デ
ス
は
朝

鮮
で
戦
争
中
に
捕
虜
や
囚
人
と
関
わ
ら
ず
、
彼
ら
に
直
接
布
教
し
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
接
点
は
あ
っ
た
こ
と
が
本
研
究

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

セ
ス
ペ
デ
ス
が
残
し
た
も
の
は
、
書
簡
を
通
じ
た
文
禄
の
役
当
時
の
貴

重
な
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
彼
の
書
簡
（
七
通
現
存
し
て
い
る
う
ち
、

四
通
が
朝
鮮
関
係
。
従
来
の
研
究
で
は
朝
鮮
関
係
の
書
簡
は
二
通
①
②
し

か
明
ら
か
で
な
か
っ
た
が
、
朴
哲
氏
が
③
④
発
見
）
を
通
じ
た
文
禄
の
役

に
つ
い
て
の
記
録
を
ま
と
め
、
紹
介
す
る
（
朴
哲
著
・
谷
口
智
子
訳
『
グ

レ
ゴ
リ
オ
・
デ
・
セ
ス
ペ
デ
ス
│
│
ス
ペ
イ
ン
人
宣
教
師
が
見
た
朝
鮮
と

文
禄
・
慶
長
の
役
』
春
風
社
、
二
〇
一
三
年
）。

① 

一
通
目
書
簡
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
宛
、
一
五
九
三
年
一
二
月
頃
、
熊
川

に
て
。
朝
鮮
へ
の
旅
の
道
中
、
対
馬
に
お
け
る
布
教
活
動
の
様
子
、
熊

川
倭
城
に
到
着
す
る
ま
で
の
険
し
い
道
の
り
、
戦
争
の
和
平
交
渉
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
。
熊
川
倭
城
ほ
か
、
近
隣
の
倭
城
の
様
子
（
こ
れ
ら

の
情
報
は
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
『
一
五
九
四
年
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年

報
』
一
五
九
四
年
三
月
一
五
日
付
け
書
簡
、
お
よ
び
、
ル
イ
ス
・
デ
・

グ
ス
マ
ン
『
東
方
布
教
史
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
）。

② 

二
通
目
書
簡
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
宛
、
一
五
九
四
年
一
月
頃
、
熊
川
に
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ト
ナ
ー
か
ら
秘
術
に
よ
っ
て
得
た
先
天
の
気
を
体
内
に
め
ぐ
ら
せ
る
。
異

性
と
の
性
的
秘
術
を
必
要
と
す
る
内
丹
理
論
を
「
陰
陽
双
修
」
と
い
う
。

体
内
の
周
流
を
経
て
純
化
し
た
気
を
、
丹
田
に
お
い
て
自
己
の
神
と
結
合

さ
せ
、
呼
吸
法
に
よ
り
温
養
し
て
、
新
た
な
純
粋
な
身
体
と
し
て
成
熟
さ

せ
る
（
脱
胎
）。
最
後
に
再
び
性
功
を
推
し
進
め
、
無
為
の
境
地
に
到
達

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
丹
は
完
成
す
る
。
陸
西
星
の
内
丹
関
連
著
作
は
、

神
（
本
性
）
の
陶
冶
に
つ
い
て
と
、
神
に
よ
っ
て
気
を
制
御
す
る
局
面
に

つ
い
て
比
較
的
詳
細
に
説
い
て
い
る
。

　

陸
西
星
は
『
楞
厳
経
』
に
注
す
る
に
あ
た
り
、
経
典
や
既
存
の
注
釈
か

ら
の
引
用
を
積
極
的
に
は
せ
ず
、
自
身
の
解
釈
を
直
接
に
記
し
て
い
る
。

そ
の
本
性
に
関
す
る
部
分
を
中
心
に
み
る
と
、
衆
生
に
は
常
住
真
心
（
本

性
）
が
存
す
る
と
い
う
『
楞
厳
経
』
の
本
文
を
承
け
、
仏
教
徒
の
諸
注
が

本
性
に
お
け
る
真
と
妄
の
表
裏
一
体
性
を
理
解
せ
よ
と
説
く
の
に
対
し
、

陸
西
星
は
、
表
裏
一
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
真
と
妄
の
弁
別
が
重
要
で
あ
る

と
強
調
す
る
。
妄
想
を
排
除
し
認
識
を
精
錬
し
た
と
き
、
本
性
は
本
性
と

し
て
明
確
に
見
出
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
妄
想
の
起

こ
る
仕
組
み
と
本
性
・
妄
想
の
弁
別
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
を
『
楞
厳
経
』
が
詳
説
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。

　

陸
西
星
の
こ
の
よ
う
な
『
楞
厳
経
』
理
解
は
、
性
（
神
）
と
命
（
気
）

の
合
一
を
目
標
と
す
る
内
丹
に
お
い
て
、
本
性
は
精
錬
に
よ
っ
て
純
化
さ

れ
最
終
的
に
金
丹
と
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
に
関
わ
る
。
内
丹
の
成
就
に

必
須
で
あ
る
本
性
を
見
出
す
こ
と
、
そ
の
理
解
に
寄
与
す
る
経
典
と
し
て

『
楞
厳
経
』
は
内
丹
家
に
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費23242007

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

す
。）

質
を
一
に
す
る
金
丹
の
力
に
よ
っ
て
、
人
は
十
全
な
生
命
力
を
回
復
さ
せ

う
る
と
さ
れ
る
。『
楞
厳
経
』
を
引
用
し
た
内
丹
家
た
ち
に
と
っ
て
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
書
物
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、
そ

の
一
例
と
し
て
、
明
代
の
内
丹
家
、
陸
西
星
を
取
り
上
げ
る
。
彼
は
儒

教
・
仏
教
・
道
教
の
三
教
を
学
習
し
た
知
識
人
で
あ
り
、
道
教
に
関
し
て

は
特
定
の
師
を
も
た
な
い
独
学
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
丹
理
論
を

多
く
含
む
著
作
集
『
方
壺
外
史
』
を
著
し
、
そ
の
内
丹
理
論
は
の
ち
に
内

丹
東
派
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
陸
西
星
の
晩
年
の
著
作
に
、『
楞
厳
経

説
約
』『
楞
厳
経
述
旨
』
と
い
う
『
楞
厳
経
』
の
注
釈
書
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
『
楞
厳
経
』
解
釈
が
彼
の
内
丹
思
想
と
ど
の
よ
う
な
関
連
に

あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
道
教
内
丹
家
た
ち

に
『
楞
厳
経
』
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
が
明
ら

か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
楞
厳
経
』
は
華
厳
・
天
台
・
禅
な
ど
大
乗
仏
教
の
様
々
な
思
想
を
包

含
す
る
内
容
を
も
ち
、
と
く
に
妄
想
を
除
去
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
妄

想
が
起
こ
る
仕
組
み
を
詳
細
に
説
く
点
に
特
徴
が
あ
る
。
仏
教
徒
の
諸
注

に
お
い
て
は
如
来
蔵
思
想
を
説
く
も
の
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　

他
方
、『
方
壺
外
史
』
に
み
ら
れ
る
陸
西
星
の
内
丹
思
想
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。
内
丹
実
践
は
一
般
に
精
神
修
養
で
あ
る
「
性
功
」

と
身
体
修
養
で
あ
る
「
命
功
」
に
分
け
ら
れ
る
。
多
く
の
内
丹
家
は
両
者

を
等
分
に
重
視
す
る
「
性
命
双
修
」
の
立
場
を
と
り
、
ど
ち
ら
を
先
に
行

う
か
に
よ
っ
て
「
先
性
後
命
」
と
「
先
命
後
性
」
の
立
場
が
あ
る
。
陸
西

星
も
性
命
双
修
を
説
く
が
、
そ
の
内
丹
の
過
程
は
性
功
↓
命
功
↓
性
功
と

い
う
や
や
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
性
功
か
ら
始
め
、
欲
望
を
な
く
し
、

体
内
の
神
（
本
性
）
を
安
静
に
す
る
。
次
に
命
功
に
移
り
、
異
性
の
パ
ー
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し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

光
瑞
が
居
し
た
高
雄
は
、「
都
市
の
勝
景
と
し
て
は
台
湾
第
一
」（『
台

湾
島
の
現
在
』
大
乗
社
、
一
九
三
五
年
）
で
あ
り
、
ま
た
港
湾
と
し
て
の

機
能
は
「
中
継
港
と
し
て
第
一
位
た
る
と
重
軽
工
業
地
と
し
て
我
領
土
中

第
一
流
に
属
す
」（『
大
谷
光
瑞
興
亜
計
画
』
三
、
大
乗
社
、
一
九
三
九
年
）

と
光
瑞
は
見
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
前
後
か
ら
日
本
政
府
は
資
源
確
保
の

観
点
か
ら
南
洋
を
重
視
し
、
と
く
に
南
洋
か
ら
の
石
油
や
資
源
な
ど
を
確

保
す
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
南
進
論
」
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
た
。

そ
の
中
で
「
中
継
港
」
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
の
が
高
雄
で
あ
っ
た
。

三　

高
雄
「
逍
遙
園
」
に
見
る
光
瑞
の
世
界

　

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
一
月
一
日
「
逍
遙
園
」
の
開
園
式
が
当

地
の
名
士
を
招
待
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
参
会
者
に
は
台
湾
島
を
描
い

た
皿
（
周
囲
に
は
バ
ナ
ナ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
い
っ
た
台
湾
の
名
産
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
）
が
配
布
さ
れ
た
と
い
う
。
宗
藤
高
雄
市
長
は
挨
拶
の

中
で
「
わ
が
高
雄
市
は
新
南
群
島
を
編
入
し
て
、
海
上
数
キ
ロ
に
亙
る
面

積
を
有
し
世
界
に
誇
る
大
都
市
と
な
り
更
に
世
界
的
人
物
た
る
猊
下
を
お

迎
へ
し
て
二
拍
子
揃
っ
た
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
四
〇
年
十
一
月
二

日
）
と
述
べ
る
な
ど
、
朝
野
を
挙
げ
て
光
瑞
の
高
雄
居
住
を
歓
迎
し
た
。

「
逍
遙
園
」
は
、
二
層
式
の
和
洋
折
衷
住
宅
で
、
建
築
資
材
の
大
半
は
京

都
三
夜
荘
（
西
本
願
寺
大
谷
家
の
別
荘
）
よ
り
運
搬
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
一
部
は
移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

四　

飛
雲
閣
と
の
相
似
性

　
「
逍
遙
園
」
に
は
、
本
願
寺
の
「
飛
雲
閣
」
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
々

あ
る
。
一
つ
は
唐
破
風
の
様
式
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
玄
関
構
造
の
類
似

性
で
あ
る
。
三
つ
目
は
円
形
の
窓
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
、
最
後
は
火
灯

大
谷
光
瑞
と
台
湾 

│
│ 

高
雄
「
逍
遙
園
」
を
中
心
に
し
て 

│
│柴

田　

幹
夫

一　

本
願
寺
の
台
湾
開
教

　

台
湾
と
西
本
願
寺
の
関
係
は
、
日
清
戦
争
前
後
に
遡
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
の
関
係
を
二
つ
の
側
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。
一
つ
は
一
八
九
四

（
明
治
二
七
）
年
か
ら
九
五
年
の
日
清
戦
争
に
お
い
て
従
軍
布
教
を
展
開

さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。『
真
宗
本
派
本
願
寺
台
湾
開
教
史
』（
台
湾
開
教
教

務
所
臨
時
編
輯
部
、
一
九
三
五
年
、
以
下
『
台
湾
開
教
史
』
と
記
す
）
冒

頭
に
「
抑
も
本
派
布
教
使
が
足
を
台
湾
に
踏
み
入
れ
た
最
初
の
目
的
は
、

従
軍
布
教
に
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
目
は
宗
教
を
利

用
し
て
、〔
本
島
人
〕
を
慰
撫
教
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
布
教
使
一
同

が
企
図
し
到
達
せ
ん
と
す
る
目
的
は
内
地
人
及
び
〔
本
島
人
〕
を
し
て
確

固
た
る
信
念
を
得
せ
し
め
、
先
入
後
来
一
団
と
な
り
、
善
良
の
臣
民
と
し

て
国
家
に
貢
献
す
る
こ
と
あ
ら
し
め
ん
を
期
す
。
平
素
布
教
の
方
針
も
之

れ
に
外
な
ら
ず
…
…
」（『
台
湾
開
教
史
』）
と
あ
る
。
本
項
で
は
本
島
人

と
言
っ
た
よ
う
な
差
別
的
用
語
を
用
い
て
い
る
が
、
本
来
な
ら
ば
台
湾
人

と
表
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
歴
史
的
用
語
な
の
で
〔　

〕
を
つ
け
る
こ
と

に
す
る
。

二　

大
谷
光
瑞
と
高
雄

　

台
湾
南
部
の
高
雄
に
は
「
逍
遙
園
」
と
呼
ば
れ
る
大
谷
光
瑞
（
一
八
七

六
―
一
九
四
八
）
の
別
邸
が
あ
っ
た
。
大
谷
光
瑞
は
日
本
最
大
の
仏
教
教

団
西
本
願
寺
の
二
十
二
世
門
主
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
（
逍
遙
園
の
開

設
は
一
九
四
〇
年
）
は
す
で
に
退
位
し
「
帝
国
の
相
談
役
」
と
し
て
内
閣

参
議
の
要
職
に
あ
っ
た
。
彼
は
中
央
ア
ジ
ア
探
検
で
頗
る
有
名
で
あ
る

が
、
ま
た
孫
文
と
の
交
流
や
ア
ジ
ア
各
地
に
殖
産
事
業
を
興
し
た
人
物
と
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こ
で
は
名
僧
と
し
て
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
長

春
文
史
資
料
五
』（
一
九
八
四
年
）
仁
信
・
澍
培
「
偽
満
仏
教
総
会
会
長

如
光
」（
本
史
料
は
一
九
六
五
年
初
稿
と
さ
れ
て
お
り
、
執
筆
者
の
一
人

澍
培
は
一
九
五
七
年
に
右
派
分
子
と
さ
れ
一
九
七
九
年
に
名
誉
回
復
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
後
比

較
的
早
い
時
期
の
記
述
で
あ
り
、
当
事
者
の
記
述
で
も
あ
る
た
め
史
料
的

価
値
が
認
め
ら
れ
る
と
み
ら
れ
る
）
で
は
、
満
洲
国
時
代
の
如
光
が
詳
述

さ
れ
て
お
り
、
日
本
へ
の
協
力
者
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
孫
邦

編
『
偽
満
社
会
』（
一
九
九
三
年
）
高
丕
混
「
如
光
其
人
」
で
も
、
如
光

の
誠
実
な
一
面
を
認
め
つ
つ
、
同
様
に
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
対

日
協
力
者
と
し
て
の
姿
は
満
洲
国
民
生
部
社
会
司
編
『
吉
林
、
間
島
、
濱

江
各
省
宗
教
調
査
報
告
書
』（
一
九
三
七
年
）
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
如
光
は
す
ぐ
れ
た
仏
教
者
と
い
う
評
価
と
と
も
に
、
満
洲
国
政

府
か
ら
は
協
力
者
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
如
光
を
中
心
に
東
北
部
の
中
国
仏
教
界
は
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
関
内
の
中
国
仏
教
界

は
、
太
虚
を
中
心
と
す
る
改
革
派
（
新
派
）
と
圓
瑛
を
中
心
と
す
る
守
旧

派
（
旧
派
）
に
分
裂
し
て
お
り
、

虚
の
師
の
諦
閑
は
旧
派
に
近
く
、
新

派
よ
り
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
た
。
太
虚
に
よ
る
雑
誌
『
海
潮
音
』

（
一
九
二
〇
年
―
一
九
四
九
年
）
上
の
諦
閑
の
文
章
も
、
批
判
を
受
け
た

こ
ろ
よ
り
以
降
は
掲
載
が
な
く
、

虚
、
如
光
な
ど
も
全
く
掲
載
が
な

い
。
す
な
わ
ち
東
北
部
仏
教
者
と
新
派
と
の
関
係
は
疎
遠
な
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

東
北
部
の
日
本
人
仏
教
者
の
人
数
、
経
歴
、
活
動
等
の
詳
細
は
不
明
な

点
が
多
い
が
、
そ
の
一
部
を
挙
げ
れ
ば
（
氏
名
は
姓
の
み
）、
今
井
（
ハ

窓
と
呼
ば
れ
る
障
子
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
類
似
性

が
あ
る
が
、「
逍
遙
園
」
の
痛
み
が
酷
く
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
上

海
本
願
寺
や
築
地
本
願
寺
は
、
イ
ン
ド
風
の
様
式
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
光
瑞
の
想
い
、
願
い
を
顕
し
た
も
の
と
い
え

よ
う
。
同
様
に
「
逍
遙
園
」
も
、
光
瑞
が
幼
い
こ
ろ
に
走
り
駆
け
巡
っ
た

本
願
寺
を
顕
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

近
代
中
国
東
北
部
に
お
け
る
日
中
仏
教
関
係
史
の
一
断
面

野
世　

英
水

　

近
代
の
中
国
東
北
部
に
お
け
る
中
国
仏
教
は
、

虚
と
そ
の
弟
子
た
ち

が
中
心
と
な
り
展
開
し
て
い
っ
た
。
満
州
国
時
代
の
東
北
部
を
代
表
す
る

仏
教
団
体
は
満
洲
国
仏
教
総
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
会
長
は

虚
の
弟
子

の
如
光
で
あ
っ
た
。
当
時
の
東
北
部
仏
教
界
は
一
面
こ
の
如
光
を
中
心
と

し
て
展
開
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
そ
の
如
光
の
経
歴
お

よ
び
そ
れ
へ
の
評
価
に
つ
い
て
う
か
が
い
、
ま
た
如
光
を
は
じ
め
東
北
部

仏
教
者
と
関
内
の
仏
教
者
と
の
関
係
、
お
よ
び
東
北
部
で
活
動
し
て
い
た

日
本
人
仏
教
者
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

于
凌
波
著
『
中
国
近
現
代
仏
教
人
物
志
』（
一
九
九
五
年
）「
上
篇
、
名

僧
篇　

補
佐

虚
弘
化
東
北
的
定
西
」
に
よ
る
と
、
定
西
（
如
光
）
は
一

八
九
五
年
生
ま
れ
。
十
八
歳
で
営
口
・
宣
講
堂
の
宣
講
員
、
二
十
八
歳
で

出
家
、
二
十
九
歳
で
具
足
戒
を
受
け
て
い
る
。
三
十
四
歳
で
ハ
ル
ピ
ン
・

極
楽
寺
の
住
持
と
な
り
、
以
後
一
九
四
六
年
五
十
一
歳
で
住
持
を
辞
す
る

ま
で
十
七
年
間
、
出
家
者
と
し
て
世
事
に
か
か
わ
ら
ず
講
経
弘
法
し
、
戒

を
守
り
、
極
楽
寺
の
発
展
に
努
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
九
年
に
は

香
港
へ
行
き
、
同
地
で
一
九
六
二
年
六
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
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護
と
振
興
」「
環
境
の
保
全
持
続
可
能
な
利
用
」「
よ
き
統
治
」
の
四
つ
の

分
野
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
国
の
近
代
化
を
進
め

る
「
開
発
の
哲
学
」
で
あ
る
。
第
四
代
国
王
の
王
妃
は
、「
ブ
ー
タ
ン
が
心

が
け
て
い
る
の
は
、
仏
教
に
深
く
根
ざ
し
た
ブ
ー
タ
ン
文
化
に
立
脚
し
た

近
代
化
の
方
向
を
見
出
す
こ
と
で
す
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
仏
教
的
人
生
観
に
裏
打

ち
さ
れ
る
も
の
で
、
私
た
ち
は
新
し
い
社
会
改
革
、
開
発
を
考
え
る
う
え

の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
」（
Ｄ
・
Ｗ
・
ワ
ン
チ
ュ
ッ
ク
著
『
幸
福
大
国
ブ

ー
タ
ン
│
│
王
妃
が
語
る
桃
源
郷
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
と
語

っ
た
が
、「
開
発
の
哲
学
」
の
根
底
に
は
、
仏
教
世
界
観
の
継
承
が
あ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
制
定
の
ブ
ー
タ
ン
憲
法
（
前
文
と
全
三
五
条
）
に
お
い
て

も
、「
国
家
は
、
国
民
総
幸
福
の
追
求
を
可
能
な
ら
し
め
る
諸
条
件
を
促

進
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
第
九
条
第
二
項
）
と
あ

り
、「
政
府
は
仏
教
精
神
と
普
遍
的
な
人
類
の
価
値
観
に
根
ざ
し
た
思
い

や
り
の
あ
る
社
会
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」（
第
九
条
第
二
〇
項
）
と
も
あ
る
。

　

近
年
、
経
済
成
長
が
著
し
い
ブ
ー
タ
ン
に
と
っ
て
、
実
際
に
仏
教
的
価

値
観
を
維
持
し
つ
つ
、
開
発
を
模
索
す
る
具
体
例
と
し
て
、
オ
グ
ロ
ツ
ル

の
保
護
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
近
代
化
政
策
の
な
か
で
電
気
の
敷

設
を
す
る
た
め
に
電
線
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
自
然
保

護
と
輪
廻
転
生
を
信
じ
る
仏
教
世
界
観
か
ら
オ
グ
ロ
ツ
ル
を
守
る
た
め
に

電
線
の
取
り
付
け
を
や
め
て
し
ま
っ
た
例
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
別
の
地
域
の
電
気
が
つ
い
た
村
の
一
家
で
は
、
電
気
が
な
か

っ
た
頃
は
、
大
切
な
も
の
と
し
て
、「
宗
教
の
経
典
」
を
あ
げ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
電
灯
が
つ
い
て
八
年
後
の
状
況
を
取
材
し
た
映
像
に
よ

れ
ば
、「
今
、
満
足
し
て
い
ま
す
か
。」
の
問
い
に
、「
決
し
て
満
足
し
て

ル
ピ
ン
・
極
楽
寺
駐
在
、
中
国
天
台
宗
僧
侶
、
関
東
軍
特
務
機
関
員
）、

都
築
（
日
本
天
台
宗
僧
侶
、
長
春
・
般
若
寺
駐
在
）、
木
村
（
＝
宋
、
営

口
・
楞
厳
寺
駐
在
）、
井
口
（
満
洲
国
仏
教
総
会
副
会
長
）、
谷
口
（
満
洲

国
仏
教
総
会
新
京
支
部
駐
在
）、
藤
本
（
満
洲
国
仏
教
総
会
財
務
部
長
）、

入
野
（
西
本
願
寺
僧
侶
、
満
洲
大
同
仏
教
会
副
理
事
長
）、
一
番
瀬
（
日

本
天
台
宗
僧
侶
、
長
春
・
般
若
寺
駐
在
、
ハ
ル
ピ
ン
・
居
士
林
で
教
化
活

動
）
そ
の
他
で
あ
っ
た
。
東
北
部
で
活
動
し
た
日
本
人
仏
教
者
は
、
日
本

の
宗
派
に
属
す
る
も
の
と
、
東
北
部
で
出
家
し
た
も
の
が
お
り
、
そ
れ
ら

仏
教
者
は
東
北
部
の
仏
教
団
体
の
組
織
化
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
ま

た
な
か
に
は
関
東
軍
の
特
務
機
関
の
部
員
や
そ
れ
と
の
関
係
の
深
い
人
物

も
い
た
。
東
北
部
仏
教
界
は
日
本
天
台
宗
と
の
関
係
が
深
い
よ
う
で
あ
る

が
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
と
の
関
係
も
見
ら
れ
る
。

　

中
国
東
北
部
の
仏
教
界
の
動
向
は
、
複
雑
で
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多

い
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
動
向
を
断
片
的
に
取
り
上
げ
た
に
す
ぎ
な
い

が
、
今
後
不
明
な
点
を
新
た
な
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
近
代
の
東

北
部
仏
教
界
を
よ
り
構
造
化
し
て
見
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

ブ
ー
タ
ン
の
「
国
民
総
幸
福
（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）」
に
み
る
仏
教
と
経
済本

林　

靖
久

　

発
展
途
上
国
で
あ
る
ブ
ー
タ
ン
は
、
第
四
代
国
王
の
よ
る
「Gross 

N
ational Product

（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
＝
国
民
総
生
産
）」
で
は
な
く
、「Gross 

N
ational H

appiness

（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
＝
国
民
総
幸
福
）」
の
提
唱
に
よ
っ
て
、

心
の
安
ら
ぎ
は
、
物
質
的
発
展
の
た
め
に
損
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
信
念
に
、
独
自
の
国
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
基
本
的
な
政
策
は
、「
経
済
成
長
と
開
発
」「
文
化
遺
産
の
保
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幸
せ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
』
阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
二

〇
一
三
年
）

宣
教
使
対
宣
教
師

小
林　

威
朗

　

本
発
表
の
目
的
は
、
明
治
維
新
政
府
が
設
置
し
た
民
衆
教
化
を
専
門
と

す
る
官
吏
で
あ
る
宣
教
使
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
。
宣

教
使
に
関
す
る
研
究
で
は
藤
井
貞
文
の
一
連
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

藤
井
は
明
治
国
学
を
江
戸
国
学
の
転
生
・
純
化
と
と
ら
え
、
そ
う
し
た
視

点
か
ら
そ
の
発
端
を
宣
教
使
の
活
動
の
中
に
見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

研
究
に
よ
っ
て
宣
教
使
の
活
動
の
実
態
、
特
に
教
義
確
立
や
教
典
編
纂
に

関
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
以
後
の
研
究
に
大
き
く
影
響
を
あ
た
え

て
い
る
。
し
か
し
、
藤
井
の
研
究
は
宣
教
使
官
員
の
思
想
を
本
居
宣
長
・

平
田
篤
胤
の
学
問
を
継
承
し
た
も
の
と
と
ら
え
て
お
り
、
宣
教
使
総
体
と

し
て
の
様
子
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
官
員
個
人
の
思
想
に
焦
点
を
当
て
る

こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

羽
賀
祥
二
は
「
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の
改
宗
が
宣
教
使
設
置
の
目
的
で
あ
っ

た
」
た
め
に
「
キ
リ
ス
ト
教
に
似
せ
た
神
道
的
世
界
観
、
創
造
・
主
宰
神

説
を
中
心
に
据
え
た
「
神
道
宗
門
」
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
そ
れ
と
ど
の
程
度
似
て
い
る
の
か
（
似
て
い
な

い
の
か
）
と
い
う
比
較
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
明
治
宣
教
使
と
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
の
論
争
を

題
材
と
し
て
、
明
治
宣
教
使
は
本
居
・
平
田
の
学
問
を
継
承
し
つ
つ
、
ど

の
よ
う
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
か
ら
の
言
説
に
対
抗
し
て
い
っ
た
の

か
を
概
観
し
た
い
。

い
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
も
冷
蔵
庫
も
欲
し
い
。
何
よ
り
も
そ
れ
ら
を
買
う
た

め
の
お
金
が
ほ
し
い
。」
と
述
べ
て
い
た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
『
あ
な
た
は
い

ま
幸
せ
で
す
か
。
地
球
家
族
二
〇
〇
一
年
』）。
経
済
成
長
に
よ
っ
て
仏
教

の
精
神
性
は
あ
っ
け
な
く
退
く
し
か
な
い
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。

　

西
欧
で
は
、
幸
福
の
公
式
と
し
て
、
幸
せ
＝
財
／
欲
望
が
提
示
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
増
大
す
る
欲
望
を
、
財
を
増
や
す
こ
と
で
幸
福
を
得
よ
う

と
す
る
。
一
方
、
仏
教
の
考
え
で
は
、
欲
望
を
抑
え
て
、
わ
ず
か
な
財
で

幸
せ
に
暮
ら
そ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
少
欲
知
足
」
が
説
か
れ
、
幸
せ

＝
知
足
／
少
欲
と
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
ブ
ー
タ
ン
で
は
僧
侶
が
経
済
の
話
に
な
る
と
、「
少
欲

と
知
足
」、「
自
利
と
利
他
」、
そ
し
て
「
中
道
」
が
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
数
年
で
、
一
気
に
大
量
の
情
報
が
流
れ
込
ん
で
き
た
ブ
ー
タ
ン
人
に

と
っ
て
、
欲
望
は
確
実
に
増
大
し
て
お
り
、
僧
侶
の
言
動
や
行
動
に
よ
っ

て
、
あ
る
い
は
日
々
の
宗
教
生
活
の
な
か
で
、
欲
望
を
抑
え
、
他
者
へ
の

施
し
の
精
神
を
ど
こ
ま
で
持
続
し
て
い
け
る
の
か
、
そ
の
見
通
し
は
決
し

て
明
る
く
な
い
。

　

Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
人
間
の
幸
福
や
充
足
感
に
は
、「
来
世
の
安
心
」

と
い
う
「
救
済
財
（
精
神
）」
を
獲
得
す
る
た
め
の
「
宗
教
的
エ
ー
ト
ス

（
エ
ー
ト
ス
＝
個
人
を
動
か
す
駆
動
力
）」
と
、「
現
世
の
安
心
」
を
確
保

す
る
た
め
に
「
経
済
財
（
資
産
）」
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
「
経
済
的
エ

ー
ト
ス
」
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
仏
教
的
価
値
観

と
経
済
発
展
と
い
う
こ
の
難
し
い
ジ
レ
ン
マ
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
っ

て
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
維
持
・
向
上
で
き
る
の
か
。
国
と
し
て
の
模
索
は
続
い
て

い
る
。（
参
考
文
献
：
本
林
靖
久
・
高
橋
孝
郎
著
『
ブ
ー
タ
ン
で
本
当
の
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綸
せ
る
御
魂
、
顕
に
付
て
天
照
大
神
と
現
は
れ
…
然
れ
は
則
、
天
照
大
神

即
御
中
主
大
神
に
し
て
、
此
天
地
の
大
主
宰
に
坐
」
と
し
て
、「
無
始
」

の
神
の
分
魂
と
神
々
の
持
ち
分
け
（
役
割
分
担
）、
そ
し
て
幽
顕
論
に
よ

る
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
「
全
知
全
能
」
と
い
う
神
観
に
対
抗
す
る
論
を
形

成
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
天
之
御
中
主
神
観
と
そ
の
御
魂
を
持
ち
分
け
る
と
い
う
発

想
は
、
宣
長
の
神
観
か
ら
は
出
て
こ
な
い
も
の
で
あ
り
、
篤
胤
が
『
古
史

伝
』
に
お
い
て
本
格
的
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
造
化
三
神
や
天

照
大
神
の
重
要
性
を
述
べ
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
か
の
神
に
収
斂
さ
れ
な
い

よ
う
に
論
じ
た
と
こ
ろ
に
伊
能
の
神
観
の
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

筧
克
彦
研
究
の
現
状
と
展
望

中
道　

豪
一

　

筧
克
彦
に
関
し
て
は
、
終
戦
の
録
音
盤
を
放
送
局
に
届
け
た
長
男
筧
素

彦
、
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
次
男
筧
泰
彦
、
娘
婿
で
あ
る
高
崎
経

済
大
学
学
長
三
潴
信
吾
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
と
な
り
・
学
問
が
説
か
れ
て

い
る
が
、
戦
後
の
学
術
研
究
に
お
い
て
は
、
か
な
り
偏
っ
た
評
価
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
侮
蔑
や
軽
蔑
を
露
わ
に
す
る
研
究
が
存
在
す
る

現
状
が
あ
る
。

　

例
え
ば
竹
田
稔
和
は
筧
の
神
道
論
を
「
バ
ル
バ
ラ
イ
（

）」

（
野
蛮
人
の
語
源
と
さ
れ
、
訳
の
分
か
ら
な
い
言
葉
を
話
す
者
と
い
う
意

味
）
と
評
す
る
だ
け
で
な
く
、
西
洋
か
ら
の
剽
窃
で
あ
る
と
断
言
す
る
。

ま
た
原
武
史
は
筧
が
進
講
し
た
貞
明
皇
后
を
「
神
が
か
り
」
と
記
し
、
そ

れ
を
筧
の
「
神
な
が
ら
の
道
」
に
の
め
り
込
ん
だ
結
果
だ
と
指
摘
す
る
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
ン
ソ
ル
（George Ensor

一
八
四
二
―
一
九
一
一
）

は
明
治
元
年
十
二
月
十
一
日
に
長
崎
へ
渡
来
し
た
英
国
聖
公
会
最
初
の
宣

教
師
で
あ
る
。
彼
の
著
作
に
『
神
道
破
斥
』（
仁
川
一
騰
校
訂
、
以
下
、

『
破
斥
』）
が
あ
る
。『
破
斥
』
は
表
紙
に
「
神
道
謬
弁
」
と
題
し
「
辛
未

六
月
三
日
写
／
高
永
成
章
」
と
あ
る
、
日
田
縣
の
罫
紙
十
四
丁
か
ら
な
る

写
本
が
現
存
す
る
。
内
容
は
全
十
段
か
ら
な
り
、
エ
ン
ソ
ル
と
そ
の
家
を

訪
れ
て
論
戦
を
挑
ん
だ
「
神
道
者
」
と
の
問
答
書
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

『
破
斥
』
に
反
論
し
た
の
が
下
総
国
佐
原
の
国
学
者
伊
能
穎
則
の
『
エ
ン

ソ
ー
神
道
論
弁
謬
』（『
香
取
群
書
集
成　

第
四
巻
』
所
収
）
で
あ
る
。
こ

れ
は
「
神
道
者
」
の
誤
り
を
正
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
エ
ン
ソ
ル
の
神
道
論

に
異
議
を
申
し
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

　

内
容
を
分
析
し
て
い
く
と
、
エ
ン
ソ
ル
の
言
及
は
古
事
記
日
本
書
紀
の

信
憑
性
や
神
道
的
神
観
に
関
す
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
神
道
を

批
判
し
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ

に
対
し
て
伊
能
は
、
宣
長
の
所
謂
「
道
」
の
議
論
の
援
用
や
、『
霊
能
真

柱
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
天
文
地
理
」
に
お
け
る
西
洋
先
進
の
論
理
を

用
い
て
反
論
し
て
い
る
。
特
に
記
紀
の
信
憑
性
に
付
い
て
は
「
地
球
の
成

る
へ
き
始
め
を
語
り
て
、
此
漂
へ
る
国
と
云
る
、
和
銅
・
養
老
の
昔
、
誰

か
地
動
の
説
を
知
ら
ん
」
と
い
う
服
部
中
庸
以
降
の
天
体
説
（
地
動
説
）

受
容
や
「
天
照
大
神
の
詔
に
、
宝
祚
隆
盛
、
天
壌
と
窮
り
無
る
へ
し
、
と

あ
り
て
、
則
皇
統
方
今

0

0

に
至
り
、
少
も
変
動
無
く
、
皇
威
益
昌
な
り
」
と

述
べ
、
現
実
と
古
伝
と
の
相
互
補
完
と
い
う
明
治
維
新
以
後
特
有
の
時
代

背
景
が
も
た
ら
す
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、「
無
始
」
で
あ
る
「
天

之
御
中
主
神
」（「
幽
」）
の
「
其
魂
を
分
て
産
霊
二
神
」（「
幽
中
の
顕
」）

と
し
さ
ら
に
「
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
二
神
に
至
り
」（「
顕
」）、「
大
虚
に
彌
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そ
し
て
、
近
年
の
筧
克
彦
観
が
、
立
花
隆
の
諸
説（『
天
皇
と
東
大
下
』

文
藝
春
秋
、
平
成
一
七
）
に
依
拠
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
と
共
に
、
筧
の
思
想
に
お
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
神
道
論
の
理

解
が
疎
か
な
ま
ま
、
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
し
、
筧

の
神
道
論
の
解
明
が
、
筧
克
彦
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
か
つ
急
務
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。

宮
地
嚴
夫
著
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
に
つ
い
て

黒
田　

宗
篤

　

宮
地
嚴
夫
、
常
磐
、
再
来
（
水
位
）
の
三
氏
の
思
想
及
び
活
動
を
所
謂

「
宮
地
神
仙
道
」
と
い
う
宗
教
団
体
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、
一
次
史
料
に
基
づ
い
た
史
実
と
し
て
の
三
氏
の
思
想
及
び
活
動

―
宮
地
家
が
用
い
る
と
こ
ろ
の
「
神
道
宮
地
学
」
と
い
う
観
点
で
見
直
そ

う
と
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
観
点
に
よ
る
筆
者
の
研
究
成
果
は
、『
宮
地
嚴
夫
研
究
１

―
そ
の

半
生
に
つ
い
て
―
』
及
び
「
宮
地
嚴
夫
に
よ
る
平
田
国
学
の
改
良
に
つ
い

て
」、「
潮
江
天
満
宮
神
主
・
宮
地
常
磐
、
再
来
の
学
術
研
究
に
つ
い
て
」

な
ど
が
あ
る
。
本
報
告
に
お
い
て
も
、
実
証
主
義
の
立
場
か
ら
宮
地
嚴
夫

著
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
宮
地
嚴
夫
の
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
で
注
意
を
要
す
べ
き
こ
と

は
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
全
て
の
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
は
、
原
著
と
そ

の
様
相
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宮
地
は
、
在
世
中
に

原
著
の
第
三
巻
か
ら
「
宇
治
山
喜
撰
伝
」
を
抜
萃
し
、
雑
誌
『
わ
か
竹
』

第
七
巻
一
一
号
に
寄
稿
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
伝
は
、
刊
行
本
に
は

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
刊
行
本
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
大
久
保
青

そ
し
て
神
道
論
に
論
及
し
て
は
い
な
い
と
は
い
え
、
石
川
健
治
は
筧
を

「
戦
中
の
反
治
世
主
義
の
代
表
格
」
で
あ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
嘲
笑
の

的
に
な
っ
て
い
る
と
ま
で
い
う
の
だ
。
そ
の
他
中
島
健
蔵
「
札
つ
き
の
神

が
か
り
の
学
者
」、
立
花
隆
「
神
が
か
り
状
態
に
あ
る
人
」
な
ど
、「
神
が

か
り
」
な
る
言
葉
で
筧
を
語
る
こ
と
が
、
さ
も
当
然
の
よ
う
な
状
況
が
一

部
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

筧
を
敬
し
た
大
達
茂
雄
を
父
に
持
ち
、
警
察
庁
官
僚
を
経
て
兵
庫
県
知

事
を
四
期
一
六
年
に
わ
た
っ
て
務
め
た
坂
井
時
忠
は
「
元
来
筧
哲
学
を
神

が
か
り
と
す
る
の
は
、
筧
哲
学
を
知
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
国
体

や
人
生
観
等
と
い
う
も
の
に
、
全
然
理
解
の
な
い
人
達
の
言
葉
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
」
と
語
る
が
、「
神
が
か
り
」
に
関
連
し
た
筧
批
判
が
細
か

な
も
の
も
含
め
る
と
多
数
に
の
ぼ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
も
は
や
看
過
で

き
る
状
況
で
は
な
い
。
ま
た
「
神
が
か
り
」
と
い
う
用
語
を
用
い
ず
と

も
、
坂
井
の
指
摘
す
る
よ
う
に
思
想
内
容
の
把
握
が
雑
駁
な
も
の
が
存
在

す
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

本
発
表
は
そ
う
し
た
現
状
の
中
か
ら
、
貞
明
皇
后
へ
の
御
進
講
に
関
す

る
神
道
論
の
理
解
を
具
体
例
と
し
、
そ
う
し
た
状
況
を
指
摘
す
る
と
共

に
、
そ
れ
に
付
随
す
る
問
題
点
を
挙
げ
、
筧
克
彦
研
究
の
現
状
と
展
望
を

示
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
原
武
史
（『
昭
和
天
皇
』
岩
波
書
店
、
平
成
二
〇
）
と
片

野
真
佐
子
（『
皇
后
の
近
代
』
講
談
社
、
平
成
一
五
）
の
研
究
を
挙
げ
、
筧

の
神
道
論
が
完
全
に
読
み
き
れ
て
い
な
い
実
例
と
し
た
。
特
に
筧
の
神
道

論
を
形
成
す
る
「
参
上
り
」「
天
降
り
」
と
い
う
概
念
に
お
い
て
、
本
来
両

者
を
あ
い
合
わ
せ
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
か

一
方
に
偏
っ
て
い
た
り
、
そ
の
理
解
が
誤
っ
て
い
る
状
況
を
確
認
し
た
。
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勅
こ
そ
が
日
本
人
全
体
の
人
心
を
統
一
す
る
の
に
相
応
し
い
存
在
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、「
氏
子
な
り
信
徒
な
り
を
集
め
て
読
み
聞
す

や
う
に
し
」（
前
掲
六
頁
）
と
提
案
し
て
い
る
。
彼
は
、
そ
の
考
え
に
基
づ

い
て
「
教
育
勅
語
講
話
」、「
軍
人
勅
諭
講
話
」
を
連
載
し
た
。
よ
っ
て
、

宮
地
嚴
夫
の
教
義
的
著
作
は
、
こ
の
三
書
が
相
応
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

次
に
②
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
説
も
そ
れ
だ
け
で
は
、
不
十
分
で
あ
る
。
宮

地
嚴
夫
が
数
十
年
越
し
で
行
な
っ
て
い
た
も
の
は
、『
本
朝
神
仙
記
傳
』

以
外
に
も
『
神
道
要
領
』、『
世
界
太
古
伝
実
話
』
の
執
筆
、『
雲
笈
七
籤
』

の
研
究
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

活
動
が
開
始
さ
れ
、
晩
年
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
の
一
つ
と
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

結
論
と
し
て
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
は
、
平
田
国
学
を
改
良
し
て
世
界
共

通
の
「
大
教
法
」
を
作
る
と
い
う
宮
地
嚴
夫
の
終
生
一
貫
し
た
志
を
も
と

に
と
ら
え
る
べ
き
で
、
そ
の
障
害
と
な
る
無
神
論
の
除
去
、
平
田
篤
胤
の

研
究
の
継
承
の
提
示
と
い
っ
た
位
置
づ
け
が
よ
り
正
確
で
あ
る
と
筆
者
は

考
え
る
。

久
米
邦
武
の
仏
教
観

西
田
み
ど
り

　

岩
倉
使
節
団
の
公
式
見
聞
記
録
で
あ
る
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実

記
』（
以
下
実
記
）
を
執
筆
し
た
久
米
邦
武
に
は
「
宗
教
取
調
べ
掛
り
」

と
い
う
任
務
が
あ
っ
た
。
中
央
集
権
国
家
構
築
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

日
本
は
、
米
欧
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
匹
敵
す
る
社
会
の
共
通
基
盤
と

な
る
価
値
体
系
確
立
が
急
務
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が
社
会
で
果
た
し

て
い
る
機
能
を
観
察
す
る
こ
と
で
同
様
の
役
割
を
果
た
せ
る
日
本
な
り
の

素
が
削
除
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
地
の
講
演
記
録
を
精
査
す
る
と
、
原

著
掲
載
の
神
仙
数
は
、
約
二
四
〇
人
程
度
で
あ
る
と
い
う
。
刊
行
本
に
お

い
て
は
、
眷
属
を
含
め
て
約
一
四
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
刊

行
本
は
、
原
著
の
約
半
分
弱
の
分
量
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
従
来
の

研
究
史
に
お
い
て
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
は
、
主
に
①
宮
地
神
仙
道
の
「
教

義
」、
②
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
、
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
①
の
教
義
説
に
つ
い
て
は
、
異
議
が
あ
る
。
宮
地
嚴
夫
は
、

戦
後
に
設
立
さ
れ
た
新
興
宗
教
の
「
宮
地
神
仙
道
」
と
は
無
関
係
で
あ

る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
は
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
を
用
い
て
の
布
教

活
動
や
信
者
勧
誘
な
ど
は
行
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
様
な
記
録
も
一
切
な

い
。
そ
も
そ
も
『
本
朝
神
仙
記
傳
』
は
、
宮
地
嚴
夫
在
世
中
に
刊
行
す
ら

さ
れ
て
い
な
い
。

　

仮
に
、
宮
地
嚴
夫
の
著
作
の
中
か
ら
教
義
的
な
著
作
を
探
す
の
で
あ
れ

ば
、
む
し
ろ
『
神
道
要
領
』
及
び
「
教
育
勅
語
講
話
」、「
軍
人
勅
諭
講
話
」

が
適
当
で
あ
る
。
宮
地
は
、『
神
道
要
領
』
を
「
斯
道
の
要
領
を
一
括
せ

る
書
」
と
位
置
付
け
て
い
た
。
ま
た
、
軍
人
勅
諭
・
教
育
勅
語
に
つ
い
て

は
、「
此
の
二
ッ
の
聖
勅
は
、
全
く
我
惟
神
の
道
を
以
て
、
御
示
し
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
れ
を
講
明
す
れ
ば
、
即
ち
惟
神
の
道
を
講
明

す
る
こ
と
ゝ
な
る
訳
に
て
、
極
め
て
都
合
の
能
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
」

（「
神
職
教
職
諸
君
に
議
る
」『
全
国
神
職
会
会
報
』
八
六
号
、
明
治
三
九

年
、
六
頁
）
と
し
て
「
我
国
民
の
脳
中
へ
、
普
く
我
皇
道
神
道
を
注
入
し

て
置
ね
ば
な
ら
ぬ
、
時
期
に
迫
り
ま
し
た
、
此
れ
を
注
入
す
る
に
は
、
此

勅
諭
勅
語
の
講
話
を
、
実
行
す
る
よ
り
外
に
、
名
案
が
無
か
ら
う
と
思
は

れ
ま
す
」（
前
掲
一
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
宮
地
は
、
明
治
天
皇
の
詔
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寺
院
は
あ
っ
た
。
し
か
し
仏
教
寺
院
を
探
し
当
て
る
の
は
簡
単
で
は
な
か

っ
た
。
車
で
い
く
つ
も
巡
っ
た
結
果
、
祀
ら
れ
た
仏
像
や
風
景
、
名
称
等

が
一
致
す
る
寺
院
に
行
き
着
い
た
。
ア
タ
パ
ト
ゥ
・
ヴ
ィ
ハ
ラ
寺
院
は
名

称
は
同
じ
で
個
人
が
所
有
し
て
い
る
家
屋
と
寺
院
で
あ
っ
た
。
久
米
の
記

述
ど
お
り
「
中
ニ
釈
迦
趺
坐
ノ
像
を
安
セ
リ
、
其
相
貌
、
恰
モ
我
邦
ニ
伝

ヘ
テ
刻
ス
ル
相
貌
ト
異
ナ
ル
ナ
シ
」
だ
っ
た
。
ボ
ナ
・
ヴ
ィ
ス
タ
寺
院
と

思
わ
れ
る
寺
院
は
「
此
内
ニ
釈
迦
涅
槃
ノ
巨
像
ア
リ
、
長
さ
二
丈
余
ノ
臥

像
ナ
リ
、
其
面
貌
ハ
、
前
寺
ノ
像
ニ
同
シ
、
右
ヲ
袒
キ
、
其
手
ヲ
曲
ケ
テ

頬
ヲ
支
ヘ
、
両
足
ヲ
ソ
ロ
ヘ
テ
展
臥
ス
…
」
を
頼
り
に
涅
槃
像
の
あ
る
寺

院
を
探
し
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。「
是
ハ
瓦
ヲ
葺
き
た
る
堂
ナ
リ
」

の
堂
も
あ
り
、
こ
こ
で
オ
ル
コ
ッ
ト
が
講
演
し
た
と
い
う
説
明
を
受
け

た
。
オ
ル
コ
ッ
ト
が
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
れ
た
の
は
一
八
八
〇
年
で
あ
る
か

ら
久
米
来
訪
の
年
に
近
い
。
ヤ
シ
の
葉
に
書
か
れ
た
経
典
（
古
文
書
）
も

あ
り
古
刹
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
久
米
は
現
地
の
生
活
ぶ
り
に
つ
い
て
「
民
ノ
生
活
已
ニ
淡
泊
ナ
レ

ハ
、
僧
ノ
生
活
尤
モ
淡
泊
ナ
リ
」
と
書
く
。
物
質
的
発
展
を
目
指
す
米
欧

歴
訪
後
、
無
欲
な
錫
蘭
の
人
々
を
見
た
久
米
は
、
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
と

は
異
な
り
、
解
脱
を
目
指
す
仏
教
が
社
会
や
人
々
に
与
え
る
影
響
に
気
づ

い
た
の
で
は
な
い
か
。
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
と
し
た
社
会
と
、
仏
教
を
基

盤
と
し
た
社
会
の
相
違
。
そ
れ
は
日
本
社
会
の
共
通
基
盤
を
探
究
し
て
い

た
久
米
に
、
新
た
な
視
点
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。

　

事
実
、
久
米
の
仏
教
に
対
す
る
認
知
は
淫
祠
か
ら
離
れ
、
真
摯
に
研
究

す
る
姿
勢
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
帰
国
後
の
論
文
の
仏
教
に
対
す
る
言
説

を
時
系
列
で
辿
る
と
そ
ん
な
仏
教
観
の
変
化
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
実
記

が
西
洋
礼
賛
で
は
な
く
東
洋
と
の
比
較
で
書
か
れ
て
い
る
の
も
、
錫
蘭
の

何
か
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
皇
漢
学
者
で
あ
る
久
米
が

抜
擢
さ
れ
た
の
だ
。

　

し
か
し
久
米
を
含
め
た
当
時
の
イ
ン
テ
リ
た
ち
に
と
っ
て
宗
教
と
は
淫

祠
で
あ
り
、
ま
じ
め
に
研
究
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
久
米
も
後
年
の

論
文
「
神
道
の
話
」
で
「
ど
う
も
宗
教
は
実
に
迷
惑
な
事
と
思
ふ
た
け
れ

ど
も
仕
方
が
無
い
」
と
本
音
を
吐
露
し
て
い
る
。
そ
ん
な
消
極
的
な
気
持

ち
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
久
米
は
実
記
の
中
で
各
国
の
宗
教
に
つ

い
て
詳
細
に
述
べ
論
じ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
実
記
の
記
述
に
不

自
然
な
部
分
も
あ
る
。
そ
れ
は
錫
蘭
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
訪
問
時
の
記
録

で
あ
る
。
久
米
は
そ
こ
で
錫
蘭
の
仏
教
の
概
要
だ
け
で
な
く
、
自
身
が
訪

れ
た
二
つ
の
仏
教
寺
院
に
つ
い
て
体
験
を
交
え
て
書
い
て
い
る
。
当
時
の

錫
蘭
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
り
文
明
も
発
展
し
て
い
な
い
。
米
欧
の

文
明
を
吸
収
す
る
実
記
の
目
的
に
は
全
く
合
致
し
な
い
国
で
あ
る
。
そ
れ

を
な
ぜ
公
式
の
記
録
に
長
々
と
書
い
た
の
か
。
い
や
、
そ
れ
以
前
に
任
務

で
も
な
い
仏
教
寺
院
の
視
察
に
時
間
を
割
い
た
の
か
。
そ
れ
を
探
究
す
る

た
め
に
今
年
夏
、
錫
蘭
に
行
き
久
米
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
た
。
本
稿
は
そ

の
視
察
報
告
で
あ
る
。

　

久
米
の
錫
蘭
到
着
は
明
治
六
年
八
月
九
日
、
南
部
の
ゴ
ー
ル
港
に
上
陸

し
た
。
滞
在
し
た
の
は
四
日
間
、
そ
の
う
ち
の
一
日
を
ゴ
ー
ル
市
街
地
の

視
察
と
仏
教
寺
院
の
訪
問
に
充
て
て
い
る
。
久
米
に
よ
る
と
ゴ
ー
ル
市
街

に
は
英
国
教
会
や
イ
ス
ラ
ム
寺
院
は
あ
っ
た
が
仏
教
寺
院
は
な
か
っ
た
、

馬
車
を
駆
っ
て
山
道
を
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ゴ
ー

ル
近
辺
に
は
寺
院
は
二
つ
だ
け
で
「
ア
タ
パ
ト
ゥ
・
ヴ
ィ
ハ
ラ
寺
院
」
と

「
ボ
ナ
・
ヴ
ィ
ス
タ
寺
院
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

久
米
の
記
述
に
従
っ
て
ゴ
ー
ル
市
街
を
歩
く
と
英
国
教
会
と
イ
ス
ラ
ム



267　　

第５部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

　
「
非
合
法
、
合
法
す
れ
す
れ
」
の
デ
マ
ゴ
ー
グ
と
さ
れ
る
北
は
、
若
き

日
の
社
会
思
想
で
は
、
そ
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
も
、
論
説
に
よ
る
啓
蒙

や
投
票
と
い
っ
た
手
段
に
つ
い
て
も
、
合
法
性
で
一
貫
し
て
い
た
。
そ
れ

が
『
改
造
法
案
』
に
な
る
と
、「
憲
法
停
止
」「
戒
厳
令
」「（
在
郷
）
軍
人

会
議
」
な
ど
の
革
命
思
想
が
出
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
改
造
の
手
段
は
、

武
力
革
命
（
定
義
上
、
非
合
法
）
に
な
っ
て
い
く
が
、
し
か
し
提
案
さ
れ

て
い
る
政
策
の
多
く
は
、
非
合
法
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
現
実
的
、
近
代
的

で
あ
る
。

　

革
命
思
想
は
、
法
体
制
自
体
が
変
わ
る
可
能
性
を
考
え
て
い
る
た
め
、

現
在
の
行
為
は
、
あ
く
ま
で
現
行
法
に
即
し
て（
非
）合
法
性
が
問
わ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
変
革
後
の
法
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
可
能
性
も
考
慮
し
て
、

（
非
）合
法
性
が
問
わ
れ
る
。
仏
教
が
実
定
法
よ
り
高
い
価
値
を
奉
ず
る
の

は
言
う
ま
で
も
な
く
、「
ダ
ル
マ
」
は
時
空
を
超
え
た
「
永
遠
の
理
法
」
で

あ
り
、
実
定
法
の
上
に
あ
る
。
し
か
し
、
永
遠
の
理
法
と
実
定
法
が
食
い

違
う
場
合
、
ど
ち
ら
が
優
先
す
る
か
は
、
政
教
関
係
の
難
問
で
あ
る
。
と

く
に
社
会
参
加
を
強
調
す
る
日
蓮
思
想
で
は
、
ど
の
法
に
対
し
て
合
法
的

か
と
い
う
問
題
は
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
、
緊
張
が
最
大
化
す
る
。

　

北
一
輝
の
影
響
は
、「
統
帥
権
干
犯
」
と
い
っ
た
政
治
的
「
魔
語
」
の

操
作
だ
け
で
な
く
、「
霊
告
」
と
い
う
呪
文
と
な
っ
て
、
政
財
界
や
軍
部

に
浸
透
し
て
い
た
。
霊
告
の
機
能
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ

れ
が
「
神
仏
の
お
告
げ
と
い
う
幻
想
の
記
述
」
で
は
な
く
、
時
事
問
題
を

踏
ま
え
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
霊
告
の
始
ま
り
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
二
つ
の
契
機
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
暗
殺

さ
れ
た
宋
教
仁
の
幻
影
を
見
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
法
華
経
読
誦
に
よ

る
神
が
か
り
を
永
福
寅
造
と
い
う
行
者
に
習
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

体
験
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
久
米
が
錫
蘭
で
仏
教
寺
院
を
巡

っ
た
の
は
、
米
欧
歴
訪
に
よ
り
宗
教
の
社
会
へ
の
影
響
を
悟
り
、
そ
れ
を

錫
蘭
で
も
探
究
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
。

北
一
輝
の
霊
的
日
蓮
主
義 

│
│ 

合
法
と
非
合
法
の
あ
い
だ 

│
│津

城　

寛
文

　

ほ
と
ん
ど
の
宗
教
に
は
、
平
和
的
な
理
想
と
と
も
に
、
戦
闘
的
な
種
子

が
含
ま
れ
て
い
る
。
非
暴
力
の
原
理
を
打
ち
出
し
た
宗
教
す
ら
、
一
部
が

暴
徒
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
昭
和
一
〇
年
前
後
の
日
蓮
主

義
の
急
進
化
を
、
北
一
輝
に
焦
点
を
絞
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
法
」
の
交
錯

す
る
情
景
と
し
て
描
い
て
み
る
。
全
体
を
貫
く
の
は
、
そ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま

な
「
法
」
に
対
す
る
合
法
性
と
い
う
主
題
で
あ
る
。

　

国
家
改
造
、
昭
和
維
新
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
た
時
期
、
国
内
で
は
テ

ロ
や
ク
ー
デ
タ
ー
の
う
ね
り
が
高
ま
っ
て
い
た
。
北
一
輝
は
、「
北
の
革

命
思
想
と
宗
教
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
研
究
は
、
ま
だ
見
当
た
ら

な
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
政
治
と
宗
教
、
社
会
と
他
界
の
関
係
に

「
謎
」
が
残
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
「
宗
教
」
は
、「
霊
的
日
蓮
主

義
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
他
界
的
要
素
に
光
を
当
て
ね
ば
理
解
で
き

な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
か
り
に
く
さ
の
集
約
し
た
場
面
が
、

二
・
二
六
事
件
で
あ
る
。
社
会
主
義
思
想
と
国
体
論
批
判
か
ら
出
発
し
、

合
法
革
命
論
か
ら
非
合
法
革
命
論
、
法
華
経
信
仰
か
ら
「
霊
告
」
ま
で
、

「
科
学
性
と
霊
性
の
二
つ
」
を
操
る
北
は
、「
非
合
法
、
合
法
す
れ
す
れ
」

の
指
導
性
を
発
揮
し
た
が
、「
二
・
二
六
事
件
に
お
い
て
は
、
そ
の
無
力

さ
を
十
二
分
に
暴
露
」
し
、「
よ
り
霊
的
な
建
前
を
も
つ
と
さ
れ
る
天
皇

の
前
に
、
そ
の
霊
性
を
失
っ
た
」
と
も
さ
れ
る
。
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に
は
、
様
々
な
分
野
の
人
々
に
よ
る
「
国
家
神
道
」
評
論
と
で
も
い
う
べ

き
言
説
の
隆
盛
が
あ
っ
た
。

　
「
国
家
神
道
」
評
論
に
基
づ
く
外
延
の
広
い
「
国
家
神
道
」
論
に
共
通

す
る
問
題
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
打
ち
出
さ
れ
た
様
々
な
「
理
想
」
と

そ
の
「
現
実
」
と
の
間
の
厳
密
な
線
引
き
が
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。「
国
家
」
や
「
神
道
」
の
概
念
を
ど
う
捉
え
る
に
せ
よ
、
仮
に

も
「
国
家
神
道
」
を
「
主
語
」
に
据
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
体
と
担
い

手
が
具
体
的
に
誰
で
あ
り
、〈
実
体
〉
と
し
て
の
「
体
制
」
や
そ
こ
に
お

け
る
考
え
方
（
思
想
）
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
事
柄
の
正
確
な

把
握
を
最
低
限
の
必
要
条
件
と
す
る
こ
と
は
至
極
当
然
の
作
業
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
最
大
の
問
題
点
は
、
大
上
段
か
ら
の
「
言
説
」
的
・「
理

論
」
的
考
察
（
評
論
）
が
隆
盛
す
る
陰
で
、
そ
の
「
道
具
立
て
」
と
な
る

べ
き
個
々
の
史
料
か
ら
見
出
さ
れ
た
「
史
実
」
理
解
レ
ベ
ル
の
基
礎
的
作

業
に
関
す
る
論
者
相
互
の
議
論
が
殆
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
か
か
る
外
延
の
広
い
「
国
家
神
道
」
概

念
の
可
能
性
に
は
拘
泥
せ
ず
、
昭
和
戦
前
期
の
神
社
と
神
道
に
係
わ
る
い

く
つ
か
の
事
例
に
つ
い
て
、
そ
の
「
理
想
」
と
「
現
実
」
を
見
極
め
な
が

ら
再
考
し
、
今
後
の
展
望
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

昭
和
前
期
に
お
け
る
神
社
・
神
道
の
理
想
と
現
実
の
事
例
と
し
て
は
、

次
の
四
つ
を
挙
げ
た
。
①
大
正
十
五
年
、
貴
族
院
で
男
爵
・
貴
族
院
議
員

の
千
秋
季
隆
は
、
東
京
帝
国
大
学
に
「
神
道
学
科
」
を
設
け
る
べ
き
こ
と

を
求
め
、
昭
和
六
年
に
も
再
度
提
起
し
た
が
、
結
局
、
そ
の
「
理
想
」
は

「
現
実
」
化
し
な
か
っ
た
。
②
昭
和
十
四
年
、
官
民
の
様
々
な
人
々
が
〈
帝

都
東
京
〉
の
空
間
に
お
け
る
「
理
想
」
を
語
っ
た
「
靖
國
神
社
神
域
拡

張
」
案
は
、
結
局
い
ず
れ
も
具
体
化
に
は
ほ
ど
遠
い
段
階
に
留
ま
り
、

　
「
霊
的
日
蓮
主
義
」（
西
山
茂
）
に
は
、
日
蓮
的
な
仏
法
（
宗
教
的
世
界

観
）、
世
法
（
実
定
法
）
に
加
え
、
さ
ら
に
「
霊
告
」
と
い
う
私
秘
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
の
、
三
つ
め
の
「
法
」
が
関
わ
る
。
こ
の
三
つ
は
、
宗
教
と
ま

と
め
ら
れ
る
世
界
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
で
交
錯
し
て
い
る
。

「
霊
告
」
に
つ
い
て
最
も
重
要
な
の
は
、
永
福
か
ら
伝
え
ら
れ
た
「
神
懸

か
り
」
は
「
安
直
な
方
法
」「
自
己
暗
示
」
で
あ
り
、
日
蓮
宗
の
「
複
雑

な
手
続
き
と
厳
格
な
次
第
」
を
持
つ
「
寄
加
持
」
と
は
異
な
る
、
と
い
う

指
摘
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
蓮
宗
と
い
う
権
威
と
規
範
の
枠
を
離
れ
て
い

る
。「
枠
」
を
踏
み
出
し
た
者
が
、「
枠
」
の
守
り
を
失
う
の
は
、
不
可
避

で
あ
る
。
一
定
の
公
共
性
を
持
つ
宗
教
的
世
界
観
と
、
ま
っ
た
く
の
私
秘

的
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
最
大
の
違
い
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
神
社
と
神
道

│
│ 「
国
家
神
道
」
の
理
想
と
現
実 

│
│

藤
田　

大
誠

　

現
在
、「
国
家
神
道
」
概
念
は
、
混
迷
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
近
年
、

島
薗
進
が
「
近
代
法
制
上
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
「
神
社
神
道
」
を
基
体
と

し
て
国
家
神
道
を
捉
え
よ
う
と
す
る
見
方
」
を
採
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
神

社
祭
祀
、
皇
室
祭
祀
、
靖
國
神
社
祭
祀
（
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
）、
教
育

勅
語
、
学
校
儀
礼
、
国
体
論
な
ど
の
要
素
を
結
び
付
け
、
外
延
の
頗
る
広

い
「
国
家
神
道
」
概
念
を
打
ち
出
し
た
（『
国
家
神
道
と
日
本
人
』
岩
波

新
書
、
平
成
二
十
二
年
）。
島
薗
本
人
が
述
べ
る
村
上
重
良
説
の
発
展
的

継
承
と
い
う
よ
り
は
、
加
藤
玄
智
の
「
国
家
的
神
道
」
論
へ
の
「
回
帰
」

に
基
づ
く
増
幅
概
念
と
も
い
う
べ
き
見
解
で
、
こ
れ
に
よ
り
、「
国
家
神

道
」
概
念
の
問
題
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
観
が
あ
る
。
こ
の
議
論
の
背
景
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「
人
間
宣
言
」
は
人
間
宣
言
に
非
ず

│
│ 

昭
和
二
十
一
年
元
旦
詔
書
の
一
考
察 

│
│

東
郷　

茂
彦

　

昭
和
天
皇
に
よ
る
昭
和
二
十
一
年
の
元
旦
詔
書
は
、
天
皇
の
神
格
を
否

定
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
詔
書

は
、「
人
間
宣
言
」
と
し
て
内
外
に
流
布
し
て
い
る
。
詔
書
発
出
時
の
政

治
・
社
会
情
勢
の
中
で
、
こ
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
戦
後
七
十
年
近
く
た
っ
た
今
、
そ
の
文
言
を
、
正
確
に
解
釈

し
、
昭
和
天
皇
の
お
気
持
ち
を
可
能
な
限
り
拝
察
す
る
こ
と
は
重
要
で
、

詔
書
の
根
幹
に
お
い
て
、
神
道
の
信
仰
が
問
わ
れ
て
い
る
以
上
、
日
本
宗

教
学
会
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

　

ま
ず
、
日
本
側
は
な
ぜ
詔
書
発
出
に
同
意
し
た
の
か
。
国
際
情
勢
は
別

と
し
て
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
天
皇
の
「
過
度
の
神
格
化
」
を
忌
避

し
た
と
の
推
論
を
、
昭
和
天
皇
が
三
重
臣
へ
、
後
水
尾
天
皇
の
水
疱
瘡
治

療
拒
否
の
件
を
お
話
に
な
っ
た
こ
と
、
天
皇
機
関
説
へ
の
ご
支
持
な
ど
を

も
と
に
実
証
に
つ
と
め
た
。

　
「
現
御
神
」
が
詔
書
に
入
っ
た
の
は
、
木
下
道
雄
侍
従
次
長
の
奮
闘
に

よ
る
。
否
定
対
象
の
「
日
本
人
は
神
の
裔
」
を
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、

「
天
皇
は
神
の
裔
」
と
し
た
こ
と
に
激
怒
し
た
木
下
は
、「
天
皇
は
神
の

裔
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
さ
せ
ぬ
た
め
、「
天
皇
は
現
御
神
」
を
否
定
す

る
こ
と
を
決
意
す
る
。
現
人
神
の
よ
う
な
人
口
に
膾
炙
し
た
言
葉
よ
り
は

ま
し
で
、
生
半
可
な
翻
訳
調
を
嫌
う
性
癖
も
影
響
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
、
と
推
論
し
た
。

　

木
下
は
、
神
話
の
重
視
な
ど
、
い
く
つ
か
の
補
強
策
を
入
れ
た
詔
書
案

「
現
実
」
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
③
昭
和
十
五
年
、
枢
密
院
で
「
神

祇
院
官
制
」
の
審
査
委
員
会
が
開
か
れ
、
神
社
祭
祀
と
皇
室
祭
祀
の
合

一
、
靖
國
神
社
の
内
務
省
所
管
に
つ
い
て
当
局
の
所
見
が
求
め
ら
れ
た

が
、
神
社
局
設
置
以
降
の
神
道
人
た
ち
の
「
神
社
行
政
統
一
」
と
い
う

「
理
想
」
は
、
決
し
て
政
府
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
が

「
現
実
」
で
あ
っ
た
。
④
「
八
神
殿
奉
斎
」
運
動
は
、
神
社
界
で
い
く
ら

議
論
が
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
が
一
つ
の
方
針
と
な
る
ま
で
意
見
の
一

致
が
見
ら
れ
ず
、
貴
衆
両
院
の
建
議
に
さ
え
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
結
局
、
神
祇
特
別
官
衙
設
置
運
動
は
、
天
皇
の
祭
祀
大
権
を
補
翼

す
る
神
祇
特
別
官
衙
設
立
の
前
提
と
な
る
、
皇
室
祭
祀
と
神
社
祭
祀
の
有

機
的
統
一
と
い
う
「
理
想
」
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
、「
国
家
神
道
」
の
終

焉
を
迎
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
が
「
現
実
」
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
以
て
加
藤
玄
智
の
「
国
家
的
神
道
」
論
や
神
祇
官
衙
設
置
運
動
の

主
張
が
「
理
想
」
に
留
ま
り
、「
現
実
」
化
し
な
か
っ
た
と
い
う
、
神
社
・

神
道
（
及
び
そ
の
担
い
手
）
の
〈
等
身
大
〉
の
「
実
力
」
を
見
定
め
る
べ

き
で
あ
る
。
無
論
、
当
時
の
少
数
者
に
対
す
る
「
社
会
的
抑
圧
」
行
使
の

現
場
に
神
社
・
神
道
の
要
素
は
係
わ
る
が
、
果
た
し
て
神
社
・
神
道
は
、

動
員
さ
れ
る
べ
き
〈
文
化
資
源
〉
に
留
ま
ら
ず
、〈
主
体
〉
足
り
得
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
解
く
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
含
み
得
る

広
い
外
延
を
持
つ
「
国
家
神
道
」
概
念
の
網
を
予
め
被
せ
る
の
で
は
な

く
、
国
家
、
社
会
、
神
社
祭
祀
、
皇
室
祭
祀
、
靖
國
神
社
祭
祀
、
教
育
、

他
宗
教
な
ど
の
相
互
関
係
や
そ
の
担
い
手
の
役
割
に
着
目
し
、
当
時
の

「
理
想
」
と
「
現
実
」
を
踏
ま
え
た
、
あ
く
ま
で
も
〈
実
体
〉
に
拘
っ
た

概
念
構
築
こ
そ
が
必
要
と
考
え
る
。
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日
本
語
で
は
、
現
御
神
の
一
言
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
さ
ら
に
複
雑
と
な
る
。

　
Ｑ
： 「
現
御
神
」
を
否
定
し
て
い
る
か
ら
、
人
間
に
な
っ
た
の
じ
ゃ
な

い
で
す
か
？

　

Ａ
： 

元
旦
詔
書
を
よ
く
読
め
ば
、「
現
御
神
」
の
な
さ
れ
た
な
か
で
、

日
本
は
他
の
民
族
よ
り
優
秀
だ
と
お
ご
っ
て
い
る
部
分
を
否
定
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
る
。
天
皇
は
天
照
の
裔
│
│
と

の
信
仰
を
否
定
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
。

　

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
実
践
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
神
道
の
学
び
を

続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
述
べ
て
、
発
表
を
終
え
た
。

折
口
信
夫
の
霊
魂
観 

│
│ 「
た
ま
」
と
産
霊 

│
│

安
藤　

礼
二

　

折
口
信
夫
は
、
死
の
二
ヶ
月
ほ
ど
前
に
文
部
省
か
ら
課
せ
ら
れ
た
「
日

本
科
学
者
名
鑑
」
の
調
査
票
の
「
現
在
の
研
究
課
題
」
と
い
う
欄
に
こ
う

記
し
た
と
い
う
。
ま
ず
は
「
万
葉
集
の
基
礎
的
研
究
」、
さ
ら
に
は
「
日

本
に
お
け
る
霊
魂
信
仰
の
研
究
」
と
（
池
田
彌
三
郎
の
証
言
）。
民
俗
学

と
国
文
学
に
ま
た
が
る
折
口
古
代
学
の
対
象
と
し
て
は
『
万
葉
集
』
と
い

う
テ
ク
ス
ト
が
、
そ
の
主
題
と
し
て
は
「
霊
魂
」
と
い
う
概
念
が
、
人
生

の
最
後
に
折
口
自
身
の
手
で
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
折
口
の
自
他
と
も
に

認
め
る
代
表
作
『
古
代
研
究
』
に
収
め
ら
れ
た
「
霊
魂
の
話
」
は
、
こ
う

は
じ
め
ら
れ
て
い
た
。「
た
ま
し
ひ
」（
霊
魂
）
と
い
う
概
念
は
「
た
ま
」

か
ら
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
し
て
こ
う
続
く
。
日
本
の
「
神
」
は
、
昔
の
言

葉
で
表
す
と
す
れ
ば
「
た
ま
」
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。「
た
ま
」

は
不
可
視
の
力
で
あ
る
と
と
も
に
可
視
の
物
質
、
石
や
卵
や
貝
に
宿
ら
な

け
れ
ば
顕
在
化
さ
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
折
口
に
と
っ
て
「
神
」
と
は
抽

を
作
り
、
閣
議
を
通
る
が
、
十
二
月
三
十
一
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
約

束
を
理
由
に
再
考
を
願
い
出
た
幣
原
首
相
の
懇
願
が
入
れ
ら
れ
、
詔
書
は

現
在
の
形
と
な
っ
た
。
現
御
神
に
は
、「
当
今
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
な
」
等

の
制
限
は
何
も
つ
か
ず
、
詔
書
は
、「
爆
弾
」
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
に
は
、
大
原
康
男
『
現
御
神
考
試
論
』、
伊
藤
陽
夫
『
動

ぎ
な
き
天
皇
国
日
本
』
等
に
あ
る
よ
う
に
、「
且
」
を
重
視
す
る
と
の
論

を
検
証
し
、
数
学
の
集
合
論
「Ａ

∩
Ｂ

（
Ａ
か
つ
Ｂ
）」
を
も
援
用
し
、

「
│
│
こ
の
よ
う
な
文
法
上
・
数
学
上
の
知
識
を
得
た
う
え
で
、
現
御
神

関
連
個
所
を
、
素
直
に
読
み
返
し
て
み
れ
ば
、
自
ず
と
浮
か
び
上
が
る
の

は
、「
且
」
の
前
後
の
二
つ
の
事
象
、
即
ち
、「
天
皇
を
以
て
現
御
神
と
す

る
」
こ
と
と
、「
日
本
民
族
の
優
越
性
を
誇
る
」
の
二
つ
は
、
切
り
離
さ
れ

た
別
々
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
前
者
に
し
て
、
後
者
の

要
素
を
持
つ
場
合
」
と
い
う
こ
と
が
、
巧
ま
ず
し
て
得
心
さ
れ
る
│
│
」

と
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
問
題
は
、
今
後
と
も
、
社
会
的
な
論
点
に
な
る
と
予

想
。
そ
う
し
た
お
り
の
簡
明
な
説
明
と
し
て
、
概
ね
以
下
の
よ
う
な
雛
形

を
提
示
し
た
。

英
語
の
場
合
：
神
格
に
関
す
る
詔
書
を
出
そ
う
と
し
て
い
た
背
景
を
説
明

し
た
う
え
で
、

I think it is true that Em
peror Show

a w
as fed up w

ith 
excess of divine treatm

ent on him
. T
hat is w

hat had 
been denied by the Im

perial Rescript. But Shinto 
belief that Em

peror is the descent of A
m
aterasu 

rem
ained sound.
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は
国
王
の
「
を
な
り
神
」
で
あ
る
聞
得
大
君
が
新
た
に
即
位
す
る
際
、

「
水
」
に
よ
っ
て
生
命
力
が
活
性
化
さ
れ
、
強
力
な
「
神
霊
」（
セ
ジ
）
が

附
着
さ
れ
、「
神
」
と
共
に
寝
る
こ
と
に
よ
っ
て
復
活
す
る
（
島
袋
源
七

の
調
査
）。
聞
得
大
君
の
即
位
式
は
天
皇
の
大
嘗
祭
を
ち
ょ
う
ど
正
反
対

に
し
た
姿
を
し
て
い
た
。
真
の
王
は
女
性
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
折
口
は
南

島
で
「
水
の
女
」
の
呪
力
を
再
発
見
す
る
。
そ
の
力
は
「
す
で
る
」
と
い

う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。

　
「
す
で
る
」
は
「
母
胎
を
経
な
い
誕
生
」
あ
る
い
は
「
死
か
ら
の
復
活
」

を
意
味
す
る
（「
若
水
の
話
」）。
折
口
は
さ
ら
に
南
島
の
果
て
の
八
重
山

諸
島
で
、
女
性
的
な
形
象
を
遥
か
に
乗
り
越
え
た
全
身
に
草
を
ま
と
い
赤

と
黒
の
仮
面
を
被
っ
た
二
対
の
巨
大
な
精
霊
が
出
現
す
る
祭
祀
が
存
在
す

る
こ
と
を
知
る
。
精
霊
に
変
身
す
る
若
者
た
ち
も
ま
た
仮
面
と
と
も
に

「
す
で
る
」
の
で
あ
る
。「
霊
魂
」
は
生
命
を
活
性
化
さ
せ
る
威
力
の
源
泉

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
を
森
羅
万
象
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
変
身
さ
せ

る
「
結
合
」
の
原
理
で
も
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
折
口
は
神
道

の
宗
教
化
を
唱
え
、
そ
の
核
と
し
て
本
居
宣
長
が
『
古
事
記
』
の
冒
頭
か

ら
見
出
し
、
平
田
篤
胤
が
「
古
史
」
と
し
て
展
開
し
た
「
産
霊
」
の
神
を

据
え
る
。
折
口
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
神
の
力
に
よ
つ
て
生
命
が

活
動
し
、
万
物
が
出
来
て
来
る
。
だ
か
ら
そ
の
神
は
天
地
の
外
に
分
離
し

て
、
超
越
し
て
表
れ
て
ゐ
る
の
だ
」（「
神
道
宗
教
化
の
意
義
」）。「
た
ま
」

と
い
う
内
在
の
原
理
と
「
産
霊
」
と
い
う
超
越
の
原
理
が
「
霊
魂
」
に
よ

っ
て
統
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

象
的
な
力
で
あ
る
と
と
も
に
具
体
的
な
物
質
で
も
あ
る
「
霊
魂
」
に
他
な

ら
な
か
っ
た
。

　

折
口
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
霊
魂
観
を
持
つ
に
至
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の

霊
魂
観
は
思
想
史
的
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
か
。

ま
ず
折
口
自
身
、
何
も
の
か
に
取
り
憑
か
れ
易
い
身
体
感
覚
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
古
代
研
究
』
に
お
い
て
霊
魂
論
の
嚆
矢

と
な
っ
た
「
餓
鬼
阿
弥
蘇
生
譚
」
は
、
柳
田
國
男
の
「
ひ
だ
る
神
」
に
つ

い
て
の
問
題
提
起
を
受
け
て
形
に
な
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
「
私
自

身
も
実
は
、
た
に
（
た
清
音
）
に
憑
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
経
験

が
あ
る
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
折
口
は
「
憑
依
」
を
個
人
的
な
資
質
の

問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
く
社
会
的
に
、
列
島
の
固
有
信
仰
と

い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
態
度
は
、
お
そ
ら
く
学

生
時
代
に
参
加
し
た
「
教
派
神
道
教
義
研
究
団
体
」
で
あ
る
「
神
風
会
」

と
無
関
係
で
は
な
い
。「
神
風
会
」
は
「
憑
依
」
に
よ
っ
て
教
主
が
誕
生

し
た
黒
住
、
金
光
、
天
理
な
ど
の
神
道
「
教
派
」
と
密
接
な
関
係
を
持
っ

て
お
り
、
出
口
王
仁
三
郎
も
自
身
が
率
い
る
大
本
を
一
時
そ
の
下
部
組
織

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。

　

浮
遊
す
る
「
霊
魂
」
を
身
体
に
附
着
さ
せ
、
生
命
を
活
性
化
さ
せ
る
と

い
う
意
味
で
折
口
は
「
鎮
魂
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ほ

と
ん
ど
大
本
系
の
「
鎮
魂
帰
神
法
」
と
等
し
い
（
津
城
寛
文
の
所
論
）。

「
鎮
魂
帰
神
法
」
で
は
神
憑
り
す
る
「
神
主
」
と
神
憑
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
「
審
神
者
」
が
必
要
で
あ
る
。「
神
主
」
は
宗
教
的
な
権
威
を
担

う
女
性
（
姉
妹
）
で
あ
り
、「
審
神
者
」
は
政
治
的
な
権
威
を
担
う
男
性

（
兄
弟
）
で
あ
る
。
そ
の
関
係
性
は
、
柳
田
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
南
島

に
い
ま
だ
生
き
て
い
る
ヒ
メ
ヒ
コ
制
の
権
力
機
構
と
合
致
す
る
。
南
島
で
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町
の
新
国
勇
家
に
伝
来
し
、
師
で
あ
る
菅
家
定
蔵
、
酒
井
文
八
、
酒
井
重

太
郎
よ
り
新
国
彦
次
郎
に
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
伝
授
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
巻
末
の
記
載
か
ら
判
明
す
る
。

　

内
容
は
序
（
屋
根
葺
ト
曰
謂
之
事
）
と
し
て
、
垂
仁
天
皇
の
時
代
に
お

け
る
斎
宮
の
造
営
が
葦
萱
葺
の
始
め
で
あ
る
と
述
べ
、
屋
根
葺
き
は
天
津

児
屋
根
尊
の
末
葉
で
あ
る
と
す
る
。
次
い
で
「
祭
串
之
大
事
」
で
は
、
祭

串
が
天
地
人
、
日
月
星
、
伊
勢
春
日
八
幡
を
表
す
と
同
時
に
父
母
子
の
安

全
を
寿
ぐ
と
す
る
。
以
下
、
儀
礼
に
つ
い
て
記
さ
れ
、
餅
蒔
き
に
際
し
て

の
唱
え
ご
と
、
餅
を
用
い
る
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
儀
礼
に
際
し
て
屋
根
葺
道
具
で
あ
る
ハ
サ
ミ
と
ガ

イ
キ
（
ガ
ギ
）
と
を
組
み
合
わ
せ
て
「
水
」
と
い
う
文
字
を
作
る
と
す
る

記
述
で
あ
る
。「
水
」
と
い
う
文
字
に
つ
い
て
は
、
同
じ
地
方
の
番
匠
（
大

工
）
の
巻
物
で
も
上
棟
式
で
チ
ョ
ウ
ナ
（
手
斧
）、
曲
尺
、
墨
さ
し
、
墨

壺
を
用
い
て
「
水
」
の
字
を
作
る
と
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
屋
根
葺

き
と
共
通
し
て
、
こ
う
し
た
建
築
に
際
し
て
火
伏
せ
、
火
難
除
け
の
呪
術

的
な
意
味
を
込
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
職
人
の
道
具
は
こ
う
し
た
儀
礼
の

場
に
お
い
て
は
、
呪
術
的
な
祈
り
を
込
め
た
一
種
の
呪
具
と
し
て
扱
わ
れ

る
の
で
あ
り
、
巻
物
の
保
持
と
そ
の
内
容
は
、
実
は
そ
う
し
た
道
具
と
呪

具
と
の
連
続
性
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
場
合
、
注
意
す
べ
き
な
の

は
そ
う
し
た
道
具
に
呪
術
的
な
性
格
を
負
わ
せ
、
儀
礼
の
中
に
位
置
づ

け
、
そ
れ
を
巻
物
に
記
述
す
る
動
き
が
、
近
世
期
に
屋
根
葺
き
職
人
を
め

ぐ
る
状
況
の
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

巻
物
そ
の
も
の
の
形
成
に
は
、
お
そ
ら
く
ホ
ウ
イ
ン
と
呼
ば
れ
た
里
修

験
あ
る
い
は
タ
ユ
ウ
と
呼
ば
れ
た
神
職
が
関
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
構
成
要
素
と
し
て
、
道
具
を
呪
具
と
し
て
位
置
づ
け
直
そ
う
と
い
う

職
人
道
具
の
宗
教
性 

│
│ 

巻
物
と
儀
礼
か
ら 

│
│

小
池　

淳
一

　

本
発
表
は
日
本
の
職
人
文
化
に
お
け
る
宗
教
性
を
職
人
が
用
い
る
道
具

に
着
目
し
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
一
般
に
職
人
の
道
具
は

そ
の
仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
手
足
の
延
長
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
五
官
の
延
長
、
五
感
の
拡
大
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
木

工
を
は
じ
め
と
す
る
職
人
の
道
具
に
つ
い
て
は
、
人
と
モ
ノ
と
の
対
話
の

通
訳
を
示
す
と
い
う
見
解
（
村
松
貞
次
郎
『
道
具
と
手
仕
事
』
一
九
九
七

年
）
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
素
材
や
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
と
人
と
の
間
に

生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
が
道
具
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
基
本
的
な
道
具
論
を
意
識
し
つ
つ
、
福
島
県
会
津
地

方
に
お
け
る
職
人
巻
物
―
い
わ
ゆ
る
「
屋
根
葺
伝
書
」
―
と
そ
こ
に
記
さ

れ
て
い
る
儀
礼
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
道
具
観
と
そ
れ

を
支
え
る
宗
教
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

屋
根
葺
伝
書
へ
の
言
及
と
し
て
は
、
は
や
く
小
林
梅
次
「
東
北
の
草
屋

根
葺
き
」（『
日
本
民
俗
学
会
会
報
』
六
一
号
、
一
九
六
九
年
）
や
佐
々
木

長
生
「
会
津
か
や
手
と
屋
根
葺
巻
物
」（『
会
津
の
民
俗
』
五
号
、
一
九
七

五
年
）
が
あ
り
、
大
島
建
彦
が
「
東
北
の
屋
根
葺
き
の
伝
書
」（
森
口
多

里
ほ
か
『
北
海
道
・
東
北
地
方
の
住
ま
い
習
俗
』
一
九
八
三
年
）
に
お
い

て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
十
一
本
の
伝
本
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

福
島
県
只
見
町
只
見
に
伝
来
し
た
屋
根
葺
き
職
人
の
巻
物
を
取
り
上
げ

て
、
そ
の
内
容
と
道
具
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

当
該
の
巻
物
は
「
屋
根
祭
之
大
事
秘
巻
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
紙
面

は
、
縦
一
六
七
ミ
リ
、
表
具
部
分
を
含
め
る
と
一
八
〇
ミ
リ
、
長
さ
は
二

三
七
〇
ミ
リ
で
現
在
、
只
見
町
教
育
委
員
会
蔵
。
も
と
は
只
見
町
只
見
新
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の
約
半
分
が
失
わ
れ
た
。
こ
の
状
況
で
、
東
京
市
と
復
興
院
に
よ
り
市
内

の
墓
地
の
全
部
移
転
の
方
針
が
早
速
打
ち
出
さ
れ
た
。
お
り
し
も
震
災
の

直
前
に
多
摩
墓
地
（
現
在
の
多
磨
霊
園
）
が
募
集
を
始
め
て
お
り
、
そ
こ

を
受
け
皿
と
す
る
一
斉
移
転
と
い
う
解
決
策
が
走
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

寺
院
の
抵
抗
は
強
烈
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
他
方
で
は
弱
み
も
あ
っ

た
。
ま
ず
、
焼
失
に
よ
る
仏
事
の
停
滞
が
続
き
、
檀
家
の
不
満
が
高
ま
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
納
骨
堂
に
限
っ
て
は
市
内
に
持
て
る
と
い

う
方
針
が
示
さ
れ
、
反
対
す
る
根
拠
が
薄
れ
た
。
さ
ら
に
、
公
有
地
に
立

地
し
て
い
た
寺
院
も
多
く
、
土
地
の
権
利
を
主
張
で
き
る
か
ど
う
か
に
も

不
安
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
点
を
突
く
か
の
よ
う
に
、
寺
院
が
受
け
入
れ
や
す
い
要
素
を
盛
り

つ
つ
立
ち
退
き
を
否
応
な
く
進
め
る
骨
子
が
、
市
と
国
か
ら
示
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
改
葬
の
期
限
を
大
正
二
十
三
年
末
と
し
、
墓
地
跡
地
は
公
有
地

で
あ
っ
て
も
無
償
で
下
付
さ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
仏
教
界
は
「
復

興
の
近
道
と
知
る
」
と
い
う
名
目
の
も
と
、
こ
れ
に
完
全
に
妥
協
す
る
。

こ
こ
で
移
転
が
決
定
し
た
の
は
五
百
余
ヶ
寺
の
十
七
万
六
千
坪
分
で
、
無

償
譲
渡
さ
れ
た
土
地
を
売
却
す
る
こ
と
で
充
分
な
金
銭
的
埋
め
合
わ
せ
が

得
ら
れ
る
と
の
判
断
が
、
寺
院
側
の
妥
協
を
決
定
づ
け
た
の
だ
っ
た
。
ま

た
共
葬
墓
地
に
つ
い
て
は
、
焼
失
し
た
下
町
の
部
分
だ
け
が
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
、
谷
中
や
青
山
な
ど
の
墓
地
は
市
内
に
残
っ
た
。

　

関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
、
道
路
計
画
な
ど
で
は
中
途
半
端
に
終
わ

っ
て
後
世
に
禍
根
を
残
し
た
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
墓
地
に
つ
い
て
も
、

全
移
転
は
な
か
っ
た
も
の
の
下
町
に
限
っ
て
は
ほ
ぼ
完
全
で
あ
っ
た
。
台

地
地
形
に
立
地
す
る
墓
地
は
様
々
な
事
情
の
た
め
残
っ
た
が
、
こ
れ
は
む

し
ろ
良
か
っ
た
点
も
多
い
。
谷
中
墓
地
な
ど
は
、
震
災
時
の
火
災
被
害
の

思
考
（
志
向
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
考
は
、
近

世
的
な
宗
教
環
境
の
な
か
で
、
道
具
を
巧
妙
に
操
っ
て
屋
根
を
葺
く
職
人

の
技
術
へ
の
畏
敬
や
期
待
、
讃
嘆
と
い
っ
た
感
覚
を
宗
教
的
な
も
の
へ
と

つ
な
げ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
職
人
が
直
接
の
生
産
労
働
に
関

わ
る
信
仰
と
は
異
な
る
宗
教
性
を
持
つ
こ
と
は
、
例
え
ば
鍛
冶
な
ど
に
顕

著
で
あ
っ
た
（
石
塚
尊
俊
『
鑪
と
鍛
冶
』
一
九
七
二
年
な
ど
）
が
、
そ
の

基
盤
と
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、
職
人
巻
物
の
記
載
を
さ
ら
に
丁
寧
に

進
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
解
明
が
可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
本
宗
教
史
と
災
害

米
井　

輝
圭

　

東
京
か
ら
市
内
の
寺
院
・
墓
地
を
郊
外
に
移
転
さ
せ
る
計
画
は
、
実
現

が
困
難
な
懸
案
で
あ
り
続
け
た
。
こ
こ
で
は
、
関
東
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
そ
れ
が
一
気
に
進
ん
だ
事
情
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。

　

移
転
さ
せ
よ
う
と
す
る
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、
震
災
以
前
も
以
後

も
、
一
貫
し
て
都
市
の
発
展
の
た
め
、
寺
院
の
意
志
を
尊
重
し
つ
つ
移
転

せ
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
仏
教
界
の
意
向
は
反
発
的
で
あ
っ

た
。
ま
た
明
治
に
な
っ
て
共
葬
墓
地
も
作
ら
れ
て
問
題
は
い
よ
い
よ
複
雑

化
し
て
い
た
。

　

墓
地
移
転
の
建
議
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
仏
教
界
（
各

寺
院
と
宗
派
、
そ
し
て
檀
家
）
は
、
横
断
的
に
団
結
し
て
こ
れ
に
抵
抗
し

た
。
ま
た
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
や
檀
家
の
意
向
も
相
ま
っ
て
、
移
転
は

い
っ
こ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
に
発
生
し
た
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
の
打
撃
は
甚
大
で
、
市

内
八
九
〇
ヶ
寺
の
う
ち
六
〇
〇
余
が
焼
失
し
、
二
十
四
万
六
千
坪
の
墓
地
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中
世
日
記
文
学
に
み
る
「
被
く
」
の
宗
教
性

│
│ 〈
奥
〉
の
視
点
か
ら 

│
│

川
本　
　

豊

　

本
稿
は
、
わ
が
国
の
「
住
ま
い
」
に
関
す
る
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
た

だ
し
、
建
築
学
的
な
形
態
論
か
ら
は
距
離
を
置
き
、
あ
え
て
「
住
居
感
覚

論
」
と
位
置
づ
け
る
。
古
典
文
学
作
品
に
表
れ
る
人
々
の
日
常
の
な
に
げ

な
い
会
話
や
動
作
な
ど
の
営
み
か
ら
、
そ
の
内
奥
（
深
層
）
に
あ
る
心
の

動
き
を
探
る
、
心
性
を
含
ん
だ
精
神
史
と
い
う
立
場
か
ら
の
捉
え
な
お
し

を
試
み
て
い
る
。
表
／
裏
、
外
／
内
な
ど
と
対
比
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
の
側
の
裏
・
内
な
ど
を
綜
合
し
た
概
念
と
し
て
、
こ
こ
で
は
〈
奥
〉
と

提
示
す
る
。

　
「
奥
」
と
い
う
語
は
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
消
え
去
る
こ
と

な
く
生
活
用
語
と
し
て
生
き
て
い
る
。
現
在
も
日
常
会
話
で
普
通
に
使
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。「
暗
い
室
内
」
が
本
来
の
語
義

と
さ
れ
る
（『
角
川
新
字
源
』）。
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
の
視
点
か
ら
は
空

間
性
に
隠
れ
て
見
落
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
〈
奥
〉
の
も
つ
時
間
性
に
も
着

目
し
て
考
察
を
行
う
。

　

さ
て
「
冥
界
―
顕
界
」
と
い
う
世
界
像
が
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
。「
顕

界
」
と
は
我
々
の
生
き
て
い
る
日
常
・
現
実
の
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
を
超

え
た
非
日
常
・
非
現
実
の
世
界
を
「
冥
界
」
と
呼
ぶ
。
池
見
澄
隆
氏
は
顕

界
に
お
け
る
冥
界
の
現
わ
れ
を
「
異
界
」
と
定
義
す
る
。
さ
ら
に
両
者
の

ま
な
ざ
し
の
関
係
は
、
冥
界
か
ら
の
一
方
的
被
透
視
性
を
そ
の
特
徴
と

拡
大
を
食
い
止
め
る
防
火
線
の
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
巨
大
都
市
東
京

に
お
い
て
あ
る
種
の
「
心
の
う
る
お
い
」
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
急

坂
の
多
い
地
形
に
立
地
す
る
土
地
で
は
、
ど
の
み
ち
経
済
効
率
の
点
で
は

有
効
活
用
し
に
く
い
の
で
あ
る
。

　

多
摩
墓
地
（
現
・
多
磨
霊
園
）
は
直
接
申
込
み
が
で
き
る
点
で
、
市
内

に
檀
家
寺
の
な
い
市
民
に
は
利
便
性
が
あ
り
、
経
済
的
に
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
形
式
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
至
る
。
こ
の
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
、
多
く
の
一
般
的
な
都
市
民
に
と
っ
て
は
、
都
会
の
住
宅
地
域
と

郊
外
の
墓
苑
と
を
使
い
分
け
る
ス
タ
イ
ル
が
常
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

一
般
人
と
寺
院
と
の
関
係
を
疎
遠
に
し
、
ま
た
核
家
族
化
に
も
対
応
し
や

す
い
方
向
を
決
定
づ
け
た
。

　

と
は
い
え
そ
れ
ら
の
傾
向
が
特
に
顕
著
に
な
る
の
は
、
戦
後
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
震
災
後
の
新
聞
記
事
を
み
る
と
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
死
者
に

つ
い
て
、
そ
の
人
が
最
終
的
に
ど
の
イ
エ
の
墓
に
入
る
の
か
と
い
う
こ
と

へ
の
関
心
が
非
情
に
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大
災
害
は
急
激
な
モ
ノ
の
変

化
を
引
き
起
こ
す
が
、
人
間
の
心
の
中
の
変
化
が
宗
教
に
影
響
を
及
ぼ
す

の
は
、
む
し
ろ
必
要
な
時
間
を
か
け
な
が
ら
比
較
的
ゆ
っ
く
り
実
現
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
六
部
会
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皇
の
御
膝
の
陰
で
「
単
衣
を
引
き
被
き
て
臥
し
て
聞
け
ば
」
と
あ
り
、

『
右
京
大
夫
集
』
と
同
様
の
所
作
と
意
味
が
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
堀
河
帝

の
崩
御
が
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
き
、「
御
単
衣
取
り
寄
せ
た
ま

う
て
、
引
き
被
け
ま
ゐ
ら
せ
な
ど
せ
ら
れ
ぬ
」
と
あ
り
、
天
皇
の
遺
体
が

単
衣
で
覆
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
亡
き
帝
の
姿
を
見
え
な
い

よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
続
い
て
、「
長
押
の
し
も
に
、
さ
な
り
は
て
さ

せ
た
ま
ひ
ぬ
と
見
ま
ゐ
ら
す
る
ま
ま
に
」
と
記
述
さ
れ
、
そ
の
覆
っ
て
見

え
な
く
す
る
行
為
に
よ
り
、
も
は
や
亡
骸
と
成
り
果
て
ら
れ
た
と
作
者
は

納
得
し
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、「
見
ら
れ
て
い
る
」
意

識
を
前
提
に
し
た
、
視
線
を
遮
断
す
る
と
い
う
身
体
性
を
帯
び
た
行
為
が

こ
の
言
葉
を
通
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
被
く
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
中
世
人
の
世
界
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
「
冥

―
顕
」
構
造
の
一
端
を
み
た
。
こ
の
冥
界
へ
の
通
入
路
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
「
異
界
」
の
典
型
と
し
て
、〈
奥
〉
な
る
住
居
感
覚
を
あ
げ
う
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
こ
で
見
出
さ
れ
た
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
も
っ
て
、
よ
り
広
い
宗

教
意
識
を
解
明
し
た
い
。

能
に
み
る
告
白
と
そ
の
語
彙
に
つ
い
て

今
泉　

隆
裕

　

能
楽
堂
に
足
を
運
べ
ば
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
全
く
同
じ
構
成
と
い
っ
て

よ
い
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
諸
国
一
見
の
僧
（
ワ
キ
）
が
登
場
し

て
、
そ
の
途
次
、
旧
跡
に
立
ち
寄
る
。
そ
こ
へ
土
地
の
も
の
が
現
れ
（
前

シ
テ
）、
そ
の
由
来
を
物
語
り
、
自
分
が
そ
の
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
る
こ

と
を
ほ
の
め
か
し
て
消
え
て
い
く
（
前
場
）。
そ
こ
で
僧
は
そ
の
土
地
の

も
の
（
ア
イ
）
に
更
に
詳
し
く
事
情
を
尋
ね
る
（
間
語
り
）。
や
が
て
夜

し
、「
み
え
な
い
―
み
ら
れ
る
」
と
い
う
齟
齬
性
が
基
本
構
造
で
あ
る
と

す
る
。
心
理
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
大
き
な
広
が
り
を
持
つ
「
冥
―
顕
」
世
界

像
に
お
け
る
「
異
界
」
と
い
う
概
念
と
、
住
ま
い
感
覚
と
し
て
日
常
的
で

フ
ィ
ジ
カ
ル
な
側
面
を
持
つ
〈
奥
〉
と
い
う
概
念
と
の
類
縁
性
が
認
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
中
世
日
記
文
学
を
中
心
に
、「
他
界
感
覚
」
と

「
住
居
感
覚
」
と
の
関
係
性
を
読
み
解
く
と
い
う
作
業
に
よ
り
、
心
性
の

持
続
と
展
開
を
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
次
い
で
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
表
出
さ
れ

る
「
被（
か
づ
）く
」
と
い
う
身
体
的
動
作
を
表
わ
す
言
葉
に
着
目
し
、
そ

の
宗
教
性
を
考
察
す
る
。

　
『
右
京
大
夫
集
』、
平
重
衡
の
他
愛
な
い
怖
い
話
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

作
者
は
「
衣
を
引
き
か
づ
き
て
」
聞
か
な
い
よ
う
に
す
る
。「
被（
か
づ
）

く
」
と
は
「
潜
」
と
同
根
と
さ
れ
（『
岩
波
古
語
辞
典
』）、
す
っ
ぽ
り
と

頭
に
か
ぶ
る
意
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
所
作
で
も
っ
て
、
そ
の

場
か
ら
離
れ
る
（
逃
れ
る
）
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
想
像
が
で
き
よ
う
。
他
者
か
ら
の
視
線
、
そ
し
て
自
ら
の
視
線
も
遮
る

こ
と
に
よ
っ
て
、〈
奥
〉
に
籠
も
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
作
者
の
懸
想

人
と
さ
れ
る
平
資
盛
の
死
の
報
せ
を
聞
い
た
際
「
引
き
被
き
寝
く
ら
し
て

の
み
ぞ
、
心
の
ま
ま
に
泣
き
過
ぐ
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
悲
し
さ
の
あ
ま

り
、
自
ら
の
〈
奥
〉
に
閉
じ
籠
も
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
し
か

し
「
引
き
被
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
顕
界
で
の
視
線
を
一
旦
遮
断
し
な
が
ら

も
、
続
い
て
「
神
も
仏
も
恨
め
し
く
さ
へ
な
り
て
」
と
記
し
、
神
仏
（
冥

衆
）
へ
の
強
い
関
心
を
留
め
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
『
讃
岐
日
記
』
に
お
い
て
は
、「
引
き
被
く
」
と
い
う
言
葉
が
四
箇
所
見

出
せ
る
。
寝
る
と
い
う
行
為
に
伴
う
動
作
と
し
て
の
場
面
も
あ
る
が
、
天
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し
な
が
ら
観
衆
た
ち
は
仏
教
的
な
物
語
や
世
界
観
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
（
こ
こ
で
い
う
物

語
と
は
「
世
界
の
中
に
生
起
す
る
現
象
の
説
明
原
理
で
あ
り
、
筋
立
を
持

つ
説
明
の
体
系
の
こ
と
な
の
で
あ
る
」）。〈
求
塚
〉
で
い
え
ば
こ
の
典
拠

と
な
っ
た
『
万
葉
集
』
で
は
自
殺
し
た
女
は
「
黄
泉
」
に
逝
っ
た
は
ず
が
、

能
で
は
シ
テ
は
地
獄
に
堕
ち
て
「
苦
し
む
死
者
」
と
し
て
造
型
さ
れ
る
。

　

ま
た
ミ
ル
ズ
の
議
論
（「
状
況
化
さ
れ
た
行
為
と
動
機
の
語
彙
」『
権

力
・
政
治
・
民
衆
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
一
年
、
所
収
）
で
は
、
動
機

は
他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
規
定
さ
れ
る
と
考
え
る
。
一
般
的
に
は
動
機

は
自
己
に
内
在
す
る
何
も
の
か
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ミ
ル
ズ
は
、
そ
う

し
た
本
質
主
義
的
な
議
論
を
否
定
す
る
。
動
機
と
は
語
彙
で
あ
り
、
他
者

に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
大
き
く
変
容
す
る
も
の
と
し
て

と
ら
え
る
。
こ
の
こ
と
を
幽
霊
能
に
敷
衍
す
る
な
ら
、
シ
テ
（
幽
霊
）
の

告
白
（
出
現
の
動
機
）
は
「
重
要
な
他
者
」
と
し
て
の
ワ
キ
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
島
田
の
議

論
と
も
重
複
す
る
が
仏
教
的
な
言
説
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
能
の
研
究
で
は
「
シ
テ
一
人
主
義
」（
野
上
豊
一
郎
）
な
ど

と
い
っ
て
僧
侶
を
ワ
キ
に
設
定
す
る
こ
と
を
重
視
し
な
い
傾
向
が
あ
る

が
、
極
め
て
重
要
な
機
能
を
僧
ワ
キ
が
し
て
い
る
こ
と
が
島
田
氏
と
ミ
ル

ズ
の
議
論
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
よ
り
明
確
に
な
る
。
し
か
も
葬
祭
仏
教

が
伸
長
す
る
時
期
に
、
能
が
勧
進
興
行
の
場
で
「
苦
し
む
死
者
」
を
舞
台

に
上
げ
、
僧
が
供
養
す
る
様
を
み
せ
る
。
強
い
唱
導
性
を
伝
達
す
る
構
造

を
確
立
し
、
保
持
し
た
演
目
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

文
学
研
究
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
学
的
な
知
見
か
ら
の
室
町
芸
能
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
今
後
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

に
な
り
ま
ど
ろ
む
僧
の
前
に
、
そ
の
土
地
ゆ
か
り
の
人
物
が
昔
の
ま
ま
の

姿
で
顕
現
す
る
（
後
シ
テ
）。
僧
の
ま
え
に
現
れ
る
シ
テ
は
、
多
く
の
場

合
、
亡
者
で
あ
り
、
生
前
の
様
子
を
語
る
。
そ
の
一
方
で
地
獄
に
お
け
る

苦
患
を
吐
露
し
、
供
養
を
懇
願
し
て
消
え
て
い
く
。
あ
る
い
は
供
養
し
た

僧
に
謝
意
を
述
べ
て
消
え
て
い
く
。
こ
れ
を
一
般
的
に
は
夢
幻
能
と
い

う
。
能
に
は
現
在
能
と
夢
幻
能
の
二
つ
の
様
式
が
あ
る
が
、
他
の
演
劇
と

異
な
る
と
さ
れ
る
所
以
は
、
こ
の
夢
幻
能
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
毎
年
く

り
返
し
に
な
る
が
「
夢
幻
能
」
と
い
う
場
合
、
そ
の
構
成
の
共
通
性
か
ら

「
脇
能
（
神
能
）」
を
含
み
、
神
を
シ
テ
と
す
る
も
の
と
、
幽
霊
を
シ
テ
と

す
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
両
者
を
区
別
し
た
い
と
考
え
る
。
そ

こ
で
一
般
的
で
は
な
い
が
夢
幻
能
で
幽
霊
を
主
人
公
と
す
る
作
品
に
、
こ

こ
で
は
「
幽
霊
能
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
発
表
で
は
幽
霊
能
に
お
け
る
懺
悔
告
白
が
い
か
に
仏
教
的
な
物
語
や

世
界
観
を
効
果
的
に
喧
伝
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
、
島
田
裕
己
氏
と
ラ

イ
ト
・
ミ
ル
ズ
の
動
機
的
ヴ
ォ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
議
論
を
参
照
し

な
が
ら
補
足
し
、
そ
こ
か
ら
国
文
学
研
究
で
い
わ
れ
て
き
た
能
の
芸
術
性

や
ら
幽
玄
へ
の
昇
華
と
い
っ
た
近
代
主
義
的
な
議
論
を
相
対
化
す
る
一
助

に
し
た
い
と
考
え
る
。

　

島
田
氏
の
議
論
（「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
ど
う
救
済
す
る
か
―
医
療
宗

教
学
へ
の
道
―
」『
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
宗
教
体
験
』
法
藏
館
、
一
九
八

九
年
）
で
は
告
白
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
が
そ
れ
を
参
照
し
て
、
死
者

の
懺
悔
告
白
を
劇
に
仕
組
む
こ
と
を
考
え
る
と
〈
告
白
を
す
る
も
の
〉
と

〈
聞
く
者
〉
の
間
に
あ
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
確
定
す
る
働
き
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
幽
霊
と
僧
ワ
キ
の
明
確
な
上
下
関
係（
優
劣
）が

存
在
す
る
こ
と
を
見
せ
つ
け
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
や
り
と
り
を
見
物
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典
侍
殿
か
ら
の
御
文
（
伝
延
宝
年
間
）
に
は
「
御
な
て
物
二
」（『
禁
裏
御

師
』
口
絵
）
と
あ
る
。『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
三
年
正
月
八
日
条

に
「
御
か
ゝ
み
の
ち
い
さ
き
一
と
。
御
一
ゑ
と
二
つ
出
る
。」
と
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
御
撫
物
は
二
種
類
一
組
の
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
察

さ
れ
る
。
な
お
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
の
定
義
と
比
し
て
、
天

皇
（
の
身
体
）
に
代
わ
る
「
身
代
わ
り
の
」
物
と
し
て
は
一
致
し
て
い
る

が
、
川
に
流
し
た
り
祓
い
捨
て
た
り
せ
ず
、
返
献
し
て
い
る
点
が
異
な

る
。
ま
た
「
黒
漆
塗
ニ
菊
御
紋
」
の
「
御
ナ
デ
モ
ノ
箱
」（『
禁
裏
御
願
御

神
楽
之
記
』）
に
納
め
ら
れ
、
さ
ら
に
唐
櫃
や
片
箱
に
納
め
て
運
ば
れ
た
。

「
御
撫
物
御
封
改
と
し
て
持
参
」（『
氏
命
日
記
』）
と
あ
る
記
事
か
ら
し
て

御
封
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
「
禁
裏
御
撫
物
抔
」
と
書
か
れ
た
御

絵
符
が
必
ず
付
さ
れ
同
様
に
返
献
さ
れ
る
の
も
、
京
都
と
伊
勢
の
間
を
通

行
の
際
に
、
周
囲
の
人
々
へ
御
撫
物
の
通
行
が
知
れ
る
よ
う
に
立
て
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
熱
田
神
宮
や
浄
橋
寺
に
現
存
す
る
御
用
菊

紋
片
箱
・
同
文
庫
や
御
唐
櫃
、
ま
た
公
札
（
絵
符
）
な
ど
が
参
考
に
で
き

る
。
な
お
絵
符
に
つ
い
て
は
「
御
割
符
」
と
あ
る
史
料
（『
御
所
様
方
御

祓
献
上
記
』）
も
あ
る
。

　

ま
た
御
祈
禱
や
御
神
楽
執
行
あ
る
い
は
参
宮
の
際
、
御
撫
物
は
「
棚
ノ

中
央
ニ
御
撫
筥
ヲ
安
キ
」
ま
た
「
御
階
之
前
江
備
候
」（『
明
和
年
間
大
御

乳
人
御
参
宮
筆
記
』）
よ
う
に
、「
神
前
に
御
撫
物
備
へ
」
て
執
行
さ
れ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
御
撫
物
は
『
氏
命
日
記
』
に
よ
る
と
、
京
都
か
ら
伊
勢
の

間
通
行
す
る
際
に
は
「
檜
垣
藤
波
両
神
主
よ
り
御
祈
禱
之
御
撫
物
、
駅
々

通
行
の
節
、
不
敬
之
儀
無
之
様
」
に
、
御
触
書
が
出
さ
れ
、
ま
た
通
行
の

日
時
を
事
前
に
知
ら
せ
、
ま
た
先
触
れ
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
ま
た
通
行

禁
裏
御
師
に
関
す
る
一
考
察

加
﨑　

千
恵

　

伊
勢
の
神
宮
、
内
宮
の
禰
宜
職
を
つ
と
め
た
荒
木
田
氏
二
門
の
流
れ
を

汲
む
藤
波
家
は
、
代
々
禰
宜
職
を
務
め
た
一
方
で
御
師
職
も
営
み
、
中
世

以
降
二
つ
の
家
系
に
わ
か
れ
、「
大
藤
波
」「
小
藤
波
」
と
も
称
し
て
近
代

に
至
っ
た
。
特
に
「
小
藤
波
」
家
は
、「
慶
長
年
間
に
後
陽
成
天
皇
の
御

内
勅
を
以
て
御
撫
物
を
下
し
置
か
れ
、
禁
中
御
祈
禱
の
大
命
を
拝
承
さ
れ

て
以
来
」、
禁
中
御
用
を
勤
仕
し
て
来
た
と
の
家
伝
を
も
ち
、
外
宮
の
檜

垣
家
と
と
も
に
皇
室
の
御
祈
禱
や
御
祓
大
麻
等
の
献
上
を
、
正
・
五
・
九

月
の
年
三
度
と
年
中
の
ま
た
臨
時
に
も
執
行
し
、
こ
う
し
た
役
割
を
担
っ

た
こ
と
は
小
藤
波
家
の
特
色
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
た
関
係
資
料
、
先
行
研
究
な
ど

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
特
に
『
氏
命
日
記
』
な
ど
史
料
に
み
え
る
御
撫
物
に

つ
い
て
の
記
事
に
注
目
し
、
藤
波
家
に
下
し
置
か
れ
た
「
御
撫
物
」
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
、
ま
た
京
都
伊
勢
間
を
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
た
の
か
、

祈
禱
の
際
に
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
の
か
な
ど
、
禁
裏
御
師
に
つ

い
て
「
御
撫
物
」
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

　

御
撫
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
藤
波
家
で
は
「
玉
体
に
代
わ
る
べ
き

御
品
」
で
あ
っ
て
「
禁
裏
御
用
の
四
文
字
と
御
紋
の
記
さ
れ
ま
し
た
小
箪

笥
に
納
め
ら
れ
」
て
い
た
と
い
う
（『
禁
裏
御
師
』）。
ま
た
御
撫
物
が
残

さ
れ
て
お
り
（
現
在
は
所
在
不
明
）、
明
治
三
十
年
代
に
披
い
て
み
た
記

録
に
よ
る
と
「
御
わ
た
と
、
も
と
ど
り
」（『
紫
香
露
久
』）
で
あ
っ
た
。

ま
た
大
正
七
年
か
ら
徴
古
館
で
開
催
さ
れ
た
神
都
沿
革
史
料
展
に
出
品
さ

れ
、
そ
の
目
録
に
は
「
御
撫
物　

包
紙
に
「
御
撫
物
二
（
中
略
）」
一
包
」

（『
神
都
沿
革
史
料
目
録
』）
と
あ
り
、
ま
た
御
撫
物
と
共
に
下
さ
れ
た
大
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御
殿
を
移
築
し
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
但
し
御
師
全
体
が
こ
の

よ
う
な
便
宜
を
図
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
有
力
御
師
に
限
ら
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
遷
宮
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
旦
家
地
域
で

の
神
社
の
創
立
・
造
替
へ
の
関
与
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。

　

さ
て
岩
井
田
家
に
は
、
様
々
な
種
類
の
神
札
等
の
版
木
が
六
三
点
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
版
木
の
中
に
、
遷
宮
に
と
も
な
う
版
木
が
十
点
存
在
す

る
。
嘉
永
四
年
遷
宮
と
明
治
二
年
遷
宮
に
際
し
て
の
寄
付
依
頼
と
、
神
札

の
版
木
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

１ 

遷
宮
の
由
来
と
し
て
、
天
武
天
皇
の
立
制
で
あ
り
、
二
十
年
に
一

度
の
造
替
が
「
古
今
不
易
の
吉
例
」
と
す
る
こ
と
。

２ 

大
物
忌
父
と
し
て
遷
宮
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り
、
新
し
い
装
束
や

道
具
（
弘
化
二
年
）
を
揃
え
、「
斎
館
を
構
え
る
」（
慶
応
三
年
）

た
め
の
寄
付
依
頼
。

３ 

寄
付
に
対
す
る
礼
と
し
て
「
大
々
御
供
」
の
祈
禱
を
新
宮
の
内
院

で
行
い
、「
各
家
門
繁
栄
・
子
孫
長
久
・
五
穀
豊
饒
・
諸
願
成
就

の
御
祈
禱
」
を
し
て
御
祓
大
麻
を
授
与
す
る
と
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
名
目
と
そ
れ
に
対
す
る
返
礼
を
提
示
し
、
寄
付
の
依
頼

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
御
師
は
、
遷
宮
造
営
や
御
装
束
神
宝
な

ど
の
経
費
に
充
て
る
た
め
で
は
な
く
、
自
身
が
遷
宮
の
行
事
に
参
加
す
る

に
あ
た
り
そ
の
準
備
の
費
用
の
た
め
に
寄
付
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
寄
付
形
態
が
何
時
か
ら
か
、
御
師
全
般
が
行
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。

　

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
つ
い
て
は
、
本
来
朝
廷
が
造
営
し
御
装
束
神

宝
を
奉
納
す
る
こ
と
が
、
古
く
か
ら
の
建
前
で
あ
り
、
神
宮
神
職
と
し
て

の
時
、
御
番
所
詰
め
の
役
人
中
は
、
下
座
板
ま
で
罷
り
出
で
て
会
釈
し

た
。
ま
た
御
撫
物
の
一
行
と
行
き
逢
っ
た
場
合
、
た
と
え
関
東
御
名
代
と

い
え
ど
も
御
撫
物
に
対
し
て
は
、
下
乗
し
御
会
釈
す
る
礼
節
が
必
要
と
さ

れ
た
。

　

ま
た
、「
御
撫
物
之
義
者
神
宮
に
拘
り
不
申
候
義
故
、
一
図
存
不
申
候
」

（『
常
庸
記
』
文
久
四
年
正
月
廿
日
条
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
撫
物
が
下

さ
れ
て
行
わ
れ
る
御
祈
禱
、
す
な
わ
ち
禁
裏
御
師
の
行
う
御
祈
禱
は
、
神

宮
（
神
宮
祭
祀
）
と
は
関
わ
り
の
な
い
、
禁
裏
か
ら
御
師
藤
波
家
に
依
頼

さ
れ
行
わ
れ
る
私
の
祈
禱
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
私
的
と
は
い

え
「
御
所
御
用
に
候
得
者
、
不
軽
義
ニ
候
」（『
氏
命
日
記
』）
役
割
を
、

禁
裏
御
師
と
し
て
果
た
し
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
な
礼
節
に
結
び
つ
く
と

考
え
る
。

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
と
御
師

八
幡　

崇
経

　

伊
勢
神
宮
に
お
け
る
二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
た
式
年
遷
宮
に
際
し
、
御

師
の
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
、
近
世
末
期
の
資
料
に
よ
り
報
告
を
す
る
。

紹
介
す
る
の
は
、
伊
勢
神
宮
の
内
宮
で
中
世
以
来
大
物
忌
父
職
を
代
々
務

め
て
き
た
岩
井
田
家
の
資
料
で
あ
る
。
同
家
は
、
神
宮
祭
祀
の
奉
仕
に
携

わ
り
、
子
良
館
を
司
っ
て
い
た
。
ま
た
長
官
の
事
務
方
と
し
て
、
家
司
な

ど
を
兼
務
し
て
い
た
。
一
方
で
、
御
師
と
し
て
一
万
三
千
余
軒
の
旦
家
を

も
ち
、
そ
の
多
く
は
北
関
東
地
域
や
関
西
な
ど
に
分
布
し
て
い
た
。

　

大
物
忌
父
と
し
て
式
年
遷
宮
の
諸
行
事
に
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
御
師

と
し
て
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
な
い
。
岩
井
田
家

で
は
な
い
が
遷
宮
の
御
用
材
の
「
余
木
」
を
地
域
へ
提
供
し
、
ま
た
古
い
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を
構
成
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
八
）
年
の
神
仏
判

然
令
を
受
け
て
英
彦
山
神
社
へ
と
改
称
し
た
。
そ
の
後
官
幣
中
社
に
列
せ

ら
れ
る
な
ど
国
家
神
道
体
制
の
中
心
的
な
神
社
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
戦
後
修
験
道
研
究
が
盛
ん
に
な
る
と
、
近
代
以
前
の
英

彦
山
修
験
道
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
が
、
未
だ
断
片
的
な
理
解
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
近
世
の
英
彦
山
は
山
内
約
二
五
〇
坊
が
三

季
峰
入
り
を
担
当
す
る
行
者
方
、
如
法
経
会
・
誕
生
会
な
ど
仏
教
儀
礼
を

担
当
す
る
衆
徒
方
、
年
間
最
大
の
祭
礼
で
あ
る
松
会
を
担
当
す
る
惣
方
と

い
う
三
つ
の
組
織
か
ら
成
っ
て
い
た
。
従
来
は
各
組
織
が
担
当
す
る
儀
礼

に
よ
っ
て
近
世
英
彦
山
の
山
伏
の
性
格
付
け
も
理
解
さ
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
先
達
を
輩
出
す
る
行
者
方
の
山
伏
た
ち
の
中
に
神
道
関

連
の
印
信
が
伝
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
近
世
英

彦
山
で
は
大
先
達
層
に
流
布
し
た
『
英
彦
山
大
先
達
印
信
六
々
通
』
と
い

う
印
信
が
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
れ
に
神
道
関
連
の
も
の
も
散
見

さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
十
分
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
近
世
英
彦
山
を
代
表
す
る
山
伏
で
あ
っ
た
富
松
坊
広
延
が
著
し

た
『
無
則
書
浅
略
』
に
よ
る
と
「
上
宮
社
参
ニ
三
輪
流
印
信
ノ
内
十
一
通

□
伝
授
ス
ベ
シ
」
と
あ
り
、
三
輪
流
神
道
の
印
信
の
一
部
は
英
彦
山
派
山

伏
に
と
っ
て
必
須
の
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
か
に

は
三
輪
流
神
道
の
最
奥
義
ま
で
修
得
す
る
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、

『
三
輪
流
神
道
極
秘
分
』
と
い
う
印
信
の
リ
ス
ト
が
伝
存
し
て
お
り
、
全

て
を
修
得
し
た
者
は
「
神
祇
（
両
部
・
神
道
）
阿
闍
梨
」
と
称
し
て
い

た
。
こ
う
し
た
「
神
道
」
を
修
得
し
た
山
伏
は
惣
方
よ
り
も
行
者
方
や
衆

徒
方
の
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
述
の
三
つ
の
組

織
に
よ
る
儀
礼
の
分
担
や
今
日
の
宗
教
学
的
な
分
類
に
よ
っ
て
、
惣
方
＝

も
十
分
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
遷
宮
の
経
費
に
つ
い

て
は
、
一
切
か
か
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
永
禄
十
八
年
の
慶
光

院
の
勧
募
に
よ
る
外
宮
の
式
年
遷
宮
再
興
が
す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
、
単
に
尼
僧
に
よ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
朝
廷
に
よ
る
遷

宮
実
施
と
い
う
建
前
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

の
よ
う
な
認
識
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
岩
井
田
家
の
版
木
資
料
に
あ
る
よ

う
に
、
近
世
末
に
は
遷
宮
に
と
も
な
う
装
束
や
斎
館
の
建
て
替
え
な
ど
の

経
費
を
名
目
に
寄
付
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
不
明
な
点

も
多
く
、
い
つ
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
通
常
と
異
な
る
祈

願
の
方
法
、
寄
付
の
依
頼
を
御
師
全
般
が
行
っ
て
い
た
の
か
な
ど
に
つ
い

て
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
寄
付
の
実
態
や
参
宮
客
の
増
加
に
ど
れ
ほ
ど
影
響

し
た
か
な
ど
、
他
の
資
料
で
の
裏
付
け
が
今
後
必
要
で
あ
る
。

　

結
果
的
に
御
師
の
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
旦
家
に
と
っ
て
「
遷
宮
」
と

い
う
行
事
を
知
り
参
宮
へ
誘
う
良
い
機
会
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
一
層
、
神
宮
そ
の
も
の
を
理
解
し
、
遷
宮
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
意
識
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
第
二
次
世
界
大

戦
後
、
伊
勢
神
宮
が
国
家
管
理
を
は
な
れ
、
全
国
の
神
社
を
通
じ
て
遷
宮

造
営
の
奉
賛
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
さ
か
の

ぼ
れ
ば
近
世
の
御
師
の
こ
の
よ
う
な
活
動
の
歴
史
も
影
響
し
た
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

近
世
英
彦
山
に
お
け
る
神
道

山
口　

正
博

　

近
世
の
英
彦
山
は
本
山
派
・
当
山
派
の
支
配
を
受
け
ず
、
天
台
修
験
別

山
英
彦
山
霊
仙
寺
と
し
て
北
部
九
州
に
末
山
・
末
派
を
有
す
る
英
彦
山
派
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お
、
自
在
に
組
み
合
わ
せ
る
柔
軟
さ
が
当
時
の
実
践
や
思
想
に
は
垣
間
見

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

山
岳
信
仰
と
日
本
文
化 

│
│ 

キ
リ
ス
ト
教
の
視
点
か
ら 

│
│野

村　
　

誠

　

一
「
問
題
点
│
│
危
機
に
立
つ
日
本
文
化
」　

現
在
、
日
本
文
化
は
大

変
な
危
機
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
国
境
が
な
し
崩
し
に
消
え
ゆ
く
グ
ロ

ー
バ
ル
化
時
代
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
経
済
に
突
入
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ

っ
て
、
稲
作
農
耕
の
田
圃
を
基
盤
と
し
た
日
本
文
化
や
宗
教
が
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
変
革
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
古
い
日
本
の
山
岳
信
仰
の
動

き
に
着
目
し
考
察
し
た
い
。
今
回
は
、
実
例
と
し
て
下
北
半
島
の
恐
山
と

北
上
市
の
山
岳
修
験
者
「
役
の
行
者
」
伝
承
の
鬼
剣
舞
（「
鬼
の
館
」）
を

調
査
し
た
。

　

二
「
日
本
文
化
の
源
―
山
岳
信
仰
」　

安
田
善
憲
は
、
日
本
の
山
岳
信

仰
こ
そ
、「
天
と
地
の
結
合
の
中
に
、
豊
か
さ
と
生
き
る
力
を
祈
る
心
の

結
晶
だ
っ
た
」（
安
田
善
憲
編
著
『
山
岳
信
仰
と
日
本
人
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、

二
〇
〇
六
年
、
八
頁
）
と
述
べ
、
山
と
森
は
「
自
然
と
人
間
の
共
存
可
能

な
二
十
一
世
紀
の
持
続
型
文
明
社
会
を
構
築
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な

も
の
で
あ
る
」（
同
）
と
主
張
し
て
い
る
。
佐
々
木
高
明
は
「
新
説
・
山
の

神
考
」（
同
収
録
、
三
二
七
―
三
五
七
頁
）
で
、
水
田
稲
作
農
耕
以
前
の

古
い
日
本
文
化
の
中
で
生
き
て
い
る
山
の
神
々
を
調
査
し
、「
山
そ
の
も

の
が
神
だ
」
と
考
え
ら
れ
る
場
合
を
指
摘
す
る
（
三
二
八
頁
）。
し
か
し
、

古
代
の
山
の
神
々
の
信
仰
に
、
水
田
稲
作
農
耕
の
文
化
が
侵
入
し
た
。
安

田
善
憲
は
「
山
岳
信
仰
と
島
国
日
本
の
未
来
」（
同
収
録
、
三
五
九
―
三

七
八
頁
）
の
中
で
、
山
と
海
は
川
で
つ
な
が
り
、
そ
の
間
を
水
が
循
環
し

神
道
、
衆
徒
方
＝
仏
教
、
行
者
方
＝
修
験
と
い
っ
た
か
た
ち
で
当
時
の
山

伏
の
実
践
の
性
格
付
け
を
理
解
す
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
、

近
世
の
各
地
の
事
例
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
社
家
と
山
伏
・
僧
侶
の
対

立
と
い
っ
た
担
当
す
る
儀
礼
に
よ
っ
て
宗
教
者
の
性
格
が
固
定
さ
れ
て
い

た
の
と
は
異
な
る
状
況
が
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
世
の
英
彦
山
に
お
い
て
は
三
輪
流
神
道
が
深
く
浸
透

し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
が
、
単
な
る
受
け
売
り
で
は
な
く
、
そ
う

し
た
思
想
を
英
彦
山
独
自
の
儀
礼
に
も
反
映
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
た
と
え
ば
柱
松
・
御
田
祭
・
神
幸
・
風
流
か
ら
成
る
年
間
最
大
の

祭
礼
で
あ
る
松
会
の
な
か
で
も
中
心
的
な
行
事
で
あ
っ
た
御
田
祭
や
柱
松

に
対
す
る
言
説
が
そ
う
で
あ
る
。
御
田
祭
は
農
耕
の
模
倣
を
す
る
い
わ
ゆ

る
田
遊
び
で
あ
り
、
今
日
で
も
神
社
祭
礼
の
な
か
で
広
く
分
布
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
神
事
を
主
と
し
て
担
当
す
る
惣
方
だ
け
で
な
く
衆
徒
方
・
行

者
方
の
山
伏
も
担
当
し
て
い
た
よ
う
に
、
神
事
の
一
端
も
担
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
柱
松
は
峰
入
り
の
前
行
と
し
て
成
立
し
、
や
が
て
そ
れ

を
中
心
に
松
会
と
い
う
祭
礼
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
、
元
来

は
仏
教
的
・
修
験
道
的
な
世
界
観
が
強
く
表
れ
た
も
の
に
も
、
近
世
に
は

い
る
と
神
道
的
な
世
界
観
が
結
び
付
け
ら
れ
た
説
話
も
生
成
し
た
の
で
あ

る
。

　

今
日
、
近
代
以
前
の
修
験
道
を
神
仏
習
合
状
態
の
宗
教
形
態
と
し
て
語

る
こ
と
が
多
く
、
そ
う
し
た
見
方
自
体
が
神
道
や
仏
教
と
い
っ
た
別
個
の

体
系
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
と
し
て
見
直
し
を
主
張
す
る
議
論
も
あ

る
。
と
は
い
え
、
近
世
英
彦
山
に
お
い
て
も
仏
教
や
修
験
道
と
神
道
は
区

別
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
今
日
と
は
異
な
る
線
引
き

に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
そ
の
線
引
き
を
自
覚
し
て
も
な
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然
の
一
部
で
あ
り
自
然
か
ら
離
れ
て
は
存
在
で
き
な
い
。
富
坂
キ
リ
ス
ト

教
セ
ン
タ
ー
編
『
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
新
教
出
版
社
、
一
九

九
六
年
）
で
は
、
環
境
問
題
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
対
応
を
、
神
学
の
み
に

頼
ら
ず
自
然
科
学
と
の
対
話
の
中
で
模
索
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　

結
論
と
し
て
、
日
本
人
が
再
び
山
岳
信
仰
に
強
い
関
心
を
抱
き
始
め
た

の
は
、
新
た
な
時
代
精
神
の
到
来
を
予
兆
し
て
い
る
。
く
し
く
も
今
年
、

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
か
く
し
て
国
際
化
時
代
、
変
動
の

時
代
は
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
進
展
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
破
局
に

瀕
し
て
い
る
環
境
問
題
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
自
然
科
学
者
を
も
含
め

た
環
境
神
学
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
神
学
）
へ
と
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
日
本
宗
教
理
解

狹
間　

芳
樹

　

ザ
ヴ
ィ
エ
ル
来
日
に
始
ま
る
近
世
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
を
主
に
担

っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
と
り
わ
け
東
イ
ン
ド
管
区
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ　

A
lessandro V

alignano

の
第
一
次
日
本
巡
察
以
降
、
日
本
の
諸
宗

教
に
つ
い
て
精
緻
な
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
の
が
不
干
斉
ハ
ビ
ア
ン
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
妙
貞
問
答
』

（
一
六
〇
五
年
刊
）
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
諸
宗
教
を
論
駁
す
る
た
め
に
書

か
れ
た
こ
の
書
で
は
、
仏
教
に
関
し
て
は
、
法
相
宗
、
天
台
宗
、
真
言
宗
、

禅
宗
、
浄
土
宗
な
ど
合
わ
せ
て
十
二
宗
、
そ
の
ほ
か
儒
教
や
神
道
に
つ
い

て
も
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
キ
リ
ス
ト
教
側
か
ら
の
護
教

書
と
い
う
性
格
ゆ
え
や
は
り
偏
っ
た
宗
教
理
解
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
の

時
代
を
考
え
る
と
充
分
な
宗
教
研
究
書
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　

た
だ
し
、
か
つ
て
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
が
『
イ
エ
ズ
ス
会

て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
人
に
と
っ
て
「
山
を
信
仰
す
る
こ
と
は
、
海
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
」
と
解
説
す
る
。「
山
は
い
つ
も
日
本
文

明
の
根
幹
を
形
成
し
て
い
た
」（
三
七
七
頁
）。
そ
し
て
「
二
十
一
世
紀
の

現
代
、
我
々
日
本
人
が
再
び
山
岳
信
仰
に
強
い
関
心
を
抱
き
始
め
た
の

は
、
新
た
な
時
代
の
精
神
の
到
来
を
渇
望
す
る
動
き
が
、
す
で
に
は
じ
ま

っ
た
こ
と
の
証
で
は
あ
る
ま
い
か
。
山
岳
信
仰
は
新
た
な
時
代
の
幕
開
け

を
予
兆
し
て
い
る
」（
三
七
八
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。
安
田
は
、「
キ
リ
ス

ト
教
は
博
愛
の
宗
教
と
し
て
人
類
に
歓
迎
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
愛
も
、

人
間
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」（
安
田
善
憲
編
著
、
同
、
二
〇
二
頁
）
と
批

判
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
も
自
然
へ
の
愛
と
共
感
へ
と
広
が
る
必
要
を
指

摘
す
る
。
山
岳
信
仰
の
復
活
、
自
然
と
共
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
再
生
社
会
、

森
を
守
る
宗
教
が
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
の
で
あ
る
（
安
田
善
憲
著

『
東
西
文
明
の
風
土
』
朝
倉
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
三
八
頁
）。

　

三
「
キ
リ
ス
ト
教
の
視
点
」　

旧
約
聖
書
で
も
、
山
は
神
と
人
と
の
出

会
い
の
場
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
モ
リ
ヤ
の
山
で
イ
サ
ク
を
献
げ
る

べ
く
命
じ
ら
れ
て
信
仰
を
試
さ
れ
、
モ
ー
セ
は
ホ
レ
ブ
山
（
出
エ
ジ
プ
ト

三
章
）
で
出
エ
ジ
プ
ト
を
神
か
ら
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
シ
ナ
イ
山
で
十

戒
を
授
け
ら
れ
た
。
新
約
聖
書
で
イ
エ
ス
は
、
ヘ
ル
モ
ン
山
で
「
山
上
の

変
貌
」
を
顕
し
た
。
被
造
物
に
つ
い
て
も
「
天
は
神
の
栄
光
を
物
語
り　

大
空
は
御
手
の
業
を
示
す
」（「
詩
篇
十
九
編
二
節
」）
と
描
写
し
て
い
る
。

使
徒
パ
ウ
ロ
は
「
世
界
が
造
ら
れ
た
と
き
か
ら
、
目
に
見
え
な
い
神
の
性

質
、
つ
ま
り
神
の
永
遠
の
力
と
神
性
は
被
造
物
に
現
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

通
し
て
神
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（「
ロ
ー
マ
書
一
章
二
十
節
」）
と
語

っ
て
い
る
。
聖
霊
が
被
造
物
す
べ
て
に
宿
り
内
在
の
神
が
働
い
て
い
る
。

被
造
物
す
べ
て
に
神
の
愛
の
広
が
り
が
あ
る
。
そ
し
て
人
間
も
教
会
も
自
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ス
会
の
起
原
と
進
歩
の
歴
史
」（H

istoria del principio y progresso 
de la Com

pania de Jesus en las Indias O
rientales, 1583

）
で
、

仏
教
と
神
道
の
混
合
宗
教
と
し
て
、
両
部
神
道
の
成
立
な
ど
が
説
明
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
日
本
の
宗
教
事
情
、
す
な
わ
ち
カ
ミ
と
ホ
ト

ケ
の
混
淆
し
た
状
況
を
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
つ
ぶ
さ
に
理
解
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
記
述
を
お
こ
な
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
「
女
人
は
本
性
が
忌
み
呪
う
べ

く
不
浄
で
あ
る
の
で
、
こ
の
浄
土
に
入
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
と
言
わ
れ
て

い
る
…
…
仏
法
を
犯
す
と
…
…
六
道
と
言
わ
れ
る
地
獄
の
あ
る
場
所
に
堕

落
し
、
其
処
で
六
種
類
の
罰
を
う
け
、
以
後
そ
の
拷
問
重
刑
か
ら
決
し
て

解
放
さ
れ
ぬ
…
…
」（『
日
本
の
カ
テ
キ
ズ
モ
』
家
入
敏
光
訳
、
天
理
図
書

館
、
一
九
六
九
年
、
六
―
七
頁
）
と
、
六
道
輪
廻
に
つ
い
て
講
じ
て
い
る

こ
と
、
つ
ま
り
「
女
人
不
成
仏
説
」
と
お
ぼ
し
き
仏
教
の
不
浄
観
を
も
把

捉
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
、
そ
し
て
イ
エ

ズ
ス
会
の
宗
教
研
究
、
そ
し
て
そ
の
理
解
内
容
は
は
き
わ
め
て
正
確
な
も

の
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
本
発
表
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研

究
Ｃ
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

『
神
の
国
』
と
桃
山
風
俗
画

│
│ 

イ
エ
ズ
ス
会
系
屏
風
絵
図
像
の
再
検
討 

│
│

日
沖　

直
子

　

日
本
美
術
史
上
、
初
期
洋
風
画
世
俗
画
と
し
て
知
ら
れ
る
、
西
洋
人
の

姿
と
西
洋
風
俗
を
屏
風
に
描
い
た
作
品
群
は
、
西
洋
画
法
と
桃
山
画
法
を

宣
教
師
が
見
た
日
本
の
神
々
』（SH

IN
-T
O
: D
er W

eg der G
ötter 

in Japan, 1923

）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
宗
教
研

究
の
主
た
る
対
象
は
あ
く
ま
で
も
仏
教
で
あ
り
、
神
道
に
つ
い
て
の
理
解

は
十
全
で
は
な
か
っ
た
と
の
見
方
が
こ
れ
ま
で
専
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
近

年
ヨ
ゼ
フ
・
Ｂ
・
ム
イ
ベ
ル
ガ
ー
は
『
日
本
に
お
け
る
信
仰
│
│
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
の
「
日
本
の
カ
テ
キ
ズ
モ
」
と
倫
理
神
学
的
見
解
』（
サ
ン
パ

ウ
ロ
、
二
〇
〇
四
年
、
二
五
七
―
二
五
八
頁
）
で
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が

『
日
本
の
カ
テ
キ
ズ
モ
』（Catechism

us Iaponensis, 1586

）
に
お
い

て
、「
神
道
の
神
々
も
仏
教
の
ホ
ト
ケ
（
仏
）
も
区
別
な
し
に
一
挙
に
並

列
」
し
て
い
る
こ
と
や
「
神
道
に
固
有
の
倫
理
的
要
素
…
…
生
命
の
肯
定

や
、
生
命
を
与
え
て
く
れ
た
者
、
す
な
わ
ち
両
親
や
祖
先
に
対
す
る
畏
敬

の
念
、
神
々
と
い
う
形
で
人
格
化
さ
れ
て
い
る
自
然
へ
の
愛
情
、
清
浄
で

あ
り
た
い
と
の
願
望
」
な
ど
の
理
解
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に

あ
げ
た
上
で
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
「
神
道
の
浄
め
の
儀
式
を
理
解
で
き

な
か
っ
た
の
は
明
白
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

確
か
に
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
第
一
次
巡
察
（
一
五
七
九
―
一
五
八

二
）
の
報
告
と
し
て
執
筆
し
た
『
日
本
諸
事
要
録
』（Sum

ario de las 
cosas que pertenecen a la provincia de Japón y al gobierno 
de ella, 1583

）
の
第
三
章
「
日
本
人
の
宗
教
と
そ
の
諸
宗
派
」
に
は
、

日
本
の
宗
教
に
つ
い
て
、「
数
多
の
宗
派
が
あ
り
」「
二
種
の
神
々
を
有
し
、

一
を
神
、
他
を
仏
と
称
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
深
く
崇
拝
す
る
」（
松
田
毅

一
訳
『
日
本
巡
察
記
』
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
、
二
七
頁
）
と
説
明
さ
れ

て
お
り
、
神
と
仏
の
い
ず
れ
を
も
「
神
」
と
見
な
す
よ
う
な
不
正
確
さ
が

う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
期
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
イ
エ
ズ

ス
会
総
会
長
ア
ク
ア
ヴ
ィ
ヴ
ァ
へ
送
っ
た
「
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
エ
ズ
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そ
ら
く
宣
教
師
か
ら
伝
え
ら
れ
た
構
図
を
も
と
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
画
の

画
帖
を
参
考
に
し
つ
つ
、
西
洋
絵
画
に
近
世
初
期
の
日
本
人
の
感
性
を
取

り
入
れ
た
、
画
家
（
絵
屋
）
に
よ
る
創
意
工
夫
の
あ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

　

十
六
世
紀
は
、
寺
社
参
詣
図
の
巡
礼
描
写
か
ら
、
洛
中
洛
外
図
の
街
景

描
写
を
経
て
、
野
外
遊
楽
図
、
そ
し
て
、
室
内
遊
楽
図
か
ら
浮
世
絵
に
い

た
る
世
俗
画
の
流
れ
の
過
渡
期
と
さ
れ
、
そ
の
点
で
『
洋
人
奏
楽
図
』

は
、
西
洋
の
題
材
を
描
い
て
い
る
点
を
除
く
と
、
桃
山
期
の
典
型
的
な
野

外
遊
楽
図
だ
と
言
え
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
野
外
遊
楽
図
中
、
現

存
す
る
最
古
の
例
（
十
六
世
紀
後
半
）
で
あ
る
狩
野
秀
頼
作
『
高
雄
観
楓

図
』
に
、
二
河
白
道
図
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
佐
藤
康

宏
「
高
雄
観
楓
図
論
」『
美
術
史
論
叢
』
一
六
、
二
〇
〇
〇
年
）。『
観
無

量
寿
経
疏
』
中
の
二
河
譬
を
絵
画
化
し
た
二
河
白
道
図
で
は
、
白
道
を
通

り
極
楽
に
向
か
お
う
と
す
る
行
人
た
ち
の
両
側
に
地
獄
の
炎
と
水
の
二
河

が
展
開
す
る
が
、
こ
の
図
像
と
『
観
楓
図
』
と
の
間
に
は
、
画
面
中
景
の

橋
を
渡
っ
て
神
護
寺
に
向
か
う
僧
侶
た
ち
の
姿
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

た
だ
、『
観
楓
図
』
で
は
地
獄
の
情
景
が
描
か
れ
ず
、
寺
社
の
遠
景
と
川

辺
で
奏
楽
を
楽
し
む
男
女
の
グ
ル
ー
プ
の
遊
楽
が
重
点
的
に
描
か
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
現
世
の
楽
し
み
を
否
定
し
、
極
楽
往
生
を
願
う
死
生
観

と
は
異
な
る
「
存
命
の
喜
び
、
日
々
に
楽
し
ま
ざ
ら
ん
や
」（『
徒
然
草
』）

と
い
う
動
乱
期
の
つ
か
の
間
の
平
和
を
楽
し
む
人
々
の
姿
が
う
か
が
わ
れ

る
。

　
『
洋
人
奏
楽
図
』
を
桃
山
期
の
野
外
遊
楽
図
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に

よ
り
わ
か
る
の
は
、
こ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
絵
画
の
伝
統
の
上
に
、
近
世

初
期
日
本
人
の
現
世
肯
定
的
な
一
面
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

巧
み
に
融
合
し
、
西
洋
の
版
画
や
地
図
を
大
胆
に
取
り
入
れ
て
屏
風
上
に

大
画
面
構
図
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
構
図
の
一
部
に
キ
リ
ス
ト

教
的
な
教
化
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
屏
風
の
作
者
た
ち

は
、
一
五
九
〇
年
か
ら
一
六
一
四
年
に
か
け
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
セ
ミ

ナ
リ
オ
に
あ
っ
た
美
術
工
房
と
直
接
、
間
接
の
関
係
が
あ
り
、
宣
教
師
か

ら
の
屏
風
の
注
文
も
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
は
（『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
十
五
巻
）
初
期
洋
風
画
の
田

園
風
景
や
王
侯
騎
馬
図
な
ど
の
図
像
の
源
泉
を
次
々
と
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
な
か
で
も
М
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
『
洋
人
奏
楽
図
』
屏
風
は
、
十
六
世

紀
以
降
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
印
刷
・
出
版
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
ア
ン

ト
ワ
ー
プ
で
生
産
さ
れ
た
版
画
の
細
部
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
六
曲
一
双
の
屏

風
の
大
画
面
に
、
新
た
な
構
図
で
西
洋
の
風
景
を
描
き
出
し
て
い
る
。
背

景
に
は
、
偶
像
崇
拝
の
神
殿
と
キ
リ
ス
ト
の
受
難
を
表
わ
す
ぶ
ど
う
搾
り

の
情
景
の
対
比
な
ど
、
一
見
の
ど
か
な
田
園
風
景
に
、
教
化
的
内
容
が
巧

み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
な
か
っ
た

重
要
な
点
と
し
て
、
画
面
中
心
を
流
れ
る
川
を
横
切
っ
て
左
岸
の
都
市
に

向
か
う
船
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
『
神
の
国
』
中
の
、
天
の
国
と
地
の
国

の
イ
メ
ー
ジ
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
拙
論“V

isual Bilin-
gualism

 and M
ission A

rt, ” Japan R
eview

, no. 23, 2011

）。

　
『
洋
人
奏
楽
図
』
を
同
時
代
の
イ
エ
ズ
ス
会
系
絵
画
や
『
神
の
国
』
の

装
飾
挿
絵
と
比
較
し
て
わ
か
る
の
は
、『
奏
楽
図
』
は
西
洋
絵
画
に
お
け

る
天
の
国
・
地
の
国
の
描
き
方
よ
り
も
世
俗
性
が
強
く
、
特
に
、
中
世
の

挿
絵
に
見
ら
れ
る
地
の
国
の
破
壊
や
、
教
化
的
絵
画
に
つ
き
も
の
の
罪
び

と
の
受
け
る
罰
や
地
獄
の
苦
し
み
を
描
か
ず
、
教
義
よ
り
も
野
外
遊
楽
の

楽
し
み
を
語
る
、
と
い
う
傾
向
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
お
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は
、
新
渡
戸
が
一
九
一
一
年
か
ら
一
年
ほ
ど
、
日
米
交
換
教
授
と
し
て
ア

メ
リ
カ
の
六
つ
の
大
学
で
行
っ
た
講
義
と
先
の
大
学
以
外
で
行
わ
れ
た
講

演
な
ど
を
基
に
し
て
十
二
項
目
か
ら
編
集
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
み
て

い
く
と
、
日
本
に
つ
い
て
地
理
、
宗
教
、
道
徳
、
経
済
な
ど
の
多
角
的
な

視
点
か
ら
分
析
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
合
衆
国
と
の
関
係
を
と
く

に
考
慮
し
て
」
と
い
う
副
題
が
示
す
よ
う
に
、
特
に
後
半
部
分
で
は
日
米

関
係
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
増
加
す
る
日
系
移
民
の
問
題
な
ど
を

抱
え
、
日
米
は
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
。『
日
本
国
民
』
に
は
、
相
互
理
解

に
よ
る
日
米
の
関
係
改
善
と
い
う
新
渡
戸
の
意
図
を
は
っ
き
り
と
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
帝
国
主
義
的
様
相
を
呈
し

た
当
時
の
世
界
状
況
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、『
日
本
国
民
』
の
な
か
で
、
新
渡
戸
が
人
間
の

普
遍
的
平
等
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

新
渡
戸
は
相
互
理
解
の
方
法
と
し
て
、
東
西
の
別
を
超
え
た
「
人
間
」

と
い
う
枠
組
み
を
提
示
し
て
い
る
。
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。「
人
間

の
本
性
は
ど
こ
で
も
お
よ
そ
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
同
じ
一
つ
の
特

色
こ
そ
、「
全
世
界
を
兄
弟
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
」。（「
第
六
章　

道
徳

と
道
徳
理
想
」）
こ
こ
に
、「
本
性
」
に
基
づ
く
人
間
の
普
遍
的
平
等
性
と

い
う
新
渡
戸
の
人
間
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
「
本
性
」
に
つ

い
て
日
本
文
化
を
説
明
す
る
箇
所
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
神
道
は

人
間
霊
魂
の
生
得
的
純
潔
を
内
々
信
じ
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク

ス
と
同
様
、
神
道
は
内
な
る
光
、
神
の
種
子
の
存
在
を
信
じ
る
…
」（「
第

五
章　

宗
教
信
念
」）。
つ
ま
り
、
新
渡
戸
は
「
本
性
」
を
「
純
潔
」
な
る

も
の
、「
内
な
る
光
」
と
捉
え
、
そ
れ
に
絶
対
的
信
頼
を
置
い
た
。
新
渡

戸
は
神
秘
主
義
的
観
点
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、
東
西
の
別
を
超
え
た
「
人

る
。
こ
れ
ま
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
文
化
遺
産
に
つ
い
て
は
、
文
学
の
面
か

ら
、
殉
教
を
う
な
が
す
声
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
西
洋
絵

画
と
桃
山
風
俗
画
の
融
合
例
か
ら
は
、
宣
教
師
お
か
か
え
の
芸
術
活
動
の

周
縁
に
あ
っ
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
の
新
た
な
一
面
が
う
か
が
え
、
そ
し

て
そ
れ
ら
は
、
近
世
初
期
日
本
人
の
死
生
観
を
探
る
上
で
の
一
つ
の
資
料

と
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

新
渡
戸
稲
造
の
日
本
文
化
論
に
関
す
る
一
考
察

森
上　

優
子

　

新
渡
戸
稲
造
（
一
八
六
二
（
文
久
二
）
―
一
九
三
三
（
昭
和
八
））
は

国
際
人
と
し
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
文
化
交
流
活
動
に
尽
力
し
た
人
物

の
ひ
と
り
で
あ
る
。
彼
は
東
京
大
学
に
入
学
の
際
に
、
自
ら
の
将
来
像
を

「
太
平
洋
の
橋
」
と
譬
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
「
日
本
の
思
想
を
外
国
に
伝
へ
、
外
国
の
思
想
を
日
本

に
普
及
す
る
媒
酌
」（『
帰
雁
の
蘆
』）
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
将
来
像
が
具
体
化
し
た
文
化
交
流
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、『
武
士

道
』
に
代
表
さ
れ
る
日
本
文
化
論
の
執
筆
が
あ
る
。
新
渡
戸
は
ど
の
よ
う

な
意
図
を
持
っ
て
日
本
文
化
論
を
発
信
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
渡
戸
の

日
本
文
化
論
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、
本

報
告
で
は
、『
武
士
道
』
と
比
べ
て
、
従
来
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
『
日
本
国
民
』（T

he Japanese N
ation: Its Land, Its 

People, Its Life

）
に
着
目
し
、
そ
の
思
想
的
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
『
日
本
国
民
』
は
、
一
九
一
二
年
に
ア
メ
リ
カ
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ

は
『
武
士
道
』
が
刊
行
さ
れ
た
十
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
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て
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
『
延
喜
式
』
大
殿
祭
祝
詞
の
「
見
直
し
聞
き
直
し
」「
言
直
し
和

す
」
と
い
っ
た
章
句
は
、
言
葉
の
力
で
荒
ぶ
る
神
の
言
葉
や
行
為
の
悪
影

響
を
和
ら
げ
て
都
や
宮
中
の
安
寧
を
実
現
し
、
祭
祀
を
滞
り
な
く
行
う
た

め
の
正
常
な
状
態
を
回
復
す
る
こ
と
と
解
さ
れ
る
。『
古
事
記
』
の
「
詔

直
」
と
通
底
す
る
観
念
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
御
門
祭
祝
詞
に
眼
を
向
け

る
と
、
悪
神
の
言
葉
に
「
相
ひ
ま
じ
こ
り
、
相
口
會
ふ
こ
と
无
く
」
と
の

章
句
が
あ
り
、
悪
神
の
言
葉
に
釣
り
込
ま
れ
同
意
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、

都
や
宮
中
の
防
御
の
失
敗
に
繋
が
る
と
い
う
観
念
を
看
取
で
き
る
。『
古

事
記
』
の
「
詔
直
」
が
十
分
に
効
力
を
発
揮
で
き
ず
に
破
綻
す
る
こ
と
と

な
っ
た
背
景
に
も
、
こ
う
し
た
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
『
古
事
記
』
の
「
ウ
ケ
ヒ
」
が
あ
る
「
問
題
」
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
、

そ
れ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
従
来
説
の
「
ウ
ケ
ヒ
」
解
釈
は
、
そ
の

結
果
を
「
天
照
大
御
神
の
勝
ち
」「
須
佐
之
男
命
の
勝
ち
」
の
い
ず
れ
か

に
解
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
物
語
を
読
み
解
く
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

し
か
し
、
真
偽
や
吉
凶
を
判
断
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
「
ウ
ケ
ヒ
」
の
、

そ
の
判
断
の
基
準
と
な
る
誓
詞
（
Ａ
な
ら
ば
真
、
Ｂ
な
ら
ば
偽
、
等
）
が

『
古
事
記
』
に
は
欠
け
て
い
る
と
い
う
、
よ
く
知
ら
れ
た
問
題
が
こ
こ
で

改
め
て
注
意
を
引
く
。
誓
詞
の
欠
如
は
、
む
し
ろ
こ
の
「
ウ
ケ
ヒ
」
が
大

御
神
と
命
の
勝
敗
を
究
極
的
に
は
確
定
し
得
な
い
不
徹
底
性
・
機
能
不
全

を
孕
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
ウ
ケ
ヒ
」
は
、
天
照
大
御
神
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
荒
ぶ
る
外
来
神

で
あ
る
須
佐
之
男
命
の
性
質
（
清
明
心
の
有
無
）
を
正
し
く
把
握
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
同
神
へ
の
適
切
な
対
処
（
受
け
容
れ
る
に
せ
よ
、
拒
絶
す
る

に
せ
よ
）
を
可
能
と
す
る
営
み
で
あ
っ
た
。「
ウ
ケ
ヒ
」
が
そ
の
役
割
を

間
」
を
発
見
し
、
そ
の
普
遍
的
平
等
性
を
主
張
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
思
想
的
背
景
と
し
て
は
、
平
和
主
義
で
知
ら
れ
る
ク
ェ
ー
カ
ー
派
を
通

じ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
人
間
の
尊
重
に
基
づ
く
相
互
理
解
、
文
化
交
流
を
目
指
す
新
渡

戸
は
、
こ
の
観
点
か
ら
日
本
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
特
色
を

「
適
応
性
に
富
む
」（「
第
四
章　

民
族
と
国
民
性
」）
と
指
摘
す
る
。「
わ
れ

わ
れ
は
適
応
性
に
富
む
か
ら
、
東
洋
も
西
洋
も
理
解
で
き
る
し
、
西
洋
に

も
東
洋
に
も
共
感
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
」（「
第
四
章　

民
族
と
国
民

性
」）
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
や
中
国
、
西
洋
か

ら
文
化
を
受
容
し
て
独
自
の
文
化
を
構
築
し
た
日
本
に
、
新
渡
戸
は
東
西

の
「
友
好
の
絆
」
を
見
出
し
、
そ
れ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
神
誓
約
伝
承
解
釈
に
お
け
る
「
詔
直
」
に
つ
い
て

小
濱　
　

歩

　
『
古
事
記
』
の
「
ウ
ケ
ヒ
」（
宇
気
比
・
誓
約
）
及
び
天
石
屋
戸
こ
も
り

の
伝
承
中
に
、
天
照
大
御
神
が
、
須
佐
之
男
命
が
働
い
た
乱
暴
に
対
し
、

咎
め
る
こ
と
な
く
「
屎
な
す
は
、
酔
ひ
て
吐
き
散
ら
す
と
こ
そ
、
あ
が
な

せ
の
命
、
か
く
し
つ
ら
め
。
ま
た
、
田
の
あ
を
離
ち
、
溝
を
埋
み
つ
る
は
、

地
を
あ
た
ら
し
と
こ
そ
、
あ
が
な
せ
の
命
、
か
く
し
つ
ら
め
」
と
「
詔
り

直
し
」
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
先
行
説
は
「
詔
直
」
を
、
須
佐
之
男
命
の

農
事
・
祭
事
に
対
す
る
妨
害
が
も
た
ら
す
災
禍
・
穢
れ
を
除
き
、
正
常
な

状
態
を
回
復
す
る
行
為
と
解
し
て
お
り
、
妥
当
な
理
解
と
考
え
る
。
し
か

し
、
結
局
、
大
御
神
は
命
の
天
服
織
女
殺
害
を
「
見
畏
」
み
石
屋
戸
に
こ

も
っ
て
し
ま
う
。「
詔
直
」
が
十
分
な
効
力
を
発
揮
し
得
ず
、
結
局
破
綻

し
た
理
由
を
『
延
喜
式
』
祝
詞
お
よ
び
『
古
事
記
』
の
テ
キ
ス
ト
に
即
し
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『
正
法
念
処
経
』
に
は
母
の
恩
、
父
の
恩
、
如
来
の
恩
、
説
法
法
師
の
恩

と
い
う
四
種
の
恩
が
説
か
れ
た
が
、
国
王
へ
の
接
近
は
厳
し
く
戒
め
ら
れ

た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
に
は
父
母
の

恩
、
衆
生
の
恩
、
国
王
の
恩
、
三
宝
の
恩
が
説
か
れ
、
以
後
の
仏
教
界
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
後
世
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
は
、
ほ

か
に
『
釈
氏
要
覧
』
で
説
か
れ
た
国
王
の
恩
、
父
母
の
恩
、
師
長
の
恩
、

施
主
の
恩
が
注
目
さ
れ
る
。
以
上
、
中
国
に
お
け
る
四
恩
説
の
成
立
と
展

開
に
お
い
て
は
、『
正
法
念
処
経
』
を
例
外
と
し
て
、
父
母
の
恩
と
国
王

の
恩
が
特
に
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
仏
教
の
四
恩
説
は
、
近
世
の
日
本
に
お
い
て
は
、
儒
仏
の
立

場
を
こ
え
て
受
容
さ
れ
た
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
例
え
ば
沢
庵
宗
彭
（
一

五
七
三
―
一
六
四
五
）
に
お
い
て
は
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
八
月
十

一
日
付
小
出
吉
英
宛
書
簡
の
中
で
、
天
地
の
恩
、
国
王
の
恩
、
父
母
の

恩
、
衆
生
の
恩
を
四
恩
と
し
た
。
た
だ
沢
庵
の
場
合
、
国
王
の
恩
は
時
に

朝
恩
と
も
将
公
の
恩
と
も
さ
れ
、
さ
ら
に
国
々
に
お
い
て
は
国
主
の
恩
が

あ
る
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
沢
庵
に
お
い
て
は
、
国
王
（
天
皇
）
―
将
公

（
将
軍
）
―
国
主
（
国
取
・
大
名
領
主
）
と
い
う
恩
の
体
系
が
成
立
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
沢
庵
の
四
恩
説
に
対
し
、
鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
―
一
六

五
五
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
著
述
に
お
い
て
三
種
の
四
恩
説
が
説
か
れ

た
。
例
え
ば
彼
の
最
初
の
著
作
と
さ
れ
る
『
盲
安
杖
』
に
よ
れ
ば
、
天
地

の
恩
、
師
の
恩
、
国
王
の
恩
、
父
母
の
恩
と
い
う
四
恩
と
と
も
に
、
第
五

の
も
の
と
し
て
衆
生
の
恩
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
次
に
『
念
仏
草
紙
』
に
よ

れ
ば
、
四
恩
と
は
天
地
の
恩
、
師
匠
の
恩
、
父
母
の
恩
、
国
王
の
恩
と
さ

れ
た
が
、
同
書
は
女
性
向
け
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、『
盲
安
杖
』
と
比
較

十
分
に
果
た
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
大
御
神
が
命
を
把

握
し
、
統
御
す
る
術
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
大
御
神
の
命
に

対
す
る
劣
勢
を
示
唆
す
る
。
こ
の
後
、
大
御
神
は
命
の
「
勝
さ
び
」
に

「
詔
直
」
に
よ
っ
て
対
抗
し
、
そ
の
脅
威
の
軽
減
を
試
み
る
も
の
の
、
大

御
神
が
命
の
神
格
を
適
切
に
把
握
し
た
上
で
こ
れ
に
対
処
す
る
だ
け
の
力

を
欠
い
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
力
に
自
ず
か
ら
限
界
を
抱

え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
に
「
ウ
ケ
ヒ
」
が
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
勝
さ
び
」
を
受
け
て
天
照
大
御
神
が
行
っ
た
「
詔
直
」

の
内
容
は
、
須
佐
之
男
命
の
無
垢
と
善
意
を
自
明
の
前
提
と
し
た
上
で
、

命
の
行
為
を
か
ば
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
鎮
め
る
対
象
に
寄
り
添
う
よ

う
な
か
た
ち
で
〈
の
る
〉
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
〈
な
ほ
す
〉
こ
と
を
期

す
る
態
度
は
、
こ
の
場
合
の
大
御
神
の
よ
う
に
、
須
佐
之
男
命
と
い
う
神

格
を
適
切
に
把
握
し
得
て
い
な
い
状
況
下
で
は
、
相
手
の
言
葉
に
釣
り
込

ま
れ
て
し
ま
う
危
険
に
身
を
委
ね
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
御

門
祭
祝
詞
に
見
ら
れ
る
「
相
ひ
ま
じ
こ
り
、
相
口
會
ふ
」
と
の
章
句
が
指

し
示
す
事
態
と
同
じ
こ
と
が
、
こ
こ
に
お
い
て
起
こ
り
つ
つ
あ
る
と
解
せ

よ
う
。
そ
の
結
果
、
大
御
神
の
命
に
対
す
る
鎮
め
は
失
敗
し
、
天
石
屋
戸

こ
も
り
と
、
高
天
原
・
葦
原
中
国
が
暗
闇
に
包
ま
れ
る
秩
序
崩
壊
状
態
が

現
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
日
本
に
お
け
る
四
恩
説
の
展
開 

│
│ 

儒
仏
関
係
の
視
点
か
ら 

│
│

三
浦　

雅
彦

　

仏
教
に
お
け
る
四
恩
と
は
、
古
く
は
三
世
紀
か
ら
四
世
紀
頃
の
漢
訳
経

典
に
見
ら
れ
る
表
現
で
、
主
に
四
摂
法
の
意
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
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白
山 

│
│ 

三
月
十
八
日
と
い
う
時
日 

│
│

小
林　

一
蓁

　

柳
田
氏
は
「（
オ
シ
ラ
様
の
祭
り
日
は
土
地
に
よ
っ
て
は
三
月
十
八
日

と
も
な
っ
て
い
る
し
）
小
野
小
町
和
泉
式
部
、
さ
て
は
歌
の
神
と
祀
ら

る
ゝ
人
丸
大
明
神
な
ど
も
、
す
べ
て
此
日
を
以
っ
て
命
日
と
し
て
居
り
、

言
は
ゞ
我
々
の
昔
語
り
の
日
で
」（『
大
白
神
考
』）、「
三
月
十
八
日
は
決

し
て
普
通
の
日
の
一
日
で
は
な
か
っ
た
」（『
目
一
つ
五
郎
考
』）
と
い
う
。

三
月
十
八
日
と
い
う
時
日
が
こ
れ
ま
で
の
暦
数
の
う
ち
何
回
あ
り
、
一
体

ど
の
く
ら
い
の
人
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
か
を
お
も
え

ば
、
三
歌
人
の
命
日
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
な
る
偶
然
の
で
き
ご
と
と
い

え
よ
う
。
い
ず
れ
花
の
下
ら
好
事
家
が
言
い
始
め
た
に
違
い
な
か
ろ
う

が
、
看
過
で
き
な
い
こ
と
は
三
月
二
十
一
日
や
五
月
二
十
八
日
な
ど
で
は

な
く
、
な
ぜ
三
月
十
八
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
興
味
が
湧
く
。

　

三
歌
人
以
外
の
物
語
上
や
歴
史
上
、
三
月
十
八
日
を
命
日
と
す
る
名
の

知
ら
れ
た
人
々
に
は
文
明
五
年
に
山
名
持
豊
、
堀
川
の
中
納
言
の
婦
人

（『
岩
屋
の
物
語
』）、「
や
う
こ
く
長
者
夫
人
」（『
月
日
の
御
本
地
』）
ら
が

い
る
。
そ
し
て
『
泰
澄
和
尚
伝
』
に
い
う
泰
澄
の
入（
禅
）定
が
三
月
十
八

日
で
あ
る
。
こ
う
な
れ
ば
柳
田
氏
で
な
く
と
も
「
普
通
の
日
の
一
日
で
は

な
」
い
時
日
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
三
歌
人
（
人
丸
も
女
人
だ
っ
た
と

い
う
伝
承
が
あ
る
）
と
説
話
上
の
人
物
が
女
人
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
、

泰
澄
の
忌
日
と
は
偶
然
の
一
致
と
結
論
す
る
方
が
無
難
な
気
も
す
る
が
、

も
し
泰
澄
の
忌
日
に
倣
っ
た
と
す
れ
ば
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

い
う
の
も
西
行
が
有
名
で
あ
る
が
、
涅
槃
に
事
寄
せ
て
二
月
十
五
日
の
死

去
は
憧
れ
だ
っ
た
ら
し
く
、
す
で
に
『
日
本
霊
異
記
』
に
あ
り
、『
南
総

里
見
八
犬
伝
』
に
も
古
那
屋
文
五
兵
衛
が
い
る
。
そ
の
背
景
が
あ
っ
て
、

す
る
と
父
母
の
恩
と
国
王
の
恩
の
順
序
が
逆
と
さ
れ
、
父
母
の
恩
が
上
位

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
最
後
に
『
反
故
集
』
の
「
十
条
ノ
法
語
」
に
よ
れ

ば
、
四
恩
と
は
天
地
の
恩
、
師
の
恩
、
国
王
の
恩
、
父
母
の
恩
と
さ
れ
、

『
盲
安
杖
』
の
四
恩
説
が
深
化
さ
れ
る
一
方
で
、
衆
生
の
恩
が
姿
を
消
し

て
い
る
。
し
か
し
衆
生
の
恩
の
考
え
方
は
正
三
の
中
で
消
滅
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
彼
の
思
想
が
天
台
本
覚
思
想
と
接
触
す
る
中
で
、
役
儀
仏
行
説

と
言
わ
れ
る
仏
教
的
職
分
論
の
成
立
を
も
た
ら
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
仏
教
に
由
来
す
る
恩
の
思
想
を
受
容
し
た
儒
者
と
し
て
、
中
江

藤
樹
（
一
六
〇
八
―
四
八
）
と
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
―
一
七
一
四
）
が

い
る
。
益
軒
は
『
大
和
俗
訓
』
の
中
で
天
地
の
恩
、
父
母
の
恩
、
主
君
の

恩
、
聖
人
の
恩
と
い
う
四
恩
説
を
展
開
し
た
が
、
前
述
の
沢
庵
・
正
三
と

益
軒
は
、
儒
仏
の
立
場
を
こ
え
て
四
恩
の
第
一
に
天
地
の
恩
を
お
く
こ
と

で
共
通
す
る
。
近
世
前
期
を
生
き
た
同
時
代
人
で
あ
る
彼
ら
の
背
後
に
あ

っ
た
天
道
思
想
と
の
関
連
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
天
地
の
恩
を
直
接
に
は
説
か
な
い
藤
樹
に
お
い
て
も
、『
翁
問
答
』

の
中
で
天
道
を
人
間
の
「
大
父
母
」
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
天
道
思
想

の
影
響
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
如
く
沢
庵
・
正
三
・
藤
樹
・
益
軒
は
、
近
世
に
お
け
る
天
道
思

想
の
影
響
の
も
と
で
、
儒
仏
の
立
場
を
こ
え
て
仏
教
の
恩
の
思
想
を
受
容

し
、
藤
樹
を
別
と
す
れ
ば
、
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
四
恩
説
を
展
開
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
従
来
は
対
立
や
論
争
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
る

こ
と
の
多
か
っ
た
近
世
日
本
の
儒
仏
は
、
四
恩
説
の
受
容
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
一
面
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
こ
と
は
も
っ
と
注
目

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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彼
此
の
境
界
と
み
る
と
、
先
の
女
人
と
蓬
莱
と
地
獄
と
い
う
三
月
十
八
日

の
要
素
が
出
揃
う
。

　

泰
澄
の
入（
禅
）定
を
三
月
十
八
日
と
す
る
の
は
、『
本
朝
神
仙
伝
』
に

も
登
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
仙
術
を
含
む
道
教
の
白
山
修
験
道
に
お

け
る
残
存
な
の
か
、
そ
れ
と
も
浄
蔵
貴
所
や
吉
備
大
臣
が
『
泰
澄
和
尚

伝
』
に
登
場
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
も
っ
と
積
極
的
に
当
月
日
を
白
山
修

験
道
に
お
け
る
生
日
と
し
て
追
究
す
べ
き
な
の
か
。
私
論
を
粗
述
し
て
み

た
い
。

神
宮
文
庫
の
富
士
信
仰
関
係
史
料

大
谷　

正
幸

　

神
宮
文
庫
（
三
重
県
伊
勢
市
）
に
は
、
富
士
信
仰
に
関
わ
る
史
料
が
二

件
あ
る
。
一
つ
は
『
富
士
参
忌
服
之
事
及
外
宮
神
宮
吟
味
之
書
付
』（
一

門
三
〇
七
八
号
）、
も
う
一
つ
は
『
富
士
講
関
係
文
書
』（
一
門
八
七
四
六

号
）
で
あ
る
。
共
に
、
富
士
信
仰
研
究
に
お
い
て
は
未
知
の
史
料
で
あ

る
。

　
『
富
士
参
…
』
は
、
享
保
六
年
に
外
宮
の
門
前
町
で
あ
る
山
田
の
自
治

組
織
・
三
方
会
合
が
町
に
出
し
た
触
れ
を
写
し
た
も
の
で
、
外
宮
参
宮
の

際
の
服
装
や
火
の
忌
み
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
富
士
信
仰
に
関
わ
る

も
の
は
冒
頭
の
一
条
の
み
で
あ
る
が
、
文
を
検
討
す
る
と
、
富
士
垢
離
・

富
士
参
り
と
い
っ
た
修
験
的
な
富
士
信
仰
の
行
事
が
山
田
で
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
装
束
を
着
た
ま
ま
で
外
宮
へ
の
参
拝
が
行
わ
れ
て

い
た
ら
し
く
そ
れ
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
『
富
士
講
関
係
文
書
』
は
二
冊
か
ら
成
る
。
二
冊
と
も
昭
和
初
期
ま
で

に
作
ら
れ
た
模
本
で
あ
り
、
原
本
は
伊
勢
国
一
志
郡
川
上
村
（
現
・
三
重

泰
澄
の
忌
日
に
あ
や
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
泰
澄
の
忌
日
を

な
ぜ
三
月
十
八
日
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
推
考
す
る
価
値
は
あ
ろ

う
。

　

三
月
十
八
日
は
命
日
と
し
て
特
記
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
浄
蔵
貴
所

が
八
坂
の
塔
を
祈
り
直
し
た
の
も
三
月
十
八
日
で
あ
り
、
吉
備
大
臣
が
播

磨
国
広
嶺
で
天
王
に
あ
っ
た
の
も
当
月
日
だ
っ
た
。『
神
道
集
』
に
も
見

出
さ
れ
る
し
、
舞
の
本
『
築
島
』
や
『
那
須
与
一
』、
謡
曲
『
八
島
』
な

ど
に
も
あ
る
。
八
島
の
戦
は
二
月
十
八
日
ら
し
い
が
、
そ
れ
を
三
月
十
八

日
に
す
る
演
出
効
果
は
何
な
の
か
。
三
月
十
八
日
は
年
十
二
回
あ
る
観
音

の
縁
日
の
う
ち
の
単
な
る
一
回
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
元
亨
釈
書
』「
仲
算
童
」
に
「
毎
歳
三
月
十
八
日
。
近
州
竹
生
島
有
神

仙
之
会
」
と
あ
る
。
そ
の
三
月
十
八
日
を
『
真
俗
交
談
記
』
は
「
仙
客
佳

遊
日
」
と
す
る
。
三
月
は
花
見
月
と
い
い
、
桜
の
季
節
で
あ
り
、
三
月
十

八
日
は
「
仙
客
佳
遊
日
」
と
い
う
蓬
莱
（
常
世
、
安
楽
世
界
）
の
象
徴
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
、
白
山
も
蓬
莱
だ
っ
た
。

　

こ
れ
も
よ
く
引
合
い
に
出
さ
れ
る
が
、『
弁
乳
母
集
』
に
「
御
忌
に
姫

宮
の
御
ま
へ
御
堂
に
お
は
し
ま
し
ゝ
に
十
さ
い
た
う
の
地
こ
く
の
ゑ
を

人
々
よ
む
に
十
八
日
つ
る
き
に
人
の
つ
ら
ぬ
か
れ
た
る
」
と
、
観
音
の
縁

日
で
あ
る
十
八
日
と
地
獄
が
結
合
し
て
い
る
。『
烹
雑
記
』
に
「
寛
政
十

一
年
巳
未
ノ
春
三
月
十
七
日
、
…
け
ふ
な
ん
冥
府
放
赦
の
日
」
と
あ
る

「
け
ふ
」
は
三
月
十
七
日
か
翌
十
八
日
か
不
詳
で
あ
る
が
、『
日
本
霊
異

記
』
下
巻
第
三
十
八
縁
に
も
「
僧
景
戒
夢
見
事
、
延
暦
七
年
戊
辰
春
三
月

十
七
日
乙
丑
之
夜
夢
見
、
景
戒
身
死
之
時
、
積
薪
焼
死
身
」
と
あ
る
。

『
本
朝
水
滸
伝
』
第
三
十
四
条
に
は
「
南
部
の
山
路
を
過
、
海
辺
を
わ
た

り
て
、
弥
生
十
八
日
、
外
が
浜
に
着
せ
た
ま
ひ
ぬ
」
と
あ
り
、
外
が
浜
を
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中
・
松
平
定
信
へ
食
行
の
著
書
を
天
皇
・
将
軍
に
読
ま
せ
て
食
行
の
言
う

「
身
禄
の
御
世
」
を
継
ぐ
よ
う
、
直
訴
さ
せ
た
。
照
行
は
吉
田
（
山
梨
県

富
士
吉
田
市
）
の
御
師
・
田
辺
十
郎
右
衛
門
の
弟
子
で
あ
り
、
田
辺
は
食

行
の
著
作
を
天
皇
・
将
軍
に
上
覧
さ
せ
る
た
め
四
つ
の
箱
に
入
れ
て
保
管

し
て
い
た
。
こ
の
直
訴
に
よ
っ
て
田
辺
は
甲
府
御
役
所
へ
召
喚
さ
れ
て
箱

も
吟
味
さ
れ
た
が
、
結
局
、
照
行
や
田
辺
は
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　

こ
の
時
の
訴
状
だ
け
は
、
後
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、
別
の
角
行

系
の
一
派
・
不
二
道
の
信
徒
が
大
目
付
・
深
谷
盛
房
に
駕
籠
訴
し
た
時
、

そ
の
訴
状
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
存
在
を
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
直
訴
の
顛
末
や
照
行
自
身
の
こ
と
、
そ
し
て
照
行
が
富
士
講
行
者
と

し
て
持
っ
て
い
た
思
想
な
ど
は
、
こ
の
模
本
に
よ
っ
て
始
め
て
知
ら
れ
る
。

そ
の
原
本
は
寛
政
三
年
に
、
食
行
実
家
（
西
身
禄
山
と
呼
ん
で
い
た
）
へ

送
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
か
ら
知
ら
れ
、
そ
の
時
代
に
は
既
に
江

戸
の
富
士
講
関
係
者
と
食
行
実
家
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。

　

以
上
、
二
件
三
冊
の
写
本
を
紹
介
し
た
。
う
ち
二
冊
が
模
本
で
あ
る
と

は
い
え
、
こ
れ
ら
は
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
数
多
く
の
重
要
な
情

報
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
こ
れ
ら
に
対
す
る
研
究
を
継
続
し

て
富
士
信
仰
の
解
明
に
供
し
た
い
。

森
林
保
全
の
課
題
と
展
望 

│
│ 

神
宮
林
の
事
例
か
ら 

│
│

神
守　

昇
一

　

森
林
は
世
界
の
陸
地
面
積
の
三
割
を
占
め
、
陸
上
生
物
が
暮
ら
し
て
い

く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
部
の
地
域
を
除
け

ば
農
地
開
墾
や
木
材
、
薪
炭
材
の
確
保
の
た
め
世
界
的
に
森
林
の
減
少
が

止
ま
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

県
津
市
）
に
あ
る
小
林
伊
兵
衛
家
所
蔵
の
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
。
小
林

家
は
角
行
系
の
画
期
と
な
る
行
者
・
食
行
身
禄
（
一
六
七
一
―
一
七
三

三
）
の
生
家
で
あ
り
、
伊
兵
衛
氏
は
現
在
存
命
す
る
子
孫
の
父
で
あ
る
。

模
写
の
作
成
者
や
作
成
の
い
き
さ
つ
、
神
宮
文
庫
に
入
庫
し
た
い
き
さ
つ

は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
模
写
の
原
本
も
所
在
不
明
で
あ
る
。
現
在
、
小

林
家
が
所
有
し
て
い
た
食
行
自
筆
を
含
む
富
士
信
仰
関
係
の
文
書
は
三
重

県
教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
無
く
、
ま
た
昭
和
期

の
梅
沢
ふ
み
子
氏
に
よ
る
目
録
や
近
代
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
目
録

（
岩
科
小
一
郎
『
富
士
講
の
歴
史
』
所
収
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
二
冊
の
模
本
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
原
本
も
今
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

一
冊
目
は
、
食
行
身
禄
の
主
著
『
一
字
不
説
お
開
身
ろ
く
の
御
世
の
訳

お
書
置
申
候
』
自
筆
本
の
模
本
で
あ
る
。『
一
字
不
説
…
』
は
、
従
来
享

保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
の
日
付
を
持
つ
自
筆
本
が
二
つ
知
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
昭
和
に
な
っ
て
食
行
生
家
か
ら
貸
し
出
し
の

名
目
で
持
ち
出
さ
れ
て
、
そ
の
ま
ま
富
士
山
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
（
静
岡

県
富
士
宮
市
）
に
奉
納
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
模
本
は
享
保
十

五
年
六
月
十
五
日
の
書
写
と
な
っ
て
お
り
、
食
行
は
こ
の
時
、
富
士
山
に

登
山
し
て
か
ら
人
穴
を
経
由
し
て
東
海
道
へ
出
て
帰
郷
し
て
実
家
の
兄
弟

に
会
っ
た
と
自
著
に
書
い
て
い
る
。
こ
の
『
一
字
不
説
…
』
奥
書
は
、
食

行
の
行
動
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
る
。

　

二
冊
目
は
、
照
行
開
山
こ
と
永
井
要
右
衛
門
と
い
う
富
士
講
行
者
が
食

行
の
実
家
に
送
っ
た
も
の
の
模
本
で
あ
る
。
彼
は
吹
上
御
庭
方
と
い
う
下

級
の
御
家
人
を
隠
居
し
て
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）、
自
身
は
富
士
山

七
合
五
勺
（
食
行
死
去
の
地
）
に
居
て
、
妻
に
江
戸
城
桔
梗
門
に
て
老
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ト
ス
」、「
第
十
一
、
東
山
、
西
山
ハ
之
ヲ
宮
域
付
属
林
ト
シ
テ
将
来
適
当

ノ
整
理
ヲ
行
イ
施
業
林
ト
シ
テ
経
営
ス
」、
に
は
森
林
に
区
別
を
つ
け
て

育
成
し
、
森
林
伐
採
を
禁
止
す
る
箇
所
を
設
け
、
伐
採
を
す
る
に
し
て
も

場
所
、
目
的
明
ら
か
に
し
て
い
る
な
ど
、
森
林
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
で
は
こ
の
計
画
を
基
本
方
針
と
し
た

森
作
り
の
結
果
と
し
て
風
致
の
増
進
、
水
源
の
涵
養
が
な
さ
れ
、
貴
重
な

ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
な
ど
の
植
物
や
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
該
当
す
る

動
物
、
鳥
類
が
生
育
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
森
林
経
営
計
画

に
よ
り
神
宮
域
林
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
遷
宮
の
時
に
必
要
な
日

本
書
紀
に
お
い
て
も
宮
殿
の
材
木
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
ヒ
ノ
キ
材
の
御
用

材
の
確
保
も
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

自
然
と
共
生
し
、
人
間
の
都
合
で
森
林
を
伐
採
し
な
い
姿
勢
は
こ
れ
か

ら
の
森
林
問
題
に
必
須
で
あ
り
、
文
化
、
思
想
に
深
く
関
与
す
る
宗
教
は

積
極
的
に
こ
れ
ら
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
人
間
が
自
分
の
た
め
に

自
然
を
搾
取
す
る
こ
と
が
神
の
意
志
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
生
ま
れ
た
人

間
中
心
的
な
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
と
し
た
西
洋
文
明
の
考
え
方
を
捨
て
去

る
こ
と
も
必
須
で
あ
る
。
長
年
同
じ
場
所
に
在
り
続
け
る
宗
教
の
神
域
は

他
の
場
所
に
比
べ
て
長
期
的
な
樹
木
の
生
育
が
容
易
で
あ
り
、
荘
厳
な
森

林
作
り
が
可
能
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
神
社
や
寺
院
な
ど
の
宗
教
施
設
の
多

く
は
自
然
か
ら
の
恵
み
を
利
用
す
る
所
が
多
い
た
め
、
各
々
が
森
林
育
成

に
取
り
組
め
ば
風
土
、
文
化
と
よ
り
密
着
し
た
建
築
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
神
宮
林
の
事
例
は
技
術
的
な
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
思
想

的
な
面
に
お
い
て
も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
多
く
、
森
林
保
全
の
問
題
解
決

に
寄
与
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
様
な
状
態
の
中
で
平
成
二
十
五
年
に
二
十
年
に
一
度
社
殿
を
全
て

作
り
替
え
る
式
年
遷
宮
と
い
う
行
事
が
執
り
行
わ
れ
る
伊
勢
の
神
宮
は
持

続
可
能
な
森
林
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
環
境
省
が
発
行
す
る
白
書
で

も
そ
の
様
子
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
神
宮
の
森
林
は
社
殿
造
営

に
必
要
な
御
用
材
や
薪
炭
材
を
確
保
す
る
た
め
に
樹
木
が
刈
り
つ
く
さ
れ

た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

伊
勢
の
式
年
遷
宮
に
必
要
な
御
用
材
を
伐
り
だ
す
山
は
御
杣
山
と
呼
ば

れ
、
第
一
回
の
式
年
遷
宮
か
ら
第
三
十
四
回
ま
で
は
正
宮
周
辺
の
神
路
山

と
島
路
山
、
高
倉
山
が
御
用
材
を
供
給
し
て
い
た
が
、
第
三
十
五
回
の
式

年
遷
宮
（
一
三
四
三
年
）
か
ら
は
御
用
材
が
満
足
に
得
ら
れ
な
く
な
っ
た

た
め
に
正
宮
周
辺
の
地
か
ら
三
河
、
美
濃
な
ど
他
の
場
所
へ
移
っ
て
い
っ

た
。
そ
こ
で
、
神
宮
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
に
再
び
正
宮
周
辺

の
神
路
山
と
島
路
山
、
高
倉
山
の
三
山
を
緑
豊
か
な
森
林
と
し
て
復
活
さ

せ
、
式
年
遷
宮
に
必
要
な
御
用
材
を
再
び
賄
お
う
と
す
る
森
林
経
営
計
画

を
策
定
し
た
。
こ
の
森
林
経
営
計
画
に
は
森
林
保
全
に
関
す
る
問
題
解
決

に
寄
与
す
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
森
林
経
営
計
画

の
「
第
四
、
神
域
内
ノ
森
林
ハ
専
ラ
神
宮
ノ
森
厳
ヲ
保
ツ
ヲ
以
テ
目
的
ト

シ
撫
育
上
必
要
ナ
ル
場
合
ノ
外
絶
対
ニ
生
木
ノ
伐
採
ヲ
行
ワ
ザ
ル
モ
ノ
ト

ス
」、「
第
七
、
第
一
宮
域
林
ハ
宮
域
ノ
風
致
ヲ
増
進
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト

シ
風
致
ノ
改
良
及
撫
育
ニ
必
要
ナ
ル
場
合
ノ
外
ハ
生
木
ノ
伐
採
ヲ
為
ス
コ

ト
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
」、「
第
九
、
第
二
宮
域
林
ハ
五
十
鈴
川
水
源
涵
養

並
ビ
ニ
宮
域
ノ
風
致
増
進
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
檜
ヲ
主
木
ト
ス
ル
針
濶
混
淆

林
ヲ
仕
立
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス
」、「
第
十
、
慣
行
ニ
ヨ
リ
払
下
グ
ベ
キ
薪
炭
材

材
積
ハ
第
二
宮
域
林
ニ
於
テ
毎
年
約
三
千
三
百
棚
ト
シ
若
シ
不
足
ア
ル
ト

キ
ハ
間
伐
用
材
又
ハ
宮
域
付
属
林
ノ
間
伐
材
ヲ
以
テ
之
ヲ
補
充
ス
ル
モ
ノ
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九
、
二
〇
一
〇
）。
こ
の
他
、
宮
中
の
節
日
行
事
で
あ
る
相
撲
節
会
を
、

平
安
時
代
に
二
十
二
社
の
神
社
に
お
け
る
節
日
行
事
に
移
行
す
る
様
子
も

明
ら
か
に
し
て
き
た
。（
拙
論
「
神
社
年
中
行
事
の
成
立
過
程
と
宮
中
に

関
す
る
一
考
察
│
│
相
撲
行
事
を
事
例
と
し
て
」『
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
成
果
論
集
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知
恵
と
実
践
』

國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
）

　

で
は
、
神
社
の
農
耕
行
事
は
神
社
の
年
中
行
事
の
な
か
で
、
い
つ
形
成

さ
れ
て
い
き
恒
例
の
神
社
年
中
行
事
の
な
か
で
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
個
別
行
事
に
つ
い

て
、
ま
た
個
別
神
社
に
お
け
る
行
事
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
く
と
り
く
ま

れ
て
き
た
が
、
ひ
ろ
く
神
社
を
網
羅
的
に
み
た
上
で
、
神
社
年
中
行
事
の

実
態
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
研
究
は
お
こ
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
考
慮
に
い
れ
て
、
ま
ず
、
古
代
よ

り
国
家
と
の
関
わ
り
の
深
い
二
十
二
社
（
賀
茂
別
雷
神
社
・
石
清
水
社
・

松
尾
社
・
春
日
社
・
住
吉
社
）
と
宇
佐
宮
を
対
象
神
社
に
し
て
比
較
し
農

耕
行
事
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

各
神
社
の
農
耕
行
事
を
比
較
す
る
と
、
住
吉
社
の
事
例
で
は
国
衙
と
密

接
に
関
る
行
事
と
し
て
祈
年
祭
や
新
嘗
祭
が
行
わ
れ
る
様
子
が
み
ら
れ
た

が
、
古
代
に
お
け
る
律
令
祭
祀
制
の
中
で
重
視
し
て
い
た
祈
年
祭
や
新
嘗

祭
な
ど
の
祭
祀
と
対
応
す
る
行
事
が
、
必
ず
し
も
神
社
年
中
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
み
え
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

神
社
に
お
け
る
農
耕
行
事
に
つ
い
て
、
田
植
・
田
遊
び
に
関
連
す
る
行
事

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
で
き
る
。
こ
の
行
事
は
主
に
平
安
時
代
以

降
に
形
成
さ
れ
た
例
や
、
神
社
に
お
け
る
農
耕
行
事
の
な
か
で
は
中
心
的

な
行
事
と
な
っ
て
い
た
例
も
み
え
て
き
た
。

神
社
年
中
行
事
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

│
│ 

農
耕
行
事
を
事
例
に
あ
げ
て 

│
│

鈴
木　

聡
子

　

神
社
で
は
古
く
か
ら
様
々
な
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
年
を
通
し
恒
例

行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
行
事
を
神
社
年
中
行
事
と
い
う
。
古
代
、
中
世
と

神
社
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
二
十
二
社
や
一
宮
で
は
、
年
中
行
事
と

し
て
農
耕
行
事
、
節
日
行
事
、
仏
教
法
会
が
共
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

節
日
行
事
（
正
月
元
旦
、
正
月
七
日
、
正
月
十
六
日
、
三
月
三
日
、
五

月
五
日
、
七
月
七
日
、
九
月
九
日
）
に
つ
い
て
は
、
神
社
年
中
行
事
書
を

読
み
解
い
て
い
く
と
、
中
世
に
お
い
て
神
職
組
織
の
序
列
化
や
秩
序
維
持

を
確
認
す
る
機
能
を
果
た
す
行
事
と
し
て
、
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
最
も

大
き
な
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
例
も
み
え
、
こ
の
節
日
行
事
が
神
社
に
お

い
て
重
要
な
行
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
事
が
う
か
が
え
る
。

（
拙
論
「
神
社
年
中
行
事
の
基
礎
的
考
察
」『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
』
第
三
十
八
号
、
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇

〇
七
）

　

神
社
の
節
日
行
事
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
十
一
世
紀
半
ば
か
ら
十

二
世
紀
に
か
け
て
春
日
社
は
藤
原
氏
長
者
に
よ
っ
て
、
ま
た
宇
佐
宮
は
大

宰
権
帥
に
よ
っ
て
当
時
の
社
会
的
背
景
の
影
響
を
反
映
さ
せ
つ
つ
創
始
さ

れ
た
こ
と
が
み
え
て
き
た
。（
拙
論
「
中
世
春
日
社
年
中
行
事
の
成
立
過

程
と
藤
原
摂
関
家
│
│
節
日
行
事
を
中
心
に
」、
拙
論
「
宇
佐
宮
神
社
年

中
行
事
の
成
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察
│
│
節
日
行
事
と
大
宰
権
帥
と
の

関
わ
り
に
焦
点
を
あ
て
て
」『
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第
一
号
、
二
号
、
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
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落
す
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
慎
み
の
気
持
ち
を
高
め
続
け
る
こ

と
は
、
専
業
の
神
職
で
す
ら
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
祭
祀
組
織
の

人
々
は
神
職
で
は
な
い
の
で
、
普
段
は
、
自
営
業
を
し
た
り
、
あ
る
い

は
、
会
社
に
勤
め
に
出
て
い
た
り
す
る
。
こ
こ
で
祭
祀
組
織
を
離
れ
て
一

般
の
ひ
と
の
一
日
を
考
え
て
み
よ
う
。
信
仰
の
深
い
ひ
と
な
ら
ば
、
朝
起

き
て
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
急
い
で
朝
食

を
す
ま
せ
、
通
勤
電
車
に
飛
び
乗
る
と
、
も
う
、
神
様
は
頭
の
中
か
ら
消

え
て
し
ま
う
。
そ
し
て
会
社
で
の
勤
め
が
終
わ
り
、
帰
宅
後
、
入
浴
を
す

ま
せ
て
、
ふ
と
神
棚
に
向
う
と
、
ま
た
一
日
の
無
事
を
神
様
に
感
謝
す

る
。
一
般
の
ひ
と
は
、
一
日
の
な
か
で
も
神
に
対
す
る
慎
み
の
態
度
は
変

化
す
る
。
一
般
人
の
斎
戒
・
解
斎
は
、
た
い
て
い
一
日
サ
イ
ク
ル
と
い
え

よ
う
。
こ
れ
が
美
保
神
社
の
當
屋
と
も
な
る
と
一
年
は
物
忌
み
の
生
活
を

送
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
頭
人
は
客
人
當
に
選
ば
れ
た
日
か
ら
、
都

合
、
四
年
間
の
潔
斎
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
う
考
え
る
と
、
美
保
神
社
の
年
中
行
事
に
、
斎
戒
・
解
斎
の
儀
礼
が

積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
、
と
み
る
の
は
妥
当
だ
ろ
う
。
た
と
え

ば
、
四
月
七
日
斎
行
の
青
柴
垣
神
事
を
み
る
と
、
當
屋
は
神
事
当
日
の
一

週
間
前
に
下
灘
で
潮
カ
キ
（
禊
ぎ
）
を
し
て
身
を
清
め
る
。
神
事
二
日
前

に
は
神
事
会
所
に
オ
ハ
ケ
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
夜
、
祓
解
奏
と
い
わ
れ
る

神
事
で
物
忌
み
の
気
持
ち
を
高
め
る
。
神
事
前
日
に
は
、
ま
た
下
灘
で
潮

カ
キ
を
す
る
。
當
屋
に
と
っ
て
自
力
で
の
精
進
潔
斎
は
前
日
迄
で
あ
る
。

神
事
当
日
に
な
る
と
、
當
屋
は
朝
か
ら
神
懸
り
状
態
で
、
そ
の
ま
ま
神
事

会
所
で
、
巫
子
か
ら
祓
い
を
受
け
、
神
事
船
に
乗
り
込
む
。
神
事
会
所
と

神
事
船
に
は
、
巫
子
が
御
祓
い
を
し
た
、
注
連
縄
が
懸
け
ら
れ
る
。
神
事

船
の
中
で
當
屋
は
化
粧
が
直
さ
れ
、
神
酒
と
お
こ
わ
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
対
象
と
す
る
神
社
の
特
色
と
し
て
、
平
安
時
代
以
降
、
神
職

組
織
が
形
成
さ
れ
次
第
に
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
、
ま

た
、
朝
廷
や
有
力
貴
族
な
ど
の
各
方
面
よ
り
神
社
へ
神
領
寄
進
が
な
さ

れ
、
神
社
の
神
領
が
増
加
し
て
い
き
神
社
経
済
基
盤
が
大
き
く
発
展
し
安

定
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
神
社
の
社
会
構
造
の
変

化
の
中
で
、
神
社
節
日
行
事
は
形
成
さ
れ
て
い
き
、
神
職
組
織
の
な
か
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
行
事
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
神
社
に
お
け
る
農

耕
行
事
に
お
い
て
も
、
神
社
の
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
農
耕
行
事

に
対
す
る
概
念
も
変
容
し
て
い
き
新
た
に
田
植
・
田
遊
び
行
事
が
神
社
年

中
行
事
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

美
保
神
社
青
柴
垣
神
事
に
関
す
る
一
考
察

竹
内　

雅
之

　

日
本
に
は
、
神
祭
り
に
対
す
る
慎
み
と
し
て
、
昔
か
ら
斎
戒
、
精
進
、

物
忌
み
等
の
考
え
方
が
あ
る
。
た
と
え
ば
神
祇
令
の
大
祀
・
中
祀
・
小
祠

に
お
い
て
、
斎
戒
期
間
は
、
散
斎
・
致
斎
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、

慎
む
べ
き
事
柄
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
奉
仕
者
の

祭
祀
に
対
す
る
内
面
の
問
題
と
し
て
、
そ
れ
を
観
察
す
る
も
の
に
は
分
り

難
い
の
が
実
体
で
あ
る
。
発
表
者
は
美
保
神
社
（
島
根
県
松
江
市
鎮
座
）

を
例
に
、
斎
戒
お
よ
び
解
斎
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
紹
介
し
た
い
。

　

美
保
神
社
の
祭
礼
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
和
歌
森
太
郎
の

『
美
保
神
社
の
研
究
』
が
名
高
い
。
和
歌
森
は
祭
祀
組
織
を
地
域
社
会
と

の
関
連
の
な
か
で
論
じ
た
。
美
保
神
社
の
祭
祀
組
織
に
加
入
し
た
あ
る
個

人
は
、
當
屋
↓
準
官
↓
客
人
當
↓
下
席
休
番
↓
上
席
休
番
↓
頭
人
↓
上
官

へ
と
進
む
。
祭
祀
組
織
に
お
け
る
地
位
は
右
肩
上
が
り
で
、
そ
の
地
位
を
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あ
る
と
と
も
に
、
近
世
に
存
在
意
義
を
高
め
る
儒
教
の
影
響
を
も
被
っ
て

い
る
点
に
お
い
て
、
国
家
権
力
と
宗
教
―
神
儒
仏
三
教
―
の
関
係
性
を
端

的
に
表
出
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

武
家
霊
廟
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
、
建
築
史
や
美
術
史
の
分
野
で
進

め
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
思
想
的
・
社
会
的
な
位
置
づ
け
へ
の
関
心
は
希

薄
で
あ
っ
た
。
一
方
、
歴
史
・
思
想
史
研
究
に
お
い
て
は
、
豊
国
廟
や
東

照
宮
と
い
う
頂
点
武
家
に
つ
い
て
の
検
討
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
た
が
、
広

く
武
家
霊
廟
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
近
世
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
捉
え

よ
う
と
す
る
岩
淵
令
治
の
歴
史
研
究
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
松

原
典
明
ら
考
古
学
の
分
野
に
お
け
る
研
究
の
進
展
も
目
覚
ま
し
い
。
だ

が
、
宗
教
思
想
的
側
面
の
検
討
は
、
な
お
不
十
分
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、

武
家
霊
廟
が
有
す
る
日
本
宗
教
思
想
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
の
試
論
を
、

神
儒
仏
の
交
点
と
い
う
視
点
か
ら
提
示
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
仏
教
と
儒
教
の
交
錯
で
あ
る
。
十
七
世
紀
中
後
期
、
徳
川
義
直

や
光
圀
、
池
田
光
政
な
ど
有
力
大
名
の
中
に
は
儒
葬
さ
れ
る
者
が
あ
っ

た
。
た
だ
、
義
直
の
墓
所
は
明
人
陳
元
贇
の
設
計
に
よ
る
儒
葬
墓
で
あ
り

な
が
ら
、
定
光
寺
と
い
う
禅
宗
寺
院
が
管
掌
し
た
。
ま
た
、
米
沢
侯
上
杉

家
の
菩
提
寺
法
音
寺
に
並
べ
ら
れ
た
位
牌
は
、
謙
信
を
初
代
と
し
て
中
央

に
、
向
か
っ
て
左
に
二
代
景
勝
以
下
偶
数
代
の
、
右
に
三
代
定
勝
以
降
奇

数
代
の
当
主
の
位
牌
が
並
ぶ
。
法
音
寺
に
近
接
す
る
上
杉
家
墓
地
は
御
廟

所
と
呼
ば
れ
、
同
寺
に
お
け
る
位
牌
同
様
の
振
り
分
け
で
墓
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
奇
偶
に
よ
る
振
り
分
け
は
、
儒
教
の
宗
廟
祭
祀
に

お
け
る
昭
穆
秩
序
を
彷
彿
さ
せ
る
。
昭
穆
の
廟
次
と
左
右
・
奇
遇
の
順
が

逆
で
あ
る
も
の
の
、
上
杉
家
の
霊
廟
が
儒
教
的
な
宗
廟
を
意
識
し
て
い
た

と
推
察
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

下
船
し
た
當
屋
は
本
社
に
奉
幣
す
る
。
奉
幣
の
後
は
神
懸
り
が
解
け
る

が
、
解
斎
の
行
事
が
行
わ
れ
た
訳
で
は
な
い
。

　

青
柴
垣
神
事
の
数
日
後
、
各
當
屋
で
一
度
祭
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
が
解

斎
の
祭
り
で
あ
る
。
後
宴
祭
の
残
り
の
シ
ト
ギ
に
米
、
塩
、
酒
を
か
け
る

な
ど
し
た
粗
末
な
神
饌
が
神
棚
の
前
に
供
え
ら
れ
、
一
同
神
拝
す
る
。
撤

下
饌
を
皆
で
頂
い
た
後
、
世
話
人
が
男
根
に
見
立
て
た
す
り
こ
ぎ
棒
で
、

神
棚
・
役
前
・
新
當
屋
、
そ
し
て
當
屋
の
女
性
を
叩
く
。
最
後
は
、
當
屋

の
女
性
に
す
り
こ
ぎ
棒
を
抱
か
せ
る
。
祭
祀
組
織
の
人
々
は
、
細
か
な
作

法
の
意
味
は
と
も
か
く
、
一
度
祭
の
本
質
は
解
斎
に
あ
る
と
理
解
し
て
い

る
。
こ
の
一
度
祭
が
終
る
と
、
當
屋
は
一
年
の
勤
め
を
終
え
、
翌
月
の
神

迎
神
事
か
ら
は
新
な
當
屋
が
奉
仕
す
る
。

　

今
は
廃
絶
し
た
巫
子
家
の
年
中
行
事
書
『
神
役
宮
内
一
ケ
年
奉
仕
覚
』

（『
美
保
神
社
横
山
家
文
書
』）
に
よ
る
と
、
巫
子
は
、
奏
楽
や
神
楽
舞
、

神
饌
の
調
理
お
よ
び
献
撤
の
ほ
か
、
注
連
縄
を
拵
え
、
必
要
に
応
じ
て
祭

場
に
懸
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
解
斎
の
祭
り
で
あ
る
一
度
祭
も
差
配
し
て

い
た
。
巫
子
は
、
専
業
の
神
職
と
し
て
、
祭
祀
奉
仕
者
の
斎
戒
・
解
斎
に

関
係
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
美
保
神
社
の
祭
礼
は
、
祭

祀
の
観
点
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
論
ず
べ
き
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
史
料
を
確
認
し
な
が
ら
、
新
た
な
視
点
で
研
究
を
進
め
た
い
。

近
世
日
本
武
家
霊
廟
論
序
説 

│
│ 

神
・
仏
・
儒
の
あ
い
だ 

│
│井

上　

智
勝

　

日
本
の
宗
教
思
想
を
歴
史
的
に
解
明
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
場
合
、
近
世

に
現
れ
る
武
家
霊
廟
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
の
在
り
方
は
重
要
な
素
材
と
な

る
。
そ
れ
は
、
東
照
宮
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
仏
教
と
神
道
と
の
交
点
で
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の
間
に
利
孝
着
用
と
伝
え
る
鯰
尾
の
兜
と
白
糸
縅
の
具
足
二
領
が
飾
ら

れ
、
御
神
酒
・
御
供
・
御
肴
な
ど
が
供
え
ら
れ
た
。
利
孝
が
霊
神
と
し
て

認
知
さ
れ
る
直
前
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
武
家
霊
廟

は
、
か
か
る
神
儒
仏
の
交
点
と
し
て
、
日
本
宗
教
思
想
史
研
究
上
の
重
要

な
素
材
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

本
報
告
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号
：
二
四
五
二
〇
〇
八
一
）
に

よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

熊
沢
蕃
山
の
「
大
道
」
と
「
神
道
」

井
関　

大
介

　

近
世
前
期
の
儒
者
で
あ
る
熊
沢
蕃
山
は
代
表
的
な
経
世
論
家
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
が
、
晩
年
に
幽
閉
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
経
世
の
書
で

あ
る
『
大
学
或
問
』
に
は
、「
神
道
再
興
の
事
」
と
い
う
項
目
が
含
ま
れ
、

寺
請
け
を
批
判
し
て
「
神
道
」
に
基
づ
く
仁
政
を
行
な
う
べ
き
こ
と
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
議
論
は
主
著
と
さ
れ
る
『
集
義
和
書
』『
集
義
外

書
』
で
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
当
時
か
ら
著
名
な
儒
学
者
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
水
土
に
は
「
神
道
」
が
適
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

儒
教
式
の
礼
法
を
新
た
に
採
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
当
面
は
仏
教
式
の

火
葬
等
を
容
認
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
神
道
式
の
礼
法
を
立
て
る
こ
と
を

理
想
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
は
「
神
道
」
と
「
王

道
」、
あ
る
い
は
無
形
の
「
仁
政
」
そ
の
も
の
と
の
同
一
視
を
基
調
と
す

る
、
多
分
に
儒
教
的
な
も
の
で
あ
り
、
天
照
大
神
は
中
国
か
ら
来
た
泰
伯

で
あ
る
と
主
張
す
る
等
、
付
会
的
要
素
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
蕃

山
の
神
道
論
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
儒
教
で
あ
る
か
神
道
で
あ
る
か
、
あ
る

い
は
中
国
的
で
あ
る
か
日
本
的
で
あ
る
か
を
判
別
す
る
と
い
う
問
題
意
識

　

岡
山
侯
池
田
光
政
は
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
仏
式
の
追
善
を
廃
し
て

儒
式
と
し
、
而
後
廟
所
を
置
い
た
。
そ
の
子
綱
政
は
貞
享
二
年
（
一
六
八

五
）「
家
廟
」
を
「
宗
廟
」
と
改
め
、
積
極
的
に
武
家
霊
廟
を
宗
廟
と
み

な
し
て
い
る
。
ま
た
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）、
萩
侯
毛
利
重
就
は
藩

祖
元
就
の
菩
提
所
洞
春
寺
に
詣
で
て
願
文
を
納
め
た
が
、
こ
の
過
程
で
洞

春
寺
は
「
大
祖
洞
春
公
廟
」「
大
祖
廟
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
重
就
が

額
づ
く
対
象
は
「
太
祖
洞
春
公
神
位
」
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
こ
の
「
神
」

は
神
道
の
神
で
は
な
く
儒
教
的
な
人
魂
の
意
味
で
、「
神
位
」
は
儒
式
の

位
牌
を
指
す
。
菩
提
所
が
宗
廟
に
、
仏
教
祭
祀
が
儒
教
祭
祀
に
擬
さ
れ

る
、
仏
儒
習
合
の
例
で
あ
る
。「
桂
嶽
寺
殿
天
質
慈
香
大
禅
定
門
」
と
い

う
仏
教
戒
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
後
に
「
神
位
」
の
文
字
を
記
す
新
庄
侯
戸

沢
正
誠
嫡
子
政
武
の
墓
標
も
あ
る
。

　

た
だ
、
毛
利
元
就
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
以
降
、
仰
徳
大
明
神

と
し
て
神
道
的
な
神
に
転
化
さ
せ
ら
れ
る
。
儒
教
的
な
「
神
」
が
、
神
道

的
な
「
神
」
に
転
化
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
池
田
綱
政
が
、
宗
廟

へ
の
軽
服
者
の
参
仕
に
つ
い
て
、
伊
勢
・
賀
茂
・
春
日
・
八
幡
な
ど
神
社

の
例
を
参
考
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
方
で
儒
教
祭
祀
は
神
道
祭
祀
に
親

和
性
を
有
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
点
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
仏
教
に
よ
っ
て
追
善
さ
れ
る

祖
霊
で
あ
っ
て
も
、
儒
教
的
文
辞
の
中
で
「
神
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
を

媒
介
に
、
神
道
的
な
「
神
」
に
転
じ
て
ゆ
く
と
い
う
経
路
が
想
定
さ
れ
よ

う
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
建
立
の
、
初
代
七
日
市
侯
前
田
利
孝
の
宝

篋
印
塔
形
の
顕
彰
塔
に
は
「
慈
雲
院
殿
真
翁
宗
智
大
居
士
」
と
そ
の
仏
式

諡
号
が
記
さ
れ
る
反
面
、
碑
文
で
は
利
孝
は
「
神
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
二
百
回
忌
法
要
に
当
た
っ
て
は
、
国
許
の
藩
侯
邸
の
書
院
の
床
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「
易
簡
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。
蕃
山
は
「
人
道
」
に
反
す
る

と
し
て
仏
教
に
は
批
判
的
で
あ
る
が
、
そ
の
「
易
簡
」
で
あ
る
こ
と
、
た

と
え
ば
一
向
宗
の
念
仏
の
よ
う
な
易
行
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
す
る
。
蕃

山
の
「
神
道
」
は
、
い
わ
ば
仏
教
と
儒
教
の
間
に
位
置
し
、
道
理
に
適
い

つ
つ
「
易
簡
」
で
あ
る
よ
う
な
未
来
の
「
法
」
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
蕃
山
は
「
礼
」
の
本
質
を
「
人
欲
の
堤
」、
す
な
わ

ち
情
・
欲
を
抑
圧
す
る
の
で
は
な
く
適
切
な
仕
方
で
流
す
こ
と
で
無
害
化

し
、
社
会
秩
序
を
構
築
し
維
持
す
る
た
め
の
文
化
的
装
置
と
し
て
捉
え
て

い
た
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
「
法
」
は
情
・
欲
を
自
ら
節
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
民
衆
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
知
識
人
は
「
和
光
同
塵
」
し
て
民

衆
の
「
風
俗
」
に
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
般
人

に
は
「
神
道
」
を
広
め
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
神
道
」
の
「
再
興
」
と
は
、
実
際
に
は
極
端
に
抽
象
化
さ

れ
、
ほ
と
ん
ど
社
会
理
論
と
化
し
た
儒
教
を
も
と
に
、
新
た
な
制
度
を
制

作
す
る
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。「
神
道
」
か
「
儒
教
」
に
分

類
す
る
の
で
は
な
く
、
西
欧
の
自
然
的
宗
教
論
に
類
す
る
よ
う
な
、
儒
教

の
「
礼
」
概
念
を
基
盤
と
す
る
新
た
な
宗
教
理
論
と
し
て
、
宗
教
史
的
意

義
を
こ
そ
論
じ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

藤
樹
と
蕃
山
の
経
典
（
中
庸
・
論
語
）
解
釈
の
違
い
に
つ
い
て鈴

木　

保
實

　

藤
樹
（
一
六
〇
八
―
一
六
四
八
）
と
蕃
山
（
一
六
一
九
―
一
六
九
一
）

の
経
典
解
釈
の
違
い
に
つ
い
て
、
中
庸
と
論
語
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
基

礎
資
料
は
藤
樹
は
中
庸
解
、
中
庸
續
解
、
論
語
解
（
共
に
晩
年
作
）、
蕃

山
は
中
庸
小
解
（
六
十
一
歳
頃
の
作
）、
論
語
小
解
（
六
十
一
か
ら
六
十

か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
神
道
史
上
、
あ
る
い
は
宗
教
史
上
ど
の

よ
う
な
意
義
を
有
す
る
か
と
い
う
議
論
は
見
ら
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
儒

家
神
道
」
と
し
て
教
説
化
が
徹
底
さ
れ
ず
、
林
羅
山
や
山
崎
闇
斎
の
よ
う

に
学
派
や
教
団
を
成
す
こ
と
が
無
か
っ
た
こ
と
も
、
研
究
史
上
に
お
い
て

軽
視
さ
れ
て
き
た
一
因
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
一
見
矛
盾
が
多
く
、
実
証
性
や
論
理
性
に
欠
け
る
か
に
見
え

る
蕃
山
の
神
道
論
は
、「
神
道
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
大
道
」

と
い
う
語
に
注
目
す
る
時
、
一
貫
し
た
理
論
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
蕃
山
の
主
張
は
、
普
遍
的
・
抽
象
的
な
「
道
」（「
聖

人
の
道
」
あ
る
い
は
「
天
地
の
神
道
」）
と
相
対
的
・
具
体
的
な
「
法
」

（「
道
」
が
具
体
的
に
形
を
取
っ
た
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
儒
教
、
仏

教
、
神
道
）
と
の
区
別
を
前
提
と
し
、「
道
」
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
儒
教

と
神
道
は
一
致
す
る
が
、「
法
」
に
お
い
て
は
日
本
で
は
「
神
道
」
を
用

い
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
法
」
が
「
道
」

の
具
体
化
と
し
て
意
味
を
持
つ
の
は
、
そ
の
「
法
」
が
実
際
に
広
く
行
な

わ
れ
、
仁
政
が
実
現
さ
れ
た
時
の
み
で
あ
る
。「
神
道
」
や
「
儒
教
」
は

「
神
道
」
や
「
儒
教
」
で
あ
る
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
は
肯
定
さ
れ
ず
、
そ

れ
が
世
に
用
い
ら
れ
て
初
め
て
「
道
に
配
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
。
社
会

全
体
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
以
て
「
大
道
」
と
呼
べ
る
の
で
あ
っ
て
、
当

時
の
儒
者
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ご
く
一
部
の
儒
者
の
み
が
儒
学
を

学
び
儒
礼
を
実
践
す
る
と
い
う
状
況
で
は
、
儒
教
は
「
小
道
」
で
し
か
な

い
。
一
般
人
に
は
実
践
し
が
た
い
儒
礼
や
学
識
を
誇
示
す
る
儒
者
達
を
、

か
え
っ
て
人
々
を
「
道
」
か
ら
遠
ざ
け
る
「
道
の
罪
人
」
で
あ
る
と
蕃
山

は
批
判
す
る
。

　

で
は
世
に
用
い
ら
れ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。
蕃
山
は
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と
す
る
。
蕃
山
は
「
天
地
万
物
鬼
神
の
造
化
に
あ
ら
ず
と
云
こ
と
な
し
」

と
し
て
、
人
も
「
生
神
」
と
す
る
。

　
「
學
」
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
「
學
ハ
覺
也
。
惑
ヲ
辨
ヘ
テ
本
心
ヲ
サ
ト

ル
處
也
。（
論
語
解
、
訓
詁
、
全
二
、
六
九
頁
）」
と
し
、
蕃
山
は
「
覺
」

の
解
釈
を
取
り
な
が
ら
、
本
心
を
覚
る
と
は
解
し
な
い
。

　
「
意
」
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
「
意
は
好
悪
の
念
の
胸
中
に
不
常
往
来
す

る
者
也
。」
と
し
、
藤
樹
は
「
意
ハ
事
跡
境
界
ニ
就
テ
好
悪
ノ
念
ヲ
發
ス

ヲ
云
。
是
軀
殻
上
ノ
知
覺
ニ
シ
テ
本
體
ノ
霊
覚
ニ
非
ズ
」
と
し
、「
意
必

固
我
」
は
各
煩
い
す
る
の
で
は
な
く
只
一
病
で
、「
意
ニ
始
テ
必
ニ
遂
ゲ
、

固
ニ
留
テ
我
ニ
成
、
又
意
ヲ
生
シ
テ
循
環
無
窮
。
心
氣
凝
滞
シ
テ
」
意
必

固
我
の
病
と
成
る
と
す
る
。

　
「
空
」
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
「
空
ハ
心
ノ
本
體
」
で
「
意
念
」
が
浄
く
尽

き
、
虚
明
な
る
状
態
で
、「
意
必
固
我
」
無
く
「
適
莫
」
無
く
「
明
德
ノ

本
體
開
示
ス
ル
處
」
と
す
る
。
蕃
山
は
「
孔
子
の
心
地
は
空
空
如
た
り
」

「
天
と
同
躰
」
と
す
る
が
、
意
念
が
心
を
曇
ら
す
こ
と
は
述
べ
な
い
。

　
「
君
子
小
人
の
分
」
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
「
意
必
固
我
」
の
有
無
、
蕃

山
は
「
心
の
苦
楽
」
に
よ
る
と
す
る
。

　
「
五
事
」
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
五
事
を
「
四
勿
」
の
「
視
聴
言
動
」
の

「
動
」
を
「
思
・
貌
」
と
し
、
書
経
浩
範
説
を
採
っ
て
最
終
的
に
「
貌
言

視
聽
思
」
と
す
る
。
蕃
山
は
「
四
勿
」＋「
思
」
の
「
視
聴
言
動
思
」
と

し
、「
五
事
の
非
禮
を
正
す
を
格
物
」
と
し
て
「
悪
を
去
る
」
と
す
る
。

　

藤
樹
の
学
は
日
々
深
化
発
展
し
、
吾
が
「
心
の
本
體
」
に
至
る
た
め
の

方
法
と
し
て
、
晩
年
に
「
意
は
萬
欲
百
悪
の
淵
源
也
」
に
辿
り
着
く
。
藤

樹
は
こ
の
「
意
」
を
誠
に
す
る
方
法
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
「
貌
言
視

聽
思
」
を
正
す
こ
と
と
考
え
、
そ
の
実
践
に
よ
り
「
良
知
」
に
至
る
こ
と

八
歳
頃
の
作
。
藤
樹
の
論
語
解
と
同
じ
経
文
に
限
定
し
て
考
察
す
る
）。

　
「
中
庸
」
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
「
明
德
」
の
別
名
と
し
、「
中
ノ
字
ヲ
借

テ
明
德
ノ
異
名
」
と
す
る
。「
心
體
無
適
無
莫
・
無
可
無
不
可
、
中
央
ニ

シ
テ
無
倚
ヨ
リ
中
ト
名
ケ
、
眞
是
ヲ
知
リ
眞
非
ヲ
知
ル
ヨ
リ
良
知
ト
名

ク
。
同
體
ニ
シ
テ
名
ヲ
異
ニ
ス
。」（
中
庸
續
解
、
大
意
、
全
二
、
一
三
五

頁
）
と
し
、
良
知
と
も
同
体
異
名
と
す
る
。
中
庸
は
心
の
本
体
で
、
そ
の

本
体
は
至
善
で
善
悪
は
な
く
、
本
来
ひ
と
に
具
わ
っ
て
い
る
も
の
と
の
認

識
に
立
つ
。
蕃
山
は
「
中
庸
」
を
「
受
用
の
法
」「
心
法
」
と
し
て
「
明

德
」
そ
の
も
の
と
は
し
て
い
な
い
。
理
の
全
体
を
得
て
明
徳
が
明
ら
か
に

な
る
と
す
る
。

　
「
天
」
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
「
天
」
を
「
皇
上
帝
」
と
し
、「
道
」
を

「
良
知
」
と
す
る
。
蕃
山
は
「
天
」
を
「
理
氣
の
本
然
」
と
し
、「
二
五
の

氣
」
が
天
の
形
で
「
無
極
の
理
」
が
天
の
心
と
す
る
。
そ
の
気
を
分
か
ち

人
の
形
と
し
、
そ
の
理
を
分
か
ち
人
の
性
と
し
、
人
は
「
理
の
全
体
」
を

体
得
し
て
明
徳
が
明
ら
か
と
な
る
と
考
え
た
。
藤
樹
は
「
理
の
全
体
」
を

体
得
し
て
明
徳
が
明
ら
か
に
な
る
と
は
考
え
な
い
。

　
「
獨
」
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
「
獨
」
を
単
に
「
ひ
と
り
知
る
所
」
と
解

し
、
藤
樹
は
「
天
性
ノ
本
覺
」「
大
虚
ト
同
體
」
と
す
る
。

　
「
愼
獨
」
に
つ
い
て
は
、
藤
樹
は
「
愼
獨
」
を
「
未
發
已
發
」
の
静
時

動
時
の
二
つ
の
場
合
に
区
分
し
て
「
意
必
固
我
ヲ
克
去
」
る
こ
と
が
大
切

と
す
る
。
蕃
山
は
七
情
の
発
し
た
「
喜
怒
哀
楽
し
て
節
に
中
る
」
の
は
喜

怒
哀
楽
に
倚
る
と
し
、
そ
う
で
は
な
く
「
喜
怒
哀
楽
の
中
に
在
て
過
不
及

な
き
を
和
と
い
へ
り
」
と
す
る
。「
獨
」
そ
の
も
の
を
「
慎
む
」
こ
と
を

論
じ
な
い
。

　
「
人
」
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
「
人
ハ
諸
物
ノ
霊
ニ
シ
テ
、
鬼
神
ノ
寓
舎
」
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「
吉
川
視
吾
堂
先
生
行
状
」
に
よ
れ
ば
、
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
の
徳

川
頼
宣
と
の
面
会
時
、
惟
足
は
社
務
に
奉
仕
す
る
社
人
の
神
道
と
は
別

に
、
武
義
を
本
と
し
て
仁
恵
を
施
す
天
瓊
矛
の
徳
を
旨
と
す
る
理
学
神
道

の
発
足
を
宣
言
し
、
国
家
統
治
の
道
の
究
明
に
も
舵
を
切
る
。
こ
の
よ
う

に
、
惟
足
に
は
中
世
以
来
の
吉
田
家
伝
を
墨
守
す
る
姿
勢
と
、
近
世
武
家

の
意
識
に
寄
せ
た
治
道
究
明
の
姿
勢
と
が
混
在
す
る
。
同
様
の
姿
勢
は
歌

解
釈
に
も
表
れ
る
。

　

八
雲
神
詠
と
は
記
紀
に
記
さ
れ
た
素
戔
鳴
尊
の
神
詠
歌
「
八
雲
立
つ
出

雲
八
重
垣
妻
籠
み
に
八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を
」
で
あ
り
、
和
歌
の
起

源
と
さ
れ
る
。
十
五
世
紀
、
一
条
兼
良
が
著
し
た
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
に

見
え
る
「
四
妙
」
と
い
う
歌
理
解
は
、
一
首
三
十
一
文
字
五
句
の
中
に
一

意
を
凝
縮
し
、
そ
の
形
体
が
始
終
変
わ
る
こ
と
な
く
後
世
に
至
る
と
い
う

歌
の
力
を
示
す
。
神
詠
の
歌
意
は
、
大
蛇
退
治
の
後
、
素
戔
鳴
尊
が
稲
田

姫
を
娶
り
、
出
雲
国
で
八
重
垣
の
宮
に
住
ま
う
と
い
う
安
居
の
体
。
反
復

す
る
「
八
重
垣
」
に
つ
い
て
は
歌
道
に
基
づ
く
「
古
風
之
体
然
也
」
と
述

べ
、
敢
え
て
神
語
と
し
て
特
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
吉
田
兼
倶
の
『
日
本

書
紀
神
代
巻
抄
』
や
惟
足
の
神
代
巻
講
義
筆
記
に
も
兼
良
と
同
様
の
記
述

が
見
ら
れ
る
た
め
、
惟
足
の
八
雲
神
詠
理
解
は
古
今
伝
授
や
吉
田
家
伝
な

ど
、
中
世
以
来
の
系
譜
を
踏
襲
し
た
も
の
と
推
論
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
惟

足
は
敬
を
通
し
て
近
世
に
寄
せ
た
独
自
の
解
釈
も
展
開
す
る
。

　
『
神
代
巻
惟
足
講
説
』
に
よ
れ
ば
、
惟
足
は
神
詠
の
歌
意
に
用
心
堅
固

と
い
う
近
世
武
家
の
意
識
を
加
え
、「
八
重
垣
を
」
の
反
復
も
、
八
重
垣

を
忘
れ
ま
い
と
す
る
用
心
堅
固
や
侵
入
者
に
対
す
る
不
安
喚
起
の
復
誦
と

説
く
。『
神
代
巻
惟
足
抄
』
や
秘
伝
の
「
八
雲
神
詠
四
妙
之
大
事
」
に
よ

れ
ば
、
人
は
安
居
に
あ
れ
ば
油
断
し
て
悪
事
を
な
す
が
、
艱
難
に
あ
れ
ば

が
出
来
る
と
考
え
た
。

　

藤
樹
と
蕃
山
と
で
は
「
意
」
を
は
じ
め
随
所
に
解
釈
に
違
い
が
見
ら
れ

る
。

吉
川
惟
足
の
神
代
巻
解
釈
に
つ
い
て

徳
橋　

達
典

　

和
歌
の
嗜
み
か
ら
神
道
に
心
を
寄
せ
た
吉
川
惟
足
は
、
万
治
三
（
一
六

六
〇
）
年
、
吉
田
神
道
の
道
統
を
萩
原
兼
従
か
ら
継
承
す
る
。
そ
の
後

も
、
吉
田
家
伝
の
護
持
や
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
依
拠
す
る
思
想
構
築

を
試
み
、
特
に
、
神
代
巻
冒
頭
を
伊
弉
諾
尊
の
神
語
と
捉
え
、
万
物
を
遡

及
し
た
先
に
あ
る
「
渾
沌
（
混
沌
）」
と
の
感
応
を
神
人
合
一
の
境
地
と

し
、
そ
の
境
地
に
至
る
に
は
敬
（
つ
つ
し
み
）
の
心
や
神
代
巻
の
正
確
な

理
解
が
必
要
と
説
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
混
沌
解
釈
は
吉
川
神
道
独
自
の

特
質
と
は
い
え
ず
、
吉
田
神
道
の
延
長
上
に
位
置
す
る
思
想
で
あ
っ
た
。

　

吉
川
神
道
独
自
の
発
意
は
未
生
已
生
論
と
い
え
る
。『
神
代
巻
伝
書
』

に
よ
れ
ば
、
惟
足
は
師
兼
従
に
同
論
の
有
用
性
を
訴
え
、
神
代
巻
講
談
の

一
往
に
同
論
を
導
入
し
た
。『
神
代
巻
惟
足
講
説
』
や
『
神
代
巻
家
伝
聞

書
』
な
ど
、
惟
足
の
神
代
巻
講
談
に
記
さ
れ
た
未
生
と
は
、
万
物
発
現
以

前
の
万
物
の
牙
を
含
む
態
と
さ
れ
、
混
沌
と
同
一
に
捉
え
ら
れ
る
。
天
地

開
闢
以
前
の
思
弁
的
未
生
を
特
化
す
る
惟
足
の
姿
勢
は
宋
学
（
未
発
已

発
）
の
援
用
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
惟
足
は
神
代
巻
に
依
拠
し
、
未
生

と
已
生
の
関
係
を
天
浮
橋
の
理
に
よ
っ
て
説
き
進
め
る
。『
神
代
巻
惟
足

抄
』
に
記
さ
れ
た
天
浮
橋
は
実
体
で
は
な
く
、
未
生
と
已
生
を
感
応
に
よ

っ
て
結
び
、
未
生
の
作
用
を
已
生
の
世
界
に
伝
え
る
た
め
の
声
（
交
流
手

段
）
と
捉
え
ら
れ
た
。
一
方
、
理
学
も
吉
川
神
道
の
特
色
と
い
え
る
。
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朱
子
学
が
、
仏
教
か
ら
の
脱
却
を
経
て
成
立
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
近

世
朱
子
学
と
呼
応
す
る
形
で
儒
家
神
道
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
事
象
を
視

野
に
入
れ
る
と
、
幕
藩
体
制
の
成
立
に
付
随
し
た
宗
教
的
な
布
置
・
連
関

の
変
動
と
い
う
状
況
が
、
朱
子
学
の
発
生
の
社
会
的
背
景
と
し
て
求
め
ら

れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
支
配
の
正
当
性
と
宗
教
的
信
仰
の
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
上
で
、
朱
子
学
の
発
生
と
い
う
社
会
的
事
象
は
極
め
て
示
唆
に

富
む
も
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
幕
藩
体
制
に
お
け
る
宗
教
的
状
況
の
解
明
を
視
野
に
入

れ
、
山
崎
闇
斎
の
反
仏
教
的
言
説
の
分
析
を
通
じ
て
、
近
世
に
お
け
る
朱

子
学
と
仏
教
の
対
抗
的
関
係
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

分
析
の
視
角
と
し
て
、
本
論
で
は
〈
心
〉
と
〈
身
〉
の
関
係
を
設
定
す

る
。
ま
ず
、
闇
斎
の
朱
子
学
者
と
し
て
の
処
女
作
で
あ
り
、
排
仏
論
の
書

で
あ
る
『
闢
異
』
を
取
り
挙
げ
る
。
上
記
の
視
角
と
の
関
連
で
は
、『
闢

異
』
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
程
子
の
「
迹
断
の
言
」
が
有
効
な
考

察
対
象
と
な
る
。「
迹
断
の
言
」
の
要
点
は
、
仏
教
の
身
体
的
行
為
に
お

け
る
異
端
性
を
以
て
、
教
義
を
も
含
め
た
仏
教
全
体
の
異
端
性
を
確
証
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
議
論
で
は
、
仏
教
教
義
と
い
う
〈
心
〉
の
異
端
性

は
度
外
視
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、〈
心
〉
の
異
端
性
を
求
め
て
教
義
を

学
べ
ば
、
自
ら
が
仏
教
徒
と
化
し
て
し
ま
う
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
、「
迹
断
の
言
」
で
は
、〈
身
〉
を
以
て
〈
心
〉
の
異
端
性
を
も
確
認

す
る
と
い
う
〈
身
〉↓〈
心
〉
と
い
う
方
向
で
心
身
の
一
致
が
説
か
れ
、

〈
身
〉
の
修
養
が
重
要
視
さ
れ
る
。

　
『
闢
異
』
の
執
筆
後
、
闇
斎
が
「
敬
」
に
朱
子
学
の
神
髄
を
見
て
い
く
に

つ
れ
て
、
こ
の
心
身
論
は
逆
転
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
仏
教
の
〈
身
〉
の

異
端
性
を
発
生
さ
せ
た
〈
心
〉
の
異
端
性
に
闇
斎
は
議
論
を
集
中
さ
せ
て

敬
の
心
に
よ
り
悪
事
を
な
さ
な
い
と
い
う
。
吉
川
神
道
で
は
用
心
堅
固
の

意
識
に
敬
の
心
を
重
ね
て
神
詠
の
肝
要
と
す
る
。
加
え
て
、「
八
重
垣
を
」

を
神
語
と
説
き
、
敬
の
教
え
の
復
誦
と
す
る
。
こ
こ
に
は
神
代
巻
冒
頭
を

神
語
と
す
る
解
釈
と
の
共
通
性
が
窺
え
る
。「
和
歌
三
神
極
意
秘
決
」
に

よ
れ
ば
、
神
代
巻
冒
頭
は
神
の
声
を
伝
え
る
神
の
歌
と
も
さ
れ
、「
三
聖

極
意
秘
決
」
に
よ
れ
ば
、
混
沌
の
始
め
天
人
は
一
体
で
あ
っ
た
た
め
、
真

心
の
内
に
詠
ま
れ
る
懇
ろ
な
詞
や
歌
は
天
地
神
明
に
納
受
さ
れ
る
と
い

う
。
吉
川
神
道
で
は
詠
歌
を
神
々
と
の
交
流
手
段
（
声
＝
天
浮
橋
）
と
捉

え
、
歌
の
果
た
す
役
割
を
尊
重
し
た
。
神
詠
解
釈
の
根
幹
に
心
の
敬
を
据

え
、
そ
の
一
部
を
神
語
と
す
る
姿
勢
は
、
敬
に
よ
っ
て
混
沌
の
一
念
不
起

に
立
ち
返
り
、
そ
の
未
生
の
世
界
と
の
感
応
を
天
人
合
一
の
境
地
と
す
る

神
代
巻
冒
頭
の
解
釈
と
同
様
に
、
中
世
以
来
の
吉
田
家
伝
を
尊
び
な
が
ら

近
世
の
流
れ
に
寄
せ
て
い
く
惟
足
の
神
代
巻
解
釈
の
特
色
と
い
え
る
。

山
崎
闇
斎
の
反
仏
教
的
言
説

│
│ 

日
本
近
世
に
お
け
る
朱
子
学
と
仏
教 

│
│

冨
澤
宣
太
郎

　

本
研
究
は
、
徳
川
幕
藩
体
制
の
支
配
の
正
当
性
と
宗
教
的
信
仰
と
が
ど

の
よ
う
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
か
、
と
い
う
歴
史
的
な
問
い
を
宗
教
社

会
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
問
題
関
心
と
の
関
連
に

お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
、
近
世
に
お
け
る
朱
子
学
の
発
生
と
い
う
社
会

的
事
象
が
重
要
で
あ
る
。
従
来
、
幕
府
か
ら
の
体
制
教
学
と
し
て
の
庇
護

に
朱
子
学
発
生
の
原
因
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
研
究
で
は
、

こ
れ
を
幕
藩
体
制
の
成
立
に
伴
う
社
会
構
造
の
変
動
に
帰
因
す
る
も
の
と

考
え
る
。
さ
ら
に
、
日
本
に
流
入
以
来
、
禅
林
に
お
い
て
学
ば
れ
て
き
た
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太
宰
春
台
に
よ
る
仏
典
の
「
再
構
成
」

│
│ 『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

森　
　

和
也

　

太
宰
春
台
は
『
弁
道
書
』『
紫
芝
園
漫
筆
』
等
の
著
述
に
よ
っ
て
儒
者

に
よ
る
排
仏
論
の
文
脈
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
春
台
と
仏
教
と

の
関
わ
り
を
詳
細
に
見
て
ゆ
く
と
、
単
純
に
排
仏
論
者
と
し
て
済
ま
せ
て

し
ま
う
こ
と
の
で
き
な
い
側
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
を

示
す
資
料
の
一
つ
が
『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
一
巻
で
あ
る
。

　
『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
は
書
名
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
浄
土
三
部
経
の
一

つ
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』（
姚
秦
・
鳩
摩
羅
什
訳
）
の
本
文
を
刪
修
し
た
も

の
で
あ
る
。
春
台
が
刪
修
し
た
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

原
典
か
ら
の
漢
訳
仏
典
で
あ
り
、
そ
の
文
体
は
、
古
文
辞
学
が
理
想
と
す

る
前
漢
以
前
の
古
代
の
漢
文
と
は
異
な
る
後
代
の
文
体
で
あ
り
、
な
お
か

つ
仏
教
漢
文
と
い
う
独
特
の
文
体
で
あ
る
。
春
台
は
こ
の
『
仏
説
阿
弥
陀

経
』
を
「
愚
夫
愚
婦
」
に
教
え
を
説
く
た
め
の
卑
俗
な
「
小
説
」
の
文
体

で
あ
り
、「
経
」
の
名
に
合
致
し
な
い
と
し
て
、「
経
体
」
へ
と
置
き
換
え

る
作
業
、
す
な
わ
ち
「
修
辞
」
を
行
い
、
文
を
整
え
た
。
俗
語
表
現
を
改

め
、
二
字
の
熟
語
を
中
国
の
「
古
書
」
の
用
例
に
従
い
一
字
の
語
に
置
き

換
え
、
冗
長
な
表
現
は
短
い
達
意
の
表
現
に
改
め
た
が
、
春
台
の
作
業
は
、

あ
く
ま
で
漢
文
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」

な
ど
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
音
写
語
は
修
辞
の
適
応
外
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
た
。
批
判
者
履
善
の
指
摘
（『
修
刪
阿
弥
陀
経
論
』・『
非
修
刪
阿

弥
陀
経
』）
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
春
台
自
身
が
『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
が

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
の
新
訳
で
な
い
こ
と
に
は
自
覚
的
で
あ
っ

た
。『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
の
「
凡
例
」
で
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
の
「
原
文
」

い
く
。
そ
し
て
、
仏
教
と
朱
子
学
の
〈
心
〉
の
差
異
を
、
心
と
い
う
容
器

に
存
在
す
る
「
仁
義
之
心
」
を
認
識
し
得
る
か
否
か
に
求
め
て
い
っ
た
。

こ
の
心
身
論
の
転
回
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
闇
斎
学
で
は
、
一
切
が
〈
心
〉
次

元
の
問
題
へ
と
還
元
さ
れ
、〈
身
〉
は
相
対
的
な
位
置
を
占
め
る
に
過
ぎ

な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
傾
向
は
、〈
身
〉
の
修
養
の
代
表
例
で
も
あ

る
儒
教
の
「
礼
」
の
遵
守
と
い
う
原
則
が
崩
さ
れ
、「
礼
」
の
具
体
的
な
実

践
よ
り
も
心
情
や
背
景
が
重
要
視
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
も
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
闇
斎
学
の
展
開
の
背
景
と
し
て
、
中
国
・
朝
鮮
の
朱
子
学
者
＝
政

治
官
僚
と
異
な
り
、
闇
斎
が
朱
子
学
実
践
の
場
を
民
衆
間
に
求
め
た
こ
と

が
指
摘
し
得
る
。
そ
し
て
、
民
衆
間
に
お
い
て
は
、
仏
教
が
寺
請
・
檀
家

制
度
に
よ
っ
て
公
的
な
葬
祭
権
を
握
り
、
ま
た
、
吉
田
神
道
は
神
祇
管
領

長
上
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
神
社
を
統
括
し
、
民
衆
の
現
世
利
益
的

関
心
を
満
た
し
得
る
位
置
に
い
た
こ
と
が
着
目
さ
れ
る
。
対
し
て
、
朱
子

学
は
私
的
営
み
の
域
を
出
ず
、
祭
祀
に
関
し
て
の
掌
握
範
囲
は
狭
小
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
祭
祀
を
巡
る
対
抗
的
関
係
に
近
世
朱
子
学
は
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
闇
斎
学
は
こ
の
状
況
の
下
、
自
ら
の
心
に
存
在
す
る

「
心
神
」
を
自
ら
で
祭
る
と
い
う
二
重
の
私
的
性
格
を
持
つ
に
至
っ
た
。

　

た
だ
、
闇
斎
学
の
こ
の
神
秘
的
志
向
は
、
自
ら
が
朱
子
学
の
正
統
で
あ

る
と
い
う
自
認
と
共
存
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
闇
斎
の
意
図
せ
ざ
る
結
果

と
し
て
、
彼
の
置
か
れ
た
社
会
的
宗
教
的
状
況
が
そ
の
叙
述
の
中
に
刻
印

さ
れ
、
本
発
表
は
闇
斎
学
の
中
に
、
そ
の
社
会
的
な
被
規
定
性
を
看
取
し

た
の
で
あ
る
。



　　300

『宗教研究』87巻別冊（2014年） 第６部会

　

春
台
に
よ
る
仏
典
の
「
再
構
成
」
は
、
仏
典
を
一
テ
キ
ス
ト
と
し
て
相

対
化
で
き
る
儒
学
者
と
い
う
外
部
の
視
点
が
可
能
に
し
た
が
、
春
台
の
作

業
は
『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
一
巻
の
僅
か
な
試
み
に
止
ま
っ
た
。
現
在
、
春

台
が
期
待
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
の
翻
訳
が
可
能
に
な
っ
た
が
、

日
本
社
会
に
お
け
る
漢
文
の
地
位
の
変
化
を
う
け
、
漢
訳
仏
典
の
刪
修
と

い
う
春
台
の
意
図
を
飛
び
越
え
て
、
直
接
に
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
春
台
の
問
題
意
識
は
宗
教
経
典
の
翻
訳
の
文
体
に

つ
い
て
翻
訳
論
の
視
点
か
ら
考
え
る
上
で
の
有
効
な
素
材
を
提
供
し
て
い

る
。

『
古
事
記
伝
』
に
お
け
る
宗
教
観

落
合　

直
人

　

賀
茂
真
淵
（
一
六
九
七
―
一
七
六
九
）
が
、
度
会
延
佳
（
一
六
一
五
―

一
六
九
〇
）
の
『
鼇
頭
古
事
記
』
を
取
り
上
げ
、
書
入
れ
を
施
し
て
以
来

の
『
古
事
記
』
研
究
の
足
跡
を
調
べ
る
。
ど
の
時
代
に
ど
の
程
度
研
究
が

進
ん
で
い
る
か
、
ま
た
、
弟
子
で
あ
る
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
―
一
八
〇

一
）
に
、
そ
の
成
果
が
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、

『
古
事
記
頭
書
』、『
賀
茂
真
淵
書
入
本
古
事
記
』、『
仮
名
書
古
事
記
』
を

通
し
て
、
各
語
句
の
読
み
、
解
釈
を
『
古
事
記
伝
』
と
比
べ
る
。
賀
茂
真

淵
の
本
居
宣
長
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
植
松
茂
氏
が
『
神
道
学
』
第
二

十
六
号
所
収
の
「
多
和
文
庫
所
蔵
真
淵
書
入
本
古
事
記
に
つ
い
て
」
の
中

で
、
宣
長
の
古
事
記
研
究
が
い
か
に
多
く
の
も
の
を
真
淵
か
ら
得
て
い
る

の
か
、
と
い
う
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
『
古
事

記
伝
』
に
お
け
る
宗
教
観
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

今
発
表
で
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
神
の
定
義
と
は
、
と
い
う
こ
と
を

（
漢
文
）
を
古
代
の
文
体
に
改
め
た
に
止
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
交
流
の
あ
っ
た
浄
土
宗
の
僧
玄
海
が
江
戸

か
ら
長
崎
に
帰
る
際
に
贈
っ
た
文
章
（「
送
玄
海
沙
門
序
」）
に
は
、
仏
典

の
言
葉
（「
慶
喜
子
の
記
す
所
の
胡
言
」）
を
古
代
の
漢
文
の
文
体
（「
周

人
の
辞
」）
に
改
め
る
こ
と
を
玄
海
に
期
待
す
る
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
春
台
自
身
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
能
力
の
限
界
の
自
覚

と
、
ま
た
、
仏
典
の
刪
修
に
か
け
る
こ
だ
わ
り
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
は
、
玄
海
な
ど
の
僧
侶
と
の
交
流
が
基
礎
と

な
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
春
台
は
享
保
年
間
の
初
め
、
江
戸

の
伝
通
院
に
寄
寓
し
、
火
災
の
た
め
に
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
伝
通

院
の
寓
居
か
ら
焼
け
出
さ
れ
た
後
も
、
伝
通
院
の
近
く
に
私
塾
紫
芝
園
を

開
き
、
文
雄
、
義
海
、
慧
寂
な
ど
、
主
と
し
て
浄
土
宗
の
僧
侶
と
交
際
あ

る
い
は
師
弟
関
係
を
持
っ
た
。
彼
ら
は
檀
林
で
学
ぶ
学
僧
で
あ
り
、
春
台

と
の
交
流
は
古
文
辞
に
か
か
わ
る
漢
詩
文
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
韻
律
研
究
書
『
磨
光
韻
鏡
』
を
著
し
、
そ
の
序
文
を
春
台
に
求
め
て

き
た
門
人
文
雄
に
宛
て
た
書
簡
（「
復
文
雄
上
人
書
」）
に
は
僧
侶
批
判
の

箇
所
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
が
文
雄
の
い
る
京
都
の
僧
侶
で
「
文

字
」
を
識
る
者
が
少
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
、
僧
侶
と
の
交

流
の
接
点
が
那
辺
に
あ
っ
た
の
か
を
示
し
て
い
る
。
古
文
辞
学
の
立
場
か

ら
修
辞
を
重
要
視
す
る
詩
文
観
が
僧
侶
と
の
交
流
の
中
で
仏
典
に
及
ぶ

時
、「
釈
典
に
文
無
し
」（『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
序
）
と
い
う
評
価
に
な
り
、

『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
の
著
述
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
『
修
刪
阿
弥
陀
経
』
は
浄
土
宗
の
檀
林
を
有
す
る
増
上
寺
、
伝
通
院
で

は
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
。
春
台
と
交
流
を
持
ち
、
漢
詩
文
に
対
す
る

意
識
を
共
有
す
る
学
僧
た
ち
が
受
容
層
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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に
す
ら
制
せ
ら
れ
る
ば
か
り
の
、
微
き
獣
な
る
を
や
、
さ
れ
ど
然
る
た
ぐ

ひ
の
、
い
と
賤
き
神
の
う
へ
を
の
み
見
て
、
い
か
な
る
神
と
い
へ
ど
も
、

理
を
以
て
向
ふ
に
は
、
可
畏
き
こ
と
無
し
と
思
ふ
は
、
高
き
い
や
し
き
威

力
の
、
い
た
く
差
ひ
あ
る
こ
と
を
、
わ
き
ま
へ
ざ
る
ひ
が
ご
と
な
り
、

　
『
古
事
記
伝
』
の
中
で
も
神
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
部
分
が
、
一
之
巻　

直
毘
霊
に
も
あ
る
。
ま
た
、
数
種
類
あ
る
稿
本
と
版
本
の
間
で
は
多
少
の

差
異
は
あ
る
も
の
の
、
解
釈
と
い
う
部
分
は
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。

　

以
上
、
考
え
て
み
る
に
『
古
事
記
伝
』
は
、
訓
法
な
ど
、
多
く
の
影
響

を
真
淵
か
ら
受
け
て
い
る
と
い
う
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、「
神

の
定
義
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
る
限
り
、
訓
法
以
上
に
影

響
を
受
け
、
加
茂
真
淵
の
考
え
方
を
基
準
に
展
開
し
て
い
る
と
考
え
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

後
期
水
戸
学
の
祭
政
一
致
論

齋
藤　

公
太

　

本
発
表
で
扱
う
後
期
水
戸
学
の
祭
政
一
致
論
と
は
、
会
沢
正
志
斎
（
一

七
八
二
―
一
八
六
三
）
の
『
新
論
』（
文
政
八
年
〈
一
八
二
五
〉
成
立
）

に
代
表
さ
れ
る
思
想
を
指
す
。
戦
後
の
後
期
水
戸
学
研
究
を
大
き
く
規
定

し
て
き
た
の
は
尾
藤
正
英
の
議
論
で
あ
る
。
尾
藤
は
祭
祀
に
よ
る
人
心
の

操
作
と
い
う
徂
徠
学
の
理
論
が
後
期
水
戸
学
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
が
近

代
の
国
民
教
化
政
策
に
受
け
継
が
れ
た
と
し
た
（「
水
戸
学
の
特
質
」『
日

本
思
想
大
系
五
三　

水
戸
学
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）。
近

年
の
研
究
で
も
徂
徠
学
系
統
の
儒
学
が
会
沢
の
思
想
の
根
幹
に
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

中
心
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
『
古
事
記
』
本
文
書
出
し
の
「
天
地
初
発
之
時
、
於
高
天
原
成
神
名
、」

の
「
神
名
」
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
読
み
と
し
て
は
ど
れ

も
「
か
み
の
み
な
は
」
で
同
一
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
前
述
の
真
淵
の
三

部
作
に
は
こ
の
「
神
の
定
義
」
に
つ
い
て
特
筆
す
る
も
の
は
な
い
。

　

今
回
、
真
淵
の
神
の
定
義
と
し
て
は
賀
茂
真
淵
全
集　

続
群
書
類
従
完

成
会
の
古
今
集
序
別
考　

四
百
頁
を
参
考
に
し
て
み
る
。

考
ふ
る
に
、
皇
朝
に
鬼
神
と
つ
ゞ
け
た
る
ハ
な
く
て
、
お
に
て
ふ
言

も
上
つ
代
に
ハ
な
し
、
か
ら
国
に
て
、
神
と
は
妙
に
量
り
し
ら
れ
ぬ

を
い
ひ
て
、
①
皇
朝
に
い
ふ
と
、
末
ハ
あ
ふ
に
似
た
れ
ど
も
、
皇
朝

に
て
神
と
い
ふ
ハ
、
天
地
の
御
霊
を
本
に
し
て
人
の
霊
を
い
ひ
、
又

鳥
獣
草
木
ま
で
も
神
と
す
、
②
故
に
其
神
に
よ
き
あ
し
き
神
あ
り

て
、
其
あ
し
き
神
と
人
の
死
た
る
を
、
か
ら
国
に
て
ハ
、
鬼
と
い
へ

り
、
こ
ゝ
の
文
皆
か
ら
言
を
本
に
て
書
し
ハ
い
か
に
、

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
古
事
記
伝
』
に
お
い
て
は
、

①
さ
て
凡
て
迦
徴
と
は
、
古
御
典
等
に
見
え
た
る
天
地
の
諸
の
神
た
ち
を

始
め
て
、
其
を
祀
れ
る
社
に
坐
御
霊
を
も
申
し
、
又
人
は
さ
ら
に
も
云

ず
、
鳥
獣
木
草
の
た
ぐ
ひ
海
山
な
ど
、
其
餘
何
に
ま
れ
、
尋
常
な
ら
ず
す

ぐ
れ
た
る
徳
の
あ
り
て
、
可
畏
き
物
を
迦
徴
と
は
云
な
り
、

②
迦
徴
は
如
此
く
種
々
に
て
、
貴
き
も
あ
り
賤
き
も
あ
り
、
強
き
も
あ
り

弱
き
も
あ
り
、
善
き
も
あ
り
悪
し
き
も
あ
り
て
、
心
も
行
も
そ
の
さ
ま
ぐ

に
随
ひ
て
、
と
り
ぐ
に
し
あ
れ
ば
、【
貴
き
賤
き
に
も
、
段
々
多
く
し
て
、

最
賤
き
神
の
中
に
は
、
徳
す
く
な
く
て
、
凡
人
に
も
負
る
さ
へ
あ
り
、
か

の
狐
な
ど
、
怪
き
わ
ざ
を
な
す
こ
と
は
、
い
か
に
か
し
こ
く
巧
な
る
人

も
、
か
け
て
及
ぶ
べ
き
に
非
ず
、
ま
こ
と
に
神
な
れ
ど
も
、
常
に
狗
な
ど
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こ
で
は
し
ば
し
ば
国
学
と
の
対
比
に
お
い
て
正
統
記
が
「
国
体
」
や
神
道

を
明
ら
か
に
し
た
書
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
儒
教
を
否
定

す
る
国
学
と
は
別
の
形
で
日
本
の
固
有
性
に
つ
い
て
語
る
た
め
に
、
幽
谷

門
流
は
正
統
記
を
必
要
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

会
沢
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
解
釈
状
況
の
中
で
正
統
記
を
受
容
し
た
の
だ

ろ
う
。
た
と
え
ば
『
草
偃
和
言
』（
天
保
五
年
〈
一
八
三
四
〉
成
立
）
に

お
い
て
「
国
体
を
明
に
し
、
名
分
を
正
し
く
」
し
た
「
千
載
の
亀
鑑
」
と

正
統
記
を
評
し
て
い
る
の
は
、
幽
谷
や
東
湖
に
よ
る
正
統
記
解
釈
と
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、『
廸
彝
篇
』（
天
保
四
年
〈
一
八
三
三
〉）
の
「
国
体
第

二
」
で
は
日
本
の
「
国
体
」
を
説
明
す
る
た
め
に
正
統
記
の
本
文
が
引
用

さ
れ
て
お
り
、『
新
論
』
の
国
体
論
と
の
対
応
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
神
器
に
ま
つ
わ
る
詔
勅
や
、
神
代
以
来
の

系
譜
に
基
づ
く
君
臣
関
係
の
永
続
性
と
い
っ
た
会
沢
の
祭
政
一
致
論
の
中

核
的
な
思
想
が
正
統
記
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
会
沢
の
思
想
の
一
つ
の
典
拠
と
し
て
正
統
記
が
重
要
な
意
義
を
有
し

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

最
後
に
会
沢
に
と
っ
て
の
正
統
記
の
意
義
を
よ
り
明
白
に
す
る
べ
く
、

会
沢
の
国
学
批
判
を
取
り
上
げ
る
。『
読
直
毘
霊
』（
安
政
五
年
〈
一
八
五

八
〉）
な
ど
で
会
沢
が
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
―
一
八
〇
一
）
を
批
判
す

る
の
は
何
よ
り
宣
長
が
儒
教
を
否
定
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
よ
り
根
本
的

な
両
者
の
差
異
は
「
国
体
」
観
の
違
い
に
存
す
る
。
幕
藩
体
制
の
危
機
に

直
面
し
て
い
た
会
沢
は
宣
長
の
非
政
治
性
を
嫌
い
、
よ
り
政
治
的
な
国
体

論
を
求
め
て
い
た
。
そ
れ
に
応
え
る
も
の
が
、
お
そ
ら
く
正
統
記
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
会
沢
の
祭
政
一
致
論
の
基
盤
で
あ
る
国
体
論
は
、
記
紀
の
記
述

か
ら
直
接
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
会
沢
は
国
学
に
対
し
て
も
極

め
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
会
沢
は
自
ら
の
考
え
る
「
国

体
」
を
描
く
に
あ
た
っ
て
ど
こ
か
ら
そ
の
意
匠
を
得
て
き
た
の
か
と
い
う

問
題
が
依
然
と
し
て
残
る
。
本
発
表
で
は
会
沢
の
国
体
論
の
一
つ
の
源
泉

と
し
て
、
北
畠
親
房
（
一
二
九
三
―
一
三
五
四
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

『
神
皇
正
統
記
』
に
着
目
す
る
。
後
期
水
戸
学
に
お
け
る
正
統
記
の
受
容

史
に
関
し
て
は
、
既
に
名
越
時
正
に
よ
る
研
究
が
あ
る
が
（「
北
畠
親
房

と
水
戸
学
の
道
統
」『
水
戸
学
の
研
究
』
所
収
、
神
道
史
学
会
、
一
九
七

五
年
）、
名
越
の
研
究
は
「
国
体
」
概
念
を
後
期
水
戸
学
以
前
に
ま
で
遡

及
的
に
読
み
込
む
点
に
問
題
が
あ
り
、
ま
た
藤
田
幽
谷
や
東
湖
を
考
察
の

主
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
発
表
は
「
国
体
」
概
念
の
歴
史

性
を
ふ
ま
え
つ
つ
会
沢
に
よ
る
正
統
記
解
釈
を
考
察
し
た
。

　

そ
も
そ
も
正
統
記
は
前
期
水
戸
学
に
お
い
て
も
、
す
な
わ
ち
『
大
日
本

史
』
の
編
纂
に
従
事
し
て
い
た
儒
者
た
ち
の
間
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
そ
こ
で
正
統
記
は
専
ら
王
朝
の
「
正
統
」
を
説
い
た
テ
ク
ス

ト
と
し
て
読
ま
れ
て
お
り
、『
大
日
本
史
』
の
南
朝
正
統
論
の
根
拠
で
あ

る
神
器
正
統
論
と
の
関
連
で
受
容
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
前
期
水
戸
学
以
来
の
解
釈
を
転
換
さ
せ
た
の
は
お
そ
ら
く

藤
田
幽
谷
（
一
七
七
四
―
一
八
二
六
）
で
あ
ろ
う
。
幽
谷
は
早
く
か
ら
正

統
記
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
文
政
年
間
に
入
っ
て

盛
ん
に
「
国
体
」
概
念
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
正
統
記
を
「
国

体
」
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
再
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は

吉
田
令
世
（
一
七
九
一
―
一
八
四
四
）
や
藤
田
東
湖
（
一
八
〇
六
―
一
八

五
五
）
と
い
っ
た
幽
谷
の
門
人
ら
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
そ
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出
口
な
お
の
教
祖
化
過
程
に
つ
い
て 

│
│ 

象
徴
解
釈
の
立
場
か
ら 

│
│

長
崎　

誠
人

　

教
祖
研
究
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
カ
リ
ス
マ
論
は
重
要
な
洞
察
を

も
た
ら
し
て
き
た
。
し
か
し
、
呪
術
的
な
宗
教
伝
統
の
周
縁
も
し
く
は
外

部
か
ら
カ
リ
ス
マ
は
現
れ
、
伝
統
社
会
を
革
新
す
る
と
い
う
ウ
ェ
ー
バ
ー

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
カ
リ
ス
マ
観
は
日
本
の
新
宗
教
の
教
祖
研
究
に

そ
の
ま
ま
援
用
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
日
本
の
新

宗
教
の
教
祖
は
既
存
の
宗
教
伝
統
の
周
縁
や
外
部
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く

呪
術
的
な
民
俗
宗
教
伝
統
の
内
部
か
ら
現
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
カ
リ
ス
マ
は
既
成
宗
教
内
部
で
呪
術

的
・
エ
ク
ス
タ
シ
ー
的
儀
式
を
司
る
祭
司
階
級
を
ひ
と
つ
の
基
盤
と
す
る

と
い
う
バ
ー
ガ
ー
に
よ
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
批
判
が
引
か
れ
た
。
そ
う
し
て
新

宗
教
の
教
祖
は
、
突
然
の
回
心
に
よ
っ
て
宗
教
的
使
命
を
自
覚
し
宗
教
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
祖
に
な
る
（
突
発
説
）
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
病
気
治
し
や
予
言
な
ど
に
よ
る
カ
リ
ス
マ
の
証
し
に

よ
り
カ
リ
ス
マ
的
支
配
関
係
が
成
立
し
、
そ
の
基
盤
の
上
で
宗
教
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
述
べ
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
単
な
る
呪
術
師
が
教
祖
へ
と
変
容

し
て
ゆ
く
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
よ
り
突
発
説
は
乗

り
越
え
ら
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
教
祖
は
そ
れ
ま
で
に
は

な
い
新
た
な
宗
教
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
世
界
観
を
得
る
の
か
と
い
う
問
題
が

残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

大
本
教
の
開
祖
出
口
な
お
に
関
す
る
安
丸
良
夫
の
研
究
は
、
な
お
の
宗

教
的
使
命
の
自
覚
、
教
え
の
形
成
な
ど
に
つ
い
て
重
要
な
理
解
を
も
た
ら

し
、
新
宗
教
の
教
祖
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に

は
や
は
り
今
述
べ
た
よ
う
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
神
が
か
り
後
の
な
お
が
自
分
に
憑
い
た
神
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
ゆ
く
過
程
は
、
無
意
識
と
意
識
、
言
語
以
前
と
言
語
、
論
理
以
前

と
論
理
と
い
っ
た
二
分
法
を
前
提
と
し
、
無
意
識
・
言
語
以
前
・
論
理
以

前
の
と
こ
ろ
で
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
・
言
語
・
論
理
に
上
ら
せ

る
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
神
が
か
り
そ
の
も

の
、
そ
し
て
『
お
ふ
で
さ
き
』
の
言
葉
は
、
神
が
か
り
以
前
の
苦
難
に
満

ち
た
な
お
の
生
活
史
を
正
当
化
し
、
そ
の
中
で
蓄
積
さ
れ
た
ル
サ
ン
チ
マ

ン
を
解
放
す
る
も
の
と
し
て
な
お
自
身
に
よ
っ
て
無
意
識
的
に
理
解
さ
れ

た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
神
が
か
り
そ
の
も
の
や
『
お
ふ

で
さ
き
』
の
言
葉
の
意
味
は
、
初
め
か
ら
な
お
の
苦
難
の
生
活
史
を
正
当

化
す
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
理
解
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
の
理
解
こ
そ
が
な
お
の
独
自
性
・
創
造

性
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
お
の
苦
難

の
生
活
史
と
の
関
連
に
よ
っ
て
あ
た
か
も
自
明
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
と
い
う
点
が
問
題
で
あ
る
。

　

な
お
の
神
が
か
り
の
前
年
に
は
、
な
お
の
住
ん
で
い
た
何
鹿
郡
だ
け
で

二
十
八
人
の
発
狂
者
が
出
て
お
り
、
な
お
自
身
が
自
分
の
神
が
か
り
を
狐

狸
に
化
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
後
年
そ
れ
を
「
気
違
」

と
回
想
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
金
光
教
や
出
口
王
仁
三
郎
と
の
関

わ
り
に
お
い
て
は
期
待
と
失
望
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
か

ら
考
え
る
と
、
要
す
る
に
、
神
が
か
り
そ
の
も
の
、
そ
し
て
『
お
ふ
で
さ

き
』
の
言
葉
を
、
神
が
か
り
当
初
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
王
仁
三
郎
と
出

第
七
部
会
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病
、
出
産
後
の
生
理
的
不
調
な
ど
家
族
の
問
題
か
ら
く
る
精
神
的
苦
悩
と

生
理
的
苦
痛
に
あ
る
と
し
、
み
き
に
と
っ
て
「
神
の
や
し
ろ
」
と
な
る
こ

と
は
、
病
、
息
子
の
難
病
、
家
の
道
具
、
夫
婦
の
不
和
、
重
労
働
か
ら
の

解
放
を
意
味
し
た
（
村
上
『
近
代
民
衆
宗
教
史
の
研
究
』
一
一
一
頁
）
と

論
じ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
当
時
の
家
制
度
の
中
で
酷
使
さ
れ
る
嫁
の
苦
悩

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
笠
原
一
男
『
転
換
期
の
宗
教
』
や
小
栗
純
子
『
日
本
の
近
代

社
会
と
天
理
教
』
に
よ
っ
て
も
、
夫
婦
の
不
和
、
子
ど
も
を
な
く
し
た
悲

し
み
、
家
事
重
労
働
、
長
男
の
病
気
、
出
産
後
の
不
調
と
い
っ
た
条
件
が

積
み
重
な
っ
て
、
み
き
の
心
身
は
限
界
状
況
に
達
し
、「
神
が
か
り
」
へ

と
い
た
っ
た
と
い
う
理
解
が
述
べ
ら
れ
（『
転
換
期
の
宗
教
』
一
五
〇
頁
、

『
日
本
の
近
代
社
会
と
天
理
教
』
二
二
頁
）、
み
き
の
苦
悩
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
こ
れ
ら
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
島
薗
進
は
論
文
「
神
が
か
り
か
ら
援
け
ま
で
」
に
お
い
て
は
、

む
し
ろ
「
神
が
か
り
」
以
後
に
み
き
の
宗
教
的
自
覚
が
育
ま
れ
て
い
っ
た

と
し
て
「
神
が
か
り
」
自
体
に
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
意
義
を
認
め
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、「
神
が
か
り
の
さ
い
、
み
き
が
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
気

持
ち
に
な
る
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
」
こ
と
に
、
夫
と
の
心
の
ゆ
き
ち
が

い
や
、
家
の
男
に
対
す
る
「
過
剰
な
心
づ
か
い
」
を
指
摘
し
て
、
先
に
挙

げ
た
諸
研
究
ほ
ど
の
強
調
は
な
い
が
、
家
族
の
問
題
に
苦
悩
す
る
み
き
の

イ
メ
ー
ジ
は
こ
こ
で
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
村
上
に
よ
る
歴
史

叙
述
は
後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
村

上
に
よ
る
歴
史
叙
述
の
出
ど
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

村
上
は
出
典
と
し
て
佐
木
秋
夫
ほ
か
『
教
祖
│
│
庶
民
の
神
々
』
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
み
き
の
結
婚
は
「
本
人
の
気
の
進
ま
な
い
押
し
つ

会
っ
た
頃
で
さ
え
も
、
な
お
は
自
分
自
身
の
苦
難
の
生
活
史
を
意
味
づ
け

る
言
葉
と
し
て
充
分
に
理
解
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ

れ
ら
は
な
お
本
人
に
も
理
解
で
き
な
い
象
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
リ
ク

ー
ル
の
「
象
徴
は
思
考
を
促
す
」
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め
と
し
た
象
徴
理

論
を
参
照
す
れ
ば
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
そ
の
こ
と
が
そ
の
後
の

創
造
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

教
祖
化
過
程
の
突
発
説
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
神
が
か
り
や
回
心
な
ど

の
宗
教
体
験
と
そ
れ
に
至
る
生
活
史
を
連
続
的
に
理
解
す
る
可
能
性
を
切

り
開
い
た
が
、
一
方
で
宗
教
体
験
そ
の
も
の
、
そ
し
て
そ
の
後
の
教
祖
の

生
活
史
の
創
造
性
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

天
理
教
の
立
教
を
め
ぐ
っ
て

澤
井　

治
郎

　

本
発
表
は
、
天
理
教
教
団
の
歴
史
、
特
に
立
教
を
巡
る
叙
述
に
注
目
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
展
開
を
概
観
し
、
そ
の
歴
史
叙
述
の
内
容
に
つ

い
て
も
若
干
の
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
理
教
で
は
、

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
現
在
の
奈
良
県
天
理
市
に
あ
る
中
山
家
で
長
男

秀
司
の
足
痛
を
治
す
た
め
寄
加
持
を
行
っ
た
際
に
、
そ
の
母
中
山
み
き
に

「
元
の
神
・
実
の
神
」
と
名
の
る
神
が
天
降
り
、
み
き
の
身
体
が
「
神
の

や
し
ろ
」
と
定
ま
っ
た
と
き
の
こ
と
を
指
し
て
立
教
と
し
て
い
る
。

　

村
上
重
良
は
、「
教
団
内
外
の
そ
れ
ま
で
の
教
祖
伝
研
究
の
成
果
を
結

集
し
、
一
つ
の
歴
史
叙
述
に
ま
と
め
あ
げ
た
」（
島
薗
「
天
理
教
研
究
史

試
論
」
八
四
頁
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
立
教
に
至
る
「
神
が
か

り
」
を
準
備
し
た
も
の
は
、
夫
婦
の
不
和
、
子
女
の
夭
折
、
長
男
の
重
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金
光
教
第
二
世
代
に
よ
る
「
一
般
の
宗
教
の
研
究
」
と
そ
の
背
景

藤
井　

麻
央

　

明
治
三
十
三
年
に
一
派
独
立
を
果
た
し
た
金
光
教
に
と
っ
て
、
明
治
末

期
は
「
独
立
教
団
」
と
し
て
の
組
織
・
教
義
の
整
備
の
時
代
に
当
た
る
。

同
時
に
、
直
信
か
ら
第
二
世
代
へ
世
代
交
代
を
控
え
た
時
期
で
も
あ
っ

た
。
教
団
中
枢
に
あ
っ
た
直
信
・
佐
藤
範
雄
ら
の
学
問
重
視
の
姿
勢
に
よ

り
、
第
二
世
代
の
一
部
は
、
金
光
中
学
を
経
て
、
東
京
の
大
学
で
宗
教
学

や
哲
学
を
学
ん
だ
。
第
二
世
代
は
、
明
治
三
十
九
年
に
東
京
に
て
青
年
会

を
結
成
し
て
機
関
誌
『
新
光
』
を
創
刊
し
、
そ
の
活
動
目
的
に
は
、
教
義

の
研
鑽
闡
明
と
「
一
般
の
宗
教
の
研
究
」
を
掲
げ
た
。
彼
ら
は
、「
一
般

の
宗
教
の
研
究
」、
す
な
わ
ち
、
金
光
教
と
諸
宗
教
と
の
比
較
研
究
に
よ

り
、「
天
地
唯
一
の
明
教
」
た
る
教
団
の
在
り
方
を
模
索
し
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
十
年
代
後
半
に
出
生
し
た
第
二
世
代
に
と
っ
て
、
教
祖
没
後
に
組

織
化
さ
れ
た
教
団
と
い
う
存
在
は
自
明
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
日
露
戦
争
後

の
帝
都
東
京
で
の
社
会
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、
彼
ら
は
、

近
代
日
本
社
会
に
お
け
る
宗
教
教
団
の
一
つ
と
し
て
金
光
教
を
把
握
し

た
。
こ
の
意
識
は
、
淫
祠
邪
教
視
の
払
拭
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。

『
新
光
』
で
は
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
宗
教
の
序
列
、「
高
等
宗

教
」
に
金
光
教
が
位
置
付
け
ら
れ
る
一
方
で
、
布
教
現
場
に
対
し
て
は
、

霊
験
や
病
気
治
し
の
一
辺
倒
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

は
、
理
念
的
な
宗
教
の
在
り
方
と
、
現
状
の
教
団
が
乖
離
し
て
い
る
と
い

う
認
識
に
基
づ
く
見
解
と
い
え
る
。

　

第
二
世
代
は
、
当
時
の
宗
教
不
要
論
な
ど
を
背
景
に
、
教
会
内
に
止
ま

ら
ず
に
社
会
全
体
を
救
済
す
る
「
活
き
た
」
宗
教
を
標
榜
し
て
い
た
。
こ

れ
に
は
、
明
治
四
十
年
の
東
京
勧
業
博
覧
会
に
合
わ
せ
て
来
日
し
た
救
世

け
ら
れ
た
」（
一
九
頁
）
も
の
で
、
夫
は
女
に
だ
ら
し
な
く
不
幸
な
結
婚

生
活
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
夫
婦
の
問
題
や
長
男
の

足
の
不
自
由
な
ど
と
い
っ
た
不
幸
と
と
も
に
、
こ
こ
で
は
「
照
之
亟
の
身

代
り
事
件
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
中
山
家
の
隣
の
足
達
家

か
ら
あ
ず
か
っ
て
い
た
赤
子
の
照
之
亟
が
黒
疱
瘡
に
か
か
り
命
が
危
な
い

状
況
に
な
っ
た
際
、
み
き
が
あ
ち
こ
ち
の
神
に
、
願
満
ち
た
上
は
長
男
を

残
し
て
二
人
の
女
児
を
、
そ
れ
で
足
り
な
け
れ
ば
自
分
の
命
を
も
捧
げ
る

と
祈
願
を
か
け
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
実
際
赤
子
は
た
す
か
り
、
そ
の
後

娘
が
二
人
夭
折
す
る
。
こ
の
こ
と
を
、
本
書
で
は
単
に
「
夭
折
」
で
は
な

く
「
イ
ケ
ニ
エ
」
と
し
て
の
死
去
と
表
現
さ
れ
、
そ
う
し
た
事
柄
か
ら
み

き
は
精
神
バ
ラ
ン
ス
を
失
う
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
村
上
は
、
教
祖
の
神
格
化
の
過
程
で
整
え
ら
れ
、
後
年

に
拡
大
さ
れ
た
「
美
談
」
だ
と
し
て
切
り
捨
て
て
い
る
。
し
か
し
、
教
祖

在
世
当
時
の
明
治
一
六
年
（
し
た
が
っ
て
照
之
亟
も
隣
家
で
生
き
て
い
た

時
代
）
に
は
、
こ
の
出
来
事
が
神
の
天
降
り
を
も
た
ら
す
大
き
な
要
因
と

し
て
説
く
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
単
に
み
き
の
幼
少
時
代
や
嫁
と
し
て

の
働
き
ぶ
り
な
ど
に
関
す
る
「
美
談
」
と
は
異
な
る
意
味
を
有
す
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
単
に
家
族
の
問
題
に
よ
る
苦
悩

や
し
が
ら
み
か
ら
の
解
放
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、「
神
の
や
し
ろ
」
に
な

る
こ
と
が
意
味
づ
け
ら
れ
る
出
来
事
が
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
と
い
う
見
方

も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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実
現
す
る
こ
と
で
、「
覚
書
」
の
内
容
な
ど
に
基
づ
く
教
組
像
の
究
明
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
第
二
世
代
は

今
日
に
連
な
る
教
義
の
基
盤
を
生
み
出
し
た
と
さ
れ
る
。
大
正
期
以
降
に

第
二
世
代
が
担
う
教
義
形
成
及
び
組
織
運
営
と
、
明
治
末
期
に
み
ら
れ
た

「
一
般
の
宗
教
の
研
究
」
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
論
を
要

す
る
。
だ
が
、「
一
般
の
宗
教
の
研
究
」
が
、「
独
立
教
団
」
の
地
歩
を
固

め
る
こ
と
と
、
第
二
世
代
な
り
の
教
団
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
と
い

う
二
つ
の
課
題
へ
応
答
し
う
る
一
つ
の
形
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
諸

宗
教
と
の
比
較
に
よ
っ
て
涵
養
さ
れ
た
意
識
は
、
第
二
世
代
の
土
台
と
な

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

放
送
法
制
の
形
成
過
程
に
お
け
る
「
宗
教
」
の
布
置

菅　
　

直
子

　

日
本
で
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
・
編
集
・
流
布
行
為
を
通
じ
て
な

さ
れ
る
表
現
活
動
に
関
わ
る
法
律
と
し
て
、
日
本
国
憲
法
二
十
一
条
「
言

論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
」、
民
法
七
二
三
条
の
名
誉
毀
損

に
関
す
る
規
定
、
刑
法
一
七
五
条
の
猥
褻
文
書
頒
布
罪
の
規
定
等
が
あ

り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
固
有
の
規
制
と
し
て
は
放
送
機
関
に
つ
い
て
の
み
課

せ
ら
れ
る
放
送
法
等
が
あ
る
。
放
送
メ
デ
ィ
ア
は
、
世
界
各
国
に
お
い
て

も
、
電
波
の
稀
少
性
、
社
会
的
影
響
力
の
強
さ
等
を
理
由
と
し
て
、
他
の

メ
デ
ィ
ア
に
比
し
て
特
別
に
強
い
公
的
規
制
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
一
国
の
放
送
制
度
は
、「
そ
の
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
政

策
が
端
的
に
表
現
さ
れ
る
舞
台
で
あ
る
」
と
も
い
わ
れ
る
﹇
清
水
、
一
九

九
五
、
四
三
﹈。

　

発
表
者
は
、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
派
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
の
視

軍
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ー
ス
の
活
動
な
ど
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
東
京
勧
業
博
覧
会
は
諸
宗
教
の
動
向
を
知
る
象
徴
的
な
出
来
事
だ

っ
た
と
み
え
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
の
伝
道
活
動
に
触
発
さ
れ
た
よ
う

に
、
翌
四
十
一
年
に
は
青
年
会
に
よ
る
夏
季
伝
道
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
一
般
の
宗
教
の
研
究
」
が
教
団
に
影
響
を
与
え
た
一
つ
の
事

例
で
あ
る
が
、
布
教
体
制
や
人
材
育
成
と
い
う
組
織
統
一
に
対
す
る
第
二

世
代
の
問
題
関
心
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。
他
面
、
社
会
を
救
済
す
る

宗
教
と
い
う
理
念
は
、
地
方
改
良
運
動
や
感
化
救
済
事
業
に
積
極
的
な
意

義
を
見
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
一
般
の
宗
教
の
研
究
」
は
教
義
面
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
幕
末
の
迷

信
を
打
破
し
た
宗
教
改
革
者
と
し
て
の
教
祖
像
を
描
く
と
と
も
に
、
こ
の

教
祖
像
で
は
幕
末
と
い
う
限
ら
れ
た
局
面
に
お
け
る
消
極
的
な
意
義
し
か

持
た
な
い
と
い
う
論
も
展
開
さ
れ
た
。
後
者
の
論
で
は
、
迷
信
打
破
に
代

わ
る
教
組
出
現
の
理
由
と
し
て
個
人
の
尊
厳
の
発
現
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
に
対
応
し
う
る
教
義
の
普
遍

性
の
模
索
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。「
普
遍
的
宗
教
」
は
キ
リ
ス
ト
教
に

代
表
さ
せ
ら
れ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
は
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教

批
判
と
軌
を
一
に
し
て
国
体
と
の
衝
突
を
問
題
視
す
る
。
そ
こ
で
、「
普

遍
的
宗
教
」
で
あ
る
こ
と
と
、
国
体
と
の
適
合
と
い
う
二
点
を
兼
ね
備
え

る
宗
教
と
し
て
金
光
教
を
浮
上
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
教
団
観
は
「
他
の
成

立
宗
教
と
比
較
し
て
一
頭
地
抜
け
る
も
の
」
と
し
て
、
当
時
の
教
団
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
新
光
』
誌
上
を
中
心
に
行
わ
れ
た
「
一
般
の
宗
教
の
研
究
」
は
、
明

治
四
十
年
代
前
後
に
集
中
し
、
そ
の
後
は
減
少
し
て
い
く
。
教
祖
の
生
涯

や
「
理
解
」
の
開
示
と
い
う
第
二
世
代
の
要
求
が
、
大
正
初
年
に
か
け
て
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（
Ｎ
Ａ
Ｂ
）
放
送
基
準
を
参
考
に
制
定
さ
れ
た
（
一
九
五
一
年
）。
し
か

し
、
宗
教
番
組
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
が
「
精
神
的
協
調

及
び
人
種
の
了
解
を
促
進
し
、
且
つ
社
会
の
各
種
の
宗
教
的
必
要
を
広
く

満
足
せ
し
め
る
こ
と
が
宗
教
放
送
の
目
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、

そ
の
目
的
を
掲
げ
て
い
た
の
に
対
し
、
民
放
連
「
放
送
基
準
」
で
は
「
宗

教
に
関
す
る
番
組
は
、
各
宗
派
の
立
場
を
重
ん
じ
、
公
平
に
取
扱
う
。
こ

の
種
の
番
組
で
は
、
宗
教
ま
た
は
道
徳
に
関
係
の
な
い
こ
と
が
ら
お
よ
び

必
ず
し
も
必
要
で
な
い
論
争
は
避
け
る
」
と
定
め
る
の
み
で
あ
っ
た
。
テ

レ
ビ
放
送
開
始
に
際
し
て
制
定
さ
れ
た
「
テ
レ
ビ
放
送
基
準
」（
一
九
五

八
）
で
は
「
宗
教
」
に
関
す
る
条
文
が
増
や
さ
れ
る
が
、「
目
的
」
へ
の

言
及
は
な
い
。
た
だ
し
、
テ
レ
ビ
予
備
免
許
を
与
え
る
に
あ
た
っ
て
、
郵

政
省
は
教
育
・
教
養
番
組
の
放
送
時
間
拡
大
を
求
め
、
宗
教
番
組
は
教
養

番
組
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
教
養
番
組
と
は
「
職
業
や

専
門
を
こ
え
て
学
問
や
芸
術
な
ど
一
般
精
神
文
化
に
対
す
る
理
解
、
知
見

を
深
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
諸
能
力
を
全
体
と
し
て
調
和
的
に
発
達

さ
せ
円
満
な
人
格
を
培
養
す
る
の
に
役
立
た
せ
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
意

図
の
も
と
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
」
と
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
宗
教
番
組
の
放
送
状
況

お
よ
び
番
組
へ
の
批
判
の
言
説
等
を
検
討
し
、
宗
教
番
組
が
教
養
番
組
と

さ
れ
る
―
教
養
と
し
て
の
「
宗
教
」
と
な
る
―
そ
の
過
程
を
捉
え
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
「
宗
教
」
の
内
実
を
明
ら
か

に
し
た
い
。

点
を
手
が
か
り
に
、
メ
デ
ィ
ア
上
の
表
現
構
成
と
社
会
規
範
が
も
つ
関
係

を
踏
ま
え
て
、
現
代
日
本
人
の
宗
教
性
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
表
現
構
成
と
社
会
規
範
が
も
つ

関
係
を
捉
え
る
に
は
、
―
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
送
出
す
る
内
容
を
検
討
す
る

以
外
に
―
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
動
を
規
制
し
て
い
る
法
制
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
も
有
意
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

本
発
表
で
は
、
①
放
送
法
「
番
組
準
則
」
―
公
安
・
良
俗
の
原
則
、
政

治
的
公
平
の
原
則
、
真
実
性
の
原
則
、
論
点
の
多
角
的
解
明
の
原
則
の
四

原
則
―
の
制
定
過
程
、
お
よ
び
②
日
本
民
間
放
送
連
盟
「
放
送
基
準
」
が

定
め
る
「
宗
教
」
に
関
す
る
事
項
を
取
り
上
げ
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
「
宗
教
」
に
つ
い
て
検
討

を
試
み
た
。

　

①
占
領
期
の
放
送
法
の
検
討
状
況
を
見
た
と
き
、
当
初
か
ら
四
原
則
を

盛
り
込
む
こ
と
で
固
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

比
較
的
早
い
段
階
か
ら
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
の
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
が

要
求
し
た
「
公
平
原
則
」
と
も
い
う
べ
き
「
政
治
的
公
平
」
と
「
論
点
の

多
角
的
解
明
」
の
二
つ
の
原
則
で
あ
る
。
残
る
二
つ
の
う
ち
、
特
に
「
公

安
の
原
則
」
は
、
日
本
側
に
よ
っ
て
最
終
段
階
で
追
加
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
﹇
村
上
、
二
〇
〇
八
、
五
四
﹈。
日
本
の
政
府
側
に
は
、
一
貫
し
て

「
国
民
全
般
の
利
益
の
た
め
に
、
新
聞
紙
法
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
っ
た
規
制
を
求
め
る
志
向
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ

が
「
公
安
の
原
則
」
に
結
実
し
た
と
い
え
る
。

　

②
日
本
民
間
放
送
連
盟
「
放
送
基
準
」
は
、
当
初
政
府
側
が
基
準
を
設

け
る
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
あ
く
ま
で
自
主
的
に
制
定
す

べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
認
識
に
立
っ
て
、
特
に
全
米
放
送
事
業
者
連
盟
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に
凝
縮
さ
れ
、
衛
星
放
送
内
で
は
編
集
作
業
を
一
切
行
わ
な
い
生
放
送
と

し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
。
放
送
内
で
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
放
送
事
故
を
含
め

て
全
て
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
は
、
巻
き
戻
し
や
反
復
不
可
能
な
人
間
の
一

回
性
の
再
現
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
Ｊ
・
ボ
イ
ス
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
は
「
メ
デ
ィ
ア
」
を
扱
う
パ
イ
ク
に
と
っ
て
特
別
な
感
情
を
抱
か
せ

る
よ
う
に
な
り
、
情
報
伝
達
手
段
以
上
の
本
質
論
的
意
味
付
け
を
模
索
す

る
よ
う
に
な
る
。「
衛
星
芸
術
」
に
お
け
る
巫
堂
の
舞
踊
と
宇
宙
空
間
の

共
演
は
、
あ
る
意
味
パ
イ
ク
が
本
作
品
に
込
め
た
メ
デ
ィ
ア
へ
の
多
元
的

メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。

　

ウ
ィ
ー
ナ
ー
と
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
共
に
情
報
工
学
者
や
メ
デ
ィ
ア
論
者

で
あ
る
が
、
パ
イ
ク
は
二
人
の
提
示
す
る
概
念
や
理
念
を
自
己
の
宗
教
観

を
通
じ
て
独
自
に
解
釈
・
吸
収
す
る
。

　
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
概
念
の
始
祖
ウ
ィ
ー
ナ
ー
は
、
そ
の
概
念

を
一
般
人
向
け
に
書
下
ろ
し
た
啓
蒙
書
『
人
間
の
人
間
的
な
利
用
（
邦

訳
：
人
間
機
械
論
』（
一
九
五
四
）
に
お
い
て
、
人
間
の
尊
厳
が
機
械
に

搾
取
さ
れ
る
社
会
の
在
り
方
を
批
判
す
る
が
、
パ
イ
ク
は
そ
の
主
張
に
共

感
し
て
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
人
間
的
な
利
用
」
と
い
う
観
念
を
生
み
出

し
、
自
身
の
メ
デ
ィ
ア
実
践
が
他
者
の
生
の
充
実
に
資
す
る
た
め
の
在
り

方
を
模
索
す
る
。
ま
た
そ
の
言
説
の
中
に
ケ
ー
ジ
の
禅
性
を
見
出
す
等
、

パ
イ
ク
は
ウ
ィ
ー
ナ
ー
を
哲
学
者
と
し
て
も
高
い
評
価
を
し
て
い
る
。

　

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
有
名
な
「
地
球
村
」
概
念
も
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の

「
衛
星
芸
術
」
構
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
当
初
は
マ
ク
ル
ー
ハ

ン
自
身
を
楽
観
的
・
観
念
的
と
し
て
こ
れ
を
批
判
し
た
。
し
か
し
「
地
球

村
」
の
概
念
自
身
を
完
全
に
否
定
し
た
訳
で
は
な
く
、
Ｂ
・
フ
ラ
ー
『
月

「
衛
星
芸
術
」
の
宗
教
思
想

│
│ 

対
抗
文
化
、
地
球
村
、
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

│
│

榎
本　

香
織

　

本
発
表
は
、
八
〇
年
代
に
前
衛
芸
術
集
団
「
フ
ル
ク
サ
ス
」
の
一
員
、

ナ
ム
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
衛
星
芸
術
」
と
そ
の
実

践
背
景
に
つ
い
て
、
対
抗
文
化
期
の
思
想
論
と
し
て
考
察
す
る
。

　
「
衛
星
芸
術
」
と
は
、
衛
星
を
用
い
た
生
中
継
の
特
性
を
利
用
し
た
総

合
的
芸
術
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
が
、
企
画
者
で
あ
る
パ
イ
ク
は
こ
の
実
践
の

背
景
に
メ
デ
ィ
ア
と
宗
教
思
想
を
独
自
に
混
在
さ
せ
た
理
念
を
内
包
さ

せ
て
い
た
。「
衛
星
芸
術
」
は
三
度
に
渡
り
行
わ
れ
た
が
、
初
回
の
作
品

Good m
orning, M

r. O
rw
ell

（
一
九
八
四
）
で
は
「
双
方
向
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
」、
二
作
目
のBye bye, K

ipling

（
一
九
八

六
）
で
は
「
東
西
文
化
の
交
流
」、
そ
し
てW
rap A

round the W
orld

（
一
九
八
八
）
で
は
「
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
た
脱
中
心
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
在
り
方
を
提
示
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
衛
星
芸
術
を
通
じ
て

パ
イ
ク
が
目
指
そ
う
と
し
た
の
は
、
芸
術
に
よ
る
人
間
の
生
の
充
実
化
と

そ
の
拡
大
で
、
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の
為
の
手
段
で
あ
っ
た
。
一
次
資
料
の
分

析
に
よ
り
、「
衛
星
芸
術
」
が
構
想
か
ら
実
現
に
至
る
に
は
約
二
〇
年
余

の
歳
月
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
パ
イ
ク
の
メ
デ
ィ

ア
観
は
、
主
に
四
人
の
思
想
に
よ
っ
て
形
成
・
成
熟
し
て
い
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
四
名
は
、
Ｊ
・
ケ
ー
ジ
と
Ｊ
・
ボ
イ
ス
と
い
う

宗
教
的
価
値
観
提
供
者
と
、
Ｎ
・
ウ
ィ
ー
ナ
ー
と
Ｍ
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と

い
う
情
報
学
的
方
法
論
提
供
者
と
に
二
分
さ
れ
る
。

　

パ
イ
ク
の
「
師
」
で
あ
る
Ｊ
・
ケ
ー
ジ
は
「
禅
」
の
在
り
方
を
教
え
た

が
、
こ
れ
は
パ
イ
ク
に
お
い
て
「
不
確
定
性
」「
一
回
性
」
と
い
う
概
念
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い
て
、
家
事
労
働
は
継
子
い
じ
め
の
象
徴
で
あ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
に
登

場
し
た
白
雪
姫
は
、
そ
れ
ら
の
仕
事
を
そ
つ
な
く
こ
な
す
母
性
的
な
お
姫

様
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
求

め
た
理
想
的
女
性
像
の
典
型
だ
っ
た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
ン
は
、
皿
洗
い
、
床
こ
す
り
、
針
仕
事
と
い
っ
た
労
働

を
好
ま
な
い
し
、
三
組
の
双
子
の
世
話
を
経
験
し
て
、
も
う
う
ん
ざ
り
だ

と
い
う
気
持
ち
も
隠
さ
な
い
。
当
時
、
ア
ン
の
よ
う
な
孤
児
の
価
値
は
ど

れ
だ
け
働
け
る
か
で
決
ま
っ
た
が
、
農
場
労
働
で
求
め
ら
れ
た
男
子
の
よ

う
な
肉
体
労
働
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
女
子
に
求
め
ら
れ
る
家
事
労
働

も
得
意
で
は
な
い
の
だ
。
ま
た
彼
女
は
自
身
の
喜
び
を
大
切
に
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
理
想
像
と

は
異
な
る
新
た
な
ヒ
ロ
イ
ン
の
誕
生
を
意
味
し
て
い
る
。

二 

共
同
体
を
破
壊
し
、
再
生
さ
せ
る
魔
女

　

物
語
の
舞
台
と
な
る
ア
ヴ
ォ
ン
リ
ー
村
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
会
を
基
盤

と
し
た
理
想
的
共
同
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
安
定
を
守
る
た
め
に
部

外
者
に
対
し
て
は
厳
し
く
な
る
。
お
祈
り
の
仕
方
も
知
ら
な
い
ア
ン
は
、

異
端
者
と
し
て
の
魔
女
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
宗
教
教
育
の
必
要
か
ら

日
曜
学
校
に
行
か
さ
れ
る
が
、
疎
外
感
を
感
じ
た
ア
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
教

会
に
対
す
る
率
直
な
感
想
は
、
む
し
ろ
長
年
の
敬
虔
な
信
徒
で
あ
る
マ
リ

ラ
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
に
も
作
者
は
各
章
の
タ
イ
ト
ル

を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
慣
習
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
祈
り
や

懺
悔
・
告
解
、
誓
い
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持

つ
用
語
が
多
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
揶
揄
す
る
か
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
作
品
中
の
自
然
描
写
や
ア
ン
の
言
動
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
以

前
の
土
着
的
な
宗
教
の
世
界
観
に
近
い
も
の
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

へ
の
九
つ
の
鎖
』（
一
九
三
八
）
の
地
球
生
態
学
的
視
点
を
援
用
す
る
こ

と
で
、
そ
の
実
践
に
方
向
性
を
与
え
現
実
的
な
も
の
と
し
た
。
ウ
ィ
ー
ナ

ー
と
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
理
論
は
、（
高
次
の
）
生
の
充
実
と
そ
の
有
機
的

拡
大
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
実
践
と
い
う
パ
イ
ク
の
理
念
を
支
え
る
も
の
と

な
っ
た
。

　

結
論
と
し
て
、
パ
イ
ク
の
メ
デ
ィ
ア
実
践
は
「
禅
」「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
」「
生
を
充
実
化
す
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
三
種
の
宗
教

観
が
混
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、「
衛
星
芸
術
」
は
そ
の
集
大
成

的
作
品
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

児
童
文
学
に
み
る
現
代
的
宗
教
性
の
諸
相

大
澤
千
恵
子

　

モ
ン
ゴ
メ
リ
の
『
赤
毛
の
ア
ン
』
は
、
少
女
小
説
の
代
表
的
存
在
と
し

て
、
い
ま
だ
に
広
く
愛
読
さ
れ
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
目
で
あ
る
。

　

自
然
の
美
し
い
島
の
村
で
農
場
を
営
む
老
兄
妹
が
手
伝
い
の
た
め
の
男

の
子
を
カ
ナ
ダ
本
土
の
孤
児
院
か
ら
引
き
取
る
が
、
な
に
か
の
手
違
い
で

や
っ
て
き
た
の
は
女
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
物
語
は
始
ま
る
。
こ
の
プ

ロ
ッ
ト
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
主
人
公
の
ア
ン
が
孤
児
で
あ
り
、
余
所
者

で
あ
り
、
女
の
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
三
点
は
そ
れ
ぞ
れ
、
近

代
家
族
、（
キ
リ
ス
ト
教
教
会
を
基
盤
と
し
た
）
共
同
体
、
成
人
男
性
か

ら
の
逸
脱
を
示
し
て
い
る
。

一 

近
代
家
族
を
超
え
た
ヒ
ロ
イ
ン
像
〜
シ
ン
デ
レ
ラ
か
ら
白
雪
姫
、

そ
し
て
ア
ン

　

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
理
想
的
女
性
像
の
あ
り
よ
う
も
変
化
し

た
。
美
し
さ
や
優
雅
さ
、
優
し
さ
を
美
徳
と
し
て
い
た
シ
ン
デ
レ
ラ
に
お
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に
な
り
、
二
〇
一
二
年
に
は
劇
場
映
画
に
も
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の

物
語
の
登
場
人
物
で
あ
る
ベ
ム
・
ベ
ラ
・
べ
ロ
の
行
動
に
、
大
乗
仏
教
に

お
け
る
菩
薩
の
行
動
そ
の
も
の
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

　

ま
ず
仏
教
に
お
け
る
「
菩
薩
」
と
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語bodhisattva

の
俗
語
形
を
音
写
し
て
「
菩
薩
」
と
し
た
説
が
有

力
で
、
通
常
「
悟
り
を
求
め
る
人
」
と
解
さ
れ
る
。
大
乗
仏
教
の
経
典
で

は
様
々
な
菩
薩
の
姿
が
描
か
れ
る
が
、
中
で
も
有
名
な
の
は
浄
土
教
が
重

視
す
る
経
典
『
無
量
寿
経
』
等
に
表
れ
る
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
。
法
蔵
菩
薩

は
、
衆
生
救
済
の
た
め
に
「
国
中
の
人
や
天
が
必
ず
悟
り
を
得
な
い
な
ら

ば
、
私
は
仏
に
は
成
ら
な
い
」（
第
一
一
願
）「
一
切
の
生
あ
る
も
の
が
至

心
に
信
楽
し
て
私
の
浄
土
に
生
ま
れ
よ
う
と
欲
し
、
わ
ず
か
十
声
の
念
仏

で
も
称
え
た
人
を
救
え
な
い
の
な
ら
ば
、
私
は
仏
に
は
成
ら
な
い
」（
第

一
八
願
）
に
代
表
さ
れ
る
四
十
八
願
を
立
て
る
。

　

一
方
、
ド
ラ
マ
『
妖
怪
人
間
ベ
ム
』
は
、
生
命
科
学
に
よ
っ
て
人
間
と

し
て
作
ら
れ
た
が
「
失
敗
作
」
で
あ
っ
た
ベ
ム
・
ベ
ラ
・
ベ
ロ
の
三
人

が
、
自
分
た
ち
が
完
全
な
人
間
に
成
れ
る
方
法
を
探
し
て
放
浪
す
る
と
い

う
物
語
で
あ
る
。
そ
の
旅
の
中
で
ベ
ム
た
ち
は
、
興
奮
す
る
と
醜
い
妖
怪

の
姿
を
さ
ら
し
、
人
間
か
ら
は
恐
れ
ら
れ
疎
ま
れ
な
が
ら
も
苦
し
ん
で
い

る
人
間
を
救
い
続
け
る
。
紆
余
曲
折
を
経
て
、
ベ
ム
た
ち
は
自
分
た
ち
が

完
全
な
人
間
に
な
る
方
法
を
発
見
す
る
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
と
同
じ
細

胞
か
ら
生
ま
れ
た
悪
の
化
身
で
あ
る
「
名
前
の
な
い
男
」
と
一
体
化
し
、

悪
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
ら
も
人
間
と
な
り
た
い
「
名
前
の

な
い
男
」
は
、
自
ら
と
一
体
化
し
け
れ
ば
永
遠
に
人
間
た
ち
を
悪
に
導
き

続
け
る
と
ベ
ム
た
ち
を
強
迫
す
る
。
し
か
し
、
ベ
ム
た
ち
は
心
か
ら
憧
れ

る
人
間
に
な
る
こ
と
を
断
念
し
、「
名
前
の
無
い
男
」
の
提
案
を
「
俺
達

こ
う
し
た
傾
向
は
児
童
文
学
全
体
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

三 

少
女
で
あ
る
こ
と
の
意
義

　

男
で
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
何
の
落
ち
度
も
な
い
の
に
、
送
り
か

え
さ
れ
そ
う
に
な
る
。「
少
女
」
で
あ
る
こ
と
は
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
罪

だ
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ア
ン
が
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
以
降
そ

の
問
題
は
忘
れ
去
ら
れ
た
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
終
盤
、
年
老
い
た
養

い
親
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
自
分
が
農
場
労
働
を
手
伝
え
る
男
の
子

で
あ
っ
た
ら
と
嘆
く
ア
ン
に
、
マ
シ
ュ
ウ
は
ア
ン
を
一
ダ
ー
ス
の
男
の
子

よ
り
も
い
い
と
告
げ
る
。

　

二
〇
世
紀
初
頭
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
に
あ
っ
て
、『
赤
毛
の
ア
ン
』

は
、
劣
位
に
置
か
れ
た
女
性
的
な
も
の
を
捨
て
、
男
性
的
要
素
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
対
等
と
な
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
大
人
や
男
性
の
下
位
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
「
少
女
」
の
中
に
も
特
有
の
精
神
性
の
高
さ
や
想
像
力

が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
み
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
。
そ
の
根
底
に
は
、
女

性
は
超
越
者
か
ら
も
自
然
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
モ
ン
ゴ
メ
リ
自
身
の
女
性
と
し
て
の
宗
教
的
葛
藤
が
あ
っ
た
の
だ

が
、
そ
こ
に
家
族
や
信
仰
、
女
性
性
と
い
っ
た
現
代
に
も
通
じ
る
様
々
な

宗
教
的
問
題
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
妖
怪
人
間
ベ
ム
』
に
お
け
る
仏
教
思
想

三
浦　

宏
文

　

二
〇
一
一
年
に
日
本
テ
レ
ビ
系
列
で
放
送
さ
れ
た
『
妖
怪
人
間
ベ
ム
』

と
い
う
ド
ラ
マ
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
放
送
さ
れ
た
同
名
の
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
作
品
を
原
作
と
し
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
所
属
の
ア
イ
ド
ル
亀

梨
和
也
や
人
気
子
役
の
鈴
木
福
が
出
演
し
た
事
か
ら
若
者
を
中
心
に
話
題
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「
神
秘
・
呪
術
ブ
ー
ム
」
と
少
女

│
│ 『
マ
イ
バ
ー
ス
デ
ィ
』
の
事
例
か
ら 

│
│

橋
迫　

瑞
穂

　

宗
教
学
、
宗
教
社
会
学
の
見
地
か
ら
、
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
社
会
に

お
け
る
「
神
秘
・
呪
術
ブ
ー
ム
」
は
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
注
目
さ
れ
て
き

た
。
な
か
で
も
少
女
た
ち
を
中
心
に
流
行
し
た
「
占
い
・
お
ま
じ
な
い
」

は
、
複
雑
な
人
間
関
係
や
そ
こ
で
の
自
分
自
身
の
位
置
を
解
釈
す
る
認
識

枠
組
み
、
す
な
わ
ち
、「
認
識
の
た
め
の
『
地
図
』」
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
少
女
た
ち
に
と
っ
て

「
占
い
・
お
ま
じ
な
い
」
が
担
っ
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。「
占
い
・

お
ま
じ
な
い
」
が
少
女
に
果
た
す
積
極
的
な
役
割
に
注
目
し
、「
占
い
・

お
ま
じ
な
い
」
が
少
女
た
ち
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
彼

女
た
ち
に
現
実
の
日
常
生
活
の
中
で
居
場
所
を
示
し
、
そ
の
居
場
所
を
獲

得
す
る
た
め
の
経
路
を
示
す
役
割
を
担
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
本
発
表

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
目
的

の
た
め
に
、
少
女
向
け
占
い
雑
誌
『
マ
イ
バ
ー
ス
デ
イ
』
を
取
り
上
げ
る
。

　
『
マ
イ
バ
ー
ス
デ
イ
』
は
、
八
〇
年
代
を
中
心
と
す
る
「
占
い
・
お
ま

じ
な
い
」
の
流
行
を
象
徴
す
る
雑
誌
で
あ
っ
た
。
当
初
は
西
洋
占
星
術
を

中
心
に
紹
介
し
、
女
子
中
高
生
を
主
な
読
者
と
し
て
支
持
を
獲
得
し
て
き

た
が
、
次
第
に
幅
広
い
内
容
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

詳
し
い
占
星
術
の
結
果
か
ら
、「
占
い
・
お
ま
じ
な
い
」
の
専
門
性
の
高

い
手
引
き
、
日
常
生
活
で
手
軽
に
実
行
で
き
る
も
の
に
至
る
ま
で
多
岐
に

わ
た
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
盛
期
に
は
、
公
称
約
四

〇
万
人
の
読
者
が
い
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、『
マ
イ
バ
ー
ス
デ
イ
』

は
、
日
常
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ま
つ
わ
る
記
事
も
掲
載
し
、
読
者
投
稿

は
人
間
に
な
り
た
い
。
だ
が
人
間
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
た

ち
が
人
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
寿
命
で
す
ぐ
死
ん
で
し
ま
い
、
ず
っ

と
人
間
を
救
う
こ
と
が
出
来
な
い
。」
と
い
っ
て
拒
絶
す
る
。

　

さ
ら
に
ベ
ム
た
ち
は
、
そ
の
提
案
を
拒
否
す
る
だ
け
で
な
く
「
名
前
の

無
い
男
」
の
存
在
自
体
を
抹
消
し
て
し
ま
う
。「
名
前
の
無
い
男
」
に
「
本

当
に
人
間
に
な
れ
な
く
て
い
い
の
か
」
と
聞
き
返
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対

し
て
ベ
ラ
と
ベ
ロ
は
「
そ
れ
が
妖
怪
人
間
で
あ
る
私
た
ち
な
の
だ
」
と
答

え
、
ベ
ム
は
「
悲
し
む
人
間
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
こ
う
す
る
し
か
な

い
」
と
涙
を
流
し
な
が
ら
自
分
た
ち
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
こ
の
態
度

と
決
断
は
、
前
述
し
た
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
を
行
動
と
し
て
表
し
た
も

の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
ベ
ム
の
姿
は
、
全
て
の
人
間
が
悟
り
を
得
る
ま

で
は
自
ら
は
仏
に
な
ら
な
い
と
願
う
菩
薩
の
決
意
と
覚
悟
を
表
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
物
語
を
通
し
て
の
ベ
ム
た
ち
の
行
動
原
理
は
「
助
け
を
求

め
る
人
間
を
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
た
だ
の
妖
怪
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
「
私
た
ち
は
妖
怪
人
間
だ
」
と
い

う
言
葉
は
、
ま
さ
に
こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
自
分

た
ち
を
「
人
間
」
で
も
な
く
「
た
だ
の
妖
怪
」
で
も
な
い
「
妖
怪
人
間
」

と
し
て
生
き
る
と
自
己
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
仏
教
的
に
言

い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
は
美
し
い
が
時
折
悪
の
心
に
惑
わ
さ
れ
る
「
人
間
」

と
し
て
で
も
、
自
ら
の
悟
り
や
幸
福
の
み
を
求
め
る
修
行
者
で
あ
る
「
阿

羅
漢
」
す
な
わ
ち
「
た
だ
の
妖
怪
」
で
も
な
く
、
い
つ
で
も
救
い
を
求
め

る
人
の
そ
ば
に
い
て
手
を
差
し
伸
べ
る
「
菩
薩
」
す
な
わ
ち
「
妖
怪
人

間
」
と
し
て
生
き
て
行
く
と
い
う
「
誓
願
」
を
立
て
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
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に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
を
も
価
値
づ
け
る
こ
と
で
、
少
女
た
ち
に
学
校
の

な
か
に
自
ら
を
ど
う
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
か
と
い
う
そ
の
方
向
性
を
強
調

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
マ
イ
バ
ー
ス
デ
イ
』
が
示
す
「
占
い
・
お
ま
じ
な

い
」
は
「
魔
女
っ
こ
」
と
し
て
の
努
力
を
推
奨
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

読
者
た
る
少
女
た
ち
は
白
魔
女
の
理
想
像
に
向
か
う
「
魔
女
っ
こ
」
と
し

て
の
努
力
を
と
お
し
て
、
現
実
の
学
校
生
活
に
お
け
る
人
間
関
係
の
中

で
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
そ
の
中
に
確
固
た
る
自
分
の
居
場
所
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
よ

う
に
促
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、『
マ
イ
バ
ー
ス
デ
イ
』
に
お
け

る
「
占
い
・
お
ま
じ
な
い
」
は
、
そ
の
た
め
の
経
路
を
示
す
も
の
と
し
て

も
少
女
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
と
日
猶
同
祖
論

山
本　

伸
一

　

日
本
人
の
一
部
が
ユ
ダ
ヤ
人
、
特
に
北
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
の
失
わ
れ
た

十
部
族
の
末
裔
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
薄
弱
な
根
拠
と
荒
唐
無
稽
な
議

論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
を
引
き
つ
け
て
き
た
。
こ

の
日
猶
同
祖
論
に
肯
定
的
な
態
度
を
示
し
た
者
た
ち
の
う
ち
、
も
っ
と
も

顕
著
な
勢
力
が
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
な
か
か
ら
現
れ
た
事
実
は
、

決
し
て
宗
教
史
の
偶
然
で
は
な
い
。
教
会
の
権
威
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
証

さ
れ
る
秘
跡
や
典
礼
で
は
な
く
、
日
本
独
自
の
キ
リ
ス
ト
教
の
確
立
と
新

旧
約
聖
書
の
学
習
に
重
き
を
置
い
た
神
学
者
た
ち
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
歴
史
的
実
像
に
キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
源
泉
を
求
め
、
ユ

ダ
ヤ
人
の
贖
い
に
終
末
の
予
兆
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
西
洋

欄
を
設
け
る
な
ど
、
少
女
雑
誌
と
し
て
の
性
格
も
併
せ
持
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
同
誌
の
「
占
い
・
お
ま
じ
な
い
」
で
中
心
的
役
割
を
担
っ
た

ル
ネ
・
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ル
・
ワ
タ
ナ
ベ
は
、
宇
宙
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
周
囲
か
ら
愛
さ
れ
る
「
白
魔
女
」
に
な
る
と
い
う
理
想
像
を
示
し
、

「
占
い
・
お
ま
じ
な
い
」
を
そ
の
理
想
像
に
向
け
た
努
力
の
過
程
と
し
、

そ
れ
を
実
行
す
る
読
者
を
「
魔
女
っ
こ
」
と
名
づ
け
た
。
さ
ら
に
、
読
者

か
ら
執
筆
者
と
な
っ
た
マ
ー
ク
・
矢
崎
信
治
は
、
読
者
の
悩
み
に
答
え
る

だ
け
で
な
く
、
読
者
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
を
使
用
し
た
「
占
い
・
お
ま

じ
な
い
」
を
紹
介
し
、
多
く
の
読
者
か
ら
支
持
さ
れ
た
。
マ
ー
ク
は
ル
ネ

か
ら
の
影
響
を
受
け
「
白
魔
女
」
を
理
想
と
し
て
い
る
が
、
同
時
に
「
白

魔
女
」
に
な
る
た
め
の
「
魔
女
っ
こ
」
と
し
て
の
努
力
を
、
読
者
を
学
校

生
活
に
結
び
付
け
る
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
読
者
自
身
も
独
自
に
「
占
い
・
お
ま
じ
な
い
」
を
創
作
し

て
投
稿
し
、
誌
面
で
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
読
者
も
ま
た

「
魔
女
っ
こ
」
と
し
て
の
努
力
を
内
面
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
マ
イ
バ
ー
ス
デ
イ
』
の
「
占
い
・
お
ま
じ
な
い
」
は
、

学
校
に
お
け
る
人
間
関
係
を
重
視
し
、
そ
れ
と
積
極
的
に
向
き
合
う
こ

と
に
価
値
を
与
え
、
神
秘
的
な
意
味
さ
え
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
占

い
・
お
ま
じ
な
い
」
を
通
し
て
目
指
す
べ
き
理
想
像
と
さ
れ
た
白
魔
女

が
、
こ
う
し
た
良
好
な
人
間
関
係
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
白
魔
女
と
い
う
理
想
像
は
、
美

し
さ
、
か
わ
い
ら
し
さ
、
優
し
さ
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
少
女
ら
し
さ
の

価
値
を
も
読
者
に
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、『
マ
イ
バ
ー

ス
デ
イ
』
は
学
校
空
間
の
人
間
関
係
を
神
秘
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
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（
日
本
的
一
神
教
）
の
普
及
を
、
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
の
主
要
理
念
で
あ
る

原
始
福
音
の
再
興
の
前
駆
的
な
運
動
と
し
て
見
る
こ
と
だ
っ
た
。
手
島
は

こ
れ
を
「
原
始
ヤ
ハ
タ
信
仰
へ
の
回
帰
」
と
も
呼
ぶ
。
ユ
ダ
ヤ
人
を
祖
と

す
る
渡
来
系
の
秦
氏
が
、
八
幡
信
仰
と
し
て
一
神
教
を
日
本
の
神
道
に
導

入
し
よ
う
と
し
た
が
、
彼
ら
は
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
痕
跡
は
言
語
や
習
俗
と
し
て
神
道
文
化
の
い
た
る
所
に
残
さ
れ

て
い
る
。
か
つ
て
神
道
の
な
か
に
一
神
教
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
秦
氏
の

志
を
範
と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
語
っ
た
教
え
を
日
本

的
な
精
神
の
も
と
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
原
始
福
音
の
再
興

を
掲
げ
る
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
の
使
命
で
あ
る
。
手
島
は
日
猶
同
祖
論
に
親

和
的
か
つ
慎
重
な
立
場
を
取
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
し
た

の
だ
。

　

と
は
い
え
、
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
の
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
友

好
的
な
態
度
や
神
道
文
化
と
の
習
合
を
呈
す
る
教
義
が
、
手
島
の
日
猶
同

祖
論
に
託
し
た
教
え
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
現
在
の
幕
屋
の
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
と
皇
室
へ
の
崇
敬
も
、
決

し
て
異
質
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
キ
リ

ス
ト
の
幕
屋
と
日
猶
同
祖
論
の
関
係
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
そ
の

教
義
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
だ
。
ま
た
、
教
団
を
越
え
て
相
互
の
影
響

関
係
が
存
在
し
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
に
よ
る
日

猶
同
祖
論
の
展
開
、
お
よ
び
そ
の
他
の
宗
教
家
や
政
治
家
、
ユ
ダ
ヤ
人
側

か
ら
の
肯
定
的
な
受
容
を
研
究
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
議
論
で
も
あ
る
。

か
ら
移
植
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
く
、
日
本
的
な
キ
リ
ス
ト
教
を
打

ち
立
て
る
た
め
に
、
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
間
に
歴
史
的
実
証
性
を
越

え
た
関
係
を
主
張
す
る
者
た
ち
ま
で
現
れ
た
。
こ
の
事
実
は
彼
ら
の
教
義

や
精
神
性
に
深
く
根
差
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

小
谷
部
全
一
郎
、
中
田
重
治
、
佐
伯
好
郎
、
川
守
田
英
二
、
酒
井
勝
軍

と
い
っ
た
日
猶
同
祖
論
に
親
和
的
な
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
に
ま
さ
っ
て
主

体
的
に
関
心
を
示
し
、
実
践
的
な
活
動
の
な
か
で
ユ
ダ
ヤ
人
や
イ
ス
ラ
エ

ル
国
家
と
密
接
に
関
与
し
た
人
物
が
、
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
の
創
設
者
、
手

島
郁
郎
（
一
九
一
〇
―
一
九
七
三
）
だ
。
内
村
鑑
三
の
無
教
会
主
義
に
共

鳴
し
て
伝
道
を
行
っ
た
手
島
は
、
日
猶
同
祖
論
に
関
す
る
論
考
を
著
し

た
。
ベ
ン
ア
ミ
・
シ
ロ
ニ
ー
な
ど
の
理
解
に
よ
る
と
、
こ
の
仮
説
が
キ
リ

ス
ト
の
幕
屋
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
支
持
の
理
論
的
な
基
盤
の
ひ
と
つ

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
手
島
の
議
論
を
詳
細
に
検
証
す
る

と
、
彼
が
そ
れ
ほ
ど
単
純
に
日
猶
同
祖
論
を
受
け
入
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
る
。『
太
秦
ウ
ズ
マ
サ
の
神
│
│
八
幡
信
仰
と
キ
リ
ス

ト
景
教
に
つ
い
て
』
で
は
、
秦
氏
が
失
わ
れ
た
十
部
族
の
末
裔
で
あ
る
と

い
う
、
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
研
究
者
佐
伯
好
郎
の
仮
説
、
お
よ
び
日
本
の
古

い
民
謡
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
詩
歌
で
あ
る
と
い
う
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

牧
師
川
守
田
英
二
の
仮
説
を
も
と
に
し
て
、
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
近
親

性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
私
は
何
も
日
本
と
ユ
ダ
ヤ
の
同
祖

論
を
説
く
わ
け
で
は
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
手
島
が
こ
の
一

見
し
て
奇
異
な
説
に
極
め
て
慎
重
な
態
度
を
示
し
た
こ
と
に
注
意
を
払
う

べ
き
で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
彼
の
目
的
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
秦
氏
（
ユ
ダ
ヤ
系
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
に
よ
る
八
幡
信
仰
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一
九
六
四
年
か
ら
は
「
キ
リ
ス
ト
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
神
社
の
通

常
の
祭
り
は
か
つ
て
の
行
政
区
分
に
し
た
が
っ
て
西
越
三
嶽
神
社
と
戸
来

三
嶽
神
社
で
別
々
に
行
わ
れ
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト
祭
は
新
郷
村
に
な
っ
て

以
降
、
全
村
あ
げ
て
の
ほ
ぼ
唯
一
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
。
当
初
は
商
工

会
中
心
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
村
の
観
光
課
主
催
と
な
り
、
毎
年
六
月
第

一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
祭
り
の
式
次
第
は
時
期
に
よ
っ
て
多
少

の
異
動
は
あ
る
が
、
全
体
的
に
神
式
で
行
わ
れ
る
。
祝
詞
奏
上
の
後
、
国

会
議
員
・
県
議
な
ど
来
賓
に
よ
る
祝
辞
と
玉
串
奉
奠
と
な
る
。
続
い
て
村

に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
田
中
獅
子
舞
と
鶏
舞
が
行
わ
れ
る
。
そ
の

後
、
キ
リ
ス
ト
の
墓
を
題
材
に
投
稿
さ
れ
た
短
歌
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
墓
の
周
り
で
の
盆
踊
り
「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」
と
な

る
。

　

キ
リ
ス
ト
の
墓
や
祭
を
訪
れ
る
ゲ
ス
ト
の
多
く
は
、
好
奇
心
か
ら
Ｂ
級

観
光
地
、
オ
カ
ル
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
を
見
よ
う
と
す
る
人
々
で
あ
る
。
彼
ら

は
キ
リ
ス
ト
の
墓
が
偽
物
で
あ
る
こ
と
は
当
然
知
っ
て
お
り
、
そ
の
偽
物

性
を
楽
し
む
た
め
に
訪
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
相
対
的
に
少
数
で

あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
の
墓
の
真
正
性
を
信
じ
る
人
々
も
い
る
。
祭
り
の
日

に
限
ら
ず
、
墓
の
前
で
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
人
々
や
、
伝
承
館
の
前
に
置
か

れ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
模
型
の
中
で
瞑
想
す
る
人
々
が
い
る
。
こ
う
し
た
ゲ
ス

ト
は
、
キ
リ
ス
ト
渡
来
説
を
信
じ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
キ
リ

ス
ト
の
墓
に
何
ら
か
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
真
正
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ゲ
ス
ト
に
対
し
て
、
ホ
ス
ト
で
あ
る
村
・
県
の
職
員
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
近
隣
で
暮
ら
す
人
々
の
立
場
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
ホ
ス
ト
側
の

ほ
ぼ
す
べ
て
の
人
々
が
キ
リ
ス
ト
の
墓
が
偽
物
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て

地
域
振
興
と
聖
地
戦
略

│
│ 

青
森
県
新
郷
村
キ
リ
ス
ト
の
墓
の
事
例 

│
│

岡
本　

亮
輔

　

本
報
告
で
は
、
青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
（
旧
戸
来
村
）
の
「
キ
リ
ス
ト

の
墓
」
の
事
例
に
つ
い
て
、
宗
教
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
主
題
の
下
、
特

に
「
真
正
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
分
析
を
試
み
る
。
新
郷
村
の
聖
地
観
光

戦
略
の
特
徴
は
「
キ
リ
ス
ト
の
墓
」
と
い
う
「
明
白
な
フ
ェ
イ
ク
」
を
軸

と
す
る
点
に
あ
る
。
他
に
も
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
伝
奇
を
観
光
に
と
り
入
れ

る
同
村
の
戦
略
は
し
ば
し
ば
確
信
犯
的
な
商
業
主
義
と
し
て
み
な
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
観
光
の
表
舞
台
と
裏
舞
台
で
は
ホ
ス
ト
の
言
説
は
変
化

し
、
偽
物
で
あ
っ
て
も
伝
承
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
そ
れ
自
体
に
対
す
る
真

正
性
の
感
覚
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

新
郷
村
の
キ
リ
ス
ト
伝
承
の
特
徴
は
、
そ
の
起
源
が
確
定
さ
れ
、「
間

違
い
な
く
偽
物
で
あ
る
こ
と
」
を
ホ
ス
ト
・
ゲ
ス
ト
の
双
方
が
明
確
に
認

識
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
郷
村
の
伝
承
は
『
竹
内
文
献
』
に
基
づ

き
、
一
九
三
五
年
八
月
、
戸
来
村
出
身
の
鳥
谷
幡
山
と
村
長
・
佐
々
木
傳

次
郎
の
案
内
で
訪
れ
た
竹
内
巨
麿
が
墓
を
「
発
見
」
し
た
。
あ
る
日
突
然

伝
説
が
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
湧
説
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
明
白
な
フ
ェ
イ
ク
で
あ
る
湧
説
に
基
づ
く
キ
リ
ス
ト
の
墓
は

村
の
中
心
的
な
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
青
森

県
自
体
が
「
癒
し
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
美
知
の
国
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
も
用
い
、
県
公
認
の
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ゾ
ー
ン
」
と
「
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
」
を
六
〇
ヶ
所
弱
選
定
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る

が
、
そ
こ
で
も
新
郷
村
は
メ
イ
ン
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
。
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ー
リ
ー
に
お
い
て
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
位
置
は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
あ

る
。

　

初
期
の
申
請
リ
ス
ト
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
構
成
資
産
と
し
て
重
要

視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
の
暫
定
リ
ス
ト
に
は
「
平
戸
島
の
聖
地

と
集
落
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
集
落
が
構
成
資
産
に

含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
一
六
世
紀
か
ら
続
く
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
伝
統
に

世
界
遺
産
化
へ
の
意
味
が
あ
る
と
の
判
断
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一

般
的
に
、
世
界
遺
産
登
録
に
関
わ
る
地
域
で
は
、
宗
教
を
観
光
資
源
と
し

て
利
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
長
崎
で
は
す
で
に
巡
礼
路
が
整
備
さ
れ
て
き

た
が
、
さ
ら
に
、
今
年
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
地
を
含
む
「
平
戸
巡

礼
」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、「
平
戸
巡
礼
手
帳
」
を
具
体
的

な
事
例
と
し
て
分
析
を
お
こ
な
う
。「
平
戸
巡
礼
手
帳
」
は
二
七
ヶ
所
の

巡
礼
地
を
お
と
ず
れ
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
形
式
を
と
る
。
こ
こ
に
含
ま

れ
る
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
地
は
、
③
ガ
ス
パ
ル
様
（
黒
瀬
の
辻
殉
教

地
）
④
中
江
の
島
（
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
様
）、
⑥
ダ
ン
ジ
ク
様
、
⑧
オ
ロ
ク

ニ
ン
様
・
昇
天
石
の
四
ヶ
所
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
禁
教
初
期
の
殉
教
地
で

あ
る
。
⑧
が
所
在
す
る
根
獅
子
集
落
の
地
図
を
み
る
と
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ

タ
ン
の
信
仰
の
場
は
ほ
か
に
も
存
在
し
て
い
る
。
聖
な
る
山
で
あ
る
ニ
コ

バ
、
マ
リ
ア
像
の
隣
に
あ
る
聖
水
を
採
取
し
て
い
た
泉
（
大
石
脇
）、
チ

チ
ャ
の
木
、
踏
絵
所
跡
で
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
承
は
作
り
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
歴
史
的
事
実
を
含
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
オ
ロ
ク
ニ
ン
様

が
埋
葬
さ
れ
た
ウ
シ
ワ
キ
の
森
で
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
中
世
の
墓
が
検

出
さ
れ
た
。
周
囲
で
も
複
数
の
人
骨
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
こ
が
か
つ

て
の
墓
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
中
世
墓
の
場
合
に
は
頭
位

を
、
座
棺
の
場
合
に
は
死
者
の
正
面
を
聖
山
ニ
コ
バ
へ
向
け
て
埋
葬
し
て

い
る
が
、
同
時
に
、
観
光
の
裏
舞
台
で
は
、
し
ば
し
ば
墓
は
キ
リ
ス
ト
の

も
の
で
な
く
と
も
、「
誰
か
大
切
な
人
が
葬
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
が
強
調

さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
祭
も
観
光
戦
略
と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
父
祖
伝
来
の

伝
統
芸
能
」
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
墓
と
祭
の
世
代
継
承
そ
の

も
の
に
、
先
祖
と
の
紐
帯
を
示
す
も
の
と
し
て
真
正
性
が
読
み
込
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
真
正
性
の
回
路
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や
ア

ニ
メ
や
映
画
の
舞
台
訪
問
な
ど
、
現
代
社
会
で
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
疑
似
聖

地
を
考
え
る
際
の
一
助
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

長
崎
教
会
群
の
世
界
遺
産
化
と
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
集
落

デ
ラ
コ
ル
ダ
川
島
・
テ
ィ
ン
カ

　

二
〇
〇
七
年
以
降
、
長
崎
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
長
崎
県
、
観

光
協
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
な
ど
複
数
の
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
し
て

き
た
。
本
研
究
は
、
世
界
遺
産
申
請
の
絞
り
込
み
の
中
で
起
こ
っ
た
構
成

資
産
へ
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
の
追
加
に
注
目
す
る
。
長
崎
県
に
お

い
て
近
年
観
光
資
源
と
な
っ
た
平
戸
及
び
佐
世
保
地
域
の
巡
礼
を
分
析

し
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
が
構
成
資
産
へ
追
加
さ
れ
た
こ
と
が
、
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
お
け
る
彼
ら
の
位
置
に
ど
の
程
度

影
響
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

世
界
遺
産
登
録
の
た
め
に
構
成
資
産
を
選
定
す
る
な
か
で
重
要
と
な
っ

た
の
は
、
一
六
世
紀
に
お
こ
な
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
、
江
戸
時
代

の
長
い
潜
伏
期
間
、
近
代
に
お
け
る
劇
的
な
復
活
と
い
う
歴
史
性
を
テ
ー

マ
と
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
は
こ
の

潜
伏
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
を
継
承
し
た
点
で
き
わ
め
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
遺
産
登
録
に
関
す
る
ス
ト
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て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

本
発
表
は
、
外
来
系
新
宗
教
で
あ
る
本
教
会
の
研
究
を
行
う
も
の
で
あ

る
。「
外
来
新
宗
教
」
は
、
次
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
系
、

イ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
系
、
韓
国
系
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
で
あ
る
（「
外
来
の

新
宗
教
」
井
上
順
孝
編
『
新
宗
教
事
典
』）。
ア
メ
リ
カ
系
の
特
徴
は
、
キ

リ
ス
ト
教
系
新
宗
教
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
教
会
（
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
教
会
）、
エ
ホ
バ
の
証
人
、
な
ど
、
一
九
世
紀
に
成
立
し
た
セ

ク
ト
型
の
教
団
が
多
く
、
戦
前
か
ら
日
本
に
布
教
を
行
な
っ
て
い
る
。
イ

ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
系
は
、
戦
後
の
日
本
で
布
教
を
開
始
し
た
も
の
が
多

く
、
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
文
化
と
関
係
し
た
教
団
が
多
い
。

ラ
ジ
ニ
ー
シ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
な
ど
、
一
旦
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
た
も
の

が
日
本
に
入
っ
て
来
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
、
韓
国
系

は
、
こ
ち
ら
も
戦
後
に
日
本
に
布
教
が
始
ま
っ
た
も
の
が
多
い
。
特
に
キ

リ
ス
ト
教
系
教
団
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
有
名
な
も
の
に
、
世
界
基

督
教
統
一
神
霊
協
会
（
統
一
教
会
）、
摂
理
な
ど
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
カ

ル
ト
」
問
題
の
研
究
が
多
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
は
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
系
か

ら
遅
れ
て
入
っ
て
き
た
新
宗
教
で
あ
る
ラ
エ
リ
ア
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
な

ど
、
既
存
宗
教
と
の
関
係
が
薄
い
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
韓
国
系
を
除
く

と
、
研
究
の
蓄
積
は
非
常
に
少
な
い
。
信
者
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
特
に
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な
要

因
で
あ
ろ
う
。

　

本
発
表
で
は
、
明
治
期
に
日
本
で
の
布
教
を
開
始
し
た
教
会
の
歴
史
を

対
象
と
し
、
日
本
で
布
教
を
行
な
っ
た
際
の
反
応
を
、
新
聞
記
事
な
ど
当

時
の
メ
デ
ィ
ア
資
料
を
用
い
て
、
教
会
の
社
会
的
認
知
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
特
に
多

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
世
紀
の
教
会
跡
も
伝
承
の

あ
っ
た
場
所
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
所
に
関
し
て
は
、「
平

戸
巡
礼
」
の
よ
う
な
よ
り
大
き
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
語
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
根
獅
子
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
は
一
九
九

二
年
に
解
散
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
信
仰
に
関
連
し
た
場
所
が
現

在
ま
で
語
り
継
が
れ
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
と
し
て
の
景
観
が
保
た

れ
集
合
的
記
憶
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。

　

新
し
い
暫
定
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
が
注
目
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
新
し

い
暫
定
リ
ス
ト
に
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
が
含
ま
れ
て
お
り
、
根
獅

子
の
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
な
記
憶
が
認
め
ら
れ
る
。
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の

信
仰
の
場
は
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
と
な
り
「
平
戸
巡
礼
」
が
で
き
る

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
中
心
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
権
威
付
け
さ
れ

な
が
ら
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
長
崎
の
世
界
遺
産
に
向
け
た
動
き
の
中

に
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
集
合
的
記
憶
が
大
き
な
「
語
り
」
の
中
に
含

ま
れ
て
い
く
過
程
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

近
代
日
本
の
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会

布
教
戦
略
の
特
徴
に
つ
い
て

杉
内　

寛
幸

　

二
〇
一
二
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
は
、
共
和
党
か
ら
ミ
ッ
ド
・

ロ
ム
ニ
ー
氏
が
出
馬
し
た
。
ロ
ム
ニ
ー
候
補
は
、
熱
心
な
ア
メ
リ
カ
キ
リ

ス
ト
教
系
新
宗
教
で
あ
る
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会
の
信
徒

（
通
称
・
モ
ル
モ
ン
教　

以
下
、
教
会
）
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
ア
メ

リ
カ
社
会
で
は
こ
の
教
会
が
設
立
当
初
と
異
な
り
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
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教
会
は
、
関
東
大
震
災
、
排
日
移
民
法
、
教
会
員
数
が
増
え
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
伝
道
部
を
閉
鎖
し
日
本
か
ら
撤
退
す
る
。
初
期
教
会
は
、
そ
の

後
伝
道
部
を
ハ
ワ
イ
に
移
し
、
日
系
移
民
を
布
教
対
象
と
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

「
病
」
か
ら
み
る
新
宗
教
と
代
替
療
法

武
井　

順
介

　

本
報
告
は
、「
癒
し
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
代
替
療
法
を

「
病
」
や
「
病
気
治
し
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
宗
教
の
「
病
」

や
「
病
気
治
し
」
と
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
で

は
、
な
ぜ
新
宗
教
と
代
替
療
法
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は

両
者
と
も
に
近
代
医
療
（
西
洋
医
療
）
と
は
異
な
る
方
法
で
「
病
」
の

「
回
復
」
を
行
な
お
う
と
す
る
実
践
を
も
つ
。
そ
の
類
似
性
か
ら
新
宗
教

に
お
け
る
「
病
気
治
し
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
る
際
の
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

新
宗
教
に
お
け
る
「
病
気
治
し
」
の
実
践
も
代
替
療
法
に
お
け
る
そ
れ

も
同
様
に
近
代
医
療
と
は
異
な
る
方
法
で
「
病
」
を
「
回
復
」
さ
せ
る
点

で
は
、
類
似
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
新
宗
教
は
「
病
気
治
し
」

と
し
て
、
代
替
療
法
は
「
癒
し
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
た
と
え
ば
、
岡
田
式
静
座
法
、
野
口
整
体
、
森
田
療
法
、
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
、
ヨ
ガ
な
ど
は
、「
癒
し
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
さ

れ
、
研
究
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
新
宗
教
信
者
の
心
理
的
側
面
に

着
目
し
た
研
究
で
も
「
癒
し
」
と
い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

　

も
し
「
癒
し
」
を
、
安
心
感
や
精
神
的
・
心
理
的
な
こ
と
と
し
て
捉
え

て
い
る
な
ら
ば
、
新
宗
教
の
信
者
（
以
下
、
信
者
と
略
記
）
や
代
替
療
法

く
の
新
聞
記
事
で
言
及
さ
れ
て
い
る
、
一
夫
多
妻
が
教
会
の
イ
メ
ー
ジ
と

な
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
を
し
た
。

　

初
期
の
反
応
は
、
布
教
が
開
始
さ
れ
る
以
前
の
岩
倉
使
節
団
の
木
戸
孝

允
の
手
紙
、
久
米
邦
武
の
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』
か
ら
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
木
戸
の
反
応
は
「
実
に
此
宗
之
奇
な
る
一
夫
多
妻
を

娶
り
、
已
に
プ
レ
シ
テ
ン
ト
・
ヨ
ン
グ
な
る
も
の
は
当
年
七
十
余
歳
に
て

十
八
人
之
妻
、
六
十
余
人
之
子
あ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
残
っ
て

い
た
一
夫
多
妻
の
教
え
が
、
奇
妙
な
も
の
と
し
て
写
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。
久
米
も
一
夫
多
妻
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

　

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）、
ヒ
ー
バ
ー
・
Ｊ
・
グ
ラ
ン
ト
を
伝
道
部

長
と
し
て
日
本
布
教
が
開
始
さ
れ
た
。
当
時
の
新
聞
は
批
判
的
な
記
述
が

多
か
っ
た
が
、『
二
六
新
報
』
は
グ
ラ
ン
ト
の
宣
言
書
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
を
掲
載
し
た
。
当
時
の
教
会
が
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
グ
ラ
ン
ト
の
実
業
家
と
し
て
の
面
の

他
、
一
夫
多
妻
が
過
去
の
も
の
で
あ
り
、
既
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
初
期
の
教
会
は
、
福
音
を
伝
え
る
以

外
に
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

翌
年
に
は
初
の
バ
プ
テ
ス
マ
が
行
わ
れ
、
本
格
的
な
布
教
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
日
本
語
に
よ
る
儀
式
が
開
始
さ
れ
、
多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

類
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
〇
四
年
に
は
、
重
要
な
聖
典
で

あ
る
『
モ
ル
モ
ン
經
』
の
翻
訳
が
開
始
さ
れ
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
二
四

年
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
教
会
は
新
聞
紙
面
に
『
モ
ル
モ
ン
經
』
の
広
告
を

掲
載
し
た
。
こ
れ
が
教
団
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
の
二
例
目
で
あ
ろ
う
。
以

降
、
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ
紀
行
文
な
ど
の
記
事
以
外

に
、
目
立
っ
た
記
述
は
無
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）、
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の
知
見
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
を
行
な
う
が
、
実
践
の
背
後
に
何
か

の
力
が
あ
る
と
考
え
て
は
い
る
が
、
む
し
ろ
実
践
を
行
な
っ
て
い
る
「
自

分
／
自
己
」
の
力
を
重
要
視
す
る
。
両
者
を
言
い
か
え
れ
ば
、
信
者
は
他

力
的
治
病
観
を
も
ち
、
実
践
者
は
自
力
的
治
病
観
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
「
他
力
／
自
力
」
の
差
異
が
、
新
宗
教
（
あ
る
い
は
宗
教
）
と
代

替
療
法
の
差
異
と
い
え
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
状
で
は
一
般
化
が
難
し

い
た
め
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

現
代
に
お
け
る
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
思
想
の
諸
相

竹
倉　

史
人

　

本
発
表
は
、
現
代
に
お
け
る
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
思
想
を
分
析
す
る
た

め
の
方
法
論
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
に
実
施
さ
れ
た
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
国
際
比
較
調
査
は
、
い
わ
ゆ
る
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
思

想
が
世
界
の
国
々
で
ひ
ろ
く
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

た
と
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
う
ち
、
五
三
・
八
％
が
生
ま
れ

変
わ
り
を
「
絶
対
あ
る
」「
多
分
あ
る
」
と
回
答
し
た
。
あ
る
い
は
、
国

民
の
九
割
以
上
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
、
五
二
％
の

人
び
と
が
同
様
の
回
答
を
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
一
部
の
宗
教
社
会

学
者
た
ち
を
刮
目
さ
せ
る
の
に
十
分
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
い
た
。
こ

こ
で
は
、
生
活
世
界
に
お
け
る
信
仰
実
践
が
、
い
わ
ゆ
る
「
正
統
教
義
」

と
い
う
主
知
主
義
的
な
枠
組
み
に
還
元
し
き
れ
な
い
、
ゆ
た
か
な
多
重
性

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
日
本
は
と
い
う
と
、
四
二
・
一
％
の
人
が
同
様
の
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
な
回
答
を
し
て
お
り
、「
生
ま
れ
変
わ
り
」
が
ひ
と
つ
の
死
生
観
と
し

て
無
視
で
き
な
い
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

を
実
践
し
て
い
る
人
た
ち
（
以
下
、
実
践
者
と
略
記
）
を
み
る
と
、
こ
の

「
癒
し
」
と
い
う
言
葉
で
は
解
消
し
き
れ
な
い
課
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
。
そ
れ
は
、
当
事
者
（
＝
信
者
と
実
践
者
）
は
、
決
し
て
「
癒
さ
れ
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
治
り
た
い
」「
健
康
に
な
り
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
の
元
、
信
者
と
実
践
者
の
「
病
の
語
り
」（
以
下
、

「
語
り
」
と
略
記
）
を
み
た
。
信
者
の
「
語
り
」
を
み
る
際
に
使
用
し
た

の
は
、
世
界
救
世
教
の
機
関
誌
『
光
明
』
で
あ
り
、
実
践
者
の
「
語
り
」

を
み
る
際
に
使
用
し
た
の
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
資
料
の
差
異
、

さ
ら
に
、
実
践
者
の
場
合
、
事
例
が
少
な
い
た
め
一
般
化
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
あ
る
程
度
の
示
唆
は
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
信
者

の
「
語
り
」
の
特
徴
と
し
て
は
身
体
に
何
ら
か
の
疾
患
（
＝「
身
体
的
な

病
」）
が
あ
り
「
近
代
医
療
」
を
受
け
る
が
、
そ
れ
で
は
「
回
復
」
せ
ず
、

宗
教
的
実
践
を
行
な
い
「
回
復
」
に
い
た
る
と
い
っ
た
「
語
り
の
形
式
」

（
以
下
、「
形
式
」
と
略
記
）
を
も
つ
。
実
践
者
の
場
合
も
「
近
代
医
療
」

で
は
「
回
復
」
し
な
い
、
あ
る
い
は
「
回
復
」
し
き
れ
な
い
「
身
体
的
な

病
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
代
替
療
法
を
実
践
し
、「
回
復
」
に
い
た
る
と

い
っ
た
「
形
式
」
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
に
信
者
と
実
践
者
で
は
、「
形
式
」

の
類
似
性
が
見
出
せ
る
。

　

で
は
、
相
違
は
何
か
。
そ
れ
は
「
回
復
」
す
る
際
の
信
者
と
実
践
者
の

志
向
性
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
信
者
の
場
合
、
宗
教
的
実
践
（
世
界
救
世
の

場
合
、
浄
霊
な
ど
）
を
行
な
う
の
は
信
者
で
あ
る
が
、
宗
教
的
実
践
の
背

後
に
は
神
や
教
祖
な
ど
の
存
在
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
力
で
「
病
の

回
復
」
に
い
た
る
の
で
は
な
く
、
神
や
教
祖
の
力
に
よ
っ
て
「
病
の
回
復
」

に
い
た
る
と
考
え
る
。
他
方
、
実
践
者
の
場
合
、
指
導
の
元
、
代
替
療
法
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同
族
内
で
転
生
し
、
と
き
に
は
動
物
転
生
や
植
物
転
生
な
ど
も
見
ら
れ

る
。〈
輪
廻
型
〉
は
仏
教
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
な
ど
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
も

の
で
、
倫
理
性
が
前
景
化
し
た
生
ま
れ
変
わ
り
思
想
で
あ
る
。
生
前
の
行

い
（
＝
カ
ル
マ
）
が
転
生
条
件
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
解
脱
で
き
な
い
魂
は

流
転
と
し
て
の
転
生
（
＝
輪
廻
）
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

方
、〈
リ
イ
ン
カ
ネ
ー
シ
ョ
ン
型
〉
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
主
義
や

ロ
マ
ン
主
義
、
あ
る
い
は
進
歩
史
観
な
ど
を
背
景
に
し
て
、
十
九
世
紀
中

葉
に
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
思
想
で
あ
る
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
教
義
を
刷
新

す
る
も
の
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
な
く
南
米
な
ど
で
も
受
容
さ

れ
、
さ
ら
に
二
十
世
紀
末
葉
に
は
い
わ
ゆ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
興

隆
と
と
も
に
日
本
に
も
流
入
し
た
生
ま
れ
変
わ
り
思
想
で
あ
る
。
転
生
は

神
か
ら
許
さ
れ
た
成
長
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
理
解
さ
れ
、
人
生
に

お
け
る
苦
難
で
さ
え
自
ら
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
独
自
の
神
義

論
・
災
因
論
が
説
か
れ
る
。

　

こ
の
三
類
型
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
現
在
の
日
本
人
の
四
割
強
が
支
持

す
る
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
思
想
の
分
析
を
、
よ
り
具
体
化
・
精
緻
化
し
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
受
容
と
伝
統
宗
教
の
無
根
拠
性

松
野　

智
章

　

日
本
に
お
け
る
一
九
八
〇
年
代
の
「
現
代
思
想
」
と
そ
の
受
容
の
背
景

に
あ
る
伝
統
宗
教
の
無
根
拠
性
を
指
摘
し
た
い
。
当
時
、
現
代
思
想
を
纏

め
た
栗
本
慎
一
郎
『
鉄
の
処
女
』（
一
九
八
五
）
や
小
阪
修
平
・
竹
田
青

嗣
ら
に
よ
る
『
別
冊
宝
島
わ
か
り
た
い
あ
な
た
の
た
め
の
現
代
思
想
・
入

門
』（
一
九
八
四
）
に
政
治
の
話
は
登
場
し
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
解
毒

と
は
い
え
、
こ
の
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
思
想
を
一
枚
岩
の
よ
う
に
表
象
し

た
の
で
は
、
そ
の
重
畳
的
な
歴
史
の
陰
翳
を
十
分
に
記
述
で
き
な
い
だ
ろ

う
。

　

日
本
に
お
け
る
仏
教
的
な
「
輪
廻
」
の
思
想
は
、
た
し
か
に
社
会
制
度

や
葬
送
儀
礼
の
よ
う
な
様
式
で
は
可
視
化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
た
と

え
ば
『
日
本
霊
異
記
』
の
よ
う
な
上
代
の
説
話
集
に
お
い
て
す
で
に
あ
る

種
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
と
も
に
輪
廻
譚
が
語
ら
れ
、
そ
の
後
も
数
多
く
の
テ

キ
ス
ト
で
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
先
祖
祭
祀
や
浄
土
信
仰

と
い
っ
た
多
様
な
実
践
や
思
想
と
混
淆
し
て
そ
の
濃
淡
を
変
移
さ
せ
つ
つ

も
、
輪
廻
的
な
世
界
観
は
一
定
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
失
わ
な
か
っ
た
と
い
え

る
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
現
代
の
日
本
社
会
で
流
通
し
、
前
景
化
し
て

い
る
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
の
言
説
を
み
る
と
、
魂
の
「
流
転
」
の
か
わ
り

に
「
成
長
」
が
、「
宿
業
」
の
か
わ
り
に
「
自
己
選
択
」
の
原
理
の
重
要

性
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
輪
廻
の
よ
う
な
厭
世
的
な
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

を
見
出
す
こ
と
は
む
し
ろ
ま
れ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
異
な
る
「
生
ま
れ

変
わ
り
」
思
想
を
比
較
す
る
た
め
の
類
型
の
設
定
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

発
表
者
は
類
型
化
の
手
順
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
の

理
念
型
を
「
現
世
で
生
命
体
が
死
を
迎
え
、
直
後
な
い
し
は
他
界
で
の
一

時
的
な
逗
留
を
経
て
、
ふ
た
た
び
新
し
い
身
体
を
も
っ
て
現
世
に
再
生
す

る
こ
と
」
と
し
て
定
位
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
生
ま
れ
変
わ
り
」
思
想

を
〈
転
生
型
＝
循
環
〉、〈
輪
廻
型
＝
流
転
〉、〈
リ
イ
ン
カ
ネ
ー
シ
ョ
ン
型

＝
成
長
〉
の
三
つ
に
類
型
化
し
た
。〈
転
生
型
〉
は
比
較
的
プ
リ
ミ
テ
ィ

ヴ
な
も
の
で
、
世
界
中
の
小
規
模
社
会
に
み
ら
れ
、
部
族
や
親
族
な
ど
の
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性
と
思
想
的
雑
居
性
が
特
徴
で
あ
り
、
か
つ
「
祭
祀
の
究
極
の
対
象
は

漂
々
と
し
た
時
空
の
彼
方
に
見
失
わ
れ
る
」
と
そ
も
そ
も
信
仰
の
対
象
が

定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
神
々
の
存
在
こ
そ
が

神
道
の
基
盤
の
は
ず
だ
が
、
神
々
ほ
ど
理
解
し
に
く
い
も
の
は
な
い
。
神

道
の
世
界
観
は
幽
世
と
現
世
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
人
に
認
知
で
き
る

も
の
は
現
世
に
限
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
神
々
の
存
在
は
現
世
に
お
け
る

現
象
を
通
し
て
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
象
と
神
の
結
び
つ
き
は
不
確

か
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
職
能
と
い
う
よ
う
な
区
分
け
の
意
味
も
な
さ
ず

神
の
名
は
た
だ
の
記
号
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
祈
る
側
に
お
い
て
は
「
神
」

と
い
う
記
号
の
み
が
存
在
し
、
そ
の
「
内
実
」
は
参
拝
者
の
心
の
中
が
反

映
さ
れ
る
。
神
道
の
世
界
で
は
、
現
世
に
お
け
る
多
様
な
現
象
の
み
が
存

在
し
、
そ
の
背
後
を
知
る
よ
し
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
現
象
の
根
拠
と

し
て
の
神
は
「
実
質
的
」
に
は
「
非
在
」
で
あ
る
。
神
道
文
化
に
お
い
て

は
、
現
象
の
背
後
が
無
根
拠
で
あ
る
こ
と
に
抵
抗
は
な
く
、
そ
れ
故
に
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
が
辿
り
着
こ
う
と
し
た
到
達
点
に
驚
き
は
な
い
。
バ
ル
ト
が

指
摘
す
る
《
無
》
の
周
り
に
形
成
さ
れ
た
社
会
空
間
と
い
う
構
造
は
神
道

に
お
い
て
も
同
様
に
「
神
が
非
在
で
あ
る
幽
世
」
と
「
現
世
」
の
関
係
に

重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
「
今
日
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
時
代
で
あ
る
」
と
い
う
に
は
議
論
を
要
す

る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
八
〇
年
代
に
流
行
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
は
、

日
本
の
伝
統
宗
教
の
無
根
拠
性
と
共
鳴
す
る
か
の
よ
う
な
形
で
受
容
さ

れ
、
了
解
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
八
〇
年
代
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
流
行
が
、

脱
近
代
と
い
う
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
り
も
伝
統
宗
教
の
無
根
拠
性

に
基
づ
く
日
本
の
文
化
に
溶
解
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。

剤
か
の
よ
う
な
岸
田
秀
『
も
の
ぐ
さ
精
神
分
析
』（
一
九
七
七
）
は
「
す

べ
て
は
幻
想
だ
」
と
絶
対
的
価
値
を
否
定
し
た
。
八
〇
年
代
は
「
相
対
主

義
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
た
の
で
あ
る
。
浅
田
彰
『
逃
走
論
』（
一
九

八
四
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
八
〇
年
代
を
生
き
た
若
者
は
シ
ラ
ケ
世
代

と
言
わ
れ
田
中
康
夫
『
な
ん
と
な
く
、
ク
リ
ス
タ
ル
』（
一
九
八
一
）
の

主
人
公
の
よ
う
に
政
治
に
関
わ
ら
な
い
ノ
ン
ポ
リ
が
格
好
良
い
時
代
だ
っ

た
。
こ
れ
は
、
将
来
の
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
右
肩
上
が
り
の
時
代
だ
か

ら
起
き
た
現
象
と
い
え
る
。
政
治
的
な
問
題
か
ら
離
れ
抽
象
的
な
問
題
を

語
る
こ
と
が
お
洒
落
で
あ
る
と
い
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
知
が
登
場

し
た
。
ニ
ュ
ー
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
は
そ
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
ろ
う
。

　

欧
州
で
は
政
治
哲
学
の
枠
組
み
の
中
で
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
登
場
し
た
の

に
対
し
、
日
本
で
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
受
容
は
政
治
的
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
脱
マ
ル
ク
ス
主
義
は
脱
近
代
と
い
う
図
式
に
移
行
し
、
近
代
を
相

対
化
す
る
作
業
／
脱
構
築
こ
そ
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
仕
事
と
な
っ
た
。
ロ

ゴ
ス
中
心
主
義
が
批
判
さ
れ
、
西
洋
哲
学
は
限
界
が
あ
り
、
東
洋
哲
学
こ

そ
が
そ
の
限
界
を
打
ち
破
る
思
想
だ
と
注
目
を
あ
つ
め
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
表
徴
の
帝
国
』（
一
九
七
四
）
は
、
こ
う
し
た

流
れ
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
「
中
心‒

都
市　

空
虚
の

中
心
」
は
八
〇
年
代
に
大
変
持
て
は
や
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
内
容

は
、
西
欧
の
都
市
の
中
心
は
つ
ね
に
《
充
実
》
し
て
い
る
の
に
対
し
、
都

市
東
京
の
中
心
は
、《
空
虚
で
あ
り
》
神
聖
な
《
無
》
を
か
く
し
て
い
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
仏
教
の
脱
構
築
的
要
素
に
つ
い
て
は
指
摘
す
る
ま

で
も
な
い
が
、
問
題
に
し
た
い
の
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
神
道
の
観
点
で
読

み
解
く
こ
と
で
あ
る
。
丸
山
真
男
『
日
本
の
思
想
』（
一
九
六
一
）
に
、

「
神
道
」
は
い
わ
ば
縦
に
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
に
の
び
た
布
筒
で
「
無
限
抱
擁
」
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で
あ
る
。「
瞑
想
の
お
か
げ
で
、
よ
り
仕
事
や
勉
強
に
集
中
で
き
る
し
、

他
人
と
の
人
間
関
係
も
よ
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
体
験
談
は
今
回
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
中
、
枚
挙
に
暇
が
な
か
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
仏
教
信
仰
と
無
宗
教
と
の
併

記
や
仏
教
信
仰
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
重
籍
も
含
め
、
仏
教
が
キ
リ
ス
ト
教

と
同
様
な
意
味
で
の
「
宗
教
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
個
人
の

生
活
を
利
す
る
生
き
方
や
生
活
実
践
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
宗
教
と
区
別
し
、
個
人
的
で
非
組

織
的
な
形
で
の
人
生
の
意
味
や
目
的
の
探
求
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
仏

教
は
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

【
ア
ジ
ア
出
自
の
意
識
】　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
少
数
で
は
あ
る

が
、
自
文
化
を
ア
ジ
ア
出
自
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
種
の
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
、
自
文
化
の
ル
ー
ツ
探
し
と
し
て
仏
教
と
関
わ
る
ケ
ー
ス
が

見
ら
れ
た
。「
友
だ
ち
か
ら
密
教
の
法
話
に
誘
わ
れ
、
初
め
て
行
っ
た
時

に
「
や
っ
と
家
に
帰
っ
た
」
と
思
っ
た
」、「
私
は
家
族
の
心
配
も
か
ま
わ

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
古
代
の
宗
教
を
遍
歴
し
た
。
例
え
ば
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
道

教
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
な
ど
、
そ
し
て
最
後
に
二
〇
歳
の
時
に
仏
教
に
辿
り

着
い
た
」、「
仏
教
の
中
に
と
り
わ
け
興
味
を
待
っ
た
の
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
伝
統
と
タ
ン
ト
ラ
と
の
間
に
あ
る
共
通
な
特
徴
を
比
べ
て
み
た
い
と
い

う
こ
と
」
が
そ
う
し
た
面
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
ハ
ン
ガ

リ
ー
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
仏
教
関
心
が
ど
う
リ
ン
ク
す
る
か
は
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
社
会
的
諸
条
件
】　

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
こ
の
数
年
宗
教
法
人
を
巡
り
、

大
き
な
法
的
改
正
が
行
わ
れ
、
一
九
八
九
年
の
政
治
転
換
後
の
宗
教
の
自

由
化
と
比
べ
る
と
、
最
大
時
三
五
八
を
数
え
た
宗
教
法
人
は
、
一
四
に
限

霊
性
と
し
て
の
仏
教

│
│ 

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
関
心
層
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら 

│
│

弓
山　

達
也

　

本
報
告
は
、
仏
教
関
心
層
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
も
と
に
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
仏
教
に
触
れ
、
学
習
し
、
あ
る
い
は
実

践
・
信
仰
に
至
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
三

一
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
①
キ
リ
ス
ト
教
不
信
か
ら
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
、
仏
教
関
心
へ
、
②
キ
リ
ス
ト
教
不
信
か
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、

仏
教
学
習
へ
、
③
無
宗
教
か
ら
仏
教
実
践
を
通
し
て
宗
教
／
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
へ
の
目
覚
め
へ
、
こ
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
絞
っ
て
検
討
し
た
。

【
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
】　

拒
絶
感
を
持
つ
に
せ
よ
、
無
関
心
で
あ
る

に
せ
よ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
相
対
的

に
仏
教
へ
の
関
心
を
強
め
て
い
る
。
自
ら
の
人
生
上
の
問
い
を
キ
リ
ス
ト

教
に
向
け
つ
つ
も
、
そ
こ
で
の
断
念
の
中
で
仏
教
に
触
れ
、
あ
る
時
は
求

道
的
に
、
あ
る
時
は
知
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
っ
た
様
が
う
か
が
え

る
。

【
仏
教
へ
の
関
心
の
き
っ
か
け
、
ま
た
関
心
を
持
続
さ
せ
る
も
の
】　

イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
「
心
理
学
」
と
「
武
道
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ

た
。
前
者
は
六
名
、
後
者
は
七
名
が
仏
教
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ま

た
関
心
を
持
続
あ
る
い
は
相
乗
的
に
強
化
す
る
も
の
と
し
て
明
確
に
言
及

し
て
い
る
。
ま
た
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
や
そ
れ
を
象
徴
す
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

（
レ
イ
キ
や
プ
ラ
ー
ナ
）、
あ
る
い
は
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
的
ア
イ
テ

ム
（
Ｌ
Ｓ
Ｄ
や
マ
リ
フ
ァ
ナ
）
へ
の
明
確
な
関
連
も
五
名
確
認
で
き
た
。

【
生
き
方
や
生
活
実
践
の
効
果
】　

さ
ら
に
目
に
付
く
の
は
、
仏
教
を
生

き
方
や
生
活
実
践
と
し
て
と
ら
え
、
し
か
も
そ
の
効
果
を
述
べ
て
い
る
点
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る
。
そ
し
て
、
こ
の
世
界
を
人
間
は
、「
超
感
覚
的
認
識
」
と
呼
ば
れ
る
、

通
常
の
感
覚
と
は
異
な
っ
た
高
次
の
認
識
方
法
に
よ
っ
て
知
覚
で
き
る
、

と
彼
は
言
う
。
自
然
科
学
が
際
限
な
く
世
界
を
解
明
し
て
い
く
と
思
わ
れ

た
時
勢
に
触
発
さ
れ
て
、
彼
は
、
人
間
の
万
能
性
と
進
歩
の
確
信
に
基
づ

い
て
、
唯
物
論
的
世
界
で
は
飽
き
足
ら
ず
、「
霊
界
」
を
も
「
科
学
」
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
科
学
観
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・

ヘ
ッ
ケ
ル
の
進
化
思
想
お
よ
び
「
一
元
論
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。

ヘ
ッ
ケ
ル
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
観
念
論
的
な
色
彩
を
持
ち
込
み
、

自
然
と
人
間
の
調
和
的
進
歩
を
構
想
し
た
。
ヘ
ッ
ケ
ル
の
思
想
は
、
一
九

世
紀
末
に
お
い
て
は
既
に
厳
密
な
科
学
と
は
見
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た

が
、
彼
の
美
学
的
世
界
観
は
大
衆
に
と
っ
て
は
受
け
容
れ
易
い
も
の
で
あ

っ
た
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
も
ヘ
ッ
ケ
ル
の
い
わ
ば
「
大
衆
科
学
」
を
受
容

し
、
自
然
と
人
間
を
巻
き
込
ん
だ
進
化
思
想
を
構
想
し
て
い
っ
た
。

　

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
お
け
る
不
可
視
な
世
界
へ
の
眼
差
し
は
、
当
時
の
自

然
科
学
に
お
け
る
不
可
視
の
次
元
あ
る
い
は
力
の
諸
発
見
と
関
連
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
か
ら
由
来
す
る
第
四
次
元
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
線
、
放
射
性
物
質
、
そ
し
て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理

論
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
発
見
的
成
果
は
、
厳
密
で
理
論
的
な
科
学
か

ら
時
お
り
引
き
離
さ
れ
、
大
衆
の
中
で
、
新
時
代
を
担
う
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
称
揚
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

は
、
自
然
科
学
に
お
け
る
不
可
視
の
領
域
の
発
見
を
自
ら
の
超
感
覚
的
認

識
に
よ
る
対
象
と
同
定
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
認
識
が
自
然
科
学
に
よ
る

発
見
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。

　

不
可
視
の
次
元
な
い
し
力
に
向
け
た
探
究
は
、
当
時
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
（
心
霊
主
義
）
や
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
と
も
関
係
し
あ
っ
て
い
た
。

定
さ
れ
、
そ
れ
は
仏
教
団
体
に
と
っ
て
激
し
い
向
か
い
風
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
国
内
は
も
と
よ
り
欧
州
仏
教
連
盟

の
抗
議
な
ど
、
内
外
か
ら
の
批
判
が
集
中
し
、
宗
教
法
人
を
め
ぐ
る
状
況

は
流
動
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
的
諸
条
件
を
勘
案
し
つ
つ
、
仏
教
団

体
の
定
着
・
教
勢
分
布
や
関
心
層
の
動
向
を
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
お
け
る
神
智
学
と
「
科
学
性
」野

口　

孝
之

　

近
代
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
人
智
学
」
と
呼
ば
れ
る
思
想
運
動
を
展
開
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
（
一
八
六
一
―
一

九
二
五
）
は
、
一
九
〇
二
年
に
神
智
学
協
会
ド
イ
ツ
支
部
の
事
務
総
長
に

な
っ
て
以
来
、
神
智
学
的
な
世
界
観
や
人
間
観
を
構
想
し
て
い
っ
た
が
、

彼
は
自
ら
の
思
想
が
「
科
学
性
」（W
issenschaftlichkeit

）
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
執
拗
に
主
張
し
て
い
た
。
と
く
に
彼
は
、
自
ら
の
思
想
を

「
霊
科
学
・
精
神
科
学
」（Geistesw
issenschaft

）
と
呼
び
、「
唯
物
論

的
な
」
自
然
科
学
で
は
扱
う
こ
と
の
で
き
な
い
「
霊
」
の
次
元
を
「
科
学
」

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
本
発
表
の
課
題
は
、
彼
の
言
う
「
科
学
（
性
）」

が
い
か
な
る
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
を
、
同
時
代
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
思
想
形
成
に
お
い
て
、
一
九
世
紀
後
半
の
自
然
科
学

の
発
展
は
重
要
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
、
基
本
的
に
自
然
科
学

に
お
け
る
発
見
的
営
み
を
称
賛
し
つ
つ
、
こ
の
営
み
を
不
可
知
の
領
域
に

ま
で
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
彼
に
と
っ
て
は
「
霊
」
の
次
元
す
ら
も
、

物
理
法
則
の
よ
う
な
法
則
性
と
必
然
性
に
満
ち
た
世
界
だ
っ
た
の
で
あ



323　　

第７部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

　

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
思
想
の
根
幹
に
は
、
魂
の
進
化
論
が
あ
る
。
こ
の
魂

の
進
化
は
、
過
去
生
の
人
間
関
係
の
カ
ル
マ
（
因
果
関
係
）
に
よ
り
規
定

さ
れ
、
現
世
に
お
い
て
そ
の
カ
ル
マ
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
進
化
が
可
能

に
な
る
、
と
い
う
輪
廻
転
生
論
を
軸
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
魂
の
進
化
で
あ
る
が
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
人
間
一
人
一
人
が
霊

性
を
認
識
す
る
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
霊
性
の
認
識
は
、
自

己
認
識
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
。
彼
は
人
間
存
在
が
体
（Leib

）、
心
魂

（Seele

）、
霊
性
（Geist

）
の
三
相
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
の
三
相
が
有
機

的
に
関
係
を
も
つ
こ
と
で
、
二
元
的
に
分
離
さ
れ
て
い
る
人
間
お
よ
び
世

界
が
再
び
関
係
を
持
ち
始
め
る
と
考
え
た
。
自
己
認
識
は
、
自
我
（Ich

）

を
通
し
て
行
わ
れ
る
。
自
我
は
、
霊
性
を
獲
得
す
る
場
で
あ
り
統
一
力

と
し
て
働
く
。
霊
性
が
獲
得
さ
れ
た
状
態
を
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
、
霊
我

（Geistselbst

）
と
呼
ぶ
。

　

霊
性
と
自
己
認
識
に
つ
い
て
最
も
具
体
的
か
つ
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
著
作
は
、『
神
秘
劇
四
部
作
（V

ier M
ysteriendra-

m
en

）』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
四
部
構
成
で
、
全
四
部
に
通
底
し
て
い

る
テ
ー
マ
は
、
登
場
人
物
た
ち
の
自
己
認
識
に
よ
る
霊
性
の
自
覚
で
あ

る
。

　

第
一
部
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ト
マ
ジ
ウ
ス
と
い
う
若
い
画
家
と
、
彼
の
精

神
的
支
え
で
あ
る
年
上
の
恋
人
マ
リ
ア
と
の
関
係
を
軸
に
展
開
さ
れ
る
。

ヨ
ハ
ネ
ス
は
、
輪
廻
転
生
に
お
け
る
自
己
の
魂
の
変
遷
と
自
己
の
中
の
悪

の
自
覚
に
よ
り
、
現
世
に
お
け
る
自
己
の
あ
り
様
を
理
解
し
、
霊
性
に
目

覚
め
る
の
で
あ
る
。
彼
は
マ
リ
ア
の
愛
に
疑
問
を
も
ち
、
創
作
意
欲
の
枯

渇
に
苦
し
む
の
で
あ
る
が
、
そ
の
苦
し
み
と
孤
独
は
、
彼
を
自
己
に
沈
潜

す
る
こ
と
へ
と
つ
き
動
か
す
。
自
己
認
識
を
完
結
す
る
た
め
に
は
、「
汝

と
い
う
の
も
、
人
間
に
潜
在
す
る
、
未
だ
実
証
さ
れ
て
い
な
い
力
を
突
き

と
め
る
こ
と
が
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
こ
の
力
の
発
露
が
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
人
間
に
秘
め
ら
れ

た
力
に
対
す
る
研
究
は
「
心
理
学
」
と
し
て
一
部
で
真
剣
に
行
わ
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
概
念
が
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト
マ

ン
の
提
唱
し
た
「
無
意
識
」
で
あ
っ
て
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
も
彼
の
影
響
を

受
け
て
い
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
無
意
識
を
含
め
た
、
人
間
に
秘
め
ら
れ
た

力
を
研
究
す
る
サ
ー
ク
ル
が
神
智
学
協
会
で
あ
り
、
こ
の
協
会
に
お
い
て

こ
そ
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
や
心
理
学
と
称
す
る
「
科
学
」
が
な
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
・
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
な
ど
の
神
智
学
者
は
、
人
間

に
秘
め
ら
れ
た
力
を
「
科
学
」
す
る
と
い
う
自
ら
の
営
為
を
、
ル
ネ
サ
ン

ス
魔
術
や
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
な
ど
と
関
連
さ
せ
て
、
エ
ソ
テ
リ
ッ
ク
な
思
想

史
を
構
想
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
下
に
し
て
、
同
じ
よ
う
に
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
も
自
ら
の
営
為
を
「
科
学
」
と
標
榜
し
な
が
ら
、
独
自
の
世
界
観

を
構
想
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
自
己
認
識
と
霊
性

西
井　

美
穂

　

本
発
表
で
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
、
ド
イ
ツ
を
中
心
に

活
動
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
の
思
想
家
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

（Rudolf Steiner

一
八
六
一
―
一
九
二
五
）
の
霊
性
に
つ
い
て
の
思
索

を
、
仏
教
学
者
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）
の
「
日
本
的
霊

性
」
と
の
比
較
検
討
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
東
西
の
霊
性
の
理
解
の
相
違
と
、
共
通
性
が
浮
か
び
あ
が
っ
て

く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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第
一
結
集
に
お
け
る
小
小
戒
を
め
ぐ
る
問
題

龍
口　

明
生

　

小
小
戒
の
廃
捨
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
の
は
パ
ー
リ
涅
槃
経
と
『
遊
行

経
』
と
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
の
叙
述
に
関
連
し
て
小
小
戒
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
の
は
第
一
結
集
の
場
に
於
い
て
で
あ
る
。
入
滅
近
い
釈
尊
は
阿
難

に
、
比
丘
達
が
望
む
な
ら
ば
「
小
小
戒
」
を
廃
捨
し
て
も
よ
い
、
と
告
げ

ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
阿
難
は
何
等
の
質
問
も
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て

第
一
結
集
の
際
に
阿
難
は
釈
尊
の
此
の
言
葉
を
僧
伽
に
報
告
す
る
。
し
か

し
何
が
小
小
戒
で
あ
る
の
か
を
阿
難
は
釈
尊
に
確
認
し
て
い
な
か
っ
た

故
、
僧
伽
よ
り
阿
難
の
過
失
と
し
て
懺
悔
を
求
め
ら
れ
る
。
何
が
小
小
戒

で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
僧
伽
も
比
丘
達
も
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
釈

尊
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
諸
戒
は
廃
す
る
こ
と
な
く
持
ち
、
ま
た
新
た
に

戒
を
制
定
す
る
こ
と
も
し
な
い
、
と
い
う
立
場
を
取
る
こ
と
と
な
る
。
当

然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
現
存
す
る
広
律
は
何
れ
も
小
小
戒
廃
捨
を
否
定
す

る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
衆
部
系
の
『
摩
訶
僧
祇

律
』
は
や
や
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
こ
の
点
を
考
察
す
る
。

　

先
ず
小
小
戒
の
用
語
に
関
し
て
言
え
ば
、
パ
ー
リ
涅
槃
経
で
はkhud-

dānukhuddaka sikkhāpada

で
あ
り
、『
遊
行
経
』
で
は
小
小
戒
と

訳
さ
れ
て
い
る
。
パ
ー
リ
律
で
はkhuddānukhuddaka sikkhāpa-

da
、『
四
分
律
』
は
雑
砕
戒
、『
五
分
律
』
は
小
小
戒
、『
十
誦
律
』
は
微

細
戒
、
そ
し
て
『
摩
訶
僧
祇
律
』
は
細
微
戒
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
小
小

戒
及
び
そ
れ
に
相
当
す
る
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
各
律
蔵
の

自
身
を
知
れ
（erkenne dich

）」
と
、「
汝
自
身
を
体
験
せ
よ
（erlebe 

dich

）」
の
二
つ
の
段
階
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
第
一
の

「
汝
自
身
を
知
れ
」
を
成
し
遂
げ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
自
己
の
悪
と

対
峙
し
、
自
己
疎
外
と
い
う
苦
し
み
を
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
第
二
の
「
汝
自
身
を
体
験
せ
よ
」
は
、
こ
の
第
一
の
段
階
を
通

過
で
き
た
者
だ
け
が
、
赦
さ
れ
る
霊
性
の
自
覚
の
段
階
で
あ
る
。

　

鈴
木
大
拙
の
「
日
本
的
霊
性
」
も
、「
現
世
の
事
相
に
対
し
て
の
深
い

反
省
か
ら
」
始
ま
り
、
自
己
否
定
の
体
験
を
経
て
獲
得
す
る
も
の
だ
と
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
自
己
認
識
、
自
己
否
定
と
、
言
葉
は
異
な
る
が
両
者
は

苦
悩
に
向
き
合
い
、
克
服
し
見
え
て
き
た
も
の
が
霊
性
と
い
う
点
で
は
共

通
し
て
い
る
。
両
者
の
到
達
点
は
と
も
に
、
本
当
の
自
己
（
自
己
で
あ
り

な
が
ら
、
自
己
を
超
え
る
自
己
）
を
体
験
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
も
鈴
木
大
拙
も
、
同
じ
も
の
を
み
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。

第
八
部
会
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「
不
淨
應
遮
」
と
い
う
の
は
、
若
し
弟
子
が
小
小
戒
を
犯
し
た
な
ら
ば
、

そ
の
師
は
彼
に
犯
戒
を
誡
め
、
注
意
し
、
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
規
定
で
あ
る
。
彼
の
犯
し
た
小
小
戒
と
し
て
は
別
衆
食
、
處
處
食
、

女
人
同
屋
、
未
受
具
足
人
過
三
宿
、
截
生
草
、
不
淨
菓
食
の
六
条
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
な
お
「
不
共
語
羯
磨
」
で
言
及
さ
れ
て
い
る
小
小
戒
十
二

条
、「
不
淨
應
遮
」
で
言
及
さ
れ
て
い
る
六
条
、
何
れ
も
九
十
二
波
夜
提

法
の
中
の
戒
条
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
上
座
部
系
諸
律
に
お
い
て
は
、

「
小
小
戒
」
な
る
語
の
使
用
は
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
律
蔵
編
纂

者
の
肯
定
的
使
用
で
は
な
い
。
一
方
『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
小
小
戒
、
小

戒
を
明
確
に
認
め
、
特
に
九
十
二
波
夜
提
の
諸
条
が
そ
れ
に
相
当
す
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
律
蔵
の
特
色
の
一
斑
と
言
え
よ
う
。
こ
の

観
点
か
ら
第
一
結
集
の
記
事
を
再
度
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

法
華
経
に
お
け
るsam. dhābhās. ya

な
る
用
語
の
再
検
討

西　
　

康
友

　

こ
れ
ま
で
に
、sam. dhābhās. ya

（sb

）
は
、
梵
文
「
法
華
経
」（SP

：

H
. K
ern and B. N

anjio eds., Saddharm
apun. d. arīka, Biblio-

theca Buddhica X
, St. Pétersbourg 1908‒ 12

を
底
本
と
し
た
）

の
最
も
重
要
な
用
語
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
鳩
摩
羅
什
訳

『
妙
法
蓮
華
経
』
で
は
「
隨
宜
所
説
」「
隨
宜
説
法
」
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
て

い
る
。sb

の
訳
語
に
つ
い
て
の
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
未
だ
こ
の
訳

語
の
結
論
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（sb

の
訳
語
研
究
史
に

つ
い
て
は
、
久
保
継
成
「
注（
１

）『
法
華
経
』
に
お
け
るsam. dhābhā-

s. ya

の
語
意
に
つ
い
て
」『
法
華
経
菩
薩
思
想
の
基
礎
』
春
秋
社
、
一
九

八
七
年
、
三
一
―
四
四
頁
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
）。

編
纂
者
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
小
小
戒

を
廃
捨
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
が
小
小
戒
で
あ
る

か
を
具
体
的
に
定
義
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
比
丘
達
の
発
言
と
し

て
は
、
例
え
ば
四
波
羅
夷
を
除
い
た
残
り
全
て
で
あ
る
、
或
い
は
四
波
羅

夷
と
十
三
僧
残
以
外
の
戒
条
が
相
当
す
る
、
と
言
っ
た
表
現
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
等
は
決
し
て
定
義
で
は
な
く
、
持
戒
の
意
義
を
重
視
し
な
い
比

丘
達
の
随
意
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
上
座
部
系
諸
律
に
あ
っ
て
も

大
衆
部
系
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
が
、『
摩
訶
僧
祇

律
』
は
第
一
結
集
以
外
の
箇
所
で
は
小
小
戒
に
相
当
す
る
戒
を
規
定
し
て

い
る
。
即
ち
『
摩
訶
僧
祇
律
大
比
丘
戒
本
』
の
「
九
十
二
波
夜
提
法
」
の

第
八
条
中
の
「
麁
罪
」
及
び
第
十
条
中
の
「
雜
碎
戒
」
に
つ
い
て
、
経
分

別
中
の
「
單
提
九
十
二
事
法
」
で
は
「
麁
罪
」
と
は
「
四
事
十
三
事
」
の

こ
と
で
あ
る
と
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。
或
る
比
丘
が
麁
罪
（
重
罪
）

を
犯
し
た
場
合
、
そ
の
こ
と
を
他
の
比
丘
が
具
足
戒
を
受
け
て
い
な
い
者

に
語
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
捨
堕
法
乃
至
衆
学
法
は

小
戒
あ
る
い
は
小
小
戒
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。「
雜
碎
戒
」
に
つ
い
て
は

「
雜
碎
戒
者
。
除
四
事
十
三
事
。
餘
者
是
也
。」
と
あ
り
、
二
百
十
八
条
か

ら
四
波
羅
夷
、
十
三
僧
残
の
計
十
七
条
を
除
い
た
残
り
全
て
が
雜
碎
戒
で

あ
る
、
と
明
白
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
不
共
語
羯
磨
」
の
記
述
に
お
い

て
摩
訶
羅
と
い
う
人
物
が
出
家
後
し
ば
し
ば
小
戒
を
犯
し
た
の
で
彼
に
対

し
て
不
共
語
羯
磨
が
与
え
ら
れ
る
。
即
ち
彼
の
犯
し
た
小
戒
と
は
別
衆

食
、
處
處
食
、
停
食
食
、
共
器
食
、
女
人
同
室
宿
、
過
三
宿
、
共
床
眠
、

共
床
坐
、
不
淨
菓
食
、
受
生
肉
、
受
生
穀
、
受
金
銀
で
あ
る
と
具
体
的
に

十
二
条
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
等
を
小
小
戒
と
も
呼
ん
で
い
る
。

更
に
「
不
淨
應
遮
」
の
規
定
に
お
い
て
も
小
小
戒
が
説
か
れ
て
い
る
。
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一
方
で
、SP

に
お
け
るsam. dhā-

の
用
例
は
一
九
箇
所
あ
る
。SP

の
成
立
を
考
慮
す
る
と
、SP

第
２

章
が
最
古
の
教
説
で
あ
り
（
例
え
ば

拙
稿
「
法
華
経
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
一
試
論
」『
宗
教
研
究
』
第
八

六
巻
第
四
輯（
三
七
五
）、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
一
三
年
、
二
三
二
―
二

三
三
頁
な
ど
を
参
照
）、SP

第
２

章
にsb

の
用
語
が
定
義
づ
け
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。sb

が
初
出
す
る
の
はSP 29.7‒ 10

（（
試
訳
）

「
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
…
（
略
）
…
如
来
た
ち
のsb

は
認
識
し
難
い
。

そ
れ
は
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
巧
み
な
方
法
と
知
見
・
原
因
・

理
由
・
根
拠
・
教
示
・
語
源
解
釈
・
施
設
に
よ
っ
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

巧
み
な
方
法
に
よ
っ
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
執
着
し
た
生
き
と
し
生
け
る

も
の
た
ち
を
解
放
す
る
た
め
に
、
自
ら
を
縁
と
す
る
も
ろ
も
ろ
の
教
え
を

説
く
」）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
らsb

は
、
如
来
の
こ
と
ば
で
あ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
巧
み
な
方
便
（vividhopāyakau

alya-

）
の
そ
れ
ぞ
れ
を

指
し
て
い
る
こ
と
ば
と
解
釈
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、sb

のsam. dhā-

は
、sam. -√dhā-

か
ら
作
ら
れ
る
語
根
名
詞
（W

. D
. W
hitney, San-

skrit G
ram
m
ar, N

ew
 H
aven 1888, 1147

）：putting together

「
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
」「
組
み
立
て
る
こ
と
」
の
意
味
で
あ
り
、sb

は

「﹇
さ
ま
ざ
ま
な
巧
み
な
方
便
を
﹈
組
み
立
て
た
こ
と
ば
」
と
い
う
訳
語
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

恐
ら
く
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
も
、「
隨
宜
説
法
（
宜
し
き

に
随
っ
て
法
を
説
く
）」
な
ど
と
し
た
の
はsb

を
以
上
の
よ
う
に
認
識

し
「
そ
の
と
き
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
」
の
意
味
に
解
釈
し
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
のsb

の
訳
語
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
四
つ
に
分
類
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。
①
チ
ベ
ッ
ト
訳
法
華
経
を
参
考
に
し
た
訳
語
（
例
え
ば

E. Burnouf

の
「
秘
密
の
こ
と
ば
」
な
ど
）、
②sb

のsam. dhā

を

sandhāya

（sam. -√dhā-

の
絶
対
詞
）
の
短
縮
形
（-ā-=-āya-

）
と
解

釈
しsandhāya bhās. ya-

と
し
た
訳
語
（
例
え
ばV

. Bhatta charya

の
「
意
図
し
て
説
か
れ
た
」
な
ど
）、
③sb

のsam. dhā

をsam. dhā-, 
fem
.

（「
意
図
」「
一
致
」「
合
意
」「
言
質
」「
誓
願
」
な
ど
の
意
味
）
と

解
釈
しsam. dhā
とbhās. ya-

の
複
合
語
と
し
た
訳
語
（
例
え
ばT
. 

K
ubo

の
「
意
図
を
も
つ
こ
と
ば
」
な
ど
）、
④
以
上
の
①
―
③
のsb

の

解
釈
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
訳
語
（
例
え
ば
苅
谷
定
彦
氏
の
「
あ

る
意
図
に
基
づ
く
所
説
」
な
ど
）。
②
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、SP

成
立
以

前
と
考
え
ら
れ
るPāli

経
典
にsandhāya bhās. itam.

な
ど
の
用

例
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
代
表
的
な
初
期
仏
教
経
典
（Suttanipāta, 

D
ham
m
apada, T

heragāthā, T
herīgāthā, D

īghanikāya, V
ina-

yapit. aka, M
ajjhim

anikāya, Sam. yuttani kāya, M
ilindapañha

）

の
中
にsandhāya bhās. itam.

の
句
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す

べ
てsandhāya

の
直
前
に
目
的
格
（acc.

）
の
語
が
あ
り
、
そ
の
前
後

の
文
脈
か
ら
「（acc.

）
に
関﹇
連
﹈し
て
（sandhāya

）
語
ら
れ
た
こ
と

（bhās. itam.

）」
の
意
味
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
で
は
上
記
②

の
「（acc.

）
を
意
図
し
て
説
か
れ
た
」
の
意
味
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
代
表
的
な
初
期
大
乗
経
典
の
う
ちSP

以
前
に
成

立
、
あ
る
い
は
同
時
期
成
立
と
考
え
ら
れ
る
経
典
（A

s. t. asāhasrikā-
prajñāpāram

itā, V
im
alakīrtinirde

a (V
kn

), D
a
abhūm

ikā

）

を
検
証
し
た
と
こ
ろV

kn

に
だ
け
一
つ
の
用
例
が
あ
る
が
、sb

に
つ
い

て
の
説
明
が
見
ら
れ
な
い
。
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大
乗
仏
教
の
興
起
に
つ
い
て
、
前
提
と
す
べ
き
主
要
な
課
題
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。
教
団
の
存
在
に
と
っ
て
必
須
と
な
る
律
蔵
が
大
乗
仏
教

に
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
五
、
六
世
紀
に
至
る
ま
で
碑
文
や
大
乗
の
仏
像

な
ど
、
大
乗
仏
教
の
存
在
を
明
示
す
る
考
古
学
的
事
実
が
出
現
し
な
い
こ

と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
紀
元
前
後
か
ら
大
乗
経
典
が
出
現
し
、
紀
元

後
二
、
三
世
紀
に
は
か
な
り
の
数
に
及
ん
で
い
る
こ
と
、
法
顕
（
五
世

紀
）
や
玄
奘
（
七
世
紀
）
の
記
録
に
よ
れ
ば
大
乗
と
部
派
（
小
乗
）
と
は

共
住
し
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
両
者
の
主
要
な
区
別
は
読
誦

経
典
の
相
違
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中
央
ア
ジ
ア
や
東
ア
ジ
ア

に
は
大
乗
仏
教
が
隆
盛
し
た
一
方
で
、
東
南
ア
ジ
ア
に
は
存
在
し
な
い
こ

と
、
大
乗
経
典
に
は
阿
含
や
ニ
カ
ー
ヤ
の
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い
、
経
典

の
正
統
性legitim

acy

と
意
義
の
真
正
性authenticity

を
強
調
す
る

意
識
が
き
わ
め
て
強
く
、
そ
れ
に
相
応
し
て
仏
塔
信
仰
へ
の
否
定
的
態
度

と
経
巻
信
仰
の
宣
揚
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
う
る
回
答
は
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。

大
乗
仏
教
は
仏
教
の
教
団
運
動
と
し
て
起
こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
書
記
経

典
制
作
運
動
と
し
て
興
起
し
、
そ
れ
が
や
が
て
時
代
を
下
っ
て
経
典
の
外

に
教
団
を
創
出
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
三
蔵
の
伝
承
過
程
に
お
い
て
、

紀
元
前
後
に
書
写
媒
体
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
阿
含
や
ニ
カ

ー
ヤ
に
お
さ
め
ら
れ
た
経
典
の
制
作
が
閉
じ
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
伝
承

者
の
一
部
に
仏
説
の
正
統
性
を
問
い
つ
つ
、
仏
説
に
直
接
向
き
あ
う
菩
薩

意
識
を
も
っ
て
、
経
と
し
て
の
仏
説
を
継
承
す
る
も
の
た
ち
が
出
現
す

る
。
形
成
活
動
が
閉
じ
た
経
蔵
を
担
う
こ
の
一
部
の
も
の
た
ち
は
、
ブ
ッ

ダ
の
こ
と
ば
が
書
記
経
典
の
う
ち
に
存
在
す
る
こ
と
の
重
大
な
意
義
を
洞

見
し
、
真
の
仏
説
へ
の
問
い
と
経
典
の
存
在
意
義
と
を
と
も
に
担
う
べ

大
乗
仏
教
の
起
源
に
つ
い
て

下
田　

正
弘

　

大
乗
仏
教
は
い
か
に
し
て
興
っ
た
か
。
一
八
〇
年
を
超
え
る
近
代
仏
教

学
の
歴
史
に
あ
っ
て
、
大
乗
仏
教
の
起
源
を
め
ぐ
る
研
究
史
を
た
ど
る
こ

と
は
、
そ
れ
じ
た
い
が
仏
教
学
の
方
法
的
批
判
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
二
〇
世
紀
初
め
に
前
田
慧
雲
に
よ
っ
て
大
衆
部
起
源
説

が
提
示
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
理
解
は
、M

asuda Jiryo

を
と
お
し
て
欧

米
に
も
普
及
し
、
国
内
外
の
学
界
に
お
い
て
定
説
と
し
て
定
着
し
た
。
と

こ
ろ
が
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
平
川
彰
に
よ
っ
て
在
家
・
仏
塔
起
源
説
が

唱
え
ら
れ
て
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
こ
の
新
説
が
定
説
の
位
置
を
占
め

る
に
至
っ
た
。
こ
の
変
化
は
、
大
乗
経
典
研
究
の
方
法
を
、
思
想
研
究
か

ら
教
団
史
研
究
へ
と
転
換
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
仮
説
に
対
し

て
は
、
仏
教
美
術
史
の
研
究
分
野
か
ら
早
く
に
批
判
が
出
さ
れ
て
い
た

が
、
日
本
に
お
い
て
は
強
い
支
持
を
得
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
在
家
と
出

家
を
二
分
し
て
異
な
っ
た
宗
教
倫
理
を
立
て
、
そ
の
拮
抗
す
る
力
関
係
で

宗
教
運
動
を
説
明
す
る
と
い
う
図
式
が
、
日
本
の
戦
後
仏
教
界
を
説
明
す

る
の
に
最
適
な
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
仮
説
は
、

や
が
て
歴
史
考
古
学
研
究
者
お
よ
び
大
乗
経
典
研
究
者
た
ち
か
ら
厳
し
い

批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
海
外
は
も
と
よ
り
、

日
本
に
お
い
て
も
定
説
と
し
て
の
地
位
を
失
っ
て
し
ま
う
に
至
る
。

　

そ
の
後
、
定
説
と
な
り
う
る
有
力
な
仮
説
は
現
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
経
典
研
究
、
写
本
研
究
、
仏
塔
や
僧
院
を
め
ぐ
る
歴
史
考
古
学
的
研

究
、
美
術
史
研
究
、
こ
れ
ら
の
現
在
の
成
果
を
総
合
す
れ
ば
、
大
乗
仏
教

の
出
現
に
つ
い
て
、
す
で
に
十
分
な
理
解
が
成
り
立
ち
う
る
状
況
に
あ

る
。
以
下
に
、
発
表
者
の
結
論
の
概
略
を
ま
と
め
て
お
く
。
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念
処
乃
至
十
八
不
共
法
を
行
じ
「
九
地
を
過
ぎ
て
仏
地
に
住
す
」
と
あ
る

よ
う
に
前
九
地
の
階
梯
を
経
て
仏
位
に
到
る
も
の
で
あ
り
、「
無
功
用
」

は
説
か
れ
な
い
。『
大
智
度
論
』
で
は
「
乾
慧
等
」
の
十
地
を
「
共
地
」
と

し
、
前
七
地
を
声
聞
の
階
位
に
配
置
す
る
の
に
対
し
、『
十
地
経
』
の
十

地
を
「
但
菩
薩
地
」
と
説
く
。『
小
品
般
若
経
』
に
お
い
て
「
初
発
意
」
の

菩
薩
が
説
か
れ
る
ま
で
、「
菩
薩
」
は
菩
薩
と
し
て
の
釈
尊
の
み
を
指
す

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、『
十
地
経
』
の
十
地
を
「
但
菩
薩
地
」

と
す
る
の
は
、
そ
の
十
地
説
が
菩
提
を
求
め
る
釈
迦
菩
薩
に
よ
っ
て
修
道

さ
れ
た
内
容
を
示
す
意
味
合
い
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

本
経
で
は
菩
薩
は
前
六
地
に
お
い
て
六
波
羅
蜜
を
具
足
し
、
第
七
地
で

方
便
・
願
・
力
・
智
を
加
え
た
十
波
羅
蜜
及
び
一
切
の
菩
提
分
法
が
刹
那

的
に
完
成
す
る
と
い
い
、
そ
し
て
第
八
地
に
到
っ
て
「
無
生
法
忍
」
を
具

足
し
「
一
切
の
功
用
（sābhoga

）
を
離
れ
、
無
功
用
（anābhoga

）
な

る
法
性
を
得
る
」
と
説
く
。
こ
こ
か
ら
前
七
地
を
「
功
用
」、
第
八
地
以

降
を
「
無
功
用
」
と
理
解
さ
れ
る
。「
功
用
」
と
は
何
か
に
向
っ
て
（ā

）

享
受
す
る
（√bhuj

）
働
き
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
菩
提
を
求
め
て
菩
薩

行
を
し
、
六
波
羅
蜜
を
は
じ
め
と
す
る
徳
目
を
実
践
し
、
獲
得
す
る
過
程

の
努
力
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
無
功
用
」
と
は
自
ら
の
も
の
に
し
よ

う
と
す
る
働
き
が
な
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
一
切
の
菩
提
分
法
の
完
成
に

よ
っ
て
そ
の
過
程
の
努
力
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
第
八

地
で
は
諸
仏
世
尊
が
「
無
生
法
忍
」
に
至
っ
た
菩
薩
に
対
し
、
そ
の
境
地

に
安
住
す
る
こ
と
な
く
更
な
る
階
梯
（
仏
位
）
へ
と
向
か
わ
せ
る
為
に
導

き
が
な
さ
れ
、
菩
薩
は
諸
仏
世
尊
の
持
つ
十
力
、
四
無
畏
、
不
共
仏
法
の

成
就
を
求
め
、
衆
生
を
正
し
い
道
へ
導
く
た
め
に
自
ら
の
身
体
に
加
持
な

る
行
為
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
菩
薩
自
ら
行
う
加
持
な
る
行
為
に
基

く
、
仏
教
世
界
に
お
い
て
〈
聖
典
〉scripture

を
出
現
さ
せ
た
。
こ
こ

に
は
、
伝
承
、
正
統
性
と
い
う
概
念
を
動
的
概
念
と
し
て
把
握
し
始
め
た

重
要
な
認
識
の
変
化
が
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
流
布
し
た

仏
教
は
、
こ
の
認
識
に
も
と
づ
く
聖
典
が
外
界
を
変
容
さ
せ
、
創
出
す
る

に
至
っ
た
一
大
仏
教
世
界
で
あ
る
。

『
十
地
経
』
に
お
け
る
「
功
用
」
と
「
無
功
用
」
に
つ
い
て

平
賀
由
美
子

　
『
十
地
経
』
の
十
地
説
は
仏
伝
『
大
事
』（M

ahāvastu

）
で
説
く
十

地
説
と
『
大
品
般
若
経
』
所
説
の
十
地
説
等
の
諸
説
の
資
料
に
関
連
性
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
『
大
事
』
の
内
容
は
釈
尊
の
過
去
世
に
燃
灯
佛
か
ら
将
来
仏
な
る
授
記

を
受
け
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
十
地
説
は
釈
尊
の
前
生
に
基
づ
い
て
構

成
さ
れ
る
。
前
六
地
は
菩
提
を
求
め
る
菩
薩
と
し
て
の
釈
尊
が
過
去
に
修

道
し
た
内
容
が
示
さ
れ
、
七
地
に
出
家
し
て
法
を
説
く
。
そ
し
て
第
八
地

で
釈
迦
菩
薩
は
諸
佛
と
し
て
現
れ
、
こ
こ
で
地
の
境
界
に
変
化
が
見
ら
れ

る
。
第
八
地
以
降
に
地
の
境
界
が
変
わ
る
構
成
は
、『
十
地
経
』
で
は
い

わ
ゆ
る
「
無
功
用
」
と
し
て
説
か
れ
る
。
ま
た
各
地
に
繰
り
返
さ
れ
る
結

語
箇
所
に
は
仏
伝
や
讃
仏
の
内
容
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
論
を

先
に
言
え
ば
本
経
の
十
地
説
は
『
大
品
般
若
経
』
に
影
響
を
受
け
つ
つ

も
、
讃
仏
の
立
場
か
ら
新
た
に
再
構
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

意
図
が
強
く
表
れ
て
い
る
の
が
第
八
地
以
降
の
「
無
功
用
」
の
設
定
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
大
品
般
若
経
』
の
十
地
説
は
無
上
菩
提
を
め
ざ
す
「
初
発
意
」
の
菩

薩
を
含
め
た
菩
薩
摩
訶
薩
が
修
す
る
階
梯
で
あ
り
、
六
波
羅
蜜
お
よ
び
四
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を
「
声
聞
」
や
「
菩
薩
」、「
天
」・「
人
」
と
呼
び
分
け
て
い
る
の
は
（
差

別
門
）、
あ
く
ま
で
も
他
方
世
界
の
因
縁
、
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
経
』
を

聴
聞
す
る
側
の
機
根
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
、
本
質
的
に
は
何
等
差
別
は

な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
論
は
、
本
来
同
一
類
で
あ
る
無
量
寿
仏
国
の
衆
生
が
、
経

文
の
上
で
「
人
天
」、「
菩
薩
」
と
呼
び
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
眼

し
、
特
に
四
十
八
願
文
に
お
け
る
「
国
中
人
天
」
と
「
国
中
菩
薩
」
の
関

係
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
ま
た
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
は
、
十
方
衆
生
の
救
済
を
円
満
に
成
就
す
る
べ

く
、
救
済
に
必
要
な
諸
功
徳
を
、
段
階
的
か
つ
組
織
的
に
構
築
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
各
願
文
は
、
そ
の
救
済
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
じ
て
配
置
さ

れ
、
願
文
相
互
に
連
関
す
る
こ
と
で
、
体
系
的
な
救
済
の
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
国
中
人
天
の
願
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
全
十
五
願
が

「
国
中
人
天
を
利
益
す
る
」
と
い
う
共
通
の
命
題
の
も
と
に
組
織
さ
れ
、

衆
生
済
度
に
お
け
る
必
要
不
可
欠
な
役
割
を
担
う
の
で
あ
る
。
国
中
人
天

の
願
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
多
く
は
第
二
十
二
願
文
よ
り
も
前
に
配
置
さ

れ
、
段
階
的
に
「
必
至
補
処
」
へ
の
条
件
（
功
徳
）
を
満
た
し
て
い
く
こ

と
が
分
か
る
。
そ
こ
ま
で
に
国
中
人
天
が
享
受
し
て
き
た
様
々
な
利
益

は
、
す
べ
て
「
必
至
補
処
」
へ
の
根
拠
と
な
り
、
国
中
人
天
を
し
て
必
ず

一
生
補
処
へ
と
至
ら
せ
る
「
力
用
」
へ
と
転
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
無

論
、
国
中
人
天
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
利
益
は
、
人
天
自
身
の
根
性
や
修

行
に
拠
る
も
の
で
は
な
く
、
法
蔵
菩
薩
が
「
国
中
人
天
」
名
義
の
願
に
お

い
て
成
就
し
た
「
国
土
功
徳
（
土
徳
）」
に
他
な
ら
な
い
。
国
土
自
体
に
、

づ
く
菩
薩
行
を
「
無
功
用
」
と
把
握
で
き
る
。
ま
た
そ
の
加
持
な
る
行
為

に
基
づ
く
菩
薩
行
は
第
七
地
の
終
わ
り
に
菩
薩
自
ら
が
入
る
三
昧
上
に
お

い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
前
七
地
に
お
け
る
菩
薩
行
と
は
地
の
境
界
を
明
ら

か
に
異
す
る
。

　

本
経
の
結
語
箇
所
の
多
く
は
仏
伝
を
想
定
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
前

七
地
で
は
地
の
進
展
に
し
た
が
っ
て
多
少
の
変
化
は
説
か
れ
る
も
の
の
大

筋
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
。
第
八
地
以
降
は
境
界

の
変
化
に
伴
っ
て
結
語
箇
所
も
各
地
の
進
展
に
対
応
し
た
内
容
が
説
か

れ
、
無
功
用
な
る
境
界
に
お
け
る
菩
薩
の
行
証
が
簡
潔
に
説
か
れ
る
。

　

以
上
、
結
語
箇
所
か
ら
も
前
七
地
と
第
八
地
以
降
を
明
確
に
分
け
て
叙

述
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
第
八
地
以
降
の
菩
薩
は
行
の
進
展
が
説
か

れ
つ
つ
も
ほ
ぼ
諸
仏
諸
如
来
の
境
界
に
限
り
な
く
近
い
菩
薩
と
し
て
説
か

れ
る
。
そ
の
菩
薩
が
利
他
な
る
行
為
を
自
在
に
行
う
「
無
功
用
」
な
る
菩

薩
行
は
、
讃
仏
の
立
場
か
ら
新
た
に
十
地
説
を
提
唱
す
る
際
に
釈
尊
の
偉

大
性
を
示
す
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
無
量
寿
経
』
四
十
八
願
に
お
け
る
国
中
の
人
天
と
菩
薩
に
つ
い
て

緒
方　

義
英

　
『
無
量
寿
経
』
上
巻
に
は
「
か
の
仏
国
土
は
清
浄
安
穏
に
し
て
微
妙
快

楽
な
り
。
無
為
泥

の
道
に
次
し
。
そ
れ
も
ろ
も
ろ
の
声
聞
・
菩
薩
・

天
・
人
、
智
慧
高
明
に
し
て
神
通
洞
達
せ
り
。
こ
と
ご
と
く
同
じ
く
一
類

に
し
て
、
形
異
状
な
し
。
た
だ
余
方
に
因
順
す
る
が
ゆ
え
に
、
人
・
天
の

名
あ
り
」
と
あ
り
、
無
量
寿
仏
の
国
土
の
衆
生
が
、
み
な
同
一
の
智
慧
・

神
通
を
き
わ
め
て
お
り
、
そ
の
功
徳
や
能
力
、
形
相
に
一
切
の
相
違
が
な

い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
平
等
門
）。
経
中
で
、
無
量
寿
仏
国
の
衆
生



　　330

『宗教研究』87巻別冊（2014年） 第８部会

『
阿
毘
曇
心
論
』
業
品
に
お
け
る
壊
僧
の
罪
に
つ
い
て

智
谷　

公
和

　
『
阿
毘
曇
心
論
』（A

bhidharm
a-hr. daya-āstra,

大
正
蔵
経N

o. 
1550,

以
下
『
心
論
』
と
略
す
）
業
品
（K

arm
a-nirde

a

）
に
お
け
る

壊
僧
の
罪
が
説
か
れ
て
い
る
偈
と
長
行
は
、
六
四
偈
と
そ
の
長
行
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
偈
と
長
行
は
、
大
正
蔵
経
二
八
巻
八
二
五
頁
上
段
二
七
行

か
ら
中
段
一
行
ま
で
で
あ
る
。

　

こ
の
偈
と
長
行
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
壊
僧
の
罪
に
つ
い
て

論
述
し
て
い
き
た
い
。
論
述
方
法
は
、『
心
論
』
と
『
心
論
経
』『
雑
心

論
』
を
対
比
し
、
玄
奘
訳
『
倶
舎
論
』、
こ
の
漢
本
に
相
応
す
る
プ
ラ
ダ

ン
本
の
梵
文
を
参
照
し
、
梵
文
『
称
友
疏
』
等
を
対
比
さ
せ
て
、
ま
た

『
順
正
理
論
』
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
壊
僧
の
罪
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

　
『
心
論
』
業
品
に
お
け
る
壊
僧
の
罪
が
説
か
れ
て
い
る
六
四
偈
は
、「
若

し
業
で
僧
を
壊
す
る
は
、
是
れ
を
説
い
て
極
悪
と
な
す
。」
こ
れ
を
六
四

偈
と
そ
の
長
行
を
参
照
し
て
解
釈
し
て
み
れ
ば
、「
こ
の
業
﹇
三
障
﹈
に

つ
い
て
、
ど
れ
が
最
大
の
悪
で
し
ょ
う
か
。
お
答
え
し
ま
す
。
無
間
業
に

よ
っ
て
僧
が
教
団
を
破
壊
す
る
こ
と
は
、
も
ろ
も
ろ
の
業
に
お
い
て
極
め

て
悪
い
。」
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
無
間
業
・
破
和
合
僧
に
よ
っ
て
教

団
が
別
立
し
分
裂
さ
せ
ら
れ
乱
さ
れ
て
破
壊
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
最
も
悪

い
の
で
あ
る
。『
心
論
』
六
四
偈
と
そ
の
長
行
に
相
応
す
る
『
心
論
経
』

は
六
三
偈
と
そ
の
長
行
で
あ
る
（
大
正
二
八
・
八
四
三
・
下
八
―
一
八
）。

又
『
雑
心
論
』
は
百
七
一
偈
と
そ
の
長
行
で
あ
る
（
大
正
二
八
・
八
九

八
・
下
一
八
―
二
三
）。
こ
れ
ら
心
論
系
論
書
と
『
心
論
』
は
最
大
の
悪

に
つ
い
て
の
説
明
は
相
違
し
な
い
。『
心
論
』
が
『
倶
舎
論
』
と
対
応
す

人
天
を
利
益
す
る
だ
け
の
功
徳
が
成
就
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
存
在

意
義
が
生
ま
れ
、
願
生
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

自
力
で
功
徳
を
積
め
な
い
衆
生
で
あ
っ
て
も
、
無
量
寿
仏
の
国
土
に
往

生
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
利
益
さ
れ
、
即
時
に
補
処
の
菩
薩
と
な
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
、「
国
土
に
よ
っ
て
衆
生
が
利
益
さ
れ
る
」
救
済
の
論
理

で
あ
り
、
無
量
寿
仏
国
土
に
お
け
る
「
利
他
力
」
の
次
第
で
あ
る
。

　

一
方
、
国
中
菩
薩
の
願
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
す
べ
て
が
第
二
十
二
願

文
以
降
に
配
置
さ
れ
、
還
相
摂
化
に
必
要
な
功
徳
の
一
切
が
成
就
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
分
か
る
。「
国
中
人
天
」
名
義
の
願
に
よ
っ
て
他
利
さ
れ
た

衆
生
が
、
今
度
は
「
国
中
菩
薩
」
名
義
の
願
に
よ
っ
て
利
他
行
を
修
す
る

身
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
来
同
一
類
で
あ
る
無
量
寿
仏
国
の
衆
生
が
人
天
、
菩

薩
と
呼
び
分
け
ら
れ
る
の
は
、
無
量
寿
仏
の
救
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る

必
然
的
な
展
開
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
他
利
利
他
の
深
義
」
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

思
え
ば
、
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
る
世
界
（
無
量
寿
仏

国
土
）
は
、「
さ
と
り
の
境
涯
」
で
あ
る
一
如
平
等
の
世
界
を
、
差
別
世

界
の
衆
生
に
向
け
て
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
平
等
で
あ
る
は

ず
の
無
量
寿
仏
国
の
衆
生
が
、
各
願
の
役
割
に
応
じ
て
名
義
を
変
え
、
そ

の
使
命
を
全
う
す
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
附
言
す
る
と
、
法
蔵
菩
薩
の
国
土
は
衆
生
を
選
ぶ
こ
と
が
な
い

の
で
、
ど
の
よ
う
な
者
も
平
等
に
利
益
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
余
方

に
因
順
し
て
衆
生
の
境
涯
を
五
趣
に
分
け
た
と
き
、
第
一
願
文
で
三
悪
趣

の
苦
果
は
消
滅
さ
れ
る
た
め
、
あ
え
て
衆
生
を
「
人
天
」
と
限
定
す
る
の

で
あ
る
。
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pākatvāt. ” (A

k., p. 235
)

で
あ
り
相
応
す
る
。
黒
業
は
欲
界
の
不
善
業

（
不
浄
業
）
で
あ
る
。
欲
界
で
は
不
浄
業
（
不
善
業
）
で
も
あ
り
浄
業

（
善
業
）
で
あ
る
か
ら
黒
白
業
と
も
言
う
。
黒
白
と
は
一
身
（sam

tāna

）

の
上
で
浄
（
善
）・
不
浄
（
不
善
）
の
業
・
異
熟
が
時
を
異
に
し
て
現
わ

れ
出
て
く
る
と
説
く
。
こ
う
し
て
漢
訳
の
悪
・
不
善
はakusala

で
は

な
くa

ubha

で
あ
り
、
善
はku

ala

で
は
な
く

ubha

で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
不
善
・
悪
と
は
不
浄
を
意
味
し
て
い
る
宗
教
的
概
念
で
あ
ろ

う
。
又
、
業
は
意
志
的
行
為
（
思cetanā

）
で
あ
る
。
意
志
は
作
す
自

由
と
作
さ
ざ
る
自
由
を
持
つ
。
こ
れ
を
倫
理
的
次
元
で
表
現
さ
れ
れ
ば

力は
た
ら
きの
両
極
を
悪
と
善
と
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

世
親
に
よ
る
唯
心
論
の
確
立

那
須　

円
照

　
『
唯
識
二
十
論
』
に
お
い
て
、
質
的
要
素
が
量
的
要
素
を
離
れ
て
独
立

し
て
認
識
で
き
る
か
ら
外
界
の
対
象
は
究
極
的
に
は
質
で
あ
る
と
い
う
経

量
部
的
立
場
に
対
し
て
、
世
親
は
、
粗
大
な
も
の
と
微
細
な
も
の
が
同
じ

質
を
も
つ
場
合
、
粗
大
な
も
の
の
質
が
認
識
さ
れ
て
、
微
細
な
も
の
の
質

が
認
識
で
き
な
い
と
い
う
現
象
が
説
明
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。
よ
っ

て
、
質
は
量
を
離
れ
て
は
認
識
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
論
証
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
量
的
要
素
は
無
限
分
割
さ
れ
て
、
そ
の
粗
大
な
も
の
の
根
拠

と
し
て
の
究
極
的
極
微
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
論
理
的

に
考
え
る
と
、
も
の
を
無
限
に
分
割
す
る
過
程
に
お
い
て
、
あ
る
時
点
か

ら
は
、
そ
の
も
の
は
見
え
な
く
な
り
、
そ
の
存
在
性
を
認
識
で
き
な
く
な

る
。
し
か
し
、
理
論
的
に
は
そ
の
微
細
な
も
の
は
存
在
し
な
く
な
る
の
で

は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
小
さ
く
で
き
る
も
の
と
し
て
存
在
し
う
る
。
よ
っ

る
の
は
大
正
蔵
経
二
九
巻
九
四
頁
上
段
二
八
―
中
段
一
二
行
ま
で
で
あ

る
。
プ
ラ
ダ
ン
本
の
梵
本
で
は
二
六
四
頁
二
行
―
二
六
五
頁
三
行
で
あ

る
。
荻
原
本
の
『
称
友
疏
』
で
は
四
三
〇
頁
五
行
―
一
六
行
で
あ
る
。

『
順
正
理
論
』
で
は
大
正
蔵
経
二
九
巻
五
八
九
頁
下
段
二
三
行
―
中
段
一

一
行
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
書
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
破
和
合

僧
（sam. gha-bheda

）・
壊
僧
の
罪
が
最
も
（m

ahā-sāvadya

）
重
い

と
説
く
。
表
現
の
違
い
と
し
て
は
心
論
系
論
書
は
「
極
悪0

」
と
述
べ
『
倶

舎
論
』
と
『
順
正
理
論
』
は
「
重
罪0

」
と
述
べ
る
。
こ
の
「
罪
」「
悪
」

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

罪
（sāvadya

）
は
「
欠
点
が
あ
る
」「
邪
魔
を
す
る
」「
妨
げ
る
」
の

意
味
。
罪
の
同
義
異
語
にāpatti
が
あ
る
。
ア
ー
パ
ッ
テ
ィ
は
動
詞
形

ā-√pad

で
「
落
ち
る
」
の
意
味
。
そ
こ
か
ら
過
失
に
よ
っ
て
落
ち
る
と

な
し
戒
律
を
破
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
罪
と
は
戒
律
を
破
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
ず
る
客
観
的
範
疇
を
犯
す
行
為
と
さ
れ
よ
う
。
次
に
悪
で
あ

る
が
心
論
系
論
書
に
は
梵
本
が
現
存
し
な
い
の
で
阿
含
聖
典
や
『
倶
舎

論
』
を
参
考
に
し
て
み
れ
ば
、『
法
句
経
』
七
通
戒
偈
の
「
諸
悪
莫
作
」

（sabbapāpassa-akaran. am
,: D
ham
m
apiada X

IV
. 183

）
の
注
釈

に
「
こ
こ
に
一
切
の
悪
と
は
一
切
の
不
善
業
な
り
」（tattho sabba 

pāpassā ti sabbassa akusala-kam
m
assa.: T

he Com
m
entary 

on the D
ham
m
apada p. 237

）
と
あ
る
か
ら
悪
（pāpa

）
を
不
善

（akusala

）
と
な
し
て
同
義
異
語
と
し
て
い
る
。
不
善
に
つ
い
て
『
倶
舎

論
』
第
一
六
巻
で
「
黒
白
の
四
業
」
を
説
明
す
る
箇
所
を
見
れ
ば
不
善

業
と
は
不
浄
業
で
も
あ
る
。「
諸
不
善
業
一
向
名p

黒
。
染
活
性
故
。
異

熟
亦
黒
。
不
可
意
故
。」
と
。
こ
れ
を
プ
ラ
ダ
ン
梵
本
と
対
照
す
れ
ば

“a
ubbam.  karm

a ekantena kr. s. n. am.  klis. t. atvāt cām
anojñavi-
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併
存
と
い
う
変
化
（
老
）
も
厳
密
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
徹
底
し
た
刹
那
滅

論
が
成
立
す
る
。『
倶
舎
論
』「
業
品
」
で
は
、
刹
那
滅
論
は
徹
底
さ
れ
、

生
じ
る
瞬
間
と
滅
す
る
瞬
間
が
同
じ
だ
と
も
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

徹
底
し
た
時
間
論
の
立
場
か
ら
は
、
生
と
滅
も
相
互
に
そ
れ
ぞ
れ
区
別
で

き
る
も
の
と
し
て
成
立
し
え
ず
、
究
極
的
に
は
時
間
に
幅
が
な
く
な
り
、

存
在
は
理
論
的
に
時
間
を
超
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
以
上
の
思

考
過
程
は
、『
唯
識
二
十
論
』
に
お
け
る
、
無
限
分
割
の
理
論
に
適
用
で

き
る
。
あ
る
も
の
を
空
間
的
に
無
限
分
割
す
る
場
合
、
そ
の
も
の
に
以
上

の
徹
底
的
刹
那
滅
論
を
適
用
す
れ
ば
、
無
限
分
割
の
時
間
的
過
程
に
お
け

る
、
住
と
老
の
否
定
か
ら
は
、
前
瞬
間
と
後
瞬
間
の
も
の
が
全
く
異
な
る

こ
と
と
な
り
、
同
じ
も
の
を
分
析
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
え
な
い
。
ま

た
、
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
た
、
生
と
滅
の
否
定
か
ら
は
、
そ
の
分
析
対
象

が
、
時
間
を
超
越
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
空
間
的
分
析
を

待
た
ず
に
、
時
間
を
も
の
は
超
越
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
四

次
元
を
超
越
し
た
も
の
は
、
そ
の
下
位
概
念
で
あ
る
三
次
元
を
必
然
的
に

超
越
し
、
時
間
・
空
間
を
、
す
べ
て
の
存
在
は
理
論
的
に
真
実
に
超
越
し

て
い
る
こ
と
が
確
信
で
き
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
時
間
・
空
間
を
超
越
し
た

も
の
は
心
と
名
づ
け
ら
れ
、
あ
る
よ
う
に
見
え
る
現
象
の
迷
い
の
世
界
の

根
拠
と
な
る
時
間
・
空
間
を
超
越
し
た
不
可
思
議
な
心
の
み
が
存
在
し
、

唯
心
論
が
確
立
さ
れ
る
。
世
親
は
、
図
ら
ず
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

て
、
認
識
論
的
に
は
唯
心
論
は
成
り
立
つ
よ
う
に
思
え
る
が
、
存
在
論
的

に
も
の
の
存
在
は
ど
こ
ま
で
も
単
一
な
極
微
と
い
う
根
拠
と
し
て
は
成
り

立
た
な
い
が
、
何
ら
か
の
複
数
の
も
の
と
し
て
あ
り
う
る
。
そ
し
て
、
無

限
分
割
と
い
う
の
は
、
無
限
で
あ
る
か
ら
完
結
せ
ず
、
ど
う
し
て
も
時
間

経
過
を
伴
う
分
析
過
程
を
有
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、『
唯
識
二

十
論
』
の
外
界
物
質
実
在
論
批
判
は
空
間
論
的
分
析
が
時
間
の
中
で
完
成

し
な
い
か
ら
、
そ
の
限
界
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
世
親
は
、
ま

ず
、『
倶
舎
論
』「
根
品
」
の
四
相
の
箇
所
の
老
相
を
否
定
す
る
箇
所
で
、

変
化
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
否
定
の
論
証
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、（
一
）

も
の
が
、
あ
る
瞬
間
と
次
の
瞬
間
で
等
し
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
同
じ
も
の

で
変
化
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
。
ま
た
、（
二
）
も
の
が
、

あ
る
瞬
間
と
次
の
瞬
間
で
異
な
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
別
の
も
の
な
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
変
化
と
い
う
現
象
で
は
な
い
と
、
説
明
さ
れ
る
。（
一
）の
場

合
を
厳
密
に
考
え
る
と
、
一
瞬
間
目
と
二
瞬
間
目
で
、
も
の
が
全
く
一
緒

な
ら
ば
、
一
瞬
間
目
と
同
じ
く
、
二
瞬
間
目
も
も
う
一
瞬
存
続
す
る
と
い

う
性
質
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
永
遠
に
も
の
は
滅
し
な
く
な
る
と

い
う
考
え
も
成
り
立
ち
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
瞬
間
目
の
存
在
と
二

瞬
間
目
の
存
在
は
、
も
の
と
し
て
は
全
く
同
じ
で
も
、
一
瞬
間
目
と
二
瞬

間
目
の
存
在
と
で
は
、
二
瞬
間
目
の
存
在
の
方
が
、
付
随
し
て
い
る
属
性

と
し
て
、
時
間
的
に
そ
れ
よ
り
前
の
一
瞬
間
目
の
時
間
に
伴
う
も
の
の
次

の
存
在
と
し
て
あ
る
と
い
う
属
性
を
持
つ
点
で
総
体
と
し
て
一
瞬
間
目
の

存
在
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
持
続
と
い
う
こ
と
は
厳
密

に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、（
二
）の
場
合
、
一
瞬
間
目
と

二
瞬
間
目
が
総
体
と
し
て
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
普
遍

的
に
認
め
ら
れ
、
同
一
な
も
の
の
持
続
（
住
）
も
、
同
一
性
と
別
異
性
の
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語
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
転
依
に
関
連
し
て
第
四
章
で
出
る
よ
う
な
大
乗

的
な
仏
身
論
（
変
化
身
・
自
性
身
）
は
登
場
し
な
い
。

　

・
経
節
（
五
七
）
で
は
、
法
無
我
と
い
う
語
が
出
、
ま
た
、
如
所
有

〔
性
〕
と
尽
所
有
〔
性
〕
と
い
う
、「
声
聞
地
」「
菩
薩
地
」
が
初
出
と
さ

れ
る
術
語
が
言
及
さ
れ
、
さ
ら
に
は
微
細
〔
慧
〕
と
周
微
〔
慧
〕
を
順
に

そ
の
両
者
に
配
当
す
る
こ
と
は
、「
菩
薩
地
」
慧
品
と
同
じ
で
あ
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
。

　

・
世
親
は
一
つ
の
経
文
に
対
し
て
「
さ
ら
に
ま
た
（gzhan yang

）」

と
し
て
、
別
の
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
の
解
釈
を
施
す
こ
と
が
九
割
方
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
、
最
後
に
、「『
聖
教（
伝
承
）』
で
は
（lung 

las ni

）」
と
、『
聖
教
』
の
引
用
が
な
さ
れ
る
と
い
う
例
が
十
八
例
あ
る

（
そ
の
う
ち
一
つ
（
経
節
（
八
三
））
で
はyid ches pa ’i lung

（
信
頼

さ
れ
る
伝
承
）
と
出
る
）。
そ
の
う
ち
、
幾
つ
か
〔
の
み
〕
は
、『
瑜
伽

論
』「
摂
釈
分
」
や
「
声
聞
地
」
に
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

じ
『
雑
阿
含
』
を
解
釈
す
る
も
の
と
し
て
『
瑜
伽
論
』「
摂
事
分
」
が
着

目
さ
れ
る
が
、
同
じ
経
文
が
解
釈
さ
れ
て
い
て
も
、
一
致
・
類
似
し
な
い

こ
と
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

以
上
そ
の
特
徴
を
列
挙
し
た
が
、
徳
慧
が
「
声
聞
地
」
に
言
及
し
て
い

る
（
経
節
（
十
四
））
例
を
除
く
と
、
世
親
自
身
の
阿
含
解
釈
に
つ
い
て

い
え
ば
、
大
乗
的
、
あ
る
い
は
瑜
伽
行
派
的
な
術
語
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
大
乗
や
瑜
伽
行
派
か
ら
の
解
釈
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
筆
者
も
か
つ
て
検

討
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
が
（
堀
内
﹇
二
〇
〇
九
﹈
山
喜
房
佛
書
林
）、

『
釈
軌
論
』
第
二
章
の
最
後
の
経
節
（
経
節
（
一
〇
三
））
で
十
二
分
教
を

列
挙
す
る
阿
含
を
引
き
、
そ
こ
に
出
る
方
広
（vaipulya

）
を
大
乗
と
解

『
釈
軌
論
』
第
二
章
所
引
の
阿
含
と
世
親
・
徳
慧
に
よ
る
解
釈
の
特
色

堀
内　

俊
郎

　

阿
含
・
ニ
カ
ー
ヤ
か
ら
自
身
が
抜
き
出
し
た
百
余
り
の
経
節
（『
百
節

経
』）
を
解
釈
す
る
章
で
あ
る
『
釈
軌
論
』
第
二
章
は
、
そ
の
同
じ
第
四

章
で
大
乗
仏
説
論
を
展
開
し
た
世
親
（V

asubandhu

）
に
よ
る
阿
含
解

釈
で
あ
る
と
い
う
点
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
、
碩
学
に
よ
る
経
句
の
解
釈

と
い
う
辞
書
的
性
格
を
持
つ
点
で
も
、
徳
慧
に
よ
る
註
釈
と
と
も
に
、
興

味
深
い
。

　

本
稿
で
は
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
世
親
・
徳
慧
に
よ
る
阿
含
解
釈
の
特
徴

を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
。

　

ま
ず
、
李
鍾
徹
校
訂
本
（Lee
﹇
二
〇
〇
一
﹈
山
喜
房
佛
書
林
）
に
よ

れ
ば
同
章
で
言
及
さ
れ
る
経
節
の
数
は
一
〇
三
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
筆

者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に
つ
い
て
、
阿
含
・
ニ
カ
ー
ヤ
に
そ

の
出
典
が
求
め
ら
れ
る
。
最
も
多
い
の
が
『
雑
阿
含
（
相
応
部
）』
で
、

次
い
で
（
前
者
の
半
分
ほ
ど
）『
中
阿
含
（
中
部
）』
で
あ
り
、『
長
阿
含
』

は
二
経
の
み
。
概
ね
漢
・
パ
が
と
も
に
得
ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
パ
ー

リ
対
応
、
あ
る
い
は
逆
に
、
漢
訳
対
応
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
な
お
、
世

親
の
引
用
す
る
経
典
は
、
パ
ー
リ
・
ニ
カ
ー
ヤ
よ
り
も
漢
訳
阿
含
に
近
い

例
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

　

次
に
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
阿
含
解
釈
の
特
徴
を
、
大
乗
・
瑜
伽
行
派

と
の
関
連
か
ら
報
告
し
た
い
。

　

・
経
節
（
二
）
へ
の
解
釈
で
は
、
仏
陀
を
解
釈
す
る
に
際
し
、
仏
陀
は

煩
悩
障
と
所
知
障
か
ら
解
脱
し
て
い
る
と
、
大
乗
・
瑜
伽
行
派
で
重
視
さ

れ
る
所
知
障
と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
る
。

　

・
経
節
（
三
九
）
で
は
、
転
依
、
真
如
、
出
世
間
後
得
世
間
智
と
い
う
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起
す
る
こ
と
は
恒
常
な
我
か
ら
は
想
定
で
き
な
い
。﹇
２

﹈我
に
作
用
が
無

い
た
め
、
諸
識
の
依
り
ど
こ
ろ
と
な
ら
な
い
。﹇
３

﹈識
等
が
我
を
所
依
と

し
て
生
じ
る
な
ら
ば
、
心
が
漸
次
に
生
起
す
る
こ
と
は
な
い
。﹇
４

﹈我
以

外
の
他
の
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
な
ら
ば
、
我
に
能
力
が
な
い
こ
と
に
な

る
。﹇
５

﹈諸
識
が
現
起
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
我
に
依
る
な
ら
ば
、

転
変
が
成
立
し
な
い
。
こ
の
う
ち
、
新
訳
『
大
乗
成
業
論
』
よ
り
も
顕
著

に
、
旧
訳
『
業
成
就
論
』
で
は﹇
２

﹈﹇
３

﹈の
論
証
が
「
若
有
我
者
」「
若

無
我
者
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
句
の
形
態
に
な
っ
て
い
た
。
ま

た
、
全
四
本
に
共
通
し
て
、﹇
４

﹈﹇
５

﹈の
論
証
が
作
用
と
本
体
と
を
対
句

と
し
て
考
え
、
作
用
と
本
体
と
が
同
一
で
も
な
く
異
な
る
も
の
で
も
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
文
体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
論
証
の
仕
方
は
『
倶

舎
論
』
に
見
ら
れ
た
犢
子
部
の
「
不
一
不
異
」
の
形
態
に
類
似
し
て
い

た
。
世
親
は
こ
こ
に
お
い
て
「
不
一
不
異
」
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア

ー
ラ
ヤ
識
の
よ
う
に
種
々
転
変
し
て
現
在
の
み
有
る
と
い
う
ア
ー
ラ
ヤ
識

の
「
在
り
方
」
を
説
い
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
無
我
の
経
証
に
お
い
て
旧
訳
で
は
、「
先
の﹇
１

﹈〜﹇
５

﹈の
論

証
の
よ
う
に
思
惟
す
る
と
き
、
阿
含
の
説
に
異
な
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

ら
の
説
は
い
ず
れ
も
が
自
分
勝
手
に
思
惟
し
て
我
を
誤
っ
て
理
解
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
心
は
阿
頼
耶
識
に
薫
じ
て
相
続
し
て
断
じ
な
い
」
と
し
て

い
る
。﹇
２

﹈〜﹇
５

﹈の
論
証
と
、「
我
を
計
す
れ
ば
な
り
」
を
対
照
し
て

考
察
す
れ
ば
、
阿
頼
耶
識
と
は
有
我
で
も
な
い
が
無
我
で
も
な
く
、
阿
頼

耶
識
と
作
用
は
別
で
も
な
く
同
一
で
も
な
く
、
心
が
阿
頼
耶
識
に
薫
じ
て

相
続
し
て
不
断
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
阿
含
の
説
に
異
な
る
こ

と
に
な
る
」
と
は
「
無
我
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
繋
が
る
。

す
な
わ
ち
旧
訳
の
解
釈
は
、
阿
頼
耶
識
を
本
体
と
作
用
と
で
別
に
考
え
る

釈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
、
そ
の
解
釈
が
第
三
章
で

論
難
さ
れ
て
第
四
章
で
大
乗
の
仏
説
が
論
証
さ
れ
る
と
い
う
構
成
上
の
観

点
か
ら
み
て
、
や
は
り
本
論
は
大
乗
者
と
し
て
の
世
親
の
著
作
と
せ
ね
ば

な
る
ま
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
二
章
も
含
む
そ
の
全
貌
を
、
他
の
論
書

と
の
関
連
の
も
と
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
。

　
（
本
研
究
は
科
研
費
（
若
手
研
究（
Ｂ
）二
三
七
二
〇
〇
二
四
、「
世
親
論

書
の
訳
注
研
究
―
『
釈
軌
論
』
第
二
章
を
中
心
に
―
」）
の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。）

『
成
業
論
』
に
お
け
る
無
我
論

日
比　

佑
香

　
『
成
業
論
』
の
主
要
資
料
四
本
（K

S, K
ST
,

『
業
成
就
論
』、『
大
乗
成

業
論
』）
の
う
ち
旧
訳
『
業
成
就
論
』
は
難
解
で
あ
り
、
訳
語
の
上
に
も

統
一
性
が
な
い
と
し
て
殆
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。『
成
業
論
』
は

原
典
が
未
だ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
西
蔵
訳
のK

S
が
殆
ど
そ
の
注
釈

書K
ST

に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、K

S
が
原
典
の
直
訳

に
近
い
と
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
（
向
田
﹇1944: 82

﹈、
山
口
﹇1975: 

6

﹈）
が
、
い
ま
一
度
旧
訳
の
価
値
も
再
考
す
る
べ
き
で
あ
る
。『
成
業
論
』

全
体
の
構
造
は
、
は
じ
め
に
仏
説
の
三
業
を
示
し
、
次
に
極
微
説
、
滅
因

論
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
論
証
、
そ
し
て
無
我
の
論
証
と
い
う
五
段
階
に
な
っ

て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
う
ち
無
我
の
論
証
に
つ
い
て
、
資
料
四
本
を
比
較

検
討
し
た
研
究
成
果
で
あ
る
。

　
『
成
業
論
』
で
は
有
我
論
者
が
阿
頼
耶
識
と
は
我
の
こ
と
を
指
す
の
で

は
な
い
か
と
し
た
こ
と
に
反
論
し
て
、
世
親
に
よ
り
無
我
の
五
つ
の
論
証

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。﹇
１

﹈無
心
定
か
ら
出
定
し
た
後
に
心
が
漸
次
に
生
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で
あ
り
、「
白
傘
蓋
陀
羅
尼
」
自
身
を
女
尊
（Bhagavatī

）
と
し
て
崇

め
る
。
日
本
の
臨
済
宗
で
は
、
元
か
ら
の
渡
来
僧
・
清
拙
正
澄
が
鎌
倉
時

代
末
期
に
伝
え
た
「
諸
回
向
清
規
式
」
で
言
う
、
元
代
の
改
変
し
た
「
楞

厳
呪
」
末
尾
の
「
八
句
陀
羅
尼
」（「
エ
ン
・
オ
ノ
リ
ー
・
ビ
シ
ャ
チ
ー
」

云
々
）
を
「
白
傘
蓋
陀
羅
尼
」
と
呼
ぶ
。

　

唐
代
の
不
空
に
よ
る
音
訳
（
大
正
新
脩
大
藏
經
第
九
四
四
Ａ
）
の
題
名

が
、
初
め
に
紹
介
し
た
悉
曇
本
の
題
名
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

「
放
光
」
は
「
仏
頂
」
か
ら
の
連
想
に
過
ぎ
な
い
。
宋
代
に
入
る
と
、「
大

佛
頂
如
来
密
印
修
証
了
義
諸
菩
薩
萬
行
首
楞
嚴
經
」
と
い
う
経
典
（
大
正

藏
經
第
九
四
五
）
の
第
七
章
に
、「
中
印
度
那
蘭
陀
曼
荼
羅
灌
頂
金
剛
大

道
場
神
呪
」
と
し
て
少
し
く
改
変
し
た
「
白
傘
蓋
陀
羅
尼
」
が
載
せ
ら
れ

る
。
全
篇
は
仏
弟
子
で
甥
の
阿
難
（
ア
ー
ナ
ン
ダ
）
に
、
魔
女
か
ら
誘
惑

さ
れ
な
い
様
に
堅
固
な
戒
体
を
持
た
せ
る
趣
意
で
、
こ
の
神
呪
を
そ
の
為

に
唱
え
る
が
良
い
と
諭
す
護
呪
の
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
。
夏
（
げ
）
の

初
め
の
楞
嚴
会
の
儀
式
に
繋
が
る
。

　

唐
代
の
訳
経
目
録
三
種
に
こ
れ
が
無
く
、
宋
版
大
蔵
経
に
出
て
く
る
の

で
、
我
々
は
こ
の
神
呪
を
「
宋
本
」
と
呼
ぶ
。
大
正
藏
經
の
編
者
は
「
楞

厳
呪
」
を
「
明
本
」
と
し
て
付
録
す
る
が
、
全
く
元
代
の
清
拙
（
一
二
七
四

―
一
三
三
九
）
が
使
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
は
「
元
本
」
が
正
し
い
。

不
空
音
訳
は
「
唐
本
」
と
な
る
。
か
く
て
元
本
「
楞
厳
呪
」
は
臨
済
宗
十

五
派
の
み
な
ら
ず
曹
洞
宗
・
黄
檗
宗
で
も
特
に
儀
式
に
用
い
、
更
に
は
台

湾
寺
院
で
も
主
要
課
誦
経
典
に
な
っ
て
い
る
。
宋
本
は
「
唐
天
竺
沙
門
般

剌
蜜
諦
訳
」
と
し
て
い
る
が
、
実
在
の
人
物
で
は
な
く
、
擬
経
で
あ
る
。

日
本
臨
済
宗
の
清
規
を
定
め
た
清
拙
が
こ
れ
を
「
大
佛
頂
萬
行
首
楞
嚴
神

呪
」（
だ
い
ぶ
ち
ん
ば
ん
な
ん
し
ゅ
れ
ん
ね
ん
じ
ん
し
ゅ
）
と
呼
ぶ
の
は

こ
と
も
、
本
体
と
作
用
を
同
一
と
考
え
る
こ
と
も
矛
盾
が
生
じ
る
の
で
、

阿
頼
耶
識
の
本
体
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
自
意
に
し
て
分
別
思
量

し
、
我
を
計
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
世
親
は
流
転
相
続
す
る
ア

ー
ラ
ヤ
識
の
み
を
認
め
、
し
か
も
ア
ー
ラ
ヤ
識
に
薫
習
す
る
要
素
か
ら

身
・
口
業
の
よ
う
な
相
を
省
い
て
、
思
の
み
に
し
た
所
に
唯
識
思
想
的
特

徴
が
見
ら
れ
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
四
本
と
も
同
一
の
見
解
で
あ
っ

た
。

白
傘
蓋
陀
羅
尼
か
ら
楞
厳
呪
へ
の
改
変

木
村　

俊
彦

　

直
接
イ
ン
ド
か
ら
伝
来
し
た
「
白
傘
蓋
陀
羅
尼
」
を
縦
書
き
に
し
た
悉

曇
本
は
写
本
に
準
ず
る
価
値
を
持
つ
。
日
本
で
初
め
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

学
を
独
学
で
研
究
し
て
『
梵
学
津
梁
』
を
著
わ
し
た
慈
雲
（
一
七
一
八
―

一
八
〇
四
）
は
、「
白
傘
蓋
陀
羅
尼
」
を
末
詮
百
に
「
大
仏
頂
如
来
放
光

悉
怛
多
鉢
怛
羅
陀
羅
尼
」
と
し
て
収
録
し
た
。
こ
れ
の
原
典
研
究
に
つ
い

て
は
先
週
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
松
江
大
会
で
発
表
し
た
。
校
訂
本
と

和
訳
で
全
五
章
に
渉
り
、
楞
厳
呪
へ
の
改
変
な
ど
の
考
証
の
紙
幅
が
殆
ど

無
か
っ
た
の
で
、
そ
の
一
斑
を
こ
こ
で
述
べ
た
い
。

　

内
容
は
最
初
、
仏
・
菩
薩
へ
の
帰
依
の
祈
り
（nam

ah.

云
々
）
か
ら
始

ま
っ
て
、
五
部
尊
か
ら
イ
ン
ド
教
の
神
々
へ
の
祈
り
に
な
り
、
密
教
的
世

界
が
現
出
す
る
。
第
二
章
か
ら
は
「
オ
ー
ム
、
フ
ー
ン
、
ツ
ル
ー
ン
、
パ

ッ
ト
」
と
い
う
間
投
詞
が
よ
く
使
わ
れ
、
邪
鬼
（grahah.

）
へ
の
調
伏
、

つ
ま
り
は
病
魔
等
か
ら
自
分
を
護
る
護
呪
（ātm

araks. ām
antrah.

）
で

あ
る
。
陀
羅
尼
自
身
が
名
乗
る
題
名
は
「
仏
頂
白
傘
蓋
不
敗
反
呪
詛
陀
羅

尼
」（T

athāgatos. n. īs. asitātaptrāparājitāpratyan .girā D
hāran. ī

）
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れ
ば
、
無
明
が
原
因
と
な
っ
て
煩
悩
、
業
が
生
じ
、
苦
と
し
て
の
生
・

老
・
死
が
あ
る
。
我
々
の
現
実
に
と
っ
て
最
も
根
本
的
な
も
の
は
「
生
死

の
法
」
で
あ
る
。
生
死
が
な
け
れ
ば
仏
法
を
受
持
し
て
煩
悩
を
断
ち
、
生

死
を
離
れ
る
こ
と
も
な
い
。
よ
っ
て
我
々
は
一
切
の
根
本
と
し
て
の
生
死

を
断
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
一
切
の
執
着
を
断
ち
切

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
切
の
執
着
を
断
ち
、
一
切
の
善
法
を
修
す
る
必
要

が
あ
る
。
善
法
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
内
の
仏
性
を
磨
き
、
そ
の

全
的
な
輝
き
を
顕
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
生
死
に
よ
っ
て
来

た
る
と
こ
ろ
を
考
究
し
、
そ
の
生
死
を
断
つ
方
法
を
探
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
断
滅
を
中
心
に
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　

若
し
、
諸
々
の
善
悪
は
自
分
の
執
着
に
よ
っ
て
生
じ
た
貪
・
瞋
・
痴
か

ら
起
き
る
こ
と
を
体
得
で
き
た
な
ら
、
我
々
は
こ
れ
を
「
縁
に
よ
っ
て
生

じ
縁
に
よ
っ
て
滅
す
る
」
と
言
う
。
生
命
の
諸
々
の
苦
の
中
で
光
明
に
照

ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
仏
の
慈
悲
に
よ
っ
て
善
法
及
び
慧
命
を
得
て
、

善
根
を
増
長
し
深
く
固
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
な
が
ら
、
諸
天
護
法

の
庇
護
・
仏
の
加
被
の
お
陰
で
、
必
ず
や
心
身
は
自
在
と
な
る
の
で
あ
ろ

う
。
よ
っ
て
、
仏
は
修
行
者
に
生
死
苦
か
ら
離
れ
さ
せ
、
解
脱
楽
を
得
さ

せ
る
の
で
あ
る
。「
我
執
」
は
無
明
よ
り
生
ず
る
が
段
階
が
あ
る
。
無
我

無
生
死
を
修
し
得
る
と
、
虚
空
法
界
の
毘
盧
性
海
に
入
り
法
界
に
融
け
込

ん
で
共
に
一
体
と
な
る
。
よ
っ
て
我
執
を
滅
す
る
に
は
貪
・
瞋
・
痴
を
断

ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
「
欲
滅
諸
苦
行
」
で
は
必
ず
八
正

道
を
行
ず
る
必
要
が
あ
る
。「
菩
提
心
を
発
こ
す
」
こ
と
の
重
要
性
は
自

利
利
他
に
あ
る
。
菩
薩
の
修
行
は
心
を
先
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
発
心
」
は
一
切
の
善
法
を
培
い
、
一
切
如
来
種
性
を
断
つ
こ
と
な
く
、

一
切
世
界
の
成
・
住
・
壊
・
空
を
悉
く
知
り
、
一
切
衆
生
の
垢
と
浄
を
悉

宋
本
の
影
響
に
依
る
。
宋
本
が
「
首
楞
嚴
」
に
拘
わ
る
の
は
「
首
楞
嚴
三

昧
經
」
の
影
響
で
あ
る
。
日
本
仏
教
で
は
後
者
の
方
の
影
響
が
強
い
。

　

さ
て
元
本
は
二
度
の
改
竄
を
経
た
上
に
、
編
集
者
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
に
疎
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
悉
曇
本
と
対
照
す
る
と
種
々
の
異
同
が
あ

る
。
五
会
に
分
け
て
は
い
る
が
、
通
し
番
号
は
悉
曇
本
に
な
く
、
日
本
で

経
本
の
刊
行
時
に
便
宜
的
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
悉
曇
本
で
も
、
慈
雲

よ
り
半
世
紀
後
の
浄
厳
の
霊
雲
寺
本
（
大
正
蔵
九
四
四
Ｂ
）
は
書
写
の
区

切
り
が
第
四
章
と
第
五
章
の
間
の
よ
う
に
高
貴
寺
本
的
明
瞭
さ
を
欠
く
。

　

ま
た
元
本
で
は
原
本
の
第
五
章
を
第
四
会
と
第
五
会
に
作
為
的
に
分
け

て
、「
イ
ン
ツ
ノ
ー
モ
ー
モ
ー
シ
ャ
」
と
い
う
区
切
り
句
を
故
意
に
付
し

て
い
る
。「
ト
シ
ュ
サ
シ
ド
ー
」
と
い
う
第
五
会
の
始
ま
り
は
「dus. cit-

tāh.

」
と
い
う
続
き
句
で
あ
る
。「
楞
厳
呪
」
最
初
の
「
ナ
ム
サ
タ
ン
ド
」

か
ら
「
サ
タ
ド
ー
フ
ド
キ
ュ
シ
シ
ュ
ニ
サ
ン
」
ま
で
は
意
味
不
明
の
捏
造

句
で
あ
る
こ
と
が
、
原
本
に
即
し
て
理
解
さ
れ
る
。「
楞
厳
呪
」
の
研
究

は
か
く
て
「
白
傘
蓋
陀
羅
尼
」
の
研
究
に
拠
ら
な
け
れ
ば
不
可
能
で
、

『
印
度
佛
教
學
研
究
』
第
六
十
二
巻
一
号
の
小
稿
が
定
本
に
な
る
。

生
死
法
に
つ
い
て
の
一
考
察

林　
　

瑞
蘭

　

現
在
、
我
々
は
縁
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
縁
に
よ
っ
て
滅
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
生
じ
滅
す
る
こ
の
我
々
と
い
う
存
在
は
、
本
来
空
で
あ
る
。

因
と
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
存
在
な
の
で
因
縁
所
生
法
と
い
う
。「
こ
れ
あ

れ
ば
彼
あ
り
、
こ
れ
無
け
れ
ば
彼
無
し
。
こ
れ
生
ず
れ
ば
彼
生
じ
、
こ
れ

滅
す
れ
ば
彼
滅
す
（
小
部
経
典
『
自
説
経
』
菩
提
品
）
と
あ
る
よ
う
に
、

我
々
に
煩
悩
が
あ
る
か
ら
生
死
が
あ
り
、
輪
廻
が
あ
る
。
十
二
因
縁
に
依
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た
が
深
く
信
じ
た
後
に
は
悪
念
は
自
然
に
あ
な
た
を
離
れ
、
永
遠
に
光
明

に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
仏
教
批
判

佐
竹　

正
行

　

本
発
表
で
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
と
サ
ル
ヴ
ァ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ト
マ
ン
両
者
の

主
著
か
ら
不
二
一
元
論
学
派
の
仏
教
説
と
そ
の
批
判
を
概
観
し
て
い
く
こ

と
で
、
不
二
一
元
論
学
派
の
仏
教
批
判
理
解
の
一
助
と
し
た
。

　

最
初
に
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
、
説
一
切
有
部
が
説
く
よ
う
な
集
合
は
、
集

合
を
作
り
出
す
も
の
が
非
精
神
的
な
も
の
で
あ
り
、
集
合
を
作
り
出
す
ア

ー
ト
マ
ン
や
神
の
よ
う
な
不
変
の
精
神
的
存
在
を
認
め
て
い
な
い
の
で
、

精
神
的
な
存
在
な
し
に
行
為
が
あ
る
な
ら
ば
、
涅
槃
の
状
態
で
も
行
為
が

存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
拠
り
所
を
た
て
た
と
し
て
も
、
こ
の
集
合
と
同

一
か
否
か
決
定
で
き
ず
、
刹
那
滅
で
あ
る
こ
と
か
ら
行
為
は
存
在
せ
ず
、

集
合
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
、
説
一
切
有
部
の
見
解

を
、
外
界
の
事
物
が
存
在
し
、
集
合
に
よ
り
成
り
立
つ
見
解
と
し
、
刹
那

滅
の
考
え
方
と
の
矛
盾
、
精
神
的
な
も
の
が
存
在
せ
ず
、
最
初
の
原
因
が

存
在
し
な
い
た
め
、
集
合
が
成
立
し
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。

　

次
に
、
唯
識
説
に
関
し
て
、
知
覚
さ
れ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
の
で
、

外
界
の
事
物
は
存
在
し
な
い
と
い
う
唯
識
学
派
の
見
解
は
間
違
い
で
あ

り
、
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
知
覚
さ
れ
る
も
の
は
存
在
す
る
と
言
及
し
て

い
る
。
更
に
、
過
去
の
潜
在
印
象
は
、
外
部
の
事
物
の
知
覚
に
よ
り
引
き

起
こ
さ
れ
、
外
部
の
事
物
の
知
覚
が
存
在
し
な
い
と
い
う
唯
識
学
派
の
主

張
は
矛
盾
で
あ
り
、
も
し
過
去
の
潜
在
印
象
が
無
始
の
も
の
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
盲
人
の
列
の
よ
う
に
根
拠
の
な
い
も
の
で
、
日
常
世
界

く
知
り
、
一
切
世
界
の
三
有
（
三
界
）
の
清
浄
を
悉
く
知
り
、
一
切
衆
生

の
心
楽
・
煩
悩
・
習
気
・
一
切
衆
生
の
今
世
と
他
生
を
悉
く
知
り
、
一
切

衆
生
の
諸
根
の
方
便
が
一
切
世
界
に
充
遍
出
来
る
こ
と
を
悉
く
知
り
、
一

切
衆
生
の
心
行
を
悉
く
知
り
、
衆
生
の
三
智
を
悉
く
知
る
。
こ
こ
か
ら
理

解
さ
れ
る
よ
う
に
、
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
も
ま
た
、
仏
を
信
じ
て
の
成

仏
で
あ
り
、
煩
悩
を
断
ち
、
染
汚
を
取
り
除
く
た
め
の
「
浄
」
で
あ
る
。

仏
門
の
宗
教
の
信
仰
の
目
的
は
衆
生
済
度
の
た
め
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

精
進
に
努
め
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
精
進
す
れ
ば
、
一
切
の
挫
折
を
克

服
で
き
、
耐
え
る
力
を
持
つ
事
が
で
き
る
。
気
力
を
生
じ
て
増
上
心
を
起

こ
す
。
増
上
心
を
発
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
更
に
多
く
の
衆
生
を
済
度
で
き
、

更
に
多
く
の
障
碍
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
う
ま
で
も
無
く
、

清
浄
・
自
在
は
必
ず
悟
解
で
き
る
。
発
心
の
修
習
は
求
法
で
も
あ
る
。
仏

法
は
病
気
を
対
治
し
、
煩
悩
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
正
し
い
観
念
を

構
築
し
、
正
し
く
仏
法
の
義
理
を
理
解
し
、
正
法
の
重
要
性
を
啓
発
し
、

更
に
こ
れ
を
修
習
の
動
力
と
な
す
の
で
あ
る
。

　
「
心
が
浄
ら
か
で
汚
染
が
な
く
、
道
業
を
捨
て
な
い
」
の
で
あ
れ
ば
、

仏
法
を
学
ぶ
上
で
の
正
し
い
人
生
観
を
築
き
、
生
々
世
々
人
身
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
も
し
こ
の
智
慧
自
在
を
も
っ
て
決
定
心
を
得
た
な
ら
、
妙

行
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
は
「
信
・
解
・
行
・
証
」
に
よ
っ
て

正
し
く
仏
陀
を
認
識
し
、
仏
陀
を
信
じ
る
。
仏
陀
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
つ
の
法
門
を
選
択
し
、
そ
の
法
門
に
基
づ
い
て
修
し
学
び
、
最
後

に
証
悟
で
き
る
。
三
宝
の
義
理
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
修
行
も
ス
ム
ー
ズ

に
早
く
な
り
、
無
駄
足
を
踏
ま
な
く
て
も
よ
い
。
こ
れ
を
「
信
」
と
言

う
。
仏
法
僧
三
宝
・
因
果
業
報
・
輪
廻
を
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
智

慧
は
即
ち
、「
解
」
で
あ
る
。
一
種
の
理
論
的
理
解
だ
け
で
な
く
、
あ
な
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こ
の
よ
う
に
、
サ
ル
ヴ
ァ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ト
マ
ン
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
ほ
ど
詳

細
で
は
な
い
も
の
の
、
同
様
の
主
張
を
展
開
し
、
仏
教
説
の
批
判
を
行
っ

て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
両
者
は
外
部
の
事
物
が
刹
那
に
お
い
て
主
張
す
る
と

い
う
説
一
切
有
部
の
見
解
、
外
界
の
事
物
は
存
在
せ
ず
、
識
の
み
が
存
在

す
る
と
い
う
唯
識
学
派
の
説
を
否
定
し
、
外
界
の
事
物
の
存
在
に
関
す
る

仏
教
説
を
排
斥
す
る
。
両
者
は
、
こ
の
両
説
に
対
す
る
批
判
で
、
彼
ら
が

不
変
の
原
因
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
対
し
、
彼
ら
の
見
解
に
基
づ
い

て
、
原
因
を
想
定
し
な
い
こ
と
に
よ
る
矛
盾
を
導
き
だ
そ
う
と
し
て
い

る
。
不
変
の
原
因
を
認
め
る
こ
と
、
外
部
の
事
物
の
知
覚
を
否
定
し
な
い

こ
と
に
よ
り
、
両
者
は
、
不
二
一
元
論
学
派
の
教
説
と
仏
教
説
と
の
違
い

を
主
張
し
て
い
る
。

初
期
瑜
伽
行
派
文
献
に
お
け
るdhātu

に
つ
い
て

田
口　

恵
敬

　

本
稿
は
初
期
瑜
伽
行
派
に
お
け
るdhātu

の
用
語
法
に
つ
い
て
、『
大

乗
荘
厳
経
論
』（M

ahāyāna-Sūtra-A
lam. kāra　

以
下
にM

SA
.

）

と
『
中
辺
分
別
論
』（M

adhyāntavibhāga　
以
下
にM

A
V
bh.

）
の

dharm
a-dhātu

の
用
例
を
中
心
に
検
証
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
言
語
的

に
はdhātu

に
は
層
、
成
分
、
要
素
、
鉱
物
、
語
根
な
ど
と
い
っ
た
意

味
が
あ
る
が
、
仏
教
語
と
し
て
用
い
ら
れ
るdhātu

に
は
上
記
の
意
味

に
加
え
て
、
原
理
・
範
疇
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）・
領
域
（
三
界
な
ど
の
用

例
）・
本
性
な
ど
の
意
味
に
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
とdharm

a-dhātu

に

つ
い
て
は
大
別
し
て
二
種
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
つ
はkarm

a-
dhāraya

で
「
法
な
る
界
」
と
訳
す
場
合
で
あ
り
、
全
て
のdharm

a

を
否
定
す
る
も
の
に
な
る
の
で
、
彼
ら
自
身
の
意
図
を
成
立
さ
せ
な
い
と

す
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
外
部
の
事
物
の
存
在
を
否
定
す
る
唯
識
学
派
の
説

は
知
覚
に
関
す
る
彼
ら
の
見
解
に
矛
盾
が
存
在
す
る
と
否
定
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
外
部
の
事
物
が
刹
那
に
お
い
て
主
張

す
る
と
い
う
説
一
切
有
部
の
見
解
、
外
界
の
事
物
は
存
在
せ
ず
、
識
の
み

が
存
在
す
る
と
い
う
唯
識
学
派
の
説
を
否
定
し
、
外
界
の
事
物
の
存
在
に

関
す
る
仏
教
説
を
排
斥
す
る
。

　

シ
ャ
ン
カ
ラ
は
、
こ
の
両
説
に
対
す
る
批
判
で
、
彼
ら
が
不
変
の
原
因

の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
対
し
、
彼
ら
の
見
解
に
基
づ
き
、
原
因
を
想

定
し
な
い
こ
と
に
よ
る
矛
盾
を
導
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
不
変
の
原
因

を
認
め
る
こ
と
、
外
部
の
事
物
の
知
覚
を
否
定
し
な
い
こ
と
で
、
シ
ャ
ン

カ
ラ
は
、
自
身
の
教
説
と
仏
教
説
と
の
違
い
に
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

サ
ル
ヴ
ァ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ト
マ
ン
は
、
先
ず
世
界
創
造
説
の
中
で
、
仏
教

の
集
合
説
を
批
判
す
る
。
結
合
の
非
存
在
と
結
合
を
生
み
出
す
原
因
が
欠

け
て
い
る
の
で
仏
教
徒
の
見
解
が
成
り
立
た
な
い
と
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
と
同

様
の
見
解
で
否
定
を
し
て
い
る
。

　

次
に
唯
識
説
に
関
し
て
、
夢
眠
状
態
の
知
覚
と
覚
醒
状
態
の
知
覚
は
異

な
っ
て
お
り
、
覚
醒
状
態
の
知
覚
は
、
原
因
で
あ
る
無
明
が
最
高
我
の
知

覚
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
ま
で
存
在
す
る
と
し
、
外
界
の
事
物
や
知
覚
の
対

象
の
非
存
在
を
主
張
し
、
知
覚
の
み
が
存
在
す
る
と
い
う
唯
識
の
教
説
と

不
二
一
元
論
学
派
の
教
説
は
異
な
っ
て
お
り
、
混
同
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
主
張
す
る
。
更
に
、
仏
教
徒
が
刹
那
滅
を
主
張
す
る
の
に
対
し
、
不
二

一
元
論
学
派
は
最
高
我
の
常
住
を
主
張
し
、
両
者
の
見
解
が
全
く
異
な
る

と
し
て
、
唯
識
説
を
否
定
し
て
い
る
。
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る
と
言
え
よ
う
。M

S.

の
論
本
の
用
例
に
は
、
発
展
性
や
独
自
性
を
見
出

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
二
書
の
用
例
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は

そ
れ
ら
を
知
っ
て
い
たA

san .ga

に
よ
っ
て
、
そ
の
記
述
内
容
が
同
時

に
成
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

同
じM

aitreya

の
五
法
の
古
層
と
考
え
ら
れ
る
二
書
の
間
で
も
法
界

に
関
す
る
記
述
は
異
な
る
点
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
ま
ず
共
通
す
る

点
を
挙
げ
る
と
、
法
界
は
本
性
清
浄
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
的
な
記
述
と
し
て
は
右
記
の

通
り
で
あ
っ
た
。

　

M
A
V
bh.

に
は
瑜
伽
行
派
に
特
徴
的
な
法
の
因
と
し
て
の
法
界
と
い

う
記
述
も
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
空
性
の
同
義
語
と
し
て
定
義
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
記
述
はM

SA
.

に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
そ
の
定
義
が
明
示
さ
れ
な
い
こ
と
が
、M

SA
.

がdhātu-vāda

で
あ
る
と
さ
れ
る
原
因
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
。

　

一
方M

S.

のdharm
a-dhātu

は
、
そ
の
用
例
もM

A
V
bh., M

SA
.

の
引
用
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
用
法
自
体
が
新
し
い
も
の
で
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。
本
稿
で
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、dharm

a-dhātu

に
関
し
て
二
書
の
用
法
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
を
行

っ
た
結
果
、M

SA
.

のdhātu-vāda

的
用
法
が
初
期
瑜
伽
行
派
文
献
に

存
在
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

を
含
む
領
域
を
い
う
場
合
で
あ
る
。
二
つ
目
に
はtat-purus. a

で
「
法

の
界
」
と
訳
す
場
合
で
あ
り
、
諸
法
の
因
た
る
も
の
を
意
味
し
、
縁
起
や

真
如
と
同
様
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
同
義
語
と
し
て
知
ら
れ
るavacara

の
用
例
は
、M

A
V
bh., M

SA
.,

『
摂
大
乗
論
』（M

ahāyāna-sam. gra-
haa　

以
下
にM

S.

）
に
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

M
A
V
bh.

に
お
け
るdharm

a-dhātu

の
用
例
は
以
下
の
特
徴
で
解

説
さ
れ
る
。
①
空
性
の
同
義
語
で
あ
る
、
②
法（dharm

a

）はdharm
a-

dhātu

を
離
れ
て
存
在
し
え
な
い
、
③
法
界
は
本
性
と
し
て
清
浄
で
あ

り
、
清
浄
・
不
清
浄
の
別
は
外
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
②

は
、
瑜
伽
行
派
文
献
の
特
徴
的
な
用
法
で
あ
る
。
確
か
に
法
が
法
界
を
離

れ
て
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
表
現
に
の
み
注
目
す
れ
ばdhātu-vāda

的
な
論
説
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
空
性
の
同
義
語
と
し

て
法
界
を
取
り
扱
っ
て
い
る
以
上
、M

A
V
bh.
のkārikā

に
現
れ
る
法

界
をdhātu-vāda

的
で
あ
る
と
断
じ
る
の
は
や
や
困
難
で
あ
ろ
う
。

　

M
SA
.

で
は
一
切
法
の
真
如
の
語
は
、M

A
V
bh.-k I‒ 15

に
見
ら
れ

る
空
性
の
同
義
語
と
し
て
の
真
如
と
関
連
付
け
て
考
え
れ
ばM

SA
.

も

ま
た
法
界
＝
空
性
と
し
て
理
解
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し

か
し
な
が
ら
①
〜
⑥
の
記
述
を
空
性
の
解
説
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、

や
や
困
難
を
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、M

SA
.

のIX
‒ 56‒ 59

偈
で
は

法
界
を
空
性
の
同
義
語
と
し
て
の
み
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
よ

う
。

　

M
S.

の
論
本
の
三
章
に
み
ら
れ
る
用
例
はM

SA
.

六
章
か
ら
、M

S.

の
論
本
の
五
章
に
見
ら
れ
る
用
例
はM

A
V
bh.

二
章
か
ら
の
引
用
で
あ

る
。
十
章
の
用
例
は
引
用
で
こ
そ
な
い
も
の
の
、「
諸
仏
の
法
界
」
と
い

う
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、M

SA
.

の
記
述
と
同
様
の
用
例
で
あ
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の
回
向
門
（
前
四
門
の
自
利
に
対
し
て
、
回
向
門
は
利
他
）
た
る
「
普
共

諸
衆
生　

往
生
安
楽
国
」
の
「
諸
衆
生
」
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
『
観
無
量
寿
経
』
が
引
用
さ
れ
、
下
下
品
の
も
の
が
臨
終
時
に
善
知
識

の
種
々
安
慰
に
よ
っ
て
往
生
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
善

知
識
の
側
か
ら
見
れ
ば
利
他
行
で
あ
る
と
い
え
る
。
合
し
て
考
え
れ
ば
、

こ
の
善
知
識
の
具
体
例
が
世
親
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
上
品
生
た
る
世
親
は
こ
の
よ
う
な
利
他
行
が
な
し
え

た
の
か
。
大
乗
菩
薩
道
と
は
、
自
利
利
他
円
満
を
目
標
と
す
る
が
、
そ
の

自
利
利
他
の
根
拠
と
は
何
か
。
国
土
荘
厳
十
七
種
の
末
に
、
入
第
一
義
諦

と
呼
ば
れ
る
一
段
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
浄
土
の
荘
厳
相
の
総
別
を
示
し
、

浄
土
へ
の
往
生
が
無
生
の
生
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で

「
入
」
第
一
義
諦
と
あ
る
が
、
も
と
も
と
『
浄
土
論
』
に
は
こ
の
「
入
」

の
語
は
存
在
し
て
い
な
い
。『
浄
土
論
』
で
は
如
来
の
自
利
利
他
の
成
就

で
あ
る
浄
土
が
第
一
義
諦
妙
境
界
相
、
つ
ま
り
真
空
妙
有
の
存
在
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
曇
鸞
は
「
入
一
法
句
」
の
「
入
」
と
対
応

さ
せ
る
た
め
に
、「
入
」
第
一
義
諦
と
し
た
の
で
あ
る
。
入
一
法
句
は
観

察
体
相
に
続
く
浄
入
願
心
で
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
広
略
相
入
を
示

し
、
自
利
利
他
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
法
性
法
身

方
便
法
身
の
由
生
由
出
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
得
生
後
の

自
身
の
在
り
方
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

上
品
生
の
も
の
は
五
念
門
を
行
じ
て
浄
土
へ
往
生
し
て
い
く
。
浄
土
を

観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浄
土
へ
の
往
生
が
無
生
の
生
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
そ
の
浄
土
が
広
略
相
入
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
自
利
利
他
が
可
能

に
な
る
。
こ
の
利
他
と
は
、
具
体
的
に
は
『
観
無
量
寿
経
』
下
々
品
生
で

説
か
れ
る
よ
う
な
、
善
知
識
の
種
々
の
安
慰
で
あ
る
。
下
品
の
凡
夫
は
、

浄
土
の
荘
厳
と
五
念
門
の
関
係
考

│
│ 

特
に
広
略
相
入
を
視
座
と
し
て 

│
│

溪　
　

英
俊

　

曇
鸞
の
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』（
以
下
『
往
生
論
註
』）
は
、

そ
の
名
の
通
り
、
世
親
の
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』（
以
下
『
浄

土
論
』）
の
註
釈
で
あ
る
が
、
単
な
る
註
釈
に
止
ま
ら
ず
、
註
主
曇
鸞
の

独
自
の
思
想
が
う
か
が
え
る
。
特
に
『
浄
土
論
』
で
は
世
親
の
見
て
い
た

《
無
量
寿
経
》
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、『
往
生
論
註
』
で
は

こ
の
《
無
量
寿
経
》
を
『
仏
説
無
量
寿
経
』『
仏
説
観
無
量
寿
経
』『
仏
説

阿
弥
陀
経
』
の
三
本
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ

り
、『
浄
土
論
』
で
は
中
心
で
は
な
か
っ
た
凡
夫
の
往
生
が
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
小
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
浄
土
教
理
史
的
展
開
を
確
認
す
る

と
共
に
、
浄
土
教
が
大
乗
菩
薩
道
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

　
『
往
生
論
註
』
で
は
、『
浄
土
論
』
に
も
と
づ
く
五
念
門
に
よ
る
往
生

と
、『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』
に
も
と
づ
い
た
十
念
念
仏
に
よ
る
往

生
が
見
ら
れ
る
。
五
念
門
を
行
じ
て
往
生
す
る
も
の
は
、
善
男
子
善
女
人

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
曇
鸞
の
理
解
で
は
具
体
的
に
世
親
が
五
念
門
を
行

じ
た
も
の
と
す
る
。
そ
の
世
親
の
願
生
に
つ
い
て
、
そ
の
願
う
「
生
」
は

「
無
生
の
生
」
で
あ
り
、「
無
生
の
生
」
を
知
っ
て
往
生
す
る
の
は
上
品
生

の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
世
親
は
龍
樹
と
共
に
未
証
浄
心
の
菩
薩
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
世
親
を
軸
と
し
て
上
品
生
＝
未
証
浄
心
の
菩

薩
と
い
う
理
解
が
成
り
立
つ
。
次
に
十
念
念
仏
で
往
生
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
八
番
問
答
の
中
で
『
観
無
量
寿
経
』
に
も
と
づ
き
、
下
下
品
の
臨

終
の
十
念
念
仏
に
よ
る
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
上
品
生
と
下
下
品
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
八
番
問
答
は
世
親
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よ
う
に
、
悟
り
の
智
を
失
っ
た
状
態
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
父
親
と
は
内
徳
と
外
徳
を
備
え
た
存
在
な
の
で
あ
る
と
い

う
。
よ
っ
て
、
吉
蔵
に
お
い
て
は
、
内
応
身
と
外
応
身
と
を
あ
わ
せ
持
つ

状
態
に
よ
っ
て
法
身
が
あ
ら
わ
に
な
る
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
父
親
は
究

極
的
な
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
父
親
（
長
者
）

は
佛
乗
の
譬
喩
で
あ
る
と
い
う
。
佛
乗
と
は
前
の
説
明
と
同
じ
よ
う
に
、

内
外
の
二
徳
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
父
親
が
「
舎
那
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
は
、
父
親
と
は
内
応
身

で
あ
り
、
外
応
身
で
あ
る
と
い
う
存
在
、
悟
り
の
智
と
境
を
と
も
に
備
え

て
お
り
、
そ
の
究
極
的
な
状
態
を
「
中
道
」
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
よ
っ

て
、「
父
親
＝
舎
那
＝
中
道
＝
内
応
身
・
外
応
身
＝
内
徳
・
外
徳
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
別
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
父
親
の
徳
と
は
、
自

徳
と
化
他
〔
徳
〕
の
二
徳
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
父
親
と
は
、
内
徳
と
外
徳
を
備
え
た

法
身
の
顕
現
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
父
親
は
何
年
も

前
に
生
き
別
れ
た
息
子
を
探
し
て
い
る
の
か
。

　

吉
蔵
は
『
法
華
義
疏
』
に
お
い
て
「
無
有
子
息
」
の
語
に
対
す
る
注
釈

に
お
い
て
、「
子
息
が
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
二
つ
に
分
け
、「
無
子
」

と
「
無
息
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。「
無
子
」
と
は
「
自

ら
悟
る
こ
と
能
わ
ざ
る
」（
悟
り
の
境
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
こ
と

で
あ
り
、「
無
息
」
と
は
「
未
だ
伝
化
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
」（
教
化
の
は

た
ら
き
で
あ
る
智
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
息
子
が
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
内
徳
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
息
子
に
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
外

上
品
生
の
五
念
門
の
修
行
に
よ
っ
て
、
共
に
往
生
を
願
わ
れ
る
存
在
で
あ

る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
五
念
門
と
は
、
凡
夫
を
救
済
す
る
た
め
に
菩
薩

が
行
じ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
浄
土
往
生
後
の
機
の
差
別
は

な
い
と
『
往
生
論
註
』
は
説
い
て
い
る
。
上
品
生
に
よ
っ
て
共
に
往
生
す

る
こ
と
を
願
わ
れ
た
凡
夫
は
、
浄
土
に
往
生
し
て
後
、
自
ら
も
利
他
を
行

ず
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
へ
と
転
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

曇
鸞
が
『
浄
土
論
』
を
「
上
衍
の
極
致
、
不
退
之
風
航
」
と
称
し
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
自
利
利
他
円
満
の
大
乗
菩
薩
道
が
、
誰
に
対
し
て
も
開

か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。

中
国
隋
唐
期
に
お
け
る
仏
身
論
の
理
解
に
つ
い
て

藤
野　

泰
二

　

本
稿
は
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
―
六
二
三
）
の
佛
身
論
に
つ
い
て

法
華
経
信
解
品
に
対
す
る
吉
蔵
の
解
釈
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

ま
ず
、
父
親
は
「
中
道
」
の
異
名
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
舎

那
佛
で
あ
る
と
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
父
親
と
は
、
二
義
が
あ
る
も
の

で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
「
内
徳
」
と
「
外
徳
」
で
あ
る
と
い
う
。
内
徳
と

は
中
道
正
観
で
あ
り
、
外
徳
と
は
応
身
佛
で
あ
る
と
い
う
。
内
徳
を
持
つ

と
は
、
先
の
吉
蔵
の
佛
身
論
の
説
明
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
内
応
身
」
に
相

当
す
る
。
こ
れ
は
悟
り
の
境
を
指
す
。
よ
っ
て
、
内
徳
の
み
で
は
眷
属
た

ち
を
失
う
（
教
化
の
対
象
を
持
た
な
い
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

外
徳
を
持
つ
と
は
、
こ
こ
の
説
明
で
は
「
応
身
佛
を
謂
う
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
先
の
説
明
に
お
け
る
「
外
応
身
」
に
相
当
す
る
。
よ
っ
て
、
外
徳

の
み
で
は
、「
一
乗
の
理
に
悟
入
す
る
を
失
う
」
と
吉
蔵
が
述
べ
て
い
る
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よ
う
な
造
形
表
現
の
最
た
る
も
の
が
光
背
で
あ
る
。

　
「
光
」
の
歴
史
は
、
精
神
思
想
史
上
、
東
洋
で
も
西
洋
で
も
古
く
、
哲

学
上
、
神
学
上
、
仏
教
学
上
、
宗
教（
学
）上
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、

様
々
な
取
扱
い
方
と
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

近
代
の
美
術
用
語
と
し
て
用
い
る
ニ
ン
ブ
ス
と
広
義
の
マ
ン
ド
ル
ラ

（glory, gloire, aureole, aureole

も
含
め
）
の
用
語
を
ご
く
一
般
的

な
理
解
に
従
っ
て
、
前
者
は
主
と
し
て
頭
部
の
周
辺
に
限
ら
れ
、
後
者
は

全
身
を
包
む
も
の
と
定
義
す
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
を
厳
密
に
定
義
す
る
の

は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。

　

光
背
の
起
源
を
こ
こ
で
簡
略
な
が
ら
言
及
す
る
と
円
形
の
身
光
は
、
太

陽
神
で
あ
る
ヘ
リ
オ
ス
神
の
円
形
頭
光
に
由
来
す
る
。
そ
の
太
陽
神
の
光

輝
の
性
質
が
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
光
明
と
智
慧
の
神
と
さ
れ
る
ア

フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
、
同
様
に
光
明
、
誓
約
な
ど
を
司
る
ミ
ス
ラ
神
、
光

明
、
光
輝
と
い
っ
た
イ
ラ
ン
に
於
け
る
光
明
思
想
と
結
び
つ
き
太
陽
神
等

の
一
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
示
唆
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
西
ア
ジ
ア
発
祥
と
さ
れ
る
光
の
造
形
表
現
は
西
方
に
も
伝
わ
り
、
キ

リ
ス
ト
等
の
肖
像
に
も
光
背
が
付
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
キ

リ
ス
ト
教
美
術
に
一
般
的
に
光
背
が
表
現
さ
れ
る
の
は
五
世
紀
以
後
の
こ

と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
初
期
の
仏
典
で
は
、
仏
を
修
飾
す
る
の
に
黄
金
で
比
喩

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
光
明
の
修
辞
は
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。
つ
ま
り
古
代
イ
ン
ド
の
地
で
は
光
に
つ
い
て
は
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
問
題
に
契
機
を
与
え
る
も
の
こ
そ
、
イ
ラ
ン
に
古

く
か
ら
伝
承
さ
れ
、
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
き
た
光
明
思
想
等
の
イ
ラ
ン

的
モ
テ
ィ
ー
フ
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

徳
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

し
か
し
、「
長
者
窮
子
喩
」
に
お
け
る
父
親
は
息
子
と
は
生
き
別
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
た
め
、「
息
子
が
い
る
」
と
い
う
点
に
お
い
て
は
内
徳
の

持
ち
主
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、「
息
子
に
伝
え
る
」
と
い
う
点
に
お
い

て
は
で
き
ず
に
い
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
外
徳
を
持
ち
得
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
ま
た
、
応
身
と
は
無
常
な
る
存
在
で
あ
る
た
め
、「
長
者
窮
子
喩
」

の
父
親
は
自
分
が
亡
く
な
る
前
に
息
子
に
そ
の
す
べ
て
を
相
続
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
吉
蔵
は
こ
の
父
親
が
長
年
自
分
の
も
と
で
働
い
て
い
た
息
子

に
、
実
の
息
子
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
場
面
に
お
い
て
、
こ
こ
に
集
ま
っ

た
人
物
た
ち
を
見
宝
塔
品
に
お
け
る
分
身
佛
や
菩
薩
に
相
当
す
る
と
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
人
々
の
前
で
、
実
の
息
子
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

吉
蔵
は
父
親
か
ら
相
続
を
受
け
た
息
子
が
、
自
行
・
化
他
の
二
徳
を
備

え
た
存
在
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
多
宝
如
来
と
釈
尊
と
が
、

二
仏
並
坐
に
よ
っ
て
過
去
佛
か
ら
現
在
佛
へ
の
連
続
が
譬
喩
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
父
親
か
ら
息
子
へ
の
連
綿
と
つ
づ
く
連
続

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

光
背
の
形
成
と
そ
の
性
質

内
藤　

善
之

　

造
形
美
術
に
代
表
さ
れ
る
視
覚
芸
術
に
お
い
て
、
光
や
そ
の
効
果
は
そ

れ
自
体
が
表
現
の
対
象
と
し
て
、
あ
る
い
は
表
現
の
た
め
の
手
段
と
し

て
、
立
体
、
平
面
等
の
分
野
を
問
わ
ず
、
様
々
な
形
で
登
場
す
る
。
そ
の
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空
の
思
想
へ
の
一
視
点

横
井　

滋
子

　

は
じ
め
に
：
龍
樹
の
説
い
た
空
の
思
想
に
お
い
て
こ
と
ば
は
特
異
な
相

を
と
る
。
そ
れ
は
滅
却
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
覚
り
の
世
界
に
導

く
手
段
と
も
な
る
。
本
稿
は
、
空
の
思
想
が
説
く
滅
却
す
べ
き
も
の
と
し

て
の
相
を
も
つ
こ
と
ば
が
ど
の
よ
う
に
虚
構
を
生
み
だ
し
、
龍
樹
に
よ
っ

て
「
戲
論
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
言
語
学
の
視
点
か
ら
考

察
し
た
。

　

一　
「
戲
論
」
の
定
義
：「
戲
論
」
の
語
義
は
「
拡
張
」「
多
用
」
で
あ

る
。『
中
論
』
の
注
釈
書
に
お
い
て
「
戲
論
」
は
言
葉
と
関
連
付
け
て
解

釈
さ
れ
て
い
る
（
安
井
二
〇
一
〇
）。

　

現
代
語
訳
と
し
て
「
言
葉
と
い
う
こ
と
」（
山
口
一
九
五
一
）、「
こ
と

ば
の
虚
構
」（
梶
山
一
九
六
九
）、「
想
定
さ
れ
た
論
議
」（
三
枝
一
九
八

四
）、「
形
而
上
学
的
論
議
」（
中
村
一
九
八
〇
）、「
言
語
的
展
開
」（
立

川
一
九
八
〇
）、「
こ
と
ば
の
虚
構
」「
言
語
的
多
元
化
」（
瓜
生
津
一
九

八
五
、
二
〇
〇
四
）、「
言
語
的
多
様
性
、
こ
と
ば
に
よ
る
対
象
の
概
念
化

あ
る
い
は
概
念
そ
の
も
の
」（
齋
藤
一
九
九
八
、
二
〇
一
二
）
な
ど
と
訳

さ
れ
、「
戲
論
」
と
い
う
語
が
、
こ
と
ば
そ
の
も
の
と
、
こ
と
ば
に
附
随

す
る
は
た
ら
き
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

二　

こ
と
ば
と
認
識

・
こ
と
ば
の
虚
構
性

　

我
々
は
こ
と
ば
を
通
し
て
世
界
を
認
識
す
る
。
そ
の
際
、
世
界
を
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
け
る
。
言
語
相
対
論
を
説
い
た
ウ
ォ
ー
フ
は
、
わ
れ
わ
れ
は

自
然
を
分
割
し
、
概
念
を
ま
と
め
上
げ
、
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
意
味
を

与
え
て
い
く
と
述
べ
て
い
る
。
分
割
は
色
や
、
動
作
、
人
の
関
係
、
モ
ノ

　

前
述
し
た
よ
う
に
光
の
形
象
化
が
西
ア
ジ
ア
の
地
か
ら
神
像
等
を
伴
っ

て
多
数
見
出
さ
れ
て
い
る
。
従
来
述
べ
ら
れ
て
き
た
Xv
起
源
説
等
、
諸
説

あ
る
も
の
の
、
西
ア
ジ
ア
の
光
明
思
想
を
取
り
入
れ
、
西
北
イ
ン
ド
を
含

め
る
地
域
で
い
ず
れ
に
せ
よ
光
背
を
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
崇
拝
の
対
象

と
し
て
い
た
仏
や
他
の
神
々
を
別
の
次
元
に
住
む
存
在
、
光
明
の
世
界
の

象
徴
と
し
て
用
い
た
事
は
イ
ン
ド
の
地
で
は
見
ら
れ
な
い
表
現
法
で
あ
る

こ
と
が
い
え
よ
う
。

　

イ
ン
ド
へ
の
イ
ラ
ン
要
素
の
流
入
の
中
で
も
注
目
し
た
い
の
は
ク
シ
ャ

ン
王
朝
の
勃
興
で
あ
る
。
第
四
代
カ
ニ
シ
ュ
カ
の
時
代
王
朝
が
隆
盛
と
な

り
ガ
ン
ダ
ー
ラ
と
呼
称
さ
れ
る
西
北
イ
ン
ド
及
び
中
央
ア
ジ
ア
広
大
な
範

囲
の
領
土
を
手
中
に
収
め
た
。
ク
シ
ャ
ン
朝
時
代
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
教

彫
刻
に
於
い
て
の
太
陽
神
の
図
像
は
菩
薩
の
装
身
具
で
あ
る
タ
ー
バ
ン
の

円
形
装
飾
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
菩
薩
（
釈
尊
）
と
太
陽
の
同

一
化
、
つ
ま
り
太
陽
や
月
と
同
じ
く
光
輝
に
満
ち
た
存
在
と
し
て
形
象
化

し
た
為
で
あ
る
と
考
察
が
為
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
教
美
術
に
お
い
て
は
太
陽
神
の
図
像

は
、
太
陽
に
限
ら
ず
他
の
神
格
な
い
し
そ
れ
に
準
じ
る
存
在
を
表
現
す
る

の
に
用
い
ら
れ
る
に
到
り
次
第
に
光
の
特
性
を
強
め
て
い
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
イ
ラ
ン
に
於
け
る
光
明
思
想
は
、
か
の
地
域
の

み
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
る
よ
り
も
、
ク
シ
ャ
ン
朝
下
を
基
礎
と
し
て

仏
像
像
造
に
深
く
関
わ
っ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
西
北
イ
ン
ド

の
所
謂
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
混
成
文
化
圏
の
地
に
於
い
て
広
ま
り
、
火
焔
光

背
等
の
形
式
も
考
慮
す
る
と
イ
ン
ド
本
土
と
は
ま
た
異
な
り
独
自
に
展

開
、
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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ば
が
加
え
ら
れ
る
と
認
識
は
影
響
を
受
け
、
判
断
は
歪
め
ら
れ
、
記
憶
は

換
え
ら
れ
る
な
ど
、
様
々
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
り
、
世
界
は
真
実
の
姿
と

は
よ
り
い
っ
そ
う
異
な
る
様
相
を
示
す
。
言
語
学
の
視
点
か
ら
こ
と
ば
を

み
る
と
、
龍
樹
が
こ
と
ば
と
そ
の
は
た
ら
き
に
必
然
的
に
伴
う
虚
構
性
を

見
抜
き
、
そ
の
在
り
か
た
を
「
戲
論
」
と
よ
び
、
滅
却
す
べ
き
も
の
と
主

張
し
た
側
面
が
あ
き
ら
か
に
な
る
。

立
正
大
学
図
書
館
所
蔵
河
口
慧
海
旧
蔵
書
に
つ
い
て

│
│ 

洋
装
本
を
中
心
に 

│
│

庄
司　

史
生

　

河
口
慧
海
（
一
八
六
六
―
一
九
四
五
年
）
が
チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー
ル
か

ら
請
来
し
た
文
献
や
、
彼
の
旧
蔵
書
類
が
東
洋
文
庫
、
大
正
大
学
、
東
京

大
学
、
東
北
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
立
正
大
学
大
崎
図
書
館
（
＝
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
・
大
崎
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
）
所
蔵
の
未
整
理
資
料
の
中
か
ら
、
偶
然

に
も
、
彼
の
旧
蔵
書
の
一
部
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

同
館
所
蔵
の
河
口
慧
海
旧
蔵
書
を
資
料
形
態
別
に
分
類
す
る
と
、
Ａ
貝

葉
型
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
・
パ
ー
リ
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
）、
Ｂ
洋
装
本
、

Ｃ
和
装
本
と
な
る
。
こ
の
中
、
Ａ
貝
葉
型
資
料
に
つ
い
て
は
立
正
大
学
大

崎
図
書
館
編
『
立
正
大
学
大
崎
図
書
館
所
蔵　

河
口
慧
海
請
来
資
料
解
題

目
録
』（
二
〇
一
三
年
発
行
、
以
下
『
解
題
目
録
』）
に
そ
の
概
要
が
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
半
世
紀
以
上
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
梵
文

写
本
『
華
厳
経　

入
法
界
品
』
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
未
発
表
で
あ
る
Ｂ
洋
装
本
資
料
（
和
書
と
洋
書
を
含
む
）

に
関
す
る
整
理
・
調
査
の
経
過
報
告
を
行
う
。
全
く
の
未
整
理
状
態
で
あ

と
モ
ノ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
お
よ
び
、
世
界
に
も
と
も
と
存
在
し
な
い

境
界
線
を
引
き
、
そ
の
線
引
き
に
よ
っ
て
様
々
な
も
の
を
実
体
と
し
て
認

識
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
と
ば
の
特
性
で
あ
る
、「
個
定
化
」「
一
般
化
」
に

よ
り
、
捉
え
た
対
象
を
真
実
の
世
界
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
こ
と
ば
の
も
つ
虚
構
性
の
一
面
で
あ
る
。

・「
こ
と
ば
」
の
再
編
成

　

こ
と
ば
が
認
識
の
再
編
成
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
に
つ
い
て
の

興
味
深
い
実
験
が
あ
る
（
今
井
二
〇
一
〇
）。

　

モ
ノ
の
記
憶
…
…
同
じ
絵
を
見
せ
ら
れ
て
も
、
そ
の
絵
に
名
前
が
つ
く

こ
と
で
、
そ
の
絵
の
記
憶
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

　

出
来
ご
と
の
記
憶
…
…
ビ
デ
オ
で
同
じ
事
故
の
シ
ー
ン
を
観
て
も
、
後

か
ら
聞
か
れ
た
質
問
の
内
容
に
よ
っ
て
記
憶
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。

　

ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
言
語
を
使
用
す
る
際
、
そ
の
語
が
他
の
語
の
意
味
を

取
り
込
ん
だ
場
合
、
そ
の
語
に
は
言
語
が
保
証
す
る
以
上
の
意
味
が
与
え

ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
語
が
拡
張
さ
れ
た
意
味
の
領
域
に
お
い
て

繰
り
返
し
使
用
さ
れ
続
け
る
と
、
脳
内
の
記
憶
装
置
が
再
編
成
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
そ
の
語
の
使
用
領
域
が
拡
張
さ
れ
、
実
際
の
言
語
使
用
と
い
う

過
程
を
経
て
、「
こ
と
ば
」
は
そ
の
意
味
を
変
化
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る

（
高
野
二
〇
一
〇
）。

　

三　

ま
と
め
：
以
上
の
知
見
に
よ
り
、
こ
と
ば
が
記
憶
や
認
識
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。
我
々
は
こ
と
ば
を
通
し
て
世
界

を
理
解
す
る
。
も
と
も
と
そ
の
理
解
の
仕
方
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
で
あ
る
。

「
言
語
と
は
、
差
異
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」（Saussure 1916

）
の
で
、

そ
こ
に
は
世
界
の
真
実
の
姿
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
新
た
な
こ
と
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く
、
続
い
て
「
歴
史
」
が
二
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
主
綱
表
に
従

っ
て
み
る
と
、
和
書
・
洋
書
と
も
に
「
哲
学
」
の
分
類
中
、
最
も
多
い
も

の
は
「
仏
教
」
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
立
正
大
学
大
崎
図
書
館
が
所
蔵

す
る
河
口
慧
海
旧
蔵
書
の
中
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
仏
教
関
連
書
で
あ
る
と

い
え
る
。
詳
細
な
調
査
は
今
後
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
旧
蔵
書
の
中
に
は
、
Ｓ
・
ヘ
デ
ィ
ン
（
一
八
六
五
―
一
九
五
二

年
）
が
河
口
慧
海
に
贈
っ
た
『
ト
ラ
ン
ス
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
第
一
・
二
巻
（
一

九
〇
九
年
）
や
、
河
口
慧
海
の
弟
子
で
あ
る
服
部
融
泰
が
校
合
を
行
っ
た

『
蔵
文
大
日
経
』（
一
九
三
一
年
）
等
が
あ
る
。
後
者
に
は
、
そ
の
筆
跡
か

ら
河
口
慧
海
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
大
量
の
書
入
れ
が
見
ら
れ
、『
大
日

経
』
和
訳
の
た
め
の
ノ
ー
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

る
Ｃ
和
装
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
整
理
、
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

立
正
大
学
大
崎
図
書
館
へ
の
河
口
慧
海
旧
蔵
書
寄
贈
の
流
れ
を
簡
略
化

し
て
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
河
口
慧
海
の
没
後
、
彼
の
旧

蔵
書
中
の
「
洋
書
、
和
漢
書
、
他
」
が
立
正
大
学
内
東
西
文
化
交
流
研
究

所
（
以
下
、
東
西
研
）
に
一
括
譲
渡
さ
れ
（
河
口
正
著
『
河
口
慧
海
』
春

秋
社
、
一
九
六
一
年
）、
そ
の
後
そ
れ
ら
が
同
図
書
館
へ
と
寄
贈
さ
れ
た

の
で
あ
る
（『
解
題
目
録
』「
受
入
経
緯
」
の
項
を
参
照
）。
つ
ま
り
、
同

館
所
蔵
の
河
口
旧
蔵
書
は
す
べ
て
東
西
研
寄
贈
図
書
群
中
に
包
摂
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
館
へ
の
寄
贈
は
河
口
慧
海
の
死
後
為
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
寄
贈
と
い
う
行
為
は
本
人
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
彼
が
死
の
直
前
ま
で
手
元
に
置
い

て
い
た
様
々
な
文
献
が
、
結
果
的
に
同
館
に
所
蔵
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

同
館
が
所
蔵
す
る
河
口
旧
蔵
書
は
、
す
べ
て
東
西
研
寄
贈
図
書
群
中
に

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
西
研
本
の
中
か
ら
河
口
本
を
抜
き
出
す
作
業
が

必
要
と
な
る
。
河
口
本
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
根
拠
と
な
る
も
の

は
、
資
料
へ
の
①
署
名
、
②
押
印
（
蔵
書
印
）、
③
書
入
れ
、
④
背
表
紙

へ
の
刻
印
・
ラ
ベ
ル
の
貼
付
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
彼
の
死
後
発
行
さ
れ

た
図
書
を
、
こ
こ
で
は
非
河
口
本
と
す
る
。
そ
の
他
、
い
ず
れ
に
も
属
さ

な
い
も
の
が
多
数
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
河
口
本
と
推
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
東
西
研
本
中
、
積
極
的
に
非
河
口
本
で
あ
る
こ
と

を
示
す
資
料
以
外
を
す
べ
て
河
口
本
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
河
口
本
の
総

冊
数
は
約
三
百
（
和
書
二
百
、
洋
書
百
）
冊
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
日
本
十

進
分
類
（
新
訂
七
版
）
の
主
類
表
に
従
っ
て
分
類
す
る
と
、
和
書
で
は

「
哲
学
」
が
六
五
％
を
占
め
、
洋
書
で
も
「
哲
学
」
が
四
六
％
と
最
も
多
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法
然
『
和
語
燈
録
』
に
お
け
る
「
三
心
」

伊
藤　

真
宏

　

法
然
の
思
想
理
解
は
、
教
義
書
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
『
選
択

集
』）
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。『
選
択
集
』
に
は
全
十
六
章
に
、
教
相
判
釈

や
信
心
の
あ
り
よ
う
、
修
行
方
法
、
利
益
等
、
過
不
足
な
く
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
全
体
を
通
じ
て
経
典
に
根
拠
を
求
め
、
そ
の
解
釈
を
善
導
『
観
経

疏
』
等
に
委
ね
、
法
然
自
身
の
コ
メ
ン
ト
（
私
釈
）
に
よ
っ
て
そ
の
浄
土

教
思
想
が
表
明
さ
れ
る
。「
偏
依
善
導
一
師
」（『
選
択
集
』
第
十
六
章
）

を
標
榜
し
、「
浄
土
三
部
経
」
の
解
釈
を
善
導
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
こ

と
で
、
経
典
を
「
正
し
く
」
理
解
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
私
釈
に
法
然
の

特
徴
が
見
出
せ
る
。
と
こ
ろ
が
『
選
択
集
』
を
ひ
も
解
く
中
で
、
理
解
が

困
難
な
部
分
も
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、
歴
代
の
祖
師
も
さ
ま
ざ
ま
解

釈
を
施
し
、「
浄
土
宗
鎮
西
派
」
理
解
と
し
て
位
置
付
け
る
試
み
も
な
さ

れ
る
が
、
問
題
も
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
他
の
法
然
の
伝
記
や
法
語
録

と
い
っ
た
文
献
で
そ
の
理
解
の
一
助
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
親
鸞
や
日

蓮
と
い
っ
た
他
宗
の
祖
師
に
比
べ
、
法
然
の
自
筆
文
献
が
圧
倒
的
に
少
な

い
と
い
う
文
献
学
的
課
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
法
然
の
法
語
録
で

あ
る
『
和
語
燈
録
』（
文
永
十
二
年
成
立
、
了
慧
編
集
）
の
文
献
学
的
課

題
を
ク
リ
ア
に
し
、
そ
の
文
献
価
値
を
高
め
、『
選
択
集
』
の
問
題
点
理

解
の
一
助
と
な
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、『
和

語
燈
録
』
の
三
心
を
取
り
上
げ
、『
選
択
集
』
第
八
章
「
三
心
」
の
説
相

と
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。

　
『
和
語
燈
録
』
に
は
、
全
七
巻
中
に
三
十
三
編
の
法
然
の
法
語
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
日
本
仏
教
の
祖
師
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
法

然
の
漢
語
系
の
文
献
も
、
当
然
で
は
あ
ろ
う
が
、『
選
択
集
』
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
教
義
的
要
素
が
強
く
、
論
理
的
傾
向
を
も
っ
て
い
る
が
、

『
和
語
燈
録
』
に
収
録
さ
れ
る
法
然
の
法
語
は
、
説
教
的
要
素
が
強
く
、

多
分
に
対
機
的
で
あ
り
、
一
つ
の
法
語
の
中
で
は
論
理
的
に
整
合
が
保
た

れ
て
い
て
も
、
法
語
間
で
は
一
見
矛
盾
す
る
内
容
の
場
合
も
あ
る
。
そ
し

て
何
よ
り
、
三
心
が
多
く
の
法
語
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
扱
い
方
は
短
い

も
の
か
ら
、「
三
心
義
」
の
よ
う
に
法
語
全
体
を
三
心
の
説
明
に
費
や
す

も
の
ま
で
様
々
で
あ
る
が
、『
和
語
燈
録
』
三
十
三
編
中
、
十
七
編
を
占

め
る
。
第
三
巻
と
第
四
巻
に
消
息
が
九
編
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
三
心
を
扱
う
の
は
一
遍
の
み
で
あ
る
。
相
手
か
ら
の
手
紙
で
の
質
問
に

対
し
て
返
書
で
念
仏
を
説
き
明
か
す
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
三
心
の
こ
と
を

尋
ね
ら
れ
て
い
る
以
外
に
は
書
き
記
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ

を
差
し
引
け
ば
、『
和
語
燈
録
』
の
四
分
の
三
は
三
心
を
扱
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　

三
心
は
、
法
然
浄
土
教
思
想
に
お
け
る
安
心
、
す
な
わ
ち
念
仏
す
る
上

で
の
心
の
置
き
所
を
示
し
た
も
の
で
、『
観
無
量
寿
経
』
に
説
き
明
か
さ

れ
る
も
の
を
善
導
が
注
釈
。
法
然
は
『
選
択
集
』
第
八
章
で
善
導
釈
を
全

文
引
用
し
て
、
後
に
私
釈
を
施
す
。
そ
の
私
釈
は
文
字
数
に
し
て
わ
ず
か

四
百
字
余
り
。
善
導
の
三
心
釈
は
約
三
千
五
百
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い

か
に
法
然
が
三
心
に
つ
い
て
は
善
導
釈
に
依
っ
て
立
っ
て
い
る
か
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
対
機
性
の
強
い
和
語
の
文
献
で
盛
ん
に
三
心
が

説
明
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
、
教
え
を
受
け
た
人
々
の
関
心
が
高
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
念
仏
す
る
上
で
の
心
の
置
き
所
と
は
、

第
九
部
会
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を
『
涅
槃
経
』
で
は
な
く
、『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
』
を
用
い
、
空

海
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
を
引
い
て
検
証
し
て
い
る
。

　

念
仏
は
、
煩
悩
の
根
本
淵
源
で
あ
る
無
明
の
病
を
治
す
た
め
の
薬
と
し

て
、
最
も
優
れ
た
中
道
で
あ
る
。
こ
れ
を
身
体
に
つ
い
て
い
え
ば
五
臓
六

腑
で
あ
る
。
こ
の
肝
心
な
も
の
で
な
け
れ
ば
治
せ
な
い
。
五
逆
と
い
う
病

に
か
か
っ
た
者
を
、
こ
の
霊
薬
と
五
臓
六
腑
に
比
す
べ
き
も
の
で
な
け
れ

ば
治
せ
な
い
。
極
悪
の
病
を
治
す
薬
が
最
高
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
極

悪
の
機
を
救
う
法
こ
そ
最
上
の
も
の
で
、「
極
悪
最
下
の
人
の
た
め
に
極

善
最
上
の
法
を
説
く
」（
真
聖
全
四
巻
三
四
九
頁　

法
全
一
二
四
頁
）
と
、

底
下
の
機
を
も
ら
さ
ず
救
う
選
択
本
願
念
仏
の
法
を
最
勝
の
も
の
と
し
て

讃
嘆
し
て
い
る
。
五
逆
は
重
病
の
淵
下
で
あ
り
、
念
仏
は
霊
薬
の
腑
臓
で

あ
る
と
仏
法
僧
の
三
宝
の
内
の
法
宝
を
あ
か
す
。
無
量
諸
仏
に
説
か
れ
た

正
法
と
釈
尊
の
正
法
を
あ
わ
せ
て
正
法
の
数
は
八
万
四
千
あ
り
、
そ
れ
を

五
つ
に
分
け
て
度
す
べ
き
衆
生
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
の
法
門
を
取
り
出

し
て
機
根
に
利
益
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
各
機
根
に
応
じ
た
五
種

蔵
の
う
ち
で
、
空
海
は
、
陀
羅
尼
門
（
真
言
密
教
）
を
素
呾
纜
蔵
（
経
）・

毘
奈
耶
（
律
）・
阿
毘
達
磨
（
論
）・
般
若
波
羅
密
多
（
智
慧
）
の
上
に
お

く
。
真
言
密
教
は
、
乳
・
酪
・
生
蘇
・
熟
蘇
の
上
に
あ
る
妙
醍
醐
の
よ
う

な
も
の
と
例
え
、
有
情
が
四
重
罪
・
八
重
罪
・
五
無
間
罪
・
謗
方
等
経
・

一
闡
提
な
ど
の
重
罪
を
犯
し
た
と
き
に
は
、
す
み
や
か
に
解
脱
し
涅
槃
を

悟
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
と
陀
羅
尼
蔵
を
説
く
。
真
言
密
教
は
醍
醐
の
よ
う

な
も
の
で
微
妙
第
一
で
あ
り
、
諸
病
を
除
い
て
衆
生
を
解
脱
さ
せ
て
、
す

み
や
か
に
涅
槃
に
安
楽
法
身
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

醍
醐
の
妙
薬
で
な
く
て
は
、
五
逆
罪
を
治
療
で
き
な
い
。
聖
道
の
教
え

に
念
仏
を
比
し
て
い
る
。『
二
教
論
』
を
引
い
て
、
念
仏
は
ま
さ
し
く
こ

念
仏
す
る
と
き
の
心
の
あ
り
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
心
持
ち
で
念
仏
す
る
の

か
、
と
い
っ
た
、
信
仰
心
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
実
際
に
念
仏
す
る

者
の
具
体
的
な
心
情
を
い
う
。
経
典
に
説
き
明
か
さ
れ
、
善
導
釈
に
あ
る

よ
う
な
三
心
が
当
然
必
要
と
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、「
た
だ
念
仏
だ
け
で

よ
い
」
と
念
仏
を
勧
め
ら
れ
た
人
が
、
自
身
の
あ
り
よ
う
を
直
視
し
た
場

合
、
三
心
を
整
え
ら
れ
る
か
不
安
視
し
た
こ
と
は
、
実
に
肯
け
る
事
柄
で

あ
ろ
う
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
、
高
い
関
心
な
の
で
あ
り
、
和
語
文
献
で

の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。『
和
語
燈
録
』
に
お
け
る
三
心
を
詳
細
に
分

析
、『
選
択
集
』
の
そ
れ
と
の
比
較
で
、
和
語
文
献
の
信
頼
性
を
求
め
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
法
然
の
信
仰
論
と
い
う
も
の
が
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
。
今
後
、
個
々
の
法
語
に
つ
い
て
詳
細
に
ひ
も
と
い
て
い
く
で
あ

ろ
う
。

法
然
聖
人
所
引
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
つ
い
て
の
一
考
察

永
原　

智
行

　

浄
土
教
の
人
間
観
を
う
か
が
う
に
悪
人
正
機
こ
そ
そ
の
際
た
る
も
の
で

あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
は
、
自
他
平
等
の
智
慧
が
人
々
の
苦
悩
を
機
縁

と
し
て
必
然
的
に
現
れ
る
利
他
で
あ
る
。
慈
悲
の
慈
は
、
他
の
も
の
の
幸

せ
を
純
粋
に
願
う
こ
と
で
あ
る
。
慈
悲
の
悲
は
、
他
の
も
の
の
痛
み
を
我

が
こ
と
と
し
て
と
も
に
痛
み
、
そ
の
苦
痛
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
本
願
は
こ
れ
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
悪
人
正
機
は
、
人
倫

の
善
悪
を
判
断
し
、
廃
悪
修
善
の
行
い
が
で
き
ず
、
こ
の
末
法
の
世
に
悪

を
犯
さ
ざ
る
を
得
な
い
人
が
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
悪
人
正
機
の
経

説
は
浄
土
教
の
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
は
親
鸞
に
帰
結
す
る
。
法
然
聖
人
の

逆
謗
観
は
、
五
逆
重
罪
は
罪
の
根
源
で
あ
り
、
念
仏
に
よ
っ
て
罪
の
消
滅
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で
、
事
件
の
本
質
を
、
通
常
『
興
福
寺
奏
状
』（
以
下
、
適
宜
、
単
に
『
奏

状
』
と
略
す
）
と
呼
ば
れ
る
専
修
念
仏
停
止
の
訴
え
を
根
拠
と
し
た
宗
教

弾
圧
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
、「『
興
福
寺
奏
状
』
の

思
想
」
対
「『
教
行
信
証
』
や
法
然
の
主
著
『
選
択
集
』
の
思
想
」
と
い

う
図
式
が
近
代
思
想
史
学
上
の
常
識
と
な
っ
て
い
た
が
、『
愚
管
抄
』
な

ど
の
同
時
代
史
料
に
は
、
こ
の
事
件
は
、
法
然
の
弟
子
ら
に
よ
る
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
て
、
興
福
寺
の
訴
え
が
事
件
に
何
ら
か
の

関
係
が
あ
る
と
伝
え
て
い
る
も
の
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
件
に
お

い
て
、
法
然
・
親
鸞
ら
の
思
想
そ
れ
自
体
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
事
件
以
降
に
生
き

延
び
た
教
団
の
体
制
順
応
の
姿
勢
に
合
致
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
近
年
の

研
究
に
は
、
起
草
者
と
さ
れ
る
貞
慶
自
身
も
、
法
然
と
偏
執
の
弟
子
た
ち

を
切
り
離
し
、
前
者
を
擁
護
し
後
者
を
戒
め
る
と
い
う
姿
勢
だ
っ
た
と
す

る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
奏
状
』
に
、
九
か
条
の
専
修
念
仏
の
「
咎
（
失
）」
が
挙
げ

ら
れ
て
糾
弾
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、『
奏
状
』

が
こ
れ
ら
の
「
咎
」
お
よ
び
そ
の
根
拠
と
な
る
思
想
を
容
認
し
た
り
擁
護

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
的
な
対
応

と
し
て
、
法
然
と
弟
子
た
ち
を
切
り
離
そ
う
と
い
う
姿
勢
が
双
方
に
あ
っ

た
と
し
て
も
、
ま
た
、
一
二
〇
七
年
の
「
事
件
」
を
単
な
る
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
と
し
て
扱
お
う
と
し
た
と
し
て
も
、『
奏
状
』
が
取
り
上
げ
て
い
る

「
咎
」
が
法
然
の
思
想
と
対
応
し
て
い
れ
ば
「『
興
福
寺
奏
状
』
の
思
想
」

対
「『
教
行
信
証
』
や
法
然
の
主
著
『
選
択
集
』
の
思
想
」
と
い
う
図
式

が
崩
壊
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
具
体
的
に
、『
奏
状
』
に
列
挙
さ
れ

て
い
る
九
か
条
の
咎
と
『
選
択
集
』
の
記
述
と
の
対
応
は
、「
第
一　

新

の
陀
羅
尼
門
で
あ
り
、
醍
醐
で
あ
る
。「
念
仏
亦
然
」
と
、
真
言
の
総
持

と
天
台
の
醍
醐
と
念
仏
を
同
等
に
扱
っ
て
い
る
。
下
品
下
生
の
五
逆
罪
人

の
こ
と
を
解
釈
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
五
逆
罪
の
こ
と
だ
け
し
か
述
べ
て

な
く
、
誹
謗
正
法
と
一
闡
提
の
こ
と
は
語
っ
て
い
な
い
。『
法
事
讃
』
で

謗
法
や
一
闡
提
が
廻
心
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
こ
こ
で
法
然
は
明

確
に
し
て
い
な
い
。

　

九
品
一
往
に
つ
い
て
は
、
五
逆
の
廻
心
は
上
品
上
生
に
通
じ
、
上
品
上

生
の
読
誦
は
下
品
下
生
に
通
じ
る
。
一
往
の
義
と
は
、
九
品
の
配
当
は
ひ

と
ま
ず
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
念
仏
に
よ
っ
て
こ
そ
往
生

し
、
余
行
は
不
定
で
あ
る
。
三
輩
は
皆
念
仏
あ
る
が
、
上
中
品
に
は
念
仏

を
説
か
れ
て
い
な
い
。
下
品
で
念
仏
が
説
か
れ
て
い
る
。『
大
経
』
と
『
観

経
』
の
九
品
に
は
開
合
の
異
な
の
で
、
九
品
の
中
に
す
べ
て
念
仏
が
あ

る
。
念
仏
は
九
品
に
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、『
観
経
』
は
定
散
の
行
を
は

じ
め
は
説
い
て
い
る
が
、
定
散
を
廃
し
て
念
仏
行
に
帰
し
て
い
る
。「
汝

好
持
是
語
」
の
文
が
こ
れ
で
あ
る
。

　

空
海
は
下
根
下
智
の
救
済
を
陀
羅
尼
蔵
を
説
き
、
法
然
は
下
品
下
生
の

救
済
を
念
仏
に
求
め
た
。
醍
醐
の
妙
薬
で
な
く
て
は
、
五
逆
罪
を
治
療
で

き
な
い
。
聖
道
の
教
え
に
念
仏
を
比
し
て
い
る
。『
二
教
論
』
を
引
い
て
、

念
仏
は
ま
さ
し
く
こ
の
陀
羅
尼
門
で
あ
り
、
醍
醐
で
あ
る
と
聖
道
の
文
を

借
り
て
述
べ
て
い
る
。

『
選
択
集
』
と
『
興
福
寺
奏
状
』
の
対
応
に
つ
い
て

菱
木　

政
晴

　

建
永
ま
た
は
承
久
の
年
号
を
付
し
た
法
難
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
二
〇
七

年
の
事
件
の
当
事
者
で
あ
る
親
鸞
は
、
そ
の
主
著
『
教
行
信
証
』
の
中
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承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
原
発
や
隔
離
を
廃
す
る
の
で
は
な
く
、
原
発

を
少
し
で
も
安
全
に
運
営
す
る
方
法
を
語
る
こ
と
や
、
不
当
な
強
制
隔
離

を
納
得
さ
せ
る
心
の
ケ
ア
を
考
え
る
こ
と
な
ら
多
少
は
行
う
が
、
脱
原
発

そ
の
も
の
、
隔
離
反
対
そ
の
も
の
を
、
他
を
さ
し
措
い
て
主
張
す
る
学
者

知
識
人
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

親
鸞
に
お
け
る
「
絶
対
」
の
語
義

│
│ 

天
台
所
説
「
絶
待
」
の
語
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

四
夷　

法
顕

　

親
鸞
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』「
行
文
類
」
の
二
教
二
機
対
に

お
い
て
、
念
仏
と
諸
行
を
比
校
相
対
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
文
で
「
絶
対

不
二
之
教
、
絶
対
不
二
之
機
」
と
い
わ
れ
る
。
従
来
よ
り
こ
の
「
絶
対
」

に
つ
い
て
、「
本
願
一
乗
法
は
諸
行
と
の
相
対
的
対
立
が
泯
亡
し
て
い
る
」

と
い
う
理
解
が
あ
る
。
か
か
る
理
解
は
、「
絶
対
」
を
天
台
で
い
う
「
絶

待
」
と
同
義
に
捉
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
、
親
鸞
の
「
絶

対
」
の
語
義
が
相
対
を
泯
亡
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
相
対

的
な
と
こ
ろ
で
い
わ
れ
る
の
か
、「
絶
待
」
の
語
義
と
親
鸞
の
諸
行
観
よ

り
検
討
す
る
。

　

智
顗
は
『
法
華
玄
義
』
に
お
い
て
、『
妙
法
蓮
華
経
』
の
題
号
で
あ
る

「
妙
」
を
釈
し
、「
相
待
妙
」
と
「
絶
待
妙
」
の
二
義
を
示
し
て
『
法
華

経
』
の
妙
な
る
こ
と
を
明
か
す
。
相
待
妙
と
は
麁
に
待
対
し
て
あ
か
さ
れ

た
妙
で
彼
此
相
対
し
、
麁
妙
を
判
じ
、
そ
の
上
で
立
て
ら
れ
た
妙
で
あ

る
。「
絶
待
妙
」
と
は
麁
に
待
対
し
て
明
か
さ
れ
た
妙
で
は
な
く
、
麁
妙

待
対
を
超
え
た
絶
対
的
な
妙
で
あ
り
、
麁
即
妙
、
妙
即
麁
と
さ
れ
る
。
ま

た
『
法
華
文
句
』
に
は
、『
法
華
経
』
の
み
が
他
の
諸
経
に
勝
れ
、
唯
一

宗
を
立
つ
る
失
」「
第
二　

新
像
を
図
す
る
失
」「
第
三　

釋
尊
を
軽
ん
ず

る
失
」「
第
六　

浄
土
に
暗
き
失
」「
第
七　

念
仏
を
誤
る
失
」
で
は
文
言

上
明
確
で
あ
り
、
そ
の
他
の
失
に
お
い
て
も
、
全
体
的
に
見
れ
ば
両
者
は

か
な
り
は
っ
き
り
と
対
応
し
て
い
る
。『
選
択
集
』
は
、
仏
道
か
ら
、
聖

道
門
を
選
捨
し
て
浄
土
門
を
選
取
し
、
浄
土
往
生
の
行
と
し
て
、
高
級
そ

う
な
諸
行
を
選
捨
し
て
「
声
に
出
す
念
仏
」
を
選
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
立
し
て
い
る
。『
選
択
集
』
の
大
き
な
特
徴
は
、
選
取
さ
れ
る
も
の
だ

け
で
な
く
、
選
捨
さ
れ
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
明
確
に
述
べ
た
こ
と
に

あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
取
さ
れ
た
も
の
「
念
仏
」
は
、「
他
の
勝

れ
て
い
る
か
に
見
え
る
も
の
は
な
く
と
も
そ
れ
だ
け
で
も
よ
い
も
の
」
で

は
な
く
、「
そ
れ
以
外
を
拒
否
す
べ
き
最
も
勝
れ
た
も
の
」
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
奏
状
』
が
非
難
す
る
「
咎
」
と
『
選
択
集
』
に
は
か

な
り
明
確
な
対
応
が
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
奏
状
』
に
記

さ
れ
た
「
咎
」
と
法
然
自
身
を
切
り
離
そ
う
と
い
う
姿
勢
が
、
事
件
当
時

の
み
な
ら
ず
、
今
日
に
お
い
て
も
あ
る
こ
と
は
な
に
を
意
味
す
る
で
あ
ろ

う
か
。

　

専
修
が
諸
宗
を
嫌
っ
た
の
は
、『
奏
状
』
が
、
仏
教
と
王
法
が
調
和
し

た
「
天
下
海
内
の
仏
事
法
事
」
と
主
張
す
る
も
の
が
、
実
は
、
む
し
ろ

「
遠
く
弥
陀
の
本
願
を
乖
く
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
ま
た
こ
れ
近
く
は
釈
尊

の
付
属
に
違
ふ
」（『
選
択
集
』
第
十
二
、
念
仏
付
属
章
）
も
の
で
あ
る
と

見
破
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
学
者
知
識
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
、

た
と
え
ば
、
原
発
が
危
険
で
そ
れ
ゆ
え
運
営
に
と
て
つ
も
な
い
コ
ス
ト
が

か
か
る
こ
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
が
き
わ
め
て
感
染
力
の
弱
い
治
療
可
能
な
病

で
あ
る
こ
と
、
声
に
出
す
念
仏
が
、
三
帰
依
の
宣
言
と
同
様
、
仏
道
の
ひ

と
つ
と
し
て
重
要
な
行
為
で
あ
る
こ
と
、
等
々
に
つ
い
て
は
、
た
い
て
い



　　350

『宗教研究』87巻別冊（2014年） 第９部会

対
、
二
機
対
十
一
対
を
掲
げ
、
同
様
に
『
愚
禿
鈔
』
に
も
二
教
対
四
十
二

対
・
二
機
対
十
八
対
を
掲
げ
て
い
る
。
両
書
を
対
照
す
れ
ば
多
少
の
相
違

が
あ
る
が
、
二
教
対
は
と
も
に
「
難
易
対
」
に
始
ま
り
「
報
化
対
」
で
終

わ
る
。
二
機
対
も
ま
た
、「
信
疑
対
」
に
始
ま
り
「
明
暗
対
」
で
終
わ
り
、

教
・
機
と
も
に
始
終
が
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
教
対
で
は
本
願

法
は
他
力
易
行
に
よ
っ
て
報
土
の
勝
果
、
余
法
は
難
行
を
修
し
て
化
土
の

劣
果
を
得
る
と
し
、
因
果
に
か
け
て
本
願
法
が
余
法
に
比
対
し
て
超
絶
す

る
義
を
明
か
す
。
二
機
対
に
お
い
て
は
、「
信
疑
」
と
「
明
暗
」
を
以
て

中
間
を
総
じ
て
信
疑
を
相
と
し
、
明
闇
を
体
と
す
る
。
す
な
わ
ち
弘
願
の

信
は
仏
の
智
明
を
体
と
し
、
諸
行
の
信
は
無
明
煩
悩
を
体
と
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
念
仏
と
諸
行
を
比
校
相
対
さ
せ
、
念
仏
が
諸
行
よ
り
勝
れ
て
い

る
こ
と
を
受
け
て
、「
絶
対
不
二
之
教
、
絶
対
不
二
之
機
」
と
結
文
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
に
お
け
る
「
絶
対
」
の
語
義
と
は
、
天

台
の
如
く
開
会
を
あ
ら
わ
す
相
対
を
絶
し
た
「
絶
待
」
の
義
で
は
な
く
、

比
校
す
べ
き
も
の
が
な
い
無
比
対
・
超
絶
の
義
で
あ
り
、
余
法
と
相
対
し

て
本
願
法
の
超
勝
せ
る
旨
を
顕
す
も
の
と
結
論
す
る
。

親
鸞
に
お
け
る
衆
生
利
益
に
関
し
て

杉
田　
　

了

　

親
鸞
に
お
け
る
衆
生
利
益
に
関
し
、『
恵
信
尼
消
息
』
第
五
通
に
み
ら

れ
る
佐
貫
で
行
わ
れ
た
三
部
経
読
誦
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
三
部
経

読
誦
の
出
来
事
は
親
鸞
の
獲
信
時
期
を
検
討
す
る
う
え
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
出
来
事
以
降
に
親
鸞
が
本
願
に
帰
し
た
と
見
る
説

も
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
教
行
信
証
』
に
「
建
仁
辛
酉
の
暦
、
雑
行

を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
。」
と
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
が
三
部
経
読

独
妙
の
円
教
を
説
く
経
典
で
あ
る
理
由
を
「
方
便
品
」
の
四
種
を
あ
げ
、

教
一
・
行
一
・
人
一
・
理
一
の
四
一
を
以
て
証
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
の

「
一
」
と
は
、
二
や
三
に
相
対
し
た
数
字
で
は
な
く
、
絶
待
を
顕
す
「
一
」

で
あ
る
。
そ
れ
は
『
法
華
経
』
は
「
権
」
に
対
す
る
「
実
」
の
よ
う
に
、

相
対
を
説
く
経
で
は
な
く
方
便
の
教
え
そ
の
ま
ま
が
真
実
の
円
教
で
あ
る

「
絶
待
一
乗
」
を
説
く
経
典
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
絶
待
」

と
は
究
竟
の
法
を
顕
す
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
対
立
を
融
合
統

一
す
る
『
法
華
経
』
の
「
開
会
」
の
思
想
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
、
天
台
教
学
を
熟
知
し
て
い
た
親
鸞

が
、
本
願
一
乗
を
明
か
す
時
に
「
絶
待
不
二
」
と
い
わ
ず
に
「
絶
対
不

二
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
内
藤
知
康
氏
が
指
摘
し
て
い
る
様
に
、
天

台
で
は
絶
対
と
絶
待
を
区
別
し
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
が
互
具
互
融
す
る

と
こ
ろ
に
は
「
絶
対
」
で
は
な
く
「
絶
待
」
を
用
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ

ば
、「
絶
対
」
の
語
は
相
対
的
な
対
立
が
泯
亡
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く

い
。（『
顕
浄
土
真
実
行
文
類
講
読
』
二
〇
〇
九
年　

永
田
文
昌
堂
）

　

ま
た
、
親
鸞
の
諸
行
観
を
み
れ
ば
そ
の
こ
と
は
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。

「
化
身
土
文
類
」
に
お
い
て
、
一
代
教
を
聖
道
門
と
浄
土
門
に
分
け
、
本

願
一
乗
に
望
め
れ
ば
い
か
な
る
聖
道
法
で
あ
っ
て
も
権
仮
方
便
法
と
な
る

こ
と
が
判
じ
ら
れ
る
。
権
仮
方
便
と
は
、
暫
用
還
廃
と
い
う
構
造
で
、
暫

用
と
は
未
熟
の
機
を
調
育
す
る
た
め
に
仏
が
暫
く
用
い
さ
せ
、
還
廃
と
は

機
根
が
熟
し
真
実
の
教
法
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
れ
ば
、

真
実
の
教
え
が
顕
露
さ
れ
、
方
便
の
教
法
は
廃
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

親
鸞
に
お
い
て
諸
行
と
念
仏
は
ど
こ
ま
で
も
所
廃
・
所
立
の
関
係
で
あ

り
、
開
会
の
構
造
は
取
り
入
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
絶
対
不
二
之
教
、
絶

対
不
二
之
機
」
と
い
わ
れ
る
直
前
に
は
、
念
仏
と
諸
行
の
二
教
対
四
十
七
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の
は
た
ら
き
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
へ
の
内
省
と
思
わ
れ
る
。

霊
山
勝
海
「
歎
異
抄
第
四
章
の
背
景
―
な
ぜ
衆
生
利
益
が
問
題
な
の
か

―
」（『
真
宗
研
究
』
二
九
号
）
で
は
親
鸞
に
お
け
る
衆
生
利
益
等
の
用
例

を
大
別
し
三
部
経
読
誦
を
こ
の
凡
夫
（
親
鸞
）
が
主
語
と
な
る
現
生
の
利

他
行
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

親
鸞
に
お
い
て
衆
生
利
益
は
基
本
的
に
如
来
や
菩
薩
の
は
た
ら
き
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
凡
夫
の
身
に
は
「
小
慈
小
悲
も
な
き
身
に
て

…
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
起
こ
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
こ
の
三
部
経
読
誦
は
親
鸞
が
自
力
的
心
か
ら
行
っ
た
衆
生
利

益
で
あ
り
性
格
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
三
部
経
読
誦
が
行
わ
れ
た

建
保
二
年
頃
や
『
大
経
』
読
誦
が
行
わ
れ
た
寛
喜
三
年
に
旱
害
や
飢
饉
が

発
生
し
、
そ
れ
が
親
鸞
の
読
誦
に
関
係
し
て
い
る
と
見
る
も
の
は
多
く
指

摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
霊
山
氏
（
前
同
）
が
示
す
よ
う
に
当
時
の

僧
侶
が
衆
生
利
益
を
行
う
こ
と
が
当
然
の
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
様
に

親
鸞
が
苦
し
む
人
を
前
に
し
て
衆
生
利
益
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
本
願
に
帰
入
し
て
い
る
か
否
か
に
関
係
な
く
起
こ
り
う
る
心
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
恵
信
尼
消
息
』
第
五
通
の
三
部
経
読
誦
に
み
ら
れ
る
衆
生
利
益
は
、

信
後
も
凡
夫
の
自
力
性
は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
心
は
起
こ
り

う
る
。
す
る
と
こ
の
内
省
は
念
仏
者
の
他
者
へ
の
か
か
わ
り
方
と
し
て
注

意
す
べ
き
自
力
性
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
衆
生
利
益
の
た
め
の
読
誦
は
親
鸞
の
著
述
に
示
さ
れ
る
仏
菩
薩

の
は
た
ら
き
に
よ
る
利
益
と
は
異
な
り
、
凡
夫
の
自
力
心
か
ら
起
こ
さ
れ

た
も
の
の
為
、
獲
信
の
有
無
を
示
す
論
拠
と
は
な
し
難
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
親
鸞
が
否
定
す
る
自
力
と
煩
悩
と
し
て
の

誦
を
行
っ
た
と
見
ら
れ
る
建
保
二
年
頃
や
後
の
寛
喜
三
年
に
は
す
で
に
本

願
に
帰
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
本
願
に
帰
し
て
い
た
上

で
行
わ
れ
中
断
さ
れ
た
衆
生
利
益
の
た
め
の
読
誦
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
。「
衆
生
利
益
の
た
め
」
に
注
意
し
考
え
た
い
。

　

ま
ず
、
親
鸞
の
獲
信
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
挙
げ
ら
れ
建
仁
元
年
と
す

る
他
、
建
保
二
年
説
、
建
保
二
年
か
ら
元
仁
元
年
説
、
元
仁
元
年
説
、
寛

喜
三
年
説
、
関
東
時
代
説
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
参
考
：
杉
岡
孝
紀
「
親
鸞

の
宗
教
体
験
と
表
現
（
中
）
―
三
願
転
入
の
時
機
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
」

（『
龍
谷
大
學
論
集
』
四
七
四
・
四
七
五
号
））。
こ
れ
は
『
教
行
信
証
』
に

み
ら
れ
る
「
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
。」
と
の
文
、
三
願
転
入
の
文
、

そ
し
て
こ
の
『
恵
信
尼
消
息
』
に
み
ら
れ
る
三
部
経
読
誦
を
ど
の
よ
う
に

解
釈
す
る
か
の
問
題
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
浅
野
教
信
「
親

鸞
聖
人
の
弘
願
転
入
に
つ
い
て
の
一
・
二
の
問
題
」（『
真
宗
学
』
九
一
・

九
二
号
）
に
親
鸞
の
本
願
帰
入
を
寛
喜
三
年
よ
り
後
に
み
る
説
に
対
し
、

「
三
部
経
千
部
読
誦
の
功
徳
に
よ
っ
て
衆
生
利
益
を
目
指
し
た
こ
と
は
、

「
人
の
執
心
、
自
力
の
し
ん
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、
聖
人
の
口
か
ら

妻
の
恵
信
尼
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
聖
人

が
弘
願
に
帰
入
し
て
い
な
い
と
直
に
速
断
す
る
こ
と
は
如
何
な
も
の
で
あ

ろ
う
か
、
…
…
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
、
煩
悩
性
た
る
自
力
心
が
頭
を
も

た
げ
て
き
て
、
弘
願
の
救
い
に
反
す
る
行
動
に
走
る
の
で
は
な
い
か
。」

と
し
て
い
る
。
発
表
者
も
こ
の
指
摘
に
賛
同
し
、
佐
貫
で
の
三
部
経
読
誦

を
本
願
に
帰
し
た
後
の
、
煩
悩
性
の
自
力
心
か
ら
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
。

　

親
鸞
の
著
述
に
見
ら
れ
る
衆
生
利
益
は
基
本
的
に
仏
菩
薩
の
は
た
ら
き

と
し
て
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
読
誦
は
内
省
の
内
容
か
ら
も
仏
菩
薩
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は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
を
、
考
察
し
た
。

　

親
鸞
が
「
浄
土
に
〈
い
た
る
〉」
と
表
現
す
る
文
を
す
べ
て
検
討
す
る

と
、
親
鸞
が
浄
土
に
〈
い
た
る
〉
と
表
現
す
る
往
生
の
内
実
は
、
一
、
証

大
涅
槃
を
表
す
文
、
二
、
真
実
報
土
の
往
生
（
難
思
議
往
生
）
を
表
す
文
、

三
、
利
他
教
化
を
表
す
（
証
大
涅
槃
に
同
義
）
文
、
四
、
真
実
の
行
信
に

も
た
ら
さ
れ
る
往
生
を
表
す
（
真
実
報
土
の
往
生
に
同
義
）
文
の
四
つ
に

分
類
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
往
生
は
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
や
『
浄
土
三

経
往
生
文
類
』
に
お
い
て
表
さ
れ
た
大
経
往
生
、
難
思
議
往
生
に
相
当

し
、
従
っ
て
、
親
鸞
は
方
便
化
身
土
へ
の
往
生
に
つ
い
て
は
〈
い
た
る
〉

の
表
現
は
使
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
親
鸞
は
難
思
議
往
生
に
つ
い
て
〈
い
た
る
〉
と
表
現
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。〈
い
た
る
〉
と
い
う
言
葉
の
特
徴
は
、
あ
る
地
点
か
ら
地
点

ま
で
に
達
す
る
こ
と
を
表
し
、
そ
こ
に
は
そ
れ
に
達
す
る
ま
で
の
道
程
や

歩
み
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
浄
土
に
〈
い
た
る
〉」

は
、
結
果
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
過
程
を
示
し
、
往
生
を
線
的
に
表
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
親
鸞
が
難
思
議
往
生
を
〈
い
た
る
〉

と
表
現
す
る
の
は
、
現
生
に
正
定
聚
・
不
退
転
に
住
し
、
浄
土
に
向
っ
て

歩
ん
で
い
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
逆
に
往
生
と
い
う
言
葉
に
は
、
ど
う
し
て
も
「
死
」
と
い
う
意
味
が

含
ま
れ
、
臨
終
の
一
転
に
集
中
し
て
領
解
さ
れ
て
し
ま
う
。
親
鸞
自
身
も

門
弟
へ
の
手
紙
の
な
か
で
「
死
」
を
往
生
に
よ
っ
て
表
現
し
、
あ
る
い
は

「
臨
終
を
待
つ
こ
と
無
し
」
と
言
う
。
故
に
「
往
生
」
と
い
う
言
葉
を
避

け
て
、
重
要
な
こ
と
を
表
す
と
き
に
は
「
浄
土
に
〈
い
た
る
〉」
と
表
現

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
親
鸞
が
往
生
を
〈
い
た
る
〉
と
表
現
し
た
こ
と
に
思
い
を

「
自
力
の
し
ん
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
の
問
題
が
あ
り
、
検
討
を
要

す
る
も
の
で
あ
る
。

親
鸞
に
お
け
る
往
生
表
現
の
課
題

│
│ 
特
に
〈
い
た
る
〉
を
中
心
と
し
て 

│
│

武
田
未
来
雄

　

近
年
、
親
鸞
の
往
生
観
が
議
論
さ
れ
、
様
々
な
見
解
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
議
論
の
中
で
、
あ
ら
た
め
て
親
鸞
は
往
生
浄
土
を
ど
の
よ
う
に

開
顕
し
、
そ
れ
は
、
現
実
を
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が

あ
る
の
か
、
問
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
親
鸞
が
「
浄
土
に
生
ま
れ
る
」
事
に
つ
い
て
、「
往
生
」
以

外
の
様
々
な
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
親
鸞

の
往
生
観
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
親
鸞
が
他
の
言
葉
に
よ
っ

て
往
生
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

そ
う
し
た
種
々
あ
る
親
鸞
の
往
生
浄
土
を
表
現
し
た
言
葉
の
中
か
ら
、

特
別
な
用
例
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
「
浄
土
に
〈
い
た
る
〉」
に
注

目
し
た
い
。
親
鸞
は
、『
教
行
信
証
』
を
は
じ
め
と
す
る
著
作
等
に
お
い

て
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
表
す
言
葉
で
あ
る
「
光
明
土
」、「
蓮
華
蔵
世

界
」、「
安
養
界
」
等
に
、「
到
」「
至
」
と
い
う
漢
字
・
ひ
ら
が
な
表
記
で

「
い
た
る
」
と
表
し
て
い
る
（
従
っ
て
本
発
表
で
は
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

〈
い
た
る
〉
と
表
す
）。
親
鸞
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
か
ら
往
生
を
〈
い
た

る
〉
と
表
現
し
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
積
極
的
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
親
鸞
が
往
生
浄
土
を
〈
い
た
る
〉
と

表
現
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
言
葉
か
ら
親
鸞
に
と
っ
て
「
往
生
」
と
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午
年
六
月
三
日
御
目
録
」）

５

「 

獲
信
見
敬
得
大
慶
」（
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』・
３

と
同
じ
）

と
な
る
。
今
回
、
着
目
し
た
こ
と
は
、
３

↓
４

↓
５

の
順
序
で
あ
る
。
３

建
長
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
建
長
七
年
六
月
二
日
）、
４

専
修
寺
本
『
教

行
信
証
』（
建
長
七
年
六
月
二
十
二
日
）
５

正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』

（
正
嘉
二
年
六
月
二
十
八
日
）
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
は
建
長
本
、
正
嘉
本
は
共
に

３

・
５

「
獲
信
見
敬
得
大
慶
」
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
成
立
が
判
明
し
て

い
る
専
信
本
『
教
行
信
証
』
の
転
写
本
で
あ
る
専
修
寺
本
『
教
行
信
証
』

で
は
４

「
獲
信
見
敬
大
慶
喜
」
と
な
っ
て
い
る
。
言
う
な
れ
ば
年
代
的
に

見
れ
ば
文
言
の
順
序
に
矛
盾
が
生
じ
る
。

　

３

・
５

と
４

の
文
言
の
異
同
は
、「
得
」・「
慶
」・「
喜
」・「
慶
喜
」
が

見
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
果
位
の
と
き
う
る
を
得
と
い
ふ
。」（『
正
像
末
和

讃
』）、「
慶
は
う
べ
き
こ
と
を
え
て
の
ち
に
よ
ろ
こ
ぶ
こ
こ
ろ
也
」（『
唯

信
鈔
文
意
』）、「
喜
は
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
つ
ね
に
よ
ろ
こ
ぶ
こ
こ
ろ
た
え

ず
し
て
憶
念
つ
ね
な
り
。」（『
唯
信
鈔
文
意
』）、「
慶
喜
と
い
ふ
は
、
信
を

え
て
の
ち
に
よ
ろ
こ
ぶ
こ
こ
ろ
を
い
ふ
也
」（『
尊
号
真
像
銘
文
』）
と
あ

る
。
ま
た
、
４

に
は
「
得
」
の
字
は
な
い
が
、「
慶
」
の
字
釈
に
「
慶
の

言
は
印
可
の
言
な
り
。
獲
得
の
言
な
り
。」（『
愚
禿
鈔
』）
に
あ
る
為
、

「
慶
」
に
は
「
得
」
の
語
義
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
文

言
の
異
同
か
ら
見
て
も
、
３

・
５

と
４

に
親
鸞
の
思
想
的
変
化
と
は
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
、
３

・
５

と
４

の
文
言
に
つ
い
て
言
え
ば
、
親
鸞
が
意
図
的

に
、
こ
の
二
つ
の
文
言
を
同
時
併
用
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、

い
た
す
と
き
、
あ
ら
た
め
て
親
鸞
に
と
っ
て
往
生
浄
土
の
教
え
と
は
、
正

定
聚
・
不
退
転
に
住
し
、
現
在
に
生
き
る
方
向
を
与
え
ら
れ
、
い
き
い
き

と
、
こ
の
世
を
生
き
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
今
な
お
、「
往
生
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
き
、
ど
う
し
て
も
死
後

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
往
生
浄
土
の
教
え
は
、
生
き
る
た
め

の
教
え
で
は
な
く
、
死
ん
で
か
ら
の
救
い
や
、
現
実
逃
避
の
教
え
で
あ
る

と
の
誤
解
を
受
け
る
。
も
ち
ろ
ん
「
往
生
」
と
い
う
言
葉
が
歴
史
的
に
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
か
を
正
確
に
理
解
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
親

鸞
が
開
顕
し
た
「
往
生
浄
土
の
教
え
」
は
ど
の
よ
う
な
教
え
で
あ
り
、
そ

れ
は
現
在
を
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
を
明

確
に
す
る
た
め
に
は
、
時
代
状
況
に
あ
わ
せ
て
「
往
生
」
の
言
葉
の
持
つ

イ
メ
ー
ジ
も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
正
に
親

鸞
が
表
し
た
様
々
な
往
生
表
現
の
課
題
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
獲
信
見
敬
大
慶
喜
」
部
分
の
推
敲
に
つ
い
て

玉
木　

興
隆

　
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
行
巻
、
正
信
念
仏
偈
の
「
獲
信
見
敬
大
慶

喜
」
部
分
の
推
敲
を
見
て
い
く
。
こ
の
部
分
の
推
敲
は
、
親
鸞
晩
年
期
に

お
い
て
多
く
の
推
敲
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
時
系
列
順
に
並
べ
る
と
、

１

「 

見
敬
得
大
慶
喜
人
」（
改
訂
前
坂
東
本
『
教
行
信
証
』・「
尊
号
真

像
銘
文
断
簡
」）

２

「 

獲
信
見
敬
大
慶
人
」（
改
訂
後
坂
東
本
『
教
行
信
証
』）

３

「 

獲
信
見
敬
得
大
慶
」（
建
長
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』・「
安
城
の
御

影
」・
妙
源
寺
「
光
明
本
尊
」）

４

「 

獲
信
見
敬
大
慶
喜
」（
専
修
寺
本
『
教
行
信
証
』＋「
宝
暦
十
二
壬
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前
の
こ
と
」
は
根
本
的
に
翻
さ
れ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
我
々
の
限
界
性

と
い
う
も
の
が
も
は
や
ご
ま
か
し
の
き
か
な
い
仕
方
で
露
呈
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
こ
こ
ろ
も
こ
と
ば
も
お
よ
ば
れ
ず
」
と
は
、
親
鸞
自
身

が
直
面
し
た
、
こ
の
限
界
性
の
自
覚
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
一
方
で
ま

た
、
親
鸞
は
自
ら
の
受
け
取
っ
た
宗
教
的
信
の
内
実
を
「
こ
こ
ろ
」
と
「
こ

と
ば
」
を
尽
し
て
語
っ
て
お
り
、
そ
の
お
か
げ
で
今
日
の
我
々
は
「
親
鸞

の
思
想
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
宗
教
的
真
理
を
め
ぐ
る

「
語
り
」
と
は
、
端
的
に
一
つ
の
矛
盾
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
の

語
っ
た
「
何
」
を
問
題
に
す
る
に
際
し
て
は
、
同
時
に
そ
れ
が
「
ど
こ
か

ら
」
発
せ
ら
れ
た
言
葉
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
点
、「
自
然
」
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
る
親
鸞
の
言
葉
に
は
、「
真

理
」
と
「
語
り
」
と
の
間
の
こ
の
矛
盾
し
た
関
係
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

「
自
然
」
│
│
「
お
の
ず
か
ら
、
し
か
ら
し
む
」
│
│
と
は
、「
み
ず
か

ら
」
救
い
を
成
就
せ
ん
と
す
る
我
々
の
自
力
意
識
を
否
定
す
る
言
葉
、
つ

ま
り
如
来
の
他
力
の
は
た
ら
き
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
言
葉

は
、
関
東
に
残
し
て
き
た
門
弟
た
ち
へ
「
は
か
ら
う
べ
か
ら
ず
」、「
さ
た

す
べ
か
ら
ず
」
と
語
り
か
け
る
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
門
弟

た
ち
の
間
で
い
か
に
「
救
い
」
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
こ
っ
て
い
た
か
、
ま

た
親
鸞
が
そ
の
問
題
解
決
に
ど
れ
だ
け
心
を
砕
い
て
い
た
か
と
い
う
こ
と

が
窺
え
る
。
し
か
し
ま
た
こ
の
「
自
然
」
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
そ
も
そ

も
「
さ
た
す
べ
か
ら
」
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
本
来
あ
れ
こ
れ
と

語
る
べ
き
で
な
い
│
│
つ
ま
り
は
か
ら
う
べ
き
で
は
な
い
│
│
こ
の
言
葉

を
、
親
鸞
は
一
体
ど
こ
か
ら
語
っ
て
い
る
の
か
。

　
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
よ
れ
ば
、「
い
ろ
」
も
「
か
た
ち
」
も
な
け
れ
ば

「
こ
こ
ろ
」
も
「
こ
と
ば
」
も
及
ば
な
い
〝
真
如
そ
の
も
の
〞
は
、
真
如

（
１

）
親
鸞
は
こ
の
文
言
を
至
る
箇
所
に
残
し
て
い
る
が
、「
安
城
の
御

影
」、
妙
源
寺
「
光
明
本
尊
」、『
尊
号
真
像
銘
文
』
な
ど
全
て
讃
銘
（
所

謂
、「
本
願
名
号
正
定
業
」〜「
即
横
超
截
五
悪
趣
」
部
分
の
二
十
句
部
分
）

に
関
連
し
た
部
分
に
残
し
て
い
る
こ
と
。

（
２

）
現
在
、
専
修
寺
本
『
教
行
信
証
』
の
転
写
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る

真
仏
自
身
も
、
こ
の
文
言
両
方
と
も
書
写
し
て
い
た
こ
と
。（
４

＝
専
修

寺
本
『
教
行
信
証
』、
３

・
５

＝
妙
源
寺
「
光
明
本
尊
」）

（
３

）
親
鸞
真
筆
と
確
実
視
さ
れ
る
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
を
見
れ
ば
改

訂
跡
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
八
割
近
く
が
讃
銘
部
分
の
二
十
句

の
中
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
。

（
４

）
百
二
十
句
に
は
右
訓
や
左
訓
な
ど
の
訓
点
が
あ
る
が
、
讃
銘
部
分

で
あ
る
二
十
句
に
は
ど
ち
ら
も
な
い
こ
と
（
字
訓
や
振
り
仮
名
が
あ
る
こ

と
は
指
摘
し
て
お
く
）。

以
上
の
根
拠
か
ら
、
そ
も
そ
も
二
十
句
と
百
二
十
句
で
は
、
そ
の
性
質
自

体
が
異
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
故
に
３

・
５

「
獲
信
見
敬
得
大
慶
」

＝
二
十
句
用
（
讃
銘
部
分
）
の
文
言
。
４

「
獲
信
見
敬
大
慶
喜
」＝
百
二

十
句
用
の
文
言
で
あ
り
、
親
鸞
は
意
図
的
に
同
時
併
用
し
て
い
た
。
そ
の

結
果
、
３

↓
４

↓
５

に
お
い
て
表
現
の
年
代
的
矛
盾
が
生
じ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

親
鸞
に
お
け
る
「
語
り
」
の
位
置

内
記　
　

洸

　
「
自
力
聖
道
の
菩
提
心　

こ
こ
ろ
も
こ
と
ば
も
お
よ
ば
れ
ず　

常
没
流

転
の
凡
愚
は　

い
か
で
か
発
起
せ
し
む
べ
き
」。
宗
教
的
な
〝
真
理
〞
と

の
関
わ
り
に
お
い
て
、
我
々
に
と
っ
て
の
「
日
常
的
な
も
の
」、「
当
た
り
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た
る
わ
れ
ら
」
の
問
題
と
し
て
、
同
時
に
語
り
手
で
あ
る
親
鸞
自
身
に
も

向
か
っ
て
い
る
。
親
鸞
の
語
る
「
何
」
を
受
け
止
め
て
い
く
た
め
に
は
、

親
鸞
自
身
の
内
と
外
と
の
こ
う
し
た
二
重
性
か
ら
、
そ
の
「
語
り
」
自
体

を
見
つ
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

名
号
本
尊
成
立
の
背
景
に
つ
い
て

安
藤　

章
仁

　

言
葉
を
礼
拝
の
対
象
と
す
る
名
号
本
尊
の
形
式
は
、
鎌
倉
仏
教
の
一
つ

の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
中
で
親
鸞
に
お
け
る
名
号
本
尊
は
、
晩
年
に
展
開

さ
れ
る
創
作
活
動
の
中
で
も
、
国
内
外
の
文
化
を
進
取
し
、
親
鸞
浄
土
教

の
思
想
を
具
象
化
し
た
も
の
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
先
駆
的
な

事
例
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
か
ら
主
に
埼
玉
県
を
中
心
と
す
る
鎌

倉
街
道
沿
い
に
造
立
さ
れ
た
板
碑
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
六
字
名

号
を
蓮
台
で
受
け
た
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
の
真
名
板
薬
師
堂
板
碑
や

延
慶
四
年
（
一
三
一
一
）
の
真
佛
報
恩
塔
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
明
恵
房

高
弁
が
成
辨
と
名
告
っ
て
い
た
頃
に
「
杜
順
禅
師
香
象
大
師
名
号
」
を
修

学
の
本
尊
と
し
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
に
名
字
本
尊
を
制
作
し
、
そ

の
意
義
や
礼
拝
方
法
を
『
三
時
三
宝
礼
釈
』『
自
行
三
昧
礼
功
徳
義
』
に

明
か
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
先
例
中
、
最
も
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
法
然
房
源
空
で
あ
る
。
法
然
の
伝
記
類
に
名
号
を

本
尊
と
し
た
記
事
は
皆
無
で
あ
る
が
、「
熊
谷
入
道
方
へ
状
の
御
返
事
」

の
内
容
と
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
標
挙
の
文
の
形
式
か
ら
の
影
響
は
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
後
述
す
る
親
鸞
に
お
け
る
名
号
本
尊
の
金
色
か
ら

墨
書
へ
と
い
う
展
開
と
名
号
に
賛
銘
を
付
す
形
式
の
原
型
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

の
側
か
ら
「
か
た
ち
」
を
と
っ
て
現
れ
る
、
と
い
う
。
こ
の
了
解
を
「
自

然
」
と
「
語
り
」
の
文
脈
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
な
ら
、
親
鸞
に
お
け

る
「
語
り
」
と
は
親
鸞
自
身
の
「
み
ず
か
ら
」
の
語
り
で
は
な
く
、
本
願

そ
の
も
の
の
「
お
の
ず
か
ら
」
の
自
己
表
現
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
了
解
は
確
か
に
、「
行
」
が
如
来
の
「
大
行
」
で
あ
り
、「
信
」

も
ま
た
如
来
の
願
心
よ
り
発
起
す
る
「
大
信
」
で
あ
る
と
し
た
親
鸞
の
受

け
取
り
に
適
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
し
か
し
「
機
」
の
自
覚
が
欠

如
し
て
い
る
。
親
鸞
の
言
葉
に
認
め
ら
れ
る
、
彼
自
身
の
実
存
的
な
感
情

│
│
罪
悪
深
重
の
我
が
身
、
と
い
う
自
己
認
識
│
│
を
こ
こ
に
見
い
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

親
鸞
に
お
け
る
愚
の
自
覚
は
、
例
え
ば
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
の
「
悲

歎
述
懐
」
の
文
に
お
い
て
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
強
い
「
悲
歎
」
の

言
葉
が
真
実
の
信
心
や
真
の
仏
弟
子
に
つ
い
て
の
一
通
り
の
了
解
の
後
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
親
鸞
の
「
悲
し
み
」
と
は
如
来
の

救
い
に
よ
っ
て
一
気
に
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う
よ
う
な
質
の
も
の
で
は
な

い
。
根
本
的
な
救
い
の
前
に
立
ち
な
が
ら
、
し
か
し
な
お
そ
れ
に
背
か
ず

に
は
生
き
ら
れ
な
い
と
い
う
、
自
身
の
存
在
そ
の
も
の
を
見
つ
め
る
悲
歎

で
あ
る
。
ま
た
「
慶
喜
い
よ
い
よ
至
り
、
至
孝
い
よ
い
よ
重
し
」
と
あ
る

よ
う
に
、
悲
嘆
の
こ
の
反
復
は
同
時
に
如
来
の
救
い
に
対
す
る
「
慶
び
」

の
反
復
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
、
人
間
の
相
で
あ
る
自
力
「
み
ず
か

ら
」
と
そ
れ
を
転
じ
摂
取
せ
ん
と
い
う
他
力
「
お
の
ず
か
ら
」
と
は
、
ど

こ
ま
で
も
異
質
な
も
の
と
し
て
境
界
付
け
ら
れ
つ
つ
、
表
裏
の
関
係
と
し

て
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、「
は
か
ら
い
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
語

る
親
鸞
は
自
ら
の
「
は
か
ら
い
」
の
事
実
を
超
越
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
門
弟
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
は
、「
よ
ろ
ず
の
煩
悩
に
し
ば
ら
れ
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『
一
念
多
念
文
意
』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
は
、
常
に
光
明
と
し

て
、
名
号
と
し
て
こ
こ
に
現
在
す
る
と
い
う
把
捉
で
あ
る
。
そ
の
教
え
を

携
帯
性
に
富
み
、
不
特
定
多
数
の
伝
道
の
場
で
、
視
覚
的
に
有
効
的
に
伝

え
る
た
め
に
考
案
し
た
の
が
、
名
号
本
尊
で
あ
る
。
そ
し
て
名
号
本
尊
の

成
立
を
考
え
る
上
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
同
時
期
に
成

立
す
る
三
幅
対
の
光
明
本
尊
で
あ
る
。
親
鸞
が
法
然
を
承
け
て
開
顕
す
る

念
仏
の
教
え
が
、
三
宝
を
具
足
し
、
三
国
の
法
灯
を
持
つ
真
実
の
教
え
で

あ
る
こ
と
を
実
践
の
場
で
明
か
す
た
め
に
創
作
さ
れ
た
の
が
光
明
本
尊
で

あ
る
。
親
鸞
は
、
幅
広
く
先
駆
的
な
事
例
に
影
響
を
受
け
、
表
装
形
式
、

書
体
、
光
芒
表
現
な
ど
に
宋
代
の
文
化
を
進
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
名
号

に
よ
る
本
尊
を
成
立
さ
せ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
教
法

の
真
実
性
を
立
証
す
る
の
に
効
果
的
な
手
段
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
親

鸞
に
お
け
る
名
号
本
尊
は
、
礼
拝
の
対
象
と
い
う
一
義
的
な
も
の
で
は
な

く
、
固
定
化
し
な
い
複
数
の
仏
名
を
以
て
、
名
号
の
は
た
ら
き
を
示
し
、

真
実
な
る
教
法
の
本
質
を
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

親
鸞
に
お
け
る
宿
業
観
の
一
考
察

長
宗　

博
之

　

親
鸞
の
宿
業
観
に
関
す
る
研
究
は
、「
宿
業
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
『
歎

異
抄
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
た
め
、『
歎
異
抄
』
を
基
に
考
察
さ
れ
る
も

の
が
多
い
。
し
か
し
、『
歎
異
抄
』
が
親
鸞
の
著
述
で
な
い
た
め
、
親
鸞

の
宿
業
観
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
今
回

は
親
鸞
自
筆
の
も
の
よ
り
、
そ
の
一
端
を
窺
え
る
部
分
を
抽
出
し
、
検
討

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
宿
業
」
の
定
義
は
「
過
去
に
お
け
る

業
」
と
い
う
見
解
で
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

　

現
在
、
親
鸞
が
直
接
制
作
に
関
わ
っ
た
名
号
本
尊
並
び
に
名
号
は
、
六

字
、
八
字
、
九
字
、
十
字
五
点
の
計
八
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成

立
は
、
親
鸞
の
字
形
の
変
化
か
ら
七
十
歳
代
後
半
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

『
尊
号
真
像
銘
文
』
略
本
の
奥
書
が
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
と
あ
る
か

ら
、
八
十
三
歳
ま
で
に
は
構
想
が
整
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
文
自

筆
の
四
幅
の
名
号
本
尊
に
つ
い
て
は
、
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
と
形
式
の
不
均

衡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
が
始
筆
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
四
幅
に
つ
い
て
は
『
三
河
念
仏
相
承
日
記
』
と
の
関

係
が
注
目
さ
れ
る
が
、
八
双
部
分
の
金
具
の
錆
に
よ
る
共
通
の
焼
け
焦
げ

の
痕
跡
は
、
伝
来
を
考
え
る
上
で
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
成
立
背
景
に
つ

い
て
は
、
製
作
時
期
か
ら
初
期
真
宗
教
団
の
根
底
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な

っ
た
慈
信
房
善
鸞
の
義
絶
事
件
に
代
表
さ
れ
る
関
東
の
門
弟
の
混
乱
が
想

定
さ
れ
る
。
親
鸞
が
名
号
の
上
下
に
賛
銘
を
書
い
た
の
は
、
名
号
の
意
義

を
敷
衍
し
、
浄
土
真
宗
の
内
容
を
端
的
に
示
す
た
め
で
あ
り
、
複
数
の
仏

名
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
は
た
ら
き
の
無
限
性
を
示
す
と
と
も
に
名

号
を
呪
術
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
本
尊
の

正
面
に
敢
え
て
年
記
署
名
年
齢
を
記
し
た
の
は
、
生
存
す
る
親
鸞
の
直
説

で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
、
同
時
期
に
同
じ
構
成
で
寿
像
「
安
城
御
影
」
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
は

注
目
に
値
す
る
。
と
こ
ろ
で
親
鸞
に
お
い
て
本
尊
は
、
な
ぜ
木
像
や
絵
像

で
は
な
く
、
仏
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
浄
土
教
理
史
に

お
い
て
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
の
自
覚
に
相
応
し
て
仏
身
に
対
し
て
仏
名
を

称
え
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
親
鸞
は
、
そ
の

名
号
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
基
本
は
、『
浄
土
和
讃
』

の
左
訓
に
あ
る
よ
う
に
釈
尊
の
出
世
本
懐
が
名
号
を
説
く
こ
と
に
あ
り
、
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と
「
宿
業
」
を
定
義
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
も
、
宿
業
と
心
、
そ
し
て
行

為
と
の
関
係
性
が
窺
え
る
。
そ
の
た
め
、『
歎
異
抄
』
の
上
で
も
、
宿
業

の
解
釈
に
三
在
釈
の
よ
う
な
視
点
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
こ
の
三
在
釈
が
機
・
法
の
二
種
を
同
時
成
立
さ
せ
る
一
端
を
担

っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
自
己
の
罪
悪
性
が
益
々
大
願
業

力
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
相
反
す
る
方
向
性
を
同
時
に
捉
え
る
場
合
、
そ

の
論
拠
と
な
る
箇
所
と
見
做
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
や
は
り
宿
業
そ
の
も
の
を
機
の

深
信
と
捉
え
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下
下
品
の
者
が
信

心
を
獲
る
過
程
に
お
い
て
、
三
在
釈
を
基
に
宿
業
を
捉
え
る
時
、
そ
れ
が

縁
と
な
る
と
い
う
捉
え
方
の
方
が
自
然
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ

う
な
捉
え
方
を
す
る
場
合
、
自
己
の
罪
悪
性
と
い
う
面
で
は
宿
業
も
機

の
深
信
も
同
義
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
遇
獲w

行
信a

遠
慶w

宿
縁q

」（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
、
七
頁
）「
遇
獲w

信
心a

遠
慶w

宿

縁q

」（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
、
二
二
六
頁
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

〝
信
心
を
獲
れ
ば
そ
の
縁
と
な
っ
た
こ
と
を
慶
べ
〞
と
い
う
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
縁
的
側
面
で
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
来
、
仏
教
に
お
い
て
否

定
す
べ
き
運
命
論
的
側
面
を
持
っ
た
宿
業
を
逆
縁
と
し
、『
歎
異
抄
』
で

明
か
さ
れ
た
「
宿
業
」
を
自
己
の
上
に
見
て
い
く
こ
と
で
、
自
身
を
阿
闍

世
と
重
ね
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、
宿
業
と
機
の
深
信
は
関
係

性
の
上
で
の
性
質
的
同
義
で
あ
っ
て
、
直
接
的
な
イ
コ
ー
ル
の
関
係
と
し

て
捉
え
よ
う
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
の
宿
業
観
を
考
察
す
る
際
、
三
在
釈
を
媒
介

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
宿
業
」
を
「
宿
縁
」
に
包
摂
さ
れ
た
縁
的
側
面

の
一
端
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
研
究
で
は
、
宿
業
を
機
の
深
信
と
捉
え
る
見
解
が

多
い
。
し
か
し
、
宿
業
自
体
を
機
の
深
信
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
場
合
、
二
種
一
具
と
い
う
法
の
深
信
と
の
関
係
性

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
宿
業
を
機
の
深
信
へ
結
び

つ
け
る
論
理
・
機
と
法
の
関
係
性
を
考
察
す
る
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
捉

え
方
の
是
非
を
考
え
て
い
く
。

　

今
回
は
そ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、『
教
行
信
証
』「
信
巻
」「
逆
法
摂
取

釈
」
の
「
八
番
問
答
」
の
引
用
（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
、
一
二
五

―
一
二
八
頁
）
を
基
に
す
る
。
こ
の
箇
所
は
、
自
己
の
罪
悪
性
を
悲
歎
し

た
箇
所
で
あ
り
な
が
ら
、
衆
生
の
行
為
と
弥
陀
の
救
済
の
軽
重
に
つ
い
て

明
か
さ
れ
た
三
在
釈
が
あ
り
、
本
論
考
を
進
め
て
い
く
上
で
、
重
要
な
箇

所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
八
番
問
答
は
、
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』

上
巻
末
に
記
さ
れ
る
。
衆
生
の
行
為
は
、
虚
妄
顛
倒
の
心
に
縁
り
（
決
定

し
て
）
起
こ
る
と
い
う
こ
と
を
「
在
心
・
在
縁
・
在
決
定
」
と
い
う
三
種

を
も
っ
て
示
さ
れ
、
こ
れ
と
「
十
念
」
を
比
較
す
る
と
、「
十
念
」
の
方

が
重
い
た
め
、
下
下
品
の
者
も
救
わ
れ
る
と
明
か
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
因
縁
生
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
単
純
な
運
命
論
が
意
味
を
成
さ
な

く
な
る
。
こ
の
箇
所
を
親
鸞
も
引
い
て
お
り
、『
歎
異
抄
』
第
一
三
条
で

示
さ
れ
る

善
悪
の
宿
業
を
こ
こ
ろ
え
ざ
る
な
り
。
よ
き
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
も
宿

善
の
も
よ
ほ
す
ゆ
へ
な
り
、
悪
事
の
お
も
は
れ
せ
ら
る
る
も
悪
業
の

は
か
ら
ふ
ゆ
へ
な
り
。
故
聖
人
の
お
ほ
せ
に
は
。
卯
毛
羊
毛
の
さ
き

に
い
る
ち
り
ば
か
り
も
、
つ
く
る
つ
み
の
宿
業
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ

と
な
し
と
し
る
べ
し
と
さ
ふ
ら
ひ
き
。

（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
六
三
―
一
〇
六
四
頁
）
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そ
こ
で
は
ま
ず
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
の
記
事
か
ら
、『
集
諸
経
礼
懴

儀
』
が
一
切
経
に
入
蔵
さ
れ
そ
の
中
に
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
が
収
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
今
引
用
す
る
『
往
生
礼
讃
』
は
そ
の
『
集
諸
経
礼
懴

儀
』
か
ら
の
孫
引
き
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
単
行
本
の
『
往
生

礼
讃
』
と
『
集
諸
経
礼
懴
儀
』
所
収
『
往
生
礼
讃
』
と
で
は
多
く
の
文
字

の
違
い
が
あ
り
、
親
鸞
は
敢
え
て
『
集
諸
経
礼
懴
儀
』
所
収
の
『
往
生
礼

讃
』
に
依
る
と
記
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
貞
元
録
』
に
よ
る
一
切
経
入

蔵
に
つ
い
て
の
記
事
は
、『
集
諸
経
礼
懴
儀
』
を
正
当
な
仏
教
典
籍
と
し

て
認
め
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
『
貞
元
録
』
の
記

事
の
引
用
に
は
、
信
巻
で
は
必
ず
『
集
諸
経
礼
懴
儀
』
所
収
の
『
往
生
礼

讃
』
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
こ
そ
正
当
な
善
導
の
言
葉
で
あ
る
と
い

う
親
鸞
の
強
い
意
志
の
表
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
『
集
諸
経
礼
懴
儀
』
の
引
文
は
ま
ず
深
心
釈
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
実
信

心
が
機
の
深
信
と
い
う
自
力
無
功
の
覚
知
を
伴
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
し
か
も
『
集
諸
経
礼
懴
儀
』
に
は
「
称
名
号
下
至
十
声
聞
等
」
と
あ

り
、
真
実
信
心
と
は
聞
名
を
契
機
と
し
て
語
ら
れ
る
信
知
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
集
諸
経
礼
懴
儀
』
は
、
続
け
て
「
其
有
得

聞
、
彼
弥
陀
仏
名
号
、
歓
喜
至
一
心
」
と
あ
る
。
こ
の
文
の
「
一
心
」
は
、

『
往
生
礼
讃
』
で
は
「
一
念
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
親
鸞
が
『
集
諸

経
礼
懴
儀
』
か
ら
引
用
し
た
重
大
な
意
義
が
あ
る
。「
一
念
」
を
あ
え
て

「
一
心
」
と
引
用
す
る
の
は
、
こ
の
文
が
「
弥
勒
付
属
の
一
念
」
で
は
な

く
、『
大
経
』
本
願
成
就
文
の
「
聞
其
名
号　

信
心
歓
喜
」
を
示
し
、
ま

た
天
親
の
『
浄
土
論
』
の
「
我
一
心
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
信
巻
の
『
集
諸
経
礼
懴
儀
』
引
用
は
、
善
導
の
本
願
成
就
文
を

示
す
た
め
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
其
有
得
聞
」
に
始
ま
る

『
教
行
信
証
』
信
巻
に
お
け
る
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
引
用
の
意
義藤

原　
　

智

　

本
発
表
は
、
親
鸞
の
主
著
『
教
行
信
証
』
信
巻
に
引
用
さ
れ
て
い
る
善

導
の
諸
文
、
特
に
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
の
考
察
を
通
し
て
、『
教
行
信
証
』

の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
を
書
い
た
事
情
と
し
て
、
法
然
に
対
す
る
批
判

に
答
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
批
判
は
、
称
名
念
仏
一
つ
で
救
わ

れ
る
訳
が
な
い
、
善
導
も
自
力
の
定
散
諸
善
を
説
い
て
い
る
で
は
な
い

か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
明
恵
は
、
阿
弥
陀
の
本
願
は
「
至
心
信

楽
」
と
い
い
、
善
導
も
称
名
の
下
に
心
念
を
語
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。

そ
こ
で
親
鸞
は
、
如
来
の
誓
う
「
信
楽
」
と
は
「
愚
」
の
自
覚
に
他
な
ら

な
い
こ
と
を
、
法
然
と
明
恵
の
共
通
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
善
導
の
言
葉

を
通
し
て
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
信
巻
所
引
の
善
導
の
諸
文

は
こ
の
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

信
巻
は
、
長
く
善
導
の
諸
文
の
引
用
が
続
く
。
そ
の
中
心
は
『
観
経

疏
』
三
心
釈
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
そ
の
前
後
の
引
用
文

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
引
用
文
が
、
三
心
釈
の
位
置
付
け
を
示
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
信
巻
で
の
善
導
の
第
一
文
の
「
定
善
義
」
は
、
衆
生
の
意
に

よ
る
自
力
の
仏
道
と
如
来
の
御
意
に
よ
る
他
力
の
仏
道
の
二
種
あ
る
こ
と

を
示
す
。
そ
し
て
続
く
「
序
分
義
」
の
文
は
、
苦
悩
の
凡
夫
こ
そ
善
導
の

立
場
で
あ
り
、
自
力
の
仏
道
の
か
な
わ
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ

し
て
三
心
釈
の
後
に
結
論
と
し
て
引
か
れ
る
『
般
舟
讃
』
の
文
で
は
、

「
大
に
須
く
慚
愧
す
べ
し
」
と
徹
底
し
た
自
己
省
察
を
促
し
、
如
来
の
方

便
他
力
に
よ
る
他
な
き
こ
と
を
述
べ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
『
般
舟
讃
』
に
続
け
て
最
後
に
『
往
生
礼
讃
』
の
文
が
引
用
さ
れ
る
。
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結
果
、
西
岸
寺
の
玉
日
姫
墓
所
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
報
告
で
は
、
玉
日
姫
が
実
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
述

べ
る
。
親
鸞
は
在
家
仏
教
の
祖
と
さ
れ
る
が
、
親
鸞
の
妻
帯
こ
そ
は
親
鸞

理
解
の
最
重
要
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
注
目
し
て
私

見
を
述
べ
た
い
。

　

二
〇
一
二
年
四
月
四
日
か
ら
一
三
日
ま
で
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究

所
に
よ
り
、
親
鸞
七
五
〇
年
大
遠
忌
に
関
連
し
た
京
都
西
岸
寺
玉
日
姫
御

廟
所
の
修
復
に
伴
う
発
掘
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
寺
伝
で
は
玉
日

姫
（
元
暦
二
〈
一
一
八
五
〉
年
三
月
一
八
日
―
承
元
三
〈
一
二
〇
九
〉
年

九
月
一
八
日
）
の
墓
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
骨
壺
に
転
用
さ
れ
た
火
消

し
壺
と
火
葬
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
た
だ
ち
に
パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式

会
社
大
阪
支
社
（
大
阪
市
）
に
骨
の
検
査
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
は

「
頭
蓋
骨
の
破
片
が
多
く
見
ら
れ
る
」
こ
と
、「
性
別
・
年
齢
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り
に
も
小
破
片
で
あ
っ
た
た
め
に
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
」
で
し
た
。
す
な
わ
ち
残
念
な
こ
と
に
、
性
別
・
年
齢
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
。
ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
14
に
よ
る
年
代
鑑
定
も
試
み
た
が
、
火
葬

骨
で
あ
る
た
め
、
有
機
物
が
少
な
す
ぎ
て
判
明
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
発
掘
の
成
果
自
体
は
何
か
を
決
定
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
か
ら
、
そ
の
墓
自
体
は
玉
日
姫
の
墓
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

玉
日
姫
が
親
鸞
の
正
妻
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
南
北
朝
期
に
は
作
成
さ
れ

て
い
た
『
親
鸞
聖
人
御
因
縁
』
以
来
、
主
張
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
、

中
世
以
来
、
本
願
寺
も
認
め
て
い
て
蓮
如
の
息
子
で
あ
る
実
悟
の
作
成
し

た
「
日
野
一
流
系
図
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
京
都
伏
見
西
岸
寺
は
、
兼

実
の
父
忠
通
の
法
性
寺
小
御
堂
の
跡
で
、
玉
日
姫
の
御
廟
所
を
守
る
寺
院

「
歓
喜
至
一
心
」
が
、
前
の
深
心
釈
の
「
称
名
号
下
至
十
声
聞
等
」
と
併

せ
て
、「
聞
」
に
始
ま
る
本
願
成
就
の
一
心
が
善
導
の
二
種
深
信
で
あ
る

と
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

仏
の
真
意
は
、
仏
願
の
起
こ
り
を
聞
く
と
こ
ろ
に
発
起
す
る
本
願
成
就

の
一
心
「
信
楽
」
を
得
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
心
と
は
二

種
深
信
に
示
す
徹
底
し
た
自
力
無
功
の
覚
知
で
あ
り
、
こ
れ
が
善
導
の
語

る
真
実
信
心
で
あ
り
、
こ
こ
に
法
然
は
立
っ
て
い
る
の
だ
と
親
鸞
は
信
巻

で
言
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
明
示
す
る
の
が
『
集
諸
経

礼
懴
儀
』
な
の
で
あ
っ
た
。

親
鸞
伝
再
考 

│
│ 

玉
日
姫
は
実
在
し
た
か
？ 

│
│

松
尾　

剛
次

　

現
在
、
親
鸞
の
妻
と
い
え
ば
恵
信
尼
と
い
う
の
が
常
識
で
あ
る
。
大
正

一
〇
（
一
九
二
一
）
年
に
恵
信
尼
の
書
状
、
い
わ
ゆ
る
「
恵
信
尼
文
書
」

が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
恵
信
尼
の
実
在
が
確
実
と
な
り
、
親
鸞
の
妻
イ
コ

ー
ル
恵
信
尼
と
い
う
の
が
定
着
し
て
き
た
。
し
か
し
、
明
治
四
〇
（
一
九

〇
七
）
年
く
ら
い
ま
で
は
、
親
鸞
の
妻
と
い
え
ば
、
九
条
兼
実
の
娘
（
玉

日
姫
）
と
い
う
の
が
常
識
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
恵
信
尼
の
実
在
が
証
明

さ
れ
て
以
来
、
玉
日
姫
の
方
は
、「
玉
日
姫
文
書
」
な
ど
も
な
く
、
九
条

兼
実
の
日
記
『
玉
葉
』
に
も
見
え
な
い
な
ど
、
第
一
次
史
料
に
よ
っ
て
実

在
が
証
明
さ
れ
な
い
た
め
に
、
近
代
の
厳
格
過
ぎ
る
実
証
主
義
史
学
に
よ

っ
て
葬
り
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
戦
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
に
お
い
て

も
、
民
衆
の
味
方
で
あ
る
親
鸞
が
、
筆
頭
貴
族
で
あ
る
九
条
兼
実
の
娘
と

結
婚
す
る
な
ど
、
民
衆
の
救
済
者
で
あ
る
親
鸞
と
貴
族
の
娘
と
の
結
婚
は

イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
事
実
は
否
定
さ
れ
た
。
そ
の
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岡
正
芳
「
い
ま
な
ぜ
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
？
│
│
大
き
な
物
語
・
小
さ
な
物
語
」

『
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
心
理
療
法
』
二
〇
〇
八
）。
ま
た
、
一
対
一
の
対
話
場
面

の
み
な
ら
ず
、
一
人
の
ひ
と
の
な
か
で
生
じ
た
り
、
多
く
の
人
の
間
で
生

じ
た
り
、
ひ
と
で
な
い
も
の
と
の
間
で
生
じ
た
り
す
る
現
象
全
般
を
指
す

（
高
橋
規
子
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
セ
ラ
ピ
ー
：
セ
ラ
ピ
ー
の
最
前
線
」『
同

書
』）。
こ
こ
で
は
、
二
河
譬
が
仏
と
の
対
話
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
と
捉

え
て
、
物
語
（
語
り
）
に
類
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
お
く
。

　

二
河
譬
は
、「
果
て
し
な
い
荒
野
を
西
に
向
か
う
孤
独
な
旅
人
の
前
に
、

忽
然
と
水
と
火
の
河
が
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
旅
人
は
、
水
火
の
二
河
の
中

間
に
、
西
に
向
か
っ
て
の
び
る
わ
ず
か
四
、
五
寸
の
白
い
道
を
見
い
だ
す

が
、
ふ
と
周
り
を
見
る
と
、
群
賊
・
悪
獣
が
迫
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
。
旅
人
は
、
往
く
も
死
、
還
る
も
死
、
停
ま
る
も
死
と
い
う
絶
体
絶

命
の
窮
地
（
三
定
死
）
に
立
た
さ
れ
る
が
、
白
い
道
を
進
む
こ
と
を
決
断

し
た
時
に
、
東
の
岸
か
ら
、
白
い
道
を
往
く
こ
と
を
す
す
め
遣
わ
す
声
が

響
く
。
同
時
に
西
の
岸
か
ら
〈
汝
一
心
正
念
に
し
て
直
ち
に
来
た
れ
、
わ

れ
よ
く
汝
を
護
ら
ん
〉
と
招
き
喚
び
続
け
る
声
が
響
い
て
き
た
。
旅
人

は
、
そ
れ
ら
の
声
に
身
を
ま
か
せ
て
、
白
道
を
進
み
、
や
が
て
西
の
岸
に

至
り
着
い
た
」
と
い
っ
た
内
容
の
譬
喩
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
法

然
は
じ
め
、
証
空
、
親
鸞
、
良
忠
、
一
遍
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
に
受
容
し
て

い
る
。
ま
た
図
絵
と
し
て
も
製
作
さ
れ
、
江
戸
期
か
ら
近
代
に
か
け
て

は
、
説
教
の
主
要
な
主
題
と
な
り
、
今
日
も
味
わ
わ
れ
続
け
て
い
る
。

　

二
河
譬
に
は
、「
人
間
の
究
極
的
関
心
」
と
し
て
の
「
生
死
出
離
の
要

求
」
と
そ
の
応
答
と
し
て
の
究
極
的
な
依
り
ど
こ
ろ
に
よ
る
救
済
の
構
造

が
体
系
的
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
こ
の
譬
喩
に
接
す

る
も
の
に
宗
教
的
要
求
を
喚
起
す
る
内
容
で
も
あ
る
。
二
河
譬
に
は
、
私

と
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
た
。
西
岸
寺
玉
日
姫
墓

所
は
、
江
戸
時
代
の
古
文
書
や
石
碑
銘
文
な
ど
か
ら
、
嘉
永
五
（
一
八
五

二
）
年
三
月
に
大
規
模
な
改
葬
が
な
さ
れ
、
修
復
が
完
了
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
先
述
の
発
掘
成
果
は
、
そ
う
し
た

古
文
書
や
石
碑
銘
文
の
内
容
に
合
致
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
発
掘
に
よ

り
、
そ
う
し
た
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
内
容
な
ど
が
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と

に
な
り
、
幕
末
に
お
い
て
も
九
条
家
や
西
本
願
寺
が
玉
日
姫
の
御
廟
所
と

認
め
て
い
て
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
墓
を
改
葬
し
た
と
す
る
の
が
自
然
と
考

え
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
鎌
倉
時
代
以
来
少
な
く
と
も
玉
日
姫

の
墓
が
実
在
し
た
と
な
る
と
、
玉
日
姫
の
存
在
も
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　

と
り
わ
け
、
親
鸞
と
玉
日
姫
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
範
意
系
に

関
す
る
史
料
が
親
鸞
理
解
に
お
い
て
資
料
的
な
価
値
が
増
す
こ
と
に
な
る
。

「
二
河
白
道
の
譬
喩
」
の
物
語
性

山
本　

浩
信

　

本
稿
で
は
、
人
間
性
心
理
学
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
と
二
河
譬
の
そ
れ

ぞ
れ
に
「
物
語
（
語
り
）」
と
い
う
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
と
み
な
し
て
、

善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
に
示
さ
れ
た
「
二
河
白
道
の
譬
喩
（
以
下
二
河

譬
と
略
称
）」
を
「
語
ら
れ
た
宗
教
的
信
」
と
捉
え
て
、
二
河
譬
と
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
場
面
に
お
け
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
表
出
内
容
と
の
類
似
性
と

相
違
を
考
え
て
み
た
。「
物
語
（
語
り
）」
は
、
臨
床
心
理
学
や
セ
ラ
ピ
ー

の
分
野
に
お
い
て
は
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
主
に
家
族

療
法
の
な
か
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。「
語
り
」
に
は
、
個
人
の
来
歴
を
述

べ
、
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
の
な
か
で
捉
え
る
物
語
や
、
何
気
な
い
出
来
事

に
お
い
て
、
立
ち
現
れ
て
く
る
意
味
に
焦
点
を
当
て
る
作
業
が
あ
る
（
森
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信
鈔
』
の
袋
綴
じ
の
折
目
を
割
い
て
、
紙
背
に
経
釈
の
要
文
お
よ
び
聖
覚

に
関
す
る
諸
々
の
記
事
を
書
写
さ
れ
た
要
文
抄
出
集
で
あ
る
。
本
集
は
親

鸞
の
六
十
三
歳
当
時
の
筆
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
筆
跡
の
判
定
基
準
と

も
な
っ
て
い
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
成

立
時
期
に
関
わ
る
研
究
が
数
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
見
聞
集
』

と
題
さ
れ
た
表
紙
の
紙
背
に
僅
か
に
書
写
さ
れ
て
い
る
『
般
舟
讃
』
抄
出

文
に
関
し
て
は
、
特
殊
な
書
写
位
置
、
僅
か
四
行
と
い
う
分
量
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
従
来
あ
ま
り
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
『
見
聞
集
』
は
現
在
『
見
聞
集
』、『
涅
槃
経
』
と
題
さ
れ
た
二
分
冊
と

し
て
現
存
し
て
い
る
が
、
表
面
に
書
写
さ
れ
て
い
る
平
仮
名
『
唯
信
鈔
』

の
収
録
状
況
か
ら
、
先
行
す
る
第
一
分
冊
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

書
写
内
容
は
、『
五
会
法
事
讃
』、『
涅
槃
経
』、『
聖
覚
法
印
表
白
文
』、

『
御
念
仏
之
間
用
意
聖
覚
返
事
』、『
或
人
夢
』
と
い
っ
た
種
々
の
経
釈
要

文
で
あ
り
、
書
写
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
文
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
聖
覚
、

或
い
は
『
唯
信
鈔
』
と
の
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

残
る
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
に
つ
い
て
は
、
数
行
の
書
写
が
現
存
す
る
の

み
で
あ
る
た
め
、『
唯
信
鈔
』
と
の
間
に
思
想
的
関
連
性
を
見
出
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
写
箇
所
の
書
誌
情
報
と
、
当
時
の
『
般
舟

讃
』
流
伝
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
以
下
の
推
論
が
成
り
立
つ
と
思
わ

れ
る
。

　

ま
ず
、
書
誌
情
報
よ
り
検
討
す
る
。『
般
舟
讃
』
抄
出
文
は
袋
綴
じ
表

紙
の
紙
背
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
外
側
か
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、『
見
聞
集
』
の
各
頁
に
は
、
現
在
の
綴
じ
し
ろ
と
反
対
側

の
方
に
、
縦
に
三
つ
の
孔
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
綴
じ
た
形
跡
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
表
紙
の
「
見
聞
集　

愚
禿
親
鸞
」
の
署
名
は
、『
五
会

の
置
か
れ
て
い
る
苦
悩
の
あ
り
様
と
、
そ
の
苦
悩
を
超
え
る
道
が
、
浄
土

往
生
と
い
う
道
、
仏
の
よ
び
声
へ
の
信
順
と
い
う
形
で
、
体
系
的
か
つ
象

徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
①
プ
ロ
セ
ス
、
②
苦
悩
、
③
自
己
受

容
、
④
能
動
性
の
回
復
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
、
二
河
譬
と
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
①
二
河
譬
は
、「
宗
教
的
要
求
↓
決
断
・
信

順
↓
再
生
」
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
宗
教
的
信

の
構
造
を
ひ
も
と
く
よ
う
に
記
述
さ
れ
た
も
の
で
、
譬
喩
（
物
語
）
と
し

て
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
接
す
る
（
聞
く
）
者
に
救
済
の
体
系
が
開
示

さ
れ
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
で
語
ら
れ
る
内
容
は
、
多
様
で

あ
り
個
性
的
で
あ
る
。
②
二
河
譬
で
語
ら
れ
る
苦
悩
は
、
死
と
い
う
解
決

不
能
な
出
来
事
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
も
の
と

し
て
描
か
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
傾
聴
に
よ
る
人
格
の
成
長
に
よ
っ
て
具
体
的
な
問
題
の
解
決
を
は
か

る
。
③
二
河
譬
で
は
人
間
的
な
闇
が
も
た
ら
す
三
定
死
に
象
徴
さ
れ
る

「
死
」
が
、
無
条
件
に
救
済
の
体
系
の
中
で
受
容
さ
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
で
は
、
闇
的
な
事
柄
は
自
己
実
現
の
な
か
で
昇
化
さ
れ
る
。
④
二
河
譬

で
は
、
水
・
火
に
象
徴
さ
れ
る
貪
欲
・
瞋
恚
の
煩
悩
を
抱
え
た
身
の
ま
ま

で
、
白
道
を
歩
む
身
と
な
る
こ
と
で
、
現
実
を
生
き
る
能
動
的
な
主
体
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
人
格
の
成
長
に
よ
っ
て
、

日
常
を
自
律
的
に
生
き
る
能
動
的
な
主
体
が
形
成
さ
れ
る
。
今
回
は
二
河

譬
の
物
語
性
を
め
ぐ
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
の
差
異
を
検
討
し
た
。

『
見
聞
集
』
に
関
す
る
一
考
察 

│
│ 『
般
舟
讃
』
抄
出
文
に
つ
い
て 

│
│

西
河　
　

唯

　
『
見
聞
集
』
と
は
、
親
鸞
真
筆
で
あ
る
高
田
派
専
修
寺
蔵
平
仮
名
本
『
唯
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い
は
『
唯
信
鈔
』
に
関
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
見
聞
集
』
の
特
殊

な
書
誌
形
態
は
、
料
紙
の
不
足
等
の
理
由
か
ら
、
や
む
を
得
ず
に
取
っ
た

方
法
の
結
果
生
ま
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
手
沢
本
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
平
仮
名
『
唯
信
鈔
』
の
紙
背
に
書
写
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、『
見

聞
集
』
は
親
鸞
の
手
控
え
の
要
文
抄
出
集
で
あ
る
と
同
時
に
、『
唯
信
鈔
』

に
対
す
る
修
学
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

存
覚
『
報
恩
記
』
に
お
け
る
師
恩
の
説
示

脇　
　

智
子

　

存
覚
は
多
く
の
著
作
で
師
恩
に
言
及
す
る
が
、
備
後
の
真
宗
教
団
・
明

光
派
と
日
蓮
宗
の
対
論
を
機
に
著
さ
れ
た
『
報
恩
記
』
に
は
、
特
徴
的
な

説
示
が
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
聖
徳
太
子
に
関
わ
る
説
示
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
聖
徳
太
子
・
善
光
寺
如
来
書
簡
往
復
説
話
の
引
用
に
着
目
し

た
龍
口
恭
子
氏
の
研
究
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
存
覚
が
親
鸞
の
称
名
報
恩

を
当
時
の
庶
民
に
受
容
さ
れ
て
い
た
追
善
の
念
仏
行
に
絞
り
、
念
仏
の
功

徳
を
強
調
す
る
た
め
に
わ
か
り
や
す
い
説
話
を
引
用
し
て
多
く
の
念
仏
者

の
育
成
を
図
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
先
学
の
ご
指
摘
を

参
照
し
つ
つ
、『
報
恩
記
』
に
お
け
る
聖
徳
太
子
関
係
の
伝
記
・
説
話
に

よ
る
師
恩
の
説
示
の
上
に
窺
え
る
存
覚
の
意
図
を
考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
存
覚
は
聖
徳
太
子
を
「
観
音
の
垂
迹
に
て
御
坐
し
か
ば
」
と
す

る
。
こ
の
思
想
は
日
蓮
の
『
和
漢
王
代
記
』
に
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
太

子
信
仰
は
中
世
で
法
華
信
仰
と
念
仏
信
仰
を
媒
介
と
し
て
民
間
に
流
布
し

た
。
ゆ
え
に
、
存
覚
は
両
者
に
共
通
す
る
信
仰
に
基
づ
く
説
示
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
浄
土
教
の
観
音
は
阿
弥
陀
仏
の
脇
士
で
あ
り
、
法

法
事
讃
』
や
『
涅
槃
経
』
よ
り
後
期
の
筆
跡
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

『
般
舟
讃
』
抄
出
文
の
書
写
の
後
、『
見
聞
集
』
の
表
紙
が
加
え
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
書
誌
情
報
か
ら
、
現
存
の
『
見
聞
集
』
表
紙

は
、
現
存
し
な
い
第
一
分
冊
を
解
体
し
、
余
分
に
な
っ
た
料
紙
を
用
い
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

続
い
て
流
伝
状
況
よ
り
検
討
す
る
。『
般
舟
讃
』
の
日
本
に
お
け
る
開

版
は
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
で
あ
り
、
平
仮
名
『
唯
信
鈔
』
の
奥
書
が

文
暦
二
年
（
一
二
三
五
、
九
月
十
九
日
に
嘉
禎
に
改
元
）
で
あ
る
た
め
、

『
見
聞
集
』
も
近
い
時
期
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
思
想
的
関
連
性
に
関
し
て
は
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
「
故

使
如
来
選
要
法　

教
念
弥
陀
専
復
専
」
と
い
う
『
法
事
讃
』
巻
下
の
文
を

註
釈
す
る
箇
所
に
、
釈
尊
へ
の
讃
嘆
を
述
べ
る
文
が
あ
り
、『
般
舟
讃
』

抄
出
文
に
も
、「
実
是
娑
婆
本
師
力
」
や
「
特
蒙
知
識
釈
迦
恩
」
と
、
同

様
に
釈
尊
へ
の
讃
嘆
を
述
べ
た
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
当
時
開
版
さ
れ

た
ば
か
り
の
『
般
舟
讃
』
に
よ
っ
て
、『
法
事
讃
』
引
文
を
助
顕
す
る
目

的
で
書
写
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、『
唯
信
鈔
』
と
の
関
連
性
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
の
他
、『
唯
信
鈔
』
に
、『
観
経
疏
』
や
『
往
生
礼
讃
』
と
い
っ
た
、

善
導
の
種
々
の
要
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
親

鸞
が
本
集
作
成
に
際
し
て
、
常
に
『
唯
信
鈔
』
に
対
す
る
研
鑽
を
念
頭
に

置
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、『
般
舟
讃
』
を
入
手
し
た
親
鸞
が
、
平
仮
名
『
唯

信
鈔
』
第
一
分
冊
に
、
善
導
大
師
五
部
九
巻
の
要
文
を
書
写
さ
れ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
『
見
聞
集
』
を
見
て
み
る
と
、
現
存
し
な
い

第
一
分
冊
も
含
め
、
書
写
さ
れ
て
い
る
経
釈
要
文
の
全
て
が
、
聖
覚
、
或
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き
を
行
っ
て
い
た
。
以
上
の
事
は
、『
報
恩
記
』
の
文
献
学
的
研
究
で
は

留
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
存
覚
は
こ
れ
ら
の
実
情
を
考
慮
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
存
覚
は
初
期
真
宗
で
伝
統
的
に
重
ん
じ
ら
れ
た

太
子
説
話
の
中
か
ら
伝
道
の
題
材
と
な
る
も
の
を
選
び
、
当
時
の
説
話
集

の
記
述
も
参
照
し
つ
つ
、
明
光
派
の
信
仰
に
合
わ
せ
て
説
示
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
唱
導
の
題
材
と
な
る
説
話
の
引
用
に
は
、

日
蓮
宗
で
唱
導
説
法
が
重
視
さ
れ
て
い
た
事
を
意
識
し
た
面
も
窺
え
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、『
報
恩
記
』
の
太
子
関
係
説
話
に
よ
る
師
恩
の
説

示
に
は
、
二
つ
の
意
図
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
日
蓮
宗
と
の

対
論
を
意
識
す
る
意
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
存
覚
が
太
子
の
説
話
を
念
仏
門

や
浄
土
教
に
寄
せ
て
説
示
す
る
事
や
、
日
蓮
宗
で
も
重
視
さ
れ
る
太
子
の

伝
記
に
触
れ
て
対
論
の
共
通
基
盤
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
事
か
ら
窺
え

る
。
も
う
一
つ
は
、
明
光
派
で
聖
徳
太
子
や
善
光
寺
如
来
へ
の
信
仰
が
篤

く
、
太
子
絵
伝
を
用
い
た
唱
導
が
行
わ
れ
る
事
を
考
慮
し
て
、
彼
ら
の
伝

道
方
法
を
指
導
す
る
意
図
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、『
報
恩
記
』
の
太
子
関
係

説
話
に
よ
る
説
示
に
は
、
日
蓮
宗
に
対
応
す
る
対
外
的
な
側
面
と
、
明
光

派
へ
の
内
部
的
な
指
導
を
行
う
側
面
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
願
寺
教
如
の
理
念

御
手
洗
隆
明

　

本
願
寺
教
如
（
一
五
八
八
―
一
六
一
四
）
は
本
願
寺
十
二
代
、
ま
た
東

本
願
寺
創
立
者
と
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
は
信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
渡
り

合
っ
た
戦
国
武
将
的
僧
侶
、
ま
た
本
願
寺
東
西
分
派
の
原
因
と
な
っ
た
人

物
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
教
如
に
は
そ
の
宗
教
的
信
念
を
記
し
た
著
書
が

な
く
、
消
息
類
や
側
近
に
よ
る
聞
書
・
寺
伝
な
ど
が
そ
の
理
念
を
窺
う
手

華
仏
教
で
は
霊
鷲
山
の
一
聴
衆
と
さ
れ
る
の
で
、
浄
土
教
で
よ
り
重
ん
じ

ら
れ
る
観
音
に
関
わ
る
説
示
に
よ
り
念
仏
の
教
え
を
強
調
し
て
い
る
。
次

に
、
存
覚
は
「
太
子
二
歳
に
し
て
東
方
に
向
ひ
、
言
を
出
て
南
無
仏
と
と

な
へ
給
し
。」
と
す
る
。
こ
れ
は
太
子
伝
記
類
に
み
ら
れ
る
南
無
仏
太
子

伝
記
を
基
盤
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
日
蓮
は
『
中
興
入
道
御
消
息
』

で
太
子
が
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
と
唱
え
た
と
し
、
太
子
の
出
世
と
法
華

仏
教
を
関
連
付
け
る
。
こ
れ
に
対
し
、
存
覚
は
太
子
が
「
我
朝
に
出
世
し

仏
教
を
弘
通
し
給
し
本
意
、
も
は
ら
弥
陀
の
教
に
あ
り
。」
と
し
て
対
抗

す
る
。
ま
た
、
太
子
を
自
宗
の
教
え
と
関
連
付
け
る
論
法
は
他
宗
に
も
み

ら
れ
、
仏
教
一
般
の
論
法
に
準
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
聖
徳
太

子
・
善
光
寺
如
来
書
簡
往
復
説
話
の
引
用
で
あ
る
。
ま
ず
、
存
覚
が
指
導

し
た
明
光
派
の
源
流
・
荒
木
門
徒
に
善
光
寺
信
仰
が
存
し
た
事
に
留
意
す

る
と
、
本
話
は
明
光
派
の
信
仰
に
合
わ
せ
た
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

存
覚
は
本
話
の
引
用
に
よ
り
阿
弥
陀
仏
の
救
い
が
衆
生
救
済
に
お
い
て
最

も
優
れ
て
い
る
事
を
強
調
し
、
日
蓮
宗
と
の
対
峙
も
意
識
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
真
宗
寺
院
に
は
聖
徳
太
子
の
絵
伝
や
略
絵
伝
が
現
存
し
、

そ
の
中
に
は
南
無
仏
太
子
伝
記
や
善
光
寺
如
来
に
関
す
る
説
話
が
図
示
さ

れ
る
も
の
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
聖
徳
太
子
を
尊
崇
し
た
関
東
の
初
期
真
宗

教
団
で
は
、
太
子
絵
伝
を
使
っ
た
絵
解
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
絵
解
き
の
解
説
書
『
聖
徳
太
子
内
因
曼
荼
羅
』
に
は
、
先
に
検
討
し

た
『
報
恩
記
』
の
太
子
関
係
説
話
と
同
様
の
話
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

初
期
真
宗
教
団
で
は
存
覚
が
『
報
恩
記
』
に
引
用
す
る
よ
う
な
太
子
の
説

話
を
用
い
た
絵
解
き
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
宮
崎
円
遵

氏
に
よ
る
と
初
期
真
宗
の
中
で
も
荒
木
門
徒
は
特
に
談
義
唱
導
を
重
視
し

た
教
団
で
、
そ
の
系
統
で
あ
る
明
光
派
も
備
後
で
聖
徳
太
子
絵
伝
の
絵
解
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ら
れ
、
伝
承
さ
れ
た
教
如
の
理
念
と
言
え
よ
う
。
特
に
、

法
中
の
望
、
た
だ
祖
師
の
宗
意
を
あ
ま
ね
く
化
導
す
る
に
あ
り
。

（『
大
谷
嫡
流
実
記
』）

と
し
て
、
教
団
の
目
的
は
化
導
（
教
化
伝
道
）
に
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い

る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

史
実
に
見
え
る
教
如
の
理
念
は
、
東
本
願
寺
の
別
立
後
に
寺
院
・
門
徒

が
地
域
的
に
結
集
す
る
拠
点
と
し
て
御
坊
（
別
院
）
の
建
立
な
ど
に
着
手

し
、
儀
式
・
伝
道
の
整
備
を
進
め
る
な
か
で
、
消
息
に
お
い
て
『
御
文
』

の
言
葉
を
反
復
語
る
こ
と
に
窺
え
る
。

こ
の
上
に
は
、
他
力
仏
恩
の
称
名
を
た
し
な
み
、
行
住
座
臥
に
南
無

阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
ら
れ
る
べ
き
事
、
肝
要
た
る
べ

く
候
。

　

こ
れ
は
蓮
如
以
降
の
歴
代
宗
主
消
息
に
共
通
し
て
見
え
る
文
言
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
宗
主
と
し
て
の
常
套
句
で
あ
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
石
山
合

戦
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
教
団
の
危
機
を
武
力
に
よ
り
克
服
す
る
こ
と

が
浄
土
真
宗
の
社
会
的
実
践
で
あ
っ
た
時
代
を
生
き
た
教
如
が
、
教
団
外

権
威
へ
の
抵
抗
精
神
を
転
化
、
も
し
く
は
昇
華
し
、
本
願
寺
歴
代
が
相
伝

し
た
法
語
を
自
身
の
宗
教
的
信
念
と
し
て
伝
道
す
る
感
覚
を
身
に
つ
け
て

い
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

　

教
如
の
実
像
と
そ
の
理
念
が
、
伝
承
の
域
を
超
え
て
史
実
と
し
て
確
認

で
き
る
の
か
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
も
史
資

料
の
精
査
や
同
時
代
史
料
の
確
認
は
十
分
で
は
な
く
、
教
如
伝
の
構
築
か

ら
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
教
如
を
語
っ
て
き
た
教
団
の
歴
史

そ
の
も
の
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
と
論
者
は
考
え
る
。

掛
か
り
と
な
る
。
教
如
の
理
念
に
つ
い
て
は
、
特
に
東
西
分
派
・
東
本
願

寺
別
立
（
一
六
〇
三
年
）
に
お
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

摂
津
大
坂
（
石
山
）
本
願
寺
に
生
ま
れ
た
教
如
は
、
青
少
年
期
を
信
長

と
の
石
山
合
戦
（
一
五
七
〇
―
八
〇
）
に
費
や
し
た
と
い
っ
て
よ
く
、
合

戦
末
期
に
お
い
て
父
で
あ
る
宗
主
顕
如
の
意
に
反
し
て
籠
城
を
続
け
（
大

坂
拘
様
）、
父
よ
り
義
絶
さ
れ
た
。
こ
れ
は
和
睦
を
巡
っ
て
本
願
寺
内
で

対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
教
如
は
主
戦
派
に
支
持
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
後
の
東
西
分
派
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
本
能
寺
の
変
後

に
帰
参
し
、
父
と
共
に
豊
臣
秀
吉
に
従
い
、
父
の
死
後
本
願
寺
宗
主
と
な

る
が
、
本
願
寺
内
部
で
の
対
立
が
原
因
と
な
り
、
秀
吉
の
命
令
で
隠
居
に

追
い
込
ま
れ
る
。
し
か
し
義
絶
期
同
様
に
一
部
の
寺
院
・
門
徒
か
ら
宗
主

と
し
て
認
め
ら
れ
続
け
た
こ
と
よ
り
、
後
に
東
本
願
寺
と
な
る
教
如
教
団

が
す
で
に
萌
芽
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
家
康
の
時
代
と
な
り
、
宗
主

復
帰
を
勧
め
ら
れ
る
が
こ
れ
を
断
り
、
後
の
東
本
願
寺
を
別
立
す
る
。
こ

れ
は
家
康
が
政
治
的
に
本
願
寺
を
二
つ
に
割
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
す
で

に
「
太
閤
の
御
代
に
二
本
」（『
宇
野
新
蔵
覚
書
』）
と
な
っ
て
い
た
こ
と

を
家
康
が
追
認
し
た
も
の
と
近
年
で
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

伝
承
さ
れ
る
教
如
の
理
念
は
こ
の
時
に
現
れ
る
。
教
如
は
家
康
の
宗
主

復
帰
の
勧
め
を
断
り
、
更
に
領
地
の
寄
進
も
断
る
と
い
う
「
辞
禄
の
御
意

志
」
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
伝
承
は
東
本
願
寺
と
そ
の
門
徒
が
伝
え
た

も
の
で
あ
る
（『
本
願
寺
由
緒
略
記
』『
神
田
徳
本
寺
由
緒
秘
録
（
教
如
上

人
御
伝
記
）』『
大
谷
嫡
流
実
記
』
な
ど
）。
こ
の
「
辞
禄
の
御
意
志
」
は

四
度
の
東
本
願
寺
両
堂
焼
失
な
ど
の
危
機
に
お
い
て
想
起
さ
れ
、
近
代
で

も
石
川
舜
台
、
曽
我
量
深
ら
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
東
本
願
寺
創
立
の
精
神

と
し
て
現
代
に
至
る
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
の
な
か
か
ら
読
み
取
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あ
る
が
、
本
書
を
問
題
あ
り
と
す
る
目
録
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ

り
、
こ
れ
は
当
時
、
他
の
談
義
本
の
多
く
に
知
識
帰
命
が
非
常
に
強
く
説

か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
書
の
わ
ず
か
な
知
識
帰
命
的
傾
向
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
『
一
宗
意
得
之
事
』
は
、
正
月
に
関
す
る
教
示
が
蓮
如
の
他
の
著
作

や
言
行
録
と
相
容
れ
な
い
も
の
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
全
体
的
な
文
体

か
ら
は
こ
れ
を
蓮
如
撰
述
と
す
る
目
録
も
あ
り
、
内
容
よ
り
も
文
体
が
論

点
と
な
っ
て
い
る
点
は
お
も
し
ろ
い
。
最
後
に
『
真
宗
教
要
鈔
』
に
つ
い

て
は
内
容
的
に
教
義
解
釈
の
問
題
は
無
い
も
の
の
、
本
書
は
多
く
の
譬
喩

や
格
言
の
繰
り
返
し
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
そ
の
特
異
な
文
体
か

ら
、
や
は
り
こ
れ
を
蓮
如
撰
述
の
談
義
本
と
は
認
め
な
い
学
僧
も
お
り
、

こ
こ
で
も
蓮
如
著
作
の
文
体
や
表
現
の
特
徴
が
論
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
こ
こ
ま
で
各
目
録
で
真
偽
の
判
断
が
揺
れ
る
五
本
の
談
義
本
に

つ
い
て
み
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
知
識
帰
命
の
説
示
の
問
題
等
が
見
て
取

れ
、
あ
る
い
は
「
タ
ス
ケ
タ
マ
ヘ
」「
平
生
業
成
」
の
語
を
含
む
『
南
無

之
釈
』
を
親
鸞
撰
述
と
認
め
て
い
く
様
子
は
、
当
時
の
教
学
理
解
・
親
鸞

理
解
に
つ
い
て
の
時
代
状
況
を
反
映
し
て
お
り
興
味
深
い
。
ま
た
、
目
録

の
判
断
基
準
が
蓮
如
の
文
体
等
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
も
見
過
ご
す
こ

と
が
で
き
な
い
点
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
蓮
如
と
重
な
る
時
代
に
近
江
を
中
心
に
活
躍
し
た
鎮
西
派

の
隆
堯
は
、
近
年
そ
の
業
績
が
国
文
学
者
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
隆

堯
は
、
諸
種
の
談
義
本
や
説
話
文
学
を
製
作
・
書
写
し
、
自
ら
も
談
義
僧

と
し
て
自
宗
の
教
義
を
平
易
な
言
葉
で
説
き
広
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
蓮
如
の
「
御
文
章
」
に
つ
い
て
、
自
宗
の
教
義
を
平
易

に
表
現
し
、
そ
れ
を
聞
き
も
の
と
し
て
民
衆
に
提
示
し
た
と
し
て
、
こ
れ

真
宗
談
義
本
に
お
け
る
教
学
理
解
の
特
徴
に
つ
い
て

能
美　

潤
史

　

真
宗
の
説
教
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
真
宗
談
義
本
に
つ
い
て
、
江
戸
中
期

に
な
る
と
諸
学
僧
は
談
義
本
を
含
む
真
宗
典
籍
の
目
録
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
真
偽
の
判
定
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
数
本
の
談
義
本
に
関

し
て
、
各
学
僧
で
か
な
り
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
各
学
僧
間

で
意
見
の
対
立
が
生
じ
て
い
る
談
義
本
の
所
説
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
示

さ
れ
る
教
学
理
解
の
特
徴
や
そ
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。
今
回
参
照
し
た
目
録
は
、
談
義
本
を
含
む
各
典
籍
の
内
容
の
真
偽
を

判
別
す
る
こ
と
に
特
に
重
き
が
置
か
れ
た
四
つ
の
目
録
で
あ
り
、
先
啓
・

僧
鎔
・
泰
巌
・
僧
僕
と
い
う
、
い
ず
れ
も
当
時
を
代
表
す
る
学
僧
が
編
集

し
た
目
録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
記
の
目
録
に
お
い
て
各
学
僧
の
評
価
の

揺
れ
が
大
き
い
談
義
本
が
、
親
鸞
撰
『
南
無
之
釈
』・
覚
如
撰
『
真
宗
意

得
鈔
』・
存
覚
撰
『
持
信
記
』・
蓮
如
撰
『
一
宗
意
得
之
事
』・
蓮
如
撰
『
真

宗
教
要
鈔
』
の
五
つ
で
あ
り
、
今
日
で
は
い
ず
れ
も
各
宗
主
や
存
覚
の
撰

述
で
は
な
く
後
の
創
作
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
談
義
本
と
当
時
の
各
目
録
の
評
価
状
況
に
つ
い
て
特

筆
す
べ
き
点
を
以
下
に
指
摘
す
る
と
、
ま
ず
『
南
無
之
釈
』
で
は
「
タ
ス

ケ
タ
マ
ヘ
」「
平
生
業
成
」
と
い
っ
た
今
日
で
は
親
鸞
著
作
に
は
見
ら
れ

な
い
と
さ
れ
る
語
を
用
い
て
教
義
の
説
明
が
な
さ
れ
な
が
ら
も
、
本
書
を

親
鸞
撰
述
と
し
て
認
め
て
い
る
学
僧
が
お
り
、
当
時
の
親
鸞
理
解
が
窺
わ

れ
て
興
味
深
い
。
次
に
『
真
宗
意
得
鈔
』
は
そ
の
文
体
ま
で
覚
如
を
模
し

た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
数
人
の
学
僧
は
問
題
な
く
覚
如
撰
述
と
認
め
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
あ
る
意
味
、
完
成
度
が
高
い
談
義
本
と
い
え
る
。
ま

た
、『
持
信
記
』
に
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
知
識
帰
命
に
類
す
る
説
示
が
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用
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

清
沢
没
前
三
十
ヶ
月
の
間
に
『
精
神
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
信
念
」
の

語
の
登
場
す
る
記
事
は
五
十
九
本
で
あ
る
が
、
没
後
三
十
ヶ
月
の
間
に
は

九
十
一
本
掲
載
さ
れ
た
。
一
九
〇
二
年
の
前
半
期
に
浩
々
洞
内
で
「
信

念
」
の
言
葉
が
流
行
し
た
ら
し
く
、
浩
々
洞
で
行
わ
れ
て
い
た
講
話
の
講

題
に
「
信
念
」
の
語
が
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
と

き
も
少
な
く
と
も
『
精
神
界
』
誌
上
に
お
い
て
は
定
着
せ
ず
、
記
事
に
多

く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
清
沢
没
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
主
要
執

筆
者
で
は
暁
烏
が
三
本
か
ら
十
二
本
、
安
藤
州
一
が
一
本
か
ら
十
一
本
、

曽
我
量
深
が
二
本
か
ら
十
四
本
と
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
曽
我
は

浩
々
洞
へ
の
入
洞
自
体
が
清
沢
の
死
去
直
前
で
あ
り
、『
精
神
界
』
に
本

格
的
に
執
筆
を
開
始
し
た
の
が
清
沢
没
後
で
あ
る
た
め
、
暁
烏
や
安
藤
と

同
列
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
多
田
は
十
二
本
か
ら
十
六
本

と
、
清
沢
の
存
命
中
か
ら
積
極
的
に
「
信
念
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
逆

に
佐
々
木
は
二
本
か
ら
一
本
と
、
一
貫
し
て
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
な
い
。

　

記
事
の
内
容
を
見
る
と
、「
信
念
」
の
用
法
は
必
ず
し
も
一
通
り
に
一

致
せ
ず
、
記
事
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
暁
烏
と
多
田
に
つ

い
て
は
使
用
傾
向
に
お
い
て
明
確
な
意
図
が
窺
え
る
。
清
沢
の
死
を
契
機

に
「
信
念
」
を
多
く
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
暁
烏
は
、
苦
悩
を
脱
し
て
安

慰
の
境
地
を
得
る
た
め
に
「
信
念
」
を
獲
得
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主

張
で
盛
ん
に
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
清
沢
の
思
想
を
強
く
意
識
し
た
用

法
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
清
沢
の
存
命
中
か
ら
使
用
し
て
い
た
多
田

は
、
例
え
ば
「
如
来
よ
り
た
ま
わ
り
た
る
信
心
」
と
い
っ
た
真
宗
的
な
意

味
合
い
に
お
け
る
「
信
心
」
の
言
い
換
え
と
し
て
「
信
念
」
を
用
い
て
い

る
。
安
藤
州
一
は
生
前
の
清
沢
を
回
想
す
る
文
章
に
お
い
て
多
く
用
い
て

を
画
期
的
伝
道
方
法
で
あ
る
と
評
価
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
先
ほ
ど
の
隆

堯
の
存
在
と
そ
の
活
動
内
容
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
伝
道
方
法
は
当

時
の
伝
道
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
す
る
と
「
御
文
章
」
に
つ
い
て
も
や
や
そ
の
位
置
付
け
を
再
考

す
る
必
要
が
あ
り
、
自
宗
の
教
義
を
平
易
に
説
き
記
し
た
と
い
う
点
で
は

な
く
、
そ
の
こ
と
を
宗
主
が
手
づ
か
ら
行
い
、
ま
た
そ
こ
に
自
ら
の
花
押

ま
で
付
し
て
権
威
付
け
を
し
て
下
付
し
て
い
っ
た
と
い
う
あ
た
り
に
「
御

文
章
」
の
伝
道
の
特
異
性
の
一
面
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

清
沢
満
之
門
下
に
お
け
る
「
信
念
」

春
近　
　

敬

　

清
沢
満
之（
一
八
六
三
―
一
九
〇
三
）の
思
想
・
信
仰
を
語
る
上
で
「
信

念
」
と
い
う
言
葉
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
信
念
」

と
い
う
語
は
そ
れ
ほ
ど
特
殊
な
言
葉
で
も
な
く
、
晩
年
清
沢
と
「
浩
々

洞
」
と
呼
ば
れ
る
共
同
生
活
を
送
っ
た
門
弟
た
ち
も
用
い
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
清
沢
の
門
弟
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
「
信
念
」
と
い

う
語
を
使
っ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
創
刊
号

（
一
九
〇
一
年
一
月
十
五
日
発
行
）
か
ら
清
沢
が
生
涯
を
終
え
た
月
の
三

巻
六
号
（
一
九
〇
三
年
六
月
十
五
日
発
行
）
ま
で
、
お
よ
び
そ
の
後
の
三

巻
七
号
（
同
年
七
月
十
五
日
発
行
）
か
ら
五
巻
十
二
号
（
一
九
〇
五
年
一

二
月
十
五
日
発
行
）
ま
で
、
清
沢
の
死
去
を
境
に
前
後
三
十
ヶ
月
の
雑
誌

『
精
神
界
』
誌
の
中
に
「
信
念
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
記
事
を
調
査
し
、

そ
の
中
で
も
『
精
神
界
』
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、
清
沢
と
特
に
関
係
の
深

か
っ
た
暁
烏
敏
（
一
八
七
七
―
一
九
五
四
）、
多
田
鼎
（
一
八
七
五
―
一

九
三
七
）、
佐
々
木
月
樵
（
一
八
七
五
―
一
九
二
六
）
ら
の
「
信
念
」
の
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義
が
時
代
を
席
巻
し
た
大
正
期
に
お
け
る
仏
教
と
教
養
の
関
係
を
め
ぐ
り

考
察
を
し
た
。

　

大
正
期
の
仏
教
に
つ
い
て
は
、
諸
個
人
の
人
格
が
尊
重
さ
れ
る
そ
の
自

由
主
義
的
な
特
色
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
他
方

で
、
仏
教
護
国
団
の
創
設
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
宗
門

に
関
し
て
は
む
し
ろ
国
家
主
義
的
な
傾
向
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
た
と
も
言

わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
教
育
史
の
研
究
で
は
、
人
格
主
義
的
な
風
潮
が

広
ま
っ
た
大
正
期
に
お
け
る
公
教
育
へ
の
宗
教
（
仏
教
）
の
接
近
が
、
そ

の
後
の
宗
教
（
仏
教
）
の
国
家
主
義
へ
の
全
面
的
な
傾
倒
を
導
く
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
、
い
わ
ば
弁
証
法
的
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。
末
木
文
美

士
に
よ
る
倉
田
百
三
論
も
ま
た
、
西
洋
文
化
の
色
濃
い
教
養
主
義
的
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
も
と
親
鸞
を
作
品
化
し
た
倉
田
が
、
そ
の
教
養
を
基

礎
に
し
て
昭
和
期
に
は
反
動
的
な
日
本
主
義
者
に
転
じ
た
の
だ
ろ
う
と
論

じ
て
お
り
、
や
は
り
弁
証
法
的
な
説
明
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
諸

研
究
を
参
照
す
る
と
、
大
正
期
は
、
人
格
主
義
や
教
養
主
義
を
背
景
と
し

た
思
想
や
活
動
を
展
開
し
た
仏
教
者
た
ち
が
、
や
が
て
国
家
主
義
へ
と
自

己
投
入
し
て
い
く
契
機
を
様
々
に
孕
ん
だ
時
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

暁
烏
敏
の
思
想
と
行
動
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か

ら
再
考
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
暁
烏
は
、
青
年
時
代
、
立
身
出
世
の
願

望
を
強
く
抱
き
こ
れ
に
資
す
る
書
物
を
熱
心
に
読
ん
で
い
た
。
彼
は
地
方

寺
院
の
住
職
と
し
て
の
み
一
生
を
終
え
る
こ
と
を
よ
し
と
せ
ず
、
宗
教
界

に
お
け
る
地
位
確
立
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
四
年
に
師
の

清
沢
満
之
を
担
い
で
発
行
し
た
雑
誌
『
精
神
界
』
の
成
功
は
、
こ
の
暁
烏

の
願
望
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
同
誌
で
「『
歎
異
鈔
』
を
読
む
」

お
り
、「
清
沢
先
生
の
信
念
」
と
い
う
用
法
が
主
で
あ
る
。
佐
々
木
は
そ

も
そ
も
使
用
が
少
な
い
上
、
真
宗
的
な
意
味
で
は
用
い
て
い
な
い
。
曽
我

は
清
沢
の
思
想
を
直
接
匂
わ
せ
る
よ
う
な
用
法
は
せ
ず
、
ま
た
真
宗
的
な

「
信
心
」
の
言
い
換
え
で
も
な
い
形
で
用
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
差
異
は
、
仏
教
の
専
門
用
語
を
用
い
ず
に
仏
教
を
語
る
と
い

う
『
精
神
界
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
門
弟
各
々
の
布
教
意
識
の
差
異
と
関

係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
か
ら
布
教
意
識
の
非
常
に
強
か
っ
た

暁
烏
と
多
田
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
を
読
み
込
み
な
が
ら
「
信
念
」
の
語

を
用
い
、
布
教
活
動
に
消
極
的
で
あ
っ
た
安
藤
は
清
沢
の
回
顧
に
お
い
て

用
い
て
い
る
。「
信
念
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
き
わ
め
て
慎
重
で
あ
っ

た
佐
々
木
は
、
多
田
や
暁
烏
の
よ
う
な
熱
烈
な
布
教
意
識
に
し
ば
し
ば
批

判
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
教
養
主
義
と
仏
教

碧
海　

寿
広

　

近
代
日
本
に
お
け
る
教
養
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
伊
達（
手
戸
）

聖
伸
や
島
薗
進
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
明
治
後
期
に

近
代
社
会
を
生
き
る
個
人
の
人
格
を
支
え
る
超
越
的
普
遍
性
を
提
供
す
る

も
の
と
し
て
の
「
宗
教
」
が
構
築
さ
れ
、
こ
れ
が
特
に
大
正
期
以
降
、
教

養
主
義
的
な
教
育
制
度
の
も
と
で
育
っ
た
エ
リ
ー
ト
青
年
た
ち
を
中
心
に

広
く
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
骨
子
で
あ
る
。
さ
ら
に
近

年
、
赤
江
達
也
が
無
教
会
運
動
の
再
検
討
を
行
う
に
あ
た
り
「
教
養
宗

教
」「
読
者
宗
教
」
と
い
っ
た
概
念
を
用
い
、
教
養
と
宗
教
の
研
究
に
お

い
て
「
読
者
（
書
）」
と
い
う
視
座
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
本
発
表
で
は
教
養
主
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戦
後
仏
教
史
研
究
の
一
断
面 

│
│ 

二
葉
憲
香
の
親
鸞
論 

│
│近

藤
俊
太
郎

　

二
葉
憲
香
（
一
九
一
六
―
一
九
九
五
）
は
、
戦
後
仏
教
史
研
究
の
な
か

で
、
仏
教
の
本
来
性
を
軸
と
し
た
仏
教
史
像
を
提
示
し
た
人
物
で
あ
り
、

古
代
仏
教
思
想
史
や
親
鸞
を
め
ぐ
る
活
発
な
論
争
に
お
い
て
中
心
的
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
厖
大
な
著
述
の
山
か
ら

は
、
二
葉
が
日
本
古
代
か
ら
近
現
代
に
及
ぶ
仏
教
史
の
全
体
を
研
究
対
象

と
し
て
い
た
こ
と
や
、
絶
え
ず
仏
教
徒
と
し
て
の
主
体
性
を
立
脚
点
に
し

て
対
象
と
向
き
合
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

二
葉
の
仏
教
理
解
は
親
鸞
に
即
し
て
構
築
さ
れ
た
た
め
、
研
究
史
上
で

は
古
代
仏
教
の
研
究
成
果
が
著
名
で
は
あ
る
も
の
の
、
親
鸞
論
に
こ
そ
二

葉
仏
教
史
学
の
特
徴
を
摑
み
出
す
鍵
が
あ
る
。
そ
れ
は
二
葉
自
身
が
、
親

鸞
の
仏
教
史
観
を
学
問
的
に
確
か
め
る
こ
と
を
研
究
の
動
機
と
し
て
い
た

こ
と
と
も
関
連
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
最
初
の
単
行
本
と
な
る
『
親
鸞
の

人
間
像
』（
真
宗
典
籍
刊
行
会
、
一
九
五
四
年
）
は
、
二
葉
が
三
九
歳
の

と
き
に
刊
行
さ
れ
た
成
果
で
あ
り
、
そ
の
二
年
後
に
『
親
鸞
の
社
会
的
実

践
』（
百
華
苑
、
一
九
五
六
年
）
が
、
続
く
二
作
目
と
し
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
親
鸞
論
は
、
二
葉
仏
教
史
学
の
初
期
に
一
つ
の
山
場
を
迎
え
、
そ

れ
以
後
の
研
究
活
動
の
基
本
的
方
角
を
指
し
示
す
羅
針
盤
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

戦
時
下
で
出
発
し
た
二
葉
仏
教
史
学
は
、
戦
前
の
皇
国
史
観
と
戦
後
の

唯
物
史
観
、
こ
の
両
者
と
の
対
決
を
通
し
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
二
葉
が
辿
り
つ
い
た
の
は
、「
仏
教
の
立
場
に
立
つ
歴
史
学
」

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
二
葉
仏
教
史
学
は
、
仏
教
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
同

時
に
方
法
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
単
に
仏
教
と
称
さ
れ
て
い

の
連
載
を
開
始
し
こ
れ
が
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
で
、
暁
烏
の
望
み

は
一
定
程
度
、
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

だ
が
大
正
初
年
、
暁
烏
は
病
床
の
妻
の
看
病
の
た
め
に
一
線
を
退
く
こ

と
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
自
ら
が
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
い
う
、
凋
落
の
不
安
を
味
わ
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
四
年
に
は
『
中

外
日
報
』
に
女
性
関
係
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
書
か
れ
、
世
間
か
ら
激
し
い

非
難
を
浴
び
、
こ
れ
が
も
と
で
東
京
を
離
れ
、
以
後
は
自
坊
を
主
な
活
動

拠
点
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
そ
の
後
の
数
年
間
の
雌
伏
の
期
間
を

経
て
、
自
ら
の
挫
折
と
再
起
の
体
験
に
つ
い
て
書
き
つ
づ
っ
た
作
品
『
更

生
の
前
後
』（
大
正
九
年
）
な
ど
の
出
版
に
よ
り
、
再
び
教
養
的
な
仏
教

文
化
圏
の
中
心
を
彼
は
目
指
し
て
い
く
。

　

暁
烏
は
大
正
一
〇
年
に
個
人
出
版
社
「
香
草
舎
」
を
開
創
し
、「
に
ほ

い
く
さ
叢
書
」
の
出
版
を
開
始
し
た
。
ま
た
翌
一
一
年
に
は
個
人
誌
『
薬

王
樹
』
を
創
刊
。
こ
れ
は
当
初
は
毎
号
二
千
部
を
刷
っ
た
が
、
そ
の
後
順

調
に
発
行
数
を
増
や
し
、
最
盛
期
は
約
一
万
部
と
い
う
、
個
人
発
行
の
仏

教
雑
誌
と
し
て
は
史
上
最
大
規
模
の
部
数
に
達
し
た
。
さ
ら
に
同
一
一
年

に
は
「
北
安
田
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
と
い
う
文
庫
形
式
の
シ
リ
ー
ズ
を
創
刊

し
、
昭
和
一
七
年
ま
で
の
二
〇
年
間
に
六
〇
冊
を
刊
行
し
た
。

　

大
正
期
に
凋
落
の
危
機
に
直
面
し
た
暁
烏
が
、
そ
こ
か
ら
再
起
し
宗
教

者
と
し
て
の
地
位
を
取
り
戻
す
た
め
に
選
ん
だ
の
は
、
教
養
的
な
仏
教
文

化
（
読
書
界
）
の
な
か
に
自
ら
の
書
物
を
旺
盛
に
投
じ
て
い
く
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
「
成
功
」
は
し
か
し
、
昭
和
の
読
書
社
会
に
お
い
て
国
家
主

義
の
風
潮
が
高
ま
る
な
か
、
彼
を
留
保
な
き
国
家
奉
献
の
言
論
人
へ
と
変

質
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
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化
者
教
団
／
三
、
制
度
化
教
団
／
四
、
遺
制
教
団
」
と
い
う
四
段
階
の
変

質
過
程
を
辿
り
、
現
段
階
が
単
な
る
「
遺
制
」
に
過
ぎ
な
い
と
断
じ
て
い

る
し
、
親
鸞
以
降
の
真
宗
の
社
会
的
立
場
の
変
質
が
同
時
に
宗
教
的
立
場

の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

二
葉
親
鸞
論
は
ま
た
、
二
葉
自
身
に
国
家
権
力
と
対
決
す
る
普
遍
的
主

体
の
確
立
を
要
請
し
た
。
そ
れ
は
、
神
社
問
題
へ
の
批
判
的
関
与
と
家
永

教
科
書
裁
判
へ
の
意
見
書
提
出
か
ら
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
二
葉
は
、
国

家
主
義
的
仏
教
史
へ
の
批
判
を
繰
り
返
し
論
じ
、
戦
前
の
国
家
神
道
を
支

え
た
宗
教
に
対
峙
し
う
る
だ
け
の
主
体
の
確
立
を
説
い
た
。
こ
こ
に
は
二

葉
仏
教
史
学
が
、
研
究
主
体
に
お
け
る
学
問
的
営
為
と
社
会
的
実
践
の
統

一
を
志
向
す
る
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ハ
ワ
イ
真
宗
念
仏
者
マ
ツ
ダ
・
ハ
ル
の
機
の
立
場

藤
原
ワ
ン
ド
ラ
睦

　

浄
土
真
宗
の
国
際
伝
道
は
中
国
、
ハ
ワ
イ
・
ア
メ
リ
カ
本
土
を
初
め
と

し
て
、
百
年
以
上
の
長
い
歴
史
を
持
ち
、
多
く
の
真
宗
念
仏
者
を
生
み
出

し
た
。
本
稿
で
は
、
一
九
九
七
年
に
ハ
ワ
イ
仏
教
研
究
セ
ン
タ
ー
（H

a-
w
aii Buddhist Study Center

）が
出
版
し
たD

harm
a T
reasures

（
日
本
語
訳
『
法
の
宝
』）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
ハ
ワ
イ
日
系
一
世
移
民
で

あ
っ
た
マ
ツ
ダ
・
ハ
ル
の
念
仏
詩
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
法
に
よ
る
救

い
を
受
け
る
機
に
つ
い
て
の
表
現
を
通
し
て
、
彼
女
の
機
の
立
場
を
宗
教

的
救
い
と
社
会
的
側
面
か
ら
考
察
を
試
み
る
。

　

マ
ツ
ダ
・
ハ
ル
は
一
八
九
二
年
に
山
口
県
大
島
郡
久
賀
町
に
生
ま
れ

（
旧
姓
マ
ツ
モ
ト
・
ハ
ル
）、
一
九
一
〇
年
に
松
田
伝
之
丞
と
結
婚
し
、
数

年
後
の
呼
寄
移
民
時
代
（
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
―
一
九
二
三

る
も
の
を
研
究
し
て
も
、
仏
教
史
研
究
は
成
立
し
な
い
と
い
う
、
既
存
の

仏
教
史
研
究
へ
の
批
判
的
視
座
と
不
可
分
の
方
法
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い

た
。

　

親
鸞
研
究
で
二
葉
が
試
み
た
の
は
、
仏
教
が
ど
の
よ
う
な
主
体
を
形
成

し
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
つ
く
ら
れ
た
の
か
を
、
親
鸞
に
即
し
て
あ
き
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
葉
は
そ
こ
で
、
親
鸞
の
「
自
力
の
心
」
の

否
定
に
、
根
本
仏
教
の
非
我
の
自
覚
と
の
超
時
代
的
同
一
性
を
指
摘
し
、

そ
の
立
場
が
歴
史
的
世
界
か
ら
の
解
放
で
あ
る
た
め
に
、
歴
史
的
現
実
と

の
対
決
を
も
た
ら
す
と
理
解
し
た
。
二
葉
は
ま
た
、
民
族
宗
教
を
地
盤
と

す
る
国
家
の
仏
教
信
奉
の
立
場
と
、
そ
れ
に
対
立
す
る
正
統
仏
教
の
立
場

を
描
き
出
し
、
後
者
の
系
譜
に
、
行
基
、
最
澄
、
源
信
、
源
空
、
そ
し
て

親
鸞
と
そ
の
農
民
と
を
位
置
づ
け
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
戦
後
仏
教
史
研
究
で
は
、
門
主
の
存
在
に
象
徴
さ
れ
る
封

建
的
性
格
を
引
き
ず
っ
た
本
願
寺
教
団
を
批
判
的
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
親
鸞
を
近
代
的
価
値
に
即
し
た
実
質
を
持
つ
思
想
家
と
し
て
積
極
的

に
評
価
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
親
鸞
の
信
を
内
面
的
世
界
に
封
殺
し
、

社
会
的
立
場
と
無
関
係
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
傾
向
が
生
じ
た
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
葉
は
、
こ
う
し
た
議
論
を
注
視
し
な
が
ら
も
、

親
鸞
の
信
の
立
場
が
社
会
的
実
践
を
呼
び
起
こ
し
、「
非
権
力
的
自
律
社

会
」
を
形
成
す
る
原
理
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち

二
葉
は
、
分
断
さ
れ
て
い
た
宗
教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
を
親
鸞
に
即
し

て
総
合
し
、
親
鸞
の
信
と
教
団
形
成
を
結
び
つ
け
て
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
二
葉
の
親
鸞
理
解
は
、
眼
の
前
の
教
団
を
そ
の
ま
ま
親
鸞
の

時
期
の
そ
れ
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
と
把
握
し
、
正
当
化
す
る
護
教
的
な

色
彩
を
帯
び
て
は
い
な
い
。
真
宗
教
団
は
、「
一
、
伝
道
教
団
／
二
、
教
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な

Ｇ 

人
ご
と
を
言
う
な
と
子
ら
に
教
え
つ
つ　

我
れ
は
他
人
を
そ
し
り
ざ

り
し
か

Ｈ 

残
る
子
が
さ
み
し
か
ろ
う
と
た
ず
ね
れ
ば　

何
と
も
な
い
と
涙
こ
ぼ

る
る

　

日
本
と
は
異
な
る
ハ
ワ
イ
と
い
う
異
文
化
の
土
地
で
、
日
本
人
で
あ
る

こ
と
と
ハ
ワ
イ
移
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
狭
間
で
、
ハ
ル

は
宗
教
的
救
い
を
浄
土
真
宗
の
法
義
に
求
め
た
と
い
え
る
。
Ａ
〜
Ｈ
の
念

仏
詩
全
体
に
お
い
て
、
法
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ル
自
身
が

深
く
自
己
を
内
省
し
、
更
に
人
間
そ
の
も
の
の
本
質
に
つ
い
て
信
知
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
ま
ま
で
の
無
条
件
の
救
い
が

宗
教
的
よ
ろ
こ
び
と
し
て
、
ハ
ル
を
異
国
の
土
地
で
支
え
た
こ
と
が
窺
え

る
。
ハ
ル
の
信
心
の
相
と
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
法

の
深
信
を
表
に
出
し
た
表
現
と
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｈ
に
表
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
機
の
深
信
で
あ
る
と
こ
ろ
の
性
得
の
機
（
絶
対
者
の
光
に
照
ら

さ
れ
て
反
省
さ
れ
た
人
間
の
本
質
的
考
察
）
の
両
面
が
素
直
に
描
か
れ
、

そ
こ
に
は
二
種
深
信
の
構
造
で
あ
る
捨
機
託
法
の
す
が
た
が
見
受
け
ら
れ

る
。
阿
弥
陀
如
来
に
捉
え
ら
れ
た
自
己
の
在
り
方
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る

と
同
時
に
、
救
い
の
力
で
あ
る
名
号
が
海
を
越
え
て
ひ
と
り
の
日
系
移
民

に
は
た
ら
き
、
生
死
を
超
越
し
て
生
き
る
宗
教
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
に

な
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

小
論
は
平
成
二
十
四
年
度
山
内
慶
華
財
団
の
援
助
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
り
、
こ
の
場
を
か
り
て
関
係
者
に
甚
深
の
謝

意
を
表
し
た
い
。

年
（
大
正
一
二
年
））
に
、
松
田
夫
妻
は
ハ
ワ
イ
州
コ
ナ
島
ホ
ナ
ウ
ナ
ウ

（H
onaunau

）
に
ハ
ワ
イ
官
約
移
民
と
し
て
入
植
す
る
。
ハ
ワ
イ
入
植

当
時
の
松
田
夫
妻
は
砂
糖
キ
ビ
畑
の
労
働
者
で
あ
っ
た
が
、
厳
し
い
労
働

に
耐
え
か
ね
て
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
を
始
め
る
。

　

ハ
ワ
イ
で
の
浄
土
真
宗
に
よ
る
本
格
的
な
布
教
・
開
教
活
動
は
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
が
初
代
ハ
ワ
イ
開
教
監
督
を
一
八
九
八
年
に
渡
布
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。
ハ
ル
が
通
っ
て
い
た
コ
ナ
本
願
寺
は
、
一
九
〇
六
年
に
現
在

の
ケ
ア
ラ
ケ
ク
ア
（K

ealakekua

）
に
創
立
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
二
〇
一
三
年
三
月
に
ハ
ワ
イ
島
コ
ナ
に
お
い
て
、
ハ
ル
の
念
仏

詩
が
書
か
れ
た
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ハ
ル
が
五

〇
歳
を
過
ぎ
た
一
九
四
三
年
頃
か
ら
創
作
し
始
め
た
詩
の
数
は
約
一
七
七

句
に
も
の
ぼ
り
、
そ
れ
ら
は
全
て
主
人
の
伝
之
丞
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ

て
い
る
。
以
下
に
示
す
も
の
は
、D

harm
a T
reasures

に
「
思
い
の

ま
ま
に
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
所
収
さ
れ
て
い
る
一
部
で
あ
る
。

Ａ 

く
つ
は
く
に
足
け
ず
ら
ず
と
合
い
し
く
つ　

足
に
合
わ
せ
て
求
め
ら

れ
よ
と

Ｂ 

知
ら
ぬ
間
に
こ
ろ
り
の
お
出
ま
し
お
六
字
が　

わ
が
口
か
り
て
わ
れ

呼
ば
れ
け
り

Ｃ 

ま
が
り
た
る
心
の
ま
ま
を
導
か
れ　

曲
が
り
し
な
り
を
ま
ま
に
せ
ら

れ
て

Ｄ 

聞
い
た
と
て
へ
り
も
せ
ざ
れ
ば
ふ
え
も
せ
ず　

あ
り
の
ま
ん
ま
が
こ

の
身
こ
の
ま
ま

Ｅ 

留
守
つ
か
い
煩
悩
お
ら
ぬ
と
戸
を
し
め
て　

か
く
れ
て
い
た
に
見
つ

け
ら
れ
た
り

Ｆ 

お
六
字
に
抱
か
れ
て
不
足
言
う
ま
じ
と　

思
う
て
又
も
不
足
言
う
か



371　　

第９部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

く
な
る
。
つ
ま
り
世
界
の
「
悪
」
は
純
粋
に
「
人
間
」
の
領
域
で
の
問
題

と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
が
あ
っ
て
初
め
て
、

「
社
会
悪
」
を
解
決
し
、
社
会
を
改
良
で
き
る
、
あ
る
い
は
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
意
識
・
価
値
観
も
成
り
立
つ
。

　

伝
統
的
な
仏
教
の
鎮
護
国
家
モ
デ
ル
に
共
通
す
る
の
は
、
い
わ
ば
天
人

相
関
的
世
界
観
で
あ
る
と
い
え
る
。
天
災
地
変
が
人
間
の
罪
と
結
び
つ
け

ら
れ
、「
懺
悔
」
や
「
祈
禱
」、「
正
法
」
へ
の
帰
依
に
よ
っ
て
そ
の
解
決

が
図
ら
れ
る
。「
仏
・
神
」「
自
然
・
宇
宙
」「
人
間
」
の
領
域
が
有
機
的

に
結
び
つ
い
て
お
り
、
近
代
的
な
意
味
で
の
「
社
会
悪
」
と
い
う
認
識
は

な
か
っ
た
。

　

明
治
期
に
、
近
代
的
な
「
信
仰
」
と
し
て
の
「
宗
教
」
の
概
念
に
よ
っ

て
「
仏
教
」
と
い
う
も
の
が
国
家
と
の
関
係
の
中
で
構
築
さ
れ
て
い
く
。

近
代
的
な
国
民
国
家
と
宗
教
概
念
の
成
立
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、「
社
会

悪
」
に
対
し
宗
教
は
ど
う
す
べ
き
か
、
と
い
う
新
し
い
問
題
設
定
が
出
て

く
る
の
で
あ
る
。

　

中
村
元
は
大
乗
仏
教
の
実
践
を
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
し
て
把
握
す

る
こ
と
を
提
唱
し
た
が
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
問
う
こ
と

も
、
ま
た
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
発
表
で
は
、
近
代
日
本
仏

教
の
「
近
代
性
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、「
社
会
悪
」
と
い

う
概
念
を
手
掛
か
り
に
、
近
代
特
有
の
世
界
観
や
感
受
性
が
仏
教
と
結
び

つ
い
て
い
く
例
を
示
す
こ
と
を
試
み
た
。

仏
教
と
社
会
悪

上
村　

岳
生

　

近
現
代
の
日
本
仏
教
を
構
成
す
る
言
説
の
基
底
に
は
、
日
本
仏
教
が
受

容
し
て
き
た
近
代
特
有
の
「
世
界
観
」、
も
し
く
は
「
思
考
の
枠
組
み
」

の
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
治
に
な
り
、
仏
教
的

言
説
が
よ
っ
て
立
つ
世
界
観
に
あ
る
種
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
明
確
に
し
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
が
持
つ

特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
発
表
で
は
特
に
、
仏
教
と
社
会
の
関
係
が
ど
う
考
え
ら
れ
て
き

た
か
に
注
目
す
る
。
そ
の
際
、「
社
会
悪
」
と
い
う
概
念
を
手
が
か
り
に

し
て
み
た
い
。
こ
の
概
念
は
、
西
洋
の
文
脈
に
お
い
て
歴
史
的
に
成
立
し

た
世
界
観
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
は
仏
教
に
も
影
響
を
与
え
た
だ
け
で

な
く
、
現
代
に
お
け
る
宗
教
の
「
公
益
性
」
や
「
社
会
貢
献
」
の
議
論
に

ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
社
会
悪
」
を
次
の
よ
う
に
意
味

で
使
い
た
い
。
個
人
や
自
然
、
神
に
は
還
元
で
き
な
い
「
社
会
」
の
構
造

や
制
度
に
由
来
し
、
そ
の
原
因
だ
け
で
な
く
、
そ
の
具
体
的
解
決
も
含
め

た
責
任
も
人
間
が
負
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
悪
。
近
代
の
社
会
福
祉
思

想
は
こ
の
よ
う
な
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

近
代
に
な
り
人
間
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
環
境
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ

と
で
自
然
や
社
会
が
「
対
象
化
」
さ
れ
、
人
間
中
心
主
義
的
な
世
界
観
が

生
ま
れ
る
。
そ
こ
で
は
、「
悪
」
も
神
や
自
然
と
切
り
離
さ
れ
て
聖
性
を

失
い
、
人
間
の
構
築
物
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
悪
」
に
つ
い
て

の
「
天
罰
」「
原
罪
」
の
よ
う
な
形
而
上
学
的
前
提
は
疑
わ
れ
、
人
間
の

罪
が
天
災
を
引
き
起
こ
す
、
あ
る
い
は
逆
に
、
祈
り
に
よ
っ
て
災
い
が
や

む
と
い
う
よ
う
な
宇
宙
論
的
・
天
人
相
関
的
な
解
釈
枠
組
み
も
妥
当
し
な
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る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
ロ
ダ
ン
の
手
に
よ
る
考
え
る
人
は
筋
骨
隆
々
と
し
て
い
な
が
ら
、

首
を
う
な
だ
れ
て
顎
の
下
に
右
手
の
甲
を
上
に
し
て
支
え
て
い
る
。
そ
の

少
し
丸
ま
っ
た
背
中
か
ら
も
全
身
で
考
え
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
実
に
動
的
（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
）
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
造
形
に
も
、
そ
の
作
り
手
の
精
神
的
背
景
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
。
西
洋
の
表
現
が
意
識
的
静
寂
と
す
れ
ば
、
東
洋
の
そ
れ

は
無
意
識
的
静
寂
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

鈴
木
大
拙
は
そ
の
英
文
著
書
の
『
禅
学
へ
の
い
ざ
な
い
』“Introduc-

tion to Zen Buddhism
”

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

東
洋
の
心
の
働
き
で
覚
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、

い
つ
も
永
遠
と
い
う
時
を
覗
き
込
ん
で
い
る
よ
う
な
穏
や
か
で
寡
黙

で
静
か
で
、
乱
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
沈
黙
は
あ
ら
ゆ
る
違
い
や
条
件
を
飲
み
込
む

「
永
遠
の
深
淵
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
過
去
現
在
未
来
を
沈
思
黙

考
の
中
に
吸
収
し
た
神
の
沈
黙
で
あ
り
、
絶
対
的
な
一
元
的
世
界
と

そ
の
同
時
性
の
玉
座
に
静
か
に
座
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
あ
た

か
も
逆
行
す
る
雷
と
稲
光
の
中
で
獲
得
さ
れ
た
「
静
寂
の
稲
妻
」
で

す
。
こ
の
よ
う
な
静
寂
が
東
洋
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
中
に
浸
透
し
て

い
る
の
で
す
。 

（
原
英
文　

訳
責　

本
人
）

　

東
洋
に
お
け
る
沈
黙
は
積
極
的
な
心
の
働
き
を
無
意
識
的
に
行
う
と
い

う
言
語
的
に
は
矛
盾
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
自
ら
が
沈
思
黙
考
を
実
行
し
て
経
験
し
て
ゆ
く
し
か
な
い

領
域
で
あ
る
が
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
我
々
は
今
こ
こ
で
そ
れ
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
言
語
を
離
れ

鈴
木
大
拙
の
東
洋
的
静
寂
と
瞑
想

清
水　

守
拙

　

我
々
は
何
か
集
中
し
て
思
考
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
静
か
な
環
境
を
求

め
、
ま
た
動
作
を
止
め
る
と
い
う
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
静
か
に

押
し
黙
っ
て
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
は
活
動
の
停
止
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
は
経
験
上
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
我
々
は
沈
黙
の
中
に

多
く
の
も
の
を
感
じ
そ
し
て
見
出
す
の
で
あ
る
。

　

ひ
と
こ
と
に
静
寂
と
い
っ
て
も
、
沈
黙
、
黙
禱
、
瞑
想
ま
た
座
禅
や
黙

照
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
見
か
け
上
同
じ
よ
う
で
あ
っ
て
も
そ
の
内

容
に
は
違
い
が
あ
る
。
今
回
表
題
に
あ
え
て
東
洋
的
静
寂
と
西
洋
的
に
対

す
る
表
現
を
用
い
た
理
由
は
、
わ
が
国
で
は
沈
黙
の
中
に
自
己
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
真
理
を
追
究
し
て
き
た
歴
史
を
有
し
て
お
り
、
ギ
リ
シ

ャ
哲
学
に
端
を
発
す
る
西
洋
の
哲
学
ま
た
は
宗
教
に
お
い
て
沈
黙
が
果
た

し
て
き
た
役
割
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
に
静
寂
に
お
け
る
西
洋
と
東
洋
と
の
質
の
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
西
洋
と
東
洋
の
静
寂
を
視
覚
的
に
比
較
す
る
た
め
に
、
京
都
の

広
隆
寺
霊
宝
殿
に
あ
る
弥
勒
菩
薩
の
半
跏
思
惟
像
と
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ

ダ
ン
（A

uguste Rodin

）
の
考
え
る
人T

he thinker

を
比
べ
て
み
た

い
。

　

ま
ず
広
隆
寺
の
弥
勒
菩
薩
は
、
顔
面
を
少
し
前
に
傾
け
て
右
頬
に
中
指

が
付
く
か
付
か
な
い
か
と
い
う
程
の
隙
間
を
あ
け
て
右
手
を
添
え
て
お

り
、
口
元
に
は
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ス
マ
イ
ル
と
い
わ
れ
る
仄
か
な
微
笑
を
た

た
え
て
い
る
。
そ
の
制
作
は
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
の
も
の
と
い

わ
れ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
よ
千
五
百
年
の
間
、
静
か
に
思
惟
を
続
け
て
い
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に
は
無
限
に
発
展
し
得
べ
き
可
能
性
が
あ
る
。
殊
に
近
代
文
化
の
基
礎
と

な
っ
て
居
る
科
学
精
神
に
対
し
て
十
分
の
説
明
と
安
定
性
と
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
、
此
の
思
想
の
特
性
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
（『
宗
教
経

験
の
事
実
』『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
十
巻
、
一
三
―
一
四
頁
）。

　

大
拙
の
浄
土
教
理
解
は
、「
大
乗
教
の
シ
ナ
及
び
日
本
に
於
け
る
あ
ら

ゆ
る
発
展
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
浄
土
真
宗
の
教
で
あ
る
」
で
あ

り
、「
浄
土
教
が
日
本
で
発
生
し
た
こ
と
」
と
、「
浄
土
教
の
最
後
の
展
開

で
、
そ
の
発
達
の
極
致
」
で
あ
る
と
述
べ
る
（『
浄
土
系
思
想
論
』『
鈴
木

大
拙
全
集
』
第
六
巻
、
七
頁
）。
し
か
し
、
大
拙
の
浄
土
観
は
、「
因
果
を

超
越
し
業
報
に
束
縛
せ
ら
れ
ず
（
中
略
）
働
き
か
け
て
来
る
無
礙
の
慈
悲

の
光
の
中
に
、
此
身
を
な
げ
入
れ
る
と
云
う
こ
と
が
、
真
宗
の
信
仰
生
活

で
あ
る
と
、
自
分
は
信
ず
る
」（
同
上
書
、
五
八
頁
）
や
、「
阿
弥
陀
仏
が

空
で
、
そ
う
し
て
妙
用
で
あ
る
、
真
空
妙
用
で
あ
る
」（『
わ
が
真
宗
観
』

『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
六
巻
、
三
五
六
―
三
五
七
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
大
拙
は
、
妙
好
人
の
阿
弥
陀
仏
へ
の
感
謝
と
喜
び
は
、
阿
弥
陀
仏
か

ら
の
真
空
妙
用
と
し
て
の
「
は
た
ら
き
」
を
頂
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝

で
あ
る
と
い
う
の
だ
。
真
空
妙
用
は
、
大
拙
が
真
空
妙
有
か
ら
創
っ
た

「
空
か
ら
の
は
た
ら
き
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
拙
は
、

妙
好
人
の
生
き
方
を
阿
弥
陀
仏
と
妙
好
人
と
の
間
に
「
対
峙
し
な
い
」、

言
い
か
え
れ
ば
「
す
き
間
」
を
作
ら
な
い
宗
教
意
識
を
も
っ
た
生
き
方
で

あ
る
と
し
、
そ
こ
に
二
元
で
は
な
い
不
二
の
あ
り
方
を
観
た
。
こ
の
よ
う

な
大
拙
の
妙
好
人
理
解
は
「
禅
的
」
で
あ
る
、
と
真
宗
教
団
か
ら
批
判
を

受
け
た
。
し
か
し
、
大
拙
は
、
宗
教
意
識
の
構
造
性
に
基
づ
い
て
禅
と
浄

土
思
想
の
両
者
を
結
び
つ
け
た
。
大
拙
は
「
宗
教
意
識
が
そ
の
純
真
性
で

働
く
時
に
は
、
禅
も
真
も
な
い
と
思
う
。（
略
）
庄
松
の
よ
う
な
人
と
、

て
、
思
考
を
あ
え
て
言
葉
に
還
元
せ
ず
、
沈
黙
の
中
に
今
あ
る
現
実
を
深

く
模
索
す
る
こ
と
に
も
現
代
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

鈴
木
大
拙
と
現
代

嶋
本　

浩
子

　

本
発
表
は
、「
鈴
木
大
拙
と
現
代
」
と
題
し
て
、
鈴
木
大
拙
（
一
八
七

〇
―
一
九
六
六
、
以
下
、
大
拙
と
略
称
）
の
妙
好
人
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
そ
の
理
由
は
、
大
拙
が
平
和
に
対
す
る
記
述
を
妙
好
人
に
多
く
述
べ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
妙
好
人
と
は
、
浄
土
真
宗
教
団
内
に
お
い
て
、
阿

弥
陀
仏
の
大
悲
の
働
き
に
全
託
す
る
生
き
方
に
徹
し
た
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
時
代
の
無
学
の
信
者
で
あ
る
。

　

大
拙
が
妙
好
人
を
知
っ
た
の
は
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
で
あ
っ
た
。
大

拙
の
妙
好
人
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、
一
九
四
三
年
に
は
『
宗
教
経
験
の

事
実
』（『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
十
巻
所
収
）、
そ
の
翌
年
に
は
『
日
本
的

霊
性
』（『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
八
巻
所
収
）
を
著
述
し
た
。
大
拙
は
、
戦

前
の
精
神
至
上
主
義
の
中
で
育
ま
れ
、
高
い
次
元
に
裏
づ
け
ら
れ
た
精
神

こ
そ
が
本
来
の
人
間
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
を
霊
性

と
定
義
づ
け
、
妙
好
人
は
日
本
的
霊
性
を
示
す
人
間
像
で
あ
る
と
結
論
つ

け
た
。

　

妙
好
人
讃
岐
の
庄
松
（
一
七
九
九
―
一
八
七
一
）
を
「
彼
の
信
仰
の
う

ち
に
は
実
に
雄
大
な
思
想
が
あ
る
。
此
の
思
想
は
今
日
の
日
本
を
し
て
世

界
的
に
重
き
を
な
さ
し
め
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。（
略
）
讃
岐
の
一

野
夫
の
胸
に
ま
で
宿
る
こ
と
の
で
き
た
思
想
を
、
ど
こ
ま
で
も
掘
り
下
げ

て
、
そ
れ
に
近
代
的
哲
学
の
思
想
体
系
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
て
、
我
等

は
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
仏
の
命
を
生
か
し
能
う
の
で
あ
る
。
此
の
思
想
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始
顕
本
尊
と
『
観
心
本
尊
抄
』
を
め
ぐ
っ
て

桑
名　

法
晃

　

始
顕
本
尊
は
、
文
永
十
年
四
月
二
十
五
日
『
観
心
本
尊
抄
』
に
て
初
め

て
顕
わ
さ
れ
た
本
尊
の
相
貌
の
記
述
に
基
づ
き
、
同
年
七
月
八
日
に
図
顕

さ
れ
た
曼
荼
羅
で
あ
る
。
故
に
始
顕
本
尊
と
『
観
心
本
尊
抄
』
に
つ
い
て

は
『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
此
時
地
涌　ノ
菩
薩
始　テ
出w

現　シ
世　ニq

但
以　テw

妙
法
蓮
華

経　ノ
五
字　ヲq

令　ムp

服　セw

幼
稚　ニz

」（
定
七
一
九
頁
）
と
始
顕
本
尊
に
初
出
す
る
「
此

法
花
経
大
曼
陀
羅
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
一
閻
浮
提
之
内
未
有
之
日

蓮
始
図
之
」
の
讃
文
は
照
応
し
、
同
義
で
あ
る
こ
と
等
多
く
の
関
連
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
両
者
に
は
表
現
上
に
相
違
点
も
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
本
稿
は
そ
の
相
違
点
、
即
ち
「
日
蓮
」
の
呼
称
と
薬
王
品

「
此
経
則
為
閻
浮
提
人
病
之
良
薬
若
人
有
病
得
聞
是
経
病
即
消
滅
不
老
不

死
」
の
引
用
の
有
無
の
二
点
に
着
目
し
、
始
顕
本
尊
の
特
色
を
み
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
「
日
蓮
」
の
呼
称
の
問
題
と
は
、
地
涌
菩
薩
の
自
覚
の
確
信
を
も
っ
て

著
さ
れ
た
『
観
心
本
尊
抄
』
の
本
文
中
に
「
日
蓮
」
の
二
字
が
な
く
、
自

身
を
地
涌
菩
薩
と
明
示
す
る
こ
と
が
な
い
が
、
始
顕
本
尊
の
讃
文
に
は
地

涌
菩
薩
で
は
な
く
「
日
蓮
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
観

心
本
尊
抄
』
に
お
い
て
か
か
る
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
理
由
に
は
、『
観

心
本
尊
抄
』
の
文
脈
（
定
七
一
八
―
九
頁
）
か
ら
、
対
告
者
で
あ
る
弟
子

が
不
信
誹
謗
を
な
す
こ
と
へ
の
配
慮
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
末
代
凡
夫
と

し
て
の
日
蓮
が
妙
法
五
字
の
受
持
に
よ
っ
て
末
法
の
師
と
し
て
の
自
覚
を

文
学
や
書
画
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
良
寛
や
仙
厓
と
を
突
き
合
わ
し
た
ら
、

わ
し
は
禅
だ
、
お
前
は
真
だ
と
云
っ
て
、
啀
み
合
い
を
始
め
る
だ
ろ
う

か
。」（
同
上
書
、
五
五
頁
）
と
言
う
。
そ
の
上
で
、
大
拙
は
「
真
宗
で

は
、
自
然
に
大
悲
面
が
著
し
く
見
え
る
。
大
悲
に
も
固
よ
り
能
動
性
が
あ

る
。
そ
れ
で
方
便
が
そ
れ
か
ら
出
て
来
る
こ
と
に
な
る
が
、
悲
に
は
母
性

の
特
質
と
し
て
随
順
と
抱
擁
が
あ
る
。」（『
東
洋
と
西
洋
』『
鈴
木
大
拙
全

集
』
第
二
一
巻
、
二
六
五
頁
）
と
述
べ
る
。
母
性
と
し
て
の
随
順
と
抱
擁

は
、
相
手
を
受
け
入
れ
る
寛
容
の
根
拠
で
あ
る
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
禅

に
は
な
い
寛
容
性
が
妙
好
人
の
あ
り
方
に
存
在
す
る
と
示
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
大
拙
の
妙
好
人
理
解
は
、
二
元
を
超

え
た
不
二
の
あ
り
方
と
し
て
、
極
め
て
肯
定
的
か
つ
積
極
的
に
と
ら
え
て

い
る
。
大
拙
は
、
妙
好
人
を
通
じ
て
対
立
闘
争
性
の
緩
和
や
解
消
、
さ
ら

に
は
調
和
を
見
出
す
不
二
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
十
部
会
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で
、
両
文
同
じ
意
味
を
持
つ
が
、
始
顕
本
尊
で
は
諸
文
の
中
か
ら
特
に
薬

王
品
の
要
文
が
選
び
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
遺
文
の
表
記

を
確
認
す
る
と
、
薬
王
品
の
文
に
は
祈
禱
の
要
文
と
し
て
の
用
例
が
見
ら

れ
、
曼
荼
羅
で
は
守
護
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
守
り
本
尊
に
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
病
即
消
滅
不
老
不
死
」
の
文
は
『
立
正
安

国
論
』
の
冒
頭
、
当
時
の
祈
禱
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
始
顕
本
尊
は
祈
禱
の
意
味
を
も
込
め
て

図
顕
さ
れ
た
が
故
に
、
薬
王
品
の
文
を
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
よ
り
、
始
顕
本
尊
は
、
末
法
の
衆
生
救
済
の
唱
導
師
た
る

地
涌
菩
薩
と
し
て
の
自
己
の
意
識
を
表
明
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
意
識
の
も

と
末
法
の
衆
生
救
済
の
祈
り
を
込
め
て
図
顕
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
蓮
の
起
顕
竟
の
法
門
と
法
華
経
に
登
場
す
る
多
宝
如
来
に
つ
い
て

関
戸　

堯
海

　

日
蓮
の
特
徴
的
な
『
法
華
経
』
受
容
の
あ
り
か
た
と
し
て
「
起
顕
竟
の

法
門
」
が
あ
る
。
日
蓮
は
智
顗
の
科
文
を
継
承
し
て
い
る
が
、
二
処
三
会

の
説
相
を
重
視
し
、
虚
空
会
十
二
品
に
着
目
し
て
、
本
迹
二
門
の
教
判
を

越
え
た
理
念
を
提
示
し
た
。『
新
尼
御
前
御
返
事
』
に
「
法
華
経
の
中
に

も
迹
門
は
せ
す
ぎ
て
、
宝
塔
品
よ
り
事
を
こ
り
て
寿
量
品
に
説
き
顕
し
、

神
力
品
嘱
累
に
事
極
り
て
候
」（
定
八
六
七
頁
・
真
蹟
曾
存
）
と
あ
り
、

末
法
の
衆
生
の
救
済
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
宝
塔
品
に
お
い
て
滅
後

の
弘
通
者
が
募
ら
れ
た
の
は
末
法
付
嘱
の
た
め
の
「
起
り
」
で
あ
り
、
涌

出
品
・
寿
量
品
に
お
い
て
地
涌
の
菩
薩
を
召
出
し
、
釈
尊
の
永
遠
性
が

持
つ
に
至
っ
た
自
証
の
確
信
を
経
文
に
照
合
置
留
し
、
客
観
化
す
る
こ
と

で
、
日
蓮
実
証
の
世
界
を
末
代
凡
夫
共
通
の
世
界
と
し
て
示
し
、
弟
子
等

へ
不
惜
身
命
の
題
目
受
持
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
点
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
か
か
る
意
図
が
あ
っ
て
、
自
身
の
行
為
を
客
観
的
に
経
文
上

「
地
涌
菩
薩
」
と
記
し
て
い
る
が
、『
観
心
本
尊
抄
』
の
当
該
箇
所
と
対
照

す
れ
ば
、
始
顕
本
尊
の
讃
文
こ
そ
、
正
し
く
末
法
の
唱
導
師
と
し
て
の
自

己
を
明
示
し
、「
地
涌
菩
薩
」
を
「
日
蓮
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
様
に

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
相
違
は
、
始
顕
本
尊
が
、
特
定
の
相

手
に
授
与
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
日
蓮
自
ら
所
持
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
観
心
本
尊
抄
』
の
よ
う
に
対
告
者
の
問
題
を
顧
慮

す
る
必
要
が
な
く
、
自
己
の
内
観
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
薬
王
品
の
要
文
の
引
用
の
問
題
と
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
引

か
れ
な
い
薬
王
品
の
要
文
が
、
始
顕
本
尊
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
曼
荼
羅
の
讃
文
に
「
此
経
則
為
…
」
の
二
十
八
字
が
具
に
記
さ
れ
た

の
は
五
幅
、「
病
即
消
滅
不
老
不
死
」
の
み
の
讃
文
が
三
幅
、
遺
文
中
の

教
示
で
は
、『
法
華
取
要
抄
』（
定
八
一
五
頁
）
に
初
出
し
、
七
遺
文
に
確

認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
七
例
は
そ
の
内
容
か
ら
、
題
目
の
五
字
が
末
法
為
正

で
あ
る
こ
と
の
経
証
と
、
現
に
病
に
あ
る
対
告
者
に
示
さ
れ
た
業
病
必
癒

の
証
文
の
二
種
に
大
別
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
、
始
顕
本
尊
は
題
目
の
五
字
が

末
法
の
一
切
衆
生
を
救
う
大
法
た
る
こ
と
を
明
か
す
意
を
持
つ
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
法
華
取
要
抄
』
で
は
、
ま
ず
寿
量
品
の
「
是
好

良
薬
」
の
文
が
示
さ
れ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
経
証
の
一
つ
と
し
て

薬
王
品
の
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
是
好
良
薬
」
の
要
文
は
『
観
心
本

尊
抄
』
に
三
箇
所
と
『
法
華
取
要
抄
』
の
一
箇
所
に
の
み
見
ら
れ
る
文
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《
後
霊
山
会
に
登
場
す
る
多
宝
如
来
》

【
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
】
釈
尊
が
経
を
宿
王
華
菩
薩
に
委
嘱
す
る

と
、
多
宝
如
来
が
登
場
し
て
、
宿
王
華
菩
薩
を
多
宝
塔
の
中
か
ら
讃
嘆
す

る
。

【
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
】
釈
尊
は
文
殊
師
利
に
「
入
滅
し
て
か
ら
久
し

く
た
っ
た
多
宝
如
来
が
、
汝
た
ち
の
た
め
に
姿
を
現
わ
す
だ
ろ
う
」
と
告

げ
た
。
ま
た
、
釈
尊
と
多
宝
仏
塔
に
ご
機
嫌
伺
い
を
し
て
供
養
し
た
後

に
、
妙
音
菩
薩
は
も
と
の
国
土
に
帰
っ
て
い
く
。

【
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
】
観
世
音
菩
薩
は
無
尽
意
菩
薩
や
四

衆
・
天
の
神
々
た
ち
を
あ
わ
れ
ん
で
、
首
飾
り
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
二

つ
に
分
け
て
、
一
つ
は
釈
尊
に
、
一
つ
は
多
宝
仏
の
塔
に
捧
げ
た
。

　

後
霊
山
会
で
の
多
宝
如
来
の
登
場
の
必
然
性
と
唐
突
さ
に
は
疑
問
が
残

る
が
、
と
く
に
妙
音
菩
薩
品
に
つ
い
て
は
本
章
を
『
法
華
経
』
に
組
み
込

ん
だ
際
の
操
作
と
い
う
意
見
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
田
村
芳
朗
・
藤
井
教

公
『
仏
典
講
座
７　

法
華
経
』
一
〇
四
八
頁
）。
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮

華
経
』
で
嘱
累
品
は
第
二
十
二
に
位
置
さ
れ
る
が
、
竺
法
護
訳
『
正
法
華

経
』
で
は
経
末
に
あ
る
。
日
蓮
は
『
注
法
華
経
』
の
嘱
累
品
か
ら
薬
王
菩

薩
本
事
品
に
か
け
て
、
各
品
の
順
序
に
関
連
す
る
内
容
の
『
正
法
華
経
』

『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
を
注
記
す
る
。
ま
た
『
守
護
国
家
論
』
で
は
、
嘱

累
品
を
経
末
に
置
く
の
は
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
二
処
三
会
・
虚

空
会
十
二
品
の
説
相
に
着
目
し
た
日
蓮
が
、
嘱
累
品
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
嘱
累
品
以
降
に
登

場
す
る
多
宝
如
来
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
問
題
と
せ
ず
に
、
末
法
の
衆
生

救
済
を
考
え
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

「
顕
ら
か
」
と
な
り
、
す
べ
て
の
菩
薩
た
ち
に
滅
後
の
弘
通
を
付
託
し
た

神
力
品
・
嘱
累
品
に
付
嘱
の
大
事
が
「
竟
る
」
と
し
て
い
る
。
虚
空
会
に

お
け
る
説
法
に
、
釈
尊
滅
後
の
弘
経
の
具
体
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

と
み
る
の
で
あ
る
。
嘱
累
品
で
釈
尊
の
総
付
嘱
が
終
わ
る
と
多
宝
塔
は
も

と
の
場
所
に
帰
っ
て
、
虚
空
会
の
会
座
は
終
わ
る
。
と
こ
ろ
が
、
嘱
累
品

以
降
に
も
多
宝
如
来
が
登
場
し
て
く
る
。

《
虚
空
会
に
登
場
す
る
多
宝
如
来
》

【
見
宝
塔
品
第
十
一
】
多
宝
如
来
が
東
方
の
宝
浄
世
界
か
ら
七
宝
づ
く
り

の
多
宝
塔
と
と
も
に
出
現
し
て
、
釈
尊
の
説
法
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証

明
し
て
い
る
。

【
提
婆
達
多
品
第
十
二
】
下
方
の
多
宝
世
尊
に
従
っ
て
い
た
智
積
菩
薩

が
、
多
宝
仏
に
「
も
と
の
仏
国
土
に
お
帰
り
く
だ
さ
い
」
と
申
し
上
げ
る

が
、
釈
尊
に
「
も
う
少
し
待
つ
の
だ
」
と
告
げ
ら
れ
る
。

【
従
地
涌
出
品
第
十
五
】
数
多
く
の
地
涌
の
菩
薩
た
ち
は
、
大
地
か
ら
出

現
す
る
と
、
お
の
お
の
が
虚
空
に
あ
る
七
宝
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
い
塔
廟

に
い
ま
す
多
宝
如
来
と
釈
尊
の
と
こ
ろ
に
詣
で
た
。

【
分
別
功
徳
品
第
十
七
】
虚
空
か
ら
曼
陀
羅
華
・
摩
訶
曼
陀
羅
華
の
花
が

降
っ
て
き
て
、
七
宝
づ
く
り
の
塔
の
中
の
獅
子
座
に
坐
し
て
い
る
釈
尊
と

は
る
か
以
前
に
入
滅
し
て
い
る
多
宝
如
来
と
に
散
り
か
か
っ
た
。

【
如
来
神
力
品
第
二
十
一
】
衆
生
や
天
の
神
々
た
ち
は
、
仏
の
神
通
力
に

よ
っ
て
、
釈
尊
と
多
宝
如
来
が
宝
塔
の
中
の
獅
子
座
に
坐
し
、
数
多
く
の

菩
薩
と
四
衆
が
釈
尊
を
敬
い
つ
つ
取
り
囲
む
の
を
見
た
。

【
嘱
累
品
第
二
十
二
】
総
付
嘱
が
終
わ
る
と
釈
尊
は
、
十
方
の
分
身
の
諸

仏
を
そ
れ
ぞ
れ
の
も
と
の
仏
国
土
に
帰
ら
せ
よ
う
と
し
、
多
宝
仏
の
塔

は
、
再
び
も
と
の
と
お
り
に
な
さ
れ
よ
と
告
げ
た
。
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た
人
物
の
評
価
に
お
け
る
問
題
や
、
遺
文
著
述
年
代
の
問
題
、
知
識
受
容

の
手
段
や
時
期
に
つ
い
て
の
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
日

蓮
が
自
身
在
世
時
に
ど
う
い
う
為
政
者
や
智
者
を
善
人
と
し
、
ど
う
い
う

為
政
者
や
人
物
を
悪
人
、
愚
人
と
認
識
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ

い
て
、
引
用
の
内
容
か
ら
、「
時
」
に
つ
い
て
の
認
識
が
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
今
が
仏
教
的
、

世
俗
的
に
ど
う
い
う
「
時
」
な
の
か
と
い
う
問
題
意
識
が
、
引
用
さ
れ
る

人
物
像
に
つ
い
て
、
同
一
人
物
で
あ
っ
て
も
、
佐
渡
流
罪
の
前
後
で
大
き

な
変
化
が
あ
り
、
日
蓮
の
思
想
の
深
ま
り
や
、
問
題
関
心
と
深
い
関
係
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
は
、
人
間
日
蓮
が
仏
教
者
日
蓮
に
、
さ
ら
に
は
法
華
経
の
行
者

日
蓮
へ
と
思
想
を
深
め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
へ
と
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

日
蓮
に
お
け
る
「
龍
女
成
仏
」
理
解
の
系
譜

│
│ 「
即
身
成
仏
」
の
文
脈
で 

│
│

間
宮　

啓
壬

　

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
天
台
で
展
開
さ
れ
る
「
即
身
成
仏
」
思
想
の
源

は
『
法
華
経
』「
提
婆
達
多
品
」
第
十
二
で
説
か
れ
る
「
龍
女
成
仏
」
に

あ
る
。
こ
の
「
龍
女
成
仏
」
に
対
し
智
顗
が
『
法
華
文
句
』
で
施
し
た
解

釈
、
さ
ら
に
智
顗
の
解
釈
に
対
し
湛
燃
が
『
法
華
文
句
記
』
で
付
し
た
註

釈
が
、
日
本
天
台
に
あ
っ
て
は
「
即
身
成
仏
」
思
想
を
展
開
し
て
い
く
際

の
共
通
の
土
台
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、「
龍
女
成
仏
」

を
「
即
身
成
仏
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
や
は

り
日
本
天
台
の
祖
・
最
澄
が
出
発
点
と
し
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
も
周
知
の

日
蓮
遺
文
に
お
け
る
人
物
の
引
用
に
つ
い
て

芹
澤　

寛
隆

　

日
蓮
（
一
二
二
二
―
一
二
八
二
）
の
著
作
と
さ
れ
る
文
献
は
非
常
に
多

く
、
そ
れ
ら
は
遺
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
遺
文
に
は
非
常
に
多

く
の
人
物
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
弟
子
・
檀
越
ら
を
教
化
す
る
際

に
、
人
物
の
説
話
や
伝
記
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
や
す
く
す
る
目
的
や
、

自
身
を
そ
の
人
物
に
な
ぞ
ら
え
、
自
ら
の
立
場
を
鮮
明
に
す
る
た
め
等
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
特
に
仏
教
者
に
つ
い
て

は
古
く
か
ら
そ
の
出
典
も
含
め
た
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
仏

教
者
以
外
、
特
に
中
国
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
例
と
し
て

の
解
説
や
研
究
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
と
ら
え
た
上
で
の
日
蓮
に

お
け
る
人
物
の
評
価
に
つ
い
て
、
十
分
に
整
理
さ
れ
た
も
の
は
管
見
の
限

り
佐
々
木
馨
氏
に
よ
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
特
に
中
国
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
そ
の
引
用
回
数
、
引
用

時
期
を
も
と
に
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
先
行
研
究
で
は
百

二
十
八
名
と
さ
れ
て
き
た
人
数
を
三
皇
や
五
帝
の
よ
う
な
八
項
目
と
個
人

名
と
し
て
の
百
二
十
三
人
に
特
定
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
う
ち
、
日
蓮
の

生
涯
に
お
い
て
、
重
要
な
意
味
合
い
を
持
ち
、
日
蓮
の
思
想
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
、
佐
渡
へ
の
流
罪
を
軸
と
し
て
、
佐
渡
流
罪

以
前
、
佐
渡
流
罪
中
、
佐
渡
流
罪
以
降
の
三
期
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
引

用
例
の
あ
る
人
物
に
つ
い
て
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
例
か
ら
日
蓮
の
人
物
引

用
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

　

一
貫
し
て
引
用
例
の
あ
る
者
は
後
漢
の
明
帝
や
孔
子
、
老
子
な
ど
一
三

例
確
認
で
き
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
個
々
の
引
用
内
容
を
確
認
し
た
結

果
、
こ
れ
ま
で
遺
文
毎
の
説
明
に
終
始
し
て
い
た
た
め
に
見
逃
さ
れ
て
き
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日
蓮
の
「
龍
女
成
仏
」
理
解
の
特
徴
は
次
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。

〈
一
〉「
龍
女
成
仏
」
は
、
日
蓮
独
自
の
「
即
身
成
仏
」＝「
一
念
三
千
の
成

仏
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。〈
二
〉
龍
女
の
「
即
身
成
仏
」
は
、

海
中
娑
竭
羅
龍
宮
お
よ
び
南
方
無
垢
世
界
の
両
場
面
に
見
出
さ
れ
て
い

る
。〈
三
〉
海
中
娑
竭
羅
龍
宮
で
の
「
即
身
成
仏
」
は
女
性
の
、
南
方
無

垢
世
界
で
の
「
即
身
成
仏
」
は
男
性
の
成
仏
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、〈
一
〉は
ま
さ
に
日
蓮
独
自
の
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
、〈
二
〉と〈
三
〉

は
い
ず
れ
も
千
観
の
『
即
身
成
仏
義
私
記
』
に
明
瞭
に
み
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
（
智
顗
・
湛
然
・
最
澄
は
も
ち
ろ
ん
、
憐
昭
・
安
然
・
源
信
、
さ
ら

に
は
証
真
に
も
み
ら
れ
な
い
）。
日
蓮
遺
文
に
千
観
の
直
接
的
引
用
は
み

ら
れ
な
い
が
、
日
蓮
は
『
弁
殿
御
消
息
』
で
「
千
観
内
供　ノ
五
味
義
」
等
の

書
籍
の
持
参
を
依
頼
し
て
お
り
（『
定
遺
』、
四
三
八
頁
）、
日
蓮
が
千
観

の
著
作
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
五
味
義
」

と
は
天
台
の
「
論
義
」
に
お
け
る
「
義
科
」
十
六
題
の
一
つ
で
あ
り
、

「
即
身
成
仏
義
」
も
ま
た
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
義
科
」
に

対
応
し
た
千
観
の
『
五
味
義
』
を
実
際
に
日
蓮
が
読
ん
で
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
同
じ
く
「
義
科
」
に
対
応
し
た
千
観
の
『
即
身
成
仏
義
私
記
』
に
も

日
蓮
の
読
書
が
及
ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
た

だ
、
千
観
の
「
龍
女
成
仏
」
解
釈
を
、
日
蓮
は
無
批
判
に
受
け
入
れ
て
い

た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
日
蓮
は
、「
龍
女
成
仏
」
理
解
を
基
本
的
に

法
華
円
教
即
身
成
仏
論
の
流
れ
の
中
で
試
み
、
実
際
、
系
譜
的
に
は
千
観

の
理
解
か
ら
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
現
場
の
信
者
ら
と
交
わ
る
中
で
取
捨

選
択
を
行
な
い
、
日
蓮
独
自
の
特
徴
、
つ
ま
り
妙
法
五
字
の
唱
題
と
い
う

実
践
に
集
約
さ
れ
る
「
即
身
成
仏
」
論
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

事
柄
で
あ
る
。
最
澄
の
『
法
華
秀
句
』「
即
身
成
仏
化
導
勝
」
を
出
発
点

と
し
て
展
開
し
て
い
く
法
華
円
教
の
即
身
成
仏
論
は
、
憐
昭
・
安
然
・
千

観
・
源
信
と
い
っ
た
平
安
期
の
天
台
僧
ら
に
よ
る
「
即
身
成
仏
義
」
を
生

み
出
し
、
基
本
的
か
つ
共
通
の
文
献
を
揃
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
さ
て
、
天
台
僧
と
し
て
の
出
自
を
有
す
る
日
蓮
が
、「
龍
女
成
仏
」

を
「
即
身
成
仏
」
の
文
脈
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
智
顗
・
湛
然
・

最
澄
を
踏
ま
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
至
極
、
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
日
蓮
が
憐
昭
や
安
然
・
千
観
・
源
信
の
「
即
身
成
仏
義
」
を
実
際
に

読
ん
だ
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
安
然
・
千
観
・
源
信
の

著
作
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、「
即
身
成
仏
」
の
解
釈
に
あ

っ
て
も
、
彼
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
か
か
る
漠
然
と
し
た
指
摘
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、「
龍
女
成
仏
」

を
「
即
身
成
仏
」
と
し
て
理
解
す
る
に
当
た
り
日
蓮
が
拠
っ
て
立
つ
と
こ

ろ
を
、
も
う
少
し
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
。
こ
の

点
に
つ
き
、
発
表
者
・
間
宮
は
、
以
前
、
日
蓮
の
「
龍
女
成
仏
」
理
解
を

論
じ
た
こ
と
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
右
に
も
挙
げ
た
天
台
僧
・
千
観
（
九

一
八
？
―
九
八
三
？
）
に
よ
る
「
龍
女
成
仏
」
理
解
と
の
関
わ
り
を
示
唆

し
て
お
い
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
示
唆
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
①
日
蓮
の
「
龍
女
成
仏
」
理
解
の
特
徴
を
改

め
て
整
理
し
た
上
で
、
②
そ
の
特
徴
が
、
千
観
独
自
の
「
龍
女
成
仏
」
理

解
に
明
瞭
に
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
③
以
っ
て
、「
龍
女
成
仏
」
理

解
に
お
け
る
千
観
―
日
蓮
の
系
譜
を
描
き
出
し
て
み
た
い
。「
龍
女
成
仏
」

理
解
に
お
け
る
千
観
と
日
蓮
の
関
係
を
指
摘
し
た
り
、
そ
の
関
係
を
系
譜

的
に
描
き
出
し
た
り
し
た
論
考
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
い
も

の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
本
発
表
は
意
味
あ
る
も
の
に
な
ろ
う
と
思
う
。
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こ
と
は
当
然
の
事
実
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
正
本
は
無
刊
記
本
で

は
な
く
、
刊
記
欠
本
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
の
考
察
よ
り
、
刊
記
を
有

す
る
豊
山
本
は
寛
永
十
九
年
に
出
版
さ
れ
、
立
正
本
は
そ
れ
以
後
に
出
版

さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
後
者
に
つ
い
て
、
筆
者
は
寛
永
十
九
年
版
と
は
板
が
異
な
る
覆

刻
版
の
存
在
を
発
見
し
た
。
同
一
の
古
活
字
本
を
版
下
と
す
る
寛
永
両
版

を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
対
照
し
た
と
き
、
版
式
が
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、

寛
永
二
十
年
版
の
最
た
る
特
徴
と
し
て
、
文
字
の
増
加
に
伴
う
訂
正
を
す

る
際
、
次
行
に
ま
た
が
っ
て
訂
正
を
加
え
、
整
理
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
一

方
の
寛
永
十
九
年
版
は
、
寛
永
二
十
年
版
に
比
べ
て
脱
字
等
が
多
数
確
認

さ
れ
、
恐
ら
く
版
下
の
古
活
字
版
に
か
な
り
忠
実
に
鏤
刻
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
度
発
見
し
た
覆
刻
版
の
特
徴
と
し
て
、
寛
永
十
九
年
版
と

比
較
対
照
を
し
た
と
き
、
文
字
を
増
加
さ
せ
る
と
き
に
寛
永
十
九
年
版
の

版
式
を
崩
す
こ
と
な
く
追
加
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
一

字
一
字
を
対
照
す
る
と
、
文
字
の
形
や
大
き
さ
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
も
確
認
さ
れ
、
明
ら
か
に
異
な
る
板
を
用
い
た
本
と
判
明
し
た
。
本
版

を
既
に
複
数
冊
確
認
し
て
い
る
が
、
本
発
表
で
は
、
そ
の
う
ち
巻
八
『
観

心
本
尊
抄
』（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て
、
比
較
対
照
を
試
み
た
（
紙
数
の
都

合
上
、
両
本
の
差
異
の
詳
細
に
つ
い
て
は
割
愛
）。
こ
の
覆
刻
版
に
お
け

る
記
述
内
容
の
修
補
の
特
徴
と
し
て
、
寛
永
二
十
年
版
を
意
識
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
、
寛
永
二
十
年
版
『
録
内
御

書
』
の
シ
ェ
ア
の
高
さ
と
教
団
内
で
の
信
頼
度
が
あ
り
、
寛
永
十
九
年
版

の
版
権
を
持
つ
書
肆
が
そ
れ
に
酷
似
さ
せ
る
た
め
、
新
た
に
覆
刻
版
の
出

版
に
踏
み
切
っ
た
と
想
起
す
る
。
こ
の
考
察
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
寛
永
二

十
年
版
が
教
団
内
に
お
い
て
、
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
事
例
と
指
摘

寛
永
十
九
年
版
『
録
内
御
書
』
に
関
す
る
新
知
見

堀
部　

正
円

　

近
世
に
お
け
る
『
録
内
御
書
』（
目
録
を
含
め
た
全
四
十
一
巻
）
の
出

版
は
、
古
活
字
版
を
嚆
矢
と
し
、
整
版
の
寛
永
十
九
年
版
、
寛
永
二
十
年

版
、
寛
文
九
年
版
、
宝
暦
六
年
版
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
寛
永

十
九
年
版
に
つ
い
て
は
、
稀
少
故
に
体
系
的
な
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り

皆
無
で
、『
録
内
御
書
』
の
総
体
的
な
出
版
事
情
を
検
討
・
披
瀝
す
る
中

で
触
れ
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
刊
本
『
録
内
御
書
』
諸
版
を
調
査
す
る
過
程
で
、
寛
永
十
九

年
版
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
て
き
た
寛
永
十
九
年

以
前
出
版
説
が
誤
説
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
根
拠
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
新
た
に
寛
永
十
九
年
版
に
は
覆
刻
版
の
存
在
を
発
見
し
た
。
本
発
表

で
は
、
こ
の
二
点
の
新
知
見
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
本
版
の
ほ
ぼ
全
冊
揃
い
と
し
て
所
蔵
す
る

立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
本
（「
立
正
本
」
と
略
称
）
及
び

長
谷
寺
豊
山
文
庫
蔵
本
（「
豊
山
本
」
と
略
称
）
に
つ
い
て
、
従
来
の
研

究
で
は
、
刊
記
の
な
い
立
正
本
は
、
刊
記
を
有
す
る
豊
山
本
に
先
行
し
て

出
版
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
両
本
を
調
査
す

る
と
、
立
正
本
は
豊
山
本
よ
り
も
後
に
刊
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
修
」
の

事
実
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た

段
階
で
は
、
寛
永
二
十
年
版
は
寛
永
十
九
年
版
を
版
下
と
し
て
出
版
さ
れ

た
と
の
見
解
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
近
時
の
研
究
で
古
活
字
本

が
寛
永
両
版
の
版
下
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も

そ
の
説
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。
そ
の
認
識
の
上
で
、
修
正
を
有
す
る
立
正

本
を
考
え
た
と
き
、
修
正
さ
れ
て
い
な
い
豊
山
本
よ
り
後
に
出
版
さ
れ
た
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寛
永
二
十
一
年
拝
領
の
屋
敷
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
備
後
殿
（
光
政

実
弟
・
児
島
藩
主
恒
元
）
が
鳥
越
邸
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
問
題
は

『
備
藩
邸
考
』
の
史
料
的
価
値
だ
が
、
既
に
神
原
邦
男
氏
が
全
文
を
翻
刻

さ
れ
て
お
り
（『
吉
備
地
方
文
化
研
究
』
９

号
）、『
備
藩
邸
考
』
の
文
政

二
年
（
一
八
一
九
）
の
写
本
に
「
明
暦
三
年
正
月
改
版
図
」
が
描
か
れ
、

朱
書
き
で
「
松
平
備
後
我
鳥
越
邸
」
が
記
さ
れ
、
北
側
に
「
法
性
寺
」
が

存
在
し
て
い
た
。
筆
者
も
「
新
添
江
戸
之
図
」
を
参
照
し
、
更
に
「
江
戸

図
寛
文
六
年
刊
」
で
「
法
生
寺
」
を
確
認
し
た
。
池
田
家
鳥
越
邸
隣
接
の

「
法
性（
生
）寺
」
が
浅
草
鳥
越
「
法
詔
寺
」
で
あ
る
高
い
可
能
性
を
確
信

し
た
。

　

三
、
江
戸
法
詔
寺
の
変
遷　

従
来
、
江
戸
法
詔
寺
は
敬
台
院
が
実
母

（
峯
高
院
殿
）
の
十
七
回
忌
に
元
和
九
年
頃
、
浅
草
鳥
越
に
建
立
し
た
寺

院
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
芳
春
院
の
葬
儀
を
大
石
寺
十
七
世
日
精
上
人

が
執
行
し
た
場
所
は
神
田
法
詔
寺
だ
っ
た
（「
芳
春
院
殿
妙
囿
日
香
様
御

事
者
先
年
寛
永
九
壬
申
歳
正
月
廿
九
日
御
吊
之
所
者
。
神
田
明
神
前
法
詔

寺
と
申
寺
御
座
候
」『
諸
記
録
』「
寛
永
九
年
正
月
忠
雄
公
夫
人
江
戸
に
逝

去
せ
ら
れ
神
田
法
浄マ
マ

寺
に
葬
る
」『
鳥
取
藩
史
』）。
と
こ
ろ
で
徳
島
藩
が

江
戸
上
屋
敷
を
得
た
時
期
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
一
町
の
屋
敷
を

江
戸
城
辰
ノ
口
に
家
康
か
ら
拝
領
し
た
が
（
金
行
信
輔
氏
「
寛
永
江
戸
図

の
「
下
屋
敷
」
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
学
術
大
会
梗
概
集
』）、
そ

の
上
屋
敷
に
対
面
す
る
酒
井
讃
岐
守
屋
敷
は
か
つ
て
神
田
明
神
が
あ
っ
た

（
大
道
寺
友
山
『
落
穂
集
』「
神
田
明
神
之
事
」）。
故
に
『
蜂
須
賀
家
文

書
』（
元
和
四
年
）
に
「
御
屋
敷
之
事
（
中
略
）
神
田
之
義
は
無
用
に
可

仕
旨
畏
被
存
候
」（
国
文
研
資
料
）
と
あ
り
、
徳
島
藩
上
屋
敷
が
「
神
田

の
義
」
と
呼
ば
れ
た
以
上
、
そ
こ
に
建
立
し
た
持
仏
堂
を
神
田
法
詔
寺
と

す
る
こ
と
が
で
き
、
冠
賢
一
氏
の
「
身
延
派
は
、
檀
林
に
お
け
る
（
中

略
）
統
一
の
教
科
書
・
指
南
書
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
強
権
を
確
立

し
、
教
団
の
支
配
を
は
か
ろ
う
と
し
た
と
思
う
」（「
近
世
初
期
に
み
る
日

蓮
宗
の
出
版
」）
と
の
所
説
を
さ
ら
に
補
強
す
る
証
左
に
な
り
う
る
と
考

え
て
い
る
。

　

以
上
の
二
つ
の
新
知
見
は
、
従
来
の
研
究
に
書
き
換
え
が
必
要
な
重
大

事
項
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

敬
台
院
万
姫
と
法
華
信
仰 
│
│ 

江
戸
法
詔
寺
の
興
廃
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

長
倉　

信
祐

　

一
、
は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在
―　

小
稿
は
「
敬
台
院
万
姫
と
法
華
信

仰
―
鎌
倉
鏡
台
寺
の
興
廃
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
宗
教
研
究
』
第
三
七
五

号
）
の
続
編
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
近
世
日
蓮
宗
富
士
派
の
三
大
檀
越
の

一
人
・
敬
台
院
（
徳
島
藩
初
代
藩
主
・
蜂
須
賀
鎮
至
正
室
）
が
、
寛
永
十

三
年
に
臨
済
宗
鎌
倉
円
覚
寺
塔
頭
仏
日
庵
領
の
大
徳
寺
屋
敷
を
購
入
し
て

鎌
倉
鏡
台
寺
を
建
立
し
た
後
、
そ
の
寺
跡
を
も
っ
て
徳
島
藩
城
下
の
臨
済

宗
観
音
院
跡
地
に
引
き
、
持
仏
堂
（
江
戸
法
詔
寺
）
の
伽
藍
を
移
し
、
徳

島
に
敬
台
寺
を
開
創
し
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
継
続
研
究
と
し

て
の
小
稿
で
は
徳
島
移
転
以
前
の
江
戸
法
詔
寺
の
興
廃
を
め
ぐ
っ
て
、
新

資
料
を
開
示
し
た
上
、
基
本
資
料
を
再
考
し
て
お
き
た
い
。

　

二
、
岡
山
藩
池
田
家
鳥
越
邸
と
鳥
越
法
詔
寺　

敬
台
院
の
長
女
（
芳
春

院
香
姫
）
は
岡
山
藩
主
池
田
忠
雄
の
正
室
と
な
り
、
支
藩
の
鳥
取
初
代
藩

主
光
仲
を
生
ん
だ
。
当
時
、
池
田
家
が
所
有
し
た
鳥
越
邸
に
つ
い
て
『
東

京
市
史
稿
』（
市
街
編
五
）
に
引
用
さ
れ
る
『
備
藩
邸
考
』
の
記
述
に
よ
れ

ば
、
岡
山
藩
池
田
家
鳥
越
邸
は
光
仲
の
義
兄
（
光
政
）
の
江
戸
屋
敷
で
、
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の
は
、
日
蓮
の
宗
教
性
が
日
本
文
化
の
伝
統
と
は
違
う
《
使
命
預
言
者

的
》
宗
教
類
型
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
日
蓮
が
謎
、
と

い
う
が
、
実
際
に
大
多
数
の
平
均
的
日
本
人
に
と
っ
て
謎
な
の
は
、
内
村

た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
中
身
で
あ
る
。
た
だ
、『
代
表
的
日
本
人
』

で
は
、
他
の
登
場
人
物
が
人
格
的
に
高
潔
だ
、
と
い
う
こ
と
以
外
内
容
が

な
い
の
で
、
問
題
点
が
全
く
不
明
確
で
あ
る
、
と
い
う
難
点
が
あ
る
。

（
２

）
今
回
は
矢
内
原
忠
雄
の
『
世
に
尊
敬
す
る
人
物
』
を
通
し
て
、
内

村
系
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
日
蓮
理
解
を
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
の
岩
波
文

庫
本
は
彼
が
一
九
四
〇
年
に
初
版
を
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に

は
日
蓮
以
外
全
て
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
人
た
ち
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
の
独

自
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
が
見
て
取
れ
る
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
目
次
の

順
序
で
あ
り
、
第
一
章
に
初
期
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
、
そ
し
て
第
二
章
が
日

蓮
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
章
と
第
二
章
を
読
み
比
べ
る
と
、
普
通
の
日

本
人
に
は
到
底
理
解
不
能
な
宗
教
的
世
界
が
歴
然
と
し
て
く
る
。
少
な
く

と
も
矢
内
原
は
エ
レ
ミ
ヤ
を
通
し
て
日
蓮
の
宗
教
性
を
評
価
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
が
日
蓮
を
謎
の
宗
教
者
に
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
彼
の

日
蓮
理
解
は
決
し
て
正
し
く
は
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
日
蓮
の
宗
教
性

が
仏
教
世
界
を
超
越
し
た
絶
対
的
包
括
性
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
。
戦
後
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
日
蓮
研
究
は
こ
の
絶
対
的

包
括
性
の
視
点
へ
の
研
究
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

二 

日
蓮
系
教
団
の
他
の
日
系
宗
教
教
団
と
の
異
質
性
：
そ
の
都
市
的

グ
ロ
ー
バ
ル
的
性
格

　

謎
で
あ
る
の
は
、
日
蓮
個
人
の
み
で
は
な
い
。
歴
史
的
に
見
て
、
日
蓮

教
団
は
古
い
共
同
体
の
境
界
を
超
え
て
信
者
を
獲
得
し
て
き
て
い
る
。
そ

れ
は
他
の
宗
派
に
は
見
ら
れ
な
い
特
性
で
あ
る
。
国
内
に
お
い
て
は
中
世

称
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

四
、
む
す
び
に　

寛
永
九
年
に
大
石
寺
御
影
堂
再
建
の
為
に
寄
進
さ
れ

た
江
戸
法
詔
寺
は
寛
永
十
一
年
に
浅
草
鳥
越
に
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
経
過

は
「
彼
日
解
代
浅
草
鳥
越
法
詔
寺
至
鎮
公
簾
中
権
現
様
孫
姫
阿
州
敬
台

院
妙
法
日
詔
等
之
御
建
立
寺
也
成
末
寺
、
寛
永
廿
年
甲
申
年
新
古
御
改

之
刻
、
阿
州
徳
嶋
へ
御
引
移
、
今
ノ
法
詔
山
敬
臺
寺
是
也
」（『
諸
記
録
』）

と
あ
り
敬
台
院
は
鳥
越
法
詔
寺
を
小
梅
常
泉
寺
の
末
寺
と
す
べ
く
再
建
し

た
が
、
本
来
江
戸
法
詔
寺
は
敬
台
院
の
持
仏
堂
で
寺
跡
は
無
く
寛
永
末
年

の
「
新
古
之
改
」
で
滅
却
し
翌
年
に
徳
島
敬
台
寺
の
本
堂
に
移
さ
れ
た
。

常
泉
寺
五
代
日
優
師
は
芳
春
院
の
遺
骨
を
常
泉
寺
に
納
骨
後
、
敬
台
院
の

意
向
で
大
石
寺
に
廟
所
を
建
立
し
た
。
現
在
御
影
堂
裏
に
芳
春
院
の
正

墓
、
敬
台
院
逆
修
墓
、
大
型
宝
篋
印
塔
が
並
ぶ
が
、
そ
の
墓
前
に
造
立
年

時
の
異
る
石
燈
籠
一
対
が
あ
り
、
寛
永
十
一
年
八
月
七
日
の
日
付
は
鳥
越

法
詔
寺
の
再
建
年
時
と
想
定
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
寛
永
十
九
年
六
月
の
敬

台
院
自
筆
書
状
に
「
我
等
持
仏
堂
」（
大
石
寺
所
蔵
）
と
あ
る
よ
う
に
、

江
戸
法
詔
寺
は
神
田
明
神
前
に
あ
っ
た
時
も
鳥
越
再
建
後
も
敬
台
院
肝
煎

の
壮
麗
な
「
持
仏
堂
」
で
あ
っ
た
。

　

詳
細
は
「
大
石
寺
御
影
堂
再
建
の
背
景
に
関
す
る
一
考
察
」（『
富
士
学

報
』
第
四
十
八
号
）
を
参
照
頂
き
た
い
。

日
蓮
論
再
考 

│
│ 

あ
る
キ
リ
ス
ト
者
の
日
蓮
像
を
通
し
て 

│
│笠

井　

正
弘

一　

問
題
の
所
在
：
矢
内
原
忠
雄
の
日
蓮
理
解

（
１

）
昨
年
度
の
発
表
で
、
内
村
鑑
三
の
『
代
表
的
日
本
人
』
所
収
の

「
謎
の
人
物
：
日
蓮
」
を
取
り
上
げ
た
。
彼
が
日
蓮
に
〈
謎
〉
を
感
じ
た
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近
代
に
お
け
る
法
華
仏
教
と
生
命
言
説 

│
│ 

法
華
会
の
事
例
か
ら 

│
│

大
西　

克
明

　

本
報
告
は
、
一
九
一
三
（
大
正
三
）
年
に
発
足
し
た
「
法
華
会
」
の
会

誌
『
法
華
』
に
お
け
る
論
考
を
検
討
し
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
華
会
は
、
明
治
期
に
お
い
て
、
物
質
文
明
に

偏
重
し
た
「
西
欧
文
明
」
の
流
入
に
よ
る
悪
風
傾
向
に
対
す
る
精
神
作
興

を
企
図
し
、
在
家
日
蓮
主
義
者
を
核
と
し
て
発
足
し
た
（
発
足
当
初
は
国

柱
会
、
天
晴
会
、
日
蓮
宗
の
各
論
客
が
会
誌
に
多
く
寄
稿
し
て
い
る
）。

　

発
足
当
初
か
ら
、
法
華
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
在
家
の
知
識
人
を
中

心
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
核
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
（
国
際
私

法
）
の
山
田
三
良
、
日
蓮
宗
大
学
（
西
洋
哲
学
史
・
倫
理
学
）
の
小
林
一

郎
、
元
大
審
院
検
事
の
矢
野
茂
で
あ
っ
た
（
発
足
時
は
こ
の
三
名
が
幹

事
）。
な
か
で
も
、
小
林
一
郎
（
一
八
七
六
―
一
九
四
四
）
は
、『
法
華
』

の
編
集
主
任
で
あ
り
、
創
刊
号
（
大
正
三
年
）
か
ら
死
去
直
前
の
昭
和
一

九
年
の
約
三
〇
年
間
に
、
約
四
〇
〇
本
も
の
寄
稿
を
し
て
お
り
群
を
抜
い

て
い
る
（
日
蓮
遺
文
講
義
や
法
華
経
論
、
講
演
会
記
録
、
時
局
、
信
仰

論
、
科
学
論
、
宗
教
と
哲
学
の
関
連
な
ど
）。

　

そ
の
内
容
は
、
法
華
会
発
足
時
の
目
的
、
す
な
わ
ち
、
明
治
期
に
お
け

る
、
西
洋
物
質
文
明
流
入
か
ら
起
こ
る
悪
風
に
対
す
る
精
神
作
興
を
通
底

と
し
な
が
ら
も
、
科
学
と
信
仰
の
関
連
、
更
に
は
法
華
経
本
門
に
お
け
る

本
佛
と
宇
宙
法
則
に
関
す
る
考
察
な
ど
、
西
洋
哲
学
を
専
門
と
し
た
者
の

視
点
か
ら
法
華
経
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
中
核
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

小
林
の
言
説
に
は
明
治
末
か
ら
我
が
国
に
受
容
さ
れ
た
西
洋
思
想
（
ベ
ル

ク
ソ
ン
な
ど
）
の
影
響
が
過
分
に
み
ら
れ
る
。

　
『
法
華
』、『
大
崎
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
と
、『
法
華
経
大
講
座
』

以
来
都
市
の
商
工
層
を
惹
き
つ
け
、
近
代
化
の
進
展
と
と
も
に
都
市
的
生

活
者
層
全
般
に
浸
透
し
て
き
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
規
模
で
見

た
と
き
、
日
系
の
宗
教
で
現
地
の
人
に
主
体
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
に
典
型
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
蓮
系
教
団
の
み
で
あ
る
。
途

上
国
で
も
急
速
な
近
代
化
が
浸
透
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
急
速
に

現
地
人
信
者
が
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
私
が
三
十
年
前
に
現
地
調
査
し
た

メ
キ
シ
コ
で
も
、
古
い
共
同
体
が
解
体
し
、
人
口
六
〇
〇
〇
万
人
中
一
五

〇
〇
万
人
以
上
が
急
激
に
都
市
に
流
入
し
て
い
た
。
当
時
第
二
の
都
市
グ

ア
ダ
ラ
ハ
ラ
で
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
信
者
約
一
〇
〇
〇
人
中
日
本
人
は
二
人
の
み

で
あ
っ
た
。
信
者
は
商
店
経
営
者
と
店
員
、
企
業
労
働
者
、
が
大
半
で
、

一
部
公
務
員
も
い
た
。
こ
の
パ
タ
ン
は
、
中
世
の
日
蓮
系
教
団
の
延
長
線

上
に
あ
る
。
世
界
救
世
教
や
生
長
の
家
、
天
理
教
な
ど
も
進
出
し
て
き
て

い
た
が
、
在
墨
日
系
人
へ
の
布
教
に
留
ま
っ
て
い
た
。

三　

結
び
：
研
究
法
に
つ
い
て

　

以
上
の
よ
う
な
日
蓮
及
び
日
連
系
教
団
の
宗
教
性
を
研
究
す
る
際
に

は
、
従
来
の
歴
史
学
的
実
証
主
義
的
研
究
で
は
、
対
応
が
不
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
は
日
蓮
の
構
築
し
た
他
の
日
本
仏
教
の
宗
祖
達
を
超
越
し
た
い
わ
ゆ

る
〈
絶
対
開
会
〉
的
宗
教
性
、
特
に
法
華
経
を
中
心
と
し
た
〈
行
者
〉
と

い
う
人
間
存
在
へ
の
存
在
論
的
考
察
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
一
見
矛
盾

す
る
が
、
厳
密
な
科
学
性
の
構
築
の
た
め
に
も
、
こ
の
視
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
最
後
に
、
前
回
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ

る
大
乗
仏
教
世
界
は
、〈
空
〉
思
想
を
根
幹
と
し
て
い
る
が
、
日
蓮
研
究

に
は
、〈
実
証
主
義
〉
で
は
な
く
、
い
わ
ば
〈
空
証
主
義
〉
な
い
し
は

〈
虚
証
主
義
〉
的
視
点
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
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に
「
生
命
」
の
語
を
与
え
、
そ
れ
を
媒
介
に
し
て
、
本
佛
と
衆
生
の
関
係

性
を
相
即
的
に
説
く
に
至
っ
た
。

仏
教
文
学
と
は
何
か

千
葉　

俊
一

　
「
仏
教
文
学
」
の
概
念
規
定
は
仏
教
研
究
・
文
学
研
究
両
者
に
お
い
て

未
だ
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
発
表
は
暫
定
的
な
が
ら
そ
れ
を
試
み
る
も

の
で
あ
る
。

　

仏
教
文
学
研
究
の
大
家
と
目
さ
れ
る
山
田
昭
全
は
「
仏
教
文
学
研
究
の

軌
跡
と
課
題
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
四
八
巻
一
五
号
、
一
九
八

三
年
）
で
日
本
に
お
け
る
近
・
現
代
の
仏
教
文
学
研
究
の
流
れ
を
追
い
な

が
ら
自
身
の
仏
教
文
学
観
を
述
べ
て
い
る
。
山
田
に
よ
れ
ば
仏
教
文
学
研

究
に
は
仏
教
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
国
文
学
か
ら
の
そ
れ
の
二
つ
の
学

統
が
あ
り
、
前
者
は
仏
教
経
典
そ
の
も
の
を
文
学
的
所
産
と
み
な
し
、
そ

の
文
学
的
性
格
を
考
察
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
一
方
後
者
は
古
典
文
学

が
仏
教
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
国
文
学
の
中
に
仏
教
文
学
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
二
つ
の
学
統
は
一
九
一
〇

―
三
〇
年
代
に
か
け
て
拮
抗
し
な
が
ら
成
果
を
競
っ
て
き
た
。
後
者
は
仏

教
と
文
学
を
決
し
て
交
わ
ら
な
い
二
極
と
し
て
と
ら
え
た
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の
仏
教
研
究
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
山
田
の

仏
教
文
学
観
は
、
㈠
文
学
と
宗
教
（
仏
教
）
の
二
項
対
立
観
を
否
定
す
る
。

㈡
経
典
も
仏
教
文
学
に
入
る
。
㈢
し
か
し
仏
教
文
学
の
概
念
規
定
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
山
田
と
と
も
に
仏
教
文
学
研
究

の
重
鎮
と
目
さ
れ
る
今
成
元
昭
の
仏
教
文
学
観
も
㈠
と
㈡
に
関
し
て
同
じ

で
あ
る
（『
仏
教
文
学
の
世
界
』
一
九
七
八
年
、
参
照
）。
仏
教
文
学
の
概

を
基
に
、
そ
の
生
命
論
的
な
言
説
を
検
討
し
た
結
果
、
小
林
の
自
然
観
、

万
物
の
法
則
観
、
法
華
経
観
、
本
佛
観
、
本
佛
と
衆
生
の
関
係
性
に
お
い

て
、
科
学
で
解
明
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
自
然
界
の
諸
法
則
が
、
彼
の
論
理

展
開
に
お
い
て
、
媒
介
と
し
て
用
い
ら
れ
、
科
学
的
知
識
と
法
華
経
解
釈

の
矛
盾
を
解
消
す
る
よ
う
な
展
開
が
観
察
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
大
正
初
期

に
お
い
て
、「
生
命
」
と
い
う
タ
ー
ム
を
用
い
て
は
い
な
い
が
、
生
命
論

的
な
文
脈
で
法
華
経
の
本
佛
を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
は
、
昭
和
期

に
入
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
法
華
経
大
講
座
』
に
至
り
、
積
極
的
に
「
生

命
」
の
語
を
用
い
法
華
経
本
門
に
お
け
る
本
佛
思
想
を
言
説
化
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
以
下
に
示
す
三
点
が
指
摘
し

う
る
論
点
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

　

①
従
来
の
「
法
華
会
」
の
研
究
は
、
国
粋
的
で
あ
る
か
否
か
に
収
斂
し

て
い
た
が
、
中
核
的
論
者
で
あ
る
小
林
一
郎
の
言
説
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
科
学
に
対
す
る
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
立
場
（
物
質
文
明
批
判
と
最
新

科
学
に
お
け
る
諸
法
則
解
明
へ
の
期
待
）
が
法
華
会
に
内
在
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

②
小
林
一
郎
の
大
正
初
期
の
言
説
か
ら
、
プ
ラ
ト
ン
や
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
、
更
に
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
「
生
の
哲
学
」
と
の
応
答
が
意
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
、
国
民
的
精
神
作
興
を
企
図
し
た
日
蓮
主
義
者
で
あ
り

つ
つ
、
西
洋
の
科
学
・
哲
学
等
を
援
用
・
活
用
し
な
が
ら
、
宇
宙
に
偏
在

す
る
佛
性
（
本
佛
）
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
、
黙
示
的
な
生
命
論
が
存
在

し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、

我
が
国
が
受
容
し
た
西
欧
哲
学
と
の
応
答
関
係
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

③
昭
和
初
期
に
至
り
、
小
林
一
郎
は
従
来
の
黙
示
的
な
生
命
論
の
文
脈
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の
主
張
に
は
賛
成
し
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
肝
心
な
こ
と
は
、
発
表
者
に

と
っ
て
仏
教
文
学
と
は
ジ
ャ
ン
ル
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
対
象
を
示
す

も
の
で
も
な
く
、
方
法
な
い
し
は
視
座
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
文
学
作
品
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
・
完
成
度
の
も
の

で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
仏
教
（
思
想
）
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
ま
な
ざ
し

を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
文
学
を
方
法
と
し
て
考
え
る
着
想
は
、
実

は
山
田
昭
全
が
か
つ
て
「
日
本
仏
教
文
学
の
概
念
と
範
疇
」（『
国
文
学
踏

査
』
通
刊
八
号
、
一
九
六
八
年
）
で
提
示
し
た
こ
と
な
の
だ
が
、
前
に
引

用
し
た
議
論
で
は
な
ぜ
か
山
田
は
こ
の
自
説
に
触
れ
て
い
な
い
。
発
表
者

は
現
時
点
に
お
い
て
、
仏
教
文
学
を
方
法
・
視
座
と
み
な
す
こ
と
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。
但
し
、
そ
の
場
合
仏
教
文
学
と
い
う
呼
称
の
適
切
性

が
問
題
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。

排
仏
崇
仏
論
争
で
は
無
か
っ
た

│
│ 

蘇
我
氏
と
物
部
氏
の
祭
祀
と
神
観
念 

│
│

有
働　

智
奘

　

わ
が
国
で
は
一
般
的
に
六
世
紀
の
仏
教
受
容
の
問
題
を
「
排
仏
崇
仏

（
崇
仏
排
仏
）」
論
争
と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
排
仏
」
と
い
う
用
語

は
『
日
本
書
紀
』『
元
興
寺
縁
起
』
に
全
く
み
ら
れ
ず
、
中
世
ま
で
の
史

料
に
も
見
出
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
近
世
以
降
の
学
者
が
、
彼
ら
の
価
値
観

や
認
識
に
基
づ
き
、
六
世
紀
の
仏
教
受
容
の
史
実
を
物
部
氏
と
蘇
我
氏
に

よ
る
「
排
仏
崇
仏
」
論
争
と
定
義
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
受
容
の
議

論
は
、
軍
事
・
祭
祀
氏
族
の
物
部
・
中
臣
に
対
し
、
外
交
氏
族
の
蘇
我
が

仏
教
を
利
用
し
た
政
権
闘
争
（
排
仏
派
・
崇
仏
派
）
で
あ
っ
た
と
い
う
指

摘
が
多
い
。
そ
の
た
め
蘇
我
氏
は
仏
教
の
み
信
奉
し
、
物
部
は
神
祇
の
み

念
を
未
だ
規
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
現
在
の
仏
教
文
学
研
究
の
問
題

で
あ
る
と
山
田
は
認
め
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
提
起
に
応
え
る
形
で
仏
教
文
学
研
究
の
今
後
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
議
論
を
門
屋
温
の
「
Ｂ
文
学
に
未
来
は
あ
る
か
」
と
藤
巻
和
宏
の

「
近
代
学
問
の
視
点
か
ら
〈
仏
教
文
学
〉
を
問
い
直
す
」（
と
も
に
『
仏
教

文
学
』
三
六
・
三
七
合
併
号
、
二
〇
一
二
年
）
が
行
っ
て
い
る
。
門
屋
は

こ
の
問
題
に
関
す
る
過
去
の
諸
議
論
を
再
吟
味
し
た
う
え
で
、
人
に
読
ま

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
は
全
て
文
学
だ
と
主
張
し
、
藤
巻

は
国
文
学
と
仏
教
（
宗
教
）
の
概
念
が
近
代
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
結
果
的
に
二
人
と
も
研
究
対
象
資
料
の
内
容

的
・
時
代
的
拡
大
を
提
案
し
て
い
る
。

　

以
上
三
人
の
仏
教
文
学
研
究
者
た
ち
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
発
表
者
は

暫
定
的
に
せ
よ
仏
教
文
学
を
次
の
よ
う
に
と
ら
え
る
。
発
表
者
は
宗
教
概

念
批
判
論
の
視
点
か
ら
、
仏
教
を
経
典
・
儀
礼
・
教
団
に
、
言
い
換
え
れ

ば
出
家
者
に
限
定
さ
れ
な
い
も
の
と
見
る
。
す
な
わ
ち
経
典
思
想
や
宗
祖

た
ち
の
思
想
を
核
と
し
な
が
ら
も
そ
れ
が
変
容
し
（
在
家
の
）
人
々
の
精

神
・
意
識
に
根
付
い
た
も
の
が
文
学
作
品
に
顕
れ
て
い
る
、
そ
う
し
た
も

の
を
も
仏
教
と
と
ら
え
る
。
し
た
が
っ
て
仏
教
文
学
研
究
の
対
象
は
、
仏

典
や
宗
祖
た
ち
の
法
語
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
原
理
的
に
は
全
て
の
（
全
時

代
の
）
文
学
作
品
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
結
果
と
し
て
発

表
者
は
山
田
・
門
屋
・
藤
巻
と
同
じ
立
場
と
な
る
。
だ
が
発
表
者
は
文
学

を
近
代
以
前
の
も
の
で
あ
っ
て
も
「
一
定
の
構
想
を
も
っ
て
虚
構
と
い
う

手
段
を
、
無
意
識
で
あ
っ
て
も
、
使
い
な
が
ら
人
間
の
内
界
・
外
界
の
真

実
に
肉
薄
し
よ
う
と
す
る
表
現
行
為
」
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
に

読
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
は
全
て
文
学
だ
と
い
う
門
屋
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さ
せ
る
と
い
う
祭
祀
方
法
を
執
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
わ
が
国
の
仏
教
受
容
の
記
事
が
中
国
典
籍
の
模
倣
で
あ
る
と
い

う
見
解
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
中
国
に
お
け
る
排
仏
思
想
と
の
比
較
や

古
代
祭
祀
の
実
態
を
ふ
ま
え
て
検
証
し
て
い
な
い
。
わ
が
国
の
仏
教
受
容

は
、
中
国
に
お
け
る
廃
仏
の
事
例
と
異
な
り
、
仏
教
思
想
を
理
解
し
て
物

部
側
が
「
排
斥
」
し
た
と
は
考
え
難
い
。
さ
ら
に
「
祟
り
」
と
い
う
考
え

は
仏
教
思
想
で
は
皆
無
で
あ
る
。
む
し
ろ
五
世
紀
以
降
に
か
け
て
見
ら
れ

る
氏
族
の
系
譜
か
ら
推
察
で
き
る
祖
霊
崇
拝
が
、
百
済
仏
教
の
孝
思
想
と

結
び
付
き
、
仏
教
崇
拝
が
「
七
世
父
母
」
の
報
恩
と
し
て
伝
道
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
仏
教
受
容
の
記
事
を
検
討
し
て
い
く
と
、
仏
を
わ
が
国
の

神
観
念
に
則
し
て
「
父
の
時
に
祭
れ
る
所
の
仏
神
の
心
に
祟
れ
り
」
と
表

現
す
る
の
は
敏
達
紀
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
父
（
か
ぞ
）
の
時
に
祭
れ

る
」
と
表
現
さ
れ
る
の
は
、
孝
と
報
恩
、
及
び
現
世
と
来
世
の
功
徳
を
願

う
「
誓
願
」
の
仏
教
思
想
が
祖
霊
に
対
す
る
祭
祀
と
融
合
し
て
行
く
途
上

の
記
録
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、「
排
仏
」
と
い
う
用
語
が
近
代
に
作
ら
れ
た
造
語
で
あ

る
以
上
、
六
世
紀
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
事
象
を
近
世
、
近
代
の
思
想
家

た
ち
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
言
語
で
表
現
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
り
、
蘇

我
氏
、
物
部
氏
と
も
に
排
仏
意
識
を
も
っ
て
仏
教
受
容
の
議
論
を
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
陀
は
客
人
神
で
あ
り
、
そ
れ
を
わ
が

国
で
ど
の
よ
う
に
祭
祀
す
る
の
か
と
い
う
事
件
の
伝
承
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
排
仏
（
廃
仏
）
で
は
な
く
、
仏
（
ホ
ト
ケ
）
と
い
う
神
の
祀
り
方

の
論
争
で
あ
る
た
め
、
排
仏
崇
仏
論
争
で
は
な
く
、
神
仏
の
信
奉
方
法
論

争
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

を
信
奉
し
て
い
た
と
い
う
見
解
が
強
い
。
け
れ
ど
も
古
代
の
神
観
念
を
考

慮
す
る
と
、
は
た
し
て
当
時
の
人
々
は
「
排
仏
」
と
い
う
認
識
を
抱
い
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
近
年
の
新
た
な
研
究
成
果
を
見
て
み
た
。
ま
ず
、
蘇
我
氏
は

「
建
邦
之
神
」
を
百
済
に
教
化
し
、
神
祇
を
重
視
し
て
い
た
一
方
、
物
部

氏
は
百
済
と
外
交
し
、
当
時
の
他
の
氏
族
た
ち
と
同
様
に
仏
教
を
受
容
し

て
い
た
様
相
が
み
ら
れ
た
。
次
に
地
方
祭
祀
を
国
家
が
直
接
に
執
行
す
る

の
で
は
な
く
（
在
地
不
介
入
）、
在
地
の
氏
族
を
媒
介
に
す
る
間
接
的
な

祭
祀
で
あ
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
三
輪
山
祭
祀
や
天
皇
親
祭
な
ど
を
考
証
し

て
、
神
を
祭
祀
す
る
適
任
者
を
選
定
し
、
そ
の
神
の
祭
祀
権
を
委
託
し
た

形
式
（
委
託
祭
祀
）
が
古
代
に
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
の
古
代
の
祭
祀
体
系

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
見
解
を
ふ
ま
え
る
と
、
欽
明
天
皇
が
蘇
我
氏
へ
仏
教
信
奉

を
委
託
し
た
理
由
は
、
物
部
氏
よ
り
蘇
我
氏
が
仏
教
受
容
に
前
向
き
で
あ

っ
た
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
根
拠
は
明
確
で
は
な
い
。
彼
ら
は

海
の
彼
方
の
神
を
「
客
人
神
（
ま
ろ
う
ど
か
み
）」
と
信
仰
し
、
さ
ら
に

自
然
現
象
や
災
害
を
神
の
啓
示
、
所
謂
「
祟
り
（
タ
タ
リ
）」
と
認
識
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
祟
り
を
ど
の
よ
う
に
鎮
め
る
か
、
或
い
は
ど
の
よ

う
に
祟
り
を
未
然
に
防
ぐ
か
と
い
う
祭
祀
方
法
を
古
代
の
人
々
は
問
題
と

し
て
い
た
。
そ
の
上
で
物
部
・
中
臣
側
が
同
時
に
天
津
神
と
国
津
神
を
宮

中
に
祀
っ
て
祟
り
が
生
じ
た
と
い
う
崇
神
紀
の
記
録
の
よ
う
に
、
国
内
で

日
本
の
神
と
外
国
の
神
と
を
並
列
に
祀
れ
ば
祟
り
が
起
こ
る
と
い
う
事
象

を
察
知
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
仏
と
日
本
の
神
々
の
祟
り
を
畏
れ

る
た
め
、
仏
を
宮
中
近
郊
に
廃
棄
せ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
客
人
神
の
仏
が
渡
来

し
た
場
所
で
あ
る
難
波
の
堀
江
に
流
棄
し
て
、
彼
の
国
へ
昇
神
（
帰
坐
）
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仏
に
同
じ
」
と
説
く
。
斎
戒
を
守
り
、
仏
縁
を
喜
ぶ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

次
第
に
説
き
進
め
、
禅
宗
が
仏
教
の
多
く
の
宗
派
の
中
で
も
特
に
優
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
理
論
を
発
展
さ
せ
る
。「
此
の
心
に
迷
ふ
者
を
衆
生

と
名
け
、
此
心
を
悟
る
者
を
仏
と
名
く
」
と
言
い
、「
心
即
是
仏
、
仏
即

是
心
」
と
説
く
。
さ
ら
に
公
案
に
つ
い
て
「
一
あ
れ
ば
二
あ
り
。
二
あ
れ

ば
三
あ
り
。
是
何
事
ぞ
と
心
を
静
て
、
心
の
中
に
見
べ
し
。
是
を
公
案
と

云
ふ
」
と
述
べ
る
。
最
後
は
坐
禅
の
仕
方
を
具
体
的
に
述
べ
、
禅
を
通
し

て
悟
り
の
境
地
に
至
ら
し
め
る
と
い
う
の
が
狙
い
で
あ
る
。

　
『
法
燈
法
語
』
は
、
様
々
な
修
学
・
修
行
を
重
ね
、
優
れ
た
師
に
出
遭

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
奥
旨
を
会
得
し
た
覚
心
が
最
終
的
に
達
し
た
境

地
を
、
翻
っ
て
、
多
く
の
人
々
に
わ
か
り
や
す
く
説
き
聞
か
せ
ん
が
た
め

に
、
端
的
に
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。『
由
良
開
山
法
燈
国
師
法
語
』
を

唱
導
文
学
の
優
れ
た
一
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

　

現
在
、
日
本
に
お
け
る
禅
宗
は
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
の
二
大
勢
力
と
な

り
、
鎌
倉
時
代
に
起
こ
っ
た
禅
宗
も
こ
の
二
つ
に
代
表
さ
れ
る
。
し
か
し

鎌
倉
時
代
の
禅
宗
の
実
態
は
必
ず
し
も
現
代
の
禅
宗
と
同
じ
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
禅
を
中
心
と
し
つ
つ
、
密
教
・
浄
土
教
・
律
が
混
在
し
た
よ
う

な
教
え
が
説
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
法
燈
国
師
が
遺
し
た
『
由
良
開
山
法
燈
国
師

法
語
』
は
中
世
の
禅
宗
の
あ
り
方
を
伝
え
る
端
的
な
典
籍
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
こ
の
書
は
古
い
写
本
や
刊
本
が
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
本
書
が
広
い
範
囲
で
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
説
き
方

も
僧
侶
に
の
み
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
在
俗
の
者
に
開
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
刈
萱
道
心
の
高
野
聖
、『
平
家
物
語
』
等
、
同
時
代

『
由
良
開
山
法
燈
国
師
法
語
』
と
唱
導
文
学

龍
口　

恭
子

　

法
燈
国
師
、
心
地
覚
心
は
日
本
・
中
国
の
各
地
で
修
行
を
重
ね
、
後
に

紀
州
由
良
興
国
寺
の
開
山
と
な
っ
た
。
以
後
、
日
本
禅
宗
二
十
四
流
の
一

派
で
あ
る
法
燈
派
の
勢
力
は
非
常
な
広
が
り
を
見
せ
、
一
時
は
興
国
寺
の

末
寺
は
一
四
三
ヶ
寺
に
も
上
っ
た
。
し
か
し
豊
臣
秀
吉
の
紀
州
攻
め
に
よ

り
、
興
国
寺
は
灰
燼
に
帰
し
、
法
燈
派
は
勢
力
を
弱
め
、
現
在
、
興
国
寺

は
妙
心
寺
派
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
法
燈
の
名
は
、
今
で
は
、『
無
門

関
』
を
将
来
し
、
我
が
国
に
味
噌
・
醤
油
を
伝
え
、
ま
た
虚
無
僧
の
起
源

と
な
る
中
国
人
を
引
き
連
れ
て
来
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

本
論
は
、
法
燈
国
師
、
心
地
覚
心
に
つ
い
て
、
そ
の
人
と
な
り
、
及
び

思
想
を
明
ら
か
に
す
る
過
程
に
お
い
て
、
資
料
的
に
確
実
な
も
の
を
扱
う

こ
と
、
多
様
な
行
動
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
存
す
る
法
燈
国
師

の
著
述
の
一
つ
『
由
良
開
山
法
燈
国
師
法
語
』
を
中
世
の
唱
導
文
学
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

覚
心
は
九
十
二
年
の
生
涯
を
修
行
と
教
化
に
明
け
暮
れ
、
著
作
ら
し
い

も
の
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
一
つ
『
由
良
開
山
法
燈
国
師

法
語
』
は
そ
の
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
教
え
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
の
特
色
を
伺
う
に
、
述
べ
方
は
平
易
で
あ
り
、
在
家
者
を
対
象
と
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
妻
子
を
抱
え
、
そ
れ
故
に
罪
さ
え
犯
し
、
そ
の

結
果
地
獄
の
責
め
苦
を
受
け
る
凡
夫
の
愚
か
さ
を
述
べ
、
女
や
酒
に
溺
れ

る
こ
と
を
諫
め
る
。
こ
の
世
が
無
常
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
常
住
不
変

で
あ
る
と
信
じ
て
懈
怠
の
中
に
一
生
を
送
る
こ
と
を
誡
め
る
。
た
だ
喜
ば

し
い
こ
と
は
人
の
身
を
受
け
た
こ
と
で
あ
り
、
仏
戒
を
受
け
れ
ば
「
位
諸
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ば
唐
代
に
は
既
に
参
禅
の
覚
帳
が
存
在
し
て
い
た
が
（『
臨
済
録
』『
景
徳

伝
燈
録
』）、
日
本
で
も
夢
窓
疎
石
が
「
今
時
の
学
人
、
多
く
は
是
れ
冊
子

の
中
に
於
い
て
、
古
人
の
語
脈
を
探
り
得
て
、
胸
中
に
蘊
在
し
て
、
代
語

別
語
、
滞
る
所
無
く
、
一
挨
一
拶
、
自
由
を
得
て
、
自
ら
謂
ふ
、
祖
師
の

玄
旨
止た
だ

此
の
如
き
の
み
」（『
西
山
夜
話
』）
と
述
べ
、
公
案
を
「
冊
子
」

に
ま
と
め
て
い
た
様
子
を
伝
え
る
。
そ
し
て
徳
川
期
の
黄
檗
僧
・
潮
音
道

海
が
「
此
国
二
百
年
来
、
禅
家
済
洞
の
二
宗
、
日
本
の
古
徳
祖
師
の
公
案

に
平
話
著
語
な
ど
付
を
き
た
る
を
取
あ
つ
め
て
、
是
を
参
則
と
定
て
、
碧

前
百
則
、
碧
巌
百
則
、
碧
後
百
則
、
此
三
百
則
を
か
ぞ
へ
て
破
参
大
悟
と

号
し
て
、
行あ
ん

巻け
ん

袋ぶ
く
ろ、
密み
つ

参さ
ん

箱ば
こ

に
収
て
、
是
を
一
大
事
因
縁
と
お
も
へ
り
」

（『
霧
海
南
針
』）
と
記
す
る
よ
う
に
、
室
町
期
に
は
禅
が
活
発
な
問
答
や

激
烈
な
修
行
を
通
し
た
自
己
の
打
発
で
は
な
く
、
単
に
「
模
範
解
答
」
を

な
ぞ
り
護
持
す
る
文
字
禅
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う
禅
で
堺
の

民
衆
に
か
か
わ
る
養
叟
が
、
一
休
に
は
「
堺
の
濱
に
近
日
着
き
し
商
船
、

飛
魚
を
売
ら
ず
只
だ
禅
を
売
る
」（『
自
戒
集
』）
と
み
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
禅
の
形
式
化
と
権
威
化
を
め
ぐ
る
両
者
の
対
立
を
考
察
す
る

上
で
、
大
燈
国
師
（
宗
し
ゅ
う

峰ほ
う

妙み
ょ
う

超ち
ょ
う）
の
禅
を
如
何
に
理
解
し
継
ぐ
か
と
い

う
視
座
を
欠
い
て
は
な
る
ま
い
。
大
燈
は
公
案
を
透
過
し
た
際
、
師
の
大

応
国
師
（
南な
ん

浦ぽ

紹じ
ょ
う

明み
ん

）
か
ら
「
吾
が
宗
你
に
到
り
て
大
い
に
立
し
去
ら

ん
。
只
だ
是
れ
二
十
年
長
養
し
、
人
を
し
て
此
の
証
明
を
知
ら
し
め
よ
」

と
の
書
を
与
え
ら
れ
た
（『
大
燈
国
師
行
状
』）
た
め
、
二
十
年
に
わ
た
り

京
の
五
条
橋
辺
に
隠
遁
し
乞
食
し
な
が
ら
修
行
し
た
（「
聖
胎
長
養
」）
と

さ
れ
る
。
と
く
に
貧
民
の
中
の
禅
者
は
「
放
下
僧
」「
暮ぼ

露ろ

」
な
ど
と
呼

ば
れ
、
権
門
化
す
る
禅
門
と
は
離
れ
て
教
化
す
る
破
戒
的
な
風
狂
の
存
在

と
し
て
、
鎌
倉
期
以
来
多
く
み
ら
れ
た
（
原
田
正
俊
『
日
本
中
世
の
禅
宗

の
文
学
作
品
と
の
関
わ
り
か
ら
、
唱
導
文
学
と
し
て
こ
れ
を
捉
え
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
興
国
寺
を
中
心

に
民
俗
芸
能
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
、
法
燈
国
師
の
活
動

が
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

　

本
論
を
な
す
に
あ
た
り
、
紀
伊
由
良
の
地
で
永
ら
く
法
燈
国
師
の
研
究

に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
大
野
治
先
生
に
種
々
御
教
示
頂
い
た
こ
と
を
記
し

て
御
礼
の
言
葉
に
代
え
さ
せ
て
頂
く
。

『
自
戒
集
』
に
お
け
る
「
密
参
録
」
の
問
題

│
│ 

一
休
の
宗
門
批
判
と
し
て 
│
│

飯
島　

孝
良

　

一い
っ

休き
ゅ
う

宗そ
う

純じ
ゅ
んが

『
自
戒
集
』（
康
正
元
〔
一
四
五
五
〕
年
）
で
、
兄
弟
子

で
大
徳
寺
二
十
六
世
住
持
の
養よ
う

叟そ
う

宗そ
う

頤い

を
厳
し
く
糾
弾
し
た
の
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
と
は
、
当
時
の
大
徳
寺
を
支
え
る
た
め
に
養
叟

の
展
開
し
て
い
た
公
案
禅
が
、
在
家
に
提
供
し
て
収
入
を
得
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
点
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
密
参
録
」
な
る
一
種
の
「
模
範
解

答
」
を
以
て
容
易
に
得
法
さ
せ
る
宗
門
を
代
表
す
る
よ
う
な
養
叟
と
、
そ

れ
ら
と
一
線
を
画
し
て
風
狂
に
生
き
る
一
休
、
と
い
う
対
立
構
図
も
ま

た
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
密
参
録
」
を
め
ぐ
る
対
立

か
ら
当
時
の
禅
門
の
重
要
な
位
相
を
見
出
し
得
る
。
ひ
と
つ
は
い
わ
ゆ
る

「
看
話
」「
打
坐
」
の
よ
う
な
禅
体
験
か
ら
文
字
禅
へ
の
形
式
化
、
宗
門
と

民
衆
の
交
流
の
在
り
か
た
、
そ
し
て
漢
語
た
る
禅
公
案
に
対
す
る
和
語
の

解
釈
と
い
う
、
一
種
の
日
本
化
で
あ
る
。

　
「
密
参
録
」
に
最
初
期
に
着
目
し
た
の
は
鈴
木
大
拙
の
『
禅
思
想
史
研

究
第
一
』（
昭
和
十
八
〔
一
九
四
三
〕
年
）
で
あ
る
。
そ
の
整
理
に
よ
れ
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禅
浄
関
係
を
巡
っ
て

│
│ 『
夢
中
問
答
集
』
〜
『
谷
響
集
』
を
考
察
す
る 

│
│

高
柳
さ
つ
き

は
じ
め
に

　

夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
―
一
三
五
一
年
）
が
、
足
利
直
義
の
問
い
に
対

し
、
禅
仏
教
を
中
心
と
し
仏
教
全
般
に
つ
い
て
丁
寧
に
解
説
し
た
仮
名
法

語
が
『
夢
中
問
答（
集
）』（
一
三
四
四
年
）
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
浄
土

教
の
部
分
の
扱
い
を
不
満
に
思
っ
た
浄
土
宗
僧
侶
で
あ
る
鎌
倉
光
明
寺
の

澄
円
（
智
演
）（
一
二
九
〇
―
一
三
一
七
年
）
が
反
論
と
し
て
著
し
た
の

が
『
夢
中
松
風
論
』（
成
立
年
未
詳
）
で
あ
る
。
夢
窓
は
そ
れ
に
対
し
て

更
に
『
谷
響
集
』（
成
立
年
未
詳
）
で
反
論
す
る
。

　

本
発
表
で
は
、
三
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
や
り
と
り
を
禅
浄
を
中
心
と
し
た

諸
宗
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
眺
め
、
そ
れ
ら
よ
り
夢
窓
疎
石
の
諸
宗
関

係
の
考
え
を
考
察
し
て
み
た
い
。

『
夢
中
問
答（
集
）』（
夢
窓
疎
石
）

　

穢
土
浄
土
、
自
力
他
力
、
難
行
易
行
を
隔
て
る
の
は
大
乗
・
了
義
の
法

門
で
は
な
い
こ
と
、
浄
土
門
は
不
了
義
で
無
相
念
仏
も
最
上
の
了
義
で
は

な
い
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、
名
号
を
唱
え
る
こ
と
そ
の
も
の
が
不
了
義

な
の
で
は
な
く
、
穢
土
の
外
に
浄
土
を
求
め
る
の
が
不
了
義
で
あ
り
、
ま

た
、
名
号
だ
け
が
正
し
く
他
を
認
め
な
い
姿
勢
が
大
乗
の
教
え
に
反
す
る

の
だ
と
し
、
浄
土
門
そ
の
も
の
の
否
定
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

『
夢
中
松
風
論
』（
澄
円
）

　

夢
窓
へ
の
反
論
と
し
て
、
浄
土
門
は
他
力
の
浄
土
法
門
の
大
乗
で
あ

る
、
念
仏
の
修
行
者
は
誹
謗
大
乗
人
で
な
い
、
念
仏
往
生
は
他
宗
に
も
通

じ
全
て
に
勝
る
こ
と
等
を
主
張
す
る
が
、
論
の
運
び
が
感
情
的
な
部
分
も

と
社
会
』）。
一
休
は
こ
れ
を
重
視
し
、『
大
燈
国
師
行
状
』
に
「
刻
苦
、

自
ら
厲み
が

き
て
寒
飢
を
忘
す
る
に
至
る
」
程
度
し
か
記
載
が
な
い
こ
と
を
批

判
す
る
程
で
あ
っ
た
（『
狂
雲
集
』
奥
村
本
・
八
／『
一
休
和
尚
年
譜
』
宝

徳
三
年
）。
し
か
し
大
燈
が
「
聖
胎
長
養
」
の
の
ち
に
大
徳
寺
を
開
創
し
、

花
園
上
皇
や
後
醍
醐
天
皇
の
篤
い
帰
依
と
庇
護
を
受
け
た
点
を
鑑
み
れ

ば
、
必
ず
し
も
養
叟
の
姿
勢
が
大
燈
か
ら
乖
離
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

即
ち
一
休
と
養
叟
は
大
燈
の
「
出
世
間
」
と
「
世
間
」
を
各
々
担
っ
た
と

も
、
或
い
は
相
互
に
補
完
し
合
っ
て
い
た
と
も
み
え
る
。
そ
れ
は
両
者
が

共
に
、
大
徳
寺
二
十
二
世
住
持
と
な
る
も
本
山
か
ら
の
招
聘
を
断
り
、
伽

藍
や
印
可
に
縛
ら
れ
ぬ
姿
勢
を
貫
い
た
華け

叟そ
う

宗そ
う

曇ど
ん

の
門
弟
だ
っ
た
こ
と
も

か
か
わ
ろ
う
。

　

ま
た
「
密
参
録
」
に
鈴
木
大
拙
が
着
目
し
た
の
は
、
宋
代
禅
の
公
案
が

次
第
に
和
語
で
語
ら
れ
だ
し
た
こ
と
を
明
か
す
資
料
と
看
做
し
て
い
た
か

ら
の
よ
う
で
あ
る
。
養
叟
と
一
休
の
対
立
で
も
問
題
に
な
っ
た
よ
う
な
公

案
禅
は
大
燈
の
『
百
二
十
則
』
で
体
系
化
が
進
み
、
後
の
白
隠
禅
（
更
に

は
大
拙
の
受
容
し
た
近
代
禅
）
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ

は
ま
た
、
大
拙
の
『
禅
思
想
史
研
究
』
で
中
心
テ
ー
マ
の
盤ば
ん

珪け
い

永よ
う

琢た
く

が

「
日
本
人
に
似
合
た
や
う
に
、
平
話
で
道
を
問
が
よ
ふ
ご
ざ
る
」（『
盤
珪

禅
師
語
録
』）
と
考
え
た
よ
う
な
、
和
語
に
よ
る
参
禅
の
展
開
と
い
う
日

本
禅
の
源
流
を
見
出
し
う
る
も
の
と
い
え
る
。
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心
所
の
諸
法
に
つ
い
て 

│
│ 『
法
門
備
忘
録
』
を
中
心
に 

│
│石

川　

美
惠

　
『
法
門
備
忘
録
（Chos kyi rnam

 grangs kyi brJed byang

）』

（
略
称
『
備
忘
』）
は
、
九
世
紀
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
三
大
翻
訳
師
の
一

人
で
、
大
校
閲
翻
訳
師
の
称
号
を
持
つ
カ
ワ
・
ペ
ル
ツ
ェ
ク
（sK

a ba 
dPal brtsegs

）
等
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
仏
教
語
釈
書
で
あ
る
。
ペ
ル

ツ
ェ
ク
に
は
他
に
数
点
の
編
著
作
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
『
備
忘
』
と
共
に

大
蔵
経
中
に
現
存
す
る
。
そ
の
う
ち
ペ
ル
ツ
ェ
ク
を
主
編
と
し
て
編
纂
さ

れ
た
『
法
門
』
は
八
フ
ォ
リ
オ
程
の
仏
教
語
彙
集
で
、
前
書
き
に
は
「『
備

忘
録
』
の
本
頌
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
従
来
『
備
忘
録
』
が
こ
の

『
備
忘
』
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
て
き
た
。『
備
忘
』
の
分
量
は
北
京
版
で

は
七
十
フ
ォ
リ
オ
程
で
あ
り
、
こ
れ
は
同
時
期
に
活
躍
し
た
同
じ
く
三
大

翻
訳
師
の
イ
ェ
シ
ェ
ー
デ
が
携
わ
っ
た
欽
定
語
釈
集
『
二
巻
本
訳
語
釈
』

の
二
倍
弱
に
相
当
す
る
。
そ
の
『
二
巻
本
訳
語
釈
』
は
、『
倶
舍
論
』
か

ら
の
引
用
が
多
く
、
唯
識
系
の
解
釈
も
術
語
も
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し

『
備
忘
』
は
逆
に
、
前
書
き
に
相
当
す
る
部
分
で
「
瑜
伽
師
な
ど
の
」「
典

籍
か
ら
語
義
を
集
め
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
『
備
忘
』

が
規
定
す
る
五
蘊
の
中
の
色
・
受
・
想
蘊
が
と
も
に
『
五
蘊
論
』
と
そ
の

註
釈
、『
集
論
』
や
『
雑
集
論
』
を
引
用
し
、
語
義
解
釈
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
五
蘊
の
う
ち
「
行
蘊
」

の
構
成
と
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
編
集
の
意
図
を
探
り
た
い
。

　

行
蘊
は
、
心
相
応
行
と
心
不
相
応
行
に
分
け
ら
れ
る
が
、
学
系
に
よ
っ

て
内
容
は
分
か
れ
る
。『
備
忘
』
は
「
心
相
応
行
法
は
五
十
一
、
心
不
相

応
行
法
は
十
四
」
と
記
し
て
お
り
、
心
相
応
行
法
の
五
十
一
は　

①
五
遍

行
、
②
五
別
境
、
③
十
一
善
、
④
六
煩
悩
、
⑤
二
十
随
煩
悩
、
⑥
四
不
定

多
く
、
議
論
が
余
り
噛
み
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
感
じ
る
。

『
谷
響
集
』（
夢
窓
疎
石
）

　

夢
窓
は
浄
土
門
を
あ
く
ま
で
方
便
と
し
て
便
宜
的
に
不
了
義
と
名
づ
け

た
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
、
他
宗
や
他
教
を
認
め
な
い
排
他
的
な
姿
勢
を
難

じ
て
い
る
。
し
か
し
、
禅
宗
は
教
外
で
教
内
の
浄
土
門
と
は
別
の
範
疇
で

あ
る
と
し
、
禅
が
浄
土
門
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
と
い
う
含
み
も
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
禅
宗
の
「
本
分
の
田
地
」
は
浄
土
に
も
穢
土
に
も

あ
り
、
こ
の
究
極
の
悟
り
に
は
禅
者
だ
け
で
は
な
く
、
念
仏
者
も
到
達
し

得
る
と
い
っ
て
い
る
。

ま
と
め

　

以
上
の
や
り
と
り
よ
り
、
夢
窓
疎
石
が
禅
の
悟
り
の
有
り
様
と
し
て
掲

げ
る
「
本
分
の
田
地
」
が
夢
窓
の
禅
思
想
や
諸
宗
観
を
考
え
る
上
で
重
要

な
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

夢
窓
は
禅
浄
関
係
に
つ
い
て
は
、
方
便
と
し
て
は
、
禅
の
優
位
性
を
認

め
る
も
の
の
、
浄
土
門
そ
の
も
の
は
他
宗
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
禅
と
変

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
夢
窓
が
非
難
す
る
の
は
、
他
宗
・

他
教
を
排
除
し
た
り
差
別
す
る
姿
勢
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
夢
窓
が
考
え
る
禅
の
悟
り
の
極
地
で
あ
る
「
本
分
の

田
地
」
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
禅
に
諸
宗
を
包
摂
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
後
、
こ
の
「
本
分
の
田
地
」
が
夢
窓
疎
石
の
禅
思
想
の
中
で
い
か
な

る
思
想
構
造
を
持
つ
の
か
、
他
の
禅
僧
と
比
較
す
る
な
ど
し
て
考
察
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
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忘
』
は
十
四
に
続
く
十
五
番
目
を
九
つ
に
細
分
し
て
二
十
三
を
数
え
て
お

り
、
こ
れ
は
本
書
独
自
の
解
釈
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
仏
教
語
彙
集

で
あ
る
『
法
門
』
も
語
彙
の
採
取
は
『
五
蘊
論
』
と
全
く
同
じ
で
、
流
転

以
下
を
欠
い
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
備
忘
』
は
行
蘊
に
関
し
て
も
『
五
蘊
論
』『
雑
集

論
』
な
ど
唯
識
系
の
論
書
を
引
用
し
て
語
義
解
釈
を
行
う
が
、
心
不
相
応

行
を
十
四
、
そ
の
同
類
の
も
の
を
九
と
い
う
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、『
備
忘
』
に
お
い
て
は
十
四
の
心
不
相
応
行
を
基
幹
と
み

な
し
、
残
り
の
九
つ
は
そ
れ
に
従
属
す
る
項
目
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
い

う
編
集
意
図
が
見
て
取
れ
る
。

皇
円
と
阿
闍
梨
池
伝
承
に
つ
い
て 

│
│ 

信
州
善
光
寺
を
中
心
に 

│
│

小
林　

順
彦

　

皇
円
（
？
―
一
一
六
九
）
は
平
安
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
比
叡
山
の
学

僧
で
、
別
名
「
肥
後
阿
闍
梨
」
と
も
称
さ
れ
、
浄
土
宗
開
祖
の
法
然
（
一

一
三
三
―
一
二
一
二
）
の
師
匠
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
卍
元
師
蛮
（
一

六
二
六
―
一
七
一
〇
）
の
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、
皇
円
は
現
身
一

世
で
は
仏
道
を
成
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
嘆
じ
て
、
弥
勒
出
世
の

三
会
の
暁
に
会
す
べ
く
大
蛇
（
龍
）
に
変
じ
て
、
静
岡
県
桜
が
池
に
入
定

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
皇
円
に
関
係
し
た
史
跡
が
、
信
州
善
光
寺
一
山
の
本
覚
院
に
あ

る
。
そ
こ
は
「
阿
闍
梨
池
」
と
呼
ば
れ
、
善
光
寺
七
池
の
一
つ
と
し
て
数

え
ら
れ
て
い
る
。
本
覚
院
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
承
に
よ
れ
ば
、
安
元
二

年
（
一
一
七
六
）
弟
子
法
然
が
皇
円
に
対
す
る
報
恩
謝
徳
の
た
め
桜
が
池

で
別
事
念
仏
を
修
し
た
と
こ
ろ
、
池
上
に
皇
円
が
出
現
し
談
話
し
た
と
い

の
六
つ
に
分
け
る
た
め
、
唯
識
系
の
解
釈
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

　

語
釈
は
割
愛
し
ト
ピ
ッ
ク
だ
け
を
列
挙
す
れ
ば
、
①
五
遍
行
：
⑴
触　

⑵
如
理
作
意　

⑶
受　

⑷
想　

⑸
思　

②
五
別
境
：
⑴
欲　

⑵
勝
解　

⑶

念　

⑷
三
摩
地　

⑸
慧　

③
十
一
善
：
⑴
信　

⑵
慚　

⑶
愧　

⑷
無
貪　

⑸
無
瞋　

⑹
無
癡　

⑺
勤　

⑻
軽
安　

⑼
不
放
逸　

⑽
行
捨　

⑾
不
害　

④
六
煩
悩
：
⑴
貪　

⑵
瞋　

⑶
慢（
七
慢
）　

⑷
無
明　

⑸
見（
五
見
）　

⑹

疑　

⑤
二
十
随
煩
悩
：
⑴
忿　

⑵
恨　

⑶
覆　

⑷
悩　

⑸
嫉　

⑹
慳　

⑺

誑　

⑻
諂　

⑼
憍　

⑽
害　

⑾
無
慚　

⑿
無
愧　

⒀
惛
沈　

⒁
掉
挙　

⒂

不
信　

⒃
懈
怠　

⒄
放
逸　

⒅
失
念　

⒆
散
乱　

⒇
不
正
知　

⑥
四
不

定
：
⑴
悔　

⑵
睡
眠　

⑶
尋　

⑷
伺
で
あ
る
。
次
に
、
心
不
相
応
行
法
に

つ
い
て
は
「
心
不
相
応
行
法
十
四
は
何
か
と
言
え
ば
」
と
あ
り
、
十
四
と

数
を
規
定
し
て
い
る
。
細
目
は　

①
得　

②
無
想
定　

③
滅
尽
定　

④
無

想〔
果
〕　

⑤
命
根　

⑥
衆
同
分　

⑦
生　

⑧
老　

⑨
住　

⑩
無
常
性　

⑪

名
身　

⑫
句
身　

⑬
文
身　

⑭
異
生
性　
（
⑮
）そ
の
よ
う
な
も
の
（
＝
心

不
相
応
行
）
と
同
類
の
も
の
：
⑴
流
転　

⑵
定
異　

⑶
相
応　

⑷
勢
速　

⑸
次
第　

⑹
時　

⑺
方　

⑻
数　

⑼
和
合　

を
挙
げ
る
。

　
『
備
忘
』
は
心
不
相
応
行
を
「
十
四
」
と
規
定
し
な
が
ら
、
十
五
番
目

に
相
当
す
る
「
九
つ
の
同
類
」
を
立
て
る
。
流
転
以
下
の
細
目
は
『
五
蘊

論
』
に
は
な
い
が
、
安
慧
註
や
『
雑
集
論
』
に
は
ほ
ぼ
同
一
の
語
釈
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
九
つ
の
同
類
に
対
し
『
備
忘
』
は
両
書
の
語
義

説
明
の
中
か
ら
因
果
関
係
に
関
す
る
解
釈
を
抽
出
し
、
語
義
と
し
て
採
用

す
る
。『
五
蘊
論
』
が
十
五
番
目
に
「
心
不
相
応
行
と
同
類
の
も
の
」
と

だ
け
述
べ
た
も
の
に
、
安
慧
註
や
『
雑
集
論
』
は
解
説
を
加
え
た
が
、
心

不
相
応
行
法
二
十
三
を
同
じ
階
層
で
列
挙
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
『
備
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で
あ
る
が
、
善
光
寺
の
こ
と
が
説
か
れ
て
い
な
い
。

　

各
種
法
然
伝
に
は
、
皇
円
と
桜
が
池
の
記
事
が
必
ず
説
か
れ
、
こ
の
伝

承
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
仮
に
も
龍
神
と
な
っ
た
皇
円
が

自
ら
の
過
ち
で
現
身
に
お
い
て
苦
し
み
を
受
け
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
術
を

泣
い
て
法
然
に
懇
願
す
る
と
い
う
く
だ
り
に
は
違
和
感
を
覚
え
ず
に
は
お

れ
な
い
。
確
か
に
本
覚
院
の
伝
承
だ
け
で
は
、
な
ぜ
皇
円
が
善
光
寺
に
参

詣
す
る
の
か
が
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
皇
円
の
誓
願
を
も
否
定
す
る
と
こ

ろ
に
、
明
ら
か
に
専
修
念
仏
の
浄
土
教
の
優
位
性
を
図
る
思
惑
が
見
て
と

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
や
は
り
浄
土
宗
系
の
聖
の
存
在
を
疑
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
平
祐
史
氏
は
安
居
院
流
唱
導
家
の
関
与
を
提
唱
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
存
在
も
十
分
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
承

久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
善
光
寺
如
来
を
模
写
し
た
人
物
と
し
て
、
応
永

縁
起
に
源
延
（
浄
蓮
）
の
名
が
見
え
る
が
、
彼
は
安
居
院
流
の
祖
で
あ
る

澄
憲
（
一
一
二
六
―
一
二
〇
三
）
の
門
下
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
共
に
看
過
出
来
な
い
の
は
、
善
光
寺
鎮
守
の
神
で
あ
る
諏
訪
神

と
の
関
係
で
あ
る
。
諏
訪
神
は
ま
た
龍
神
と
の
記
述
も
あ
る
。
桜
が
池
に

あ
る
池
宮
神
社
の
祭
神
も
諏
訪
神
で
あ
る
し
、
桜
が
池
自
体
諏
訪
湖
と
つ

な
が
っ
て
い
る
伝
承
も
あ
る
。
同
じ
諏
訪
神
信
仰
圏
内
に
あ
る
阿
闍
梨
池

と
桜
が
池
の
伝
承
は
、
龍
神
で
も
あ
る
諏
訪
神
の
信
仰
を
う
ま
く
取
り
入

れ
な
が
ら
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

偽
経
『
清
浄
法
行
経
』
の
受
容
と
展
開

│
│ 
日
本
に
お
け
る
事
例
を
中
心
に 

│
│

鈴
木　

英
之

　
『
清
浄
法
行
経
』（
以
下
『
法
行
経
』）
は
、
六
朝
末
期
の
成
立
と
さ
れ

う
。
そ
の
後
の
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
正
月
十
八
日
の
夜
、
善
光
寺
一

帯
の
天
候
が
大
荒
れ
と
な
り
清
香
馥
郁
な
る
香
り
と
共
に
、
大
蛇
が
現
れ

本
堂
を
廻
る
こ
と
七
回
、
頭
首
を
内
陣
礼
盤
に
乗
せ
、
善
光
寺
如
来
を
拝

し
た
後
、
本
堂
西
に
有
る
沼
に
入
っ
た
と
い
い
、
こ
れ
が
現
在
の
阿
闍
梨

池
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
阿
闍
梨
池
は
遠
く
桜
が
池
と
つ
な
が
っ
て

い
る
と
さ
れ
、
毎
年
旧
暦
正
月
十
八
日
か
ら
二
十
五
日
は
善
光
寺
一
帯
の

天
候
が
悪
く
な
り
、
こ
れ
は
皇
円
が
善
光
寺
に
来
た
た
め
と
さ
れ
、
古
く

は
「
阿
闍
梨
荒
れ
」
と
称
さ
れ
た
。

　

さ
て
問
題
な
の
は
、
こ
の
皇
円
自
身
の
伝
説
が
、
当
初
は
善
光
寺
と
関

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
阿
闍
梨
池
の
こ
と
が

最
初
に
出
て
く
る
善
光
寺
関
連
の
も
の
は
、
応
永
縁
起
で
あ
る
。
し
か
し

応
永
縁
起
に
は
、
静
岡
県
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な
井
戸
が

あ
り
、
こ
の
井
戸
か
ら
一
匹
の
霊
蛇
が
出
て
き
て
僧
を
悩
ま
す
、
と
い
う

簡
単
な
記
述
、
そ
れ
も
僧
を
悩
ま
す
迷
惑
な
霊
蛇
と
し
て
書
か
れ
て
い

る
。
他
に
皇
円
関
係
の
記
述
と
し
て
は
、『
善
光
寺
道
名
所
図
絵
』『
善
光

寺
縁
起
集
註
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
な
ぜ
皇
円
が
善
光
寺
に
参
詣
す

る
の
か
と
い
う
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
皇
円
は
弥
勒
の
出
世
を

待
つ
た
め
に
、
大
蛇
（
龍
）
に
変
化
し
て
桜
が
池
に
入
定
し
た
の
で
あ
る

が
、
法
然
と
の
対
話
の
な
か
で
畜
趣
に
な
っ
た
が
故
に
苦
を
受
け
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
皇
円
が
一
念
の
妄
心
に
よ
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
で
、
法
然
が
説
く
専
修
念
仏
の
教
え
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と

す
る
。
そ
し
て
こ
の
苦
し
み
を
逃
れ
る
た
め
に
は
、
善
光
寺
如
来
に
救
い

を
求
め
る
し
か
な
い
と
法
然
に
諭
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
述

の
『
本
朝
高
僧
伝
』
や
東
海
道
の
説
話
や
物
語
を
集
め
た
『
東
海
道
五
十

三
対
』
で
は
、
畜
趣
に
な
っ
た
皇
円
が
法
然
に
救
い
を
求
め
る
点
は
同
じ
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生
」
と
い
う
形
で
諸
書
に
引
用
さ
れ
る
偈
文
の
こ
と
を
指
す
。
日
本
で
創

作
さ
れ
た
偽
偈
文
だ
が
、
釈
迦
が
、
入
滅
後
に
末
法
の
世
の
中
で
、
衆
生

を
化
度
す
る
た
め
に
大
明
神
と
し
て
示
現
す
る
、
と
い
う
一
種
の
予
言
め

い
た
内
容
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
本
地
垂
迹
説
の
経
証
と
し
て
幅
広
く
流
布

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
『
天
神
講
式
』
に
よ
れ
ば
、『
法
行
経
』
と
『
悲
華
経
』
が
併
記
さ
れ
た

後
で
、
三
菩
薩
が
孔
子
・
顔
回
・
老
子
と
し
て
示
現
し
た
よ
う
に
、
観
音

菩
薩
が
「
道
真
」
の
姿
を
と
り
、
ま
た
、
孔
老
や
道
真
が
「
夢
後
」（
死

後
）
に
「
神
明
」
と
な
っ
た
よ
う
に
、
道
真
も
死
後
「
天
神
」
に
な
っ
た

の
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。
人
間
も
神
も
、
菩
薩
を
本
地
と
す
る
垂
迹
関
係
に

違
い
は
な
い
。
だ
が
『
天
神
講
式
』
で
は
、
菩
薩
が
人
間
の
姿
を
と
る
場

合
と
、
人
間
と
し
て
示
現
し
た
菩
薩
が
死
後
に
神
に
な
る
場
合
で
、
前
者

が
『
法
行
経
』、
後
者
が
『
悲
華
経
』
と
、
経
証
と
な
る
文
章
が
使
い
分

け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
議
論
は
、『
耀
天
記
』「
山
王
事
」
に
も
見
え
る
。『
悲
華
経
』

が
引
用
さ
れ
、
孔
子
ら
三
人
が
死
後
に
「
神
」
と
な
っ
た
こ
と
は
、
釈
迦

の
「
御
本
意
」（『
悲
華
経
』）
を
知
っ
て
、
菩
薩
が
「
和
光
同
塵
ノ
神
明
」

と
し
て
示
現
し
た
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
先
述
の
通
り
、「
山
王
事
」
で
は
、

本
地
垂
迹
の
経
証
と
し
て
『
法
行
経
』
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
た
。
だ
が

一
方
で
、
こ
う
し
た
用
例
か
ら
は
、
菩
薩
が
人
間
と
し
て
化
現
し
た
場
合

と
、
神
と
し
て
化
現
し
た
場
合
と
で
経
証
を
分
け
て
考
え
る
べ
き
、
と
の

意
識
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
仏
教
書
・
神
道
書
以
外
の
『
法

行
経
』
の
用
例
（
歴
史
書
や
歌
学
書
な
ど
）
で
、
菩
薩
が
示
現
し
た
姿
を
、

日
本
の
神
々
で
は
な
く
、
柿
本
人
麻
呂
や
白
楽
天
、
菅
原
道
真
な
ど
、
後

世
神
格
化
さ
れ
、
崇
拝
の
対
象
と
な
っ
た
文
人
・
偉
人
と
す
る
も
の
が
複

る
中
国
撰
述
の
偽
経
で
、
本
地
垂
迹
説
と
同
様
の
論
理
を
も
つ
「
三
聖
派

遣
説
」
を
説
く
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
三
聖
派
遣
説
と
は
、
釈
迦
が
中
国
を

教
化
す
る
に
あ
た
り
、
迦
葉
・
光
浄
・
儒
童
ら
三
菩
薩
（
三
聖
）
を
、
老

子
・
孔
子
・
顔
回
と
し
て
派
遣
し
、
先
に
道
教
と
儒
教
を
説
か
せ
る
こ
と

で
、
仏
教
を
受
け
入
れ
る
素
地
を
調
え
さ
せ
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の

説
に
よ
っ
て
、『
法
行
経
』
は
、
日
本
の
本
地
垂
迹
説
の
経
証
と
し
て
重

要
視
さ
れ
た
、
と
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
、
そ
う
し
た

用
例
は
僅
か
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。

　

三
聖
派
遣
説
は
、
道
教
徒
な
ど
の
排
仏
論
者
に
対
し
て
仏
教
の
優
位
性

を
主
張
す
る
た
め
に
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
、
元
代
ま
で
の
中
国
で
の
用
例

（
二
十
二
書
／
二
十
七
例
）
も
、
ほ
ぼ
全
て
同
様
の
文
脈
の
中
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
室
町
記
ま
で
の
日
本
の
用
例
で
は
、
仏
教
書
（
二
十
五
書
／

三
十
例
）
な
ら
ば
、
一
例
を
除
き
、
中
国
同
様
に
仏
教
の
優
越
性
を
主
張

す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
事
例
が
殆
ど
で
、
仏
神
の
垂
迹
関
係
の
経
証
と

す
る
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
一
方
、
神
道
書
（
六
書
／
九
例
）
で
は
、
天

台
系
の
神
道
論
の
中
で
『
法
行
経
』
が
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
、『
耀
天

記
』「
山
王
事
」
や
、
天
台
僧
・
慈
遍
の
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』
な
ど
で

本
地
垂
迹
の
経
証
と
し
て
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
の
神

と
の
関
連
づ
け
る
用
例
は
、
天
台
に
お
け
る
用
例
の
他
に
は
『
沙
石
集
』

『
神
代
巻
秘
決
』『
天
神
講
式
』
く
ら
い
し
か
見
出
せ
ず
、
管
見
の
限
り
、

神
道
書
に
お
け
る
引
用
は
意
想
外
に
少
な
い
。

　

そ
の
理
由
を
考
え
る
上
で
着
目
し
た
の
が
、『
法
行
経
』
の
経
証
と
し

て
の
役
割
で
あ
る
。
菅
原
為
長
『
天
神
講
式
』（
十
三
世
紀
）
で
は
、『
法

行
経
』
と
、『
悲
華
経
』
の
二
経
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
。『
悲

華
経
』
と
は
、
通
常
「
我
滅
度
後　

於
末
法
中　

現
大
明
神　

広
度
衆
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流
行
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
版
本
と
し
て
謡
本
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
多
く
の
人
々
が
謡
い
を
た
し
な
む
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
の
後

期
に
は
、
小
謡
の
部
分
の
み
を
あ
つ
め
た
本
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い

る
。
能
は
式
楽
と
な
っ
て
武
家
、
公
家
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
謡
い
は
教

養
と
し
て
も
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
謡
を
謡
う
慣
習
の
例
と
し
て
は
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
が
、「
高
砂
」
を
婚
礼
の
儀
で
謡
う
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
さ

ら
に
生
活
へ
密
着
し
た
例
と
し
て
は
、
旧
松
代
藩
の
地
域
（
長
野
県
北

部
）
に
伝
わ
る
宴
会
の
儀
式
が
あ
る
。
こ
れ
は
北
信
流
と
呼
ば
れ
、
主
に

宴
の
中
締
め
の
意
味
が
あ
り
、
感
謝
や
祝
賀
の
気
持
ち
を
込
め
て
杯
が
や

り
と
り
さ
れ
る
際
に
、
小
謡
が
謡
わ
れ
る
し
き
た
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
謡
い
は
酒
に
添
え
ら
れ
る
も
の
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
「
お
肴
」
と
呼
ば

れ
る
。
こ
の
慣
習
の
発
祥
は
、
学
問
や
芸
能
が
奨
励
さ
れ
た
松
代
藩
で
、

能
楽
が
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
た
背
景
か
ら
お
こ
っ
た
武
家
の
儀
式
で
あ
る
と

さ
れ
る
。

　

小
謡
の
詞
章
は
祝
言
性
（
も
し
く
は
不
祝
言
性
）
の
あ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。「
高
砂
」
や
「
養
老
」
で
は
、
神
々
が
こ
の
世
を
言
祝
ぎ
に
現

れ
て
舞
を
舞
う
様
子
、「
融
」
や
「
江
口
」
で
は
、
こ
の
世
に
現
れ
た
死

者
が
ま
た
死
後
の
世
界
へ
旅
立
っ
て
い
く
様
子
が
そ
れ
ぞ
れ
謡
わ
れ
る
。

こ
の
世
の
栄
華
、
死
者
の
追
悼
と
い
っ
た
、
人
々
の
願
い
や
祈
り
が
表
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
築
祝
い
に
は
火
を
嫌
う
こ
と
か
ら
水
に
関
係
の
あ

る
「
猩
々
」
や
「
養
老
」
を
謡
う
、
婚
礼
の
「
高
砂
」
で
は
本
来
の
小
謡

に
含
ま
れ
る
忌
み
言
葉
を
避
け
る
、
な
ど
タ
ブ
ー
も
意
識
さ
れ
、
い
わ
ゆ

る
言
霊
思
想
に
も
繋
が
る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
神
へ
の
祈
り
、
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ

数
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
傍
証
と
な
る
。『
法
行
経
』
は
、
た
し
か
に
本
地

垂
迹
説
と
同
様
の
論
理
を
有
す
る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
仏
・
菩
薩
と
神

と
の
垂
迹
関
係
を
説
く
経
証
と
し
て
は
不
十
分
と
の
意
識
が
あ
り
、
そ
れ

が
用
例
の
少
な
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
勿
論
全
て
の
用
例
を
網
羅
し
た
訳
で
は
な
く
、
傾
向
を
述
べ
た
に

過
ぎ
な
い
。
だ
が
、『
法
行
経
』
の
事
例
か
ら
は
、
仏
神
の
垂
迹
関
係
に

ま
つ
わ
る
と
さ
れ
る
疑
経
・
偈
文
に
関
す
る
、
綿
密
な
再
検
討
の
必
要
性

が
強
く
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
小
謡
の
役
割

永
原　

順
子

　

能
の
五
番
立
（
ご
ば
ん
だ
て
：
一
日
に
五
曲
演
じ
る
形
式
）
が
江
戸
時

代
に
生
ま
れ
た
際
、
そ
の
日
の
最
後
が
鬼
の
能
で
終
わ
る
と
縁
起
が
悪
い

と
い
う
こ
と
で
、
一
日
の
最
後
に
祝
言
性
の
強
い
能
が
追
加
し
て
行
わ
れ

た
が
、
こ
れ
を
付
祝
言
（
つ
け
し
ゅ
う
げ
ん
）
と
い
う
。

　

さ
ら
に
明
治
時
代
に
入
る
と
、
五
番
立
の
演
能
で
な
く
と
も
、
地
謡

（
じ
う
た
い
）
だ
け
が
舞
台
に
残
っ
て
、
祝
言
曲
の
一
部
（
終
曲
部
分
）
が

謡
わ
れ
て
付
祝
言
に
代
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
追
善
能
の
際
に
追

悼
の
意
を
込
め
た
謡
い
を
付
け
加
え
る
追
加
と
い
う
習
慣
も
生
ま
れ
た
。

こ
の
謡
い
の
一
部
分
は
、
能
の
小
謡
（
こ
う
た
い
）
の
中
か
ら
取
ら
れ
て

い
る
。
小
謡
（
こ
う
た
い
）
と
は
、
能
の
謡
い
の
聴
か
せ
ど
こ
ろ
の
部
分

（
中
盤
も
し
く
は
終
曲
部
分
）
を
取
り
出
し
て
謡
う
形
式
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
今
で
も
演
能
の
祭
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
小

謡
は
、
舞
台
以
外
で
も
、
宴
や
新
築
祝
い
な
ど
、
生
活
の
節
目
に
謡
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
謡
い
の
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い
っ
た
。
そ
れ
は
葬
儀
の
前
後
へ
の
事
業
の
拡
大
で
あ
る
。
葬
儀
の
前
で

は
、
事
前
相
談
や
生
前
予
約
な
ど
が
現
在
進
ん
で
い
る
が
、
葬
儀
後
の
業

務
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
拡
大
さ
れ
、
墓
や
仏
壇
の
販

売
、
ま
た
法
要
や
初
盆
な
ど
に
も
伸
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

盆
行
事
は
葬
儀
以
上
に
地
域
的
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
、
葬
祭
業
の

関
与
が
無
い
と
こ
ろ
も
多
い
。
こ
う
し
た
点
で
関
与
の
大
き
い
遠
州
地
方

の
初
盆
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
関
与
が
可
能
と
な
っ
た
要
因
と
そ
れ

に
よ
る
初
盆
の
位
置
づ
け
の
変
化
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

遠
州
地
方
で
は
死
後
初
め
て
の
盆
を
「
シ
ョ
ボ
ン
（
初
盆
）」、「
ゴ
シ

ョ
ボ
ン
（
御
初
盆
）」
と
い
う
。
こ
の
地
域
で
は
巨
大
な
盆
棚
を
か
ざ
り
、

期
間
中
盆
義
理
に
来
る
人
び
と
か
ら
盆
供
を
請
け
、
引
き
出
物
を
返
す
。

ま
た
盆
前
に
は
、
自
宅
で
「
ウ
チ
セ
ガ
キ
（
内
施
餓
鬼
）」
と
い
う
法
要

を
営
み
、
僧
侶
、
親
族
を
招
い
て
そ
の
あ
と
接
待
を
す
る
。
こ
う
し
た
大

規
模
な
盆
行
事
に
お
い
て
、
葬
儀
産
業
へ
の
依
存
が
大
き
く
、
巨
大
な
盆

棚
、
盆
義
理
や
内
施
餓
鬼
の
引
き
出
物
、
生
花
や
盛
籠
の
供
物
、
会
食
膳

や
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
湖
西
市
、
浜
松

市
か
ら
磐
田
市
、
掛
川
市
、
袋
井
市
あ
た
り
ま
で
の
遠
州
地
域
の
慣
習
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
葬
儀
産
業
の
依
存
の
中
で
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
盆
棚

で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
お
も
に
使
用
さ
れ
て
き
た
盆
棚
は
盆
祭
壇
と

い
わ
れ
、
布
掛
祭
壇
を
中
心
に
上
段
に
牌
堂
と
呼
ぶ
厨
子
を
置
き
位
牌
を

納
め
る
。
両
側
に
は
細
長
い
長
行
灯
が
両
側
に
、
上
部
に
は
額
行
灯
を
置

き
、
そ
の
外
側
に
ド
ウ
バ
ン
と
呼
ぶ
灯
籠
を
下
げ
る
。

　

し
か
し
、
戦
前
ま
で
は
祭
壇
は
な
く
、
位
牌
と
牌
堂
を
中
心
に
額
行
灯

や
長
行
灯
に
灯
籠
と
い
う
明
か
り
を
中
心
と
し
た
構
成
で
あ
っ
た
。
戦
後

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
高
砂
や
養
老
の
小
謡
を
謡
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
人
々
は
住
吉
の
神
や
養
老
の
神
に
祈
り
を
捧
げ
た
と
い
う
意
識
は
な

い
。
め
で
た
い
、
幸
せ
だ
、
と
い
う
気
持
ち
を
、
共
同
体
で
意
識
は
し
て

も
、
信
仰
と
い
え
る
も
の
は
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
参
拝
や
お
み
く
じ
、
な
ど
意
識
的
な
信
仰
現
象
も
あ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
無
意
識
的
な
信
仰
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
前
述
の
北
信
流

で
は
、
地
元
の
人
々
は
「
お
肴
で
、
宴
会
に
け
じ
め
が
つ
く
」「
背
筋
が

伸
び
る
気
が
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
謡
い
が
宴
と
日
常
の
境
を
決
め
る

働
き
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
感
覚
は
、
祭
礼
の
静
と
動
の
区
切
り
と
同

類
で
あ
り
。
そ
こ
に
人
々
の
無
意
識
の
信
仰
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
北
信
流
は
徐
々
に
衰
退
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
だ

が
、「
雛
人
形
店
の
人
が
、
人
形
を
届
け
た
際
、
お
肴
を
し
て
く
れ
た
」、

「
謡
い
が
で
き
る
人
を
少
し
で
も
増
や
そ
う
と
、
同
好
会
を
定
期
的
に
開

い
て
い
る
」
な
ど
の
声
も
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
、
他
地
方
の
宴
の
慣
習

や
祭
礼
な
ど
に
調
査
対
象
を
広
げ
、
さ
ら
に
小
謡
と
人
々
の
信
仰
心
と
の

関
係
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

葬
儀
化
す
る
初
盆
と
葬
祭
業
の
関
与

山
田　

慎
也

　

本
発
表
は
、
葬
儀
産
業
の
介
在
に
よ
っ
て
、
初
盆
の
慣
習
が
変
容
し
そ

の
性
格
が
変
化
し
て
い
く
過
程
と
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ

る
。
明
治
中
期
に
「
葬
儀
社
」
と
い
う
呼
称
が
使
用
さ
れ
、
葬
儀
産
業
は

次
第
に
そ
の
業
務
を
拡
大
し
発
達
し
て
い
っ
た
。
と
く
に
戦
後
成
長
し
て

い
く
中
で
、
業
務
は
葬
儀
プ
ロ
セ
ス
の
ト
ー
タ
ル
な
事
業
化
へ
と
進
ん
で



395　　

第10部会／第11部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』
に
お
け
る
一
考
察

太
田　

俊
明

　

平
成
二
十
一
年
十
〜
十
一
月
に
か
け
て
『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』
が
国
立

文
楽
劇
場
で
二
十
五
年
振
り
に
公
演
さ
れ
、
筆
者
は
コ
ラ
ム
執
筆
か
つ
観

覧
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
際
、
宗
教
的
な
何
か
を
感
じ
突
き
動
か
さ
れ

そ
う
な
印
象
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
と
り
あ
え
ず
ト
ラ
ン
ス
パ

ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
の
展
開
と
比
較
を
試
み
る
。
こ
の
こ
と
で
、
宗
教
的
な

感
覚
を
得
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
つ
い
て
一
考
し
て
い
き
た
い
。

　

始
め
に
大
内
の
段
で
左
大
臣
と
小
野
の
好
古
と
の
会
話
よ
り
宇
宙
観
に

つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

　

左
大
臣
は
白
虹
が
月
を
貫
い
た
こ
と
が
日
本
に
と
っ
て
祟
り
か
ど
う
か

尋
ね
る
。
対
し
、
小
野
の
好
古
は
左
大
臣
の
理
屈
的
な
考
え
を
一
蹴
し
、

日
本
の
祟
り
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
は
と
懸
念
す
る
。
そ
こ
で
、
左
大
臣

は
　

一
つ
の
真
ん
丸
な
物
を
宙
に
釣
つ
て
置
け
ば
其
の
丸
い
物
に
自
然

と
東
西
南
北
上
下
も
定
ま
る
。
是
を
日
月
に
譬
へ
て
（
中
略
）
諸
事

考
ゆ
る
が
先
づ
天
文
の
手
習
ひ
。
此
の
度
の
天
災
、
白
虹
日
を
貫
け

ば
（
中
略
）
国
を
乱
し
民
を
損
ふ
迄
は
な
し
。（『
新
日
本
古
典
文
学

大
系
九
十
三　

竹
田
出
雲　

並
木
宗
輔　

浄
瑠
璃
集
』
六
―
七
頁
）

と
い
う
よ
う
に
宇
宙
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
宇
宙
は
現
代
の

宇
宙
観
と
異
な
り
、
心
的
宇
宙
と
物
理
的
宇
宙
の
混
同
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
自
ら
を
超
え
た
存
在
に
気
付
く
き
っ
か
け
と
な
り
、
宗
教
性
を
見
出

に
な
る
と
布
掛
祭
壇
が
中
心
と
な
っ
た
。
葬
儀
祭
壇
が
変
化
し
て
い
っ
た

よ
う
に
、
盆
の
祭
壇
も
さ
ら
に
黒
く
着
色
し
た
幕
板
祭
壇
や
蛍
光
灯
式
の

幕
板
祭
壇
な
ど
が
開
発
さ
れ
、
巨
大
化
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
従
来
の
ド

ウ
バ
ン
の
か
わ
り
に
、
円
筒
形
の
住
吉
提
灯
を
ス
タ
ン
ド
式
で
置
く
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
に
長
行
灯
や
額
行
灯
も
小
型
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
葬
儀

祭
壇
が
近
年
、
生
花
祭
壇
や
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
洋
風
に
な
る
こ
と

で
、
盆
祭
壇
も
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
登
場
し
て
い
る
。
つ
ま
り
葬

儀
祭
壇
の
変
化
に
並
行
し
て
盆
祭
壇
も
変
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
は
業
者
の
関
与
の
仕
方
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
盆
飾
り
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
、
お
も
に
人
形
屋
や
際

物
屋
が
扱
っ
て
お
り
、
葬
儀
業
者
で
は
な
か
っ
た
。
戦
後
、
葬
儀
業
者
が

葬
儀
祭
壇
を
扱
う
よ
う
に
な
り
、
盆
飾
り
に
祭
壇
が
登
場
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
う
し
て
、
盆
飾
り
の
葬
儀
祭
壇
化
と
と
も
に
、
さ
ら
に
内
施
餓
鬼

の
会
食
膳
や
引
き
出
物
、
盆
義
理
の
引
き
出
物
や
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど
、
葬

儀
同
様
の
業
務
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ま
た
遺
族
や
親
族
も
葬
儀
の
よ
う

な
形
態
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
礼
服
を
着
て
弔
問
を
行
う
が
、
そ
の
あ

り
方
も
告
別
式
的
に
玄
関
先
で
の
焼
香
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

つ
ま
り
初
盆
は
、
明
か
り
を
中
心
と
し
た
盆
棚
を
用
意
し
て
、
初
め
て

死
者
の
魂
を
迎
え
る
と
い
う
初
盆
の
性
格
か
ら
、
一
連
の
葬
儀
の
終
わ
り

の
儀
礼
と
し
て
別
れ
の
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
に

は
、
喪
家
側
も
人
形
屋
や
際
物
屋
な
ど
常
に
業
者
を
利
用
し
て
い
た
た

め
、
葬
祭
業
に
移
行
し
て
も
業
者
の
利
用
に
は
抵
抗
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
参
照
先
は
葬
儀
と
な
っ
て
い
っ
た
。
よ
っ
て
、
近
年
の
葬
儀
の
小

規
模
化
と
と
も
に
、
初
盆
も
小
規
模
化
す
る
傾
向
が
生
じ
て
い
る
の
も
、

盆
が
葬
儀
に
連
動
し
て
い
る
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
る
。

第
十
一
部
会
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夫
婦
が
出
家
す
る
こ
と
で
超
越
性
そ
の
も
の
が
表
わ
さ
れ
る
。
さ
ら
に
場

面
が
急
展
開
す
る
こ
と
で
現
実
に
戻
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
参
考　

諸
富
祥
彦
『
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
入
門
』
講
談
社
現

代
新
書
、
一
九
九
九
年
、
九
八
頁
）

　

以
上
よ
り
超
越
性
の
提
示
の
段
階
で
神
仏
習
合
性
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
現
実
を
超
え
た
次
元
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
途
中
で
出

家
に
よ
っ
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
ち
、
現
実
性
に
引
き
戻
す
こ
と
に
よ

り
、
宗
教
性
と
現
実
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
円
環
的
に
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

金
子
み
す
ゞ
の
宗
教
心
に
つ
い
て

窪
寺　

俊
之

目
的

　

金
子
み
す
ゞ
の
作
品
が
今
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
感
動
を
与
え
て
い

る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
彼
女
の
作
品
に
流
れ
て
い
る
仏
教
思
想
に
あ

る
と
指
摘
す
る
人
た
ち
が
お
お
い
。
し
か
し
、
彼
女
の
作
品
と
仏
教
と
の

関
係
を
学
術
的
に
研
究
し
た
も
の
は
な
い
。
こ
の
発
表
で
は
作
品
「
花
の

た
ま
し
い
」
に
見
ら
れ
る
彼
女
の
宗
教
心
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
彼
女
の

宗
教
心
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
魅
力
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

本
論

　
（
１

）
金
子
み
す
ゞ
の
全
作
品
五
一
二
作
に
流
れ
る
優
し
さ
の
根
源
に

は
、
仏
教
の
慈
悲
の
心
を
見
る
研
究
者
が
お
お
い
。
特
に
、
彼
女
の
育
っ

た
山
口
県
仙
崎
の
自
然
（
漁
業
、
捕
鯨
）、
宗
教
文
化
、
彼
女
の
祖
母
と

母
の
信
仰
（
浄
土
真
宗
）
は
、
彼
女
の
宗
教
心
を
育
ん
だ
。
そ
の
宗
教
心

す
要
素
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
第
三
章
で
は
道
満
が

親
を
打
っ
た
こ
と
よ
り
、
自
害
し
よ
う
と
し
て
左
近
太
郎
に
よ
っ
て
武
士

を
や
め
陰
陽
博
士
と
し
て
出
家
す
る
こ
と
で
父
の
尊
霊
に
向
か
お
う
と
す

る
。
結
果
夫
婦
で
出
家
す
る
。
そ
の
後
第
四
章
は
第
三
章
か
ら
六
年
が
経

ち
、
保
名
と
葛
の
葉
（
狐
）
と
の
間
に
子
供
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し

保
名
は
葛
の
葉
が
狐
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
信
田

庄
司
夫
妻
が
娘
の
葛
の
葉
を
連
れ
て
き
て
、
似
た
人
物
が
二
人
い
る
こ
と

に
驚
愕
す
る
。
そ
こ
で
葛
の
葉
（
狐
）
は
狐
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
、

恋
し
く
ば
尋
ね
来
て
見
よ
和
泉
な
る
信
田
の
森
の
う
ら
み
葛
の
葉

（『
前
掲
書
』
九
八
頁
）

と
の
一
句
を
残
し
て
消
え
て
い
く
。
こ
れ
ら
よ
り

宇
宙
観
に
関
す
る
提
示
↓
超
越
性
と
の
接
触
・
体
験
に
よ
る
出
家
↓

子
別
れ
（
殺
生
の
咎
め
）

と
い
う
構
図
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
と
の
対
比
を
行
い
た
い
。
ト
ラ
ン

ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
基
本
的
概
念
と
し

て
プ
レ
パ
ー
ソ
ナ
ル
（
未
分
化
的
な
状
態
）・
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

パ
ー
ソ
ナ
ル
（
個
人
を
超
越
し
た
高
次
の
意
識
状
態
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』
の
内
容
を
鑑
み
た
場
合

プ
レ
パ
ー
ソ
ナ
ル
↓（
パ
ー
ソ
ナ
ル
）↓
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
↓
パ

ー
ソ
ナ
ル

の
流
れ
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
理
由
と
し
て
宇
宙
に
関
す
る
議
論

を
通
じ
て
「
宇
宙
＝
超
越
性
」
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
際
、
超
越
性

の
存
在
を
知
的
に
理
解
す
る
こ
と
。
次
い
で
第
三
段
で
の
「
即
身
則
仏
」

の
表
現
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
仏
と
衆
生
の
一
体
感
を
通
じ
、
結
果
道
満
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仏
の
慈
悲
（
誓
願
）
に
縋
る
個
人
的
機
能
で
あ
る
。

結
論

　

金
子
み
す
ゞ
の
作
品
に
は
森
羅
万
象
に
仏
の
視
点
か
ら
見
て
と
る
宗
教

化
の
機
能
に
優
れ
て
い
る
が
、
意
味
化
、
個
人
化
の
機
能
は
働
い
て
い
な

い
。
し
か
し
並
外
れ
た
宗
教
的
感
性
で
森
羅
万
象
の
出
来
事
に
み
仏
の
眼

差
し
で
捉
え
る
優
し
さ
は
、
現
代
人
の
心
の
渇
き
と
傷
を
癒
し
て
い
る
と

理
解
で
き
る
。
宗
教
が
人
々
の
心
か
ら
離
れ
て
い
る
現
代
社
会
で
、
金
子

み
す
ゞ
の
作
品
は
宗
教
用
語
を
全
く
用
い
ず
、
宗
教
的
慰
め
を
伝
え
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
彼
女
の
優
れ
た
宗
教
的
感
性
に
よ
る
宗
教
化
機
能
に
あ

る
と
言
え
る
。

マ
ー
ク
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
に
お
け
る
精
神
分
析
臨
床
と
仏
教
瞑
想

葛
西　

賢
太

　

拙
編
著
『
仏
教
心
理
学
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』
を
補
完
す
る
た
め
に
、
仏

教
と
心
理
学
・
心
理
療
法
を
架
橋
す
る
運
動
（
仏
教
心
理
学
運
動
）
の
実

践
者
の
思
想
の
吟
味
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
担
い
手
と
な
る
実
践
者
の
思

想
の
吟
味
か
ら
、
架
橋
の
実
際
と
可
能
性
を
探
究
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に
て
教
鞭
も
執
る
精
神
科
医
マ
ー
ク
・
エ
プ
ス
タ

イ
ン
は
、
上
座
部
仏
教
系
の
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
実
践
者
で
あ
る
。

彼
が
主
と
し
て
瞑
想
の
指
導
を
受
け
た
の
は
、Insight M

editation 
Center

を
開
い
た
、
み
ず
か
ら
も
心
理
学
の
博
士
号
を
も
つJack 

K
ornfield

ら
で
あ
る
。

　

彼
は
、
仏
教
瞑
想
の
実
践
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
フ
ロ
イ
ト
の
仕
事

に
新
し
い
光
を
あ
て
る
。
著
作
と
し
て
は
、T

houghts w
ithout a 

T
hinker: Psychotherapy from

 a Buddhist Perspective

（1995, 

が
作
品
「
花
の
た
ま
し
い
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
２

）
宗
教
心
の
構
成
要
因

　

宗
教
心
の
定
ま
っ
た
定
義
は
な
い
。
宗
教
学
、
宗
教
社
会
学
、
宗
教
心

理
学
な
ど
で
も
、
宗
教
性
、
宗
教
意
識
、
宗
教
観
と
の
明
確
な
差
異
を
明

ら
か
に
し
た
定
義
は
な
い
。「
宗
教
心
」
は
、
意
識
の
内
容
の
敬
虔
さ
、

畏
怖
の
念
、
謙
遜
な
ど
を
現
し
た
り
、
ま
た
意
識
の
在
り
方
と
し
て
の
信

仰
、
信
念
、
信
心
な
ど
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
定

義
す
る
。「
宗
教
心
と
は
、
自
然
、
生
き
も
の
、
世
界
、
社
会
、
人
生
、

生
死
、
人
間
関
係
な
ど
の
事
象
に
宗
教
的
意
味
を
認
識
、
思
考
、
決
心
す

る
働
き
で
あ
る
」
と
。

　
（
３

）
宗
教
心
を
機
能
と
定
義
す
る
こ
と
で
「
宗
教
心
機
能
モ
デ
ル
」

を
仮
定
す
る
と
、
そ
の
機
能
に
は
三
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
三
つ

は
、
①
森
羅
万
象
を
見
て
宗
教
性
を
見
て
取
る
機
能
（
宗
教
化
機
能
）、

②
宗
教
化
し
た
出
来
事
と
日
常
生
活
と
の
間
に
宗
教
的
意
味
を
見
つ
け
出

す
機
能
（
意
味
化
機
能
）、
③
そ
の
宗
教
的
意
味
を
自
己
の
判
断
で
信
じ

る
機
能
（
個
人
化
機
能
）
で
あ
る
。

　
（
４

）
彼
女
の
作
品
「
花
の
た
ま
し
い
」
は
、「
散
っ
た
お
花
の
た
ま
し

い
は
／
み
仏
さ
ま
の
花
ぞ
の
に
／
ひ
と
つ
の
こ
ら
ず
う
ま
れ
る
の
。
／
だ

っ
て
、
お
花
は
や
さ
し
く
て
お
て
ん
と
さ
ま
が
呼
ぶ
と
き
に
／
ぱ
っ
と
ひ

ら
い
て
、
ほ
ほ
え
ん
で
／
…
」
と
語
っ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
花
園
に
す

べ
て
の
花
弁
が
迎
え
ら
れ
る
と
語
る
。
そ
の
一
方
で
迎
え
ら
れ
る
理
由

は
、
花
弁
の
優
し
さ
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
思
想
は
浄
土
真
宗
の

悪
人
正
機
説
と
矛
盾
す
る
。
こ
の
矛
盾
の
起
き
た
原
因
は
彼
女
の
宗
教
心

に
あ
る
。
特
に
、「
宗
教
心
機
能
モ
デ
ル
」
で
の
意
味
化
機
能
が
十
分
に

機
能
し
て
い
な
い
。
個
人
化
機
能
は
、
煩
悩
具
足
で
あ
る
と
の
自
覚
か
ら
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で
は
、
災
害
や
犯
罪
の
被
害
者
／
サ
バ
イ
バ
ー
と
な
る
こ
と
に
関
連
し
た

ト
ラ
ウ
マ
、
ペ
ッ
ト
の
喪
失
、
仕
事
上
の
失
敗
か
ら
、
も
っ
と
小
さ
な
悩

み
や
不
面
目
に
い
た
る
ま
で
を
広
く
「
ト
ラ
ウ
マ
」
と
し
て
捉
え
る
。
そ

し
て
、
仏
教
に
お
け
る
「
苦dukkha

」
概
念
と
ト
ラ
ウ
マ
と
を
結
び

つ
け
る
。「
苦
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
パ
ー
リ
語
の
原
語
に
は
、

よ
り
広
義
の
「
む
な
し
さ
、
苦
し
さ
、
不
安
定
さ
、
不
満
足
」
な
ど
の
意

味
が
含
ま
れ
る
。
日
本
語
の
狭
い
語
感
か
ら
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
が
、

「
ト
ラ
ウ
マ
」
と
広
く
重
な
り
合
う
語
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
考
え
る
と
き
、
ブ
ッ
ダ
の
人
生
も
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
の
出
発
と
み
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
そ
し
て
仏
教
は
彼
が
人
生
を
注
力
し
て
え
た
、
ト
ラ

ウ
マ
を
癒
や
す
智
慧
な
の
で
は
な
い
か
、
と
彼
は
投
げ
か
け
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
行
う
瞑
想
や
心
理
療
法
と
は
な
に
か
。
児

童
分
析
家
ド
ナ
ル
ド
・
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
ら
の
ポ
ス
ト
・
フ
ロ
イ
ト
的
発
達

モ
デ
ル
を
踏
ま
え
、
エ
プ
ス
タ
イ
ン
は
、
母
子
の
あ
い
だ
で
、
ま
た
瞑
想

の
初
歩
段
階
に
お
い
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
作
業
空
間
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー

に
つ
い
て
述
べ
る
。
瞑
想
の
「
止
」
に
お
け
る
至
福
・
治
療
者
と
の
治
療

共
同
体
は
、
探
求
に
専
心
で
き
る
空
間
を
確
保
し
探
究
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

与
え
る
が
、
空
間
と
い
う
形
を
と
っ
た
自
己
は
、
精
神
分
析
的
に
は
一
つ

の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。
し
か
し
仏
教
的
に
は
、
さ
ら
な
る
観
察
に
よ
っ
て
乗

り
越
え
ら
れ
、
刹
那
滅
的
に
移
り
ゆ
く
時
間
的
な
メ
タ
フ
ァ
ー
（
無
我
）

へ
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

2005, 2013.　
初
版
は
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
が
邦
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
サ
イ
コ
セ
ラ

ピ
ー
』）、G

oing to Pieces w
ithout Falling A

part: a Buddhist 
Perspective on W

holeness (1998
), G
oing on Being: Life at 

the Crossroads of Buddhism
 and Psychotherapy 

(2001
), 

O
pen to D

esire: the T
ruth about w

hat the Buddha T
aught 

(2005
), Psychotherapy w

ithout the Self: A
 Buddhist Per-

spective (2008
), T
he T

raum
a of E

veryday Life: A
 G
uide to 

Inner Peace (2013
)

が
あ
る
。

　

こ
の
エ
プ
ス
タ
イ
ン
が
、「
欲
望
」
と
「
苦
」
を
ど
う
と
ら
え
た
か
を

取
り
上
げ
た
い
。

　

O
pen to D

esire

（『
欲
望
を
認
め
受
け
入
れ
る
』）
に
お
い
て
、
エ
プ

ス
タ
イ
ン
は
、
彼
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
た
ち
の
、
欲
望
を
抱
い
て
い
る
こ
と

を
受
容
す
る
こ
と
へ
の
「
抵
抗
」
に
つ
い
て
、
特
に
仏
教
瞑
想
を
実
践
す

る
人
々
の
あ
い
だ
で
の
強
い
義
務
感
に
言
及
す
る
。
欲
望
に
開
か
れ
て
あ

る
こ
と
、
欲
望
を
も
つ
こ
と
を
認
め
受
け
入
れ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
更
な

る
観
察
が
、
ブ
ッ
ダ
の
本
来
の
意
図
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
よ
う
な
仏

教
の
展
開
も
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
る
。
フ
ロ
イ
ト
は
人
間
の
認
識
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
快
感
原
則
と
現
実
原
則
の
二
つ
を
対
置
し
た
。
エ
プ
ス
タ

イ
ン
は
前
者
の
存
在
を
認
め
受
け
入
れ
る
昇
華
を
仏
教
の
智
慧
に
、
ま
た

後
者
の
他
者
に
向
か
う
昇
華
の
あ
り
方
を
慈
悲
に
結
び
つ
け
、
欲
望
を
も

つ
存
在
と
し
て
の
人
間
を
認
め
受
け
入
れ
る
こ
と
の
意
義
を
、
仏
教
的
・

精
神
分
析
的
に
確
認
す
る
。

　

エ
プ
ス
タ
イ
ン
は
、
人
生
の
最
初
期
に
出
会
う
、
母
親
と
の
分
離
や
、

不
十
分
な
世
話
と
い
う
不
満
足
を
最
初
の
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
注
目
す
る
。

T
he T

raum
a of E

veryday Life

（『
日
常
生
活
の
中
の
ト
ラ
ウ
マ
』）
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呼
吸
法
を
説
く
。
ま
た
「
荘
子
」
を
引
き
、
心
気
を
下
降
さ
せ
下
腹
部
に

置
き
、
細
長
く
遠
い
呼
吸
で
「
頭
寒
足
熱
」
を
良
し
と
す
る
。
さ
ら
に

「
孟
子
」
に
よ
り
、「
浩
然
の
気
」
を
下
腹
部
の
「
気
海
丹
田
」
に
収
め
養

う
こ
と
に
よ
り
心
身
と
宇
宙
が
一
な
る
「
大
環
丹
」
を
説
く
。
内
観
は
こ

の
腹
式
呼
吸
を
基
本
と
し
、
精
神
統
一
に
よ
り
無
意
識
が
も
た
ら
さ
れ

る
。
こ
の
内
観
に
お
い
て
、「
我
が
此
の
気
海
丹
田
、
総
に
是
れ
我
が
己

身
の
弥
陀
。
…
…
」、
即
ち
、「
気
海
丹
田
腰
脚
足
心
」（
身
体
下
部
）
こ

そ
が
「
本
来
の
面
目
」、「
仏
」
で
あ
る
と
い
う
想
念
を
意
識
的
に
繰
り
返

し
無
意
識
下
に
し
み
込
ま
せ
る
。
呼
吸
法
は
天
台
大
師
智
顗
の
『
摩
訶
止

観
』
に
基
づ
き
、
止
観
の
呼
吸
法
に
よ
っ
て
心
気
を
気
海
丹
田
に
収
め
保

つ
「
丹
田
呼
吸
」
で
あ
り
、『
大
安
般
守
意
経
』
か
ら
ア
ナ
パ
ー
ナ
・
サ

チ
を
学
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
を
使
い
病
を
癒
す
「
軟
酥
の
法
」
も
止
観
の
呼
吸
法

と
瞑
想
法
に
基
づ
く
が
、「
但
だ
病
を
治
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
大
い
に

禅
定
を
助
く
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
白
隠
に
お
い
て
は
内
観
も
軟
酥
の
法

も
単
な
る
治
療
法
で
は
な
く
、
禅
の
修
行
の
一
部
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は

「
悟
り
」
と
「
癒
し
」
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
白
隠
の
癒
し
と
は
単
に

症
状
を
取
り
除
い
て
病
を
治
す
の
み
で
な
く
、
悟
り
、
宗
教
的
真
理
に
近

づ
く
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。「
こ
の
身
即
ち
仏
な
り
。
水
と
氷
の
ご

と
く
な
り
…
…
」（『
坐
禅
和
讃
』）
と
あ
る
が
、
癒
さ
れ
元
気
に
満
ち
た

身
体
そ
の
も
の
が
「
仏
」
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
が
悟
り
に
他
な
ら
な
い
。

白
隠
の
健
康
法
は
、
心
身
の
一
体
性
に
基
づ
く
修
証
の
あ
り
方
か
ら
切
り

離
し
得
ず
、
癒
し
は
禅
道
か
ら
逸
脱
し
な
い
。
こ
の
こ
と
を
、「
且
つ
又

我
が
形
模
、
道
家
者
流
に
類
す
る
を
以
て
、
大
い
に
禅
に
異
な
る
も
の
と

す
る
が
、
こ
れ
禅
な
り
。」
と
述
べ
、
軟
酥
の
法
は
道
家
や
神
仙
道
の
健

心
身
医
学
と
宗
教
的
体
験 

│
│ 

呼
吸
と
瞑
想 

│
│

半
田　

栄
一

　

近
、
現
代
の
医
学
・
医
療
が
人
間
の
全
体
を
見
失
い
、
最
先
端
と
い
わ

れ
る
医
学
や
医
療
技
術
が
様
々
な
倫
理
上
の
難
問
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ

る
。
こ
う
し
た
現
代
の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
、
現
代
西
洋
医
学
以
外
の

医
学
、
東
洋
医
学
や
民
間
療
法
、
心
理
療
法
等
が
西
洋
医
学
と
結
合
す
る

こ
と
に
よ
り
新
た
な
「
統
合
医
療
」、「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
」
の
道
を

見
出
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
心
身
の
一
体
性
」、
さ
ら
に
は
「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
が
重
要
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

東
洋
の
宗
教
的
な
行
の
体
験
、
特
に
呼
吸
法
や
瞑
想
法
、
そ
れ
を
行
う

体
位
な
ど
は
、
仏
教
に
お
け
る
調
身
、
調
息
、
調
心
に
お
い
て
禅
定
・
三

昧
に
至
る
基
本
的
な
身
体
技
法
で
あ
る
。
天
台
の
「
止
観
」
に
基
づ
く
、

禅
修
業
に
お
け
る
呼
吸
法
も
、
禅
定
に
至
る
集
中
力
に
は
不
可
欠
の
要
素

で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
の
白
隠
禅
師
は
、
臨
済
宗
再
興
者
と
し
て
知
ら
れ
る

が
、
自
身
の
禅
病
（
肺
結
核
、
神
経
症
）
を
克
服
、
治
療
す
る
過
程
で
見

出
し
た
「
内
観
」
と
「
軟
酥
の
法
」
は
呼
吸
法
と
瞑
想
法
を
基
本
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
白
幽
老
人
」
に
教
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、
白
幽

の
蔵
書
が
『
中
庸
』、『
老
子
』、『
金
剛
般
若
経
』
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
（『
夜
船
閑
話
』）
が
、
こ
れ
は
白
隠
自
身
の
思
想
の
根
底
が
、
禅

仏
教
の
み
で
は
な
く
、
広
く
儒
教
、
道
教
、
そ
の
他
で
あ
る
こ
と
を
自
ら

標
榜
し
て
い
る
と
い
え
る
。
以
下
、
白
隠
に
関
し
て
『
夜
船
閑
話
』
を
中

心
と
し
て
述
べ
る
。

　

白
隠
は
易
の
「
繋
辞
伝
」、「
大
極
図
説
」、
ま
た
『
黄
帝
大
経
』
に
基

づ
き
、
人
間
の
健
康
を
天
地
と
共
有
す
る
陰
陽
の
調
和
に
よ
る
も
の
と
し
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い
う
形
を
と
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
定
式
化
の
過

程
で
死
と
死
別
の
恐
怖
、
悲
嘆
の
矮
小
化
が
付
随
的
に
生
じ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
死
の
受
容
可
能
性
の
強
調
は
、
受
容
で
き
な
い
者
や
受
容
を

拒
む
者
を
相
対
的
に
劣
位
に
置
く
構
造
を
持
ち
、
そ
の
恐
怖
や
孤
独
を
看

過
し
増
大
さ
せ
る
危
険
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
是
正
す
る
た
め
に

は
生
死
の
共
有
の
視
点
、
理
解
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

多
く
の
宗
教
文
化
に
見
ら
れ
る
、
死
後
世
界
の
物
語
や
死
者
の
た
め
の

祈
り
や
執
り
成
し
な
ど
の
仕
組
み
は
、
生
者
と
死
者
が
死
を
越
え
て
繋
が

り
う
る
こ
と
を
繰
り
返
し
表
現
し
て
き
た
。
そ
れ
は
孤
独
で
は
な
い
、
死

後
も
な
お
生
者
と
結
び
つ
く
死
者
の
あ
り
様
で
あ
り
、
生
死
の
共
有
モ
デ

ル
で
あ
る
。
私
の
「
生
」
が
無
数
の
他
者
と
の
交
流
、
相
互
作
用
の
中
で

築
か
れ
て
い
く
の
と
全
く
同
様
に
、
私
の
「
死
」
も
ま
た
無
数
の
他
者
と

の
交
流
の
中
で
紡
が
れ
、
そ
れ
は
死
後
も
継
続
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
生
死
の
共
有
モ
デ
ル
は
、
よ
り
多
く
の
他
者
へ
と
拡
が
っ
て
ゆ
く
こ

と
で
よ
り
安
定
し
て
ゆ
く
モ
デ
ル
で
も
あ
る
。
生
死
の
共
有
が
遺
族
と
死

者
を
強
く
支
え
得
る
こ
と
の
証
左
と
し
て
は
、
一
九
八
五
年
の
日
航
機
墜

落
事
故
の
遺
族
と
墜
落
現
場
を
擁
す
る
群
馬
県
上
野
村
の
人
々
と
の
交
流

の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
生
死
の
共
有
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
死
に
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
共

有
す
る
医
療
者
の
存
在
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
東
京
大
学
医
学
部
附
属

病
院
で
実
施
さ
れ
た
医
師
、
看
護
師
、
が
ん
患
者
、
一
般
を
対
象
と
す
る

死
生
観
ア
ン
ケ
ー
ト
（
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
る
と
、
死
後
の
世
界
（
存
在
）

を
信
じ
る
率
は
医
師
が
最
も
低
く
、
看
護
師
が
最
も
高
い
と
い
う
結
果
を

示
し
た
。
看
護
師
の
比
率
の
高
さ
は
世
代
と
性
別
の
偏
差
も
要
因
と
考
え

う
る
が
、
彼
ら
と
患
者
、
家
族
と
の
交
流
の
密
度
、
心
理
的
距
離
の
近
さ

康
術
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
禅
に
他
な
ら
ぬ
と
い
う
。
仏
教
以
外
の

様
々
な
宗
教
や
思
想
、
医
学
を
基
礎
と
し
て
い
る
が
、『
黄
帝
大
経
』
等

医
学
的
原
理
を
学
ぶ
過
程
で
深
め
た
で
あ
ろ
う
易
、
老
荘
、
神
仙
等
の
影

響
は
『
夜
船
閑
話
』
の
随
所
に
捉
え
う
る
。
禅
を
軸
と
し
つ
つ
、
多
様
な

宗
派
や
諸
思
想
を
通
底
す
る
呼
吸
、「
気
」、
瞑
想
法
等
を
学
び
、
禅
体
験

と
同
じ
と
こ
ろ
を
捉
え
て
い
た
と
い
え
、
単
な
る
習
合
で
は
な
く
偏
っ
た

禅
を
変
え
て
新
た
な
禅
を
創
造
し
た
。
こ
の
癒
し
と
悟
り
の
一
致
は
、
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
含
め
た
全
人
的
医
療
と
い
う
点
で
意
味
を
持
つ
と

同
時
に
統
合
医
療
や
「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
生
命
観
」
に
通
ず
る
。

死
後
世
界
観
に
み
る
医
療
者
の
諸
相

北
沢　
　

裕

　

本
発
表
で
は
死
生
学
の
先
駆
者
ら
の
企
図
と
今
日
の
死
生
学
の
問
題
点

を
指
摘
し
た
後
、
医
療
者
の
死
後
の
存
在
に
つ
い
て
の
意
識
を
取
り
上

げ
、
死
生
学
お
よ
び
終
末
期
医
療
の
課
題
を
考
察
す
る
。

　

死
生
学
成
立
の
過
程
を
振
り
返
る
と
、
Ｇ
・
ゴ
ー
ラ
ー
や
Ph
・
ア
リ
エ

ス
に
よ
る
死
の
歴
史
社
会
学
的
研
究
は
、
過
去
の
死
の
状
況
と
対
比
さ
せ

る
か
た
ち
で
、
近
現
代
の
死
の
問
題
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た

臨
床
現
場
か
ら
発
せ
ら
れ
た
Ｅ
・
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー=

ロ
ス
の
論
は
、
終
末

期
に
お
け
る
患
者
の
あ
り
う
べ
き
「
死
（
悲
嘆
）
の
受
容
プ
ロ
セ
ス
」
を

提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
死
生
学
の
先
駆
者
た
ち
の
研
究
は
、

敗
北
や
絶
望
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
る
豊
か
な
死
の
可
能
性
の
提
示
に
向
か

う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
死
に
ゆ
く
者
の
主
体
性
回
復
の
意
識
と
、
死

の
受
容
が
可
能
で
あ
る
と
の
意
識
が
拡
大
し
、
そ
れ
は
臨
床
の
場
に
お
い

て
は
自
己
決
定
の
権
利
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
定
式
化
と
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教
・
呪
術
・
科
学
〉
の
三
分
法
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

三
分
法
の
軸
と
な
る
の
が
合
理
性
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
実
に

は
ゆ
ら
ぎ
が
あ
り
、「
論
理
的
合
理
性
」「
実
践
的
（
目
的
）
合
理
性
」

「
実
体
的
非
合
理
性
」
の
三
種
類
が
明
確
に
区
別
さ
れ
ず
に
使
用
さ
れ
て

き
た
と
い
う
（
藤
原
聖
子
「「
呪
術
」
と
「
合
理
性
」
再
考
：
前
世
紀
転

換
期
に
お
け
る
〈
宗
教
・
呪
術
・
科
学
〉
三
分
法
の
成
立
」『
思
想
』
九

三
四
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
二
月
、
一
二
〇
―
一
四
一
頁
）。

　

本
発
表
で
は
、
論
理
的
合
理
性
の
内
部
で
、
さ
ら
に
文
化
に
よ
っ
て
合

理
性
・
非
合
理
性
の
基
準
や
内
容
が
異
な
る
か
否
か
と
い
う
相
対
主
義
と

普
遍
主
義
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
分
析
哲
学
の
立
場
か

ら
普
遍
と
相
対
の
立
場
を
止
揚
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
「
合
理
性
」
概

念
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
呪
術
」
理
解
自
体

が
、
一
面
で
は
、
普
遍
と
相
対
の
立
場
の
相
違
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
こ
の
止
揚
は
「
呪
術
」
概
念
の
理
解
に
も
つ
な
が
る
。

　

一
般
的
に
普
遍
主
義
は
、（
１

）普
遍
的
で
唯
一
の
合
理
性
（
し
ば
し
ば

科
学
的
合
理
性
と
同
一
視
さ
れ
る
）、（
２

）文
化
間
の
比
較
は
合
理
性
の

度
合
い
で
判
断
で
き
る
、（
３

）基
礎
と
な
る
一
致
が
あ
る
た
め
、
文
化
間

の
翻
訳
は
可
能
、
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
人
類
学
で
は
、
異
文
化
研
究
の

際
、
宗
教
・
呪
術
に
科
学
的
合
理
性
を
押
し
つ
け
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ

た
。
そ
の
反
省
か
ら
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
相
対
主
義
は
、（
１

）

多
元
的
合
理
性
、（
２

）文
化
間
の
比
較
は
合
理
性
を
基
準
に
判
断
で
き
な

い
、（
３

）文
化
間
の
翻
訳
は
不
可
能
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
困
難
、
と

い
う
立
場
を
取
る
。
呪
術
・
宗
教
に
よ
っ
て
、
科
学
を
も
相
対
化
し
た
文

化
（
概
念
）
相
対
主
義
は
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ど

ち
ら
も
極
端
な
立
場
で
あ
る
が
、
論
理
的
合
理
性
の
中
に
二
種
類
の
合
理

も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
患
者
に
と
っ
て
医
師
は
看
護
師
同
様
、

よ
り
近
し
い
他
者
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
生
死
の
共
有
の
た
め
に

は
、
患
者
と
家
族
が
死
後
存
在
の
イ
メ
ー
ジ
（
霊
で
あ
れ
、
強
い
思
慕
で

あ
れ
）
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
理
解
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
で
注
目
さ

れ
る
の
が
、
近
年
続
い
て
発
表
さ
れ
て
い
る
医
師
の
体
験
的
な
手
記
で
あ

る
。
矢
作
直
樹
医
師
（
東
大
病
院
救
急
救
命
部
部
長
）
や
垣
添
忠
生
医
師

（
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
名
誉
総
長
）
の
著
作
は
、
遺
族
と
な
っ

た
医
師
の
グ
リ
ー
フ
・
ワ
ー
ク
の
内
実
を
、
霊
的
な
も
の
で
あ
れ
心
理
的

な
も
の
で
あ
れ
、
死
後
の
存
在
の
存
続
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
表

明
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
彼
ら
の
「
気
づ
き
」
が
豊
富
な
臨
床
経

験
よ
り
も
、
個
人
的
な
霊
的
体
験
や
死
別
体
験
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
は

興
味
深
い
。
こ
れ
は
、
臨
床
で
の
現
場
実
践
だ
け
で
は
「
生
死
の
共
有
」

の
実
現
は
難
し
く
、
そ
の
た
め
の
特
別
の
教
育
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
優
れ
た
医
師
自
身
に
よ
る
死
別
体
験
と
死
後
存
在

イ
メ
ー
ジ
の
重
要
性
の
気
づ
き
の
表
明
を
、
特
に
医
学
部
教
育
の
中
に
取

り
入
れ
る
こ
と
は
、
生
死
の
共
有
が
医
療
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
義
を
持

つ
の
か
を
意
識
的
に
考
え
実
践
す
る
医
師
を
育
て
る
一
助
に
な
る
可
能
性

を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
医
師
の
内
的
体
験
を
取
り
入
れ
た
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
ケ
ア
教
育
の
確
立
は
、
患
者
と
医
療
者
間
で
の
生
死
の
共
有
を
深
め

よ
り
質
の
高
い
終
末
期
医
療
を
目
指
す
た
め
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

現
実
と
は
な
に
か
を
問
い
直
す

│
│ 

合
理
性
概
念
に
お
け
る
普
遍
と
相
対 

│
│

谷
内　
　

悠

　

十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
、
呪
術
概
念
は
〈
宗
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た
め
、
か
つ
て
の
人
類
学
に
お
け
る
問
題
は
、
近
・
現
代
的
な
「
科
学
の

概
念
図
式
に
強
い
影
響
を
受
け
た
メ
タ
概
念
図
式
」
に
お
い
て
、
よ
り
広

範
な
状
況
に
科
学
の
概
念
図
式
が
適
用
さ
れ
た
際
、
そ
れ
が
呪
術
概
念
に

ま
で
不
適
切
に
適
用
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

宇
宙
の
起
源 

│
│ 

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
神
概
念
の
再
検
討 

│
│

十
津　

守
宏

　

今
日
、
量
子
力
学
を
基
盤
に
展
開
さ
れ
て
い
る
無
境
界
仮
説
や
マ
ル
チ

バ
ー
ス
宇
宙
論
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
歴
史
に
介
在
す
る
人
格

神
だ
け
で
な
く
、「
不
動
の
動
者
」
と
し
て
の
神
観
念
す
ら
導
入
す
る
こ

と
な
く
、
一
切
の
現
行
の
物
理
的
法
則
か
ら
の
逸
脱
も
な
し
に
、
人
間
の

生
存
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
も
と
に
成
立
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
こ
の
宇
宙
の
開
闢
や
存
在
の
由
来
を
論
理
的
か
つ
数
理
的

に
説
明
す
る
。
ハ
ッ
ブ
ル
に
よ
る
「
赤
方
偏
移
」
の
観
測
に
よ
り
、
こ
の

宇
宙
が
膨
張
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
宇
宙
が
膨
張
し
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
近
年
観
測
さ
れ
た
「
宇
宙
マ
イ
ク
ロ
波
背
景
放
射
」
は
、

明
ら
か
に
こ
の
宇
宙
に
始
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
宇

宙
の
始
ま
り
は
、
密
度
が
無
限
大
と
な
り
全
て
の
物
理
法
則
が
破
綻
し
て

い
る
と
さ
れ
る
「
特
異
点
」
へ
と
還
元
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
特
異

点
」
の
存
在
そ
の
も
の
は
、
宇
宙
の
開
闢
に
あ
た
っ
て
の
「
最
初
の
第
一

撃
」
若
し
く
は
「
不
動
の
動
者
」
と
し
て
の
「
神
」
の
介
在
の
余
地
が
あ

っ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
宇
宙
の
始
ま
り

は
科
学
と
し
て
の
物
理
学
が
扱
え
る
問
題
で
は
な
い
と
さ
え
近
年
ま
で
は

考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
ホ
ー
キ
ン
グ
は
、
宇
宙
の
始

ま
り
は
そ
の
「
特
異
点
」
か
ら
で
は
な
く
、
量
子
論
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル

性
を
想
定
す
る
の
は
、
合
理
性
概
念
の
内
側
に
普
遍
と
相
対
の
問
題
を
持

ち
込
む
こ
と
で
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
発
表
者
は
、
普
遍
と
相
対
の
二
重
構
造
を
提
起
す
る
。
分
析
哲

学
の
潮
流
に
お
い
て
も
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
世
界
像
」／「
言

語
ゲ
ー
ム
」、
ク
ワ
イ
ン
は
「
善
意
の
原
理
」／「
概
念
図
式
」、
グ
ッ
ド
マ

ン
は
「
習
慣
の
『
守
り
』」／「
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
っ
た
概
念
に
よ
っ

て
、
普
遍
／
相
対
の
二
重
構
造
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め

だ
。
発
表
者
は
「
メ
タ
概
念
図
式
」／「
概
念
図
式
」
と
い
う
二
重
構
造
を

想
定
す
る
。
メ
タ
概
念
図
式
は
、
究
極
的
な
「
根
拠
」
や
「
基
礎
づ
け
」

で
は
な
い
が
、
状
況
に
応
じ
て
概
念
図
式
│
│
存
在
・
リ
ア
リ
テ
ィ
を
規

定
す
る
│
│
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ひ
い
て
は
公
共
的
世
界
観
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
二
重
の
概
念
図
式
理
論
」
に
お
い
て
は
、（
１

）普
遍
的
で
唯
一

の
論
理
的
合
理
性
（
論
理
性
、
整
合
性
、
一
貫
性
、
無
矛
盾
性
な
ど
）

は
、
メ
タ
概
念
図
式
レ
ベ
ル
で
合
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
一
方
、
相

対
主
義
的
立
場
に
お
い
て
多
元
的
合
理
性
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
概
念
図
式
に
お
い
て
、「
な
に
が
重
視
さ
れ
る
か
」
と
い
う
観

点
に
相
当
す
る
。
そ
の
た
め
、（
２

）概
念
図
式
レ
ベ
ル
の
文
化
間
の
比
較

に
お
い
て
は
、
合
理
性
の
度
合
い
が
す
べ
て
の
基
準
と
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
し
て
、（
３

）文
化
の
翻
訳
は
二
重
構
造
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。

　

最
後
に
、
呪
術
の
概
念
図
式
は
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
ノ
イ
ラ
ー
ト
の

船
で
漕
ぎ
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上
、
可
能
だ
ろ
う
。
呪
術
の
概
念
図

式
内
部
で
は
、
呪
術
行
為
は
独
立
に
リ
ア
ル
な
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
他

の
概
念
図
式
か
ら
の
理
解
も
不
可
能
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
科
学
の
概
念

図
式
内
に
お
い
て
、
呪
術
の
概
念
は
や
は
り
劣
っ
た
科
学
で
あ
る
。
そ
の
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が
、
か
か
る
マ
ル
チ
バ
ー
ス
宇
宙
論
な
る
も
の
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
程
に
こ
の
宇
宙
の
デ
ザ
イ
ン
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
介
入
を
要
請
す
る

も
の
な
の
で
あ
る
。
理
論
物
理
学
で
は
こ
の
こ
と
を
「
微
調
整
が
必
要
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
表
現
す
る
。
今
日
に
お
け
る
理
論
物
理
学
は
、
一

昔
前
で
は
科
学
の
及
ぶ
範
囲
で
は
な
い
と
さ
れ
た
こ
の
世
の
始
ま
り
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
に
ま
で
迫
っ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
こ
の
宇
宙
が
奇
蹟
の
産
物
で
あ
る
と
最
先
端
の
理
論
物
理
学
者
で
さ

え
考
え
て
お
り
、
そ
の
解
決
が
マ
ル
チ
バ
ー
ス
宇
宙
論
の
展
開
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
部
の
理
論
物
理
学
者
は
そ
の
マ
ル
チ
バ
ー
ス
宇
宙
論
を

形
而
上
学
の
一
種
で
あ
る
と
看
做
し
て
さ
え
い
る
。
ホ
ー
キ
ン
グ
は
、
形

而
上
学
が
科
学
の
発
展
に
つ
い
て
追
従
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
が
、
依
然
と
し
て
形
而
上
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
余
地
は
存
在
す

る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

宗
教
と
科
学

│
│ 

脳
科
学
・
宗
教
多
元
主
義
の
間
で
何
が
問
わ
れ
る
の
か 

│
│

髙
田　

信
良

　

本
学
会
二
〇
一
〇
年
度
パ
ネ
ル
「
脳
科
学
と
宗
教
体
験
―
現
代
に
お
け

る
宗
教
哲
学
の
立
ち
位
置
―
」（『
宗
教
研
究
』
三
六
七
号
）、
芦
名
・
星
川

編
『
脳
科
学
は
宗
教
を
解
明
で
き
る
か
？
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
二
年
）、

ヒ
ッ
ク
『
人
は
い
か
に
し
て
神
と
出
会
う
か
』（
間
瀬
・
稲
田
訳
、
法
藏

館
、
二
〇
一
一
年
）
に
触
発
さ
れ
て
、
問
題
は
何
か
／
何
が
問
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

・ 〈
グ
ロ
ー
バ
ル
に
存
在
す
る
諸
宗
教
〉
を
語
ろ
う
と
す
る
関
心
を
宗
教

多
元
主
義
と
理
解
す
る
。

効
果
と
虚
数
時
間
か
ら
実
時
間
へ
の
移
行
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
無
境

界
仮
説
を
提
唱
す
る
。
ビ
レ
ン
キ
ン
も
ま
た
同
じ
く
量
子
論
の
理
論
的
土

壌
の
も
と
で
「
無
」
か
ら
の
宇
宙
の
創
造
は
物
理
的
・
数
理
的
に
不
可
能

で
な
い
こ
と
を
理
論
上
証
明
し
て
い
る
。
宇
宙
は
そ
の
初
期
状
態
で
は
素

粒
子
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
扱
う

量
子
論
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宇
宙
の
初
期
状

態
に
お
け
る
量
子
論
適
用
の
前
提
条
件
│
│
宇
宙
が
素
粒
子
よ
り
も
小
さ

か
っ
た
こ
と
│
│
の
証
左
と
な
る
ビ
ッ
ク
バ
ン
以
前
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
生
じ
た
こ
と
は
、
実
際
の
観
測
結
果
か
ら
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
量
子
論
に
基
づ
く
無
境
界
仮
説
、
神
な
き
「
無
」
か
ら
の
宇
宙

の
創
造
と
い
う
仮
説
は
、
今
日
で
は
理
論
物
理
学
の
領
域
に
お
い
て
は
一

定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
宇
宙
が
人
類
や
そ

の
他
の
生
命
を
誕
生
さ
せ
る
た
め
に
極
め
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
微
調
整
さ
れ

て
い
る
と
い
う
所
謂
「
人
間
原
理
」
も
マ
ル
チ
バ
ー
ス
（
多
元
宇
宙
）
論

の
展
開
・
発
展
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
あ
た
か
も
人
類
を
存
在
さ
せ
る

た
め
に
絶
妙
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
看
做
さ
れ
う
る
こ
の

宇
宙
は
、
数
限
り
な
く
存
在
す
る
宇
宙
の
中
で
た
ま
た
ま
生
命
を
誕
生
さ

せ
る
た
め
の
諸
条
件
が
整
っ
た
一
つ
の
可
能
性
が
具
現
化
し
た
そ
れ
に
過

ぎ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
宇
宙
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
宇
宙
開
闢
に
あ
た
っ

て
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
介
在
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
と
マ
ル
チ
バ
ー
ス

宇
宙
論
は
思
考
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
マ
ル
チ
バ
ー
ス
宇
宙
論

に
は
、
宇
宙
の
膨
張
や
初
期
宇
宙
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う

に
観
測
さ
れ
得
る
証
左
は
存
在
し
な
い
。
加
え
て
、
多
元
宇
宙
の
存
在
は

物
理
学
的
に
は
理
論
的
可
能
性
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
実
際
に
観
測
す
る
こ

と
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
逆
説
的
な
表
現
で
は
あ
る
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〇
「
神
の
声
を
聞
き
、
愛
を
感
じ
、
あ
る
い
は
神
と
一
体
化
す
る
よ
う
な

宗
教
体
験
は
、
側
頭
葉
に
あ
る
ゴ
ッ
ド
・
ス
ポ
ッ
ト
の
活
動
に
す
ぎ
な

い
」﹇
の
だ
と
さ
れ
る
﹈（
杉
岡
、
七
一
頁
）

〇
科
学
は
、
ス
コ
ラ
学
の
伝
統
（
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
「
四
つ
の
自
然
」
⑴
創
造

す
る
が
創
造
さ
れ
な
い
自
然natura creans et non creata / natu-
ra naturans

、
⑵
創
造
さ
れ
創
造
す
る
自
然
、
⑶
創
造
さ
れ
る
が
創
造

し
な
い
自
然natura creata non creans / natura naturata

、
⑷

創
造
せ
ず
創
造
さ
れ
な
い
自
然
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
自
然
学
」「
第

一
哲
学
」
の
区
別
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
）
の
も
と
で
、（natura naturans

で
は
な
く
）natura naturata

の
諸
存
在
を
、res extensa

（
デ
カ

ル
ト
）
と
し
て
み
る
、
し
か
も
、
数
学
を
も
用
い
る
学
的
営
為
で
あ
る
。

機
械
論
的
運
動
を
し
て
い
る
諸
存
在
の
な
か
に
は
、natura naturans

相
当
の
神
が
見
い
だ
さ
れ
な
い
と
き
、
そ
の
見
方
は
〈
無
神
論
〉
で
あ

る
。

〇
「
マ
ナ
」
的
宗
教
に
生
き
る
人
に
と
っ
て
、「
マ
ナ
」（
な
ど
）
は
〈
世

界
経
験
〉
を
語
る
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
科
学
を
営
む
人
が
理
解
す
る
学
的

概
念
を
用
い
る
と
「
超
自
然
的
」
経
験
と
表
現
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

〇
（
仏
教
）
転
迷
開
悟
の
教
え
﹇
縁
起
の
理
法
を
知
る
／
体
解
・
実
践
す

る
﹈
は
、
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
の
（
四
つ
の
）natura

に
な
ぞ
ら
え
て
い
え
ば
、

〈
仏
教
〉
は
、（“natura naturans ”

と
の
関
連
な
し
の“natura natu-

rata ”

に
相
当
す
る
）“natura sam. sāra ”

に
お
け
る
法
則
性
だ
け
で

世
界
経
験
を
理
解
・
表
現
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。〈
無
明
・
悟
り
〉
の

種
々
あ
る
説
明
の
ひ
と
つ
、（
唯
識
・
三
性
﹇
遍
計
所
執
性
・
依
他
起

性
・
円
成
実
性
﹈）「
蛇
縄
麻
の
喩
え
」
は
、〈
麻
縄
蛇
〉
そ
れ
自
体
の
存

在
・
関
係
性
な
ど
に
関
し
て
、〈
無
明
と
悟
り
〉
を
〈
い
わ
ば
、
同
時
的

・ 「
宗
教
体
験
」
―
宗
教
的
意
味
理
解
が
経
験
さ
れ
る
（
知
る
・
体
得
体

解
す
る
）
こ
と
と
理
解
す
る
。

　
〈
宗
教
体
験
と
は
何
か
〉（
宗
教
と
は
何
か
、〈
宗
教
の
原
初
〉、〈
宗
教

の
起
源
〉
と
は
何
か
）
の
課
題
に
関
し
て
、「
脳
科
学
」
か
ら
、（
脳
内
過

程
の
運
動
と
し
て
の
）〈
宗
教
体
験
〉
が
提
示
さ
れ
て
い
る
、
と
受
け
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、〈
グ
ロ
ー
バ
ル
に
存
在
す
る
諸
宗
教
〉

に
お
け
る
各
々
の
〈
宗
教
体
験
〉、
た
と
え
ば
、
コ
ド
リ
ン
ト
ン
が
報
告

し
た
「
マ
ナ
」
的
宗
教
（
マ
ナ
観
念
／
マ
ナ
体
験
）
や
、
転
迷
開
悟
の
宗

教
で
あ
る
仏
教
が
云
う
〈
縁
起
の
理
法
を
知
る
﹇
体
解
す
る
﹈
こ
と
〉
な

ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
と
（
脳
科
学
）〈
脳
内
過
程
の
産
物
〉
と
が
、
ど
の

よ
う
に
理
解
し
あ
え
る
の
か
、
が
課
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。

〇
「
脳
神
経
神
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
〈
神
の
客
観
的
実
在
を
必
ず
し
も
必

要
と
し
な
い
宗
教
体
験
の
可
能
性
〉
と
い
う
い
さ
さ
か
奇
妙
な
着
地
点
に

近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
藤
田
、
一
二
三
頁
）

〇
脳
科
学
（
の
議
論
を
す
る
世
界
観
）
も
〈
ひ
と
つ
の
宗
教
〉
と
仮
定
す

る
と
、（
無
神
論
の
）〈
宗
教
体
験
〉
理
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で

き
る
。

〇
科
学
は
自
然
主
義
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、〈
創
造

主
と
し
て
の
神
〉
観
念
が
斥
け
ら
れ
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。

〇
「
創
発
主
義
に
よ
っ
て
、
自
然
主
義
と
宗
教
と
の
対
立
図
式
を
乗
り
越

え
る
試
み
は
、
伝
統
的
な
神
理
解
の
側
に
大
き
な
変
更
を
要
求
す
る
も
の

と
な
る
。
…
…
そ
れ
は
神
、
す
な
わ
ち
創
造
主
と
い
う
考
え
を
余
計
な
も

の
と
す
る
が
、
こ
の
特
殊
な
物
理
的
宇
宙
の
一
部
と
し
て
存
在
す
る
普
遍

的
な
心
、
超
自
然
主
義
で
な
い
自
然
主
義
的
な
神
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
﹇
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、300

﹈」（
芦
名
、
五
四
頁
）
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（
１

）
従
来
の
言
語
や
象
徴
の
研
究
に
よ
る
成
果
：
ヒ
ト
は
音
声
シ
ン
ボ

ル
の
体
系
で
あ
る
言
語
を
発
展
さ
せ
、
固
体
相
互
の
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
結
合
を
可
能
に
し
、
集
団
行
動
に
よ
っ
て
、
非
力
で
は
あ
り

な
が
ら
地
上
に
繁
茂
し
て
き
た
。
言
語
は
さ
ら
に
指
示
す
る
対
象
を
区
分

し
、
差
異
化
す
る
こ
と
で
世
界
を
区
分
し
、
物
質
的
自
然
的
世
界
と
は
異

な
る
主
観
的
意
味
体
系
と
し
て
の
「
世
界
」
を
構
成
す
る
。
ヒ
ト
は
、
そ

の
世
界
の
延
長
に
自
然
界
に
は
存
在
し
な
い
「
神
」
の
よ
う
な
絶
対
者
、

超
越
者
を
も
想
定
し
、
概
念
化
し
て
き
た
。
ま
た
対
象
を
認
識
す
る
意
識

と
と
も
に
、
自
分
自
身
を
も
「
内
な
る
外
界
」
と
し
て
対
象
化
し
、
自
己

の
欲
求
や
願
望
を
統
制
し
う
る
「
自
己
意
識
」
を
も
発
達
さ
せ
た
。
ヒ
ト

は
、
そ
の
よ
う
な
諸
シ
ン
ボ
ル
の
体
系
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
主
観
的
意

味
世
界
、
意
識
世
界
に
生
き
る
独
特
の
存
在
様
式
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

（
２

）
宗
教
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
な
ど
近
代
主
義
者
が
重
視
し
た
「
信
念
」

や
「
信
仰
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
音
楽
や
踊
り
、
儀
礼

な
ど
、
音
響
や
身
体
的
運
動
を
伴
っ
た
人
間
の
集
団
的
運
動
で
あ
る
。

（
３

）
宗
教
は
過
酷
な
環
境
を
生
き
延
び
て
、
繁
栄
す
る
た
め
に
、
現
生

人
類
（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
の
祖
先
が
獲
得
し
て
い
っ
た
、
集
団
淘
汰

の
た
め
の
適
応
戦
略
の
産
物
で
あ
る
。

（
４

）
宗
教
は
、
他
者
、
自
然
、
宇
宙
を
人
格
化
し
、
そ
の
「
意
図
」
を

読
み
取
る
こ
と
で
、
道
徳
的
行
為
を
促
し
、
集
団
を
結
束
さ
せ
て
、
危
険

を
回
避
し
、
集
団
で
生
き
る
た
め
に
獲
得
し
た
能
力
の
産
物
で
あ
る
。

「
心
の
理
論
」
に
基
づ
く
「
適
応
的
錯
覚
」。

（
５

）
宗
教
は
近
代
自
然
科
学
が
発
達
す
る
以
前
か
ら
の
、
人
間
が
発
達

さ
せ
た
希
有
壮
大
な
想
像
力
、
空
想
力
、
創
造
力
の
賜
物
で
あ
る
。
超
越

的
存
在
、
絶
対
他
者
は
存
在
し
な
い
か
、
存
在
証
明
は
不
可
能
で
あ
る
。

に
体
験
す
る
〉
と
説
明
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
〈
知
・
体
験
〉
は
、
脳
科

学
が
依
っ
て
立
つ
学
的
概
念
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
理
解
・
説
明
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

宗
教
の
起
源
・
再
考

│
│ 

近
年
の
進
化
生
物
学
と
脳
科
学
の
成
果
か
ら 

│
│

中
野　
　

毅

　

一
九
世
紀
以
降
の
合
理
主
義
や
進
化
論
の
発
展
に
よ
っ
て
、
人
類
の
宗

教
の
起
源
に
関
す
る
諸
説
が
展
開

（
１

）
進
化
論
的
起
源
論
：
ス
ペ
ン
サ
ー
「
祖
先
崇
拝
」、
ヒ
ュ
ー
ム
「
自

然
崇
拝
」、
タ
イ
ラ
ー
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
等

（
２

）
心
理
学
的
起
源
論
：
ヴ
ン
ト
「
恐
怖
な
ど
の
情
緒
が
外
的
に
投

影
」、
オ
ッ
ト
ー
「
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
」

（
３

）
社
会
的
起
源
論
：
デ
ュ
ル
ケ
ム
、
マ
ル
ク
ス
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
等
の

社
会
的
機
能
論
、
そ
し
て
記
述
的
宗
教
学
へ
。

　

し
か
し
、
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
急
速
に
発
展
し
た
人
類
学
、
考
古
学
、

進
化
生
物
学
に
よ
る
人
類
進
化
の
研
究
、
ま
た
遺
伝
子
学
、
認
知
科
学
、

脳
科
学
、
進
化
心
理
学
等
に
よ
る
「
脳
と
心
」
の
研
究
は
、
一
九
九
〇
年

代
に
入
る
と
、
神
な
ど
の
超
越
者
に
つ
い
て
の
観
念
や
信
仰
な
ど
の
宗
教

的
要
素
へ
の
研
究
へ
と
展
開
し
、
そ
れ
ら
が
人
間
個
人
の
「
こ
こ
ろ
」
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
社
会
集
団
の
維
持
・
発
展
に
必
要
な
文
化
と
し
て

形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
解
明
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、

何
故
、
人
間
は
文
化
を
、
そ
し
て
宗
教
を
持
っ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
人
間

に
と
っ
て
宗
教
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
通
し
て
、
宗
教
の
人

間
学
的
起
源
論
お
よ
び
宗
教
学
を
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
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と
Ｒ
・
マ
ッ
カ
チ
オ
ン
は
反
論
し
て
い
る
。
ア
サ
ド
は
こ
の
よ
う
な
定
義

は
宗
教
を
個
々
の
歴
史
的
要
素
か
ら
切
り
離
す
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た

歴
史
的
関
係
は
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
、
宗
教
の
普
遍
的
定
義

は
不
可
能
だ
と
す
る
。
マ
ッ
カ
チ
オ
ン
も
同
様
に
、
宗
教
を
「
固
有
（sui 

generis

）」
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的

関
係
を
捨
象
し
て
い
る
た
め
に
、
容
認
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い

る
。
磯
前
順
一
と
山
本
達
也
の
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
宗
教
概
念
批
判
は

各
所
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、「
宗
教
」
と
い
う
語
の
西
欧
中
心
性
や
歴
史

性
を
考
慮
し
た
見
直
し
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
動
向
と
は
対
照
を
な
す
も
の
と
し
て
、
進
化
生
物
学
の
見
地

か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
「
宗
教
現
象
の
科
学
的
説
明
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
Ｅ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
一
九
七
五
年
の
『
社
会
生
物
学
』
で
、
人
間
を

も
対
象
に
含
め
た
社
会
的
行
動
の
研
究
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
の
『
人
間

の
本
性
に
つ
い
て
』
で
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
宗
教
も
遺
伝
子
に
組
み
込
ま

れ
た
人
間
の
本
性
が
生
み
出
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
本
性
が
自
然

選
択
で
生
ま
れ
た
以
上
宗
教
に
は
何
ら
か
の
利
点
が
あ
っ
た
の
だ
と
し

て
、
集
団
を
団
結
さ
せ
る
点
を
そ
の
利
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
姿
勢
に
は
批
判
も
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
分
野
と
し
て
の
社
会
生
物

学
は
存
続
し
、
同
様
の
見
地
に
立
つ
進
化
心
理
学
や
遺
伝
子
―
文
化
共
進

化
理
論
も
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｄ
・
バ
ス
は
『
進
化
心
理
学
』
に

お
い
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
本
性
に
あ
た
る
も
の
を
「
進
化
し
た
心
的
メ
カ

ニ
ズ
ム
」
と
呼
び
、
当
分
野
の
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
人
に
特
定
の
観
念
を
好
ま
せ
る
よ
う
に
作
用
す
る
た
め
、
生
得
的
な

も
の
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
し
た
行
動
に
対
し
て
も
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

そ
れ
ら
に
関
す
る
諸
観
念
は
、
人
間
の
想
像
力
の
産
物
で
あ
る
。

　

ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
と
し
て
人
間
を
定
義
し
た
ホ
イ
ジ
ン
ガ
ー
流
に
言

え
ば
、
宗
教
は
「
遊
び
」
だ
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
？　

も
っ
と
も
宗

教
は
死
や
生
の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
か
ら
、「
遊
び
」
と
い
う
と

反
感
を
買
う
恐
れ
も
あ
る
が
。
こ
の
小
さ
な
生
き
物
で
あ
る
人
間
、
ヒ
ト

が
一
生
懸
命
生
き
抜
く
た
め
の
、
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
と
い
う
面
も
含
め

て
、
そ
う
言
い
た
い
。
と
す
る
と
、「
宗
教
学
」
は
、
そ
う
し
た
人
間
の

溢
れ
ん
ば
か
り
の
想
像
力
、
集
団
と
し
て
の
生
き
方
、
生
み
出
し
た
宗
教

文
化
を
解
明
す
る
、
ま
た
は
記
述
す
る
「
賛
歌
」
と
も
言
え
る
で
あ
ろ

う
。

進
化
生
物
学
を
用
い
た
宗
教
理
論
の
分
析

│
│ 

普
遍
的
言
説
の
現
代
的
回
帰 

│
│

藤
井　

修
平

　

本
発
表
で
は
、
宗
教
学
理
論
研
究
の
観
点
か
ら
、
進
化
生
物
学
が
も
た

ら
す
宗
教
に
つ
い
て
の
理
論
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
こ
う
し
た
「
宗
教

現
象
の
科
学
的
説
明
」
が
従
来
の
宗
教
理
論
と
い
か
に
異
な
っ
て
い
る
か

を
考
察
す
る
。
進
化
生
物
学
的
宗
教
理
論
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
宗
教
現

象
の
「
普
遍
性
」
を
積
極
的
に
認
め
る
点
で
あ
り
、
こ
の
点
こ
そ
現
行
宗

教
学
の
理
論
と
の
最
も
主
要
な
差
異
で
あ
っ
て
、
同
時
に
、
現
行
理
論
が

批
判
し
て
き
た
二
十
世
紀
前
半
の
宗
教
学
理
論
と
共
鳴
す
る
点
で
も
あ

る
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
の
再
確
認
と
し
て
、
Ｃ
・
ギ
ア
ツ
と
Ｍ
・
エ

リ
ア
ー
デ
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
批
判
を
概
観
す
る
。
両
者
は
普
遍
的
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
「
宗
教
」
を
定
義
し
て
お
り
、
こ
れ
に
Ｔ
・
ア
サ
ド
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神
経
生
理
学
か
ら
み
た
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教

│
│ 

リ
ベ
ッ
ト
の
研
究
か
ら 

│
│

星
川　

啓
慈

　

神
学
者
Ｊ
・
ヒ
ッ
ク
は
「
も
し
決
定
論
が
真
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
自

由
意
志
の
観
点
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
意
味
合
い
に
お

い
て
、
決
定
論
は
道
徳
性
を
し
だ
い
に
蝕
ん
で
い
く
」（『
人
は
い
か
に
し

て
神
と
出
会
う
か
』）
と
述
べ
た
。
Ｂ
・
リ
ベ
ッ
ト
の
思
索
に
お
い
て
も
、

同
型
の
立
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
「
人
間
は
、
し

た
い
こ
と
を
選
択
す
る
／
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
神
か
ら
与
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
能
力
は
、
自
然
界
の
物
理
的
法
則
に
基
づ
く
決
定
論

的
な
制
約
を
完
全
に
は
受
け
て
い
な
い
」
旨
を
述
べ
な
が
ら
、「
こ
の
考

え
方
が
な
け
れ
ば
、
人
間
の
自
発
的
な
行
為
に
対
す
る
個
人
の
責
任
に
つ

い
て
の
倫
理
観
を
う
な
が
す
こ
と
が
難
し
く
な
る
」（『
マ
イ
ン
ド
・
タ
イ

ム
』）
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ヒ
ッ
ク
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
リ
ベ
ッ

ト
は
ユ
ダ
ヤ
教
信
者
で
あ
る
。
リ
ベ
ッ
ト
に
従
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
倫

理
は
脳
内
で
無
意
識
に
起
動
す
る
願
望
・
衝
動
・
意
図
に
関
り
、
ユ
ダ
ヤ

教
の
倫
理
は
「
拒
否
権
」
の
行
使
と
い
う
意
識
さ
れ
た
自
由
意
志
に
関

る
。
当
然
、
二
つ
の
宗
教
の
教
え
に
は
共
に
、「
自
分
が
さ
れ
た
く
な
い

こ
と
を
他
の
人
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
側
面
と
、「
自
分
に
し
て

も
ら
い
た
い
こ
と
を
他
の
人
に
も
し
て
あ
げ
な
さ
い
」
と
い
う
二
つ
の
側

面
が
あ
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
リ
ベ
ッ
ト
自
身
が
い
か
に
こ
れ
ら
二
つ
の

側
面
を
認
識
し
て
い
る
か
で
あ
る
。

　

マ
タ
イ
福
音
書
の
中
に
は
、「
み
だ
ら
な
思
い
で
女
を
見
る
者
は
だ
れ

で
も
、
既
に
心
の
中
で
そ
の
女
を
犯
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
一
節
が
あ

働
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
は
、
人
類
共
通
の
要
素
で
あ
る
遺
伝
子
を
そ
の
基
盤
と

し
て
い
る
た
め
に
普
遍
的
な
理
論
と
な
っ
て
い
る
。
人
間
の
生
物
学
的
条

件
に
基
づ
い
た
主
張
は
近
年
徐
々
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
は
人
間
に
は
異
な
っ
た
研
究
方
法
が
必
要
と
す
る
人
文
・
社
会

科
学
の
前
提
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

進
化
生
物
学
の
見
地
に
基
づ
い
た
理
論
の
影
響
に
よ
っ
て
、
宗
教
研
究

の
場
に
は
こ
れ
ま
で
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
三
つ
の
概
念
に
つ
い
て
の
語
り

が
再
び
回
帰
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
な
わ
ち
、
宗
教
の
普
遍
性
、

宗
教
の
進
化
、
そ
し
て
宗
教
の
起
源
に
つ
い
て
の
語
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
概
念
は
近
代
合
理
主
義
に
由
来
す
る
と
見
な
さ
れ
、
否
定
さ
れ
て
き
た

が
、「
宗
教
現
象
の
科
学
的
説
明
」
は
こ
の
全
て
を
再
度
取
り
扱
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
状
で
は
普
遍
性
・
特
殊
性
の
面
で
対
立
す
る
理
論
が

並
び
立
っ
て
お
り
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
観
点
か
ら
は
「
宗
教
現
象
の

科
学
的
説
明
」
も
ま
た
批
判
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
後
者

が
確
か
な
理
論
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
前
者
が
批
判
し

て
い
た
旧
来
の
普
遍
的
宗
教
理
論
と
の
差
異
を
い
か
に
示
せ
る
か
に
よ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
理
論
の
水
準
で
は
か
つ
て
の
普
遍
的
宗

教
理
論
と
「
宗
教
現
象
の
科
学
的
説
明
」
に
は
い
く
ら
か
の
類
似
も
見
出

せ
る
の
で
あ
り
、
エ
リ
ア
ー
デ
な
ど
の
普
遍
的
宗
教
理
論
の
意
義
を
問
い

直
す
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
ろ
う
。
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を
感
じ
た
り
責
任
を
負
っ
た
り
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ベ

ッ
ト
は
「
原
罪
」
の
概
念
は
何
を
罪
深
い
と
す
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
り
う

る
と
留
保
を
つ
け
て
い
る
も
の
の
、
た
と
え
無
意
識
に
起
動
す
る
願
望
・

衝
動
・
意
図
な
ど
を
感
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
間
の
制
御
で
き
る
範

囲
に
は
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
禁
じ
ら
れ
た
行
為
に
及
ば
な
い
限
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
責
任
は
な
い
／
罪
に
は
当
た
ら
な
い
、
と
考
え
て
い

る
。

　

リ
ベ
ッ
ト
の
場
合
、
神
経
生
理
学
上
の
知
見
を
宗
教
に
適
用
す
る
と
、

倫
理
体
系
と
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
も
ユ
ダ
ヤ
教
の
方
が
優
れ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

英
彦
山
派
在
地
組
織
の
葛
藤 

│
│ 

唐
津
を
事
例
に 

│
│

中
村　
　

琢

　

現
在
の
福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
に
あ
る
英
彦
山
（
近
世
彦
山
）
は
、
九

州
北
西
部
に
多
く
の
末
山
を
抱
え
る
九
州
の
中
心
的
な
修
験
道
の
霊
山
で

あ
っ
た
。
中
で
も
江
戸
時
代
の
唐
津
で
は
、
英
彦
山
派
の
山
伏
が
唐
津
藩

全
域
に
分
布
し
て
お
り
、
後
住
や
弟
子
な
ど
を
含
む
と
五
十
六
人
の
英
彦

山
派
山
伏
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
在
地
山
伏
た
ち
は
、
地
域
ご
と
に

法
頭
を
筆
頭
と
す
る
在
地
組
織
を
形
成
し
て
い
た
。
本
報
告
で
は
、
主
に

こ
の
在
地
組
織
の
視
点
か
ら
本
末
支
配
の
実
態
を
示
す
。

　

唐
津
の
英
彦
山
派
在
地
組
織
に
は
、
英
彦
山
か
ら
補
任
さ
れ
る
色
衣
と

黒
衣
を
利
用
し
た
格
式
が
あ
り
、
色
衣
を
補
任
さ
れ
て
い
な
い
者
は
「
先

官
順
席
」
と
言
わ
れ
、
法
頭
次
席
以
上
の
上
席
、
と
く
に
法
頭
に
は
原
則

的
に
就
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
英
彦
山
も
、
そ
の
こ
と
に
一
定
の

配
慮
を
し
な
が
ら
補
任
し
て
い
る
時
期
も
あ
っ
た
。

る
。
現
実
問
題
と
し
て
、「
み
だ
ら
な
思
い
で
女
を
見
る
」
こ
と
が
罪
で

あ
れ
ば
、
殆
ど
の
成
人
男
性
は
罪
を
犯
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
現

実
の
行
動
に
よ
り
罪
を
犯
す
に
至
る
者
以
外
は
、
皆
自
分
の
情
欲
を
制
御

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
リ
ベ
ッ
ト
が
い
う
に
は
、「
運
動
を
伴
っ
た

実
際
の
行
為
が
、
意
識
的
に
制
御
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
倫
理
的
に
有
意

味
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
仲
間
に
対
す
る
現
実
の
影
響
を
も
つ
の

は
、
運
動
を
伴
う
行
為
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
」。

　

右
の
こ
と
に
対
す
る
リ
ベ
ッ
ト
の
実
験
結
果
の
適
用
は
興
味
深
い
。
彼

に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
罪
と
結
び
つ
く
ど
の
よ
う
な
願
望
・
衝
動
・
意
図

で
も
、
脳
内
で
無
意
識
に
起
動
し
発
達
す
る
。
行
為
を
促
す
意
図
の
無
意

識
的
な
出
現
は
意
識
的
に
制
御
で
き
な
い
。
だ
が
、
そ
の
最
終
的
な
運
動

行
為
の
「
実
行
」
の
み
は
、
意
識
的
に
制
御
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、「
何
か
許
さ
れ
難
い
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
人
が
た
だ
単
に
精
神

的
な
意
図
や
衝
動
を
も
っ
た
だ
け
で
、
た
と
え
そ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
罰
し
よ
う
と
す
る
宗
教
体
系
〔
キ
リ
ス
ト
教
〕
で
は
、

生
理
上
、
克
服
し
が
た
い
道
徳
的
お
よ
び
心
理
的
な
問
題
が
生
じ
る
」
の

で
あ
る
。
実
際
に
、
そ
う
し
た
衝
動
を
感
じ
た
だ
け
で
「
罪
深
い
」
と
い

う
こ
と
に
拘
る
と
、
そ
う
し
た
衝
動
が
無
意
識
に
起
動
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
お
そ
ら
く
す
べ
て
の
人
間
に
存
在
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
す
べ
て
の

人
間
が
罪
深
い
こ
と
に
な
る
。

　

た
し
か
に
、
こ
れ
は
「
原
罪
」
に
つ
い
て
の
生
理
学
的
根
拠
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
リ
ベ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
見
解
に
否

定
的
で
あ
る
。
彼
は
「
あ
る
人
の
実
際
の
行
為
だ
け
が
他
人
の
幸
福
を
直

接
に
侵
害
し
う
る
」
と
も
い
う
。
意
識
的
に
制
御
で
き
る
の
は
行
為
の

「
実
行
」
で
あ
る
か
ら
、
遂
行
さ
れ
た
自
分
の
行
為
に
対
し
て
、
人
が
罪
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彦
山
は
、
山
伏
共
同
体
の
訴
え
の
中
で
問
題
に
な
っ
て
い
た
法
務
方
を
変

更
し
、
法
頭
の
世
襲
化
を
や
め
る
こ
と
で
裁
決
し
た
。
た
だ
し
、
惣
代
の

一
人
で
あ
る
大
和
坊
に
隠
居
が
申
し
つ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
法
頭
に
つ
い
て

も
、
こ
の
と
き
に
法
頭
代
勤
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
こ
の
と

き
に
決
ま
っ
た
法
頭
代
勤
観
龍
院
が
弘
化
三
年
か
ら
六
年
経
っ
た
嘉
永
五

（
一
八
五
二
）
年
の
雨
乞
い
儀
礼
に
触
頭
と
し
て
出
て
お
り
、
年
番
で
は

な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
対
応
か
ら
、
当
時
の
英
彦
山
の
、
在

地
組
織
に
対
す
る
支
配
の
方
針
が
固
定
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
都
度
柔

軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ

の
対
応
に
お
い
て
は
、
在
地
組
織
に
一
定
の
配
慮
を
し
な
が
ら
も
思
い
通

り
に
は
さ
せ
な
い
と
い
う
支
配
の
あ
り
方
が
窺
わ
れ
る
。

　

唐
津
の
在
地
組
織
は
、
英
彦
山
の
支
配
と
い
う
こ
と
を
利
用
し
な
が
ら

独
自
の
秩
序
を
形
成
し
て
い
た
。
山
伏
共
同
体
は
、
こ
の
秩
序
が
英
彦
山

に
よ
っ
て
侵
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
在
地
組
織
を
支
え
る
山
伏
共
同
体

が
反
発
し
、
従
来
の
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
英
彦
山
に
訴
え
出
た
。
こ
う

し
た
動
き
か
ら
、
英
彦
山
の
支
配
を
受
け
な
が
ら
も
単
に
そ
れ
に
従
う
だ

け
で
は
な
く
、
自
治
的
な
運
営
や
自
分
た
ち
の
秩
序
を
守
ろ
う
と
す
る
唐

津
の
英
彦
山
派
在
地
組
織
の
葛
藤
が
窺
わ
れ
る
。

湯
立
の
神
楽
と
「
白
い
布
」

三
村　

泰
臣

　

神
楽
は
「
神
座
の
前
の
神
遊
び
」
と
定
義
さ
れ
る
な
ど
神
事
と
同
等
に

理
解
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
神
楽
を
「
舞
」（
順
逆
の
舞
）、「
楽
」（
太

鼓
）、「
飾
り
」（
天
蓋
等
）
で
構
成
さ
れ
る
総
合
芸
術
と
理
解
し
、
そ
の

立
場
か
ら
日
本
神
楽
の
特
質
を
解
明
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
「
湯
立
神

　

と
こ
ろ
が
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に
な
っ
て
、
英
彦
山
に
よ
り
法

頭
の
世
襲
化
が
図
ら
れ
た
。
当
時
の
法
頭
龍
清
坊
が
二
代
続
け
て
黒
衣
の

ま
ま
で
職
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
独
自

の
色
衣
と
黒
衣
を
利
用
し
た
秩
序
を
も
つ
在
地
組
織
の
あ
り
方
を
否
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

唐
津
の
英
彦
山
派
の
在
地
組
織
は
、
自
治
的
な
在
地
山
伏
の
横
の
つ
な

が
り
（
以
後
、
山
伏
共
同
体
と
す
る
）
の
発
言
力
が
強
く
、
問
題
ご
と
に

法
頭
と
は
別
に
惣
代
が
立
て
ら
れ
取
り
決
め
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
山
伏
共

同
体
が
、
英
彦
山
の
法
頭
世
襲
化
に
反
発
し
大
和
坊
と
宝
泉
坊
を
惣
代
に

立
て
て
英
彦
山
に
訴
え
出
た
。
山
伏
共
同
体
は
、
法
頭
を
代
勤
に
し
て
年

番
に
し
、
在
地
組
織
の
秩
序
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
番
の

法
頭
代
勤
へ
の
要
求
か
ら
、
英
彦
山
の
側
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

在
地
組
織
の
支
配
機
構
を
山
伏
共
同
体
の
側
に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
山
伏

共
同
体
の
意
思
が
窺
わ
れ
る
。

　

世
襲
化
が
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
龍
清
坊
興
雲
か
ら
後
住
の
大
雲
へ
の

継
承
で
あ
っ
た
。
山
伏
共
同
体
は
、
世
襲
化
に
反
対
す
る
英
彦
山
へ
の
訴

え
は
、
興
雲
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
改
革
を
批
判
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
訴
え
の
内
容
は
、
英
彦
山
が
行
う
補
任
の
問
題
で
、
法
頭
に

権
限
の
あ
る
問
題
で
は
な
く
、
英
彦
山
に
権
限
の
あ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
龍
清
坊
興
雲
の
問
題
に
帰
す
こ
と
で
、
英
彦
山
へ
の
直
接
の
批

判
と
い
う
形
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
垣
間
見
え
る
。
ま
た
、
年
番
で

あ
る
法
頭
代
勤
に
つ
い
て
は
、
一
年
目
を
龍
清
坊
大
雲
に
す
る
よ
う
希
望

し
て
お
り
、
龍
清
坊
と
の
確
執
を
も
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

五
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
て
英
彦
山
側
の
対
応
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
の
中
で
英
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り
氏
子
た
ち
に
配
る
。
伊
予
の
川
名
津
神
楽
（
愛
媛
県
八
幡
浜
市
川
上

町
）
で
は
柱
松
の
先
に
白
い
布
と
藁
人
形
を
つ
け
、
松
明
を
背
負
っ
た
鬼

神
が
登
っ
て
そ
れ
を
叩
き
落
と
す
。
讃
岐
の
湯
立
神
楽
（
香
川
県
丸
亀
市

垂
水
町
、
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
）
で
は
、
白
い
布
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
一
間
の
高
さ
も
あ
る
湯
釜
を
築
き
、
そ
の
釜
の
湯
に
入
っ
た
神
職
に
天

蓋
風
の
も
の
を
被
せ
、
そ
の
後
で
神
職
と
氏
子
た
ち
が
火
渡
り
す
る
。
豊

前
神
楽
も
類
似
の
湯
立
神
楽
を
伝
え
て
い
る
。

　

か
つ
て
隠
岐
地
方
な
ど
で
は
明
治
初
年
ま
で
こ
の
白
い
布
が
葬
祭
や
霊

祭
で
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
ま
た
備
後
で
は
成
仏
で
き
な

か
っ
た
女
性
（
蛇
体
の
姿
で
現
れ
た
）
を
浮
か
ば
せ
る
た
め
、
白
い
布
を

使
う
な
ど
し
て
神
楽
を
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
能
本
類
が
あ
る
（
寛

文
四
年
「
松
ノ
能
」
な
ど
）。
白
い
布
は
死
者
を
成
仏
さ
せ
る
に
も
、
成

仏
で
き
な
か
っ
た
死
霊
を
浮
か
ば
せ
る
に
も
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

筆
者
は
朝
鮮
半
島
や
長
江
流
域
の
民
間
祭
祀
の
調
査
を
し
、
白
い
布
が

実
際
に
葬
祭
や
霊
祭
の
場
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
事
例
を
確
認
し

て
い
る
（
三
村
泰
臣
「
神
楽
に
お
け
る
「
白
い
布
」
│
│
中
国
地
方
の
民

間
神
楽
を
中
心
に
」『
民
族
藝
術
』
二
七
巻
、
二
〇
一
一
年
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
白
い
布
は
神
的
力
を
顕
現
さ
せ
、
こ
の
世
と
あ

の
世
を
結
ぶ
表
象
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
白
い
布
を
使

う
神
楽
は
中
世
末
頃
の
備
後
で
「
浄
土
神
楽
」
と
呼
ば
れ
、「
湯
立
」「
荒

神
舞
」
と
一
体
で
実
演
さ
れ
て
い
た
（
慶
長
十
七
年
「
伊
与
村
神
祇
太
夫

詫
状
」）。

楽
」
と
「
白
い
布
」
を
と
り
あ
げ
、
神
楽
が
目
標
と
し
た
も
の
が
何
で
あ

っ
た
か
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

湯
立
神
楽
は
東
日
本
（
東
北
と
中
部
地
方
お
よ
び
そ
の
周
辺
）
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
し
た
研
究
が
主
流
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
と
意
義
は
既
に
確
認
さ

れ
て
い
る
（
本
田
安
次
『
霜
月
神
楽
之
研
究
』
昭
和
二
十
九
年
）。
西
日

本
の
湯
立
神
楽
は
こ
れ
ま
で
研
究
視
野
に
入
ら
ず
、
存
在
が
確
認
な
さ
れ

て
い
な
い
事
例
も
あ
る
。

　

筆
者
は
日
本
神
楽
の
中
で
特
に
環
瀬
戸
内
海
神
楽
（
瀬
戸
内
海
に
隣
接

す
る
中
国
、
四
国
、
九
州
地
方
の
神
楽
）
に
注
目
。
こ
の
神
楽
は
荒
神
信

仰
を
基
礎
に
展
開
し
た
神
楽
で
あ
り
、
特
異
な
湯
立
神
楽
を
伝
承
し
て
い

る
。
備
中
荒
神
神
楽
（
岡
山
県
）、
比
婆
荒
神
神
楽
・
備
後
神
楽
（
広
島

県
）、
大
元
神
楽
（
島
根
県
）、
周
防
神
舞
（
山
口
県
）、
豊
前
・
豊
後
神

楽
（
福
岡
・
大
分
県
）、
伊
予
神
楽
（
愛
媛
県
）、
讃
岐
神
楽
（
香
川
県
）

な
ど
で
、
東
日
本
と
違
う
伝
承
例
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え

ば
三
年
お
き
に
行
わ
れ
る
上
田
原
湯
立
神
楽
（
大
分
県
豊
後
大
野
市
三
重

町
）
は
、
鬼
神
（
荒
神
と
い
う
）
や
湯
男
が
熱
湯
を
浴
び
て
火
の
上
を
疾

走
す
る
壮
絶
な
神
楽
で
あ
る
。

　

環
瀬
戸
内
神
楽
の
湯
立
神
楽
で
特
別
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、「
白
い

布
」
が
様
々
の
形
態
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
神
が
か
り
と
も

連
動
し
て
使
わ
れ
、
神
的
力
を
顕
現
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
（
備

中
荒
神
神
楽
、
比
婆
荒
神
神
楽
、
備
後
神
楽
、
大
元
神
楽
な
ど
）。
ま
た

白
い
布
は
様
々
な
表
象
（
鬼
神
、
五
行
、
藁
蛇
、
藁
人
形
、
天
蓋
、
白
い

布
、
柱
松
な
ど
）
と
も
連
動
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
豊
後
の
直
川
佐
伯
神
楽
（
大
分
県
佐
伯
市
直
川
）
で
は
、
湯

立
（
庭
燎
と
い
う
）
の
後
に
あ
る
「
御
綱
」
で
鬼
神
が
白
い
布
を
剣
で
切
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て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
Ｏ

地
区
に
お
い
て
は
、
地
区
の
ほ
ぼ
全
戸
が
携
わ
る
講
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

存
在
し
、
村
祈
禱
も
講
活
動
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
村
祈
禱
の
参
加
は
講
組
織
と
の
関
係
性
の
中
で
半
ば
強
制
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
み
た
Ｎ
地
区
で
は
、
村
祈
禱
に
関

し
て
Ｏ
地
区
の
よ
う
な
義
務
感
や
強
制
力
が
伴
う
こ
と
が
な
く
、
参
加
は

任
意
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
個
人
が
村
祈
禱
に
関
与
す
る

た
め
に
は
動
機
が
必
要
で
あ
り
、
今
回
は
、
集
落
内
で
前
年
に
発
生
し
た

一
人
の
老
婆
の
不
幸
な
死
（
殺
人
事
件
）
に
よ
っ
て
村
祈
禱
が
例
年
に
な

い
程
の
高
い
関
心
を
集
め
て
い
た
。
最
後
に
み
た
Ｋ
Ｔ
地
区
で
は
、
村
祈

禱
は
、
長
年
そ
の
開
催
を
支
え
て
き
た
Ｆ
と
い
う
一
人
の
女
性
と
、
彼
女

と
個
人
的
な
つ
な
が
り
を
も
つ
十
名
程
度
の
人
び
と
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て

お
り
、「
村
」
祈
禱
と
し
て
の
公
的
側
面
が
ほ
ぼ
消
失
し
て
い
る
こ
と
が

看
取
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
Ｋ
Ｔ
地
区
で
今
回
新
規
に
村
祈
禱
へ
の
参
加
を

表
明
し
た
一
人
の
女
性
を
動
機
づ
け
て
い
た
の
は
、
亡
夫
の
声
を
聞
き
た

い
と
い
う
欲
求
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
、
参
加
が
任
意
の
も
の
と
な
る
に
つ
れ
、
村
祈
禱
が

従
来
も
っ
て
い
た
「
集
落
の
」
行
事
と
し
て
の
性
格
は
背
景
に
退
き
、
祈

禱
は
死
者
の
声
を
聞
き
た
い
と
い
う
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
欲
求
に
動
機
づ
け
ら

れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
際
求

め
ら
れ
る
の
は
、
イ
タ
コ
が
披
露
し
て
き
た
よ
う
な
定
型
の
祭
文
で
は
な

く
、
Ｋ
が
村
祈
禱
で
実
践
し
て
い
る
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
性
を
も

っ
た
死
者
の
声
で
あ
る
。

　
「
集
落
の
た
め
」
の
祈
禱
と
い
う
主
旨
が
名
目
上
の
も
の
と
な
っ
て
い

く
と
き
、
村
の
安
寧
を
願
う
神
仏
の
託
宣
が
背
景
に
退
き
、
か
つ
て
付
随

巫
俗
の
継
承
に
つ
い
て 

│
│ 

弘
前
市
の
村
祈
禱
を
事
例
と
し
て 

│
│

村
上　
　

晶

　

近
年
加
速
し
て
い
る
イ
タ
コ
の
減
少
・
消
失
に
際
し
て
は
類
似
の
宗
教

的
職
能
者
で
あ
る
カ
ミ
サ
マ
（
ゴ
ミ
ソ
）
に
も
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
本

発
表
は
、
そ
う
し
た
巫
俗
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
弘
前
市
お

よ
び
周
辺
地
区
に
お
い
て
現
在
で
も
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
村
祈
禱
に
着

目
し
た
。
ま
ず
、
従
来
イ
タ
コ
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
村
祈
禱
が
カ
ミ

サ
マ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
確
認
し
、
次
に
村

祈
禱
を
行
っ
て
い
る
集
落
の
詳
細
を
報
告
し
た
。
そ
の
上
で
、
村
落
共
同

体
の
側
の
変
化
と
イ
タ
コ
か
ら
カ
ミ
サ
マ
へ
と
い
う
巫
者
の
側
の
変
化
を

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
論
じ
る
こ
と
で
、
巫
俗
の
変
容
と
継
承
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

　

村
祈
禱
（
春
祈
禱
）
と
は
、
イ
タ
コ
の
仕
事
の
な
か
で
も
死
者
の
口
寄

せ
と
並
ん
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、
東
北
地
方
で
広
く
観

察
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
開
催
時
期
や
内
容
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
こ

と
も
あ
る
が
、
大
抵
の
場
合
、
節
分
や
春
の
彼
岸
の
頃
、
一
年
の
吉
凶
を

占
う
た
め
に
巫
者
が
村
落
に
招
か
れ
祈
禱
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

イ
タ
コ
が
行
っ
て
き
た
村
祈
禱
の
場
合
、
儀
礼
の
中
心
は
神
仏
の
託
宣
に

あ
り
、
死
者
の
口
寄
せ
は
付
随
的
な
も
の
、
も
し
く
は
一
部
で
は
忌
避
さ

る
も
の
で
さ
え
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
二
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
弘
前
市
と
そ
の
周
辺
地
域
の
村
祈

禱
を
担
っ
て
き
た
一
人
の
カ
ミ
サ
マ
（
Ｋ
）
が
行
う
村
祈
禱
で
は
、
神
仏

の
託
宣
よ
り
も
死
者
の
口
寄
せ
の
よ
う
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

こ
の
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
二
〇
一
三
年
に
彼
女
に
村
祈
禱
を
依
頼

し
た
集
落
の
内
、
Ｏ
地
区
、
Ｎ
地
区
、
Ｋ
Ｔ
地
区
と
い
う
三
か
所
に
つ
い
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頻
発
す
る
の
で
、
村
人
の
請
い
に
よ
り
王
府
よ
り
派
遣
さ
れ
た
唐
栄
で
風

水
見
の
蔡
王
瑞
が
見
た
と
こ
ろ
、
集
落
の
直
近
に
聳
え
る
八
重
瀬
嶽
が
火

の
性
質
を
持
つ
「
火
山
（
ヒ
ー
ザ
ン
）」
で
あ
り
、
そ
の
災
い
を
防
ぐ
た

め
、
八
重
瀬
嶽
に
向
け
て
石
像
の
獅
子
を
設
置
さ
せ
た
と
あ
る
。
南
部
で

は
八
重
瀬
嶽
や
運
玉
森
を
火
山
と
見
立
て
て
村
獅
子
を
設
置
し
た
例
が
多

い
が
、
他
に
隣
村
と
の
対
抗
関
係
や
正
面
の
岬
な
ど
を
災
厄
の
元
と
見
な

し
て
設
置
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。

　

抱
護
は
、
唐
栄
で
三
司
官
の
蔡
温
が
、
乾
隆
二
年
（
一
七
三
七
）
に
編

纂
し
た
『
杣
山
法
式
帳
』
に
よ
っ
て
提
示
し
た
も
の
で
、
該
空
間
の
周
囲

を
囲
繞
す
る
山
丘
・
森
林
を
、
山
林
や
農
地
の
「
気
」
を
漏
ら
さ
な
い
た

め
の
も
の
と
し
た
構
造
で
、
自
然
地
形
を
空
間
抱
護
の
仕
組
と
し
て
見
立

て
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
集
落
・
住
居
・
間
切
な
ど
の
保
護
装
置
に
も
転

用
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
抱
護
の
形
成
が
足
り
な
い
と
見
な
さ
れ
る
場
合

に
は
、
植
林
な
ど
で
人
工
的
に
形
成
・
補
完
さ
れ
、
現
在
で
は
後
者
の
樹

林
が
抱
護
と
し
て
の
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。

　

村
獅
子
と
抱
護
の
分
布
は
、
沖
縄
の
人
々
の
間
で
「
南
部
の
村
獅
子
、

北
部
の
抱
護
」
と
広
く
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
調
査
に
よ
っ
て
南
部
に
も

抱
護
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
南
部
の
村
獅
子
は
抱
護
の
設
置
以
降
も
新

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
部
か
ら

は
村
獅
子
は
余
り
検
出
さ
れ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
北
部
の
集
落
の

多
く
が
、
狭
隘
な
谷
地
に
あ
り
、
山
丘
と
近
接
し
て
開
放
空
間
を
持
た
な

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
在
北
部
に
検
出
さ
れ
て
い
る
村
獅

子
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
砂
州
上
や
丘
陵
上
の
集
落
に
は
存
在
し
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
琉
球
風
水
史
の
観
点
か
ら
は
、
蔡
温
に
よ
っ
て
琉
球
風
水
の
体

的
な
位
置
し
か
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
死
者
の
口
寄
せ
が
村
祈
禱
の
中

心
と
な
っ
て
い
く
。
今
後
の
巫
俗
を
支
え
、
継
承
し
て
い
く
の
は
、
こ
う

し
た
人
び
と
の
口
寄
せ
に
対
す
る
、
し
か
も
、
定
式
化
し
て
い
な
い
、
個

性
を
も
っ
た
故
人
の
語
り
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
で
あ
る
と
い
え
る
。
村
祈
禱

は
、
こ
う
し
た
人
び
と
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
今
後
も
支
え
ら
れ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
巫
者
の
側
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
口
寄
せ
に
対
す

る
高
い
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
巫
者
が
今
後
こ
の
地
域
の
巫
俗
の
担
い
手
と

し
て
台
頭
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

沖
縄
本
島
に
お
け
る
村
獅
子
の
分
布
に
つ
い
て

鈴
木　

一
馨

　

旧
琉
球
王
府
の
主
導
に
よ
り
琉
球
全
域
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
現
在
も

影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
沖
縄
の
風
水
（
琉
球
風
水
）
に
つ
い
て
語
る

際
、
こ
れ
を
安
易
に
「
琉
球
風
水
」
と
一
言
で
片
付
け
る
こ
と
は
、
そ
の

実
状
や
史
的
状
況
を
見
る
限
り
難
し
い
と
言
え
る
。
少
な
く
と
も
、
時
間

的
な
体
系
変
化
が
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
つ
つ
あ
る
現
在
に
お
い

て
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

琉
球
王
府
の
風
水
は
、
久
米
村
の
唐
栄
を
風
水
見
に
任
じ
て
主
導
し
、

生
産
の
基
礎
を
な
す
集
落
の
保
全
を
主
眼
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

琉
球
風
水
は
集
落
風
水
を
中
心
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
し

て
、
集
落
の
保
全
の
方
法
と
し
て
、「
村
獅
子
」
と
「
抱
護
」
と
い
う
装

置
が
設
け
ら
れ
た
。

　

村
獅
子
は
、『
球
陽
』
尚
貞
王
二
十
一
年
（
一
六
八
九
）
の
「
始
建
獅

子
形
、
向
八
重
瀬
嶽
、
以
防
火
災
」
条
に
記
さ
れ
る
、
八
重
瀬
町
富
盛
に

現
存
す
る
も
の
を
初
例
と
す
る
。
同
記
事
に
よ
れ
ば
、
富
盛
村
に
火
災
が
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る
神
の
性
格
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
カ
ク
ラ
祭
を
分
析
し
、「
カ
ク
ラ
さ
ま
」
の
性
格
を
考
察
す

る
。

　

銀
鏡
地
域
は
、
九
州
山
地
南
部
の
内
陸
山
間
地
に
あ
る
。
一
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
級
の
険
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
谷
に
、
コ
ジ
ュ
ウ
（
小
集
）
と
呼

ぶ
小
集
落
が
点
在
す
る
。
銀
鏡
地
域
の
山
々
は
、
古
く
は
十
二
、
後
に
十

九
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
い
く
つ
か
の
小
集
落
、
複
数
の
カ
ク

ラ
社
が
存
在
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
カ
ク
ラ
の
研
究
に
は
、
五
つ
の
説
が
あ
る
。
柳
田
に
よ
れ

ば
、
カ
ク
ラ
は
「
狩
猟
生
産
団
体
か
つ
そ
の
活
動
領
域
」
を
意
味
す
る
。

ま
た
「
古
語
の
カ
リ
ク
ラ
と
同
じ
で
、
狩
猟
場
」
を
意
味
す
る
〔
柳
田
国

男
『
定
本
柳
田
國
男
集
第
二
七
巻
』
一
九
七
〇
、
お
よ
び
柳
田
国
男
・
倉

田
一
郎
『
分
類
山
村
語
彙
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
〕。
千
葉
に
よ
れ

ば
、
カ
ク
ラ
は
「
部
落
の
土
地
神
」
を
あ
ら
わ
し
、
社
に
は
「
山
の
神
と

猟
神
で
あ
る
コ
ウ
ザ
ケ
」
が
ま
つ
ら
れ
る
。
祭
に
は
「
狩
を
と
も
な
う
場

合
が
あ
る
」〔
千
葉
徳
爾
『
狩
猟
伝
承
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
六
九
〕。

濵
砂
に
よ
れ
ば
、
カ
ク
ラ
は
「
山
の
領
域
の
守
り
神
」
で
あ
る
。「
カ
ク

ラ
山
は
狩
猟
、
コ
バ
、
そ
の
ほ
か
生
活
に
必
要
な
材
を
供
給
す
る
。
カ
ク

ラ
社
は
、
そ
の
守
り
神
」
で
あ
る
〔
濵
砂
武
昭
『
銀
鏡
神
楽
』
弘
文
堂
、

二
〇
一
二
〕。
須
藤
に
よ
れ
ば
、
カ
ク
ラ
は
「
狩
猟
と
焼
畑
の
区
域
」
で

あ
る
。
ま
た
「
カ
ク
ラ
社
は
集
落
の
氏
神
の
性
格
」
を
も
つ
。
さ
ら
に
狩

猟
と
焼
畑
に
は
、
獲
物
が
多
く
存
在
す
れ
ば
、
焼
畑
が
被
害
に
遭
う
、
と

い
う
矛
盾
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
カ
ク
ラ
社
に
救
い
を
求
め
た
」〔
須
藤
功

『
山
の
標
的
』
未
来
社
、
一
九
九
一
〕。
山
口
に
よ
れ
ば
、
カ
ク
ラ
祭
は

「
猪
霊
の
鎮
魂
と
魂
の
送
り
」
で
あ
る
。「
祭
は
、
氏
神
祭
と
猟
祈
願
祭
と

系
が
改
編
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
、
村
獅
子
は
蔡
温
以
前
の
琉
球
風
水
の
体

系
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
村
獅
子
と
抱
護

の
両
者
を
有
す
る
集
落
が
検
出
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、（
１

）村
獅

子
と
抱
護
が
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
、（
２

）北
部
に
も
、
現

状
よ
り
多
く
の
村
獅
子
が
存
在
し
た
可
能
性
、
の
二
つ
の
可
能
性
が
見
え

て
き
た
。
こ
の
可
能
性
の
追
究
は
、
蔡
温
に
よ
る
風
水
の
体
系
改
編
が
ど

の
程
度
影
響
力
を
持
ち
、
旧
来
の
体
系
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
重
要

な
鍵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
本
発
表
は
平
成
二
十
一
―
二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基

盤
研
究（
Ｂ
）「
沖
縄
の
集
落
空
間
に
お
け
る
伝
統
的
人
工
林
『
抱
護
』
の

形
態
と
機
能
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号
二
一
三
六
〇
三
〇
〇
。
研
究

代
表
者
、
浦
山
隆
一
）、
平
成
二
十
二
―
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究（
Ｂ
）「
沖
縄
の
固
有
文
化
が
持
つ
環
境
観
と
空
間
形
成
技
術

か
ら
見
る
集
住
環
境
の
構
成
原
理
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号
二
二
三

六
〇
二
五
七
。
研
究
代
表
者
、
鎌
田
誠
史
）、
平
成
二
十
五
―
二
十
七
年

度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究（
Ｂ
）「
琉
球
の
近
世
計
画
村
落
形
成

に
伝
統
的
祭
祀
施
設
と
村
抱
護
が
果
た
し
た
役
割
と
意
味
に
関
す
る
研

究
」（
課
題
番
号
二
五
二
八
九
二
一
二
。
研
究
代
表
者
、
浦
山
隆
一
）
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

宮
崎
県
西
都
市
銀
鏡
に
お
け
る
カ
ク
ラ
社
と
儀
礼

鈴
木　

良
幸

　

宮
崎
県
西
都
市
銀
鏡
地
域
に
は
、
カ
ク
ラ
と
呼
ば
れ
る
領
域
が
あ
っ

た
。
こ
の
領
域
に
は
、
現
在
で
も
カ
ク
ラ
社
と
い
う
社
が
あ
り
、
カ
ク
ラ

祭
と
呼
ぶ
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
カ
ク
ラ
さ
ま
」
と
よ
ば
れ
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接
し
た
豊
猟
祈
願
の
祭
、（
四
）小
集
落
催
行
の
祭
、
で
あ
る
。

　

以
上
、
カ
ク
ラ
祭
儀
礼
の
分
析
の
結
果
、
狩
猟
の
神
と
い
う
側
面
が

「
カ
ク
ラ
さ
ま
」
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
元
祖
女
み
こ
し
」
の
変
遷
に
み
る
地
域
社
会
と
神
田
祭

秋
野　

淳
一

　

東
京
の
神
田
祭
（
神
田
神
社
の
大
祭
）
は
、「
日
本
三
大
祭
り
」
の
一

つ
と
し
て
著
名
な
大
都
市
部
の
都
市
祭
礼
で
あ
る
。
平
成
二
五
（
二
〇
一

三
）
年
の
神
田
祭
を
見
て
い
て
目
立
つ
の
は
、
町
内
会
の
神
輿
を
担
ぐ
女

性
た
ち
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
元
気
さ
で
あ
る
。
特
に
、「
元
祖
女
み
こ
し
」

を
名
乗
る
須
田
町
中
部
町
会
の
女
み
こ
し
は
、
多
く
の
観
客
の
注
目
を
集

め
た
。
こ
の
女
み
こ
し
は
、
町
内
会
の
神
輿
を
単
独
で
、
し
か
も
巡
幸
す

る
全
区
間
を
女
性
だ
け
で
担
ぎ
、
神
田
神
社
へ
の
宮
入
や
連
合
渡
御
も
果

た
す
神
輿
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
元
祖
」
を
名
乗
り
、
参
加
者
は
一
般
募

集
さ
れ
る
女
み
こ
し
で
他
に
類
を
み
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
戦
後
を
対
象
と
し
た
都
市
祭
礼
研
究
は
、
宗
教
社
会
学
・
人

類
学
・
社
会
学
・
民
俗
学
な
ど
の
複
数
の
研
究
領
域
で
な
さ
れ
、
地
域
社

会
の
変
容
と
祭
り
の
担
い
手
の
変
化
が
多
く
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
中
で
、
女
性
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
薗
田
稔
や
米
山
俊
直
の
研

究
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
女
性
の
参
加
が
進

み
、
そ
の
後
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

女
性
へ
の
担
い
手
の
変
化
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
と
の
関
係
か
ら
検
討
し

た
研
究
が
少
な
い
現
状
が
あ
る
。
神
田
祭
の
「
元
祖
女
み
こ
し
」
に
つ
い

て
は
、
松
平
誠
が
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
・
六
二
年
・
平
成
二
年
の

神
田
祭
調
査
か
ら
女
み
こ
し
が
誕
生
し
た
背
景
を
地
域
社
会
と
の
関
係
で

が
混
ざ
り
合
っ
た
性
格
」
を
も
つ
〔
山
口
保
明
『
宮
崎
の
狩
猟
』
鉱
脈

社
、
二
〇
〇
一
〕。

　

即
ち
カ
ク
ラ
の
性
格
は
、
四
つ
の
側
面
に
ま
と
め
ら
れ
る
。（
一
）領

域
、（
二
）神
、（
三
）小
集
落
共
同
体
、（
四
）祭
、
で
あ
る
。（
一
）領
域
に

つ
い
て
は
、
狩
猟
領
域
説
、
狩
猟
と
焼
畑
領
域
説
、
狩
猟
・
焼
畑
に
生
活

材
供
給
を
加
え
た
領
域
説
ま
で
三
つ
の
段
階
が
あ
る
。
そ
れ
に
従
い（
二
）

神
に
つ
い
て
は
、
山
の
神
・
狩
猟
の
神
（
コ
ー
ザ
キ
）
を
ま
つ
る
説
、
領

域
の
守
り
神
説
、
小
集
落
の
氏
神
説
、
が
対
応
す
る
。（
三
）の
小
集
落
共

同
体
の
側
面
は
、
狩
猟
に
よ
る
共
同
体
的
結
束
で
あ
る
の
か
、
一
族
や
地

縁
よ
る
結
束
な
の
か
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
。
一
方
、（
四
）の
祭
の
側
面

は
、
須
藤
と
山
口
の
ま
と
め
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
カ
ク
ラ
に
つ
い
て
の
説
は
多
様
で
あ
り
、
カ
ク
ラ
の
概
念
イ

メ
ー
ジ
は
捉
え
に
く
い
。
そ
こ
で
中
野
小
集
落
の
カ
ク
ラ
祭
儀
礼
の
分
析

を
行
っ
た
。
分
析
か
ら
三
つ
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。（
一
）狩
猟
と

の
関
係
、（
二
）年
迎
え
と
の
関
係
、（
三
）小
集
落
と
の
関
係
、
で
あ
る
。

　

そ
の
関
係
の
構
成
要
素
は
、
儀
礼
が
も
つ
以
下
の
七
つ
の
点
に
あ
る
。

（
一
）昔
は
贄
狩
り
が
あ
り
、
神
饌
に
シ
シ
肉
を
あ
げ
た
こ
と
、（
二
）共
食

は
、
シ
シ
肉
料
理
が
中
心
で
あ
る
こ
と
、（
三
）猟
果
の
お
礼
参
り
と
豊
猟

を
占
う
矢
立
て
を
行
う
こ
と
、（
四
）カ
ク
ラ
社
の
ご
神
体
に
は
、
コ
ウ
ザ

ケ
（
猟
神
）
を
含
む
こ
と
、（
五
）カ
ク
ラ
祭
祭
日
は
狩
猟
期
間
と
お
よ
そ

一
致
す
る
こ
と
、（
六
）カ
ク
ラ
祭
祭
日
は
年
迎
え
の
為
の
家
清
め
祭
日
と

隣
接
す
る
こ
と
、（
七
）小
集
落
が
担
う
、
全
員
が
集
ま
る
祭
で
あ
る
こ

と
、
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
儀
礼
の
四
つ
の
性
格
が
導
か
れ
る
。
そ
れ
は
、（
一
）

シ
シ
肉
の
奉
納
、
共
食
の
祭
、（
二
）矢
立
奉
納
の
祭
、（
三
）年
迎
え
と
隣



415　　

第11部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

町
内
に
あ
っ
た
金
融
機
関
の
減
少
が
参
加
者
層
に
変
化
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
友
人
や
仲
間
と
い
っ
た
つ
な
が
り
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
参
加
者
数
は
、
昭
和
六
〇
年
は
約
一
〇
〇
名
、
昭
和
六
二
年
は
一
二

〇
名
＋
α
、
平
成
二
年
は
一
四
八
名
、
平
成
一
一
年
は
約
一
八
〇
名
、
平

成
二
五
年
は
約
一
七
〇
名
と
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

町
内
会
に
つ
い
て
は
、
松
平
誠
が
薗
田
稔
の
研
究
と
比
較
し
て
「
町
内

会
が
依
然
と
し
て
地
域
に
お
け
る
儀
礼
の
実
施
機
関
で
あ
り
、
役
割
動
員

を
形
成
す
る
形
に
お
い
て
は
変
化
が
な
い
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
平
成

二
五
年
の
現
状
を
み
て
全
く
「
変
化
が
な
い
」
と
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か

疑
問
が
あ
る
。
町
内
会
費
を
納
め
ず
、
神
田
祭
以
外
の
町
内
会
活
動
に
参

加
し
な
い
「
女
み
こ
し
担
ぎ
手
募
集
係
」
を
、
従
来
と
同
じ
町
内
会
内
部

の
組
織
と
し
て
み
て
い
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
元
祖
女
み
こ
し
」
は
町
内
会
や
担
ぎ
手
募
集
係
を
媒

介
と
し
て
、
参
加
者
層
の
変
化
や
「
遠
征
」
の
実
施
な
ど
、
地
域
社
会
の

外
に
拡
大
し
な
が
ら
神
田
祭
を
持
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

都
市
郊
外
に
お
け
る
小
規
模
ど
ん
と
祭
の
機
能

│
│ 

仙
台
市
泉
区
松
森
の
事
例 

│
│

高
橋（
小
久
保
）嘉
代

　
「
ど
ん
と
祭
」
と
は
い
わ
ゆ
る
「
左
義
長
」
の
宮
城
県
仙
台
市
お
よ
び

そ
の
近
郊
に
お
け
る
通
称
で
あ
る
。
小
正
月
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
な

わ
れ
る
こ
の
祭
は
、
外
し
た
正
月
飾
り
を
集
め
て
燃
や
す
火
祭
り
で
、
一

月
一
四
日
の
夕
刻
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
祭
は
神
社

の
境
内
地
に
て
当
該
神
社
の
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
公
園
や
緑
地
等
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

分
析
し
、
神
田
祭
全
体
に
つ
い
て
も
平
成
四
年
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
松
平
の
研
究
以
後
の
変
遷
や
、
松
平
の
研
究
か
ら
二
四
年
遡
っ

た
昭
和
四
三
年
に
薗
田
稔
が
神
田
祭
全
体
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
時
点
か
ら
女
み
こ
し
が
誕
生
す
る
ま
で
の
変
遷
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、「
元
祖
女
み
こ
し
」
の
誕
生
以
前
と
以
後
の
変
遷
を
明

ら
か
に
し
、
平
成
二
五
年
と
薗
田
稔
、
松
平
誠
の
調
査
時
点
と
の
変
化
を

踏
ま
え
、
地
域
社
会
と
神
田
祭
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘

し
た
。

　
「
元
祖
女
み
こ
し
」
の
変
遷
に
つ
い
て
み
る
と
、
薗
田
稔
が
調
査
を
行

っ
た
昭
和
四
三
年
は
明
治
維
新
百
年
で
あ
り
、
こ
の
年
を
境
に
神
輿
ブ
ー

ム
が
到
来
し
、
須
田
町
中
部
町
会
は
町
内
会
の
神
輿
の
巡
幸
を
持
続
さ
せ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
居
住
人
口
の
減
少
に
よ
り
男
手
の
神
輿
巡
幸
が
困

難
に
な
り
、
昭
和
五
二
年
に
町
内
会
の
神
輿
を
女
性
に
担
が
せ
、
女
み
こ

し
を
誕
生
さ
せ
た
。
当
時
、
芸
者
で
は
な
く
、
素
人
の
女
性
が
担
ぐ
女
み

こ
し
は
珍
し
く
、
週
刊
誌
の
記
者
の
評
価
や
他
の
町
内
会
の
女
み
こ
し
が

登
場
す
る
中
で
、
町
内
会
の
人
た
ち
は
「
元
祖
」
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
年
に
は
京
都
府
亀
岡
市
へ
女
み
こ
し
の
「
遠

征
」
を
行
い
、
平
成
一
五
年
の
江
戸
開
府
四
〇
〇
年
を
境
に
町
内
会
の
神

輿
を
新
調
し
た
。
平
成
一
六
年
に
は
山
口
県
萩
市
へ
「
遠
征
」
を
行
い
、

平
成
二
五
年
に
は
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
担
ぎ
手
の
募
集
を

「
女
み
こ
し
担
ぎ
手
募
集
係
」
を
設
置
し
て
実
施
し
た
。

　

平
成
二
五
年
の
「
元
祖
女
み
こ
し
」
の
担
ぎ
手
に
つ
い
て
、
平
成
二
年

の
松
平
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、
金
融
機
関
の
会
社
員
の
割
合
が
三
五
％

か
ら
二
％
に
減
少
し
、「
女
み
こ
し
担
ぎ
手
募
集
係
」
の
友
人
・
知
人
と

町
内
会
に
縁
を
持
た
な
い
「
一
般
」
の
参
加
者
が
三
三
％
に
増
加
し
た
。
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っ
た
。
当
初
は
神
社
近
隣
に
住
む
住
民
が
数
名
集
ま
っ
て
正
月
飾
り
を
燃

や
し
て
い
る
程
度
で
、
正
月
飾
り
の
持
ち
込
み
に
も
、
ま
た
当
日
の
会
場

管
理
・
運
営
に
も
組
織
的
な
動
き
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
徐
々
に
組
織
化

の
動
き
を
見
せ
る
様
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
二
度
に
及
ぶ
ど
ん
と
祭
会
場

変
更
の
前
後
か
ら
で
あ
る
。

　

は
じ
め
の
会
場
変
更
は
地
域
社
会
の
膨
張
・
多
様
化
と
い
う
言
わ
ば
内

的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
、
後
の
会
場
変
更
は
会
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
土
地
に
自
治
体
の
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
地
域
社

会
に
と
っ
て
は
外
的
な
要
因
に
起
因
し
て
い
る
。
内
外
の
変
化
に
対
応
す

べ
く
、
松
森
ど
ん
と
祭
は
運
営
の
組
織
化
と
分
業
を
進
め
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
一
連
の
流
れ
は
、
当
該
地
域
の
住
民
に
と
っ

て
、
地
域
社
会
の
内
部
に
お
け
る
「
他
者
」
を
よ
り
意
識
的
に
捉
え
か
つ

地
域
社
会
の
「
外
部
」
と
い
か
に
交
渉
を
進
め
て
ゆ
く
か
改
め
て
問
い
直

す
機
会
と
な
っ
た
。
一
方
祭
の
運
営
の
場
面
に
お
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り

地
域
を
挙
げ
て
力
を
注
い
で
い
た
ご
み
分
別
方
法
が
ど
ん
と
祭
の
当
日
か

ら
翌
日
の
片
付
け
に
至
る
ま
で
徹
底
さ
れ
る
一
方
で
、
地
域
住
民
組
織
の

メ
ン
バ
ー
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
と
い
う
形
で
の
当
日

の
運
営
メ
ン
バ
ー
の
確
保
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
社

会
の
量
的
・
質
的
な
変
化
が
短
期
間
で
進
行
し
た
対
象
地
に
お
い
て
、
ど

ん
と
祭
は
、
地
域
社
会
の
内
に
あ
る
様
々
な
枠
組
み
の
存
在
に
よ
り
意
識

的
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
祭
と
い
う
一
種
の
非
常
事
態
に
お
け
る
日
常
の

規
範
の
遵
守
程
度
の
確
認
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
リ
ク
ル
ー
ト
の
方
法
を
試

み
る
た
め
の
場
と
機
会
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。

　

仙
台
市
内
に
お
い
て
は
毎
年
一
四
〇
か
ら
一
五
〇
箇
所
の
会
場
で
ど
ん

と
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
特
に
規
模
の
大
き
な
祭
は
毎
年
数
万
か
ら
十

数
万
の
人
出
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
ど
ん
と
祭
は
地
元
マ
ス
コ
ミ

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
冬
期
の
仙
台
市
に
お
け
る
観
光
資
源
の
一

つ
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
昭
和
五
〇
年
前
後
よ

り
市
内
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
と
し
て
相
次
い
で
新
た
に
開
催
さ
れ
る

に
至
っ
た
、
比
較
的
規
模
の
小
さ
な
ど
ん
と
祭
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ど

ん
と
祭
は
「
近
く
に
ど
ん
と
祭
を
行
な
っ
て
い
る
会
場
が
な
い
」
と
い
う

理
由
で
始
め
ら
れ
、
ま
た
地
域
社
会
の
特
性
上
、
祭
の
実
施
に
寄
っ
て
住

民
の
親
睦
を
図
る
こ
と
も
祭
創
設
の
理
由
と
し
て
説
明
さ
れ
る
傾
向
も
伺

え
る
。
本
報
告
で
は
こ
の
よ
う
な
比
較
的
歴
史
が
浅
い
「
小
規
模
ど
ん
と

祭
」
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
当
該
の
ど
ん
と
祭
が
地
域
社
会
の
中
で
い
か

な
る
機
能
を
果
た
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

松
森
地
区
は
仙
台
市
内
の
ど
ん
と
祭
の
中
で
も
特
に
規
模
の
大
き
な

「
松
焚
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
大
崎
八
幡
宮
（
仙
台
市
青
葉
区
）
か
ら
北
東

に
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
、
仙
台
市
泉
区
の
ほ
ぼ
東
端
に
位
置
す
る
地

域
で
あ
る
。
地
域
の
南
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
は
田
畑
が
広
が
り
、
北
部

の
丘
陵
地
で
隣
接
す
る
鶴
が
丘
地
区
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

松
森
地
区
で
は
昭
和
五
〇
年
代
の
初
頭
か
ら
地
区
内
所
在
の
熊
野
神
社
に

お
い
て
ど
ん
と
祭
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
松
森
地
区
お
よ
び
周

辺
の
地
域
で
は
も
と
も
と
「
ど
ん
と
祭
」
と
い
う
形
で
神
社
等
で
正
月
飾

り
を
ま
と
め
て
燃
や
す
と
い
う
習
俗
は
な
く
、
正
月
飾
り
を
燃
や
そ
う
と

す
る
者
は
大
崎
八
幡
宮
ま
で
出
か
け
て
い
た
。
し
か
し
大
崎
八
幡
宮
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
近
く
で
ど
ん
と
祭
を
行
な
い
た
い
と
い

う
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
熊
野
神
社
で
正
月
飾
り
を
焼
く
こ
と
と
な
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と
に
つ
な
が
っ
た
。
当
地
で
巻
き
網
漁
を
開
始
し
た
の
は
清
水
清
三
と
い

う
人
物
で
あ
る
。
彼
は
村
に
と
っ
て
最
大
の
功
労
者
で
あ
り
、
日
本
最
大

の
漁
協
（
三
重
外
湾
漁
協
）
の
初
代
組
合
長
を
務
め
た
突
出
し
た
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
誇
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。
そ
の
清
水
が
創
立
し
た
清
洋
水
産

（
有
）
が
金
剛
證
寺
へ
の
供
養
塔
の
奉
納
主
体
で
あ
り
、
ま
た
旦
那
寺
で

の
魚
供
養
を
提
案
し
た
の
も
清
水
で
あ
っ
た
。

　

金
剛
證
寺
に
お
け
る
供
養
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
当
地
を
訪
れ
た
「
霊

能
者
」
の
忠
言
を
真
に
受
け
た
女
性
職
員
の
希
望
を
清
水
が
容
認
し
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
い
る
。
彼
は
、
ど
う
せ
や
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
じ
み
の

薄
い
朝
熊
岳
だ
け
で
は
な
く
旦
那
寺
で
も
や
る
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
を

も
っ
て
い
た
。
そ
の
考
え
に
住
民
・
住
職
が
賛
同
し
、
盆
の
施
餓
鬼
の
際

に
魚
供
養
も
セ
ッ
ト
で
遂
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
霊
能
者
の

「
忠
言
」
の
背
景
に
は
、
巻
き
網
漁
（
大
規
模
近
海
漁
）
に
対
す
る
周
辺

地
域
か
ら
の
反
感
・
悪
評
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

一
方
、
金
剛
證
寺
の
魚
供
養
が
定
着
に
至
っ
た
要
因
は
、
経
済
的
な
ゆ

と
り
、
娯
楽
的
要
素
、
対
外
的
な
示
威
効
果
が
あ
り
、
ま
た
〈
陸
に
い
る

人
間
（
女
性
）
は
神
参
り
し
か
で
き
な
い
〉
と
い
う
精
神
文
化
が
あ
っ
た

（
定
期
参
詣
す
る
の
は
女
性
）。
他
方
、
旦
那
寺
で
の
供
養
に
関
し
て
は
、

相
対
的
に
強
固
な
村
落
構
造
か
ら
一
体
的
な
村
落
運
営
が
営
ま
れ
、
清
水

は
そ
こ
で
突
出
し
た
発
言
力
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
、
奈
屋
浦
で
は
盆
行
事

が
と
り
わ
け
重
要
な
習
俗
と
し
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
清
水
か
ら
提
案
さ

れ
た
魚
供
養
が
簡
便
で
取
り
立
て
て
反
対
す
る
よ
う
な
理
由
も
な
か
っ
た

こ
と
、
檀
那
寺
で
は
以
前
に
も
人
間
以
外
を
供
養
し
た
柔
軟
な
前
史
が
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
当
地
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
組
合
・
企
業
が
大
き
く
重
複
す
る
希
有

漁
村
に
お
け
る
魚
供
養
を
め
ぐ
っ
て

│
│ 

南
伊
勢
町
奈
屋
浦
の
事
例
か
ら 

│
│

寺
田　

喜
朗

　

我
国
に
は
多
様
な
「
供
養
の
文
化
」
が
見
ら
れ
、
様
々
な
水
棲
生
物
も

供
養
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
市
場
の
拡
大
・
複
雑
化
に
伴
い
、
魚
供
養

は
近
世
以
降
、
特
に
近
代
以
降
、
大
き
く
展
開
し
た
。
中
村
生
雄
・
松
崎

憲
三
・
田
口
理
恵
等
の
研
究
に
よ
っ
て
分
布
・
多
様
性
・
歴
史
的
推
移
に

つ
い
て
の
パ
ノ
ラ
マ
的
概
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

南
伊
勢
町
奈
屋
浦
の
魚
供
養
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
が
観
察
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
昭
和
四
六
年
以
降
、
①
伝
統
的
に
は
祭
祀
圏
の
外
部
で
あ
っ
た

は
ず
の
朝
熊
岳
金
剛
證
寺
に
供
養
塔
を
奉
納
す
る
住
民
が
現
れ
、
②
旦
那

寺
で
村
の
す
べ
て
の
戸
主
が
参
加
す
る
魚
供
養
行
事
が
遂
行
さ
れ
て
い

る
。
先
行
研
究
で
は
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
組
合
・
結
社
が
魚
供
養

の
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
当
地
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
当
地

の
生
業
お
よ
び
社
会
構
造
の
変
化
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
そ
の
生
成
と

定
着
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

奈
良
浦
は
、
地
勢
的
・
生
態
的
・
産
業
的
条
件
か
ら
、
近
世
以
来
、
孤

立
性
・
自
律
性
・
共
同
性
を
強
く
有
し
た
村
で
あ
っ
た
。
ボ
ラ
地
下
網
の

確
立
（
元
禄
一
二
年
）
以
降
、
強
い
共
同
体
規
制
に
基
づ
く
同
質
的
な
生

活
構
造
が
当
地
を
支
配
し
た
が
、
近
代
以
降
も
出
稼
ぎ
に
頼
る
相
対
的
に

貧
し
い
漁
村
だ
っ
た
。
昭
和
四
十
六
年
以
降
、
巻
き
網
漁
の
隆
盛
に
よ

り
、
当
地
は
急
速
に
豊
か
に
な
り
、
現
在
で
は
三
重
県
下
一
の
水
揚
げ
高

を
誇
る
漁
村
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
こ
れ
が
安
定
し
た
人
口
動
態
と
集
落

の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
同
じ
産
業
に
従
事
す
る
村
落
構
造
が
維
持
さ
れ
る
こ
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ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
島
内
各
地
の
拝
所
を
、
な
か
で
も
最
も
「
神
高
い
」

と
さ
れ
る
ピ
グ
チ
ウ
ガ
ン
に
統
合
し
て
創
建
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。
対
象

と
な
る
神
職
は
、
高
千
穂
神
社
と
琴
平
神
社
の
宮
司
を
務
め
、
按
司
根
津

栄
神
社
以
外
の
三
社
を
実
質
的
に
管
理
し
て
い
る
。

　

神
職
は
、
一
九
五
三
年
に
福
岡
県
大
牟
田
市
で
生
ま
れ
た
。
与
論
島
で

は
、
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
一
年
に
か
け
て
、
三
井
物
産
の
石
炭
沖
積

み
人
夫
募
集
に
応
じ
て
長
崎
県
口
之
津
へ
と
集
団
移
住
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
一
部
は
三
池
港
の
完
成
に
伴
っ
て
大
牟
田
へ
と
移
住
し
て
い
た
。
神

職
の
祖
父
母
は
、
集
団
移
住
の
第
一
世
代
で
あ
っ
た
。
移
住
三
世
に
あ
た

る
神
職
が
島
へ
戻
っ
た
の
は
、
一
九
五
七
年
に
兄
が
川
で
溺
れ
て
亡
く
な

り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
憑
依
を
体
験
し
た
母
親
が
家
族
に
降
り
か
か
っ

た
不
幸
ご
と
の
原
因
を
「
先
祖
の
問
題
」
に
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
「
問
題
」
を
探
る
た
め
に
島
を
訪
れ
、
そ
こ
で
母
方
祖
父
が
ピ

グ
チ
ウ
ガ
ン
の
守
り
役
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
口
之
津
へ
と
移
住
し
た

こ
と
で
、
そ
の
役
割
が
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
で
あ

っ
た
。

　

移
住
後
、
神
職
た
ち
の
系
譜
は
、
母
親
の
憑
依
に
よ
っ
て
伝
承
と
の
連

続
性
を
獲
得
し
て
い
く
。
家
の
土
地
購
入
に
際
し
て
母
親
が
再
び
憑
依

し
、「
ス
ー
マ
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
母
親
に
も
そ
の
言

葉
の
意
味
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
古
老
た
ち
か
ら
話
を
聞
く
な
か
で
、

「
ス
ー
マ
」
が
、
琉
球
中
山
王
朝
以
前
に
与
論
島
を
統
治
し
て
い
た
と
伝

承
で
伝
わ
る
琉
球
北
山
王
朝
の
支
配
者
層
の
一
人
に
縁
の
あ
る
地
名
で
あ

る
と
判
明
し
た
。
伝
承
で
は
、
琉
球
北
山
王
怕
尼
芝
（
ハ
ニ
ジ
）
の
子
珉

（
ミ
ン
）
の
三
男
王
舅
（
オ
ー
シ
ャ
ン
）
が
与
論
島
を
統
治
し
て
い
た
と

さ
れ
、「
ス
ー
マ
」
に
縁
の
あ
る
人
物
は
そ
の
側
近
で
あ
り
、
中
山
軍
が

な
社
会
構
造
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
ユ
ニ
ー
ク
な
魚
供
養
が
恒
例
化
し

て
い
る
最
大
の
要
因
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

漁
業
の
タ
イ
プ
毎
に
漁
村
の
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
遷
移
）
の
あ
り
方
は

大
き
く
異
な
る
。
今
後
は
、
漁
業
の
あ
り
方
と
担
い
手
の
関
係
を
注
視
し

な
が
ら
、
魚
供
養
を
は
じ
め
と
し
た
祭
祀
・
行
事
の
生
成
・
定
着
・
変
容

を
捉
え
、
こ
の
領
域
の
成
果
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

伝
承
を
生
き
る 

│
│ 
奄
美
・
与
論
島
に
お
け
る
神
職
の
家
族
史 

│
│

町　
　

泰
樹

　

本
発
表
で
は
、
奄
美
群
島
最
南
端
の
与
論
島
で
神
職
を
務
め
て
い
る
男

性
の
家
族
史
を
再
構
成
し
、
当
該
神
職
の
家
系
と
神
社
と
の
関
係
性
及
び

そ
こ
に
反
映
さ
れ
る
島
の
歴
史
・
伝
承
・
民
俗
信
仰
の
重
層
的
な
在
り
方

を
明
ら
か
に
す
る
。
神
社
と
民
俗
信
仰
の
双
方
を
視
野
に
お
さ
め
る
こ
と

で
、
両
者
の
歴
史
的
な
せ
め
ぎ
合
い
の
過
程
が
、
現
在
に
刻
印
さ
れ
て
い

る
様
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

与
論
島
に
は
、
宗
教
法
人
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
高
千
穂
神
社
と
琴

平
神
社
、
法
人
登
録
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
与
論
町
当
局
が
所
有
し
て
い

る
地
主
（
ト
コ
ヌ
シ
）
神
社
、
氏
子
所
有
の
按
司
根
津
栄
（
ア
ジ
ニ
ッ
チ

ェ
ー
）
神
社
の
四
社
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
高
千
穂
神
社
と
地
主

神
社
は
、
一
八
七
三
年
に
隣
島
の
沖
永
良
部
島
よ
り
来
島
し
た
神
官
鎌
田

常
助
に
よ
っ
て
廃
仏
毀
釈
が
断
行
さ
れ
た
際
に
創
建
さ
れ
た
も
の
で
、
と

り
わ
け
後
者
は
、
部
落
ま
た
は
字
の
古
い
家
柄
で
あ
る
大
家
（
ウ
プ
ヤ
ァ

と
称
さ
れ
、
宗
家
の
意
）
を
中
心
に
親
族
が
寄
り
集
ま
っ
て
新
穀
を
祖
神

（
ウ
ヤ
カ
ミ
）
に
供
え
る
島
の
土
着
信
仰
シ
ニ
グ
祭
祀
に
お
い
て
、
ウ
ガ
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オ
ラ
ン
ダ
民
族
学
に
お
け
る
呪
術
研
究

│
│ 

Ｇ
・
Ｊ
・
ヘ
ル
ト
を
中
心
に 

│
│

相
澤　

里
沙

　

本
発
表
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
民
族
学
者
Ｇ
・
Ｊ
・
ヘ
ル
ト
の
呪
術
研
究

を
検
討
し
、
そ
れ
が
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
西
洋
の
状
況
を
反
映
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
た
。
独
立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
教
鞭
を
執
っ
た
ヘ
ル

ト
の
呪
術
論
に
は
、「
宗
教
」
と
「
宗
教
」
で
は
な
い
も
の
が
揺
ら
ぎ
つ

つ
も
、
境
界
づ
け
ら
れ
て
い
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
実
と
、
彼
の
西
洋
へ

の
ま
な
ざ
し
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
民
族
学
は
一
八
七
七
年
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
設
置
さ
れ
た
、

東
イ
ン
ド
の
地
理
学
・
民
族
学
講
座
を
嚆
矢
と
す
る
。
一
九
二
〇
年
代
に

な
る
と
、
構
造
主
義
的
な
民
族
学
が
盛
ん
に
な
り
、
の
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
構

造
人
類
学
の
名
で
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
構
造
人
類
学

は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
や
モ
ー
ス
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
の
影
響
を
大

き
く
受
け
た
、
抽
象
的
な
理
論
を
志
向
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
本
発
表
の

対
象
で
あ
る
ヘ
ル
ト
も
、
オ
ラ
ン
ダ
構
造
人
類
学
者
の
一
人
で
あ
る
。

　

ヘ
ル
ト
は
、
独
立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
彼
が

活
動
し
た
時
期
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、「
宗
教
」
が
徐
々
に
定
め
ら
れ

る
と
同
時
に
、「
宗
教
」
で
は
な
い
と
さ
れ
る
信
念
体
系
も
、
そ
の
地
位

の
確
立
を
求
め
て
動
き
始
め
て
い
た
。

　

一
九
五
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
呪
術
・
妖
術
・
邪
術
』
は
、
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
の
宗
教
論
に
倣
い
な
が
ら
、
宗
教
の
「
変
種
」
と
し
て
の
呪
術
に
関

島
に
攻
め
て
き
た
折
に
は
、
肉
体
を
残
し
て
再
生
を
願
う
信
仰
か
ら
王
舅

に
自
害
を
す
す
め
、
そ
の
遺
体
を
島
で
最
も
神
高
い
と
さ
れ
る
ピ
グ
チ
ウ

ガ
ン
に
密
葬
し
、
そ
の
後
自
ら
も
自
害
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
神
職

の
系
譜
意
識
は
、
母
親
の
憑
依
を
経
由
し
て
こ
の
伝
承
と
結
び
つ
き
、
歴

史
的
な
深
度
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

　

神
職
の
家
族
史
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
神
社
と
な
っ
た
ウ
ガ
ン
を

管
理
す
る
役
割
が
一
度
は
断
絶
し
な
が
ら
も
、
母
親
の
憑
依
を
き
っ
か
け

に
再
び
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
再
継
承
の
過
程
は
、
神
社

と
島
の
歴
史
・
伝
承
・
民
俗
信
仰
と
の
関
係
性
を
「
再
発
見
」
す
る
過
程

で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
私
た
ち
は
、
歴
史
的
に
は
民
俗
信
仰
の
抑
圧
装
置

と
し
て
作
用
し
て
い
た
神
社
が
、
そ
の
内
実
と
し
て
は
土
着
の
信
仰
や
伝

承
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
神
社
と
民
俗
信
仰
と
の
重
層
的
な
関
係
は
、
信
仰
と
実

践
と
の
間
に
ズ
レ
を
生
じ
さ
せ
て
も
い
る
。
ウ
ガ
ン
を
守
る
と
い
う
役
割

を
積
極
的
に
果
た
す
た
め
に
は
神
職
の
資
格
を
取
っ
て
神
主
に
な
る
し
か

方
法
が
な
く
、
祭
祀
方
法
も
神
社
神
道
の
や
り
方
に
則
っ
て
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
神
社
と
民
俗
信
仰

が
結
び
合
っ
た
歴
史
的
な
背
景
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
十
二
部
会
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解
が
組
織
化
さ
れ
自
動
化
さ
れ
る
と
き
、
初
め
て
危
険
に
な
る
。
こ
こ
に

は
、
ヘ
ル
ト
の
西
洋
へ
の
懐
疑
的
な
ま
な
ざ
し
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ヘ
ル
ト
の
呪
術
論
に
お
い
て
は
、
既
存
の
構
造
を
廃
止
し
、
創
造
性
を

持
つ
も
の
と
し
て
、
呪
術
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
独

立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
国
民
性
形
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
「
宗
教
」
政
策
が
重
視
さ
れ
、「
宗
教
」
の
概
念
が
定
め
ら
れ
て
い

く
と
同
時
に
、
そ
れ
か
ら
零
れ
落
ち
る
よ
う
な
信
念
体
系
も
動
き
を
見
せ

始
め
た
。
ヘ
ル
ト
の
理
論
は
、
そ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
状
況
へ
の

反
応
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
呪
術
は
危
険
性
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
同
時
代
の
西
洋
へ
の
懐
疑
や
警
鐘

が
含
ま
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

自
民
族
民
族
誌

│
│ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ラ
ン
タ
民
族
の
場
合 

│
│飯

嶋　

秀
治

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
の
一
民
族
、
ア
ラ
ン
タ
民
族
は
、
百
年
前
に

は
学
界
で
最
重
要
な
民
族
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
宗
教
史
学
に
お
い

て
は
、
例
え
ば
ミ
ル
チ
ァ
・
エ
リ
ア
ー
デ
『
聖
と
俗
』（
原
著
一
九
五
七

年
）
に
お
い
て
、
そ
の
第
一
章
「
聖
な
る
空
間
と
世
界
の
浄
化
」
に
お
い

て
、
ア
ラ
ン
タ
民
族
誌
が
エ
リ
ア
ー
デ
の
想
定
す
る
始
原
性
を
具
現
す
る

資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
宗
教
学
で

は
、
人
類
の
ジ
ャ
ワ
起
源
説
の
ア
フ
リ
カ
起
源
説
へ
の
移
行
に
伴
い
、
そ

の
後
の
ア
ラ
ン
タ
民
族
の
研
究
は
滞
る
。
ア
ラ
ン
タ
民
族
は
人
類
学
的
研

究
に
道
を
譲
っ
た
と
言
い
換
え
て
も
よ
か
ろ
う
。

す
る
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
ヘ
ル
ト
は
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
宗
教
論
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、
文
化
の
中
に
聖
と
俗
と
い
う

一
つ
の
対
立
し
か
想
定
し
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
し
た
。
ヘ
ル
ト
に
よ
れ

ば
、
対
立
は
複
数
存
在
し
、
そ
の
間
に
は
差
異
だ
け
で
な
く
、
一
致
も
あ

る
。
そ
う
考
え
た
時
、
聖
と
俗
の
間
に
あ
る
の
は
程
度
の
差
に
す
ぎ
な

い
。
俗
は
よ
り
俗
な
る
も
の
に
対
し
て
、
聖
な
る
も
の
に
も
な
る
と
い
う

よ
う
に
、
聖
と
俗
は
変
化
し
う
る
。

　

呪
術
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ヘ
ル
ト
は
ま
ず
、
聖
と
俗
の
対
立
と
、

そ
れ
と
は
関
係
の
な
い
要
素
で
あ
る
「
宗
教
と
関
係
な
い
も
の
」
に
注
目

し
た
。
呪
術
と
は
、
聖
と
俗
の
対
立
を
、「
宗
教
と
関
係
な
い
も
の
」
に

個
人
的
か
つ
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
に
投
射
す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
呪
術

は
宗
教
を
出
発
点
と
す
る
が
、
聖
と
俗
の
対
立
に
無
関
係
な
要
素
を
持
ち

込
む
こ
と
で
、
そ
の
対
立
を
廃
止
に
至
ら
せ
る
。
既
存
の
構
造
を
廃
止
な

い
し
破
壊
す
る
た
め
に
、
呪
術
は
反
社
会
的
な
性
質
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
反
社
会
的
な
性
質
を
帯
び
る
呪
術
が
存
在
す
る
理
由

を
、
ヘ
ル
ト
は
宗
教
の
補
填
と
、
人
間
の
意
志
に
あ
る
と
考
え
た
。
ヘ
ル

ト
に
よ
れ
ば
呪
術
は
「
聖
と
俗
の
対
立
の
個
人
版
」
で
あ
り
、
個
人
が
行

う
呪
術
は
、
組
織
化
さ
れ
た
宗
教
よ
り
も
意
識
的
で
あ
る
。
人
間
は
変
化

す
る
状
況
の
中
で
、
宗
教
が
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
を
自
ら
生
み
出

し
、
そ
れ
に
対
す
る
手
段
と
し
て
呪
術
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、
呪
術
と
は

人
間
が
生
み
出
す
新
た
な
状
況
に
対
す
る
、
人
間
に
よ
る
創
造
的
な
対
応

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

呪
術
は
、
構
造
を
解
体
し
、
新
し
い
状
況
に
対
す
る
創
造
的
な
対
応
で

あ
る
一
方
で
、
危
険
な
面
が
あ
る
こ
と
を
ヘ
ル
ト
は
指
摘
し
た
。
ヘ
ル
ト

に
よ
れ
ば
、
近
代
文
化
の
全
体
的
儀
礼
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
個
人
的
見
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現
れ
る
が
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
ア
ラ
ン
タ
語
の
方
が
主
題
と
な
っ
た
書

籍
が
登
場
す
る
。
内
容
も
、
一
九
七
五
年
の
書
籍
や
、
非
先
住
民
の
聴
者

が
美
術
を
専
門
と
し
て
い
る
二
著
作
に
つ
い
て
は
英
語
で
書
か
れ
て
い
る

が
、
そ
の
他
は
ア
ラ
ン
タ
語
と
併
記
さ
れ
て
お
り
、
三
冊
は
英
語
が
主
で

ア
ラ
ン
タ
語
が
副
次
的
、
同
一
著
者
に
よ
る
二
冊
の
著
作
に
関
し
て
は
、

ア
ラ
ン
タ
語
が
主
で
、
英
語
が
副
次
的
に
さ
え
書
か
れ
て
い
た
。
ま
た
そ

こ
で
描
か
れ
る
の
は
、
男
性
の
著
作
が
社
会
運
動
を
中
心
に
未
来
に
強
調

点
を
置
く
世
界
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
の
著
作
は
食
事
や
薬
草
を
中
心

と
し
た
生
活
の
領
域
を
中
心
に
過
去
に
強
調
点
を
置
く
世
界
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
七
冊
中
五
冊
に
ま
で
、
殆
ど
の
非
先
住
民
読
者
に
は
読
め

な
い
ア
ラ
ン
タ
語
で
の
併
記
が
あ
る
の
は
、
彼
ら
の
多
く
が
聴
者
の
向
こ

う
側
に
想
定
す
る
読
者
に
、
同
じ
ア
ラ
ン
タ
民
族
の
子
孫
が
い
つ
か
本
書

を
読
む
こ
と
を
思
い
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
こ

そ
、
彼
ら
はA

ltyerre

（dream
ing

）
に
つ
い
て
も
語
り
だ
す
。
ま
た

人
類
学
者
に
よ
る
親
族
関
係
が
彼
ら
と
逆
に
否
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
く
の
に
異
を
唱
え
る
の
で
あ
る
。

　

ま
と
め
よ
う
。
ア
ラ
ン
タ
民
族
の
自
民
族
民
族
誌
の
検
討
は
、「
現
地

人
の
視
点
」
へ
の
同
化
に
保
留
を
促
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
自
民

族
民
族
誌
を
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
文
化
内
存
在
と
し
て
彼
ら
の
文
化
規
範
を
生

き
な
が
ら
語
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、
逆
に
言
え
ば
そ
の

下
で
語
れ
な
い
こ
と
も
出
て
く
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
人
類
学
へ
の
違
和
感

は
、
人
類
学
の
関
心
が
彼
ら
の
規
範
の
周
縁
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
が
臨
む
べ
き
姿
勢
と
は
、
後
者
の
距

離
を
活
用
し
て
前
者
の
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
そ
の
人
類
学
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
ギ
レ
ン
の
ア
ラ
ン
タ
民
族

誌
を
受
け
て
、
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
そ
の
目
標
を
「
現
地
人
の
視
点
か

ら
」
に
置
い
て
定
式
化
し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
歴

史
実
践
に
お
い
て
自
ら
こ
れ
を
実
践
し
よ
う
と
し
た
保
苅
実
『
ラ
デ
ィ
カ

ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
に
お
い
て
、
査
読
者
の
一
人
は
む
し
ろ

そ
う
し
た
試
み
を
「
弱
点
」
と
し
て
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
「
現
地
人
の
視

点
」
に
接
近
し
す
ぎ
て
研
究
者
と
し
て
の
判
断
力
を
放
棄
し
た
、
と
受
け

取
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
好
適
の
素

材
と
な
る
の
が
自
民
族
民
族
誌
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
現
地
人
の
視
点
」

自
身
か
ら
描
か
れ
た
世
界
が
展
開
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
十
全
に
展
開
さ
れ

る
な
ら
、
人
類
学
の
役
割
が
終
わ
る
の
か
否
か
の
思
考
実
験
に
な
る
。
そ

こ
で
本
発
表
で
は
、
ア
ラ
ン
タ
民
族
の
自
民
族
民
族
誌
を
用
い
な
が
ら
、

こ
う
し
た
問
題
を
考
察
し
、
ア
ラ
ン
タ
研
究
の
現
在
化
を
図
る
。

　

ア
ラ
ン
タ
民
族
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
著
作
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
九
二
五

年
か
ら
四
五
年
う
ま
れ
の
男
女
三
人
ず
つ
に
よ
り
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
一
年
ま
で
七
冊
の
著
作
が
著
さ
れ
て
い
る
（
辞
書
を
含
め
れ
ば
六
人
で

八
冊
）。
ア
ラ
ン
タ
語
の
話
者
人
口
は
約
二
千
人
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、

彼
ら
は
ア
ラ
ン
タ
民
族
の
な
か
で
も
顕
著
な
活
躍
を
認
め
ら
れ
た
者
た
ち

で
あ
る
。

　

ま
ず
こ
の
六
人
七
冊
の
著
作
を
形
式
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
ら
が
一
九
九

四
年
、
非
先
住
民
の
聴
者
や
翻
訳
者
を
伴
う
の
だ
が
、
彼
ら
が
ほ
と
ん
ど

脇
役
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
著
者
名
に
親

族
関
係
を
表
示
す
る
ス
キ
ン
・
ネ
ー
ム
が
ミ
ド
ル
・
ネ
ー
ム
の
よ
う
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
こ
の
動
き
は
、
著
作

の
タ
イ
ト
ル
に
も
現
れ
、
一
九
九
四
年
か
ら
は
ア
ラ
ン
タ
語
で
の
副
題
が
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は
一
箇
所
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
相
違
点

が
あ
っ
た
。

　

平
安
京
の
東
限
は
鴨
川
で
あ
る
。
平
安
時
代
も
半
ば
あ
た
り
に
な
る
と

市
街
地
は
東
方
へ
拡
大
し
た
が
、
条
坊
制
の
規
制
も
あ
っ
て
鴨
川
以
東
は

洛
中
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
京
都
直
近
の
祇
園
社
は
鴨
川
東
岸
に
あ

る
。
そ
の
た
め
京
都
祇
園
の
神
幸
は
、
都
市
の
外
部
に
祀
ら
れ
て
い
る
牛

頭
天
王
と
そ
の
妻
神
と
子
神
た
ち
を
都
市
の
内
部
に
招
き
、
都
市
の
内
部

の
御
旅
所
に
七
泊
さ
せ
た
の
ち
、
本
社
に
戻
す
と
い
う
形
式
と
な
っ
た
。

京
都
の
住
民
は
牛
頭
天
王
を
基
本
的
に
は
疫
神
と
み
な
し
て
い
た
。
彼
ら

は
疫
神
を
都
市
の
内
部
に
招
い
て
歓
待
す
る
こ
と
で
防
疫
神
化
し
、
悪
疫

の
発
生
を
思
い
留
ま
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
。

　

一
方
、
博
多
祇
園
の
神
幸
は
、
都
市
の
内
部
に
祀
ら
れ
て
い
る
牛
頭
天

王
と
二
柱
の
相
殿
神
を
都
市
の
外
縁
に
あ
る
沖
浜
夷
社
に
送
っ
て
七
泊
さ

せ
た
の
ち
、
本
社
に
戻
す
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
。
博
多
の
住
民
は
疫
病

を
も
た
ら
す
穢
れ
は
海
か
ら
侵
入
す
る
と
想
像
し
た
た
め
、
牛
頭
天
王
ら

を
沖
浜
夷
社
に
滞
在
さ
せ
て
そ
の
侵
入
を
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼

ら
は
始
め
か
ら
、
穢
れ
の
侵
入
を
防
ぐ
防
疫
神
と
し
て
牛
頭
天
王
の
神
格

を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
御
旅
所
の
場
所
、
神
幸
の
性
質
、
神
幸
を
行
う

神
の
性
格
。
い
ず
れ
の
点
に
お
い
て
も
博
多
祇
園
の
神
幸
は
北
狄
退
治
祭

の
神
幸
を
真
似
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

付
言
す
る
と
、
の
ち
に
京
都
祇
園
に
は
山
や
鉾
の
巡
行
が
加
わ
り
、
前

者
は
博
多
に
も
伝
播
し
た
が
、
そ
の
様
相
は
各
神
幸
の
規
制
を
受
け
た
。

京
都
祇
園
で
は
南
北
朝
時
代
以
降
、
牛
頭
天
王
な
ど
へ
の
歓
待
の
一
環
と

し
て
住
民
た
ち
が
山
や
鉾
な
ど
を
付
け
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
七

日
と
一
四
日
に
山
鉾
類
を
出
し
、
疫
神
を
こ
れ
に
依
り
憑
か
せ
て
芸
能
で

伝
播
儀
礼
の
改
変
に
た
い
し
て
伝
播
先
の
既
存
儀
礼
が
与
え
る
影
響

宇
野　

功
一

　

あ
る
儀
礼
が
他
の
土
地
に
伝
播
す
る
さ
い
、
伝
播
先
の
既
存
儀
礼
が
そ

の
儀
礼
の
様
相
を
改
変
す
る
こ
と
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
そ
の
具
体
例
と

し
て
、
京
都
の
祇
園
会
が
博
多
に
伝
播
し
た
さ
い
に
博
多
の
既
存
儀
礼
で

あ
る
北
狄
退
治
祭
が
祇
園
会
の
様
相
を
改
変
し
た
件
を
検
討
す
る
。

　

博
多
の
櫛
田
社
は
平
安
末
期
に
創
建
さ
れ
た
。
祭
神
は
農
耕
神
の
豊
次

比
売
命
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
鎌
倉
後
期
、
元
寇
を
受
け
て
九
州
を
統

括
す
る
役
職
と
し
て
鎮
西
探
題
が
博
多
に
設
置
さ
れ
た
。
北
条
氏
か
ら
選

ば
れ
た
代
々
の
鎮
西
探
題
は
櫛
田
社
を
氏
神
と
し
、
北
狄
退
治
祭
を
始
め

た
。
こ
れ
は
、
博
多
の
内
陸
部
の
中
心
街
に
あ
る
櫛
田
社
を
本
社
、
博
多

湾
岸
の
街
外
れ
に
あ
る
沖
浜
夷
社
を
御
旅
所
と
し
て
櫛
田
社
の
神
輿
を
巡

行
さ
せ
る
も
の
で
、
二
月
に
行
わ
れ
た
（
日
に
ち
と
御
旅
所
宿
泊
数
は
不

明
）。
つ
ま
り
豊
次
比
売
命
に
海
辺
の
御
旅
所
に
遷
っ
て
も
ら
っ
た
う
え

で
、
異
敵
が
海
か
ら
侵
入
す
る
の
を
防
い
で
も
ら
う
儀
礼
で
あ
っ
た
。
豊

次
比
売
命
は
博
多
の
守
護
神
も
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
沖

浜
夷
社
は
博
多
の
一
部
を
領
し
て
い
た
筥
崎
宮
（
博
多
の
東
方
二
キ
ロ
弱

に
位
置
）
の
境
外
末
社
で
あ
る
。

　

康
永
元
（
一
三
四
二
）
年
以
降
の
九
十
年
間
に
櫛
田
社
の
相
殿
と
し
て

祇
園
社
（
祭
神
は
素
戔
嗚
尊
＝
牛
頭
天
王
）
が
建
て
ら
れ
た
。
も
う
一
つ

の
相
殿
で
あ
る
大
神
社
（
祭
神
は
天
照
大
神
）
も
こ
の
時
期
に
建
て
ら
れ

た
ら
し
い
。
そ
し
て
こ
の
九
十
年
間
に
、
京
都
祇
園
の
神
幸
に
倣
っ
て
博

多
で
も
祇
園
会
の
神
幸
が
開
始
さ
れ
た
。
京
都
祇
園
の
神
幸
と
博
多
祇
園

の
神
幸
の
共
通
点
は
日
程
（
行
幸
は
六
月
七
日
、
還
幸
は
同
一
四
日
）
と

神
輿
の
数
（
三
基
）
で
あ
る
。
た
だ
し
御
旅
所
は
前
者
が
二
箇
所
で
後
者



423　　

第12部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

で
あ
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
一
九
九

〇
年
代
後
半
ま
で
行
わ
れ
、
イ
ン
ド
村
落
に
お
け
る
医
療
へ
の
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
一
定
の
成
果
を
得
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は
、
薬
害
の
た
め
欧
米
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
薬
が
注
意
書
き
も
な
く
イ
ン
ド
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
物
価
水
準
に
比
べ
イ
ン
ド
国
内
に
出
回
っ
て
い
る
薬

の
値
段
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
国
内
で
販
売
さ

れ
て
い
る
薬
の
使
用
は
、
薬
害
の
可
能
性
だ
け
で
な
く
、
貧
し
い
人
に
経

済
的
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

近
代
西
洋
医
学
が
普
及
す
る
以
前
、
ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
（
田

舎
の
薬
）
と
呼
ば
れ
る
民
間
医
療
薬
が
病
気
や
怪
我
の
治
療
に
用
い
ら
れ

て
い
た
。
ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
の
原
料
の
多
く
は
身
近
な
植
物
や

ス
パ
イ
ス
で
あ
り
、
費
用
も
か
か
ら
ず
、
簡
単
に
作
れ
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
。
ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
は
貧
し
い
人
々
へ
の
医
療
と
し
て
適

す
る
と
い
う
結
論
に
達
し
、
イ
ン
ド
管
区
は
ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド

ゥ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

村
人
の
ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
に
対
す
る
偏
見
が
強
く
空
回
り
の
状

態
が
続
い
た
。
修
道
女
た
ち
が
ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
の
利
点
を
根

気
強
く
説
明
し
、
と
り
あ
え
ず
試
し
て
も
ら
う
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

一
旦
、
ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
を
用
い
て
症
状
が
回
復
す
る
と
、

人
々
の
ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
に
対
す
る
信
頼
が
高
ま
り
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
そ
の
も
の
が
自
然
に
軌
道
に
乗
っ
て
い
っ
た
。

　

イ
ン
ド
管
区
は
、
当
時
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
規
則
や
伝
統
に
囚
わ
れ

て
お
ら
ず
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
た
。
当
時
、
住
民
は
安
価
な
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
・

歓
待
し
て
防
疫
神
化
し
た
。
そ
し
て
神
輿
が
洛
外
に
出
る
と
住
民
た
ち
の

行
事
は
終
わ
り
、
翌
一
五
日
に
祇
園
社
で
行
わ
れ
た
臨
時
祭
（
還
御
の
祝

賀
行
事
）
に
は
彼
ら
は
出
向
か
な
か
っ
た
。
他
方
、
博
多
祇
園
に
山
が
伝

わ
っ
た
の
は
室
町
中
期
の
こ
と
で
あ
る
。
一
五
日
未
明
、
本
社
で
社
家
た

ち
が
臨
時
祭
を
執
行
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
前
日
に
御
旅
所
か

ら
本
社
に
戻
っ
て
き
た
牛
頭
天
王
ら
を
祝
し
た
わ
け
で
あ
る
。
博
多
の
住

民
は
臨
時
祭
の
終
了
直
後
に
全
て
の
山
を
本
社
境
内
に
奉
納
し
た
と
み
ら

れ
る
。
そ
の
直
後
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
は
全
て
の
山
を
街
中
で
巡
行
さ

せ
た
。
彼
ら
に
は
疫
神
を
防
疫
神
化
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
た
め
、
山
は

神
の
依
代
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
神
々
の
無
事
な
る
還
御
を

祝
し
、
還
御
の
翌
日
に
山
は
巡
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

南
イ
ン
ド
の
伝
統
医
療
を
活
用
し
た
修
道
会
の
社
会
福
祉
事
業岡

光　

信
子

　

本
発
表
の
目
的
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
女
子
修
道
会
の
イ
ン
ド
管
区
が
取
り

組
ん
だ
伝
統
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
光
を
当
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軌
道

に
乗
せ
た
要
因
を
分
析
し
、
宗
教
組
織
の
福
祉
事
業
の
運
営
に
関
わ
る
諸

問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

一
九
七
三
年
、
カ
ト
リ
ッ
ク
女
子
修
道
会Sisters of D

ivine Sav-
ior

は
、
南
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
に
イ
ン
ド
管
区
を
設
立
す
べ

く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
養
成
し
た
イ
ン
ド
人
修
道
女
の
う
ち
十
一
名
を
イ
ン

ド
に
戻
し
た
。
イ
ン
ド
管
区
は
、
最
初
期
か
ら
村
落
部
に
お
い
て
地
域
の

必
要
に
応
じ
た
小
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
な
か
の

ひ
と
つ
が
、
地
域
住
民
に
対
す
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
を
そ

の
土
地
固
有
の
伝
統
医
療
に
よ
っ
て
充
実
さ
せ
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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せ
め
ぎ
あ
う
霊
力

│
│ 

ケ
ニ
ア
海
岸
地
方
ド
ゥ
ル
マ
の
キ
リ
ス
ト
教
と
妖
術 

│
│

岡
本　

圭
史

　

本
発
表
の
目
的
は
、
ケ
ニ
ア
海
岸
地
方
に
住
む
ド
ゥ
ル
マ
に
お
け
る
、

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
の
在
り
方
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
ド
ゥ
ル
マ
の
間

で
は
、
隣
人
の
間
に
紛
れ
込
ん
だ
妖
術
使
い
が
人
々
に
病
気
や
事
故
、
作

物
の
不
作
や
家
畜
の
死
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
。
妖
術
へ
の
対
抗
策

と
し
て
、
施
術
師
に
よ
る
抗
妖
術
施
術
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
は
施
術
師
と
の
関
与
を
拒
み
、
そ
の
代
わ
り
に
信
徒
同
士
の
祈
り
を

通
じ
て
妖
術
か
ら
身
を
守
ろ
う
と
す
る
。
信
徒
達
が
語
る
改
宗
の
経
緯
を

め
ぐ
る
証
言
（ushuhuda

）
に
お
い
て
は
、
神
へ
の
祈
り
が
抗
妖
術
施

術
よ
り
も
確
実
に
妖
術
か
ら
の
保
護
を
可
能
と
す
る
と
い
う
主
張
や
、
祈

り
を
通
じ
た
家
畜
の
増
加
へ
の
言
及
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
。

　

ド
ゥ
ル
マ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
に
は
、
新
た
な
パ
ー
ス
ペ

ク
テ
ィ
ブ
の
受
容
と
は
言
い
難
い
側
面
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
非
信

徒
の
間
で
は
、
観
念
と
実
践
の
両
面
に
お
け
る
連
続
性
が
顕
著
で
あ
る
。

ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
祈
り
は
、
抗
妖
術
施
術
の
よ
り
効
果
的
な
代
替

案
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
。
次
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
非
信
徒
は
様
々

な
観
念
を
共
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ド
ゥ
ル
マ
語
で
神
を
意
味
す
る

M
ulungu

や
、
更
に
はpepo

やshetani

と
呼
ば
れ
る
人
々
に
危
害

を
及
ぼ
す
霊
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
非
信
徒
に
共
有
さ
れ
得
る
。
神
や
霊

を
め
ぐ
る
観
念
や
妖
術
や
霊
か
ら
身
を
守
る
実
践
に
関
し
て
は
、
改
宗
は

新
た
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
受
容
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
。
ド
ゥ

ル
マ
に
と
っ
て
、
妖
術
は
比
喩
で
も
表
象
で
も
な
く
現
実
で
あ
る
。
抗
妖

術
施
術
や
祈
り
も
、
妖
術
や
霊
の
攻
撃
と
い
う
現
実
の
脅
威
に
立
ち
向
か

ケ
ア
を
求
め
て
お
り
、
ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

こ
う
し
た
需
要
に
十
分
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
管
区
の
多
く

の
修
道
女
が
看
護
師
資
格
を
も
ち
、
医
学
的
知
識
を
必
要
と
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
応
で
き
る
人
材
が
揃
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
修
道

女
た
ち
の
活
動
を
通
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
修
道
女
た
ち
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
け
手
で
あ
る
村
人
の
間
に
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
お
り
、

人
々
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
下
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　

宗
教
組
織
の
社
会
福
祉
事
業
は
宗
教
的
理
念
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

ナ
ー
ッ
ト
ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道

会
が
宗
教
的
動
機
か
ら
着
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

上
手
く
機
能
し
た
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
地
域
住
民
の
求
め
る
事

業
で
あ
り
、
偶
発
的
な
要
素
も
含
め
て
、
イ
ン
ド
管
区
内
部
の
諸
条
件
と

そ
れ
以
外
の
諸
要
素
が
上
手
く
か
み
合
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ナ
ー
ッ
ト

ゥ
・
マ
ル
ン
ド
ゥ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
宗
教
組
織
の
事
業
が
地
域
社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
諸
条
件
を
兼
ね
備
え
て
い
た
た
め
機
能
し
た
典
型
的

な
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

現
在
イ
ン
ド
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
経
済
発
展
に
伴
う
急
激
な

社
会
変
化
や
価
値
観
の
変
動
が
起
こ
っ
て
お
り
、
地
域
の
需
要
と
修
道
会

側
の
対
応
能
力
と
に
乖
離
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
宗
教
組

織
に
よ
る
社
会
福
祉
事
業
を
成
功
裏
に
展
開
さ
せ
る
た
め
に
は
、
新
し
い

事
態
に
対
応
す
る
戦
略
を
構
え
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
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策
の
み
を
用
い
て
妖
術
や
霊
の
脅
威
に
対
抗
す
る
と
い
う
決
断
は
、
改
宗

者
に
と
っ
て
は
一
種
の
賭
け
の
様
相
を
呈
す
る
。
施
術
師
か
ら
の
離
脱
と

祈
り
へ
の
専
念
と
い
う
賭
け
に
祈
り
の
効
果
を
実
感
さ
せ
る
よ
う
な
経
験

が
続
い
た
場
合
、
そ
の
経
験
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
非
常
に
劇
的
な
も
の

と
な
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
、
既
存
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
に
お
け
る

賭
け
で
あ
る
。
改
宗
の
経
験
を
、
新
た
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
受
容
と

し
て
捉
え
る
視
点
に
は
、
限
界
が
あ
る
。
ド
ゥ
ル
マ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
へ
の
改
宗
の
本
質
は
、
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
受
容
よ
り
も
、
賭
け
の

経
験
そ
れ
自
体
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
賭
け
は
ま
た
、
信
徒
達
の
熱
意
を

喚
起
す
る
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
と
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

│
│ 

ア
フ
リ
カ
の
事
例
か
ら 

│
│

村
上　

辰
雄

　

今
日
の
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
急
成
長
は
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
そ
の
大
き
な
理
由
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
る
か
に
は
二
つ
の
見
方
が
あ
る
。
一
つ
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
を

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
世
界
の
同
質
化
の
例
と
見
る
も
の
（
世
界
の
キ
リ

ス
ト
教
化
）。
二
つ
目
は
、
そ
の
逆
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
同
質
化

へ
の
抵
抗
と
し
て
捉
え
る
見
方
（
キ
リ
ス
ト
教
の
土
着
化
・
多
様
化
）
で

あ
る
。
昨
今
の
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
運
動
は
、
実
際
こ
の
両
方
の
側
面
を
併
せ

持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
土
着
化
に
関
し
て
は
、
果
た

し
て
そ
の
よ
う
な
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
は
本
当
の
キ
リ
ス
ト
教
な
の
か

と
い
う
問
い
も
あ
が
っ
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
よ
う
に
土
着
の
宗
教
・
文

化
と
う
ま
く
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
よ
う
な
発
展

う
手
段
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
わ
ゆ
る
伝
統
宗
教
を

対
比
さ
せ
る
視
座
か
ら
は
捉
え
が
た
い
。
抗
妖
術
施
術
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル

な
実
践
群
を
伝
統
宗
教
と
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
の
離
脱
に
続
く
キ
リ
ス

ト
教
へ
の
参
入
を
改
宗
と
捉
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
達
が
劇
的
な
変
化
と
し
て
改
宗
を
経
験

し
て
い
る
可
能
性
も
ま
た
、
無
視
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
信
徒
達
は
、

改
宗
に
伴
う
変
化
や
、
よ
き
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い

て
熱
心
に
語
る
。
よ
き
信
徒
の
主
な
基
準
は
、
施
術
師
に
施
術
を
依
頼
し

な
い
こ
と
と
、
日
曜
礼
拝
へ
の
参
加
と
い
う
、
関
与
す
る
実
践
の
選
択
で

あ
る
。
一
連
の
語
り
は
、
関
与
す
る
実
践
の
変
更
が
、
劇
的
な
変
化
と
し

て
信
徒
達
に
経
験
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ド
ゥ
ル
マ
に

お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
を
妖
術
や
霊
の
攻
撃
へ
の
対
処
法
と
し
て

の
み
捉
え
た
場
合
、
信
徒
達
に
固
有
の
意
欲
の
由
来
を
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

人
類
学
的
宗
教
研
究
は
、
個
人
の
内
面
を
不
可
知
と
し
て
言
及
を
避
け

る
傾
向
を
強
く
持
っ
て
き
た
。
そ
の
立
場
を
保
持
し
た
ま
ま
改
宗
者
の
示

す
熱
意
の
由
来
を
探
る
た
め
に
は
、
抗
妖
術
施
術
か
ら
の
離
脱
と
祈
り
へ

の
参
入
と
い
う
過
程
を
め
ぐ
る
語
り
へ
の
注
目
が
有
効
で
あ
る
。
施
術
師

へ
の
施
術
の
依
頼
を
打
ち
切
る
こ
と
は
、
ド
ゥ
ル
マ
に
と
っ
て
容
易
な
決

断
で
は
な
い
。
実
際
に
、
妖
術
使
い
に
よ
る
攻
撃
を
恐
れ
て
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
再
び
施
術
師
の
下
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
人

物
の
例
も
あ
る
。
更
に
、
改
宗
の
経
緯
を
語
る
話
者
は
、
必
ず
と
言
っ
て

よ
い
ほ
ど
、
改
宗
の
前
に
施
術
師
の
も
と
を
訪
れ
た
経
験
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
達
は
、
抗
妖
術
施
術
の
効
力
自
体
を
あ
る
程
度

肯
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
施
術
師
と
絶
縁
し
た
上
で
祈
り
と
い
う
対
抗
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は
す
ぐ
に
で
も
享
受
さ
れ
る
べ
き
」
と
す
る
こ
の
教
え
は
、
近
代
的
な
消

費
生
活
に
憧
れ
る
ア
フ
リ
カ
の
若
者
の
心
を
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
に

惹
き
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
、
多
く
の
信
者
た
ち
は
神
か
ら
約
束

さ
れ
て
い
る
は
ず
の
富
を
得
る
夢
と
、
そ
の
富
が
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
得

ら
れ
な
い
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
の
不
満
の

矛
先
は
、
し
ば
し
ば
裕
福
な
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
牧
師
へ
と
向
け
ら
れ
、

「
悪
魔
の
牧
師
」
の
風
評
が
流
さ
れ
る
。
富
の
獲
得
に
お
け
る
一
番
の
問

題
は
、
富
は
悪
魔
と
の
契
約
か
ら
で
も
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
、
個
人
の
得
た
富
の
出
処
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
な
時
登
場
す
る
土
着
の
悪
魔
は
、
ヒ
ト
が
モ
ノ
に
支
配
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
時
、
注
意
を
喚
起
す
る
重
要
な
役
目
も
担
っ
て
い
る
と
も
言

え
る
。

　

ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
は
、
個
人
に
よ
る
物
質
的
な
繁
栄
は

肯
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
富
の
性
格
は
、
結
局
、
そ
の
個
人
の
共
同
体
と
の

関
係
性
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
必
要
と
な
っ
て
く

る
の
は
、
互
恵
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
新
た
な
共
同
体
を
作
る
こ
と
で

あ
る
が
、
実
は
ア
フ
リ
カ
都
市
部
へ
流
入
し
て
く
る
労
働
者
た
ち
は
、
す

で
に
自
ら
こ
の
よ
う
な
新
し
い
共
同
体
を
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
リ
ズ
ム
の
名
の

元
に
作
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
急
成
長
の
理
由
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
の
中
の
一
個
人
の

確
立
と
、
ロ
ー
カ
ル
な
関
係
性
に
支
え
ら
れ
た
共
同
体
の
新
構
築
を
、
悪

魔
の
概
念
を
軸
に
繰
り
広
げ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

を
遂
げ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

　

ハ
ー
ヴ
ィ
ー
・
コ
ッ
ク
ス
は
、
今
日
、
異
文
化
に
宗
教
を
広
め
る
必
要

条
件
と
し
て
、「
既
存
の
宗
教
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
」
と
「
急
速

に
変
化
し
て
い
く
社
会
を
生
き
ぬ
く
術
を
与
え
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い

る
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
が
急
成

長
し
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
諸

国
が
国
際
通
貨
基
金
ら
の
指
導
に
よ
り
、
構
造
調
整
計
画
を
実
施
し
、
急

速
な
経
済
の
自
由
化
を
進
め
た
年
代
と
重
な
る
。
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム

は
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
社
会
変
化
に
ど
の
よ
う
対
応
し
支
持
を
得
た
の

か
。
こ
こ
で
は
ま
ず
改
宗
に
よ
っ
て
、
い
か
に
市
場
経
済
に
適
す
る
労
働

者
・
消
費
者
と
し
て
の
「
個
人
」
が
構
築
さ
れ
る
か
を
挙
げ
て
み
た
い
。

　

ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
世
界
は
、
悪
魔
と
神
の
二
元
論
の
世
界
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
悪
魔
が
支
配
す
る
土
着
宗
教
（
妖
術
）
と
、
神
を
擁
す
る

キ
リ
ス
ト
教
と
が
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
信
者
は
ア
フ
リ
カ
の
土
着

宗
教
を
捨
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
単
に
悪
魔
の
支
配
か
ら
逃
れ
、
神
の
側
に
つ
く
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
伝
統
的
世
界
観
・
価
値
観
と
の
決
別
を
通
じ
て
、
共
同
体
中
心
の
関

係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
自
ら
を
切
り
離
す
こ
と
も
意
味
す
る
。
そ
れ

は
回
心
の
経
験
を
経
て
、
親
戚
縁
者
と
の
互
恵
関
係
に
し
ば
ら
れ
て
い
た

自
分
が
、
そ
の
よ
う
な
束
縛
を
受
け
な
い
「
自
由
なliberal

」
な
自
分

に
「
生
ま
れ
変
わ
るborn again

」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
富
を
蓄
積
し

消
費
で
き
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
な
個
人
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
の
親
和
性
を
考
え
る
上
で
、
も
う
一
つ
注
目
す

べ
き
は
「
繁
栄
の
福
音
」
で
あ
る
。「
信
者
は
す
で
に
神
に
よ
っ
て
祝
福

さ
れ
て
お
り
、
い
い
車
や
大
き
な
家
、
素
敵
な
洋
服
な
ど
の
物
質
的
恩
恵
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い
て
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
記
憶
や
語
り
の
も
つ
社
会
変
容
の
力

と
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
単
一
化
の
力
学
に
回
収
さ
れ
な

い
記
憶
や
語
り
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

　

本
発
表
か
ら
は
次
の
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
現
在
の
社
会
が
抱
え
る
人
種

主
義
の
問
題
や
、
人
種
的
な
苦
悩
、
痛
み
は
、
黒
／
白
の
二
元
論
を
も
と

に
し
た
社
会
運
動
で
乗
り
切
れ
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
こ
と
は
、
一
九
七

〇
年
代
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
衰
退
や
、
オ
リ
シ
ャ
崇
拝
運

動
の
実
践
形
態
の
変
容
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
オ
リ
シ

ャ
崇
拝
運
動
で
は
、
奴
隷
と
い
う
「
経
験
」
は
、
祖
先
と
関
係
づ
け
ら
れ

な
が
ら
記
憶
さ
れ
、
語
ら
れ
て
い
る
。
エ
グ
ン
グ
ン
崇
拝
と
い
う
記
憶
の

あ
り
方
と
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
物
語
が
、
と
き
に
は
、
人
種
的
な
苦
悩
、

痛
み
に
対
峙
す
る
力
、
緩
衝
剤
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
リ
シ
ャ
崇
拝
運
動
で
み
ら
れ
る
エ
グ
ン
グ
ン
崇
拝
の
諸
実
践
に
は
、

重
層
的
な
祖
先
と
の
関
係
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
祖
先
と
の
関
係
に
み
る
重

層
性
に
よ
っ
て
、
運
動
の
担
い
手
は
、
そ
れ
ま
で
の
個
人
が
生
き
て
き
た

世
界
と
、
運
動
に
よ
っ
て
提
示
、
想
像
／
創
造
さ
れ
る
世
界
と
を
結
び
つ

け
、
状
況
に
応
じ
て
そ
の
二
つ
の
世
界
を
往
来
す
る
。

　

個
人
と
運
動
の
世
界
が
重
な
り
あ
う
だ
け
で
な
く
、
離
れ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
こ
そ
、
担
い
手
は
運
動
と
い
う
集
団
の
教
義
や
価
値
観
だ
け
に

束
縛
さ
れ
な
い
時
間
と
空
間
を
手
に
す
る
。
つ
ま
り
、
米
国
の
人
種
主
義

や
、
そ
れ
に
な
か
ば
過
度
に
呼
応
し
た
運
動
初
期
の
教
義
（
反
白
人
・
反

キ
リ
ス
ト
教
主
義
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
国
の
主
流
（
社
会
）
へ

抵
抗
す
る
か
、
従
属
す
る
か
と
い
う
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
生
成
す
る
世
界
と
は
異
な
る
時
間
と
空
間
に
、
運
動
の
担
い
手
は
自
己

を
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

オ
リ
シ
ャ
崇
拝
と
「
奴
隷
」

│
│ 

ア
メ
リ
カ
黒
人
の
社
会
運
動
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

小
池　

郁
子

　

本
発
表
の
目
的
は
、
今
日
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
（
ア
メ
リ
カ
黒

人
）
が
人
種
主
義
を
は
じ
め
、
人
種
的
な
苦
悩
や
痛
み
と
ど
の
よ
う
に
対

峙
し
、
ま
た
、
そ
う
し
た
状
況
を
い
か
に
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、「
奴
隷
」
と
い
う
語
句
に
着
目
し
、
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
代
を
生
き
る
ア
メ
リ
カ
黒
人
は
、
奴
隷
を
い
か
に
「
経
験
」
し
、
記
憶

し
、
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
黒

人
の
社
会
運
動
の
一
つ
で
あ
る
オ
リ
シ
ャ
崇
拝
運
動
を
取
り
上
げ
、
運
動

の
成
員
が
祖
先
（
エ
グ
ン
グ
ン
）
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
る

の
か
を
検
討
す
る
。

　

記
憶
や
語
り
を
社
会
運
動
と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
社
会
運
動
で

は
、
集
合
的
な
記
憶
が
創
造
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
均
質
な
空
間
が
築
か

れ
る
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
「Eyerm

an
二
〇
〇
一
、
道
場

二
〇
〇
四
」。
同
様
に
、
記
憶
や
語
り
を
宗
教
と
い
う
領
域
か
ら
み
れ
ば
、

宗
教
に
は
、
戦
争
や
暴
力
の
恐
ろ
し
さ
、
愚
か
さ
を
告
発
す
る
機
能
と
と

も
に
、
国
家
や
家
族
な
ど
の
制
度
へ
の
動
員
、
強
化
と
い
う
側
面
が
み
ら

れ
る
「
大
越
二
〇
〇
三
、
高
二
〇
一
〇
」。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
に
、

記
憶
は
過
去
に
留
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
と
連
動
し
、「
想
像
力
に

よ
っ
て
再
審
に
か
け
ら
れ
、
生
き
直
さ
れ
る
（
仲
里
の
言
葉
よ
り
）」
も

の
で
あ
る
「
保
坂
二
〇
〇
三
」。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
発
表
で
は
、
苦
悩
や
痛
み
を
直
接
的
に
経
験
し
て
い

な
い
人
々
に
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
「
経
験
」
さ
れ
う
る
の
か
、
ま

た
、
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
記
憶
し
、
語
る
こ
と
の
意
味
や
方
法
に
つ
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教
的
多
様
性
の
尊
重
と
い
っ
た
言
説
と
共
に
、
キ
ュ
ー
バ
の
「
伝
統
宗

教
」
を
保
護
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
、
従
来
、
公
的
な
社
会
空
間
に
お
い

て
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
サ
ン
テ
リ
ー
ア
信
仰
等
が
、
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
と

い
っ
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

発
表
で
は
、
そ
の
よ
う
な
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
九
〇
年
代
以
降
、
実

際
に
は
、
信
者
の
信
仰
動
機
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
、
組
織

化
や
制
度
化
を
含
む
組
織
の
傾
向
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
組
織
的
側
面
と
の
関
係
で
、
宗
教
的
職
能
者
が
ど
の
よ

う
な
方
向
性
を
模
索
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い

て
、
現
地
調
査
を
も
と
に
論
を
展
開
し
た
。
調
査
対
象
は
、
テ
ン
プ
ロ
・

デ
・
オ
ジ
ャ
、
カ
ビ
ル
ド
・
キ
シ
ク
ア
バ
と
い
う
ハ
バ
ナ
市
街
に
あ
る
サ

ン
テ
リ
ー
ア
を
中
心
と
す
る
二
つ
の
宗
教
施
設
お
よ
び
そ
れ
ら
の
信
者
と

し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
信
者
に
お
い
て
は
、
九
〇
年
代
以
前
で
は
、
健
康
や
人

間
関
係
と
い
っ
た
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に
サ
ン
テ
リ
ー
ア
信
仰
に
入
信

す
る
も
の
が
多
数
派
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
九
〇
年
代
以
降
は
、
社
会
の

経
済
変
化
―
政
府
に
よ
る
経
済
の
一
部
自
由
化
や
、
海
外
移
住
者
か
ら
の

ド
ル
の
送
金
等
が
そ
の
要
因
で
あ
る
―
に
よ
る
貧
富
の
差
の
出
現
と
い
う

文
脈
に
お
い
て
、
経
済
的
発
展
を
信
仰
動
機
の
中
心
と
す
る
信
者
が
増
加

し
て
い
る
と
い
う
点
を
確
認
し
た
。

　

組
織
の
変
化
に
関
し
て
は
、
九
〇
年
代
以
降
、
信
者
の
自
宅
や
そ
の
家

族
を
中
心
に
寺
院
が
設
立
さ
れ
サ
ン
テ
リ
ー
ア
信
仰
が
組
織
化
さ
れ
て
き

た
こ
と
、
ま
た
宗
教
団
体
が
慈
善
事
業
な
ど
社
会
運
動
に
貢
献
す
る
こ
と

を
望
む
政
府
の
方
針
に
即
し
、
そ
う
し
た
組
織
が
社
会
貢
献
を
目
的
と
し

て
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
論
じ
た
。
ま
た
、
そ
れ

　

換
言
す
れ
ば
、
エ
グ
ン
グ
ン
崇
拝
は
、
崇
拝
者
と
ア
フ
リ
カ
と
を
接
続

す
る
正
統
性
／
正
当
性
と
、
奴
隷
と
い
う
過
去
を
共
有
す
る
│
│
成
員
以

外
の
ア
メ
リ
カ
黒
人
を
取
り
込
み
う
る
│
│
共
同
性
を
生
成
す
る
。
こ
れ

を
も
と
に
し
て
、
エ
グ
ン
グ
ン
崇
拝
は
、
運
動
の
歴
史
を
創
造
し
、
同
時

に
、
運
動
を
再
編
成
し
て
い
る
。
エ
グ
ン
グ
ン
崇
拝
に
は
、
個
人
的
実
践

と
集
合
的
実
践
が
共
存
す
る
た
め
、
集
団
の
記
憶
に
か
な
ら
ず
し
も
相
容

れ
な
い
記
憶
も
、
個
人
の
記
憶
と
し
て
語
ら
れ
、
実
践
さ
れ
る
機
会
や
可

能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。

キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
サ
ン
テ
リ
ー
ア
信
仰
の
諸
相

井
上　

大
介

　

本
発
表
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
サ
ン
テ
リ
ー
ア
信
仰
の
諸
相
に
つ
い

て
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
の（
一
）信
者
に
お
け
る
変
化
、（
二
）組
織

の
変
化
、（
三
）宗
教
的
職
能
者
に
お
け
る
変
化
、
と
い
う
三
つ
の
角
度
か

ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

サ
ン
テ
リ
ー
ア
信
仰
と
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ル
バ
系
の
人
々
が
有
し
て

い
た
宗
教
習
俗
が
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
と
融
合
し
発
展
し

た
宗
教
習
俗
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
国
民
国
家
形
成
期

に
お
い
て
、
政
府
が
音
楽
や
舞
踊
な
ど
を
中
心
と
し
た
ア
フ
リ
カ
的
文
化

要
素
を
キ
ュ
ー
バ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
利
用
す

る
一
方
で
、
呪
術
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
サ
ン
テ
リ
ー
ア
信
仰
を
は
じ

め
と
す
る
ア
フ
リ
カ
系
宗
教
を
蔑
視
の
対
象
と
し
て
い
っ
た
経
緯
が
種
々

論
じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
、
九
〇
年
代
以
降
の
国

家
に
よ
る
政
治
・
経
済
政
策
、
宗
教
政
策
、
移
民
の
増
加
と
い
っ
た
文
脈

に
お
い
て
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
宗
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リ
テ
ィ
と
関
連
し
た
こ
と
で
収
入
を
得
て
い
る
人
も
い
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
生
活
が
成
り
立
つ
人
は
少
数
派
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
半
は
、
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
以
外
の
事
柄
に
よ
り
、
生
計
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
実
践
者
は
マ
ク
ロ
な
社
会
構
造
か
ら
独
立
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に

生
き
た
い
と
い
う
希
望
と
、
現
金
が
必
要
で
あ
る
資
本
主
義
社
会
に
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
の
間
の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
職
業
に
つ
い
て

話
題
に
し
た
が
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
﹇Prince and Rich-

es 2000

﹈。
実
際
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
実
践
者
の
収
入
源
に
つ
い

て
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
そ
こ
で
発

表
者
は
、
収
入
源
の
一
つ
と
し
て
、
給
付
金
に
注
目
し
て
み
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
給
付
金
制
度
は
、
世
界
的
に
み
て
も
手
厚
い
う
え
、
受
給

も
し
や
す
い
の
で
、
給
付
金
で
生
活
し
て
い
る
人
は
一
般
的
に
珍
し
く
な

く
、
特
に
就
業
機
会
に
乏
し
い
田
舎
町
で
は
受
給
率
が
高
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
一
帯
も
失
業
率
が
高
く
、
給
付
金
受
給
率

も
低
く
は
な
い
の
だ
が
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
の
受
給
率
は
周
辺
の
町
村

と
比
較
し
て
も
高
い
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
周
囲
の
町
村
に
は
い
な
い
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
心
を
も
つ
人
々
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
の
調
査
に
お
い
て
も
、
賃
金
を
得
ら
れ
る
仕
事
に
就
か
ず
に
、
給

付
金
を
受
給
し
な
が
ら
、
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

関
係
の
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
従
事
し
て
い
る
人
た
ち
が
少
な
か

ら
ず
い
た
。
彼
ら
は
、
給
付
金
の
受
給
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
捉
え
、
受
給
し

て
い
る
分
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
形
で
社
会
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
受
給
者
に
対
す
る
非
難
の
声
も
、
高
所
得
者
を
中
心
に
き

こ
え
て
く
る
。
そ
の
一
方
で
、
貧
困
者
の
増
加
と
そ
れ
に
よ
る
社
会
の
不

安
定
化
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
と
考
え
る
者
も
い
る
。
ま
た
、
給
付
金
は
夢

ら
の
活
動
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
に
、
清
掃
活
動
、
震
災
復
興
活
動
、

ア
ル
コ
ー
ル
や
ド
ラ
ッ
グ
依
存
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
教
育
活
動
、
伝
統
文

化
を
ベ
ー
ス
と
し
た
芸
術
活
動
、
学
術
的
イ
ベ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
展
開
さ

れ
て
い
る
点
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、
ユ
ネ
ス
コ
を
筆
頭
に
、

国
内
外
の
社
会
機
関
か
ら
種
々
の
顕
彰
が
な
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
触

れ
た
。
宗
教
的
職
能
者
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
顕
彰
を
自
ら
の
運
動
の
正
統

性
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
共
に
、
国
際
機
関
や
教
育
機
関
の
招
聘
に
よ

り
、
文
化
大
使
と
い
う
よ
う
な
肩
書
で
海
外
講
演
、
大
学
講
演
な
ど
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
各
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
宗
教
的
職
能
者
た
ち
は
、
人
文
・
社
会
科
学

（
社
会
学
、
人
類
学
、
心
理
学
等
）
や
自
然
科
学
（
生
物
学
や
医
学
な
ど
）

の
諸
分
野
の
知
識
人
と
交
流
を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は

そ
の
よ
う
な
学
問
的
デ
ィ
シ
ピ
リ
ン
を
高
等
教
育
機
関
で
学
ぶ
も
の
が
増

加
し
、
そ
の
結
果
、
宗
教
運
動
自
体
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
や
そ
れ

に
対
す
る
国
家
の
方
針
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
や
学
問
的
課
題
な
ど
を
反
映
し

た
言
説
お
よ
び
活
動
を
体
現
し
た
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
点
を
そ
の
変
化

の
事
例
と
し
て
確
認
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
社
会
的
給
付
金
の
関
係

河
西
瑛
里
子

　

本
発
表
の
目
的
は
、
イ
ギ
リ
ス
南
西
部
の
町
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
に
お

け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
的
給
付
金
（
以

下
、
給
付
金
）
と
い
う
社
会
福
祉
の
シ
ス
テ
ム
が
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
の
発
展
と
隆
盛
を
支
え
た
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
と
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
心
が
あ
る
人
の
中
に
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
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旧
日
本
植
民
地
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
語

│
│ 

台
湾
の
日
語
教
会
か
ら 

│
│

藤
野　

陽
平

　

国
際
日
語
教
会
は
世
界
各
地
に
存
在
す
る
日
本
語
教
会
の
一
つ
だ
が
、

一
般
的
に
外
国
の
日
本
語
教
会
の
主
要
な
参
加
者
は
在
留
邦
人
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
本
教
会
は
現
地
人
が
主
要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

台
湾
に
お
い
て
ど
う
し
て
旧
宗
主
国
の
言
語
で
礼
拝
を
す
る
の
か
を
考
察

す
る
。
資
料
と
す
る
の
は
創
立
当
初
の
一
九
七
三
年
か
ら
一
五
年
分
の

『
週
報
』
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
を
み
る
と
幾
つ
か
の
違
和
感
が
う
ま
れ

る
。
例
え
ば
現
在
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
と
、
こ
の
教
会
に
集
ま
る

人
の
大
多
数
は
台
湾
独
立
志
向
が
強
く
、
自
ら
は
台
湾
人
で
あ
る
と
い
う

意
識
が
強
い
た
め
に
、
中
国
人
で
あ
る
と
は
決
し
て
表
現
し
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
資
料
で
は
「
中
日
基
督
者
」、「
中
華
民
国
に
在
住
す
る
」
な
ど

と
中
国
と
す
る
表
記
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
戒
厳
令
下
に
あ
り
自

由
に
発
言
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
資
料
を
用
い
て

突
き
合
わ
せ
な
が
ら
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
当
時
の
指
導
者
は
日
本
統
治
期
に
東
大
医
学
部
に
留
学
し
帰
国
後

台
湾
の
無
教
会
の
活
動
を
リ
ー
ド
し
た
郭
維
租
を
委
員
長
、
台
湾
聖
教
会

の
林
異
雷
を
副
委
員
長
と
し
、
国
際
伝
道
会
の
頼
炳
烔
、
高
俊
明
、
胡
茂

生
ら
を
顧
問
と
し
た
。
協
力
牧
師
は
加
藤
実
、
伊
藤
栄
一
、
片
山
和
郎
、

黄
舜
徳
を
、
一
九
八
五
年
九
月
か
ら
は
主
任
牧
師
と
し
て
岡
村
松
雄
を
迎

え
、
そ
の
他
在
台
湾
の
日
本
人
宣
教
師
な
ど
が
運
営
に
あ
た
っ
た
。
さ
ら

に
こ
の
時
期
だ
け
で
一
〇
〇
名
を
超
え
る
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て

い
る
。
い
ず
れ
も
日
台
で
著
名
な
牧
師
（
例
え
ば
日
本
で
は
高
橋
三
郎
や

榎
本
保
郎
、
台
湾
で
は
鄭
児
玉
や
王
英
世
等
）
が
多
く
、
参
加
者
数
数
十

を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
彼
ら
を
社
会
全
体
で
支
え
る
の
は
当

然
と
い
っ
た
、
肯
定
的
な
姿
勢
も
み
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
い
う
国

家
レ
ベ
ル
で
み
て
も
、
給
付
金
の
受
給
を
勧
め
る
広
告
を
出
し
た
り
、
受

給
へ
の
心
理
的
抵
抗
を
減
ら
す
よ
う
に
法
律
の
名
称
を
変
更
し
た
り
、
と

い
う
よ
う
に
、
受
給
を
奨
励
し
て
い
る
風
潮
が
あ
る
。

　

給
付
金
の
受
給
者
に
は
、
特
に
目
的
は
な
く
受
給
し
て
い
る
人
と
、
収

入
に
結
び
つ
き
に
く
い
事
に
打
ち
込
み
つ
つ
受
給
し
て
い
る
人
に
分
け
ら

れ
る
。
後
者
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
卵
が
多
く
、
給
付

金
制
度
は
後
者
の
育
成
を
支
え
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
イ
ギ
リ
ス
の
現
代
文
化
の
一
つ
と
み
な
せ
ば
、
実
践
者

た
ち
の
受
給
も
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
公
の
経

済
的
支
援
制
度
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
給
付
金
受
給
者
に
対
す
る
、
寛
容
な
、

半
ば
諦
め
に
近
い
態
度
が
、
収
入
を
得
が
た
い
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に

従
事
す
る
道
を
開
き
、
結
果
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
の
発
展
と
隆
盛
を
支
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
実
践
者
は
マ
ク
ロ
な
社
会

構
造
か
ら
の
独
立
と
現
金
の
必
要
性
と
の
間
で
ジ
レ
ン
マ
に
苦
し
む
と
い

う
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
給
付
金
制
度
は
、
実
際
に
は
マ
ク
ロ
な
構
造

に
依
存
し
て
い
る
の
に
、
日
常
的
に
は
そ
う
意
識
せ
ず
に
現
金
収
入
を
も

た
ら
す
た
め
、
受
給
者
は
自
己
欺
瞞
的
に
「
自
立
」
し
て
生
活
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
い
う
と
、
給
付
金
制
度
は
経
済

的
に
他
者
に
依
存
せ
ず
に
生
活
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
お
り
、
現
代
社

会
の
個
人
主
義
的
側
面
の
一
つ
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
側
面
が
、
個

人
主
義
的
な
傾
向
が
強
い
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
実
践
者
た
ち
に
受
給

へ
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
一
つ
の
要
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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で
き
る
。

　

教
会
の
組
織
に
関
し
て
、
当
初
は
「
礼
拝
」
で
あ
っ
て
「
教
会
」
で
は

な
い
の
で
、
メ
ン
バ
ー
は
「
会
員
」
で
は
な
く
「
参
加
者
」
で
あ
る
と

し
、
会
員
名
簿
を
作
ら
な
か
っ
た
。
出
入
り
が
激
し
か
っ
た
た
め
と
も
取

れ
る
が
、
名
簿
を
作
る
こ
と
に
よ
る
危
険
性
を
回
避
す
る
と
い
う
意
味
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
彼
ら
が
日
本
語
で
礼
拝
す
る
こ
と
の
意
味
も
見
え

て
く
る
。
彼
ら
の
う
ち
多
く
が
日
本
統
治
期
に
教
育
を
受
け
、
物
事
を
理

解
す
る
う
え
で
北
京
語
よ
り
も
日
本
語
の
ほ
う
が
容
易
い
た
め
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
だ
が
、
戒
厳
令
下
で
自
由
な
政
治
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
当

時
、
消
極
的
な
反
中
の
表
現
方
法
と
し
て
日
本
語
で
礼
拝
す
る
と
い
う
こ

と
も
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
れ
ば
積
極
的
に
独
立
志
向
で
あ
る

長
老
教
会
が
こ
の
教
会
の
活
動
に
あ
る
程
度
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
納

得
で
き
る
。

単
独
教
会
を
こ
え
た
共
同
体
の
諸
相

│
│ 

在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
場
合 

│
│

星
野　
　

壮

　
「
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
宗
教
」
に
か
か
わ
る
大
き
な
問
い
の
一
つ
と
し

て
、「
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
保
持
し
え
る
の
か
。
も

し
保
持
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
と
な
る
の
か
」
と

い
う
も
の
が
存
在
す
る
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
で
、
在
日
ブ
ラ

ジ
ル
人
は
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
足
が
遠
の
き
つ
つ
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
な
ど
に
移
動
す
る
傾
向
を
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
発
表
者
も
こ
の

見
解
に
は
基
本
的
に
首
肯
す
る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
中
で
も

名
の
台
湾
で
は
小
さ
な
教
会
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
錚
々
た
る
説
教
者
陣

で
あ
る
。
当
時
の
日
台
の
キ
リ
ス
ト
教
界
は
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
重
要
視

し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
教
会
は
一
九
七
三
年
一
〇
月
七
日
に
国
際
伝
道
会
の
活
動
の
一
環
と

し
て
発
足
。
一
九
七
二
年
の
日
本
と
中
華
民
国
の
国
交
断
絶
直
後
で
風
当

り
が
強
か
っ
た
。
徐
々
に
参
加
者
が
増
え
一
九
七
九
年
三
月
に
は
国
際
伝

道
会
の
指
導
を
離
れ
、
自
立
、
一
九
八
五
年
五
月
二
六
日
に
は
南
門
教
会

の
支
会
と
し
て
長
老
教
会
に
入
り
、
一
九
八
八
年
一
一
月
二
七
日
に
は
会

員
数
な
ど
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
正
式
に
教
会
と
な
る
。

　

こ
の
時
代
を
理
解
す
る
に
は
政
府
国
民
党
と
長
老
教
会
と
の
関
係
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
一
九
四
七
年
の
二
二
八
事
件
で
は
戦
前
か
ら

台
湾
に
暮
ら
す
本
省
人
と
戦
後
国
民
党
と
と
も
に
台
湾
に
移
住
し
た
外
省

人
の
対
立
は
決
定
的
に
な
る
が
、
長
老
教
会
関
係
者
も
多
く
被
害
に
遭

い
、
事
件
後
も
本
省
人
の
側
に
た
つ
教
会
で
あ
り
続
け
た
。
一
九
八
〇
年

に
は
本
教
会
顧
問
、
高
俊
明
長
老
教
会
総
幹
事
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事

件
が
起
き
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
の
関
係
は
現
在
に
至
る
ま
で
良
好
な
ら

ざ
る
も
の
で
あ
り
、
日
語
教
会
が
こ
う
し
た
長
老
教
会
の
一
教
会
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
週
報
』
を
見
て
い
る
と
一
九
七
五
年
の
蒋
介
石
没
後
に
は

追
悼
礼
拝
に
つ
い
て
の
記
述
や
日
本
の
植
民
地
主
義
を
非
難
す
る
内
容
も

散
見
す
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
民
主
化
以
降
、
見
ら
れ
な
く
な
り
、
戒
厳

令
下
に
お
か
れ
た
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
蒋
経
国
総
統

が
急
死
し
、
本
省
人
の
李
登
輝
が
総
統
と
な
る
と
『
週
報
』
内
で
も
そ
れ

を
歓
迎
す
る
文
言
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
消
極
的
、
義
務
的
に
な
さ

れ
て
い
た
政
治
的
な
態
度
と
は
異
な
り
、
積
極
的
な
関
与
を
見
る
こ
と
が
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て
い
た
。
こ
の
宣
教
活
動
に
も
や
が
て
西
三
河
の
実
践
者
た
ち
の
多
く
が

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宣
教
会
側
も
実
践
者
が
数
多
く
存

在
す
る
西
三
河
に
活
動
の
拠
点
を
移
し
始
め
て
い
る
。
現
在
西
三
河
在
住

の
信
徒
は
、
最
大
で
月
に
十
回
超
の
ミ
サ
に
参
加
し
、
他
に
も
各
所
で
行

わ
れ
る
祈
禱
会
な
ど
で
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
宣

教
会
の
活
動
、
第
三
日
曜
の
炊
き
出
し
、
カ
テ
キ
ズ
ム
、
年
三
回
の
祝
祭

と
そ
の
準
備
、
そ
の
他
打
合
せ
な
ど
を
、
過
酷
な
仕
事
の
合
間
に
行
っ
て

い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
多
く
の
信
徒
が
一
つ
の
教
会
に
集
う
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
は
な
く
、
必
要
性
に
応
じ
て
複
数
教
会
に
通
う
と
い
う
ス
タ
イ

ル
が
確
立
し
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
確
な
大
集
住
都
市
で
は
な
く
、

広
範
囲
に
散
住
し
て
い
る
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
組
織
化
の
資
源
の
一
つ
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
積
極
的
な
信
仰
活
動
や
社
会
貢

献
活
動
に
よ
っ
て
、
成
員
の
内
面
強
化
、
共
同
体
内
の
紐
帯
強
化
の
み
な

ら
ず
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
」
に
よ
る
新
規
参
入
者
が
見
積
も
れ
る
。

ま
た
違
っ
た
属
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
画
（
宣
教
会
活
動
）
す
る
こ
と

で
、
宣
教
会
活
動
に
魅
せ
ら
れ
た
信
徒
の
集
積
が
望
め
る
環
境
に
も
あ

る
。
そ
し
て
他
の
遠
隔
地
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
コ
ム
ニ
ダ

ー
ジ
と
の
連
携
も
、（
通
常
の
コ
ム
ニ
ダ
ー
ジ
活
動
と
宣
教
会
活
動
な
ど

の
）
複
数
の
回
路
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
カ
ト
リ
ッ

ク
内
部
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
運
動
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
信
仰
を
共
有

し
て
い
る
聖
職
者
や
日
本
人
信
者
と
の
回
路
を
確
保
し
つ
つ
、
共
同
体
と

し
て
凝
集
力
も
強
い
状
態
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
に
お
け
る
「
実
践
者
」
像
が
果
た
し
て
多
く
の
教
会
で
見
ら
れ
る
の
か

ど
う
か
。
そ
れ
を
解
明
す
る
の
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

「
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
」
で
あ
る
こ
と
が
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
要
素
と
し
て
資
す
る
場
面
や
、
信
徒
た
ち
と
社
会
貢
献
す
る
聖
職
者

た
ち
の
姿
を
注
視
す
る
研
究
が
提
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

東
三
河
に
お
け
る
豊
橋
教
会
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
広
域
な
集
住
地
域

に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
ミ
サ
が
行
わ
れ
る
教
会
が
一
つ
し
か
な
い
場
合
、
そ

こ
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
信
徒
は
集
中
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
西
三
河
地
区
は
ブ

ラ
ジ
ル
人
が
一
〇
〇
〇
人
以
上
居
住
す
る
集
住
都
市
が
い
く
つ
か
存
在

（
豊
田
市
、
岡
崎
市
、
知
立
市
、
西
尾
市
な
ど
）
し
、
現
在
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
（
以
下
「
ポ
語
」）
ミ
サ
が
行
わ
れ
る
教
会
が
五
カ
所
存
在
す
る
。
よ

っ
て
車
を
利
用
す
れ
ば
一
時
間
程
度
で
そ
の
う
ち
の
ど
こ
か
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
九
〇
年
代
中
期
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
信
徒
急
増
段

階
に
お
い
て
は
、
ポ
語
が
話
せ
る
聖
職
者
不
足
な
ど
が
原
因
で
各
教
会
と

も
ポ
語
ミ
サ
の
設
置
に
手
間
取
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、
熱
心
な
信
徒
（
以

下
「
実
践
者
」）
た
ち
は
、
口
コ
ミ
な
ど
を
介
し
て
、「
ど
の
日
に
ど
の
教

会
で
ポ
語
ミ
サ
が
行
わ
れ
る
か
」
と
い
っ
た
教
会
の
情
報
を
自
発
的
に
把

握
し
て
い
っ
た
。
ミ
サ
に
参
加
で
き
な
い
空
白
も
、
自
発
的
な
祈
禱
会
な

ど
を
行
っ
て
、
自
主
的
に
宗
教
的
な
ニ
ー
ズ
を
充
足
さ
せ
て
い
っ
た
。
や

が
て
教
会
・
教
区
側
に
よ
り
ミ
サ
が
整
備
さ
れ
て
き
て
も
こ
の
習
慣
は
堅

持
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
西
三
河
地
区
の
活
発
な
信
徒
活
動
に
、
さ
ら
に
新
た
な
要

素
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
九
四
年
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
ま
れ
た
「
Ｌ
Ｇ

宣
教
会
（
仮
名
）」
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
三
重
県
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
内
に
日
本
支
部
を
設
置
し
、
日
本
で
の
宣
教
活
動
を
開
始
し
た
。

彼
ら
は
神
を
賛
美
す
る
内
容
の
ポ
ッ
プ
、
ロ
ッ
ク
調
の
曲
を
バ
ン
ド
で
演

奏
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
信
徒
の
若
者
た
ち
中
心
に
人
気
を
博
す
よ
う
に
な
っ
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れ
ば
、
守
護
神
で
あ
る
揉
己
治
神
を
招
く
と
、
ヒ
ュ
ー
と
風
が
吹
い
て
き

た
よ
う
な
感
じ
に
な
り
、
揉
己
治
神
の
力
が
Ｗ
の
身
体
に
同
化
し
、
儀
礼

が
終
了
す
る
ま
で
、
Ｗ
は
揉
己
治
神
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
る
が
、
Ｗ
自

身
に
は
意
識
が
あ
り
、
霊
媒
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
。
守
護
神

の
力
と
同
化
し
て
い
る
Ｗ
は
『
祝
詞
』
を
唱
え
、
し
ば
ら
く
し
て
、
巫
女

と
同
時
に
「
エ
イ
ィ
」
と
気
合
い
を
か
け
る
と
、
巫
女
の
身
体
に
「
宇
迦

御
魂
」
が
憑
入
し
た
。
Ｗ
は
、
依
頼
者
の
依
頼
用
件
を
伝
え
る
と
、
宇
迦

御
魂
は
「
東
京
の
母
親
が
本
当
に
怠
く
て
苦
し
ん
で
い
る
の
か
、
様
子
を

見
て
く
る
」
と
言
っ
て
、
巫
女
の
魂
を
連
れ
て
身
体
か
ら
抜
け
出
し
、
東

京
へ
飛
ん
で
行
っ
た
。
こ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
巫
女
は
、
身
体
か
ら

抜
け
出
る
時
、
黒
い
筒
を
通
り
抜
け
て
天
上
界
に
出
て
、
あ
と
は
目
的
地

ま
で
飛
ん
で
行
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
Ｗ
は
、
こ
う
し
た
遠
方

の
地
ま
で
飛
ん
で
行
く
状
態
を
、「
神
飛
ば
し
」
と
呼
ぶ
と
説
明
し
て
く

れ
た
。

　
「
神
飛
ば
し
」
に
よ
っ
て
東
京
に
到
着
す
る
と
、
母
親
の
行
動
を
観
察

し
、
東
京
か
ら
帰
っ
て
来
る
と
、
宇
迦
御
魂
は
依
頼
者
に
、「
お
母
さ
ん

は
心
配
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
安
心
し
な
さ
い
。
お
母
さ
ん
は

身
体
が
怠
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
本
当
は
、
あ
な
た
の
こ
と
が
心
配
で
、

あ
な
た
と
話
が
し
た
い
だ
け
な
の
で
す
」
と
報
告
し
た
。
依
頼
者
は
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
直
ち
に
母
へ
電
話
を
す
る
こ
と
に
し

ま
す
」
と
言
っ
て
、
こ
の
依
頼
用
件
は
落
着
し
た
。
Ｗ
は
、
巫
女
の
身
体

か
ら
宇
迦
御
魂
を
除
去
す
る
儀
礼
を
行
い
、
憑
祈
禱
形
式
に
よ
る
儀
礼
は

終
了
し
た
の
で
あ
る
。

　

右
の
儀
礼
で
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
第
一
に
、
霊
媒
の
役
割
を
担
当

し
て
い
る
巫
女
の
魂
が
、
憑
入
し
て
い
る
神
霊
に
連
れ
ら
れ
て
身
体
か
ら

「
憑
祈
禱
」
再
考

佐
藤　

憲
昭

　

通
常
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
神
霊
を
自
ら
の
身
体
に
招
い
た
り
、
神
霊
を

身
体
か
ら
離
し
た
り
す
る
こ
と
を
単
独
で
行
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
宗

教
者
の
中
に
は
、
神
霊
を
「
憑
け
る
者
」
と
「
憑
け
ら
れ
る
者
」
と
が
コ

ン
ビ
を
組
ん
で
儀
礼
を
行
い
、
単
独
の
シ
ャ
ー
マ
ン
と
同
じ
機
能
を
果
た

し
て
い
る
者
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
修
験
道
の
「
憑
祈
禱
」、
木
曽
御

嶽
行
者
の
「
御
座
立
て
」、
日
蓮
宗
僧
侶
の
「
寄
加
持
」
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
う
し
た
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
執
行
し
て
い
る
儀
礼
は
、
民
間
の
宗

教
者
の
間
で
も
見
ら
れ
る
が
、
特
定
の
名
称
を
も
た
な
い
場
合
が
多
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
た
め
、
タ
イ
ト
ル
と
し
て
は
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
「
憑
祈
禱
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
が
、
本
稿
の
意
図
は
、

修
験
道
の
憑
祈
禱
を
再
考
す
る
の
で
は
な
く
、
コ
ン
ビ
で
執
行
し
て
い
る

「
憑
祈
禱
形
式
の
儀
礼
」
を
再
考
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
、
は
じ
め

に
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
下
で
は
、
岩
手
県
釜
石
市
の
周
辺
に
在
住
し
て
い
る
男
性
の
オ
ガ
ミ

ヤ
（
＝
シ
ャ
ー
マ
ン
）、
Ｗ
（
六
七
歳
）
が
執
行
し
て
い
る
儀
礼
を
取
り
上

げ
る
。
彼
は
、
予
言
者
型
の
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
単
独
で
役
割
を
果
た
し

て
は
い
る
が
、
同
時
に
ま
た
、「
巫
女
」
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
憑
祈
禱
形

式
の
儀
礼
を
執
行
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
昨
年
（
平
成
二
四
年
）
の
夏
、

こ
の
儀
礼
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
依
頼
者
は
こ
の
日
、
東
京
の
実
母

よ
り
「
二
、
三
日
前
か
ら
身
体
の
具
合
が
悪
く
な
り
、
医
者
に
診
て
も
ら

っ
て
い
る
が
怠
く
て
た
ま
ら
な
い
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
入
っ
た
の
で
、
Ｗ

を
訪
ね
て
み
た
と
い
う
。

　

儀
礼
は
、「
Ｗ
﹈
と
「
巫
女
」
と
が
対
坐
し
て
始
め
ら
れ
た
。
Ｗ
に
よ
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者
七
百
一
名
、
行
方
不
明
者
三
百
三
十
九
名
と
い
う
被
害
と
な
っ
た
。

　

手
記
の
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
当
時
の
建

設
省
中
部
地
方
建
設
局
が
狩
野
川
治
水
六
十
周
年
記
念
と
し
て
発
行
し
た

『
狩
野
川
台
風
手
記
』
で
あ
り
、
当
時
救
助
活
動
や
復
興
事
業
に
尽
力
し

た
消
防
団
員
や
警
察
官
、
地
元
の
役
職
者
、
建
設
局
所
員
な
ど
が
当
時
の

記
録
と
、
当
時
を
思
い
出
し
て
記
し
た
回
顧
録
で
あ
る
。
手
記
の
内
容
を

分
類
す
る
と
、
①
救
助
活
動
、
②
流
出
体
験
、
③
被
災
直
後
の
被
災
地
の

様
子
、
④
自
然
へ
の
畏
怖
、
⑤
復
興
事
業
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
あ

り
、
①
②
③
が
手
記
の
主
た
る
内
容
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
の
内
容
か
ら
、

「
宗
教
的
語
彙
」
と
「
宗
教
の
役
割
」
に
つ
い
て
見
て
い
っ
た
。

　

手
記
中
に
用
い
ら
れ
る
宗
教
的
語
彙
で
、
一
番
多
い
の
は
「
地
獄
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
被
災
直
後
の
被
災
地
の
状
態
を
説
明
す
る
の
に
主
に
使

わ
れ
て
い
る
。
犠
牲
者
の
遺
体
や
家
畜
の
死
体
が
そ
こ
ら
中
に
散
乱
し
て

い
る
状
態
は
ま
さ
に
「
地
獄
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
災
最
中
に
目
の
当

た
り
に
す
る
濁
流
と
そ
こ
を
流
れ
て
い
く
被
災
者
を
見
た
、
救
助
者
達
が

そ
の
恐
ろ
し
い
様
子
も
「
地
獄
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
救
助
者
達
は
、

被
災
最
中
・
直
後
と
「
地
獄
」
を
見
て
い
る
が
、
更
に
遺
体
収
容
作
業
で

も
「
地
獄
」
を
経
験
し
て
お
り
、
次
々
と
集
ま
っ
て
く
る
遺
体
の
身
元
確

認
、
洗
浄
作
業
は
「
地
獄
絵
図
が
始
ま
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
遺
体
と
の
直
面
に
は
、「
地
獄
」
と
い
う
語
彙
を
以
て
説
明
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
信
仰
心
が
篤
い
」、「
神
様
は
本
当
に

い
た
」
と
濁
流
か
ら
助
か
っ
た
こ
と
を
、
信
仰
心
や
神
と
い
っ
た
語
彙
で

説
明
・
意
味
付
け
を
試
み
て
い
る
。

　

宗
教
の
役
割
は
、
遺
体
収
容
所
と
な
っ
た
寺
院
の
僧
侶
が
、「
遺
体
の

安
置
と
供
養
が
僧
と
し
て
の
使
命
」
と
役
割
を
自
覚
し
て
い
る
。
し
か
し

離
脱
し
、
依
頼
用
件
に
関
係
す
る
場
所
ま
で
飛
ん
で
行
き
、
事
実
関
係
を

確
認
し
た
り
、
探
索
し
た
り
し
て
、
帰
っ
て
来
る
と
い
う
、
脱
魂
の
状
態

（
Ｗ
は
「
神
飛
ば
し
」
と
呼
ぶ
）
を
併
用
し
な
が
ら
、
憑
祈
禱
形
式
の
儀
礼

を
展
開
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
巫
女
は
、
儀
礼
執
行
中
に
意
識

が
あ
る
た
め
、
語
っ
て
い
る
内
容
を
覚
え
て
お
り
、
儀
礼
の
最
中
に
、
東

京
へ
飛
ん
で
行
っ
て
も
、
そ
の
状
況
を
儀
礼
終
了
後
に
語
る
こ
と
が
で
き

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
点
は
、
憑
祈
禱
形
式
の
儀
礼
を
分
析
す
る
際

に
、
従
来
と
は
異
な
る
視
点
を
切
り
拓
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

台
風
災
害
に
お
け
る
被
災
者
の
宗
教
的
影
響

│
│ 

狩
野
川
台
風
を
事
例
に 
│
│

魚
尾　

和
瑛

　

日
本
は
、
地
震
・
台
風
な
ど
様
々
な
自
然
災
害
が
常
襲
す
る
、
災
害
列

島
で
あ
る
。
一
ヶ
月
の
内
に
地
震
や
台
風
、
豪
雨
や
竜
巻
、
更
に
は
火
山

噴
火
に
よ
る
様
々
な
自
然
災
害
が
起
き
、
自
然
災
害
と
共
に
日
本
人
は
生

き
て
い
る
。
本
報
告
は
、
自
然
災
害
が
被
災
者
の
宗
教
観
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
の
為

に
、
被
災
者
の
手
記
を
事
例
と
し
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
手
記
の
中

で
も
、
特
に
宗
教
観
や
宗
教
的
語
彙
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

に
注
視
す
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
発
生
か
ら
五
十
五
年
が
経
過
し
、
記

憶
が
風
化
し
て
し
ま
っ
た
、
狩
野
川
台
風
を
取
り
上
げ
、
狩
野
川
台
風
の

記
憶
の
掘
り
起
こ
し
も
そ
の
目
的
で
あ
る
。

　

狩
野
川
台
風
は
、
昭
和
三
十
三
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
に
か

け
て
、
伊
豆
半
島
か
ら
関
東
に
襲
来
し
た
台
風
で
あ
る
。
特
に
伊
豆
半
島

を
流
れ
る
狩
野
川
が
氾
濫
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
静
岡
県
内
で
死
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業
水
利
・
江
戸
市
中
の
上
水
と
し
て
活
用
さ
れ
、
近
代
以
降
は
水
道
・
工

業
用
水
と
し
て
機
能
し
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
に
役
割
を
終
え

た
。

　

千
川
上
水
は
、
時
代
の
推
移
に
よ
る
用
途
の
変
化
が
著
し
く
、
流
路
の

大
部
分
は
道
路
に
転
化
し
、
痕
跡
の
消
滅
も
急
速
に
進
行
し
た
。
こ
の
た

め
、
記
録
保
全
と
現
況
把
握
の
観
点
か
ら
、
歴
史
的
・
自
然
的
領
域
か
ら

の
広
範
な
研
究
成
果
と
、
流
域
自
治
体
か
ら
の
多
く
の
関
連
刊
行
物
が
発

刊
さ
れ
て
き
た
。

　

主
な
成
果
と
し
て
は
、
歴
史
的
領
域
で
は
千
川
家
の
古
文
書
を
基
礎

に
、
歴
史
・
用
途
の
変
遷
を
体
系
的
に
研
究
し
た
も
の
（
大
石
ら
：
二
〇

〇
六
、
大
松
：
一
九
九
六
）
や
、
上
水
の
沿
革
と
現
況
の
詳
細
を
ま
と
め

た
成
果
（
渡
部
：
二
〇
〇
四
）
が
あ
る
。
ま
た
、
自
然
的
領
域
で
は
上
水

の
役
割
を
終
え
た
後
の
、
親
水
空
間
に
お
け
る
下
水
道
再
生
水
の
通
水
要

件
の
検
証
（
渡
部
：
一
九
八
九
）
や
、
水
生
生
物
の
定
着
と
変
遷
に
つ
い

て
の
研
究
（
大
野
ら
：
二
〇
〇
〇
）
が
あ
る
。

　

か
つ
て
筆
者
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
東
京
都
練
馬
区
・
豊
島

区
・
文
京
区
内
で
、
旧
千
川
上
水
本
流
と
長
崎
分
水
＝
谷
端
川
の
流
域
調

査
（
深
田
：
一
九
九
一
）
を
行
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
流
路
に
面
し
て
庚

申
塔
・
地
蔵
尊
・
不
動
尊
な
ど
の
宗
教
的
構
築
物
が
建
立
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
に
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
上
記
の

宗
教
的
構
築
物
の
中
に
は
、
千
川
上
水
に
直
接
関
係
す
る
、
水
神
・
弁
財

天
や
、
水
害
・
水
難
供
養
の
た
め
の
供
養
塔
が
複
数
建
立
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
建
立
意
義
と
時
代
背
景
（
豊
島

区
：
一
九
九
九
）
を
総
合
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
千
川
上
水
流
域
で
は
時
代

そ
の
一
方
で
、
と
あ
る
教
団
が
犠
牲
者
追
悼
法
要
を
実
施
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、「
宗
教
っ
て
、
生
き
て
い
る
人
間
に
こ
そ
必
要
じ
ゃ
な
い
か
。
あ

の
連
中
の
一
人
一
人
が
シ
ャ
ベ
ル
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
、
仏
も
浮
か
ば
れ

よ
う
っ
て
も
ん
だ
」
と
供
養
に
否
定
的
な
手
記
も
あ
る
が
、「
天
理
教
徒

も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
も
一
人
と
し
て
い
な
い
こ
の
町
へ
や
っ
て
き
て
誰
彼
の

区
別
な
く
奉
仕
し
て
く
れ
た
真
面
目
な
態
度
。
こ
れ
か
ら
の
宗
教
の
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
災
害
救
援
活
動
を
行
う
教
団
を

評
価
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　

被
災
者
の
手
記
か
ら
「
宗
教
的
語
彙
」、「
宗
教
の
役
割
」
を
検
討
し
て

い
く
と
、
見
え
て
く
る
課
題
は
様
々
に
あ
る
。
宗
教
的
語
彙
を
使
い
、
説

明
や
意
味
付
け
が
行
わ
れ
る
背
景
、
救
助
者
心
情
の
時
代
的
変
化
の
比
較

な
ど
と
、
宗
教
的
語
彙
に
関
し
て
も
様
々
に
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
宗
教

の
役
割
に
関
し
て
も
、
台
風
に
よ
っ
て
新
た
な
宗
教
教
団
が
到
来
し
、
宗

教
の
役
割
を
被
災
者
が
再
考
し
た
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
と
宗
教
研

究
に
連
な
る
課
題
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
今
後
の
課
題
、
展
望

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
の
災
害
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
出

来
、
被
災
者
の
宗
教
観
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

千
川
上
水
に
お
け
る
流
域
環
境
の
変
化
と
宗
教
的
構
築
物

深
田
伊
佐
夫

　

千
川
上
水
は
一
六
九
六
（
元
禄
九
）
年
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
別
荘

白
山
御
殿
と
、
徳
川
家
所
縁
の
浅
草
御
殿
・
上
野
寛
永
寺
・
湯
島
聖
堂
・

六
義
園
へ
の
給
水
を
目
的
に
開
削
さ
れ
た
総
延
長
二
三
キ
ロ
の
水
利
施
設

で
あ
る
。
開
削
後
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
谷
端
川
な
ど
へ
分
水
し
、
農
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乱
を
吸
収
し
、
再
組
織
化
す
る
許
容
能
力
」
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、

災
害
の
問
題
へ
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
特
定
の
地
域
社
会
を
一
つ
の
シ

ス
テ
ム
と
し
た
と
き
、
そ
れ
が
災
害
や
そ
れ
に
伴
う
急
激
な
変
化
に
ど
れ

だ
け
対
応
で
き
る
か
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
度
を
表
す
こ
と
と
な
る
。
本

発
表
は
、
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
な
か
に
神
社
祭
礼
や
民
俗
芸
能
を
定
置

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
東
日
本
大
震
災
後
の
地
域
社
会
の
再
編
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
察
す
る
、
一
つ
の
宗
教
社
会
学
的
試
み

で
あ
る
。

　

以
前
よ
り
、
災
害
後
の
村
落
の
再
組
織
化
能
力
と
災
害
前
の
日
常
的
な

社
会
構
造
、
制
度
・
習
慣
、
文
化
な
ど
の
関
連
は
、
柳
田
国
男
や
山
口
弥

一
郎
な
ど
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
、
こ
の
度
の
震
災
後
も
川
島
秀

一
や
植
田
今
日
子
ら
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
災
害
時
の

地
域
社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
関
わ
る
議
論
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
川
島
や
植
田
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
、
民
俗
文
化
の

復
興
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
へ
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
判
断
を
保
留
し
、
地
域
社
会
の
諸
シ
ス
テ
ム
が
生
き
続
け
て

い
く
こ
と
と
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
民
俗
文
化
の
在
り
方
と
が
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。

　

本
発
表
で
と
り
あ
げ
る
事
例
は
、
発
表
者
が
震
災
前
か
ら
参
加
し
て
い

た
岩
沼
市
の
市
史
編
纂
事
業
民
俗
編
の
調
査
、
お
よ
び
宮
城
県
か
ら
の
委

託
を
受
け
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
「
東
日
本

大
震
災
に
伴
う
被
災
し
た
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
」
に
よ
る
。
こ
れ
ら
は

分
析
的
と
い
う
よ
り
も
記
録
に
重
点
を
お
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ

え
に
メ
デ
ィ
ア
や
研
究
者
が
ほ
と
ん
ど
目
を
向
け
な
い
よ
う
な
、
目
立
っ

た
民
俗
芸
能
を
も
た
ず
、
祭
礼
の
復
興
へ
向
け
た
動
き
も
ほ
と
ん
ど
な
い

の
推
移
と
上
水
の
用
途
の
変
化
に
対
応
し
た
、
神
仏
の
勧
請
が
行
わ
れ
て

き
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
上
述
の
先
行
研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
、
千
川
上

水
の
歴
史
・
流
域
環
境
の
変
化
を
時
代
別
に
区
分
し
、
時
代
の
推
移
と
千

川
上
水
の
用
途
変
化
、
流
域
の
神
仏
勧
請
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
た
め
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
千
川
上
水
流
域
で
は
、
近
代
以
降
の
特
定
の
時
期
に
、

河
川
の
用
途
目
的
の
変
化
に
よ
る
上
水
の
水
量
増
加
と
、
流
域
人
口
の
増

加
に
よ
る
溺
死
者
へ
の
慰
霊
目
的
で
、
宗
教
的
構
築
物
が
集
中
的
に
建
立

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
後
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
と
祭
礼
の
持
続
に
つ
い
て

滝
澤　

克
彦

　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
実
証
的
な
宗
教
研
究
に
お
い
て
、
個
人
的
次
元

を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
分
析
が
な
さ
れ
て
き

た
が
、
社
会
的
次
元
に
関
し
て
は
確
か
な
枠
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と

は
未
だ
言
い
が
た
い
。
本
発
表
で
は
、
災
害
人
類
学
な
ど
で
近
年
注
目
さ

れ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
概
念
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
編
と
神
社
祭
礼
や
民
俗
芸
能
と
い
っ
た
民
俗
文
化
と
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
、
最
初
生
態
学
の
分
野
で
提
示
さ
れ
た
概
念
で
あ

り
、
よ
り
一
般
的
な
シ
ス
テ
ム
論
へ
拡
大
さ
れ
、「
あ
る
擾
乱
に
対
し
て
、

シ
ス
テ
ム
が
そ
の
機
能
・
構
造
・
自
己
同
一
性
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
構

を
本
質
的
に
保
持
す
る
た
め
に
、
自
ら
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
擾
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事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
み
る
「
臨
床
宗
教
師
」
研
修
の
効
果森

田　

敬
史

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
そ
の
必
要
性
が
高
ま
り
考
案
さ
れ
た
「
臨

床
宗
教
師
」
は
、
公
共
的
な
役
割
を
果
た
す
「
宗
教
的
ケ
ア
」
の
専
門
家

で
あ
る
。
宗
教
者
と
し
て
の
全
存
在
を
か
け
て
人
々
の
苦
悩
や
悲
嘆
に
向

き
合
い
、
そ
こ
か
ら
感
じ
取
ら
れ
る
ケ
ア
対
象
者
の
宗
教
性
を
尊
重
し
、

公
共
空
間
で
実
践
可
能
な
「
宗
教
的
ケ
ア
」
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
臨
床
宗
教
師
」
研
修
は
、
①
「
傾
聴
」
と
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」

の
能
力
向
上
、
②
「
宗
教
間
対
話
」「
宗
教
協
力
」
の
能
力
向
上
、
③
宗

教
者
以
外
の
諸
機
関
と
の
連
携
方
法
を
学
ぶ
、
④
幅
広
い
「
宗
教
的
ケ

ア
」
の
提
供
方
法
を
学
ぶ
、
の
四
点
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
第
一

回
目
の
研
修
は
、
実
際
の
被
災
者
支
援
活
動
を
通
じ
て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
傾
聴
カ
フ
ェ
や
行

脚
等
の
実
践
活
動
を
中
心
に
実
施
し
た
。
本
研
究
の
目
的
は
、「
臨
床
宗

教
師
」
研
修
の
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
た
先
述
し
た
四
点
の
習
得
度
を
把

握
し
、
課
題
を
見
出
す
こ
と
、
な
ら
び
に
研
修
前
後
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ

の
内
外
（
人
生
観
や
世
界
観
、
宗
教
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、

あ
る
い
は
周
囲
か
ら
の
評
価
な
ど
）
の
変
化
を
把
握
し
、
研
修
の
効
果
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
調
査
対
象
者
は
、
研
修
受
講
者
の
う
ち
、

孝
道
山
本
仏
殿
（
二
名
）、
浄
土
真
宗
（
二
名
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
真
言
宗

醍
醐
派
、
曹
洞
宗
、
そ
れ
ぞ
れ
を
所
属
教
団
と
し
て
い
る
七
名
（
全
て
男

性
）（
二
〇
代
一
名
・
三
〇
代
三
名
・
四
〇
代
二
名
・
五
〇
代
一
名
）
で

あ
っ
た
。
実
施
時
期
は
研
修
終
了
か
ら
お
よ
そ
三
ヶ
月
後
の
二
〇
一
三
年

三
月
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
項
目
は
、
研
修
に
お
い
て
、
め
ざ
さ
れ

た
習
得
項
目
と
と
も
に
研
修
前
後
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
（
人
生
観

地
域
に
お
い
て
も
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
発
表
者

が
主
に
担
当
し
た
岩
沼
市
寺
島
地
区
も
そ
の
よ
う
な
地
域
で
あ
る
。
一
般

に
、
こ
の
よ
う
な
地
域
は
、
祭
礼
の
復
興
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
地
域
と

比
べ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
寺
島
地
区
の
場
合
、
む
し
ろ
集
団
移
転
な
ど
の
問
題
を

含
め
被
災
地
の
な
か
で
も
比
較
的
強
い
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
い
る
。
裏
返

せ
ば
、
あ
る
程
度
の
社
会
的
ま
と
ま
り
が
ゆ
え
に
、
無
理
に
で
も
今
す
ぐ

に
祭
礼
を
復
活
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
焦
燥
感
が
な
い
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
民
俗
芸
能
や
祭
礼
の
再
開
に
関
し
て
は
、
多
く
の
地
域
が
そ
こ

に
一
つ
の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
持
続
の
た
め

に
は
、
あ
る
程
度
の
変
化
を
受
け
容
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
大
胆
に
か
つ
て
の
姿
を
放
棄
し
な
が
ら
民
俗
芸
能
を
復

興
さ
せ
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
以
前
の
姿
に
執
着
し
な
が
ら
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
地
域
も
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
姿
に
執
着
し
な
が
ら
、
ま
っ
た

く
同
じ
で
あ
り
得
な
い
こ
と
に
対
す
る
葛
藤
も
あ
る
。
い
ま
地
域
社
会

は
、
そ
れ
自
体
の
持
続
の
た
め
に
祭
礼
を
い
か
に
足
が
か
り
と
し
て
い
く

か
を
模
索
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
祭
礼
の
持
続
に
伴
う
必
然
的
な
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
地
域
社
会
が
こ
れ
ら
民
俗
文
化
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
い
ま
被
災
地
域
に
対

す
る
継
続
的
か
つ
長
期
的
な
記
録
調
査
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
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機
会
が
あ
っ
た
。」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
一
番
身
近
な
存
在
で
あ
る
家
族

に
対
す
る
関
わ
り
の
変
化
を
感
じ
る
受
講
者
も
多
く
、「
傾
聴
」
と
い
う

言
葉
だ
け
を
意
識
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
と
そ
の
人
と
〈
向
き
合
う
〉

こ
と
や
〈
寄
り
添
う
〉
こ
と
を
感
覚
的
に
身
に
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
研
修
と
し
て
は
初
回
で
あ
っ
た
た
め
、
運
営
側
も
受
講
者
側

も
様
々
な
点
で
模
索
す
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、

概
ね
設
定
さ
れ
た
課
題
を
達
成
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
諸
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
も
前
提
と
な
る
た
め
、
あ
る

程
度
「
臨
床
宗
教
師
」
と
い
う
立
場
が
確
立
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

死
者
の
「
卒
業
証
書
」

│
│ 

被
災
し
た
学
校
に
お
け
る
慰
霊
と
癒
し 

│
│

大
村　

哲
夫

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
経
っ
た
二
〇
一
三
年
三
月
、
被
災
地
の
学
校

で
も
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
報
じ
る
ニ
ュ
ー
ズ
番
組
の
中

で
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
へ
も
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
死
亡
し
て
い
る
生
徒
ら
に
卒
業
証
書
を
授
与
す
る

こ
と
は
法
的
に
根
拠
が
な
い
が
、
震
災
に
限
ら
ず
い
じ
め
や
病
気
、
事

故
、
犯
罪
等
で
死
亡
し
た
場
合
に
授
与
さ
れ
た
事
例
は
し
ば
し
ば
耳
に
す

る
話
で
あ
る
。
死
者
に
卒
業
証
書
を
授
与
す
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
全
て
の
学
校
で
授
与
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
ど
の
よ
う
な
過
程
で
判
断
が
な
さ
れ
た
の
か
等
、
筆
者
は
以
前
か
ら

強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
纏
ま
っ
た
調

査
や
研
究
は
管
見
に
し
て
知
ら
な
い
。
筆
者
は
卒
業
証
書
授
与
に
象
徴
さ

や
世
界
観
な
ど
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

問
題
、
自
身
が
考
え
る
宗
教
者
と
し
て
の
役
割
、
研
修
前
後
の
変
化
に
つ

い
て
の
周
囲
か
ら
の
指
摘
な
ど
）
で
あ
る
。
聞
き
取
り
の
結
果
、
諸
宗
教

間
連
携
に
つ
い
て
、「
行
脚
等
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
が
違
っ
て

い
て
も
、
根
源
的
な
所
で
繋
が
り
を
感
じ
た
。」、「
宗
教
協
力
に
つ
い
て

は
、
大
変
な
喜
び
を
感
じ
ら
れ
た
。
強
く
教
わ
る
も
の
が
あ
っ
た
。（
特

に
、
キ
リ
ス
ト
教
者
、
イ
ス
ラ
ー
ム
）」「
他
宗
教
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

た
。」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
他
教
団
に
所
属
し
て
い
る
宗
教
者
と
関
わ
る

機
会
が
少
な
い
た
め
、
そ
れ
が
刺
激
に
な
り
、
他
を
見
て
自
分
の
所
属
教

団
、
あ
る
い
は
宗
教
者
と
し
て
の
自
分
自
身
を
み
つ
め
る
機
会
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
宗
教
者
と
し
て
の
自
分
に
つ
い
て
は
、「
教
義
か
ら
外
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
目
の
前
の
人
と
関
わ
る
と
い
う
こ
と
を
重
要
視
す

る
こ
と
を
学
ん
だ
。」、「
自
分
の
信
仰
を
軸
に
、
柔
軟
な
対
応
を
心
が
け

る
大
切
さ
を
感
じ
た
。」、「
自
分
の
宗
教
者
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
に
変
化

が
あ
り
、
相
手
の
中
に
答
え
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、
相
手
の
死
生
観
を
教

わ
る
こ
と
を
学
び
と
し
た
。」、「
読
経
を
す
る
際
に
、
念
や
思
い
を
込
め

る
よ
う
な
力
が
働
い
た
。」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
宗
教
者
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
一
個
人
と
し
て
他
者
と
関
わ
る
こ
と
に
対
し
て
、
概
ね
変
化
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
様
々
な
気
づ
き
を
感
じ
る
こ
と
で
、
宗
教
者
で
あ

る
前
に
、
人
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
再
確
認
し
て
い
た
。
研
修
前
後
の
変

化
や
発
信
に
関
し
て
は
、「
研
修
以
前
に
、「
傾
聴
」
と
い
う
こ
と
に
向
き

合
っ
た
こ
と
が
今
ま
で
な
か
っ
た
。
研
修
後
は
、
聴
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
、
聴
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
共
に
高
め
ら
れ
た
。」、「
研
修
後
の
効
果

と
し
て
、
奥
さ
ん
の
話
を
じ
っ
く
り
と
聴
く
よ
う
に
な
っ
た
。」、「
他
団

体
に
対
し
て
、
研
修
の
こ
と
、
臨
床
宗
教
師
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
す
る
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立
と
追
悼
行
事
の
実
施
予
定
、
式
中
で
の
黙
禱
実
施
を
あ
げ
た
学
校
も
あ

っ
た
。

　

調
査
票
の
自
由
回
答
な
ど
か
ら
、
学
校
は
災
害
に
よ
る
児
童
生
徒
の
死

亡
と
い
う
非
常
事
態
に
混
乱
と
葛
藤
の
中
で
対
処
を
摸
索
し
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
た
。
授
与
の
目
的
は
、
亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
の
冥
福
を
祈
る

「
慰
霊
」、
遺
族
へ
の
「
癒
し
」、
教
職
員
・
児
童
生
徒
の
「
癒
し
」
が
主

な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
二
〇
一
三
年
三
月
の
卒
業
式
の
場
合
で
は
、
死

亡
後
二
年
を
経
て
授
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
し
た
児
童
生
徒
が

「
進
級
」
し
て
「
卒
業
」
を
迎
え
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

「
死
児
が
成
長
す
る
」
と
い
う
民
間
信
仰
（
地
蔵
へ
の
学
童
服
・
学
用
品

の
奉
納
、
花
嫁
人
形
・
ム
カ
サ
リ
絵
馬
な
ど
）
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
卒
業
証
書
授
与
は
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
死
者
の
霊
を
慰

め
、
宗
教
的
儀
礼
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
成
仏
」
さ
せ
る
と
い
う
と
い

う
「
慰
霊
」「
鎮
魂
」
の
宗
教
観
を
無
意
識
の
背
景
と
し
て
、
学
校
に
お

け
る
儀
礼
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
渡
さ
れ
た

「
証
書
」
に
は
「
台
帳
番
号
の
記
載
が
な
い
」
な
ど
「
卒
業
証
書
」
と
し

て
は
不
完
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
卒
業
証
書
授
与
と
い
う
儀
礼
の

「
公
」
と
「
私
」
の
間
の
曖
昧
な
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

宗
教
的
な
慰
霊
や
ケ
ア
の
実
効
性
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
現
代
社
会
に
お

い
て
も
、
子
ど
も
の
非
業
の
死
の
よ
う
に
合
理
的
に
は
受
容
す
る
こ
と
が

困
難
な
喪
失
体
験
へ
の
対
処
と
し
て
、
民
間
信
仰
と
通
底
す
る
慰
霊
と
癒

し
が
息
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

れ
る
「
死
者
の
卒
業
」
に
つ
い
て
、
グ
リ
ー
フ
・
ワ
ー
ク
な
ど
の
臨
床
心

理
学
的
側
面
、
非
業
の
死
に
関
わ
る
慰
霊
・
供
養
な
ど
の
宗
教
民
俗
学
的

側
面
か
ら
検
討
を
加
え
、
学
校
に
お
け
る
慰
霊
と
癒
し
に
つ
い
て
の
知
見

を
得
よ
う
と
試
み
た
。

　

本
研
究
は
、
震
災
で
死
亡
し
た
幼
児
児
童
生
徒
（
以
下
児
童
生
徒
）
が

在
籍
し
た
宮
城
県
の
公
立
学
校
を
対
象
に
、
授
与
の
実
態
と
そ
の
判
断
の

根
拠
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
宮
城
県
内
で
は
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
併
せ
て
九
五
校
園

で
三
二
七
人
の
幼
児
児
童
生
徒
（
以
下
児
童
生
徒
）
が
死
亡
し
、
三
五
人

が
不
明
（
二
〇
一
三
年
二
月
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。
調
査
は
二
〇
一
三

年
四
月
、
各
校
園
長
あ
て
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
郵
送
で
回
収
を
行
っ
た
。

回
答
は
選
択
肢
と
自
由
記
述
を
組
合
せ
、
答
え
に
く
い
回
答
は
空
欄
で
も

よ
い
こ
と
、
調
査
目
的
は
卒
業
証
書
授
与
の
是
非
を
問
う
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
依
頼
文
お
よ
び
調
査
票
に
明
記
し
、
質
問
の
侵
襲
性
に
よ
っ
て
二

次
的
心
的
外
傷
を
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
。
回
収
率
は
四
七
・
四
％
で

概
ね
協
力
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

結
果
の
一
部
を
報
告
す
る
と
、
幼
稚
園
で
一
〇
〇
％
、
小
学
校
で
は
四

二
・
九
％
、
中
学
校
で
は
八
三
・
三
％
に
お
い
て
授
与
さ
れ
、
高
等
学
校
と

特
別
支
援
学
校
で
は
授
与
が
な
か
っ
た
。
授
与
し
た
学
校
で
は
、
遺
族
の

心
情
を
忖
度
し
て
教
職
員
が
発
案
、
遺
族
に
提
案
し
、
遺
族
の
受
け
入
れ

が
あ
る
場
合
授
与
を
行
う
と
い
う
手
順
を
辿
っ
て
い
た
。
ま
た
教
職
員
や

同
級
生
の
「
一
緒
に
卒
業
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
気
持
ち
を
尊
重
し
た
と
い

う
回
答
も
複
数
見
ら
れ
た
。
授
与
し
な
か
っ
た
学
校
で
は
、
前
例
が
な
い

こ
と
、
学
籍
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
遺
族
の
心
情
を
忖
度
し
て
授
与
の
提

案
を
控
え
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
。
ま
た
授
与
に
代
え
て
慰
霊
碑
建
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て
概
観
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
噂
話
で
は
な
く
実
際
に
「
心

霊
現
象
」
を
体
験
し
た
と
い
う
報
告
例
は
多
々
あ
る
が
、
宗
教
者
に
悩
み

と
し
て
相
談
さ
れ
る
の
は
、
心
身
の
不
調
や
霊
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
と

い
う
感
覚
を
伴
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
相
談
数
が
震
災
以
降
増
加
し
た
と
さ

れ
る
場
合
に
は
、
震
災
後
半
年
か
ら
一
年
を
経
過
し
て
生
活
が
落
ち
着
い

て
き
た
頃
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
相
談
に
訪
れ
る
依
頼
者
は
、
地
域
の
「
拝

み
屋
さ
ん
」
に
「
霊
」
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の
指
示
で
お
祓
い
や
供

養
の
依
頼
に
来
る
場
合
が
多
く
、
地
域
ご
と
の
宗
教
者
の
役
割
分
担
が
う

か
が
わ
れ
る
。

　

こ
の
問
題
へ
の
宗
派
の
公
式
見
解
に
つ
い
て
は
、
特
に
決
ま
っ
て
い
な

い
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
地
域
文
化
の
実
情
に
応
じ
て
師
か
ら
学
ん

で
き
た
や
り
方
と
、
宗
教
者
と
し
て
の
勘
を
頼
り
に
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
キ
リ
ス
ト

教
の
場
合
に
は
聖
書
の
記
述
を
参
照
し
な
が
ら
聖
霊
の
働
き
と
悪
霊
の
実

在
を
肯
定
し
、
ま
た
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
の
場
合
は
、
教
義
レ
ベ
ル
で

は
「
心
霊
現
象
」
を
否
定
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
強
い
。「
拝
み
屋
さ

ん
」
に
対
し
て
は
否
定
的
な
見
解
が
目
立
ち
、
仏
教
寺
院
で
は
、「
除
霊
」

で
は
な
く
「
供
養
」
を
強
調
す
る
。
自
身
の
「
霊
的
な
体
験
」
に
つ
い
て

は
、「
金
縛
り
」「
お
知
ら
せ
」
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
「
心
霊
現
象
」
を
体
験
す
る
心
理
的
背
景
に
は
所
謂
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
・

ギ
ル
ト
が
あ
り
、
沿
岸
部
で
は
遺
体
安
置
所
で
の
経
験
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
宗
教
的
領
域
以
外
の
生

活
上
の
不
安
、
家
族
関
係
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た
、
身
体
的
・
社
会

的
・
心
理
的
不
安
も
影
響
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
宗
教
的
な
形
で

表
出
さ
れ
る
の
は
、
巫
女
に
よ
る
口
寄
せ
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
東
北
の

被
災
地
に
お
け
る
「
心
霊
現
象
」
と
宗
教
者
の
対
応

高
橋　
　

原

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
、
所
謂
「
心
霊
現
象
」
に
ま
つ
わ
る
悩
み

を
抱
え
る
人
々
が
お
り
、
宗
教
者
が
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

体
験
は
実
際
に
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
宗
教
者
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。
こ
の
問
題
は
、
医
療
関
係
者
や
心
理
専
門
職
が
対
応
す
る
領
域
で

は
な
い
た
め
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
対
し
て
宗
教
者
に
よ
る
独
自
の
貢

献
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
問
題

意
識
か
ら
着
手
し
た
実
態
調
査
の
概
要
と
見
通
し
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

調
査
の
基
本
的
関
心
は
心
の
ケ
ア
の
問
題
で
あ
り
、「
心
霊
現
象
」
は

津
波
の
恐
怖
を
初
め
と
す
る
生
活
全
般
に
由
来
す
る
様
々
な
感
情
や
不
安

の
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
宗
教
者
達
が
こ
れ
を
宗
教
的
問

題
と
し
て
受
け
止
め
、
特
定
の
霊
魂
観
に
基
づ
い
た
流
儀
で
対
応
す
る
と

き
、
か
え
っ
て
相
談
者
の
不
安
を
受
け
止
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
も
調
査
の
関
心
事
で
あ
る
。

　

調
査
の
方
法
は
、
宮
城
県
内
全
域
の
寺
院
・
教
会
・
神
社
宗
教
施
設
約

一
四
〇
〇
箇
所
に
所
属
す
る
宗
教
者
（
僧
侶
、
牧
師
、
神
職
、
等
）
に
宛

て
て
郵
送
に
よ
る
質
問
紙
調
査
を
行
な
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
聴
き
取
り

調
査
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
質
問
の
項
目
に
は
、
い
わ
ゆ
る

「
霊
的
な
現
象
・
体
験
」
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
の
有
無
、
そ

の
相
談
内
容
と
対
応
の
仕
方
、
所
属
す
る
宗
教
・
宗
派
の
公
式
見
解
を
問

う
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

回
答
の
分
析
と
聴
き
取
り
調
査
の
実
施
は
今
後
行
な
う
こ
と
に
な
る

が
、
予
備
的
に
行
な
っ
た
聴
き
取
り
調
査
と
現
時
点
ま
で
に
収
集
し
た
デ

ー
タ
に
よ
っ
て
、「
心
霊
現
象
」
へ
の
宗
教
者
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
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軒
一
軒
直
接
訪
問
し
て
、
お
話
を
伺
う
「
仮
設
住
宅
居
室
訪
問
活
動
」

（
以
下
、
訪
問
活
動
）
が
二
〇
一
一
年
一
〇
月
よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
当
該
活
動
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
の
特
色
と
可
能
性
に
つ
い

て
示
唆
す
る
。

　

名
取
市
の
応
急
仮
設
住
宅
で
の
訪
問
活
動
で
は
、
本
願
寺
派
が
主
催

（
共
催
に
曹
洞
宗
）
し
つ
つ
も
、
特
定
の
宗
教
の
価
値
観
を
相
談
者
に
押

し
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
様
々
な
相
談
者
の
苦
悩
に
ま
つ
わ
る
多

様
な
価
値
観
を
、
そ
の
ま
ま
大
切
に
受
け
取
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

と
、
特
定
の
宗
教
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
る
こ
と
は
、
相
談
者
の
価
値
観

を
否
定
す
る
こ
と
、
延
い
て
は
相
談
者
を
傷
つ
け
る
二
次
被
害
に
も
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
か
ら
で
も
あ
る
。

　

訪
問
活
動
の
特
色
と
し
て
、
ほ
か
に
も
、
こ
ち
ら
か
ら
一
軒
一
軒
の
居

室
を
個
別
訪
問
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
対
面
支
援
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。「
い
ま
目
の
前
に
い
る
方
の
苦
悩
」
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
長

期
的
に
継
続
し
た
支
援
を
可
能
に
し
て
い
る
。
以
上
の
特
色
は
、
被
災
者

の
心
情
の
経
時
的
変
化
、
回
復
ス
ピ
ー
ド
の
個
人
差
、
長
期
的
な
支
援
に

つ
い
て
の
問
題
点
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
活
動
レ
ベ
ル
で
宗
教
色
を
出
さ
な
い
（
活
動

内
容
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー

よ
り
提
供
を
受
け
る
）
こ
と
で
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
他
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

他
団
体
や
、
他
宗
派
僧
侶
、
市
役
所
応
援
職
員
な
ど
、
様
々
な
分
野
か
ら

の
参
加
者
が
あ
る
こ
と
が
、
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
番

大
き
な
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

宗
教
教
団
が
主
催
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

民
俗
仏
教
に
基
づ
い
た
供
養
の
文
化
が
根
強
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、「
心
霊
現
象
」
の
体
験
を
忌
む
べ
き
異
常
な
こ

と
と
し
て
忌
避
す
る
の
で
は
な
く
、「
自
然
な
」
心
理
の
現
わ
れ
と
し
て

受
け
止
め
て
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
き
っ
か
け
と
す
る
よ
う
な
態
度
を
宗
教
者

が
と
る
こ
と
を
、
実
践
に
や
や
踏
み
込
ん
だ
提
言
と
し
て
行
な
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
ま
た
単
に
「
症
状
」
を
解
消
す
る
の
で
は
な
く
、「
心
霊
現

象
」
を
そ
れ
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
は
、
ご
先
祖
様
を
大
切
に
し
て
生

き
る
と
い
っ
た
相
談
者
の
人
生
の
質
を
高
め
、
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
そ
こ
に
宗
教
者
の
存
在
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

宗
教
者
の
対
人
支
援

│
│ 

名
取
市
に
お
け
る
仮
設
住
宅
訪
問
活
動
に
つ
い
て 

│
│安

部　

智
海

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
公
営
、
借
上
、
仮
設
な
ど
の
住
宅
施
設
に

避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
在
も
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被
災
三
県
で
二

十
二
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
。
震
災
か
ら
二
年
半
が
経
ち
、
支
援
の
現
場
は
、

流
入
物
の
撤
去
な
ど
の
作
業
活
動
か
ら
、
こ
う
し
た
住
宅
施
設
へ
の
支
援

に
重
心
が
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
住
宅
施
設
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
集
会
所

で
の
炊
き
出
し
、
お
茶
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
催
し
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
お
り
、
そ

う
し
た
支
援
に
対
し
て
、
被
災
者
の
心
情
の
経
時
的
変
化
、
回
復
ス
ピ
ー

ド
の
個
人
差
、
長
期
的
な
支
援
の
必
要
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
要
件
を
満
た
す
と
思
わ
れ
る
活
動
に
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

（
以
下
、
本
願
寺
派
）
の
活
動
が
あ
る
。
本
願
寺
派
で
は
、
教
団
が
主
催

す
る
活
動
と
し
て
、
宮
城
県
名
取
市
内
の
応
急
仮
設
住
宅
に
お
い
て
、
一
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い
う
声
も
あ
る
。
し
か
し
、
実
態
は
そ
う
で
は
な
い
。
宗
教
団
体
の
社
会

貢
献
活
動
は
、
専
門
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
専
門
性
を
高
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
の
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
行
政
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
宗
教
者
の
救
援
活
動
、
宗
教
施
設
の

避
難
所
運
営
は
社
会
的
要
請
で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
、
報
告
者
は
「
未
来
共
生
災
害
救
援
マ
ッ
プ
（
略

称
：
災
救
マ
ッ
プ
）」（http://w

w
w
.respect-relief.net/

）
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
た
。
災
救
マ
ッ
プ
は
、
全
国
約
八
万
件
の
避
難

所
お
よ
び
約
二
十
万
件
の
宗
教
施
設
の
デ
ー
タ
を
集
積
し
た
日
本
最
大
の

マ
ッ
プ
で
あ
る
。
災
救
マ
ッ
プ
は
防
災
の
取
り
組
み
を
通
し
て
自
治
体
、

自
治
会
、
学
校
、
宗
教
施
設
に
よ
る
平
常
時
か
ら
の
つ
な
が
り
作
り
に
寄

与
し
、
災
害
時
に
は
救
援
活
動
の
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
百
ヶ
所
以
上
の
宗
教
施
設
が
避
難
場
所

と
な
っ
た
（
稲
場
圭
信
・
黒
崎
浩
行
編
著
『
震
災
復
興
と
宗
教
』
二
〇
一

三
年
、
明
石
書
店
）。
震
災
後
に
、
自
治
体
に
認
め
ら
れ
公
設
避
難
所
と

な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
私
設
避
難
所
と
し
て
自
主
運
営
し
た
宗
教
施

設
も
あ
る
。
報
告
者
は
、
全
国
の
自
治
体
と
宗
教
施
設
の
災
害
協
定
の
実

態
に
関
し
て
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
全
国
調
査

を
実
施
し
た
（
一
九
二
一
の
市
町
村
の
う
ち
、
八
百
十
一
が
回
答
）。
四

十
三
の
自
治
体
が
二
百
二
十
三
の
宗
教
施
設
と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い

た
。
協
定
の
内
容
は
、
避
難
場
所
と
し
て
の
施
設
の
提
供
、
応
援
機
関
等

の
活
動
拠
点
と
し
て
の
施
設
の
提
供
、
津
波
発
生
時
に
お
い
て
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
使
用
、
災
害
時
に
公
設
の
避
難
所
が
開
設
す
る
ま
で
の
一
時

的
な
収
容
施
設
と
し
て
活
用
、
災
害
時
に
帰
宅
困
難
者
の
一
時
滞
在
施
設

　

す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
宗
教
教
団
が
主
催
し
て
い
る
こ
と
の
利
点
と
し

て
、
信
用
度
の
大
き
さ
、
拠
点
と
な
り
得
る
施
設
（
別
院
や
一
般
寺
院
な

ど
）
が
各
地
に
存
在
す
る
こ
と
、
経
済
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
継
続
支
援
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
幾
つ
も
の
要
素
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
宗
教
教
団
主
催
の
活
動
で
あ
り
な
が
ら
、
宗
教
色
を
出

さ
な
い
（
布
教
目
的
で
は
な
い
）
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
る
上
で
も
、
他
宗
派
か
ら
の
協
力
を
得
る
上
で
も
、
活
動
に
対
し
て

協
働
し
や
す
い
と
い
う
利
点
を
伴
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
般
市
民
、
行
政
、
宗
教
を
問
わ
ず
、
ひ
と
つ
の
活
動

に
協
働
、
従
事
で
き
る
と
い
う
当
該
活
動
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
共
同
体

と
し
て
の
宗
教
教
団
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

同
時
に
、
宗
教
教
団
の
公
益
性
を
考
え
る
際
に
は
、
地
域
の
人
々
や
社

会
福
祉
な
ど
の
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
加
え
て
、
宗
教
者
同
士
な
ど
の
結

び
つ
き
の
場
を
生
み
出
す
ハ
ブ
と
し
て
の
機
能
を
、
教
団
が
果
た
し
て
い

る
一
例
と
し
て
、
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

災
害
救
援
マ
ッ
プ
と
宗
教
施
設

稲
場　

圭
信

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
緊
急
避
難
所
と
な
っ
た
多
く
の
寺
社
、
教

会
、
宗
教
施
設
の
宗
教
者
た
ち
は
、
必
ず
し
も
宗
教
家
だ
か
ら
で
は
な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
、
被
災
者
と
共
に
い
た
。
家
は
倒
壊
、
あ
る
い
は
津

波
で
流
出
し
、
戻
る
場
所
も
な
い
、
そ
の
よ
う
な
被
災
者
に
対
し
て
、
宗

教
施
設
が
門
を
開
い
た
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
も
あ
っ
た
（
稲
場
圭
信

『
利
他
主
義
と
宗
教
』
二
〇
一
一
年
、
弘
文
堂
）。
宗
教
団
体
が
災
害
救
援

活
動
を
し
て
も
高
が
知
れ
て
い
る
、
専
門
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
か
な
わ
な
い
、
と
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っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
や
や
も
す
る
と
主
に
戦
友
・
遺
族

と
戦
没
者
の
関
係
の
考
察
に
軸
足
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に

は
こ
う
し
た
戦
地
慰
霊
に
は
、
現
地
の
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
の
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
パ
ラ
オ
諸
島
に
お
け
る
慰
霊
巡

拝
・
慰
霊
碑
建
立
の
展
開
を
辿
り
つ
つ
、
こ
の
地
域
の
戦
地
慰
霊
に
お
け

る
地
元
住
民
（
日
本
人
と
の
混
血
児
、
残
留
日
本
人
、
パ
ラ
オ
人
）
と
、

日
本
側
慰
霊
団
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

　

日
本
軍
と
米
軍
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
パ
ラ
オ
諸
島
に
お
け
る
遺
骨
収

集
や
慰
霊
巡
拝
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
活
性
化
し
て
い
っ
た
。
こ

れ
は
海
外
渡
航
の
自
由
化
を
う
け
現
地
の
遺
骨
状
況
や
旅
行
事
情
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
同
時
期
に
日
本
国
内
で
戦
友
会
、
遺
族
会
の

活
動
が
活
性
化
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
。
日
本
か
ら
の
慰
霊
団
の

増
加
に
伴
い
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
の
「
島
民
墓
地
」、
コ
ロ
ー
ル
島
の
「
海

軍
墓
地
」
な
ど
、
日
本
人
が
慰
霊
祭
を
営
み
、
慰
霊
碑
を
建
立
す
る
慰
霊

場
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
現
在
、
パ
ラ
オ
本
島
に
九
基
、
コ
ロ
ー
ル
島
周

辺
十
八
基
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
に
五
十
二
基
、
ア
ン
ガ
ウ
ル
島
に
二
十
一
基

の
慰
霊
碑
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
半
数
近
く
は
戦
没
者
個
人
の
墓

碑
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
建
立
年
代
の
分
布
か
ら
、
昭
和

五
十
年
代
か
ら
平
成
前
半
に
慰
霊
巡
拝
と
慰
霊
碑
建
立
が
最
も
盛
ん
で
あ

っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
慰
霊
場
や
慰
霊
碑
の
建
立
や
現
地
で

の
遺
骨
収
集
は
、
地
元
に
在
住
す
る
「
日
系
人
」
や
パ
ラ
オ
人
の
協
力
を

得
て
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
と
に
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
「
日
系
人
」
の

相
互
扶
助
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
「
パ
ラ
オ
サ
ク
ラ
会
」
は
、
活
動
目

的
の
ひ
と
つ
に
日
本
か
ら
の
慰
霊
団
受
け
入
れ
を
掲
げ
、
会
員
達
は
各
島

に
お
い
て
慰
霊
団
の
歓
送
迎
、
遺
骨
収
集
・
慰
霊
場
の
設
定
や
慰
霊
碑
建

と
し
て
使
用
、
遺
体
安
置
所
と
し
て
使
用
、
備
蓄
品
の
相
互
援
助
を
目
的

と
し
た
大
規
模
災
害
相
互
物
資
援
助
協
定
な
ど
、
そ
の
地
域
と
施
設
の
事

情
に
あ
わ
せ
て
、
多
様
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
協
定
は
結
ん
で

は
い
な
い
が
、
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
宗
教
施
設
や
、「
お
願
い
」

と
い
う
形
で
災
害
時
に
は
宗
教
施
設
に
協
力
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

る
自
治
体
が
六
十
（
四
百
三
十
八
の
宗
教
施
設
）
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自

治
体
と
宗
教
施
設
の
災
害
協
定
の
う
ち
百
三
十
二
施
設
が
、
東
日
本
大
震

災
後
の
締
結
で
あ
っ
た
。
今
後
、
自
治
体
と
宗
教
施
設
の
災
害
協
定
・
協

力
は
益
々
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

今
、
行
政
の
防
災
計
画
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
従
来
の
指
定
避
難

所
だ
け
で
は
、
地
域
住
民
を
収
容
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
だ
。

実
際
に
、
東
日
本
大
震
災
後
に
自
治
体
が
宗
教
施
設
と
災
害
協
定
を
締
結

す
る
ケ
ー
ス
が
多
数
あ
る
。
行
政
、
自
治
体
、
他
の
民
間
支
援
組
織
と
宗

教
施
設
の
連
携
の
動
き
は
、
今
後
、
益
々
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
災
害
時
の
協
定
が
自
治
体
と
宗
教
施
設
で
結
ば
れ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
だ
け
で
は
機
能
し
な
い
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
緊
急
避
難
所
、

活
動
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
宗
教
施
設
の
多
く
が
、
日
頃
か
ら
地
域
社
会

に
開
か
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
宗
教
者
が
、
平
常
時
か
ら
自
治
体
の
町
作

り
協
議
会
や
社
会
福
祉
課
、
防
災
課
と
連
携
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
災
害
で

連
携
の
力
を
発
揮
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
の
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
。

パ
ラ
オ
諸
島
に
お
け
る
慰
霊
巡
拝
の
展
開
と
慰
霊
碑

中
山　
　

郁

　

近
年
、
海
外
に
お
け
る
日
本
人
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
や
慰
霊
巡
拝
、
慰

霊
碑
建
立
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
戦
地
慰
霊
の
研
究
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な



　　444

『宗教研究』87巻別冊（2014年） 第12部会

れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
は
日
本
、
地
元
と
も
に
高
齢
化
が
進
ん

だ
結
果
、
両
者
の
慰
霊
に
対
す
る
機
能
は
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
結
果
と

し
て
、
か
つ
て
双
方
が
協
力
し
あ
い
建
立
し
た
慰
霊
碑
群
が
、
地
元
か
ら

浮
き
上
が
っ
た
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

戦
地
慰
霊
を
め
ぐ
る
超
宗
派
的
動
向

│
│ 『
中
外
日
報
』
の
記
事
を
中
心
に 

│
│

西
村　
　

明

　

科
研
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
戦
争
死
者
慰
霊
の
関
与
と
継
承
に
関
す
る
国
際

比
較
研
究
」
に
お
い
て
、
遺
骨
収
集
・
戦
地
慰
霊
へ
の
第
三
者
関
与
の
一

つ
と
し
て
、
宗
教
者
の
関
与
に
注
目
し
て
き
た
が
、
厚
生
省
の
資
料
に

は
、
具
体
的
言
及
が
な
く
、
中
外
日
報
記
事
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

っ
て
動
向
を
把
握
し
た
。

　

当
初
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
多
く
の
記
事
が
得
ら
れ
た
が
、
本
発
表
で

は
戦
地
慰
霊
へ
の
超
宗
派
的
関
与
に
つ
い
て
概
観
し
、
合
わ
せ
て
そ
の
研

究
上
の
意
義
と
今
後
の
展
望
を
示
し
た
い
。

　

政
府
は
一
九
五
二
年
よ
り
収
骨
に
着
手
し
、
翌
年
か
ら
七
〇
年
代
半
ば

に
わ
た
っ
て
三
回
の
収
骨
事
業
を
断
続
的
に
実
行
し
た
。
第
一
次
計
画
で

は
日
本
宗
教
連
盟
（
以
下
、
日
宗
連
）
推
薦
の
宗
教
者
も
二
、
三
名
同
行

し
た
が
、『
中
外
日
報
』
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
計
画
案
作
成
を
受
け
て
、

政
府
計
画
が
事
務
的
処
理
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
懸
念
し
、
慰
霊
や
遺
骨
送

還
を
遺
憾
な
く
進
め
る
た
め
に
、
日
宗
連
と
日
本
赤
十
字
社
に
よ
っ
て
海

外
戦
没
者
慰
霊
委
員
会
（
以
下
、
慰
霊
委
）
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

一
九
七
〇
年
前
後
に
実
施
さ
れ
た
第
二
次
計
画
は
、
国
内
の
高
度
経
済

立
に
あ
た
っ
て
地
元
と
の
仲
介
に
努
め
た
。
ま
た
、
日
本
統
治
時
代
を
経

験
し
て
い
る
パ
ラ
オ
人
達
の
協
力
に
よ
り
、
森
に
覆
わ
れ
て
い
た
陣
地
跡

に
は
慰
霊
団
や
観
光
客
が
訪
ね
る
こ
と
が
可
能
な
「
戦
跡
」
が
成
立
し
て

い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
ラ
オ
に
お
け
る
戦
地
慰
霊
は
、
ゲ
ス
ト
で
あ

る
日
本
側
の
戦
友
・
遺
族
と
ホ
ス
ト
と
な
る
地
元
の
「
日
系
人
」
及
び
パ

ラ
オ
人
の
関
係
性
の
上
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
両
者

を
結
び
付
け
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
？

　

日
本
側
の
民
間
慰
霊
団
関
係
者
の
間
で
は
、
慰
霊
に
対
す
る
パ
ラ
オ
人

の
協
力
や
「
親
日
」
ぶ
り
を
、「
日
本
人
で
あ
っ
た
と
い
う
誇
り
を
今
も

持
つ
」
と
い
う
文
脈
で
受
け
止
め
、
そ
う
し
た
言
説
が
再
生
産
さ
れ
続
け

る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
飯
高
伸
五
氏
は
、
パ
ラ
オ

の
「
日
系
人
」
た
ち
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
の
多
様
さ
を
明
ら
か
に
し
た
う

え
で
単
純
な
「
親
日
」
論
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
ペ
リ
リ
ュ
ー

島
な
ど
で
は
慰
霊
団
の
来
訪
を
観
光
振
興
と
結
び
付
け
て
捉
え
る
意
見
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
慰
霊
団
の
受
け
入
れ
は
島
の
振
興
へ
の
志
向
と
裏
表

の
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
要
素
を
含
み
つ
つ
も
、
日
本
の
慰

霊
団
と
地
元
の
緊
密
な
関
係
の
基
底
に
は
、
戦
前
・
戦
中
の
生
活
の
記
憶

と
交
流
の
共
有
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
ラ
オ
側
は
戦

前
、
戦
中
に
触
れ
た
日
本
人
・
日
本
兵
へ
の
記
憶
を
媒
介
と
し
て
日
本
人

と
交
流
す
る
こ
と
で
、
終
戦
後
に
途
絶
し
た
日
本
と
の
絆
（
民
間
交
流
、

観
光
）
を
再
度
接
続
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
慰
霊
団
は
、
島
で

の
戦
い
と
そ
こ
で
死
ん
だ
将
兵
の
記
憶
を
島
の
人
々
と
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
巡
拝
や
収
骨
を
円
滑
に
行
い
、
死
ん
だ
肉
親
と
の
絆
を
取
り
戻

そ
う
と
し
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
う
な
れ
ば
、
両
者

の
間
に
は
「
死
者
を
媒
介
と
し
た
生
者
の
繋
が
り
」
と
い
う
関
係
が
見
ら
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し
て
山
田
に
特
別
援
助
の
要
請
を
行
っ
た
。
山
田
は
教
会
堂
建
設
費
の
五

五
％
を
カ
バ
ー
す
る
額
を
寄
付
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
戦
後
の
超
宗
派
的
な
戦
地
慰
霊
へ
の
着
眼
は
、
以
下
の
諸
点

に
お
い
て
研
究
上
の
意
義
が
あ
り
、
今
後
研
究
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
一
、
戦
後
の
宗
教
界
の
戦
地
慰
霊
へ
の
関
わ
り
と
、
そ
れ
を
通
し
た

国
際
交
流
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
領
域
の
開
拓
。
二
、
各
宗
教
・
宗
派
の

枠
を
超
え
た
連
携
と
、
グ
ア
ム
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
現
地
社
会
の
宗
教
者
と
の
対
話
・
連
携
と
い
う
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
点
。
三
、
靖
国
神
社
国
家
護
持
問
題
と
戦
地
慰
霊
と
の
関
係

性
。

　

三
に
つ
い
て
補
足
す
れ
ば
、
山
田
は
、
こ
の
国
家
護
持
に
賛
成
の
立
場

で
あ
り
、
収
骨
・
戦
地
慰
霊
に
出
発
前
に
は
毎
回
靖
国
神
社
に
参
拝
し
て

い
た
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
山
田
の
こ
う
し
た
靖
国
神
社
と

の
関
わ
り
を
踏
ま
え
、
先
の
戦
争
を
正
当
化
し
た
戦
後
の
仏
教
指
導
者
の

一
人
と
し
て
批
判
し
て
い
る
が
、
他
方
で
山
田
は
戦
争
関
与
へ
の
反
省
か

ら
戦
地
慰
霊
に
関
わ
っ
て
お
り
、
単
純
な
理
解
を
許
さ
な
い
性
格
を
備
え

て
い
る
。
そ
う
し
た
態
度
の
理
解
は
、
靖
国
問
題
の
複
雑
さ
を
解
く
一
つ

の
可
能
性
と
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

成
長
と
、
旧
戦
場
地
域
の
開
発
が
す
す
ん
だ
時
期
に
当
た
り
、
民
間
で
の

自
発
的
な
収
骨
、
戦
地
慰
霊
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
計
画

さ
れ
た
も
の
で
、
収
集
団
の
編
成
を
政
府
職
員
と
し
て
効
率
的
な
収
骨
に

特
化
し
た
も
の
だ
っ
た
。
別
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
慰
霊
委
設
立
の
際
に

日
宗
連
が
懸
念
し
た
「
政
府
の
計
画
が
事
務
的
な
処
理
に
と
ど
ま
る
こ

と
」
と
も
つ
な
が
る
事
態
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
、
慰
霊
委
の
「
万
遺

憾
の
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
方
針
は
、
こ
の
時
点
で
完
全
に
民
間
の

側
に
委
ね
ら
れ
た
。

　

民
間
側
の
動
き
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
一
九
六
五
年
の
中
外
日
報
社

企
画
・
主
催
、
日
宗
連
と
日
本
遺
族
会
後
援
に
よ
る
「
サ
イ
パ
ン
・
グ
ア

ム
・
比
島
方
面
戦
没
者
慰
霊
団
」
で
あ
る
。
参
加
者
は
神
道
と
仏
教
の
宗

教
者
に
遺
族
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
総
勢
十
一
名
と
い
う
規
模
だ
が
、
政

府
計
画
の
間
隙
を
縫
っ
て
宗
教
界
が
積
極
的
に
戦
地
慰
霊
に
関
与
し
た
画

期
的
な
例
で
あ
る
。
同
慰
霊
団
の
帰
国
後
か
ら
数
か
月
後
、
グ
ア
ム
の
カ

ト
リ
ッ
ク
神
父
オ
ス
カ
ー
・
カ
ル
ボ
氏
が
来
日
し
、
慰
霊
委
に
対
し
て
、

慰
霊
公
苑
と
慰
霊
塔
の
建
立
を
呼
び
か
け
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
全
日
本
仏

教
会
を
は
じ
め
国
会
議
員
や
グ
ア
ム
の
政
財
界
関
係
者
な
ど
に
よ
り
南
太

平
洋
戦
没
者
慰
霊
協
会
を
設
立
し
、
七
〇
年
に
公
苑
が
完
成
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
こ
う
し
た
国
際
的
か
つ
超
宗
派
的
な
戦
地
慰
霊
の
取
り
組

み
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
僧
侶
で
当
時
花
園
大
学

学
長
で
あ
っ
た
山
田
無
文
が
、
一
九
六
九
年
か
ら
毎
年
組
織
し
た
社
団
法

人
南
太
平
洋
友
好
協
会
（
現
ア
ジ
ア
南
太
平
洋
友
好
協
会
）
の
慰
霊
団
で

あ
る
。
山
田
の
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
セ
ピ
ッ
ク
州
ウ
ェ
ワ
ク
へ
の
渡
航
と

慰
霊
碑
建
立
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ウ
ェ
ワ
ク
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
団
の

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
来
日
し
、
戦
没
者
の
記
念
礼
拝
堂
建
立
計
画
に
対
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教
育
の
神
学 

│
│ 

ニ
ュ
ー
マ
ン
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
手
が
か
り
に 

│
│

近
藤　
　

剛

　

本
発
表
で
は
大
学
教
育
の
原
点
を
求
め
て
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
思
想
の
系

譜
に
連
な
る
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
と
、
ド
イ
ツ
的
なBil-

dung

の
伝
統
に
則
り
な
が
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
で
教
鞭

を
と
っ
た
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
議
論
を
手
が
か
り
に
「
教
育
の
神

学
」
を
構
想
し
た
い
。

　

ニ
ュ
ー
マ
ン
の
著
作
『
大
学
の
理
念
』
に
よ
れ
ば
、
大
学
教
育
の
目
的

は
、
知
性
の
涵
養
、
精
神
の
修
練
、
視
野
の
拡
張
、
社
会
性
の
向
上
な
ど

で
あ
り
（
端
的
に
は
、
伝
統
的
な
紳
士
＝「
決
し
て
苦
し
み
を
与
え
な
い

人
」
の
育
成
）、
そ
の
た
め
に
大
学
は
研
究
機
関
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、

個
々
人
の
人
間
性
を
高
め
て
人
格
を
形
成
し
て
い
く
教
育
機
関
で
あ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
実
用
教
育
と
は
対
照
的
で
あ

る
人
文
知
な
い
し
古
典
の
習
熟
に
努
め
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
、
つ
ま
り
教

養
教
育
が
中
心
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
知
性
と
は
、
そ
れ
を
持
つ
こ
と

自
体
が
実
質
的
な
善
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
卓
越
性
に
応
じ
て
、
社
会
や

現
実
に
様
々
な
恩
恵
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
自

体
が
、
人
間
の
本
性
の
直
接
的
な
要
求
を
満
た
す
。
つ
ま
り
、
獲
得
さ
れ

た
知
識
か
ら
実
利
的
な
意
味
に
お
い
て
何
も
生
ま
れ
て
こ
な
く
と
も
、
そ

れ
は
求
め
る
に
値
す
る
。
自
己
目
的
と
し
て
の
知
識
の
習
得
こ
そ
、
人
間

の
品
性
の
向
上
を
も
た
ら
す
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た

人
格
の
形
成
に
資
す
る
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
教
養
教
育
の
絶
対
化

を
忌
避
し
て
い
る
。
と
言
う
の
も
、
い
わ
ゆ
る
哲
学
的
知
識
だ
け
で
は
、

真
の
人
間
形
成
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
知
性

の
涵
養
に
よ
っ
て
威
力
を
発
揮
す
る
理
性
が
世
間
に
お
い
て
現
実
的
な
機

動
力
と
見
な
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
自
ら
を
独
立
し
た
至
高
の
も
の
と
位
置

付
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
以
外
の
権
威
を
一
切
必
要
と
し
な
く
な
る
。

言
わ
ば
、
自
ら
一
つ
の
宗
教
を
創
出
す
る
。
そ
れ
が
「
哲
学
的
宗
教
」
な

い
し
「
理
性
宗
教
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
態
度
を

傲
岸
不
遜
と
し
、
人
間
の
徳
を
表
層
的
な
も
の
と
す
る
。
結
果
的
に
、
人

間
の
内
面
の
深
化
が
望
め
な
く
な
る
。
ニ
ュ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
言
葉
の

真
の
意
味
に
お
け
る
「
良
心
」
は
良
識
で
置
き
換
え
ら
れ
な
い
。
知
的
に

洗
練
さ
れ
る
こ
と
は
謙
虚
さ
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ

る
哲
学
的
知
識
、
教
養
教
育
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
が
ど
れ
ほ
ど
啓
発
的
で

あ
っ
て
も
、
人
間
の
内
面
に
お
い
て
情
緒
、
動
機
、
活
力
を
生
み
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
哲
学
的
知
識
に
よ
っ
て
知
性
を
高
め
、
判
断
力
を
養
う

と
い
う
教
養
教
育
の
根
底
に
は
、
宗
教
的
次
元
に
根
差
し
た
「
良
心
」
が

求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
哲
学
知
と
神
学
知
の
協
働
に
よ
っ
て
十
全
な
る

教
育
が
可
能
と
な
る
。

　

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
論
稿
「
教
育
の
神
学
」
に
よ
れ
ば
、
本
来
、
教
育
の
目

標
は
社
会
的
、
民
族
的
、
国
家
的
な
諸
々
の
境
界
を
越
え
て
、
何
か
究
極

的
な
も
の
、
無
制
約
的
な
も
の
、
普
遍
的
な
も
の
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ
と

に
あ
り
、
様
々
な
可
能
性
を
探
り
当
て
、
そ
れ
ら
の
実
現
を
通
し
て
、
人

間
が
世
界
（
宇
宙
）
と
そ
の
創
造
的
根
拠
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
る
と
示
す

こ
と
で
あ
り
、
言
わ
ば
、
そ
れ
は
人
間
実
存
の
秘
義
を
伝
授
す
る
こ
と
な

の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
大
学
は
文
化
的
存
在
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
教
育
に
は
広
義
の
宗
教
性
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

第
十
三
部
会
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れ
る
の
み
で
、
当
時
の
宗
教
教
育
論
の
全
体
像
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
ま

ま
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
雑
誌
』
は
大
日
本
教
育
会
の
月
刊
機
関
誌
と
し
て
明
治
一
六
年
に
創

刊
さ
れ
、
初
め
て
全
国
的
規
模
で
展
開
し
た
教
育
雑
誌
で
あ
る
。
論
説
者

は
辻
新
次
、
西
村
貞
、
伊
沢
修
二
、
能
勢
栄
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
を
そ

ろ
え
、
さ
ら
に
は
毎
号
七
十
頁
近
い
紙
面
を
提
供
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時

の
教
育
雑
誌
の
な
か
で
は
主
流
に
位
置
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
明
治
二
〇
年
代
の
『
雑
誌
』
を
み
て
い
く
と
、
衝
突
論
争
以
前

の
宗
教
教
育
論
は
徳
育
論
争
を
中
心
に
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
徳
育
論
争
の
火
付
け
役
だ
っ
た
加
藤
弘
之
は
、「
徳
育
に
付
て
の
一

案
」
で
社
会
進
化
論
を
前
提
と
し
た
宗
教
教
育
論
を
展
開
し
た
。
加
藤

は
、
学
校
の
道
徳
教
育
を
仏
教
、
神
道
、
儒
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
各
宗
教

者
に
任
せ
る
べ
き
と
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
最
も
児
童
生
徒
の
役
に
立
つ
宗

教
の
み
が
淘
汰
さ
れ
ず
に
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
『
雑
誌
』
上
で
も
多
く
の
対
案
が
提
示
さ
れ
た
。
杉
浦
重
剛
、
菊
池

熊
太
郎
は
「
理
学
」
を
、
能
勢
栄
は
「
常
識
」
を
徳
育
の
中
心
に
す
べ
し

と
主
張
し
た
。
一
方
、
加
藤
の
論
と
異
な
る
方
法
で
、
宗
教
を
徳
育
の
中

心
と
す
べ
き
と
論
じ
た
村
岡
素
一
郎
な
ど
も
い
た
。
な
お
、
徳
育
論
争
は

教
育
勅
語
の
渙
発
に
よ
っ
て
終
結
を
み
せ
た
。

　

明
治
二
六
年
初
頭
に
井
上
哲
次
郎
が
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
文
を

発
表
し
た
こ
と
に
よ
り
衝
突
論
争
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
の
期
間
に
お
け
る

『
雑
誌
』
上
の
宗
教
教
育
論
は
そ
れ
以
前
に
比
べ
る
と
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
く
な
る
。
他
方
で
、
論
争
が
収
ま
り
か
け
た
以
後
の
『
雑
誌
』
上
で
は

新
た
な
宗
教
教
育
論
の
兆
候
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
特
徴
と

し
て
、
直
接
宗
教
教
育
を
説
い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
欧
米
に
お
け
る
先

し
、
そ
の
よ
う
な
「
文
化
の
内
実
と
し
て
の
宗
教
」
は
喪
失
さ
れ
、「
宗

教
の
形
式
と
し
て
の
文
化
」
は
形
骸
化
さ
れ
、
人
間
形
成
に
お
い
て
最
も

重
要
な
も
の
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
神
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
言
え
ば
、「
究
極
的

関
心
」（ultim

ate concern

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
教
育
現
場
か
ら
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
マ
ン
が
言
う
真
理
へ
到
達
す
る
た
め
の
知
識
の
全
体
性
の
追
求

な
ら
び
に
知
性
の
涵
養
と
そ
れ
を
根
底
で
支
え
る
宗
教
的
次
元
に
根
差
し

た
「
良
心
」、
あ
る
い
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
言
う
我
々
に
対
し
て
無
制
約
的

に
関
わ
る
存
在
の
秘
義
と
い
っ
た
形
而
上
的
基
盤
が
、
全
き
人
間
を
形
成

す
る
教
育
の
理
念
と
し
て
据
え
置
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
教

育
の
神
学
」
と
い
う
試
み
は
、
宗
教
と
教
育
の
関
係
を
問
い
直
す
一
助
と

な
ろ
う
。
今
日
の
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
に
お
い
て
、
高
邁
な
理
念
を
説

く
こ
と
は
空
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
欠
い
た
教
育
こ
そ
空
し

さ
の
極
み
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

明
治
期
教
育
系
雑
誌
と
宗
教
と
教
育
の
関
係
論

│
│ 

井
上
哲
次
郎
以
前
と
以
後 

│
│

齋
藤　

知
明

　

明
治
二
〇
年
代
の
宗
教
教
育
論
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
の

か
。
本
稿
で
は
、
上
記
の
問
題
意
識
か
ら
、
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
大

日
本
教
育
会
雑
誌
』（
以
下
『
雑
誌
』）
に
お
け
る
宗
教
教
育
論
を
対
象

に
、
井
上
哲
次
郎
の
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
が
登
場
す
る
以
前
と
以

後
と
で
は
ど
の
よ
う
に
言
説
が
変
化
し
た
か
を
検
討
す
る
。
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
作
業
を
す
る
か
と
い
う
と
、
先
行
研
究
で
は
、
衝
突
論
争
を
中
心
に

井
上
哲
次
郎
と
宗
教
者
・
教
団
側
の
「
対
立
」
の
軌
跡
に
焦
点
が
当
て
ら
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う
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
次
な
る
課
題
で
あ
る
。

宗
教
教
育
に
お
け
る
規
範
教
授
の
評
価
の
両
義
性
問
題

小
山　

一
乘

　

Ｉ
・
シ
ェ
フ
ラ
ー
は
、
教
育
課
程（curriculum

）上
の
規
範（norm

）、

判
断
や
評
価
や
行
為
の
拠
る
べ
き
規
準
・
基
準
に
関
す
る
政
策
論
争
・
法

律
論
争
は
激
し
い
が
、
実
は
、「「
規
範
教
授
」
と
い
う
言
い
方
は
曖
昧
で

あ
る
。」（I. Scheffler, T

he Language of E
ducation

（
一
九
六
〇

年
）、
村
井
実
監
訳
『
教
育
の
こ
と
ば
』
東
洋
館
出
版
、
一
九
八
一
年
）

と
指
摘
し
、
宗
教
の
規
範
の
教
授
概
念
分
析
を
読
者
に
課
す
。
筆
者
は
シ

ェ
フ
ラ
ー
の
問
題
提
起
を
受
け
規
範
教
授
概
念
分
析
を
し
た
（
拙
稿
「
国

際
理
解
の
基
礎
と
し
て
の
「
宗
教
の
教
育
」
の
「
教
授
」
概
念
検
討
」

（
駒
沢
大
学
『
仏
教
経
済
研
究
』
第
一
七
号
、
一
九
八
八
年
四
月
）。
知
識

理
解
だ
け
で
可
か
。
態
度
に
貫
徹
さ
れ
て
こ
そ
可
か
。
態
度
は
適
切
な
技

能
（
仕
方
）
で
示
さ
れ
て
こ
そ
可
か
。
標
記
両
義
性
問
題
を
儀
礼
的
・
儀

式
的
等
の
具
体
的
事
例
で
考
え
た
。

　

本
稿
は
、
具
体
的
に
、
宗
教
施
設
の
祭
壇
の
前
で
の
、
教
師（
Ｔ
）と
生

徒（
Ｓ
）と
の
教
授
・
学
習
活
動
事
例
を
取
り
上
げ
、
シ
ェ
フ
ラ
ー
の
解
析

す
る
教
師
の
教
授
行
為
の
三
組
の
パ
タ
ー
ン
〔
知
識
理
解
度
事
項（
Ｐ
Ａ
・

Ｐ
Ｂ
）、
態
度
的
事
項（
Ｐ
Ｃ
・
Ｐ
Ｄ
）、
技
能
的
事
項（
Ｐ
Ｅ
・
Ｐ
Ｆ
）〕

に
、
事
実
的
言
明
文
「
祭
壇
前
で
は
礼
拝
を
す
る
」
と
、
規
範
的
言
明
文

「
祭
壇
前
で
は
礼
拝
す
る
べ
き
だ
」
と
を
挿
入
・
検
討
し
た
結
果
を
示
す
。

告
げ
る
（tell

）
と
教
え
る
（teach

）
と
の
範
疇
の
概
要
は
例
文
参
照
。

Ｐ
Ａ
：
Ｔ
は
Ｓ
に
…
だ
と
い
う
こ
と
を
告
げ
る
。
↓
Ｓ
の
学
習
を
必
要
条

件
と
し
な
い
。

進
の
教
育
学
・
心
理
学
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
な
か
の
宗
教
の
扱
い
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
目
立
つ
の
が
、
ヘ
ル
バ
ル

ト
教
育
学
の
紹
介
で
あ
る
。

　

当
時
の
日
本
で
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
が
人
間
の
道
徳
心
の
涵
養
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
、
宗
教
教
育
論
も
そ
の
影
響
を
大
き

く
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
主
著
『
一
般
教
育

学
』
で
は
、
畏
敬
の
念
か
ら
宗
教
を
希
求
す
る
こ
と
を
「
宗
教
的
要
求

（
宗
教
的
興
味
）」
と
示
さ
れ
、
教
育
理
論
の
重
要
な
語
句
と
し
て
扱
っ
て

い
る
。『
雑
誌
』
上
に
も
「
宗
教
的
興
味
の
意
義
」
と
い
う
記
事
が
掲
載

さ
れ
、
能
勢
栄
が
「
宗
教
的
興
味
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
能
勢
に

よ
れ
ば
、「
宗
教
的
興
味
」
は
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
に
適
応
さ
れ
る
の
で
は

な
く
通
宗
教
的
に
使
用
可
能
で
あ
り
、
何
か
の
宗
教
に
対
す
る
敬
虔
心
を

表
す
語
句
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
良
心
と
宗
教
の
関
係
に
関

す
る
論
考
や
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
教
育
論
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
の

欧
米
の
教
育
理
論
・
心
理
学
理
論
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
の
宗
教
教
育

論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
、
教
育
勅
語
渙
発
・
衝
突
論
争
以
前
の
宗
教

教
育
論
は
、
徳
育
論
争
中
に
多
く
み
ら
れ
、
宗
教
そ
の
も
の
を
直
接
教
育

に
用
い
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
方
で
衝
突
論
争
以
後
は
、
直
接
教
育
に
宗

教
を
用
い
る
主
張
で
は
な
く
な
り
、
欧
米
の
教
育
理
論
・
心
理
学
理
論
に

登
場
す
る
宗
教
の
扱
い
方
を
紹
介
す
る
記
事
が
み
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は

『
雑
誌
』
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
言
及
さ
れ

て
き
た
よ
う
な
衝
突
論
争
以
後
宗
教
が
教
育
か
ら
排
除
さ
れ
た
と
い
う
以

外
の
一
面
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
他
の
教
育
系
雑
誌
も
同

様
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
論
調
が
明
治
三
〇
年
代
に
ど
の
よ
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Ｐ
Ｅ
：
Ｔ
は
Ｓ
に
…
す
る
そ
の
仕
方
を
告
げ
る
。
↓
学
習
を
必
要
条
件
と

し
な
い
。

【
七
】
教
師
は
生
徒
に
﹇
祭
壇
前
で
は
礼
拝
を
す
る
﹈
そ
の
仕
方
を
告
げ

た
。
↓
告
げ
っ
ぱ
な
し
。

Ｐ
Ｆ
：
Ｔ
は
Ｓ
に
…
す
る
そ
の
仕
方
を
教
え
る
。
↓
学
習
を
必
要
条
件
と

す
る
。

【
八
】
教
師
は
生
徒
に
﹇
祭
壇
前
で
は
礼
拝
を
す
る
﹈
そ
の
仕
方
を
教
え

た
。
↓
学
習
成
立
の
証
拠
必
要
。

　

ま
と
め　
【
三
】
は
唯
一
適
切
な
解
釈
は
非
―
行
動
的
解
釈
の
み
で
、

規
範
的
事
項
の
獲
得
は
含
意
し
な
い
。【
四
】
は
両
義
的
で
二
解
釈
が
可

能
。
行
動
的
解
釈
を
採
れ
ば
評
価
は
規
範
的
と
な
り
、
非
―
行
動
的
解
釈

を
採
れ
ば
評
価
は
事
実
的
と
な
る
。
つ
ま
り
【
四
】
の
規
範
的
言
明
文
の

教
授
で
も
、
非
―
行
動
的
解
釈
を
採
れ
ば
、
事
実
的
と
な
っ
て
し
ま
う
。

ゆ
え
に
【
三
】
の
事
実
的
教
授
と
、【
四
】
の
規
範
的
教
授
と
が
混
同
視
・

同
一
視
さ
れ
る
。【
四
】
の
規
範
的
言
明
に
よ
る
規
範
的
教
授
の
評
価
の

解
釈
の
両
義
性
が
、【
三
】
と
【
四
】
と
を
錯
綜
さ
せ
、
教
科
書
で
の
宗

教
一
般
知
識
教
育
す
ら
排
除
す
る
口
実
と
も
な
る
。
規
範
教
授
評
価
は
行

動
的
解
釈
で
か
、
非
―
行
動
的
解
釈
で
か
の
事
前
の
周
知
徹
底
が
要
る
。

公
立
学
校
に
お
け
る
「
宗
教
的
情
操
教
育
」
の
教
材
の
あ
り
方
に
つ
い
て

森　
　

一
郎

　

宗
教
的
情
操
と
は
何
か
に
つ
い
て
宗
教
学
か
ら
の
定
義
は
い
く
つ
か
あ

る
が
、
本
発
表
で
は
現
実
の
教
育
の
立
場
か
ら
と
い
う
点
で
「
人
間
の
力

を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
」
と
し
て
お
く
。
こ
れ
は
『
中
学
校

学
習
指
導
要
領
解
説
道
徳
編
』、『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
公
民

【
一
】
教
師
は
生
徒
に
﹇
祭
壇
前
で
は
礼
拝
す
る
﹈
と
い
う
こ
と
を
告
げ

た
。
↓
告
げ
っ
ぱ
な
し
。

【
二
】
教
師
は
生
徒
に
﹇
祭
壇
前
で
は
礼
拝
す
る
べ
き
だ
﹈
と
い
う
こ
と

を
告
げ
た
。
↓
告
げ
っ
ぱ
な
し
。

Ｐ
Ｂ
：
Ｔ
は
Ｓ
に
…
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
。
↓
学
習
を
必
要
条
件
と

す
る
。
↓
学
習
成
立
証
拠
必
要
。

【
三
】
教
師
は
生
徒
に
﹇
祭
壇
前
で
は
礼
拝
す
る
﹈
と
い
う
こ
と
を
教
え

た
。
↓
非
―
行
動
的
解
釈
の
み
。
↓
事
実
的
：
知
的
承
認
だ
け
で
可
と
す

る
。
行
動
指
示
な
し
。

【
四
】
教
師
は
生
徒
に
﹇
祭
壇
前
で
は
礼
拝
す
る
べ
き
だ
﹈
と
い
う
こ
と

を
教
え
た
。
↓
両
解
釈
可
能
↓
両
義
的
・
輻
輳
的
。
事
前
に
、
適
用
す
る

評
価
・
解
釈
の
周
知
徹
底
が
不
可
欠
。

　

解
釈
Ⅰ
↓
非
―
行
動
的
解
釈
（
学
習
の
成
否
は
行
動
で
な
く
知
的
理
解

で
評
価
す
る
）
で
の
場
合
↓
事
実
的
：
行
動
規
範
の
権
威
の
知
的
承
認
だ

け
で
可
と
し
行
動
で
は
評
価
せ
ず
。

　

解
釈
Ⅱ
↓
行
動
的
解
釈
（
学
習
の
成
否
を
行
動
を
み
て
評
価
す
る
）
で

の
場
合
↓
規
範
的
：
行
動
規
範
の
権
威
の
知
的
承
認
と
、
行
動
パ
タ
ー
ン

の
獲
得
と
が
要
る
。

Ｐ
Ｃ
：
Ｔ
は
Ｓ
に
…
す
る
よ
う
に
告
げ
る
。
↓
学
習
を
必
要
条
件
と
し
な

い
。

【
五
】
教
師
は
生
徒
に
﹇
祭
壇
前
で
は
礼
拝
を
す
る
﹈
よ
う
に
告
げ
た
。

↓
告
げ
っ
ぱ
な
し
。

Ｐ
Ｄ
：
Ｔ
は
Ｓ
に
…
す
る
よ
う
に
教
え
る
。
↓
学
習
を
必
要
条
件
と
す
る
。

【
六
】
教
師
は
生
徒
に
﹇
祭
壇
前
で
は
礼
拝
を
す
る
﹈
よ
う
に
教
え
た
。

↓
学
習
成
立
の
証
拠
必
要
。
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ら
れ
る
。
ま
た
「
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
」
を
自
然
そ
の
も
の
と
解
釈

す
る
と
、
自
然
に
対
す
る
感
謝
の
念
、
畏
敬
の
念
な
ど
が
日
本
人
の
宗
教

心
で
あ
り
、
そ
れ
が
学
ぶ
べ
き
宗
教
的
情
操
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
前
提
で
、
公
立
学
校
で
実
施
可
能
な
「
宗
教
的
情
操
教

育
」
の
具
体
的
な
教
材
を
考
え
て
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
共
通
性
」

の
内
容
と
し
て
は
、「
祈
り
」
が
あ
る
。
教
材
と
し
て
は
ニ
コ
ラ
ス
・
マ

ー
ク
ス
の
「
祈
る
老
婦
人
」
な
ど
の
絵
画
教
材
が
あ
る
。
画
面
か
ら
は
、

い
の
ち
の
有
限
性
と
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
感
謝
の
念
が
、
静
謐
な

絵
か
ら
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
人
間
の
力
を
超
え
た
何
者
」

か
に
よ
っ
て
見
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
音
楽
教
材
で

あ
る
が
、「Y

ou Raise M
e U
p

」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
民
謡
を
元
に
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
、「you

（
あ
な
た
）」
の
部
分
は
恋

人
、
親
、
先
生
等
如
何
様
に
で
も
解
釈
で
き
る
面
も
も
っ
て
い
る
が
、
宗

教
的
な
落
ち
着
い
た
曲
調
か
ら
「
偉
大
な
何
か
＝
神
」
と
解
釈
で
き
る
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。「
日
本
人
の
宗
教
心
」
の
例
で
は
、
生
物
に
対
す
る

慰
霊
の
心
と
し
て
捕
っ
た
鯨
に
対
し
て
位
牌
を
作
っ
た
り
過
去
帳
を
つ
け

た
り
し
て
い
る
山
口
県
仙
崎
の
場
合
や
、
先
ご
ろ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
信
仰
の
対
象
の
山
」
で
あ
る
富
士
山
の
例
。
ま
た
日
本
の
武
道

の
中
に
み
る
神
性
や
そ
れ
に
対
す
る
感
謝
の
念
の
存
在
。
お
盆
な
ど
の
ご

先
祖
様
に
対
す
る
感
謝
や
慰
霊
の
念
。「
お
蔭
様
」
の
言
葉
に
あ
る
よ
う

に
、
目
に
は
見
え
な
い
大
自
然
の
お
蔭
に
よ
っ
て
我
々
は
守
ら
れ
、
生
か

さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
。
ま
た
同
時
に
自
然
が
も
た
ら
す
地
震
や
災
害

に
対
す
る
畏
れ
の
感
情
な
ど
が
学
ぶ
べ
き
教
材
と
な
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
日
本
人
の
宗
教
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
宗
教
的
情
操
を
培

う
こ
と
に
な
る
。

編
』
共
に
記
載
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
た
だ
し
両
書
と
も
直
接
的
に

宗
教
的
情
操
を
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
な
い
が
、
意
味
内
容
か
ら
判
断

す
る
と
、
そ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
」
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
感
情
ま
た
は
心
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
な

心
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
」
に
対
し
て

「
敬
う
心
」、「
畏
れ
る
（
恐
れ
る
）
心
」、「
神
秘
さ
（
奥
深
さ
）
を
感
じ

る
心
」、「
偉
大
さ
（
崇
高
さ
）
を
感
じ
る
心
」、「
人
間
の
力
に
は
限
界
が

あ
る
と
感
ず
る
謙
虚
な
心
」、「
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
心
」、「
守
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
る
心
」、「
感
謝
す
る
心
」、
我
々
の
周
り
に
起
こ
る
こ

と
に
「
意
味
を
感
じ
る
心
」
な
ど
で
あ
る
。

　

特
定
の
宗
派
教
育
を
含
ま
な
い
宗
教
的
情
操
教
育
は
可
能
か
否
か
、
に

つ
い
て
も
戦
後
長
く
論
争
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
発
表
で
は
可
能
で
あ

る
と
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
、
宗
教
的
情
操
教
育
は
宗
派
教
育
の
重
要
な
要

素
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
公
立
学
校
に
お
い
て
も
、
ま

た
地
域
社
会
や
、
信
仰
を
も
た
な
い
一
般
家
庭
で
も
実
施
可
能
な
宗
教
的

情
操
教
育
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
内
容
と
し
て
は
、「
共
通
性
」
と

「
日
本
的
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。「
共
通
性
」
と
は
、
世
界
の
諸
宗
教

に
ほ
ぼ
共
通
す
る
教
え
の
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、
一
、
自
分
の
欲
望
を
お

さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
幸
福
が
得
ら
れ
る
＝
自
己
中
心
性
の
否
定
。
二
、

人
間
は
生
か
さ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
三
、
死
で
す
べ
て
終
わ
る
わ
け

で
は
な
い
。
四
、
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
（Som

ething Great

）
に

よ
り
我
々
は
見
守
ら
れ
て
い
る
、
等
々
で
あ
る
。「
日
本
的
」
と
は
日
本

人
が
古
来
よ
り
も
っ
て
い
る
宗
教
心
の
こ
と
で
、「
人
間
の
力
を
超
え
た

も
の
」
を
先
祖
の
霊
と
み
る
と
、
先
祖
に
対
す
る
畏
敬
の
念
な
ど
が
考
え
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問
題
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。「
精
神
薄
弱
者
の
権
利
宣
言
」
以
降
、

世
界
人
権
宣
言
に
準
じ
て
い
く
形
で
、
障
害
者
の
国
際
的
な
人
権
保
障
へ

の
歩
み
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
過
程
の
中
で
多
く
の
人
権
条

約
が
締
結
さ
れ
て
い
く
が
、
国
連
の
一
連
の
人
権
保
障
の
取
り
組
み
の
中

で
も
最
後
ま
で
取
り
残
さ
れ
て
い
た
の
が
障
害
者
の
人
権
条
約
の
締
結
で

あ
っ
た
。「
精
神
薄
弱
者
の
権
利
宣
言
」
採
択
以
降
の
約
三
十
五
年
間
の

国
連
の
障
害
者
の
人
権
保
障
へ
の
取
り
組
み
を
概
括
す
る
と
、
特
に
障
害

者
の
権
利
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
歴
史
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
国

連
障
害
者
権
利
条
約
は
、
人
々
（
特
に
障
害
当
事
者
）
の
障
害
者
観
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
根
底
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
障
害
当
事
者
運
動

の
高
揚
の
中
で
生
ま
れ
た
条
約
で
あ
る
と
い
っ
て
も
良
い
。
つ
ま
り
、
日

本
の
障
害
者
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
環
境
整
備
の
状
況
は
も
は
や
先
進
状

態
に
あ
る
と
言
え
な
い
。
そ
の
中
で
、
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
や
障
害

者
差
別
解
消
法
の
制
定
に
よ
り
、
障
害
者
の
尊
厳
が
担
保
さ
れ
た
こ
と

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
尊
厳
が
、
担
保
さ
れ
る
共
生

社
会
の
形
成
へ
と
近
づ
く
と
言
え
る
。

　

国
内
外
の
情
勢
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、「
真
宗
障
害
者
社
会
福
祉
」

の
考
え
方
も
、
そ
の
よ
う
な
視
座
で
考
え
て
い
く
必
要
性
が
出
て
き
て
い

る
。
民
間
事
業
者
で
あ
る
宗
教
法
人
に
属
す
る
も
の
や
僧
侶
、
信
徒
な
ど

が
法
的
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
社
会
モ
デ
ル

の
障
害
観
が
具
体
的
に
法
律
・
施
策
に
反
映
し
た
も
の
が
障
害
者
権
利
条

約
や
障
害
者
差
別
解
消
法
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
以
上
、
法
律
に
対

し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
法
の
精
神
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
真
の
意

味
で
の
共
生
社
会
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

　

公
立
学
校
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
具
体
的
な
教
材
を
通
し
て
宗
教
的

情
操
教
育
の
実
施
は
可
能
と
な
る
。

障
害
者
差
別
解
消
と
真
宗

│
│ 
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
構
築
に
向
け
て 

│
│

頼
尊　

恒
信

　

本
研
究
は
、
真
宗
障
害
者
福
祉
に
お
け
る
「
権
利
擁
護
」
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
中
で
も
二
〇
一
三
年
に
成
立
し
た
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

は
、
日
本
に
お
け
る
障
害
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て
の
現
状
を
一
変
さ
せ

る
ほ
ど
の
画
期
的
な
法
律
制
定
で
あ
っ
た
。
同
法
は
、
二
〇
〇
六
年
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た
「
障
害
者
権
利
条
約
」
を
批
准
す
る
た
め
に
お
こ
な
っ

た
国
内
法
整
備
の
作
業
の
過
程
で
成
立
し
た
法
で
あ
る
。
同
条
約
は
、
す

で
に
一
三
〇
カ
国
も
の
国
々
が
批
准
し
て
お
り
、
国
内
法
と
し
て
障
害
に

基
づ
く
差
別
を
禁
止
す
る
法
律
を
整
備
し
て
い
る
国
々
が
四
〇
カ
国
を
超

え
る
。
こ
の
現
状
に
対
し
日
本
は
、
二
〇
〇
七
年
に
同
条
約
批
准
に
対
す

る
政
府
署
名
は
し
て
い
る
も
の
の
批
准
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
、
批

准
に
向
け
て
の
国
内
法
の
整
備
を
進
め
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
国

内
法
と
し
て
障
害
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
す
る
法
律
の
制
定
も
二
〇
一
三

年
ま
で
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
世
界
初
の
障
害
者
差
別
禁
止
法

で
あ
る
障
害
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
法
（
Ａ
Ｄ
Ａ
法
）
成
立
が
一
九
九
〇
年

で
あ
る
の
で
、
日
本
に
お
い
て
障
害
者
差
別
解
消
法
の
成
立
さ
れ
る
ま
で

実
に
二
十
三
年
の
隔
た
り
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

障
害
者
権
利
条
約
は
国
連
の
最
後
の
人
権
条
約
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
す
ぐ
に
、
国
連
は
世
界
人
権
宣
言
を

採
択
、
一
貫
し
て
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
障
害
者
の



　　452

『宗教研究』87巻別冊（2014年） 第13部会

果
、
周
囲
の
人
々
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
社

会
的
苦
痛
を
抱
え
、
生
き
る
意
味
を
見
失
う
。
そ
れ
は
、
社
会
の
一
員
と

し
て
何
等
か
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
他
者
の
世
話
を
し
、
他
者
の
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
欲
求
を
我
々
が
持
っ
て
お
り
、
そ
の
欲
求
が
満
た
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
存
在
意
義
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

一
方
、
仏
教
は
、
世
俗
の
社
会
生
活
に
究
極
的
意
義
を
認
め
る
も
の
で

は
な
く
、
世
俗
社
会
か
ら
離
れ
、
苦
し
み
に
満
ち
た
こ
の
世
界
か
ら
解
脱

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
親
鸞
も
ま
た
、
社
会
の
中
で
役
立
つ
存

在
で
あ
り
な
が
ら
も
、
当
時
、
下
類
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
漁
師
や
商

人
の
姿
を
、
我
が
身
を
含
む
人
々
の
あ
り
さ
ま
そ
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
い
か
な
る
職
業
に
就
き
、
他
者
の
役
に
立
っ
て
い
よ
う
と
も
、

我
々
は
み
な
取
る
に
足
ら
な
い
者
、
さ
し
た
る
価
値
を
持
つ
者
で
は
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
親
鸞
は
、
他
者
を
仏
の
教
え
に
導
き
、
苦
し
み
か
ら
救
お
う
と

す
る
利
他
行
も
、
浄
土
往
生
の
要
因
と
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
親
鸞
の
場
合
、
世
俗
の
社
会
生
活
を
営
む
と
い
う
面
に
お
い

て
も
、
浄
土
往
生
と
い
う
宗
教
的
目
的
に
関
し
て
も
、
自
力
に
よ
っ
て
他

者
の
世
話
を
し
、
他
者
の
た
め
に
役
立
つ
行
為
を
な
す
と
い
う
点
に
は
、

価
値
が
置
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
い
か
に
し
て
我
々
は
浄
土
に
往
生
し
、
苦
し
み
か
ら
離
れ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
は
、
一
切
衆
生
を
浄
土
に
救
い
と
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
成
仏
し
な
い
、
と
い
う
真
実
の
誓
願
を
成
就
し
、
私
を
信
じ

よ
と
呼
び
か
け
る
阿
弥
陀
仏
の
勧
め
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
す
べ
て
の
者

が
私
を
信
じ
浄
土
に
往
生
し
て
欲
し
い
と
い
う
、
阿
弥
陀
仏
の
要
求
に
答

　

親
鸞
の
思
想
や
真
宗
と
い
う
宗
門
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
鑑
み
れ
ば
、

多
く
の
社
会
的
弱
者
や
抑
圧
さ
れ
権
利
を
奪
わ
れ
て
き
た
者
と
共
に
生
き

よ
う
と
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
親
鸞
の
「
如
来
よ
り
呼

び
か
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
の
わ
れ
ら
」
と
い
う
平
等
観
や
「
一
人

（
い
ち
に
ん
）
と
し
て
の
わ
れ
」
の
自
覚
は
、
社
会
的
弱
者
や
抑
圧
さ
れ

権
利
を
奪
わ
れ
て
き
た
者
に
対
す
る
ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ
ー
や
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
の
機
能
と
し
て
現
に
働
い
て
い
た
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
真
宗
教
団

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
構
築
と
言
え
る
。

　

日
本
は
、「
障
害
者
権
利
条
約
」
の
批
准
と
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

の
成
立
を
も
っ
て
、
よ
う
や
く
他
国
の
水
準
に
追
い
つ
く
こ
と
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
世
界
基
準
で
の
共
生
社
会
の
形
成
を
よ
り
豊
か
な
も
の
と
す

る
の
が
真
宗
障
害
者
福
祉
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
観
点
に
こ
そ
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
構
築
に
向
け
て
真
宗
教
団
と
取
り
組
む
べ
き
障
害

者
福
祉
の
課
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。

親
鸞
思
想
の
今
日
的
意
義 

│
│ 

患
者
の
社
会
的
苦
痛
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

鈴
木　

朋
子

　

近
年
、
延
命
の
み
を
目
的
と
し
て
き
た
従
来
の
医
療
に
対
し
、
患
者
の

苦
痛
を
軽
減
さ
せ
、
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
の
向
上
を
目
指
す
、
緩
和

医
療
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
患
者
の
抱
え
る

社
会
的
苦
痛
に
対
し
て
、
他
力
信
仰
を
説
く
親
鸞
の
思
想
が
い
か
に
関
与

し
、
応
答
し
う
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
鸞
思
想
に
お
け
る

今
日
的
意
義
の
解
明
を
目
指
し
た
。

　

命
を
脅
か
す
病
に
冒
さ
れ
た
患
者
は
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た
役
割
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結



453　　

第13部会 『宗教研究』87巻別冊（2014年）

生
殖
の
正
当
性
を
め
ぐ
る
神
学
的
一
考
察

朝
香　

知
己

　

現
在
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
異
性
間
の
単
婚
的
結
婚
は
、
教
派
を
問

わ
ず
積
極
的
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
結
婚
は

概
ね
夫
婦
の
一
体
化
と
生
殖
と
の
関
連
で
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の

こ
と
は
、
夫
婦
の
「
自
分
達
の
子
が
欲
し
い
と
い
う
望
み
」
と
実
際
に

「
子
を
作
る
こ
と
（
生
殖
）」
が
神
学
的
に
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。

　

こ
の
生
殖
の
神
学
的
正
当
化
は
、
も
っ
ぱ
ら
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対

す
る
神
の
意
図
を
そ
の
根
拠
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
一
九
八
一
年
の
教
皇

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
使
徒
的
勧
告
『
家
庭
』
に
よ
る
と
、
神
は
「
ご
自

分
の
像
、
そ
の
似
姿
と
し
て
人
間
を
創
造
」
し
た
が
、「
神
は
愛
で
あ
り
、

ご
自
身
の
う
ち
に
人
格
的
な
愛
の
交
わ
り
の
神
秘
を
生
き
て
」
い
る
ゆ
え

に
、
そ
の
像
た
る
人
間
に
対
し
て
愛
し
交
わ
る
力
と
責
任
を
課
す
。
そ
の

た
め
「
愛
は
す
べ
て
の
人
間
の
根
本
的
な
生
ま
れ
な
が
ら
の
召
命
」
で
あ

り
、
そ
れ
は
「
人
間
の
生
命
と
い
う
た
ま
も
の
の
継
承
に
お
け
る
彼
ら
の

自
由
と
責
任
の
伴
う
協
力
を
通
し
て
実
現
」
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
家
庭

の
基
本
的
な
務
め
は
生
命
に
仕
え
る
こ
と
で
あ
り
、
創
造
主
の
最
初
の
祝

福
、
す
な
わ
ち
出
産
に
よ
っ
て
神
の
像
を
人
間
か
ら
人
間
へ
と
伝
え
て
い

く
祝
福
を
、
歴
史
の
中
で
実
現
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
妊
娠

は
、
夫
婦
愛
の
実
り
と
し
る
し
で
あ
り
、
夫
婦
が
互
い
に
全
面
的
に
自
己

を
与
え
合
う
こ
と
の
あ
か
し
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ

ク
で
は
、
結
婚
内
部
に
お
け
る
非
生
殖
的
な
性
的
行
為
、
さ
ら
に
結
婚
外

部
の
性
的
活
動
も
認
め
ら
れ
な
い
ゆ
え
に
、
性
的
活
動
と
生
殖
と
結
婚
の

結
合
が
強
固
と
な
る
た
め
、
夫
婦
は
不
可
避
的
に
生
殖
に
直
面
さ
せ
ら
れ

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
、
と
親
鸞
は
説
く
。

　

と
こ
ろ
で
、
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
要
求
に
答
え
る
と
い
う
行
為

は
、
他
者
へ
対
す
る
ケ
ア
で
あ
る
と
換
言
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
阿
弥

陀
仏
を
信
じ
る
者
は
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
、
ケ

ア
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
阿
弥
陀
仏
を
ケ
ア
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
命
を
脅
か
す
病
に
冒
さ
れ
た
患
者
は
、
や
が
て
訪
れ
る
死
に
よ

っ
て
、
こ
の
先
永
遠
に
、
他
者
の
世
話
を
し
援
助
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

ケ
ア
す
る
こ
と
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
苦
し
み
を
感
じ
る
。

し
か
し
、
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
は
再
び
こ
の
世
に

戻
り
、
衆
生
救
済
に
お
も
む
く
と
説
か
れ
て
お
り
、
親
鸞
も
次
の
よ
う
な

見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
親
鸞
は
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
は
無
上
涅
槃
を
証
す
る
と
し
、

「
涅
槃
」
と
い
う
言
葉
を
、「
無
為
」「
法
性
」「
一
如
」
等
と
並
置
す
る
。

そ
し
て
、「
一
如
」
か
ら
か
た
ち
を
現
し
た
も
の
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、

阿
弥
陀
仏
は
慈
悲
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、「
無

為
」
と
は
不
生
不
滅
の
存
在
、「
法
性
」
と
は
不
変
の
本
性
を
意
味
す
る

言
葉
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
は
、「
一
如
」
と
帰

し
、
変
化
す
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
く
、
他
者
を
苦
し
み
か
ら
救
う

た
め
、
援
助
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
他
力
信
仰
を
主
張
す
る
親
鸞
は
、
ケ
ア
を
受
け
る
存

在
で
あ
る
こ
と
に
積
極
的
な
意
味
を
見
出
し
て
い
る
。
親
鸞
思
想
の
こ
う

し
た
側
面
は
、
他
者
を
ケ
ア
で
き
な
い
こ
と
に
苦
痛
を
感
じ
る
我
々
の
価

値
観
を
転
換
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
苦
痛
に
対
す
る
ケ
ア
の
あ
り

か
た
を
考
え
る
上
で
、
新
た
な
方
向
性
を
示
す
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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価
に
繋
が
り
得
る
記
述
は
、
イ
エ
ス
に
よ
る
伝
統
的
家
族
の
批
判
や
パ
ウ

ロ
の
禁
欲
的
独
身
の
評
価
な
ど
、
新
約
聖
書
の
中
に
し
ば
し
ば
現
わ
れ

る
。
さ
ら
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
や
多
く
の
教
父
達
は
結
婚
よ
り
も
独
身

を
優
位
に
置
き
、
こ
の
態
度
は
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
全
体
に
お
い

て
伝
統
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
少
数
で
は
あ
る
と
し
て
も
不
妊
に
苦
し
む
人
々
が
一
定
数

存
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
の
生
殖
補
助
技
術
の
使
用
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
よ
り
人
間
が
生
き
る
こ
と
に
お
い
て
積
極
的
な

評
価
を
与
え
ら
れ
る
在
り
方
を
増
や
す
よ
う
な
語
り
の
中
に
、
生
殖
の
正

当
性
が
位
置
付
け
ら
れ
、
子
が
無
い
こ
と
も
異
な
る
表
現
と
し
て
よ
り
積

極
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
親
」
と
い
う
教
え 

│
│ 

生
殖
ツ
ア
ー
か
ら
見
え
る
「
問
い
」 │
│

堀
内
み
ど
り

　

ど
の
国
で
も
、
不
妊
症
を
抱
え
る
夫
婦
が
、
一
〇
〜
一
五
％
の
割
合
で

存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
。
昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
特
集
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
産
み
た
い
の
に
産
め
な
い
〜
卵
子
老
化
の
衝
撃
〜
」（
二
〇
一
二
年
六
月

二
三
日
）
で
は
、
六
組
に
一
組
が
不
妊
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
れ
て
い
た
こ
と

が
報
じ
ら
れ
、
今
年
六
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
二
〇
一
一
年
の
人
口
動
態
統

計
（
確
定
値
）
に
よ
る
と
、
初
め
て
結
婚
す
る
平
均
年
齢
は
夫
が
三
〇
・

七
歳
、
妻
は
二
九
歳
、
第
一
子
出
生
時
の
母
親
の
平
均
年
齢
は
三
〇
・
一

歳
で
、
初
め
て
三
〇
歳
を
超
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
改
め
て
日

本
の
〝
晩
婚
化
〞
と
〝
晩
産
化
〞
の
現
実
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
体

外
受
精
、
顕
微
授
精
な
ど
の
高
度
生
殖
医
療
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
の
治
療
件
数
で

も
、
日
本
は
年
間
二
四
万
二
一
六
一
件
で
、
二
万
八
九
四
五
人
の
赤
ち
ゃ

る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
全
て
の
結
婚
で
子
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で

は
な
く
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
結
婚
と
生
殖
の
連
結
が
中
心
的
に
語
ら
れ
る

時
、
そ
れ
が
子
の
な
い
夫
婦
に
と
っ
て
抑
圧
的
に
響
く
こ
と
は
十
分
に
あ

り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
「
子
が
無
い
こ
と
」
は
副
次
的
あ
る
い
は
否

定
的
な
扱
い
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
も
子
の
無
い
結
婚
を
承

認
し
て
い
る
。
そ
れ
は
夫
婦
愛
の
実
り
の
豊
か
さ
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
し
か

た
で
生
命
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
さ
れ
」
る
こ
と
に
根
拠
を
持

つ
。
子
供
の
出
産
と
教
育
の
正
当
性
は
そ
れ
が
「
人
間
を
心
か
ら
愛
す
る

行
為
」、「
他
の
者
に
自
分
を
与
え
る
愛
の
深
い
内
な
る
力
の
行
為
」
に
基

づ
く
た
め
、
そ
の
よ
う
な
行
為
で
あ
る
限
り
で
他
の
方
法
も
あ
り
得
る
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
は
そ
の
主
著
『
教

会
教
義
学
』
で
人
間
の
被
造
物
性
を
子
で
あ
る
こ
と
と
親
と
な
る
こ
と
に

見
る
が
、
親
と
な
る
こ
と
の
な
い
人
間
も
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ

し
て
バ
ル
ト
は
、
結
婚
の
実
り
は
肉
体
的
な
実
り
で
も
あ
る
こ
と
に
依
存

せ
ず
、
新
約
聖
書
に
は
生
殖
の
命
令
は
無
い
と
述
べ
る
。
ま
た
「
産
め
よ

増
え
よ
」
の
神
的
な
律
法
は
、
キ
リ
ス
ト
降
誕
後
は
も
は
や
問
題
と
は
な

り
得
な
い
と
し
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
兄
弟
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
全
て
の
人
々
か
ら
生
殖
の
要
請
と
そ
の
重
荷
が
取
り

去
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、
イ
エ
ス
に
お
い
て
不
妊
の
者
の
祝
福
と
子
を
産
む
者
へ
の
警

告
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
い
ず
れ
も
「
来
る
べ
き
日
」
に
つ
い

て
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、
共
に
終
末
論
的
文
脈
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
不
妊
の
祝
福
は
、
相
違
点
は
あ
り
つ
つ
も
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
等
に

も
い
く
ら
か
の
類
似
物
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
他
に
も
子
が
無
い
こ
と
の
評
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出
産
が
認
め
ら
れ
た
」
と
い
わ
れ
て
き
た
。

　

本
報
告
で
は
、
生
殖
ツ
ア
ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
、
二
〇
〇
八
年

に
起
き
た
マ
ン
ジ
事
例
を
手
が
か
り
と
し
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
代
理
出
産

の
現
状
を
参
照
に
、「
親
」
と
は
誰
で
、
何
な
の
か
、
家
族
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
生
と
死
に
つ
い
て
教
え
つ
づ
け

て
き
た
宗
教
が
直
面
し
て
い
る
課
題
で
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

マ
ン
ジ
ち
ゃ
ん
は
、
日
本
人
医
師
夫
婦
が
依
頼
し
た
代
理
母
か
ら
産
ま

れ
た
。
彼
女
は
依
頼
夫
婦
の
夫
の
精
子
と
提
供
卵
子
に
よ
っ
て
代
理
母
が

出
産
し
た
が
、
出
産
の
前
に
依
頼
夫
婦
が
離
婚
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、

イ
ン
ド
か
ら
出
国
で
き
な
く
な
っ
た
。
直
接
に
は
イ
ン
ド
と
日
本
の
法
律

が
問
題
だ
っ
た
が
、
商
業
的
代
理
出
産
に
つ
い
て
は
、
代
理
母
の
権
利
や

健
康
が
倫
理
的
側
面
か
ら
も
議
論
さ
れ
た
。
商
業
的
代
理
出
産
は
、
時
に

「
人
身
売
買
」
と
い
う
よ
う
な
強
い
非
難
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
生

ま
れ
で
た
当
事
者
そ
の
も
の
で
あ
る
子
ど
も
の
人
生
や
親
子
関
係
は
ど
の

よ
う
な
も
の
と
な
る
の
だ
ろ
う
。
彼
女
の
出
生
は
、
生
殖
技
術
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
市
場
化
し
て
い
る
中
で
、
倫
理
的
、
法
的
、
社
会
的
問
題
だ
け

で
な
く
、
親
子
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

宗
教
者
に
と
っ
て
の
「
い
の
ち
」
と
は
何
か

冲
永　

隆
子

　

今
回
の
発
表
で
は
、
中
外
日
報
社
が
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
行
っ
た

「
宗
教
者
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
（
人
工
多
能
性
幹
）
細
胞
を
聞
く
」「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研

究
と
生
命
倫
理
―
宗
教
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
基
づ
き
、「
い
の
ち
」
に
関

わ
る
科
学
・
医
療
技
術
研
究
の
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
（
生
命
倫
理
）
上
の

問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
再
生
医
療
技
術
利
用
、
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｓ

ん
が
生
ま
れ
て
い
る
（
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
へ
の
報
告
、
総
出
生
数
は

約
百
七
万
一
千
人
）。
晩
婚
化
が
進
む
と
晩
産
化
の
傾
向
と
な
る
。
妊
娠

し
に
く
く
も
な
り
、
不
妊
の
可
能
性
が
増
し
、
不
妊
治
療
に
か
か
わ
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
も
く
る
。

　

生
殖
に
か
か
わ
る
医
療
や
医
療
技
術
は
卵
子
を
女
性
の
体
内
か
ら
取
り

出
す
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
保
存
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
様
変
わ

り
を
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
卵
子
保
存
の
技
術
は
、
借
り
腹
と
し
て
の

代
理
母
（
遺
伝
的
に
つ
な
が
り
の
無
い
受
精
卵
を
子
宮
に
入
れ
、
出
産
）

や
提
供
卵
子
を
可
能
と
し
た
。
た
だ
し
、
日
本
で
は
、
代
理
母
に
よ
る
出

産
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
海
外
で
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

子
を
望
む
不
妊
夫
婦
に
と
っ
て
そ
の
思
い
は
切
実
で
あ
る
こ
と
が
少
な

く
な
く
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
比
べ
費
用
が
安
く
、
技
術
も
安
定
し
、
代
理

母
も
用
意
し
て
く
れ
る
イ
ン
ド
で
、
多
数
の
先
進
国
の
不
妊
夫
婦
が
代
理

出
産
を
行
っ
て
い
る
。
ア
ー
ナ
ン
ド
に
あ
る
不
妊
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
代

理
出
産
用
の
施
設
が
あ
り
、
代
理
母
が
相
部
屋
で
暮
ら
し
て
い
る
。
責
任

者
の
女
性
医
師
は
、
不
妊
カ
ッ
プ
ル
に
は
子
が
得
ら
れ
、
代
理
母
は
代
理

出
産
で
得
た
収
入
を
家
の
購
入
や
自
分
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
、
あ
る
い

は
債
務
返
済
に
あ
て
て
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
喜
ん
で
い
る
、
と

話
す
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
代
理
出
産
の
市
場
は
拡
大
し
、
イ
ン
ド
政
府

は
、
商
業
的
な
代
理
出
産
を
合
法
化
す
る
法
案
を
二
〇
一
〇
年
に
国
会
に

提
出
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
初
の
代
理
出
産
児
は
一
九
九
四
年
六
月
二
三
日

に
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
。
現
在
の
よ
う
な
商
業
的
代
理
出
産
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｍ

Ｒ
（Indian Council of M

edical Research

）
が
二
〇
〇
二
年
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し
た
の
で
「
イ
ン
ド
で
は
二
〇
〇
二
年
に
商
業
的
代
理
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い
て
の
問
い
（
質
問
四
）
に
は
、「
生
殖
に
関
す
る
も
の
は
規
制
す
べ
き

だ
が
、
再
生
医
療
な
ど
、
そ
れ
以
外
の
研
究
は
あ
ま
り
規
制
す
べ
き
で
は

な
い
」
と
い
う
回
答
が
五
割
以
上
を
占
め
た
。
各
教
団
の
回
答
で
、「
不

治
の
病
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
が
い
る
限
り
、
さ
ら
な
る
研
究
を
」（
曹
洞

宗
住
職
）、「
生
殖
細
胞
の
作
製
は
人
間
生
命
の
尊
厳
性
を
侵
す
。
神
仏
が

定
め
た
男
女
の
生
殖
の
在
り
方
に
離
反
す
る
」（
天
理
大
学
教
授
）、「
同

性
配
偶
に
よ
る
子
の
誕
生
や
ク
ロ
ー
ン
の
問
題
も
あ
る
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
に

何
で
も
や
る
の
は
危
な
い
」（
キ
リ
ス
ト
教
牧
師
）
な
ど
、
倫
理
問
題
を

指
摘
す
る
多
様
な
意
見
が
み
ら
れ
た
。
難
病
の
人
た
ち
を
救
う
可
能
性
の

あ
る
技
術
が
誕
生
す
る
の
は
喜
ば
し
い
が
、
許
容
し
が
た
い
倫
理
問
題
が

潜
ん
で
い
る
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
作
製
し
た
精
子
や
卵
子
を
、
通
常
の
卵

子
や
精
子
と
結
合
さ
せ
、
受
精
卵
を
作
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
か
、
治
療

を
超
え
た
欲
望
達
成
の
手
段
（
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
問
題
）
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
、
人
間
の
生
命
の
道
具
化
、
資
源
化
の
可
能
性
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
な
ど
で
あ
る
。
特
に
、
重
大
な
倫
理
問
題
で
あ
る
、
人

体
の
資
源
化
問
題
に
つ
い
て
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
道
徳
的
地
位
を
め
ぐ
る

倫
理
問
題
と
関
係
し
て
く
る
。
成
人
の
皮
膚
細
胞
を
使
用
す
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
は
、
ヒ
ト
胚
（
受
精
卵
）
破
壊
と
い
っ
た
道
徳
的
地
位
を
め
ぐ
る
問
題

を
一
見
回
避
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
未
解
決
で
あ
る
。
米
国
大
統

領
生
命
倫
理
評
議
会
が
二
〇
〇
五
年
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
仮
に
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
Ｅ
Ｓ
細
胞
と
全
く
同
じ
能
力
を
も
つ
万
能
細
胞
で
あ
り
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
ヒ
ト
胚
作
製
が
可
能
だ
と
す
る
と
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の

道
徳
的
地
位
は
、
ヒ
ト
胚
と
同
じ
も
の
だ
と
考
え
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
も
ヒ
ト
胚
に
対
す
る
操
作
や
破
壊
を
伴
う
こ
と
に

な
り
、
結
局
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
と
同
じ
問
題
に
立
ち
返
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

（
胚
性
幹
）
細
胞
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
の
万
能
細
胞
利
用
へ
の
宗
教
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
ま
た
、
宗
教
者
が
捉
え
る
「
い
の
ち
」
と
は
何
か
に
つ

い
て
探
っ
た
。

　

中
外
日
報
社
が
行
っ
た
宗
教
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
各
教
団
か
ら

無
作
為
に
選
ん
だ
宗
教
者
五
五
五
人
中
三
八
一
人
ほ
ど
が
回
答
。
回
答
率

六
八
・
六
％
）
の
大
き
な
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
精
子
・
卵
子

を
作
製
し
て
、
不
妊
治
療
な
ど
の
生
殖
医
療
に
応
用
す
る
こ
と
に
は
否
定

的
で
あ
る
の
に
対
し
、
失
わ
れ
た
組
織
や
器
官
を
蘇
ら
せ
る
再
生
医
療
や

難
病
の
病
態
解
明
、
治
療
薬
開
発
な
ど
に
は
応
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
、
肯

定
的
立
場
を
取
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
活
用
、

人
間
の
医
療
へ
の
応
用
に
つ
い
て
の
問
い
（
質
問
三
）
で
は
、「
再
生
医
療

に
は
応
用
す
べ
き
だ
が
、
生
殖
医
療
は
除
外
す
べ
き
だ
」
と
い
う
回
答
が

六
割
を
超
え
た
。
そ
も
そ
も
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
が
も
つ
、
人

の
受
精
卵
を
破
壊
す
る
と
い
っ
た
倫
理
的
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
誕
生

し
た
の
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
結
果
的
に
は
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
と
同
じ
問

題
に
立
ち
返
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
皮
膚
細
胞
等
の
体
細
胞
か
ら
多
能

性
幹
細
胞
を
作
製
す
る
こ
と
が
で
き
、
脊
髄
損
傷
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
難
病
患
者
を
救
う
、
再
生
医
療
や
新
薬
開
発
な

ど
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
許
容
し
が
た
い
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
山
中
伸
弥
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
「
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
か
ら
作
ら
れ
た
人
間
の
受
精
卵
か
ら
新
た
な
生
命
が
誕
生
す
る
可
能

性
や
人
間
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
動
物
へ
の
移
植
な
ど
、
生
命
の
尊
厳
に
関

わ
る
倫
理
問
題
が
あ
る
（
中
外
日
報
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
一
日
）。

「『
い
の
ち
』
に
関
す
る
科
学
・
医
療
技
術
全
般
、
例
え
ば
臓
器
移
植
な
ど

も
含
め
て
、
そ
の
研
究
や
応
用
へ
の
規
制
の
必
要
は
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
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自
死
の
〈「
社
会
化
」
さ
れ
た
医
療
化
〉
に
よ
り
、
自
死
は
社
会
全
体

の
課
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
、
自
死
に
対
す
る
対
策
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
一
見
、
自
死
念
慮
者
の
支
援
に
お
い
て
大

い
に
歓
迎
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
来
、
多

面
的
で
あ
る
は
ず
の
自
死
を
一
面
的
に
捉
え
、
自
死
を
実
存
的
・
宗
教
的

に
語
る
こ
と
を
捨
象
し
、
そ
の
苦
悩
が
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
。
自
死
念

慮
者
に
と
っ
て
避
け
が
た
く
存
在
す
る
実
存
的
・
宗
教
的
な
問
い
に
対
し

て
目
を
背
け
る
こ
と
は
、
彼（
女
）を
相
対
化
さ
れ
た
個
人
と
し
て
見
る
こ

と
と
な
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼（
女
）を
透
明
化
し
た
存
在
と
し
て
扱

い
、
よ
り
大
き
な
苦
し
み
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

自
死
の
〈「
社
会
化
」
さ
れ
た
医
療
化
〉
に
よ
り
、「
自
殺
の
防
止
」
が

強
い
説
得
力
を
持
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
文
脈
に
お
い

て
捨
象
さ
れ
て
い
る
、
自
死
念
慮
者
の
抱
え
る
実
存
的
・
宗
教
的
な
問
い

に
対
し
て
、
よ
り
積
極
的
、
自
覚
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
宗
教
者

の
役
割
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

近
代
の
浄
土
真
宗
の
信
仰
を
持
つ
僧
侶
の
文
献
を
見
て
み
る
と
、
信
仰

の
み
を
根
拠
と
し
た
主
体
的
な
在
り
方
か
ら
自
死
に
対
す
る
認
識
を
試
み

る
場
合
に
、
時
代
的
制
約
を
超
え
た
在
り
方
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
、
倫
理
・
道
徳
や
社
会
の
状
況
を
根
拠
と

す
る
か
、
信
仰
を
根
拠
と
し
て
も
倫
理
・
道
徳
や
社
会
の
状
況
を
加
味
す

る
場
合
、
時
代
的
制
約
に
縛
ら
れ
た
自
死
に
対
す
る
認
識
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
死
念
慮
者
支
援
に
お
い
て
、
彼（
女
）の
抱
え
る

実
存
的
・
宗
教
的
な
問
い
に
応
え
る
た
め
に
は
、
倫
理
・
道
徳
や
社
会
的

な
状
況
を
超
え
て
、
純
粋
に
信
仰
の
立
場
か
ら
自
死
に
対
す
る
認
識
を
試

み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

か
ら
だ
。
今
回
の
宗
教
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
将
来
の
患
者
の
利
益

を
目
的
に
掲
げ
て
、
行
わ
れ
る
科
学
技
術
の
開
発
が
、
そ
の
目
的
と
は
異

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
帰
結
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
、「
い
の

ち
」
に
関
わ
る
倫
理
問
題
が
示
唆
さ
れ
た
。

自
死
念
慮
者
支
援
に
お
け
る
宗
教
者
の
役
割

竹
本　

了
悟

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
に
お
け
る
自
死
の
急
増
は
、
一
九
五
八
年
、

一
九
八
五
年
、
一
九
九
八
年
の
三
回
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
第
三
番
目
に

あ
た
る
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
三
年
現
在
に
お
い
て
、
自
死
に
対
す
る

認
識
の
転
換
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
北
中
淳
子
（『
現
代
思
想　

二
〇

一
三
年
五
月
号
』
青
土
社
、
二
〇
一
三
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

北
中
に
よ
る
と
、
一
九
九
八
年
以
前
は
、
自
死
を
社
会
的
な
い
し
実
存
的

に
語
り
、〈
自
死
の
医
療
化
〉
に
対
す
る
抵
抗
が
強
く
、
一
九
九
八
年
以

後
は
、
個
人
の
精
神
病
理
で
あ
る
う
つ
病
が
、
過
重
労
働
に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
る
社
会
的
な
病
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
〈
自
死
の
医
療
化
〉
が
促
進

さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
〈
自
死
の
医
療
化
〉
は
、「
社
会
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
る

病
」
と
し
て
語
ら
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
古
典
的
な
医
療
化
の
パ
タ

ー
ン
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、〈「
社
会
化
」
さ
れ
た
医
療
化
〉
と
北
中
は
呼

ん
で
い
る
。
実
際
に
、
二
〇
〇
五
年
以
降
、『
自
殺
対
策
基
本
法
』
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
通
り
、
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、〈「
社
会

化
」
さ
れ
た
医
療
化
〉
の
典
型
で
あ
る
う
つ
病
対
策
を
基
軸
と
し
な
が
ら

も
、
形
式
上
は
社
会
的
な
課
題
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
形
で
自
死
を
認
識

す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。
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た
し
か
に
、
仏
教
は
苦
を
対
象
と
し
た
教
え
・
実
践
で
あ
り
、
利
他
精

神
は
大
乗
仏
教
の
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。「
僧
侶
が
悩
め
る
人
に
仏
教

を
処
方
薬
と
し
て
提
供
し
、
悩
み
が
解
決
す
る
」
と
い
っ
た
図
式
は
描
き

や
す
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
談
を
受
け
れ
ば
、
自
分
自
身
に
も
何
ら
か

の
影
響
が
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
。「
僧
侶
は
こ
う
し
た
活
動
を
す
べ
き
」

と
い
う
図
式
の
な
か
で
、
安
易
に
関
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、
バ
ー

ン
ア
ウ
ト
や
共
感
疲
労
な
ど
が
起
こ
れ
ば
、
相
談
者
・
僧
侶
の
双
方
に
と

っ
て
悲
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
僧
侶
は
ど
の
よ
う
に
セ
ル
フ
ケ
ア
す
る
の

か
。
僧
侶
な
ら
で
は
の
ケ
ア
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
発
表
者
は
、
実
際
に
自
死
念
慮
者
や
自
死
遺
族

と
の
相
談
活
動
に
日
常
的
に
従
事
し
て
い
る
僧
侶
を
対
象
に
「
相
談
活
動

に
お
け
る
僧
侶
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
変
容
」
と
題
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
三
十
一
名
か
ら
の
回
答
を
得
た
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
、
相
談
活
動
が
僧
侶
と
し
て
の
役
目
だ
と
思
っ
て

い
た
か
ら
と
い
う
回
答
が
多
く
、
つ
い
で
、
先
に
活
動
を
し
て
い
た
知
人

か
ら
の
紹
介
・
勧
誘
、
身
近
な
存
在
の
自
死
が
発
端
と
い
う
順
で
あ
っ

た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
学
習
を
し
た
こ
と
の
あ
る
僧
侶
も
多
い
が
、
手

法
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
柔
軟
に
対
応
を
心
掛
け
る
、
中
途
半
端
な
知
識
は

逆
効
果
と
い
う
声
も
見
ら
れ
た
。

　
「
相
談
活
動
に
お
い
て
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
」
と

答
え
た
僧
侶
は
、
二
十
八
名
と
高
い
割
合
を
示
し
た
。
疲
労
や
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
際
に
、
意
識
的
な
セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て
仏
教
実
践
を
挙
げ
る
僧

侶
も
い
る
が
、
多
く
は
、
仲
間
と
の
シ
ェ
ア
や
時
間
の
切
り
替
え
、
趣
味

へ
の
没
頭
な
ど
、
他
の
感
情
労
働
従
事
者
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
異
な
ら
な
か

っ
た
。

　

近
代
の
浄
土
真
宗
の
信
仰
を
持
つ
僧
侶
の
多
く
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
宗
教
者
自
身
に
も
時
代
的
制
約
が
常
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
、

そ
れ
で
も
、
純
粋
に
信
仰
の
立
場
か
ら
自
死
に
対
す
る
認
識
を
試
み
る
こ

と
が
、
自
死
念
慮
者
の
抱
え
る
実
存
的
・
宗
教
的
な
問
い
に
応
え
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
常
に
主
体
的
に
実
存
的
・
宗
教
的
な
問
い

の
答
え
を
模
索
し
つ
つ
、
自
死
念
慮
者
の
抱
く
実
存
的
・
宗
教
的
な
問
い

を
見
据
え
て
、
彼（
女
）の
語
り
相
手
と
な
る
こ
と
こ
そ
、
自
死
念
慮
者
支

援
に
お
け
る
宗
教
者
の
役
割
だ
と
い
え
る
。

自
死
念
慮
者
に
対
す
る
相
談
活
動
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
と
仏
教

小
川　

有
閑

　

近
年
、
僧
侶
に
よ
る
自
死
予
防
・
自
死
遺
族
支
援
の
取
り
組
み
が
広
ま

り
を
見
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
各
教
団
が
相
談
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
発
行
、

相
談
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等
を
行
な
い
、
僧
侶
有
志
に
よ
っ
て
超
宗
派

の
団
体
が
各
地
で
発
足
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
活
動
を
メ
デ
ィ
ア
も
取
り

上
げ
、
宗
教
者
に
よ
る
自
死
予
防
の
活
動
の
認
知
は
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
第
二
回
『
宗
教
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
に
関
す
る
調
査
』

（
二
〇
一
二
年
五
月
、
庭
野
平
和
財
団
）
の
調
査
結
果
に
お
い
て
も
示
さ

れ
て
い
る
。

　

駆
け
込
み
寺
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
寺
院
や
僧
侶
は
悩
み
を
受

け
止
め
、
解
決
の
手
立
て
を
与
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
仏
教

は
苦
し
み
か
ら
の
解
放
の
教
え
で
あ
り
、
僧
侶
は
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
る

存
在
と
い
う
理
想
像
が
今
も
あ
る
だ
ろ
う
。
歴
史
的
経
緯
や
理
想
的
僧
侶

像
か
ら
、
積
極
的
に
自
死
対
策
の
現
場
に
僧
侶
が
出
て
い
く
べ
き
と
い
う

期
待
が
存
在
す
る
。
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が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
日
本
に
お
い
て
も
、
在

宅
緩
和
ケ
ア
の
現
場
の
医
療
者
か
ら
の
報
告
や
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
き

た
（
清
藤
大
輔
・
板
橋
政
子
・
岡
部
健
「
仙
台
近
郊
圏
に
お
け
る
『
お
迎

え
』
現
象
の
示
唆
す
る
も
の
」『
緩
和
医
療
学
』
四（
一
）、
二
〇
〇
二
、

四
三
―
五
〇
な
ど
）。
す
な
わ
ち
、
患
者
の
「
お
迎
え
」
体
験
で
あ
る
。
こ

れ
を
受
け
て
、
宮
城
県
や
福
島
県
の
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
在
宅
緩
和

ケ
ア
を
利
用
し
た
遺
族
を
対
象
と
し
た
調
査
を
通
じ
て
、
実
態
の
把
握
が

試
み
ら
れ
た
（
諸
岡
了
介
・
相
澤
出
・
田
代
志
門
・
岡
部
健
「
現
代
の
看

取
り
に
お
け
る
〈
お
迎
え
〉
体
験
の
語
り
」『
死
生
学
研
究
』
九
、
二
〇
五

―
二
二
三
）。
こ
の
「
お
迎
え
」
体
験
は
、
遺
族
調
査
に
よ
れ
ば
「
あ
っ

た
」
と
の
回
答
が
約
四
割
で
あ
っ
た
。
在
宅
看
取
り
の
現
場
で
は
珍
し
く

な
い
「
お
迎
え
」
体
験
談
で
あ
る
が
、
実
は
病
院
で
も
そ
う
い
っ
た
体
験

談
は
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
病
院
、
と
り
わ
け
医
師
の
前
で
は

は
ば
か
ら
れ
る
た
め
、
そ
う
し
た
こ
と
は
表
面
化
す
る
こ
と
な
く
、
あ
た

か
も
無
い
も
の
と
し
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
考
え
る
べ
き
論
点

と
し
て
、「
お
迎
え
」
体
験
が
語
ら
れ
る
場
と
、
話
す
相
手
の
問
題
が
出

て
く
る
。
過
去
二
回
の
遺
族
調
査
の
な
か
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ふ
れ
る

設
問
が
あ
っ
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
二
〇
〇
七
年
に
実
施
し
た

遺
族
調
査
で
「
こ
の
こ
と
（
※
患
者
が
他
人
に
は
見
え
な
い
人
の
存
在
や

風
景
に
つ
い
て
語
っ
た
）
に
最
初
に
気
づ
い
た
の
は
ど
な
た
で
し
た
か
」

と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
家
族
」
と
の
回
答
が
一
四
三
人
（
九
二
・
三
％
）、

「
医
療
福
祉
関
係
者
」
は
三
人
（
一
・
九
％
）、「
そ
の
他
」
四
人
（
二
・
六

％
）
で
あ
っ
た
（
ｎ
＝
一
五
四
）。
こ
の
後
に
行
っ
た
二
〇
一
一
年
の
調

査
で
は
患
者
に
「
お
迎
え
」
体
験
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
主
介
護
者
に

「
こ
の
出
来
事
を
、
当
時
、
次
の
誰
か
に
話
し
ま
し
た
か
（
複
数
回
答
可
、

　

他
方
、
ほ
と
ん
ど
の
僧
侶
が
活
動
を
通
じ
て
信
仰
や
仏
教
理
解
、
僧
侶

観
に
変
化
を
感
じ
、
仏
教
の
教
え
・
仏
教
者
の
存
在
な
ど
に
よ
っ
て
、
救

わ
れ
、
癒
さ
れ
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
活
動

を
続
け
る
理
由
に
、「
僧
侶
の
役
目
」
や
「
自
己
研
鑽
（
修
行
）」
を
挙
げ

る
者
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
活
動
が
僧
侶
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
充
足
・

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
推
測
で
き
る
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
活
動
で
生
じ
る
疲
労
・
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
、
意

識
的
な
ケ
ア
で
は
な
い
に
せ
よ
、
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
僧
侶
と
し
て
の
変

容
や
充
実
感
が
長
期
的
に
は
セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て
機
能
し
て
い
く
可
能
性

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

浄
土
系
僧
侶
か
ら
「
浄
土
宗
で
良
か
っ
た
」「
阿
弥
陀
さ
ま
に
見
守
ら

れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
他
宗
派
に
比
べ
る
と
、
自
宗
派
へ

の
言
及
が
目
立
っ
た
。
活
動
に
お
い
て
直
面
す
る
無
力
感
に
対
す
る
耐
性

と
し
て
浄
土
教
の
人
間
観
（
凡
夫
観
）
が
機
能
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘

で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
曹
洞
宗
僧
侶
か
ら
は
「
覚
り
を
深
め
な
く
て

は
」「
戒
を
守
り
瞑
想
に
励
も
う
」、
日
蓮
宗
僧
侶
か
ら
は
「
法
華
経
の
一

念
三
千
が
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
そ
の
通
り
な
の
だ
と
思
え
た
」
と
い
っ
た
回

答
が
見
ら
れ
た
。
今
後
、
宗
派
に
よ
り
活
動
に
の
ぞ
む
姿
勢
、
セ
ル
フ
ケ

ア
の
あ
り
方
に
違
い
が
あ
る
の
か
否
か
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

在
宅
緩
和
ケ
ア
の
現
場
で
の

「
お
迎
え
」
を
め
ぐ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

相
澤　
　

出

　

在
宅
緩
和
ケ
ア
の
看
取
り
の
現
場
で
は
、
患
者
が
衰
え
、
亡
く
な
っ
て

い
く
過
程
で
、
他
の
人
に
は
見
え
な
い
人
や
風
景
を
み
た
、
と
い
う
体
験
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を
も
っ
た
訪
問
ス
タ
ッ
フ
が
最
初
に
受
け
と
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
体
験
に
対
す
る
当
惑
、
家
族
や
身
近
な
人
へ
の
配
慮
に
よ
っ
て
、

患
者
が
「
お
迎
え
」
を
語
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に

は
、
信
頼
さ
れ
た
訪
問
ス
タ
ッ
フ
が
聞
き
手
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
た
。

終
末
期
体
験
研
究
の
現
在 

│
│ 

宗
教
と
医
療
の
あ
い
だ 

│
│諸

岡　

了
介

　

近
年
、
英
米
圏
を
中
心
に
、
終
末
期
を
迎
え
た
人
に
み
ら
れ
る
特
殊
な

体
験
、
終
末
期
体
験
（end-of-life experience

）
に
注
目
す
る
動
き

が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
重
要
視
さ
れ
て
い
る

の
は
、
死
を
迎
え
た
人
が
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
家
族
や
知
人
の
姿
を
見

る
、
臨
終
期
視
像
（deathbed vision

）
と
い
う
体
験
で
、
日
本
で
し
ば

し
ば
〈
お
迎
え
〉
体
験
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
当
た
る
。

　

臨
終
期
視
像
の
研
究
史
と
し
て
は
、
第
一
に
は
、
Ｗ
・
バ
レ
ッ
ト
の
も

の
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
お
け
る
研
究
、
第
二

に
は
、
Ｋ
・
オ
シ
ス
と
Ｅ
・
ハ
ラ
ル
ド
ソ
ン
に
よ
る
超
心
理
学
の
立
場
か

ら
の
調
査
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
従
来
の
研
究
は
い
ず
れ
も
、
死
後
生
存

や
死
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
可
能
性
と
い
う
テ
ー
マ
を
「
科
学
的

に
」
証
明
す
る
と
い
う
動
機
か
ら
、
臨
終
期
視
像
に
注
目
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
近
年
の
新
潮
流
は
、
ホ
ス
ピ
ス
・
ケ
ア
を
前
提

に
、
患
者
や
家
族
を
い
か
に
ケ
ア
す
る
か
と
い
う
課
題
に
導
か
れ
な
が
ら

臨
終
期
視
像
に
関
心
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
一
九
九
二
年
に
出
版
さ
れ
た
Ｍ
・
キ
ャ
ラ
ナ

ン
と
Ｐ
・
ケ
リ
ー
『
死
ぬ
瞬
間
の
言
葉
』
で
、
そ
の
後
い
く
つ
も
、
こ
の

ｎ
＝
二
二
六
）」
と
た
ず
ね
た
。
す
る
と
回
答
状
況
は
、「
家
族
」
が
八
五

％
、「
看
護
師
」
三
一
％
、「
ケ
ア
マ
ネ
・
ヘ
ル
パ
ー
」
二
四
％
、「
医
師
」

二
二
％
、「
知
人
・
友
人
」
一
二
％
、「
誰
に
も
話
し
て
い
な
い
」
七
％
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
患
者
の
「
お
迎
え
」
体
験
に
気
づ
い
た
、
あ
る
い

は
患
者
か
ら
直
接
打
ち
明
け
ら
れ
た
の
は
主
介
護
者
で
あ
る
家
族
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
主
介
護
者
が
、
こ
の
こ
と
を
話
す
相
手
も
ま
た
家
族

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
お
迎
え
」
体
験
の
打
ち
明
け
話
が
さ
れ
る
圏
内

に
、
訪
問
頻
度
が
高
く
、
患
者
・
家
族
と
接
す
る
機
会
も
時
間
も
多
い
人

た
ち
も
含
ま
れ
る
場
合
が
一
定
の
割
合
で
見
出
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、

自
宅
で
、
患
者
と
家
族
が
病
院
に
比
べ
て
気
兼
ね
せ
ず
、
訪
問
ス
タ
ッ
フ

に
「
お
迎
え
」
体
験
や
不
思
議
な
出
来
事
の
打
ち
明
け
話
を
し
て
い
る
様

子
も
う
か
が
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
調
査
範
囲
の
地
域
で
の
在
宅
緩
和

ケ
ア
の
担
い
手
た
ち
の
、
話
の
受
け
と
め
方
に
も
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ケ
ア
の
担
い
手
た
ち
が
、「
お
迎
え
」
体
験
が
看
取

り
の
現
場
で
の
経
験
上
よ
く
あ
る
出
来
事
と
知
っ
た
上
で
、
こ
う
し
た
打

ち
明
け
話
に
肯
定
的
に
聞
く
耳
を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
患
者
や
家
族

か
ら
「
お
迎
え
」、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
不
思
議
な
出
来
事
が
話
題
と

し
て
出
さ
れ
た
時
、
否
定
的
な
態
度
を
と
る
こ
と
な
く
話
し
相
手
に
な
っ

て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
用

い
て
い
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
話
題
の
幅
が
広
が
り
、
患
者
や

家
族
か
ら
の
信
頼
が
得
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
患
者
や
家
族
の
打
ち
明
け
話
も
多
様
で
あ
っ

た
。
患
者
と
家
族
の
体
験
と
そ
の
受
け
と
め
ら
れ
方
も
、
話
さ
れ
る
「
お

迎
え
」
の
内
容
も
、
一
義
的
な
も
の
で
は
な
く
か
な
り
幅
が
認
め
ら
れ

た
。
さ
ら
に
は
、
家
族
に
も
話
さ
れ
な
い
「
お
迎
え
」
体
験
を
、
聞
く
耳
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ほ
ど
の
影
響
力
を
有
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
し
か
し

同
時
に
、
こ
う
し
た
研
究
の
登
場
自
体
が
こ
の
伝
統
的
価
値
観
を
め
ぐ
る

社
会
的
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
事
実
、
ホ
ス
ピ
ス
・
ケ
ア

の
現
場
で
は
、
人
々
の
有
す
る
宗
教
的
価
値
観
が
ま
す
ま
す
多
様
に
な
る

中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
チ
ャ
プ
レ
ン
で
あ
っ
て
も
伝
統
的
な
教
義
を
一
元
的

に
適
用
し
て
済
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
が
あ

り
、
臨
終
期
視
像
研
究
に
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ケ
ア
」
の
指
針
が
求
め

ら
れ
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
臨
終
期
視
像
研
究
の
新
潮
流
は
、
医
療
と
宗
教
に
よ
る
、

死
を
め
ぐ
る
二
重
の
専
門
家
支
配
と
そ
の
変
容
に
対
応
し
た
傾
向
と
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
宗
教
学
と
し
て
は
、
従
来
は
宗
教
的
な
問
題
と

さ
れ
て
き
た
事
柄
が
、
ケ
ア
の
問
題
と
さ
れ
、
ま
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
の
問
題
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
歴
史
的
経
過
の
中
に
、
自
ら
の
存
在
意

義
に
関
わ
る
問
い
を
見
い
だ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

悟
り
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

井
上
ウ
ィ
マ
ラ

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
の
中
で
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
概
念

に
出
会
い
、
仏
教
に
お
け
る
解
脱
（
煩
悩
と
い
う
束
縛
か
ら
の
解
放
）
や

悟
り
（
解
脱
す
る
際
の
内
的
な
洞
察
内
容
）
の
意
味
を
現
代
的
に
再
構
築

す
る
た
め
の
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（resilience

）
は
、「
跳
ね
返
る
、
弾
力
が
あ
る
、
病

気
や
逆
境
な
ど
か
ら
す
ぐ
に
立
ち
直
れ
る
、
回
復
力
が
あ
る
」
な
ど
の
意

味
を
持
つ
。
も
と
も
と
は
物
理
や
工
学
系
の
用
語
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で

は
生
態
学
や
社
会
学
な
ど
の
人
文
科
学
を
含
め
て
学
際
的
に
論
じ
ら
れ
る

書
と
同
様
の
ケ
ア
の
手
引
き
書
や
事
例
紹
介
を
含
ん
だ
本
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｐ
・
フ
ェ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
ら
に
よ
る
一
連

の
仕
事
を
筆
頭
に
、
日
本
を
含
め
た
各
国
で
、
よ
り
本
格
的
な
調
査
研
究

が
行
わ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
近
年
の
諸
研
究
が
共
通
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
は
、（
一
）臨
終

期
視
像
の
体
験
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
、（
二
）そ
こ
に
現
れ
る
も
の
は

既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
家
族
や
知
人
で
あ
る
こ
と
が
多
い
、（
三
）病
的
な

幻
覚
と
は
異
な
り
、
こ
の
体
験
の
多
く
は
苦
痛
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な

い
、（
四
）む
し
ろ
、
心
理
的
な
い
し
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
な
側
面
に
お

い
て
、
死
に
ゆ
く
本
人
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
う

る
、（
五
）特
定
の
宗
教
と
の
関
わ
り
は
限
定
的
で
あ
る
、
と
い
っ
た
事
柄

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
ホ
ス
ピ
ス
・
ケ
ア
を
意
識
し
た
一
連
の
手
引
き
書
や
諸
研
究
が

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
臨
終
期
視
像
の
「
正
常
化
（norm

aliza-
tion

）」
で
あ
る
。
英
米
圏
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
あ
え
て
「
正
常
化
」
を

訴
え
る
べ
き
背
景
に
は
、
一
方
に
は
臨
終
期
視
像
を
脳
神
経
上
の
疾
患
に

起
因
す
る
幻
覚
と
す
る
精
神
医
学
的
還
元
主
義
、
他
方
に
は
死
者
の
現
れ

を
悪
と
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
伝
統
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
よ
う
（
Ｔ
・

ウ
ォ
ル
タ
ー
）。

　

臨
終
期
視
像
研
究
の
新
潮
流
は
、
死
の
過
程
を
ケ
ア
の
対
象
と
す
る
ホ

ス
ピ
ス
・
ケ
ア
の
普
及
を
前
提
と
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
視
像
体

験
を
病
的
な
幻
覚
と
す
る
見
方
に
抗
う
も
の
で
あ
る
点
で
、
い
わ
ゆ
る

「
死
の
医
療
化
」
に
対
し
て
両
義
的
な
立
場
に
あ
る
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
伝
統
に
関
し
て
は
、
近
年
の
臨
終
期
視
像
研
究

は
、
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
こ
の
伝
統
が
意
外
に
お
も
え
る
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瞑
想
に
よ
っ
て
脳
の
組
成
が
変
化
す
る
神
経
可
塑
性
が
証
明
さ
れ
て
い

る
。

　

瞑
想
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
解
脱
に
は
四
段
階
あ
り
、
そ
の
第
一
段
階

は
聖
者
の
流
れ
に
入
る
と
い
う
意
味
で
預
流
と
呼
ば
れ
る
。
預
流
に
達
す

る
た
め
の
条
件
は
以
下
の
三
つ
の
束
縛
を
超
え
る
こ
と
で
あ
る
。
一
、
自

分
の
身
体
を
自
分
の
所
有
物
だ
と
思
い
込
む
こ
と
。
二
、
社
会
宗
教
的
な

儀
礼
や
慣
習
へ
の
こ
だ
わ
り
。
三
、
修
行
法
や
生
き
方
に
関
す
る
疑
い
。

こ
れ
ら
を
超
え
る
と
次
の
よ
う
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
一
、
自
ら
の

有
限
性
を
受
容
し
、
死
へ
の
不
安
に
向
か
い
合
え
る
。
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
、
真
の
意
味
で
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
不
安

や
恐
怖
に
お
び
え
て
い
る
他
者
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
。
二
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
儀
礼
の
本
質
を
洞
察
し
、
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
を
創

出
し
て
人
々
が
集
っ
て
な
す
べ
き
本
質
に
具
体
的
な
形
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
三
、
外
的
権
威
に
依
存
す
る
こ
と
の
な
い
自
己
信
頼
感
を
獲
得

し
、
自
ら
の
感
覚
を
頼
り
と
し
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
創
造
的
に
生
き
抜

く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
は
不
確
実
な
現
実
世
界
を
自
ら
の
経
験
と
感
覚
を
頼
り

と
し
て
創
造
的
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
人
生
の
危
機
を
成
長
へ
の
機
会
に

変
容
さ
せ
て
し
な
や
か
に
生
き
抜
い
て
ゆ
く
能
力
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
存
在
は
社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
の
要
と
な

り
、
宗
教
が
社
会
貢
献
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
。

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
温
暖
化
現
象
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
人
類
の
営
み

が
地
球
の
生
態
系
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
災
害
や
大
混
乱
な
ど
予
想
で

き
な
い
出
来
事
を
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
複
雑
性
、
相

互
依
存
性
そ
し
て
不
確
実
性
と
向
か
い
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
に
、
自

然
治
癒
力
の
持
つ
意
味
を
あ
ら
た
め
て
吟
味
し
な
お
す
必
要
性
か
ら
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

被
災
地
で
は
神
楽
や
太
鼓
な
ど
の
伝
統
芸
能
が
復
興
の
基
軸
と
な
る
ケ

ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
葬
式
法
事
な
ど
の
宗
教
儀
礼
の
重
要
性
も
再
評
価

さ
れ
て
い
る
。
宗
教
、
神
話
、
伝
統
的
な
共
同
体
の
講
組
織
な
ど
は
自
然

災
害
や
戦
争
な
ど
の
逆
境
を
行
き
ぬ
く
た
め
の
集
団
レ
ベ
ル
で
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
の
社
会
的
・
文
化
的
な
装
置
で
あ
る
。

　

心
理
学
的
な
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
に
よ
る
と
、
個
人
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
る
内
的
因
子
と
し
て
は
自
尊
感
情
、
信
頼
感
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン

ス
、
楽
観
主
義
、
対
人
関
係
能
力
な
ど
が
あ
り
、
外
的
因
子
と
し
て
は
宗

教
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
、
モ
デ
ル
と
な
る
人
の
存
在
、
寄
り
添
っ
て
く
れ
る

人
の
存
在
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

プ
ラ
シ
ー
ボ
効
果
の
研
究
は
、
患
者
の
主
体
性
を
引
き
出
す
こ
と
を
基

軸
と
し
た
医
療
へ
の
シ
フ
ト
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
治
療

の
根
幹
は
患
者
の
自
然
治
癒
過
程
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
治
療
者
の
な
す

べ
き
こ
と
は
そ
の
過
程
が
ス
ム
ー
ス
に
進
む
た
め
の
安
全
な
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
に
あ
る
。
祈
り
や
瞑
想
も
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
に
貢
献
す
る
要
素
と
し
て
着
目
さ
れ
る
。

　

仏
教
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
（
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
）
は
ス
ト

レ
ス
緩
和
や
う
つ
の
再
発
予
防
に
効
果
を
挙
げ
、
認
知
行
動
療
法
や
医
療

の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
脳
科
学
の
研
究
か
ら
も
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し
か
し
、
よ
り
実
践
的
な
次
元
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
追
求
が
、
三
つ
の
論
理
に
よ
っ
て
環
境
保
護
活
動
に
接

続
さ
れ
て
い
る
事
例
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
社
会
運
動

を
「
自
己
防
衛
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
論
理
が
挙
げ
ら
れ
る
。
シ
ー
ド
や

フ
ォ
ア
マ
ン
と
い
っ
た
活
動
家
は
、
保
護
活
動
を
自
己
実
現
に
よ
っ
て
同

一
化
し
た
新
し
い〈
自
己
〉＝
自
然
を
守
る
運
動
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
こ
の
論
理
か
ら
、
両
者
は
自
身
の
発
展
を
最
大
化
す
る
た
め
の
行
為

と
し
て
保
護
活
動
に
臨
ん
で
い
る
。
第
二
に
、
社
会
運
動
を
自
己
実
現
の

た
め
の
儀
礼
と
し
て
位
置
づ
け
る
論
理
が
挙
げ
ら
れ
る
。
シ
ー
ド
、
ロ
ー

ゼ
ン
ヘ
ッ
ク
、
ラ
イ
ト
と
い
っ
た
活
動
家
は
、
こ
の
論
理
に
従
っ
て
、
活

動
時
に
歌
謡
や
身
体
技
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
運
動
を
「
儀
礼
化
」
し
て

い
る
。
第
三
に
、
自
己
実
現
を
達
成
す
る
適
切
な
場
を
用
意
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
論
理
が
挙
げ
ら
れ
る
。
バ
ー
グ
は
、
こ
の
論
理
に
従
っ
て
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
周
辺
に
自
己
実
現
の
容
易
化
を
目
的
と
し
た
地
域
共

同
体
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
自
然
農
法
の
訓
練
や
地
域
生

態
系
に
つ
い
て
の
講
義
に
加
え
て
、
地
域
通
貨
の
発
行
、
地
域
独
立
の
流

通
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
共
同
体
を
政
治
的
行
政
単

位
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
も
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
例
か
ら
は
、
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
に
お
い

て
は
、
自
己
実
現
と
い
う
私
的
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
探
求
が
、

「
自
己
防
衛
」、「
儀
礼
化
」、「
場
の
用
意
」
と
い
た
論
理
に
よ
っ
て
、
公

的
社
会
運
動
に
接
続
さ
れ
て
い
る
、
逆
に
言
え
ば
、
社
会
運
動
自
体
が
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
現
象
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
、
ブ
リ
コ
ラ

ー
ジ
ュ
的
な
宗
教
材
の
消
費
に
よ
っ
て
成
立
す
る
商
業
主
義
的
サ
ブ
カ
ル

デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
に
お
け
る
自
己
実
現
思
想

黒
田
純
一
郎

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
世
界
観
の
根
本
的
変
革
に
よ
る
環
境
問
題
の
解

決
を
主
張
す
る
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
は
、
北
米
を
は
じ
め
と
す

る
世
界
各
国
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
は
、
大
い
な

る
自
然
と
の
一
体
感
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
が
持
つ
固
有
の
価
値
な
ど
の
信
念

を
特
徴
と
す
る
こ
と
か
ら
、
主
と
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
の
文

脈
で
注
目
を
集
め
て
き
た
。
し
か
し
、
運
動
の
創
始
者
で
あ
る
ア
ル
ネ
・

ネ
ス
や
、
運
動
の
発
展
に
寄
与
し
た
ビ
ル
・
デ
ヴ
ァ
ル
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
セ

ッ
シ
ョ
ン
ズ
、
ジ
ョ
ン
・
シ
ー
ド
と
い
っ
た
活
動
家
に
よ
る
文
献
を
資
料

と
し
た
研
究
は
み
あ
た
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の

現
わ
れ
と
し
て
解
釈
し
う
る
の
か
、
し
う
る
と
す
れ
ば
こ
の
運
動
に
お
い

て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
社
会
運

動
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
本
発
表
で
は
以
上
の
点
に
つ
い
て
、

デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
の
中
核
的
な
理
念
で
あ
る
「
自
己
実
現

論
」
に
焦
点
を
お
い
て
考
察
し
た
い
。

　

デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、「
自
己
実
現
」
と
は
、
心
理

的
な
意
識
変
容
に
よ
っ
て
、
自
己
意
識
を
自
然
と
同
一
化
す
る
試
み
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
と
の
同
一
化
は
、
瞑
想
や
身
体
技
法
の
実
践
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
個
人
は
よ
り
高
い
次
元
に
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
癒
し
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
み

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
信
念
と
実
践
に
対
す
る
考
え
方
に
は
、
私

的
充
足
を
目
指
す
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
特
徴
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
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が
簡
便
化
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
実
質
的
に
宗
教
団
体
で
は
な
い
も
の
が

宗
教
法
人
格
を
取
得
し
、
宗
教
法
人
に
対
す
る
非
課
税
措
置
が
悪
用
さ
れ

る
と
い
う
弊
害
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
世
間
の
非
難
を
買
う
と
こ

ろ
と
な
り
、
こ
れ
を
一
因
と
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
に
宗
教
法
人
法
が
施

行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
宗
教
団
体
で
は
な
い
も
の
が
容
易
に
宗
教
法
人

格
を
取
得
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
宗
教
法
人
法
が
施
行

さ
れ
た
以
降
も
、
宗
教
法
人
に
対
す
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
は
世
間
の
注

目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
税
制
上
に
お
い
て
優
遇
措

置
が
と
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
宗
教
法
人
は
公
益
性
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
よ
っ
て
宗
教
法
人
に
は
公
益
性
が
要
請
さ
れ
る
、
と
す
る
論
理

は
、「
宗
教
法
人
の
公
益
性
」
言
説
の
類
型
の
一
つ
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ

の
言
説
が
誕
生
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

戦
前
、
と
く
に
戦
時
期
に
お
い
て
は
「
公
益
」
が
指
し
示
す
と
こ
ろ
は

明
確
で
あ
り
、
当
時
の
宗
教
団
体
法
の
も
と
で
の
公
益
性
も
、「
国
益
」

に
資
す
る
と
い
う
意
味
以
外
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
ゆ
え
、
明
確
で
あ
っ

た
。
し
か
し
戦
後
と
な
り
、
戦
前
に
お
け
る
公
益
概
念
の
明
確
さ
（
＝
国

益
）
と
は
異
な
り
、
戦
後
の
公
益
概
念
は
不
明
確
で
抽
象
的
と
な
っ
た
。

当
然
に
宗
教
法
人
の
公
益
性
も
ま
た
不
明
確
と
な
っ
た
が
、
宗
教
法
人
に

対
す
る
非
課
税
措
置
は
残
存
し
た
。
宗
教
法
人
令
の
も
と
で
は
、
こ
の
非

課
税
措
置
を
濫
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
対
処
と
す
る
と
い
う
側

面
も
あ
り
、
宗
教
法
人
法
が
成
立
し
た
。
そ
こ
で
は
法
人
格
の
取
得
の
ハ

ー
ド
ル
を
上
げ
る
こ
と
で
、
非
課
税
措
置
の
濫
用
を
防
止
し
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
、
宗
教
法
人
に
対
す
る
非
課
税
措
置
は
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、

非
課
税
措
置
の
根
拠
付
け
は
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

「
宗
教
法
人
の
公
益
性
」
言
説
が
、
宗
教
法
人
が
な
ぜ
非
課
税
措
置
を
享

チ
ャ
ー
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
き
わ
め
て
私
事
化
さ
れ
た
宗
教
性
と
し
て

規
定
す
る
理
解
に
再
考
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
一
般
的
に

は
、
個
人
化
す
る
社
会
に
あ
っ
て
、
宗
教
が
ふ
た
た
び
公
共
圏
へ
の
関
与

を
強
め
る
契
機
の
ひ
と
つ
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
は
、
人
口
統
制
を
も
視
野

に
入
れ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
生
命
至
上
主
義
、
暴
力
的
行
為
を
も
辞
さ
な
い

過
激
主
義
と
い
っ
た
「
危
う
さ
」
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
公
共
圏
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

注
意
深
く
観
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
宗
教
法
人
の
公
益
性
」
言
説
の
誕
生

竹
内　

喜
生

　
「
宗
教
法
人
の
公
益
性
」
に
関
す
る
議
論
が
日
本
の
宗
教
界
に
お
い
て

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
る

背
景
に
は
新
公
益
法
人
制
度
の
施
行
に
よ
る
制
度
的
側
面
に
呼
応
し
て
い

る
と
い
う
背
景
も
あ
る
が
、
宗
教
法
人
の
公
益
性
が
社
会
か
ら
問
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
対
す
る
宗
教
界
の
応
答
と
い
う
背
景
も
あ
る
。

　
「
宗
教
法
人
の
公
益
性
」
と
い
う
言
説
自
体
は
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

日
本
に
お
い
て
、
宗
教
団
体
に
法
人
格
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
十
四
年
公
布
、
翌
年
施
行
さ
れ
た
宗
教
団
体
法
以
降
の
こ
と
で

あ
る
。
戦
後
、
宗
教
団
体
法
の
廃
止
に
伴
い
、
宗
教
法
人
令
が
施
行
さ
れ

た
。
こ
の
宗
教
法
人
令
の
下
で
は
、
戦
前
の
国
家
に
よ
る
宗
教
統
制
に
対

す
る
反
省
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
宗
教
政
策
か
ら
、
宗
教
に
対
す
る
規
制
を
極

力
排
除
す
る
こ
と
が
至
上
命
題
と
さ
れ
、
宗
教
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
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に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
は
一
九
七
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
』
で
、
フ
ー
コ
ー
と
グ
ラ
ム
シ
の
思
想
の
類
似
点
に
着
目
し
、

「
コ
ロ
ニ
ア
ル
言
説
分
析
」
と
い
う
全
く
新
し
い
学
問
分
野
を
確
立
し
た
。

サ
イ
ー
ド
が
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
で
展
開
し
た
言
説
分
析
は
、
近
代

に
植
民
地
と
い
う
か
た
ち
で
西
洋
の
支
配
を
受
け
、
独
立
後
も
グ
ロ
ー
バ

ル
資
本
主
義
の
影
響
下
で
経
済
的
、
そ
し
て
文
化
的
な
支
配
か
ら
完
全
に

自
由
に
な
っ
て
い
な
い
国
々
の
知
識
人
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
さ
ら
に
は

「
人
種
」
や
言
語
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、「
非
西
洋
」
と
烙
印
を
押
さ
れ

る
知
識
人
に
、
彼
ら
が
お
か
れ
て
い
る
ネ
オ
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
現
状
を
批

判
的
に
考
察
す
る
新
し
い
手
段
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
の
神
学
に
よ
る
受
容
は
聖
書
学
に
始
ま
っ

た
。
ま
ず
、
聖
書
と
い
う
書
物
と
そ
の
解
釈
が
植
民
地
支
配
、
帝
国
主
義
、

ま
た
ネ
オ
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
文
脈
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
か
を
批
判
的
に
指
摘
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
西
洋
の
啓

蒙
主
義
に
根
ざ
し
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
言
説
に
有
利
に
働
く
こ
と
が
多
い

「
超
越
」
と
い
う
概
念
は
注
意
深
く
検
証
さ
れ
る
。
聖
書
解
釈
学
の
分
野

で
は
、
歴
史
的
背
景
を
客
観
的
に
検
証
す
れ
ば
、
テ
キ
ス
ト
の
「
意
味
」

に
た
ど
り
着
く
と
い
う
、
普
遍
神
話
が
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
に
よ
る

批
判
の
対
象
と
な
る
。
聖
書
学
で
の
こ
う
し
た
流
れ
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

批
評
、
解
放
の
神
学
、
文
脈
化
神
学
に
も
拡
が
り
を
見
せ
た
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
「
女
性
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
い
わ

ゆ
る
第
１

、
第
２

世
界
の
女
性
と
一
括
り
に
さ
れ
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

の
視
線
に
晒
さ
れ
な
が
ら
彼
ら
に
代
弁
さ
れ
て
き
た
第
３

世
界
の
女
性
の

間
の
力
の
不
均
衡
を
理
論
化
し
た
。
解
放
の
神
学
、
文
脈
化
神
学
で
は
、

受
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
批
判
的
な
文
脈
に
お
い
て
、
昭
和
五
〇
年
代

か
ら
昭
和
六
〇
年
代
に
誕
生
し
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
米
国
と
比
較
す
る
こ
と
で
よ
り
明
確
と
な
る
。
日
本
と

米
国
で
は
、
宗
教
法
人
の
非
課
税
措
置
の
濫
用
へ
の
対
処
の
相
違
が
存
在

し
た
。
日
本
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
米
国
は
、
内
国
歳
入
法
に
お
い

て
免
税
団
体
の
規
定
に
要
件
を
重
加
し
て
ゆ
く
こ
と
で
対
処
し
た
。
そ
れ

は
同
時
に
公
益
性
を
担
保
す
る
こ
と
へ
の
対
処
で
も
あ
っ
た
。
米
国
で

は
、
宗
教
団
体
は
公
益
性
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
公
益
性
に
疑
義
を
挟
む
余
地
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
規
定

に
要
件
が
重
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
米
国
に
お
い
て
は
、
宗
教
団
体
に
対

す
る
免
税
根
拠
は
、
国
家
の
代
替
的
役
割
に
よ
る
対
価
と
し
て
の
免
税
、

つ
ま
り
は
、
宗
教
団
体
の
有
す
る
公
益
性
・
公
益
的
役
割
の
ゆ
え
の
免
税

と
い
う
こ
と
が
明
確
ゆ
え
に
、
日
本
の
よ
う
に
、「
宗
教
法
人
の
公
益
性
」

は
問
題
と
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、「
宗
教
法
人
の
公
益
性
」
言
説
は
、
昭
和
五
〇
年
代
か
ら
昭

和
六
〇
年
代
に
誕
生
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
宗
教
法
人
令
か
ら
宗
教
法

人
法
へ
と
変
遷
す
る
際
に
、
宗
教
法
人
の
非
課
税
措
置
の
濫
用
の
対
処
と

し
て
法
人
格
の
取
得
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
の
み
で
、
非
課
税
措
置
の
根

拠
付
け
を
行
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
語
る
こ
と
が
で
き
る
か

村
山　

由
美

　

今
回
の
発
表
で
は
主
に
英
語
圏
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
神
学
の

現
状
を
概
観
し
た
後
、
そ
の
課
題
と
、
特
に
日
本
と
い
う
文
脈
で
ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
ル
神
学
が
語
ら
れ
る
際
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
い
く
つ
か
の
点
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対
話
か
ら
行
動
へ 

│
│ 

若
者
と
宗
教
多
元
主
義
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

│
│

山
梨
有
希
子

　

宗
教
間
対
話
は
そ
の
時
代
背
景
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り
、
形
を

変
え
な
が
ら
現
在
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
過

去
の
歴
史
に
対
す
る
神
学
的
な
問
い
を
め
ぐ
っ
て
、
具
体
的
に
は
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
が
ど
の
程
度
関
係
し
て
い
る
の
か
を
問
う

形
で
、
社
会
の
世
俗
化
が
進
み
宗
教
離
れ
が
進
ん
だ
時
代
に
は
同
様
の
悩

み
を
抱
え
る
他
宗
教
と
、
そ
し
て
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
き
た
時
に
は

宗
教
の
対
立
を
克
服
し
世
界
に
平
和
を
構
築
す
る
た
め
に
諸
宗
教
は
対
話

を
行
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
対
話
テ
ー
マ
に
変
化
は
あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
の
宗

教
間
対
話
は
基
本
的
に
は
神
学
者
の
間
、
あ
る
い
は
宗
教
的
リ
ー
ダ
ー
の

間
で
の
議
論
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
洞
察
が
広
く

一
般
に
膾
炙
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
そ
の
状
況
は
こ
の
一
〇
年

ほ
ど
の
間
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の
だ
が
、
一
番
の
大
き
な
変
化
は
対
話
の

主
役
が
一
般
信
徒
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
明

確
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
信
仰
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
よ
り
も
市
民
あ

る
い
は
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
は
あ
る
が
私
は
私
と
し
て
」
と
い
う
ス
タ
ン

ス
を
重
視
す
る
人
々
が
、
世
界
平
和
と
い
う
よ
り
も
自
分
の
生
活
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
都
市
、
町
、
あ
る
い
は
大
学
な
ど
）
内
で
の
平
和
的
共
存

に
意
識
を
む
け
て
宗
教
間
対
話
・
協
働
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

語
る
主
体
が
問
題
に
さ
れ
、「
貧
し
い
人
々
」
や
「
有
色
人
種
」
と
い
っ

た
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
ク
イ
ア
理
論
に
よ
っ
て
脱
構
築
さ
れ
る

と
同
時
に
、
解
放
の
神
学
の
思
想
的
支
柱
で
あ
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
近
代

啓
蒙
主
義
的
前
提
を
指
摘
し
、
神
学
が
社
会
正
義
に
つ
い
て
述
べ
る
際
の

姿
勢
を
改
め
て
考
慮
す
る
必
要
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
が
用
い
ら
れ
る
際
に
避
け
て
通
る
事

が
出
来
な
い
の
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
主
体
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
は

ネ
オ
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
は
地
理
的
、
人
種
的
、
言
語
的
に
欧

米
に
対
し
て
の
「
他
者
性
」
を
も
つ
が
、
歴
史
的
に
は
台
湾
と
韓
国
を
自

国
の
植
民
地
と
し
て
支
配
し
た
側
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
今
日
の
東
ア
ジ

ア
の
国
際
関
係
に
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。「
日
本
」
は
ア
ジ
ア
に
対

す
る
支
配
の
歴
史
と
現
在
に
ま
で
至
る
「
非
西
洋
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
の
両
方
が
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
の
対
象
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と

言
え
る
。

　
「
日
本
」
の
過
去
と
現
在
を
批
判
的
考
察
す
る
上
で
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
神
学
の
役
割
は
、
第
一
に
神
学
の
分
野
で
の
自
己
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム
、
お
よ
び
本
質
主
義
を
指
摘
し
、
見
抜
く
事
に
あ
る
。
神
学
が
文
脈
化

す
る
際
の
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
自
己
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
同
時
に
退
け

る
為
の
打
開
策
は
、「
過
去
」
と
「
現
在
」
の
狭
間
で
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
な

も
の
と
「
伝
統
的
」
な
社
会
構
造
の
両
方
を
批
判
的
に
と
ら
え
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
十
四
部
会
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自
ら
の
属
す
宗
教
の
経
典
・
儀
礼
・
価
値
観
を
自
分
が
い
か
に
実
践
し
て

い
る
か
を
語
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
価
値
を

共
有
し
て
い
く
。
③
難
民
の
子
供
に
勉
強
を
教
え
る
な
ど
の
奉
仕
活
動
を

と
も
に
行
う
。
そ
し
て
自
分
が
こ
う
し
た
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
信
仰
が
ど
の
程
度
自
分
を
イ
ン
ス
パ
イ
ア
し
て
く
れ

た
の
か
を
明
確
な
言
葉
で
表
し
て
み
る
。
こ
の
三
段
階
を
経
る
と
、
諸
宗

教
の
若
者
た
ち
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
次
の
三
段
階
で
最
終
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
に
ま
で
高
め
て

い
く
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
④
公
園
清
掃
な
ど
の
社
会
奉
仕
活
動
を
お
こ
な

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
信
仰
上
の
確
信
の
も
と
そ
れ
を
行
っ
て
い

る
か
を
学
び
、
⑤
諸
宗
教
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
①
か
ら
④
ま
で
の
過
程

を
実
施
す
る
ス
キ
ル
を
訓
練
し
、
⑥
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
若
者
か
ら
な
る

対
話
組
織
を
作
り
だ
す
の
で
あ
る
。

修
復
的
司
法
と
宗
教
多
元
主
義

本
間　

美
穂

　
「
修
復
的
司
法Restorative Justice

」
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
北

米
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
メ
ノ
ー
派
の
運
動
に
起
源
を
有
し
、
先
住
民
族

の
伝
統
的
儀
礼
を
取
り
入
れ
な
が
ら
発
展
し
た
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
正

義
の
あ
り
方
を
求
め
る
思
想
・
運
動
で
あ
る
。
修
復
的
司
法
は
、
西
洋
近

代
的
刑
事
司
法
を
「
応
報
的
司
法retributive justice

」
で
あ
る
と

規
定
し
て
批
判
し
、
犯
罪
を
加
害
者
、
被
害
者
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

問
題
と
し
て
捉
え
、「
被
害
者
―
加
害
者
間
対
話
」
等
の
実
践
を
通
じ
て

当
事
者
ら
の
関
係
修
復
を
目
指
し
、
新
し
い
紛
争
解
決
の
あ
り
方
を
提
示

す
る
。
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
実
践
が
盛
ん
だ

　

そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
宗
教
間
対
話
の
場
を
も
う
け
る
主
体
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
主
体
は
各

宗
教
で
あ
り
、
対
話
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
さ
ま
ざ
ま
に
作
成
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
内
容
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
仏
教
の
お
葬
式
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
時
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
べ
き
か
」
と
い
っ
た
Ｑ
＆
Ａ
や

「
十
分
に
相
手
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た
注
意
事
項
が
主
な

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
上
述
の
変
化
を
受
け
、
対
話
の
場
を
設
定
す
る

の
は
特
定
の
宗
教
の
立
場
に
た
た
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
平
和
構
築

を
目
指
し
て
活
動
す
る
民
間
団
体
と
な
り
、
そ
れ
が
提
供
す
る
の
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
な
く
宗
教
間
対
話
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
踏
む
べ
き
六

つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
示
し
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
と
姿
が
変
わ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
多
数
の
こ
う
し
た
民
間
団
体
の
う
ち
の

一
つ
、Interfaith youth Core

を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
イ
ン
ド
系

ア
メ
リ
カ
人
で
ム
ス
リ
ム
の
男
性
が
立
ち
上
げ
た
こ
の
Ｉ
Ｆ
Ｙ
Ｃ
で
は
宗

教
間
対
話
に
お
い
て
三
つ
の
点
を
重
視
す
る
。
①
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
強
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
理
解
を

促
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
共
通
前
の
た
め
に
協
力
し
て
奉
仕
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
実
施
す
る
た
め
に
六
段
階
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。
①
Ｉ
Ｆ
Ｙ
Ｃ
の
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
信
仰
団
体
の
礼
拝
所
に
赴

き
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
（
相
手
の
礼
拝
所

で
話
を
す
る
こ
と
は
、「
あ
な
た
の
宗
教
の
文
脈
の
中
で
あ
な
た
た
ち
の

こ
と
を
知
り
た
い
の
だ
」
と
い
う
意
思
を
暗
黙
裡
に
示
す
の
に
有
効
で
あ

る
）。
②
そ
の
団
体
の
若
者
の
参
加
を
得
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
、
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の
霊
性
的
根
源T
he Spiritual R

oots of R
estorative Justice

』
は
、

多
元
主
義
的
に
修
復
的
司
法
を
探
求
し
た
最
初
期
の
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
編
者
の
Ｍ
・
ハ
ー
ド
リ
ィ
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
「
主
要

な
諸
宗
教
が
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
、
伝
統
、
実
践
の
中
で
、
刑
事
司
法
、
特

に
修
復
的
司
法
に
つ
い
て
何
を
語
っ
て
い
る
か
」
を
調
査
す
る
国
際
的
・

学
際
的
な
研
究
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
リ
ィ
は
、
宗
教
的
伝
統
が
和
解
と
癒
し

の
原
理
を
主
張
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
刑
事
司
法
で
は
可
罰
的
・
応

報
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
代
の
犯
罪
対
処
に
伴
う
危

機
を
招
い
て
い
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
そ
の
上
で
、
悔
改
、
赦
し
、
和

解
と
い
う
原
理
を
も
ち
、
霊
性
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
修
復
的
司
法
を
見

出
し
、
超
国
家
的
な
正
義
や
平
和
を
探
求
す
る
。
同
書
は
、
各
宗
教
を
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
る
な
ど
多
元
主
義
た
る
こ
と
に
配
慮
し
つ
つ
、

各
宗
教
（
特
に
そ
の
宗
教
法
）
の
中
に
修
復
的
司
法
と
の
類
似
点
を
見
出

し
て
指
摘
す
る
。
同
書
に
お
い
て
も
修
復
的
司
法
の
キ
リ
ス
ト
教
中
心
的

性
格
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
方
向
性
に
宗
教
多
元
主
義
的
な
展
開
の

契
機
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
際
、
修
復
的
司
法
の
重
要
な
構

成
要
素
で
あ
る
赦
し
、
和
解
、
慈
悲
、
癒
し
、
非
暴
力
と
い
っ
た
一
連
の

観
念
が
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
普
遍
的
か
否
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
修
復
的
司
法
思
想
の
中
に
は
、
①
司
法
（
正
義
）

は
宗
教
（
霊
性
）
に
基
づ
く
、
②
宗
教
（
霊
性
）
の
本
質
は
修
復
的
で
あ

る
、
③
信
仰
に
も
と
づ
い
て
修
復
的
な
司
法
（
正
義
）
の
実
現
を
め
ざ
す

べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
。
宗
教
や
霊
性
と
の

関
係
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
世
界
各
地
で
修
復
的
司
法
の
実
践
を
考
慮
す

る
に
あ
た
っ
て
重
要
視
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

が
、
二
〇
〇
二
年
に
国
連
に
て
「
刑
事
事
象
に
お
け
る
修
復
的
司
法
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
活
用
に
関
す
る
基
本
原
則
」
が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
思
想
・
運
動
と
な
っ
て
い
る
。
修
復
的
司
法
は
、
刑
事
司
法
関
連
の

領
域
の
他
、
政
治
学
、
法
人
類
学
、
教
育
学
、
福
祉
学
等
で
も
扱
わ
れ

る
。
現
行
刑
事
司
法
と
の
適
合
性
や
、
実
践
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
過
程
で
生

ず
る
問
題
点
等
に
議
論
が
集
中
し
て
い
る
。
一
方
、
修
復
的
司
法
が
キ
リ

ス
ト
教
メ
ノ
ー
派
の
活
動
を
起
源
と
し
て
有
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
修
復
的
司
法
と
宗
教
や
霊
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

修
復
的
司
法
の
古
典
と
さ
れ
る
『
修
復
的
司
法
と
は
何
かChanging 

lenses: A
 new

 focus for crim
e and justice

』
の
中
で
、
著
者
Ｈ
・

ゼ
ア
は
、
応
報
的
司
法
か
ら
修
復
的
司
法
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
唱
え

て
い
る
。
彼
は
、
参
照
す
べ
き
方
向
性
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
司
法
」

と
「
契
約
の
司
法
」
を
挙
げ
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
ゼ
ア
は
、
聖
書
の
中

に
は
修
復
的
な
章
句
と
応
報
的
な
章
句
が
見
出
せ
る
が
、
全
体
的
に
見
る

な
ら
ば
シ
ャ
ロ
ー
ムShalom

と
契
約
が
鍵
で
あ
り
、
聖
書
の
司
法
（
正

義
）
は
応
報
的
と
言
う
よ
り
も
修
復
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
キ
リ
ス
ト

教
信
仰
に
基
づ
い
た
修
復
的
司
法
を
求
め
る
提
唱
者
の
主
張
を
簡
略
化
し

て
示
す
な
ら
ば
、
応
報
的
司
法
の
根
源
に
は
、「
応
報
的
に
解
釈
さ
れ
た

キ
リ
ス
ト
教
」
が
あ
り
、
修
復
的
司
法
の
根
源
に
は
「
修
復
的
に
解
釈
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
」
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
応
報
的
司
法
か
ら
修
復
的
司

法
へ
転
換
を
求
め
る
声
の
背
後
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
応
報
的
で
は
な
く

修
復
的
解
釈
す
る
こ
と
へ
の
希
求
が
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
修
復
的
司
法
に
は
キ
リ
ス
ト
教
と
の
深
い
関
係
が
見
い

だ
せ
る
が
、
宗
教
多
元
主
義
的
な
探
求
の
試
み
も
あ
る
。『
修
復
的
司
法
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に
、
立
正
佼
成
会
及
び
立
正
佼
成
会
が
関
わ
る
対
話
組
織
の
影
響
が
非
常

に
大
き
い
。

　

日
本
に
お
い
て
多
種
多
様
な
対
話
集
会
が
可
能
と
な
る
理
由
と
し
て
、

し
ば
し
ば
「
日
本
独
自
」
の
風
土
や
文
化
、
国
民
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
宗

教
が
伝
統
的
に
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
や
日
本
人
が
複
数
の
宗
教
的
儀

礼
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、
日
本
人
が
様
々
な
宗
教
に
対
し

て
「
寛
容
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
日
本
人
の
「
寛

容
さ
」
が
日
本
に
お
け
る
宗
教
間
対
話
を
可
能
に
し
て
い
る
と
す
る
議
論

が
あ
る
。
ま
た
、「
日
本
だ
け
が
ケ
ン
カ
せ
ず
、
活
発
な
宗
教
間
対
話
を

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
外
国
人
は
驚
く
」
と
い
う
言
説
を
、
宗
教
間
対
話

の
現
場
で
よ
く
耳
に
す
る
。

　

確
か
に
、
宗
教
間
対
話
が
日
本
に
お
い
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
理
由

の
一
つ
に
は
、
日
本
の
宗
教
風
土
、
精
神
が
影
響
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
、
そ
の
目
的
が
何
で
あ
れ
、
宗
教
間

対
話
（
組
織
）
自
体
は
戦
前
の
宗
教
政
策
の
影
響
や
「
宗
教
法
人
法
」
の

対
応
・
対
策
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
人
の

精
神
性
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て
宗
教
間
対
話
は
生
ま
れ
て

お
り
、
戦
前
戦
後
の
宗
教
政
策
（
戦
前
の
宗
教
統
合
政
策
や
戦
後
の
宗
教

法
人
令
か
ら
宗
教
法
人
法
へ
の
移
行
）
が
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
立
正
佼
成
会
な
ど
に
よ
る
宗
教
間
対
話
の

推
進
が
あ
り
、
既
存
の
超
宗
教
組
織
が
い
く
つ
も
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
影

響
に
よ
っ
て
も
生
ま
れ
、
継
続
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
お
け

る
宗
教
間
対
話
は
日
本
人
の
「
和
の
精
神
」
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
情
勢

や
他
の
組
織
と
の
影
響
関
係
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
理
解
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。

地
域
レ
ベ
ル
で
の
宗
教
間
対
話

武
藤　

亮
飛

　

宗
教
間
対
話
研
究
に
お
い
て
語
ら
れ
る
宗
教
間
対
話
の
目
的
は
、
①
地

球
規
模
の
問
題
解
決
、
②
世
界
平
和
、
③
宗
教
の
自
己
理
解
・
他
者
理

解
、
④
護
教
、
と
大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
行
わ

れ
て
い
る
地
域
レ
ベ
ル
で
の
宗
教
間
対
話
を
見
て
み
る
と
、
こ
れ
以
外
の

目
的
あ
る
い
は
要
請
理
由
が
見
え
て
く
る
。
特
に
重
要
な
の
は
宗
教
法
人

法
や
税
制
、
宗
教
政
策
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
、
地
域
名
を
冠
し
た
宗
教
間
対
話
が
様
々
な
地
域
で
行

わ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
目
的
は
大
き
く
分

け
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
や
社
会
貢
献
活
動
、
世
界
平
和
の
祈
り
、
宗
教
者
間

の
交
流
、
慰
霊
祭
、
宗
教
法
人
や
税
制
へ
の
対
応
と
分
け
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
指
摘
さ
れ
て
き
た
目
的
と
始
め
の
三
つ
は
合
致
す
る
。
慰
霊
祭
も
特
筆

す
べ
き
事
柄
と
言
え
る
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
宗
教
法
人
や
税
制
へ

の
対
応
で
あ
る
。

　

実
際
、「
宗
教
法
人
法
」
や
税
制
へ
の
対
応
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
対

話
集
会
や
、
戦
前
の
宗
教
政
策
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
対
話
集
会
が
存
在
す

る
。
そ
う
い
っ
た
対
話
集
会
と
し
て
群
馬
県
宗
教
団
体
連
合
会
や
東
京
都

宗
教
連
盟
、
神
奈
川
県
宗
教
連
盟
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
前
で
あ
れ
ば

宗
教
統
合
・
統
制
の
た
め
、
戦
後
で
あ
れ
ば
宗
教
法
人
法
や
税
制
へ
の
対

応
の
た
め
、
地
方
自
治
体
の
窓
口
と
し
て
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
宗
教
間
対

話
が
機
能
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
宗
教
間
対
話
に
と
っ
て
、
他
の
超
宗
教
・
超

宗
派
組
織
の
影
響
は
大
き
い
。
多
く
の
対
話
組
織
が
既
存
の
超
宗
教
・
超

宗
派
組
織
と
の
関
わ
り
や
影
響
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
特
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立
と
世
代
交
代
。
一
九
七
〇
年
代
指
紋
押
捺
撤
廃
運
動
な
ど
反
差
別

人
権
運
動
。
朝
鮮
半
島
、
在
日
社
会
の
南
北
の
緊
張
。

〇 

文
化
的
背
景
：
韓
国
に
お
け
る
「
民
族
文
化
」
の
政
府
・
反
政
府
側

の
争
奪
と
在
日
「
民
族
文
化
」
へ
の
取
り
入
れ
。
七
〇
年
代
在
日
学

生
運
動
の
文
化
的
転
換
。
民
族
学
校
、
公
立
校
で
の
民
族
教
室
。
日

朝
の
古
代
史
学
、
渡
来
人
史
研
究
の
進
展
。

② 

一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
代
：
民
族
ま
つ
り
の
増
加
・
広
が
り
・
多
様

化〇
大
阪
か
ら
京
阪
神
へ
そ
し
て
全
国
へ
展
開
。

〇 

多
文
化
・
地
域
共
生
の
ま
つ
り
へ
：
在
日
コ
リ
ア
ン
中
心
型
か
ら
、

日
本
人
参
加
型
、
市
民
グ
ル
ー
プ
協
働
型
、
教
員
主
導
型
、
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
主
体
型
、
自
治
体
イ
ベ
ン
ト
型
、
な
ど
。

③ 

二
〇
一
二
年
秋
：「
民
族
ま
つ
り
／
マ
ダ
ン　

全
国
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
実
施

　

四
〇
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
。
二
一
団
体
報
告
参
加
。
七
八
名
出
席
。

二
、
民
族
ま
つ
り
の
「
ま
つ
り
」
性

・ 

祝
祭
性
：「
集
合
的
沸
騰
」・「
歓
喜
」
に
よ
る
自
己
変
革
、
異
な
る
自

己
の
発
見
、「
や
み
つ
き
」
に
よ
る
継
続
性
、
中
心
メ
ン
バ
ー
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
、
地
域
で
の
定
着
、
承
認
。

・ 「
聖
」
性
：
聖
な
る
象
徴
的
実
在
と
し
て
の
「
民
族
」、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
再
確
認
の
核
。「
民
族
文
化
」
と
し
て
の
プ
ン
ム
ル
の
選
択
、
学

習
、
普
及
。「
聖
」
性
か
ら
多
文
化
選
択
性
に
。

・ 
無
償
性
：
民
族
性
あ
る
い
は
参
加
に
よ
る
自
己
変
革
、
自
己
表
現
、
相

互
承
認
、
結
合
。

三 

、
民
族
ま
つ
り
の
「
地
域
」
性
：
①
地
元
密
着
型
、
②
広
域
型
、
③
地

　

日
本
の
宗
教
政
策
と
宗
教
間
対
話
の
関
連
や
宗
教
間
対
話
同
士
の
影
響

関
係
は
、
宗
教
間
対
話
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

「
民
族
ま
つ
り
」
の
展
開
と
課
題

飯
田　

剛
史

　
「
民
族
ま
つ
り
」
を
、「
民
族
」
な
い
し
「
民
族
文
化
」
を
中
心
テ
ー
マ

と
し
て
、
公
共
の
場
で
催
さ
れ
る
ま
つ
り
、
と
定
義
す
る
。
本
研
究
は
、

協
力
者
と
と
も
に
調
査
と
運
動
参
加
を
通
し
て
「
民
族
ま
つ
り
」
の
形

成
、
展
開
、
現
状
お
よ
び
そ
の
社
会
的
、
文
化
的
意
義
を
解
明
し
た
い
。

本
年
は
四
年
に
わ
た
る
科
学
研
究
費
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
を
総
括
し
つ
つ
報
告
書
の
作
成
を
行
う
。

一
、
民
族
ま
つ
り
の
形
成
と
展
開

①
一
九
八
〇
年
代
：
在
日
コ
リ
ア
ン
に
よ
る
民
族
ま
つ
り
の
形
成

・ 

一
九
八
三
年
・
生
野
民
族
文
化
祭
（
二
〇
〇
二
年
終
了
）：
大
阪
市
生

野
区
に
お
い
て
、
公
立
小
学
校
校
庭
で
農
楽
（
プ
ン
ム
ル
）
な
ど
民
族

文
化
演
目
を
披
露
。
他
地
域
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。

・ 

一
九
八
五
年
・
ワ
ン
コ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
：
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た

音
楽
等
の
演
目
を
野
外
舞
台
で
表
現
。
韓
国
、
中
国
朝
鮮
族
、
ア
メ
リ

カ
の
グ
ル
ー
プ
も
参
加
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
活
動
も
行
う
。

・ 

一
九
九
〇
年
・
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ
：
古
代
の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人

の
パ
レ
ー
ド
と
聖
徳
太
子
に
よ
る
四
天
王
寺
で
の
出
迎
え
儀
式
を
ま
つ

り
で
再
現
す
る
。
在
日
金
融
機
関
の
主
唱
で
は
じ
ま
っ
た
が
、
多
く
の

在
日
お
よ
び
日
本
企
業
の
支
援
で
継
続
。

〇 

歴
史
的
背
景
：
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
在
日
の
生
活
基
盤
の
確
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米
の
タ
ミ
ル
系
移
民
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
も
研
究
対
象
に
加
え
、
昨
年
の
本

学
会
で
は
ド
イ
ツ
の
二
都
市
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
を
取
り
上
げ
発
表
を
行

っ
た
。
今
回
は
そ
の
後
に
調
査
し
た
カ
ナ
ダ
（
オ
ン
タ
リ
オ
州
ト
ロ
ン
ト

都
市
圏
）
の
事
例
を
加
え
て
比
較
考
察
を
行
う
。
昨
年
強
調
し
た
の
は
、

ド
イ
ツ
の
タ
ミ
ル
系
寺
院
の
殆
ど
は
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
ミ
ル
の
寺
院
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
内
戦
激
化
以
降
に
移
り
住
ん
だ
難
民
・
移
民
た
ち

が
信
者
の
殆
ど
を
構
成
す
る
。
カ
ナ
ダ
で
も
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
タ
ミ
ル
難
民
・
移
民
が
急
増
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
本
学
会
で
、
ド
イ
ツ
の
タ
ミ
ル
系
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
の
特
徴
と

し
て
以
下
の
八
点
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
①
複
合
寺
院
化
、
②
寺
院

間
の
関
係
性
の
稀
薄
さ
、
③
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
を
祀
る
寺
院
の
多
さ
、
④
規

模
の
相
対
的
小
さ
さ
、
⑤
イ
ン
ド
出
身
の
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
の
進
出
と
儀
礼

の
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
化
の
流
れ
、
⑥
寺
院
構
造
に
お
け
る
浄
不
浄
の
観
念

の
稀
薄
化
、
⑦
信
者
の
獲
得
・
囲
い
込
み
の
競
い
合
い
、
⑧
ス
リ
ラ
ン

カ
・
タ
ミ
ル
移
民
主
体
の
信
者
層
（
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
ミ
ル
人
で
固
ま
る

傾
向
）、
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
カ
ナ
ダ
の
タ
ミ
ル
系
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
の
特
徴
を
重
ね
合
わ

せ
る
と
、
多
く
の
項
目
に
つ
い
て
カ
ナ
ダ
の
場
合
に
も
当
て
嵌
ま
る
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
新
た
に
見
出
し
得
た
両
者
の
共
通
点
と
し
て
、
⑨

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
出
現
、
⑩
寺
院
の
拡
張
指
向
、
の
二
点
が
補

足
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
て
得
た
一
〇
項
目
は
、
③
や
⑨
を
除
き
、
ス
リ
ラ

ン
カ
・
タ
ミ
ル
に
独
特
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
ア
ジ
ア
を
含
む
タ
ミ
ル
系

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
一
般
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
タ
ミ
ル
人
地
域
に
元
来
ガ
ネ
ー
シ
ャ
を

祀
る
寺
院
が
多
い
（
全
体
の
約
三
四
％
）
の
に
由
来
す
る
。
⑨
は
、
難
民

域
拠
点
型

四
、
民
族
ま
つ
り
と
「
多
文
化
共
生
」

民
族
祭
り
の
公
共
性
獲
得
、
二
〇
〇
六
年
総
務
庁
「
多
文
化
共
生
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」

各
民
族
ま
つ
り
に
よ
る
「
多
文
化
共
生
」
の
多
様
な
受
け
と
め
か
た
。

①
積
極
派　

②
受
動
派
・
無
関
心
派　

③
抵
抗
派
（「
異
和
共
生
」

の
主
張
）

二
〇
一
〇
年
以
降
、
排
外
主
義
動
向
の
な
か
で
「
多
文
化
共
生
」
は
貴

重
な
拠
点
性
を
有
す
る
。

五 

、
民
族
ま
つ
り
の
課
題
：
今
後
の
継
続
、
展
開
の
可
能
性
。
後
継
者
、

予
算
、
自
治
体
、
地
域
と
の
関
係
、
多
様
化
、
拡
散
化
、
停
滞
化
。
消

費
さ
れ
る
「
民
族
」
文
化
。
排
外
的
運
動
と
の
関
係
な
ど
。
民
族
ま
つ

り
運
動
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
尊
重
、
寛
容
化
、
共
生
の
促
進
に

貢
献
し
う
る
か
。

六 

、
研
究
動
向
と
課
題　

民
族
ま
つ
り
研
究
は
い
か
に
し
て
民
族
ま
つ
り

運
動
に
寄
与
し
う
る
の
か
。

ス
リ
ラ
ン
カ
移
民
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院

│
│ 

カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
等
に
取
材
し
て 

│
│

山
下　

博
司

　

表
題
に
掲
げ
た
「
ス
リ
ラ
ン
カ
移
民
」
は
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
ミ
ル
系
の

移
民
を
指
す
。
一
九
八
三
年
の
内
戦
激
化
に
よ
り
大
量
発
生
し
世
界
に
離

散
し
た
北
部
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
タ
ミ
ル
人
の
こ
と
で
あ
る
。

　

筆
者
は
タ
ミ
ル
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
つ
い
て
、
主
に

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
移
民
集
団
を
対
象
に
調
査
し
て
き
た
。
昨
年
か
ら
、
欧
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ら
ガ
ネ
ー
シ
ャ
、
一
九
八
八
年
か
ら
ム
ル
ガ
ン
、
及
び
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
）
を

主
神
と
し
て
併
置
（
合
祀
）
す
る
稀
有
な
形
態
を
と
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
・

タ
ミ
ル
の
到
来
以
前
・
以
後
を
通
じ
て
イ
ン
ド
本
土
か
ら
の
移
住
者
が
継

続
的
に
流
入
す
る
カ
ナ
ダ
に
し
て
起
こ
り
得
る
現
象
と
言
え
る
。

ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
越
境
性 

│
│ 

韓
国
か
ら
日
本
へ
の
展
開 

│
│

野
口　

生
也

　

ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
と
は
、
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
世
界
中
で
急
成
長

し
て
い
る
聖
霊
主
義
的
な
キ
リ
ス
ト
教
運
動
の
総
称
で
あ
る
。
今
日
、
日

本
の
宗
教
景
観
を
変
え
つ
つ
あ
る
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
移
民
の
キ
リ
ス
ト
教
会

に
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
が
持
つ
内
的
な
特
徴
を
考
察
す
る
。
つ
い

て
は
、
海
外
の
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
研
究
の
成
果
を
参
考
に
し
、
ア
ジ

ア
の
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
象
徴
と
い
え
る
韓
国
ヨ
イ
ド
純
福
音
教
会

（
以
下
、
ヨ
イ
ド
教
会
）
の
日
本
に
お
け
る
展
開
を
事
例
と
し
て
取
り
上

げ
た
い
。

　

世
界
的
に
伸
展
す
る
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
次

の
二
人
の
人
類
学
者
の
見
解
が
参
考
に
な
る
。
サ
イ
モ
ン
・
コ
ー
ル
マ
ン

は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
説
明
す
る
た
め
に
三
つ

の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、（
一
）思
想
を
広
め
る
た
め
の
マ
ス

コ
ミ
の
利
用
、（
二
）世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
大
集
会
、
メ
ガ
チ
ャ
ー

チ
を
通
し
て
国
際
化
を
推
進
す
る
組
織
、（
三
）局
地
性
を
越
え
た
グ
ロ
ー

バ
ル
志
向
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ン
ド
レ
・
ド
ゥ
ル
ー
ガ
ー
ズ
は
、
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
文
脈
毎
の
多
様
性
を
認
識
し

つ
つ
も
、
大
ま
か
で
あ
る
が
共
通
す
る
特
徴
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ

の
大
量
発
生
が
一
九
八
三
年
以
降
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
ド
イ
ツ
と
カ
ナ
ダ
で
異
な
る
様
相
を
見
せ
る
二
項
目
（
④
と

⑥
）
は
、
移
民
先
ホ
ス
ト
社
会
の
事
情
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
④
の
寺
院
規
模
に
関
し
、
ド
イ
ツ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
が
、
数
少
な

い
例
外
（
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ハ
ム
市
の
カ
ー
マ

ー
ッ
チ
寺
院
）
を
除
き
、
至
っ
て
小
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
ド

イ
ツ
政
府
の
移
民
政
策
に
一
因
が
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
ミ
ル
の
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
は
、
ド
イ
ツ
国
内
に
現
在
四
五
〇
〇
〇
人
程
度
い
る
と
推
定

さ
れ
る
が
、
多
く
の
市
や
町
に
分
散
し
て
居
住
し
て
い
る
。（
タ
ミ
ル
人

に
限
ら
ず
）
民
族
集
団
ご
と
の
集
住
を
防
ぎ
、
彼
ら
の
政
治
的
団
結
を
阻

む
必
要
か
ら
、
そ
う
し
た
政
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
法
規
制

が
比
較
的
緩
や
か
で
、
移
民
審
査
中
も
職
に
就
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
ル
ー

ル
地
方
に
タ
ミ
ル
人
が
次
第
に
集
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺

院
の
ほ
ぼ
半
数
も
そ
の
地
域
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
規
模
寺
院

が
建
て
ら
れ
た
（
一
九
八
九
年
）
の
も
そ
の
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

カ
ナ
ダ
で
は
、
二
〇
万
人
以
上
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
人
口
が
オ
ン
タ
リ
オ
州

（
特
に
ト
ロ
ン
ト
都
市
圏
）
に
集
積
し
、
人
口
規
模
を
反
映
し
て
寺
院
の

規
模
も
相
対
的
に
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
寺
院
の
大
規
模
化
は
ア

ー
ガ
マ
的
儀
礼
の
厳
格
な
遵
守
を
伴
い
、
寺
院
空
間
に
お
け
る
浄
不
浄
の

観
念
な
ど
も
強
化
さ
れ
る
方
向
を
辿
る（
⑥
）。

　

こ
れ
に
関
連
し
、
ト
ロ
ン
ト
都
市
圏
・
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ヒ
ル
に
あ
る
ガ

ネ
ー
シ
ャ
寺
院
（
一
九
八
三
年
建
立
）
の
例
を
紹
介
す
る
。
北
米
一
の
大

寺
院
と
言
わ
れ
る
こ
の
寺
は
、
カ
ナ
ダ
の
南
ア
ジ
ア
系
移
民
の
多
数
派
に

な
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
ミ
ル
系
の
信
徒
集
団
と
イ
ン
ド
本
土
出
身
の
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
が
合
同
で
寺
院
を
営
み
、
三
柱
の
神
（
一
九
八
四
年
か
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一
度
、
チ
ョ
ー
が
訪
日
し
て
大
規
模
な
集
会
が
行
わ
れ
、
日
本
全
国
の
支

部
教
会
の
信
者
が
一
堂
に
会
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
全
て
の
信
者
に

ヨ
イ
ド
教
会
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
信
仰
共
同
体
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

認
識
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ヨ
イ
ド
教
会
の
日
本
宣
教
は
、
チ
ョ
ー
の
「
宣
教
す
る
韓
国
／

偶
像
礼
拝
を
す
る
日
本
」
と
い
っ
た
明
確
な
二
元
論
的
世
界
観
に
よ
っ
て

動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
韓
国
人
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
信
者
は
、
来

日
す
る
前
は
特
に
意
識
し
な
か
っ
た
日
本
宣
教
の
使
命
を
持
つ
よ
う
に
な

る
。
一
方
、
日
本
人
信
者
は
、
信
仰
形
成
の
過
程
で
「
宣
教
す
る
韓
国

人
」
に
同
化
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
神
学
的
に
は
無
関
係
の
「
韓

国
」
へ
の
意
識
が
正
当
化
さ
れ
る
。

　

ヨ
イ
ド
教
会
は
日
本
宣
教
の
名
の
も
と
に
確
か
に
国
境
も
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
も
越
え
、
日
本
人
社
会
と
積
極
的
な
交
渉
を
も
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
人
信
者
に
と
っ
て
「
韓
国
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る

限
り
、
日
本
支
部
教
会
が
日
本
人
主
体
と
な
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ

う
。

三
十
一
年
後
の
ハ
ワ
イ
日
系
人
宗
教
調
査
・
中
間
報
告

冨
田　

隆
元

　

今
を
去
る
三
十
六
年
前
の
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
、
ハ
ワ
イ
で
、

柳
川
啓
一
（
当
時
・
東
京
大
学
教
授
）
先
生
を
代
表
者
と
す
る
学
術
調
査

団
が
、
ハ
ワ
イ
に
居
住
す
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
、
日
系
宗
教
の

も
つ
意
味
・
機
能
と
い
う
テ
ー
マ
と
、
日
本
か
ら
伝
来
し
た
諸
宗
教
が
、

ほ
ぼ
一
世
紀
の
間
に
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
異
文
化
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

社
会
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
を
、
ハ
ワ
イ
で
の
社
会
変

ら
は
、（
一
）神
癒
や
異
言
の
よ
う
な
恍
惚
的
現
象
を
伴
う
聖
霊
体
験
の
強

調
、（
二
）罪
深
い
過
去
と
断
絶
し
信
仰
共
同
体
の
一
員
と
な
る
回
心
体

験
、（
三
）こ
の
世
／
教
会
、
悪
魔
／
神
、
病
気
／
健
康
と
い
っ
た
明
確
な

区
別
を
有
す
る
二
元
論
的
世
界
観
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
特
徴
に
つ

い
て
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
日
本
に
お
け
る
韓
国
系
ペ
ン
テ
コ
ス
タ

リ
ズ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
証
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ

れ
ら
の
う
ち
「
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
」
と
「
二
元
論
的
世
界
観
」
を
中
心

に
、
ヨ
イ
ド
教
会
の
日
本
に
お
け
る
展
開
を
み
て
い
き
た
い
。

　

韓
国
ソ
ウ
ル
に
あ
る
ヨ
イ
ド
教
会
は
、
そ
の
カ
リ
ス
マ
的
な
牧
師
チ
ョ

ー
・
ヨ
ン
ギ
（
一
九
三
六
年
―
）
の
教
会
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
チ
ョ

ー
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
の
神
学

校
で
学
ん
だ
後
、
一
九
五
八
年
、
義
母
と
と
も
に
ソ
ウ
ル
の
貧
困
街
で
小

さ
な
集
会
を
始
め
た
。
彼
の
教
会
は
、
熱
狂
的
な
祈
禱
や
病
気
治
し
で
当

時
の
貧
困
層
を
惹
き
つ
け
て
急
成
長
し
、
今
や
公
称
七
十
万
人
以
上
の
信

者
を
有
す
る
世
界
最
大
規
模
の
教
会
と
な
っ
て
い
る
。
ヨ
イ
ド
教
会
は
、

一
教
会
と
い
う
よ
り
一
教
団
化
し
て
お
り
、
ま
さ
に
国
際
企
業
の
よ
う
な

戦
略
的
な
教
会
運
営
お
よ
び
海
外
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
同
教
会
は

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
ま
で
「
日
本
人
一
千
万
人
救
霊
」
の
目
標

を
掲
げ
、
日
本
の
主
要
都
市
を
中
心
に
七
〇
以
上
の
支
部
教
会
を
開
拓
し

て
き
た
。

　

ヨ
イ
ド
教
会
の
日
本
支
部
教
会
で
は
、
チ
ョ
ー
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
全
面
的
に
誇
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
チ
ョ
ー
の
世
界
宣
教
活

動
の
紹
介
動
画
が
定
期
的
に
礼
拝
で
放
映
さ
れ
る
。
多
く
の
支
部
教
会
で

は
日
曜
と
水
曜
に
複
数
の
礼
拝
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
一
つ
以
上
は

チ
ョ
ー
が
説
教
を
す
る
ヨ
イ
ド
教
会
の
礼
拝
の
衛
星
放
送
で
あ
る
。
年
に
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つ
い
て
は
、
前
回
の
宗
教
調
査
を
基
本
・
原
点
に
し
て
、
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　

本
調
査
の
結
果
に
関
し
て
は
、
各
調
査
項
目
別
に
今
回
と
前
回
と
に
区

分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
ま
と
め
、

「
調
査
比
較
集
計
表
」
を
作
成
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
私
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
提
示
し
て
、
ま
と

め
に
か
え
た
い
。

（
一
）
ハ
ワ
イ
日
系
人
の
現
況
を
知
り
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る

（
二
）
言
語
問
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

（
三
）
日
系
文
化
の
変
化
を
知
る
こ
と

（
四
）
日
系
社
会
に
お
け
る
宗
教
文
化
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

　

三
十
六
年
前
に
実
施
さ
れ
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計
表
」
と
、
今
回

実
施
し
た
集
計
結
果
と
を
比
較
し
て
痛
感
し
た
こ
と
は
、
現
在
、
ハ
ワ
イ

の
地
で
活
躍
す
る
三
世
と
四
世
に
あ
っ
て
は
、「
日
系
人
」
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
「
米
国
人
」
で
あ
り
、「
ハ
ワ
イ
州
民
」
で
あ
る
、
と
い
う

意
識
の
方
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
日
系
社
会
に
お

け
る
宗
教
文
化
の
変
遷
に
関
し
て
、
ハ
ワ
イ
の
日
系
教
団
は
現
在
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
真
摯
な
対
応
を
怠
る
な
ら
ば
、
そ
の
先
に
は
、

教
団
存
亡
の
機
が
待
ち
受
け
て
い
る
と
私
は
危
惧
す
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
学
術
調
査
団
が
現
地
調
査
時
の
際

に
、
各
教
団
に
指
摘
・
意
見
具
申
さ
れ
た
こ
と
と
理
解
す
る
。
あ
れ
か
ら

三
十
有
余
年
が
経
過
し
た
。
各
教
団
に
お
い
て
は
指
摘
・
意
見
具
申
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
改
善
等
を
図
ら
れ
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
今
回
改
め
て
調
査
し
た
結
果
か
ら
み
て
も
、
前
回
調
査
の

動
・
文
化
変
動
と
の
関
連
に
注
目
し
な
が
ら
、
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

現
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
ハ
ワ
イ
日
系
宗
教
の
研
究
に
金
字
塔
を

立
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
時
の
調
査
内
容
は
、
ハ
ワ
イ
日
系
宗
教
を
知
る
う
え
で
の
基
礎
資

料
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
私
が
注
目
し
た
の
は
、
信
徒
へ
の
ク
エ

ス
チ
ョ
ネ
ア
調
査
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
信
徒
の
実
態
を
統
計
的
観

点
か
ら
詳
し
く
把
握
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
重
要
で
か
つ
必
要
性
を
有
す

る
か
ら
で
あ
る
。

　

私
が
こ
の
素
晴
ら
し
い
学
術
研
究
の
成
果
と
功
績
の
こ
と
を
知
り
、
以

来
、
探
究
心
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
次
の
二
点
に
起
因
す

る
の
で
あ
る
。

一 

ハ
ワ
イ
日
系
宗
教
の
現
地
調
査
の
内
容
等
に
、
そ
の
後
、
変
化
が

起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

二 

現
地
調
査
の
際
、
ク
エ
ス
チ
ョ
ネ
ア
調
査
に
回
答
（
協
力
）
を
し

な
か
っ
た
教
団
が
あ
っ
た

　

そ
こ
で
、
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
回
実
施
さ
れ
た
調
査
の
質
問
項
目

や
内
容
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
い
。

そ
の
調
査
結
果
を
集
計
・
取
り
ま
と
め
て
、
前
回
調
査
と
比
較
・
対
照
し

て
み
た
い
。
そ
の
結
果
か
ら
、
三
十
年
と
い
う
時
間
的
空
間
の
経
過
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
か
、
或
い
は
、
宗
教
と
い
う
心
の
文
化
で
あ

る
か
ら
、
時
の
流
れ
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
の
変
化
を
生
じ
て
い
な
い
の

か
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
大
い
に
気
に
な
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
私
は
思

い
を
新
た
に
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
、
ハ
ワ
イ
曹
洞
宗
寺
院
及
び
教
団
メ
ン
バ
ー
か
ら
ご
協
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
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は
め
て
い
る
。
リ
メ
系
の
高
僧
た
ち
は
、
中
国
の
改
革
開
放
に
よ
り
本
土

チ
ベ
ッ
ト
へ
の
門
戸
が
開
放
さ
れ
る
と
、
い
ち
早
く
東
部
チ
ベ
ッ
ト
の
故

地
へ
と
回
帰
を
始
め
た
。
戒
律
や
位
階
に
う
る
さ
く
な
く
、
即
座
に
密
教

修
道
を
許
容
す
る
リ
メ
系
教
派
は
、
九
〇
年
代
以
降
に
経
済
力
を
つ
け
た

漢
族
・
華
人
の
中
間
富
裕
層
の
間
に
急
速
に
教
線
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

こ
の
点
は
、
本
土
チ
ベ
ッ
ト
と
の
関
係
に
慎
重
な
亡
命
政
府
の
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
な
勢
力
と
の
際
立
っ
た
相
違
を
見
せ
て
い
る
。

　

リ
メ
系
教
派
が
異
質
な
社
会
に
進
出
し
て
い
く
際
の
具
体
的
特
質
を
捉

え
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
リ
ン
・
ケ
サ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
尊
格
の
儀
軌
を

例
に
挙
げ
る
。
リ
ン
・
ケ
サ
ル
と
は
、
中
世
期
に
東
部
チ
ベ
ッ
ト
の
デ
ル

ゲ
地
方
に
割
拠
し
た
「
リ
ン
」
国
の
首
長
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
全
域
に
流

布
す
る
同
名
の
英
雄
叙
事
詩
の
主
人
公
で
あ
る
。
こ
の
土
着
の
英
雄
の
形

象
は
、
仏
教
の
枠
組
み
の
も
と
で
土
着
要
素
を
旺
盛
に
吸
収
し
た
リ
メ
運

動
の
展
開
の
中
で
「
根
本
仏
の
応
身
」
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
。
リ

メ
の
巨
匠
で
あ
る
ミ
パ
ム
・
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
（
一
八
四
六
―
一
九
一
二
）
は
、

灌
頂
供
養
や
仮
面
舞
踊
、
マ
ン
ト
ラ
な
ど
の
様
々
な
仏
教
儀
軌
に
こ
の
ケ

サ
ル
を
主
尊
と
す
る
体
系
を
組
み
入
れ
、
広
く
大
衆
の
支
持
を
得
た
。

　

中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
併
合
に
伴
う
亡
命
発
生
後
、
リ
メ
系
教
派
の
欧
米
開

教
の
先
達
と
な
っ
た
カ
ル
マ
・
カ
ギ
ュ
派
の
チ
ョ
ギ
ャ
ム
・
ト
ゥ
ル
ン
パ

（
一
九
三
九
―
八
七
）
は
、
一
九
七
〇
年
、
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
へ

居
を
移
し
、
そ
こ
で
「
シ
ャ
ン
バ
ラ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
名
付
け
る
新

し
い
修
道
法
の
普
及
に
努
め
る
。
こ
の
修
道
法
は
、
西
洋
の
物
質
文
明
に

直
面
し
た
ト
ゥ
ル
ン
パ
が
、「
俗
世
間
に
生
き
な
が
ら
仏
道
を
実
践
す
る

道
」
と
し
て
、
リ
ン
・
ケ
サ
ル
の
「
戦
神
」
と
し
て
の
勇
武
の
特
質
を
、

実
際
の
日
常
生
活
に
立
ち
向
か
う
「
前
向
き
な
精
神
性
」
に
置
き
換
え
て

結
果
と
近
似
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
か
ら
、
先
学
者
か
ら
の
貴

重
な
発
言
等
に
対
し
て
、
真
摯
な
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
と
申
し
上

げ
た
い
。

宗
教
弘
通
の
ア
マ
ル
ガ
ム

│
│ 

華
人
社
会
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
新
展
開 

│
│

別
所　

裕
介

　

本
論
の
目
的
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
異
質
な
環
境
に
根
付
い
て
い
く
際

の
特
徴
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
の
華
人
社
会
を
対
象
と
し
な
が
ら
探
る
こ
と

に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
奉
す
る
漢
民
族
信
徒
に
つ
い

て
は
、
Ｄ
・
ジ
ェ
ル
マ
ノ
や
川
田
進
な
ど
の
業
績
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

チ
ベ
ッ
ト
本
土
の
密
教
道
場
（
仏
学
院
）
へ
と
自
発
的
に
訪
れ
る
漢
族
・

華
人
出
家
者
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
道
場
に
常
住
せ

ず
、
故
地
と
の
間
を
往
来
す
る
在
家
信
徒
に
つ
い
て
は
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
も
そ
も
、
本
土
チ
ベ
ッ
ト
で
伸
張
著
し
い
仏
学
院
は
、「
リ
メ
」

と
呼
ば
れ
る
十
九
世
紀
後
半
に
全
盛
期
を
迎
え
た
無
宗
派
運
動
の
基
盤
に

属
し
て
い
る
。
こ
の
リ
メ
の
系
統
の
高
僧
は
大
半
が
国
外
へ
と
亡
命
し
て

お
り
、
そ
の
海
外
で
の
活
動
と
中
国
本
土
で
の
復
興
は
相
補
的
で
連
動
し

た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

亡
命
社
会
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
は
、
従
来
政
府
主
流
を
構
成
し
て
き
た

中
央
チ
ベ
ッ
ト
由
来
の
ゲ
ル
ク
派
と
、
東
部
チ
ベ
ッ
ト
由
来
の
リ
メ
系
諸

派
（
カ
ギ
ュ
、
ニ
ン
マ
、
サ
キ
ャ
、
チ
ョ
ナ
ン
等
）
の
二
大
区
分
が
あ

る
。
チ
ベ
ッ
ト
学
者
の
Ｇ
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
は
、
戒
律
と
修
道
階
梯
を
重
視

す
る
前
者
に
対
し
、
後
者
が
「
周
縁
的
特
性
に
彩
ら
れ
て
い
る
」
と
述

べ
、「
在
家
的
・
部
族
的
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
」
と
い
う
属
性
を
当
て
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貢
献
を
も
た
ら
す
文
化
的
資
源
で
あ
る
た
め
、《
開
放
的
宗
教
文
化
資
本
》

（O
pen Capital as Religious Culture

）
で
も
あ
る
と
い
っ
て
い
い

だ
ろ
う
。
こ
の
資
本
が
、
一
宗
教
の
枠
を
超
え
て
人
々
の
つ
な
が
り
の
信

頼
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
規
範
の
蓄
積
を
も
た
ら
す
と
き
、
社
会
関
係
資
本

（Social Capital

）
を
生
成
さ
せ
る
根
源
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

環
太
平
洋
・
広
域
東
ア
ジ
ア
圏
域
の
今
後
を
展
望
す
れ
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や

Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
等
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
日
本
、
韓
国
を
は
じ
め
関

係
諸
国
の
経
済
権
益
の
摩
擦
や
そ
れ
に
と
も
な
う
軍
事
バ
ラ
ン
ス
の
行

方
、
巨
大
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
そ
の
二
次
災
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
、

社
会
問
題
・
環
境
問
題
が
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
マ
ク
ロ
な
視
点

の
な
か
で
、
宗
教
文
化
の
違
い
を
超
え
、
精
神
的
物
質
的
充
足
を
も
た
ら

す
こ
と
の
で
き
る
共
有
宗
教
文
化
の
事
例
や
機
能
の
研
究
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

こ
の
圏
域
の
一
員
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
事
例
は
、
日
本
に
も
少

な
か
ら
ぬ
示
唆
を
与
え
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
貧
困
問
題
な
ど
社
会

問
題
に
取
り
組
む
《
サ
ル
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ー
ミ
ー
》（
Ｓ
Ａ
）
の
認
知

度
は
高
く
、
カ
ン
タ
ス
航
空
な
ど
国
を
代
表
す
る
優
良
企
業
と
比
較
し
て

そ
の
経
営
手
腕
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
百
数
十
年
の
歴
史
を
有
し
、
南
半

球
最
大
規
模
と
い
わ
れ
る
メ
ル
ボ
ル
ン
博
物
館
で
は
、
そ
の
初
期
の
活
動

が
展
示
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
の
よ
う
な
存
在
が
な
い
こ
と
が
、
日
本

の
宗
教
界
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
一
般
社
会
の
関
心
の
低
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
、
日
本
の
一
宗
教
者
に
高
い
関
心
を
示

し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
建
国
百
周
年
記
念
事
業
に
招
か
れ
た
《
賀
川
豊

彦
》
で
あ
る
。
賀
川
は
、
宗
教
的
信
念
の
発
露
を
通
常
の
伝
道
に
限
定
せ

開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
欧
米
社
会
を
席
巻
し
て
い
た
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
ズ
ム
は
、
ト
ゥ
ル
ン
パ
を
し
て
故
郷
の
英
雄
で
あ
る
ケ
サ
ル
と
そ

の
浄
土
で
あ
る
シ
ャ
ン
バ
ラ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
新
た
な
儀
軌
の
開
発
へ

と
向
か
わ
せ
た
。

　

他
方
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
第
三
世
ペ
ノ
ル
・
リ
ン
ボ
チ
ェ
（
一
九

三
二
―
二
〇
〇
九
）
を
筆
頭
に
台
湾
で
教
線
を
拡
大
し
て
き
た
ニ
ン
マ
派

の
パ
ユ
ル
教
系
に
お
い
て
は
、
リ
ン
・
ケ
サ
ル
の
多
様
な
形
象
の
う
ち
、

「
財
神
」
と
し
て
の
側
面
が
最
大
限
に
強
調
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
二
月

の
農
暦
新
年
、
台
湾
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
教
派
の
大
法
会
に

お
い
て
は
、「
西
蔵
財
神
ケ
サ
ル
」
を
主
尊
と
す
る
護
摩
供
養
と
全
体
灌

頂
が
連
日
執
り
行
わ
れ
、
信
徒
の
間
で
は
こ
の
尊
格
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
多
大

な
利
益
を
も
た
ら
す
「
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
来
た
新
し
い
財
宝
神
」
で
あ
る
こ

と
が
定
着
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
ひ
と
つ
の
尊
格
を
め
ぐ
っ
て
も
、

対
象
社
会
の
文
脈
に
準
じ
て
柔
軟
に
そ
の
表
象
を
取
捨
選
択
し
て
い
く
点

に
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
異
な
る
社
会
環
境
に
広
ま
る
う
え
で
ひ
と
つ
の
周

辺
的
特
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

共
有
宗
教
文
化
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

濱
田　
　

陽

　

信
仰
が
異
な
っ
て
も
、
無
宗
教
の
立
場
で
あ
っ
て
も
共
有
で
き
る
宗
教

文
化
を
《
共
有
宗
教
文
化
》（Com

m
on Religious Culture

）
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。
こ
れ
を
、
一
宗
教
の
信
者
の
共
同
体
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

超
え
、
他
の
宗
教
の
信
者
や
無
宗
教
者
に
も
、
プ
ラ
ス
の
益
を
も
た
ら
す

も
の
と
観
念
す
る
。
共
有
宗
教
文
化
は
、
一
般
社
会
に
開
か
れ
た
精
神
的

物
質
的
充
足
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
開
か
れ
た
社
会
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深
い
。
こ
こ
に
は
現
代
文
明
の
た
だ
な
か
で
固
有
の
宗
教
文
化
を
い
か
に

守
っ
て
い
く
か
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　

共
有
宗
教
文
化
は
多
く
の
重
要
な
事
例
と
課
題
を
連
環
的
に
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
概
念
と
い
え
る
。

宗
教
間
対
話
か
ら
宗
教
間
体
験
へ 

│
│ 

現
象
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ 

│
│

古
荘　

匡
義

　

本
発
表
で
は
、〈
各
宗
教
が
自
ら
の
信
仰
を
絶
対
的
な
も
の
と
信
じ
な

が
ら
他
の
宗
教
と
対
話
を
行
う
こ
と
は
可
能
か
〉
と
い
う
、
諸
宗
教
の
対

話
的
研
究
に
存
す
る
理
論
的
な
課
題
を
哲
学
的
に
考
察
し
た
。

　

自
ら
の
信
仰
体
系
や
救
済
を
絶
対
視
し
、
他
の
宗
教
を
認
め
な
か
っ
た

「
排
他
主
義
」
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
が
、
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
に
お
い

て
、
自
宗
教
の
絶
対
性
を
維
持
し
つ
つ
も
、
他
宗
教
に
対
し
て
（
自
宗
教

の
概
念
枠
に
基
づ
い
て
）
一
定
の
理
解
を
示
す
、「
包
括
主
義
」
の
立
場

を
取
っ
た
。
こ
の
包
括
主
義
に
対
す
る
批
判
と
し
て
興
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

「
多
元
主
義
」
に
は
、〈
他
宗
教
と
の
対
話
を
、
自
宗
教
の
自
己
変
革
と
し

て
考
え
る
〉
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
多
元
主
義
的
対
話
は
、

他
の
宗
教
を
自
己
変
革
の
道
具
と
し
て
扱
う
の
な
ら
、
他
の
宗
教
に
真
に

対
峙
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
対
話
に
お
い
て
自
分
が
自
宗
教
を
変
革
し
て

も
、
相
手
が
変
革
し
な
け
れ
ば
、
相
互
的
な
「
対
」
話
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
私
見
で
は
、
そ
も
そ
も
多
元
主
義
へ
の
疑
念
が
生
じ
る
の
は
、

「
対
話
」
を
他
宗
教
の
言
語
的
な
「
理
解
」
と
い
う
観
点
だ
け
で
理
解
し

て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
他
宗
教
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
不
可

避
的
に
概
念
相
対
主
義
に
直
面
す
る
が
、
宗
教
間
対
話
の
実
際
の
現
象
を

よ
く
見
る
と
、
教
理
の
相
互
的
理
解
の
背
景
で
各
個
人
の
「
宗
教
間
体

ず
、
自
由
な
協
同
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
協
同
組
合
形
態
に
よ

る
社
会
実
践
に
よ
っ
て
、
社
会
問
題
を
漸
進
的
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
す

る
展
望
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
兄
妹
愛
に
も
と
づ
く
協
同
組

合
の
発
想
は
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
受
け
継
が
れ
、
ジ
ョ
ー
ン

ズ
は
自
身
の
ア
パ
レ
ル
会
社
を
労
働
者
共
有
の
協
同
組
合
式
経
営
に
切
り

替
え
て
成
功
を
収
め
て
い
る
。
日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
時
代
に
、

賀
川
は
日
豪
に
通
じ
る
共
有
宗
教
人
格
と
し
て
の
影
響
力
を
有
し
て
い

た
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
博
物
館
に
は
ま
た
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
存
在
し
リ
ト
ル
ロ
ン

と
呼
ば
れ
た
ス
ラ
ム
の
遺
構
を
学
術
的
に
発
掘
調
査
し
、
複
数
の
家
屋
と

そ
こ
で
の
生
活
が
詳
細
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
支
援
活
動
を

行
っ
た
英
国
聖
公
会
出
身
の
シ
ス
タ
ー
・
エ
ス
タ
ー
の
《
リ
ト
ル
ロ
ン
に

お
け
る
支
援
活
動
》
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

こ
の
展
示
が
、
メ
ル
ボ
ル
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
う
こ
の
都
市
の
発
展
を

描
く
常
設
展
示
の
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　

な
に
よ
り
《
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
文
化
》
そ
の
も
の
が
、
共
有
宗
教
文
化
の

観
点
か
ら
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
多
く
の
悲
劇
の
歴

史
を
有
し
、
微
妙
な
均
衡
の
上
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
聖
地
カ
カ
ド
ゥ
国

立
公
園
は
ロ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
宝
庫
で
あ
る
が
、
観
光
拠
点
の
ジ
ャ
ビ
ル
ゥ

か
ら
車
で
十
五
分
程
度
の
地
に
は
欧
米
、
日
本
、
韓
国
に
輸
出
さ
れ
て
い

る
ウ
ラ
ン
鉱
山
が
あ
り
、
そ
の
使
用
権
問
題
も
解
決
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
宗
教
性
に
ふ
れ
る
有
効
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
の

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ー
ト
も
、
商
業
主
義
の
弊
害
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
。
西

洋
文
化
の
圧
力
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
貧
困
な
ど
の
社
会
問
題
も
根
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の
絶
対
的
な
信
仰
は
維
持
さ
れ
る
こ
と
、
は
矛
盾
な
く
並
存
し
て
い
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
の
信
仰
の
語
り
直
し
も
、
他
宗
教
を
自
宗
教
の
概
念
枠
で

捉
え
、
自
宗
教
を
変
革
す
る
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
い
や
、

諸
宗
教
の
対
話
的
研
究
の
背
景
に
存
す
る
個
々
人
の
根
源
的
な
自
己
体
験

に
お
い
て
、
他
者
の
語
り
を
深
く
聴
い
て
自
分
自
身
の
信
仰
を
新
た
に
再

構
成
し
て
語
り
出
せ
る
よ
う
な
受
動
的
・
受
容
的
な
対
話
の
場
が
開
か
れ

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
場
に
参
与
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
対
話
を
相

互
的
な
「
対
」
話
に
し
て
い
る
。
対
話
の
場
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
対
話
の
場
の
具
体
例
と
し
て
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
キ
リ
ス

ト
教
瞑
想
実
践
グ
ル
ー
プ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
福
音
書
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
行
っ

た
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
信
頼
や
友
情
、
自
宗
教
の
絶
対
性
を
過
信
せ
ず
、

他
な
る
宗
教
を
尊
重
し
な
が
ら
真
理
を
探
究
す
る
謙
虚
な
姿
勢
こ
そ
が
、

対
話
の
場
を
開
き
、
宗
教
間
対
話
を
実
り
豊
か
な
「
対
」
話
に
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

秋
月
龍
珉
の
み
る
西
田
幾
多
郎
と
同
世
代
禅
者
牧
師

│
│ 

宗
教
間
対
話
の
試
み 

│
│

髙
橋　

勝
幸

　

坐
禅
の
修
行
法
が
キ
リ
ス
ト
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
愛
宮
ラ
サ

ー
ル
神
父
が
一
九
四
六
年
、
時
の
教
皇
ピ
オ
十
二
世
に
禅
の
優
れ
た
瞑
想

法
を
進
言
し
、
お
墨
付
き
を
得
た
こ
と
に
始
ま
る
と
認
識
し
て
い
た
が
、

西
田
幾
多
郎
と
同
時
代
に
既
に
仏
教
を
理
解
し
た
禅
者
牧
師
が
い
た
。
ラ

サ
ー
ル
神
父
よ
り
三
十
年
も
遡
る
こ
と
に
な
る
。
西
田
の
最
晩
年
の
鈴
木

大
拙
宛
書
簡
に
「
キ
リ
ス
ト
教
は
論
理
的
に
言
語
的
論
理　

對
象
論
理
だ

験
」
が
生
じ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
言
う
「
体
験
」
は
、
霊
性
交
流
で
み
ら
れ
る
よ
う
な

宗
教
体
験
で
も
、
濱
田
陽
の
提
唱
す
る
イ
ン
タ
ー
レ
リ
ジ
ア
ス
・
エ
ク
ス

ピ
ア
リ
ア
ン
ス
で
も
な
く
、〈
宗
教
の
狭
間
に
立
た
さ
れ
た
と
き
に
被
る

根
源
的
な
「
自
己
」
体
験
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
自
己
体
験
と

は
、
身
体
の
運
動
や
感
情
の
体
験
の
よ
う
に
、
運
動
や
感
情
か
ら
距
離
を

と
っ
て
表
象
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
た
だ
た
だ
そ
れ
ら
を
被
る
よ
う
な
体

験
で
あ
る
。
こ
の
体
験
の
本
質
は
、
自
己
か
ら
距
離
を
と
っ
て
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
根
源
的
な
〈
不
自
由
〉
で
あ
り
、
こ
の
〈
不
自

由
〉
こ
そ
が
自
己
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
根
源
で
あ
る
。
こ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を

基
盤
に
し
て
、
思
考
や
表
象
、
宗
教
的
な
教
理
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

諸
宗
教
の
知
的
な
対
話
的
研
究
に
お
い
て
も
、
教
理
の
理
論
的
な
理
解

の
背
景
で
、
他
な
る
信
仰
に
直
面
し
た
衝
撃
が
体
験
さ
れ
、
と
き
に
信
仰

者
の
実
存
そ
の
も
の
が
深
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
変
容
す
る
。
そ
の
結
果
、
自

ら
の
信
仰
内
容
や
概
念
枠
が
若
干
の
変
化
を
被
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
自
己
体
験
は
同
時
に
自
己
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
源
泉
で
あ
り
、
信

仰
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
根
拠
で
あ
る
た
め
、
排
他
的
に
信

仰
し
て
い
た
信
仰
内
容
や
概
念
枠
が
若
干
変
化
し
よ
う
と
も
、
そ
の
信
仰

は
や
は
り
排
他
的
な
自
己
自
身
の
信
仰
な
の
で
あ
る
。
排
他
的
な
信
仰
を

維
持
し
な
が
ら
も
、
各
々
が
根
源
的
な
自
己
体
験
に
お
い
て
他
宗
教
か
ら

衝
撃
を
受
け
、
自
ら
の
信
仰
を
語
り
直
し
、
さ
ら
な
る
対
話
的
研
究
が
進

ん
で
い
く
。
こ
の
よ
う
に
対
話
の
現
場
を
描
写
で
き
る
な
ら
ば
、
次
の
三

点
、
①
根
源
的
な
自
己
体
験
の
次
元
で
他
宗
教
と
対
峙
す
る
こ
と
、
②
自

ら
の
信
仰
に
よ
っ
て
で
は
な
く
他
の
宗
教
に
促
さ
れ
て
自
ら
の
信
仰
が
変

容
し
、
自
ら
の
信
仰
に
つ
い
て
語
り
直
す
こ
と
、
③
そ
れ
で
も
自
宗
教
へ
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脇
は
強
調
す
る
。
西
田
哲
学
の
研
究
者
が
抽
象
的
に
な
る
の
は
、
こ
の

「
行
」
を
欠
い
て
い
る
か
ら
と
指
摘
す
る
。

　

秋
月
の
評
価
す
る
吉
田
の
「
良
心
」
の
論
理
と
西
田
の
「
場
所
」
論
と

の
相
違
点
は
「
聖
霊
」
の
解
釈
に
あ
る
と
言
え
る
。
吉
田
は
「
良
心
の
働

き
」
を
「
聖
霊
の
働
き
」
と
混
同
し
て
い
る
た
め
、
人
間
の
判
断
の
誤
り

が
当
然
に
起
る
こ
と
を
配
慮
し
て
い
な
い
。
そ
の
判
断
の
基
準
を
聖
書
に

よ
る
キ
リ
ス
ト
の
言
動
に
置
い
て
直
観
的
に
見
る
と
し
て
い
る
が
、「
無

の
場
所
」
に
到
っ
て
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
人
間
の
知
性
か
ら
の
解
釈
に

な
っ
て
い
る
。
吉
田
の
良
心
の
働
き
は
「
有
」
の
世
界
の
範
囲
に
留
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。「
顕
」・
倫
理
・
道
徳
の
人
間
の
見
え
る
世
界
か

ら
の
も
の
で
あ
る
。「
隠
れ
た
神
」
の
世
界
は
「
無
」
で
あ
り
、
そ
の
最

奥
の
「
絶
対
無
」
の
領
域
に
な
り
、
聖
霊
の
働
く
重
層
の
場
所
で
も
あ
る
。

　

聖
霊
論
も
重
層
的
に
西
田
の
場
所
論
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
吉
田
が
「
良
心
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
聖
霊
の
意
味
は
大
き
く
違
っ

た
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
吉
田
に
は
聖
書
解
釈
の
勘
違
い
を
す
る
面
も
あ

る
が
、
禅
を
極
め
た
人
物
の
聖
霊
解
釈
と
し
て
は
曖
昧
で
あ
っ
た
。
秋
月

が
何
故
宗
教
間
対
話
の
先
駆
者
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
疑
問
に
思
う
。

秋
月
は
青
年
時
代
に
受
洗
し
キ
リ
ス
ト
教
に
も
通
じ
、
宗
教
間
対
話
の
先

達
と
し
て
実
績
も
あ
る
の
で
、
聖
霊
の
解
釈
で
は
理
解
し
難
い
も
の
が
残

る
。

　

以
上
、
ラ
サ
ー
ル
神
父
よ
り
三
十
年
も
前
の
西
田
の
同
時
代
に
禅
者
牧

師
が
い
た
が
、
西
田
の
「
場
所
論
」
に
比
肩
出
来
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
明
治
期
キ
リ
ス
ト
教
の
初
期
の
段
階
で
の
仏
教
（
禅
）
理
解
者
と
し

て
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、「
宗
教
間
対
話
」
を
今
日
的
観
点
か
ら
見

る
と
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
先
達
の
積
み

と
い
ふ　

神
を
對
象
的
方
向
に
見
て
居
る
の
で
あ
る
」（
全
集
十
九
巻
）

と
あ
る
よ
う
に
西
田
が
接
し
た
キ
リ
ス
ト
教
は
幕
末
・
維
新
期
に
入
っ
て

き
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
で
あ
り
、
祈
り
（
瞑
想
）
を
欠
い
た
も
の
と

見
て
い
た
が
、
同
世
代
に
禅
者
牧
師
が
居
た
こ
と
で
認
識
が
改
ま
っ
た
。

　

秋
月
龍
珉
が
『
禅
と
キ
リ
ス
ト
教
の
接
点
に
生
き
る
「
禅
者
牧
師
吉
田

清
太
郎
」』
を
著
し
吉
田
を
宗
教
間
対
話
を
進
め
る
「
邂
逅
の
師
」
十
人

の
一
人
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
意
味
で
西
田
と
の
比
較
に
於

い
て
新
し
い
も
の
の
発
見
を
期
待
し
て
い
た
が
、
西
田
の
「
場
所
」
は
三

つ
の
階
層
に
大
別
で
き
、
そ
の
最
奥
に
「
絶
対
無
の
場
所
」
を
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
「
場
所
」
と
「
聖
霊
の
働
き
」
の
重
層
性
と
類
似
性

の
重
な
り
か
ら
見
る
時
吉
田
や
秋
月
の
聖
霊
解
釈
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
に

気
付
く
。
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
優
れ
た
も
の
な
の
に
、
あ
と
に
続
く
者
が
出

て
お
ら
ず
、
先
行
研
究
も
少
な
か
っ
た
。
真
に
神
の
も
の
な
ら
今
日
的
な

意
義
も
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
り
、
説
得
力
も
あ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

　

西
田
の
「
場
所
」
を
上
田
閑
照
は
、「
有
」、「
無
」、「
絶
対
無
」
と
三

つ
の
階
層
的
に
説
明
す
る
。
見
え
な
い
「
隠
れ
た
る
神
」
に
於
い
て
あ
る

場
所
の
最
奥
が
「
絶
対
無
の
場
所
」
で
あ
る
。
末
木
文
美
士
は
「
顕
冥

論
」
か
ら
、
隠
れ
た
他
者
の
世
界
を
「
冥
」
と
し
て
階
層
的
に
分
け
て
、

最
奥
を
神
・
仏
と
す
る
。
こ
の
重
層
性
を
門
脇
佳
吉
は
「
聖
霊
の
働
き
・

開
け
」
と
し
て
説
明
し
、
西
田
の
「
場
所
」
の
階
層
性
と
「
聖
霊
論
」
の

重
層
性
の
類
似
を
示
す
。
さ
ら
に
こ
の
最
奥
の
領
域
か
ら
示
さ
れ
る
も
の

を
「
神
の
意
志
」「
聖
霊
の
働
き
」
と
し
、
そ
の
意
志
を
神
の
も
の
と
確

認
す
る
方
法
を
『
霊
操
』
の
「
選
定
」
に
委
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
階

層
・
重
層
性
の
重
な
る
部
分
が
諸
宗
教
間
対
話
の
根
柢
と
な
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
場
は
「
行
」
に
依
る
こ
と
な
し
に
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
門
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角
度
か
ら
問
い
続
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
の
思
想
史
上
「
永
久

な
平
和
」
に
基
づ
い
た
「
東
洋
の
結
合
」
を
内
面
化
す
る
結
果
と
し
て
の

「
普
遍
な
趨
勢
の
人
類
の
未
来
」
が
示
さ
れ
て
い
る
（「
朝
鮮
と
そ
の
芸

術
」『
柳
宗
悦
全
集
』
第
六
巻
、
一
九
―
三
四
頁
）。
柳
の
こ
の
よ
う
な
平

和
思
想
の
展
開
に
は
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
の
永
久
平
和
論
か
ら
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
。

　

柳
は
「
哲
学
的
至
上
要
求
と
し
て
の
実
在
」（
一
九
一
五
）
で
カ
ン
ト
の

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
よ
る
「
道
徳
律
」
の
重
要
性
を
言
及
し
て
い
る
。

所
謂
「
カ
ン
ト
の
無
上
命
令
（D

er K
ategorischer Im

perativ

）
に

基
づ
く
道
徳
律
に
永
遠
の
真
理
が
あ
る
」
と
柳
は
論
じ
て
い
る
。
ま
た
彼

は
「
朝
鮮
の
統
治
が
困
難
な
の
で
は
な
く
、
吾
々
の
精
神
の
統
治
が
困
難

な
の
で
あ
る
。（
中
略
）
此
道
徳
的
ご
ま
か
し
が
あ
る
限
り
、
日
朝
間
の

困
難
は
永
遠
に
持
続
し
、
永
遠
に
反
復
す
る
。」
と
い
う
（「
日
朝
問
題
の

困
難
に
就
て
」
一
九
二
三
）。
柳
の
「
永
遠
の
真
理
」
へ
の
追
求
に
は
カ

ン
ト
の
隣
接
す
る
国
々
と
の
永
久
の
平
和
論
の
根
本
を
探
る
目
線
も
あ

り
、
そ
れ
は
隣
国
―
朝
鮮
に
対
す
る
問
題
認
識
と
共
に
自
国
の
未
来
を
見

る
広
い
目
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
柳
は
「
朝
鮮
人
を
思
う
」（
一
九
一

九
）『
朝
鮮
と
そ
の
芸
術
』（
一
九
二
一
）「
失
は
れ
ん
と
す
る
一
朝
鮮
建

築
の
為
に
」（
一
九
二
二
）
に
続
く
日
本
の
朝
鮮
政
策
を
批
判
す
る
文
章

を
発
表
し
、
そ
こ
か
ら
認
識
し
た
朝
鮮
民
衆
文
化
の
価
値
は
日
本
で
の

「
民
芸
運
動
」
へ
と
具
体
化
さ
れ
て
い
く
。
柳
は
文
化
的
な
統
制
が
強
ま

る
戦
時
下
に
、
沖
縄
語
を
擁
護
し
、
ア
イ
ヌ
、
台
湾
先
住
民
等
、
帝
国
日

本
の
周
辺
に
位
置
す
る
諸
文
化
の
独
自
性
を
尊
重
す
る
観
点
を
示
し
、
独

自
の
平
和
運
動
を
披
瀝
し
た
。
総
体
的
に
見
れ
ば
い
ず
れ
も
、
異
質
な
価

値
を
も
つ
も
の
に
つ
い
て
「
永
遠
な
真
理
」
を
平
和
の
原
点
と
し
て
考
察

上
げ
の
中
か
ら
対
話
の
道
が
開
け
て
来
た
功
績
と
し
て
見
る
こ
と
は
で
き

る
。
他
に
金
子
白
夢
・
江
渡
狄
嶺
の
考
察
も
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
省

略
す
る
。

柳
宗
悦
の
平
和
思
想

│
│ 

カ
ン
ト
の
永
久
平
和
論
の
影
響
を
中
心
に 

│
│

李　
　

勝
鉉

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
反
省
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
国
憲
法
に
は
特

徴
が
あ
る
。
特
に
第
九
条
に
は
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
侵
略
戦
争
の

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
武
力
の

使
用
を
禁
止
し
、
軍
隊
を
保
持
し
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
日
本
が
経
験
し
た
他
国
の
圧
服
行
為
、
又
は
侵
害
行
為
を
断
言
的
に
否

認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
瞭
に
原
則
化
し
た
最
終
的
条
項
と
も
想

起
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
意
味
で
そ
の
条
項
は
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
共
同
体

の
平
和
保
障
に
は
最
重
要
な
位
置
づ
け
を
働
き
掛
け
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
に
も
拘
ら
ず
、
最
近
新
し
い
日
本
政
権
を
中
心
に
盛
り
上
が
る
日
本

憲
法
の
改
正
論
議
な
い
し
従
軍
慰
安
婦
に
関
す
る
責
任
回
避
の
姿
勢
に
は

日
本
が
新
た
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
帰
結
さ
せ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
の
憂
慮
の
指
摘
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
「
東
ア
ジ
ア
の
平

和
」
ま
た
は
「
東
ア
ジ
ア
の
共
同
体
」
を
実
現
し
、
戦
争
及
び
暴
力
の
連

鎖
の
や
ま
な
い
現
状
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
は
歴
史
の
記
憶
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
会
で
は
軍
国
主
義
に
向
か
っ
て

い
く
自
国
の
政
策
か
ら
距
離
を
置
き
、
真
実
を
語
ろ
う
と
し
た
柳
宗
悦

（
一
八
八
九
―
一
九
六
一
）
の
思
想
と
実
践
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る

こ
と
と
し
た
い
。
柳
の
軌
跡
に
は
国
家
と
国
家
の
関
係
を
「
道
徳
律
」
の
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た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
教
会
は
、
救
済
に
関
し
て
は
、
救
世
主
と
し
て

の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
唯
一
性
と
独
自
性
を
決
し
て
譲
っ
た
こ
と
は
な

く
、
そ
の
点
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
開
か
れ
た
態
度
は
、
決
し
て
他

宗
教
と
横
並
び
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
の
後
、
日
本
で
も
上
智
大
学
東
洋
宗
教
研
究
所
や
南
山
大

学
宗
教
文
化
研
究
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
他
宗
教
の
対
話

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
九
年
か
ら
は
仏
教

と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
東
西
霊
性
交
流
が
は
じ
ま
り
、
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
前
後
し
て
、

他
宗
教
に
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
他
宗
教
の
儀
礼
を
取
り
入
れ
、

ま
た
、
他
宗
教
の
宗
教
的
資
格
を
獲
得
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
た
。
具

体
的
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
の
中
に
禅
の
修
行
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

禅
の
老
師
の
資
格
を
取
得
し
た
者
が
出
て
き
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
留
ま
ら
ず
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
徒
の
中

に
も
禅
の
修
行
を
取
り
入
れ
る
者
が
、
と
り
わ
け
欧
米
に
お
い
て
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
第
一
の
先
駆
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
日
本
に
帰
化
し
た
ド
イ
ツ
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
、
フ
ー
ゴ
ー
・
ラ
サ

ー
ル
、
日
本
名
愛
宮
真
備
（
一
八
九
八
―
一
九
九
〇
）
で
あ
る
。
愛
宮
は
、

広
島
で
被
爆
し
た
が
奇
跡
的
に
生
き
残
り
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
の
建
設

に
尽
力
し
た
。
彼
が
は
じ
め
て
参
禅
し
た
の
は
一
九
四
三
年
島
根
県
鹿
足

郡
津
和
野
町
に
あ
る
曹
洞
宗
の
覚
皇
山
永
明
寺
で
の
参
禅
会
で
あ
り
、
一

九
五
四
年
に
世
界
平
和
記
念
聖
堂
完
成
の
後
、
一
九
五
六
年
か
ら
福
井
県

小
浜
市
の
発
心
寺
原
田
祖
岳
老
師
（
一
八
七
一
―
一
九
六
一
年
）
の
許
に

参
禅
し
本
格
的
な
修
業
を
積
ん
だ
。
愛
宮
師
の
最
初
の
動
機
は
日
本
的
霊

性
の
真
髄
を
理
解
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
、
座
禅

し
、
そ
れ
に
創
造
的
な
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
国
家
間
の
関
係
を
中
心
と
し
た
カ
ン
ト
の
「
永
久
平
和
の
た
め

に
―
哲
学
的
草
案
」
の
項
目
（
予
備
条
項
、
確
定
条
項
）
に
対
し
て
、
柳

な
り
の
国
内
・
国
外
を
問
わ
ず
異
質
な
諸
文
化
が
並
存
す
る
近
代
と
い
う

時
代
に
普
遍
的
な
価
値
を
認
め
よ
う
と
し
た
平
和
運
動
と
も
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
は
強
弱
の
も
と
に
異
質
な
価
値
を
飲
み
込
む
時
代
的
な
状
況
も
あ

っ
て
「
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
に
利
用
さ
れ
や
す
い
性
質
も
指
摘
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
真
の
永
久
平
和
は
、
決
し
て
空
虚
な
理
念
で

は
な
く
て
、
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
」
と
の
カ
ン
ト
論
考

の
結
論
を
、
や
が
て
自
分
の
課
題
の
よ
う
に
現
代
人
の
日
常
生
活
の
全
場

面
で
展
開
し
よ
う
と
し
た
柳
の
一
貫
し
た
観
点
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
「
異
民
族
」
と
い
う
狭
い
考
え
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い
全
ア

ジ
ア
、
全
世
界
の
中
で
の
共
存
す
る
自
我
の
認
識
こ
そ
自
国
の
永
久
な
る

平
和
運
動
で
あ
る
見
本
を
提
供
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

諸
宗
教
対
話
と
宗
教
的
二
重
所
属
に
つ
い
て

渡
辺　
　

学

　

日
本
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
日
本
の
信
徒
が
自
ら
の

自
然
な
宗
教
性
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
調
和
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ

の
課
題
と
な
っ
て
い
た
し
、
今
も
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
儀
礼
的
な

側
面
で
い
え
ば
、
両
手
を
合
わ
せ
る
合
掌
を
儀
礼
の
中
に
取
り
込
む
と
い

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
六
二
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
お
い
て
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、

他
宗
教
に
「
真
理
の
光
」
を
認
め
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
、
同
教

会
が
世
界
の
諸
宗
教
に
開
か
れ
た
態
度
を
示
す
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
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東
西
霊
性
交
流
に
お
け
る
「
共
鳴
性
」
の
問
題

峯
岸　

正
典

　
「
共
振
性
」、「
共
鳴
性
」
と
い
う
側
面
か
ら
東
西
霊
性
交
流
（
以
下
、

本
交
流
と
略
記
）
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。
禅
の
修
行
道
場
と
カ
ト
リ

ッ
ク
観
想
修
道
院
と
の
相
互
修
行
生
活
体
験
と
い
う
性
格
を
持
つ
本
交
流

が
一
九
七
九
年
か
ら
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
理
由
の
一
端
は
、
修
行
道

場
と
修
道
院
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
共
通
す
る
構
造
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が

相
互
に
共
感
を
も
た
ら
す
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
当

然
の
こ
と
な
が
ら
相
違
点
も
存
立
す
る
が
、
相
違
点
の
な
か
に
共
通
す
る

構
造
が
看
取
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
様
相
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
う
し
た

こ
と
の
一
例
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
へ
の
滞
在
期
間
で
あ
る
。
修
道
士
は
修
道

院
に
終
生
滞
在
す
る
の
に
対
し
、
修
行
僧
は
修
行
道
場
に
通
常
の
場
合
、

一
過
的
に
し
か
滞
在
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
禅
宗
」
系
の
宗
派
に

お
い
て
修
行
道
場
に
滞
在
す
る
「
安
居
」
の
意
義
は
極
め
て
重
く
受
け
止

め
ら
れ
て
い
る
。
修
行
は
本
来
、
修
行
道
場
の
内
外
で
可
能
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
一
定
期
間
安
居
し
て
始
め
て
住
職
の
資
格
が

与
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
期
間
は
短
く
て
も
安
居
す
る
と
、
何
か
他
で
は

得
ら
れ
な
い
も
の
が
取
得
、
も
し
く
は
体
験
で
き
る
と
教
団
レ
ベ
ル
で
は

考
え
ら
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
修
行
道
場
の
中
で
の
み
可
能

と
さ
れ
る
修
行
を
探
っ
て
み
る
と
、
他
の
修
行
僧
と
一
緒
に
修
行
す
る
と

い
う
道
場
の
集
団
性
、
共
同
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
点
を
比
較
し
て

み
る
と
「
動
静
一
如
大
衆
」
と
い
う
『
辨
道
法
』（
道
元
）
の
指
針
が
あ
る

一
方
で
、『
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
則
』
で
は
、「
共
修
」
の
み
が
「
最
も
堅

固
な
」
修
道
生
活
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
双
方
、
集
団
で

自
ら
を
律
し
修
行
す
る
中
で
、
修
行
の
進
展
が
図
ら
れ
る
と
い
う
志
向
性

は
キ
リ
ス
ト
教
的
修
徳
と
神
秘
へ
の
一
つ
の
道
と
し
て
非
常
に
役
立
つ
こ

と
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
愛
宮
の
基
本
的
な
態
度

は
、
著
書
『
神
体
験
へ
の
道
と
し
て
の
禅
瞑
想
│
│
神
秘
的
祈
り
』（
エ

ン
デ
ル
レ
書
店
、
一
九
七
五
、
ド
イ
ツ
語
原
書
一
九
七
二
）
と
い
う
表
題

に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
坐
禅
が
神
体
験
の
方
途
と
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
基
本
と
な
る
の
は
「
無
念
無
想
」
で
あ
っ
た
。

愛
宮
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
思
想
と
禅
を
比
較
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
も

極
限
の
無
の
体
験
を
重
視
し
て
い
る
。
愛
宮
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師

で
あ
っ
た
。
日
本
文
化
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に
参
禅
を
は
じ
め
、
つ
い

に
は
八
十
歳
の
時
に
坐
禅
を
教
え
る
正
式
の
資
格
を
取
得
し
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
相
手
の
立
場
を
自
分
の
も
の
と
す
る
積
極
的
な
霊
性
交
流

の
立
場
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
諸
宗
教
対
話
は
、
自
分
の

中
で
キ
リ
ス
ト
教
的
な
る
も
の
と
禅
的
な
る
も
の
を
比
較
検
討
す
る
と
い

う
内
面
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
の
著
作
に
は
坐

禅
へ
の
誘
い
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
比
較
宗
教
学
的
な
側
面
が
認
め

ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
愛
宮
が
禅
を
禅
宗
と
い
う
宗
教
と
し
て
全
面
的
に
受

け
入
れ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
坐

禅
を
キ
リ
ス
ト
教
的
な
神
秘
体
験
、
神
の
恩
寵
の
体
験
の
た
め
の
い
わ
ば

手
段
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
は
、
悟
り
が
入

口
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
愛
宮
に
と
っ
て
、
神
の
恩
寵
の
体
験
を
す
る

こ
と
こ
そ
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
愛
宮

は
、
禅
に
学
ん
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
で
あ
る
と
結
論
で
き
よ
う
。
そ
の
意

味
で
、
彼
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
禅
の
使
徒
」
で
あ
っ
た
。
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集
団
性
と
か
共
同
体
の
中
で
の
自
己
放
棄
性
な
ど
、
共
通
の
構
造
的
要
因

が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
そ
の
中
で
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
霊
性
と
同
じ
構
造
的
要
因
に
支
え
ら
れ
て
、
全
く
異
な
っ
た
伝
統
に
属

す
る
修
行
者
が
修
行
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
関
与
す
る
者
を
共
感
、

鼓
舞
せ
し
め
る
。
同
じ
伝
統
に
立
つ
宗
教
同
士
の
交
流
よ
り
も
他
の
宗
教

と
の
交
流
の
中
に
、
一
面
に
お
い
て
よ
り
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
の
一
因
は
、
異
な
っ
た
宗
教
の
中
に
自
分
た
ち
の
霊
性
を
支
え

る
も
の
と
共
通
の
構
造
を
看
取
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

霊
性
と
科
学

│
│ 

ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
晩
年
に
お
け
る
「
世
俗
」
概
念
に
つ
い
て 

│
│

間　

永
次
郎

　
「
宗
教
な
く
し
て
政
治
な
し
」
と
い
う
宗
教
政
治
の
思
想
で
知
ら
れ
る

ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
（M

ohandās K
. Gām. dhī

一
八
六
九
―
一
九
四
八
）

は
、
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
イ
ン
ド
全
土
を
席
巻
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ナ
ル

暴
力
に
対
応
す
る
中
で
、「
宗
教
（dharm

a

）」
と
「
政
治
（rājnīti

）」

の
制
度
的
「
分
離
」
と
い
う
「
世
俗
主
義
」
を
主
張
し
始
め
る
。
こ
の
事

は
、K

. Sangari [2002
]

を
嚆
矢
と
し
た
先
行
研
究
に
お
い
て
、
そ
れ

ま
で
の
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
に
お
け
る
思
想
的
立
場
か
ら
の
ネ
ル
ー
主
義
的
移

行
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
は
同
じ
四
〇

年
代
に
、
例
え
ば
、「
ブ
ラ
フ
マ
チ
ャ
ル
ヤ
（brahm

acarya

）」
と
呼

ば
れ
る
性
の
実
験
に
つ
い
て
公
式
の
出
版
物
に
持
論
を
公
開
し
た
り
、
独

自
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
「
大
断
食
（epic fast

）」

と
呼
ば
れ
る
抗
議
活
動
を
公
共
の
場
で
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
一
連
の

宗
教
政
治
の
実
践
は
、Sangari

ら
の
説
く
ネ
ル
ー
主
義
的
世
俗
主
義
の

を
持
つ
。
一
つ
の
こ
と
を
一
緒
に
務
め
る
こ
と
も
行
の
集
団
性
、
共
同
性

を
構
成
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
宗
教
的
共
同
体
の
中
で
エ
ゴ
を
放
棄
し

よ
う
と
心
が
け
、
集
団
の
中
で
自
己
の
献
身
を
は
か
る
「
献
身
性
」
は
、

修
行
者
を
宗
教
的
に
深
め
る
上
で
格
段
の
有
効
性
を
持
つ
と
推
測
さ
れ

る
。
仏
や
神
へ
の
献
身
の
他
に
、
具
体
的
な
役
割
を
通
じ
他
者
へ
奉
仕
す

る
こ
と
が
、
宗
教
的
共
同
生
活
を
遂
行
す
る
上
に
は
必
要
で
あ
り
、
修
行

僧
、
修
道
士
は
そ
れ
ぞ
れ
職
分
を
担
っ
て
い
る
。
配
役
を
通
じ
て
他
の
た

め
に
尽
く
す
と
い
う
行
は
エ
ゴ
を
消
す
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
の
と
き
の
自

己
放
棄
性
、
共
同
体
の
中
で
の
没
我
性
は
、
伝
統
的
宗
教
共
同
体
の
中
で

自
己
を
開
き
自
己
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
宗
教
的
生
き
方
を
促
進
す
る

も
の
と
な
る
。
た
と
え
ば
「
監
院
之
体
（
中
略
）
安
存
同
事
大
衆
、
当
得

歓
心
。」（『
知
事
清
規
』）
以
下
一
連
の
実
務
責
任
者
へ
の
訓
戒
で
は
エ
ゴ

を
放
棄
し
、
修
行
僧
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
支
配
的
に
振

る
舞
う
こ
と
は
強
く
否
定
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
指
針
が
『
聖
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
会
則
』
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
第
六
四
章
で
は
「
修
道
院
長
は
、
特

に
こ
の
戒
律
を
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
守
り
、
奉
仕
の
仕
事
を
よ
く
果
た

し
た
暁
に
は
、（
中
略
）
主
が
言
わ
れ
た
言
葉
を
聞
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

『（
中
略
）
主
人
は
彼
に
そ
の
全
財
産
を
管
理
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
』（
マ
タ

イ
二
四
―
四
七
）」
と
教
示
さ
れ
、
他
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
お
い
て
自
己

が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
を
表
記
し
て
い
る
。
一
般
に
、
そ
の
場
に
お
か
れ
て

い
る
人
の
宗
教
性
を
深
め
る
も
の
が
霊
性
だ
と
措
定
す
る
と
き
、
修
行
道

場
、
修
道
院
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
性
が
あ
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
禅
僧

と
修
道
士
が
宗
教
的
に
涵
養
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
霊
性
が
異
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
流
に
お
い
て
双
方
、
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
性
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
性
を
支
え
て
い
る



　　484

『宗教研究』87巻別冊（2014年） 第14部会

「
霊
的
（adhyātm
ik

）」
実
践
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ア
ー
ト
マ
ー

の
内
観
と
い
う
霊
的
実
践
は
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
に
お
い
て
、「
ブ
ラ
フ
マ

チ
ャ
ル
ヤ
」
と
い
う
性
の
実
験
を
必
要
不
可
欠
と
し
た
。
彼
の
ブ
ラ
フ

マ
チ
ャ
ル
ヤ
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
が
、
そ
れ
が
、
し
ば
し
ば
、
科
学

的
言
語
の
中
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
霊
性

（H
indu spirituality

）」
を
、
科
学
的
言
語
か
ら
基
礎
付
け
よ
う
と
す

る
試
み
は
、
同
時
代
の
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ナ
ン
ダ
や
ベ
サ
ン
ト
を
中
心
と
し

た
「
新
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
（neo-H

induism

）」
言
説
に
お
い
て
も
特
徴
的

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
西
洋
的
」
合
理
性
を
、「
東
洋
的
」
な
霊

性
文
化
と
融
合
さ
せ
る
こ
と
を
図
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
、

宗
教
の
非
合
理
性
を
、
啓
蒙
的
に
倫
理
化
す
る
動
き
と
し
て
現
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
晩
年
の
ブ
ラ
フ
マ
チ
ャ
ル
ヤ
の
実
験
で

は
、John W

oodroffe

の
タ
ン
ト
ラ
思
想
が
取
り
入
れ
ら
れ
、「
供
犠

（yajña

）」
概
念
の
中
で
、「
聖
化
」
と
「
脱
聖
化
」
の
逆
転
と
言
え
る
よ

う
な
も
の
が
図
ら
れ
た
。
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
宗
教〈
Ｂ
〉と
の
関
係
で
遂
行

さ
れ
た
晩
年
の
ブ
ラ
フ
マ
チ
ャ
ル
ヤ
の
実
験
は
、
科
学
と
霊
性
と
の
間
に

お
け
る
認
識
的
二
分
法
を
不
明
瞭
な
も
の
と
す
る
と
同
時
に
、
新
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
言
説
が
共
有
し
て
い
た
植
民
地
主
義
的
啓
蒙
倫
理
か
ら
、
宗
教

〈
Ｂ
〉を
離
脱
さ
せ
る
機
能
を
も
果
た
し
た
。

現
代
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
鳥
葬
の
現
状
と
課
題

香
月　

法
子

　

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
葬
法
と
い
え
ば
鳥
葬
で
あ
る
。
臨
終
後
、
遺
族
ら

は
遺
体
を
ダ
フ
マ
と
呼
ば
れ
る
鳥
葬
の
た
め
の
施
設
に
、
二
十
四
時
間
以

内
に
運
び
入
れ
、
そ
の
場
で
葬
式
を
行
う
。
そ
し
て
四
日
目
の
朝
に
、
死

立
場
か
ら
説
明
が
出
来
な
い
。
本
発
表
で
は
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
晩
年
、

唯
一
、
常
に
付
き
添
う
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
又
姪
マ
ヌ
に
よ
る
一
連
の

グ
ジ
ャ
ラ
ー
テ
ィ
ー
語
の
日
記
を
参
考
に
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
晩
年
に
お
け

る
世
俗
主
義
が
、
彼
に
お
け
る
宗
教
政
治
か
ら
の
ネ
ル
ー
主
義
的
移
行
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
両
者
が
あ
る
側
面
で
思
想
的
連
続

性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
「
宗
教
」
概
念
は
、
両
義
的
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、

そ
れ
は
、
実
定
的
諸
宗
教
や
、
偶
像
崇
拝
な
ど
の
文
化
的
諸
伝
統
を
含
む

「
信
仰
（dīn

）」
や
「
崇
拝
（raddhā

）」
を
意
味
し
た
（
以
下
、
宗
教

〈
Ａ
〉）。
も
う
一
方
で
、
彼
は
、
こ
う
し
た
全
て
の
宗
教〈
Ａ
〉に
共
通
す

る
と
さ
れ
る
「
根
本
倫
理
（the fundam

ental ethic

）」
や
「
根
本
宗

教
（the fundam

ental religion
）」
と
い
う
意
味
で
も
、
宗
教
を
語
っ

た
（
以
下
、
宗
教〈
Ｂ
〉）。
ま
た
、
宗
教〈
Ｂ
〉は
、「
ア
ー
ト
マ
ー
（ātm

ā

魂
、
自
己
）」
の
「
グ
ナ
（gun. a

元
素
、
繊
維
）」
や
、「
パ
ラ
マ
ー
ト

マ
ー
（param

ātm
ā

）」、「
良
心
（conscience
）」、「
内
な
る
声
（inner 

voice

）」
な
ど
の
概
念
を
用
い
て
も
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
教

〈
Ｂ
〉に
基
づ
く
政
治
を
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
は
、
自
己
の
ア
ー
ト
マ
ー
か
ら

他
者
の
ア
ー
ト
マ
ー
へ
と
「
倫
理
（nīti

）」
が
漸
次
的
に
浸
透
し
て
い
く

「
下
」
か
ら
の
統
治
と
考
え
た
。
そ
れ
に
対
し
、
宗
教〈
Ａ
〉に
よ
る
政
治

は
、「
上
」
か
ら
の
「
神
権
政
治
（theocracy

）」
に
な
っ
て
し
ま
う
と

警
戒
し
た
。
つ
ま
り
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
世
俗
主
義
に
よ
っ
て
分
離
の
対

象
と
さ
れ
た
宗
教
は
、
あ
く
ま
で
宗
教〈
Ａ
〉な
の
で
あ
り
、
宗
教〈
Ｂ
〉の

思
想
と
、
彼
の
世
俗
主
義
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

宗
教〈
Ｂ
〉に
基
礎
付
け
ら
れ
た
宗
教
政
治
を
可
能
に
す
る
た
め
に
必
要

と
さ
れ
た
の
が
、「
ア
ー
ト
マ
ー
の
内
観
（ātm

anirīks. an.

）」
と
い
う
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反
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
両
者
は
鳥
葬
施
設

付
の
聖
職
者
の
粗
雑
さ
、
お
よ
び
聖
職
者
全
体
の
精
神
的
向
上
の
な
さ
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

鳥
葬
施
設
を
管
理
し
て
い
る
自
治
組
織
は
、
こ
れ
ま
で
も
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
導
入
し
た
り
、
施
設
を
清
掃
し
た
り
し
て
、
そ
の
機
能
回
復
に
努
め

て
来
た
。
さ
ら
に
彼
ら
は
聖
職
者
の
精
神
的
向
上
の
た
め
、
聖
職
者
に
対

し
給
付
金
を
付
与
し
た
り
、
儀
礼
訓
練
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
あ
る

い
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
専
用
住
宅
を
、
優
先
的
に
割
り
当
て
る
な
ど
し

て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
鳥
葬
以
外
を
選
択
す
る
教
徒
は
お
り
、
鳥
葬
シ
ス
テ
ム
の
衰

退
も
改
善
さ
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
加
え
て
代
案
を
支
持
す
る

人
々
は
、
保
守
派
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
、
優
位
な
立
場
を
築
く
た
め
に

鳥
葬
を
悪
用
し
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。
一
方
、
鳥
葬
維
持
を
支
持
す

る
人
々
は
、
改
革
派
は
伝
統
を
衰
退
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
て
、
過

剰
な
防
衛
策
を
打
ち
出
し
、
鳥
葬
以
外
の
葬
式
を
行
っ
た
遺
族
に
対
し
、

ウ
ッ
タ
ム
ナ
儀
礼
を
行
っ
た
聖
職
者
を
追
放
す
る
と
し
た
。
こ
う
い
っ
た

保
守
派
と
改
革
派
の
対
立
は
、
対
策
の
行
き
詰
ま
り
を
表
わ
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
見
ら
れ
る
問
題
と
課
題
の
一
つ
は
世
界
中
の
教

徒
が
論
争
に
参
加
し
て
い
る
が
、
保
守
派
が
イ
ン
ド
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な

視
点
か
ら
の
み
、
反
駁
し
よ
う
と
し
て
い
る
矛
盾
に
気
付
く
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
二
点
目
と
し
て
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
的
意
義
の
問
い
直
し
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
精
神
世
界
に
も
物
質
世
界
に
も
善
悪

が
あ
り
、
精
神
世
界
の
善
は
物
質
世
界
に
善
を
も
た
ら
し
、
逆
も
ま
た
然

り
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
精
神
世
界
の
善
は
、
物
質
世
界
の
そ
れ
よ
り
力

を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
保
守
派
、
改
革
派
双
方
の
対

者
の
魂
と
さ
れ
る
フ
ラ
ワ
シ
は
天
国
に
旅
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時

に
行
わ
れ
る
天
国
へ
の
無
事
を
願
う
ウ
ッ
タ
ム
ナ
儀
礼
を
も
っ
て
、
葬
式

が
終
了
す
る
。

　

し
か
し
、
現
代
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
必
ず
し
も
鳥
葬
を
行
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
は
鳥
葬
の
出
来
な
い
地
域
、
イ
ラ
ン
や
欧
米
だ
け
で
な
く
、
鳥

葬
を
現
在
も
行
う
こ
と
の
出
来
る
イ
ン
ド
の
教
徒
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ

こ
数
年
、
火
葬
や
土
葬
を
行
っ
た
事
例
の
報
告
数
が
増
加
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
原
因
を
イ
ン
ド
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の

大
多
数
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
南
ア
ジ
ア
一
帯
で
猛
禽

類
の
数
が
急
激
に
減
少
し
た
た
め
、
こ
れ
が
鳥
葬
シ
ス
テ
ム
自
体
を
衰
退

さ
せ
て
い
る
。
ま
た
都
市
化
の
た
め
猛
禽
類
が
エ
サ
に
困
ら
な
く
な
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
雨
期
が
あ
り
、
湿
気
も
あ
る
ム
ン
バ
イ
の
気
候
な
ど
が
、

さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
を
衰
退
さ
せ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
遺
体
が

迅
速
に
処
理
さ
れ
ず
、
遺
族
の
気
分
を
害
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状

を
知
っ
て
、
鳥
葬
以
外
を
選
ぶ
人
が
出
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
現
状
に
対
し
、
鳥
葬
維
持
を
支
持
す
る
人
々
（
お
も
に
鳥
葬
施
設

を
管
理
す
る
地
元
の
自
治
組
織
や
、
聖
職
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
保
守
派

な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
鳥
葬
は
先
祖
代
々
続
く
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
伝

統
で
あ
り
、
エ
コ
で
あ
り
衛
生
的
で
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
鳥
葬
は
維
持
す
べ
き
だ
と
い
う
。
一
方
、
代
案
で
も
よ
い
と
す

る
人
々
も
い
る
。
彼
ら
（
主
に
欧
米
や
イ
ン
ド
の
一
部
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
徒
で
、
改
革
派
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
鳥
葬
で
な
く
と
も
生
前
の
徳

に
よ
っ
て
天
国
へ
行
く
こ
と
が
出
来
る
し
、
電
気
葬
や
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

葬
法
な
ど
で
あ
れ
ば
、
鳥
葬
で
な
く
と
も
火
を
汚
さ
ず
に
遺
体
処
理
を
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
し
、
鳥
葬
で
な
く
と
も
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
教
義
に
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ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
宗
教
を
新
た
に
信
仰
せ
し
め
る
布
教
や
、
あ
る
い
は

そ
の
宗
教
を
現
に
信
仰
し
て
い
る
聞
き
手
が
そ
の
信
仰
を
さ
ら
に
強
め
る

堅
信
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
聞
き
手
の
態
度
変
容
を
期
待
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
あ
る
宗
教
の
教
義
す
な
わ
ち
宗
教
概
念
を
聞
き

手
に
受
容
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
宗
教
的
体
験
談

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
同
じ
く
そ
の
よ
う
な
目
的
で
行
わ
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
研
究
に
お
い
て
実
験
条
件
や
統
制
条
件
と
な
る
べ

き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
容
の
本
質
的
要
素
は
宗
教
概
念
に
他
な
ら
な

い
。
し
か
も
、
こ
れ
は
「
一
般
的
な
信
仰
者
が
自
ら
信
じ
他
者
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
と
考
え
て
い
る
宗
教
的
信
念
」
で
あ
る
か
ら
、

「
一
般
的
な
信
仰
者
の
内
在
的
な
宗
教
概
念
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
概
念
が
日
本
あ
る
い
は
米
国
の
一
方

の
み
で
信
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
両
国
で
共
通
に
信
じ

ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
を
、
事
前
に
明
確
に
察
知
・
区
分
し
て
、
そ
の

区
分
を
実
験
条
件
や
統
制
条
件
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
体
験
談
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
態
度
変
容
が
生
じ
た
／
生

じ
な
か
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
そ
も
そ
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

（
体
験
談
の
語
り
方
）
の
影
響
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
内
容
（
宗

教
概
念
の
日
米
の
差
異
と
共
通
性
な
ど
の
特
性
）
の
影
響
に
よ
る
の
か

が
、
判
然
と
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
図
と
地
の
よ
う
な
構
図
で

あ
る
。
地
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
容
た
る
宗
教
概
念
に
関
す
る
日
米

の
差
異
と
共
通
性
）
が
明
確
で
な
け
れ
ば
、
図
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
の
影
響
）
を
的
確
か
つ
体
系
的
に
検
出
で
き
な
い
。
デ
ー
タ
に
基
づ

く
知
見
に
よ
れ
ば
、
日
米
共
通
の
重
要
な
概
念
因
子
と
し
て
は
た
と
え
ば

超
越
性
（
密
教
性
）
や
倫
理
性
（
顕
教
性
）、
ま
た
国
別
の
相
違
が
大
き

策
は
、
物
質
世
界
か
ら
の
み
で
あ
る
。
猛
禽
類
を
飼
育
す
る
と
い
っ
た
新

た
な
対
策
も
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
基
本

的
な
教
義
と
鳥
葬
の
意
義
を
問
い
直
お
す
こ
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
無
駄

な
こ
と
で
は
な
い
。

国
別
の
宗
教
体
験
談
受
容
の
構
造 

│
│ 

質
問
紙
調
査
結
果
か
ら 

│
│

渡
辺　

光
一

　

発
表
者
ら
は
、
宗
教
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
れ
に
関
連
す
る

概
念
の
構
造
や
そ
の
変
容
過
程
に
つ
い
て
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
米
国
人

も
対
象
と
し
て
研
究
し
て
き
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
非
対
話
的
・
独
白

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
体
験
談
に
つ
い
て
も
、
日
米
比
較

の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
宗
教
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の

よ
う
な
要
因
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
実
験
的
に
研
究
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
対
話
的
な
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
非
対

話
的
・
独
白
的
な
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に

影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
い
く
つ
か
の
要
因
を
計
画
的
に
統
制
し
た
り
変

化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
要
因
の
効
果
を
厳
密
に
調
べ
る
必
要

が
あ
る
。
体
験
談
と
い
う
非
対
話
的
・
独
白
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
一
方
向
的
で
一
回
性
の
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
双
方
向
的
で
逐
次

的
な
対
話
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
比
べ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

内
容
を
計
画
的
に
統
制
し
た
り
変
化
さ
せ
た
り
す
る
（
つ
ま
り
実
験
条
件

や
統
制
条
件
と
す
る
）
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
対
話
研
究

に
比
し
て
の
体
験
談
研
究
の
大
き
な
優
位
性
の
一
つ
と
も
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

と
こ
ろ
で
、
宗
教
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は
何
で
あ
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送
調
査
で
、
二
〇
一
三
年
の
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
二
波
に
わ
た
る

パ
ネ
ル
調
査
で
実
施
し
た
。
対
象
者
は
、
二
〇
歳
か
ら
六
九
歳
の
男
女

で
、
性
、
年
代
、
地
域
、
都
市
規
模
別
に
住
民
基
本
台
帳
の
構
成
に
合
わ

せ
て
郵
送
調
査
パ
ネ
ル
よ
り
抽
出
し
、
一
四
七
四
サ
ン
プ
ル
か
ら
回
答
を

得
た
。
調
査
方
法
は
、
宗
教
研
究
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
方
法

で
あ
る
が
、
心
理
学
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
よ
く
使
わ
れ
る
方
法
で
、
一

般
に
は
実
験
計
画
法
や
コ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
分
析
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
含
ま

れ
る
方
法
で
あ
る
。

　

教
義
（
根
源
的
な
生
命
力
／
心
の
あ
り
方
）、
レ
ト
リ
ッ
ク
（
あ
り
／

な
し
）、
文
化
差
（
運
命
は
変
え
ら
れ
る
／
運
命
に
は
言
及
し
な
い
）、
継

続
（
信
仰
を
継
続
す
る
／
信
仰
を
や
め
る
）
と
い
う
四
要
因
の
そ
れ
ぞ
れ

に
二
カ
テ
ゴ
リ
ー
ず
つ
を
設
定
し
た
一
六
パ
タ
ー
ン
の
体
験
談
を
作
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ン
ダ
ム
に
割
り
当
て
た
お
よ
そ
六
〇
人
の

対
象
者
に
読
ん
で
も
ら
い
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
答
え

て
も
ら
っ
た
。

　

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
影
響
し
た
要
因
は
、
分
散
分
析
で
は
、

教
義
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
有
無
、
継
続
の
三
要
因
で
あ
り
、
心
の
あ
り
方
、

レ
ト
リ
ッ
ク
が
あ
る
体
験
談
、
継
続
す
る
体
験
談
が
、
そ
う
で
な
い
体
験

談
よ
り
も
有
意
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
性
別
や
年
齢
、
職
業
、
学
歴
、
世

帯
収
入
な
ど
の
属
性
に
お
い
て
は
、
有
意
に
な
る
変
数
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
調
査
対
象
者
の
現
在
の
状
況
と
し
て
、
調
査
時
点
よ
り
も
三
週
間
以

内
に
嬉
し
い
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
と
答
え
た
人
は
、
有
意
に
受
け
入
れ

た
。
悲
し
い
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
満
足
度
の
二
変
数
に
つ
い

て
は
、
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
信
仰
面
で
は
、
宗
教
的
な
心
は

大
切
で
あ
る
と
答
え
た
人
が
受
け
入
れ
て
い
る
。

い
宗
教
概
念
と
し
て
は
た
と
え
ば
運
命
な
ど
、
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

体
験
談
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
は
、
そ
の
よ

う
な
宗
教
概
念
の
み
な
ら
ず
、
体
験
談
そ
の
も
の
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開

（
結
末
な
ど
）
や
そ
の
語
り
方
（
レ
ト
リ
ッ
ク
な
ど
）
も
受
容
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
要
因
を
実
験
条

件
と
し
た
体
験
談
受
容
実
験
を
実
験
計
画
法
に
基
づ
い
て
設
計
し
、
日
米

で
そ
れ
ぞ
れ
千
人
程
度
の
規
模
で
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
統
計
的
に
分
析
し

た
。
そ
の
知
見
か
ら
、
各
教
団
が
行
っ
て
い
る
布
教
活
動
の
実
態
に
は
、

ご
く
合
理
的
な
成
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
、
逆
に
意
図
す
る
結
果
を
期

待
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
体
験
談
の
内
容

の
み
な
ら
ず
、
読
者
の
状
態
の
一
部
が
強
く
作
用
す
る
こ
と
も
示
さ
れ

た
。

日
本
に
お
け
る
宗
教
的
体
験
談
の
受
容

│
│ 

質
問
紙
調
査
結
果
か
ら 

│
│

川
端　
　

亮

　

宗
教
の
体
験
談
は
、
学
術
的
研
究
の
研
究
対
象
と
し
て
よ
く
扱
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
本
来
は
、
宗
教
教
団
が
、
そ
の
信
徒
の
信
仰
を
深
め
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
て
き

た
。
一
方
で
宗
教
の
体
験
談
は
、
宗
教
を
信
じ
な
い
人
も
含
め
て
、
日
本

人
一
般
に
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

発
表
で
は
、
体
験
談
を
提
示
し
、
調
査
対
象
者
に
そ
れ
を
読
ん
で
も
ら
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
を
質
問
紙
を
用
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
々
の
宗
教
意
識
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

本
発
表
が
基
づ
く
質
問
紙
調
査
は
、
調
査
会
社
の
パ
ネ
ル
を
用
い
た
郵
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要
因
、
属
性
、
現
在
の
状
況
、
宗
教
性
の
一
三
変
数
す
べ
て
を
投
入
し

た
重
回
帰
分
析
に
よ
る
と
、
分
散
分
析
と
同
じ
く
、
教
義
、
レ
ト
リ
ッ

ク
、
継
続
、
嬉
し
い
こ
と
、
宗
教
的
な
心
と
と
も
に
、
若
い
人
、
生
活
に

満
足
し
て
な
い
人
が
受
け
入
れ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

以
上
の
分
析
結
果
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
点
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
、

属
性
は
体
験
談
の
受
け
入
れ
に
影
響
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
に
お

い
て
、
宗
教
的
な
体
験
談
に
耳
を
傾
け
る
か
拒
絶
す
る
か
ど
う
か
は
、
少

な
く
と
も
外
見
的
な
属
性
で
は
分
か
ら
な
い
。
宗
教
的
な
心
を
大
切
だ
と

い
う
変
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
、
若
い
人
が
受
け
入
れ
る
が
、
宗
教

的
な
心
を
大
切
に
す
る
か
ど
う
か
は
、
か
な
り
親
し
い
間
柄
で
な
い
と
な

か
な
か
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
日
常
生
活
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
は
、
宗
教
の
話
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
ご
く
一

般
的
な
常
識
と
合
致
す
る
。
内
容
に
関
し
て
は
、
宗
教
的
な
体
験
談
に
い

か
に
も
宗
教
ら
し
い
要
因
、
超
越
的
な
神
な
ど
が
あ
る
と
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
反
発
を
受
け
る
。
ま
た
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
な
い
、
単
刀
直
入
な
話
も

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
一
般
の
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て

は
、
超
越
的
な
話
よ
り
も
倫
理
的
な
話
の
方
が
よ
い
。
ま
た
、
現
在
の
状

況
と
し
て
、
満
足
度
が
低
い
人
が
受
け
入
れ
る
点
は
、
剥
奪
理
論
と
合
致

す
る
一
方
で
、
悲
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
嬉
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
人
が
受

け
入
れ
や
す
い
点
は
、
意
外
な
発
見
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
体
験
談
を
も
ち
い
、
そ
れ
を
聞
く
側
の
視
点
か
ら
の
研

究
は
、
質
問
文
と
選
択
肢
に
よ
る
普
通
の
調
査
以
上
に
詳
細
に
人
々
の
宗

教
意
識
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。



489　　

　

本
別
冊
は
、
第
七
二
回
学
術
大
会
紀
要
で
あ
る
が
、
掲
載
の
他
に
以
下

の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。（
発
表
順
）

第
一
部
会

宗
教
と
芸
術
に
つ
い
て
―
エ
リ
ア
ー
デ
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
か
ら
―

（
松
田
健
三
郎
）

第
三
部
会

亡
命
者
向
け
無
線
放
送
に
お
け
る
ル
ー
マ
ニ
ア
正
教
会
に
関
す
る
言
論

（
奥
山
史
亮
）

第
四
部
会

現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
医
療
の
関
係
に
つ
い
て
の

考
察
（
嶋
田
弘
之
）

第
七
部
会

新
宗
教
に
お
け
る
教
学
活
動
の
一
考
察
―
大
本
を
事
例
に
―
（
梶
龍
輔
）

第
十
部
会

綜
芸
種
智
院
攷
（
武
内
孝
善
）

第
十
一
部
会

心
理
学
に
お
け
る
「
救
済
」
思
想
の
研
究
―
Ａ
・
マ
ズ
ロ
ー
を
中
心
に
―

（
今
野
啓
介
）、
心
理
学
理
論
に
お
け
る
宗
教
と
死
―
意
味
管
理
理
論
―

（
イ
ー
リ
ャ
・
ム
ス
リ
ン
）

第
十
二
部
会

六
〇
年
代
の
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
農
場
労
働
者
の
社
会
運
動
の
宗
教

性
（
岩
崎
賢
）

第
十
三
部
会

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
と
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
療
―
信
仰
と
科
学
―
（
坂

本
進
）

　

発
表
を
取
り
消
し
た
も
の
は
以
下
の
通
り
。
パ
ネ
ル　

ビ
ハ
ー
ラ
活
動

を
支
え
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
坂
原
英
見
）、
第
一
部
会　

現

代
世
界
と
「
終
わ
り
」
の
物
語
（
笹
尾
典
代
）、
第
五
部
会　

慈
済
会
所

属
者
の
社
会
的
属
性
の
変
遷
（
寺
沢
重
法
）、
第
八
部
会　

袈
裟
の
功
徳

を
め
ぐ
っ
て
（
松
村
薫
子
）、
第
十
一
部
会　

流
行
神
の
誕
生
と
展
開
（
黄

緑
萍
）、
第
十
二
部
会　

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
霊
的
情
報
の
伝
達

（
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
）
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